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SYLLABUS

京都ノートルダム女子大学

学章（University Emblem）について
　京都ノートルダム女子大学の学章は、中央に聖書が置かれ、

それには本学の建学の精神「徳と知」の原語である “VIRTUS

ET SCIENTIA” が記されている。そしてこれを導くイエス・キ

リストと聖母マリアの頭文字である J と M が中央上部にあり、

聖書の下には、学業の成就を願う月桂樹とその目標に達した喜

びを表わす棕櫚を配し、大学名で取り囲んだものである。

「ノートルダム」はキリストの母、聖母マリアのことです。
「ノートルダム」を校名にいただく私たちは、「徳と知」をモットーとして、

聖母マリアにならい、人としての成長を目指します。

『 尊　ぶ 』人と自分、物と自然の全てに敬意をもって向き合います。
『対話する』心をこめて聴き、かかわりから学び、真理を探究します。
『共感する』心を開き、人や時代の要請に敏感な感性を持ちます。
『行動する』対話し、決断し、責任を持って
　　　　　　　　　　　 人々の幸せと世界平和のために行動します。

神への深い信頼が聖母マリアをこのような生き方へと導きました。
私たちも、人間を超える大きな力に支えられている確信が持てますように。
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平成 29（2017）年度入学者
講義コード 講義名 コースナンバー 期間 頁

共通教育科目
GEH1250N0J 日 本 文 学 1102-GEH1250 後期 … 1

GEH1200N0J 外 国 文 学 1102-GEH1200 前期 … 1

GEH1201N0J 日 本 近 現 代 史 1102-GEH1201 前期 … 1

GEH1251N0J 日 本 の 宗 教 1102-GEH1251 後期 … 2

GEH1202N0J 東 ア ジ ア 近 現 代 史 1102-GEH1202 前期 … 3

GEH1252N0J ヨーロッパ近現代史 1102-GEH1252 後期 … 3

GEH1150N0J 歴 史 の 中 の 女 性 1102-GEH1150 後期 … 4

GEH1400N0J 身 近 な 心 理 学 1102-GEH1400 前期 … 4

GEH1253N0J 文 化 人 類 学 1102-GEH1253 後期 … 5

GES1200N0J 暮 ら し の 法 律 学 1102-GES1200 前期 … 5

GES1250N0J 憲 法 と 人 権 1102-GES1250 後期 … 6

GES1251N0J 暮 ら し の 経 済 学 1102-GES1251 後期 … 6

GES1201N0J 国 際 関 係 論 入 門 1102-GES1201 前期 … 7

GES1202N0J 社 会 学 概 論 1102-GES1202 前期 … 7

GES1150N0J ジ ェ ン ダ ー 論 1102-GES1150 後期 … 8

GES1500N0J ボ ラ ン テ ィ ア 概 論 1102-GES1500 後期 … 8

GES1650N0J 海外研修（生活と社会） 1102-GES1650 集中 … 8

GEN1400N0J 身 近 な 自 然 科 学 1102-GEN1400 前期 … 9

GEN1450N0J 暮 ら し の 統 計 学 1102-GEN1450 前期 … 9

GEN1200N0J 地 球 と 宇 宙 の 科 学 1102-GEN1200 後期 … 9

GEN1451A0J 情 報 科 学 入 門 Ａ 1102-GEN1451 後期 … 10

GEN1451B0J 情 報 科 学 入 門 Ｂ 1102-GEN1451 後期 … 10

GEN1550N0J 環 境 学 概 論 1102-GEN1550 後期 … 11

GEN1201N0J 身 近 な 医 学 1102-GEN1201 前期集中… 11

GEN1150N0J 生 命 倫 理 1102-GEN1150 後期 … 11

GEN1500N0J こ ど も と 自 然 1102-GEN1500 集中 … 12

GBE1300A0J 英 語 基 礎 Ⅰ Ａ 1111-GBE1300 前期 … 12

GBE1300B0J 英 語 基 礎 Ⅰ Ｂ 1111-GBE1300 前期 … 13

GBE1300C0J 英 語 基 礎 Ⅰ Ｃ 1111-GBE1300 前期 … 13

GBE1300D0J 英 語 基 礎 Ⅰ Ｄ 1111-GBE1300 前期 … 14

GBE1300E0J 英 語 基 礎 Ⅰ Ｅ 1111-GBE1300 前期 … 14

GBE1300F0J 英 語 基 礎 Ⅰ Ｆ 1111-GBE1300 前期 … 15

GBE1300G0J 英 語 基 礎 Ⅰ Ｇ 1111-GBE1300 前期 … 15

GBE1300H0J 英 語 基 礎 Ⅰ Ｈ 1111-GBE1300 前期 … 16

GBE1300J0J 英 語 基 礎 Ⅰ Ｊ 1111-GBE1300 前期 … 16

GBE1300K0J 英 語 基 礎 Ⅰ Ｋ 1111-GBE1300 前期 … 16

GBE1301A0J 英 語 総 合 Ⅰ Ａ 1111-GBE1301 前期 … 17

GBE1301B0J 英 語 総 合 Ⅰ Ｂ 1111-GBE1301 前期 … 18

GBE1301C0J 英 語 総 合 Ⅰ Ｃ 1111-GBE1301 前期 … 18

GBE1301D0J 英 語 総 合 Ⅰ Ｄ 1111-GBE1301 前期 … 19

GBE1301E0J 英 語 総 合 Ⅰ Ｅ 1111-GBE1301 前期 … 19

GBE1301F0J 英 語 総 合 Ⅰ Ｆ 1111-GBE1301 前期 … 20

GBE1301G0J 英 語 総 合 Ⅰ Ｇ 1111-GBE1301 前期 … 20

GBE1301H0J 英 語 総 合 Ⅰ Ｈ 1111-GBE1301 前期 … 21

GBE1301J0J 英 語 総 合 Ⅰ Ｊ 1111-GBE1301 前期 … 21

GBE1301K0J 英 語 総 合 Ⅰ Ｋ 1111-GBE1301 前期 …別紙

GBE1350A0J 英 語 基 礎 Ⅱ Ａ 1111-GBE1350 後期 … 22

GBE1350B0J 英 語 基 礎 Ⅱ Ｂ 1111-GBE1350 後期 … 22

GBE1350C0J 英 語 基 礎 Ⅱ Ｃ 1111-GBE1350 後期 … 23

GBE1350D0J 英 語 基 礎 Ⅱ Ｄ 1111-GBE1350 後期 … 23

GBE1350E0J 英 語 基 礎 Ⅱ Ｅ 1111-GBE1350 後期 … 24

GBE1350F0J 英 語 基 礎 Ⅱ Ｆ 1111-GBE1350 後期 … 24

GBE1350G0J 英 語 基 礎 Ⅱ Ｇ 1111-GBE1350 後期 … 25

GBE1350H0J 英 語 基 礎 Ⅱ Ｈ 1111-GBE1350 後期 … 25

GBE1350J0J 英 語 基 礎 Ⅱ Ｊ 1111-GBE1350 後期 … 26

GBE1350K0J 英 語 基 礎 Ⅱ Ｋ 1111-GBE1350 後期 … 26

GBE1351A0J 英 語 総 合 Ⅱ Ａ 1111-GBE1351 後期 … 27

GBE1351B0J 英 語 総 合 Ⅱ Ｂ 1111-GBE1351 後期 … 27

GBE1351C0J 英 語 総 合 Ⅱ Ｃ 1111-GBE1351 後期 … 28

GBE1351D0J 英 語 総 合 Ⅱ Ｄ 1111-GBE1351 後期 … 28

GBE1351E0J 英 語 総 合 Ⅱ Ｅ 1111-GBE1351 後期 … 29

GBE1351F0J 英 語 総 合 Ⅱ Ｆ 1111-GBE1351 後期 … 29

GBE1351G0J 英 語 総 合 Ⅱ Ｇ 1111-GBE1351 後期 … 30

GBE1351H0J 英 語 総 合 Ⅱ Ｈ 1111-GBE1351 後期 … 30

GBE1351J0J 英 語 総 合 Ⅱ Ｊ 1111-GBE1351 後期 … 31

GBE1351K0J 英 語 総 合 Ⅱ Ｋ 1111-GBE1351 後期 …別紙

GBF1300N0J ド イ ツ 語 1112-GBF1300 前期 … 31

GBF1350A0J フ ラ ン ス 語 Ａ 1112-GBF1350 後期 … 32

GBF1350B0J フ ラ ン ス 語 Ｂ 1112-GBF1350 後期 … 32

GBF1350C0J フ ラ ン ス 語 Ｃ 1112-GBF1350 前期 … 32

GBF1301A0J ス ペ イ ン 語 Ａ 1112-GBF1301 前期 … 33

GBF1301B0J ス ペ イ ン 語 Ｂ 1112-GBF1301 前期 … 33

GBF1351N0J ア ラ ビ ア 語 1112-GBF1351 後期 … 33

GBF1302A0J 中 国 語 Ⅰ Ａ 1112-GBF1302 後期 … 34

GBF1302B0J 中 国 語 Ⅰ Ｂ 1112-GBF1302 前期 … 34

GBF1302C0J 中 国 語 Ⅰ Ｃ 1112-GBF1302 前期 … 34

GBF1302D0J 中 国 語 Ⅰ Ｄ 1112-GBF1302 前期 … 34

GBF1352N0J 中 国 語 Ⅱ 1112-GBF1352 後期 … 35

GBF1303A0J コ リ ア 語 Ⅰ Ａ 1112-GBF1303 前期 … 36

GBF1303B0J コ リ ア 語 Ⅰ Ｂ 1112-GBF1303 前期 … 36

GBF1303C0J コ リ ア 語 Ⅰ Ｃ 1112-GBF1303 後期 … 36

GBF1353N0J コ リ ア 語 Ⅱ 1112-GBF1353 後期 … 37

GBF1354N0J 海外研修（語学）Ⅰ 1112-GBF1354 集中 … 38

GBE1355N0J 海外研修（語学）Ⅱａ 1112-GBE1355 集中 … 39

GBE1356N0J 海外研修（語学）Ⅱｂ 1112-GBE1356 集中 … 40

GBJ1300N0J 日 本 語 講 読 Ⅰ 1112-GBJ1300 前期 … 41

GBJ1350N0J 日 本 語 講 読 Ⅱ 1112-GBJ1350 後期 … 41

GBJ1301N0J 日 本 語 表 現 Ⅰ 1112-GBJ1301 前期 … 42

GBJ1351N0J 日 本 語 表 現 Ⅱ 1112-GBJ1351 後期 … 42

GBL1450A0J 文 章 表 現 法 Ａ 1112-GBL1450 後期 … 43

GBL1450B0J 文 章 表 現 法 Ｂ 1112-GBL1450 前期 … 43

GBL1400A0J 情 報 演 習 Ⅰ Ａ 1111-GBL1400 前期 … 44

GBL1400B0J 情 報 演 習 Ⅰ Ｂ 1111-GBL1400 前期 … 44

GBL1400C0J 情 報 演 習 Ⅰ Ｃ 1111-GBL1400 前期 … 44

GBL1400D0J 情 報 演 習 Ⅰ Ｄ 1111-GBL1400 前期 … 44

GBL1400E0J 情 報 演 習 Ⅰ Ｅ 1111-GBL1400 後期 … 44

GBL1400F0J 情 報 演 習 Ⅰ Ｆ 1111-GBL1400 後期 … 44

GBL1400G0J 情 報 演 習 Ⅰ Ｇ 1111-GBL1400 後期 … 44

GBL1400H0J 情 報 演 習 Ⅰ Ｈ 1111-GBL1400 後期 … 44

GBL1151N0J 体 育 講 義 1112-GBL1151 後期集中… 45

GBL1100N0J 体 育 実 技 1112-GBL1100 前期 … 45

GBL1150A0J 健康スポーツ演習Ａ 1112-GBL1150 前期 … 46

GBL1150B0J 健康スポーツ演習Ｂ 1112-GBL1150 後期 … 46

GBL1150C0J 健康スポーツ演習Ｃ 1112-GBL1150 前期 … 46

GBL1150D0J 健康スポーツ演習Ｄ 1112-GBL1150 後期 … 47

GCE1100A0J キ リ ス ト 教 入 門 Ａ 1111-GCE1100 前期 … 47

GCE1100B0J キ リ ス ト 教 入 門 Ｂ 1111-GCE1100 後期 … 47

GCE1100C0J キ リ ス ト 教 入 門 Ｃ 1111-GCE1100 前期 … 47

GCE1100D0J キ リ ス ト 教 入 門 Ｄ 1111-GCE1100 後期 … 47
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EGF1100B0J 英語英文学基礎演習ⅠＢ 2111-EGF1100 前期 … 71

EGF1100C0J 英語英文学基礎演習ⅠＣ 2111-EGF1100 前期 … 71

EGF1150A0J 英語英文学基礎演習ⅡＡ 2111-EGF1150 後期 … 72

EGF1150B0J 英語英文学基礎演習ⅡＢ 2111-EGF1150 後期 … 72

EGF1150C0J 英語英文学基礎演習ⅡＣ 2111-EGF1150 後期 … 72

EGF1200N0E 専 門 講 読 Ⅰ ａ 2112-EGF1200 前期 … 72

EGF1201N0E 専 門 講 読 Ⅰ ｂ 2112-EGF1201 後期 … 73

EGF1202N0J 専 門 講 読 Ⅰ ｃ 2112-EGF1202 前期 … 73

EGF1203N0J 専 門 講 読 Ⅰ ｄ 2112-EGF1203 後期 …別紙

EGF1250N0E 専 門 講 読 Ⅱ ａ 2112-EGF1250 後期 … 74

EGF1251N0E 専 門 講 読 Ⅱ ｂ 2112-EGF1251 前期 … 74

EGF1252N0J 専 門 講 読 Ⅱ ｃ 2112-EGF1252 後期 … 75

EGF1253N0J 専 門 講 読 Ⅱ ｄ 2112-EGF1253 前期 … 76

EGR3201N1J 小 学 校 英 語 教 育 Ⅰ 2132-EGR3201 前期 … 76

EGR3251N1J 小 学 校 英 語 教 育 Ⅱ 2132-EGR3251 後期 … 77

EGR2201N1J こ ど も 英 語 教 育 Ⅰ 2132-EGR2201 前期 … 77

EGR2251N1J こ ど も 英 語 教 育 Ⅱ 2132-EGR2251 後期 … 78

EGR1100N0J ホスピタリティ論Ⅰ 2132-EGR1100 前期 … 78

EGR1150N1J ホスピタリティ論Ⅱ 2132-EGR1150 後期 … 79

EGR1500N1J エアライン・サービス論 2132-EGR1500 前期 … 79

人間文化学部人間文化学科
CSB1500N0J 日本語コミュニケーションⅠ 2211-CSB1500 前期 … 80

CSB1550A0J 日本語コミュニケーションⅡＡ 2211-CSB1550 後期 … 80

CSB1550B0J 日本語コミュニケーションⅡＢ 2211-CSB1550 後期 … 81

CSA1200N0J 国 文 学 概 論 2222-CSA1200 前期 … 81

CSA1201N0J 国 語 学 概 論 2222-CSA1201 前期 … 82

CSA1250N1J 日 本 文 化 論 2222-CSA1250 後期 … 82

CSA1251N1J 現代ジャーナリズム論 2222-CSA1251 後期 … 83

CSA2402N1J 情 報 科 学 演 習 Ⅰ 2222-CSA2402 前期 … 83

CSA2452N1J 情 報 科 学 演 習 Ⅱ 2222-CSA2452 後期 … 84

CSA1253N0J 現 代 出 版 事 情 2222-CSA1253 後期 … 84

CSA1454N1J 博物館情報・メディア論 2222-CSA1454 前期 … 85

CSA1203N0J 比 較 文 化 概 論 2222-CSA1203 前期 … 85

CSA1204N1J 国 際 関 係 論 2222-CSA1204 後期 …別紙

CSA1255N1J 中 東 文 化 論 2222-CSA1255 後期 … 86

CSA2207N1J 西 洋 美 術 史 Ⅰ 2222-CSA2207 前期 … 86

CSA2256N1J 西 洋 美 術 史 Ⅱ 2222-CSA2256 後期 … 86

CSA1208N0J 博 物 館 概 論 2222-CSA1208 前期 … 87

CSA2210N1J 芸 術 へ の 誘 い 2222-CSA2210 前期 … 87

CSA1211N1J 音 楽 鑑 賞 法 2222-CSA1211 前期 … 88

CSA2212N1J 日 本 美 術 史 2222-CSA2212 後期 … 88

CSA3157N1J キリスト教とラテン語Ⅱ 2222-CSA3157 後期 … 89

CSS1600P0J 基 礎 演 習 Ⅰ Ｐ 2241-CSS1600 前期 … 89

CSS1600Q0J 基 礎 演 習 Ⅰ Ｑ 2241-CSS1600 前期 … 89

CSS1600R0J 基 礎 演 習 Ⅰ Ｒ 2241-CSS1600 前期 … 89

CSS1600S0J 基 礎 演 習 Ⅰ Ｓ 2241-CSS1600 前期 … 89

CSS1650P0J 基 礎 演 習 Ⅱ Ｐ 2241-CSS1650 後期 … 90

CSS1650Q0J 基 礎 演 習 Ⅱ Ｑ 2241-CSS1650 後期 … 90

CSS1650R0J 基 礎 演 習 Ⅱ Ｒ 2241-CSS1650 後期 … 90

CSS1650S0J 基 礎 演 習 Ⅱ Ｓ 2241-CSS1650 後期 … 90

現代人間学部共通教育
CHS1200N0J 現 代 社 会 と こ ど も N002-CHS1200 前期前半… 91

CHS1100N0J 現代社会と女性・家族 N002-CHS1100 前期後半… 92

GCE1101A0J キリスト教音楽入門Ａ 1111-GCE1101 後期 … 48

GCE1101B0J キリスト教音楽入門Ｂ 1111-GCE1101 前期 … 48

GCE1101C0J キリスト教音楽入門Ｃ 1111-GCE1101 後期 … 48

GCE1101D0J キリスト教音楽入門Ｄ 1111-GCE1101 前期 … 48

GCE2150N0J キリスト教と日本文化 1112-GCE2150 後期 … 49

GCE2151N0J キ リ ス ト 教 美 術 1112-GCE2151 前期 … 49

GCP1100A0J ノ ー ト ル ダ ム 学 Ａ 1111-GCP1100 前期 … 50

GCP1100B0J ノ ー ト ル ダ ム 学 Ｂ 1111-GCP1100 前期 … 50

GCP1101A0J 女性とライフキャリアＡ 1112-GCP1101 前期 … 50

GCP1101B0J 女性とライフキャリアＢ 1112-GCP1101 後期 … 51

GCP1500A0J ホスピタリティ入門Ａ 1112-GCP1500 前期 … 51

GCP1500B0J ホスピタリティ入門Ｂ 1112-GCP1500 後期 … 51

人間文化学部英語英文学科
EGB1300A0E R e a d i n g Ⅰ Ａ 2111-EGB1300 前期 … 52

EGB1300B0E R e a d i n g Ⅰ Ｂ 2111-EGB1300 前期 … 52

EGB1300C0E R e a d i n g Ⅰ Ｃ 2111-EGB1300 前期 … 53

EGB1350A0E R e a d i n g Ⅱ Ａ 2111-EGB1350 後期 … 53

EGB1350B0E R e a d i n g Ⅱ Ｂ 2111-EGB1350 後期 … 54

EGB1350C0E R e a d i n g Ⅱ Ｃ 2111-EGB1350 後期 … 54

EGB1301A0E W r i t i n g Ⅰ Ａ 2111-EGB1301 前期 … 55

EGB1301B0J W r i t i n g Ⅰ Ｂ 2111-EGB1301 前期 … 55

EGB1301C0J W r i t i n g Ⅰ Ｃ 2111-EGB1301 前期 … 56

EGB1351A0E W r i t i n g Ⅱ Ａ 2111-EGB1351 後期 … 56

EGB1351B0J W r i t i n g Ⅱ Ｂ 2111-EGB1351 後期 … 56

EGB1351C0J W r i t i n g Ⅱ Ｃ 2111-EGB1351 後期 … 57

EGB1302A0E L i s t e n i n g Ⅰ Ａ 2111-EGB1302 前期 … 57

EGB1302B0E L i s t e n i n g Ⅰ Ｂ 2111-EGB1302 前期 … 58

EGB1302C0E L i s t e n i n g Ⅰ Ｃ 2111-EGB1302 前期 … 58

EGB1352A0E L i s t e n i n g Ⅱ Ａ 2111-EGB1352 後期 … 59

EGB1352B0E L i s t e n i n g Ⅱ Ｂ 2111-EGB1352 後期 … 59

EGB1352C0E L i s t e n i n g Ⅱ Ｃ 2111-EGB1352 後期 … 60

EGB1303A0E S p e a k i n g Ⅰ Ａ 2111-EGB1303 前期 … 60

EGB1303B0E S p e a k i n g Ⅰ Ｂ 2111-EGB1303 前期 … 61

EGB1303C0E S p e a k i n g Ⅰ Ｃ 2111-EGB1303 前期 … 61

EGB1353A0E S p e a k i n g Ⅱ Ａ 2111-EGB1353 後期 … 62

EGB1353B0E S p e a k i n g Ⅱ Ｂ 2111-EGB1353 後期 … 62

EGB1353C0E S p e a k i n g Ⅱ Ｃ 2111-EGB1353 後期 … 62

EGB1304N0J 英 文 法 Ⅰ 2112-EGB1304 前期 … 63

EGB1354N0J 英 文 法 Ⅱ 2112-EGB1354 後期 … 63

EGB1100N0J 英 語 キ ャ リ ア 戦 略 2112-EGB1100 前期 … 64

EGB1305A1E T O E I C Ⅰ Ａ 2112-EGB1305 前期 … 64

EGB1305B1E T O E I C Ⅰ Ｂ 2112-EGB1305 前期 … 65

EGB1305C1J T O E I C Ⅰ Ｃ 2112-EGB1305 前期 … 66

EGB1355A1E T O E I C Ⅱ Ａ 2112-EGB1355 後期 … 66

EGB1355B1E T O E I C Ⅱ Ｂ 2112-EGB1355 後期 … 67

EGB1355C1J T O E I C Ⅱ Ｃ 2112-EGB1355 後期 … 67

EGB1306N1E T O E F L Ⅰ 2112-EGB1306 前期 … 68

EGB1356N1E T O E F L Ⅱ 2112-EGB1356 後期 … 68

EGB1307N0E W r i t i n g L a b Ⅰ 2112-EGB1307 前期 … 69

EGB1357N0E W r i t i n g L a b Ⅱ 2112-EGB1357 後期 … 69

EGB1308N0E R e a d i n g L a b Ⅰ 2112-EGB1308 前期 … 70

EGB1358N0E R e a d i n g L a b Ⅱ 2112-EGB1358 後期 … 70

EGB1309A1J 同 時 通 訳 入 門 Ａ 2112-EGB1309 前期 … 70

EGB1309B1J 同 時 通 訳 入 門 Ｂ 2112-EGB1309 後期 … 70

EGF1100A0J 英語英文学基礎演習ⅠＡ 2111-EGF1100 前期 … 71
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EDN1252N0J 生 活 N622-EDN1252 後期 …111

EDI1450A0J 保 育 内 容 総 論 Ａ N622-EDI1450 後期 …111

EDI1450B0J 保 育 内 容 総 論 Ｂ N622-EDI1450 後期 …111

EDI1451N0J 幼児理解の理論と方法 N622-EDI1451 後期 …112

EDI1250N0J 保 育 原 理 N622-EDI1250 後期 …112

EDI1251N0J 保 育 者 論 N622-EDI1251 後期 …113

SLB1100N0J 現 代 社 会 と 福 祉 Ⅰ N622-EDI2100 前期 …別紙

SWA1250N1J 現 代 社 会 と 福 祉 Ⅱ N622-EDI2251 後期 …別紙

EDC1400A0J ピ ア ノ 実 技 Ａ N622-EDC1400 前期 …113

EDC1400B0J ピ ア ノ 実 技 Ｂ N622-EDC1400 前期 …114

EDC1450A0J 音 楽 Ⅰ Ａ N622-EDC1450 後期 …114

EDC1450B0J 音 楽 Ⅰ Ｂ N622-EDC1450 後期 …114

EGR2201N1J こ ど も 英 語 教 育 Ⅰ N622-EDC2300 前期 … 77

EGR2251N1J こ ど も 英 語 教 育 Ⅱ N622-EDC2350 後期 … 78

EDP1250N0J 社 会 N622-EDP1250 後期 …115

EDP1251N0J 理 科 N622-EDP1251 後期 …115

EGR3201N1J 小 学 校 英 語 教 育 Ⅰ N622-EDP2300 前期 … 76

EGR3251N1J 小 学 校 英 語 教 育 Ⅱ N622-EDP2350 後期 … 77

EDP1200N0J こども情報リテラシー N622-EDP1200 前期 …116

EDD1250N0J 特別支援教育基礎理論 N621-EDD1250 後期 …116

PSB1400N0J 心 理 統 計 法 Ⅰ N632-EDR1400 前期 …101

PSB1450N0J 心 理 統 計 法 Ⅱ N632-EDR1450 後期 …102

EDR1451N0J 基 礎 統 計 学 N632-EDR1451 後期 …117

教職・資格科目等
TEA1850N0J 教 育 原 論 3103-TEA1850 後期 …117

LIB1800N0J 図 書 館 概 論 3303-LIB1800 前期 …117

LIB1850N0J 図書館情報資源概論 3303-LIB1850 後期 …118

CSA1208N0J 博 物 館 概 論 3403-MUS1800 前期 … 87

MUS1850N0J 博 物 館 経 営 論 3403-MUS1850 後期 …118

MUS1851N0J 博 物 館 展 示 論 3403-MUS1851 後期 …119

MUS1852N0J 博 物 館 教 育 論 3403-MUS1852 後期 …119

CSA1201N0J 国 語 学 概 論 4103-CSA1201 前期 … 82

平成 28（2016）年度以前入学者
講義コード 講義名 旧科目 期間 頁

共通教育科目
101031A0J ノートルダム学ⅠＡ 前期 …123

101031B0J ノートルダム学ⅠＢ 前期 …123

101032A0J ノートルダム学ⅡＡ 前期 …123

101032B0J ノートルダム学ⅡＢ 前期 …124

101033N0J ノ ー ト ル ダ ム 学 Ⅲ 集中 …124

101033U0J ノ ー ト ル ダ ム 学 Ⅲ 前期集中…124

101033W0J ノ ー ト ル ダ ム 学 Ⅲ 後期集中…124

GCP1101A0J 女性とライフキャリアＡ 101581 女性とライフキャリア 前期 … 50

GCP1101B0J 女性とライフキャリアＢ 101581 女性とライフキャリア 後期 … 51

GCP1500A0J ホスピタリティ入門Ａ 101556 ホスピタリティ入門 前期 … 51

GCP1500B0J ホスピタリティ入門Ｂ 101556 ホスピタリティ入門 後期 … 51

101570N0J ホスピタリティ京都 前期 …155

101542A0J キ ャ リ ア 形 成 Ａ 前期 …152

101542B0J キ ャ リ ア 形 成 Ｂ 後期 …152

101571N0J 女性の子育てとライフキャリア 前期後半…156

101580N0J キ ャ リ ア 形 成 ゼ ミ 集中 …157

101572N0J 児 童 館 実 践 演 習 集中 …156

CHS1500N0J 現 代 社 会 と 高 齢 者 N002-CHS1500 前期前半… 92

CHS1501N0J 現代社会と病者・障がい者 N002-CHS1501 前期後半… 92

CHS1552N0J 病 児 の 発 達 と 支 援 N002-CHS1552 集中 … 93

現代人間学部福祉生活デザイン学科
SLF1300A0J 福祉生活デザイン基礎演習ⅠＡ N211-SLF1300 前期 … 94

SLF1300B0J 福祉生活デザイン基礎演習ⅠＢ N211-SLF1300 前期 … 94

SLF1300C0J 福祉生活デザイン基礎演習ⅠＣ N211-SLF1300 前期 … 94

SLF1300D0J 福祉生活デザイン基礎演習ⅠＤ N211-SLF1300 前期 … 94

SLF1300E0J 福祉生活デザイン基礎演習ⅠＥ N211-SLF1300 前期 … 94

SLF1250A0J 福祉生活デザイン基礎演習ⅡＡ N211-SLF1250 後期 … 95

SLF1250B0J 福祉生活デザイン基礎演習ⅡＢ N211-SLF1250 後期 … 95

SLF1250C0J 福祉生活デザイン基礎演習ⅡＣ N211-SLF1250 後期 … 95

SLF1250D0J 福祉生活デザイン基礎演習ⅡＤ N211-SLF1250 後期 … 95

SLF1250E0J 福祉生活デザイン基礎演習ⅡＥ N211-SLF1250 後期 … 95

SLB1202N0J 福祉生活デザイン概論 N211-SLB1202 前期 … 96

SLB1200N0J 衣 生 活 概 論 N211-SLB1200 前期 … 96

SLB1250N0J 食 生 活 概 論 N211-SLB1250 後期 … 97

SLB1201N0J 住 居 学 概 論 N211-SLB1201 前期 … 97

SLB1450N0J 現代社会と家庭経営 N211-SLB1450 後期 … 98

SLB1100N0J 現 代 社 会 と 福 祉 Ⅰ N211-SLB1100 前期 …別紙

LDA1250N1J 家庭電気・機械及び情報処理 N222-LDA1250 後期 … 98

SWA1250N1J 現 代 社 会 と 福 祉 Ⅱ N222-SWA1250 後期 …別紙

SWA2201N1J 老 人 福 祉 論 N222-SWA2201 前期 … 99

SWR1250N1J 精神保健福祉相談援助の基盤（基礎） N232-SWR1250 後期 …100

SWR1251N0J ソーシャルワーク論Ⅰ N232-SWR1251 後期 …100

現代人間学部心理学科
PSB1200N0J 心 理 学 概 論 N411-PSB1200 前期 …101

PSB1400N0J 心 理 統 計 法 Ⅰ N411-PSB1400 前期 …101

PSB1450N0J 心 理 統 計 法 Ⅱ N411-PSB1450 後期 …102

PSB1300N0J 心 理 学 基 礎 演 習 Ⅰ N411-PSB1300 前期 …102

PSB1350N0J 心 理 学 基 礎 演 習 Ⅱ N411-PSB1350 後期 …103

PSB1451N0J 初 級 実 験 演 習 Ⅰ N411-PSB1451 後期 …103

PSB1401N0J 現 代 社 会 調 査 入 門 N412-PSB1401 前期 …104

PSB1250N0J 行 動 科 学 概 論 N412-PSB1250 後期 …104

PSA1250N1J 教 育 心 理 学 概 論 N422-PSA1250 後期 …105

PSA1550N1J 現 代 社 会 の 心 理 学 N422-PSA1550 後期 …105

PSA1500N1J 心理カウンセリング概論 N422-PSA1500 前期 …106

PSA1450N0J 心 理 テ ス ト 論 N422-PSA1450 後期 …106

CSA1251N1J 現代ジャーナリズム論 N432-PSR1250 後期 … 83

SLB1100N0J 現 代 社 会 と 福 祉 Ⅰ N432-SLB1100 前期 …別紙

SWA1250N1J 現 代 社 会 と 福 祉 Ⅱ N432-SWA1250 後期 …別紙

SWR1250N1J 精神保健福祉相談援助の基盤（基礎） N432-SWR1250 後期 …100

現代人間学部こども教育学科
EDB1200N0J こども教育基礎演習 N611-EDB1200 前期 …107

EDB1500N0J こども教育フィールド研修 N611-EDB1500 前期 …107

EDB1100N0J 教 職 論 N611-EDB1100 前期 …108

EDB1201N0J 教 育 原 理 N611-EDB1201 前期 …108

EDB1400N0J こどもの教育心理学 N611-EDB1400 前期 …109

EDB1450N1J こどもの発達心理学 N612-EDB1450 後期 …109

EDN1250N0J 国 語 N622-EDN1250 後期 …110

EDN1251N0J 算 数 N622-EDN1251 後期 …110
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GBE1300F0J 英 語 基 礎 Ⅰ Ｆ 101161 英 語 基 礎 Ⅰ 前期 … 15

GBE1300G0J 英 語 基 礎 Ⅰ Ｇ 101161 英 語 基 礎 Ⅰ 前期 … 15

GBE1300H0J 英 語 基 礎 Ⅰ Ｈ 101161 英 語 基 礎 Ⅰ 前期 … 16

GBE1300J0J 英 語 基 礎 Ⅰ Ｊ 101161 英 語 基 礎 Ⅰ 前期 … 16

GBE1300K0J 英 語 基 礎 Ⅰ Ｋ 101161 英 語 基 礎 Ⅰ 前期 … 16

GBE1301A0J 英 語 総 合 Ⅰ Ａ 101163 英 語 総 合 Ⅰ 前期 … 17

GBE1301B0J 英 語 総 合 Ⅰ Ｂ 101163 英 語 総 合 Ⅰ 前期 … 18

GBE1301C0J 英 語 総 合 Ⅰ Ｃ 101163 英 語 総 合 Ⅰ 前期 … 18

GBE1301D0J 英 語 総 合 Ⅰ Ｄ 101163 英 語 総 合 Ⅰ 前期 … 19

GBE1301E0J 英 語 総 合 Ⅰ Ｅ 101163 英 語 総 合 Ⅰ 前期 … 19

GBE1301F0J 英 語 総 合 Ⅰ Ｆ 101163 英 語 総 合 Ⅰ 前期 … 20

GBE1301G0J 英 語 総 合 Ⅰ Ｇ 101163 英 語 総 合 Ⅰ 前期 … 20

GBE1301H0J 英 語 総 合 Ⅰ Ｈ 101163 英 語 総 合 Ⅰ 前期 … 21

GBE1301J0J 英 語 総 合 Ⅰ Ｊ 101163 英 語 総 合 Ⅰ 前期 … 21

GBE1301K0J 英 語 総 合 Ⅰ Ｋ 101163 英 語 総 合 Ⅰ 前期 … 22

GBE1350A0J 英 語 基 礎 Ⅱ Ａ 101162 英 語 基 礎 Ⅱ 後期 … 22

GBE1350B0J 英 語 基 礎 Ⅱ Ｂ 101162 英 語 基 礎 Ⅱ 後期 … 22

GBE1350C0J 英 語 基 礎 Ⅱ Ｃ 101162 英 語 基 礎 Ⅱ 後期 … 23

GBE1350D0J 英 語 基 礎 Ⅱ Ｄ 101162 英 語 基 礎 Ⅱ 後期 … 23

GBE1350E0J 英 語 基 礎 Ⅱ Ｅ 101162 英 語 基 礎 Ⅱ 後期 … 24

GBE1350F0J 英 語 基 礎 Ⅱ Ｆ 101162 英 語 基 礎 Ⅱ 後期 … 24

GBE1350G0J 英 語 基 礎 Ⅱ Ｇ 101162 英 語 基 礎 Ⅱ 後期 … 25

GBE1350H0J 英 語 基 礎 Ⅱ Ｈ 101162 英 語 基 礎 Ⅱ 後期 … 25

GBE1350J0J 英 語 基 礎 Ⅱ Ｊ 101162 英 語 基 礎 Ⅱ 後期 … 26

GBE1350K0J 英 語 基 礎 Ⅱ Ｋ 101162 英 語 基 礎 Ⅱ 後期 … 26

GBE1351A0J 英 語 総 合 Ⅱ Ａ 101164 英 語 総 合 Ⅱ 後期 … 27

GBE1351B0J 英 語 総 合 Ⅱ Ｂ 101164 英 語 総 合 Ⅱ 後期 … 27

GBE1351C0J 英 語 総 合 Ⅱ Ｃ 101164 英 語 総 合 Ⅱ 後期 … 28

GBE1351D0J 英 語 総 合 Ⅱ Ｄ 101164 英 語 総 合 Ⅱ 後期 … 28

GBE1351E0J 英 語 総 合 Ⅱ Ｅ 101164 英 語 総 合 Ⅱ 後期 … 29

GBE1351F0J 英 語 総 合 Ⅱ Ｆ 101164 英 語 総 合 Ⅱ 後期 … 29

GBE1351G0J 英 語 総 合 Ⅱ Ｇ 101164 英 語 総 合 Ⅱ 後期 … 30

GBE1351H0J 英 語 総 合 Ⅱ Ｈ 101164 英 語 総 合 Ⅱ 後期 … 30

GBE1351J0J 英 語 総 合 Ⅱ Ｊ 101164 英 語 総 合 Ⅱ 後期 … 31

GBE1351K0J 英 語 総 合 Ⅱ Ｋ 101164 英 語 総 合 Ⅱ 後期 … 31

101191A0E 英 語 応 用 ａ （ Ａ ） 前期 …125

101191C0E 英 語 応 用 ａ （ Ｃ ） 後期 …125

101191D0E 英 語 応 用 ａ （ Ｄ ） 後期 …126

101192A0E 英 語 応 用 ｂ （ Ａ ） 後期 …126

101192B0E 英 語 応 用 ｂ （ Ｂ ） 後期 …126

101193A0E 英 語 応 用 ｃ （ Ａ ） 後期 …127

101193B0E 英 語 応 用 ｃ （ Ｂ ） 後期 …127

101194A0E 英 語 応 用 ｄ （ Ａ ） 前期 …128

101194B0E 英 語 応 用 ｄ （ Ｂ ） 前期 …128

101194C0E 英 語 応 用 ｄ （ Ｃ ） 前期 …128

101194D0E 英 語 応 用 ｄ （ Ｄ ） 前期 …128

101195A0J 英 語 応 用 ｅ （ Ａ ） 前期 …129

101195B0J 英 語 応 用 ｅ （ Ｂ ） 後期 …129

101196A0J 英 語 応 用 ｆ （ Ａ ） 前期 …129

101196B0J 英 語 応 用 ｆ （ Ｂ ） 後期 …130

101197A0E 英 語 応 用 ｇ （ Ａ ） 前期 …別紙

101197B0J 英 語 応 用 ｇ （ Ｂ ） 後期 …131

101198A0J 英 語 応 用 ｈ （ Ａ ） 後期 …131

101198B0J 英 語 応 用 ｈ （ Ｂ ） 後期 …132

101199A0J 英 語 応 用 ｉ （ Ａ ） 前期 …132

101199B0J 英 語 応 用 ｉ （ Ｂ ） 前期 …133

101200N0E 英 語 応 用 ｊ 後期 …別紙

101840A0J インターンシップＡ 集中 …162

101840B0J インターンシップＢ 集中 …162

101840C0J インターンシップＣ 集中 …163

GCE1100A0J キ リ ス ト 教 入 門 Ａ 101012 キリスト教入門 前期 … 47

GCE1100B0J キ リ ス ト 教 入 門 Ｂ 101012 キリスト教入門 後期 … 47

GCE1100C0J キ リ ス ト 教 入 門 Ｃ 101012 キリスト教入門 前期 … 47

GCE1100D0J キ リ ス ト 教 入 門 Ｄ 101012 キリスト教入門 後期 … 47

101029A0J 宗 教 音 楽 Ⅰ Ａ 後期前半…121

101029B0J 宗 教 音 楽 Ⅰ Ｂ 前期前半…121

101029C0J 宗 教 音 楽 Ⅰ Ｃ 後期前半…121

101029D0J 宗 教 音 楽 Ⅰ Ｄ 前期前半…122

101030A0J 宗 教 音 楽 Ⅱ Ａ 後期後半…122

101030B0J 宗 教 音 楽 Ⅱ Ｂ 前期後半…122

101030C0J 宗 教 音 楽 Ⅱ Ｃ 後期後半…122

101030D0J 宗 教 音 楽 Ⅱ Ｄ 前期後半…123

101021N0J キ リ ス ト 教 思 想 前期 …120

101025N0J 西 洋 思 想 前期 …121

101548A0J 聖 書 と 文 化 Ａ 前期 …153

101548B0J 聖 書 と 文 化 Ｂ 後期 …153

101020A0J キ リ ス ト 教 音 楽 Ａ 後期 …119

101020B0J キ リ ス ト 教 音 楽 Ｂ 前期 …120

GBL1450A0J 文 章 表 現 法 Ａ 101516 文 章 表 現 法 後期 … 43

GBL1450B0J 文 章 表 現 法 Ｂ 101516 文 章 表 現 法 前期 … 43

GBL1400A0J 情 報 演 習 Ⅰ Ａ 101019 情 報 演 習 Ⅰ 前期 … 44

GBL1400B0J 情 報 演 習 Ⅰ Ｂ 101019 情 報 演 習 Ⅰ 前期 … 44

GBL1400C0J 情 報 演 習 Ⅰ Ｃ 101019 情 報 演 習 Ⅰ 前期 … 44

GBL1400D0J 情 報 演 習 Ⅰ Ｄ 101019 情 報 演 習 Ⅰ 前期 … 44

GBL1400E0J 情 報 演 習 Ⅰ Ｅ 101019 情 報 演 習 Ⅰ 後期 … 44

GBL1400F0J 情 報 演 習 Ⅰ Ｆ 101019 情 報 演 習 Ⅰ 後期 … 44

GBL1400G0J 情 報 演 習 Ⅰ Ｇ 101019 情 報 演 習 Ⅰ 後期 … 44

GBL1400H0J 情 報 演 習 Ⅰ Ｈ 101019 情 報 演 習 Ⅰ 後期 … 44

101535A0J 情 報 演 習 Ⅱ Ａ 前期 …151

101535B0J 情 報 演 習 Ⅱ Ｂ 後期 …151

101535C0J 情 報 演 習 Ⅱ Ｃ 後期 …151

101524A0J 情 報 処 理 Ａ 前期 …149

101524B0J 情 報 処 理 Ｂ 前期 …149

101524D0J 情 報 処 理 Ｄ 後期 …149

101524E0J 情 報 処 理 Ｅ 後期 …150

101524F0J 情 報 処 理 Ｆ 後期 …150

GBL1150A0J 健康スポーツ演習Ａ 101015 健康スポーツ演習 前期 … 46

GBL1150B0J 健康スポーツ演習Ｂ 101015 健康スポーツ演習 後期 … 46

GBL1150C0J 健康スポーツ演習Ｃ 101015 健康スポーツ演習 前期 … 46

GBL1150D0J 健康スポーツ演習Ｄ 101015 健康スポーツ演習 後期 … 47

GBL1100N0J 体 育 実 技 101016 健康スポーツ実習 前期 … 45

GBL1150A0J 健康スポーツ演習Ａ 101016 健康スポーツ実習 前期 … 46

GBL1150B0J 健康スポーツ演習Ｂ 101016 健康スポーツ実習 後期 … 46

GBL1150C0J 健康スポーツ演習Ｃ 101016 健康スポーツ実習 前期 … 46

GBL1150D0J 健康スポーツ演習Ｄ 101016 健康スポーツ実習 後期 … 47

GBL1151N0J 体 育 講 義 101544 体 育 講 義 集中 … 45

101835N0T 資 格 英 語 Ⅰ 集中 …別紙

101836N0T 資 格 英 語 Ⅱ 集中 …別紙

101837N0J 認 定 日 本 語 集中 …別紙

GBE1300A0J 英 語 基 礎 Ⅰ Ａ 101161 英 語 基 礎 Ⅰ 前期 … 12

GBE1300B0J 英 語 基 礎 Ⅰ Ｂ 101161 英 語 基 礎 Ⅰ 前期 … 13

GBE1300C0J 英 語 基 礎 Ⅰ Ｃ 101161 英 語 基 礎 Ⅰ 前期 … 13

GBE1300D0J 英 語 基 礎 Ⅰ Ｄ 101161 英 語 基 礎 Ⅰ 前期 … 14

GBE1300E0J 英 語 基 礎 Ⅰ Ｅ 101161 英 語 基 礎 Ⅰ 前期 … 14



─ v ─

GEH1201N0J 日 本 近 現 代 史 101511 日本近世近代史 前期 … 1

GEH1252N0J ヨーロッパ近現代史 101512 西 洋 史 後期 … 3

GEH1202N0J 東 ア ジ ア 近 現 代 史 101513 東 洋 史 前期 … 3

GEH1250N0J 日 本 文 学 101514 日 本 文 学 後期 … 1

GEH1200N0J 外 国 文 学 101515 外 国 文 学 前期 … 1

GEH1400N0J 身 近 な 心 理 学 101543 心 理 学 概 論 前期 … 4

GEH1253N0J 文 化 人 類 学 101521 文 化 人 類 学 後期 … 5

GES1200N0J 暮 ら し の 法 律 学 101517 法 学 概 論 前期 … 5

GES1250N0J 憲 法 と 人 権 101518 日 本 国 憲 法 後期 … 6

GES1251N0J 暮 ら し の 経 済 学 101519 経 済 学 概 論 後期 … 6

GES1202N0J 社 会 学 概 論 101520 社 会 学 概 論 前期 … 7

GEH1150N0J 歴 史 の 中 の 女 性 101522 女 性 学 概 論 後期 … 4

GES1150N0J ジ ェ ン ダ ー 論 101552 女 性 の 権 利 後期 … 8

GES1500N0J ボ ラ ン テ ィ ア 概 論 101523 ボランティア概論 後期 … 8

101573N0J 実 践 の 子 ど も 学 集中 …156

101574N0J 子どもと子育てのための生活環境学 前期前半…157

GEN1200N0J 地 球 と 宇 宙 の 科 学 101525 地球と宇宙の科学 後期 … 9

GEN1550N0J 環 境 学 概 論 101526 環 境 学 概 論 後期 … 11

GEN1201N0J 身 近 な 医 学 101590 医 学 概 論 Ⅰ 前期集中… 11

101591N0J 医 学 概 論 Ⅱ 集中 …158

CHS1552N0J 病 児 の 発 達 と 支 援 101592 病児の発達と支援 集中 … 93

GEN1150N0J 生 命 倫 理 101553 生 命 倫 理 後期 … 11

GEN1400N0J 身 近 な 自 然 科 学 101549 身近な自然科学入門 前期 … 9

GEN1450N0J 暮 ら し の 統 計 学 101547 暮らしの統計学 前期 … 9

101811A0E 特定目的海外研修Ａ（海外インターンシップＡ） 集中 …159

101811B0E 特定目的海外研修Ａ（海外インターンシップＢ） 集中 …160

101811C0T 特定目的海外研修Ａ（海外インターンシップＣ） 集中 …161

101831N0J ボ ラ ン テ ィ ア 実 践 集中 …162

人間文化学部英語英文学科
EGB1300A0E R e a d i n g Ⅰ Ａ 201010 R e a d i n g Ⅰ 前期 … 52

EGB1300B0E R e a d i n g Ⅰ Ｂ 201010 R e a d i n g Ⅰ 前期 … 52

EGB1300C0E R e a d i n g Ⅰ Ｃ 201010 R e a d i n g Ⅰ 前期 … 53

EGB1350A0E R e a d i n g Ⅱ Ａ 201011 R e a d i n g Ⅱ 後期 … 53

EGB1350B0E R e a d i n g Ⅱ Ｂ 201011 R e a d i n g Ⅱ 後期 … 54

EGB1350C0E R e a d i n g Ⅱ Ｃ 201011 R e a d i n g Ⅱ 後期 … 54

EGB1301A0E W r i t i n g Ⅰ Ａ 201020 W r i t i n g Ⅰ 前期 … 55

EGB1301B0J W r i t i n g Ⅰ Ｂ 201020 W r i t i n g Ⅰ 前期 … 55

EGB1301C0J W r i t i n g Ⅰ Ｃ 201020 W r i t i n g Ⅰ 前期 … 56

EGB1351A0E W r i t i n g Ⅱ Ａ 201021 W r i t i n g Ⅱ 後期 … 56

EGB1351B0J W r i t i n g Ⅱ Ｂ 201021 W r i t i n g Ⅱ 後期 … 56

EGB1351C0J W r i t i n g Ⅱ Ｃ 201021 W r i t i n g Ⅱ 後期 … 57

202014N0J Reading and Writing Ⅱ 後期集中…170

202042A0E Advanced Reading ⅠＡ 前期 …172

202042B0E Advanced Reading ⅠＢ 前期 …173

202042C0E Advanced Reading ⅠＣ 前期 …173

202042D0J Advanced Reading ⅠＤ 前期 …174

202043B0E Advanced Reading ⅡＢ 後期 …174

202043C0E Advanced Reading ⅡＣ 後期 …175

202043D0J Advanced Reading ⅡＤ 後期 …175

202044A0E Advanced Writing ⅠＡ 前期 …176

202044B0E Advanced Writing ⅠＢ 前期 …176

202044C0E Advanced Writing ⅠＣ 前期 …176

202044D0J Advanced Writing ⅠＤ 前期 …177

202045B0E Advanced Writing ⅡＢ 後期 …178

202045C0E Advanced Writing ⅡＣ 後期 …178

101214A0E 英 会 話 （ 初 級 ） Ａ 前期 …133

101214B0E 英 会 話 （ 初 級 ） Ｂ 前期 …133

101215N0E 英 会 話 （ 中 級 ） 後期 …134

101230N0J ド イ ツ 語 Ⅰ 前期前半…134

101231N0J ド イ ツ 語 Ⅱ 前期後半…135

101232N0J ド イ ツ 語 Ⅲ 前期 …別紙

101233N0J ド イ ツ 語 Ⅳ 後期 …別紙

101234A0J フ ラ ン ス 語 Ⅰ Ａ 後期前半…136

101234B0J フ ラ ン ス 語 Ⅰ Ｂ 後期前半…136

101234C0J フ ラ ン ス 語 Ⅰ Ｃ 前期前半…136

101235A0J フ ラ ン ス 語 Ⅱ Ａ 後期後半…136

101235B0J フ ラ ン ス 語 Ⅱ Ｂ 後期後半…136

101235C0J フ ラ ン ス 語 Ⅱ Ｃ 前期後半…137

101236N0J フ ラ ン ス 語 Ⅲ 前期 …137

101237N0J フ ラ ン ス 語 Ⅳ 後期 …138

101238N0J フ ラ ン ス 語 Ⅴ 前期 …138

101239N0J フ ラ ン ス 語 Ⅵ 後期 …139

101240A0J ス ペ イ ン 語 Ⅰ Ａ 前期前半…139

101240B0J ス ペ イ ン 語 Ⅰ Ｂ 前期前半…139

101241A0J ス ペ イ ン 語 Ⅱ Ａ 前期後半…140

101241B0J ス ペ イ ン 語 Ⅱ Ｂ 前期後半…140

101242N0J ス ペ イ ン 語 Ⅲ 前期 …140

101243N0J ス ペ イ ン 語 Ⅳ 後期 …141

101244A0J 朝 鮮 語 Ⅰ Ａ 前期前半…141

101244B0J 朝 鮮 語 Ⅰ Ｂ 前期前半…141

101244C0J 朝 鮮 語 Ⅰ Ｃ 後期前半…141

101245A0J 朝 鮮 語 Ⅱ Ａ 前期後半…142

101245B0J 朝 鮮 語 Ⅱ Ｂ 前期後半…142

101245C0J 朝 鮮 語 Ⅱ Ｃ 後期後半…142

101246N0J 朝 鮮 語 Ⅲ 後期前半…143

101247N0J 朝 鮮 語 Ⅳ 後期後半…143

101248N0J 朝 鮮 語 Ⅴ 前期 …144

101249N0J 朝 鮮 語 Ⅵ 後期 …144

101250A0J 中国語ⅠＡ（16以前） 後期前半…145

101250B0J 中国語ⅠＢ（16以前） 前期前半…145

101250C0J 中国語ⅠＣ（16以前） 前期前半…145

101250D0J 中国語ⅠＤ（16以前） 前期前半…145

101251A0J 中国語ⅡＡ（16以前） 後期後半…146

101251B0J 中国語ⅡＢ（16以前） 前期後半…146

101251C0J 中国語ⅡＣ（16以前） 前期後半…146

101251D0J 中国語ⅡＤ（16以前） 前期後半…146

101252N0J 中 国 語 Ⅲ（16以前） 後期前半…146

101253N0J 中 国 語 Ⅳ（16以前） 後期後半…147

101260N0J 中 国 語 Ⅴ 後期 …148

101261N0J 中 国 語 Ⅵ 後期 …149

101561N0J ア ラ ビ ア 語 Ⅰ 後期前半…153

101562N0J ア ラ ビ ア 語 Ⅱ 後期後半…154

101563N0J ア ラ ビ ア 語 Ⅲ 前期 …154

101564N0J ア ラ ビ ア 語 Ⅳ 後期 …155

GBJ1300N0J 日 本 語 講 読 Ⅰ 101254 日 本 語 講 読 Ⅰ 前期 … 41

GBJ1350N0J 日 本 語 講 読 Ⅱ 101255 日 本 語 講 読 Ⅱ 後期 … 41

GBJ1301N0J 日 本 語 表 現 Ⅰ 101256 日 本 語 表 現 Ⅰ 前期 … 42

GBJ1351N0J 日 本 語 表 現 Ⅱ 101257 日 本 語 表 現 Ⅱ 後期 … 42

101258N0J 日 本 語 特 講 Ⅰ 前期 …147

101259N0J 日 本 語 特 講 Ⅱ 後期 …148

101541N0J 資 格 日 本 語 集中 …152

GEH1251N0J 日 本 の 宗 教 101510 日本古代中世史 後期 … 2



─ vi ─

EGB1308N0E R e a d i n g L a b Ⅰ 201016 Reading Lab Ⅰ 前期 … 70

EGB1358N0E R e a d i n g L a b Ⅱ 201017 Reading Lab Ⅱ 後期 … 70

201028N0E W r i t i n g L a b Ⅲ 前期集中…164

201029N0E W r i t i n g L a b Ⅳ 後期集中…165

201018N0E R e a d i n g L a b Ⅲ 前期集中…164

201019N0E R e a d i n g L a b Ⅳ 後期集中…164

205482N1E ス ピ ー チ Ⅰ 前期 …205

205483N1E ス ピ ー チ Ⅱ 後期 …205

EGB1309A1J 同 時 通 訳 入 門 Ａ 205612 同 時 通 訳 入 門 前期 … 70

EGB1309B1J 同 時 通 訳 入 門 Ｂ 205612 同 時 通 訳 入 門 後期 … 70

205690N1J 同 時 通 訳 法 Ⅰ 前期 …206

202069N1E ビ ジ ネ ス 英 語 後期 …186

202080N1E 海 外 留 学 Ⅰ ａ 後期集中…別紙

202081N1E 海 外 留 学 Ⅰ ｂ 前期集中…別紙

202082N1E 海 外 留 学 Ⅱ ａ 後期集中…別紙

202083N1E 海 外 留 学 Ⅱ ｂ 前期集中…別紙

202084N1E 海 外 留 学 Ⅲ ａ 後期集中…別紙

202085N1E 海 外 留 学 Ⅲ ｂ 前期集中…別紙

202086N1E 海 外 留 学 Ⅲ ｃ 後期集中…別紙

202087N1E 海 外 留 学 Ⅲ ｄ 前期集中…別紙

202088N1E 海 外 留 学 Ⅲ ｅ 後期集中…別紙

202089N1E 海 外 留 学 Ⅲ ｆ 前期集中…別紙

EGF1100D0J 英語英文学基礎演習ⅠＤ 203011 英語英文学基礎演習Ⅰ 前期 … 71

EGF1150D0J 英語英文学基礎演習ⅡＤ 203012 英語英文学基礎演習Ⅱ 後期 … 72

205012A0E 英 米 文 学 概 論 Ａ 前期 …188

205012B0J 英 米 文 学 概 論 Ｂ 後期 …189

205210A0E 言 語 学 概 論 Ａ 前期 …193

205210B0J 言 語 学 概 論 Ｂ 後期 …193

205411A0E コミュニケーション学概論Ａ 前期 …202

205411B0J コミュニケーション学概論Ｂ 後期 …202

EGF1200N0E 専 門 講 読 Ⅰ ａ 203020 専 門 講 読 Ⅰ ａ 前期 … 72

EGF1201N0E 専 門 講 読 Ⅰ ｂ 203021 専 門 講 読 Ⅰ ｂ 後期 … 73

EGF1202N0J 専 門 講 読 Ⅰ ｃ 203022 専 門 講 読 Ⅰ ｃ 前期 … 73

EGF1203N0J 専 門 講 読 Ⅰ ｄ 203023 専 門 講 読 Ⅰ ｄ 後期 …別紙

EGF1250N0E 専 門 講 読 Ⅱ ａ 203024 専 門 講 読 Ⅱ ａ 後期 … 74

EGF1251N0E 専 門 講 読 Ⅱ ｂ 203025 専 門 講 読 Ⅱ ｂ 前期 … 74

EGF1252N0J 専 門 講 読 Ⅱ ｃ 203026 専 門 講 読 Ⅱ ｃ 後期 … 75

EGF1253N0J 専 門 講 読 Ⅱ ｄ 203027 専 門 講 読 Ⅱ ｄ 前期 … 76

206011N0E Global English Lecture Ⅰａ 後期 …209

206021N0E Global English Lecture Ⅱａ 前期 …211

206031N0E Global English Lecture Ⅲａ 前期 …212

206041N0J Global English Workshop Ⅰａ 後期 …213

206051N0E Global English Workshop Ⅱａ 前期 …214

206012N0E Global English Lecture Ⅰｂ 後期 …210

206032N0E Global English Lecture Ⅲｂ 後期 …212

206042N0J Global English Workshop Ⅰｂ 前期 …214

206052N0J Global English Workshop Ⅱｂ 後期 …215

206013N0E Global English Lecture Ⅰｃ 前期 …210

206023N0E Global English Lecture Ⅱｃ 前期 …211

206033N0E Global English Lecture Ⅲｃ 前期 …213

206002N0E Global English Colloquium Ⅱ 後期 …207

206003N0E Global English Colloquium Ⅲ 前期 …207

206004N0E Global English Colloquium Ⅳ 後期 …208

206005N0E 海 外 留 学 事 前 指 導 前期 …209

206006N0E 海 外 留 学 事 後 指 導 前期 …209

205124N1J 英 文 学 の 歴 史 前期 …191

205122N1J 米 文 学 の 歴 史 前期 …190

202045D0J Advanced Writing ⅡＤ 後期 …179

EGB1302A0E L i s t e n i n g Ⅰ Ａ 201031 L i s t e n i n g Ⅰ 前期 … 57

EGB1302B0E L i s t e n i n g Ⅰ Ｂ 201031 L i s t e n i n g Ⅰ 前期 … 58

EGB1302C0E L i s t e n i n g Ⅰ Ｃ 201031 L i s t e n i n g Ⅰ 前期 … 58

EGB1352A0E L i s t e n i n g Ⅱ Ａ 201032 L i s t e n i n g Ⅱ 後期 … 59

EGB1352B0E L i s t e n i n g Ⅱ Ｂ 201032 L i s t e n i n g Ⅱ 後期 … 59

EGB1352C0E L i s t e n i n g Ⅱ Ｃ 201032 L i s t e n i n g Ⅱ 後期 … 60

EGB1303A0E S p e a k i n g Ⅰ Ａ 201041 S p e a k i n g Ⅰ 前期 … 60

EGB1303B0E S p e a k i n g Ⅰ Ｂ 201041 S p e a k i n g Ⅰ 前期 … 61

EGB1303C0E S p e a k i n g Ⅰ Ｃ 201041 S p e a k i n g Ⅰ 前期 … 61

EGB1353A0E S p e a k i n g Ⅱ Ａ 201042 S p e a k i n g Ⅱ 後期 … 62

EGB1353B0E S p e a k i n g Ⅱ Ｂ 201042 S p e a k i n g Ⅱ 後期 … 62

EGB1353C0E S p e a k i n g Ⅱ Ｃ 201042 S p e a k i n g Ⅱ 後期 … 62

201033A0E Advanced Listening ⅠＡ 前期 …165

201033B0E Advanced Listening ⅠＢ 前期 …166

201033C0E Advanced Listening ⅠＣ 前期 …166

201034B0E Advanced Listening ⅡＢ 後期 …167

201034C0E Advanced Listening ⅡＣ 後期 …167

201043A0E Advanced Speaking ⅠＡ 前期 …168

201043B0E Advanced Speaking ⅠＢ 前期 …168

201043C0E Advanced Speaking ⅠＣ 前期 …169

201044B0E Advanced Speaking ⅡＢ 後期 …169

201044C0E Advanced Speaking ⅡＣ 後期 …170

201014J0J Academic Reading Ⅰ 前期 …別紙

201015J0J Academic Reading Ⅱ 後期 …別紙

202050A0E Academic Writing ⅠＡ 前期 …179

202050B0J Academic Writing ⅠＢ 前期 …180

202050C0E Academic Writing ⅠＣ 前期 …181

202050D0J Academic Writing ⅠＤ 前期 …181

202051A0E Academic Writing ⅡＡ 後期 …182

202051B0J Academic Writing ⅡＢ 後期 …182

202051C0E Academic Writing ⅡＣ 後期 …183

202051D0J Academic Writing ⅡＤ 後期 …183

202061N0E Communication Skills Ⅰ 前期 …184

202062N0E Communication Skills Ⅱ 後期 …184

202063N0E Communication Skills Ⅲ 前期 …185

202064N0E Communication Skills Ⅳ 後期 …185

202032N0J Advanced Eng l i s h 前期集中…171

EGB1304N0J 英 文 法 Ⅰ 202056 英 文 法 Ⅰ 前期 … 63

EGB1354N0J 英 文 法 Ⅱ 202057 英 文 法 Ⅱ 後期 … 63

205290N1J 英 文 法 Ⅲ 前期 …196

205291N1J 英 文 法 Ⅳ 後期 …197

202033N0T イングリッシュ・チャレンジⅠ 集中 …別紙

202034N0T イングリッシュ・チャレンジⅡ 集中 …別紙

EGB1100N0J 英 語 キ ャ リ ア 戦 略 202035 英語キャリア戦略 前期 … 64

EGB1305A1E T O E I C Ⅰ Ａ 202036 T O E I C 　 Ⅰ 前期 … 64

EGB1305B1E T O E I C Ⅰ Ｂ 202036 T O E I C 　 Ⅰ 前期 … 65

EGB1305C1J T O E I C Ⅰ Ｃ 202036 T O E I C 　 Ⅰ 前期 … 66

EGB1355A1E T O E I C Ⅱ Ａ 202037 T O E I C 　 Ⅱ 後期 … 66

EGB1355B1E T O E I C Ⅱ Ｂ 202037 T O E I C 　 Ⅱ 後期 … 67

EGB1355C1J T O E I C Ⅱ Ｃ 202037 T O E I C 　 Ⅱ 後期 … 67

202038N1J T O E I C Ⅲ 前期 …171

202039N1J T O E I C Ⅳ 後期 …172

EGB1306N1E T O E F L Ⅰ 202065 T O E F L Ⅰ 前期 … 68

EGB1356N1E T O E F L Ⅱ 202066 T O E F L Ⅱ 後期 … 68

EGB1307N0E W r i t i n g L a b Ⅰ 201026 Wri t ing Lab Ⅰ 前期 … 69

EGB1357N0E W r i t i n g L a b Ⅱ 201027 Wri t ing Lab Ⅱ 後期 … 69
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209014B0J 英 語 英 文 学 演 習 Ⅱ 後期 …229

209014C0J 英 語 英 文 学 演 習 Ⅱ 後期 …230

209014D0J 英 語 英 文 学 演 習 Ⅱ 後期 …230

209014E0J 英 語 英 文 学 演 習 Ⅱ 後期 …231

209014F0J 英 語 英 文 学 演 習 Ⅱ 後期 …232

209014G0J 英 語 英 文 学 演 習 Ⅱ 後期 …232

209014H0J 英 語 英 文 学 演 習 Ⅱ 後期 …233

209014I0E 英 語 英 文 学 演 習 Ⅱ 後期 …234

209014J0E 英 語 英 文 学 演 習 Ⅱ 後期 …234

209011A0E 卒 業 研 究 集中 …222

209011B0J 卒 業 研 究 集中 …222

209011C0J 卒 業 研 究 集中 …222

209011D0E 卒 業 研 究 集中 …222

209011E0J 卒 業 研 究 集中 …222

209011F0J 卒 業 研 究 集中 …222

209011G0J 卒 業 研 究 集中 …222

209011H0J 卒 業 研 究 集中 …222

209011I0J 卒 業 研 究 集中 …223

209011J0J 卒 業 研 究 集中 …223

人間文化学部人間文化学科
CSS1600W0J 基 礎 演 習 Ⅰ Ｗ 229001 基 礎 演 習 Ⅰ 前期 … 90

CSS1650W0J 基 礎 演 習 Ⅱ Ｗ 229002 基 礎 演 習 Ⅱ 前期 … 91

CSS1650X0J 基 礎 演 習 Ⅱ Ｘ 229002 基 礎 演 習 Ⅱ 後期 … 91

CSB1500N0J 日本語コミュニケーションⅠ 223021 日本語コミュニケーションⅠ 前期 … 80

CSB1550A0J 日本語コミュニケーションⅡＡ 223022 日本語コミュニケーションⅡ 後期 … 80

CSB1550B0J 日本語コミュニケーションⅡＢ 223022 日本語コミュニケーションⅡ 後期 … 81

223023N0J 日本語コミュニケーションⅢ 前期 …235

CSA1200N0J 国 文 学 概 論 225083 国 文 学 概 論 前期 … 81

CSA1201N0J 国 語 学 概 論 225079 国 語 学 概 論 前期 … 82

225085N1J 日 本 古 典 文 学 講 読 後期 …238

225086N1J 日 本 近 代 文 学 講 読 後期 …239

225081N1J 日 本 語 文 法 後期 …237

225213N1J 日 本 語 研 究 後期 …248

205210A0E 言 語 学 概 論 Ａ 前期 …193

205210B0J 言 語 学 概 論 Ｂ 後期 …193

225084N0J 書 写 研 究 前期 …238

225059N1J 日 本 伝 統 文 化 論 前期 …236

225210N1J 日 本 年 中 行 事 論 後期 …246

225107N1J 京 都 学 後期 …243

225211A1J 京都フィールドワーク研究Ａ 前期 …247

225211B1J 京都フィールドワーク研究Ｂ 後期 …247

225212N0J 日 本 語 教 育 入 門 前期 …248

CSA1250N1J 日 本 文 化 論 223013 日 本 文 化 論 後期 … 82

225088N1J 日 本 語 表 現 前期 …239

205474N1J プレゼンテーション概論 前期 …204

205089N1J プレゼンテーション演習 後期 …240

225090N1J 日 本 語 の 朗 読 前期 …240

225091N1J ス ピ ー チ の 基 礎 前期 …241

225096N1J キャリアとコミュニケーション 後期 …242

225093N1J 古 文 書 読 解 後期 …241

CSA1251N1J 現代ジャーナリズム論 224015 現代ジャーナリズム論 後期 … 83

224017N1J 情 報 シ ス テ ム 論 前期 …235

225150N1J インターネット社会論 後期 …243

225311N1J 情 報 科 学 応 用 前期 …249

225153A1J 情 報 科 学 概 論 Ａ 前期 …244

205049N1J 映 画 論 後期 …189

205088N1J 児 童 文 学 前期 …190

205123N1J 文 学 と 女 性 後期 …191

205125N1J 英 語 圏 文 化 後期 …192

205126N1J アメリカの社会と文化 後期 …192

205231N1J 英 語 の 歴 史 前期 …194

205275N1J こ と ば の し く み 後期 …195

205270N1J こ と ば と 社 会 後期 …194

205276N1J こ と ば と 認 知 後期 …195

205292N1J 英語のサウンド研究 前期 …197

205432N1E 対人コミュニケーション 前期 …203

205434N1E 異文化間コミュニケーション 後期 …203

205469N1J 言語，文化，コミュニケーション 後期 …204

205293N0J 英 語 科 教 育 法 Ⅰ 前期 …198

205294N0J 英 語 科 教 育 法 Ⅱ 後期 …199

205295A0J 英 語 科 教 育 法 Ⅲ 前期 …199

205295B0J 英 語 科 教 育 法 Ⅲ 後期 …200

205296N0J 英 語 科 教 育 法 Ⅳ 後期 …201

EGR2201N1J こ ど も 英 語 教 育 Ⅰ 205281 児童英語教育Ⅰ 前期 … 77

EGR2251N1J こ ど も 英 語 教 育 Ⅱ 205282 児童英語教育Ⅱ 後期 … 78

EGR3201N1J 小 学 校 英 語 教 育 Ⅰ 205284 子どものための英語教育Ⅰ 前期 … 76

EGR3251N1J 小 学 校 英 語 教 育 Ⅱ 205285 子どものための英語教育Ⅱ 後期 … 77

205303N1J 応 用 言 語 学 後期 …別紙

205283N1J 英 語 教 材 作 成 演 習 前期 …196

205650N1J 外国語としての日本語 前期 …206

205652N1J 子ども英語のための音声指導 前期 …206

EGR1100N0J ホスピタリティ論Ⅰ 207010 ホスピタリティ論Ⅰ 前期 … 78

EGR1150N1J ホスピタリティ論Ⅱ 207011 ホスピタリティ論Ⅱ 後期 … 79

207012N1J エアライン・ビジネス論 後期 …215

EGR1500N1J エアライン・サービス論 207013 エアライン・サービス論 前期 … 79

207014N1J 旅 行 観 光 業 研 究 集中 …216

207016A0J ホスピタリティ・スキルＡ 前期 …216

207016B0J ホスピタリティ・スキルＢ 前期 …216

207017N0J フ ィ ー ル ド 研 究 前期 …217

207019N1J 接遇のための日本語 後期 …218

207018N1E 接 遇 の た め の 英 語 後期 …217

207021A0J ビジネスマナー演習Ａ 後期 …218

207021B0J ビジネスマナー演習Ｂ 後期 …219

207022A0J キャリアデベロップメントＡ 後期 …219

207022B0J キャリアデベロップメントＢ 後期 …219

207024N0J エ ア ラ イ ン 研 修 集中 …220

207030N1J 医療サポート英語Ⅰ 前期 …220

207031N1J 医療サポート英語Ⅱ 後期 …221

207032N1J 医療サポート語学プログラム病院研修 集中 …221

205474N1J プレゼンテーション概論 前期 …204

225089N1J プレゼンテーション演習 後期 …240

209013A0J 英 語 英 文 学 演 習 Ⅰ 前期 …223

209013B0J 英 語 英 文 学 演 習 Ⅰ 前期 …224

209013C0J 英 語 英 文 学 演 習 Ⅰ 前期 …224

209013D0J 英 語 英 文 学 演 習 Ⅰ 前期 …225

209013E0J 英 語 英 文 学 演 習 Ⅰ 前期 …225

209013F0J 英 語 英 文 学 演 習 Ⅰ 前期 …226

209013G0J 英 語 英 文 学 演 習 Ⅰ 前期 …227

209013H0J 英 語 英 文 学 演 習 Ⅰ 前期 …227

209013I0E 英 語 英 文 学 演 習 Ⅰ 前期 …228

209013J0E 英 語 英 文 学 演 習 Ⅰ 前期 …228

209014A0J 英 語 英 文 学 演 習 Ⅱ 後期 …229
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229005L0J 専 門 演 習 Ⅰ 前期 …260

229006A0J 専 門 演 習 Ⅱ 後期 …261

229006B0J 専 門 演 習 Ⅱ 後期 …261

229006C0J 専 門 演 習 Ⅱ 後期 …262

229006E0J 専 門 演 習 Ⅱ 後期 …262

229006F0J 専 門 演 習 Ⅱ 後期 …263

229006G0J 専 門 演 習 Ⅱ 後期 …263

229006H0J 専 門 演 習 Ⅱ 後期 …264

229006I0J 専 門 演 習 Ⅱ 後期 …264

229006K0J 専 門 演 習 Ⅱ 後期 …265

229006L0J 専 門 演 習 Ⅱ 後期 …265

229011A0J 卒 業 研 究 集中 …266

229011B0J 卒 業 研 究 集中 …266

229011C0J 卒 業 研 究 集中 …266

229011D0J 卒 業 研 究 集中 …266

229011E0J 卒 業 研 究 集中 …266

229011F0J 卒 業 研 究 集中 …266

229011G0J 卒 業 研 究 集中 …266

229011H0J 卒 業 研 究 集中 …266

229011I0J 卒 業 研 究 集中 …266

229011J0J 卒 業 研 究 集中 …266

229011K0J 卒 業 研 究 集中 …267

生活福祉文化学部生活福祉文化学科
244024N0J ソーシャルワーク基礎論 前期 …272

SLF1300A0J 福祉生活デザイン基礎演習ⅠＡ 244025 生活福祉文化基礎演習Ⅰ 前期 … 94

SLF1300B0J 福祉生活デザイン基礎演習ⅠＢ 244025 生活福祉文化基礎演習Ⅰ 前期 … 94

SLF1300C0J 福祉生活デザイン基礎演習ⅠＣ 244025 生活福祉文化基礎演習Ⅰ 前期 … 94

SLF1300D0J 福祉生活デザイン基礎演習ⅠＤ 244025 生活福祉文化基礎演習Ⅰ 前期 … 94

SLF1300E0J 福祉生活デザイン基礎演習ⅠＥ 244025 生活福祉文化基礎演習Ⅰ 前期 … 94

SLF1250A0J 福祉生活デザイン基礎演習ⅡＡ 244026 生活福祉文化基礎演習Ⅱ 後期 … 95

SLF1250B0J 福祉生活デザイン基礎演習ⅡＢ 244026 生活福祉文化基礎演習Ⅱ 後期 … 95

SLF1250C0J 福祉生活デザイン基礎演習ⅡＣ 244026 生活福祉文化基礎演習Ⅱ 後期 … 95

SLF1250D0J 福祉生活デザイン基礎演習ⅡＤ 244026 生活福祉文化基礎演習Ⅱ 後期 … 95

SLF1250E0J 福祉生活デザイン基礎演習ⅡＥ 244026 生活福祉文化基礎演習Ⅱ 後期 … 95

244027A0J 生活福祉文化基礎演習ⅢＡ 前期 …272

244027B0J 生活福祉文化基礎演習ⅢＢ 前期 …272

244027C0J 生活福祉文化基礎演習ⅢＣ 前期 …272

244027D0J 生活福祉文化基礎演習ⅢＤ 前期 …273

244027E0J 生活福祉文化基礎演習ⅢＥ 前期 …273

244027F0J 生活福祉文化基礎演習ⅢＦ 前期 …273

244027G0J 生活福祉文化基礎演習ⅢＧ 前期 …273

244027H0J 生活福祉文化基礎演習ⅢＨ 前期 …273

244028A0J 生活福祉文化基礎演習ⅣＡ 後期 …273

244028B0J 生活福祉文化基礎演習ⅣＢ 後期 …274

244028C0J 生活福祉文化基礎演習ⅣＣ 後期 …274

244028D0J 生活福祉文化基礎演習ⅣＤ 後期 …274

244028E0J 生活福祉文化基礎演習ⅣＥ 後期 …274

244028F0J 生活福祉文化基礎演習ⅣＦ 後期 …274

244028G0J 生活福祉文化基礎演習ⅣＧ 後期 …274

244028H0J 生活福祉文化基礎演習ⅣＨ 後期 …274

SLB1200N0J 衣 生 活 概 論 245117 衣生活学-福祉の視点より－ 前期 … 96

245121N1J 衣 生 活 材 料 学 前期 …286

245122N1J ア パ レ ル デ ザ イ ン 後期 …287

245200N0J アパレル造形学（実習を含む） 前期 …294

245118N1J 衣 生 活 情 報 論 後期 …285

265018B1J 情 報 科 学 概 論 Ｂ 後期 …352

CSA2402N1J 情 報 科 学 演 習 Ⅰ 225312 情報科学演習Ⅰ 前期 … 83

CSA2452N1J 情 報 科 学 演 習 Ⅱ 225313 情報科学演習Ⅱ 後期 … 84

225168N1J 情報・メディアの文化とリテラシー 前期 …245

225166N1J 識字活動と子どもの権利 後期 …244

225167N1J 昔話とストーリーテリング 前期 …245

CSA1253N0J 現 代 出 版 事 情 225314 現 代 出 版 事 情 後期 … 84

901015N0J 情報サービス演習Ⅰ 後期 …408

901023N0J 図 書 ・ 図 書 館 史 前期 …411

225321N0J ウ ェ ブ デ ザ イ ン Ⅰ 前期 …249

225322N0J ウ ェ ブ デ ザ イ ン Ⅱ 後期 …250

225323N0J ウェブデザイン演習 後期 …250

225324N0J ウェブプログラミング演習 後期 …251

225325N0J マルチメディア演習 前期 …251

225169N0J グラフィックデザインと冊子制作 前期 …246

225326N0J 色 彩 デ ザ イ ン 論 前期 …252

CSA1454N1J 博物館情報・メディア論 225165 博物館情報・メディア論 前期 … 85

225329N0J 図 書 館 情 報 技 術 論 前期 …252

CSA1203N0J 比 較 文 化 概 論 223012 比 較 文 化 概 論 前期 … 85

CSA1204N1J 国 際 関 係 論 224014 国 際 関 係 論 後期 …別紙

225068N1J ヨ ー ロ ッ パ 文 化 論 後期 …237

225424N1J 漢 文 学 入 門 後期 …253

225425N1J 漢 文 学 特 講 後期 …253

225432N1J 朝 鮮 文 化 論 前期 …254

225054N1J 比 較 文 学 講 読 前期 …236

CSA1255N1J 中 東 文 化 論 225074 中 東 文 化 論 後期 … 86

CSA2207N1J 西 洋 美 術 史 Ⅰ 225438 西 洋 美 術 史 Ⅰ 前期 … 86

CSA2256N1J 西 洋 美 術 史 Ⅱ 225439 西 洋 美 術 史 Ⅱ 後期 … 86

CSA1208N0J 博 物 館 概 論 225429 博 物 館 概 論 前期 … 87

CSA2210N1J 芸 術 へ の 誘 い 225417 芸 術 へ の 誘 い 前期 … 87

CSA1211N1J 音 楽 鑑 賞 法 225430 音 楽 鑑 賞 法 前期 … 88

225103N1J 音 楽 学 特 講 後期 …別紙

225436N1J 歌 曲 論 後期 …255

225437N1J 典 礼 音 楽 特 講 後期 …255

225431N1J 西洋思想史（古代・中世） 前期 …254

225420N1J 日 本 思 想 後期 …252

CSA2212N1J 日 本 美 術 史 224018 日 本 美 術 史 後期 … 88

225094N1J 日 本 美 術 特 講 後期 …242

CSA3157N1J キリスト教とラテン語Ⅱ 225434 キリスト教とラテン語Ⅱ 後期 … 89

229012A0J 発 展 演 習 Ⅰ 前期 …267

229012D0J 発 展 演 習 Ⅰ 前期 …267

229012E0J 発 展 演 習 Ⅰ 前期 …268

229013A0J 発 展 演 習 Ⅱ 後期 …268

229013B0J 発 展 演 習 Ⅱ 後期 …269

229013C0J 発 展 演 習 Ⅱ 後期 …269

229013D0J 発 展 演 習 Ⅱ 後期 …270

229013E0J 発 展 演 習 Ⅱ 後期 …270

229013F0J 発 展 演 習 Ⅱ 後期 …271

229005A0J 専 門 演 習 Ⅰ 前期 …255

229005B0J 専 門 演 習 Ⅰ 前期 …256

229005C0J 専 門 演 習 Ⅰ 前期 …257

229005E0J 専 門 演 習 Ⅰ 前期 …257

229005F0J 専 門 演 習 Ⅰ 前期 …258

229005G0J 専 門 演 習 Ⅰ 前期 …258

229005H0J 専 門 演 習 Ⅰ 前期 …259

229005I0J 専 門 演 習 Ⅰ 前期 …259

229005K0J 専 門 演 習 Ⅰ 前期 …260
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SWR1251N0J ソーシャルワーク論Ⅰ 245250 社会福祉援助技術Ⅰ 後期 …100

245252N1J 社会福祉援助技術Ⅲ 後期 …307

245253N1J 社会福祉援助技術Ⅳ 前期 …307

245276N1J 社会福祉援助技術Ⅴ 後期 …313

245277N1J 社会福祉援助技術Ⅵ 前期 …313

245073A0J 社会福祉援助技術演習ⅠＡ 通年 …280

245073Y0J 社会福祉援助技術演習ⅠＹ 通年 …280

245073Z0J 社会福祉援助技術演習ⅠＺ 通年 …281

248025N0J 社会福祉援助技術演習Ⅱ 通年 …341

245278N0J 社会福祉援助技術演習Ⅲ 前期 …314

245279N0J 社会福祉援助技術実習指導Ⅰ 後期 …314

245280N0J 社会福祉援助技術実習指導Ⅱ 前期 …315

245141N0J 社会福祉援助技術実習指導Ⅲ 後期集中…291

245140N0J 社会福祉援助技術現場実習 集中 …290

245074N1J 医 学 一 般 Ⅰ 前期 …281

248029N1J 医 学 一 般 Ⅱ 前期 …342

244016N1J 社 会 保 障 論 Ⅰ 前期 …別紙

248030N1J 社 会 保 障 論 Ⅱ 後期 …別紙

245067N1J 公 的 扶 助 論 前期 …279

245281N1J 地 域 福 祉 論 Ⅰ 前期 …315

245282N1J 地 域 福 祉 論 Ⅱ 後期 …316

245283N1J 福祉行財政と福祉計画 後期 …316

245142N0J 社 会 福 祉 運 営 論 前期 …291

245284N1J 就 労 支 援 前期 …317

245285N1J 権利擁護と成年後見制度 前期 …317

245286N1J 更 生 保 護 制 度 前期前半…318

245145N1J 社 会 福 祉 調 査 法 Ⅰ 後期 …292

245075N1J 介 護 概 論 後期 …282

245088N0J 介 護 技 術 前期 …283

268023N1J 精 神 医 学 Ⅰ 前期 …371

268024N1J 精 神 医 学 Ⅱ 後期 …371

245260N1J 精 神 保 健 学 Ⅰ 前期 …308

245261N1J 精 神 保 健 学 Ⅱ 後期 …308

245262N1J 精神科リハビリテーション学Ⅰ 前期 …309

245263N1J 精神科リハビリテーション学Ⅱ 後期 …309

245264N1J 精 神 保 健 福 祉 論 Ⅰ 前期 …309

245265N1J 精 神 保 健 福 祉 論 Ⅱ 後期 …310

245266N1J 精 神 保 健 福 祉 論 Ⅲ 前期 …310

245287N1J 精神保健福祉相談援助の基盤（専門） 前期 …318

245269N1J 精神保健福祉援助技術各論Ⅰ 前期 …311

245270N1J 精神保健福祉援助技術各論Ⅱ 後期 …311

245288N0J 精神保健福祉援助演習（専門）Ⅰ 後期 …319

245289N0J 精神保健福祉援助演習（専門）Ⅱ 前期 …319

245290N0J 精神保健福祉援助実習指導 後期 …320

245291N0J 精神保健福祉援助実習Ⅰ 集中 …320

245292N0J 精神保健福祉援助実習Ⅱ 集中 …320

245293N0J 精神保健福祉援助実習Ⅲ 集中 …321

244017N1J レクリエーション論 前期 …271

245083N0J リハビリテーション論 後期 …282

EDI1250N0J 保 育 原 理 245300 保 育 原 理 Ⅰ 後期 …112

245301N0J 保 育 原 理 Ⅱ 後期 …321

245302N0J 養 護 原 理 後期 …322

TEA1850N0J 教 育 原 論 245303 教 育 学 後期 …117

245342Z0J 保 育 の 心 理 学 Ⅱ Ｚ 前期 …334

245306N1J 小 児 保 健 Ⅰ 前期 …322

245307N1J 小 児 保 健 Ⅱ 後期 …323

245343Z0J 小 児 保 健 演 習 Ｚ 集中 …334

245119N1J 衣 生 活 文 化 史 前期 …285

245120N1J 服 飾 文 化 論 後期 …286

245016N1J 食 品 学 前期 …275

245110N1J 食 品 安 全 性 学 後期 …284

245109N0J 食品加工学（実験を含む） 後期 …283

245150N0J 食 品 官 能 評 価 論 前期 …292

245151N1J 食 品 流 通 論 後期 …293

245111N1J 栄 養 学 概 論 前期 …284

245152N1J フードスペシャリスト論 前期 …293

245019N1J 調 理 学 後期 …275

245201N0J ベーシックキュイズィーン 前期 …294

245202N0J アドバンストキュイズィーン 後期 …295

245203N1J フードコーディネート論 後期 …295

SLB1250N0J 食 生 活 概 論 245112 ライフステージと食生活 後期 … 97

245204N1J 住環境学（製図を含む） 後期 …296

245024N1J 住 生 活 学 後期 …276

245025N1J 住 宅 論 前期 …277

245026N1J 住 居 史 後期 …277

245023N1J 空 間 意 匠 論 後期 …276

245125N1J 福 祉 住 環 境 学 前期 …287

245219N0J 住 居 製 図 Ⅰ 前期 …303

245220N0J 住 居 製 図 Ⅱ 後期 …304

245129N0J 住 計 画 演 習 Ⅰ 前期 …289

245130N0J 住 計 画 演 習 Ⅱ 後期 …289

245221N0J 設 計 方 法 論 前期 …304

245222N0J 建 築 法 規 後期 …305

245127N1J 建 築 一 般 構 造 前期 …288

245223N0J 建 築 構 造 力 学 後期 …305

245224N0J 建 築 施 工 後期 …306

245126N1J 建 築 材 料 学 前期 …288

245225N1J 西 洋 建 築 史 前期 …306

248012N1J デ ザ イ ン 論 Ⅰ 前期 …340

248013N1J デ ザ イ ン 論 Ⅱ 後期 …341

248011A0J 色 彩 学 Ａ 前期 …340

248011B0J 色 彩 学 Ｂ 前期 …340

LDA1250N1J 家庭電気・機械及び情報処理 248014 家庭電気･機械及び情報処理 後期 … 98

245205N1J 京 都 衣 生 活 論 後期 …296

245206N1J 京 都 食 生 活 論 後期 …297

245207N1J 京 都 住 生 活 論 前期 …297

245209N1J ビ ジ ネ ス の 基 礎 前期 …298

245210N1J マ ー ケ テ ィ ン グ 論 前期 …298

245211N1J 女 性 起 業 論 前期 …299

245027N1J 家 庭 管 理 後期 …278

245028N1J 家 庭 経 済 前期 …278

245030N1J 家 族 関 係 前期 …279

245212N1J 消 費 者 教 育 前期 …299

245213N1J 保育学（実習及び家庭看護を含む） 後期 …300

245214N1J 健 康 科 学 概 論 前期 …300

245215N0J 家 庭 科 教 育 法 Ⅰ 前期 …301

245216N0J 家 庭 科 教 育 法 Ⅱ 後期 …302

245217N0J 家 庭 科 教 育 法 Ⅲ 前期 …302

245218N0J 家 庭 科 教 育 法 Ⅳ 後期 …303

SLB1100N0J 現 代 社 会 と 福 祉 Ⅰ 244014 社会福祉原論Ⅰ 前期 …別紙

SWA1250N1J 現 代 社 会 と 福 祉 Ⅱ 248019 社会福祉原論Ⅱ 後期 …別紙

SWA2201N1J 老 人 福 祉 論 245069 老 人 福 祉 論 Ⅰ 前期 … 99

245274N1J 障 害 者 福 祉 論 後期 …312

245275N1J 児 童 福 祉 論 前期 …312
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249011H0J 卒 業 研 究 集中 …345

249011I0J 卒 業 研 究 集中 …345

249011J0J 卒 業 研 究 集中 …345

249011K0J 卒 業 研 究 集中 …345

249011L0J 卒 業 研 究 集中 …345

249011M0J 卒 業 研 究 集中 …345

249011O0J 卒 業 研 究 集中 …346

249011P0J 卒 業 研 究 集中 …346

249011Q0J 卒 業 研 究 集中 …346

249011R0J 卒 業 研 究 集中 …346

心理学部心理学科
263110N0J 心理学基礎演習Ⅰ（16以前） 前期 …349

263111N0J 心理学基礎演習Ⅱ（16以前） 後期 …350

PSB1250N0J 行 動 科 学 概 論 263011 心理学概論(心と行動) 後期 …104

PSB1200N0J 心 理 学 概 論 263012 心理学概論(心と社会） 前期 …101

PSB1400N0J 心 理 統 計 法 Ⅰ 263033 心 理 統 計 法 Ⅰ 前期 …101

PSB1450N0J 心 理 統 計 法 Ⅱ 263034 心 理 統 計 法 Ⅱ 後期 …102

PSA1450N0J 心 理 テ ス ト 論 263017 心理テスト入門 後期 …106

263018N0J 心 理 テ ス ト 実 習 後期 …347

263035N0J 心 理 学 研 究 法 前期 …349

263028N0J 初級実験実習Ⅰ（16以前） 前期 …347

263029N0J 初級実験実習Ⅱ（16以前） 後期 …348

PSB1401N0J 現 代 社 会 調 査 入 門 265107 現代社会調査入門 前期 …104

263014N0J 質 問 紙 調 査 法 前期 …346

268061A0J 推 測 統 計 学 Ⅰ Ａ 前期 …386

268061B0J 推 測 統 計 学 Ⅰ Ｂ 前期 …386

268062A0J 推 測 統 計 学 Ⅱ Ａ 後期 …386

268062B0J 推 測 統 計 学 Ⅱ Ｂ 後期 …387

263032N0J 中 級 実 験 実 習 後期 …348

268021A0J 心 理 学 情 報 処 理 Ａ 前期 …370

268021B0J 心 理 学 情 報 処 理 Ｂ 後期 …370

265052N1J 児 童 心 理 学 前期 …358

265106N0J 生 活 環 境 の 心 理 学 前期 …364

268014N1J 知 覚 心 理 学 後期 …369

265062N0J 現 代 青 年 の 心 理 学 後期 …361

265061N1J 対 人 関 係 の 心 理 学 前期 …360

265104N0J パーソナリティ心理学 後期 …363

265021N0J 学 習 の 心 理 学 前期 …353

265103N0J 家 族 心 理 学 後期 …363

268016N1J 認 知 心 理 学 集中 …369

265017N0J 現代社会の心理学（16以前） 後期 …352

265108N0J 産 業 心 理 学 後期 …365

265110N0J 現代社会調査演習Ⅰ 前期 …365

265111N0J 現代社会調査演習Ⅱ 後期 …365

268012N0J 神 経 心 理 学 後期 …368

265060N1J 障 害 児 心 理 学 前期 …360

268053N0J 犯 罪 心 理 学 後期 …384

268020N0J 心 理 関 係 法 規 論 集中 …370

264017N0J 臨 床 心 理 学 概 論 後期 …350

PSA1500N1J 心理カウンセリング概論 265100 カウンセリング概論 前期 …106

265031N0J 保 育 概 論 後期 …354

265101N0J 無 意 識 の 心 理 学 後期 …362

265095N0J 臨床心理アセスメント 後期 …361

265016N1J 教 育 方 法 学 前期 …351

265055N1J 老 年 期 の 心 理 学 前期 …359

245309P0J 小 児 栄 養 Ｐ 前期 …323

245309Z0J 小 児 栄 養 Ｚ 前期 …324

245134N0J 家 族 援 助 論 前期 …290

245344N0J 保 育 課 程 論 前期 …335

245345P0J 保 育 内 容 総 論 Ｐ 後期後半…335

245345Z0J 保育内容総論Ｚ（16以前） 後期後半…336

245310Z0J 保 育 内 容 Ⅰ Ｚ 後期前半…324

245311Z0J 保 育 内 容 Ⅱ Ｚ 前期 …325

245312Z0J 保 育 内 容 Ⅲ Ｚ 前期 …325

245313Z0J 乳 児 保 育 Ｚ 後期 …326

245314Z0J 障 害 児 保 育 Ｚ 後期 …326

245315Z0J 養 護 内 容 Ｚ 後期 …326

245346P0J 保 育 相 談 支 援 Ｐ 前期 …336

245346Z0J 保 育 相 談 支 援 Ｚ 前期 …337

245316Y0J 基 礎 技 能 音 楽 Ⅰ Ｙ 前期 …327

245316Z0J 基 礎 技 能 音 楽 Ⅰ Ｚ 前期 …327

245317Y0J 基 礎 技 能 音 楽 Ⅱ Ｙ 後期 …327

245317Z0J 基 礎 技 能 音 楽 Ⅱ Ｚ 後期 …328

245318Z0J 基 礎 技 能 造 形 Ｚ 前期 …328

245319Z0J 基 礎 技 能 体 育 Ｚ 前期 …328

245320N0J 基 礎 技 能 演 習 後期 …329

245327N0J 子 ど も と 言 語 表 現 前期 …334

245347N0J 保 育 実 習 指 導 Ⅰ 通年 …337

245348A0J 保 育 実 習 指 導 Ⅱ Ａ 後期 …338

245348B0J 保 育 実 習 指 導 Ⅱ Ｂ 前期 …338

245349A0J 保 育 実 習 指 導 Ⅲ Ａ 後期 …339

245349B0J 保 育 実 習 指 導 Ⅲ Ｂ 前期 …339

245322N0J 保 育 実 習 Ⅰ － １ 集中 …329

245323N0J 保 育 実 習 Ⅰ － ２ 集中 …330

245324A0J 保 育 実 習 Ⅱ Ａ 集中 …331

245324B0J 保 育 実 習 Ⅱ Ｂ 集中 …331

245325A0J 保 育 実 習 Ⅲ Ａ 集中 …332

245325B0J 保 育 実 習 Ⅲ Ｂ 集中 …333

245326N0J 保 育 総 合 演 習 前期 …333

249010A0J 生 活 福 祉 文 化 特 論 通年 …343

249010B0J 生 活 福 祉 文 化 特 論 通年 …343

249010C0J 生 活 福 祉 文 化 特 論 通年 …343

249010D0J 生 活 福 祉 文 化 特 論 通年 …343

249010E0J 生 活 福 祉 文 化 特 論 通年 …343

249010F0J 生 活 福 祉 文 化 特 論 通年 …343

249010G0J 生 活 福 祉 文 化 特 論 通年 …343

249010H0J 生 活 福 祉 文 化 特 論 通年 …343

249010I0J 生 活 福 祉 文 化 特 論 通年 …343

249010J0J 生 活 福 祉 文 化 特 論 通年 …343

249010K0J 生 活 福 祉 文 化 特 論 通年 …344

249010L0J 生 活 福 祉 文 化 特 論 通年 …344

249010M0J 生 活 福 祉 文 化 特 論 通年 …344

249010O0J 生 活 福 祉 文 化 特 論 通年 …344

249010P0J 生 活 福 祉 文 化 特 論 通年 …344

249010Q0J 生 活 福 祉 文 化 特 論 通年 …344

249011A0J 卒 業 研 究 集中 …344

249011B0J 卒 業 研 究 集中 …345

249011C0J 卒 業 研 究 集中 …345

249011D0J 卒 業 研 究 集中 …345

249011E0J 卒 業 研 究 集中 …345

249011F0J 卒 業 研 究 集中 …345

249011G0J 卒 業 研 究 集中 …345
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268058A0J 道 徳 の 指 導 法 Ａ 前期 …385

268059A0J 特別活動の指導法Ａ 前期 …385

EGR2201N1J こ ど も 英 語 教 育 Ⅰ 268210 児童英語教育Ⅰ 前期 … 77

EGR2251N1J こ ど も 英 語 教 育 Ⅱ 268211 児童英語教育Ⅱ 後期 … 78

EGR3201N1J 小 学 校 英 語 教 育 Ⅰ 268212 子どものための英語教育Ⅰ 前期 … 76

EGR3251N1J 小 学 校 英 語 教 育 Ⅱ 268213 子どものための英語教育Ⅱ 後期 … 77

205283N1J 英 語 教 材 作 成 演 習 前期 …196

269014A0J 心 理 学 演 習 Ⅰ 通年 …390

269014C0J 心 理 学 演 習 Ⅰ 通年 …390

269014D0J 心 理 学 演 習 Ⅰ 通年 …390

269014E0J 心 理 学 演 習 Ⅰ 通年 …390

269014G0J 心 理 学 演 習 Ⅰ 通年 …390

269014H0J 心 理 学 演 習 Ⅰ 通年 …390

269014I0J 心 理 学 演 習 Ⅰ 通年 …391

269014J0J 心 理 学 演 習 Ⅰ 通年 …391

269014K0J 心 理 学 演 習 Ⅰ 通年 …391

269014L0J 心 理 学 演 習 Ⅰ 通年 …391

269014M0J 心 理 学 演 習 Ⅰ 通年 …391

269014O0J 心 理 学 演 習 Ⅰ 通年 …391

269014P0J 心 理 学 演 習 Ⅰ 通年 …391

269014Q0J 心 理 学 演 習 Ⅰ 通年 …391

269014R0J 心 理 学 演 習 Ⅰ 通年 …391

269014S0J 心 理 学 演 習 Ⅰ 通年 …391

269014T0J 心 理 学 演 習 Ⅰ 通年 …392

269014U0J 心 理 学 演 習 Ⅰ 通年 …392

269014V0J 心 理 学 演 習 Ⅰ 通年 …392

269015A0J 心 理 学 演 習 Ⅱ 集中 …392

269015B0J 心 理 学 演 習 Ⅱ 集中 …392

269015C0J 心 理 学 演 習 Ⅱ 集中 …392

269015D0J 心 理 学 演 習 Ⅱ 集中 …392

269015E0J 心 理 学 演 習 Ⅱ 集中 …392

269015G0J 心 理 学 演 習 Ⅱ 集中 …393

269015H0J 心 理 学 演 習 Ⅱ 集中 …393

269015I0J 心 理 学 演 習 Ⅱ 集中 …393

269015J0J 心 理 学 演 習 Ⅱ 集中 …393

269015K0J 心 理 学 演 習 Ⅱ 集中 …393

269015L0J 心 理 学 演 習 Ⅱ 集中 …393

269015M0J 心 理 学 演 習 Ⅱ 集中 …393

269015O0J 心 理 学 演 習 Ⅱ 集中 …393

269015P0J 心 理 学 演 習 Ⅱ 集中 …393

269015R0J 心 理 学 演 習 Ⅱ 集中 …393

269015S0J 心 理 学 演 習 Ⅱ 集中 …394

269015T0J 心 理 学 演 習 Ⅱ 集中 …394

269015U0J 心 理 学 演 習 Ⅱ 集中 …394

269013A0J 卒 業 研 究 集中 …388

269013B0J 卒 業 研 究 集中 …388

269013C0J 卒 業 研 究 集中 …388

269013D0J 卒 業 研 究 集中 …388

269013E0J 卒 業 研 究 集中 …388

269013G0J 卒 業 研 究 集中 …389

269013H0J 卒 業 研 究 集中 …389

269013I0J 卒 業 研 究 集中 …389

269013J0J 卒 業 研 究 集中 …389

269013K0J 卒 業 研 究 集中 …389

269013L0J 卒 業 研 究 集中 …389

269013M0J 卒 業 研 究 集中 …389

269013O0J 卒 業 研 究 集中 …389

265056N1J 発 達 検 査 論 後期 …359

265032N0J 学 校 臨 床 心 理 学 前期 …355

265025N0J 教 育 相 談 論 後期 …353

265033N0J 生徒指導・進路指導 後期 …355

265105N0J 心 理 療 法 概 論 前期 …364

268023N1J 精 神 医 学 Ⅰ 前期 …371

268024N1J 精 神 医 学 Ⅱ 後期 …371

265037N0J 環 境 教 育 後期 …356

265039A1J 情 報 教 育 Ａ 後期 …356

265039B1J 情 報 教 育 Ｂ 後期 …357

225153A1J 情 報 科 学 概 論 Ａ 前期 …244

265018B1J 情 報 科 学 概 論 Ｂ 後期 …352

268026N0J 心理学英文講読（基礎） 前期 …372

268027N0J 心理学英文講読（応用） 後期 …372

800013B0J 教 育 社 会 学 Ｂ 265029 教 育 社 会 学 前期 …395

265041A0J 教 育 経 営 論 Ａ 後期 …358

265030N0J 教 育 課 程 論 （ 初 ） 前期 …354

265015N1J 教 育 評 価 後期 …351

265040N0J 食 と 健 康 の 教 育 後期 …357

265096N0J 臨 床 相 談 実 習 前期 …362

265200N0J 臨 床 相 談 演 習 後期 …366

265210N0J 心理・教育フィールド研修ａ 集中 …366

265211N0J 心理・教育フィールド研修ｂ 集中 …367

265212N0J 心理・教育フィールド研修ｃ 集中 …367

265213N0J 心理・教育フィールド研修ｄ 集中 …368

CSA1251N1J 現代ジャーナリズム論 265220 現代ジャーナリズム論 後期 … 83

245209N1J ビ ジ ネ ス の 基 礎 前期 …298

245210N1J マ ー ケ テ ィ ン グ 論 前期 …298

268080N0J 教職専門ゼミナール 前期 …388

268030N0J 国 語 科 教 育 前期 …373

268070N0J 書 写 後期 …387

268031N0J 社 会 科 教 育 前期 …373

268032N0J 算 数 科 教 育 前期 …374

268033N0J 理 科 教 育 前期 …374

268034N0J 生 活 科 教 育 前期 …375

268035A0J 音 楽 科 教 育 Ａ 前期 …375

268035B0J 音 楽 科 教 育 Ｂ 前期 …375

268035C0J 音 楽 科 教 育 Ｃ 前期 …375

268036N0J 図 工 科 教 育 後期 …376

268037N0J 家 庭 科 教 育 後期 …376

268038N0J 体 育 科 教 育 前期 …377

268039N0J 国 語 科 指 導 法 後期 …377

268040N0J 社 会 科 指 導 法 後期 …378

268041N0J 算 数 科 指 導 法 後期 …378

268042N0J 理 科 指 導 法 後期 …379

268043N0J 生 活 科 指 導 法 後期 …379

268044N0J 音 楽 科 指 導 法 前期 …380

268045N0J 図 工 科 指 導 法 前期 …380

268046N0J 家 庭 科 指 導 法 前期 …381

268047N0J 体 育 科 指 導 法 前期 …381

268048N0J 保育内容指導法（健康） 後期 …382

268049N0J 保育内容指導法（人間関係） 前期 …382

268050N0J 保育内容指導法（環境） 後期 …383

268051N0J 保育内容指導法（言葉） 前期 …383

268052N0J 保育内容指導法（表現） 後期 …384

EDB1100N0J 教 職 論 268056 教 師 論 前期 …108

TEA1850N0J 教 育 原 論 268057 教 育 学 後期 …117
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901024N0J 図 書 館 総 合 演 習 後期 …411

901025N0J 図 書 館 実 習 通年 …412

CSA1208N0J 博 物 館 概 論 910002 博 物 館 概 論 前期 … 87

MUS1850N0J 博 物 館 経 営 論 910003 博 物 館 経 営 論 後期 …118

910004N0J 博 物 館 資 料 論 前期 …別紙

910010N0J 博 物 館 資 料 保 存 論 後期 …414

MUS1851N0J 博 物 館 展 示 論 910011 博 物 館 展 示 論 後期 …119

MUS1852N0J 博 物 館 教 育 論 910012 博 物 館 教 育 論 後期 …119

910008N0J 博 物 館 実 習 Ⅰ 前期 …413

910009N0J 博 物 館 実 習 Ⅱ 集中 …413

225321N0J ウ ェ ブ デ ザ イ ン Ⅰ 923010 ウェブデザインⅠ 前期 …249

225322N0J ウ ェ ブ デ ザ イ ン Ⅱ 923011 ウェブデザインⅡ 後期 …250

225323N0J ウェブデザイン演習 923012 ウェブデザイン演習 後期 …250

225324N0J ウェブプログラミング演習 923013 ウェブプログラミング演習 後期 …251

225325N0J マルチメディア演習 923014 マルチメディア演習 前期 …251

225326N0J 色 彩 デ ザ イ ン 論 923015 色彩デザイン論 前期 …252

940010N0J 応用プレゼンテーション演習 前期 …419

225212N0J 日 本 語 教 育 入 門 922056 日本語教育入門 前期 …248

922057N0J 日 本 語 教 授 法 後期 …417

CSA1201N0J 国 語 学 概 論 922075 国 語 学 概 論 前期 … 82

922058N0J 日 本 語 教 育 実 習 Ⅰ 前期 …417

922059N0J 日 本 語 教 育 実 習 Ⅱ 後期集中…418

922060N0J 日 本 語 教 育 実 習 Ⅲ 後期集中…419

922101N0J 日 本 語 教 育 実 習 Ⅳ 集中 …419

269013P0J 卒 業 研 究 集中 …389

269013R0J 卒 業 研 究 集中 …389

269013S0J 卒 業 研 究 集中 …389

269013T0J 卒 業 研 究 集中 …389

269013U0J 卒 業 研 究 集中 …390

教職・資格科目等
EDB1100N0J 教 職 論 800010 教師論（心理学部） 前期 …108

800010N0J 教 師 論 800010 教師論（心理学部以外） 前期 …394

TEA1850N0J 教 育 原 論 800011 教 育 学 後期 …117

800012N0J 発達と学習の教育心理 前期 …395

800013B0J 教 育 社 会 学 Ｂ 前期 …395

265041A0J 教 育 経 営 論 Ａ 後期 …358

800014N0J 教 育 課 程 論 前期 …396

800044N0J 国 語 科 教 育 法 Ⅰ 前期 …401

800045N0J 国 語 科 教 育 法 Ⅱ 後期 …401

800046N0J 国 語 科 教 育 法 Ⅲ 前期 …402

800047N0J 国 語 科 教 育 法 Ⅳ 後期 …402

800019B0J 道 徳 の 指 導 法 Ｂ 前期 …396

800020B0J 特別活動の指導法Ｂ 前期 …397

800021N0J 教育の方法及び技術 後期 …397

800022N0J 生徒指導･進路指導の理論及び方法 集中 …398

800023N0J 教育相談の理論及び方法 後期集中…398

800025A0J 教育実習事前事後指導Ａ 通年 …399

800025B0J 教育実習事前事後指導Ｂ 通年 …399

800026N0J 教 育 実 習 Ⅰ 集中 …400

800027N0J 教 育 実 習 Ⅱ 集中 …400

801051N0J 教職実践演習（中・高） 後期後半…405

801050N0J 教職実践演習（幼・小） 後期後半…404

801039N0J 小 学 校 教 育 実 習 Ⅰ 集中 …403

801040N0J 小 学 校 教 育 実 習 Ⅱ 集中 …403

801041N0J 幼 稚 園 教 育 実 習 Ⅰ 集中 …403

801042N0J 幼 稚 園 教 育 実 習 Ⅱ 集中 …404

802010A0J 介 護 等 体 験 Ａ 集中 …405

802010B0J 介 護 等 体 験 Ｂ 集中 …405

920001N0J 学校経営と学校図書館 前期 …414

920002N0J 学校図書館メディアの構成 後期 …415

920003N0J 学習指導と学校図書館 前期 …415

920004N0J 読書と豊かな人間性 後期 …416

920005N0J 情報メディアの活用 前期 …416

900010N0J 生 涯 学 習 概 論 後期 …406

LIB1800N0J 図 書 館 概 論 900011 図 書 館 概 論 前期 …117

901011N0J 図書館制度・経営論 後期 …407

225329N0J 図 書 館 情 報 技 術 論 901012 図書館情報技術論 前期 …252

901013N0J 図書館サービス概論 前期 …407

901014N0J 情 報 サ ー ビ ス 論 前期 …408

900021N0J 児 童 サ ー ビ ス 論 前期 …406

901015N0J 情報サービス演習Ⅰ 後期 …408

901016N0J 情報サービス演習Ⅱ 後期 …409

LIB1850N0J 図書館情報資源概論 901017 図書館情報資源概論 後期 …118

901018N0J 情 報 資 源 組 織 論 前期 …409

901026N0J 情報資源組織演習Ⅰ 後期 …別紙

901027N0J 情報資源組織演習Ⅱ 後期 …412

901022N0J 図書館サービス特論 集中 …410

901020N0J 図書館情報資源特論 集中 …410

901023N0J 図 書 ・ 図 書 館 史 前期 …411
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講義コード（Course Code） GEH1250N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GEH1250, 1000-101514

授 業 名（Course Title） 日本文学
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 長沼　光彦
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリント配付

参考文献（References）

『読むための理論』　石原千秋・他　世織
書房　1991
『岩波講座文学』　小森陽一・他　岩波書
店　2004
『小説の方法』　真銅正宏　萌書房　2007
『現代文学理論』　土田知則　新曜社　1996
『超入門！現代文学理論講座』　蓼沼正美　
筑摩書房　2015

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
日本文学の表現と、文化背景について理解する。第一に、言語で表現され
た文学の特徴について考える。マンガや映画など、物語を表す他ジャンル
の表現と比較して、言語表現の独自性を理解する。第二に、国際交流の中
で形づくられてきた、日本文学の特徴について考える。古代から近現代ま
で、日本は当時交流のあった国の文化の影響を受けながら、独自の表現を
生み出してきた。その歴史と、具体的な表現の特徴を理解する。これら二
つの視点をふまえ、日本文学に対する概説的知識を身につけ、言語表現と
しての文学を分析し読解できることを目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・文学表現の鑑賞方法を学び、表現の豊かさを理解する。
・具体的な文学表現を読解し、日本文学の特徴を理解する。
・文学表現の背景にある、日本文化の特徴を理解する。
・近年の批評・研究を参照し、日本文学の今日的意義を理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・配布したプリントにより、様々な文学表現に実際に触れ、講義をとおし
て、文学表現に対する理解を深める。
・考えをまとめ表現する力を養うために、毎時間の終わりに、講義の内容に
関わる簡単なワーク作業を行うか、または感想・意見をまとめて提出する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・授業で紹介した文学作品や参考文献を読解する。
・紹介した作品以外にも読書体験を広げ、日本語表現について自分の考え
をまとめる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（30％）、毎時間の意見文（30％）、学期末のレポート

（40％）により行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　文学とは何か
第２回　小説の三人称と一人称
第３回　描写とは何か
第４回　風景描写と心理描写
第５回　描写論の生まれた時代背景
第６回　日本近代小説の始まり
第７回　近代小説の様々な表現論
第８回　文学思想と表現
第９回　客観性と主観性
第10回　写実と描写
第11回　写生論
第12回　夢の表現
第13回　一人称と語り
第14回　様々な表現の可能性
第15回　近代小説の表現の特徴
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・試験に代わり、レポートを提出する。
・レポートを書く際に、他人の書いた文章をコピーペーストしたものは認
めない。

講義コード（Course Code） GEH1200N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GEH1200, 1000-101515

授 業 名（Course Title） 外国文学
アラジンと魔法のランプ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 鷲見　朗子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
アラブ文学とはアラビア語で表現された文学をさす。その起源はイスラー
ムが興る以前の西暦6世紀に遡る。それ以来、アラブ文学は現代に至るま
で豊かで固有の文学伝統を築いてきた。本科目では代表的ジャンル（聖典、
詩、物語など）の各作品（和訳）を注意深く読むことによって、その文学
伝統を理解し、内容の考察及び解釈の仕方を学ぶ。具体的には、アラブ文
学に大きな影響を与えてきたイスラームの聖典「コーラン」、もっとも長い
歴史をもつアラブ古典詩、そして今や世界文学となった「アラビアンナイ
ト」を扱う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1　古典アラブ文学（コーラン・詩）
2　アラブ物語文学（アラビアンナイト）
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1　文学テクストの時代背景の理解
2　文学テクストの読解
3　文学テクストと映画の比較　
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
文学テクストを事前に読み、課題プリントの設問に答える。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加・課題プリント40%、試験60%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　イスラームとコーラン
第３回　アラブ古典詩
第４回　アラビアン・ナイトの背景
第５回　アラビアン・ナイト序話
第６回　ロバと牡牛の話
第７回　アラジンと魔法のランプ　パート１
第８回　アラジンと魔法のランプ　パート２
第９回　アラジンと魔法のランプ　パート３
第10回　アラジンと魔法のランプ　パート４
第11回　ディズニー映画「アラジン」
第12回　ドラマ「アラジン」
第13回　物語と映画との比較
第14回　アラビアン・ナイト終話
第15回　試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ゲスト講師による授業を行うことがある。
また、授業で学外フィールドワークへ出かけることもある。

講義コード（Course Code） GEH1201N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GEH1201, 1000-101511

授 業 名（Course Title） 日本近現代史
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 大喜　直彦
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）
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講義コード（Course Code） GEH1251N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GEH1251, 1000-101510

授 業 名（Course Title） 日本の宗教
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 大喜　直彦
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
皆さんの中には「宗教」と聞くと、お年寄りくさいとか、自分は無神論者
で関係ないとか、心の問題とか、呪術的神秘的とか、さらには最近では宗
教団体の事件や、宗教対立の闘争などのため、怖いと感じる人も多いと思
います。このように考える主な原因は、｢宗教｣ を単に抽象的なもの、精神
的なものと理解したり、超能力的なものとしてしか理解していないことが
あげられます。しかし ｢宗教｣ は超能力ではありません。基本的には人間
を深く洞察するものです。自分を見つめるともいえます。また ｢宗教｣ は
自分の身近に絶えずあり、知らず知らずのうちにそれらと共生して生きて
きているのです。むしろ抽象的ではなく、具体的なものなのです。本講義
では身近な生活とともにある ｢宗教｣ を取り上げ、その成り立ちや、自分
との関わりを考えます。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．｢宗教｣ と言う講義ですが、難しい教義ではなく、身近なものに焦点を
当てて、その問題を考えます。 
２．日本の ｢宗教｣ を通じて、自分の生活がそれにより成立している側面
を理解してもらいます。 
３．宗教は多様であり、それは心の問題である。これが保証されている社
会が、自由･平等な社会＝民主主義社会であることを理解してもらいます。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業方法 　　
　（1）配布プリントを使用し、基本的に講義形式で行います。
　（2）講義は宗派の説明ではなく、興味を持ってもらうため、数編のテー
マに区分しながら、身近で具体的なものを通じて授業を行います。 　　
　（3）必要に応じてDVD等の映像を使用します。
　（4）講義時に関係論文を読んで、考察してもらう予定です。また受講生
の人数などにり、関連社寺を訪れる場合もあります。
　（5）毎講義終了時、小ペーパーに当該講義の意見を記述し提出してもら
う。これは出欠確認でもある。  
２．テキスト・文献等  
　テキストは特に使用しない。参考文献等は講義時に適宜紹介する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各テーマに関係した著書・論文・メディア情報などより、自分で問題点・疑
問点を考えておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
１. 評価は、確認テストまたはレポート（人数による）で行う。原則的にテ
ストの点数で単位認定行います。 　
２. 講義３分の２以上の出席をテスト（レポート）の参加（提出）資格とし
ます。 
３. 毎講義時に提出してもらう当該講義の意見の記述は、特に必要と判断さ
れる場合に評価の参考とします。たとえば、病気など不可避な理由でテス
トを欠席した場合、上記提出の意見を基に評価を行います。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　基礎知識編－宗教の話
第２回　日本の神と仏編－（1）日本の神様　日本の神とは
第３回　日本の神と仏編－（2）日本の神様　古代の神とは
第４回　日本の神と仏編－（3）日本の神様　身近な神様
第５回　日本の神と仏編－（4）日本の仏教の幕開け　
第６回　日本の神と仏編－（5）歴史の中の仏教　古代の仏教
第７回　日本の神と仏編－（6）歴史の中の仏教　中世の仏教
第８回　生活と民俗編－（1）近代日本におけるｵｶﾙﾄﾌﾞｰﾑと新宗教　近

代化と宗教
第９回　生活と民俗編－（2）近代日本におけるｵｶﾙﾄﾌﾞｰﾑと新宗教　ｵｶﾙ

ﾄﾌﾞｰﾑ始まる　
第10回　生活と民俗編－（3）近代日本におけるｵｶﾙﾄﾌﾞｰﾑと新宗教　超

能力と科学の対決
第11回　生活と民俗編－（4）近代日本におけるｵｶﾙﾄﾌﾞｰﾑと新宗教　対

立の結末　

１．科目の教育目標（Course Description）
皆さんの中には「歴史嫌い」の人も多いと思います。その原因は暗記中心
の中･高校の歴史の授業にあると思います。私たちが進むべき正しい未来を
選択するには、正しい現在社会の理解がまず必要です。これには当該の社
会がどのように成立してきたかという、正しい歴史認識が必要不可欠です。
すなわち歴史学は正しい歴史認識＝現在社会の理解のためという、すぐれて
現在的学問なのです。本講義は従来歴史学が対象としなかった、日常性を
重視した「身近な歴史学」を基本に進め、近現代を中心に正しい日本（日
本論）の理解に努めたいと思います。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．中･高校の日本史授業のように、日本史は ｢政治過程の概観｣（徳川幕
府と明治政府との対立経緯等）､ ｢政治制度の説明｣（近代の政治制度等）､ ｢
経済構造の解説｣（産業と貿易の発展等）､ と考える教科書的歴史観や先入
観の排除に重点を置きます。 
２．身近なものすべてに歴史があること＝多様な歴史の存在を認識しても
らいます。 
３．多様なものが連続あるいは消滅し、変化しつつ現在に至る点を理解し
てもらい、社会が不変でなく、未来に向かい変化していることを理解して
もらういます。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業方法
　（1）配布プリントを使用し、基本的に講義形式で行います。
　（2）講義は明治時代、大正時代という時間経過の授業ではなく、身近な
歴史を重視する立場から、数編のテーマに区分しながら授業を行います。
　（3）必要に応じてDVD等の映像を使用します。
　（4）また講義時に関係論文を読んで考察してもらう予定です。また受講
人数などによっては、関係博物館を訪れることもあります。
　（5）毎講義終了時、小ペーパーに当該講義の意見を記述し提出してもら
う。これは出欠確認でもある。
２．テキスト・文献等
　テキストは特に使用しない。参考文献等は講義時に適宜紹介する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各テーマに関係した著書・論文・メディア情報などより、自分で問題点・疑
問点を考えておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
１. 評価は、確認テストまたはレポート（人数による）で行います。原則的
にテストの点数で単位認定行います。 　
２. 講義３分の２以上の出席をテスト（レポート）の参加（提出）資格とし
ます。 
３. 毎講義時に提出してもらう当該講義の意見の記述は、特に必要と判断さ
れる場合に評価の参考とする。たとえば、また病気など不可避な理由でテ
ストを欠席した場合、評価は上記提出の意見を基に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　基礎知識編－近代･現代史と日本社会～本当の ｢進歩｣ につい
て～

第２回　生活編－学生たちの1960年代（1）学生の戦後
第３回　生活編－学生たちの1960年代（2）学生運動の時代
第４回　生活編－学生たちの1960年代（3）学生運動に生まれた文化
第５回　自然編－動物たちの太平洋戦争（1）人間と自然
第６回　自然編－動物たちの太平洋戦争（2）第２次世界大戦
第７回　自然編－動物たちの太平洋戦争（3）上野公園の動物
第８回　自然編－動物たちの太平洋戦争（4）猛獣処分
第９回　政治編－熊沢天皇現る（1）熊沢という人物
第10回　政治編－熊沢天皇現る（2）２系統の天皇、南北朝という時代
第11回　政治編－熊沢天皇現る（3）教科書の南北朝問題
第12回　政治編－熊沢天皇現る（4）なぜ熊沢が支持されたか
第13回　自主学習編－現代の問題を読む（1）戦後の生活（予定）
第14回　自主学習編－現代の問題を読む（2）高度経済成長（予定）
第15回　総まとめと確認テスト
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
近年、学生の読書量減少が問題となっているので、講義時に論文などを読
んでもらい、理解力や表現力も身につけてもらいたいと考えます。
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第14回　グローバル化の時代：21世紀の中国
第15回　日中新時代の見取図
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
授業予定は授業の進行状況に応じて多少前後する可能性がある。

講義コード（Course Code） GEH1252N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GEH1252, 1000-101512

授 業 名（Course Title）
ヨーロッパ近現代史
ヨーロッパ史を通じて近代世界の成
り立ちを学ぶ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 森本　慶太
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『アニメで読む世界史』　藤川隆男（編）　
山川出版社　2011
テキストは必ず入手すること。テキスト
以外に授業内で資料も配付する。

参考文献（References）

『アニメで読む世界史2』　藤川隆男・後
藤敦史（編）　山川出版社　2015
『西洋の歴史を読み解く―人物とテーマ
でたどる西洋史―』　上田耕造ほか（編）　
晃洋書房　2013
『教養のための西洋史入門』　中井義明ほ
か（編）　ミネルヴァ書房　2007
『大学で学ぶ西洋史［近現代］』　小山哲ほ
か（編）　ミネルヴァ書房　2011
『近代ヨーロッパ史』　福井憲彦　筑摩書
房　2010

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
受講生はこの授業を通じて、
1．ヨーロッパ近現代史の基本的知識を身につけることができる。
2．ヨーロッパ世界の拡大が世界に与えた影響を理解できる。
3．EU問題など、近年のヨーロッパ情勢について、歴史的に説明すること
ができる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1．アニメ作品を素材にヨーロッパ近現代史の基本的知識を得る。
2．近代世界の特徴を理解するため、大規模な空間的移動と社会階層の変動
が生じた19世紀を重点的に学ぶ。
3．グローバルな視点を重視し、ヨーロッパとアジアやアフリカとの関係に
もふれる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1．授業の実施方法 

（1）講義形式で授業をすすめる。その際に、テキストに加え、配付資料と
パワー・ポイントを使用する。

（2）理解を深めるため、視覚資料（図像・写真・映像など）を利用する。
（3）理解度を測るため、授業時にレポートの作成を課すことがある。 
2．学習の方法

（1）授業中は口頭で話す内容も含め、積極的にノートをとること。
（2）授業後にはテキストやノートに基づいて復習すること。
（3）不明な点は、各回の授業終了後に質問すること。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
1．事前に指定するテキスト・配付資料の該当箇所を読んだうえで授業に臨
むこと。
2．授業で取り上げるアニメ作品を鑑賞すると理解が深まる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
定期試験（70%）と授業中に課すレポート（30%）に基づいて総合的に評価
する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　導入：歴史学とは何か／ヨーロッパと近代世界
第２回　革命の時代：レ・ミゼラブル
第３回　国民国家の時代：フランダースの犬
第４回　工業化の時代：家なき子・家なき娘
第５回　小括（1）：ヨーロッパの「二重革命」
第６回　観光の時代：アルプスの少女ハイジ
第７回　帝国の時代：小公女セーラ
第８回　移民の時代：母をたずねて三千里
第９回　小括（2）：空間的移動のグローバル化

第12回　生活と民俗編－（5）死にまつわる迷信
第13回　自主学習編－世界の宗教（1）イスラム教　関係論文を読む（予

定）
第14回　自主学習編－世界の宗教（2）キリスト教　関係論文を読む（予

定）　　　　　
第15回　総まとめと確認テスト
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
近年、学生の読書量減少が問題となっているので、講義時に論文などを読
んでもらい、理解力や表現力も身につけてもらいたいと考えます。

講義コード（Course Code） GEH1202N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GEH1202, 1000-101513

授 業 名（Course Title） 東アジア近現代史
20世紀の中国

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小都　晶子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『新・図説　中国近現代史：日中新時代
の見取図』　田中仁・菊池一隆・加藤弘
之・日野みどり・岡本隆司　法律文化社　
2012年

参考文献（References） 別途指示する
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
20世紀の中国は大きく変化した。清朝の崩壊から、日中戦争をへて、戦後
は社会主義による独自の発展と混乱の時代を経験してきた。さらに近年は、
社会主義市場経済による新たな発展の方向を模索している。本講義の目的
は、日本と一衣帯水の関係にある中国の近現代史を理解し、あわせて現在の
中国に対する認識を深めることである。受講者には、中国の近代を日本の
それとは異なるものとして把握し、国際的視野に立って、日本と中国、日
本とアジアの関係を見直すための契機としてもらいたい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1．中国近現代史の流れを習得する。
2．中国近現代史に対する理解を通して、現在の中国、さらに現在の日中関
係についての認識を深める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・授業方法
①授業はパワーポイントを利用した講義形式で実施する。
②随時、関連する映像資料を見る。
③プリントを配布する。
・学習方法
①講義を通して、中国近現代史に関する理解を深める。
②授業で理解を深められたこと、疑問点などを数回実施の課題によって提
出する。
③授業で取り上げられた個別の内容を学習し、定期試験を受ける。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回、授業の前後にテキストの該当部分を読んでしっかりと予習、復習し、
不定期の課題および定期試験に備えること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
成績は、定期試験（50％）、授業時の課題（数回実施、50％）の総合評価と
する。また欠席回数が3分の1を超過した場合は原則として成績評価の対象
としない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　近代世界と中国
第２回　清朝の斜陽
第３回　世界秩序の変動
第４回　革命と中国の出発
第５回　北洋軍閥政権
第６回　「南京の十年」
第７回　重慶政権と「八年抗戦」
第８回　内戦と革命をめぐる中国政治
第９回　中華民国期「中国」の諸相
第10回　社会主義建設期
第11回　改革開放政策の開始
第12回　社会主義市場経済への転換
第13回　台湾・香港の60年
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６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業内容と映画鑑賞の回次は流動的です。

講義コード（Course Code） GEH1400N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GEH1400, 1000-101543

授 業 名（Course Title） 身近な心理学
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 高井　直美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） テキストは使用しない。配布資料を用い
る。

参考文献（References） 講義中に適宜紹介する。
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
心理学は人間の行動・心理を科学的な手法で理解しようとする学問である
が、心理学で取り扱う問題意識は、そのほとんどが日常生活で感じること
や疑問に内在される。本授業では、初めて心理学を学ぶ学生を対象に、心
理学について、日常生活での問題意識を例に挙げながら、基礎的な心理学
理論と研究法、基礎的な心理的支援の方法と実際について解説する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１心理学理論による人の理解とその技法の基礎について理解する。
２人の成長・発達と心理との関係について理解する。
３日常生活と心の健康との関係について理解する。
４心理的支援の方法と実際について理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
配布プリントを使用する講義を中心とするが、授業内筆記課題を出すこと
もある。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
自分の日常行動や社会生活と照らし合わせて理解するようにしてほしい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
最終テスト（70％）、授業中の筆記課題ならびに授業参加度（30％）に基づ
いて総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　日常観察からはじまる心理学
第２回　ものの見え方、見方の心理学
第３回　欲求と感情の心理学
第４回　学習と記憶の心理学―心理実験入門
第５回　性格の心理学―心理テスト入門
第６回　発達の要因―遺伝と環境―
第７回　子どもの認知は大人と違うのか？
第８回　子どもの言葉からわかる心理発達
第９回　親子関係・友達関係の発達　
第10回　性格と心の健康
第11回　不登校・引きこもりの心理
第12回　家庭内暴力・非行の心理
第13回　心理カウンセリング入門
第14回　ものの見方を変える方法を探る
第15回　障がい児・者への支援方法を探る
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）
授業内容に関する疑問や不明な箇所があれば積極的に質問し、また、自分
で心理学文献・辞典・事典を調べて理解するように努めてほしい。

第10回　「文明化」の時代：ターザン
第11回　「フロンティア」の時代：トム・ソーヤーの冒険
第12回　小括（3）：帝国主義と世界の一体化
第13回　大戦の時代（1）：紅の豚
第14回　大戦の時代（2）：トラップ一家物語
第15回　小括（4）：二つの世界大戦／全体のまとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）

（1）授業の進度や受講生の状況に応じて、予定を変更する場合がある。
（2）講義中の私語や携帯電話の使用など、他の受講生に迷惑を及ぼすと考
えられる行為には、退室を命じるなど厳格に対処する。

講義コード（Course Code） GEH1150N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GEH1150, 1000-101522

授 業 名（Course Title） 歴史の中の女性
歴史における日米の女性

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 寺西　みどり
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 特定のテキストはない
参考文献（References） 随時紹介する
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
男性中心とされる歴史において女性は社会とどのように係わりいかなる変
容をとげたのか。アメリカと日本を中心に、文化史・宗教史・社会史上重
要な役割を果たした女性達の思想や活動を歴史的に考察する。本学の母体
であるノートルダム教育修道女会に触れ、修道女考察も行なう。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
女性学・女性史の始まり 
女性と社会進出・女性解放運動 
アメリカ史・日本史の概観、社会背景と女性の変容をみる
修道女の場合 
映画鑑賞や読書により、個別の女性の生涯について考えたり、職業と家庭
について考える
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義を中心とする 
映画鑑賞と講義内容を関連づける
課題を提出する
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
アメリカ文化を自分なりにイメージしてみる 　　　　　
日本史の流れ（歴史教科書の目次程度でよい）を捉えておく 
ノートの整理をする
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
期末のレポート（複数の課題を出す）で評価を行なう。レポートは授業内
容に沿っていることを前提とする
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　コース概説・女性学とは・女性学の歴史・女性の分類
第２回　アメリカの女性:フェミニズム第１波
第３回　アメリカの女性:19世紀～20世紀中期
第４回　アメリカの女性:フェミニズム第２波
第５回　映画鑑賞：フェミニズム第２波の流れとしての女性心理
第６回　日本の女性：平安時代～江戸時代
第７回　日本の女性：明治時代～現代
第８回　DVD鑑賞：平塚らいてうと市川房枝
第９回　DVD鑑賞：現代日本女性の職業と子育てに関する座談会
第10回　映画鑑賞：人生の選択の自由と家庭生活について現代アメリカ

の男女の意識
第11回　映画鑑賞：女性の人生選択の自由と職業・恋愛・結婚・育児に

ついて
第12回　修道女概論　

女性の人生選択の自由宗教と宗教について
第13回　ノートルダム教育修道女会について
第14回　映画鑑賞：第二次世界大戦以前のヨーロッパの修道院生活
第15回　映画鑑賞：前回に続く、修道女の社会的使命と個人的感情につ

いて
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講義コード（Course Code） GES1200N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GES1200, 1000-101517

授 業 名（Course Title） 暮らしの法律学
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 梶山　玉香
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『18歳からはじめる民法』　潮見佳男　法
律文化社　2014
レジュメも配付します。

参考文献（References）
『プレップ法学を学ぶ前に』　道垣内弘人　
弘文堂　2010
『判例六法　平成29年度』　中田裕康　有
斐閣　2016

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
学生が、社会における法の役割を知り、身の回りの事象を民法の規定に結
び付けて考えることができる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
①法律の読み方、解釈の技法、判例の役割について学ぶ、②バイク事故の
事例を素材とし、不法行為責任について学ぶ、③契約トラブルが生じる事
例（欠陥自動車の売買、英会話教室の中途退学）を素材とし、契約責任に
ついて学ぶ、③奨学金の事例を素材とし、返済に関する本人および保証人
の責任について学ぶ、④結婚の事例を素材とし、婚姻制度および親子関係
について学ぶ、⑤認知症の事例を素材とし、行為能力制度や責任能力制度、
それを補うための後見制度、監督義務者制度について学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業の前半、教師から事例の検討に必要な知識の説明を行い、後半に、そ
れぞれがその日の課題（たとえば、「男児が死亡した場合と女児が死亡した
場合とで、損害賠償額に差を設けるべきか」など、その日の講義内容に関
連したテーマ）について考え、発表する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）

【予習】第3回以降、授業前に、テキストの該当箇所（前の授業で指示）を
読む。理解できないところ（言葉・文章）には付箋などで印をつけておく。

【復習】もう一度、テキストの該当箇所を読む。理解できないところは、レ
ジュメやノートを見直す。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業時の課題（60％）、15回目に実施する「まとめ」での評価（40％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　法律は守らなければならない？～法の種類～
第２回　法律があればすべて解決できる？～法の解釈～
第３回　バイクで人身事故を起こしたら①不法行為の成立と損害賠償
第４回　バイクで人身事故を起こしたら②加害者側の反論
第５回　買った自動車が故障していたら①自動車を買う契約
第６回　買った自動車が故障していたら②契約違反と救済
第７回　英会話教室に通ったら①英会話教室に入会する契約
第８回　英会話教室に通ったら②中途解約と清算
第９回　入学するときお金を借りたら①お金を借りる契約と利息
第10回　入学するときお金を借りたら②本人の責任・保証人の責任
第11回　ある友達の「結婚」①婚姻届を出す意味
第12回　ある友達の「結婚」②婚姻と子ども
第13回　祖母が認知症になったら①行為能力と成年後見制度
第14回　祖母が認知症になったら②責任能力と監督義務者制度
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） GEH1253N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GEH1253, 1000-101521

授 業 名（Course Title） 文化人類学
文化をテロに結び付けないために

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 橘　健一
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） テキストは用いないが、資料やレジュメ
を適宜配布する。

参考文献（References）

『神話と意味』　レヴィ＝ストロース　み
すずライブラリー　
『身体の零度』　三浦雅士　講談社選書メ
チエ　
『定本想像の共同体』　ベネディクト・ア
ンダーソン　書籍工房早山　

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　文化は、本来創造的なもので、私たちに人間的なつながりをもたらして
くれる。だが文化は、一歩間違えると他者との争いに結びつき、文化が原
因でテロに至ることもある。この授業では、参加者が、文化に対する基本
的な考え方を学んだ上で、文化が争いに結びつく条件を理解し、文化を創
造的に開いていく道筋を理解することを目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・文化進化論、文化機能主義、構造主義、記号論といった文化人類学の理
論の基本を理解する。
・文化資料の蒐集と分類、機能主義的分析、記号論的分析の手法の基礎を
習得する。
・神話、儀礼、身体加工、交換贈与、貨幣、資本主義、産業社会の構造を
理解する。
・現代のナルシシズムや紛争・テロなどの問題と文化との関係を理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　授業では、豊富な具体的資料（映像中心）を紹介、分析を進めつつ、個
別の課題について問題提起する。受講者も、ファッションの問題などを通
し、今の時代を考えることが求められる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　芸術家の岡本太郎氏はかつてパリで文化人類学を学び、「獣の奏者エリン」
で知られる童話作家の上橋菜穂子氏は文化人類学者でもある。両氏の著述
に目を通しておくことで、授業の理解が容易になるので、お勧めしたい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
毎回の提出物や授業時間内の課題などから授業の参加度、理解度を確認し、
評価をおこなう。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　なぜ、テロは起きるのか？：文化と暴力の問題
第２回　文化とは何か？：動物と人間の境界を考える。
第３回　文化進化論と機能主義：異文化をどう考えるか？
第４回　構造とは何か？：関係から物事を見る。
第５回　意味とは何か？：意味の仕組みを考える。
第６回　人はなぜ昔話や神話を語るのか？：昔話や神話の仕組みを考え

る。
第７回　人はなぜ儀礼をおこなうのか？：儀礼の仕組みを考える。
第８回　人はなぜ装うのか？：伝統的ファッションの仕組みを考える。
第９回　人はなぜ贈り物をするのか？：贈与の仕組みを考える。
第10回　人はなぜ交換するのか？：市の仕組みを考える。
第11回　人はなぜお金を使うのか？：貨幣の仕組みを考える。
第12回　人はなぜお金儲けに励むのか？：資本主義の仕組みを考える。
第13回　人はなぜ個性を求めるのか？：近代的ファッションの仕組みを

考える。
第14回　人はなぜ傷つけ合うのか？：現代の民族紛争、人種差別につい

て考える。
第15回　人はどうしたらわかりあえるのか？：文化の違いと交渉可能性

を考える。
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
この講義は、「文化についての考え方」を学ぶことを目指しているので、異
文化を紹介する授業ではないことを理解して受講してほしい。
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講義コード（Course Code） GES1251N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GES1251, 1000-101519

授 業 名（Course Title） 暮らしの経済学
経済学の基本的な考え方を学ぼう

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小島　秀信
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 特になし

参考文献（References） 『マンキュー　入門経済学』　グレゴリー・
マンキュー　東洋経済新報社　2008年

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
社会人として企業などで活躍するためには、何といっても経済に関する知
識が不可欠である。本講義では、経済学の基本的な考え方を分かりやすく
解説し、社会情勢や経済ニュースを深く理解できる「力」を習得すること
を目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・経済学の考え方の基礎を学ぶ
・家計や企業の行動から経済政策まで、その仕組みを理論的に学ぶ
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義は基本的にレジュメ中心で行う予定であるが、必要に応じて参考文献
を紹介する。
難しい数学を用いず、分かりやすさ第一で講義する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業は、前回までの授業内容を理解しているという前提で行われるため復
習を心がけること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
出席アンケート（平常点：30％）
期末のまとめの確認テスト（平常点：70％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション～経済学とは～
第２回　経済学の考え方（1）――財とは何か
第３回　経済学の考え方（2）――需要曲線
第４回　経済学の考え方（3）――供給曲線
第５回　無差別曲線・予算制約線（1）――予算制約線とは何か
第６回　無差別曲線・予算制約線（2）――無差別曲線とは何か
第７回　財の種類と全部効果
第８回　市場と企業（1）――完全競争市場
第９回　市場と企業（2）――限界収入と限界費用
第10回　市場と企業（3）――損益分岐点と操業停止点
第11回　効率性と公平性
第12回　金融政策の仕組み（1）――貨幣と中央銀行の役割
第13回　金融政策の仕組み（2）――金融政策と景気
第14回　国際貿易
第15回　試験・まとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）
・授業中は周りの人に迷惑をかける行為をしないようにすること。
・授業予定については、進行の度合いにより、大幅に変更される可能性が
ある。

講義コード（Course Code） GES1250N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GES1250, 1000-101518

授 業 名（Course Title） 憲法と人権
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 横山　真紀
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『はじめて学ぶやさしい憲法』　長尾一紘　
実務教育出版　1997

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
「憲法」は国の基本法です。その国の仕組みや、どのような価値が人権とし
て保障されるかが書かれている法律文書です。皆さんのこの授業での目的
は、このような「憲法」の全体像をつかむとともに、その本質にどのよう
な考え方があるのかを学ぶことにあります。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
①憲法とは何か　②権力分立の意義　③人権保障の意義　④人権保障にお
ける現代的な問題（具体的な事例から人権を考える）　⑤国際社会における
日本国憲法（特に人権の視点から）
３．教育・学習の方法（Course Methods）
法律学は言葉の学問であり、論理の学問です。まず、「（指定）教科書を読
む」ということが大事です。授業は講義ですが、教科書を中心に、そこに書
かれている内容の難しいところや、具体例が必要なところなどをより詳し
く説明していきます（別途、講師の作成したレジュメを利用する予定。初
回講義の際に指示します。）
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
指定教科書の毎回の該当箇所を、まずは各自で読むことが大切です。「今日
は何をするんだろう？」という気持ちで授業に臨むのと、「今日は、こうい
う話を聴けるんだ」という予測のもとに授業に臨むのとでは、同じ授業で
も内容の吸収率が違います。難しいことはしなくて構いませんので、教科
書だけは目をとおしてきてください。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
7.5時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業内のテストやレポートで評価します。テストは文章できかれて文章で説
明するものです。（＊成績評価の方法は、開講後、履修登録者の人数によっ
ては変更されることもあります。）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　講義ガイダンス（授業の進め方等の説明、法学の入門的な話）
第２回　憲法とは何か
第３回　憲法の歴史
第４回　基本的人権とは何か
第５回　法の下の平等
第６回　思想・良心の自由
第７回　信教の自由・政教分離
第８回　表現の自由（特に差別的表現の問題）
第９回　職業選択の自由
第10回　教育を受ける権利
第11回　生存権（社会保障の仕組み）
第12回　国会の仕組み
第13回　議院内閣制
第14回　裁判所
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業予定や成績評価方法は、開講後、変更することがあります。この変更
については、講義内で適宜、支持します。受講する人は、必ず、初回講義
に出席し、授業のやり方や成績評価についての説明をきいてください。
＊それをきかなかったための不利益は、各自の責任です。
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第15回　まとめ：より安全で暮らしやすい国際社会のために
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）
欠席、遅刻についてのルールは、最初の授業の時に伝えます。

講義コード（Course Code） GES1202N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GES1202, 1000-101520

授 業 名（Course Title） 社会学概論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 翁　和美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 必要に応じて資料を配布する。
参考文献（References） 適宜指示する。
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
「社会とは何か」と問われれば、多くの人は、答えに窮するだろう。それは、
自らが生まれ育ち所属する社会が私たちにとって自明であり、その自明性
を問いかけることがないほど私たちが社会化されているからである。程度
の差はあれ、私たちは誰しもが社会的存在である。この講義では、社会的
存在である人間を理解することを第一の目的にする。先人がいかに社会を
明らかにし、それと向き合ってきたのかをたどるとともに、私たちが生き
ている現代社会の具体的な状況・文脈を取り上げて「社会とは何か」を考
えていく。本講義を通じて、受講生は自分なりの社会のイメージや概念を
培うことが求められる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
社会的存在である人間を理解するための補助線となる用語や概念をあつか
うことができるようになる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
毎回テーマに合わせて、講義形式で解説を行なう。また、講義中に学生が意
見を提示し合う機会やディスカッションをする機会を設ける。講義後、受
講生は、リアクション・ペーパーを作成することが指示されることがある
が、そこに他受講生の意見やディスカッションを通じて深めた自身の考え
を表明するとともに不明な点について質問をするようにする。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
準備学習は必要ない代わりに、しっかり復習をするようにする。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
０時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
リアクション・ペーパー（配分:３０％）と最終課題（配分:７０％）で総合
的に評価する。リアクション・ペーパーに関しては、回を重ねるにしたがっ
て配点を高くする。最終課題は、リアクション・ペーパーの内容に応じて
決定する。なお、欠席回数による失格条件は設定しないが、リアクション・
ペーパーの提出が評価に反映する一方、講義内容を反映していない最終課
題は無効となるので、欠席は失格につながる。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　社会と社会学
第２回　産業社会とその組織
第３回　ジェンダー
第４回　教育と学校制度
第５回　近代国民国家と民族
第６回　大衆社会論
第７回　文化と貧困
第８回　逸脱ー選別と排除のメカニズム
第９回　家族
第10回　応用1：自己決定・自己責任論
第11回　応用2：介入と他者関係性
第12回　精神医学と精神医療（1）教材の視聴
第13回　精神医学と精神医療（2）教材の解説
第14回　認知症患者と福祉の場
第15回　応用3：私的領域の社会化
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）
講義予定は受講生のニーズに応じて変更する。とりわけ、応用編と実践編
は、受講生のリアクション・ペーパーの内容に対応して決定する。実習や
就職活動などで長期に欠席する場合は単位修得に影響するので事前に相談
するようにする。

講義コード（Course Code） GES1201N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GES1201

授 業 名（Course Title） 国際関係論入門
国際関係を考える視座

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 片山　裕
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 全体を通じてのテキストはありません。

参考文献（References）

『アジアの政治経済・入門新版』　片山裕・
大西裕　有斐閣　2010
『国際関係論講義』　山影進　東京大学出
版会　2012
全体を通じての参考文献は上の２冊だけ
です。個別テーマごとに事前に示します。

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
国際関係を考える際には、いくつかの基本的な概念を理解し、それを使い
こなすことが必要です。そうした概念の多くが抽象的で、言葉を聞いただ
けでは、具体的なイメージが湧きにくいことが、国際関係論の議論が難し
く聞こえる最大の理由といってよいでしょう。本年度の授業では、そうし
た基本的な概念を、できるだけ多くの具体的な事例を紹介することによっ
て、しっかりと身につけていただきたいと思っています。そのことによっ
て、今日の国際社会が、どのような課題に直面しているか、そして、その
課題解決のために私たちに何ができるか、その道筋が見えてくると確信し
ています。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
本年度、主に取り扱う基本的な概念は次の通りです。いかにも、難しくみ
えるかもしれませんが、頑張って挑戦してみて下さい。可能な限り分かり
やすくかみ砕いて説明します。
１．「主権国家」と「国民国家」
２．「民族主義」と「民族的アイデンティティ」
３．「覇権（ヘゲモニー）」と世界秩序
４．経済のグローバル化と民主主義
５．市民社会と国際公共財
６．人間の安全保障
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業は講義形式で行われますが、アクティブラーニングの要素も取り入れ
ます。具体的には、2017年度から導入予定のmanabaを活用し、教師から
は、課題出題管理と情報発信を行い、受講生からは、各自のスマホを用い
たクリッカーによって、授業内容への理解や注文についての情報を教員に
フィードバックしてもらいます。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
manabaを用いて、事前に目を通すべき資料や情報を発信します。掲示板も
設けますので、質問などがあれば、そこに書き込めるようにして、受講生
全員が情報を共有できるようにします。それとは別に、受講生からの個別
的な質問にも必ず回答します。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業への参加度（３０％）、小テスト・質問票へのコメントなど（２０％）、
定期試験（５０％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　導入：「世界がもし１００人の村だったら」
第２回　なぜ、国際社会に「世界国家」が存在しないの？
第３回　国際関係は主に「国家」間の関係、では、「国家」って、なに？
第４回　「日本人」って、なに？：「国民」・「民族」の不思議
第５回　なぜ、小さな島や領土をめぐって、国と国とが争うの？
第６回　国際社会は、「大国」によって支配されているって、本当？
第７回　「大国」は、どのようにして生まれ、どのように衰えるの？
第８回　グローバル化、ってなに？：グローバル化によって格差は広が

る？
第９回　民主化って、なに？：民主的な国家が増えると世界は平和にな

る？
第10回　最近、民主的でない国が増えているようにみえるけど、どうし

て？
第11回　市民社会って、なに？
第12回　地球温暖化や自然災害の被害を減らすために、どうしたらよ

い？
第13回　貧しい途上国のために、私たちに何ができる？
第14回　世界の紛争を減らすために、私たちに何ができる？
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講義コード（Course Code） GES1650N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GES1650

授 業 名（Course Title） 海外研修（生活と社会）
イタリアの食文化

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 6：創造・発信力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 藤原　智子. 酒井　久美子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1･2･3･4　夏（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 集中

１．科目の教育目標（Course Description）
食生活は、調理と栄養だけでなく、歴史、気候、風土、環境、健康、慣習、
儀式や祭礼行事、伝統、芸術といった多くの要素から構成されている文化
であり、人々の営みの根源をなすものである。2013年には、日本の食をめ
ぐる文化が評価され、「和食ー日本人の伝統的な食文化ー」がユネスコ無形
文化遺産に登録されたが、日本以外のいくつかの国や地域の食文化も登録
されており、いずれも食と人や社会との関わりが評価の対象となっている。
本研修では、「地中海料理」として日本に先立ちユネスコ無形文化遺産に登
録された地域の中で、スローフードに代表される食文化をもつイタリアを
訪ね、「穀類、魚類、その保全・加工・消費に関わる風景から食事に至る技
術、知識、習慣および伝統に基づく社会的慣習」を体験し、「コミュニティ
の健康、生活の質、より良い生活に資する」食生活とはどのようなものかを
学ぶ。伝統食材の加工、家庭での調理、レストランでのマナー、食卓のし
つらえなどを通して、日本と同様、四季に彩られた豊かな食文化に直接触
れることで、自身の日々の食生活を振り返る契機とすることを目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
イタリアの食と文化を体験し、QOLの向上に資する食生活とは何かを考察
する。
1. ローマ時代からルネサンス期を経て、イタリア料理が西洋料理の原点と
位置づけられた歴史的背景を文化的側面から理解する。
2. 風土に合致した食品の調理・加工技術を体験し、その科学的メカニズム
を理解する。
3. うま味文化を共有するイタリアと日本における、食に対する姿勢の共通
点、相違点について考察する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1. 事前講義・事後指導
　①歴史的観点からみたイタリアの食文化
　②地理的観点から見たイタリアの食文化
　③栄養学的側面から見たイタリアの食文化
　④日本とイタリアの食文化の共通点・相違点
　⑤事後指導
2. 海外研修
　平成28年9月4日（月）から9月10日（日）まで（7日間）
3. 研修先
　イタリア（ボローニャ、パルマ、フィレンツェ、ローマ）
4. 学習方法
　①事前講義・事後指導に必ず出席することと、海外研修時には積極的な
受講姿勢が望まれる。
　②研修のまとめとして、個人別にパワーポイントを用いた課題研究発表
とそれに基づくディスカッションが求められる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
イタリアの地理、歴史、文化などについて、旅行書やインターネット等で
事前知識を得ること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
5時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
事前講義・事後指導への授業参加度、海外研修時の参加態度・受講姿勢、研
修のまとめの発表内容とディスカッションへの参加姿勢に基づき評価する。
５．留意事項（Other Information）
1. 研修プログラムの詳細や受講申し込み方法などについては、新学期登録時
に配布する募集要項ならびに4月に開催する募集説明会において知らせる。
2. 受講者が最少催行人数に達しない場合、または研修先の情勢によって研
修の実施を取り止める場合がある。また、スケジュールは現地受入機関お
よび交通機などの都合により変更になることがある。
3. 研修参加決定者は、事前・事後指導（計5回）および渡航前オリエンテー
ションに必ず出席すること。

講義コード（Course Code） GES1150N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GES1150, 1000-101552

授 業 名（Course Title） ジェンダー論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 藤田　朋子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
ジェンダーという概念が社会（家庭、教育、文化、市場労働など）のなか
でどのように機能しているかを理解できる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・教育制度
・賃金、雇用形態
・子育て
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業時にプリントを配布するとともに、課題提出を求める。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
日常生活において、新聞やインターネットなどの情報（政策や制度）をな
るべく得るようにする。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
5時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（50％）、課題・試験（50％）に基づいて、総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　序論
第２回　「ジェンダー」とは
第３回　「教育制度のなかで」教育の変遷、スポーツ・学校体育
第４回　「暮らしのなかで」暴力（DV、ストーカー規制法）
第５回　「労働市場のなかで①」就職、労働者の権利
第６回　「労働市場のなかで②」賃金、雇用形態
第７回　「労働市場のなかで③」育児休業、ハラスメント
第８回　「家庭生活のなかで①」婚姻制度、性別分業
第９回　「家庭生活のなかで②」子育て、ワーク・ライフ・バランス
第10回　「社会のなかで①」女性のからだと法制度
第11回　「社会のなかで②」貧困、年金
第12回　「社会のなかで③」自然災害（防災を中心に）とジェンダー
第13回　「社会のなかで④」政策とジェンダー
第14回　試験
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
順序の入れ替え等の変更を行う場合がある。

講義コード（Course Code） GES1500N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GES1500, 1000-101523

授 業 名（Course Title） ボランティア概論
共に生きる道

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 5：共生・協働する力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 志藤　修史
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） （未定）
参考文献（References） （未定）
備 考（Note）

別紙　
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１．科目の教育目標（Course Description）
統計学は、数学の中で最も生活に密着した分野であり、また、企業において
も、数学の中で学んでもらいたい分野の上位にあげられることが多い。本
科目では身近な暮らしに関係した統計データを基に、統計学を学ぶことで、
社会における様々な統計データを読み解く能力を身につけることを目標と
する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. 統計データの種類や集計法の理解
2. グラフの種類と特徴の理解
3. 統計データの代表的な指標の理解
4. 二変量データの表現の理解
３．教育・学習の方法（Course Methods）
PowerPoint、Excelなどを使って、主として講義形式により、それぞれのト
ピックの解説を行う。また、授業時に簡単な演習を行ってもらう。テキス
トは使用せず、必要な授業資料等は、配布またはWebから入手する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業前に授業資料を読んで予習をしておく。また、学習支援システムで復
習課題やレポート課題を提出する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
課題レポートを数回提出してもらう。テストは行わず、提出物（100%）に
基づき評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　データの信頼性
第３回　データの種類
第４回　様々なグラフ
第５回　代表値
第６回　散布度
第７回　課題演習
第８回　調査の方法
第９回　分布
第10回　標準化
第11回　2変数の関係
第12回　相関と因果
第13回　回帰
第14回　確率的思考
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業データの入手、レポートや課題の提出は学習支援システムを使って行
う予定である。
本科目の目標は、統計データの理解であるので、複雑な計算式等はあまり
扱わないが、理解のためには多少の計算や数式は扱うので、最低限の数学
的な素養は必要である。

講義コード（Course Code） GEN1200N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GEN1200, 1000-101525

授 業 名（Course Title） 地球と宇宙の科学
地球環境のしくみ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 玉井　雅人
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 使用しない．

参考文献（References）

『地震・プレート・陸と海-地学入門-』　深
尾良夫　岩波書店　1985
『新版地球進化論』　松井孝典　岩波書店　
2010
その他は，必要があれば授業中に紹介す
る．

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
地球環境がどのように機能しているのかを学び，その科学的な理解を深め
ることを目標とする．
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．地球内部の構造と大地の動きについて理解し，それに基づいて，地殻
変動現象（地震・火山活動・造山運動）のしくみを説明できる．
２．大気と太陽エネルギーの性質について理解し，それに関連した地球環

講義コード（Course Code） GEN1400N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GEN1400, 1000-101549

授 業 名（Course Title） 身近な自然科学
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小川　博士
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
特になし

授業の資料は、適宜提示する。
参考文献（References） その都度、紹介する。
備 考（Note） 定員32人

１．科目の教育目標（Course Description）
　身近に見られる科学的現象から基礎的な科学理論を、もしくは、基礎的な
科学理論から身近な科学的現象を理解を深めることを目的とする。本講義
を通して、日常世界を科学の目でも見ることができるようになることを目
指したい。このような姿は、現在重視されている「科学的リテラシー」へ
とつながるものである。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・　身近に見られる科学的現象に関心をもつことができる。
・　身近な科学的現象から基礎的な科学的知識の理解を深める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　講義に加え、観察・実験、クラフト活動を行う予定である。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　課題レポートのテーマ決定のために、日常生活の中で見られる科学的現
象に意識的になっておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
課題レポート70％，授業参加度30％ で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　日本付近の気象
第３回　気象情報とその利用
第４回　人体①：消化器系（口～胃）
第５回　人体②：消化器系（十二指腸～肛門）
第６回　人体③：呼吸器系
第７回　遺伝
第８回　音
第９回　光
第10回　とける
第11回　燃える
第12回　調べ学習①（テーマ決定、資料収集）
第13回　調べ学習②（まとめ・発表資料の作成）
第14回　発表
第15回　総括
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・受講者の関心や人数、教材の準備状況によって学習内容を変更すること
があります。
・クラフト活動等を行うため、のり、はさみ、カッターを持参すること。

講義コード（Course Code） GEN1450N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GEN1450, 1000-101547

授 業 名（Course Title） 暮らしの統計学
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 廣瀬　直哉
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）
『統計数字を読み解くセンス』　青木繁伸　
化学同人　2009
『悩めるみんなの統計学入門』　中西達夫　
技術評論社　2010

備 考（Note）



─ 10 ─

講義コード（Course Code） GEN1451B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GEN1451

授 業 名（Course Title） 情報科学入門Ｂ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉田　智子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 　　

参考文献（References）

『コンピュータを使わない情報教育　アン
プラグドコンピュータサイエンス』　兼宗
進　監訳　イーテキスト研究所　2007
『ルビィのぼうけん こんにちは! プログ
ラミング』　リンダ・リウカス　 翔泳社　
2016
『「littleBits」ではじめる電子工作』　田中
正吾　工学社　2016

備 考（Note） 定員26人

１．科目の教育目標（Course Description）
我々が毎日使うコンピュータ（PC、スマホ、タブレットなど）の基盤になっ
ている理論や原理の第一歩をコンピュータを使わずに学ぶことを目的とす
る。littleBitsという、電子回路を磁石でつないで確認できるキットを使っ
た実習も行う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.コンピュータの入出力の理解
2.コンピュータのデータ表現方法の理解
3.机上でのプログラミング体験
4.littleBitsでインタラクティブ性を実現させるしくみの理解
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義に加えて演習としての実験も取り入れて学習する。コンピュータのし
くみを、コンピュータを使わないさまざまな実習を通して学ぶ。この実験
を通して、なぜコンピュータがプログラム通りの動作しかできないのかに
ついても理解する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
前回の授業で実施した実験内容を記録として書き込めておくことで、次回
の授業の準備学習となる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度（30%）、レポート・課題・テスト（70%）の総合点で評価す
る。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス、コンピュータの入力装置と出力装置
第２回　コンピュータの入力と出力をlittleBitsで実験
第３回　コンピュータのデータ表現（1）数値の場合
第４回　コンピュータのデータ表現（2）文字の場合
第５回　コンピュータのデータ表現（3）正しく送信するためには
第６回　コンピュータのデータ表現（4）画像の場合
第７回　机上でプログラミング体験（1）絵を文字に、文字を絵に
第８回　机上でプログラミング体験（2）チャートで表現してみよう
第９回　机上でプログラミング体験（3）コンピュータの条件分岐
第10回　机上でプログラミング体験（4）命令カードに従って行動しよ

う
第11回　littelBitsを用いたインタラクティブ作品制作（1）inputとoutput

のモジュールを利用
第12回　littelBitsを用いたインタラクティブ作品制作（2）工作や手芸

の材料も利用
第13回　littelBitsを用いたインタラクティブ作品制作（3）技術とアー

トの融合
第14回　インタラクティブ作品の発表としくみの議論
第15回　テストとまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
毎回の授業が継続した実習や演習になっているので、欠席すると授業が理
解できなくなる可能性がある。

境問題（オゾン層の破壊・地球温暖化）を考えるための科学的基礎を養う．
３．地球形成時と現在の地球環境の比較を通じて，大気の進化と生命との
関係性を概観できる．
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業方法：講義形式で行う．必要な場合には資料プリントを配付する．
２．学習方法：授業中は，講義内容を，その場で理解するように努めるこ
と．授業後には，ノートや資料プリントを見直して，理解を確認しておく
ことが望ましい．
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
ノートや資料プリントを見直して，前回までの講義内容を理解しておくこ
と．
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
定期試験（学期末の筆記試験により，講義内容全体の理解度を判断する）

（80%）
平常点（講義内容の簡単なまとめや感想により，授業への集中度を判断す
る）（20%）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス・地球環境とは？
第２回　地球内部の構造１（地震波の性質）
第３回　地球内部の構造２（地球内部の大構造）
第４回　アイソスタシー（大陸と海洋の地下構造）
第５回　大陸移動説
第６回　海洋底拡大説
第７回　プレートテクトニクス
第８回　プレート境界での地殻変動現象（地震・火山活動・造山運動）
第９回　日本列島での地殻変動現象（地震・火山活動・造山運動）
第10回　大気と太陽エネルギー
第11回　大気による紫外線の吸収
第12回　地球の熱収支と温室効果
第13回　地球の誕生
第14回　大気の進化と生命１（酸素の発生）
第15回　大気の進化と生命２（二酸化炭素の固定）
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）
授業予定は，変更する場合がある．

講義コード（Course Code） GEN1451A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GEN1451

授 業 名（Course Title） 情報科学入門Ａ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉田　智子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 　　

参考文献（References）

『コンピュータを使わない情報教育　アン
プラグドコンピュータサイエンス』　兼宗
進　監訳　イーテキスト研究所　2007
『ルビィのぼうけん こんにちは! プログ
ラミング』　リンダ・リウカス　 翔泳社　
2016
『「littleBits」ではじめる電子工作』　田中
正吾　工学社　2016

備 考（Note） 定員26人
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　２．代表的な疾患の概念を説明できる 　
　３．代表的な疾患の診断・検査法を説明できる 　
　４．代表的な疾患の治療方法を説明できる 　
　５．代表的な疾患の予防法について説明できる
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．生活習慣病の代表的な疾患（糖尿病、脳卒中、心臓病、高血圧など）に
ついて、概念、診断・検査、治療、予防法を理解する
２．代表的な悪性腫瘍（胃がん、大腸がん、肺がん、白血病）について、概
念、診断・検査、治療、予防法を理解する
３．代表的な消化器系疾患について、概念、診断・検査、治療、予防法を
理解する
４．代表的な呼吸器疾患について、概念、診断・検査、治療、予防法を理
解する
５．代表的な内分泌疾患、腎臓病、膠原病、血液疾患について、概念、診
断・検査、治療、予防法を理解する
６．代表的な精神疾患について、概念、診断・検査、治療、予防法を理解
する
７．代表的な婦人科疾患、小児疾患について、概念、診断・検査、治療、予
防法を理解する
８．その他日常の診療で遭遇することの多い疾患について、概念、診断・検
査、治療、予防法を理解する
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式で、プリント、配付資料およびパワーポイント・視聴覚教材を使
用する
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
該当箇所を参考図書で予習する。講義内容について、復習をしっかり行う。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度・授業態度（20％）と毎回行う確認試験（80％）により総合判
断する。欠席・遅刻は減点対象となる。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　糖尿病について
第２回　血液疾患について
第３回　高血圧について
第４回　脳卒中について
第５回　呼吸器の炎症性疾患、喘息について
第６回　腎臓疾患、膠原病について
第７回　心臓疾患について　
第８回　消化器がん（胃がん、大腸がんなど）について
第９回　甲状腺疾患、その他の主な内分泌疾患について　
第10回　婦人科疾患について
第11回　肺がんについて
第12回　肝臓・胆のう・膵臓の炎症性疾患について
第13回　小児疾患について
第14回　精神疾患について
第15回　頭痛、めまい、腰痛など
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・他の受講生の迷惑となる私語、携帯電話等によるメールの送受信、摂食
は禁止します。
・授業に欠席した場合、その授業中に配布したプリント（レジュメ）を、授
業担当者は保管しないため、出席者からコピーさせてもらうこと。
・前期、月2回程度の土曜日集中講義とする。
・授業の内容は、担当者により多少前後することがある。

講義コード（Course Code） GEN1150N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GEN1150, 1000-101553

授 業 名（Course Title） 生命倫理
医療技術の進歩と我々の生命観

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 松井　吉康
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） なし
参考文献（References） 授業中に指示する
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
「臓器移植」「薬害」「障がい者問題」さらには女性の人生にとって大きな問
題である「妊娠、出産、中絶」といった「リプロダクティブヘルス」に関

講義コード（Course Code） GEN1550N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GEN1550, 1000-101526

授 業 名（Course Title） 環境学概論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 5：共生・協働する力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 豊田　陽介
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
授業を通じて、深刻さを増す環境問題と現代社会のライフスタイルが直結
していることに気づくことを目指す。生身の自分をとりまく環境がどのよ
うなものであるかを考える機会にし、その上で、受講者および授業者が同
時代、同社会に生きる「人」として共に生きていく姿について考えていき
たい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.「環境」、「環境問題」について理解する 2.環境問題とライフスタイル（お
よび自分）との関連に気づく 3.今後の社会（および自分）のビジョンにつ
いて考える
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1.講義が主であるが、受講者が考え、体験する機会とするために教室の条件
下で行なえるワークを取り入れる。   　　
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）

「自習のテーマ」を授業（レジュメ）にて提示する
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
20時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
筆記試験70％、授業参加度30％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　環境問題ことはじめ
第２回　地球環境問題と私達の社会、くらし（1）地球温暖化問題
第３回　地球環境問題と私達の社会、くらし（2）エネルギー問題
第４回　地球環境問題と私達の社会、くらし（3）生物多様性
第５回　地球環境問題と私達の社会、くらし（4）水環境
第６回　地球環境問題と私達の社会、くらし（5）交通問題
第７回　地球環境問題と私達の社会、くらし（6）オゾン層破壊
第８回　地球環境問題と私達の社会、くらし（7）森林保全・活用
第９回　地球環境問題と私達の社会、くらし（8）廃棄物・ごみ問題
第10回　持続可能な社会づくり（1）地域資源を活かしたまちづくり
第11回　持続可能な社会づくり（2）アグリツーリズムとスローフード
第12回　持続可能な社会づくり（3）グリーン経済とローカルベンチャー
第13回　持続可能な社会づくり（4）エネルギー自立と地域の再生
第14回　持続可能な社会づくり（5）環境教育とひとづくり
第15回　持続可能な社会づくり（6）市民とメディアの役割
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） GEN1201N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GEN1201, 1000-101590

授 業 名（Course Title） 身近な医学
医療英語に必要な医学の基礎知識

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 萩原　暢子. 河瀬　雅紀
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1・2（前期集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　医療語学プログラムの基礎となる医療用語および代表的な疾患の診断方
法、治療などを体系的に理解していく。本科目では、以下のことを目的と
する。
　１．医療における基礎的な用語を使うことができる　
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行動をするか、何に興味を示すのか、しっかりと観察する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度80%、ショートレポート20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　「自然と遊ぼう！①」を実施する野外フィールドに出かけ、企

画のイメージ作りと、実施に関する準備。
第３回　「自然と遊ぼう！①」の企画・実施案を検討し、グループに分

かれる。
第４回　各グループで「自然と遊ぼう！①」で行う企画を準備する。
第５回　各グループで「自然と遊ぼう！①」で行う企画を試行する。場

合によっては再度野外フィールドに出かける。
第６回　各グループで「自然と遊ぼう！①」で行う企画を実践的に試行

する。
第７回　各グループで「自然と遊ぼう！①」で行う企画の最終準備を行

う。
第８回　「自然と遊ぼう！①」についての振り返り（ショートレポート

を作成）
第９回　各グループで「自然と遊ぼう！②」で行う企画を整理し検討す

る。
第10回　各グループで「自然と遊ぼう！②」で行う具体的な実施案を検

討する。
第11回　各グループで企画を修正・準備を進める。
第12回　各グループで企画を実践的に試行してみる。
第13回　各グループで実践の最終準備を行う。
第14回　「自然と遊ぼう！②」の実施前準備予行演習
第15回　「自然と遊ぼう！②」についての振り返り（ショートレポート

を作成）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業日時は、4月～5月、9月～11月の間に不定期で行う予定である。日程
について登録前に必ず確認すること。

講義コード（Course Code） GBE1300A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1300, 1112-GBE1300, 
1000-101151, 1000-101161

授 業 名（Course Title） 英語基礎ⅠＡ
地球市民の役割を考えよう

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 村上　裕美
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 担当者が作成した教材を使用
参考文献（References） 『意味順ノート』を使用
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
この講義では国連がかかげるMillennium Development Goals （MDGs）の世
界に蔓延する問題研究を通して英語の読解力、語彙運用および文法力を養
い、将来専門分野の英文資料を読むための総合的な基礎力を養います。
さらに、資料として取り上げる英文を通して意見を構築し、さまざまなテー
マについて考える機会を提供します。易しい、読みやすい英文で世界を知
る機会としましょう。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
英語の既習の知識を活用し、行間も含め英文の内容を正確に読み取り、そ
こに現れる主題、メッセージを読み取る力と語彙力を養います。
また、正しく英文を読み取る上で必要な文法力をテーマ別に毎回学習しま
す。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
毎回の授業では、様々な世界の問題点を取り上げ、授業者が作成した教材
を使用して学習します。
また、各テーマに関する意見を英文で作成し、自身の考えを表現、主張す
る機会とし、英語によるプレゼンテーションも実施します。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
準備学習のために、次回の授業で使用する教材を配布します。その教材に
ついて単語を調べ内容を読み取る事前学習の準備をしてください。読みと
りの正確さを確認するために予習学習内容の小テストを実施します。また、
時には学習内容を復習し、次回の授業で小テストを実施することもありま
す。
授業時に予習をして不明だった箇所を講義にて学習しましょう。

係する事柄について、その背景となる基本的知識を習得し、それらを通し
て自らの生命観を捉え直してもらう。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
現代社会における善悪の理解、 先端医療技術についての知識の習得、 経済原
理と生命の尊厳、 リプロダクティブヘルスについての基礎知識の習得、障が
い学、 「私の生命」へのまなざし
３．教育・学習の方法（Course Methods）
倫理学についての基本的知識を習得した後、様々な問題についてドキュメ
ンタリーを見せ、それらについて考えてもらう。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
普段から自分の身の回りで起こっている出来事やニュースなどで報じられ
る医療問題、社会問題について関心を持つようにしておくことが望ましい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
100パーセント、最終試験による。どれだけ問題を、自分の問題として捉え、
自分の頭で考えているかで評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス
第２回　倫理学とは
第３回　現代社会の善悪の基準
第４回　薬害
第５回　差別を知る
第６回　卵子老化
第７回　出生前診断
第８回　様々な障がい
第９回　ダウン症
第10回　中絶、減胎手術
第11回　性と生
第12回　戦争（１）沖縄戦
第13回　戦争（２）沖縄の戦後
第14回　新型うつ
第15回　「私」と「私の生命」
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
出来るだけ質疑応答の多い授業にしたいと思っています。教師が毎回、様々
な問いを投げ掛けますが、学生の側からも色々な質問や発言が出てくる事
を期待しています。

講義コード（Course Code） GEN1500N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1102-GEN1500

授 業 名（Course Title） こどもと自然
自然と遊ぼう！

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 5：共生・協働する力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間

担 当 者（Instructor） 高井　直美. 小川　博士. 薦田　未央. 
藤本　陽三

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References） 授業中に紹介する。
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
地域の子どもや家族と大学生が、自然素材を活用し、野外や屋内で交流す
る。年2回実施予定の「自然と遊ぼう！」プログラムに企画段階から関わる
ことを通して、地域社会への能動的発信力や対人関係スキルを身につける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
①自然科学の面白さ・不思議さを子どもに伝える力・感性を身につける　
②新たな遊びを考案する創造力を養う　③他者と共同作業を行う際の協調
性を身につける　④幼児・児童の心理や関わり方を実践的に学ぶ　⑤イベ
ント情報を発信するためのスキルと作法を学ぶ
３．教育・学習の方法（Course Methods）
①教員によるオリエンテーション　②グループでの自然科学体験（観察や
実験など）および遊びの企画　③参加者募集のチラシ作成　④フィールド
の下見や実施の準備　⑤「自然と遊ぼう！」の実施　⑥討論による振り返
りとショートレポート
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
身近な自然（草木花、木の実、昆虫、自然現象など）に興味を持ち、観察
や実験を行う。
自然物や身近なものを使った造形遊びやゲームのアイディアを広げる。
身近にいる子どもに関心を持ち、どのくらいの年齢の子どもがどのような
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指示された単語を覚える（単語テストあり）
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（30％）小テスト（40％）提出課題（30％）に基づいて総合的
に評価する
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション・模擬授業・筆記体
Unit１ Part1: Dynamic Japan, Quiet Britain  Part2: Our 
Company

第２回　Unit 2  Part1: Sports-loving Mathematician  Part2: Our Boss
第３回　Unit 3  Part1: Our Old Wooden House  Part2: The Other Staff
第４回　映画鑑賞Disney作品を予定
第５回　Unit 4  Part1: Feeling Bad   Part2: Quality Service
第６回　Unit 5  Part1: Long and Slow Words  Part2: The Neighborhood
第７回　Unit 6  Part1: From Unisex to Feminine  Part2: An Interesting 

Future
第８回　映画鑑賞Disney作品を予定
第９回　Unit 7  Part1: Full of Mysteries  Part2: I got lost
第10回　Unit 8  Part1: Turning into a Nightmare  Part2: An Accident
第11回　Unit 9  Part1: A Panic Dream   Part2: A Weird Dream
第12回　映画鑑賞Disney作品を予定
第13回　Unit 10  Part1: Going Back to the Old Regime  Part2: 

Yesterday’s Meeting
第14回　Unit 11  Part1: Low Quality Items  Part2: My Previous 

Company
第15回　Unit 12  Part1: Can’t Sit Still   Part2: The Logo
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業内容と映画鑑賞の回次は流動的です。

講義コード（Course Code） GBE1300C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1300, 1112-GBE1300, 
1000-101151, 1000-101161

授 業 名（Course Title） 英語基礎ⅠＣ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 石川　真美
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Two Sides to Every Discussion』　
Jonathan Lynch, Kotaro Shitori　成美堂　
2015

参考文献（References）
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
様々な事柄に関して、自分の意見を持ち、それを英語で表現する能力の養
成を目指します。そのために、高校までに学んだ文法と語彙の知識を整理
し、さらに語彙を増やし、英語を受容する力（「読むこと」「聞くこと」）だ
けではなく、英語を産出する力（「書くこと」「話すこと」）の増強を目標に
します。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１. 文法知識の整理
２. 語彙力の向上
３. 英語の産出に向けた基礎的能力の養成
３．教育・学習の方法（Course Methods）
読解問題を通して、既習の文法知識を整理し、基本語彙の定着をはかりま
す。また、音読をすることで、スピーキングの基礎力を養成します。さら
に、平易な作文の練習を通して、自分の意見を英語で表現する練習をしま
す。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
予習として、テキストの練習問題に取り組んで下さい。わかりにくいとこ
ろをチェックし、授業でその部分を確認してください。頻繁に小テストを
しますのでしっかり復習しましょう。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業評価は小中テストの結果　（50%）、課題の提出回数　（30%）、授業に向
かう姿勢 （20%） から総合的に判断します
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　Unit 1  University Entrance in Autumn

また、英文のテーマや本文中に出てくる内容について事前にインターネッ
ト等を利用して調べ、背景知識を豊かにしましょう。その成果を個人また
はグループでプレゼンテーションで発表します。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
小テスト（復習テストおよび小テスト）　60%　
取り組み（提出物・予習・発表・プレゼンテーション）  40%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
英語力自己診断

第２回　国連の役割と働きについて　Ⅰ
（基本的構文の学習）

第３回　国連の役割と働きについて　Ⅱ
（基本的構文の学習）

第４回　8つの世界の問題点を学ぶ　
（英文の特徴と構成）

第５回　世界の貧困について学ぶ　　Ⅰ
（形容詞と名詞）

第６回　世界の貧困について学ぶ　　Ⅱ
（形容詞と名詞）

第７回　第1回プレゼンテーション
第８回　第1回まとめテスト
第９回　世界の識字率と就学率　Ⅰ　

（データーを読み取る）
第10回　世界の識字率と就学率　Ⅱ

（データーを読み取る）
第11回　世界の乳児死亡率について　Ⅰ

（名詞）
第12回　世界の乳児死亡率について　Ⅱ

（名詞）
第13回　New Millennium Development Goals について　Ⅰ
第14回　第2回まとめテスト
第15回　第2回プレゼンテーション
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
遅刻もしくは欠席は著しくその学習効果を減じます。
欠席1回につき3点減点します。十分注意していください。
携帯電話の辞書機能は教室では使用を認めません。辞書もしくは電子辞書
を毎回持参して下さい。

講義コード（Course Code） GBE1300B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1300, 1112-GBE1300, 
1000-101151, 1000-101161

授 業 名（Course Title） 英語基礎ⅠＢ
楽しむ英語へ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 寺西　みどり
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『　Simply Reading, Simply Writing』　
Terry O’Brien 他　南雲堂　2016年

参考文献（References）
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
英文読解に対する苦手意識を軽減する
日常的な事柄を英語で発信する初歩的な力をつける
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
身近なテーマの300語程度の英文を読む
初歩的な文法事項を確認する
初歩的なライティングスキルを学ぶ
映画鑑賞時には、内容と言語がつながる瞬間を体験する
筆記体に馴染む　
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義中心に進めるが、種々のタスクに関しては発表を求める。
授業の前半で読みを、後半では英作文に取り組み、課題を提出する
CDを聞いて会話文を完成させる
童話由来のものなど、筋が周知された映画を、字幕と音声を英語にして鑑
賞する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
英文の下読みをしてくる。知らない単語は事前に調べておく。
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講義コード（Course Code） GBE1300E0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1300, 1112-GBE1300, 
1000-101151, 1000-101161

授 業 名（Course Title） 英語基礎ⅠＥ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 黒田　一平
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『究極のイギリス英語リスニング　
Standard』　英語出版編集部　株式会社ア
ルク　2009

参考文献（References）

『ダボス会議で聞く　世界の英語』　鶴田
知佳子・柴田真一　コスモピア株式会社　
2008
『究極のイギリス英語リスニング　
Deluxe』　英語出版編集部　株式会社ア
ルク　2009

備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
イギリス英語の発音に触れ、英語に様々な方言があることを理解し、聞き
取れるようにする。また、ネイティブ・ノンネイティブの別を問わず、聞
き慣れないアクセントの英語でも理解しようとする姿勢を身につけること
で、学術英語に必要となる基本的な知識・能力の習得を目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. テキストのリスニング課題の聞きとりを行う。
2. 語彙・表現を身につける。
3. テキスト本文の内容を理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
本授業では、リスニングを中心とする多くのトレーニングによって、英語
能力の向上をめざします。また、語彙や表現の定着を行うために、授業ご
とに小テストを実施します。本授業は、様々な英語の変種に触れることで、
日本語の影響を受けた英語もその変種の一つだという認識を持つことを目
標としています。扱う英語はロンドン周辺のイギリス英語ですが、適宜別
の音声も取り入れて行きます。特に、リスニングの達成度次第では、シラ
バスの予定よりもマイナーな方言（参考文献に収録）のリスニングを積極
的に取り入れていきます。受講生のみなさんは、授業以外でも多くの英語
に触れるよう心がけてください。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回行う小テストに備え、予習をしてください。範囲は授業中に連絡しま
す。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
小テスト（35%）、まとめ時に行う小テスト（35%）、授業中の課題・発言な
ど（30%）の総合評価とします。授業に欠席すると小テストが受けられなく
なるためご注意ください。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　Chapter1 01 忘れ物をしちゃったみたい p.013

    02 天気予報をチェック p.017
第３回　Chapter1 03 ノー制服デー、何を着ていく？ p.021

    04 ブロッコリーも食べなくちゃだめ！ p.025
第４回　Chapter1 05 楽しいショッピング p.029

    06 ここでニュースです p.033
第５回　Chapter1 07 赤ちゃんの落とし物 p.037

    08 昨日の夜、あなたの家に... p.041
第６回　Chapter1 09 郵便局にて p.045

    10 何時に、どこに集合？ p.049
第７回　Chapter1 11 メラニーはいますか？ p.053

Chapter2 12 すいません、渋滞していて p.059
第８回　アメリカ英語とイギリス英語聞き比べ
第９回　Chapter2 13 ウォーカー・ホテルズのご案内 p.063

    14 シムズ部長のご予定は p.067
第10回　Chapter2 15 彼女のプレゼン、光ってたね p.073

    16 新しい機器を導入したいんです p.077
第11回　Chapter2 17 注文と違うものが届きました p.081

    18 ファクス機の使い方 p.087
第12回　Chapter2 19 1週間の支店研修 p.091

    20 書類の山に埋もれていたもの p.097
第13回　Chapter2 21 会議を終えるにあたって p.101

Chapter3 22 運転手さん、景気はどう？ p.107
第14回　Chapter3 23 彼氏と彼女とストーンヘンジ p.111

第３回　Unit 2  High School Sports Clubs
第４回　Unit 3  Fingerprint Attendance System
第５回　Review
第６回　Unit 4  Foreign Sports Players
第７回　Unit 5  Experiences vs. Material Goods
第８回　Unit 6  First Date
第９回　Unit 7  Consumption Tax
第10回　Review
第11回　Unit 8  Female Pop Groups
第12回　Unit 9  Social Networking Service
第13回　Unit 10 Using Smartphones while Walking
第14回　Review
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） GBE1300D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1300, 1112-GBE1300, 
1000-101151, 1000-101161

授 業 名（Course Title） 英語基礎ⅠＤ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 伊村　大樹
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 特になし（プリントを使用）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
英語の仕組みを理解し、ある程度のレベルの英文を自分で読みこなせるよ
うになる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・文型の基礎を理解する
・読解に集中した文法の整理
・流れに乗った読解
３．教育・学習の方法（Course Methods）
教科書はありません。まず高校までの文法を簡単におさらいし、その後は
プリントを配布して教材とします。プリントの和訳を中心に読解のトレー
ニングを行いますが、できるだけ日本語ではなく英語の語順に沿った解釈
を試みます。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
プリントの予習（単語を辞書で調べる・わからないところをチェックする）
は欠かさず行うこと。また読み終わった教材に関しての小テストを行うこ
とがあるので、そのための準備も怠らないこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
平常点（授業参加度と課題・小テスト）40%、まとめの試験60%の総合評
価を基本とします。授業の3分の1以上を欠席した場合、あるいはまとめの
テストに欠席した場合は単位が認められません。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション　読解のための文型・文法１
第２回　読解のための文型・文法２
第３回　英語のことわざ―班での協力によるプリント作成
第４回　英語のことわざ前半の解釈検討
第５回　英語のことわざ後半の解釈検討
第６回　受動態―動詞句の種類
第７回　読解「ヨーロッパの十字軍」
第８回　分詞の働き
第９回　読解「黒死病」
第10回　不定詞の働き
第11回　読解「ベートーベンの矜持」
第12回　心理学の実験レポートを読む
第13回　ウェルズ『世界史概観』の描く歴史―ブッダの出家
第14回　まとめの試験
第15回　試験の返却と解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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第11回　Chapter2 17 注文と違うものが届きました p.081
    18 ファクス機の使い方 p.087

第12回　Chapter2 19 1週間の支店研修 p.091
    20 書類の山に埋もれていたもの p.097

第13回　Chapter2 21 会議を終えるにあたって p.101
Chapter3 22 運転手さん、景気はどう？ p.107

第14回　Chapter3 23 彼氏と彼女とストーンヘンジ p.111
    24 イギリスの名物が食べたい! p.117

第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） GBE1300G0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1300, 1112-GBE1300, 
1000-101151, 1000-101161

授 業 名（Course Title） 英語基礎ⅠＧ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 伊村　大樹
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 特になし（プリントを使用）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
英語の仕組みを理解し、ある程度のレベルの英文を自分で読みこなせるよ
うになる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・文型の基礎を理解する
・読解に集中した文法の整理
・流れに乗った読解
３．教育・学習の方法（Course Methods）
教科書はありません。まず高校までの文法を簡単におさらいし、その後は
プリントを配布して教材とします。プリントの和訳を中心に読解のトレー
ニングを行いますが、できるだけ日本語ではなく英語の語順に沿った解釈
を試みます。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
プリントの予習（単語を辞書で調べる・わからないところをチェックする）
は欠かさず行うこと。また読み終わった教材に関しての小テストを行うこ
とがあるので、そのための準備も怠らないこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
平常点（授業参加度と課題・小テスト）40%、まとめの試験60%の総合評
価を基本とします。授業の3分の1以上を欠席した場合、あるいはまとめの
テストに欠席した場合は単位が認められません。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション　読解のための文型・文法１
第２回　読解のための文型・文法２
第３回　英語のことわざ―班での協力によるプリント作成
第４回　英語のことわざ前半の解釈検討
第５回　英語のことわざ後半の解釈検討
第６回　受動態―動詞句の種類
第７回　読解「ヨーロッパの十字軍」
第８回　分詞の働き
第９回　読解「黒死病」
第10回　不定詞の働き
第11回　読解「ベートーベンの矜持」
第12回　心理学の実験レポートを読む
第13回　ウェルズ『世界史概観』の描く歴史―ブッダの出家
第14回　まとめの試験
第15回　試験の返却と解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

    24 イギリスの名物が食べたい! p.117
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） GBE1300F0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1300, 1112-GBE1300, 
1000-101151, 1000-101161

授 業 名（Course Title） 英語基礎ⅠＦ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 黒田　一平
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『究極のイギリス英語リスニング　
Standard』　英語出版編集部　株式会社ア
ルク　2009

参考文献（References）

『ダボス会議で聞く　世界の英語』　鶴田
知佳子・柴田真一　コスモピア株式会社　
2008
『究極のイギリス英語リスニング　
Deluxe』　英語出版編集部　株式会社ア
ルク　2009

備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
イギリス英語の発音に触れ、英語に様々な方言があることを理解し、聞き
取れるようにする。また、ネイティブ・ノンネイティブの別を問わず、聞
き慣れないアクセントの英語でも理解しようとする姿勢を身につけること
で、学術英語に必要となる基本的な知識・能力の習得を目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. テキストのリスニング課題の聞きとりを行う。
2. 語彙・表現を身につける。
3. テキスト本文の内容を理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
本授業では、リスニングを中心とする多くのトレーニングによって、英語
能力の向上をめざします。また、語彙や表現の定着を行うために、授業ご
とに小テストを実施します。本授業は、様々な英語の変種に触れることで、
日本語の影響を受けた英語もその変種の一つだという認識を持つことを目
標としています。扱う英語はロンドン周辺のイギリス英語ですが、適宜別
の音声も取り入れて行きます。特に、リスニングの達成度次第では、シラ
バスの予定よりもマイナーな方言（参考文献に収録）のリスニングを積極
的に取り入れていきます。受講生のみなさんは、授業以外でも多くの英語
に触れるよう心がけてください。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回行う小テストに備え、予習をしてください。範囲は授業中に連絡しま
す。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
小テスト（35%）、まとめ時に行う小テスト（35%）、授業中の課題・発言な
ど（30%）の総合評価とします。授業に欠席すると小テストが受けられなく
なるためご注意ください。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　Chapter1 01 忘れ物をしちゃったみたい p.013

    02 天気予報をチェック p.017
第３回　Chapter1 03 ノー制服デー、何を着ていく？ p.021

    04 ブロッコリーも食べなくちゃだめ！ p.025
第４回　Chapter1 05 楽しいショッピング p.029

    06 ここでニュースです p.033
第５回　Chapter1 07 赤ちゃんの落とし物 p.037

    08 昨日の夜、あなたの家に... p.041
第６回　Chapter1 09 郵便局にて p.045

    10 何時に、どこに集合？ p.049
第７回　Chapter1 11 メラニーはいますか？ p.053

Chapter2 12 すいません、渋滞していて p.059
第８回　アメリカ英語とイギリス英語聞き比べ
第９回　Chapter2 13 ウォーカー・ホテルズのご案内 p.063

    14 シムズ部長のご予定は p.067
第10回　Chapter2 15 彼女のプレゼン、光ってたね p.073

    16 新しい機器を導入したいんです p.077
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講義コード（Course Code） GBE1300J0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1300, 1112-GBE1300, 
1000-101151, 1000-101161

授 業 名（Course Title） 英語基礎ⅠＪ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 寺西　みどり
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Focus on Bas ic Eng l i sh f o r 
Communication』　樋口千春 他　松柏社　
2016

参考文献（References）
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
近年英語のコミュニケーション能力が重視されていることを受け、極めて
初歩的かつ使える英語に馴染む
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
初歩的な英文を多く見る
学習者がよく抱く疑問点を取り上げる
初歩的な語彙・文法を思い出す
その課の語彙や文法を繰り返し用い、初歩的なライティングスキルを学ぶ
映画鑑賞時には、内容と言語がつながる瞬間を体験する
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義中心に進めるが、種々のタスクに関しては発表を求める
課題を提出する
CDを聞いて会話文を完成させる
童話由来のものなど、筋が周知された映画を、字幕と音声を英語にして鑑
賞する
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
指示された単語や例文を覚える（小テストあり）
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（30％）小テスト（40％）提出課題（30％）に基づいて総合的
に評価する
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション・模擬授業・筆記体
Unit 1   日本語と英語の違い

第２回　Unit 2   名詞と代名詞　説明と演習
第３回　Unit 3　 形容詞　　説明と演習
第４回　映画鑑賞Disney作品を予定
第５回　Unit 4 前置詞　　説明と演習
第６回　Unit 5   述語動詞の働き
第７回　Unit 6   語順の違いと意味の違い
第８回　映画鑑賞Disney作品を予定
第９回　Unit 7   特別な it と there について　説明と演習
第10回　Unit 8   役立つ基本動詞　　説明と演習
第11回　Unit 9   大切なフレーズ
第12回　映画鑑賞Disney作品を予定
第13回　Unit 10　和製英語を知る
第14回　Unit 11　ing 形のいろいろ　説明と演習
第15回　Unit 12　形容詞の働きをする動詞　説明と演習
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業内容と映画鑑賞の回次は流動的です。

講義コード（Course Code） GBE1300K0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1300, 1112-GBE1300, 
1000-101151, 1000-101161

授 業 名（Course Title） 英語基礎ⅠＫ
地球市民の役割を考えよう

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 村上　裕美
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 担当者が作成した教材を使用
参考文献（References）
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

講義コード（Course Code） GBE1300H0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1300, 1112-GBE1300, 
1000-101151, 1000-101161

授 業 名（Course Title） 英語基礎ⅠＨ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 石川　真美
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Laugh and Learn』　Keiko Kimura, 
Kenjiro Tagawa, Elaine Jones　南雲堂　
2015

参考文献（References）
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
簡単な英語文を自信を持って読むことができる能力と、具体的な事柄を英
語で表現する能力の開発を目指します。そのために、高校までに学んだ文
法と語彙の知識を整理し、それらの定着させることを目標にします。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１. 文法知識の整理
２. 語彙力の向上
３. 英語の産出に向けた基礎的能力の養成
３．教育・学習の方法（Course Methods）
文法事項を中心とした練習問題を通して、既習の文法知識を整理し、基本
語彙の定着をはかります。特に、平易なライティングの練習を通して、英
語が使えるようになることを目指します。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
予習として、テキストの練習問題に取り組んで下さい。わかりにくいとこ
ろをチェックし、授業でその部分を確認してください。頻繁に小テストを
しますのでしっかり復習しましょう。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業評価は小中テストの結果　（50%）、課題の提出　（30%）、授業に向かう
姿勢 （20%） から総合的に判断します。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　Unit 1 一般動詞とbe動詞（現在形）; A Very Smart Dog
第３回　Unit 2 一般動詞とbe動詞（過去形）; 規則動詞を中心に
第４回　Unit 2 一般動詞とbe動詞（過去形）; 不規則動詞を中心に；The 

Gift
第５回　Unit 3 疑問文；一般動詞とbe動詞を中心に
第６回　Unit 3 疑問文；疑問詞を中心に；An Amazing Talking Dog
第７回　Unit 4 否定文；一般動詞とbe動詞を中心に；を中心に
第８回　Unit 4 否定文；notを用いない表現を中心に；English Language
第９回　Unit 5 文型と文の要素；第1文型、第２文型、第3文型を中心

に
第10回　Unit 5 文型と文の要素；第4文型、第5文型を中心に；It Hurts!
第11回　Unit 6 進行形；現在進行形、過去進行形を中心に
第12回　Unit 6 進行形；現在分詞による名詞修飾を中心に；Cold Cream
第13回　Unit 7 受動態；基本型を中心に
第14回　Unit 7 受動態；過去分詞による名詞修飾を中心に；Diet Problem
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） GBE1301A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1301, 1112-GBE1301, 
1000-101152, 1000-101163

授 業 名（Course Title） 英語総合ⅠＡ
日本語に惑わされない英語表現

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 森　ユキヱ
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『Eng l i s h Chec k l i s t』　小中秀彦　
NAN'UN-DO　2009
『Interactive English Book for the TOEIC 
Test  Book 1』　内田雅克　他　松柏社　
2013

参考文献（References） 授業中に指示、または別途配布する
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
これまでに学習してきた英語をベースとして、さらに実際的な英語運用能
力を開発することに重点を置きます。日本語を直訳することによって起こ
る英語表現の間違いを豊富な文例で指摘し、正確な英作文が書けるように
学習します。英作文の訓練が実際の英会話にも大いに役立つように、授業
は構成されています。また[TOEIC]での成果が向上することを目指します。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１）様々な現場での実際の英語運用の経験
２）文法習得とライティングの統合練習
３）語彙力の向上（[TOEIC]対策も含む）
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１）毎回、惑わされやすい日本語をどのように英語で表現するか、文例を
参考に文法事項も加えて解説する。
２）テキストの問題に取り組み、自分で英作文しながら文構造を理解する。
３）CD,DVD を利用して、日常的に使用する語彙を習得し、それによって
読解能力を高め、作文能力の強化をはかる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１）授業で学習した箇所を必ず復習する。
２）授業で指示された該当箇所を丁寧に辞書を引いて予習する。
３）毎回課題が出るので、それを次回までに仕上げてくる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は授業参加度（３０％）、小テストを含む提出課題（４０％）、授業時
の課題（３０％）の総合評価とする。
欠席回数が３分の１を超過した場合は、原則として単位を与えない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction  日本語に引きずられない自然な英語表現とは何か
第２回　1 Intransitive Verbs （自動詞）文法解説・練習問題・英作文
第３回　2 Transitive Verbs  （他動詞）文法解説・宿題の解答

Book 1  Lesson 1   Health
第４回　3 Tense （基本時制）文法解説・宿題の解答

Book 1  Lesson 2   Shopping
第５回　4 Progressive Form & Perfect Form （進行形・完了形）

文法解説・宿題の　解答
第６回　5 Phrasal Verbs （句動詞）文法解説・宿題の解答

Book 1  Lesson 3   Sports
第７回　6 Nouns （名詞）文法解説・宿題の解答

Book 1  Lesson 4   Travel
第８回　English Checklist １－６ 小テストとその解説
第９回　Book 1　Lesson １－４　　応用問題とその解説
第10回　7 Articles （冠詞）文法解説・宿題の解答

Book 1  Lesson 5   Art & Design
第11回　8 Pronouns （代名詞）文法解説・宿題の解答

Book 1  Lesson 6   Nature 　
第12回　9 Adjectives  （形容詞）文法解説・宿題の解答

Book 1  Lesson 7   Social Issues
第13回　10 Adverbs  （副詞）文法解説・宿題の解答

Book 1  Lesson 8   Gender
第14回　English Checklist ７－１０ 小テストとその解説
第15回　Book 1　Lesson ５－８　　応用問題とその解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

１．科目の教育目標（Course Description）
この講義では国連がかかげるMillennium Development Goals （MDGs）の世
界に蔓延する問題研究を通して英語の読解力、語彙運用および文法力を養
い、将来専門分野の英文資料を読むための基礎力を養います。
さらに、資料として取り上げる英文を通して意見を構築し、さまざまなテー
マについて考える機会を提供します。易しい、読みやすい英文で世界を知
る機会としましょう。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
英語の知識を活用し、行間も含め英文の内容を正確に読み取り、そこに現
れる主題、メッセージを読み取る力と語彙力を養います。
また、正しく英文を読み取る上で必要な文法力をテーマ別に毎回学習しま
す。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
毎回の授業では、様々な世界の問題点を取り上げ、授業者が作成した教材
を使用して学習します。
また、各テーマに関する意見を英文で作成し、自身の考えを表現、主張す
る機会とし、英語によるプレゼンテーションも実施します。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
準備学習のために、次回の授業で使用する教材を配布します。その教材に
ついて単語を調べ内容を読み取る事前学習の準備をしてください。読みと
りの正確さを確認するために予習学習内容の小テストを実施します。また、
時には学習内容を復習し、次回の授業で小テストを実施することもありま
す。
授業時に予習をして不明だった箇所を講義にて学習しましょう。
また、英文のテーマや本文中に出てくる内容について事前にインターネッ
ト等を利用して調べ、背景知識を豊かにしましょう。その成果を個人また
はグループでプレゼンテーションで発表します。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
小テスト（復習テストおよび小テスト）　60%　
取り組み（提出物・予習・発表・プレゼンテーション）  40%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
英語力自己診断

第２回　国連の役割と働きについて　Ⅰ
（基本的な文型の学習）

第３回　国連の役割と働きについて　Ⅱ
（基本的な文型の学習）

第４回　8つの世界の問題点を学ぶ　Ⅰ
（英文の特徴と構成）

第５回　世界の貧困について学ぶ　Ⅰ　
（形容詞と名詞）

第６回　世界の貧困について学ぶ　Ⅰ　
（形容詞と名詞）

第７回　第1回まとめテスト
第８回　第1回英語プレゼンテーション
第９回　世界の識字率と就学率　Ⅰ　

（データーを読み取る）
第10回　世界の識字率と就学率　Ⅱ

（データーを読み取る）
第11回　世界の乳児死亡率について　Ⅰ

（名詞）
第12回　世界の乳児死亡率について　Ⅱ

（名詞）
第13回　New Millennium Development Goals について　Ⅰ
第14回　第2回まとめテスト
第15回　第2回英語プレゼンテーション
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
遅刻もしくは欠席は著しくその学習効果を減じます。
欠席1回につき3点減点します。十分注意していください。
携帯電話の辞書機能は教室では使用を認めません。辞書もしくは電子辞書
を毎回持参して下さい。
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１．科目の教育目標（Course Description）
留学・ホームステイに関する英語を中心に、場面ごとにどのような表現がで
きるかを学ぶ。そのような表現を自分で書き、話すことで、自分の言葉と
して「使う」ことに慣れる。学術英語の基礎となる知識や能力を身につけ、
各自の必要に応じて独力で英語の学習ができるようになることを目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. テキストのダイアログの書き取りと復唱・暗唱を行う。
2. 語彙・表現を身につける。
3. 場面ごとの適切な表現を理解し、自分で使えるようにする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
本授業では、書き取りと復唱を中心とする多くのトレーニングによって、英
語能力の向上をめざします。また、語彙や表現の定着を行うために、授業
ごとに小テストを実施します。本授業は、様々な場面での英語の表現に触
れることで、場面ごとに適切な自己表現ができるようになることを目標と
しています。扱う場面は留学・ホームステイが中心ですが、進度によって
は適宜別の場面や状況における英語も取り入れて行きます。受講生のみな
さんは、授業以外でも多くの英語に触れるよう心がけてください。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回行う小テストに備え、予習をしてください。範囲は授業中に連絡しま
す。
授業の前後で、その回の範囲について、最低１回はCDの音声を聞き、書き
取るとともに、会話の内容を確認し、復唱を（できれば暗唱も）行ってく
ださい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業ごとの小テスト（35%）、まとめ時に行う小テスト（35%）、授業中の課
題・発言など（30%）の総合評価とします。授業に欠席すると小テストが受
けられなくなるためご注意ください。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　Part1 01 空港での入国審査 p.010

   02 税関での手続き p.014
第３回　Part1 03 空港に迎えに来てもらう p.018

   04 家族を紹介される p.022
第４回　Part1 05 自己紹介をする p.026

   06 日本からのおみやげを渡す p.030
第５回　Part1 07 家の中を案内してもらう p.034

   08 ホストファミリーの家のルール p.038
第６回　Part1 09 ホストファミリーとはじめての食事 p.042

   10 食事の後片付けを手伝う p.046
第７回　Part1 11 洗濯機や食器の使い方を教わる p.050

   12 浴室の使い方 p.054
第８回　Part1 13 ホストファミリーとテレビを見る p.058

   14 電話をかける p.062
第９回　Part1 15 寝る前のあいさつ p.066

   16 朝のあいさつ p.070
第10回　Part1 17 学校への行き方を教える p.074

   18 昼食について p.078
第11回　Part2 19 教室の場所をたずねる p.086

   20 近くの席の生徒にあいさつする p.090
第12回　Part2 21 授業が始まるとき p.094

   22 授業中に使われる表現 p.098
第13回　Part2 23 先生に質問したいとき p.102

   24 グループディスカッションをする p.106
第14回　Part2 25 学校でランチタイム p.110

   26 グループで宿題をする p.114
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） GBE1301B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1301, 1112-GBE1301, 
1000-101152, 1000-101163

授 業 名（Course Title）
英語総合ⅠＢ
思ったことを的確に伝えるためのラ
イティング

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 藤本　幸治
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Ready to Write 1』　K. Blanchard　
Longman　2010

参考文献（References）
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
初級レベル（TOEIC400-500）の語彙、文法を活用して、簡単かつ、文
法的に正しい英文を構成する知識を学ぶ。前期終了時までに初級レベル

（TOEIC400-500）の英語を完全に習得し、最終的にアカデミックな英語を
読み、書けるようにする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
初級レベル（TOEIC400-500）の語彙、文法を活用して、簡単かつ、文
法的に正しい英文を構成する知識を学ぶ。前期終了時までに初級レベル

（TOEIC400-500）、および学術的な英語を理解し、また、書けるようにする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキストに従って、各課の練習問題を解き、考えていく。また、折に触れ
て、テキスト内で学んだ新出および復習単語テストを５回ほど行う。また、
個別課題ごとのレポート提出も実施する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
指定された予習範囲の単語の意味調べ
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（３０％）、小テスト・レポート（３０％）、まとめのテスト（４
０％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　writing about yourself
第２回　writing about yourfamily
第３回　review of the chapters
第４回　writing about your activities
第５回　giving instructions
第６回　writing about your day
第７回　review of the chapters
第８回　writing about your favorite movies
第９回　review of the assignment
第10回　voca-grammar training （Verbs）
第11回　voca-grammar training （Nouns）
第12回　review of the text
第13回　writing a short essay on your own topic
第14回　comments on the esssays
第15回　review of the semester
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
予習と復習は必須です。

講義コード（Course Code） GBE1301C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1301, 1112-GBE1301, 
1000-101152, 1000-101163

授 業 名（Course Title） 英語総合ⅠＣ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 黒田　一平
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『ホームステイの英会話リアル表現BOOK』　
イムラン・スィディキ　ナツメ社　2016
進度や必要に応じて、授業内で適宜資料
を配布します。

参考文献（References）
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定
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講義コード（Course Code） GBE1301E0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1301, 1112-GBE1301, 
1000-101152, 1000-101163

授 業 名（Course Title） 英語総合ⅠＥ
主体的に英作文を書こう！

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 東郷　多津
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『伝えるためのライティング』（東郷多津・
田中美和子）2016年
（テキストの取得方法については、第1回
目の授業の中で説明します。）

参考文献（References） 『FOREST 7th edition』ピアソン桐原　
2013年

備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　本コースの目標は、伝えたいと思う内容を、より正しい英文で表すことが
できるようになる力を、プロジェクトを通して、学生自身が主体的に身に付
けることです。そのために、基礎的な文法や「パラグラフ（段落）」を組み
立てる方法などライティングの技術を協働学習を通して習得します。まだ、
いろいろなプロジェクトを通して、クラスメイトと共同で、あるいは一人
で、伝えたいと思う内容を見つけ、それを充実させる練習を積み重ねます。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１. すでに身についている基礎的な英語力を実際に使うこと
２. 文を正しく組み立てるために英文法を復習すること
３. １つの話題について、数文をうまくつなげ、まとめて書くこと
４. よいパラグラフとは何かを理解して、その構成にしたがって英文を書く
こと
５. 多種のプロジェクトに取り組み、内容を充実させる方法を学ぶこと
３．教育・学習の方法（Course Methods）
クラスは主としてプロジェクト形式で行われます。クラスでは、グループ作
業に取り組みながら、英語で作文することが求められます。教室では、で
きるだけ英語を使ってコミュニケーションを図り、英語の作文練習につな
げていきましょう。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
英作文は基本的に授業中に完成させます。その授業時間内に完成できるよ
う、必要なことがあれば、その準備をして次の授業に臨みましょう。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、自己管理できるよう、予め示した判定方法にしたがって、算定可
能な形で示します。まとめの英作文は、教員の示す判定基準に基づいて自
己採点をします。同時に、教員も同じ判定基準で採点します。最終評価は、
以下に示した割合を基本とし、教員が総合的に判断し、行う。
・授業参加点（予習、発表及び課題提出点を含む）（40%）、
・英作文・課題点（まとめの英作文を含む） （60%）
皆さんは、第一回目の授業で、評価方法を知り、自分で目標とする評価を
決め、各プロジェクトを通して、自分の目標点を達成するために努力する
ことが求められます。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　PBL1：心の地図を使って自分を表現する①：心の地図の作成
第３回　PBL1：心の地図を使って自分を表現する②：心の地図を使っ

てライティング
第４回　PBL2：4コマストーリーを書こう①：短い物語の完成
第５回　PBL2：4コマストーリーを書こう②：発表、修正、提出
第６回　PBL3：絵本翻訳①：1冊めの絵本（日本語）選択と翻訳
第７回　PBL3：絵本翻訳②：2冊めの絵本（日本語）選択と翻訳
第８回　PBL3：絵本翻訳③：各自が選択した1冊め及び2冊めの絵本

（日本語版と英語版）と自分の翻訳比較と考察
第９回　PBL4：ポスターづくり①：ポスター構想と原稿作成
第10回　PBL4：ポスターづくり②：ポスターの完成
第11回　PBL4：ポスター発表
第12回　PBL4：ポスター発表のまとめと英作文
第13回　まとめの英作文①英作文を書く：英作文の下書き完成
第14回　まとめの英作文②発表、修正して提出：英作文の発表、修正、

提出
第15回　前期の振り返りと自己評価
６．定期試験（Final Exam）
なし

講義コード（Course Code） GBE1301D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1301, 1112-GBE1301, 1000-
101152, 1000-101163

授 業 名（Course Title） 英語総合ⅠＤ
知識から実践へ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 蔦田　和美
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Communication in SIMPLE ENGLISH』　
Kazuo Morita, Hiroko Kitamoto, Junko 
Takahashi　SANSHUSHA　2013

参考文献（References） 自習用として自分の使いやすいと判断し
た文法書を用意してください。

備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
簡単な素材を通して英語に親しみ、学ぶ意欲を高めます。学んだ知識を基に
英語を読み、書き、聴き、話すことを通して自分の世界を広げます。特に
書いたり話したりを通して自分から発信することで英語を楽しく学びます。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１. 基本に戻り、ことばの組み立ての骨格を形成する。
２．習得した知識を知識だけにとどめず、運用する。
３．英語の四技能（読み、書き、話す、聴く）をバランスよく使用しなが
ら学ぶ。
４．自分の意見を「書く」ことで表現する。
５．仲間との協同作業に積極的に取り組む。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業の中心はペアワーク、グループワーク、そして学生と教師の間のイン
ターアクションになります。英語の知識のレベルよりも教室内での様々な
活動への参加の積極性が重要視されます。また復習テストや、与えられた
ライティング課題に対する準備が求められます。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎週の復習ミニテストに備えて、毎回の授業内容の理解に努めることが求
められます。そのほかの課題（テキスト内容に沿ったライティング）につ
いては随時授業内で説明します。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
・授業参加点（復習テスト、協同作業への参加度を含む）（50%）、
・期末テスト、課題点 （50%）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　Lesson 1 一般動詞（1）
第３回　Lesson 2 一般動詞（2）
第４回　Lesson 3 be動詞（1）
第５回　Lesson 4 be動詞（2）
第６回　Lesson 5 場所の表現
第７回　Lesson 6 時の表現
第８回　Lesson 7 進行形
第９回　Lesson 8 助動詞
第10回　Lesson 9 Wh疑問文
第11回　Lesson 10 基本動詞
第12回　Lesson 11 基本動詞と前置詞
第13回　Lesson 12 英語で自分を表現するために
第14回　ライティング最終課題、peer review
第15回　期末テストと解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）



─ 20 ─

講義コード（Course Code） GBE1301G0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1301, 1112-GBE1301, 
1000-101152, 1000-101163

授 業 名（Course Title） 英語総合ⅠＧ
コミュニケーションを楽しむ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 蔦田　和美
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Communication in SIMPLE ENGLISH』　
Kazuo Morita, Hiroko Kitamoto, Junko 
Takahashi　SANSHUSHA　2013

参考文献（References） 自習用として自分の使いやすいと判断し
た文法書を用意してください。

備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
簡単な素材を通して英語に親しみ、学ぶ意欲を高めます。学んだ知識を基
に英語を読み、書き、聴き、話すことを通して自分の世界を広げましょう。
特に書いたり話したりを通して自分から発信することで英語を楽しく学び
ます。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１. 言葉の組み立てを基本から学ぶ。
２．学んだ知識を運用する。
３．様々なスキルをバランスよく学ぶ。
３．英語での発信を通して自己表現を学ぶ。
４．仲間との協同作業で人間力を養う。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業はペアワーク、グループワークなどの協同作業と、学生と教師の間の
コミュニケーションをベースに進行されます。知識の量にかかわらず、積
極的な参加や、真摯な取り組みが重要視されます。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎週の復習ミニテストに備えて毎回の授業の内容理解に努めてください。
授業には辞書の携帯が必須です。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
・授業参加点（復習テスト、協同作業への参加度を含む）（50%）、
・期末テスト、課題点（50%）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　Lesson 1　一般動詞（1）
第３回　Lesson 2　一般動詞（2）
第４回　Lesson 3 be動詞（1）
第５回　Lesson 4 be動詞（2）
第６回　Lesson 5　場所の表現
第７回　Lesson 6　時の表現
第８回　Lesson 7　進行形
第９回　Lesson 8　助動詞
第10回　Lesson 9　Wh疑問文
第11回　Lesson 10　基本動詞
第12回　Lesson 11　基本動詞と前置詞
第13回　Lesson 12　英語で自分を表現するために
第14回　ライティング提出課題、peer review
第15回　期末テストと解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

７．留意事項（Other Information）
この授業では、辞書を持って授業に出席する、その上でライティングに関
わる活動に参加する、これら２つが最も求められます。

講義コード（Course Code） GBE1301F0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1301, 1112-GBE1301, 
1000-101152, 1000-101163

授 業 名（Course Title） 英語総合ⅠＦ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 岡﨑　央希
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『English Ace コミュニケーションのた
めの実践基礎英語』　山本厚子・大須賀
直子・真野千佳子・岡本京子・Benedict 
Rowlett　成美堂　2014

参考文献（References）
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
このクラスでは、英文法の知識と英単語の習得に力点を置きながら、「聞く」

「話す」「読む」「書く」の４技能を使って、「使える」英語を身につけるこ
とを目標としています。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. これまでに学習してきた語彙や文法の復習
2. 新しい語彙や表現の学習
3. 自分の力で英語を聞き、英語を読み、訳せるようになること
4. 自分の言いたいことが表現できるようになること
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業では、各ユニットを２回に分けて学習します。１回目は、そのユニッ
トの語彙学習に始まり、主要な文法事項を解説後、それに関する問題に取
り組みます。２回目は、ユニットで焦点をあてた文法事項を含む日常会話
を聞き、対話文を実際に話す練習も行います。さらに、学習した文法事項
を含む英文を読み、英作文の練習を行います。必ず辞書（紙の辞書、電子
辞書など）を持参してください。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
単語、熟語は各自事前に調べておくこと。授業内でできなかった課題につ
いては必ず次回までに完成させること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度及び授業態度（予習・発表）（40%）、小テスト（20%）、
英作文を含む提出課題（40%）の総合評価を行います。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション、Unit1 文法学習（be動詞）
第２回　Unit1 "My Hometown" リスニング・英文読解・英作文
第３回　Unit2 文法学習（一般動詞）
第４回　Unit2 "Hobbies" リスニング・英文読解・英作文
第５回　Unit3 文法学習（名詞・代名詞）
第６回　Unit3 "Shopping" リスニング・英文読解・英作文
第７回　Unit4 文法学習（Wh疑問文）
第８回　Unit4 "Nature Quiz" リスニング・英文読解・英作文
第９回　Unit5 文法学習（前置詞）
第10回　Unit5 "Dream House" リスニング・英文読解・英作文
第11回　Unit6 文法学習（接続詞）
第12回　Unit6 "Food" リスニング・英文読解・英作文
第13回　Unit7 文法学習（過去形）
第14回　Unit7 "First Date" リスニング・英文読解・英作文
第15回　前期まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
必ず授業には辞書を持参すること。携帯電話を利用した辞書は認めません。
授業の1/3以上を欠席の場合は単位が認められません。また30分以上の遅
刻は欠席となるので注意してください。
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６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） GBE1301J0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1301, 1112-GBE1301, 
1000-101152, 1000-101163

授 業 名（Course Title）
英語総合ⅠＪ
思ったことを的確に伝えるためのラ
イティング

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 藤本　幸治
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Ready to Write 1』　K. Blanchard　
Longman　2010

参考文献（References）
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
初級レベル（TOEIC400-500）の語彙、文法を活用して、簡単かつ、文
法的に正しい英文を構成する知識を学ぶ。前期終了時までに初級レベル

（TOEIC400-500）の英語を完全に習得し、また学術的な英語も読み、書け
るようにする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
初級レベル（TOEIC400-500）の語彙、文法を活用して、簡単かつ、文
法的に正しい英文を構成する知識を学ぶ。前期終了時までに初級レベル

（TOEIC400-500）の英語を完全に習得し、また学術的な読み、書けるよう
にする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキストに従って、各課の練習問題を解き、考えていく。また、折に触れ
て、テキスト内で学んだ新出および復習単語テストを５回ほど行う。また、
個別課題ごとのレポート提出も実施する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
指定された予習範囲の単語の意味調べ
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（３０％）、小テスト・レポート（３０％）、まとめのテスト（４
０％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　writing about yourself
第２回　writing about yourfamily
第３回　review of the chapters
第４回　writing about your activities
第５回　giving instructions
第６回　writing about your day
第７回　review of the chapters
第８回　writing about your favorite movies
第９回　review of the assignment
第10回　voca-grammar training （Verbs）
第11回　voca-grammar training （Nouns）
第12回　review of the text
第13回　writing a short essay on your own topic
第14回　comments on the esssays
第15回　review of the semester
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
予習と復習は必須です。

講義コード（Course Code） GBE1301H0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1301, 1112-GBE1301, 
1000-101152, 1000-101163

授 業 名（Course Title） 英語総合ⅠＨ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 黒田　一平
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『ホームステイの英会話リアル表現BOOK』　
イムラン・スィディキ　ナツメ社　2016
進度や必要に応じて、授業内で適宜資料
を配布します。

参考文献（References）
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
留学・ホームステイに関する英語を中心に、場面ごとにどのような表現がで
きるかを学ぶ。そのような表現を自分で書き、話すことで、自分の言葉と
して「使う」ことに慣れる。学術英語の基礎となる知識や能力を身につけ、
各自の必要に応じて独力で英語の学習ができるようになることを目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. テキストのダイアログの書き取りと復唱・暗唱を行う。
2. 語彙・表現を身につける。
3. 場面ごとの適切な表現を理解し、自分で使えるようにする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
本授業では、書き取りと復唱を中心とする多くのトレーニングによって、英
語能力の向上をめざします。また、語彙や表現の定着を行うために、授業
ごとに小テストを実施します。本授業は、様々な場面での英語の表現に触
れることで、場面ごとに適切な自己表現ができるようになることを目標と
しています。扱う場面は留学・ホームステイが中心ですが、進度によって
は適宜別の場面や状況における英語も取り入れて行きます。受講生のみな
さんは、授業以外でも多くの英語に触れるよう心がけてください。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回行う小テストに備え、予習をしてください。範囲は授業中に連絡しま
す。
授業の前後で、その回の範囲について、最低１回はCDの音声を聞き、書き
取るとともに、会話の内容を確認し、復唱を（できれば暗唱も）行ってく
ださい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業ごとの小テスト（35%）、まとめ時に行う小テスト（35%）、授業中の課
題・発言など（30%）の総合評価とします。授業に欠席すると小テストが受
けられなくなるためご注意ください。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　Part1 01 空港での入国審査 p.010

   02 税関での手続き p.014
第３回　Part1 03 空港に迎えに来てもらう p.018

   04 家族を紹介される p.022
第４回　Part1 05 自己紹介をする p.026

   06 日本からのおみやげを渡す p.030
第５回　Part1 07 家の中を案内してもらう p.034

   08 ホストファミリーの家のルール p.038
第６回　Part1 09 ホストファミリーとはじめての食事 p.042

   10 食事の後片付けを手伝う p.046
第７回　Part1 11 洗濯機や食器の使い方を教わる p.050

   12 浴室の使い方 p.054
第８回　Part1 13 ホストファミリーとテレビを見る p.058

   14 電話をかける p.062
第９回　Part1 15 寝る前のあいさつ p.066

   16 朝のあいさつ p.070
第10回　Part1 17 学校への行き方を教える p.074

   18 昼食について p.078
第11回　Part2 19 教室の場所をたずねる p.086

   20 近くの席の生徒にあいさつする p.090
第12回　Part2 21 授業が始まるとき p.094

   22 授業中に使われる表現 p.098
第13回　Part2 23 先生に質問したいとき p.102

   24 グループディスカッションをする p.106
第14回　Part2 25 学校でランチタイム p.110

   26 グループで宿題をする p.114
第15回　まとめ
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４．評価方法・評価基準（Evaluation）
小テスト（復習テストおよび小テスト）　60%　
取り組み（提出物・予習・発表・プレゼンテーション）  40%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
英語力自己診断

第２回　A New Sustainable Development Agenda　Ⅰ
（英文の特徴と構成）

第３回　世界の性差について　Ⅰ
（接続詞）

第４回　世界の性差について　Ⅱ
（接続詞）

第５回　世界に蔓延する病気について　Ⅰ
（語彙のコロケーション）

第６回　世界に蔓延する病気について　Ⅱ
（語彙のコロケーション）

第７回　第1回プレゼンテーション
第８回　第1回まとめテスト
第９回　世界の飢餓について　　Ⅰ

（形容詞と不定代名詞）
第10回　世界の飢餓について　　Ⅱ

（形容詞と不定代名詞）
第11回　健康的な生活環境　　Ⅰ

（助動詞と条件文）
第12回　健康的な生活環境　　Ⅱ

（助動詞と条件文）
第13回　A New Sustainable Development Agenda　Ⅱ

（総合的な文法学習）
第14回　第2回まとめテスト
第15回　第2回プレゼンテーション
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
欠席は１回につき３点減点します。十分注意していください。携帯電話の
辞書機能は教室では使用を認めません。辞書もしくは電子辞書を毎回持参
して下さい。

講義コード（Course Code） GBE1350B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1350, 1112-GBE1350, 
1000-101153, 1000-101162

授 業 名（Course Title） 英語基礎ⅡＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 寺西　みどり
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Simply Reading, Simply Writing』　Terry 
O’Brien 他　南雲堂　2016年

参考文献（References）
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
英文読解に対する苦手意識を軽減する
日常的な事柄を英語で発信する基礎的な力をつける
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
身近なテーマの300語程度の英文を読む
基礎的な文法事項を確認する
基礎的なライティングスキルを学ぶ
映画鑑賞時には、内容と言語がつながる瞬間を体験する
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義中心に進めるが、種々のタスクに関しては発表を求める。
授業の前半で読みを、後半では英作文に取り組み、課題を提出する
CDを聞いて会話文を完成させる
童話由来のものなど、筋が周知された映画を、字幕と音声を英語にして鑑
賞する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
英文の下読みをしてくる。知らない単語は事前に調べておく。
指示された単語を覚える（単語テストあり）
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（30％）小テスト（40％）提出課題（30％）に基づいて総合的
に評価する

講義コード（Course Code） GBE1301K0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1301, 1112-GBE1301, 
1000-101152, 1000-101163

授 業 名（Course Title） 英語総合ⅠＫ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 眞田　雅子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） （未定）
参考文献（References） （未定）
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

別紙　

講義コード（Course Code） GBE1350A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1350, 1112-GBE1350, 
1000-101153, 1000-101162

授 業 名（Course Title） 英語基礎ⅡＡ
地球市民の役割を考えよう

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 村上　裕美
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 担当者が作成した教材を使用
参考文献（References） 『意味順ノート』を使用
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
この講義では前期に学んだ国連がかかげるMillennium Development Goals 

（MDGs）の世界に蔓延する問題をもとに書かれた英文を読みます。前期に
学んだ語彙や文法力を活用して英語の読解力、語彙運用および文法力を養
い、将来専門分野の英文資料を読むための基礎力を養います。
さらに、資料として取り上げる英文を通して意見を構築し、さまざまなテー
マについて考える機会を提供します。易しい、読みやすい英文で世界を知
る機会としましょう。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
英語の知識を活用し、行間も含め英文の内容を正確に読み取り、そこに現
れる主題、メッセージを読み取る力と語彙力を養います。
また、正しく英文を読み取る上で必要な文法力をテーマ別に毎回学習しま
す。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
毎回の授業では、様々な世界の問題点を取り上げ、授業者が作成した教材
を使用して学習します。
また、各テーマに関する意見を英文で作成し、自身の考えを表現、主張す
る機会とし、英語によるプレゼンテーションも実施します。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
準備学習のために、次回の授業で使用する教材を配布します。その教材に
ついて単語を調べ内容を読み取る事前学習の準備をしてください。読みと
りの正確さを確認するために予習学習内容の小テストを実施します。また、
時には学習内容を復習し、次回の授業で小テストを実施することもありま
す。
授業時に予習をして不明だった箇所を講義にて学習しましょう。
また、英文のテーマや本文中に出てくる内容について事前にインターネッ
ト等を利用して調べ、背景知識を豊かにしましょう。その成果を個人また
はグループでプレゼンテーションで発表します。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
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第11回　Unit 18 Cosmetic Surgery
第12回　Unit 19 Ear Piercing
第13回　Unit 20 Wearing Perfume
第14回　Review
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） GBE1350D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1350, 1112-GBE1350, 
1000-101153, 1000-101162

授 業 名（Course Title） 英語基礎ⅡＤ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 伊村　大樹
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 特になし（プリントを使用）

参考文献（References）

Psychology: A Very Short Introduction 
（Gillian Butler and Freda McManus, 
Oxford University Press）
A Short History of the World （H. G. 
Wells）

備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
英語基礎Ⅰまでで学んだことに基づき、英文読解の力を養う。
読解の教材として心理学の入門書やＨ．Ｇ．ウェルズ『世界史概観』といっ
た一般書を用い、より高度な英文に触れる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・文型の基礎を理解する
・読解に集中した文法の整理
・流れに乗った読解
３．教育・学習の方法（Course Methods）
教科書はありません。英語基礎Ⅰに引き続き、プリントを配布して教材と
します。英語圏の一般読者向けの文章を教材としますので、解説は詳しく
行います。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
プリントの予習（単語を辞書で調べる・わからないところをチェックする）
は欠かさず行うこと。また読み終わった教材に関しての小テストを行うこ
とがあるので、そのための準備も怠らないこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
平常点（授業参加度と課題・小テスト）40%、まとめの試験60%の総合評
価を基本とします。授業の3分の1以上を欠席した場合、あるいはまとめの
テストに欠席した場合は単位が認められません。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　読解のための英文法再論
第２回　心理学的事例報告1 知覚の仕組み
第３回　心理学的事例報告2 環境の学習効果
第４回　心理学的事例報告3 記憶術とその弊害
第５回　心理学的事例報告4 論理思考と言語
第６回　心理学的事例報告5 モチベーションとパフォーマンス
第７回　心理学的事例報告6 生得的抽象概念
第８回　心理学的事例報告7 早期教育の効果―ヘッドスタート事業
第９回　心理学的事例報告8 権威と従順―ミルグラム実験
第10回　世界宗教の誕生1 ユダヤ教とその予言者たち
第11回　世界宗教の誕生2 イエスの教え
第12回　世界宗教の誕生3 キリスト教教会の発展
第13回　世界宗教の誕生4 ムハンマドとイスラム
第14回　まとめのテスト
第15回　テスト返却と解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

５．授業予定（Course Schedule）
第１回　Unit 13  Part1: Choosing Words Carefully  Part2: Enquiries
第２回　Unit 14  Part1: British Currency  Part2: Orders
第３回　Unit 15  Part1: Differences in Business Letter  Part2: Complaints
第４回　映画鑑賞Disney作品を予定
第５回　Unit 16  Part1:Business Going Well   Part2: Confirmation
第６回　Unit 17  Part1:Over My Head  Part2: Filling in Forms
第７回　Unit 18  Part1:Important Writing Skills  Part2: How to 

Communicate
第８回　映画鑑賞Disney作品を予定
第９回　Unit 19  Part1:Reading Between the Lines  Part2: Thanking
第10回　Unit 20  Part1:What Does Youth Mean?  Part2: Apologizing
第11回　Unit 21  Part1: A Dream into a Nightmare  Part2: Advice
第12回　映画鑑賞クリスマス作品を予定
第13回　Unit 22  Part1:A Watch and a Place  Part2: Arranging a 

Meeting
第14回　Unit 23  Part1: Language Variations  Part2: Postcards and 

Emails
第15回　Unit 24  Part1:Skills for a Good Writer   Part2: How to Write
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
DVD鑑賞の回次は流動的です

講義コード（Course Code） GBE1350C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1350, 1112-GBE1350, 
1000-101153, 1000-101162

授 業 名（Course Title） 英語基礎ⅡＣ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 石川　真美
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Two Sides to Every Discussion』　
Jonathan Lynch, Kotaro Shitori　成美堂　
2015

参考文献（References）
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
様々な事柄に関して、自分の意見を持ち、それを英語で表現する能力の養
成を目指します。そのために、高校までに学んだ文法と語彙の知識を整理
し、さらに語彙を増やし、英語を受容する力（「読むこと」「聞くこと」）だ
けではなく、英語を産出する力（「書くこと」「話すこと」）の増強を目標に
します。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１. 文法知識の整理
２. 語彙力の向上
３. 英語の産出に向けた基礎的能力の養成
３．教育・学習の方法（Course Methods）
読解問題を通して、既習の文法知識を整理し、基本語彙の定着をはかりま
す。また、音読をすることで、スピーキングの基礎力を養成します。さら
に、平易な作文の練習を通して、自分の意見を英語で表現する練習をしま
す。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
予習として、テキストの練習問題に取り組んで下さい。わかりにくいとこ
ろをチェックし、授業でその部分を確認してください。頻繁に小テストを
しますのでしっかり復習しましょう。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業評価は小中テストの結果　（50%）、課題の提出回数　（30%）、授業に向
かう姿勢 （20%） から総合的に判断します。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　Unit 11 iPhones vs. Android
第３回　Unit 12 Video Gaming
第４回　Unit 13 Celebrating Foreign Festivals
第５回　Review
第６回　Unit 14 Eating on the Train
第７回　Unit 15 Ramen
第８回　Unit 16 Bread vs. Rice
第９回　Unit 17 Blood Types
第10回　Review
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６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） GBE1350F0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1350, 1112-GBE1350, 
1000-101153, 1000-101162

授 業 名（Course Title） 英語基礎ⅡＦ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 黒田　一平
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『究極のイギリス英語リスニング　
Standard』　英語出版編集部　株式会社ア
ルク　2009

参考文献（References）

『ダボス会議で聞く　世界の英語』　鶴田
知佳子・柴田真一　コスモピア株式会社　
2008
『究極のイギリス英語リスニング Deluxe』　
英語出版編集部　株式会社アルク　2009

備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
イギリス英語の発音に触れ、英語に様々な方言があることを理解し、聞き
取れるようにする。また、ネイティブ・ノンネイティブの別を問わず、聞
き慣れないアクセントの英語でも理解しようとする姿勢を身につけること
で、学術英語に必要となる基本的な知識・能力の習得を目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. テキストのリスニング課題の聞きとりを行う。
2. 語彙・表現を身につける。
3. テキスト本文の内容を理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
本授業では、リスニングを中心とする多くのトレーニングによって、英語
能力の向上をめざします。また、語彙や表現の定着を行うために、授業ご
とに小テストを実施します。本授業は、様々な英語の変種に触れることで、
日本語の影響を受けた英語もその変種の一つだという認識を持つことを目
標としています。扱う英語はロンドン周辺のイギリス英語ですが、適宜別
の音声も取り入れて行きます。特に、リスニングの達成度次第では、シラ
バスの予定よりもマイナーな方言（参考文献に収録）のリスニングを積極
的に取り入れていきます。受講生のみなさんは、授業以外でも多くの英語
に触れるよう心がけてください。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回行う小テストに備え、予習をしてください。範囲は授業中に連絡しま
す。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
小テスト（35%）、まとめ時に行う小テスト（35%）、授業中の課題・発言な
ど（30%）の総合評価とします。授業に欠席すると小テストが受けられなく
なるためご注意ください。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　Chapter3 25 ロンドン塔へようこそ p.121

    26 こんなすてきなお天気の日に p.125
第３回　Chapter3 27 ビールの本場で何を飲む？ p.129

    28 フィッシュ・アンド・チップス p.133
第４回　Chapter3 29 ワーズワースのふるさとへ p.137

    30 ハワース・ブロンテ博物館 p.141
第５回　Chapter3 31 演劇、それともミュージカル? p.145

Chapter4 32 ビッグベンの鐘の音 p.151
第６回　Chapter4 33 イギリス人と友達になる方法 p.155

    34 ロンドン内 p.161
第７回　Chapter4 35 スヌーカーのルール p.165

    36 ポール・ポッツの半生 p.169
第８回　世界の英語聞き比べ
第９回　Chapter4 37 ティーは紅茶にあらず?! p.173

    38 違う言葉、同じ意味 p.177
第10回　Chapter4 39 サッカーの楽しみ p.181

    40 ブリティッシュ・インベージョン p.187
第11回　Chapter5 41 女王と首相 p.193

    42 到着が遅れております電車は... p.197
第12回　Chapter5 43 スランプに落ちたシェークスピア p.201

講義コード（Course Code） GBE1350E0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1350, 1112-GBE1350, 
1000-101153, 1000-101162

授 業 名（Course Title） 英語基礎ⅡＥ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 黒田　一平
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『究極のイギリス英語リスニング　
Standard』　英語出版編集部　株式会社ア
ルク　2009

参考文献（References）

『ダボス会議で聞く　世界の英語』　鶴田
知佳子・柴田真一　コスモピア株式会社　
2008
『究極のイギリス英語リスニング Deluxe』　
英語出版編集部　株式会社アルク　2009

備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
イギリス英語の発音に触れ、英語に様々な方言があることを理解し、聞き
取れるようにする。また、ネイティブ・ノンネイティブの別を問わず、聞
き慣れないアクセントの英語でも理解しようとする姿勢を身につけること
で、学術英語に必要となる基本的な知識・能力の習得を目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. テキストのリスニング課題の聞きとりを行う。
2. 語彙・表現を身につける。
3. テキスト本文の内容を理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
本授業では、リスニングを中心とする多くのトレーニングによって、英語
能力の向上をめざします。また、語彙や表現の定着を行うために、授業ご
とに小テストを実施します。本授業は、様々な英語の変種に触れることで、
日本語の影響を受けた英語もその変種の一つだという認識を持つことを目
標としています。扱う英語はロンドン周辺のイギリス英語ですが、適宜別
の音声も取り入れて行きます。特に、リスニングの達成度次第では、シラ
バスの予定よりもマイナーな方言（参考文献に収録）のリスニングを積極
的に取り入れていきます。受講生のみなさんは、授業以外でも多くの英語
に触れるよう心がけてください。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回行う小テストに備え、予習をしてください。範囲は授業中に連絡しま
す。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
小テスト（35%）、まとめ時に行う小テスト（35%）、授業中の課題・発言な
ど（30%）の総合評価とします。授業に欠席すると小テストが受けられなく
なるためご注意ください。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　Chapter3 25 ロンドン塔へようこそ p.121

    26 こんなすてきなお天気の日に p.125
第３回　Chapter3 27 ビールの本場で何を飲む？ p.129

    28 フィッシュ・アンド・チップス p.133
第４回　Chapter3 29 ワーズワースのふるさとへ p.137

    30 ハワース・ブロンテ博物館 p.141
第５回　Chapter3 31 演劇、それともミュージカル? p.145

Chapter4 32 ビッグベンの鐘の音 p.151
第６回　Chapter4 33 イギリス人と友達になる方法 p.155

    34 ロンドン内 p.161
第７回　Chapter4 35 スヌーカーのルール p.165

    36 ポール・ポッツの半生 p.169
第８回　世界の英語聞き比べ
第９回　Chapter4 37 ティーは紅茶にあらず?! p.173

    38 違う言葉、同じ意味 p.177
第10回　Chapter4 39 サッカーの楽しみ p.181

    40 ブリティッシュ・インベージョン p.187
第11回　Chapter5 41 女王と首相 p.193

    42 到着が遅れております電車は... p.197
第12回　Chapter5 43 スランプに落ちたシェークスピア p.201

    44 サンドイッチの誕生 p.205
第13回　Chapter5 45 招かれざる客 p.209

世界の英語聞き比べ
第14回　世界の英語聞き比べ
第15回　まとめ
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講義コード（Course Code） GBE1350H0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1350, 1112-GBE1350, 
1000-101153, 1000-101162

授 業 名（Course Title） 英語基礎ⅡＨ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 石川　真美
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Laugh and Learn』　Keiko Kimura, 
Kenjiro Tagawa, Elaine Jones　南雲堂　
2015

参考文献（References）
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
簡単な英語文を自信を持って読むことができる能力と、具体的な事柄を英
語で表現する能力の開発を目指します。そのために、高校までに学んだ文
法と語彙の知識を整理し、それらの定着させることを目標にします。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１. 文法知識の整理
２. 語彙力の向上
３. 英語の産出に向けた基礎的能力の養成
３．教育・学習の方法（Course Methods）
文法事項を中心とした練習問題を通して、既習の文法知識を整理し、基本
語彙の定着をはかります。特に、平易なライティングの練習を通して、英
語が使えるようになることを目指します。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
予習として、テキストの練習問題に取り組んで下さい。わかりにくいとこ
ろをチェックし、授業でその部分を確認してください。頻繁に小テストを
しますのでしっかり復習しましょう。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業評価は小中テストの結果　（50%）、課題の提出回数　（30%）、授業に向
かう姿勢 （20%） から総合的に判断します。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　Unit 8 助動詞（1）；will/canを中心に
第３回　Unit 8 助動詞（1）；mayを中心に；Memory Problem （1）
第４回　Unit 9 助動詞（2）；should/mustを中心に
第５回　Unit 9 助動詞（2）；助動詞の完了形を中心に；Memory Problem 

（2）
第６回　Unit 10 現在完了；A good Chess Player
第７回　Unit 11 動名詞とto不定詞；動名詞を中心に
第８回　Unit 11 動名詞とto不定詞；不定詞を中心に；A Mime in a Zoo 

（1）
第９回　Unit 12 to不定詞；形容詞的用法、副詞的用法を中心に
第10回　Unit 12 to不定詞；疑問詞と不定詞を中心に；A Mime in a Zoo 

（2）
第11回　Unit 13 分詞；過去分詞、現在分詞を中心に
第12回　Unit 13 分詞；名詞修飾を中心に；A Mime in a Zoo （3）
第13回　Unit 14 第5文型；知覚動詞、使役動詞を中心に
第14回　Unit 14 第5文型；目的補語と不定詞を中心に；A Snail's Fast 

New Car
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

    44 サンドイッチの誕生 p.205
第13回　Chapter5 45 招かれざる客 p.209

世界の英語聞き比べ
第14回　世界の英語聞き比べ
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） GBE1350G0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1350, 1112-GBE1350, 
1000-101153, 1000-101162

授 業 名（Course Title） 英語基礎ⅡＧ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 伊村　大樹
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 特になし（プリントを使用）

参考文献（References）

Psychology: A Very Short Introduction 
（Gillian Butler and Freda McManus, 
Oxford University Press）
A Short History of the World （H. G. 
Wells）

備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
英語基礎Ⅰまでで学んだことに基づき、英文読解の力を養う。
読解の教材として心理学の入門書やＨ．Ｇ．ウェルズ『世界史概観』といっ
た一般書を用い、より高度な英文に触れる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・文型の基礎を理解する
・読解に集中した文法の整理
・流れに乗った読解
３．教育・学習の方法（Course Methods）
教科書はありません。英語基礎Ⅰに引き続き、プリントを配布して教材と
します。英語圏の一般読者向けの文章を教材としますので、解説は詳しく
行います。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
プリントの予習（単語を辞書で調べる・わからないところをチェックする）
は欠かさず行うこと。また読み終わった教材に関しての小テストを行うこ
とがあるので、そのための準備も怠らないこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
平常点（授業参加度と課題・小テスト）40%、まとめの試験60%の総合評
価を基本とします。授業の3分の1以上を欠席した場合、あるいはまとめの
テストに欠席した場合は単位が認められません。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　読解のための英文法再論
第２回　心理学的事例報告1 知覚の仕組み
第３回　心理学的事例報告2 環境の学習効果
第４回　心理学的事例報告3 記憶術とその弊害
第５回　心理学的事例報告4 論理思考と言語
第６回　心理学的事例報告5 モチベーションとパフォーマンス
第７回　心理学的事例報告6 生得的抽象概念
第８回　心理学的事例報告7 早期教育の効果―ヘッドスタート事業
第９回　心理学的事例報告8 権威と従順―ミルグラム実験
第10回　世界宗教の誕生1 ユダヤ教とその予言者たち
第11回　世界宗教の誕生2 イエスの教え
第12回　世界宗教の誕生3 キリスト教教会の発展
第13回　世界宗教の誕生4 ムハンマドとイスラム
第14回　まとめのテスト
第15回　テスト返却と解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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１．科目の教育目標（Course Description）
この講義では前期に学んだ国連がかかげるMillennium Development Goals 

（MDGs）の世界に蔓延する問題をもとに書かれた英文を読みます。前期に
学んだ語彙や文法力を活用して英語の読解力、語彙運用および文法力を養
い、将来専門分野の英文資料を読むための基礎力を養います。
さらに、資料として取り上げる英文を通して意見を構築し、さまざまなテー
マについて考える機会を提供します。易しい、読みやすい英文で世界を知
る機会としましょう。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
英語の知識を活用し、行間も含め英文の内容を正確に読み取り、そこに現
れる主題、メッセージを読み取る力と語彙力を養います。
また、正しく英文を読み取る上で必要な文法力をテーマ別に毎回学習しま
す。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
毎回の授業では、様々な世界の問題点を取り上げ、授業者が作成した教材
を使用して学習します。
また、各テーマに関する意見を英文で作成し、自身の考えを表現、主張す
る機会とし、英語によるプレゼンテーションも実施します。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
準備学習のために、次回の授業で使用する教材を配布します。その教材に
ついて単語を調べ内容を読み取る事前学習の準備をしてください。読みと
りの正確さを確認するために予習学習内容の小テストを実施します。また、
時には学習内容を復習し、次回の授業で小テストを実施することもありま
す。
授業時に予習をして不明だった箇所を講義にて学習しましょう。
また、英文のテーマや本文中に出てくる内容について事前にインターネッ
ト等を利用して調べ、背景知識を豊かにしましょう。その成果を個人また
はグループでプレゼンテーションで発表します。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
小テスト（復習テストおよび小テスト）　60%　
取り組み（提出物・予習・発表・プレゼンテーション）  40%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
英語力自己診断

第２回　A New Sustainable Development Agenda
（総合的な文法学習）

第３回　世界に蔓延する病気について
（語彙のコロケーション）

第４回　世界に蔓延する病気について
（語彙のコロケーション）

第５回　健康的な生活環境
（助動詞と条件文）

第６回　健康的な生活環境
（助動詞と条件文）

第７回　第1回プレゼンテーション
第８回　第1回まとめテスト
第９回　世界に蔓延する病気について　Ⅰ

（語彙のコロケーション）
第10回　世界に蔓延する病気について　Ⅱ

（語彙のコロケーション）
第11回　世界の飢餓について

（形容詞と不定代名詞）
第12回　世界の飢餓について

（形容詞と不定代名詞）
第13回　A New Sustainable Development Agenda

（総合的な文法学習）
第14回　第2回まとめテスト
第15回　第2回プレゼンテーション
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
欠席は１回につき３点減点します。十分注意していください。携帯電話の
辞書機能は教室では使用を認めません。辞書もしくは電子辞書を毎回持参
して下さい。

講義コード（Course Code） GBE1350J0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1350, 1112-GBE1350, 
1000-101153, 1000-101162

授 業 名（Course Title） 英語基礎ⅡＪ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 寺西　みどり
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Focus on Bas ic Eng l i sh f o r 
Communication 』　樋口千春 他　松柏社　
2016年

参考文献（References）
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
必要最小限の基礎固めをしながら、「使える英語」が自然に身につくように
する
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
学習者がよく抱く疑問点を取り上げる
基礎的な語彙・文法を理解する
その課の語彙や文法を繰り返し用い、基礎的なライティングスキルを学ぶ
映画鑑賞時には、内容と言語がつながる瞬間を体験する
筆記体に馴染む
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義中心に進めるが、種々のタスクに関しては発表を求める
課題を提出する
CDを聞いて会話文を完成させる
童話由来のものなど、筋が周知された映画を、字幕と音声を英語にして鑑
賞する
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
指示された単語や例文を覚える（小テストあり）
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（30％）小テスト（40％）提出課題（30％）に基づいて総合的
に評価する
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Unit 13  過去分詞のもう一つの働き　説明と演習
第２回　Unit 14  YES／NO と　NOT　説明と演習
第３回　Unit 15  疑問詞　説明と演習
第４回　映画鑑賞Disney作品を予定
第５回　Unit 16  思いを伝える助動詞　説明と演習
第６回　Unit 17  過去を表さない would とcould　説明と演習
第７回　Unit 18  名詞の働きをする動詞　説明と演習
第８回　映画鑑賞Disney作品を予定
第９回　Unit 19  形容詞の働きをする動詞　説明と演習
第10回　Unit 20  接続詞、用法の説明
第11回　Unit 21  接続詞　演習
第12回　映画鑑賞クリスマス作品を予定
第13回　Unit 22  比較級と最上級　説明と演習
第14回　Unit 23  関係代名詞　説明と演習
第15回　Unit 24  現在完了形　説明と演習

まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） GBE1350K0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1350, 1112-GBE1350, 
1000-101153, 1000-101162

授 業 名（Course Title） 英語基礎ⅡＫ
地球市民の役割を考えよう

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 村上　裕美
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 担当者が作成した教材を使用
参考文献（References） 『意味順ノート』を使用
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定
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講義コード（Course Code） GBE1351B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1351, 1112-GBE1351, 
1000-101154, 1000-101164

授 業 名（Course Title） 英語総合ⅡＢ
英語でエッセイを書こう。

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 藤本　幸治
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Ready to Write 1』　K. Blanchard　
Longman　2010

参考文献（References）
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
中級レベル（TOEIC500-600）の語彙、文法を活用して、簡単かつ、文
法的に正しい英文を構成する知識を学ぶ。前期終了時までに中級レベル

（TOEIC500-600）の英語を完全に読み、書けるようにする。また、パラグ
ラフライティングを行うことで、アカデミックかつ論理的な英文を読み、書
く力の基礎を養う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
TOEIC600点程度のレベルの単語、構文を十分に活用し、正しい英文を書
いて、読めるようになるために大別して３つの課題を消化する。
１）場所についての説明を読み、書く。
２）作業工程についての英文を読み、書いてみる。
３）自分の意見を相手に正確に伝える英文をパラグラフで構成する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキストに従って、各課の練習問題を解き、考えていく。また、折に触れ
て、テキスト内で学んだ新出および復習単語テストを５回ほど行う。また、
個別課題ごとのレポート提出も実施する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
分からない単語の意味を辞書で調べる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（３０％）、小テスト・レポート（３０％）、授業最終回まとめ
のテスト（４０％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Writing descriptions （Self-introduction）
第２回　writing descriptions （Your Family）
第３回　Writing about places （Your Freinds）
第４回　writing about places （Your House and Rooms）
第５回　review of the chapters
第６回　review of the assignmment
第７回　writing about your own topic （Holidays）
第８回　writing about your own topic （Hobbies）
第９回　review of the essays
第10回　writing about your opinion （Agree or Disagree）
第11回　writing about your opinion （Reasons and Examples）
第12回　review of the chapter
第13回　preparation for the final essay （Writing a Draft）
第14回　preparation for the final essay （Editting the Draft）
第15回　review of the semester
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
指定された予習、復習は必須事項です。

講義コード（Course Code） GBE1351A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1351, 1112-GBE1351, 
1000-101154, 1000-101164

授 業 名（Course Title） 英語総合ⅡＡ
日本語に惑わされない英語表現

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 森　ユキヱ
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『Eng l i s h Chec k l i s t』　小中秀彦　
NAN'UN-DO　2009
『Interactive English Book for the TOEIC 
Test  Book 1』　内田雅克　他　松柏社　
2013

参考文献（References） 授業中に指示、または別途配布する
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
これまでに学習してきた英語をベースに、さらに実際的な英語運用能力を
開発することに重点を置きます。日本語を直訳することによって起こる英
語表現の間違いを豊富な文例で指摘し、正確な英作文が書けるように学習
します。英作文の訓練が実際の英会話にも大いに役立つように、授業は構
成されています。また[TOEIC]での成果が向上することを目指します。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１）様々な現場での実際の英語運用の経験
２）文法習得とライティングの統合練習
３）語彙力の向上（[TOEIC]対策も含む）
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１）毎回、惑わされやすい日本語をどのように英語で表現するか、文例を
参考に文法事項も加えて解説する。
２）テキストの問題に取り組み、自分で英作文しながら文構造を理解する。
３）CD,DVD を利用して、日常的に使用する語彙を習得し、それによって
読解能力を高め、作文能力の強化をはかる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１）授業で学習した箇所を必ず復習する。
２）授業で指示された該当箇所を丁寧に辞書を引いて予習する。
３）毎回課題（穴埋め問題・英作文など）が出るので、それを次回までに
仕上げてくる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は授業参加度（３０％）、小テストを含む提出課題（４０％）、授業時
の課題（３０％）の総合評価とする。
欠席回数が３分の１を超過した場合は、原則として単位を与えない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction  英作文のコツ（辞書の選び方・引き方など）
第２回　11 Voice （態）文法解説・練習問題・英作文
第３回　12 Infinitives （不定詞）文法解説・宿題の解答

Book 1  Lesson 9   Entertainment
第４回　13 Gerunds （動名詞）文法解説・宿題の解答

Book 1  Lesson 10   Comparative Culture
第５回　14 Participles （分詞）文法解説・宿題の解答

Book 1  Lesson 11   Science
第６回　15 Prepositions （前置詞）文法解説・宿題の解答

Book 1  Lesson 12   Environment
第７回　English Checklist １１－１５ 小テストとその解説
第８回　Book 1　Lesson ９－１２　　応用問題とその解説
第９回　16 Conjunctions & Interrogatives （接続詞・疑問詞）

文法解説・宿題の解答
第10回　17 Relatives （関係詞）文法解説・宿題の解答

Book 1  Lesson 13   Sleep & Dream
第11回　18 Comparison （比較）文法解説・宿題の解答

Book 1  Lesson 14   Taste 　
第12回　19 Negation  （否定）文法解説・宿題の解答

Book 1  Lesson 15   Biodiversity
第13回　20 Subjunctive Mood （仮定法）文法解説・宿題の解答
第14回　English Checklist １６－２０ 小テストとその解説
第15回　Book 1　Lesson １３－１５　　応用問題とその解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） GBE1351D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1351, 1112-GBE1351, 
1000-101154, 1000-101164

授 業 名（Course Title） 英語総合ⅡＤ
文法からライティングへ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 蔦田　和美
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Mastery Drills for the TOEIC TEST』　
Koji Hayakawa　KIRIHARA SHOTEN　
2012

参考文献（References） 自分が使いやすいと判断した文法書を準
備してください。

備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
前期に学んだ文法をさらに定着させ、ライティングスキルの向上に努めま
す。文の基本的な構築が表現力につながることを再認識し、自己表現の幅
を広げます。一方で仲間との協同作業を重視し、共に高めあうことを目標
とします。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．文法の定着をはかる。
２．学んだ知識を実際に活用することを意識する。
３．自分の意見をまとめるというライティングの内容、構成面を重視する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業の中心は協同作業と、学生と教師の間のインターアクションです。受け
身にならず積極的に参加することが求められます。復習テストやライティ
ング課題に対する準備は必須です。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎週の復習ミニテストに備えて、毎週の授業内容の理解に努めることが求
められます。具体的なライティング課題に対する準備については授業内で
説明します。
授業への辞書の携帯は必須です。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
・授業参加点（復習テスト、協同作業への参加度）（50%）、
・期末テスト、課題点（50%）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　主述の一致
第３回　品詞
第４回　時制、ライティング課題1
第５回　接続詞、前置詞、ライティング課題1　フィードバック
第６回　ライティング課題1　発表会
第７回　態
第８回　動名詞、不定詞
第９回　使役動詞、比較
第10回　関係詞、ライティング課題2
第11回　仮定法、ライティング課題2　フィードバック
第12回　ライティング課題2　発表会
第13回　分詞
第14回　ライティング課題3
第15回　期末テストと解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） GBE1351C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1351, 1112-GBE1351, 
1000-101154, 1000-101164

授 業 名（Course Title） 英語総合ⅡＣ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 黒田　一平
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『ホームステイの英会話リアル表現BOOK』　
イムラン・スィディキ　ナツメ社　2016
進度や必要に応じて、授業内で適宜資料
を配布します。

参考文献（References）
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
留学・ホームステイに関する英語を中心に、場面ごとにどのような表現がで
きるかを学ぶ。そのような表現を自分で書き、話すことで、自分の言葉と
して「使う」ことに慣れる。学術英語の基礎となる知識や能力を身につけ、
各自の必要に応じて独力で英語の学習ができるようになることを目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. テキストのダイアログの書き取りと復唱・暗唱を行う。
2. 語彙・表現を身につける。
3. 場面ごとの適切な表現を理解し、自分で使えるようにする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
本授業では、書き取りと復唱を中心とする多くのトレーニングによって、英
語能力の向上をめざします。また、語彙や表現の定着を行うために、授業
ごとに小テストを実施します。本授業は、様々な場面での英語の表現に触
れることで、場面ごとに適切な自己表現ができるようになることを目標と
しています。扱う場面は留学・ホームステイが中心ですが、進度によって
は適宜別の場面や状況における英語も取り入れて行きます。受講生のみな
さんは、授業以外でも多くの英語に触れるよう心がけてください。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回行う小テストに備え、予習をしてください。範囲は授業中に連絡しま
す。
授業の前後で、その回の範囲について、最低１回はCDの音声を聞き、書き
取るとともに、会話の内容を確認し、復唱を（できれば暗唱も）行ってく
ださい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業ごとの小テスト（35%）、まとめ時に行う小テスト（35%）、授業中の課
題・発言など（30%）の総合評価とします。授業に欠席すると小テストが受
けられなくなるためご注意ください。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　Part2 27 図書室で p.118

   28 放課後の過ごし方 p.122
第３回　Part3 29 自分の家族について話す p.134

   30 日本での生活について話す p.138
第４回　Part3 31 趣味の映画の話をする p.142

   32 自分の将来の夢について話す p.146
第５回　Part3 33 和食について話す p.150

   34 日本の文化について話す p.154
第６回　Part3 35 日本の歴史について話す p.158

Part4 36 食事中のマナー p.166
第７回　Part4 37 食前・食後のあいさつ p.170

   38 食べられないものがあるとき p.174
第８回　Part4 39 和食を作ってあげる p.178

   40 スーパーマーケットで p.182
第９回　Part4 41 デパートで p.186

   42 ショッピングモールで p.190
第10回　Part4 43 支払いのとき p.194

   44 スポーツを楽しむ p.198
第11回　Part4 45 美術館に行く p.202

   46 パーティで p.206
第12回　Part4 47 バスに乗る p.210
       48 電車・地下鉄に乗る p.214
第13回　Part4 49 タクシーに乗る p.218

   50 道に迷う p.222
第14回　Part4 51 体調不良のとき p.226

   52 病院で p.230
第15回　まとめ



─ 29 ─

７．留意事項（Other Information）
この授業では、辞書を持って授業に出席する、その上でライティングに関
わる活動に参加する、これら２つが最も求められます。

講義コード（Course Code） GBE1351F0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1351, 1112-GBE1351, 
1000-101154, 1000-101164

授 業 名（Course Title） 英語総合ⅡＦ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 岡﨑　央希
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『English Ace コミュニケーションのた
めの実践基礎英語』　山本厚子・大須賀
直子・真野千佳子・岡本京子・Benedict 
Rowlett　成美堂　2014

参考文献（References）
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
このクラスでは、英文法の知識と英単語の習得に力点を置きながら、「聞く」

「話す」「読む」「書く」の４技能を使って、「使える」英語を身につけるこ
とを目標としています。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. これまでに学習してきた語彙や文法の復習
2. 新しい語彙や表現の学習
3. 自分の力で英語を聞き、英語を読み、訳せるようになること
4. 自分の言いたいことが表現できるようになること
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業では、各ユニットを２回に分けて学習します。１回目は、そのユニッ
トの語彙学習に始まり、主要な文法事項を解説後、それに関する問題に取
り組みます。２回目は、ユニットで焦点をあてた文法事項を含む日常会話
を聞き、対話文を実際に話す練習も行います。さらに、学習した文法事項
を含む英文を読み、英作文の練習を行います。必ず辞書（紙の辞書、電子
辞書など）を持参してください。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
単語、熟語は各自事前に調べておくこと。授業内でできなかった課題につ
いては必ず次回までに完成させること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度及び授業態度（予習・発表）（40%）、小テスト（20%）、
英作文を含む提出課題（40%）の総合評価を行います。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション、Unit 8 文法学習（進行形）
第２回　Unit8 "Detective Story" リスニング・英文読解・英作文
第３回　Unit9 文法学習（現在完了形）
第４回　Unit9 "Career" リスニング・英文読解・英作文
第５回　Unit10 文法学習（未来表現）
第６回　Unit10 "Parties" リスニング・英文読解・英作文
第７回　Unit11 文法学習（助動詞）
第８回　Unit11 "Rules and Regulations" リスニング・英文読解・英作文
第９回　Unit12 文法学習（受動態）
第10回　Unit12 "Invention & Discovery" リスニング・英文読解・英作

文
第11回　Unit13 文法学習（形容詞・副詞）
第12回　Unit13 "Movie Reviews" リスニング・英文読解・英作文
第13回　Unit14 文法学習（比較級・最上級）
第14回　Unit14 "World Records" リスニング・英文読解・英作文
第15回　後期まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
必ず授業には辞書を持参すること。携帯電話を利用した辞書は認めません。
授業の1/3以上を欠席の場合は単位が認められません。また30分以上の遅
刻は欠席となるので注意してください。

講義コード（Course Code） GBE1351E0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1351, 1112-GBE1351, 
1000-101154, 1000-101164

授 業 名（Course Title） 英語総合ⅡＥ
主体的に英作文を書こう！

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 東郷　多津
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『もっと伝えるためのライティング』（東
郷多津・田中美和子）2016年
（テキストの取得方法については、第1回
目の授業の中で説明します。）

参考文献（References） 『FOREST 7th edition』ピアソン桐原　
2013年

備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　本コースの目標は、伝えたいと思う内容を、より正しい英文で表すこと
ができるようになる力を、プロジェクトを通して、学生自身が主体的に身
に付けることです。そのために、基礎的な文法や「パラグラフ（段落）」を
組み立てる方法などライティングの技術を、協働学習を通して習得します。
まだ、いろいろなプロジェクトを通して、クラスメイトと共同で、あるい
は一人で、伝えたいと思う内容を見つけ、それを充実させる練習を積み重
ねます。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１. すでに身についている基礎的な英語力を実際に使うこと
２. 文を正しく組み立てるために英文法を復習すること
３. １つの話題について、数文をうまくつなげ、まとめて書くこと
４. よいパラグラフとは何かを理解して、その構成にしたがって英文を書く
こと
５. 多種のプロジェクトに取り組み、内容を充実させる方法を学ぶこと
３．教育・学習の方法（Course Methods）
クラスは主としてプロジェクト形式で行われます。クラスでは、グループ作
業に取り組みながら、英語で作文することが求められます。教室では、で
きるだけ英語を使ってコミュニケーションを図り、英語の作文練習につな
げていきましょう。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
英作文は基本的に授業中に完成させます。その授業時間内に完成できるよ
う、必要なことがあれば、その準備をして次の授業に臨みましょう。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、自己管理できるよう、予め示した判定方法にしたがって、算定可
能な形で示します。まとめの英作文は、教員の示す判定基準に基づいて自
己採点をします。同時に、教員も同じ判定基準で採点します。最終評価は、
以下に示した割合を基本とし、教員が総合的に判断し、行う。
・授業参加点（予習、発表及び課題提出点を含む）（40%）、
・英作文・課題点（まとめの英作文を含む） （60%）
皆さんは、第一回目の授業で、評価方法を知り、自分で目標とする評価を
決め、各プロジェクトを通して、自分の目標点を達成するために努力する
ことが求められます。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　PBL1：ショートストーリーを書く①：ショートストーリー１

（テーマ：Autumn）の完成
第３回　PBL1：ショートストーリーを書く②：ショートストーリー２

（自由テーマ）の完成
第４回　PBL1：ショートストーリーの品評会
第５回　PBL2：ポスターづくり①：ポスター構想と原稿作成
第６回　PBL2：ポスターづくり②：ポスターの完成と発表練習
第７回　PBL2：ポスター発表
第８回　PBL3：ポスター発表のまとめと英作文
第９回　PBL4：絵本づくり①：物語の構成、完成
第10回　PBL4：絵本づくり②：絵本の完成
第11回　PBL4：絵本づくり③：絵本の品評会
第12回　まとめの英作文①：英作文の下書き完成
第13回　まとめの英作文②：クラスメートの英作文を読む
第14回　まとめの英作文③：英作文の修正、提出
第15回　後期の振り返りと自己評価
６．定期試験（Final Exam）
なし
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講義コード（Course Code） GBE1351H0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1351, 1112-GBE1351, 
1000-101154, 1000-101164

授 業 名（Course Title） 英語総合ⅡＨ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 黒田　一平
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『ホームステイの英会話リアル表現BOOK』　
イムラン・スィディキ　ナツメ社　2016
進度や必要に応じて、授業内で適宜資料
を配布します。

参考文献（References）
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
留学・ホームステイに関する英語を中心に、場面ごとにどのような表現がで
きるかを学ぶ。そのような表現を自分で書き、話すことで、自分の言葉と
して「使う」ことに慣れる。学術英語の基礎となる知識や能力を身につけ、
各自の必要に応じて独力で英語の学習ができるようになることを目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. テキストのダイアログの書き取りと復唱・暗唱を行う。
2. 語彙・表現を身につける。
3. 場面ごとの適切な表現を理解し、自分で使えるようにする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
本授業では、書き取りと復唱を中心とする多くのトレーニングによって、英
語能力の向上をめざします。また、語彙や表現の定着を行うために、授業
ごとに小テストを実施します。本授業は、様々な場面での英語の表現に触
れることで、場面ごとに適切な自己表現ができるようになることを目標と
しています。扱う場面は留学・ホームステイが中心ですが、進度によって
は適宜別の場面や状況における英語も取り入れて行きます。受講生のみな
さんは、授業以外でも多くの英語に触れるよう心がけてください。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回行う小テストに備え、予習をしてください。範囲は授業中に連絡しま
す。
授業の前後で、その回の範囲について、最低１回はCDの音声を聞き、書き
取るとともに、会話の内容を確認し、復唱を（できれば暗唱も）行ってく
ださい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業ごとの小テスト（35%）、まとめ時に行う小テスト（35%）、授業中の課
題・発言など（30%）の総合評価とします。授業に欠席すると小テストが受
けられなくなるためご注意ください。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　Part2 27 図書室で p.118

   28 放課後の過ごし方 p.122
第３回　Part3 29 自分の家族について話す p.134

   30 日本での生活について話す p.138
第４回　Part3 31 趣味の映画の話をする p.142

   32 自分の将来の夢について話す p.146
第５回　Part3 33 和食について話す p.150

   34 日本の文化について話す p.154
第６回　Part3 35 日本の歴史について話す p.158

Part4 36 食事中のマナー p.166
第７回　Part4 37 食前・食後のあいさつ p.170

   38 食べられないものがあるとき p.174
第８回　Part4 39 和食を作ってあげる p.178

   40 スーパーマーケットで p.182
第９回　Part4 41 デパートで p.186

   42 ショッピングモールで p.190
第10回　Part4 43 支払いのとき p.194

   44 スポーツを楽しむ p.198
第11回　Part4 45 美術館に行く p.202

   46 パーティで p.206
第12回　Part4 47 バスに乗る p.210

   48 電車・地下鉄に乗る p.214
第13回　Part4 49 タクシーに乗る p.218

   50 道に迷う p.222
第14回　Part4 51 体調不良のとき p.226

   52 病院で p.230
第15回　まとめ

講義コード（Course Code） GBE1351G0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1351, 1112-GBE1351, 
1000-101154, 1000-101164

授 業 名（Course Title） 英語総合ⅡＧ
文法からライティングへ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 蔦田　和美
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Mastery Drills for the TOEIC TEST』　
Koji Hayakawa　KIRIHARA SHOTEN　
2012

参考文献（References） 自分が使いやすいと判断した文法書を準
備してください。

備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
前期に学んだ文法をさらに定着させ、ライティングスキルの向上につなげ
ます。文の基本的な構築が表現力につながることを再認識し、自己表現の
幅を広げます。一方で仲間との協同作業を重視し、共に高めあうことを目
標とします。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１.文法の定着をはかる。
２．学んだ知識を実際に活用することを意識する。
３．自分の意見をまとめるというライティングの内容、構成面を重視する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業の中心は協同作業と、学生と教師のコミュニケーションです。受け身
にならず積極的に参加することが求められます。復習テストやライティン
グ課題に対する準備は必須です。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎週の復習ミニテストに備えて毎回の授業内容の理解に努めることが求め
られます。具体的なライティング課題に対する準備については授業内で説
明します。
授業への辞書の携帯は必須です。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
・授業参加点（復習テスト、協同作業への参加度を含む）（50%）、
・期末テスト、提出課題点（50%）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　主述の一致
第３回　品詞
第４回　時制、ライティング課題1
第５回　接続詞、前置詞、ライティング課題1　フィードバック
第６回　ライティング課題1　発表会
第７回　態
第８回　動名詞、不定詞
第９回　使役動詞、比較
第10回　関係詞、ライティング課題2
第11回　仮定法、ライティング課題2　フィードバック
第12回　ライティング課題2　発表会
第13回　分詞
第14回　ライティング課題3
第15回　期末テストと解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） GBE1351K0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1351, 1112-GBE1351, 
1000-101154, 1000-101164

授 業 名（Course Title） 英語総合ⅡＫ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 眞田　雅子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） （未定）
参考文献（References） （未定）
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

別紙　

講義コード（Course Code） GBF1300N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GBF1300

授 業 名（Course Title） ドイツ語
ドイツのことばと文化

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 青木　三陽
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『ドイツ語の時間　恋するベルリン』　清
野智昭　朝日出版社　20017

参考文献（References） 授業中に指示する
備 考（Note） 週2コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
読み物・作文、やさしい会話、ビデオ教材の使用などを通じてドイツ語を
話す人々の文化や思考法を学ぶ。 
また、初級文法の知識を身につけつつ、ドイツ語の文章を正確に読めるよ
うになることを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.教科書の内容に沿った文法課題
2.教科書、配布物による文章読解、作文
3.視聴覚教材によるドイツ文化の学習
4.ペア・グループワークによるドイツ語会話やディスカッション、またその
練習成果としての口頭発表
３．教育・学習の方法（Course Methods）
使用教科書の本文は全て二人の人物の会話で成り立っているため、付属の
視聴覚教材を利用しつつ、コミュニケーションの手段としてのドイツ語の
有機的な学習を目指す。これはペアワーク・グループワークが主な手段と
なる。同時に講師による文法項目の解説とそれに続く練習問題により、個
別の読解力を養う。いずれにしても積極的な授業参加態度が必要不可欠で
ある。 　
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
教科書付属の視聴覚教材を用いて毎回発音の確認をしておくこと。また、教
科書中の練習問題に関しては授業中に予習範囲を具体的に指示する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
平常点50%、定期試験50%の総合評価とする。
なお、授業運営の都合上、毎回出欠の確認をとる。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス、アルファベット
第２回　ドイツ語の発音

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） GBE1351J0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GBE1351, 1112-GBE1351, 
1000-101154, 1000-101164

授 業 名（Course Title） 英語総合ⅡＪ
英語でエッセイを書こう。

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 藤本　幸治
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Ready to Write 1』　K. Blanchard　
Longman　2010

参考文献（References）
備 考（Note） 必修（英語英文学科以外）　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
中級レベル（TOEIC500-600）の語彙、文法を活用して、簡単かつ、文
法的に正しい英文を構成する知識を学ぶ。前期終了時までに中級レベル

（TOEIC500-600）の英語を完全に読み、書けるようにする。また、パラグ
ラフライティングを行うことで、アカデミックかつ、論理的な英文を読み、
書く力の基礎を養う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
中学校～高校までの単語、構文を十分に活用し、正しい英文を書いて、読
めるようになるために大別して３つの課題を消化する。
１）場所についての説明を読み、書く。
２）作業工程についての英文を読み、書いてみる。
３）自分の意見を相手に正確に伝える英文をパラグラフで構成する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキストに従って、各課の練習問題を解き、考えていく。また、折に触れ
て、テキスト内で学んだ新出および復習単語テストを５回ほど行う。また、
個別課題ごとのレポート提出も実施する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
分からない単語の意味を辞書で調べる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（３０％）、小テスト・レポート（３０％）、まとめのテスト（４
０％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Writing descriptions （Self-introduction）
第２回　writing descriptions （Your Family）
第３回　Writing about places （Your Friends）
第４回　writing about places （your House and Rooms）
第５回　review of the chapters
第６回　review of the assignmment
第７回　writing about your own topic （Holidays）
第８回　writing about your own topic （Hobbies）
第９回　review of the essays
第10回　writing about your opinion （Agree or Disagree）
第11回　writing about your opinion （Reasons and Examples）
第12回　review of the chapter
第13回　preparation for the final essay （Writing a Draft）
第14回　preparation for the final essay （Edditing the Draft）
第15回　review of the semester
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
指定された予習、復習は必須事項です。
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講義コード（Course Code） GBF1350C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GBF1350

授 業 名（Course Title） フランス語Ｃ
初級フランス語

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 田中　敏彦
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『新初等フランス語教本《文法編》　　』　
京都大学フランス語教室編　白水社　最
新版

参考文献（References） 『プチ・ロワイヤル仏和辞典』　倉方秀憲
ほか　旺文社　最新版

備 考（Note） 週2コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
新しい外国語を学ぶことは、多大な努力と時間を要することですが、英語
以外の視野と情報源を新しく獲得することになり、大げさに言うと、これ
からの人生を左右する程の意味をもつことになります。必要十分な文法事
項を詰め込んだ教科書（この教科書は一生使えます）を使用して、半年間
で「知的道具としてのフランス語」の基礎を習得してもらうことを目標にし
ます。同時に、「言語としてのフランス語」の観点から、日本語や英語と比
較しながら、フランス語文法のしくみを解説します。会話・コミュニケー
ションでつかう「意思疎通の道具としてのフランス語」についても適宜お
話するつもりです。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
フランス語の基礎である、発音・綴り字の読み方など音声的側面と、冠詞
の用法や動詞活用変化などの文法的側面を、同時に学習します。開始後の
最初の山は綴りの読み方です。ローマ字式の読み方や英語風の読み方とは
異なった、フランス語の綴り字の読み方のルールを覚える必要があります。
後半の山場は、英語に比べると複雑な動詞の活用です。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業以外にラジオ講座・テレビ講座の視聴することを強くすすめておきま
す。言語は頭で理解すると同時に体で覚える必要があるので、できるだけ
フランス語に接する機会をふやすことがたいせつです。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
教科書に載っている練習問題の予習・復習にまずは努力しましょう。語学
の上達法は毎日すこしづつ身につけるということで、この点スポーツとよ
く似ています。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業への参加度（出席および練習問題）と定期試験の成績をもとに総合的
に評価します。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　発音Ⅰ　基本母音と子音・綴り字の読み方の規則①
フランス語綴り字は見たとおりには読まない！

第２回　発音Ⅱ　　　　　　　　　綴り字の読み方の規則②
フランス語特有に音楽とは（リズム・アクセント・イントネー
ション）？　

第３回　第１課　名詞・形容詞・冠詞Ⅰ
第４回　同上（各課には練習問題・仏文和訳・和文仏訳があり、二回目

はそれらをやります。）
第５回　第２課　動詞の直説法現在　英語は動詞活用がきわめて簡略化

された言語ですが、フランス語は古くからの活用を保存しているの
で、英語に比べるとかなり複雑です！

第６回　第３課　部分冠詞　フランス語には英語よりも多くの冠詞があ
る！

第７回　同上（練習問題と仏文和訳と和文仏訳を行います）　
第８回　第４課　比較構文
第９回　同上（練習問題と仏文和訳と和文仏訳を行います）
第10回　第５課　複合過去　英語の現在完了とは似て非なるもの！
第11回　同上（練習問題と仏文和訳と和文仏訳を行います）
第12回　第６課　命令法　ほとんどの文法事項は英語と似ています。英

語からの類推はかなり有効です。命令法も英語とほぼ同じ。
第13回　同上（練習問題と仏文和訳と和文仏訳を行います）
第14回　第７課　代名動詞　英語の再帰動詞がフランス語では大活躍し

ますが、それはなぜ？
第15回　同上（練習問題と仏文和訳と和文仏訳を行います）
第16回　定期試験　
第17回　第８課　直説法半過去・大過去　後半では新しい動詞活用が次

から次へと出てきます。活用には一定のルールがあるので、見かけ

第３回　動詞の現在人称変化
第４回　ドイツの都市事情
第５回　名詞の性
第６回　ドイツのパン
第７回　不規則動詞の人称変化
第８回　名詞の複数形
第９回　アウトバーン
第10回　不規則動詞の現在人称変化
第11回　名詞の複数形
第12回　名詞の3格
第13回　ドイツの自動車産業
第14回　前置詞と名詞の格
第15回　副文
第16回　ドイツの交通事情
第17回　人称代名詞の3・4格
第18回　再帰代名詞と再帰動詞
第19回　名詞の2格
第20回　ドイツの医療制度
第21回　定冠詞類
第22回　不定冠詞類
第23回　否定冠詞
第24回　書店と「マンガ」
第25回　zu不定詞句
第26回　分離動詞
第27回　話法の助動詞
第28回　未来形
第29回　ドイツの美容院
第30回　今期のまとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
受講者数等の事情により授業予定は若干変更になる場合もある。その場合
は授業中に指示する。

講義コード（Course Code） GBF1350A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GBF1350

授 業 名（Course Title） フランス語Ａ
初級フランス語

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 田中　敏彦
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『新初等フランス語教本《文法編》　　』　
京都大学フランス語教室編　白水社　最
新版

参考文献（References） 『プチ・ロワイヤル仏和辞典』　倉方秀憲
ほか　旺文社　最新版

備 考（Note） 週2コマ

講義コード（Course Code） GBF1350B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GBF1350

授 業 名（Course Title） フランス語Ｂ
初級フランス語

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 田中　敏彦
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『新初等フランス語教本《文法編》　　』　
京都大学フランス語教室編　白水社　最
新版

参考文献（References） 『プチ・ロワイヤル仏和辞典』　倉方秀憲
ほか　旺文社　最新版

備 考（Note） 週2コマ
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・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各課の新出単語を事前に辞書で調べる。
前回の授業で学んだ内容を再度定着させる。
教科書の付属ＣＤでの聞き取り、及び音読を行う。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
各課ごとに行う小テスト４０％、期末テスト６０％で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　第1課　アルファベット　
第２回　第1課　母音、子音、アクセント
第３回　第２課　名詞
第４回　第２課　冠詞
第５回　第３課　形容詞
第６回　第３課　指示詞
第７回　第４課　主語　
第８回　serの直説法現在
第９回　第４課　疑問文と否定文
第10回　第５課　estarの直説法現在
第11回　第５課　serとestarの比較
第12回　第５課　所有詞
第13回　第６課　hayの用法
第14回　第６課　estarとhayの比較
第15回　第６課　時刻・曜日・月日の表現
第16回　第７課　-ar動詞の直説法現在
第17回　第７課　疑問詞・前置詞
第18回　第８課　-er動詞の直説法現在
第19回　第８課　-ir動詞の直説法現在
第20回　第９課　動詞quererの直説法現在
第21回　第９課　動詞poderの直説法現在
第22回　第１０課　動詞hacerの直説法現在
第23回　第１０課　動詞tenerの直説法現在
第24回　第１０課　基数
第25回　第１１課　動詞irの直説法現在
第26回　第１１課　動詞venirの直説法現在
第27回　第１２課　動詞darの直説法現在
第28回　第１２課　動詞saberの直説法現在
第29回　第１２課　目的格人称代名詞
第30回　これまでの復習
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） GBF1351N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GBF1351

授 業 名（Course Title） アラビア語
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 鷲見　朗子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『初歩のアラビア語』　鷲見朗子　放送大
学教育振興会　2011
『初歩のアラビア語』   鷲見朗子   放送大
学教育振興会   2011

参考文献（References）
『パスポート日本語アラビア語辞典』　本
田幸一他編　白水社　2004
『パスポート初級アラビア語辞典』　本田
幸一他編　白水社　1997

備 考（Note） 週2コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
「アラビア語」は中東・北アフリカを中心とする国々で用いられ、世界の言
語の中でも大変広い地域で話されている。また国連の公用語の1つにも数え
られている主要言語のひとつである。本科目の目標はアラビア語の読み・書
き・聞く・話す基本を習得し、基礎的なコミュニケーション能力を養うこ
とである。またアラビア語の背景にあるアラブ・イスラーム文化の理解も
めざす。内容としては、28文字からなるアラビア語のアルファベットの書
き方と発音を学び、基礎的な語彙、挨拶や日常会話表現を学習する。基本
フレーズとスキットに含まれる文法を理解し、文法に関連付けたコミュニ
ケーション能力を高める。また、出身の表現、場所の尋ね方、家族の紹介、
数詞（基数）、単数・双数・複数、動詞未完了形、動詞完了形、語根と語形

ほど覚えるのは難しくはありません！
第18回　同上（練習問題と仏文和訳と和文仏訳を行います）
第19回　第９課　単純未来・前未来　英語は助動詞を使って未来を表現

しますが、フランス語は独立した未来形の活用をもっています。
第20回　同上（練習問題と仏文和訳と和文仏訳を行います）
第21回　第10課　疑問代名詞・関係代名詞
第22回　同上（練習問題と仏文和訳と和文仏訳を行います）
第23回　第11課　単純過去・前過去　単純過去は歴史上や物語上の出来

事を示す活用形で、小説を読むときには、これを知っておかなくて
はなりません。

第24回　同上（練習問題と仏文和訳と和文仏訳を行います）
第25回　第１２課　条件法　条件法とは、直接法の過去未来が転じて、

事実とは異なる動作・状態を表現するようになったものです。これ
で非現実の世界を表現します。

第26回　同上（練習問題と仏文和訳と和文仏訳を行います）
第27回　第13課　接続法現在・過去　接続法は英語にもあります。仮定

法現在と呼ばれているものです。しかし英語には本来の接続法の断
片しか残っていません。　

第28回　同上　（練習問題と仏文和訳と和文仏訳を行います）フランス
語には古くからの接続法の全体が残っています。

第29回　予備　余裕があればシャンソンの名曲を聴いていただこうと
思っています。ここまでくれば「愛の賛歌」でも「枯葉」でも歌詞
の意味がわかります！

第30回　定期試験（1時間）と解説（30分・答え合わせと説明）
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） GBF1301A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GBF1301

授 業 名（Course Title） スペイン語Ａ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 安藤　幸治
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Plaza Amigos　Espanol para hablar I』　
青砥清一　他　朝日出版社　2011

参考文献（References） 『スペイン語ミニ辞典　西和+和西』　宮
本　博司　白水社　2003

備 考（Note） 週2コマ

講義コード（Course Code） GBF1301B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GBF1301

授 業 名（Course Title） スペイン語Ｂ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 安藤　幸治
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Plaza Amigos　Espanol para hablar I』　
青砥清一　他　朝日出版社　2011

参考文献（References） 『スペイン語ミニ辞典　西和+和西』　宮
本　博司　白水社　2003

備 考（Note） 週2コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
スペイン語の基礎文法を学び、スペイン語検定5級合格程度の力をつける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
スペイン語の文章を音読する。
初歩的な会話表現を習得する。
基礎文法（直説法現在）を習得する。
スペイン語圏の文化について学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
教科書の各課ごとに対話文、文法解説、語彙、練習問題があり、
担当教員による解説後、課題に取り組む。具体的には本文の解釈及ぶ音読、
文法事項及び語彙の習得、さらに練習問題、実戦練習に取り組む。
実際に声に出して定着を図る際にはペアワークを行う。
これらの繰り返しにより各事項の定着を試みる。



─ 34 ─

講義コード（Course Code） GBF1302A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GBF1302

授 業 名（Course Title） 中国語ⅠＡ
もてなしの中国語

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 朱　鳳
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『語順から学ぶ中国語1改訂版』　朱捷　朱
鳳　白帝社　2015年

参考文献（References）
『漢語学習詞典』　相原　茂　朝日出版社　
『一歩進んだ中国語文法』　荒川清秀　大
修館　

備 考（Note） 週2コマ

講義コード（Course Code） GBF1302B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GBF1302

授 業 名（Course Title） 中国語ⅠＢ
もてなしの中国語

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 柴　礼敏
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『語順から学ぶ中国語1改訂版』　朱捷　朱
鳳　白帝社　2015年

参考文献（References）
『漢語学習詞典』　相原　茂　朝日出版社　
『一歩進んだ中国語文法』　荒川清秀　大
修館　

備 考（Note） 週2コマ

講義コード（Course Code） GBF1302C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GBF1302

授 業 名（Course Title） 中国語ⅠＣ
もてなしの中国語

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 陶　盈
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『語順から学ぶ中国語1改訂版』　朱捷　朱
鳳　白帝社　2015年

参考文献（References）
『漢語学習詞典』　相原　茂　朝日出版社　
『一歩進んだ中国語文法』　荒川清秀　大
修館　

備 考（Note） 週2コマ

講義コード（Course Code） GBF1302D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GBF1302

授 業 名（Course Title） 中国語ⅠＤ
もてなしの中国語

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 王　嵐
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『語順から学ぶ中国語1改訂版』　朱捷　朱
鳳　白帝社　2015年

参考文献（References）
『漢語学習詞典』　相原　茂　朝日出版社　
『一歩進んだ中国語文法』　荒川清秀　大
修館　

備 考（Note） 週2コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
　本授業は中国語の入門授業である。中国語を学習する前にまず中国語に
関する次の基本知識を確認する。1）標準語としての中国語とはなにか。2）

パターン、等位文の否定、疑問詞などを学習する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.　28文字から成るアラビア語のアルファベットの書き方・発音を学ぶ。
2.　教科書の基本文や会話を理解し、文法を学ぶ。
3.　ドリルで応用力をつける。
4.　アラビア語の背景にあるアラブ・イスラーム文化を理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1.　予習で事前に課題を理解し、語彙など必要事項を記憶する。
2.　授業で充分に理解する。
3.　授業中のテストで理解の確認を行う。
4.　復習で学習したことを把握し、保持する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
1.　教科書の課された範囲を毎回予習する。
2.　小テストがある場合は、それに備える。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加25％、小テスト・宿題25％、試験50％。
3分の1以上の欠席者には単位を与えない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　アラビア語とは
第２回　「こんにちは」アラビア語のアルファベット
第３回　「おはよう」アラビア語のアルファベット
第４回　「またお会いするまで」アラビア語のアルファベット
第５回　「こんばんは」アラビア語のアルファベット
第６回　「ありがとう」アラビア語のアルファベット
第７回　「ようこそ」アラビア語のアルファベット
第８回　「お元気ですか」アラビア語のアルファベット以外の文字と記

号
第９回　「アッサラーム・アライクム」太陽文字と月文字
第10回　「あなたの名前は？」〇〇人という表現、数字1～10
第11回　「私の名前は．．．」名前の書き方
第12回　「はい」「いいえ」格について
第13回　「ごめんなさい」名詞の性について
第14回　「あなたは学生ですか」独立人称代名詞
第15回　14回までの復習
第16回　「モスクはどこですか」定冠詞
第17回　「それはここから近いですか」形容詞
第18回　「こちらはどなたですか」接尾人称代名詞
第19回　「これは私の父です」「〇〇があります」指示代名詞
第20回　「いつもみなさんがお元気でありますように」イダーファ
第21回　「あなたたちは車を持っていますか」前置詞を使った所有表現
第22回　「これらのお寺や神社は素晴らしいです」双数・複数
第23回　「2つの有名な公園があります」名詞と形容詞の一致
第24回　「アラビア語を勉強しています」動詞未完了形
第25回　「この石けんはいくらですか」動詞未完了形
第26回　「パレスチナ料理を食べましたか」動詞完了形・語根
第27回　「私は彼がとても好きなの」等位文の否定ライサ
第28回　「彼は日本では知られていないよ」自己紹介
第29回　「私は○○が好きです」の表現
第30回　試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
回によっては、イマージョン・スペースや教室の内外で、ネイティブ・ス
ピーカなどのゲスト講師を招くなどにより、コミュニケーション力やアラ
ブ・イスラーム文化理解の向上をめざす授業を行うことがある。
また、授業で学外フィールドワークへ出かけることもある。
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講義コード（Course Code） GBF1352N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GBF1352

授 業 名（Course Title） 中国語Ⅱ
中国語検定準4級を目指す

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 朱　鳳
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『語順から学ぶ中国語２改訂版』　朱捷　朱
鳳　白帝社　2015年

参考文献（References）
『漢語学習詞典』　相原　茂　朝日出版社　
『一歩進んだ中国語文法』　荒川清秀　大
修館　

備 考（Note） 週2コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
　本授業はすでに中国語Iを学習した学生を対象とするものである。中国語
Iで学習した日常会話や基本的な文法を確認しながら、より高度な中国語を
身につけることを目標とする。中国語と中国文化に興味を持たせることが
肝心である。教科書にある文法と単語学習をしっかりと消化した上、授業
ごとに、旅行、買い物、趣味、留学などさまざまな会話場面を設定し、グ
ループ学習と会話練習を行う。中国語検定試験準4級に合格することを念頭
において、中国語Iで学習した会話、単語、文法を復習しながら、準4級の
過去問題も繰り返し練習する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１.発音と文法の復習。 
２.日常会話をさらにグレードアップする。 
３.中国語検定試験準4級合格を目指す。
4．スマートフォンを使って、中国語で留学生へのインタビュービデオを作
成する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１.音声教材を使い、聞き取り練習をする。 
２.日常生活の場面を設定し、学生ひとり一人ペアーを組んで会話する。 
３.ビデオによる映像資料を多用する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業ごとに学生に宿題を用意している。繰り返し宿題することによって、学
習した内容を復習できると同時に新しい学習の基礎もしっかりと築いてい
く。また課ごとに小テストも実施する予定。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（15％）、予習復習成果（宿題提出を含む、15％）、形
成テスト（70％）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　中国語Iの復習
第２回　方向補語
第３回　様々な前置詞「到」「対」「除了」
第４回　理由と原因を言う時表現
第５回　結果補語
第６回　副詞「有点儿」と数量詞「一点儿」
第７回　使役文
第８回　複合方向補語
第９回　存現文
第10回　受動の表現
第11回　間接目的語
第12回　処置文「把」の使い方
第13回　変化を表す「了」
第14回　推量の表現
第15回　復習と小テスト
第16回　動詞の持続と状態について
第17回　主述述語文
第18回　目的を表現する時の言い方
第19回　「一点儿也/都」＋否定の言い方
第20回　可能補語
第21回　許可、可能の表現
第22回　仮定文
第23回　方向補語の派生的な表現
第24回　変化を表す「了」
第25回　兼語式連動文
第26回　可能補語の派生的な表現
第27回　中国語における補語発達の理由
第28回　同量詞について

中国語の漢字と日本語の漢字の異同について。3）中国語の漢字語彙と日本
語の漢字語彙の異同について。これらの基本知識を把握した上で、本格的
な中国語学習を始める。簡単な発音、声調から学びはじめ、次第に日常会
話、基本的な文法へ進んでいく予定である。受講生に正確な発音、簡単な
会話を習得してもらうことは本授業の目標である。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１.基本的な発音と声調をマスターする。 
２.簡単な日常会話 といくつかもてなしの中国語を覚える。
３．スマートフォンを使って、中国語で自己紹介と大学紹介のビデオを作っ
てみる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１.テープを聴きながら、発音と声調を繰り返し練習する。 
２.日常生活の場面を設定し、学生ひとり一人ペアーを組んで会話する。 
３.ビデオによる映像資料を多用する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
本教科書では、課ごとに学生に宿題を用意している。繰り返し宿題するこ
とによって、学習した内容を復習できると同時に新しい学習の基礎もしっ
かりと築いていく。また課ごとに小テストも実施する予定。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（15％）、予習復習成果（宿題提出を含む、15％）、形
成テスト（70％）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション：中国語についての説明
第２回　声調
第３回　単母音と複合母音音
第４回　子音
第５回　名前の言い方
第６回　判断文“是”
第７回　疑問詞疑問文
第８回　動詞述語文
第９回　数詞の使い方
第10回　形容詞述語文
第11回　時の言い方
第12回　時刻の言い方
第13回　比較の言い方
第14回　量詞について
第15回　スマートフォンを使って、中国語で自己紹介する
第16回　いくつかの願望表現の助動詞について
第17回　程度・度合いを指す指示詞
第18回　もの、場所を指す指示詞
第19回　いくつかの前置詞について
第20回　選択疑問文
第21回　完了形
第22回　進行形
第23回　経験相
第24回　副詞「才」『就」「太･･･了」について
第25回　程度補語
第26回　前置詞の「在」について
第27回　修飾語としての疑問詞
第28回　趣味、嗜好の言い方
第29回　スマートフォンを使って、中国語で大学を紹介する
第30回　形成テストとまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
イマージョン　スペースを利用し、外部講師或いは留学生を招いて、中国
語、中国文化など多文化交流に関する討論会を開く場合もある。
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平常点（授業参加度）：20％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ハングルの成り立ちと歴史的背景
ハングル文字の仕組み
母音字母（1）
挨拶のことば

第２回　子音字母（1）
字母（1）による語彙の練習
仮名のハングル表記
挨拶のことば

第３回　母音字母（２）と子音字母（２）
字母（２）による語彙の練習
挨拶のことば

第４回　終声・パッチムのある文字と語彙の練習
発音の規則（1）：連音化
挨拶のことば

第５回　小テスト：文字と発音
第１課
語彙の練習

「～です（か）」の表現
第６回　語彙の練習。名前や身分、学年などを言う
第７回　語彙の練習。助詞「～は」と「～が」

聞き返しの「～ですか」
第８回　語彙の練習。専攻．住まい．出身を言う練習。

アクティビティ：インタビューを行い、名前や身分出身などを
聞いて記録し、報告する

第９回　語彙の練習。発音の規則（2）：激音化と濃音化。助詞「～に」
「～と」「～も」

第10回　語彙の練習。発音の規則（3）：/ｈ/の脱落及び弱化。
住まいを聞き合う：「～に住んでいます（か）」

第11回　語彙の練習。存在の表現：「います（か）/あります（か）」の
練習

第12回　存在の表現の練習。
アクティビティ：インタビューを行い、住まいや家族構成を聞
いて記録し、報告する

第13回　小テスト（筆記）を実施。
復習：自己紹介と家族紹介。漢数詞の練習

第14回　小テスト（口頭）を実施：自己紹介・家族紹介。文化紹介：韓
国の家庭

第15回　語彙の練習。漢数詞と助数詞の練習
第16回　助数詞の練習。一日の時間割や予定を言う。
第17回　語彙の練習。「～します」の表現（１）。助詞「～を」
第18回　週末及び一週間の過ごし方を言う。

アクティビティ：一週間の過ごし方を、最も忙しい日と暇な日
を言い分けて話し合う。

第19回　小テスト（筆記）を実施。
復習：一週間の過ごし方。漢数詞とその活用

第20回　小テスト（口頭）を実施：一週間の過ごし方。文化紹介：韓国
の祝日及び記念日

第21回　語彙の練習。固有数詞と個数の数え方
第22回　数字の言い方の練習。お金及び値段交渉の言い方
第23回　語彙の練習。買い物に使われる表現の練習
第24回　アクティビティ：買い物のロールプレーを行い、報告し合う。

第５課の語彙の予習
第25回　「～します」の表現（２）。助詞：手段の「～で」。語尾「～で

しょ？」の練習。
移動の手段及びかかる時間を表す表現「～まで～で行く」と

「～分かかります」の練習
第26回　アクティビティ：インタビューを行い、通学の手段と時間を聞

いて記録し、報告する。
第６課の語彙の予習。希望の表現「～したい」の練習

第27回　理由を表す語尾「～するから」。予定を表す表現「～するつも
りだ」。希望の表現「～してみたい」

第28回　近い未来の予定を言う。
誘ったり、勧めたりする練習。
アクティビティ：インタビューを行い、夏休みの予定を聞いて
記録し、報告する

第29回　復習：第5課と第6課。文化紹介：夏バテ防止の韓国料理
第30回　小テスト（口頭）を実施：移動の手段及びかかる時間と夏休み

の予定。
総復習

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

第29回　スマートフォンで留学生へのインタビュービデオ撮影
第30回　形成テストとまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
イマージョン　スペースを利用し、外部講師或いは留学生を招いて、中国
語、中国文化などの多文化交流に関する討論会を開く場合もある。

講義コード（Course Code） GBF1303A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GBF1303

授 業 名（Course Title） コリア語ⅠＡ
学んだことは使える！

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 金　美仙
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『韓国語 初級でアクティビティ！』　金美
華・金美仙　ことばの森　近刊

参考文献（References）
備 考（Note） 週2コマ

講義コード（Course Code） GBF1303B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GBF1303

授 業 名（Course Title） コリア語ⅠＢ
学んだことは使える！

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 金　美仙
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『韓国語 初級でアクティビティ！』　金美
華・金美仙　ことばの森　近刊

参考文献（References）
備 考（Note） 週2コマ

講義コード（Course Code） GBF1303C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GBF1303

授 業 名（Course Title） コリア語ⅠＣ
学んだことは使える！

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 金　美仙
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『韓国語 初級でアクティビティ！』　金美
華・金美仙　ことばの森　近刊

参考文献（References）
備 考（Note） 週2コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
1．韓国語の運用力を獲得するための基礎力をしっかりつけます。
2．知識だけが積まれていくのではなく、学んだことを使えるようにします。
3．言葉の違いを通して見えてくる文化や考え方の違いなどを理解します。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
主に語彙を覚えることになります。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
知識の説明にとどまらず、その知識が定着するように丁寧にサポートしま
す。
さらに、持ち合わせの知識のフル活用を目標にアクティビティの練習を行
います。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
第2外国語の学習の場合は、とりわけ初級レベルでは語彙を覚えることが最
大の難題と言っても過言ではありません。授業で語彙を覚える作業をある
程度サポートし、さらに課題として覚えることになります。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
小テストの平均点：80％
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食べに行く会話。
文化紹介：キムチとキムジャン

第21回　語彙の練習。準備動作を表す「～して」の形式の作り方と練習。
「～すれば」の形式の作り方と練習

第22回　移動の仕方に関する表現の練習。移動先の位置を説明する表現
の練習

第23回　「～しなければ」の形式の作り方と練習。「～しなければなりま
せん」のパターン練習

第24回　ペアワーク：目的地を聞いて説明する。
アクティビティ：友達を家に招待し、自宅までの道順を説明す
る

第25回　語彙の練習。並列の「～して」の形づくりと練習。変則用言の
活用練習。
勧める表現のパターン練習

第26回　行きつけの店の特徴を説明する表現の練習。
行きつけの場所やお勧めの店を紹介する内容の作文を行い、訂
正する

第27回　「～しながら」の形式の作り方と練習。
習慣を表す表現の練習。

第28回　作文（お勧めの店）の音読練習：
発音、イントネーションなど）の練習及び暗記

第29回　小テスト（筆記）を実施。総復習。
文化紹介：韓国のお正月

第30回　小テスト（口頭）を実施：お勧めの店を発表。
文化紹介：韓国の学校制度

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） GBF1353N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GBF1353

授 業 名（Course Title） コリア語Ⅱ
学んだことは使える！

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 金　美仙
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『韓国語 初級でアクティビティ！』　金美
華・金美仙　ことばの森　近刊

参考文献（References）
備 考（Note） 週2コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
1．交流会や旅行した時に簡単な意思疎通ができます。
2．言葉の違いを通して見えてくる文化や考え方の違いなどを理解します。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
語彙やその関連表現を覚えることになります。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
知識の定着をしっかり確認したうえで、持ち合わせの知識のフル活用を目
標にアクティビティの練習を行います。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業で練習した語彙やその関連表現をさらに課題として覚えてことになり
ます。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
小テストの平均点：80％
平常点（授業参加度）：20％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　復習及びガイダンス。
語彙の練習。過去形の作り方及び練習

第２回　夏休みの過ごし方の対話練習。
週末をどう過ごしたかについて対話練習

第３回　「～ですとも」の表現の練習。夏休みに行ったところやしたこ
とを表す表現の練習

第４回　アクティビティ：インタビューを行い、夏休みの過ごし方を聞
いて記録し、報告する。
第８課の語彙の練習

第５回　語彙の復習。連体形の作り方及び練習。
連体形を用いたフレーズの練習

第６回　「私の夢」をテーマに作文を行い、その訂正。
第７回　「～することができる」の表現。助詞「～や」、「～か」の練習。

逆接の語尾「～が」の練習
第８回　作文（私の夢）の音読練習：発音、イントネーションなど）の

練習。
暗記して発表する

第９回　小テスト（筆記）を実施：過去形と連体形。文化紹介：秋夕に
ついて

第10回　小テスト（口頭）を実施：「私の夢」について発表。第９課の
語彙の練習

第11回　語彙の練習。「～しましょうか」の表現。誘う表現のパターン
練習

第12回　趣味について短い対話練習。
ロールプレー：相手の都合を聞いて、遊びに誘ったり、提案し
たりする。

第13回　語彙の練習。「～してください」の表現。依頼の表現のパター
ン練習

第14回　今やりたいことについて短い対話練習。
アクティビティ：インタビューを行い、好きなことや時間があ
ればしたいことなどを聞いて記録し、報告する

第15回　語彙の練習。「～しに行く」の形式の作り方及び練習。「～して
も」の形式の作り方及び練習

第16回　味に関する表現の練習。好きな料理と苦手な料理を話し合う
第17回　「～したことがありますか」の表現のパターン練習。「どうぞ～

してください」の表現のパターン練習
第18回　食べた韓国料理を紹介し合って、発表する。

アクティビティ：インタビューを行い、食べたことのある料理
を聞いたり、勧めたりして、その内容を記録して報告する

第19回　小テスト（筆記）を実施：第8課と第9課の文法及び語彙と表
現。文化紹介：韓国の家庭料理

第20回　小テスト（口頭）を実施：韓国料理について話し合い、一緒に



─ 38 ─



─ 39 ─



─ 40 ─



─ 41 ─

講義コード（Course Code） GBJ1300N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GBJ1300, 1000-101254

授 業 名（Course Title） 日本語講読Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 稲垣　顕子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『大学で学ぶためのアカデミック・ジャパ
ニーズ』『トピックによる日本語総合演習 
上級用資料集 第４版』『改訂版 留学生の
ための論理的な文章の書き方』『シャドー
イング　日本語を話そう・中～上級編』
『留学生のためのストラテジーを使って学
ぶ文章の読み方』

備 考（Note） 外国人留学生履修科目（留学生以外は履
修できない） クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　日本語を母語としない外国人留学生が日本の大学で学び、卒業するため
には、非常に高い日本語能力が求められます。留学生にとっては第二の言
語である日本語でなされる授業を聴き、理解し、レポートを書き、試験を
受け、さらに卒業論文を書かなければならないからです。
　上記の目標を達成するために、日本語の多様な文章の理解と習得を中心
に、シャドーイングによる口頭練習も加え、日本語の適切な運用能力を身
につけます。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．多様な文章を読み解く読解力の強化
２．現代日本と世界を取り巻く社会事情を理解するための語彙および表現
の習得
３．日本語の自然な発話の習得
４．口頭および文章での論理的発信力の習得と強化
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．多様な新聞・雑誌・専門書・グラフ等を教材として読んでいきます。学
生にはその都度資料（教材）を配布します。また、学生各自が情報収集し、
それについて発表・意見交換します。テーマは主に生命倫理・「ことば」に
見るジェンダーなど。
２．毎回シャドーイング練習を行います。
３．授業進度に合わせて適宜小テストを行います。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
学生は毎回配付資料の事前予習および授業への積極的参加が求められます。
また、適宜各自の興味に沿っての情報収集（新聞・インターネットなど）を
課します。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（30%）、提出課題（20%）、小テスト（20%）、到達度確認テスト

（30%）に基づいて総合的に行います。遅刻３回で欠席１回とします。出席
が授業回数の３分の２に満たない者には単位を認定しません。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション、自己紹介
第２回　シャドーイング練習①『シャドーイング　日本語を話そう・中

～上級編』p.24、聴解
第３回　シャドーイング練習②同p.26、文章読解①〈遺伝子組み換え〉
第４回　シャドーイング練習③同p.28、文章読解②〈生命倫理〉
第５回　キーワードネット検索・発表
第６回　シャドーイング練習④同p.30、文章読解③〈出生前診断〉
第７回　シャドーイング練習⑤同p.32、文章読解④〈遺伝子診断〉
第８回　シャドーイング練習⑥同p.46、ディスカッション〈生命倫理〉
第９回　シャドーイング練習⑦同p.48、文章読解⑤〈ジェンダーとは？〉
第10回　シャドーイング練習⑧同p.50、文章読解⑥〈ことばに焼きつけ

られているもの〉
第11回　シャドーイング練習⑨同p.52、文章読解⑦〈夫婦別姓〉
第12回　シャドーイング練習⑩同p.66、文章読解⑧〈草食系男子〉
第13回　シャドーイング練習⑪同p.68、ディスカッション〈ジェンダー〉
第14回　到達度確認テスト
第15回　到達度確認テスト解答とフィードバック、後期の日本語講読Ⅱ

について
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
履修生の日本語能力、ニーズ、希望などに応じて、授業内容、順序等の変

更を行うことがあります。

講義コード（Course Code） GBJ1350N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GBJ1350, 1000-101255

授 業 名（Course Title） 日本語講読Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 稲垣　顕子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『大学で学ぶためのアカデミック・ジャパ
ニーズ』『改訂版 留学生のための論理的
な文章の書き方』『シャドーイング　日本
語で話そう・中～上級編』『トピックによ
る日本語総合演習 上級用資料集 第４版』

備 考（Note） 外国人留学生履修科目（留学生以外は履
修できない） クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　日本語を母語としない外国人留学生が日本の大学で学び、卒業するため
には、非常に高い日本語能力が求められます。留学生にとっては第二の言
語である日本語でなされる授業を聴き、理解し、レポートを書き、試験を
受け、さらに卒業論文を書かなければならないからです。
　上記の目標を達成するために、日本語の多様な文章の理解と習得を中心
に、シャドーイングによる口頭練習も加え、日本語の適切な運用能力を身
につけます。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．多様な文章を読み解く読解力の強化
２．現代日本と世界を取り巻く社会事情を理解するための語彙および表現
の習得
３．日本語の自然な発話の習得
４．口頭および文章での論理的発信力の習得と強化
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．多様な新聞・雑誌・専門書・グラフ等を教材として読んでいきます。学
生にはその都度資料（教材）を配布します。また、学生各自が興味のある
ものを情報収集し、それについて発表・意見交換します。テーマは主に環
境問題、他　
２．毎回シャドーイング練習を行います。
３．授業進度に合わせて適宜小テストを行います。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
学生は毎回配付資料の事前予習および授業への積極的参加が求められます。
また、適宜各自の興味に沿っての情報収集（新聞・インターネットなど）を
課します。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
出席・授業参加度（30%）、課題発表・（20%）、小テスト（20%）、到達度確
認テスト（30%）に基づいて総合的に行います。遅刻３回で欠席１回としま
す。出席が授業回数の３分の２に満たない者には単位を認定しません。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　シャドーイング練習①『シャドーイング　日本語で話そう・中
～上級編』p.70、文章読解①〈地球温暖化〉

第２回　シャドーイング練習②同p.72、文章読解②〈大気汚染〉
第３回　シャドーイング練習③同p.74、発表・意見交換①〈オゾン層の

破壊〉
第４回　シャドーイング練習④同p.76、文章読解③〈廃棄物の増加〉
第５回　シャドーイング練習⑤同p.84、文章読解④〈環境破壊〉
第６回　シャドーイング練習⑥同p.86、発表・意見交換②〈森林の減少〉
第７回　シャドーイング練習⑦同p.88、文章読解⑤〈環境商品の選択〉
第８回　シャドーイング練習⑧同p.90、文章読解⑥〈気候変動締約国会

議〉
第９回　シャドーイング練習⑨同p.102、発表・意見交換③〈江戸のリ

サイクル社会〉
第10回　シャドーイング練習⑩同p.104　発表・意見交換④〈リサイク

ル〉
第11回　シャドーイング練習⑪同p.106　文章読解⑦〈イヤと言う勇気〉
第12回　シャドーイング練習⑫同p.108　文章読解⑧〈いじめを防ぐ　

加害者と向き合おう〉
第13回　シャドーイング練習⑬同p.110　発表・意見交換⑤〈豊かな生

活とは？〉
第14回　到達度確認テスト
第15回　到達度確認テスト解答とフィードバック
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５．授業予定（Course Schedule）
第１回　口頭発表の仕方を学ぶ。『外国人留学生研究発表小論文集』（2006-

2013）に掲載されている先輩留学生の調査報告書を読み、第一回口頭
発表のテーマを決める。

第２回　論文の「序論・本論・結論」という構成を学ぶ。
第３回　第一回口頭発表で全員が発表する。そこで、各自が選んだ「先

輩留学生が書いた調査報告書」を紹介する。
第４回　日本や他の国々の社会問題について書かれた論説文や新聞記事

を読み、第二回口頭発表のテーマを決める。
第５回　選んだテーマに関連した先行研究や調査報告書をさらに収集し、

それらの資料に基づき「報告書」の構想を練る。
第６回　報告書を作成する（１）（「序論」を書く）。
第７回　報告書を作成する（２）（「本論」「結論」を書く）。
第８回　報告書を作成する（３）（「引用の仕方」を学び、報告書の最後

に「参考・引用文献」を書く。発表用資料（おもにパワーポイント）
を作成する）。

第９回　第二回口頭発表で「関心のあるテーマについての報告」を行う
（１）。クラスメートの発表を批評する。

第10回　第二回口頭発表で「関心のあるテーマについての報告」を行う
（２）。クラスメートの発表を批評する。口頭発表のフィードバック
をする。

第11回　「質問紙調査票」の作り方を学ぶ。質問紙調査の実施方法、対
象者、調査目的を考えて「質問紙調査計画書」を書く。

第12回　質問紙調査計画書をもとに、質問紙調査票を作成する。
第13回　ピア・ラーニングを行う（１）（ペアで、お互いの質問紙調査票

に回答し合い、不備な点を指摘し合い、質問紙調査票を訂正する）。
第14回　ピア・ラーニングを行う（２）（ペアで、訂正した調査票を再

び検討し合い、質問紙調査票を完成させる）。
第15回　質問紙調査票の最終チェックを行う。質問紙調査実施時に注意

する点を確認する。反省とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） GBJ1351N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GBJ1351, 1000-101257

授 業 名（Course Title） 日本語表現Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 高岸　雅子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 別途指示

参考文献（References）

『大学生と留学生のための論文ワークブッ
ク』　浜田麻里他著　くろしお出版　1998
『アカデミック・プレゼンテーション入
門』　三浦香苗他著　ひつじ書房　2006
『日本語口頭発表と討論の技術 ～コミュニ
ケ－ション・スピ－チ・ディベートのた
めに～』　東海大学留学生センター口頭発
表教材研究会編　東海大学出版会　1995
『ピアで学ぶ大学生の日本語表現』　大島
弥生他著　ひつじ書房　2005
『小論文への12のステップ』　友松悦子著　
スリーエーネットワーク　2008
『留学生のためのここが大切 文章表現の
ルール』 石黒圭・筒井千絵著、スリーエー
ネットワーク , 2008, 4883195023

備 考（Note） 外国人留学生履修科目（留学生以外は履
修できない） クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　日本語を母語としない留学生が、日本の大学で学び卒業するためには、非
常に高い日本語の能力が求められます。留学生にとっては第二の言語である
日本語でなされる授業を聴き、理解し、レポートを書き、試験を受け、さ
らに卒業論文を書かなければならないからです。 上記の目的を達成するた
めに、さまざまなテーマについて、新聞、雑誌、専門書などから必要な情
報を得て分析し、そこから自分の考えを適切な日本語の表現で発表し、文
章化していく能力、および口頭で発表する能力を養います。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．現代の日本を取り巻く様々な社会事情を理解するための時事用語およ
び表現文型の習得 
２．口頭および文章での論理的発信力の習得と強化 
３．提示用資料を使用した効果的なプレゼンテーションの方法の習得 

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
履修生の日本語能力、ニーズ、希望などに応じて、授業順序、内容、テー
マなどの変更を行うことがあります。

講義コード（Course Code） GBJ1301N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GBJ1301, 1000-101256

授 業 名（Course Title） 日本語表現Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 高岸　雅子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 別途指示

参考文献（References）

『大学生と留学生のための論文ワークブッ
ク』　浜田麻里他著　くろしお出版　1998
『アカデミック・プレゼンテーション入
門』　三浦香苗他著　ひつじ書房　2006
『日本語口頭発表と討論の技術 ～コミュ
ニケ－ション・スピ－チ・ディベートの
ために～』　東海大学留学生センター口頭
発表教材研究会　東海大学出版会　1995
『小論文への12のステップ』　友松悦子著　
スリーエーネットワーク　2008
『留学生のためのここが大切 文章表現の
ルール』　石黒圭・筒井千絵著　スリー
エーネットワーク　2009
『ピアで学ぶ大学生の日本語表現』（大島
弥生他著、ひつじ書房）2005
4894762293

備 考（Note） 外国人留学生履修科目（留学生以外は履
修できない） クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　日本語を母語としない留学生が、日本の大学で学び卒業するためには、非
常に高い日本語の能力が求められます。留学生にとっては第二の言語である
日本語でなされる授業を聴き、理解し、レポートを書き、試験を受け、さ
らに卒業論文を書かなければならないからです。 上記の目的を達成するた
めに、さまざまなテーマについて、新聞、雑誌、専門書などから必要な情
報を得て分析し、そこから自分の考えを適切な日本語の表現で文章化して
いく能力、および口頭で発表する能力を養います。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．現代の日本を取り巻く様々な社会事情を理解するための時事用語およ
び表現文型の習得 
２．口頭および文章での論理的発信力の習得と強化 
３．提示用資料を使用した効果的なプレゼンテーションの方法の習得
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　まず、小論文やレポートを作成するための知識や方法などを学びます。
そして日本の社会問題を扱った読み物を教材に精読や速読を行なうことに
よって、高いレベルでの長文読解力を身につけます。それらの教材から得
た情報に基づきレポートを作成し、口頭発表を行ないます。さらに質問紙
調査用紙を作成し、実際に質問紙調査を行ないます。こうしたクラス活動
を進めていく中で、学生たちは、発表用レポート、発表のための提示用資
料、質問紙調査計画書、調査票などを、その都度設定された提出期限まで
に仕上げていくことが求められます。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　授業では、自分の感じたことや思いを述べる「感想文」ではなく、客観
的な根拠を提示しながら読み手を論理的に説得する「論述文」を書くこと
が求められます。そのため『小論文への12のステップ』『留学生のためのこ
こが大切 文章表現のルール』などのテキストの問題に取り組みながら論文
の書き方の基礎から学習し、『大学生と留学生のための論文ワークブック』
の「序論、本論、結びの役割と書き方」の章を参考にしながら論文形式の
レポートを書きます。また効果的な口頭発表を行なうために、『アカデミッ
ク・プレゼンテーション入門』の「スライドの作り方」の章を参考に提示
用資料を作成し、さらに発表内容の構成や順序を工夫する、口頭発表の練
習をする、などの準備をします。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業態度30%、１回目の口頭発表10%、２回目の口頭発表20%、論
文形式のレポート作成20%、プロジェクトワーク（質問紙調査計画書、調
査票作成）20%に基づいて総合的に行います。遅刻は３回で欠席１回とし
ます。
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講義コード（Course Code） GBL1450A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GBL1450, 1000-101516

授 業 名（Course Title）
文章表現法Ａ
日本語アカデミック・ライティング
入門

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 久保　圭
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 基本的に、テキストのコピーやスライド
などを使って授業を進める。

参考文献（References）
桑田てるみ（編）『学生のレポート・論文
作成トレーニング：スキルを学ぶ21のワー
ク』実教出版、ISBN: 978-4-407-33614-6、
2015年

備 考（Note） 定員50人

講義コード（Course Code） GBL1450B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GBL1450, 1000-101516

授 業 名（Course Title）
文章表現法Ｂ
日本語アカデミック・ライティング
入門

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 久保　圭
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 基本的に、テキストのコピーやスライド
などを使って授業を進める。

参考文献（References）
桑田てるみ（編）『学生のレポート・論文
作成トレーニング：スキルを学ぶ21のワー
ク』実教出版、ISBN: 978-4-407-33614-6、
2015年

備 考（Note） 定員50人

１．科目の教育目標（Course Description）
レポートや論文など、大学生に求められるアカデミック・ライティングに必
要となる基礎的な能力（語彙力、表現力、文章構成力、論理的思考力、批
判的思考力など）の総合的な向上を目指す。また、さまざまな事柄に対し
て考えをめぐらせ、自分の考えをわかりやすく正確な文章で伝えることが
できるようになる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1）　日本語文章作成に必要な基礎的能力（語彙力、表現力、文章構成力な
ど）を養う
2）　資料や文献から必要な情報を選び取り、適切な形式で利用できるよう
になる
3）　文章の基本的な構成について学ぶことで、より伝わりやすい論述がで
きるようになる
4）　大学生活や実社会において直面すると考えられるさまざまな種類の文
章表現に対し、柔軟かつ適切に対応することができる素質を身につける
３．教育・学習の方法（Course Methods）
本科目では、講義によって文章表現の基本的なルールやマナーについての
理解を深め、また、指定されたテーマについて文章を作成することにより
文章表現力を磨く。なお、授業内容についての理解を確認するための作文
課題を数回実施する。最終試験として予定している自由課題文では、各自
でテーマを設定し、講義内容を活用して文章を作成する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回、配布プリントを用いて授業を進めるため、基本的に予習は必要ない

（予習が必要となる場合は適宜知らせる）が、配布プリントと板書内容の復
習を必ずした上で翌回の授業に参加すること。文章表現に関する基本的な
ルールを単なる知識として覚えるだけではなく、配布プリント内のワーク
シートを活用し、自らの文章のなかで効果的に使えるよう練習する。授業
内容への質問については、授業中や授業後など適宜受け付けるので、不確
かな部分を残したままにしないよう、丁寧に積み上げていくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
積極性（30%）、課題などの提出物（40%）、自由課題文（30%）から評価を
算出する。全授業回数の2/3以上の出席と、最終試験である自由課題文の提
出が単位取得の条件となる。

４．論理的で説得力のある主張の仕方、相手の話を理解し分析する聞き方、
相手の意見の矛盾を発見しそれを的確に指摘する方法などの習得
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　夏期休暇中に収集した質問紙調査の結果などをもとに、調査の途中経過
報告書、調査報告書を作成し、その都度設定された期限までに提出するこ
とが求められます。また作成した調査報告書をもとに発表原稿、発表資料、
提示用資料を準備し、『外国人留学生研究発表会』において口頭発表を行い
ます。ディベート形式の討論の場においては、決められたルールに従って
積極的に討論に参加することが求められます。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）

「口頭発表」に向けて、まず『大学生と留学生のための論文ワークブック』
の『序論、本論、結びの役割と書き方』の章を参考にしながら「調査報告
書」を書きます。また効果的な口頭発表を行なうために、『アカデミック・
プレゼンテーション入門』の「スライドの作り方」の章を参考に提示用資料
を作成し、さらに発表内容の構成や順序を工夫する、口頭発表の練習をす
る、などの準備をします。そして「ディベート形式の討論」に向けて、『日
本語口頭発表と討論の技術 ～コミュニケ－ション・スピ－チ・ディベート
のために～』の「討論」の章を読んで討論の方法とルールを学びます。そ
してテーマに関連した資料を探しそれをもとに自己の主張をまとめ基調演
説を考え、さらに相手の基調演説や反論を予測し、その解答を考えるなど
の準備をします。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　評価は、授業態度30%、調査報告書作成30%、口頭発表25%、ディベート
形式の討論15%に基づいて総合的に行います。遅刻は３回で欠席１回とし
ます。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　「質問紙調査の進み具合」の中間報告をする。質問紙調査によっ
て得られたデータをもとに、「調査報告書」の全体の流れを考え、「構
成表」を作成する。

第２回　ピア・ラーニングを行う（１）（ペアで、お互いが作った構成
表を検討し合い、構成表を訂正する）。

第３回　ピア・ラーニングを行う（２）（構成表の訂正版を再度ペアで
検討し合い、全体の流れを決める）。

第４回　調査報告書を作成する（１）（「序論」を書く）。
第５回　調査報告書を作成する（２）（「本論」を書く）。
第６回　調査報告書を作成する（３）（「結論」を書く）。
第７回　調査報告書を作成する（４）（配布用資料（レジュメ）を作成

する）。質疑応答の表現を学ぶ。
第８回　調査報告書を作成する（５）（発表用資料（おもにパワーポイ

ント）を作成する）。
第９回　第三回口頭発表の練習を行う（１）クラスメートの発表を批評

する。
第10回　第三回口頭発表の練習を行う（２）口頭発表のフィードバック

をする。
第11回　学内で開催予定の『外国人留学生研究発表会』において第三回

口頭発表を行う。
第12回　『外国人留学生研究発表会』における第三回口頭発表のフィー

ドバックをする。
ディベート形式の討論について学ぶ。13回目授業のディベートの
テーマを「身近な問題」から選び、役割を決める。

第13回　ディベート形式の討論の練習を行う。14回目授業のディベート
のテーマを「価値論題（ある考えが良いか悪いかなど価値に関する
論題を議論する）」から選び、役割を決める。

第14回　ディベート形式の討論を行う（１）。15回目授業のディベート
のテーマを「政策論題（政府が打ち出したある政策に賛成か反対か
を議論する）」から選び、役割を決める。

第15回　ディベート形式の討論を行う（２）。反省とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） GBL1400D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1111-GBL1400, 1000-101019

授 業 名（Course Title） 情報演習ⅠＤ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 吉田　智子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） なし。必要に応じて、プリントを配布す
る。

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

講義コード（Course Code） GBL1400E0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1111-GBL1400, 1000-101019

授 業 名（Course Title） 情報演習ⅠＥ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 吉田　智子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） なし。必要に応じて、プリントを配布す
る。

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

講義コード（Course Code） GBL1400F0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1111-GBL1400, 1000-101019

授 業 名（Course Title） 情報演習ⅠＦ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 吉田　智子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） なし。必要に応じて、プリントを配布す
る。

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

講義コード（Course Code） GBL1400G0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1111-GBL1400, 1000-101019

授 業 名（Course Title） 情報演習ⅠＧ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 吉田　智子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） なし。必要に応じて、プリントを配布す
る。

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

講義コード（Course Code） GBL1400H0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1111-GBL1400, 1000-101019

授 業 名（Course Title） 情報演習ⅠＨ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 吉田　智子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） なし。必要に応じて、プリントを配布す
る。

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

５．授業予定（Course Schedule）
第１回　ガイダンス／作文とレポート・論文との違い
第２回　レポート・論文に求められる思考
第３回　引用のルール／参考文献リストの書きかた
第４回　他者の主張を正しく理解する
第５回　他者の主張を批評する／反論と指摘
第６回　論理的な表現とは／話し言葉と書き言葉
第７回　自由課題文の作成①：課題の発見とリサーチ・クエスチョン
第８回　リサーチ・クエスチョンから調査方針を決める
第９回　情報を集める／必要な情報を選び取る
第10回　リサーチ・クエスチョンを再検討する
第11回　自由課題文の作成②：アウトラインを書く
第12回　伝わりやすい展開を考える／章立てをする
第13回　自由課題文の作成③：推敲する
第14回　レポート・論文と卒業論文との違い／さまざまな文章表現
第15回　自由課題文の発表と評価／まとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
1）　ガイダンスをおこなうため、初回の授業から参加すること
2）　情報演習室を使用して講義をおこなう場合がある。教室変更の連絡は
適宜おこなうが、各自での確認も怠らないようにすること

講義コード（Course Code） GBL1400A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1111-GBL1400, 1000-101019

授 業 名（Course Title） 情報演習ⅠＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 吉田　智子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） なし。必要に応じて、プリントを配布す
る。

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

講義コード（Course Code） GBL1400B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1111-GBL1400, 1000-101019

授 業 名（Course Title） 情報演習ⅠＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 吉田　智子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） なし。必要に応じて、プリントを配布す
る。

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

講義コード（Course Code） GBL1400C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1111-GBL1400, 1000-101019

授 業 名（Course Title） 情報演習ⅠＣ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 吉田　智子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） なし。必要に応じて、プリントを配布す
る。

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定
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講義コード（Course Code） GBL1151N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GBL1151, 1000-101544

授 業 名（Course Title） 体育講義
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 住本　純
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References） 『教養としての体育原理』　友添秀則・岡
出美則編著　大修館書店　

備 考（Note） 全7.5コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
　「健康」について、心とからだの両面からの理解を深め、自らのからだを
具体的に知り、生涯にわたって健康的な生活を営むための手段を「体育」的
要素から学ぶ。またスポーツや体育の原理・原則について理解することを
目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・現代の健康に関する問題について理解する。 　
・スポーツや運動の実践が身体・精神に与える影響について理解する。
・日常生活にスポーツ、運動をどのように取り入れるかについて考察する。
・発育発達と発達段階に応じたトレーニングについて理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・講義とそれに基づく課題についてのディスカッションを中心に展開する。
・資料については、授業中に適宜配布する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・日常生活における、自己の健康に目を向けておく。
・初回の授業で、すべての講義資料を配布するので、次時の講義資料の事
前問題を解いてくる。事前問題を解くにあたり、インターネットやTV、新
聞等のメディアを利用する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
8時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度、受講態度（20点）テスト（60点）、小レポート（20点）として
総合評価を行う。原則、すべての講義に出席することを求める。合計得点
が60点に満たない場合、単位認定には至らない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　現代生活における健康、スポーツ、学校体育の諸問題
第２回　運動と健康
第３回　健康と栄養（ウエイトコントロール）
第４回　スポーツ、運動と心理（ストレス等）
第５回　子どもの発育・発達と健康
第６回　体育と指導者（コーチングとティーチング）
第７回　スポーツとジェンダー、女性の健康
第８回　（45分）：スポーツとビジネス、メディア
第９回　テスト
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
積極的にディスカッションやその他の作業に取り組むこと。

講義コード（Course Code） GBL1100N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GBL1100, 1000-101016

授 業 名（Course Title） 体育実技
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 野村　晴美
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　心身ともに健康で豊かな生涯を送るための基礎知識を身につける。特に、
健康の重要性について理解を深め、履修者自身にとってより良い健康づく
りの内容と方法を習得し、運動の生活化を図ることを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
①人間の身体活動の基となる体力・運動能力の向上を図る。

１．科目の教育目標（Course Description）
コンピュータシステムの基本的な操作（パスワード変更、電子メール、WWW、
蔵書検索システムの利用方法など）や、レポートや論文作成に必要となる
基本的な概念・操作（ファイル管理、印刷方法など）を習得する。学生と
して、さらには社会人としての業務を行うのに不可欠である、キーボード
からのタッチタイピング、日本語文書作成ソフト、表計算ソフト、および
プレゼンテーションソフトに関して、高校卒業までに学んだことの復習も
含めて、論文作成や論文発表に使えるレベルを実習を通して実践的に身に
つける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・大学内コンピュータシステム利用のログイン、ログアウトの必要性の理
解
・研究活動推進のためのE-Mail・WWWの利用 
・大学図書館を中心とした蔵書検索
・タッチタイピングの習得 
・論文作成のための日本語文書作成 
・論文作成のための表計算ソフトの活用
・論文発表のためのプレゼンテーションソフトの活用
・ファイル管理・フォルダの概念の理解
３．教育・学習の方法（Course Methods）
パソコン演習室において実習を行う。実習課題を行うために必要となる知
識については、テキストやセンターモニターに表示された資料を通じて理
解する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
復習を兼ねた課題を作成してもらうので、期日までに提出すること。さら
に、最終日の授業中に実施する「実技確認テスト」を受けること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
５時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（40%）、課題（20%）、実技確認テスト（40%）の総合点で評価
する。　
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス、文字・文章入力の基礎、ファイル管理、タイピン
グ指導

第２回　E-Mail（Active!mail）の利用とWWW検索（基本的な情報検
索）

第３回　日本語文書作成ソフトの基本操作（書式設定、ビジネス文書作
成など）

第４回　日本語文書作成ソフトでの表作成（基本機能、応用機能）
第５回　日本語文書作成ソフトの図形描画機能（図形、画像、ワード

アートなど）
第６回　表計算ソフトの基本操作（入力、変換、範囲選択、四則演算な

ど）
第７回　表計算ソフトの基本操作（書式設定、基本的な関数、グラフ）
第８回　表計算ソフトの基本操作（データベース機能）、表計算ソフト

の総復習
第９回　大学図書館を中心とした蔵書検索システムの利用（OPACの利

用など）
第10回　プレゼンテーションソフトの基本操作（レイアウト、デザイン、

編集）
第11回　プレゼンテーションソフトの基本操作（アニメーションの設定

など）
第12回　日本語文書作成ソフトの応用操作（レポートや論文の作成に役

立つ機能、タイピング）
第13回　日本語文書作成ソフトの応用操作（ウィザードの利用、ポス

ター作成）
第14回　日本語文書作成ソフトの総復習（練習問題）
第15回　実技確認テストとまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
P検（ICTプロフィシェンシー検定）の３級以上、もしくは MOS（Microsoft 
Office Specialist）の2科目以上 （Wordともう1科目）をすでに取得してい
る学生、あるいは今年度の授業最終日までに取得証明の書類を提出できた学
生は、この科目の単位の修得を認めます。該当すると思われる学生は、「単
位認定申請書」に必要事項を記入し、合格証書の原本を添えて、期日（認定
を希望する学期の授業最終日）までに教務課に申し出てください。資格な
どが認定された日の翌日から起算して３年を経過した日を申請の期限とし
ます。ただし、これらの検定に合格している学生が、普通にこの授業を受
けることを選択することも可能です。その場合、評価の点数を得ることが
できます（単位認定の場合は、成績表には「認定」とだけ記述され、GPA
に算入されません）。
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講義コード（Course Code） GBL1150C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1112-GBL1150, 1000-101015, 
1000-101016

授 業 名（Course Title） 健康スポーツ演習Ｃ
スポーツの理論と実践

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 野村　照夫
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　スポーツの講義および実践を通して、運動することの楽しさを知り、生
涯を通してスポーツに親しむ態度を育成すること及び、自分自身の健康や
体力についても理解を深め、普段の生活に役立てることが出来る能力を身
に付けることを目的とする。また、他者との関わりの中で、コミュニケー
ション能力の向上も目指している。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．スポーツテストにより基礎体力の測定を行い、自己の体力や健康につ
いて理解する。
２．スポーツ種目の実践により、「わかる」と「できる」の融合を目指して、
各人の身体知を獲得し、運動の楽しさを味わう。
３．グループ活動を通して、他者との関わり方を学ぶ。
４．スポーツの講義を通して、「する」「みる」「支える」といった、スポー
ツへの様々な関わり方について理解する。
５．スポーツの講義を通して、自分自身の生活を振り返り、健康増進の意
識を高める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）

（1）スポーツの実技は屋外・屋内の施設を利用する。
屋外はテニスコート・グラウンド等、屋内はアリーナ・トレーニングルー
ム等を使用するスポーツ種目を行う。

（2）簡単なスポーツテストを行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
スポーツテストの結果を踏まえ、自らのスポーツライフを計画し、日常生
活において意識的に運動やスポーツを実践すること。また、スポーツや健
康に関する情報や文献等を収集し、レポート課題の参考にすること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
受講態度・技能水準（60点）、小レポート・レポート・課題（40点）として
総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　スポーツテスト（握力、反復横とび、上体起こしなどを測定）
第３回　テニス：ストローク
第４回　テニス：サーブ
第５回　テニス：ゲーム
第６回　ウォーキング
第７回　バドミントン：ストローク
第８回　バドミントン：サーブ
第９回　バドミントン：ゲーム
第10回　卓球：ストローク
第11回　卓球：サーブ
第12回　卓球：ゲーム
第13回　トレーニング：機器の使い方と実践
第14回　コンディショニング：ストレッチとからだほぐし
第15回　スポーツと健康：まとめとレポート課題
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
実技の回は、必ず運動できる服装（トレーニングウェア、ジャージ等）に
着替えて活動に参加すること。初回に欠席した場合は、教員の指示に従う
こと。

②運動の生活化を図ることにより、生涯にわたる健康の土台を築く。
③スポーツ実習を通じて、自他を尊重する能力、中間と強力し切磋琢磨し
合う能力、コミュニケーション能力の向上を図る。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
①授業方法＝トレーニング・ストレッチ・各種スポーツの実践を中心に行
う。特にトレーニングやストレッチに関しては、身体のどの部位に効果があ
るのかを理解した上で、普段の生活の中でも実践可能なスキルを養成する。
②資料＝必要に応じ、随時プリントを配布する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
総合的に日常生活における運動・栄養・休養に関わる健康維持活動を実践
する。スポーツ種目のルールを理解する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
受講態度・取り組み（60％）、体力・技能水準（20％）、小レポート・レポー
ト・課題（20％）として総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス
第２回　体力テスト
第３回　テニス：ストローク
第４回　テニス：サーブ
第５回　テニス：ゲーム
第６回　ウォーキング
第７回　バドミントン：ストローク
第８回　バドミントン：サーブ
第９回　バドミントン：ゲーム
第10回　卓球：ストローク
第11回　卓球：サーブ
第12回　卓球：ゲーム
第13回　トレーニング機器の使い方と実践
第14回　ストレッチと体ほぐし
第15回　まとめとレポート課題
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
初回の授業より身体活動を行うので、運動用のウェアー・シューズを着用
し、トレーニングルームに集合すること。（教室変更の際は、口頭あるいは
ボードで連絡します）

講義コード（Course Code） GBL1150A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1112-GBL1150, 1000-101015, 
1000-101016

授 業 名（Course Title） 健康スポーツ演習Ａ
スポーツの理論と実践

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 野村　照夫. 野村　晴美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）

講義コード（Course Code） GBL1150B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1112-GBL1150, 1000-101015, 
1000-101016

授 業 名（Course Title） 健康スポーツ演習Ｂ
スポーツの理論と実践

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 野村　照夫. 野村　晴美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）
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講義コード（Course Code） GCE1100A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GCE1100, 1000-101011, 
1000-101012

授 業 名（Course Title） キリスト教入門Ａ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 中里　郁子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『聖書　新共同訳　旧約聖書続編つき』　日
本聖書協会　２００９

参考文献（References） 授業中に紹介する。
備 考（Note） 必修 クラス指定

講義コード（Course Code） GCE1100B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GCE1100, 1000-101011, 
1000-101012

授 業 名（Course Title） キリスト教入門Ｂ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 中里　郁子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『聖書　新共同訳　旧約聖書続編つき』　日
本聖書協会　２００９

参考文献（References） 授業中に紹介する。
備 考（Note） 必修 クラス指定

講義コード（Course Code） GCE1100C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GCE1100, 1000-101011, 
1000-101012

授 業 名（Course Title） キリスト教入門Ｃ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 中里　郁子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『聖書　新共同訳　旧約聖書続編つき』　日
本聖書協会　２００９

参考文献（References） 授業中に紹介する。
備 考（Note） 必修 クラス指定

講義コード（Course Code） GCE1100D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1111-GCE1100, 1000-101011, 
1000-101012

授 業 名（Course Title） キリスト教入門Ｄ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 中里　郁子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『聖書　新共同訳　旧約聖書続編つき』　日
本聖書協会　２００９

参考文献（References） 授業中に紹介する。
備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　本学の教育理念にとって、カトリック（キリスト教）の精神は大切な柱
の一つである。入門コースとしてのこの科目ではまず、聖書がどのような
書物であるか、世界の存在や人間をどのように見ているかを学び、説明で
きるようにする。次に、新約聖書の福音書の中に描かれているイエスにつ
いて、イエスとは誰か、神の国の福音とは、イエスの教えとわざなどにつ
いて学んでいく。特にイエスの教えた愛がどのようなものであるか学ぶこ
とにより、人間のあり方へのチャレンジである福音の価値観を理解し、福
音の現代社会へのメッセージを理解し、表現することができることを目標
とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１　聖書の成立と構成　2　救いの歴史と契約　3　イエス・キリストの新
しい契約　4　神の国のメッセージ　5　イエス・キリストの教えとわざ　

講義コード（Course Code） GBL1150D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

1112-GBL1150, 1000-101015, 
1000-101016

授 業 名（Course Title） 健康スポーツ演習Ｄ
スポーツの親しみ方

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 住本　純
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
スポーツの実践を通して、体を動かす楽しさや爽快感を知る。その上で、生
涯を通してスポーツに親しむ態度を育成することを目標とする。
自分自身の健康や体力にも目をむけ、生活をより健康的に送る力を身につ
ける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・様々なスポーツを経験し、運動の楽しさを実感する。
・スポーツを通して、他者と積極的に関わりを持つ。
・スポーツテストにより、自分自身の健康と体力について考える機会とす
る。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・スポーツ実技は、屋外・屋内の施設を利用する。
・スポーツテストを行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・日ごろの体調管理（食生活、睡眠等）に気をつけておく。
・授業で取り組むスポーツについて関心を持ち、新聞やインターネット、
TV等でルールや最新事情についての情報を得ておく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度・授業態度（70％）、小レポート（30％）として、総合的に評価
する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　スポーツテスト（握力、反復横とび、上体おこし等）
第３回　テニス①（基本技術：サービス・ストローク・ボレーの説明と

練習）
第４回　テニス②（基本技術の習熟と多様なゲーム）
第５回　テニス③（シングルス形式のゲーム）
第６回　テニス④（ダブルス形式のゲーム）
第７回　バドミントン①（基本技術：サービ ス・ハイクリア・スマッ

シュ等の説明と練習）
第８回　バドミントン②（ミニゲームと試合の進め方）
第９回　バドミントン③（シングルス・ダブルス形式のゲーム）
第10回　卓球①（ルール説明と基本練習）
第11回　卓球②（シングルス・ダブルス形式のゲーム）
第12回　ニュースポーツ①（ソフトバレーボール等）
第13回　ニュースポーツ②（アルティメット等）
第14回　トレーニング、コンディショニング
第15回　スポーツと健康について、まとめ（講義）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
実技では、運動できる服装（ジャージ、運動靴等）で参加すること。
スポーツに親しむことを重要な課題としているので、積極的な態度でスポー
ツに取り組むこと。内容については前後する場合がある。
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講義コード（Course Code） GCE1101B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1111-GCE1101

授 業 名（Course Title） キリスト教音楽入門Ｂ
音楽を通してキリスト教を学ぶ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 久野　将健
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『キリスト教と音楽』　金澤正剛　音楽之
友社　2007年
そのほか授業で使用する資料・楽譜につ
いてはプリントを配布する。

参考文献（References）

『キリスト教音楽と歴史』　川端純四郎　日
本基督教団出版局　1999年
『キリスト教音楽と歴史』　金澤正剛　日
本基督教団出版局　2005年
『宗教音楽対訳集成』　吉村恒編　国書刊
行会　2007年
そのほか、適宜授業中に紹介する。

備 考（Note） 必修 クラス指定

講義コード（Course Code） GCE1101C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1111-GCE1101

授 業 名（Course Title） キリスト教音楽入門Ｃ
音楽を通してキリスト教を学ぶ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 久野　将健
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『キリスト教と音楽』　金澤正剛　音楽之
友社　2007年
そのほか授業で使用する資料・楽譜につ
いてはプリントを配布する。

参考文献（References）

『キリスト教音楽と歴史』　川端純四郎　日
本基督教団出版局　1999年
『キリスト教音楽と歴史』　金澤正剛　日
本基督教団出版局　2005年
『宗教音楽対訳集成』　吉村恒編　国書刊
行会　2007年
そのほか、適宜授業中に紹介する。

備 考（Note） 必修 クラス指定

講義コード（Course Code） GCE1101D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1111-GCE1101

授 業 名（Course Title） キリスト教音楽入門Ｄ
音楽を通してキリスト教を学ぶ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 久野　将健
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『キリスト教と音楽』　金澤正剛　音楽之
友社　2007年
そのほか授業で使用する資料・楽譜につ
いてはプリントを配布する。

参考文献（References）

『キリスト教音楽と歴史』　川端純四郎　日
本基督教団出版局　1999年
『キリスト教音楽と歴史』　金澤正剛　日
本基督教団出版局　2005年
『宗教音楽対訳集成』　吉村恒編　国書刊
行会　2007年
そのほか、適宜授業中に紹介する。

備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
詩編98には「新しい歌を主に向かって歌え。琴に合わせ、楽の音に合わせ
て。」とあり、「よく歌う人は倍祈ることになる」とも言われる。この授業で
は音楽を通してキリスト教精神を理解することを第一目標とする。授業に
おいて時代や国によって異なるキリスト教音楽の世界を紹介していきたい。

６　現代における福音の意義　　　
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１　授業方法　（１）講義を中心とするが、聖書を共に読み、共にその意味
を考え発言するよう受講者の授業への積極的参加が望まれる。　（２）随時
配布される参考資料も参考にして聖書の解釈を行い、キリスト教の思想を
理解する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
示された聖書の箇所や配布される資料を読んで聖書の内容を把握した上で
授業に臨むこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業への取り組み、参加度（２０パーセント）、確認テスト（８０パーセン
ト）に基づいて総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　人間と宗教
第２回　キリスト教と聖書
第３回　福音と現代社会
第４回　教会の秘跡
第５回　創造物語
第６回　出エジプトとシナイ契約
第７回　放蕩息子
第８回　ミサと祈り（後期のクラスは物故者追悼ミサとＮＤクリスマス

への出席を求める）
第９回　神の国
第10回　愛とゆるし
第11回　善きサマリア人
第12回　まことのぶどうの木
第13回　受難物語と復活
第14回　確認テスト
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業外の積極的学習として月例ミサへの出席を奨励し、授業参加度に加え
ます。

講義コード（Course Code） GCE1101A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1111-GCE1101

授 業 名（Course Title） キリスト教音楽入門Ａ
音楽を通してキリスト教を学ぶ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 久野　将健
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『キリスト教と音楽』　金澤正剛　音楽之
友社　2007年
そのほか授業で使用する資料・楽譜につ
いてはプリントを配布する。

参考文献（References）

『キリスト教音楽と歴史』　川端純四郎　日
本基督教団出版局　1999年
『キリスト教音楽と歴史』　金澤正剛　日
本基督教団出版局　2005年
『宗教音楽対訳集成』　吉村恒編　国書刊
行会　2007年
そのほか、適宜授業中に紹介する。

備 考（Note） 必修 クラス指定
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側面から分析し、東西交流の実態を敏感に把握する力を身につけることを
目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
歴史的には16世紀半ばから今日までのキリスト教の伝播史を、文学的には
キリシタン文学、日本人のキリスト教文学、宣教師の日本語著書を、社会
的には大衆文化、テレビドラマ、映画、アニメの波及効果を学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講師は教科書、参考書を指定し、ハンドアウトを配布し、毎回の授業の主旨
を事前に知らせる。授業は講師の講義だけではなく、学生の積極的な授業
参加を重視する。長文レポートを書くための研究と作文の方法をも教える。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業前に定められた教科書、参考書、ハンドアウト、小説などを読了し、
ノートを取り、感想と質問を準備し、授業で討論に参加する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業時の課題（30%）、小テスト（20%）、長文レポート（50%）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　日本キリシタン史の転換期（ブリーン）
第２回　かくれキリシタンとは？（ブリーン）
第３回　キリスト教と近代国家（ブリーン）
第４回　宣教師の日本語習得と日本観察（郭）
第５回　キリシタン文学（郭）
第６回　幕末・明治期の聖書翻訳（郭）
第７回　宣教師の宣教活動と日本社会（郭）
第８回　明治・大正期のキリスト教文学（郭）
第９回　キリスト教と遠藤周作の文学（郭）
第10回　キリスト教と三浦綾子、曽野綾子の文学（郭）
第11回　キリスト教と大衆文化（郭）
第12回　キリスト教とテレビドラマ、映画、アニメ（郭）
第13回　宣教師の日本語著書：ビリヨン、ホイヴェルス等（郭）
第14回　宣教師の日本語著書：ネラン、デーケン等（郭）
第15回　まとめ、小テスト
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） GCE2151N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GCE2151

授 業 名（Course Title） キリスト教美術
基礎的知識をおさえる

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉田　朋子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 適宜資料を配布する。

参考文献（References）

『キリスト教美術図典』　柳宗玄・中森義
宗　吉川弘文館　1990
『西洋美術解読事典』　ジェイムズ・ホー
ル　河出書房新社　1988
『一冊でわかる名画と聖書』　船本弘毅　成
美堂出版　2011
このほか、適宜指示する。

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
4世紀以降、長い時間をかけて成立したキリスト教美術には、繰り返し描か
れ続けてきた主題と表現上の約束事がある。さまざまな地域・時代に制作
された作品を通して、未知の作品に出会ったときにも、ある程度主題を推
測できる力を養うことを目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．キリスト教美術の主要な主題と表現上の約束の基本を知る。
２．キリスト教美術の歴史的な流れの基本を知る。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・スライド（パワーポイント）を用いた講義形式とする。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
配布資料の指示した箇所を読み、課題があればしておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度50％、学期末試験50％で評価する。

さまざまな音楽を聴くことを通して、古今の音楽家がいかに神と向き合い、
作品として表現したのかを考える。頭だけの理解にとどまらず、自分自身
の感覚で音楽を感じてほしい。また聖歌を歌う練習も授業内で行う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）キリスト教音楽を学びながら、西洋の芸術や文化についても理解する
ように努める。

（2）さまざまな聖歌を歌うことにより、キリスト教文化に親しむ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．教育の方法
基本的にテキストに沿って講義をすすめる。内容理解を深めるためCD,DVD
等の視聴覚教材を用いることもある。
２．学習の方法
音楽を聴く際には静かにする。テキストの次回の範囲に目を通しておく。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
次回の範囲を指定するので予習しておいてほしい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（30点）、試験（50点）、レポート（20点）に基づいて
総合的に行う。欠席回数が1/3を超過した場合は、原則として単位を与えな
い。（6回欠席すると単位認定が困難になるので注意のこと。）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　キリスト教音楽とは　
第２回　教会暦と音楽
第３回　ミサ式次第について①ミサとは
第４回　ミサ式次第について②導入
第５回　ミサ式次第について③内容
第６回　マリア賛歌
第７回　受難と復活
第８回　J.S.バッハの宗教音楽～教会カンタータを学ぶ～

※後期のクラスでは物故者追悼ミサとNDクリスマスへの出席
を求める。

第９回　レクイエムについて～グレゴリオ聖歌を聴く～
第10回　モーツァルトの宗教音楽～レクイエムを聴く～
第11回　アドヴェント（待降節）の音楽とイタリアのクリスマスコン

チェルト
第12回　クリスマスの音楽～ライプチヒ・聖トーマス教会聖歌隊コン

サートDVDより～
第13回　オルガンのしくみ、イタリアのオルガンオルガンとその音楽
第14回　オランダ・ドイツのオルガンとその音楽
第15回　フランスのオルガン音楽オルガンとその音楽
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
授業外の積極的学習として月例ミサへ参加を奨励し、授業参加度に加える。

講義コード（Course Code） GCE2150N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GCE2150

授 業 名（Course Title） キリスト教と日本文化
歴史、文学、社会

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 郭　南燕. ジョン・ブリーン
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『概説　キリシタン史』　浅見雅一　慶應
義塾大学出版会　2016
『宣教師と日本人―明治キリスト教史にお
ける受容と変容』　キリスト教史学会　教
文館　2012, 2014
『日本の作家とキリスト教－二十人の作家
の軌跡』　久保田暁一　朝文社　1992

参考文献（References）

『キリシタン南蛮文学入門』　海老沢 有道　
教文館　1991,1992
『カクレキリシタンの実像 : 日本人のキリ
スト教理解と受容』　宮崎賢太郎　吉川弘
文館　2015
『人生の秋に―ホイヴェルス随想選集』　ヘ
ルマン・ホイヴェルス　春秋社　2008
『カトリックとプロテスタント』　ホセ・
ヨンパルト　サンパウロ　1986, 2012

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
日本のすみずみまでに浸透しているキリスト教を歴史、文学、社会という
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３．教育・学習の方法（Course Methods）
　講義・体験学習・グループ活動などの併用。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　詳細は授業時に指示する。配付されたテキストやプリントを事前に読ん
でくる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度３０％、提出物３０％、定期試験４０％で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　「ノートルダム学」の導入教育、ノートルダムのミッション・
コミットメント（私たちの決意）を学ぶ、学習支援システムの利用
に関するガイダンス

第２回　ノートルダムでのコミュニケーション ～学内でのマナーとエ
チケット・挨拶、礼状～（キャリアセンター担当）

第３回　学歌で学ぶノートルダム・スピリット ～卒業後も英語で歌い
続けるために～（グレゴリー・ピーターソン先生・本学名誉教授に
よる英語指導を含む）

第４回　ノートルダムのシスターの生活と使命、教会でのミサとは
第５回　自校を知り、自分の将来に役立てる ～ノートルダムの歴史、徳

と知教育～
第６回　【土曜日実施・5月27日】華道に学ぶ　～心豊かな日常生活へ

の姿勢～（講師：笹岡 隆甫・華道未生流笹岡家元・本学客員教授）
第７回　キャリアデザインの実践　～４年間の大学生活をプランする～

（キャリアセンター担当）
第８回　聖母マリアの生活と現代社会 ～カトリック教会とノートルダ

ムの関係～
第９回　【土曜日実施・6月17日】教会に親しむ　～カトリック河原町

教会でのミサを体験～（カトリック教育センター担当）
第10回　グループ活動：ノートルダム、カトリック教会、日本伝統文化

（華道・茶道）に関することを中心とした「ノートルダム検定」の問
題を考える

第11回　【土曜日実施・7月1日】茶道に学ぶ ～もてなしの心と他者への
ふるまい～（講師：千 万紀子・茶道裏千家・本学客員教授）

第12回　グループ活動によって提出された「ノートルダム検定」をグ
ループ対抗でクイズ大会

第13回　「ノートルダム学」の授業で出会えた先生方への礼状の草稿提
出（自分が学んだことを文章にして伝えることの大切さ）

第14回　インターネット時代の人間関係のあり方（情報モラル教育を含
む）

第15回　レポートとしての礼状提出、ふりかえり活動、学歌の歌詞や
ミッション・コミットメントの確認

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
　土曜日の授業実施が3回ある。その場合、前日の金曜日の授業は行われな
い。土曜実施の日時については、配布プリントや掲示に従うこと。
　キャリアセンター担当、カトリック教育センター担当と明記された授業
以外は、ゲスト講師を招く授業も含めて「徳と知教育センター」が担当し、
15回すべての授業を、吉田智子（徳と知教育センター 教授）が統括する。

講義コード（Course Code） GCP1101A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GCP1101, 1000-101581

授 業 名（Course Title） 女性とライフキャリアＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 青木　加奈子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 特になし。

参考文献（References）

『女性とライフキャリア』　矢澤澄子・岡
村清子（編）　勁草書房　2009
『大学生のためのキャリアデザイン入門』　
岩上真珠・大槻奈巳（編）　有斐閣　2014
『国際比較 若者のキャリア』　岩上真珠
（編）　新曜社　2015
『キャリア開発論』　武石恵美子　中央経
済社　2016
『女性のためのライフプランニング [第２
版]』　田和真希　大学教育出版　2016
そのほか、講義内で紹介する。

備 考（Note）

５．授業予定（Course Schedule）
第１回　イントロダクション・旧約聖書（１）
第２回　旧約聖書（２）大洪水など
第３回　旧約聖書（３）モーセなど
第４回　旧約聖書（４）ユディトなど
第５回　旧約聖書（５）トビアスなど
第６回　マリア伝など
第７回　新約聖書（１）受胎告知など
第８回　新約聖書（２）キリストの洗礼など
第９回　新約聖書（３）受難伝など
第10回　新約聖書（４）復活など
第11回　新約聖書（５）ヨハネ黙示録など
第12回　諸聖人（１）マグダラのマリアなど
第13回　諸聖人（２）聖ゲオルギウスなど
第14回　諸聖人（３）聖ヒエロニムスなど
第15回　まとめ（歴史的概観）
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） GCP1100A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1111-GCP1100

授 業 名（Course Title）
ノートルダム学Ａ
～自校を知り、自分の将来を考える
～

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉田　智子. 片山　裕. 笹岡　隆甫
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリント配付

参考文献（References）

『レーゲンスブルクの船主の娘～カロリー
ナ・ゲルハルディンガー、イエスのマザー
テレジア、ノートルダム修道女会創立者
～』　シスターマルグリート塩田、シス
ターマグダレン野元　ノートルダム教育
修道女会　1992
『大学生のためのキャリアガイドブック』　
寿山泰二　他　北大路書房　2016

備 考（Note） 必修 クラス指定

講義コード（Course Code） GCP1100B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1111-GCP1100

授 業 名（Course Title）
ノートルダム学Ｂ
～自校を知り、自分の将来を考える
～

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉田　智子. 片山　裕. 笹岡　隆甫
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリント配付

参考文献（References）

『レーゲンスブルクの船主の娘～カロリー
ナ・ゲルハルディンガー、イエスのマザー
テレジア、ノートルダム修道女会創立者
～』　シスターマルグリート塩田、シス
ターマグダレン野元　ノートルダム教育
修道女会　1992
『大学生のためのキャリアガイドブック』　
寿山泰二　他　北大路書房　2016

備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　この授業は、時間的世界を見据えるキャリア教育（知育）と永遠的世界を
見据える自校教育（徳育）を組み合わせたものであり、受講者がノートルダ
ム精神（「時」と「永遠」の両方を見据えて生きる精神）の基礎を学び、知
性と品性を兼ね備えた人間になろうと常に自ら努力することを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　カトリック精神・日本伝統文化・現実社会の諸相を学ぶことを通じて、
ノートルダム精神の基礎を身につける。
　ノートルダムの「徳と知の精神」の体得を目指すことで、知性と品性を
兼ね備えた人間になる素養を身につける。
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講義コード（Course Code） GCP1500A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GCP1500, 1000-101556

授 業 名（Course Title） ホスピタリティ入門Ａ
おもてなしのルーツを探る

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 5：共生・協働する力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 岩田　真理子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） テキストは使用しない。都度、資料を配
布しながらすすめる。

参考文献（References） 別途指示

備 考（Note）
定員100人
英語英文学科は「ホスピタリティ論Ⅰ」
を履修すること

講義コード（Course Code） GCP1500B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GCP1500, 1000-101556

授 業 名（Course Title） ホスピタリティ入門Ｂ
おもてなしのルーツを探る

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 5：共生・協働する力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 岩田　真理子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） テキストは使用しない。都度、資料を配
布しながらすすめる。

参考文献（References） 別途指示

備 考（Note）
定員100人
英語英文学科は「ホスピタリティ論Ⅰ」
を履修すること

１．科目の教育目標（Course Description）
　「ホスピタリティ」という概念について多角的に探究する。「ホスピタリ
ティ」を受ける側の視点について主に取り上げ、理解を深める。それぞれ
が自分なりに「ホスピタリティ」について考え表現できることを目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・「ホスピタリティ」を考察する中で、人として大切なことについても学ぶ。
・文字面だけで理解するのではなく、授業態度も含め、日常生活でのホス
ピタリティを体得する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　パワーポイントを使用し、主に講義主体で進める。テーマに沿ったディ
スカッション・発表など随時取り入れる。毎回、小レポートによりホスピ
タリティを考察する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業で配布される資料をよく理解し、次週のテーマに関連性を持たせ考察
してくる。 日常生活でホスピタリティを出来るだけ実践する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　評価は、授業態度（30％）、小レポート（20％）、確認テスト（50％）に
基づいて総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション－ホスピタリティへのアプローチ－
ホスピタリティの概念を理解する。本講座で取り上げるホスピタリ
ティへのアプローチの方法を理解する。

第２回　ホスピタリティとは－言葉からのアプローチ－
「ホスピタリティ」の語源からアプローチする。ホスピタリティの定
義とはどのようなものであるのかを考察する。

第３回　ホスピタリティと人間－人間の感情とホスピタリティ－
ホスピタリティを提供する動物としての人間の存在からホスピタリ
ティを紐解いていく試みをする。

第４回　ホスピタリティと文化①－文化・感情表現・地域のおもてなし
－
ホスピタリティの表出の仕方、感じ方などに文化や時代による違い
など、地域や文化・文明による差異を考察してみる。

第５回　ホスピタリティと文化②－歴史とホスピタリティ－
ホスピタリティの歴史を考察する。時代の変遷と社会の変遷におい
てなにか変わりがあるのかないのかを考察する。

第６回　ホスピタリティと産業①－産業構造の変化とホスピタリティの
重要性－

講義コード（Course Code） GCP1101B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1112-GCP1101, 1000-101581

授 業 名（Course Title） 女性とライフキャリアＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 青木　加奈子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 特になし。

参考文献（References）

『女性とライフキャリア』　矢澤澄子・岡
村清子（編）　勁草書房　2009
『大学生のためのキャリアデザイン入門』　
岩上真珠・大槻奈巳（編）　有斐閣　2014
『国際比較 若者のキャリア』　岩上真珠
（編）　新曜社　2015
『キャリア開発論』　武石恵美子　中央経
済社　2016
『女性のためのライフプランニング [第２
版]』　田和真希　大学教育出版　2016
そのほか、講義内で紹介する。

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　学生生活を終えた後の長い人生を「いかに生きるか」を考えるために必要
な知識を得るとともに女性の特性を認識しながら自己のライフプラン、キャ
リアデザインを考えることを目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　自分の人生を主体的・自律的に生きるために必要な知識を身に付け、考
える力を養成する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・ライフキャリアの多様性を理解する（講義）。
・それぞれのライフキャリアの利点や課題をグループで考え発表する（グ
ループワーク）。
・人生の局面で遭遇する課題を理解したうえで、自分のライフキャリアプ
ランを作成する（個人ワーク）。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業中に次回までの課題を指示する。必ず準備して授業に臨むこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
期末レポート 40%、授業中の課題 40％、受講態度 20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション：ライフキャリアを考えるということ
第２回　「主体的な」ライフキャリアとはなにか？
第３回　日本女性の生き方の変化
第４回　女性が「働く」ということ
第５回　グループワーク①：問題提起とグループ分け
第６回　グループワーク②：正規雇用者としてのライフキャリアの利点

／問題点
第７回　グループワーク③：グループ作業
第８回　グループワーク④：グループ発表（前半）
第９回　グループワーク⑤：グループ発表（後半）／女性が参加するさ

まざまな社会活動
第10回　ケアと女性のライフキャリア
第11回　女性の貧困問題
第12回　DV被害を受けた女性たち（ゲストスピーカーの予定）
第13回　デンマーク女性のライフキャリア戦略
第14回　グローバル化と女性のライフキャリア
第15回　授業の確認：ライフキャリアプランを立てる
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・女性とライフキャリアＡ、Ｂは同じ内容である。前期ではＡを、後期で
はＢを受講すること。
・受講生の人数やゲストスピーカーの都合により、授業予定が変更になる
場合がある。事前に授業内で連絡するので、しっかり聞いておくこと。ま
た、時事問題を多く扱うため、学期開始後に授業内容を一部変更すること
もある（事前告知はする）。その旨理解して受講登録をすること。
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Reading Assignments: 20%
Quizzes: 20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction to ACTIVE Reading
第２回　A Restaurant for Change

Reading Skill: Predicting
第３回　Vocabulary Skill:Antonyms
第４回　Let's Make Blueberry Muffins

Reading Skill: Scanning
第５回　Vocabulary Skill: Irregular Past Tense Verbs

Real Life Skill :Reading Food Labels
第６回　Computer Beats Champs

Reading Skill: Reading for Details
第７回　Vocabulary Skill: The Prefixes com- and con-
第８回　The Most Useful Inventions

Reading Skill: Scanning
第９回　Vocabulary Skill: The Suffixes -ful and -less

Dictionary Skills: Identifying Parts of Speech
第10回　Want to Study Abroad?

Reading Skill: Using Subheadings to Predict Content
第11回　Vocabulary Skill: Compound Words
第12回　My Travel Journal

Reading Skill: Reading for Details
第13回　Vocabulary Skill: Adjectives Ending in -ed

Real Life Skill: Writing an English Journal
第14回　Review: The Freshman Fifteen

Fluency Strategy: SQ3R
第15回　Fluency Practice: Four Funny Inventions ; My Working Holiday
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The schedule for instruction will be flexible. The instructor will set the pace 
according to the unique characteristics of the class.

講義コード（Course Code） EGB1300B0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2111-EGB1300, 2000-201010

授 業 名（Course Title） Reading ⅠＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Sr. Mary Hope Billing
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Reading Power 2 Fourth Edition』　
Linda Jeffries & Beatrice S. Mikylecky　
Pearson Longman　2009

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The aim of this course is for students to begin developing the Skills and 
Strategies that are involved in the reading process. This course is not a 
translation course!  The acquiring of new vocabulary will be extremely 
important.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
The students will learn to read well, in English, using the following four 
means: 
1.  Extensive Reading - reading many books of your choice
2.  Vocabulary Building - learning new words
3.  Comprehension Skills learning to understand what you read
4.  Reading Faster learning to read faster and understand what you have 
read in English
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be conducted entirely in English.  Class activities will be 
done individually, in pairs or in small groups.  All assignments will re-enforce 
the points covered in class.
The schedule for instruction will be flexible.  The instructor will set the 
pace and the topics according to the unique characteristics of the class.  The 
following schedule is a suggestion.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to come to class with homework completed, textbook, 
papers, pencil, eraser, pen and any material that the teacher may have given 
to the students.

サービス産業、ホスピタリティ産業が求められる時代背景を産業構
造の変化を追いながら考える。

第７回　ホスピタリティと産業②－産業・社会の変化とホスピタリティ
を考える－
ホスピタリティ産業の変化を予測し、社会の変化にともなってホス
ピタリティ産業というものの変化を推測してみる。

第８回　ホスピタリティと産業③－エアラインにおけるホスピタリティ
－
航空機を運航する商品とはどのような特徴があるのかを考える。実
際のエアライン（ANA）をモデルとして考えてみる。

第９回　ホスピタリティとチームワーク－チームの力と個人の力－
企業や地域社会など、ホスピタリティをチームで生み出す為に必要
な要素とは何かを検討する。

第10回　ホスピタリティとコミュニケーション－相互作用を生み出すコ
ミュニケーション－
ホスピタリティを相手に伝えるためにはコミュニケーション能力が
重要となることを理解する。

第11回　点と点をむすぶホスピタリティマインド－地域とホスピタリ
ティとの関係－
人は航空機によって点と点を移動する。地域と航空輸送との関係か
らホスピタリティを考える。

第12回　ホスピタリティと観光産業①－観光産業で発揮されるホスピタ
リティ－
ホスピタリティが観光産業の中で発揮されるべきこととその必要性
を考える。

第13回　ホスピタリティと観光産業②－旅行者心理を考える－
観光の主体である旅行者についてとりあげ、旅行者にとってのホス
ピタリティはどのようにあるべきかを考える。

第14回　ホスピタリティと観光産業③－現在の（場所）での観光産業で
ホスピタリティが発揮できるもの－
観光および航空輸送に焦点をあてて演習を組み込みながら観光客に
対するホスピタリティを考える。

第15回　確認テストとまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） EGB1300A0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2111-EGB1300, 2000-201010

授 業 名（Course Title） Reading ⅠＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） York Weatherford
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『ACTIVE Skills for Reading 1』　Neil J. 
Anderson　Heinle Cengage　2013

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The aim of this course is for students to begin developing the skills needed 
for success in academic contexts. Reading skills will be taught in thematically 
organized units to promote fluency and accuracy. Critical reading skills will 
also be developed. In addition, students will also increase their receptive 
and productive vocabulary.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Active participation in all classroom-based activities is required. These 
include reading clozes, scanning and skimming activities, comprehension 
tasks, and identifying main ideas and their details. Students are expected 
to learn 500 new words in the first semester.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
In-class tasks will be completed individually, in pairs, and in small groups. 
Students will develop grammar and vocabulary knowledge through reading-
based tasks.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students will be required to prepare for classes by completing homework 
assignments on time.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Classroom Participation: 60%
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５．授業予定（Course Schedule）
第１回　授業の方針などの説明
第２回　Unit 1, Welcome to Britain
第３回　Unit 1, Welcome to Britain, Quize
第４回　Unit 2, London （1）
第５回　Unit 2, London（1）, Quize
第６回　Unit 3, London （2）
第７回　Unit 3, London （2）, Quize
第８回　Unit 4, London （3）
第９回　Unit 4, London （3）, Quize
第10回　Unit 5, In the Heart of England
第11回　Unit 5, In the Heart of England, Quize
第12回　Unit 6, Manchester
第13回　Unit 6, Manchester, Quize
第14回　Unit 7, York and Haworth
第15回　Unit 7, York and Haworth, Quize
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
必ず、予習をする。辞書をもって授業に出席すること。遅刻、欠席は特別
事がない限り避ける。尚、遅刻は、授業開始15分以内とする。

講義コード（Course Code） EGB1350A0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2111-EGB1350, 2000-201011

授 業 名（Course Title） Reading ⅡＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） York Weatherford
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『ACTIVE Skills for Reading 1』　Neil J. 
Anderson　Heinle Cengage　2013

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The aim of this course is for students to continue developing the skills needed 
for success in academic contexts. Reading skills will be taught in thematically 
organized units to promote fluency and accuracy. Critical reading skills will 
also be developed. In addition, students will increase their receptive and 
productive vocabulary.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Active participation in all classroom-based activities is required. These 
include reading clozes, scanning and skimming activities, comprehension 
tasks, and identifying main ideas and their details.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
In-class tasks will be completed individually, in pairs, and in small groups. 
Students will develop grammar and vocabulary knowledge through reading-
based tasks.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students will be required to prepare for classes by completing homework 
assignments on time.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Classroom Participation: 60%
Reading Assignments: 20%
Quizzes: 20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Course Introduction
第２回　A Student Budget

Reading Skill: Skimming for Main Ideas
第３回　Vocabulary Skill: The Pre xes in- and ex-
第４回　My Money

Reading Skill: Identifying Supporting Details
第５回　Vocabulary Skill:Words Relating to Money

Real Life Skill: Creating a Personal Budget
第６回　Cell Phone Etiquette

Reading Skill: Identifying Transition Words
第７回　Vocabulary Skill: Using Transition Words
第８回　Smartphone Apps for Travelers

Reading Skill: Making Inferences
第９回　Vocabulary Skill: Word Webs

・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Late assignments will have ten points deducted from the grade for that 
assignment.
The final grade will be determined as follows:  
　Homework and Classwork 40%
　Tests and Quizzes 30%
　Extensive Reading Book Reports 30%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction and Explanation of the Reading I B Course with 
Requirements and Expectations.  Reading Questionnaire, Discussion 
of Questionnaire, Explanation of Extensive Reading and Why It Is 
Important

第２回　Extensive Reading, How to Work with New Words in Your 
Vocabulary, Guidelines for Learning New Vocabulary,

第３回　Extensive Reading, Previewing,
第４回　Extensive Reading, Faster Reading
第５回　Extensive Reading, Learning New Words from Your Reading
第６回　Extensive Reading, Learning New Words from Your Reading, 

Scanning
第７回　Extensive Reading, Guessing Meaning from Context,
第８回　Extensive Reading, Faster Reading
第９回　Extensive Reading, Making Inferences
第10回　Extensive Reading, Word parts, Focus on Vocabulary
第11回　Extensive Reading, Word parts, Prefixes and Suffixes
第12回　Extensive Reading, How words Are Used Together
第13回　Extensive Reading, Focusing on the Topic,
第14回　Extensive Reading, How Words Work in Sentences
第15回　Extensive Reading, Understanding Paragraphs, Faster Reading
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
This course schedule will be flexible based on the needs of the students

講義コード（Course Code） EGB1300C0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2111-EGB1300, 2000-201010

授 業 名（Course Title） Reading ⅠＣ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉野　啓子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Passport to Britain』　Mark Jewel　
Asahi Press　2011

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The readings and assignments in this class will cover a variety of topics and 
a variety of reading skills.    Reading skills will be taught to promote fluency 
and accuracy.  These skills will hopefully lead to success in the reading of 
academic texts.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
The aim of this course to help the students develop reading skills that will 
be useful in their further academic studies and any reading that they may 
do later in their life.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Students will complete all in class tasks and homework assignments on time.  
These tasks and assignments may be done individually, in pairs or in small 
groups.  Each of these tasks and assignments will re-enforce the reading 
skills that the students are developing.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to come to class with homework completed, textbook, 
paper, pencil, eraser, pen and any material that the teacher may have given 
to the students.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Student assessment will be based on the successful completion of class 
activities（30％）, homework assignments（40％）, and quizes（30％）.  Students 
must meet the teacher’s attendance requirements in order to receive a 
passing grade.
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第４回　Extensive Reading, Understanding Paragraphs, Faster Reading, 
Guidelines for Reading Faster

第５回　Extensive Reading, Understanding Paragraphs, Faster Reading, 
Guessing Meaning from Context

第６回　Extensive Reading, Understanding Paragraphs, Faster Reading, 
Word Parts

第７回　Extensive Reading, Understanding Paragraphs, Faster Reading, 
How Words Are Used Together

第８回　Extensive Reading, Identifying the Pattern, Faster Reading, 
How Words Work in Sentences
Previewing

第９回　Extensive Reading, Identifying the Pattern, Faster Reading, 
Previewing

第10回　Extensive Reading, Identifying the Pattern, Faster Reading, 
Scanning

第11回　Extensive Reading, Identifying the Pattern, Faster Reading, 
Making Inferences

第12回　Extensive Reading, Thinking in English, Faster Reading, 
Focusing on the Topic

第13回　Extensive Reading, Thinking in English, Faster Reading, 
Identifying the Pattern

第14回　Extensive Reading, Thinking in English, Faster Reading, 
Thinking Ahead While Reading

第15回　Extensive Reading, Thinking in English, Faster Reading, Review 
and Summary

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
This course schedule will be flexible based on the needs of the students.

講義コード（Course Code） EGB1350C0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2111-EGB1350, 2000-201011

授 業 名（Course Title） Reading ⅡＣ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉野　啓子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Passport　to Britain』　Mark Jewel　
Asahi Press　

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The readings and assignments in this class will cover a variety of topics and 
a variety of reading skills.    Reading skills will be taught to promote fluency 
and accuracy.  These skills will hopefully lead to success in the reading 
of academic texts.  This  course is a continuation of the skills introduced, 
practiced and developed in reading I C.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
The aim of this course to help the students develop reading skills that will 
be useful in their further academic studies and any reading that they may 
do later in their life.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Students will complete all in class tasks and homework assignments on time.  
These tasks and assignments may be done individually, in pairs or in small 
groups.  Each of these tasks and assignments will re-enforce the reading 
skills that the students are developing.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to come to class with homework completed, textbook, 
paper, pencil, eraser, pen and any material that the teacher may have given 
to the students.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
2時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Student assessment will be based on the successful completion of class 
activities, homework assignments, and tests.    Students must meet the 
teacher’s attendance requirements in order to receive a passing grade.
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Unit 8、The Lake District
第２回　Unit 8、まとめとQuize
第３回　Unit 9、The Roman　Frontier
第４回　Unit 9、まとめとQuize

Real Life Skill: Reading Blogs
第10回　The Olympic Flame

Reading Skill: Skimming for the Main Idea
第11回　Vocabulary Skill: The Suf x -ment
第12回　Unusual Olympic Sports

Reading Skill: Reading for Details
第13回　Vocabulary Skill: Words Relating to Sports

Real Life Skill: Understanding Punctuation
第14回　Review: Not Your Regular Scholarship

Fluency Strategy: KWL
第15回　 Fluency Practice: Real Mail vs. Email Magazine article; Selecting 

the Olympic Sports
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The schedule for instruction will be flexible. The instructor will set the pace 
according to the unique characteristics of the class.

講義コード（Course Code） EGB1350B0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2111-EGB1350, 2000-201011

授 業 名（Course Title） Reading ⅡＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Sr. Mary Hope Billing
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Reading Power 2 Fourth Edition』　
Linda Jeffries & Beatrice S. Mikylecky　
Pearson Longman　2009

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The aim of this course is for students to begin developing the Skills and 
Strategies that are involved in the reading process. of daily life.  This 
course is not a translation course!  The acquiring of new vocabulary will be 
extremely important.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
The students will learn to read well, in English, using the following four 
means:
1.  Extensive Reading - reading many books of your choice
2.  Vocabulary Building - learning new words
3.  Comprehension Skills learning to understand what you read
4.  Reading Faster learning to read faster and understand what you have 
read in English
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be conducted entirely in English.  Class activities will be 
done individually, in pairs or in small groups.  All assignments will re-enforce 
the points covered in class.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to come to class with homework completed, textbook, 
papers, pencil, eraser, pen and any material that the teacher may have given 
to the students.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Late assignments will have ten points deducted from the grade for that 
assignment.
The final grade will be determined as follows:  
　Homework and Classwork    40% 
　Tests and Quizzes 30%
　Extensive Reading Book Reports 30%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　The schedule for instruction will be flexible. The instructor will 
set the pace and the topics according to the unique characteristics 
of the class.  The following schedule is a suggestion.
1. Introduction and Explanation of the Reading II B Course with 
Requirements and Expectations. Extensive Reading, How Words 
Work in Sentences, Guidelines for Learning New Vocabulary in your 
Reading

第２回　Extensive Reading, How Words Work in Sentences, Fiction and 
Nonfiction

第３回　Extensive Reading, How Words Work in Sentences, Books
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講義コード（Course Code） EGB1301B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2111-EGB1301, 2000-201020

授 業 名（Course Title） Writing ⅠＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 田中　祐子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Writing Facilitator／構造から学べるパラ
グラフ・ライティング入門』　静哲人　松
柏社　2003

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
この授業は、将来、英文で学術的なエッセイや文章を書くための準備とし
て、さまざまなパラグラフの書き方の練習を通じて、自分の主張を英語的
なパラグラフとして効果的に表現することを目標とします。授業では各ユ
ニットのテーマを踏まえたパラグラフの構造を理解し、書き方を練習しま
す。表現力を高めるために和文英訳の練習も行うので、辞書等を持参のこ
と。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．テキストに沿って様々なテーマのパラグラフの表現方法を学ぶ
２．パラグラフライティングの練習
３．語彙力と表現力の強化
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキストのモデル・パラグラフの構造の把握および読解と、英作文を行っ
ていきます。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回、前もってテキストに目を通しておくこと。気になる点を授業で確認
するようにして下さい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業への参加度と貢献度：30％ 　
授業内発表・テスト・提出課題：70％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction
第２回　Unit 1 A Paragraph as a Product（パラグラフの論理展開の基

本的パタンの学習）
第３回　Unit 1 A Paragraph as a Product（パラグラフと段落の構造の

違いの確認と検討）
第４回　Unit 2 Writing a Topic SentenceUnit（主題文の学習）
第５回　Unit 2 Writing a Topic SentenceUnit（主題文の作文と検討）
第６回　Unit 3 Writing Supporting Sentences（支持文の学習）
第７回　Unit 3 Writing Supporting Sentences（指示文の作文と検討）
第８回　Unit 4 Writing a Concluding Sentence（結論文の学習）
第９回　Unit 4 Writing a Concluding Sentence（結論文の作文と検討）
第10回　The Process of Paragraph Writing
第11回　Unit 5 Explaining Your Character（自分の性格を説明するパラ

グラフの作文）
第12回　Unit 5 Explaining Your Character（パラグラフの検討）
第13回　Unit 6 Describing Your Daily Life（自分の大学生活を述べるパ

ラグラフの作文）
第14回　Unit 6 Describing Your Daily Life（パラグラフの検討とグルー

プワーク）
第15回　Summary
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

第５回　Unit 10、Edinburgh
第６回　Unit 10、まとめとQuize
第７回　Unit 11、Loch Ness
第８回　Unit 11、まとめとQuize
第９回　Unit 12、Islay and Skye
第10回　Unit 12、まとめとQuize
第11回　Unit 13、Orkney
第12回　Unit 13、まとめとQuize
第13回　Unit 14、Northern Ireland
第14回　Unit 14、まとめとQuize
第15回　Unit 15、Wales
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The course schedule will be flexible based on the needs of the class.  Each 
of the following skills will be introduced, practiced and developed at a speed 
compatible with the learning style of the students in the class.   The skills 
will be introduced, practiced and developed in the order needed by the class.

講義コード（Course Code） EGB1301A0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2111-EGB1301, 2000-201020

授 業 名（Course Title） Writing ⅠＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Robert　Kritzer
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Great Writing 2 Great Paragraphs』　
Folse et al.　National Geographic 
Learning/Cengage Learning　2014

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
This is a course in paragraph-writing.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will learn how to write well-organized, grammatically correct 
paragraphs.They will be introduced to the concepts of topic sentences and 
supporting sentences.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Students will work in pairs and individually.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students will do the assigned homework.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
30%participation
70% written work
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Course Introduction
第２回　Paragraphs: studying example paragraphs
第３回　Paragraphs: grammar for writing
第４回　Original writing
第５回　Developing ideas: studying example paragraphs
第６回　Developing ideas: grammar for writing
第７回　Original writing
第８回　Topic sentences: studying topic sentences
第９回　Topic sentences: practicing topic sentences
第10回　Original writing
第11回　Studying supporting and concluding sentences
第12回　Practicing supporting and concluding sentences 2
第13回　Original writing
第14回　Paragraph review: grammar review
第15回　Paragraph review: paragraph writing
６．定期試験（Final Exam）

７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） EGB1351A0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2111-EGB1351, 2000-201021

授 業 名（Course Title） Writing ⅡＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Robert　Kritzer
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Great Writing 2 Great Paragraphs』　
Folse et al.　National Geographic 
Learning/Cengage Learning　2

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
This is a course in paragraph writing.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will learn how to write well-organized, grammatically correct 
paragraphs.They will be introduced to the concepts of topic sentences and 
supporting sentences.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Students will work in pairs and individually.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students will do the assigned homework.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
30% participation
70% written work
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Definition paragraphs: studying paragraphs
第２回　Definition paragraphs: studying grammar
第３回　Original writing
第４回　Process paragraphs: studying paragraphs
第５回　Process paragraphs: studying grammar
第６回　Original writing
第７回　Descriptive paragraphs: studying paragraphs
第８回　Descriptive paragraphs: studying grammar
第９回　Original writing
第10回　Opinion Paragraphs: studying paragraphs
第11回　Opinion Paragraphs: studying grammar
第12回　Original writing
第13回　Narrative paragraphs: studying paragraphs
第14回　Narrative paragraphs: studying grammar
第15回　Original writing
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） EGB1351B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2111-EGB1351, 2000-201021

授 業 名（Course Title） Writing ⅡＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 田中　祐子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Writing Facilitator／構造から学べるパラ
グラフ・ライティング入門』　静哲人　松
柏社　2003

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
この授業は、将来、英文で学術的なエッセイや文章を書くための準備とし
て、さまざまなパラグラフの書き方の練習を通じて、自分の主張を英語的
なパラグラフとして効果的に表現することを目標とします。授業では各ユ
ニットのテーマを踏まえたパラグラフの構造を理解し、書き方を練習しま
す。表現力を高めるために和文英訳の練習も行うので、辞書等を持参のこ
と。

講義コード（Course Code） EGB1301C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2111-EGB1301, 2000-201020

授 業 名（Course Title）
Writing ⅠＣ
Active Aproach to Paragraph 
Writing

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 橘堂　弘文
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Primary Course on Paragraph Writing』　
松本健治　成美堂　2008
　

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
この授業は、将来、英文で学術的なエッセイや文章を書くための準備とし
て、さまざまなパラグラフの書き方の練習を通じて、自分の主張を英語的
なパラグラフとして効果的に表現することを目標とします。授業では各ユ
ニットのテーマを踏まえたパラグラフの構造を理解し、書き方を練習しま
す。表現力を高めるために和文英訳の練習も行うので、辞書等を持参のこ
と。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．テキストに沿って様々なテーマのパラグラフの表現方法を学ぶ
２．パラグラフライティングの練習
３．語彙力と表現力の強化
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキストのモデル・パラグラフの構造の把握および読解と、英作文を行っ
ていきます。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回、前もってテキストに目を通しておくこと。気になる点を授業で確認
するようにして下さい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業の参加度：20％ 　
Essays and classroom performance：70％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction 授業の進め方の説明・課題プリントの配布など
第２回　Writing Process
第３回　Pre-writing activity
第４回　For writing a draft
第５回　Revising & Editing
第６回　Family & Friends
第７回　My hometown
第８回　Last weekend
第９回　Music & Sports
第10回　Japan & UK
第11回　University Life
第12回　What is love?
第13回　Later marriage
第14回　Basics of Essay Writing
第15回　Writing your Essay
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回、前もってテキストに目を通しておくこと。気になる点を授業で確認
するようにして下さい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業の参加度：20％ 　
Vocabulary Qiise10%
Essays and classroom performance：70％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction
第２回　Drafting
第３回　Proof reading
第４回　Naratives
第５回　Description
第６回　Classification
第７回　Contract
第８回　Problem solving
第９回　Casuse & Effect
第10回　Personal opinion
第11回　Essay writing
第12回　E-mail messages
第13回　Resume writing
第14回　Writing a Review
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） EGB1302A0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2111-EGB1302, 2000-201031

授 業 名（Course Title） Listening ⅠＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） York Weatherford
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Top-Up Listening 2 Second Edition』　
Chris Cleary, Terry Cooney, Bill Holden　
Abax　2015

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The aim of this course is for students to begin developing the skills needed 
to comprehend spoken English.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Active participation in all classroom activities is required. These activities 
include pre-listiening, listening, and post-listening tasks.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be conducted entirely in English. In-class activities will be 
completed individually, in pairs, and in small groups.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to complete their homework on time. Homework 
assignments include vocabulary study, extensive listening, and preparation 
for in-class activities.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Student assessment will be based on a the following:
Class Participation: 40%
Assignments: 30%
Quizzes and Tests: 30%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Course Introduction
第２回　Meeting and greeting people, Sentence stress
第３回　Likes and dislikes, Sentence stress
第４回　Making travel arrangements, Weak forms
第５回　Money and prices, Weak vowels
第６回　Buying things in a shop, Linking sounds
第７回　Describing your family, Sentence stress
第８回　Ordering food and drink, Mixed sounds
第９回　Talking about the weekend, Disappearing sounds

２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．テキストに沿って様々なテーマのパラグラフの表現方法を学ぶ
２．パラグラフライティングの練習
３．語彙力と表現力の強化
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキストのモデル・パラグラフの構造の把握および読解と、英作文を行っ
ていきます。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回、前もってテキストに目を通しておくこと。気になる点を授業で確認
するようにして下さい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業への参加度と貢献度：30％ 　
授業内発表・テスト・提出課題：70％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　前期の見直し
第２回　Unit 7 Expressing an Opinion（自分の意見を述べるパラグラフ

をいかに組み立てるかの学習と作文）
第３回　Unit 7 Expressing an Opinion（パラグラフの検討）
第４回　Unit 8 Giving Advice and Instructions（物事の方法や手順を説

明するパラグラフの作文）
第５回　Unit 8 Giving Advice and Instructions（パラグラフの検討とグ

ループワーク）
第６回　Unit 9 Comparing and Contrasting（物事を比較対象するパラ

グラフの作文）
第７回　Unit 9 Comparing and Contrasting（パラグラフの検討）
第８回　Unit 10 Explaining Japanese Culture（日本の食文化について）
第９回　Unit 10 Explaining Japanese Culture（日本の習慣について）
第10回　Unit 10 Explaining Japanese Culture（パラグラフの検討とグ

ループワーク）
第11回　Unit 11 Describing Data Expresssed in Graphs（図や表の情報

を説明するパラグラフの学習）
第12回　Unit 12 Summarizing What You Have Read（要約と引用の仕

方についての学習）
第13回　Unit 12 Summarizing What You Have Read（要約してパラグ

ラフにまとめる練習）
第14回　Unit 12 Summarizing What You Have Read（パラグラフの検

討）
第15回　Summary
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） EGB1351C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2111-EGB1351, 2000-201021

授 業 名（Course Title） Writing ⅡＣ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 橘堂　弘文
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Primary Course on Paragraph Writing』　
松本　成美堂　2010

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
この授業は、将来、英文で学術的なエッセイや文章を書くための準備とし
て、さまざまなパラグラフの書き方の練習を通じて、自分の主張を英語的
なパラグラフとして効果的に表現することを目標とします。授業では各ユ
ニットのテーマを踏まえたパラグラフの構造を理解し、書き方を練習しま
す。表現力を高めるために和文英訳の練習も行うので、辞書等を持参のこ
と。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．テキストに沿って様々なテーマのパラグラフの表現方法を学ぶ
２．パラグラフライティングの練習
３．語彙力と表現力の強化
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキストのモデル・パラグラフの構造の把握および読解と、英作文を行っ
ていきます。
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according to the needs and abilities of the class.

講義コード（Course Code） EGB1302C0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2111-EGB1302, 2000-201031

授 業 名（Course Title） Listening ⅠＣ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Sr. Mary Hope Billing
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Interchange 2, fourth edition』　Jack C. 
Richards　Cambridge University Press　
2013

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
Through various activities the students will develop their ability to listen 
to and to understand English conversations that could occur in the events 
and activities of daily life.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
The aim of this course is to help the students develop English listening skills 
so that they will be able to listen to and understand conversations, news 
programs, music and movies in their daily lives.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be conducted entirely in English.  Class activities will be 
done individually, in pairs or in small groups.  All assignments will re-enforce 
the points covered in class.
Each week we will listen to and discuss a section of a movie, a news program, 
a song or various conversations in English.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to come to class with homework completed, textbook, 
papers, pencil, eraser, pen and any material that the teacher may have given 
to the students.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Late assignments will have ten points deducted from the grade for that 
assignment.
A listening exam will be given at mid-term and at the end of the term.
The final grade will be determined as follows:
　Homework and Classwork 30% 
　Tests and Quizzes 30%
　Listening  Exams 40%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction and Explanation of the Listening I Course with  
Requirements and Expectations.
A Time to remember:  Reduced form of used to; listen to and discuss 
conversations

第２回　Time to remember:  Listen to people talk about their past; listen 
to and discuss a news program

第３回　Caught in the rush:  Syllable stress; listen to and discuss a 
section of a movie:

第４回　Caught in the rush:  Listen to a description of a transportation 
system;  listen to and discuss a song

第５回　Time for a change:  Unpronounced vowels; listen to and discuss 
conversations

第６回　Time for a change: Listen to people talk about capsule hotels;  
listen to and discuss a news program

第７回　I’ve never heard of that:  Consonant clusters listen to and discuss 
a section of a movie:

第８回　I’ve never heard of that:  Listen to descriptions of foods; listen 
to and discuss a song

第９回　Going places: Linked sounds with /w/ and /y/; listen to and 
discuss conversations

第10回　Going places:  Listen to ravel advice; ;  listen to and discuss a 
news program

第11回　OK, No Problem:  Stress in two-part verbs; listen to and discuss 
a section of a movie:

第12回　OK, No Problem:  Listening to the results of a survey about 
family life; listen to and discuss a song

第13回　What’s This For?:  Syllable stress; list to radio program; listen 
to and discuss conversations

第10回　Understanding phone calls, Dropped sounds
第11回　Describing occupations, Sentence stress
第12回　Following directions, Sentence stress
第13回　Describing daily routines, Weak vowels
第14回　Buying tickets over the phone, Weak forms
第15回　Describing location/objects in a room, Guessing meaning 

through patterns
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The schedule for instruction will be flexible. The instructor will set the pace 
according to the needs and abilities of the class.

講義コード（Course Code） EGB1302B0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2111-EGB1302, 2000-201031

授 業 名（Course Title） Listening ⅠＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Jacoba　Akazawa
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Sounds Good. On track to Listening 
Success. Student Book 1』　Ken Beatty 
& Peter Tinker　Pearson Longman　2009

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
This course focuses mainly on extending student’s listening ability.
It will give the students a variety of listening opportunities including 
conversations, songs, radio shows, movies, YouTube clips, interviews, and 
discussions. In addition to American English students will be exposed to 
accents from other English speaking countries as well as non-native speaker 
accents.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will be expected to participate in a variety of activities in pairs and 
groups interacting in English. There will be weekly listening tests a good 
preparation for future TOEIC tests.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be conducted entirely in English. In-class activities will be 
completed individually, in pairs, and in small groups.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should maximize their exposure to English outside of class through 
activities such as listening to songs and watching movies in English.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Students will be evaluated based on class participation, being active, attentive 
and using English only.
Final listening quiz 40%
Class participation 20%
Song presentation 20%
Movie clip presentation 20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Nice to meet you.
第２回　You have a great place!
第３回　I’m looking for a bookstore.
第４回　Review Test 1
第５回　Let’s get together!
第６回　How can I help you?
第７回　My train’s at two o’clock.
第８回　It’s my favorite food.
第９回　She has blue eyes.
第10回　Black T-shirts are trendy
第11回　Review Test 2
第12回　It’s a great job!
第13回　It’ll be hot and humid.
第14回　Tell me about your friend.
第15回　Final listening test and evaluation.
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The schedule for instruction will be flexible. The instructor will set the pace 
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講義コード（Course Code） EGB1352B0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2111-EGB1352, 2000-201032

授 業 名（Course Title） Listening ⅡＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Jacoba　Akazawa
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『 Sounds Good. On track to listening 
success. Student Book 2 』　Ken Beatty 
& Peter Tinker　Pearson Longman　2009

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
This course focuses mainly on extending student’s listening ability.
It will give the students a variety of listening opportunities including 
conversations, songs, radio shows, movies, YouTube clips, interviews, and 
discussions. In addition to American English students will be exposed to 
accents from other English speaking countries as well as non-native speaker 
accents.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will be expected to participate in a variety of activities in pairs and 
groups interacting in English. There will be weekly listening tests a good 
preparation for future TOEIC tests.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be conducted entirely in English. In-class activities will be 
completed individually, in pairs, and in small groups.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should maximize their exposure to English outside of class through 
activities such as listening to songs and watching movies in
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Students will be evaluated based on class participation, being active, attentive 
and using English only.
Final listening quiz 40%
Class participation 20%
Song presentation 20%
Movie clip presentation 20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Nice to meet you.
第２回　What’s new?
第３回　Where can I catch a taxi?
第４回　I need to reschedule.
第５回　Review Test 1
第６回　Do you have a hobby?
第７回　You need a passport.
第８回　May I see the menu?
第９回　Does it hurt?
第10回　Review Test 2
第11回　How much is this watch?
第12回　What does it do?
第13回　Who won the match?
第14回　You’re very energetic.
第15回　Final listening test and evaluation.
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

第14回　What’s This For?:  listen to people give suggestions for the use 
of technology; listen to and discuss a news program

第15回　Let’s Celebrate:  Stress and rhythm, listen to a description of 
Carnaval in Brazil. Listen to and discuss a song

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
This course schedule will be flexible based on the needs of the students.

講義コード（Course Code） EGB1352A0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2111-EGB1352, 2000-201032

授 業 名（Course Title） Listening ⅡＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） York Weatherford
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Top-Up Listening 2 Second Edition』　
Chris Cleary, Terry Cooney, Bill Holden　
Abax　2015

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The aim of this course is for students to continue developing the skills needed 
to comprehend spoken English.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Active participation in all classroom activities is required. These activities 
include pre-listiening, listening, and post-listening tasks.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be conducted entirely in English. In-class activities will be 
completed individually, in pairs, and in small groups.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to complete their homework on time. Homework 
assignments include vocabulary study, extensive listening, and preparation 
for in-class activities.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Student assessment will be based on a the following:
Class Participation: 40%
Assignments: 30%
Quizzes and Tests: 30%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Following a news broadcast, Linking sounds
第２回　Talking about school subjects, Blended sounds
第３回　Buying an airline ticket, Dropped sounds
第４回　Giving instructions, weak vowels
第５回　Meeting people in formal situations, Mixed sounds
第６回　Describing current actions, Sentence stress
第７回　Greeting friends and making small talk, Helping sounds
第８回　Talking about the future, Casual English: gonna
第９回　Asking for information, Sentence stress
第10回　Describing foods, Sentence stress
第11回　Describing different places, Shared sounds
第12回　Large numbers, Understanding tone groups
第13回　Holiday plans, Weak forms
第14回　Giving directions, Vowel intrusion
第15回　Asking for information, Blended sounds
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The schedule for instruction will be flexible. The instructor will set the pace 
according to the needs and abilities of the class.



─ 60 ─

第15回　What’s your excuse?:  Reduction of had and would; listen for 
excuses; listen to and discuss a movie

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
This course schedule will be flexible based on the needs of the students.

講義コード（Course Code） EGB1303A0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2111-EGB1303, 2000-201041

授 業 名（Course Title） Speaking ⅠＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） York Weatherford
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Communication Spotlight Second 
Edition: High-Beginner』　Alastair 
Graham-Marr　Abax　2013

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The aim of this course is for students to begin developing the skills needed 
to communicate effectively in English. Students will also gain confidence in 
speaking with people from a variety of backgrounds.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Active participation in all classroom activities is required. These activities 
include conversations, discussions, presentations, debates, and communication 
games.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be conducted entirely in English. In-class activities will be 
completed individually, in pairs, and in small groups.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to complete their homework on time. Homework 
assignments include vocabulary study and preparation for in-class activities.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Student assessment will be based on a the following:
Class Participation: 40%
Assignments: 30%
Quizzes and Tests: 30%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction to the course
第２回　Classroom English
第３回　Talking about likes and dislikes
第４回　Asking for repetition
第５回　Fluency with money and prices
第６回　Asking questions
第７回　Describing your family
第８回　Repeating key information
第９回　Taking about the weekend
第10回　Asking questions for involvement
第11回　Describing occupations
第12回　Using examples
第13回　Describing a location/objects in the room
第14回　Shadowing
第15回　Review
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The schedule for instruction will be flexible. The instructor will set the pace 
according to the needs and abilities of the class.

講義コード（Course Code） EGB1352C0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2111-EGB1352, 2000-201032

授 業 名（Course Title） Listening ⅡＣ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Sr. Mary Hope Billing
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Interchange 2, fourth edition』　Jack C. 
Richards　Cambridge University Press　
2013

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
Through various activities the students will develop their ability to listen 
to and to understand English conversations that could occur in the events 
and activities of daily life.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
The aim of this course is to help the students develop English listening skills 
so that they will be able to listen to and understand conversations, news 
programs, music and movies in their daily lives.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be conducted entirely in English.  Class activities will be 
done individually, in pairs or in small groups.  All assignments will re-enforce 
the points covered in class.
Each week we will listen to and discuss a section of a movie, a news program, 
a song or various conversations in English.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to come to class with homework completed, textbook, 
papers, pencil, eraser, pen and any material that the teacher may have given 
to the students.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Late assignments will have ten points deducted from the grade for that 
assignment.
A listening exam will be given at mid-term and at the end of the term.
The final grade will be determined as follows:  
　Homework and Classwork 30% 
　Tests and Quizzes 30%
　Listening Exams 40%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction and Explanation of the Listening I Course with  
Requirements and Expectations.
Times have changed:  Intonation in statements with time phrases; 
listen to and discuss conversations

第２回　Times have changed:  Listen to people talk about changes; listen 
to and discuss a news program

第３回　I hate working on weekends:  Unreleased and released /t/ and 
/d/; listen to and discuss a song

第４回　I have working on weekends:  Listen to people talk about their 
job preferences, listen to and discuss a section of a movie

第５回　It’s really worth seeing:  The letter o ; listen to descriptions of 
monuments, listen to and discuss conversations

第６回　It’s really worth seeing:  Listen for information about a country; 
listen to and discuss a news program

第７回　What happened?:  Contrastive stress in responses; listen to and 
discuss a song

第８回　What happened?:  Listen to stories about unexpected 
experiences; listen to and discuss a section of a movie

第９回　Good book, terrible movie:  Emphatic stress; listen to and discuss 
conversations

第10回　Good book, terrible movie:  Listen for opinions; listen to a movie 
review; listen to and discuss a news program

第11回　So that’s what it means:  Pitch, listen to people talk about the 
meaning of signs; listen to and discuss a song

第12回　So that’s what it means:  listen to people talk about the meaning 
of signs; listen to and discuss a section of a movie

第13回　What would you do?:  Reduction of have; Listen to people talk 
about predicaments; listen to and discuss conversations

第14回　What would you do?:  Listening to a call-in radio show; listen 
to and discuss a news program
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講義コード（Course Code） EGB1303C0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2111-EGB1303, 2000-201041

授 業 名（Course Title） Speaking ⅠＣ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Sr. Mary Hope Billing
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Interchange 2, fourth edition』　Jack C. 
Richards　Cambridge University Press　
2013

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
Through conversations, presentations and various activities students will 
develop their ability to speak English confidently.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
The aim of this course is to help the students develop English speaking skills 
that they will be able to use in their daily lives.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be conducted entirely in English.  Class activities will be 
done individually, in pairs or in small groups.  All assignments will re-enforce 
the points covered in class.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to come to class with homework completed, textbook, 
loose leaf paper, pencil, eraser, pen and any material that the teacher may 
have given to the students.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Late assignments will have ten points deducted from the grade for that 
assignment.
An oral exam will be given at mid-term and at the end of the term.
The final grade will be determined as follows: 
　Homework and Classwork 30% 
　Tests and Quizzes 30%
　Oral Exams 40%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction and Explanation of the Speaking I Course with  
Requirements and Expectations.
A Time to Remember:  Exchanging personal information; people, 
childhood, memories

第２回　A Time to Remember:  Remembering your childhood; asking 
someone about their childhood

第３回　Caught in the Rush:  Transportation; transportation problems
第４回　Caught in the Rush:  Evaluating city services; asking for and 

giving information
第５回　Time for a Change:  Houses and apartments-describing positive 

and negative features; making comparisons
第６回　Time for a Change:  Talking about lifestyle changes; expressing 

wishes
第７回　I’ve Never Heard of That:  Talking about food; expressing likes 

and dislikes; describing a favorite snack
第８回　I’ve Never Heard of That:  Recipes; Giving step-by-step 

instructions; cooking methods
第９回　Going Places:  Describing vacation plans; places to visit
第10回　Going Places:  Giving travel advice; planning a vacation
第11回　OK, No Problem:  Making requests; agreeing to and refusing 

requests; complaining
第12回　OK, No Problem:  Making requests; giving excuses; apologizing
第13回　What’s This For:  Describing technology; giving instructions; 

giving suggestions
第14回　Let’s Celebrate:  Describing holidays, festivals, celebrations, 

traditions and customs around the world
第15回　Let’s Celebrate:  Describing holidays, festivals, celebrations, 

traditions and customs around the world
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
This course schedule will be flexible based on the needs of the students.

講義コード（Course Code） EGB1303B0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2111-EGB1303, 2000-201041

授 業 名（Course Title） Speaking ⅠＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Jacoba　Akazawa
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『 Communication Spotlight （High 
Beginner）, 2nd Edition 』　Alastair 
Graham-Marr,　ABAX Publishing,　2012

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The aim of this course is for students to begin developing the skills needed 
to communicate effectively in English. Students will also gain confidence in 
speaking with people from a variety of backgrounds.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Active participation in all classroom activities is required. These activities 
include conversations, discussions, presentations, debates, and communication 
games.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be conducted entirely in English. In-class activities will be 
completed individually, in pairs, and in small groups.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to complete their homework on time. Homework 
assignments include vocabulary study, extensive listening, and preparation 
for in-class activities.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Final Examination 20%
Mid Term examination 20%
Performance in class 40%
Final speaking exam 10%
Presentation 10%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Welcome and introductions
第２回　What’s your major?
第３回　How do you spell that?
第４回　I like action movies
第５回　How much is that?
第６回　Is that your cousin?
第７回　Review
第８回　Minor countries
第９回　When’s your birthday?
第10回　Presentation
第11回　How was your weekend?
第12回　What do you do?
第13回　I get to work at eight
第14回　It’s in front of the lamp
第15回　Review and speaking test
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The schedule for instruction will be flexible. The instructor will set the pace 
according to the needs and abilities of the class.
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１．科目の教育目標（Course Description）
The aim of this course is for students to begin developing the skills needed 
to communicate effectively in English. Students will also gain confidence in 
speaking with people from a variety of backgrounds.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Active participation in all classroom activities is required. These activities 
include conversations, discussions, presentations, debates, and communication 
games.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be conducted entirely in English. In-class activities will be 
completed individually, in pairs, and in small groups.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to complete their homework on time. Homework 
assignments include vocabulary study, extensive listening, and preparation 
for in-class activities.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Final Examination 20%
Mid Term examination 20%
Performance in class 40%
Final speaking exam 10%
Presentation 10%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Welcome back and summer holiday news
第２回　I liked science in school
第３回　It’s easy to make!
第４回　What are you doing?
第５回　What are you going to do?
第６回　Review
第７回　Presentation preparation
第８回　It’s red in the middle
第９回　Presentation
第10回　How long is it?
第11回　Turn right at the lights
第12回　I can play a little
第13回　Christmas
第14回　What time does class start?
第15回　Review and speaking test
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） EGB1353C0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2111-EGB1353, 2000-201042

授 業 名（Course Title） Speaking ⅡＣ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Sr. Mary Hope Billing
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Interchange 2, fourth edition』　Jack C. 
Richards　Cambridge University Press　
2013

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
Through conversations, presentations and various activities students will 
develop their ability to speak English confidently.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
The aim of this course is to help the students develop English speaking skills 
that they will be able to use in their daily lives.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be conducted entirely in English.  Class activities will be 
done individually, in pairs or in small groups.  All assignments will re-enforce 
the points covered in class.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to come to class with homework completed, textbook, 
papers, pencil, eraser, pen and any material that the teacher may have given 
to the students.

講義コード（Course Code） EGB1353A0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2111-EGB1353, 2000-201042

授 業 名（Course Title） Speaking ⅡＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） York Weatherford
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Communication Spotlight Second 
Edition: High Beginner』　Alastair 
Graham-Marr　Abax　2013

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The aim of this course is for students to continue developing the skills 
needed to communicate effectively in English. Students will also gain further 
confidence in speaking with people from a variety of backgrounds.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Active participation in all classroom activities is required. These activities 
include conversations, discussions, presentations, debates, and communication 
games.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be conducted entirely in English. In-class activities will be 
completed individually, in pairs, and in small groups.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to complete their homework on time. Homework 
assignments include vocabulary study and preparation for in-class activities.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Student assessment will be based on a the following:
Class Participation: 40%
Assignments: 30%
Quizzes and Tests: 30%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Talking about school subjects
第２回　Paraphrasing
第３回　Giving instructions
第４回　Asking for help
第５回　Describing current actions
第６回　Repetition and paraphrasing
第７回　Talking about the future
第８回　Asking questions
第９回　Describing foods
第10回　Circumlocution
第11回　Fluent with large numbers
第12回　Hesitation devices
第13回　Giving directions
第14回　Shadowing
第15回　Review
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The schedule for instruction will be flexible. The instructor will set the pace 
according to the needs and abilities of the class.

講義コード（Course Code） EGB1353B0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2111-EGB1353, 2000-201042

授 業 名（Course Title） Speaking ⅡＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Jacoba　Akazawa
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Communication Spotlight （High 
Beginner）, 2nd Edition』　Alastair 
Graham-Marr,　ABAX Publishing,　2012

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定
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verbs take; e.g., intransitives, transitives, etc.  （3） You should be aware that, 
for each verb, the form it takes when in the present and past tenses, or the 
form each take when put     in different aspects; i.e., progressive and perfect 
aspects, or the form each take in different voices; i.e., active and passive     
voices.  （4） You should be aware of some of the concepts used when talking 
about grammars of languages, such as subject, object, modification, etc.  （5） 
You should be aware of names of constructions and what they mean, such 
as Relative Clauses, Yes-No questions, etc.  （6） You should be aware of the 
different types of sentences, such as declarative, interrogative, and imperative 
sentences.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
We will explain each of the above in class and you will do exercises or other 
forms of practice to see if you understand what has been explained. We 
will expect you to do the exercises in class and compare your answers with 
those of other students.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Make sure you read the chapter or section of the book you will be using 
before going to class. After the class, make sure you understood the parts 
that were gone over in class and move on to the next lesson.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
25時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Grades will be determined by your participation in class, the scores you 
receive in the exercises you do（20%）, and the scores of quizzes（80%） 
given in class.
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　（The order and the topics of presentation may not coincide 
with the list below, but most of the topics listed will be covered in 
each class.） Orientation

第２回　Unit 0-1 学習を始める前に①　品詞
第３回　Unit 0-2 学習を始める前に②　語、句、文
第４回　Unit 0-3 学習を始める前に③　名詞、代名詞、動詞
第５回　Unit 1　空港で（文型①）
第６回　Unit 2　マンションに到着（文型②）
第７回　Unit X1 時制
第８回　Unit 3-1　お客様を迎える（不定詞①）
第９回　Unit 3-2　お客様を迎える（動名詞）
第10回　Review （Unit 0-3）
第11回　Unit 4　デパ地下でお買い物（不定詞②）
第12回　Unit 5　お花見（分詞）
第13回　Unit 6　浅草へ行こう！（接続詞①）
第14回　Unit 7　秋葉原を散策（接続詞②）
第15回　Review （Chap.4-7）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
This class is for learners who want to study English grammar again from 
the VERY　BEGINNING LEVEL. Students should bring an English-Japanese 
dictionary with them.

講義コード（Course Code） EGB1354N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2112-EGB1354, 2000-202057

授 業 名（Course Title） 英文法Ⅱ
Your First Step to English Grammar!

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 東郷　多津
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『Introduce Japan in Easy English』　
Yukari Aiko & Yuka Ikeda　朝日出版社　
2016
『Forest Intensive English Grammar 
Training Book［7th edition］』　桐原書店
編集部　編著 　桐原書店　2013

参考文献（References） 『FOREST 7th edition』　Kirihara Shoten　
2013

備 考（Note） 「英文法I」履修者であること

１．科目の教育目標（Course Description）
The purpose of this course is to make you, the students, aware of the basic 
concepts of grammar, specifically English grammar. This is to help you in 
reading, writing, listening, and speaking classes. We expect you to be aware 
of the basic concepts of grammar, which are used in these English classes.

・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Late assignments will have ten points deducted from the grade for that 
assignment.
An oral exam will be given at mid-term and at the end of the term.
The final grade will be determined as follows: 
　Homework and Classwork 30% 
　Tests and Quizzes 30%
　Oral Exams 40%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction and Explanation of the Speaking II Course with 
Requirements and Expectations. 
Times have changed:  Life in the past, present, and future; changes 
and contrasts

第２回　Times have changed:  Comparing time periods; describing 
possible consequences

第３回　I hate working on weekends:  Describing abilities and skills; 
talking about job preferences

第４回　I hate working on weekends:  Describing personality traits; 
careers

第５回　It’s really worth seeing:  Talking about landmarks and 
monuments

第６回　It’s really worth seeing:  World knowledge; describing countries; 
discussing facts

第７回　What happened:  Storytelling
第８回　What happened:  Describing unexpected recent past events; 

describing someone’s activities
第９回　Good book, terrible movie:  Describing movies and books; talking 

about actors and actresses
第10回　Good book, terrible movie:  Entertainment; movies and books; 

asking for and giving reactions and opinions
第11回　So that’s what it means:  Nonverbal communication; interpreting 

body language; explaining gestures and meanings
第12回　So that’s what it means:  Describing acceptable and prohibited 

behavior in different situations; asking about signs and their meaning
第13回　What would you do?:  speculating about past and future events
第14回　What would you do?:  Describing a predicament; giving advice 

and suggestions
第15回　What’s your excuse?:  Reporting what people said; making polite 

requests; making invitations and excuses
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
his course schedule will be flexible based on the needs of the students.

講義コード（Course Code） EGB1304N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2112-EGB1304, 2000-202056

授 業 名（Course Title） 英文法Ⅰ
Your First Step to English Grammar!

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 東郷　多津
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『Introduce Japan in Easy English』　
Yukari Aiko & Yuka Ikeda　朝日出版社　
2016
『Forest Intensive English Grammar 
Training Book［7th edition］』　桐原書店
編集部　編著 　桐原書店　

参考文献（References） 『FOREST 7th edition』　Kirihara Shoten　
2013

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
The purpose of this course is to make you, the students, aware of the basic 
concepts of grammar, specifically English grammar. This is to help you in 
reading, writing, listening, and speaking classes. We expect you to be aware 
of the basic concepts of grammar, which are used in these English classes.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
What we expect you to be aware of after the course:  （1） You should be 
aware that words belong to different parts of speech, such as nouns, verbs, 
adjectives, prepositions, etc.  （2） You should be aware of the patterns the 
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緒に考える。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　１．講演を聴いて内容を理解できる。
　２．講演の内容を整理できる。
　３．自分の将来構想を考える。
　４．努力目標をつくれる。
　５. 英語で通信及び履歴書作成
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　１．講演をしっかり聴く。
　２．質問を考える。
　３．テーマによってグループで話し合う。
　４．課題文を仕上げる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　毎回レポートの提出を課すので、意見をまとめる練習が要る。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業態度・参加度（40％）レポート（30％）試験（30％）で総合的に評
価する。欠席回数が3分の１を超過した場合原則として単位を与えない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　女の生き方と仕事
第３回　エアラインフロントライン
第４回　テレビデータベース作成：就職カルテ
第５回　テレビ等マスコミ
第６回　国際特許
第７回　金融
第８回　観光
第９回　雑誌
第10回　新聞
第11回　通訳
第12回　エアラインセールス
第13回　ホテル
第14回　広告
第15回　総括とフィードバック
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ゲストの都合で順番が変わる可能性があります。

講義コード（Course Code） EGB1305A1E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2112-EGB1305, 2000-202036

授 業 名（Course Title） TOEIC ⅠＡ
ＴＯＥＩＣの高得点を獲得する

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 森　美恵子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『TOEICテスト公式問題集新形式問題対
応編』　IIBC　国際ビジネスコミュニケー
ション協会　2016
TOEIC テストは2016念５月の公開テス
トから新形式となります。
IP（Institutional Program）学内テストも
それに準じて新形式となります。いち早
く新形式の対策に応じたレベルのテキス
トです。

参考文献（References） スコア・アップのためのstrategies プリ
ントは授業中に適宜指示する

備 考（Note） 定員40人

１．科目の教育目標（Course Description）
TOEIC（R）テストは、世界約60ヶ国で毎年450万人以上が受験している、
英語コミュニケーション能力を評価するための世界共通テストです。日本
の企業でも、新入社員の英語能力測定、英語研修の効果測定、あるいは海
外出張・昇進・昇格の要件として利用されており、また、英語を使用する
職種では社員採用の際の評価の一部として利用される場合もあります。　
本科目ではTOEIC（R）テストで必要な基礎的あるいは応用的な英語力の
習得を目指し、その結果としてTOEICで高得点を獲得することを目標とし
ます。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１． TOEIC（R）テストの形式、指示、問題の傾向になれ、受験時の適切
な時間管理と効率的な情報処理能力を養う 

２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
What we expect you to be aware of after the course:  （1） You should be 
aware that words belong to different parts of speech, such as nouns, verbs, 
adjectives, prepositions, etc.  （2） You should be aware of the patterns the 
verbs take; e.g., intransitives, transitives, etc.  （3） You should be aware that, 
for each verb, the form it takes when in the present and past tenses, or the 
form each take when put in different aspects; i.e., progressive and perfect 
aspects, or the form each take in different voices; i.e., active and passive 
voices.  （4） You should be aware of some of the concepts used when talking 
about grammars of languages, such as subject, object, modification, etc.  （5） 
You should be aware of names of constructions and what they mean, such 
as Relative Clauses, Yes-No questions, etc.  （6） You should be aware of the 
different types of sentences, such as declarative, interrogative, and imperative 
sentences.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
We will explain each of the above in class and you will do exercises or other 
forms of practice to see if you understand what has been explained. We 
will expect you to do the exercises in class and compare your answers with 
those of other students.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Make sure you read the chapter or section of the book you will be using 
before going to class. After the class, make sure you understood the parts 
that were gone over in class and move on to the next lesson.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
25時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Grades will be determined by your participation in class, the scores you 
receive in the exercises you do（20%）, and the scores of quizzes（80%） 
given in class.
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　（The order and the topics of presentation may not coincide 
with the list below, but most of the topics listed will be covered in 
each class.） Orientation

第２回　Unit X2 時制（Review）と完了形
第３回　Unit 8 平和への祈り（過去完了形）
第４回　Unit X3 態①
第５回　Unit X4 比較級①
第６回　Unit 9 京都旅行（話法①）
第７回　Unit 10 茶道初体験（話法②）
第８回　Review （Unit X2-10）
第９回　Unit 11 京都の思い出（関係代名詞①）
第10回　Unit 12 日本滞在最後の日（関係代名詞②）
第11回　Unit X5 前置詞
第12回　Unit 13 日本の自称を英語で説明（関係副詞）
第13回　Unit 14 最後の晩餐（仮定法①）
第14回　Unit 15 別れの時（仮定法②）
第15回　Review （Unit 11-15）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
This class is for learners who want to study English grammar again from 
the VERY　BEGINNING LEVEL. Students should bring an English-Japanese 
dictionary with them.

講義コード（Course Code） EGB1100N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2112-EGB1100, 2000-202035

授 業 名（Course Title） 英語キャリア戦略
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 須川　いずみ
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリント
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　本コースは、英語英文学科に入学してきた学生が、卒業後の夢を描いて4
年間をそれぞれ充実して過ごせるように自分の可能性について考える場を
提供する。教員、秘書、航空関係、ホテル、マスコミ、金融、アパレルな
ど将来の自分の夢を探せるように、毎回オムニバス形式でそれぞれの業界
のゲストを招いて職場の話だけでなく、どういう人材を希望しているのか、
どんなことを準備してほしいのかを話してもらう。就職のための戦略を一
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２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１． TOEIC（R）テストの形式、指示、問題の傾向になれ、受験時の適切
な時間管理と効率的な情報処理能力を養う 
２． TOEIC（R）テストでよく使用される語彙を身につける
３． TOEIC（R）テストのためだけの英語ではなく、一般的な英語コミュ
ニケーションの基礎力を身につける 
４． 400点～500点にスコアをのばす
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１． TOEICの出題形式や意図を理解する。 
２．解答ストラテジー（＝解法）のポイントをおさえる。 
３．ストラテジー定着のために同じような問題を繰り返し解く。 
４．進歩状況を確認する。 　TOEICテストに準拠した問題集等を使用し、
難易度の低い問題からスタートし、段階的にレベルをあげていきます。練
習問題を解きながら重要ポイントを繰り返し学び、自然にスキルを身につ
けます。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
教室で指示した教材を予習する
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Students' grades in this class will be based on class participation （including 
homework, their attitude, and being on task）, tests/quizzes, a final TOEIC 
test, and a New General Service List （NGSL） and TOEIC Service List （TSL） 
vocabulary journal.
Class Participation 20%
Tests/Quizzes 20%
Final TOEIC Test 50%
NGSL / TSL Vocabulary Journal 10%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　教科書のPart１～Part 7には下記の内容のTOEIC テストと同
じパターンの練習問題が含まれている。 
リスニング ・Photographs　写真描写問題 ・Question-Response   
応答問題 ・Short Conversations　会話問題 ・Short Talks　説明
文問題 リーディング ・Short Talks　説明文問題 ・Incomplete 
Sentences　短文穴埋め問題 ・Text Completion　長文穴埋め問
題 ・Reading Comprehension　読解問題 
オリエンテーション プレテスト
Part 1: Photographs写真描写問題 （Introduction）

第２回　Part 1: Photographs写真描写問題 （Continued）
第３回　Part 1: Photographs写真描写問題 （Continued）
第４回　Part 5: Incomplete Sentences短文穴埋め問題 （Introduction）
第５回　Part 5: Incomplete Sentences短文穴埋め問題 （Continued）
第６回　Part 5: Incomplete Sentences短文穴埋め問題 （Continued）
第７回　Part 5: Incomplete Sentences短文穴埋め問題 （Continued）
第８回　Part 2: Question-Response応答問題 （Introduction）
第９回　Part 2: Question-Response応答問題 （Continued）
第10回　Part 2: Question-Response応答問題 （Continued）
第11回　Part 6: Text Completion長文穴埋め問題 （Introduction）
第12回　Part 6: Text Completion長文穴埋め問題 （Continued）
第13回　Part 6: Text Completion長文穴埋め問題 （Continued）
第14回　Part 6: Text Completion長文穴埋め問題 （Continued）
第15回　Final TOEIC Test
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・ 初めてTOEICを受験する学生から400～500点を目指す学生に適当なレベ
ルのクラスです。 ・ 授業で勉強した聴解および読解能力は繰り返し復習す
ることで定着し、TOEICのスコアをあげることができます。 Note：TOEIC
はTest of English for InternationalCommunicationの略称です。
The course may be flexible, and the syllabus is subject to change. The 
instructor will set the pace of the class according to the unique characteristics 
and level of the students. 
An ENGLISH-ENGLISH dictionary is highly recommended!
Doing the MReader online quiz system is highly recommended! 
Using the teacher's website is highly recommended!

２． TOEIC（R）テストでよく使用される語彙を身につける
３． TOEIC（R）テストのためだけの英語ではなく、一般的な英語コミュ
ニケーションの基礎力を身につける 
４． 400点～500点にスコアをのばす
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１． TOEICの出題形式や意図を理解する。 
２．解答ストラテジー（＝解法）のポイントをおさえる。 
３．ストラテジー定着のために同じような問題を繰り返し解く。 
４．進歩状況を確認する。
　TOEICテストに準拠した問題集等を使用し、難易度の低い問題からスター
トし、段階的にレベルをあげていきます。練習問題を解きながら重要ポイ
ントを繰り返し学び、自然にスキルを身につけます。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
教室で指示した教材を予習する
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
語彙テスト20% 中間、期末試験60% 提出物20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　TOEICとは？　Orientation 
Pre-test

第２回　Unit １　TOEIC Sample Tes  t名詞と代名詞
第３回　Unit ２　Test 1 Part 1  動詞・形容詞・副詞
第４回　Unit ３　Test 1 Part 2  時制 １
第５回　Unit ４　Test 1 Part 3  時制
第６回　Unit ５　Test 1 Part 4  前置詞
第７回　Unit ６　Test 1 Part 5  接続詞
第８回　Unit ７　Test 1 Part 6  不定詞　１
第９回　Unit ８　Test 1 Part 7  不定詞　２　
第10回　Unit ９　Test 2 Part 1&2  動名詞
第11回　Unit １０　Test 2 Part 3  分詞
第12回　Unit １１　Test 2 Part 4  仮定法
第13回　Unit １２　Test 2 Part 5&6  関係代名詞
第14回　Unit １３　Part 7 関係副詞
第15回　まとめ復習テスト
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・ 初めてTOEICを受験する学生から400～500点を目指す学生に適当なレ
ベルのクラスです。
・ 授業で勉強した聴解および読解能力は繰り返し復習することで定着し、
TOEICのスコアをあげることができます。
Note：TOEICはTest of English for InternationalCommunicationの略称で
す。

講義コード（Course Code） EGB1305B1E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2112-EGB1305, 2000-202036

授 業 名（Course Title）

TOEIC ⅠＢ
ＴＯＥＩＣの高得点を獲得する A 
beginning-level TOEIC course for 
students who need to start preparing 
for the TOEIC test.

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Jodie　Campbell
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Longman Preparation Series for the 
TOEIC Test 5th Edition』　Lin Lougheed　
Pearson　

参考文献（References） 授業中に適宜指示する
備 考（Note） 定員40人

１．科目の教育目標（Course Description）
TOEIC（R）テストは、世界約60ヶ国で毎年450万人以上が受験している、
英語コミュニケーション能力を評価するための世界共通テストです。日本
の企業でも、新入社員の英語能力測定、英語研修の効果測定、あるいは海
外出張・昇進・昇格の要件として利用されており、また、英語を使用する
職種では社員採用の際の評価の一部として利用される場合もあります。　
本科目ではTOEIC（R）テストで必要な基礎的あるいは応用的な英語力の
習得を目指し、その結果としてTOEICで高得点を獲得することを目標とし
ます。
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講義コード（Course Code） EGB1355A1E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2112-EGB1355, 2000-202037

授 業 名（Course Title）
TOEIC ⅡＡ
ＴＯＥＩＣ　ＴＥＳＴで高得点を習
得する

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 森　美恵子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『新出題形式対応！ＴＯＥＩＣテスト模
試』　藤井久高（あ～る）編著　日本実業
出版社　2016
『改定版TOEIC テスト文法・語彙出るとこ
だけ！問題集』　小石裕子　アルク　2015
2016年５月の公開テストからTOEICは新
形式となりました。
2017年度のIP学内テストも新形式に対応
します。

参考文献（References） スコア・アップのための独自教材は教室
で適宜配布・指示する

備 考（Note） 定員40人

１．科目の教育目標（Course Description）
　TOEICテストは、世界約60ヶ国で毎年450万人以上が受験している、英
語コミュニケーション能力を評価するための世界共通テストです。日本の
企業でも、新入社員の英語能力測定、英語研修の効果測定、あるいは海外
出張・昇進・昇格の要件として利用されており、また、英語を使用する職
種では社員採用の際の評価の一部として利用される場合もあります。　本
科目ではTOEICテストで必要な基礎的あるいは応用的な英語力の習得を目
指し、その結果としてTOEICで高得点を獲得することを目標とします。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．TOEICテストの新形式、指示、問題の傾向になれ、受験時の適切な時
間管理と効率的な情報処理能力を養う 
２．TOEICテストでよく使用される語彙を身につける 
３．TOEICテストのためだけの英語ではなく、一般的な英語コミュニケー
ションの基礎力を身につける 
４．400点～500点にスコアをのばす
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．TOEICの出題形式や意図を理解する。 
２．解答ストラテジー（＝解法）のポイントをおさえる。 
３．ストラテジー定着のために同じような問題を繰り返し解く。 
４．進歩状況を確認する。
　TOEICテストに準拠した問題集等を使用し、難易度の低い問題からスター
トし、段階的にレベルをあげていきます。練習問題を解きながら重 要ポイ
ントを繰り返し学び、自然にスキルを身につけます。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
後期が始まる前、夏休み中にTOEICテスト公式問題集新形式問題対応編

（TOEIC IAのクラスで学習済み）未学習者は自主学習のこと。
毎回クラス初めにTOEIC頻出用語Quizを実施、そのために前回の内容を十
分に復習すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
語彙テスト20% 中間、期末試験60% 提出物20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　新形式問題サンプル 
リスニング ・Photographs　写真描写問題 ・Question-Reponse　
応答問題 ・Short Conversations　会話問題 ・Short Talks　説明
文問題 リーディング ・Short Talks　説明文問題 ・Incomplete 
Sentences　短文穴埋め問題 ・Text Completion　長文穴埋め問
題 ・Reading Comprehension　読解問題 
オリエンテーション プレテスト

第２回　新形式問題サンプル
リーディング　Part 5,6&7

第３回　Part of Speech
TOEIC strategy I

第４回　Vocaburlary I
TOEIC strategy II

第５回　Test 1
Listening Part 1  Reading Part 5

第６回　Test 1
Listening Part 2  Reading Part 6

第７回　Test 1

講義コード（Course Code） EGB1305C1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2112-EGB1305, 2000-202036

授 業 名（Course Title） TOEIC ⅠＣ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 岡﨑　央希
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Mastery Drills for the TOEIC TEST - All 
in One -』　早川　幸治　桐原書店　2016

参考文献（References） 授業中に適宜指示する
備 考（Note） 定員40人

１．科目の教育目標（Course Description）
TOEICとは、英語によるコミュニケーション能力を幅広く評価する世界共
通のテストです。世界１５０か国で実施されており、各国の様々な企業、学
校、団体において、いろいろな用途・目的で幅広く採用されています。日
本の企業でも、新入社員の英語能力測定、英語研修の効果測定、海外出張・
昇進・昇格の要件として利用されています。本科目では、TOEICで必要な
基礎的な英語力の習得・強化を目指し、スコアアップを目標とします。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．TOEICの形式・指示・問題の傾向に慣れ、受験時の適切な時間管理と
効率的な情報処理能力を養う　　　
２．TOEICでよく使用される語彙や表現を身につける　　
３．基礎的な文法を復習する
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキストにそって、各パートごとの学習を行い、各パートの出題形式を理解
し、解答時のポイントをおさえます。毎回、リスニングとリーディングの両
方の学習を実施、テキストでは頻出語句が取り上げられているので、聞き
取り、書き取りはもちろん、音声を使ってリピーティングやシャドーウィ
ングの学習を取り込みながら、TOEICの基本的な語彙や表現を身につけて
いきます。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．テキストの予習（各UnitのBrush upを自宅で学習）授業毎に指示しま
す。
２．前回の復習（毎回授業初めに前回学習した内容から頻出語句のテスト
を実施）
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
１５時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度及び授業態度（予習・発表・発声）４０％、小テスト３０％、試
験３０％で評価を行います。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション「TOEICとは」、プレテスト
第２回　Unit1 人物の動作と状態（Part1）、表・用紙（Part7）
第３回　Unit2 疑問詞を使った疑問文（Part2）、手紙・Eメール（Part7）
第４回　Unit3 電話での会話（Part3）、品詞（Part5）
第５回　Unit4 留守番電話（Part4）、動詞（Part5）
第６回　Unit5 物の状態と位置（Part1）、広告（Part7）
第７回　Unit6 基本構文（依頼／提案／申し出）と応答の決まり文句

（Part2）、ダブルパッセージ（２つの文書）（Part7）
第８回　Unit7 屋外や交通機関での会話（Part3）、代名詞・関係代名詞

（Part5）
第９回　Unit8 アナウンス（Part4）、接続詞・前置詞（Part5）
第10回　Unit9 Yes/No疑問文（Part2）、Part7の復習（Part7）
第11回　Unit10 店での会話（Part4）、Part5の復習（Part5）
第12回　Unit11 ラジオ放送（広告／天気予報／交通情報／ニュース）

（Part4）、時制・代名詞・語彙問題（Part6）
第13回　Unit12 オフィスでの会話（Part3）、つなぎ言葉（Part6）
第14回　Unit13 ツアー・トーク・スピーチ（美術館／工場／オリエン

テーション）（Part4）
Part6の復習

第15回　まとめ　復習テストと解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業には必ず辞書を持参すること。携帯電話を利用した辞書は認めません。
授業の１／３以上を欠席の場合は単位が認められません。又、３０分以上
の遅刻は欠席となるので注意してください。
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homework, their attitude, and being on task）, tests/quizzes, a final TOEIC 
test, and a New General Service List （NGSL） and TOEIC Service List （TSL） 
vocabulary journal.
Class Participation 20%
Tests/Quizzes 20%
Final TOEIC Test 50%
NGSL / TSL Vocabulary Journal 10%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　教科書の各Lessonには下記の内容のTOEIC テストと同じパ
ターンの練習問題が含まれている。 
リスニング ・Photographs　写真描写問題 ・Question-Response   
応答問題 ・Short Conversations　会話問題 ・Short Talks　説明
文問題 リーディング ・Short Talks　説明文問題 ・Incomplete 
Sentences　短文穴埋め問題 ・Text Completion　長文穴埋め問
題 ・Reading Comprehension　読解問題 
オリエンテーション プレテスト
Part 3: Short Conversations会話問題 （Introduction）

第２回　Part 3: Short Conversations会話問題 （Continued）
第３回　Part 3: Short Conversations会話問題 （Continued）
第４回　Part 3: Short Conversations会話問題 （Continued）
第５回　Part 7: Reading Comprehension読解問題 （Introduction）
第６回　Part 7: Reading Comprehension読解問題 （Continued）
第７回　Part 7: Reading Comprehension読解問題 （Continued）
第８回　Part 7: Reading Comprehension読解問題 （Continued）
第９回　Part 7: Reading Comprehension読解問題 （Continued）
第10回　Part 4: Talks説明文問題 （Introduction）
第11回　Part 4: Talks説明文問題 （Continued）
第12回　Part 4: Talks説明文問題 （Continued）
第13回　Part 4: Talks説明文問題 （Continued）
第14回　Part 4: Talks説明文問題 （Continued）

Review Part 3, 4, & 7
第15回　FINAL TOEIC TEST
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・ 初めてTOEICを受験する学生から400～500点を目指す学生に適当なレベ
ルのクラスです。 ・ 授業で勉強した聴解および読解能力は繰り返し復習す
ることで定着し、TOEICのスコアをあげることができます。 Note：TOEIC
はTest of English for InternationalCommunicationの略称です。
The course may be flexible, and the syllabus is subject to change. The 
instructor will set the pace of the class according to the unique characteristics 
and level of the students. 
An ENGLISH-ENGLISH dictionary is highly recommended!
Doing the MReader online quiz system is highly recommended! 
Using the teacher's website is highly recommended!

講義コード（Course Code） EGB1355C1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2112-EGB1355, 2000-202037

授 業 名（Course Title） TOEIC ⅡＣ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 岡﨑　央希
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『SUCCESSFUL KEYS TO THE TOEIC 
LISTENING AND READING TEST1』　
Mark D. Stafford　桐原書店　2016

参考文献（References） 授業中に適宜指示する
備 考（Note） 定員40人

１．科目の教育目標（Course Description）
TOEICとは、英語によるコミュニケーション能力を幅広く評価する世界共
通のテストです。世界１５０か国で実施されており、各国の様々な企業、学
校、団体において、いろいろな用途・目的で幅広く採用されています。日
本の企業でも、新入社員の英語能力測定、英語研修の効果測定、海外出張・
昇進・昇格の要件として利用されています。本科目では、さらなるスコアッ
プのために、TOEICで必要な基礎的語彙力・リスニング力・リーディング
力の強化を目指します。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．TOEICの形式・問題の傾向に慣れ、受験時の適切な時間管理と効率的
な情報処理能力を養う　　　
２．TOEICでよく使用される語彙や表現を身につける　　
３．文法の復習をしながら、リーディング力を強化する　　

Listening Part 3  Reading Part 7
第８回　Test 1

Listening Part 4  Reading Part 7
第９回　Test 2

Listening Part 1  Reading Part 5
第10回　Test 2

Listening Part 2  Reading Part 6
第11回　Test 2

Listening Part 3  Reading Part 7
第12回　Test 2

Listening Part 4  Reading Part 7
第13回　Vocabulary II
第14回　Summing Up for strategies
第15回　Post Test and Review
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
450～500目標には650レベルのテキストが必要です。留学を目指す学生に
適当なレベルのクラスです。 ・ 授業で勉強した聴解および読解能力は繰り
返し復習することで定着し、TOEICのスコアをあげることができます。
Note： TOEICはTest of English for International Communicationの略称で
す。

講義コード（Course Code） EGB1355B1E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2112-EGB1355, 2000-202037

授 業 名（Course Title）

TOEIC ⅡＢ
ＴＯＥＩＣ　ＴＥＳＴで高得点を
習得する A beginning-level TOEIC 
course for students who need to start 
preparing for the TOEIC test.

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Jodie　Campbell
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Longman Preparation Series for the 
TOEIC Test 5th Edition』　Lin Lougheed　
Pearson　
The textbook will be announced later.

参考文献（References） 教室で適宜指示する
備 考（Note） 定員40人

１．科目の教育目標（Course Description）
　TOEICテストは、世界約60ヶ国で毎年450万人以上が受験している、英
語コミュニケーション能力を評価するための世界共通テストです。日本の
企業でも、新入社員の英語能力測定、英語研修の効果測定、あるいは海外
出張・昇進・昇格の要件として利用されており、また、英語を使用する職
種では社員採用の際の評価の一部として利用される場合もあります。　本
科目ではTOEICテストで必要な基礎的あるいは応用的な英語力の習得を目
指し、その結果としてTOEICで高得点を獲得することを目標とします。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．TOEICテストの形式、指示、問題の傾向になれ、受験時の適切な時間
管理と効率的な情報処理能力を養う 
２．TOEICテストでよく使用される語彙を身につける 
３．TOEICテストのためだけの英語ではなく、一般的な英語コミュニケー
ションの基礎力を身につける 
４．400点～500点にスコアをのばす
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．TOEICの出題形式や意図を理解する。 
２．解答ストラテジー（＝解法）のポイントをおさえる。 
３．ストラテジー定着のために同じような問題を繰り返し解く。 
４．進歩状況を確認する。
　TOEICテストに準拠した問題集等を使用し、難易度の低い問題からスター
トし、段階的にレベルをあげていきます。練習問題を解きながら重要ポイ
ントを繰り返し学び、自然にスキルを身につけます。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
後期が始まる前、夏休み中に新公式問題集Vol.４か５を自主学習のこと。
毎回クラス初めにTOEIC頻出用語Quizを実施、そのために前回の内容を十
分に復習すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Students' grades in this class will be based on class participation （including 
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・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Participation 40%, Homework 30%, Tests and Quizzes 30%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　TOEFL Introduction
第２回　Practice Test
第３回　TOEFL Vocabulary Introduction
第４回　Vocabulary Learning Strategies
第５回　Building Test Skills
第６回　Clauses and Sentence Structure I
第７回　Clauses and Sentence Structure II
第８回　Practice Test
第９回　Verbs and Verbals
第10回　Referents
第11回　Nouns
第12回　Prepositional Phrases I
第13回　Prepositional Phrases II
第14回　Speed Speaking
第15回　Practice Test
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） EGB1356N1E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2112-EGB1356, 2000-202066

授 業 名（Course Title） TOEFL Ⅱ
TOEFL II

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Jacoba　Akazawa
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） No text required. Students will be 
provided with weekly printed materials.

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
The TOEFL is one of the two most widely used English exams around the 
world.  This is the primary tool used by US universities and other academic 
institutions when assessing student's prior to acceptance.  This course will 
aim to increase students' fluency while also increasing their TOEFL scores.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
This course will familiarize students the format of the TOEFL test.    
Students will learn strategies for categorizing and answering questions, 
effective time management, and knowledge of common vocabulary used in 
the TOEFL test.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Students will learn grammar points, vocabulary and speaking exercises in 
pairs and as a group as well as how to study at home for this test.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students will take TOEFL practice tests as well as autonomous learning 
exercises in order to familiarize themselves with the test.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Participation 40%, Homework 30%, Tests and Quizzes 30%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　TOEFL Practice Test
第２回　Reading Skills and mini-test
第３回　Making inferences and drawing conclusions I
第４回　Making inferences and drawing conclusions II
第５回　Integrated Writing I
第６回　Integrated Writing II
第７回　Practice with Cohesion
第８回　Practice Test
第９回　Independent Speaking Tasks I
第10回　Independent Speaking Tasks II
第11回　Integrated Listening and Speaking Tasks I
第12回　Integrated Listening and Speaking Tasks II
第13回　Independent Writing

４．TOEICのためだけでなく、日常的に使える英語表現を習得することで、
一般的な英語のコミュニケーション能力向上を目指す　　
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Unitごとに授業を進めていきます。各Unitではそれぞれ統一されたトピッ
クで、TOEICのPart1から7の全パートを学習します。各パートの出題形式
に慣れ、解答時のポイントをおさえ、スピーディに解答できるように練習
していきます。さらに、音声を使って、ディクテーションやリピーティン
グ、シャドーウィングの練習に取り組みながら、基本語彙・表現の習得と
リスニング力の強化を図ります。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．テキストの予習（各UnitのWarm-upを自宅で学習）　授業毎に指示し
ます。　
２．前回の復習（毎回授業初めに前回学習した内容から頻出語句のテスト
を実施）
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
１５時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度及び授業態度（予習・発表・発声）４０％、小テスト３０％、試
験３０％で評価を行います。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　Unit1 Daily Life
第３回　Unit2 Places
第４回　Unit3 People
第５回　Unit4 Travel
第６回　Unit5 Business
第７回　Unit6 Office
第８回　Unit7 Technology
第９回　Unit8 Personnel
第10回　Unit9 Management
第11回　Unit10 Purchasing
第12回　Unit11 Finances
第13回　Unit12 Media
第14回　Unit13 Entertainment
第15回　まとめ　TOEICテストと解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業には必ず辞書を持参すること。携帯電話を利用した辞書は認めません。
授業の１／３以上を欠席の場合は単位が認められません。又、３０分以上
の遅刻は欠席となるので注意してください。

講義コード（Course Code） EGB1306N1E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2112-EGB1306, 2000-202065

授 業 名（Course Title） TOEFL Ⅰ
TOEFL I

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Jacoba　Akazawa
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） No text required. Students will be 
provided with weekly printed materials.

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
The TOEFL is one of the two most widely used English exams around the 
world.  This is the primary tool used by US universities and other academic 
institutions when assessing student's prior to acceptance.  This course will 
aim to increase students' fluency while also increasing their TOEFL scores.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
This course will familiarize students the format of the TOEFL test.    
Students will learn strategies for categorizing and answering questions, 
effective time management, and knowledge of common vocabulary used in 
the TOEFL test.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Students will learn grammar points, vocabulary and speaking exercises in 
pairs and as a group as well as how to study at home for this test.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students will take TOEFL practice tests as well as autonomous learning 
exercises in order to familiarize themselves with the test.



─ 69 ─

講義コード（Course Code） EGB1357N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2112-EGB1357, 2000-201027

授 業 名（Course Title） Writing Lab Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 7.5時間
担 当 者（Instructor） Sr. Mary Hope Billing
単 位 数（Credits） 0.5
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） None  Material will be given by the 
teacher to the students as needed.

参考文献（References）
備 考（Note） 全7.5コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
Each week the students will attend class at which time they will turn in  
the written assignment for the  week.  Toward the end of class the writing 
topic for the next week will be given.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
The aim of this course is to help the students correct any grammar errors 
that they make in their writings and to develop their writing skills.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
The students will attend class each week during which problems noticed 
in the previous week’s assignments will be discussed.  A way to improve 
one’s writing will be given each week.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
The best preparation for this class is to turn in the written work each week.  
Have a note book for class notes and for papers that will be given out in 
class each week.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
The sum of all assignments turned in divided by the number of assignments 
will equal the final grade.
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction and Explanation of the Writing Lab II Course 
Requirements and Expectations.
At this first class, the students will also take a grammar test to 
pin point grammar issues that still need to be reviewed during this 
course. They will also write a paragraph on the topic given by the 
teacher.

第２回　Using transition words: for, and , nor
第３回　Using “transition words:  but, or , yet, so
第４回　Introduction of Adjective Clauses
第５回　Adjective clauses modifying the subjects and objects in a 

sentence.
第６回　Adjective clauses modifying the objects of a preposition
第７回　Review of all usages of Adjective Clauses
第８回　Adverb Clauses -- when and how to form and use them
第９回　Adverb Clauses -- placement in a sentence
第10回　Review of all usages of the Adverb Clauses
第11回　Noun Clauses used as subjects
第12回　Noun Clauses used as objects
第13回　Review of all usages of the Noun Clauses
第14回　Review of all the usages of adjective, adverb and noun clauses
第15回　Writing Exam and Feedback
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
This course schedule will be flexible based on the needs of the students.

第14回　Test Strategies and Preparation
第15回　Practice Test
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） EGB1307N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2112-EGB1307, 2000-201026

授 業 名（Course Title） Writing Lab Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 7.5時間
担 当 者（Instructor） Sr. Mary Hope Billing
単 位 数（Credits） 0.5
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） None  Material will be given by the 
teacher to the students as needed.

参考文献（References）
備 考（Note） 全7.5コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
Each week the students will attend class at which time they will turn in 
the written assignment for the week.  Toward the end of class the writing 
topic for the next week will be given.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
The aim of this course is to help the students correct any grammar errors 
that they make in their writings and to develop their writing skills.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
The students will attend class each week during which problems noticed 
in the previous week’s assignments will be discussed.  A way to improve 
one’s writing will be given each week.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
The best preparation for this class is to turn in the written work each week.  
Have a note book for class notes and for papers that will be given out in 
class each week.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
The sum of all assignments turned in divided by the number of assignments 
will equal the final grade.
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction and Explanation of the Writing Lab I Course 
Requirements and Expectations.
At this first class, the students will also take a grammar test to pin 
point grammar issues that need to be reviewed during this course. 
They will also write a paragraph on the topic given by the teacher.

第２回　English sentence basic structure:  subject, verb, direct object. 
Subject and verb Agreement

第３回　Practice the use of pronouns.
第４回　Use of possessive words.
第５回　How to expand the basic sentence structure using adjectives 

and adverbs.
第６回　How to use preposition phrases to expand the English sentence 

basic structure.
第７回　Review of the basic sentence pattern using adjectives, adverbs 

and prepositional phrases.
第８回　Use of infinitives in creating variety in sentence structure
第９回　Use of gerunds in creating variety in sentence structure
第10回　Use of participles in creating variety in sentence structure
第11回　Review of the basic sentence pattern using infinitives, gerunds 

and participles.
第12回　Combining simple sentences into compound sentences
第13回　Compound sentences using adjectives, adverbs and prepositional 

phrases.
第14回　Compound sentences using infinitives, gerunds and participles.
第15回　Writing Exam and Feedback
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
This course schedule will be flexible based on the needs of the students.



─ 70 ─

２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will read self-selected books from the library's Graded Readers 
collection on a regular basis and they will take online quizzes and/or write 
book reports to demonstrate their progress. In addition, students will 
complete online vocabulary activities and quizzes.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Students will develop reading skills and vocabulary knowledge through 
individual extensive reading and vocabulary activities.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are required to select their own books from the library and read 
them regularly. In addition, students must complete the online quizzes and 
activities in their own time.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Student assessment will be based on the completion of the reading and 
vocabulary activities as follows:
50% Reading Quizzes and Book Reports
50% Vocabulary Quizzes and Activities
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Review of Extensive Reading
第２回　Children's Literature
第３回　Young Life/Adventure
第４回　Myths and Fables
第５回　Animals
第６回　Romance
第７回　Science Fiction
第８回　Comedy
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） EGB1309A1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2112-EGB1309, 2000-205612

授 業 名（Course Title） 同時通訳入門Ａ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 森　美恵子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） Textbookなし　独自の教材を毎回配布す
る。

参考文献（References）
備 考（Note） 定員48人

講義コード（Course Code） EGB1309B1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2112-EGB1309, 2000-205612

授 業 名（Course Title） 同時通訳入門Ｂ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 森　美恵子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） Textbookなし　独自の教材を毎回配布す
る。

参考文献（References）
備 考（Note） 定員48人

１．科目の教育目標（Course Description）
　通訳を志し、いずれは通訳者にという憧れをもって外国語学習にはげんで
いる人々は多い。このクラスでは、初めて通訳訓練の学習に取り組む。通
訳とは、なにかを理解し、基本的な通訳訓練を通して総合的な英語運用力
のアップも目標とする。同時に英語・日本語のVoice Trainingもおこなう。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１. 英語力（Listening Comprehension, Speaking, Building Up Vocabulary）  
２. 日本語力の強化 　
３. 通訳の歴史、日本での発展 　
４. 通訳の種類 　
５. 通訳者に求められるもの 　
６. L.L.装置を使った通訳訓練

講義コード（Course Code） EGB1308N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2112-EGB1308, 2000-201016

授 業 名（Course Title） Reading Lab Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 7.5時間
担 当 者（Instructor） York Weatherford
単 位 数（Credits） 0.5
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

Students will choose Graded Readers 
from the library based on their own levels 
and interests. Students will also need 
to purchase a WordEngine account for 
online vocabulary study.

参考文献（References）
備 考（Note） 全7.5コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
The aim of this course is for students to develop their reading fluency and 
expand their vocabularies through extensive reading and vocabulary study.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will read self-selected books from the library's Graded Readers 
collection on a regular basis and they will take online quizzes and/or write 
book reports to demonstrate their progress. In addition, students will 
complete online vocabulary activities and quizzes.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Students will develop reading skills and vocabulary knowledge through 
individual extensive reading and vocabulary activities.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are required to select their own books from the library and read 
them regularly. In addition, students must complete the online quizzes and 
activities in their own time.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Student assessment will be based on the completion of the reading and 
vocabulary activities as follows:
50% Reading Quizzes and Book Reports
50% Vocabulary Quizzes and Activities
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction to Extensive Reading
第２回　Classics
第３回　Movies
第４回　Adventure
第５回　Fantasy
第６回　Mystery
第７回　Murder Mystery
第８回　Horror
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） EGB1358N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2112-EGB1358, 2000-201017

授 業 名（Course Title） Reading Lab Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 7.5時間
担 当 者（Instructor） York Weatherford
単 位 数（Credits） 0.5
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

Students will choose Graded Readers 
from the library based on their own levels 
and interests. Students will also need 
to purchase a WordEngine account for 
online vocabulary study.

参考文献（References）
備 考（Note） 全7.5コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
The aim of this course is for students to develop their reading fluency and 
expand their vocabularies through extensive reading and vocabulary study.
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講義コード（Course Code） EGF1100C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

2111-EGF1100, 2000-203011, 
2000-229001

授 業 名（Course Title） 英語英文学基礎演習ⅠＣ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 杉村　美奈
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『知のツールボックス』　専修大学出版企
画委員会編　専修大学出版局　2009

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） EGF1100D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

2111-EGF1100, 2000-203011, 
2000-229001

授 業 名（Course Title） 英語英文学基礎演習ⅠＤ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小林　順
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『知のツールボックス』　専修大学出版企
画委員会編　専修大学出版局　2009

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
本科目は、英語英文学科初年次生を対象とし、大学での「学び」について
理解し、基本的な「学び方」を習得することを目的とします。
　これまでとは違う大学というシステムの中で４年間自律的に学び成長す
るために、大学初年度に身につけるべき知識、態度、アプローチ、スキル
などを総合的に学ぶための科目です。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．大学における学びの仕組み（単位の取得やカリキュラム）を理解し、そ
のシステムの中で有効に機能するための知識と技能を身につけること。
２．大学における自立的な学びの方法を理解し、具体的な方法（授業への臨
み方、情報収集と整理の仕方、レポートや論文作成の方法、プレゼンテー
ションやディスカッションの技術）を習得する。
３．英語英文学科の４年間のカリキュラムを理解し、その中で自らに相応
しい学びの形を構築するための基礎的な知識と態度を構築する。
４．英語英文学科の学生として学びのコミュニティーを形成し、自律的で
あると同時にお互いが刺激、援助し合える学びの環境を構築する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　２回の全体講義および演習と１回の個別セクションに分かれての演習（計
三週間）を１セットとし、これを繰り返しながら上記の個別課題の達成を
目指す。個人の課題とグループ課題等をバランスよく取り入れ、既存知を
受動的に受け入れるのではなく、能動的に自らの中に知識と技術を確立し
ていくための方法を採用する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回の授業において、各トピックに適切な準備方法が提示される。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）

（1） Short Paper x 7: 50%
（2） 分野別 Paper x 3:  30%
（3） Final Paper: 20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション、学会紹介／大学の魅力、有意義な大学生
活と環境0章: プロローグ）、個別セッション

第２回　情報の調べ方／図書館オリエンテーション
第３回　個別セッション  （情報収集に基づいたディスカッション）
第４回　英語学習／辞書の使い方　等
第５回　個別セッション　（翻訳演習、他）
第６回　ノートのとり方
第７回　クリティカルシンキング／議論の立て方
第８回　書くことの重要性／レポートや論文を書く／剽窃
第９回　分野別話題紹介１（コミュニケーション学／SLAT） + 演
第10回　分野別話題紹介２（言語学） + 演習
第11回　分野別話題紹介３（文学／CS） +  分野1 Paper返却 + 演習
第12回　分野2 Paper返却 + 演習

３．教育・学習の方法（Course Methods）
　単語レベルでの発話訓練、数字の訓練、NHKの二ヶ国語放送、CNNニュー
スなどから、通訳の基本的な訓練のシャドゥイング、プロソディ、新聞、雑
誌の記事、会議からのプリントを使用（特定教科書なし）し、ゆっくり丁
寧に、基礎力をつける。自宅で復習し練習をすることが大切である。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　ＮＨＫ２ヶ国語放送のニュースの後追い声だし練習をしておくこと。新
聞、書物は音読をこころがける。旧約聖書、ギリシャ神話など、漫画でも
よいので、目をとおす。英語のリズムに慣れるため、歌、映画などで、歌
詞、台詞の声だし練習をする。アンドロイド、I-POD,i-PAD,から、nprで
MORNING NEWSを聞く。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　出席、授業中の態度（熱意）、意欲的な取り組み、単語テスト、筆記テス
ト、オラルテストなどを総合して評価する。通訳の仕事に必要な前向きな
性格とやる気で取り組む。
小テスト20％　オラルテスト30％　プレゼンテーション30％ 提出物20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Orientation & Introduction
第２回　Interpretation VS Translation
第３回　Voice Training in Japanese
第４回　Voice Training in English
第５回　Mother Goose I
第６回　Numbers I
第７回　Movie
第８回　Story / Tale
第９回　Newspaper
第10回　Mother Goose II
第11回　Numbers II
第12回　Sightseeing Golden Pavilion
第13回　Sightseeing Great Image of Buddha
第14回　Presentation I for Golden Pavilion
第15回　Presentation II for Great Image of Budda
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） EGF1100A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

2111-EGF1100, 2000-203011, 
2000-229001

授 業 名（Course Title） 英語英文学基礎演習ⅠＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小山　哲春
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『知のツールボックス』　専修大学出版企
画委員会編　専修大学出版局　2009

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） EGF1100B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

2111-EGF1100, 2000-203011, 
2000-229001

授 業 名（Course Title） 英語英文学基礎演習ⅠＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 大川　淳
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『知のツールボックス』　専修大学出版企
画委員会編　専修大学出版局　2009

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定
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ン、言語学、英語学、および英語教育学の基礎を概観し、それぞれに対す
る知的関心と興味を養う。
2. 上記それぞれの学術領域における基本的な論文（レポート・Academic 
Paper）の書き方を習得し、二年次以降の本格的な専門学習に必要なアカデ
ミックスキルを養う。
3. 英語英文学科の学生として学びのコミュニティーを形成し、自律的であ
ると同時にお互いが刺激、援助し合える学びの環境を構築する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
<1> 英語英文学科の学びの中心である四つの学術領域に関して導入講義演
習を行う。
<2> それぞれの領域におけるCritical Literature Reviewを行う。
<3> 受講生が自らの意思で選択した１領域（あるいは複合領域）における
研究論文を完成させる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
学期を通じ、Critical Literature Review（４本）、Outline、Proposal、Draft

（２回）を提出し、さらに２回のPeer Reviewを行う。これらの演習を総合
して、最終的に研究論文を完成させる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（講義へのリアクション、作業、グループワーク等への貢献）: 
20%
Paper 1 （Critical Literature Review） x 4: 30%
Paper 2 （Research Paper：試験に相当：授業内で解説）: 30%
Oral Presentation:  20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Orientation
第２回　Session One第1日： Lecture on SLAT （Second Language 

Acquisition and Teaching）
第３回　Session One第2日： on Paraphrasing
第４回　Session One第3日： on Critical Review
第５回　Session One第4日： Lecture on Communication
第６回　Session One 第5日： Lecture on Linguistics
第７回　Session One 第6日： Lecture on Literature
第８回　Session Two 第1日： Paper Analysis 1  （Communication & 

Linguistics）
第９回　Session Two 第2日： Paper Analysis 2  （Literature and Cultural 

Studies）
第10回　Session Two 第3日： Group Discussion: Oral Presentation
第11回　Session Two 第4日： Group Discussion: Peer Review Exercise 

（First Draft）
第12回　Session Two 第5日： Group Discussion: Peer Review Exercise 

（Revision）
第13回　Oral Presentation（第1日：学籍番号順第１グループ）
第14回　Oral Presentation（第２日：学籍番号順第２グループ）
第15回　Oral Presentation（第３日：学籍番号順第３グループ） + Review
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） EGF1200N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

2112-EGF1200, 2000-203020, 
2000-205033

授 業 名（Course Title） 専門講読Ⅰａ
アイルランド系作家短編小説

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 須川　いずみ
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Essential English Grammar for TOEIC 
Test』　Calcote　NAN'UN-DO　2014年
Necessary materials will be provided in 
classes.

参考文献（References） Proper information will be given 
whenever necessary.

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
The aim of this course is for students to develop their reading fluency and 
their knowledge of the background of the authors and their stories.Classes 
will cover a variety of texts, so students will learn how to read them deeply 
and analyze them.

第13回　分野3 Paper 返却 + 演習　／　Final Paper 分野決定
第14回　Oral Presentation 1（第１日：　学籍番号順　前半グループ）
第15回　Oral Presentation 2（第２日：　学籍番号順　後半グループ）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
クラス指定

講義コード（Course Code） EGF1150A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

2111-EGF1150, 2000-203012, 
2000-229002

授 業 名（Course Title） 英語英文学基礎演習ⅡＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小山　哲春
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） EGF1150B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

2111-EGF1150, 2000-203012, 
2000-229002

授 業 名（Course Title） 英語英文学基礎演習ⅡＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 大川　淳
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） EGF1150C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

2111-EGF1150, 2000-203012, 
2000-229002

授 業 名（Course Title） 英語英文学基礎演習ⅡＣ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 杉村　美奈
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） EGF1150D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

2111-EGF1150, 2000-203012, 
2000-229002

授 業 名（Course Title） 英語英文学基礎演習ⅡＤ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小林　順
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
本科目では、前期基礎演習Iで習得した「学びの方法」に関する知識を実践
的に応用し、英語英文学科での「学び」の主要トピック（英語圏文学文化、
コミュニケーション、言語学・英語学、外国語習得・教授法、等）に関し
て具体的な学びに触れながら、二年次以降の専門教育の履修が円滑に進む
よう準備を行う。特に論文（レポートおよびAcademic Paper）の書き方に
焦点を当て、様々なタイプの論文を執筆する方法を獲得する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. 英語英文学科の学びの中心である、英語圏文学文化、コミュニケーショ
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misunderstand it.  If you cannot understand particular sentences, you must 
not hesitate to ask questions.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
You must read the assigned text closely before each class in order to check 
your understanding in each lecture.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Class Participation, Contribution Mark and Vocabulary Quizzes  40 %
Term Examination 60%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction
第２回　"The Cat"
第３回　"The Cat"
第４回　"Laughing Sam"
第５回　"Laughing Sam"
第６回　"Locomotive 38, the Ojibway"
第７回　"Locomotive 38, the Ojibway"
第８回　"Locomotive 38, the Ojibway"
第９回　"Locomotive 38, the Ojibway"
第10回　"The Pomegranate Trees"
第11回　"The Pomegranate Trees"
第12回　"The Pomegranate Trees"
第13回　"The Pomegranate Trees"
第14回　"The Pomegranate Trees"
第15回　Review
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The schedule might be changed according to the progress and students' 
comprehension.

講義コード（Course Code） EGF1202N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

2112-EGF1202, 2000-203022, 
2300-180015

授 業 名（Course Title） 専門講読Ⅰｃ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 杉村　美奈
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『The Wonderful World of Language - ク
リスタルのことばの世界』　David Crystal
（著）, 岡田伸夫（編注）　成美堂　2011

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
基礎語学科目（特にReadingI/II、Advanced Reading I/II）で培われる基盤
的英語読解能力を応用し、英語英文学科で専門的に学んでいく学術的内容
を原書文献で読み進める授業となる。
このクラスでは言語学・英語学の専門的な学びに必要となる文献を原書で
購読し、学術的な読解力と基礎的専門知識の両方を涵養することを目標と
する。専門講読を通じて我々が日々当たり前のように使用している「こと
ば」（言語）について考えていきたい。ここでいう「言語」とは思想や意思
の伝達といったコミュニケーションの道具としての意味ではなく、「言語そ
のもの」の性質を意味する。「なぜ我々はいとも簡単に母語を話し、また理
解する事ができるのか」といった疑問や、「文法に良い／悪いは存在するの
か」といったテーマを始め「言語はどのような規則に基づいて成り立って
いるのか」について深く考察することで、人間のみに備わった能力である

「言語」の本質に迫りたい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．言語とは何かという言語の本質に迫る。
２．言語の科学的側面を考察する。
３．言語の社会的側面を考察する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業スタイルは「講義と演習」とする。毎回のテーマに沿ったリーディン
グ課題が課されるため、授業までには必ず読んでくることを前提として授
業を進める。講義ではリーディング課題で読み取るべき重要なポイントや
補足的説明を加えることを目的とし、その後、与えられたテーマについて
ディスカッションをペア、またはグループで行ってもらい、最終的に個人
で意見をまとめる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
言語に関するさまざまなテーマを扱い、それについて議論をしていくのが

２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will read short stories of the authors of Irish origin and learn how 
to read and analyze the layers of the texts beneath the surface. They will 
also study the background of the authors and their stories namely the culture 
and the history of the Irish.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．Reading assignment 
２．Close reading 
３．Study of the texts
４．Viewing the films based on the stories
５．Presentaions and discussion
６．Writing reports
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Precise instructions will be given in classes. TOEIC English and Grammar 
will be reviewed. A story of "Araby" by James Joyce will be read.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Class participation 40％、assignment 30％、examinations 30％.
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction
第２回　Reading of ”The Clever Whitewasher"
第３回　Reading of "Captured"
第４回　Reading of "Nothing Happened"
第５回　Reading of "Dead as a Dodo"
第６回　Reading of "Rex:A True Tale"
第７回　Reading of Dr.Jekyll's other Self
第８回　Reading of "Mr. Kling's Secret"
第９回　Reading of My Mother's Wax Friends"
第10回　Close reading of James Joyce's "Araby"
第11回　Viewing the film of "Araby" and group discussions
第12回　Viewing the film of F.Scott Fitzgerald's "Bernice Bobs Her Hair"
第13回　Understanding "Bernice Bobs Her Hair"
第14回　Grammar review
第15回　Feedback
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The contents of the class will be changed depending the levels of the 
students.

講義コード（Course Code） EGF1201N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

2112-EGF1201, 2000-203021, 
2000-205039

授 業 名（Course Title） 専門講読Ⅰｂ
Invitation to American Literature

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 大川　淳
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Best Stories of WIlliam Saroyan』　
William Saroyan　Seibi-do　1982

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
This course aims at developing reading skills and understanding what the 
critical reading is.  Reading William Saroyan’s short novels, it is necessary 
to read the text accurately, moreover, think of how the text composed.  This 
course urges you to find out your own answer for the question what the 
story implies in order that you can achieve the ability to think from various 
viewpoints.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. To be a good reader, it is necessary to understand vocabulary, grammar, 
and how the text composed.
2. To read more critically, you should raise your own questions such as why 
this word is used here, or what this enigmatic sentence implies.
3. To find out the answers for such questions, it is necessary to read from 
various viewpoints.  
4. This course encourages you to understand rhetoric, semantics, and 
historical background, that is, the context of the text.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course requires you to read the story before the lecture lest you 
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１．科目の教育目標（Course Description）
This course provides tools to increase your enjoyment and capacity for 
understanding what language is, using a textbook containing a variety of 
intriguing linguistic topics. Emphasis is placed on the characteristics of 
language such as language acquisition, sounds and meaning of a word or a 
sentence, and so on. The goal is thus to gain insight into human language 
from a linguistics point of view.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. To understand what language is.
2. To investigate language from a scientific point of view.
3. To study language from a social point of view.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
In each class, we will read a chapter on an aspect of language from the 
textbook. There will be group presentations on an assigned chapter, and 
worksheets will be provided according to the topic. Reading assigned 
chapters before class is mandatory, and active participation in discussion is 
encouraged. All class activities will be counducted in English.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
As stated above, active participaion in discussion is highly encouraged, and 
thus reading an assigned chapter before class is mandatory. In addition, you 
are expected to share your views and opinions, so focus should be placed 
on what YOU think of each topic in reading the materials.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Class Participation （Worksheets, Discussion, Quizzes） 30%, Short Paper 70%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction: What is language?
第２回　From cries to words
第３回　Making vibrations, pronuncing sounds
第４回　Discovering grammar
第５回　Grammar rules and variations
第６回　Accents and dialects
第７回　Being bilingual
第８回　The languages of the world
第９回　Sign language
第10回　Dying languages
第11回　Language change
第12回　Language variation
第13回　Language for feelings
第14回　Political Correctness
第15回　Applied Linguistics
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） EGF1251N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

2112-EGF1251, 2000-203025, 
2000-205058

授 業 名（Course Title） 専門講読Ⅱｂ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 新井　康友
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） The copies of papers we will be using in 
class will be distributed to you in class.

参考文献（References） References will be given in class for each 
paper before reading the paper.

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
This course is designed to have you read an text written for academic 
purpose concerning human language. It will be written from a biological 
point of view.
You will have difficulty understanding what the text says at first, but as you 
read on, you will begin to understand not only what is written, but part of 
what the field of linguistics is about.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
The purpose of reading papers on language is to see what concerns the 
scholarly world has on language at present. You will also see what interests 
the field has about language. You may not share these interests, but they 
are what are of concern in the scholarly world today. It is important to 

このクラスの基本的なスタイルであるので、自発的に「考える」ことを常
に心がけてほしい。次のクラスで議論する事をあらかじめ伝えるので自分
なりに意見をまとめておく事が期待される。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加 （ワークシート、ディスカッション、小テスト）30%, レポート 70% 
の総合評価とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction: What is language?
第２回　From cries to words
第３回　Making vibrations, pronuncing sounds
第４回　Discovering grammar
第５回　Grammar rules and variations
第６回　Accents and dialects
第７回　Being bilingual
第８回　The languages of the world
第９回　Sign language
第10回　Dying languages
第11回　Language change
第12回　Language variation
第13回　Language for Feelings
第14回　Political Correctness
第15回　Applied Linguistics
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） EGF1203N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

2112-EGF1203, 2000-203023, 
2000-205055

授 業 名（Course Title） 専門講読Ⅰｄ
翻訳論

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小林　順
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） （未定）
参考文献（References） （未定）
備 考（Note）

別紙　

講義コード（Course Code） EGF1250N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2112-EGF1250, 2000-203024

授 業 名（Course Title） 専門講読Ⅱａ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 杉村　美奈
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『The Wonderful World of Language - ク
リスタルのことばの世界』　David Crystal
（著）岡田伸夫（編注）　成美堂　2011

参考文献（References）
備 考（Note）
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講義コード（Course Code） EGF1252N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

2112-EGF1252, 2000-203026, 
2300-180014

授 業 名（Course Title）
専門講読Ⅱｃ
アイルランド系作家の短編小説と英
語読解演習

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 須川　いずみ
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Essential English Grammar for TOEIC 
Test』　アーロン・キャルコート　南雲堂　
2015

参考文献（References） 授業時に個別に指示する。
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
まず表面の英語を正しく読めるように色々な英文でトレーニングする。そ
の上で、アイルランド系文学の短編を英語読解するだけでなく、テキスト
に折り込まれた何層もの意味を分析する能力を培う。また、作家・作品の
背景となるアイルランドの文化、歴史、思想を学び、より深く個別作品を
理解できるようにする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．文学は高度な英語なので、その英語が読めるように英語読解能力を培
う。
２．文法の総復習をして読解力をつける。
３．単語量を増やす。
４．テキスト分析法を学ぶ。
５．文学研究に興味を持てるようにする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．予習
２．文法復習
３．部分的に精読
４．ノート提出
５．確認
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業時に詳細に指示する。英文をしっかり読めるようにするために文法と
単語の復習を宿題としてやってきてもらい、クラスで確認する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業態度40％、課題30％、テスト30％で総合的に評価する。
クラス参加は基本であり、欠席が三分の一を超えた場合、原則として単位
を与えない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　英語単語演習と"The Clever Whitewasher"読解
第３回　英語単語演習と"Captured"の読解
第４回　イディオム演習と"Nothing Happened"の読解
第５回　イディオム演習と"Dead as a Dodo"の読解
第６回　文法演習と"Rex:A True Tale"の読解
第７回　英語読解演習と"Dr.Jekyll's Other Self"の読解
第８回　英語読解演習と"Mr. Kling's Secret"の読解
第９回　英語読解演習と"My Mother's Wax Friends"の読解
第10回　英語読解演習とジェイムズ・ジョイスの"Araby"の精読
第11回　"Araby"の映画観賞と作品との比較研究
第12回　F.スコット・フィッツジェラルドの"Bernice Bobs Her Hair"の

映画観賞
第13回　"Bernice Bobs Her Hair"の読解と解説
第14回　副本の文法と読解総合復習
第15回　まとめとその他
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
英語単語・読解等のトレーニングも毎回入れる。学生のレベルによって内
容を変更する場合がある。

learn to understand what is expressed by the language used in these fields; 
that is, the vocabulary used in the field and the meaning expressed by the 
language used.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
We will read and discuss what is written. We may sometimes rely on 
translation to try to understand what is written or we may ask questions and 
seek answers in order to clarify a passage. We must seek ways to express 
what we understand. We will also go over the vocabulary used in the page 
we read on the day.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
In order to read something written in a foreign language, we need to know 
the words used in the text. You will be responsible to go over the words 
you do not understand and translate passages into Japanese when asked to 
do so.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
You will be evaluated by your performance in class, namely, to get a passing 
grade on the vocabulary quiz you will be given and to translate a passage 
when asked to, ask and answer questions in class, and to discuss matters 
that come up as we read on. 60 percent of your grade will be based on this. 
I will give quizes on the passage we read in the previous class and a middle 
and final quizes on the parts we read in the beginning seven weeks and the 
final seven weeks. 40 percent of your grade will be based on this.
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introducing the paper on biological perspective of language.
第２回　First vocabulary quiz on the first page of the paper. Read out 

loud the first page of the paper and question and answer session on 
it.

第３回　Second vocabulary quiz on the second page of the paper. Read 
out loud the second page of the paper and question and answer 
session on it.

第４回　Third vocabulary quiz on the third page of the paper. Read out 
loud the third page of the paper and question and answer session 
on it.

第５回　Fourth vocabulary quiz on the fourth page of the paper. Read 
out loud the fourth page of the paper and question and answer session 
on it.

第６回　Fifth vocabulary quiz on the fifth page of the paper. Read out 
loud the fifth page of the paper and question and answer session on 
it.

第７回　Sixth vocabulary quiz on the sixth page of the paper. Read out 
loud the sixth page of the paper and question and answer session 
on it.

第８回　Summary of the first six pages of the paper with quiz on 
vocabulary and contents.

第９回　Seventh vocabulary quiz on the seventh page of the paper. Read 
out loud the seventh page of the paper and question and answer 
session on it.

第10回　Eighth vocabulary quiz on the eighth page of the paper. Read 
out loud the eighth page of the paper and question and answer 
session on it.

第11回　Ninth vocabulary quiz on the ninth page of the paper. Read out 
loud the ninth page of the paper and question and answer session 
on it.

第12回　Tenth vocabulary quiz on the tenth page of the paper. Read out 
loud the tenth page of the paper and question and answer session 
on it.

第13回　Eleventh vocabulary quiz on the eleventh page of the paper. 
Read out loud the eleventh page of the paper and question and 
answer session on it.

第14回　Twelfth vocabulary quiz on the twelfth page of the paper. Read 
out loud the twelfth page of the paper and question and answer 
session on it.

第15回　Summary and quiz on the second half, from pages 7th to 12th.
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
We will also see videos related to the text. We will also use the Internet to 
search for information related to the text. We should be able to go through 
a text but if not it is recommended that you finish the paper in your own 
time.
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講義コード（Course Code） EGR3201N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

2132-EGR3201, 2000-205284, 2000-
205297, 2000-268212, N622-EDP2300

授 業 名（Course Title）
小学校英語教育Ⅰ
小学校外国語活動（英語教育）に効
果的な指導法と具体的な活動につい
て

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 北村　友美子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2･3･4（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『小学校英語教育法入門』　樋口忠彦（代
表）　研究社　2013
『Hi, friends! 1』　文部科学省　
毎回授業中にプリントを配布します。

参考文献（References） 『新しい小学校英語科教育法』　高橋美由
紀・柳善和（編著）　協同出版　2011

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　2011年度より小学5，6年で外国語活動が必修となった。2020年度からは
5，6年で英語が教科（英語科）となり、3，4年で外国語活動が必修となる。
英語科や外国語活動を指導できる人材が今後益々必要となるであろう。そ
のような状況の中、この講座では、小学校担任として、英語専科教員とし
て、または地域人材として、小学校英語科や小学校外国語活動を指導する
素地を養う。具体的には、小学校外国語教育（英語教育）の概要を理解し、
子どもの発達に合った指導法についてわかるようになる。また、小学生に
適した活動について実践ができるようになる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・言語習得理論・英語教育に関する指導法について一つを選び、調べて発
表する。特に小学校英語での活用を考えることが大切である。
・一つの言語活動を選び、教具教材を準備して、先生役となり児童役の学
生に指導を行う。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・授業は、講義、発表、ディスカション、活動体験・実践等多様な形式で
行う。
・活動実践では、先生役と生徒役に分かれて学び合う。
・毎時間授業での学びを「受講ノート」にまとめ、提出する。講師からの
フィードバックを受け、自身で振り返る。最終授業で全ての「受講ノート」
を再度振り返ることにより、この講座での学びを確かなものとする。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・言語習得理論や指導法については、本やインターネットで調べる。
・言語活動実践については、授業での体験後、講師の指示に従い準備をす
る。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業中の参加態度３０％、発表（発表レポート含む）４０％、中間テス
ト２０％、受講ノート１０％で評価を行う。 意欲的に取り組むことが大切
である。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　小学校外国語活動概論、小学校での外国語活動授業の実際を体
験

第２回　諸外国の小学校における外国語教育
第３回　母語習得研究と第２言語習得理論
第４回　小学校外国語活動（英語教育）における効果的な指導法につい

て発表
（Communicative Language Teaching　等）

第５回　小学校外国語活動（英語教育）における効果的な指導法につい
て発表

（Content-Based Insturuction　等）
第６回　小学校外国語活動（英語教育）における効果的な指導法につい

て発表
（Total Physical Response　等）

第７回　小学校外国語活動（英語教育）における歌・チャンツなど音声
教材を使用した指導

第８回　小学校外国語活動（英語教育）におけるクイズ・ゲームを通し
た指導

第９回　中間テスト
第10回　小学校外国語活動（英語教育）におけるコミュニケーション活

動・自己表現活動・国際理解活動を通した指導
第11回　小学校外国語活動（英語教育）におけるプロジェクト活動を通

した指導

講義コード（Course Code） EGF1253N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

2112-EGF1253, 2000-203027, 
2300-180016

授 業 名（Course Title） 専門講読Ⅱｄ
アメリカ文学への招待

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 大川　淳
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『American Families』　John Updike, 
Bernard Malamud, Kate Chopin, 
Raymond Carver, E.L. Doctorow　三修社　
1991

参考文献（References） 講義中に適宜指示する。
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
この授業は、アメリカ文学の短編集を読み、基礎的なreading skillを習得
することと、それぞれの作品を多角的な視点で解釈することを目的とする。
テキストは全て原作で構成されており、生の英語文学に触れることを通じ、
英語を正確に読む力を養う。また授業で扱う短編小説群は家族にまつわる
ストーリーで構成されている。一見すると、起承転結のない平凡な物語に
見えるが、深くテクストを掘り下げることによって、様々な解釈が生み出
されるものばかりである。ただ単に英語の文章を読むのではなく、一文一
文丁寧に検証することによって、様々な意味を浮き彫りにし、文学が孕む
無限の解釈の可能性を探っていく。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１　文学を正確に読むために、語と語のつながりを、前置詞に至る次元ま
で正確に読む。
２　一文一語にこだわり解釈の可能性を見出す。  　
３．それぞれの作品の時代背景や、作家の自伝的要素に触れ、それらがテ
クストにどのように影響しているかを考察する。
４．文学作品を英語で読む楽みを覚える。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業では、一文づつ意味をたどっていく。難しい箇所、また不可解な箇所
について、時間を割き、テクストの検証を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
開講時に指示する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
平常点（授業への貢献度）30%
レポート２０％　
期末試験　５０%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction
第２回　Cate Chopin "Regret"
第３回　Cate Chopin "Regret"
第４回　Cate Chopin "Regret"
第５回　Review
第６回　Bernard Malamud "My Son the Murderer"
第７回　Bernard Malamud "My Son the Murderer"
第８回　Bernard Malamud "My Son the Murderer"
第９回　Review
第10回　E.L. Doctorow "The Writer in the Family"
第11回　E.L. Doctorow "The Writer in the Family"
第12回　E.L. Doctorow "The Writer in the Family"
第13回　E.L. Doctorow "The Writer in the Family"
第14回　E.L. Doctorow "The Writer in the Family"
第15回　Review
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） EGR2201N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

2132-EGR2201, 2000-205281, 
2000-268210, N622-EDC2300

授 業 名（Course Title）
こども英語教育Ⅰ
子供に楽しく英語を教える　未来の
国際人を育てる

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 北村　友美子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1･2･3･4（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『Welcome to Learning World Yellow 
Book Text』　Mikiko Nakamoto　アプリ
コット出版　1996
『Welcome to Learning World Yellow 
Book 生徒用ＣＤ』　Mikiko Nakamoto　
アプリコット出版　1996
毎回プリントを配布します。

参考文献（References）
備 考（Note） 定員30人

１．科目の教育目標（Course Description）
子供たちは言語習得の天才です。　楽しい歌やチャンツ、動作、活動を通
じて、英語表現を覚えていきます。　本講座では、英語教育の目標や児童
英語教育に関する知識を学び、さらに楽しいだけでは終わらない言語教育
を実践できる素地を養います。学校教育の枠にとらわれない、幼児・児童
のための英語教育法です。学生自身の英語運用能力や教師としての資質向
上も目指します。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・配布プリントの予習
・welcome to Learning Wrold YelloのCDを聞いて覚える。（次回発表）
・絵本の実技発表
・到達度評価
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　一方的に講義を聴くのではなく、予習、ディスカッション、言語活動、発
表等を通して、実践的に学びます。　小学生用テキストWelcome to Learning 
World Yellow Book と準拠のＣＤを使って、児童英語教育の実際を子供目
線から学びます。　授業には必ず英和・和英の辞書持参の事（電子辞書可）

（携帯電話、スマートphone 辞書は不可）
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・毎回配布されるプリントの予習。
・小学生用テキストWelcome to Learning World Yellow Book のＣＤを聴
いて内容を暗唱する。
・絵本のCDを聞いて発表の練習をする。
・到達度評価項目について覚えたり、練習したりする。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
・出席回数が３分の２に満たない場合は、原則として評価しない。
・評価は、授業中の参加度３０％、到達度評価項目達成６０％　（内４０％
は授業の理解、２０％は小学生用テキストWelcome to Learning World の
把握）、実技発表１０％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　英語教育の目標と児童英語教育、日本の英語教育の問題点
第２回　異文化理解（イースターについて）
第３回　国際人の定義　４種類の英語
第４回　幼児・児童の特質
第５回　Coummnicative Approach と　Humanistic Approach
第６回　児童英語講師のあり方
第７回　幼児・児童英語教育におけるsongs　の役割
第８回　幼児・児童英語教育におけるchantsの役割
第９回　幼児・児童英語教育における言語活動
第10回　幼児・児童英語教育における絵本の役割
第11回　絵本の読み聞かせ準備
第12回　絵本の読み聞かせ発表
第13回　幼児・児童英語教育におけるレッスンプラン
第14回　幼児・児童英語教育における評価　
第15回　到達度評価とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
こども英語教育Ⅰでは、特に幼児、児童の低学年の教え方を中心に学びま
す。児童高学年の教授法はこども英語英語教育Ⅱで扱います。
こども英語教育Ⅰ、こども英語教育Ⅱの両講義を受講することにより、児

第12回　活動の発表（クイズ・ゲーム）
第13回　活動の発表（コミュニケーション活動・自己表現活動・国際理

解活動）
第14回　活動の発表（プロジェクト活動）
第15回　到達度評価とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
小学校英語教育Ⅱを履修することが望ましい。子どもの英語教育に興味・関
心がある学生が履修すること。

講義コード（Course Code） EGR3251N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

2132-EGR3251, 2000-205285, 2000-
205298, 2000-268213, N622-EDP2350

授 業 名（Course Title） 小学校英語教育Ⅱ
小学校外国語活動の模擬授業に挑戦

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 北村　友美子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2･3･4（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『小学校英語教育法入門』　樋口忠彦（代
表）　研究社　2013
『Hi, friends! 2』　文部科学省　
必要に応じて授業の資料を配布します。

参考文献（References）
『新しい小学校英語科教育法』　高橋美由
紀・山岡多美子柳善和（編著）　協同出版　
2011

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
小学校英語教育Ⅰで学んだことを基に、この講座ではさらに小学校外国語
活動指導の際に必要なことを学び、最終的に模擬授業を行う。小学校現場
で、外国語活動の指導ができるような下地が育っていることを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・学習指導案作成
・模擬授業実施
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　授業は講義・発表・ディスカション形式で行う。実際に外国語活動の模擬
授業を行うことにより、外国語活動の授業過程、学習指導案、評価の在り
方等を総合的に学ぶ。また、毎時間授業の学びを「受講ノート」に記入し
提出をする。講師からのフィードバックを受けとり、自身で振り返る。最
終授業で全ての「受講ノート」を振り返ることにより、この講座での学び
を確かなものとする。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・指示されたテキスト箇所を予習する。
・模擬授業を行う為に、教具・教材作り、模擬授業の練習等授業外でも十
分な準備を行う。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業中の参加態度３０％、中間テスト２０％、模擬授業（指導案作成を含
む）４０％、受講ノート１０％、で評価を行う。 意欲的に取り組むことが
大切である。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　小学校英語教育概要、教室英語
第２回　小学校英語教育Ⅰの復習
第３回　指導者の役割、資質と研修
第４回　指導目標、年間指導計画の立て方と具体例
第５回　異文化理解 ＜Let's make a jack-o'-lantern!>
第６回　言語材料と４技能の指導
第７回　授業過程と授業の進め方
第８回　評価のあり方
第９回　中間テスト
第10回　授業づくり、教材研究
第11回　模擬授業のあり方
第12回　模擬授業準備
第13回　模擬授業と評価（導入と展開）
第14回　模擬授業と評価（発展））
第15回　外国語活動の成果、課題、今後の展望
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
小学校英語教育Iを履修していることが望ましい。
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講義コード（Course Code） EGR1100N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2132-EGR1100, 2000-207010

授 業 名（Course Title） ホスピタリティ論Ⅰ
おもてなしのルーツを探る

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 岩田　真理子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） テキストは使用しない。都度、資料を配
布しながらすすめる。

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
「ホスピタリティ」という概念について多角的に探究する。「ホスピタリティ」
を受ける側の視点について主に取り上げ、理解を深める。それぞれが自分
なりに「ホスピタリティ」について考え表現できることを目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・「ホスピタリティ」を考察する中で、人として大切なことについても学ぶ。
・文字面だけで理解するのではなく、授業態度も含め、日常生活でのホス
ピタリティを体得する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
パワーポイントを使用し、主に講義主体で進める。
テーマに沿ったディスカッション・発表など随時取り入れる。
毎回、小レポートによりホスピタリティを考察する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業で配布される資料をよく理解し、次週のテーマに関連性を持たせ考察
してくる。 日常生活でホスピタリティを出来るだけ実践する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業態度（30％）、小レポート（20％）、確認テスト（50％）に基
づいて総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション－ホスピタリティへのアプローチ－
ホスピタリティの概念を理解する。本講座で取り上げるホスピタリ
ティへのアプローチの方法を理解する。

第２回　ホスピタリティとは－言葉からのアプローチ－
「ホスピタリティ」の語源からアプローチする。ホスピタリティの定
義とはどのようなものであるのかを考察する。

第３回　ホスピタリティと人間－人間の感情とホスピタリティ－
ホスピタリティを提供する動物としての人間の存在からホスピタリ
ティを紐解いていく試みをする。

第４回　ホスピタリティと文化①－文化・感情表現・地域のおもてなし
－
ホスピタリティの表出の仕方、感じ方などに文化や時代による違い
など、地域や文化・文明による差異を考察してみる。

第５回　ホスピタリティと文化②－歴史とホスピタリティ－
ホスピタリティの歴史を考察する。時代の変遷と社会の変遷におい
てなにか変わりがあるのかないのかを考察する。

第６回　ホスピタリティと産業①－産業構造の変化とホスピタリティの
重要性－
サービス産業、ホスピタリティ産業が求められる時代背景を産業構
造の変化を追いながら考える。

第７回　ホスピタリティと産業②－産業・社会の変化とホスピタリティ
を考える－
ホスピタリティ産業の変化を予測し、社会の変化にともなってホス
ピタリティ産業というものの変化を推測してみる。

第８回　ホスピタリティと産業③－エアラインにおけるホスピタリティ
－
航空機を運航する商品とはどのような特徴があるのかを考える。実
際のエアライン（ＡＮＡ）をモデルとして考えてみる。

第９回　ホスピタリティとチームワーク－チームの力と個人の力－
企業や地域社会など、ホスピタリティをチームで生み出す為に必要
な要素とは何かを検討する。

第10回　ホスピタリティとコミュニケーション－相互作用を生み出すコ
ミュニケーション－
ホスピタリティを相手に伝えるためにはコミュニケーション能力が
重要となることを理解する。

第11回　点と点をむすぶホスピタリティマインド－地域とホスピタリ
ティとの関係－
人は航空機によって点と点を移動する。地域と航空輸送との関係か

童英語教育の全体像がわかります。両講義を受講することが望ましいです。

講義コード（Course Code） EGR2251N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

2132-EGR2251, 2000-205282, 
2000-268211, N622-EDC2350

授 業 名（Course Title）
こども英語教育Ⅱ
楽しく、効果的に子供たちを英語の
世界に導く授業

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 北村　友美子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1･2･3･4（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『Learning World Book3改訂版Text』　
Mikiko Nakamoto　アプリコット出版　
2009
『Learning Workd Book 3 改訂版生徒用Ｃ
Ｄ』　Mikiko Nakamoto　アプリコット出
版　2009

参考文献（References）

備 考（Note） 定員30人
「こども英語教育Ⅰ」履修者であること

１．科目の教育目標（Course Description）
　本講座では、小学校中学年・高学年児童の特徴とその特徴に合った指導
法に関する知識や実践を学びます。学校教育の枠にとらわれない、子ども
の自尊感情を育てながら英語の総合的な運用能力を育てる児童英語教育法
です。学生自身の英語運用能力や教師としての資質向上も目指します。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・Learning World Book 3のCDを自宅で聞き、歌やチャンツを言えるよう
になる。（発表の宿題が毎回ある）
・英語のストーリーの暗唱と発表があります。
・到達度評価項目を覚えたり、言えるようになる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　それぞれの課題に合わせて講義、実習を行います。小学生中級用英語教
材 Learning World Book 3 のテキストと準拠のＣＤを使って、児童英語教
育の実際を子供目線、指導者目線から学びます。授業には必ず、英和・和
英の辞書持参してください。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・事前に前期の授業内容を復習しておくこと
・Learning World Book 3　の所定のページのCDを聞いて、練習してくる。
・CDを聞いて英語のストーリを暗唱する。
・到達度評価項目について覚えたり、言えるようになる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
・出席回数が３分の２に満たない場合は、原則として評価しない。
・評価は、授業中の参加態度３０％、到達度評価３０％　Learning World 
Book 3 の把握　３０％、ストーリ発表１０％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　学習者（中学年・高学年児童）の発達段階と学習上の特徴
第２回　コミュニケーション能力の定義
第３回　異文化理解
第４回　InputとOutput
第５回　発話を促す活動（インフォメーションギャップ活動）
第６回　発話を促す活動（ジグソー活動）
第７回　TPRを使っての指導
第８回　Phonics　を使っての指導
第９回　Story Tellingを使っての指導
第10回　Story　Tellingの発表
第11回　児童英語教育における書く指導
第12回　児童英語教育における読む指導
第13回　児童英語教育における文法の扱い
第14回　Taskのある授業
第15回　到達度評価とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
英語の歌・ﾁｬﾝﾂ・ストーリーを暗唱する課題が多くでます。日頃からCDを
聴く習慣を身に付けてください。
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第７回　ホスピタリティとマニュアル－伝える/伝わる「ホスピタリ
ティ」－
お客様へ伝えるための留意点を考える。マニュアルとホスピタリティ
マインドについて考察する。

第８回　ホスピタリティとコミュニケーション①－場の重要性－
お客様にホスピタリティを届けるためにどのような場面を重要に考
えるべきか、検証する。

第９回　ホスピタリティとコミュニケーション②－働く個人と集団の連
携－
集団としてのホスピタリティが発揮されるときに働く力を考える。

第10回　ホスピタリティマネジメント－ホスピタリティマインドを生み
出す背景－
ホスピタリティを生み出していくために、どのようにマネジメント
することが必要かを考える。

第11回　事例検討①－大学生活におけるホスピタリティを考える。
第12回　事例検討②－空港でのエピソードをもとにホスピタリティを考

える。
第13回　事例検討③－伝統の老舗における一期一会についてホスピタリ

ティを考える。
第14回　事例検討④－航空会社でのエピソードからホスピタリティを考

える。
第15回　確認テストとまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） EGR1500N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2132-EGR1500, 2000-207013

授 業 名（Course Title）
エアライン・サービス論
エアラインで提供しているサービス
とは

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 5：共生・協働する力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 岩田　真理子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）
『エアラインオペレーション入門』　（株）
ANA綜合研究所（編集）　（株）ぎょうせ
い　2010

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
エアライン業界を広く全般的に理解し、主にエアラインで提供しているサー
ビス部分（オペレーション部門・カスタマー部門）について焦点をあわせ
エアラインの業務の構成やエアライン・サービスに必要な要素を理解する
ことを目的とする。多職種他地点で働く人々が一つの目標に向かって専門
性を高めながら働いていることを理解する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
ホスピタリティ産業の代表として、航空業界を取り上げ、エアラインサー
ビスを幅広く学ぶなかで、多様な職種について理解を深める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
パワーポイントを使用し、主に講義主体で進める。テーマによって関連DVD
など視聴する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
日頃より、航空業界やサービス業に関するTVニュース・新聞記事等に関心
をもって目配りをすること。
次回までに各回で配布された資料をもとに復習をして臨む。疑問点を明ら
かにして質問すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業態度（30％）、小レポート（20％）、確認テスト（50％）に基
づいて総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
講義の進め方、目的、評価など。エアラインのサービス全体を考え
る。

第２回　エアラインの提供するサービス
航空産業の概要を理解する。
エアラインがお客様に提供するサービスとはどのような特徴がある
のかを考える。

らホスピタリティを考える。
第12回　ホスピタリティと観光産業①－観光産業で発揮されるホスピタ

リティ－
ホスピタリティが観光産業の中で発揮されるべきこととその必要性
を考える。

第13回　ホスピタリティと観光産業②－旅行者心理を考える－
観光の主体である旅行者についてとりあげ、旅行者にとってのホス
ピタリティはどのようにあるべきかを考える。

第14回　ホスピタリティと観光産業③－現在の（場所）での観光産業で
ホスピタリティが発揮できるもの－
観光および航空輸送に焦点をあてて演習を組み込みながら観光客に
対するホスピタリティを考える。

第15回　確認テストとまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） EGR1150N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2132-EGR1150, 2000-207011

授 業 名（Course Title） ホスピタリティ論Ⅱ
ホスピタリティを具現化するために

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 岩田　真理子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）

前提科目（Prerequisite） 207011「ホスピタリティ論I」又は101556
「ホスピタリティ入門」

テキスト（Textbook） テキストは使用しない。都度、資料を配
布しながらすすめる。

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
「ホスピタリティ」についての理解を深めると同時に、「ホスピタリティ」を
発揮する側にとって必要な要素や構造について考察する。ホスピタリティ
論Iを理解した学生が、さらにホスピタリティをマネジメントを行うことが
できるまでを目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・「ホスピタリティ論I」で学んだことを更に一歩踏み込んで学習する。 ・
他者に対する思いやり・気遣いについての考察を深める。 ・日常における
ホスピタリティに関する気付きや発揮が求められる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
パワーポイントを使用し、主に講義主体で進める。テーマに沿ったディス
カッション・発表など随時取り入れる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
ホスピタリティI（ホスピタリティ入門）で学んだことがベースとなるため、
以前の資料を振り返りながら、考察を深める。 ホスピタリティが体現でき
るよう日常の中で実践を重ねる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業態度（30％）、小レポート（20％）、確認テスト（50％）に基
づいて総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション－授業概要の理解－
授業概要説明。授業全体の進め方の理解とホスピタリティとはどの
ようなものかという復習を行う。

第２回　ホスピタリティの発揮①－ホスピタリティの高い人間とは－
個人のホスピタリティの発揮について、ひとりの人間としてどのよ
うにあるべきなのかを考える。

第３回　ホスピタリティの発揮②－ホスピタリティと企業との関係－
ホスピタリティが企業にとって必要なものはどのような要素が必要
とされるのかについて考察する。CSとの関係を考える。

第４回　ホスピタリティの発揮③－ホスピタリティの醸成－
ホスピタリティマインドを高めていく方法や個々人の中その重要性
を認識させることができるのかを考えてみる。人材教育。

第５回　ホスピタリティと評価①－評価方法の検討－
ホスピタリティはどのように評価するのか。ホスピタリティの評価
尺度について考えてみる。

第６回　ホスピタリティと評価②－評価とフィードバック－
ホスピタリティを評価－フィードバックする効果的なサイクルを考
える。
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は、表現の工夫や言葉の知識が必要である。また、他者を理解しようとす
る姿勢が求められる。これらの課題をふまえ、コミュニケーションのため
の基礎知識や方法を学び、ワークショップやグループワークを通じて、社
会で用いる日本語表現を活用する力を身につける。コミュニケーション活
動を実践することで、相手を慮り、協力して目標を達成する方法を学ぶ。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・コミュニケーションに必要な基礎知識を身につける。 
・漢字検定準２級から２級レベルの漢字能力を養成する。
・句読法・接続詞など、文章表現に必要な文法事項を習得する。
・段落構成など、論理的な表現方法を習得する。
・社会で求められる敬語表現を習得する。
・グループワークを通じて、協働作業の方法を身につける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・プリントなどより提示された教材を活用する。
・漢字テストを行い、文章表現のための基礎力を身につける。
・作文用紙やワークシートを用いて、文章表現の実践を行う。
・グループ学習を通じて、コミュニケーション能力を養う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・授業で紹介した参考文献などを読み、コミュニケーションに関する知識
を広げる。
・授業で学んだことを、大学生活で実践し、自分のコミュニケーション活
動を省みる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（30％）、毎時間の提出物（30％）、漢字テスト（10％）、
学期末のレポート（30％）により総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　自己表現としての自己紹介
第２回　文の構造と句読点の使い方、原稿用紙の使い方
第３回　論理的に考える（案の出し方と単純化）
第４回　論理的に考える（対立点を見つける）
第５回　論理的に考える（カテゴリーに分ける）
第６回　グループワーク（１）（異なる意見を整理する）
第７回　わかりやすく発表する
第８回　文章の整理・文章の組み立て
第９回　対比の構造（「しかし」を使いこなす）
第10回　敬語表現の基礎
第11回　手紙の書き方
第12回　グループワーク（２）（協働して作り上げる）
第13回　論理的な文章の書き方（１）（カテゴリーに整理する）
第14回　論理的な文章の書き方（２）（論理的な構成を意識する）
第15回　コミュニケーションに必要なこと
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・定期試験に代わり、レポートを提出する。

講義コード（Course Code） CSB1550A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

2211-CSB1550, 2000-223017, 
2000-223022

授 業 名（Course Title）
日本語コミュニケーション
ⅡＡ
口頭表現の基礎

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 5：共生・協働する力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 平野　美保
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）
『声のトレーニング』　福島英　岩波ジュ
ニア新書　2005
『テレビの日本語』　加藤昌男　岩波新書　
2012

備 考（Note） 必修 文章表現を含む

第３回　保安・安全について
公共交通機関としての役割を考える。他の公共交通機関との比較に
よりエアラインの優位と劣位を理解する。航空安全への取り組みや
空港の保安体制を理解する。

第４回　予約部門
予約・販売部門の業務内容と求められる要素を理解する。航空券と
は何か、また、世界の予約システムを理解する。

第５回　空港サービスⅠ
カスタマーラインの業務として旅客スタッフの業務を取り上げる。
空港での仕事をお客様からの視点でとりあげ、旅客の流れにそって
空港業務を理解する。

第６回　空港サービスⅡ
オペレーションラインの業務として、グランドハンドリング業務を
取り上げる。航空機が空港に到着し、出発するまでの地上業務を理
解する。

第７回　機内サービスⅠ
客室乗務員の役割を考え、業務の流れを追いながら、その仕事の内
容を理解する。

第８回　機内サービスⅡ
機内の業務を支える業務について理解する。機内食ケータリング事
業、航空機関連物品調達事業など、機内サービス全般を支える業務
を取り上げる。

第９回　オペレーションIーパイロットの業務ー
飛行機の基礎知識を理解する。また、運航乗務員（パイロット）の
養成の流れや業務内容を理解する。パイロットはお客様と接する機
会は少ないが「運航」を通じたサービスを考える。

第10回　オペレーションⅡ－運航の定時性を守る業務－
運行管理者とは何か、運航を支える定時性をコントロールする部門
がどのような動きをしているのか概要を紹介する。

第11回　オペレーションⅢ　－整備部門の業務－
運航を支える安全に一番近い整備部門がどのように構成されている
のか、安全とサービスについて考える。　　

第12回　貨物輸送部門
貨物サービスを取り上げ、航空貨物の現状を考える。ハブ空港とは
何か、日本のハブ空港の現状、アジアのハブ空港競争を紹介する。

第13回　エアラインサービスのその他の業務
ーマイレージサービスとアライアンスー
顧客接点における営業戦略の一部としてのマイレージサービスやア
ライアンスの現状を理解する。

第14回　エアラインサービスの多様性
LCC（格安航空会社）の特徴とレガシーキャリア（既存航空会社）
との違いを理解する。

第15回　確認テストとまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） CSB1500N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

2211-CSB1500, 2000-223016, 
2000-223021

授 業 名（Course Title） 日本語コミュニケーションⅠ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 5：共生・協働する力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 長沼　光彦
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『書き込み式漢字ベーシック　漢検対応　
改訂版 』　明治書院　2015
プリント配布

参考文献（References）

『新版 大学生のためのレポート・論文術』　
小笠原喜康　講談社現代新書　2009
『「分かりやすい説明」の技術』　藤沢晃司　
講談社ブルーバックス　2002
『相手に「伝わる」話し方』　池上彰　講
談社現代新書　2002
『人生の教科書　人間関係』　藤原和博　ち
くま文庫　2007
『大人の敬語コミュニケーション』　蒲谷
宏　ちくま新書　2007

備 考（Note） 必修 文章表現を含む

１．科目の教育目標（Course Description）
人に意思を伝えるのは難しい。頭に浮かぶまま言葉に置き換えても、なか
なか理解してはもらえない。言葉にできない思いもある。思いを伝えるに
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講義コード（Course Code） CSA1200N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2222-CSA1200, 2000-225083

授 業 名（Course Title） 国文学概論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 長沼　光彦
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1･2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリント配布

参考文献（References）

『哲学ってなんだ』　竹田青嗣　岩波ジュ
ニア新書　2002
『岩波講座文学』　小森陽一・他　岩波書
店　2003
『文学入門』　伊藤整　講談社文芸文庫　
2004
『精神としての身体』　市川浩　講談社学
術文庫　1992
『都市空間のなかの文学』　前田愛　ちく
ま学芸文庫　1992

備 考（Note） 国文学史を含む

１．科目の教育目標（Course Description）
「文学とは何か」と問えば、多くの人は心の表現だと答えるかもしれない。
だが、文学で描かれる人間は、心だけで生きているわけではない。肉体を
持ち、人と関わり、行動する。それら人間の全体像を文学は描こうとする
のである。また、文学が描くのは人間だけではない。人の生きる社会、世
界のあり方を、私たちに示すのである。
本講義では、日本の近現代文学を中心に、モラル・身体・空間という言葉
をキーワードとして、文学に表されたテーマを考察する。文学作品の読解
方法を学び、テーマの多様性について理解を深めるとともに、人間観・社
会観を広げる。特に国語科教員希望者は、具体的な文学表現の考察の仕方
を学び、教材研究に活用する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・具体的な文学表現を読解しながら、多様な主題を理解する。
・文学研究の方法について、基礎的な知識を身につける。
・自己の文学観を養い、人に伝える力を養う。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・配布したプリントにより、様々な文学表現を読解し、講義をとおしてテー
マやモチーフに対する理解を深める。
・考えをまとめ表現する力を養うために、毎時間の終わりに、講義の内容
に関わる簡単なワークを行うか、または感想・意見をまとめて提出する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・授業で紹介した参考文献や小説作品を、学んだ方法に基づき読解する。
・紹介した作品以外に読書を広げ、日本文学に対する考察を深める。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（30％）、毎時間の意見文（30％）、学期末のレポート

（40％）により総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　講義の導入・紹介
第２回　文学のモラル（坂口安吾「文学のふるさと」）
第３回　壊すモラル・壊れる日常
第４回　文学と現実のモラルとの関係
第５回　現代のモラルと昔のモラル（芥川龍之介と「今昔物語集」）
第６回　モラルと空間（芥川龍之介「羅生門」）
第７回　居場所と身体
第８回　見られる身体（芥川龍之介「鼻」）　
第９回　身体のイメージ
第10回　心と空間（芥川龍之介「蜃気楼」）
第11回　心の広がり、人とのつながり
第12回　やつす都市（谷崎潤一郎「秘密」）
第13回　夢想と都市空間
第14回　現実と夢想の間
第15回　文学と人間の表現
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・定期試験に代わり、レポートを提出する。
・レポートを書く際に、他人の書いた文章をコピーペーストしたものは認
めない。

講義コード（Course Code） CSB1550B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

2211-CSB1550, 2000-223017, 
2000-223022

授 業 名（Course Title）
日本語コミュニケーション
ⅡＢ
口頭表現の基礎

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 5：共生・協働する力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 平野　美保
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）
『声のトレーニング』　福島英　岩波ジュ
ニア新書　2005
『テレビの日本語』　加藤昌男　岩波新書　
2012

備 考（Note） 必修 文章表現を含む

１．科目の教育目標（Course Description）
苦手意識を克服し、口頭表現に関する基礎技法を習得する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・人前で話すことに慣れる。
・口頭表現に関する基礎技法を習得する。
・よりよいコミュニケーションについて考え、普段の生活に活かす。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・理解するだけでなく、練習を通して、その基礎技法を習得する。
・学習してきたことについてグループで討議を行い、全体で発表する。
・人前で話すための練習をする。
・毎回、一週間のコミュニケーションに関する自己の振り返り、毎回の授
業の自己目標、自己課題、学習内容、意見、感想について記述し、知識や
技能の向上に努める。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・次回の課題の準備・練習をする。
・自己課題について、普段の生活でも改善に努める。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、発表（30％）、授業参加度（30％）、学習ノート（40％）に基づい
て、総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業のオリエンテーション
第２回　日本語コミュニケーション学習の必要性
第３回　発声・発音と音声表現の基礎
第４回　わかりやすく話すということ
第５回　もののいい方と心の姿勢
第６回　コンセンサス
第７回　プロジェクト（アナウンサー体験の企画）
第８回　プロジェクト（台本作り、資格資料準備、練習）
第９回　プロジェクト（練習、リハーサル①）
第10回　プロジェクト（最終調整、リハーサル②）
第11回　プロジェクト（本番と振り返り）
第12回　コミュニケーション実践
第13回　スピーチ（準備、グループ内練習）
第14回　スピーチ（リハーサル）
第15回　スピーチ（本番）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ゲスト講師を迎える可能性がある。
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講義コード（Course Code） CSA1250N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2222-CSA1250, 2000-223013

授 業 名（Course Title） 日本文化論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 阪口　由佳
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1･2（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリント配付

参考文献（References）

『比較生活文化事典』　金山宣夫　大修館
書店　1977
『古代日本人の生活の謎』　武光誠　大和
書房 　1986
『万葉びとの生活空間』　上野誠　塙書房　
2000
『異界と日本人』　小松和彦　角川書店　
2003
そのほか、授業中に指示

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
「日本文化」という言葉から連想されるのは、どのような単語でしょうか。
伝統芸能としての能や歌舞伎、お茶・お花をはじめとする「～道」という世
界、或いは神社仏閣や庭園といった建築など、どちらかというと日常生活
とは一線を画した世界を思い浮かべるかもしれません。この科目では、そ
ういった「日本文化」の華に対する理解を深めるとともに、暮らしの中の

「日本らしさ」を感じさせる風習についても学ぶことを目的としています。
受講に際しては各自授業に参加するという意欲をもって臨んでくれること
を願っています。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・日本を中心とした、文化の多様な表現や実態にふれ、その特徴を理解す
る。
・文化研究の方法を知り、現代や過去の文化の在り方を理解する。
・日本文化を生きたものとして理解し、自分の生活と結びつけて考察する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・配布したプリントにより、様々な文化表現や実態に触れ、講義をとおし
て、日本文化に対する理解を深める。
・考えをまとめ表現する力を養うために、毎時間の終わりに、講義の内容
に対する感想・意見をまとめて提出する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・授業で紹介した参考文献や文学、映像作品などを実際に自分で味わって
みる。
・紹介した参考文献以外にも読書体験を広げ、日本文化について考えをま
とめる。
・京都を実際に自分で歩いてみる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（50％）、まとめテスト（50％）により行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　日本文化とは
第２回　和服の文化
第３回　和食の文化
第４回　日本の世界遺産
第５回　日本の神話と世界の神話
第６回　奈良時代の文化―正倉院宝物
第７回　幻想と怪異の世界
第８回　京都の文化
第９回　芸能の発生　
第10回　伝統芸能　
第11回　茶道・華道・書道
第12回　昔話
第13回　日本文学
第14回　現代日本文化の多様性
第15回　まとめテストと解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） CSA1201N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

2222-CSA1201, 4103-CSA1201, 
2000-225079, 8000-922075

授 業 名（Course Title） 国語学概論
日本語とはどんな言語か

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 堀　勝博
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1･2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 使用しない

参考文献（References） 『国語学大辞典』　国語学会　東京堂出版　
『国語概説』　佐伯哲夫他　和泉書院　

備 考（Note） 音声言語を含む

１．科目の教育目標（Course Description）
毎日国語を使って生活していても、それを客観的に分析するとなるとなかな
か難しいものである。「あ」と「い」は、音としてどう違うか、「生」とい
う漢字は、中国語ではsheng一種類しか読み方がないのに、国語ではなぜ何
種類もの読み方があるのか、「花が咲く」と「花は咲く」とどう違うのか…
などなど。この授業は、そういった具体的な問題から説き起こして、音韻、
文字、文法、語彙、文体、国語政策、方言、言語生活、系統論など、さま
ざまな観点から国語を概観し、国語学の基礎知識を習得することをねらい
とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．世界の言語の中で、国語の特徴は何か考える
２．国語の音声、音韻の概略を理解する 
３．国語の文字、表記の特徴、歴史について理解する 
４．国語の文法、文体、語彙、系統に関する基礎知識を習得する 
５．国語の方言について学習する
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．講義形式で授業を進める。
２．毎時間、身近なテーマにより、国語を分析する小テストを出題する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
事前に指示される課題やレポートについて、辞典類やインターネットで調
べ、講義までに準備してくること
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業に参加する意欲・態度の評価点４０％、最終試験の成績６０％で評価
する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　導入授業 ―日本語の特徴は何か
第２回　音声器官
第３回　母音と子音
第４回　音節とモーラ
第５回　音韻変化
第６回　仮名遣い
第７回　アクセントとイントネーション
第８回　漢字と国語
第９回　平仮名と片仮名
第10回　国語の文法的特徴
第11回　国語語彙の諸問題
第12回　方言と共通語
第13回　国語の系統
第14回　国語・国字問題
第15回　最終試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
国語科教諭免許課程履修者および日本語教員養成課程履修者必修科目
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講義コード（Course Code） CSA2402N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2222-CSA2402, 2000-225312

授 業 名（Course Title） 情報科学演習Ⅰ
情報技術に関する基礎知識の習得

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 伊藤　泰子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1･2･3･4（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『よくわかるマスター ITパスポート試験　
対策テキスト＆過去問題集　平成29-30年
度版』　富士通エフ・オー・エム株式会社
（FOM出版）　FOM出版　2017

参考文献（References）
備 考（Note） 定員25人

１．科目の教育目標（Course Description）
　いまや情報技術は、国家の社会基盤となりつつある。このような社会の中
では、情報技術に関する一定の知識・技能を持つ人材が必要とされている。
　この科目では、国家試験である「ITパスポート試験」の技術水準をガイ
ドラインとし、IT（information technology：情報技術）人材として共通に
備えておくべき情報技術に関する基礎知識を習得することを目標とする。
　主に、コンピュータのしくみ・基礎理論を理解し、どのような技術があ
り、それをどのように活用すべきかを学習していく。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・コンピュータの基礎理論 
・コンピュータシステムのしくみ
・ヒューマンインターフェイスとマルチメディア 
・開発技術
・プロジェクトマネジメント、サービスマネジメント
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・講義中心で行うが、必要に応じて実習も交える。 
・定期的に小テストを行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
講義対象とする教科書の内容は事前に告知するのでその部分を読んで予習
しておく。さらに章ごとに小テストを実施するので、毎回きちんと復習し
ておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（４０％）、テスト（６０％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　コンピュータの基礎理論
第３回　アルゴリズム
第４回　コンピュータシステム
第５回　ハードウェア
第６回　ソフトウェア
第７回　ヒューマンインターフェイス
第８回　マルチメディア
第９回　プログラミング
第10回　データベースの基礎知識
第11回　データベースの作成
第12回　開発技術
第13回　プロジェクトマネジメント
第14回　サービスマネジメント
第15回　試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） CSA1251N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

2222-CSA1251, 2000-224015, 
2000-265220, N432-PSR1250

授 業 名（Course Title） 現代ジャーナリズム論
いま、ニュースを読む

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 荻原　靖史
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1･2･3･4（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
テキストは新聞を中心にテレビやネット
などのニュース報道、時事問題を扱う雑
誌など。

参考文献（References）
図書（ジャーナリズムおよびメディア関
連本やノンフィクションなど）や雑誌な
どは講義の内容に合わせて紹介します。

備 考（Note） 定員60人（うち心理定員15人）

１．科目の教育目標（Course Description）
ニュースを見る目は欠かせません。１８歳から選挙権のある今、社会人とし
ての良識を養う第一歩は、報道されているニュースをどう理解するか。あ
らゆる専門領域に、そして将来に生かせる情報の整理と問題意識の初歩を
学びます。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１　テキストを複眼思考で読む
２　時事問題のキーワードを深く知り蓄積する
３　なにより自分と社会に関心をもつ
４　わかりやすく他人が読みたくなる文章を書いてみる
５　メディア・リテラシーを養う
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１　活字メディア、電波・ネットメディアのニュースを読む・見る
２　問題意識と取材。気になるテーマを選んで資料などを読み解く
３　日常を細やかに観察する。「聞く・話す・書く」を意識する
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
受講希望者は毎回、新聞をしっかり読んでからのぞんでください。ニュー
スへの興味や問題意識をもつことが準備です。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
３０時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
成績は授業参加度（３０％）と３回のレポート（７０％）の総合評価。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　講義の進め方解説・ジャーナリズムとは
第２回　新聞をしっかり読んだことがありますか
第３回　気になるニュースを教えてください
第４回　経済は社会や世界とどう関わるのか
第５回　国際報道の現場を知っていますか
第６回　選挙は社会参加である―では政治とは
第７回　世の中のここがおかしい―社会面的感性
第８回　科学報道は最先端の今と向き合う
第９回　文化・メディア面は知的な刺激
第10回　文化財・考古学報道は伝統と日本を知るために
第11回　興奮と人間を伝えるスポーツ報道
第12回　社説・オピニオンは堅苦しいが…
第13回　今年を振り返り、来年への課題を探る
第14回　なにを書くか、どう書くのか
第15回　再び、ジャーナリズムとは何か
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
上記はとりあえずの予定です。起きているニュースに対応するため順番通
りにはいきません。「変わり続ける現代、動き続ける世界」を実感してくだ
さい。
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講義コード（Course Code） CSA1253N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2222-CSA1253, 2000-225314

授 業 名（Course Title） 現代出版事情
出版メディアの文化

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 鎌田　均
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1･2･3･4（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『出版メディア入門（第２版）』　川井良介
（編）　日本評論社　2012

参考文献（References） 『出版産業の変遷と書籍出版流通（増補
版）』　蔡星慧　出版メディアパル　2012

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
本や雑誌をめぐる状況は、大きく変貌をとげている。古書でありながらそ
れをコンビニ感覚で販売する「新古書店」、インターネットで便利に購入で
きる「オンライン書店」、さまざまな形でコンテンツが入手できる「オンデ
マンド出版」、そして街の本屋や古本屋など。そして電子出版の新しい動き
により、出版そのものの成り立ちも今後大きく変わりうる。この授業では、
こうした出版の歴史と現代的な実情について、国際的な視点を取り入れつ
つ検討していく。また、まんがなどの日本独特の出版形態、事情について
も考察し、理解を深める。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. 出版の歴史、現状および将来の展望について理解する。
2. 出版に関わる文化とその固有性と多様性について理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義を主体とするが、グループワーク、授業外課題も行う。講義内容に沿っ
た課題についてレポートを作成することで理解を深める。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
テキストの事前に指定された箇所を読む。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
レポート（２回）により、講義内容の理解度を評価する（各４０％）。授業
への参加度（２０％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業内容のレビュー（テキスト１章）
第２回　出版流通と書店（テキスト７章）
第３回　出版メディアの歴史（テキスト２章）
第４回　書籍と雑誌について（テキスト３、４章）
第５回　現代の読書形態（テキスト１０章）
第６回　出版社の概観（テキスト６章）
第７回　出版の電子化（テキスト５章）
第８回　インターネット社会における情報発信と出版（レポート１提出）
第９回　レポート（１）講評、出版の企画
第10回　出版文化の国際比較
第11回　出版に関する倫理と著作権（テキスト８、９章）
第12回　まんがとその文化
第13回　フィールドトリップ（京都国際マンガミュージアム見学を予定

（変更の可能性あり））
第14回　学術情報の流通
第15回　まとめ（レポート２提出）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） CSA2452N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2222-CSA2452, 2000-225313

授 業 名（Course Title）
情報科学演習Ⅱ
情報技術を活用するための関連知識
の習得

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 伊藤　泰子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1･2･3･4（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『よくわかるマスター ITパスポート試験　
対策テキスト＆過去問題集　平成29-30年
度版』　富士通エフ・オー・エム株式会社
（FOM出版） 　FOM出版　2017

参考文献（References）
備 考（Note） 定員25人

１．科目の教育目標（Course Description）
　いまや情報技術は、国家の社会基盤となりつつある。このような社会の
中では、情報技術に関する一定の知識・技能を持つ人材が必要とされてい
る。 　この科目では、国家試験である「ITパスポート試験」の技術水準を
ガイドラインとし、IT（information technology：情報技術）人材として共
通に備えておくべき情報技術に関する基礎知識を習得することを目標とす
る。 　コンピュータシステムを利用する場における問題分析手法や、情報
技術の活用方法、ネットワーク社会における安全に活動するための知識、企
業のコンプライアンス向上に資するための知識を習得する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・ネットワーク ・セキュリティ 
・企業と法務 
・経営戦略 
・システム戦略
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・講義中心で行うが、必要に応じて実習も交える。 
・定期的に小テストを行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
講義対象とする教科書の内容は事前に告知するのでその部分を読んで予習
しておく。さらに章ごとに小テストを実施するので、毎回きちんと復習し
ておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（５０％）、テスト（５０％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ネットワークの基礎知識
第２回　ネットワークの活用
第３回　セキュリティに関する基礎知識
第４回　セキュリティの技術
第５回　企業活動における基礎知識
第６回　業務分析・解決手法
第７回　会計財務
第８回　知的財産権、セキュリティ関連法規
第９回　労働関連法規、取引関連法規、ガイドライン
第10回　経営戦略マネジメント
第11回　技術戦略マネジメント
第12回　ビジネスインダストリ
第13回　システム戦略
第14回　システム企画
第15回　試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） CSA1203N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2222-CSA1203, 2000-223012

授 業 名（Course Title） 比較文化概論
複眼思考の勧め

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 野田　四郎
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1･2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『個人主義と集団主義』　H.C.トリアン
ディス（著）神山・藤原編訳　北大路書
房　2002
『日本人とユダヤ人』　イザヤ・ベンダサ
ン　角川書店　1971
『比較文化入門』　狐野利久　北星堂書店　
1995
『フランスの社会』　原輝史・宮島喬（編）　
早稲田大学出版会　1993
『間人主義の社会－日本』　浜口恵俊　東
洋経済新聞社　1982

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　今日の日本において、異文化とりわけ西欧文化を語るとき、そこにおける 

『西欧』 とは、一般にヨーロッパ及び北アメリカを指している。しかし、私
自身の25年間にわたる日本外での生活体験から得た結論は、ヨーロッパと
北アメリカではかなりの相違があり、これら二つの地域・文化圏を西欧と
いう一つの単語でとらえること自体、かなり無理があるということである。
従って、この科目では、私自身の25年間にわたる海外生活（フランス・ア
ルジェリア・イギリス・カナダなど）での体験も織り交ぜながら、ヨーロッ
パとアメリカ大陸、更には、アラブ文化圏等も含めた違いについて考察す
る。こうした考察を通して異文化を理解する窓口を学生と共に創っていき
たい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　21世紀の今日、否応なしに世界はグローバリゼーションの時代を迎えて
いる。そうした中で、インターネット、国際ビジネス、自然科学等の分野
において英語が圧倒的強みを発揮している。今後とも、英語が国際交流に
おいて重要な言語であることに変わりはないであろう。同時に、世界とは
多種多様なる言語・民族より構成されており、その実体は、一つの言語の
みで把握するには余りにも複雑であることも事実である。そこで、日本人
が21世紀において、真の意味での国際的視野を持つには、英語の習得のみ
に止まらず、他の言語・文化圏に関する知識を深めることが不可欠である。
こうした複数の言語・文化圏に関する考察を通して比較文化を行うことで、

『複眼思考』 の大切さを学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　下記の授業予定に紹介する幾つかのテーマごとに、日本と異文化圏とり
わけ西欧社会の違いを採り上げ、そうした違いは一体どこからきているの
かについて各自が考える。こうした考察を通して、異文化理解を自分の問
題として捉える意識・習慣を育む。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
教科書は特に定めないので、上記にあげた参考書のうち、少なくとも一つ
は読むこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
定期試験による評価（100％）　
定期試験は小論文形式で、自らの考えを論理的に展開し、文章にまとめる
能力が問われる。なお、定期試験においては、小論文の答案筆記に際して、
外国人留学生の場合にのみ、当該外国語と日本語の辞書に限り持ち込みを
認める。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　文化とは何か
第２回　エゴ（自我）をめぐる西欧と日本の違い
第３回　個人主義と集団主義
第４回　文化圏による「自然観」の違い
第５回　死と生をめぐる比較文化
第６回　仕事・労働に対する価値観
第７回　対立・紛争処理をめぐる異文化比較
第８回　時間の概念をめぐる東西比較
第９回　沈黙と雄弁に関する比較文化
第10回　教育の在り方－東西比較
第11回　信仰と宗教－東西比較
第12回　人間関係をめぐる比較文化

講義コード（Course Code） CSA1454N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2222-CSA1454, 2000-225165

授 業 名（Course Title） 博物館情報・メディア論
―人に伝えるための術を考える―

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 山下　晃平
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1･2･3･4（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） テキストは使用せず、講義毎に適宜資料
を配布します。

参考文献（References）

『博物館学Ⅲ　博物館情報・メディア論
＊博物館経営論』　大堀哲ほか　学文社　
2012
『博物館情報・メディア論』　日本教育メ
ディア学会／編　ぎょうせい　2013
『知覚を刺激するミュージアム: 見て、触っ
て、感じる博物館のつくりかた』　平井康
之、藤智亮、野林厚志、真鍋徹、川窪伸
光、三島美佐子　学芸出版社　2014

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
博物館運営と情報・メディアとの関わり、その意義を理解する。その上で、
今日の博物館を取り巻く環境の変化を捉え、自分なりのメディアリテラシー
を身につけ、思考・活用するための基礎的な能力を養う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・博物館の役割や活動においてどのような「情報」があるのかを理解する。
・メディアの発達と博物館運営がどのように関わっているのかを知る。
・具体的な作品あるいは表現方法とメディアとの関わりを知り、自身の専
門領域において応用し得る知を身につける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
視聴覚機器（プロジェクター、DVD、PPT）を用いて、可能な限り具体的
な事例を紹介しながら、博物館における情報とメディアとの関わりについ
て講義を中心に進める。メディアの発達は常に現在進行形であるが、学芸
員業務としての実践に密に関わる。本講義を導入として考え、自分なりの
発想や応用を意識して授業に臨んで欲しい。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
講義への参加だけではなく、自ら積極的に博物館を見学またイベントに参加
し、「情報」をどのように扱っているのかを客観的に見て、分析してみるこ
と。また本講義で紹介する参考文献、Webサイトやイベントを通して、現
代社会の様々な「情報」のネットワークを知る、体験すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（30％）、授業時の課題（20%）、課題に対するレポート
試験（50%）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　プロローグ―博物館における情報・メディアの意義
第２回　情報・メディアを活用する1―展覧会におけるメディアの活用
第３回　情報・メディアを活用する2―データーベースの構築
第４回　情報・メディアを活用する3―標本のデジタル化
第５回　情報・メディアを活用する4―インターネットの活用
第６回　芸術とメディア1―写真・映像
第７回　芸術とメディア2―空間・環境
第８回　芸術とメディア3―情報・デザイン
第９回　メディアの発展と博物館運営1―デジタル・アーカイブの現状

と課題
第10回　メディアの発展と博物館運営2―バーチャルリアリティの活用
第11回　メディアの発展と博物館運営3―デジタルミュージアム
第12回　博物館運営と情報発信1―広報、記録、出版
第13回　博物館運営と情報発信2―シンポジウム、ワークショップ、レ

ジデンス
第14回　メディアコンテンツの諸問題―知的財産と個人情報、著作権に

ついて
第15回　エピローグ―インタラクティブ・メディアとしての博物館
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
内容や進行状況に応じて各回の内容は変わります。
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講義コード（Course Code） CSA2207N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2222-CSA2207, 2000-225438

授 業 名（Course Title）
西洋美術史Ⅰ
ギリシア・ローマからルネサンスま
で

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉田　朋子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1･2･3･4（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 適宜資料を配布する

参考文献（References）

『新西洋美術史』　千足伸行監修　西村書
店　1999
『世界美術大全集 西洋編　全28巻・別1
巻』　小学館　1995-1997
適宜紹介する

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
ギリシア・ローマからルネサンス、マニエリスムにいたるまでの西洋美術
の基本的な流れを把握する。代表的な作品を知り、様式の変化を学ぶ。ま
た、作品を観察して、自分なりの感想を述べられるようにする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・時代区分について基本的な知識をおさえる。　・代表的な作品をよく観
察し、基本的な情報を知る。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・スライド（パワーポイント）を用いた講義形式とする。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
配布資料の指示された箇所を読んでおくこと。不明な地域や地名について、
地図やインターネットで確認すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度50％、学期末試験50％で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　ギリシア・ローマの美術
第３回　初期キリスト教美術
第４回　西欧初期中世美術
第５回　ビザンティン美術
第６回　ロマネスク美術
第７回　ゴシック美術
第８回　１５世紀イタリア美術（１）
第９回　１５世紀イタリア美術（２）
第10回　１５世紀ネーデルラント美術
第11回　１５世紀フランス・ドイツ美術
第12回　１６世紀イタリア美術
第13回　１６世紀ドイツ美術
第14回　１６世紀ネーデルラント美術
第15回　１６世紀フランス美術
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） CSA2256N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2222-CSA2256, 2000-225439

授 業 名（Course Title） 西洋美術史Ⅱ
バロックからポスト印象派以降まで

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉田　朋子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1･2･3･4（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 適宜資料を配布する

参考文献（References）

『新西洋美術史』　千足伸行監修　西村書
店　1999
『世界美術大全集 西洋編　全28巻・別1
巻』　小学館　1995-1997
適宜紹介する

備 考（Note）

第13回　家族の在り方をめぐる比較文化
第14回　社会における女性の地位をめぐる比較文化
第15回　グローバル社会における言語教育をめぐる東西比較
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
出席中の態度を特に重視する。授業中の私語は、他のクラスメートに迷惑
となるので、つつしむこと。大学生は、大人としてのマナーを身につけて
下さい。また、授業中のスマートフォンの使用は禁止。

講義コード（Course Code） CSA1255N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2222-CSA1255, 2000-225074

授 業 名（Course Title） 中東文化論
イスラーム社会・生活・ビジネス

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 鷲見　朗子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1･2･3･4（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 必要な資料は、授業でプリント配付をす
る。

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　ニュースでは頻繁に見聞きするものの、日本人にとってはまだまだ異質
の文化圏である中東・アラブ世界。そこはいくつかの重要な共通点をかか
えつつも、異なる諸要素が複雑多様に絡み合った地域である。地域をより
身近なものとして理解するために、さまざまな側面を幅広く観察・学習し、
基本的知識を身に付ける。また、イスラーム社会、生活、ビジネスについ
ても学び、グローバル社会に対応できる知見を養う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１. 中東・アラブについての基本的な知識 　
２. イスラーム文明 　
３. イスラームの社会・生活・ビジネス
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１. 主に講義によって授業をすすめる。 　
２. 簡単な小テストによって、学んだことから基礎的な事柄の復習と確認を
行う。 
３. 各自テーマを領域から選び（または与えられ）、発表を行い、討論によ
り他の学生とその知識を共有し意見交換する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．講義内容を復習する。
２．随時行われる小テストに備えて、学習を行う。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加30%、小テスト10%、試験 60%　により行う。５回以上の欠席
者には単位を与えない。遅刻2回で欠席1回に数える。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　中東・アラブの概念・定義・地理
第３回　言語（アラビア語）
第４回　宗教（３つの一神教）
第５回　宗教（イスラームの興り）
第６回　宗教（イスラームの教え）
第７回　イスラームの女性をとりまく環境（男女の空間分離）
第８回　イスラームの女性をとりまく環境（ヴェール）
第９回　イスラームの食文化（食物規定）
第10回　イスラームの食文化（主食・副食）
第11回　イスラームの生活（暦）
第12回　イスラームの生活（家庭生活）
第13回　イスラームのビジネス（金融）
第14回　イスラームのビジネス（ハラール）
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ゲスト講師による授業をおこなうこともある。
また、授業で学外フィールドワークへ出かけることもある。
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第７回　日本の博物館史
第８回　日本の博物館の活動例
第９回　博物館における「収集」
第10回　資料の「保存」
第11回　博物館における「展示」
第12回　博物館における「教育普及」
第13回　博物館における「調査研究」と情報発信
第14回　博物館の現状と課題
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） CSA2210N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2222-CSA2210, 2000-225417

授 業 名（Course Title） 芸術への誘い
現代の芸術に親しむ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 久野　将健. 吉田　朋子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1･2･3･4（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリント等を配布。
参考文献（References） 適宜、授業時に紹介する。
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
「現代音楽」「現代美術」と呼ばれる20世紀（とそれ以降）の芸術は、難し
くて親しみにくいと言われることもある。しかし、これらの芸術は、日常
に埋もれがちな感性を研ぎ澄ませる力を持っており、ぜひ体験してほしい
ものである。この科目では、作品鑑賞を通して、現代の芸術についての基
本的な知識を得るとともに、鑑賞のポイントをつかむことを目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
音楽についてはストラヴィンスキーとメシアン、美術についてはピカソ以
降の表現から選んだ作品を鑑賞し、現代の芸術表現に触れる。受講生の素
直な感想を大切にしつつ、作品のしくみ、時代背景などを知ることで、さ
らに理解を深めることを目指す。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義が中心であるが、受講者に感想や意見を求めることがある。また、必
要に応じて課題発表を課すことがある。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．テキストや資料の指示された箇所を読んでくること。
２．指示された課題があれば、準備してくること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
20時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
全授業数の1/3を超えて欠席すると評価対象にならない（６回欠席で単位認
定不可）。評価は授業参加度30％、リアクションペーパー等20％、期末レ
ポート50％とする。期末レポートについては、音楽分野・美術分野の両方
について提出する必要がある。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション　＜久野、吉田＞
第２回　ストラヴィンスキー　その生涯と作風（音楽）　＜久野＞
第３回　バレー音楽『ペトルーシュカ』　＜久野＞
第４回　バレー音楽『春の祭典』　＜久野＞
第５回　ピカソ（美術）　＜吉田＞
第６回　抽象絵画　＜吉田＞
第７回　抽象彫刻　＜吉田＞
第８回　シュルレアリスム　＜吉田＞
第９回　メシアン　その生涯と作風（音楽）　＜久野＞
第10回　ピアノ曲『幼子イエスに注ぐ20のまなざし』　＜久野＞
第11回　オルガン曲『主の降誕』　＜久野＞
第12回　歌劇『アッシジの聖フランシスコ』　＜久野＞
第13回　ポップ・アート（美術）　＜吉田＞
第14回　コンセプチュアル・アート　＜吉田＞
第15回　パフォーマンス　＜吉田＞
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
この授業は１年次から履修できるが、「音楽文化概論」の単位認定後の方が
内容理解上、望ましい。　

１．科目の教育目標（Course Description）
17世紀のバロック美術からポスト印象派に至る西洋美術の基本的な流れを
把握する。代表的な作品を知り、様式の変化を学ぶ。また、作品を観察し
て、自分なりの感想を述べられるようにする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・時代区分について基本的な知識をおさえる。
・代表的な作品をよく観察し、基本的な情報を知る。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・スライド（パワーポイント）を用いた講義形式とする。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
配布資料の指示された箇所を読んでおくこと。不明な地域や地名について、
地図やインターネットで確認すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度50％、学期末試験50％で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　17世紀美術（１）イタリア- １　カラヴァッジョなど
第２回　17世紀美術（２）イタリア- ２　ベルニーニなど
第３回　17世紀美術（３）フランドル-１　ルーベンスなど
第４回　17世紀美術（４）フランドル－２　ヨルダーンスなど
第５回　17世紀美術（５）オランダ－１　レンブラントなど
第６回　17世紀美術（６）オランダ－２　フェルメールなど
第７回　17世紀美術（７）スペイン
第８回　17世紀美術（８）フランス
第９回　ロココ美術
第10回　新古典主義
第11回　ロマン主義
第12回　写実主義
第13回　印象派
第14回　ポスト印象派
第15回　近代美術の諸相
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） CSA1208N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

2222-CSA1208, 2000-225429, 
3403-MUS1800, 6000-910002

授 業 名（Course Title） 博物館概論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉田　朋子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1･2･3（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 適宜配布する
参考文献（References） 適宜指示する
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
博物館に関する基礎的知識を身につける。身近にある博物館の活動内容を
知り、博物館学的な観点からそれを考察できるようになる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
博物館や学芸員の活動について、基本的な事項と実例、歴史を学ぶ。また、
これらの活動の根拠となる法律や倫理規定を理解する。身近な博物館を知
り、考察する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義が中心であるが、受講者に課題発表を求めることがある。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．テキストや資料の指示された箇所を読んでくること。
２．指示された課題を準備してくること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
講義への参加態度50％・レポート評価50％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　博物館と博物館学について
第３回　博物館の機能・学芸員の役割
第４回　博物館に関する法令（博物館法など）
第５回　諸外国の博物館史
第６回　諸外国の博物館の活動例
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講義コード（Course Code） CSA2212N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2222-CSA2212, 2000-224018

授 業 名（Course Title） 日本美術史
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 山田　由希代
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1･2･3･4（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）
『日本の伝統文様』　並木誠士監修　東京
美術　2006
『日本美術の歴史』　辻惟雄　東京大学出
版会　2005

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
古代から近代まで、日本の美術作品について概観し、作品からそれぞれの
時代の文化を探る。それによって、制作された作品と社会との関係性を理
解する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.日本美術の基礎的知識の習得
2.作り手と受け手との関係
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義を中心とする。その際、作品鑑賞のために情報機器を用いて、視覚に
よっても理解を深める。必要に応じて資料を配布する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
あらかじめ、図書館などで日本美術に関する図書に目を通しておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
期末のまとめテストおよび授業参加度をあわせて評価する
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　日本美術とは
第２回　縄文ー土器の華麗な変遷ー
第３回　弥生ー土器から金属器へー
第４回　飛鳥ー仏教がやって来たー
第５回　奈良ー華やかな海外文化の移入ー
第６回　平安ー心機一転、新しい都へー
第７回　平安ー貴族の王朝文化とはー
第８回　平安・鎌倉 ー絵巻物の隆盛ー
第９回　鎌倉 ーどこまでもリアルにー
第10回　室町・桃山 ー異国趣味・武将好みー
第11回　江戸 ー文様の流行ー
第12回　江戸 ー和のデザイン・琳派ー
第13回　江戸 ー浮世絵とはー
第14回　近代 ーもっと、リアルにー
第15回　期末のまとめと解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
日頃から、美術館や博物館などで、なるべく多くの作品に接すること。

講義コード（Course Code） CSA1211N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2222-CSA1211, 2000-225430

授 業 名（Course Title）
音楽鑑賞法
鍵盤楽器（チェンバロ・ピアノ）と
その音楽を知る

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 久野　将健
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1･2･3･4（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『カラー図解　ピアノの歴史』　小倉貴久
子　河出書房新社　2009
そのほかは適宜プリントを配付する。

参考文献（References）

『新西洋音楽史　上中下』　グラウト／パ
リスカ　音楽之友社　1998年
『詳説総合音楽史年表』　皆川達夫／倉田
喜弘監修　教育芸術社　2003年
適宜授業中に紹介する。

備 考（Note） 隔年開講1

１．科目の教育目標（Course Description）
ピアノの前身はチェンバロやフォルテピアノといった楽器であった。この
授業はこのような古い時代の鍵盤楽器から始めて、古典派以降に発展する
ピアノとその音楽を理解したい。楽器の構造、歴史、名曲を追って考察を
すすめる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１）鍵盤楽器に興味を持ち、理解に努める。
２）音楽を静かに鑑賞し、味わう。
３）学んだことや感じとったことを適切に文章化する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業実施方法　講義。レポートを課すことがある。
２．学習の方法　音楽を聴く際には静かにする。テキストの次回の範囲に
目を通しておく。
３．使用教材　テキスト、プリント、CD,DVD等。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
予習箇所を指定するので予め準備しておいてほしい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
20時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（30点）、レポート（70点）に基づいて総合的に行う。
欠席回数が1/3を超過した場合（６回欠席）は、原則として単位を与えな
い。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　はじめに　鍵盤楽器の概要
第２回　チェンバロとその音楽①～F.クープランとラモー～
第３回　チェンバロとその音楽②～D.スカルラッティとヘンデル～
第４回　チェンバロとその音楽③～J.S.バッハⅠ～（導入）
第５回　チェンバロとその音楽④～J.S.バッハⅡ～（展開）
第６回　ピアノとその音楽①～モーツァルト～
第７回　ピアノとその音楽②～ベートーヴェン～
第８回　ピアノとその音楽③～シューベルトとシューマン～
第９回　ピアノとその音楽④～ショパン～
第10回　ピアノとその音楽⑤～リスト～
第11回　ピアノとその音楽⑥～ドビュッシー～
第12回　ピアノとその音楽⑦～ラヴェル～
第13回　ピアノとその音楽⑧～フォーレとサティ～
第14回　ピアノとその音楽⑨～ラフマニノフとプロコフィエフ～
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
包括的理解のために、「音楽文化概論」「典礼音楽特講」を併せて受講する
ことが望ましい。
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講義コード（Course Code） CSS1600P0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2241-CSS1600, 2000-229001

授 業 名（Course Title） 基礎演習ⅠＰ
大学でどう学ぶか

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 6：創造・発信力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 堀　勝博
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） オリエンテーション時に指示する。
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） CSS1600Q0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2241-CSS1600, 2000-229001

授 業 名（Course Title） 基礎演習ⅠＱ
大学でどう学ぶか

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 6：創造・発信力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉田　朋子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） オリエンテーション時に指示する。
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） CSS1600R0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2241-CSS1600, 2000-229001

授 業 名（Course Title） 基礎演習ⅠＲ
大学でどう学ぶか

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 6：創造・発信力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 鷲見　朗子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） オリエンテーション時に指示する。
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） CSS1600S0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2241-CSS1600, 2000-229001

授 業 名（Course Title） 基礎演習ⅠＳ
大学でどう学ぶか

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 6：創造・発信力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 辻　敦子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） オリエンテーション時に指示する。
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） CSA3157N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2222-CSA3157, 2000-225434

授 業 名（Course Title） キリスト教とラテン語Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 中里　郁子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1･2･3･4（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリントを配布します。

参考文献（References）

『Biblia Sacra Vulgata』　Robert Weber 
and Roger Gryson（eds.）　American Bible 
Society　1990
『古典ラテン語辞典』　國原吉之助　大学
書林　2005
『はじめてのラテン語』　大西英文　講談
社　1997
『ラテン語初歩 改訂版』　田中利光　岩波
書店　2013

備 考（Note）
「キリスト教とラテン語Ⅰ」を履修済み又
はそれと同程度のラテン語学力を有する
こと 隔年開講1

１．科目の教育目標（Course Description）
1.キリスト教への理解を深め、聖書解釈を通してキリスト教の思想にどのよ
うな意義があるかを説明できるようになること。
2.ラテン語訳聖書の簡単な文章を読めるようになること。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.ラテン語の文法の特徴の学習
2.聖書の内容を釈義し、キリスト教の思想への理解を深める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
ラテン語訳聖書の文章に用いられている文法を理解できるよう、ラテン語
文法の練習問題を解いて文法の特徴を理解する。
ラテン語訳聖書のいくつかの文章を分析し、内容を解釈する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業では練習問題を中心に課題を出します。
ラテン語文法と聖書読解に関する課題の予習を行って授業に臨み、復習を
行うこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
1.授業の課題への取り組み（40％）と確認テスト（60％）にもとづいて総合
的に評価します。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　ラテン語と聖書
第３回　動詞sum（あなたたちは地の塩である。）
第４回　動詞第一、第二変化（御子を信じる人は永遠の命を持つ）
第５回　動詞第三、第四変化（わたしの羊はわたしの声を聞き分ける）
第６回　名詞の変化（少女よ、起きなさい）
第７回　分詞（主は天幕の戸口に座っているアブラハムに現われた）
第８回　形容詞の変化（わたしは良い羊飼いである）
第９回　直説法能動相未完了過去（彼らは多くの悪霊を追い出していた）
第10回　直説法能動相未来（彼女は男の子を産むであろう）
第11回　直説法能動相完了（彼は神と共に歩んだ）
第12回　直説法能動相過去完了、未来完了（イエスの時はまだ来ていな

かった）
第13回　直説法受動相（あなたの罪は赦される）
第14回　接続法（主に向かって歌おうではないか）
第15回　確認テストと解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） CSS1650P0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2241-CSS1650, 2000-229002

授 業 名（Course Title） 基礎演習ⅡＰ
大学でどう学ぶか

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 6：創造・発信力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 平野　美保
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） オリエンテーション時に指示する。
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） CSS1650Q0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2241-CSS1650, 2000-229002

授 業 名（Course Title） 基礎演習ⅡＱ
大学でどう学ぶか

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 6：創造・発信力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 鎌田　均
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） オリエンテーション時に指示する。
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） CSS1650R0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2241-CSS1650, 2000-229002

授 業 名（Course Title） 基礎演習ⅡＲ
大学でどう学ぶか

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 6：創造・発信力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 岩崎　れい
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） オリエンテーション時に指示する。
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） CSS1650S0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2241-CSS1650, 2000-229002

授 業 名（Course Title） 基礎演習ⅡＳ
大学でどう学ぶか

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 6：創造・発信力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 長沼　光彦
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） オリエンテーション時に指示する。
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） CSS1600W0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2241-CSS1600, 2000-229001

授 業 名（Course Title） 基礎演習ⅠＷ
大学でどう学ぶか

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 6：創造・発信力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 鎌田　均
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） オリエンテーション時に指示する。
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
大学の授業をどのように受ければよいのか、４年間の大学生活でどんなこ
とができるのか、卒業までにしておいたほうがよいことは何か、人間文化
学科で何を学ぶのかなど、新入生にとって必要な心構えを身につけること
をねらいとする。相互にささえあう友人を作ること、担任教員との人間関
係を築くこと、学習フィールドとしての京都に親しむことも、この科目の
大きな目標の一つである。また、学科として、卒業後の自分を見据え、社
会の即戦力となるために必要なさまざまな資格に挑むことも推奨している。
この科目によって４年間の過ごし方および卒業後の進路について、およそ
の見通しが持てるようになることが望ましい。　
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．大学で何をどう学ぶかについて考える　　
２．人間文化学科でどんなことが学べるかを理解する　　
３．卒業後の進路について考え、そのために必要なさまざまな資格や課外
活動に挑戦する　　
４．学生どうし、また学生・教員間の人間関係を築く　　
５．関心領域の本を計画的に読む
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．カリキュラム、勉強法、情報検索法、進路、現代諸事情等について学
ぶ　　
２．読解の訓練を行う　　
３．座学だけでなく、調査発表やフィールドワークといった方法も取り入
れる　　
４．資格やボランティア活動にチャレンジするため、授業の中で系統的に
指導を行う　
５．ノートのとり方やレポートの書き方について学ぶ　　
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．テキストをあらかじめ読んでおくこと　　
２．指名された発表課題や役割分担については、積極的にかつ責任をもっ
て取り組むこと
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
発表内容、提出課題の成績、試験の結果などを評価の基本とする（６０％）
が、出席状況や課題等に取りくむ姿勢をも重視する（４０％）。ただし、欠
席５回以上で、単位取得は困難となる。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション、履修登録に関する指導、学内ツアー
第２回　基礎演習ガイダンス、キャリアチャレンジプログラムの説明
第３回　授業の受け方、ノートのとり方
第４回　図書館活用・文献探索指導と演習
第５回　文献読解（1）　内容把握
第６回　文献読解（2）　要約の方法
第７回　文献読解（3）　レジュメ作成の方法
第８回　文献読解（4）　ディスカッション
第９回　招待講演Ⅰ
第10回　個別面談、試験勉強法、レポートの書き方概論
第11回　レポートの書き方（1）　レポートの構成、文体、段落
第12回　レポートの書き方（2）　文献探索、引用の方法
第13回　レポート草稿版提出、フィードバック
第14回　レポートの書き方（3）　ディスカッション

※レポート完成版提出
第15回　レポートの書き方（4）　レポート返却、振り返り学習
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
必要に応じて、フィールドワークに出かけることもある。
授業中に漢字小テスト等も実施予定である。
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第７回　文献読解（4）　ディスカッション
第８回　文献読解（5）　内容理解を深める学習　
第９回　一斉授業
第10回　招待講演Ⅱ
第11回　レポートの書き方（1）　レポートの書き方復習
第12回　レポートの書き方（2）　テーマの決め方、絞り方
第13回　レポート草稿版提出、フィードバック
第14回　レポートの書き方（3）　ディスカッション

※レポート完成版提出
第15回　レポートの書き方（4）　レポート返却、振り返り学習
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
必要に応じて、フィールドワークに出かけることもある。
授業中に漢字小テスト等も実施予定である。

講義コード（Course Code） CHS1200N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N002-CHS1200

授 業 名（Course Title） 現代社会とこども
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 工藤　哲夫. 高井　直美
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期前半）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 授業ごとに資料を配布する。
参考文献（References） 必要に応じて資料を配布する。
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
現代社会における、こどもの生活世界の現状と課題について、こども教育
の観点とこどもの発達心理学の観点からのより広い知識から理解し、「今」
を生きるこどもとそれを取り巻く人々や社会の在り方について考えること
ができる。　
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．小学校就学前のこどもたちの保育・教育状況
２．小学校就学後のこどもたちの教育状況
３．新学習指導要領におけるこどもたちの位置づけ
４．現代社会を生きるこどもの遊び
５．こどもに対する虐待
６．現代社会の子育て事情
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．講義形式 
２．討論 
３．発表 
４．小レポート
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
現代社会におけるこどもの状況に関するニュースに目を向け，収集し，コ
メントをつける等，興味と問題意識を持つ。興味深い話題は授業でも情報
を共有する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
20時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
毎回の授業参加と小レポート提出（50％）。発表（20％）。まとめのレポー
ト（30%）。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　1回目から4回目までのオリエンテーションと小学校就学前の
こどもたちの保育・教育状況（担当　工藤）

第２回　小学校就学後のこどもたちの教育状況（担当　工藤）
第３回　新学習指導要領におけるこどもたちの位置づけ（担当　工藤）
第４回　より良い小学校就学前教育・小学校就学後教育についてのまと

めと5回目から8回目についてのオリエンテーション（担当　工藤・
高井）

第５回　昔のこどもの遊びと現代社会のこどもの遊びの比較（担当　高
井）

第６回　こどもに対する虐待はなぜ起こるのか（担当　高井）
第７回　現代社会の子育て事情と早期教育について考える（担当　高井）
第８回　5回目から7回目までのテーマのまとめ（担当　高井）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） CSS1650W0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2241-CSS1650, 2000-229002

授 業 名（Course Title） 基礎演習ⅡＷ
大学でどう学ぶか

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 6：創造・発信力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 鎌田　均
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） オリエンテーション時に指示する。
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） CSS1650X0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2241-CSS1650, 2000-229002

授 業 名（Course Title） 基礎演習ⅡＸ
大学でどう学ぶか

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 6：創造・発信力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 鎌田　均
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） オリエンテーション時に指示する。
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
大学の授業をどのように受ければよいのか、４年間の大学生活でどんなこ
とができるのか、卒業までにしておいたほうがよいことは何か、人間文化
学科で何を学ぶのかなど、新入生にとって必要な心構えを身につけること
をねらいとする。相互にささえあう友人を作ること、担任教員との人間関
係を築くこと、学習フィールドとしての京都に親しむことも、この科目の
大きな目標の一つである。また、学科として、卒業後の自分を見据え、社
会の即戦力となるために必要なさまざまな資格に挑むことも推奨している。
この科目によって４年間の過ごし方および卒業後の進路について、およそ
の見通しが持てるようになることが望ましい。　
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．大学で何をどう学ぶかについて考える　　
２．人間文化学科でどんなことが学べるかを理解する　　
３．卒業後の進路について考え、そのために必要なさまざまな資格や課外
活動に挑戦する　　
４．学生どうし、また学生・教員間の人間関係を築く　　
５．関心領域の本を計画的に読む
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．カリキュラム、勉強法、情報検索法、進路、現代諸事情等について学
ぶ　　
２．読解の訓練を行う　　
３．座学だけでなく、調査発表やフィールドワークといった方法も取り入
れる　　
４．資格やボランティア活動にチャレンジするため、授業の中で系統的に
指導を行う　
５．ノートのとり方やレポートの書き方について学ぶ　　
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．テキストをあらかじめ読んでおくこと　　
２．指名された発表課題や役割分担については、積極的にかつ責任をもっ
て取り組むこと
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
発表内容、提出課題の成績、試験の結果などを評価の基本とする（６０％）
が、出席状況や課題等に取りくむ姿勢をも重視する（４０％）。ただし、欠
席５回以上で、単位取得は困難となる。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　個別面談、履修登録に関する指導、キャリアチャレンジプログ
ラムの確認

第２回　基礎演習ガイダンス、学習方法の指導
第３回　図書館活用・文献探索指導と演習
第４回　文献読解（1）　内容把握
第５回　文献読解（2）　要約の演習
第６回　文献読解（3）　レジュメ作成の演習
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１．科目の教育目標（Course Description）
超高齢社会において人々がより良く生きるには、高齢者を正しく理解し、高
齢者と上手にかかわることができるとともに、高齢者を支援できる人材が
豊富であることであろう。
本講義では、生活学や老年学および心理学の視点から現代社会における高
齢者についての知識を身に着け、理解を深める。
また、他者としての高齢者を学ぶだけでなく、受講者自身も老いゆく存在
として自分のライフコースとも関連付けて学ぶ。
それにより、人生の先輩として高齢者から学ぶと同時に、共に社会を支え
る同時代人として、多様性の中で共生・協働する力を得ることを目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・第1部（前半）は、超高齢社会の現状を概観し、生活学や老年学の視点か
ら、高齢者の健康、老化、コミュニケーション、生活、社会交流などにつ
いて講義や討論によって理解を深める。また、高齢者を正しく理解し、高
齢者を支え、高齢者とともに生きるための基礎知識を学ぶ。
・第2部（後半）は、生涯発達心理学における高齢期の位置づけと、現代の
多様な老いのプロセスや発達課題について、受講者自身のライフコースや時
間的展望と関連付けながら学ぶ。また、高齢者における認知、パーソナリ
ティ、家族を含む対人関係の特徴などについて、心理学的な理解を深める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
主に講義を中心とするが、ビデオ素材への感想やワーク課題を通して、ディ
スカッション、発表なども行う。
テキストは用いず、プリント資料を配布する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・日頃から高齢者に関わるニュースやトピックに目を向けておく。
・身近な高齢者との接点を積極的に持ったり、観察の機会を増やす。
・高齢者に対する自身の考えや意見を書き留めておく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
20時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
第１部（加藤）：コメントシート15％、最終レポート25％、授業参加度10％。
第２部（伊藤）：ワークシート30％、最終レポート10％、授業参加度10％。
※第１部と第２部の評価を加算して最終評価とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　第1部 オリエンテーション：高齢社会の現状、老化と健康
 （担当：加藤）

第２回　第1部 高齢者の生活（衣食住）と社会交流（担当：加藤）
第３回　第1部 高齢者を正しく理解する（ディスカッション）（担当：

加藤）
第４回　第1部 発表とまとめ（担当：加藤）…前半の65分

第2部 オリエンテーション：ライフサイクル（担当：伊藤）…
後半の25分

第５回　第2部 高齢者と子どもの関わり（担当：伊藤）
第６回　第2部 高齢者の認知とパーソナリティ（担当：伊藤）
第７回　第2部 認知症と家族（担当：伊藤）
第８回　第2部 発表とまとめ（担当：伊藤）･･･前半の45分
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） CHS1501N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N002-CHS1501

授 業 名（Course Title）
現代社会と病者・障がい者
社会福祉学、教育学、心理学の観点
からの支援を考える

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 5：共生・協働する力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間

担 当 者（Instructor） 三好　明夫. 江川　正一. 河瀬　雅紀. 
酒井　久美子

単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期後半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 授業で適宜、資料等の印刷物を配布しま
す。

参考文献（References） 必要に応じて授業中に指示をします。
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
現代社会における病を抱えた人、障がいのある成人やこどもの生活様態や
生活困難性を理解するとともに、それへの支援に向けた教育や社会制度の
課題について、主として社会福祉学、教育学、心理学の観点から、様々な
事例を交えながら学びます。

講義コード（Course Code） CHS1100N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N002-CHS1100

授 業 名（Course Title） 現代社会と女性・家族
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 向山　泰代. 青木　加奈子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期後半）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 使用しない。

参考文献（References） 授業内容や進行状況に沿って、文献等を
適宜紹介する。

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
性別や性差、性役割などの性をめぐるトピックについて、現代社会におけ
る女性、現代社会における家族の在り方や課題を関連づけながら講義する。
講義の前半は家族関係学や女性学の観点から、後半は心理学の観点から性
や家族に関して、オムニバス方式で講義を行い、この問題に関する受講生
の興味・関心・知識を拡充し、現代を生きる女性として、自分を育てる力
の陶冶を目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・現代の日本女性を取り巻く環境を歴史的な／グローバルな視点から理解
すること。
・私たちが「家族」に求めるものを、新しいかたちの「家族」との比較を
とおして考えること。
・性差や性役割について、自身の考えや感情に気づくこと。
・生物学的・心理学的・社会学的な視点から、性について理解すること。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義が中心であるが、グループワークや個人ワークをとおして、与えられ
た課題について受講生自身の考えを出してもらう機会も設ける。そのため、
受講生には積極的な授業の参加を求める。出席しているにもかかわらず、指
名しても発言がない場合は欠席とみなすことがある。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業中に次回までの課題が出された場合は、必ず完成させて授業に臨むこ
と。また、図書館を積極的に利用し、新聞などで取り上げられる女性や家
族に関する記事を読んだり、文献を検索したりして、現代の女性が置かれ
ている状況について知識や興味を日々深めておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業期間内に課す計６回の小レポートによる評価（100％）。2/3以上の出席
がなければ、単位を与えない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション（青木）
第２回　女性が社会的地位を獲得するまでに（青木）
第３回　世界における日本女性の位置（青木）
第４回　「家族」って何だろう？（青木）
第５回　男と女はちがうのか？（向山）
第６回　私は男か女か？（向山）
第７回　地位や役割は人を変えるか？（向山）
第８回　まとめ（向山）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
オムニバス形式の科目のため、前期後半（第8回目の45分経過後）に「イ
ントロダクション」の授業を行う。

講義コード（Course Code） CHS1500N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N002-CHS1500

授 業 名（Course Title） 現代社会と高齢者
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 5：共生・協働する力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 伊藤　一美. 加藤　佐千子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期前半）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）
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３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業方式
　講義形式を中心に、グループに分かれて演習形式や、現場への見学実習
が含まれる。
２．学習方法
　（１）プリントに沿って行う。
　（２）パワーポイントを用いて、イメージを作っていく。
　（３）グループに分かれた演習では、ディスカッション中心で行う。
　（４）見学実習では、現場での説明を行う。
３．テキスト・参考文献
　（１）テキストは用いない。
　（２）参考文献は、「その日のまえに」（文春文庫）
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・「ボランティア活動」について、自分で学習し、イメージを作っておくこ
と。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
１．評価は、授業参加度（30%）、最終レポート（70%）とする。
２．欠席については、詳細を留意事項で示す。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション　（府立医大小児医療センター見学を含む
　担当：全員）

第２回　グリーフの理解　　　（担当：府立医大看護師長、河瀬）（府立
医大での学習）

第３回　ボランティア１（小児ボランティアの必要性とその難しさにつ
いて　担当：YMCAより派遣講師）（府立医大での学習）

第４回　小児医療概論１（子どもの病気とこころ　担当：河瀬）（府立
医大での学習）

第５回　ボランティア２（ボランティアへの期待　担当：小児科医師、
センター看護師長、萩原、河瀬）（府立医大での学習）

第６回　小児医療概論２（子どもの病気について①　担当：萩原）（府
立医大での学習）

第７回　小児医療概論３（子どもの病気について②　担当：萩原）（府
立医大での学習）

第８回　子どもの発達と遊び１（子どもの発達の特徴　担当：畠山、石
井、植田、伊藤、薦田）

第９回　子どもの発達と遊び２（子どもの発達と発達に沿った遊び　担
当：石井、植田、畠山、伊藤、薦田）

第10回　子どもの発達と遊び３（実際の遊びを体験してみよう　担当：
伊藤、薦田、石井、植田、畠山）

第11回　子どもの発達と遊び４（お話会の企画と方法　担当：岩崎）
第12回　子どもの学び１（桃陽総合支援学校府立医大分教室での取り組

みについて　担当：工藤、神月、高井）
第13回　子どもの学び２（長期入院・短期入院の児童生徒の学習の実態

と問題点　担当：工藤、神月、高井）（桃陽総合支援学校での見学実
習①）

第14回　子どもの学び３（桃陽総合支援学校の取り組みなど　担当：工
藤、神月、高井））（桃陽総合支援学校での見学実習②）

第15回　総括　振り返り、グループワークと発表　（担当：全員）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
1）2月中の集中講義となる。京都府立医科大学で実施される授業の日程は、
授業の中で説明があるので、集合時間と場所を確認すること。
2）講義の順番は、府立医大の都合で多少前後することがあるので、配布さ
れる授業スケジュールで確認すること。
3）全授業出席することが、合格の条件となる。ただし、指定の授業以外で
4回以内の欠席であれば、当該授業のDVD視聴とレポートにより、担当教
員の承認が得られれば出席扱いとなる。
4）指定の授業（第1回～第3回、第5回、第13回、第14回）を1回でも欠
席すると、不合格となる。
5）この科目は、府立医科大学附属病院小児医療センターでの実践講座に引
き継がれる。実践講座に参加するためには、この科目の修了が必須条件と
なっている。

２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
現代社会に生きる人たちは自身や家族の問題や環境による問題なども抱え
ながら生活しています。さまざまな事例を学び、それぞれの課題を理解し、
どのような支援が考えられるのかを検討しながらボランティア活動などで
も活かせるようになることをめざします。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式で社会福祉学、教育学、心理学の各担当教員が事例も示しながら
すすめます。必要に応じてＤＶＤやＯＨＣなどを使用します。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
受講希望者は新聞やネットニュースなどから病者、障がい者に関する記事
を読んでみてください。病者、障がい者への関心や問題意識を持って臨む
ことが準備です。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
成績は授業参加度（４０％）と４回のレポート（６０％）の総合評価。欠
席日数は7.5回のうち2回が評価対象とします。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　本科目、講義の進め方の説明、概説　（三好）
第２回　東日本大震災での被災者支援活動の実際　（三好）
第３回　障がい者の地域生活移行と社会進出の現状と課題　（酒井）
第４回　病や障がいを抱える幼児や学童の日常生活の実際と発達支援　

（江川）
第５回　病や障がいを抱える幼児や学童の支援活動の実際と教育制度　

（江川）
第６回　主要疾患「感染症」について、社会が抱える問題の理解と支援

　（河瀬）
第７回　主要疾患「精神障がい」について、社会が抱える問題の理解と

支援　（河瀬）
第８回　主要疾患「がん」について、社会が抱える問題の理解と支援　

　（河瀬）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） CHS1552N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N002-CHS1552, 1000-101592

授 業 名（Course Title） 病児の発達と支援
小児医療ボランティアを学ぶ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 5：共生・協働する力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間

担 当 者（Instructor）
萩原　暢子. 石井　浩子. 伊藤　一美. 
岩崎　れい. 植田　恵理子. 江川　正一. 
太田　容次. 河瀬　雅紀. 薦田　未央. 
畠山　寛

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1　春（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References） 『その日のまえに』　重松　清　文春文庫　
2012

備 考（Note） 定員40人

１．科目の教育目標（Course Description）
病気を抱える子どもたちの苦しみを理解し、発達を支援する方法を学ぶ。す
なわち、小児科病棟でのボランティア活動をモデルに、病気の子どもたち
のサポートのあり方を理解していく。そこで、小児科病棟が求めるボラン
ティアについて、医師や看護師などの立場から概説する。次に、子どもた
ちが直面する疾患の基本的な知識や心のケアについて学ぶ。また、子ども
たちをサポートするための発達に沿った遊びの役割や手技などの実践を学
習する。この際、グループ単位の演習形式を取り入れ、それぞれの意見を
取り入れながら、一つのものを完成させることで、協働について学ぶ。院
内学級での支援についても、現場を見学し、院内学級を担当している講師
からその実際を学ぶ。さらに、ボランティアをする学生自身のケアについ
ても学ぶ。（オムニバス式/全15回）
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１.小児科病棟が求めるボランティアについて、医師や看護師の立場から学
ぶ。
２．小児の疾患について、基礎的な知識や心のケアを学ぶ。
３．子どもたちの発達に沿った遊びについて学ぶ。その際、グループ作業
によって、協働する力を養う。
４．院内学級での学び支援について学ぶ。
５．ボランティアをする学生自身のケアについて学ぶ。
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講義コード（Course Code） SLF1300E0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N211-SLF1300, 2000-244025

授 業 名（Course Title） 福祉生活デザイン基礎演習
ⅠＥ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 安川　涼子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『知へのステップ　改訂版』　学習技術出
版会編　くろしお出版　
その他は別途案内する

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　本演習は社会で話題の「新書」を用いて、「読む」「書く」「発表する」「議
論する」といった言語力を高める演習を通して、本学での学習に必要な基礎
的技能を修得するとともに、現代日本の生活や福祉の諸問題について、そ
の社会的、歴史的、思想的な背景を、主体的に考える力を身につけること
を目的とする。また、本学科の第１学年の入門科目として位置づけ、４年
間を見通した学習や活動の計画を立てるとともに、４年後の社会人として
巣立つ自身を思い描くことを促しつつ「キャリア」そのものの考え方を理
解することを目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１）一定期間に書籍を一冊読みきる。
２）要約の方法を身につける。
３）レポート作成を通して文章の書き方、文献の調べ方を身につける。
４）ディスカッションを通して考える力、発言する力を養う。
５）夏期休暇中に数冊の新書を読むことを課題とする。これは福祉生活デ
ザイン基礎演習Ⅱの評価に加える。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１）10数名程度の少人数単位のクラスに分かれて実施する。各クラスに属
する学生と担当教員は終始変わらず、福祉生活デザイン基礎演習Ⅱ～Ⅳの
クラスと同一である。
２）毎回の授業までに必ずテキストを読み、予習しておくこと。
３）毎週出される課題は必ず行うこと。
４）テキスト：別途購入を指示する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎週出される課題については、テキストの該当箇所を熟読して取り組んで
いくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
原則全出席とする。
授業態度、課題の取り組み、各テキスト終了時のレポート課題に対して総
合的に評価する。
評価は授業参加度（30％）、授業における課題への取り組み状況（40％）、レ
ポート（30％）により行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス①
第２回　ノートのとり方　  キャリア自己形成システムの確認
第３回　テキストの読み方、要約の仕方
第４回　テキスト１：「要約」、意見の書き方　
第５回　テキスト１：「意見」、ディスカッション、議事録の書き方
第６回　テキスト１：「ディスカッション」、レポートの書き方
第７回　テキスト１：「レポート」
第８回　テキスト２：「要約」
第９回　テキスト２：「意見」
第10回　テキスト２：「ディスカッション」
第11回　テキスト２：「レポート」
第12回　テキスト３：「要約、意見」
第13回　テキスト３：「ディスカッション」
第14回　テキスト３：「レポート」
第15回　全体の振り返り
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） SLF1300A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N211-SLF1300, 2000-244025

授 業 名（Course Title） 福祉生活デザイン基礎演習
ⅠＡ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 牛田　好美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『知へのステップ　改訂版』　学習技術出
版会編　くろしお出版　
その他は別途案内する

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

講義コード（Course Code） SLF1300B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N211-SLF1300, 2000-244025

授 業 名（Course Title） 福祉生活デザイン基礎演習
ⅠＢ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 佐藤　純
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『知へのステップ　改訂版』　学習技術出
版会編　くろしお出版　
その他は別途案内する

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

講義コード（Course Code） SLF1300C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N211-SLF1300, 2000-244025

授 業 名（Course Title） 福祉生活デザイン基礎演習
ⅠＣ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 藤原　智子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『知へのステップ　改訂版』　学習技術出
版会編　くろしお出版　
その他は別途案内する

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

講義コード（Course Code） SLF1300D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N211-SLF1300, 2000-244025

授 業 名（Course Title） 福祉生活デザイン基礎演習
ⅠＤ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小池　桂
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『知へのステップ　改訂版』　学習技術出
版会編　くろしお出版　
その他は別途案内する

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定
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講義コード（Course Code） SLF1250E0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N211-SLF1250, 2000-244026

授 業 名（Course Title） 福祉生活デザイン基礎演習
ⅡＥ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 安川　涼子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 別途案内する
参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　本演習は、福祉生活デザイン基礎演習Ⅰを通して得た基礎的スキルを踏
まえて、「食べる」「装う」「住まう」「支える」をテーマとした学内での体
験グループ活動を通して、生活と福祉に関わる幅広い知識と基礎技能を身
につけることを目的とする。その体験で得られた知見を文献調査の裏付け
によって発展的にまとめる学習を通して、基礎的学習スキルを磨く。本学
科の第１学年の入門科目として位置づけ、前期の振り返りと4年間を見通し
た学習やその他の活動計画を立てることを通して学生生活や自身の歩む道
を明確にし、「キャリア獲得」への意識を高める。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
4つのテーマワークでの体験から広く福祉生活デザインの基礎を学び、2年
次以降の専門的な学びを意識することをねらいとする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）

（1） 福祉生活デザイン基礎演習Ⅰと同一クラスを構成する。
　この各クラス内で2～3人程度の小グループを構成し、小グループごとに
4つのテーマワークに取り組む。

（2） 各テーマワークによる体験からの学びを各クラスで共有する。
（3） 4つのテーマワークによる体験からの学びを踏まえて、日々の実践の中
から現代日本の生活と福祉の諸課題を取り上げ、その課題解決のための方
策を提起していくことを目指した1年次研究レポートを作成する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
それぞれのテーマワークに即した事前の学習が望まれる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）

（1） 授業参加度（テーマワークにおける取り組み・テーマワークレポート）：
50％

（2） レポート：50％（開講前課題も含む）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス　キャリア形成カルテの確認
第２回　テーマワーク①－１「食べる」（日常の食事）
第３回　テーマワーク①－２「食べる」（ティ―タイムのもてなし）
第４回　テーマワーク①のふりかえり・学びの共有
第５回　テーマワーク②－１「装う」（衣服素材の理解）
第６回　テーマワーク②－２「装う」（身体形態の理解とデザイン実習）
第７回　テーマワーク②のふりかえり・学びの共有
第８回　テーマワーク③－１「住まう」（光について学ぶ）
第９回　テーマワーク③－２「住まう」（スケール感覚を養う）
第10回　テーマワーク③のふりかえり・学びの共有
第11回　テーマワーク④ー１「支える」（傾聴）
第12回　テーマワーク④－２「支える」（車いす体験）
第13回　テーマワーク④のふりかえり・学びの共有
第14回　福祉生活デザイン基礎演習Ⅳと合同授業
第15回　全体のふりかえりとキャリア形成カルテの確認
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

「食べる」「装う」「住まう」「支える」の各テーマワークを小グループごと
に2回ずつ体験する。体験学習の順番は、グループにより異なる。
テーマワークの担当者

「食べる」：加藤佐千子、藤原智子
「装う」：牛田好美、安川涼子
「住まう」：中村久美、竹原広実
「支える」：三好昭夫、佐藤純、酒井久美子、矢島雅子

講義コード（Course Code） SLF1250A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N211-SLF1250, 2000-244026

授 業 名（Course Title） 福祉生活デザイン基礎演習
ⅡＡ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 牛田　好美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 別途案内する
参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

講義コード（Course Code） SLF1250B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N211-SLF1250, 2000-244026

授 業 名（Course Title） 福祉生活デザイン基礎演習
ⅡＢ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 佐藤　純
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 別途案内する
参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

講義コード（Course Code） SLF1250C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N211-SLF1250, 2000-244026

授 業 名（Course Title） 福祉生活デザイン基礎演習
ⅡＣ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 藤原　智子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 別途案内する
参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

講義コード（Course Code） SLF1250D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N211-SLF1250, 2000-244026

授 業 名（Course Title） 福祉生活デザイン基礎演習
ⅡＤ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小池　桂
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 別途案内する
参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定
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第11回　地域福祉の現状と課題について概説し、地域住民の主体的な取
り組みによって地域住民のよりよい生活に向けて相互に支え合うこ
との重要性を説明する。（酒井久美子）　

第12回　日本における福祉の歴史的展開を概説するとともに「福祉とは
何か」を説明する。（小池　桂）　

第13回　高齢者福祉の現状と課題について概説し、人生の最期まで生活
の質を低下させずに過ごす支援方法について説明する。（三好明夫）

第14回　障害者福祉の現状と課題について概説し、障害があっても生活
のしづらさを解決できることを説明する。（矢島雅子）

第15回　これまでの講義をもとに、自分と他者の生活の質についてグ
ループで議論させ、生活の質を高めるには何が必要かを考えさせる。
また、今後4年間に行うべきこと、めざす資格について自身の考え
をまとめさせる。（加藤佐千子）

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
　講義の順を変更することがある。

「福祉生活デザインワークブック」を必ず持参すること。

講義コード（Course Code） SLB1200N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N211-SLB1200, 2000-245117

授 業 名（Course Title） 衣生活概論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 牛田　好美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
　少子高齢社会が急速に進むにつれて、保護を必要とする乳幼児・高齢者・
身体障がい者など社会的障がいを持つ人々だけでなく、すべての人が普通
に生活できるような社会を構築できるよう支援しなければならない。その
ためにはさまざまな暮らしをしている人々の衣食住に関する実践的・専門
的知識が必要である。なかでも衣生活については、年齢に応じて異なる生
理機能や障がいの種類などに最も影響を受けると思われる。そこで福祉の
視点から、高齢者、障がい者、健常者すべての人々にもっとも適した衣服
について考え、ファッションイメージを描き、それを実践する能力を養う
ことを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　１．快適な衣服環境 　
　２．衣生活とユニバーサルデザイン 　
　３．衣生活とパーソナルデザイン 　
　４．ユニバーサルファッションの実践
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　主に講義形式で授業を行う。授業はビデオやスライドを用いてできるだ
け、具体的に快適な衣生活の実践方法が理解できるようにする。必要に応
じて資料を配布する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　日常生活の中で、被服のはたらきを意識すること、また、身体との関係
を考え、より満足感を高めるための工夫をすること。あらゆる年代、障が
いの方の声に耳をすませること。　
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　評価は、授業参加度（30%）、課題（50%）、発表（20%）を総合して判断
する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　衣生活と福祉
第２回　乳幼児の成長と衣生活
第３回　高齢者の生活と衣服
第４回　障がい者に適した衣服
第５回　ユニバーサルファッション（基礎）
第６回　ユニバーサルファッション（応用）
第７回　ユニフォーム（スクール）
第８回　ユニフォーム（ビジネス）
第９回　ライフサイクルと衣生活
第10回　ユニバーサルファッションの実践・評価
第11回　グループごとの発表（ユニバーサルファッション）
第12回　グループごとの発表（ユニフォーム（スクール））
第13回　グループごとの発表（ユニフォーム（ビジネス））

講義コード（Course Code） SLB1202N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N211-SLB1202

授 業 名（Course Title） 福祉生活デザイン概論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間

担 当 者（Instructor）
酒井　久美子. 佐藤　純. 中村　久美. 
藤原　智子. 加藤　佐千子. 安川　涼子. 
青木　加奈子. 牛田　好美. 小池　桂. 
竹原　広実. 三好　明夫. 矢島　雅子

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『福祉生活デザインワークブック』を配布
する

参考文献（References）
備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
　QOLとは何か、また、人々のQOLを向上するためには何が必要なのであ
ろうか。本講義では衣・食・住・家族・福祉等の領域から、人々のQOLに
ついて言及するとともに、福祉生活デザイン学科専門科目の入門として位
置付ける。講義を通して現代生活に関心を持ち、課題を見出し、自身や他
者の生活を質的に向上することに対する知識や理解力を身につける。これ
らの学びを通して、4年間の自身の成長を見据え、4年後にどのような社会
人になって巣立とうとするのかを自覚し、その目標を明確にする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１）QOLを理解する
２）現代社会や現代生活における課題を見出す
３）自身や他者のQOL向上に必要な知識や技術について理解する
４）１）から3）をベースに、4年後の成長した自分を創造し、4年後の目標
を立てる
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　授業は、講義、アクティブ・ラーニングで行う。授業内容に応じて、DVD、
OHC、スライドを用いる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
福祉生活デザインワークブックをよく読み、疑問点を明確にして、授業に
臨むこと。
日常の生活に関心を持ち、新聞やニュースを見る習慣をつける。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
１）小レポート12本の提出（1本5点～9点で採点し加算する）
２）欠席回数が3分の1を超過した場合、小レポートの本数が8本以下の場
合は、原則として単位を与えない。１）の算定を適用できない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　講義の概要、評価の仕方、超高齢社会の現状等の説明、および
老年学の立場からウェルビーイングの条件と生活の質（QOL）の考
え方とその背景、生活の質に関わる4つのポイントを説明する。ま
た、高齢者の食と生活機能、健康観、精神的健康度の関係を例に挙
げて、生活の質を追求する上での食生活の重要性について概説する。

（加藤佐千子）
第２回　社会福祉学の立場から、QOLの捉え方、解釈について概説する。

人は、機能低下がみられても支援の活用によって生活の質（QOL）
が保たれることについて高齢者を例に挙げて説明する。（三好明夫）

第３回　生活学の立場から、生活基盤としての住まいの持つ根源的な意
味を考え、生活の質（QOL）を追求する上での居住環境の重要性に
ついて概説する。（中村久美）

第４回　家族の発達段階で直面する生活課題と、世話を必要とする子ど
もがいる家族にとっての生活の質（QOL）をワークライフバランス
とジェンダーの視点から考える。（青木加奈子）

第５回　子どもと若者の食と健康について、現在のみならず将来にわ
たってQOLの向上に資する食生活のあり方を概説する。（藤原智子）

第６回　持続可能な衣生活のために、環境に配慮した衣服材料や衣生活
の現状と課題について概説する。（安川涼子）

第７回　住環境要素が人に与える影響について人間工学の観点から概説
し、人の特性を組み込んだ住環境のあり方を考察する。（竹原広実）

第８回　人はなぜ服を着るのか。ファッションや装いについて心理的な
観点から概説する。（牛田好美）

第９回　人の暮らしやQOLに大きな影響を与えるものの、見過ごされ
がちな「こころの健康」や「精神疾患・精神障害」について、正し
い理解を進める。（佐藤　純）

第10回　人は誰とどんな場所でどのようなコミュニティを形成して暮ら
していけばよいか、住生活基本法をとりあげながら、あるべき住生
活の姿について概説する。（中村久美）
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第３回　：食生活にかかわる諸問題と課題2
（生活の質、栄養状態、疾病と食物選択）

第４回　：食生活にかかわる諸問題と課題3
（食の安全、フードファディズムと食物選択）　

第５回　：食生活にかかわる諸問題と課題4
（家庭・学校・地域での食育、マナー）　

第６回　：食生活にかかわる諸問題と課題5
（食習慣と健康、食の外部化、簡便化等と食物選択）

第７回　：ライフステージの健康と食生活1
（乳児期、幼児期、児童期）　

第８回　：ライフステージの健康と食生活2（妊娠期、授乳期）
第９回　：ライフステージの健康と食生活3（青年期、壮年期）
第10回　：ライフステージの健康と食生活4（高齢期）
第11回　：ライフステージの健康と食生活5

（食の保障、施設・要介護期、生活機能の低下）
第12回　：自分の「現在の食生活」上の課題発見と解決策を

考える（アクティブラーニング）
第13回　：自分と家族の「未来の食生活」の在り方を考える

（アクティブラーニング）
第14回　：栄養を考えた食事と献立の立案１（グループワーク）
第15回　：栄養を考えた食事と献立の立案２

（プレゼンテーション）、本講義の総括　
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
・この科目は、中高の教員免許「家庭」の「教科に関する科目」である。
・授業中の私語、居眠り、飲食など著しく態度が悪い場合、他の受講者の
迷惑となる場合は、退出してもらうこともある。
・指定した提出物の提出および発表を必ず行うこと。

講義コード（Course Code） SLB1201N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N211-SLB1201

授 業 名（Course Title） 住居学概論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 中村　久美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『住まいのデザイン』　北村薫子、ほか　朝
倉書店　2015
その他、資料等、毎回の授業で配布する

参考文献（References）
備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
・高齢者や障がいを持つ人を含め、個人や家族がライフスタイルを尊重し、
環境と共生しつつ、災害時にも考慮して住まいや地域社会でいかに暮らす
かを理解する（住まいと生活）。
・住まいのかたちの変遷や風土との関係を知り、居住者にとって安全で優
しい住まいの形をつくるためのデザインとその表現技術を身につける（住
まいのかたち）。
・健康的で安全、快適な住まいと室内環境を維持していくうえでの住まい
や生活の管理の重要性を理解し、快適性を演出する工夫を学ぶ（住まいの
管理と快適性）。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・日本の住宅、および住生活の現状を理解する
・現代日本の住生活の課題と住宅政策について理解する
・実生活の中で住まいと住み方に関する問題を発見する。
・暮らしの基盤としての住生活の重要性を理解し、住居への関心を深める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式を基本とする。適宜、住まいと住生活についてディスカッション
を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
テキスト関連ページに目を通すこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
前回授業の確認テスト（45％）とまとめのテスト（55％）により評価する。
なお、最終回は14回目までのまとめのテストとその解説を行うとともに、
住まいと地域をめぐる問題について解説する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　循環型社会の住環境と住まい
第２回　ライフスタイルと住み方

第14回　課題
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） SLB1250N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N211-SLB1250, 2000-245112

授 業 名（Course Title） 食生活概論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 加藤　佐千子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 『食生活論』　岡崎光子　光生館　2015

参考文献（References）

『応用栄養学ライフステージからみた人間
栄養学第9版』　森　基子ら　医歯薬出版　
『小学校家庭科概論－生活の学びを深める
ために』　加地芳子・大塚眞理子 　ミネ
ルヴァ書房　2011
『初めて学ぶ健康・栄養系教科書シリーズ
６応用栄養学 第2版 適切な食生活を実践
するための基礎』　奥田あかり・他　化学
同人　2015

備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
　「食べる」ということは、人が生きるために欠かすことのできない行為で
ある。そこで、本授業では、「人はどのように考えて食物を選択するか」に
ついて知識や理解力を高める。特に、超高齢社会でより良く生きるために、
食生活にかかわる諸問題や各発達段階で選択すべき食物や食生活のあり方に
ついて、講義や視聴覚教材を用いながら概観する。また、グループワーク
やプレゼンテーションによって他者と意見交換しながら、「食生活とはどう
あるべきか、食物の選択をどのように考え、実行していくべきか」につい
て自身の考えを明確にし、未来の食生活をより良くする方策を考えていく。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・超高齢社会と食生活の諸問題、各発達段階における健康と食との関連を
理解し、望ましい食物選択について考えることができる
・現状の食生活の問題・課題を発見し、解決策を考え、未来生活に生かす
ことができる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
＜教育方法＞ 
講義形式、グループディスカッション、グループワーク、DVD視聴、グルー
プ発表などを取り入れながら授業を進める。
＜事前の学習方法＞
　・第1回～第6回はテキストの1章、2章、3章、4章、5章を順に熟読して
授業に臨むこと。
　・第7回～第11回はテキストの6章と配布プリントを熟読しておくこと。
　・第12回～第14回のグループ活動では、家庭での調べ学習や資料収集な
どの事前の主体的学習を行って授業に臨むこと。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・テキストを事前によく読み、疑問点を明確にしておくこと
・ディスカッションやプレゼンテーションでは自発的な学習や情報収集が
必要のため、日頃から新聞やニュース、関連のホームページから食生活に
関連する情報を得ておくこと
・自分や家族の食事を記録して問題点を見出すこと
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
＜評価基準＞
・食生活の諸問題、各発達段階における健康と食との関係を理解できたか

（定期試験）　
・望ましい食物選択について考えることができたか（提出物）
・グループワークやプレゼンテーションに積極的に取り組めたか（発表・授
業態度）
＜評価方法＞
・定期試験（50％）、提出物（20％）、発表（25％）、授業態度（5％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　：本講義の進め方、評価の説明　
授業の進め方の説明、社会の変化と食生活

（超高齢化、食生活の捉え方、食事の役割）　
第２回　：食生活にかかわる諸問題と課題1

（欠食・孤食・共食・ダイエットなどの食行動と食物選択）　
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第３回　家族の機能の変化
第４回　現代の家族をめぐる問題
第５回　生活時間の男女差
第６回　家庭経済における５つの活動と家計
第７回　「消費」・「浪費」・投資」とはなにか？
第８回　ライフステージと家計の特徴
第９回　長期的な生活設計と家計管理
第10回　家庭経営におけるリスクと予測の事態への備え
第11回　賢い消費者であるために①：通信販売の利点と問題点
第12回　賢い消費者であるために②：多重債務問題
第13回　さまざまな消費者問題と消費者政策
第14回　地域社会のなかの家庭生活
第15回　まとめ：持続可能なライフスタイルをめざして
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
・受講者数や受講生の関心によって、順番を入れ替えたり、授業の一部を
変更したりする場合がある。
・「受講態度」には出席回数は含まない。
・授業開始後15分以上の無断遅刻は欠席扱いとする。
・欠席した回の「授業中の課題」の評価は「0点」となるので注意すること。

講義コード（Course Code） SLB1100N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

N211-SLB1100, N432-SLB1100, 
2000-244014, N622-EDI2100

授 業 名（Course Title） 現代社会と福祉Ⅰ
現代社会と福祉Ⅰ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 室田　保夫
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） （未定）
参考文献（References） （未定）
備 考（Note）

別紙　

講義コード（Course Code） LDA1250N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N222-LDA1250, 2000-248014

授 業 名（Course Title） 家庭電気・機械及び情報処理
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 中森　伸行
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
テキスト使用せず：授業に関係した資料
を配布、または、インターネットからダ
ウンロードする。

参考文献（References）

『２１世紀の生活環境をつくる家庭電気・
情報・機械』　松山正彦　医歯薬出版　
『新家庭機械・電気』　岡部　巍　編集　医
歯薬出版　
『電気がわかる本』　松原洋平　オーム社　
『知りたかった電気のおはなし』　石橋千
尋他　電気書院　2006年

備 考（Note）

第３回　地域生活と協働の住まいづくり
第４回　災害への備えと地域・住まいのあり方
第５回　住まいのかたち
第６回　住まいの材料
第７回　集住のかたちと住み方
第８回　住まいの人間工学
第９回　福祉住環境
第10回　住まいの設計と表現
第11回　住まいと住生活の管理
第12回　住まいの安全と健康
第13回　住まいの快適性
第14回　住空間の演出とデザイン
第15回　住まいと地域をめぐる問題　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） SLB1450N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N211-SLB1450

授 業 名（Course Title）
現代社会と家庭経営
主体的に生きるための家庭経営とは？
持続可能な社会のための家庭経営と
は？

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 青木　加奈子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） テキストは使用しない。

参考文献（References）

『家族生活研究』　宮本みち子・清水新二
（編著）　放送大学出版協会　2009
『生活経営学』　赤星礼子・奥村美代子
（編）　九州大学出版会　2013
『ジェンダーで学ぶ生活経済論[第2版]』　
伊藤純・斎藤悦子（編者）　ミネルヴァ書
房　2015
そのほか、授業中に適宜紹介する。

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
長引く経済の低迷や少子高齢化の進展によって、日本社会は、既存の社会
システムからの大転換期を迎えている。このような混沌とした社会におい
ては、「生きる力」を養い主体的な生活を営むための知識の習得が求められ
ている。この授業では、生活の基本単位である家族がより良い生活を送る
ための家庭経営の知識を身につける。前半は、家族形態と機能が変化しつ
つあるなかで、現代の家族が抱える問題を学ぶ。中盤では、主体的に生き
る消費者としての知識を習得してもらう。具体的には、生涯を見通した家
計の管理できるようになることと、現代の消費者問題について考える。後
半は、地域社会における家族の役割や環境に配慮した家庭経営とはどのよ
うなものかを検討する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1） 現代の家族が抱える問題を社会の変化と結びつけて理解することができ
る。
2） 家庭経済という視点から、より良い家庭生活を営んでいくうえでの課題
やリスクを学び、問題解決のための方法を自ら考えることができる。
3） 生活を見直し、社会の一員として、持続可能な社会を形成していくため
に自分自身や家族ができることを考え行動することができる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義が中心であるが、与えられた課題について受講生自身の考えを出して
もらう機会を多く設ける。そのため、受講生には積極的な授業の参加を求
める。出席しているにもかかわらず、指名しても発言がない場合は、欠席
とみなす。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業中に次回までの課題を出す。必ず完成させて授業に臨むこと。また、新
聞などで取り上げられる家族に関わる記事を読むなどして、現代の家族や
生活について知識を日々深めておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
期末試験60%、授業中の課題30%、受講態度10%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション：「家庭経営」とはなにか？
第２回　家族のかたちの変化
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講義コード（Course Code） SWA2201N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N222-SWA2201, 2000-245069

授 業 名（Course Title） 老人福祉論
高齢社会の到来と福祉の課題

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 三好　明夫
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2・3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『高齢者福祉学』　三好明夫、西尾隆司編
著　学文社　

参考文献（References） 随時紹介する
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　現代社会は階層性のある社会である。その階層性の中で低位に位置づけ
られる存在が安心して生活できるならば、その社会は多くの人が安心して
生活できる社会である。低位に位置づけられる存在とはいわゆる社会的弱
者であり、その中の最大の層が高齢者である。すなわち、高齢者が安心し
て生活できる社会は多くの人が安心して生活できる社会である。逆もまた
真である。老人の福祉を問うことは自分自身の生活保障を問うことである。
社会に階層性がある以上、老いにも階層性がある。この授業では生活困難
に見舞われている高齢者の問題を中心に扱う。特に我が国における老いと
高齢化、高齢者自身を巡る問題に焦点を当て、高齢者の福祉を考えていく
基礎を構築する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　１．高齢者をめぐる福祉課題の拡大化について学ぶ
　２．高齢者福祉に関わる歴史について学ぶ
　３．高齢者福祉に関わる制度の概要と各種サービスについて学ぶ
　４．老人福祉法について理解する
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　教科書を使用しつつも授業時に配布する資料も活用しながら講義を行う。
視覚教材も使用して理解を深めてもらう。講義終了時には毎回の講義の理
解度を確認するために指定する様式での小テストを提出する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　高齢者福祉の現状は日々刻々と変化している。タイムリーな話題として
高齢者福祉等に関する新聞記事などを紹介また印刷するが、その場合に受
講生に意見感想を求めるのでできるだけ日常の高齢者関連問題には留意す
ること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
20時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度（30％）、小テスト・レポート（20％）、定期試験（50％）と
し、その総合点を最終評価とする。欠席回数が3分の１を超えた場合は原則
単位認定しない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　高齢者の生活実態とこれを取り巻く社会情勢
第２回　高齢者の福祉需要
第３回　高齢者の地域移行や就労の実態
第４回　老人福祉法の理解
第５回　介護保険法の概要
第６回　介護保険法の理解　組織・団体
第７回　介護保険法の理解　専門職
第８回　介護保険法の理解　ネットワーク
第９回　地域包括支援センター
第10回　高齢者虐待防止法
第11回　高齢者に関する法規
第12回　高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律
第13回　高齢者向け優良賃貸住宅、高齢者専用賃貸住宅
第14回　高齢者居住支援センターの役割
第15回　高齢者福祉制度と実践の課題と将来　　
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）
　社会福祉士資格の取得をめざす学生は、本科目と老人福祉論IIを併せて
履修しなければならない。

１．科目の教育目標（Course Description）
　豊かな人生を送るための基盤となる家庭生活を便利で快適にかつ安全な
ものにするために，家庭で使われる機器に対する，電気・機械・情報処理
などに関する基礎知識を理解することにより，それらを安全で適切に使い
こなす能力を養うことを目標とする。さらに，これら機器の利用にかかわ
る環境負荷についても学び，機器を利用した豊かな生活の継続を図るため
の意識を高める。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．身近な機器（家庭の電化製品や機械，情報機器）の動作原理を理解し，
適切・安全・効率的な使用方法を学ぶ。
２．電気（電気・磁気現象，送配電）の基礎知識を学ぶ。
３．機械の要素技術の基礎知識を学ぶ。
４．情報・通信技術の基礎知識を学ぶ。
５．環境への配慮について理解を深める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．講義と演習をセットとし，学習効果を確かめながら行う。
２．適宜，資料を配布するが，プロジェクタ，板書を用いて進めるためノー
トをとること。
３．受講生全員に，当日の講義内容に対する質問・コメント票を提出して
もらい，学習効果の確認，講義内容の改善に資する。
４．講義の進度や受講者の理解度を勘案して，小テストを実施する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．受講者の理解度や，講義の進度に応じて，適宜，事前に準備課題を与
える。
２．学習結果をレポートとして提出することを求める場合もある。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、30%　授業参加率（質問・コメント等により確認）や授業態度（不
適切な発言や行為）、20%　準備課題レポートや小テストの評価、50%　最
終試験等を総合して実施する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業の概要説明:人間－ロボットー家電製品
第２回　日本のモノ造り：機械人形に学ぶ
第３回　家電製品と機能
第４回　エネルギーの変換：電気－光－熱－動力
第５回　電気を光に変換する電化製品：照明器具
第６回　熱の変換を利用した電化製品：エアコン、冷蔵庫、湯沸し器
第７回　モーターを利用した電化製品：掃除機、洗濯機、（冷蔵庫、エ

アコン）
第８回　通信を利用した電化製品：テレビ、スマートフォン、リモコン
第９回　電化製品の視覚・聴覚：視覚センサー（カメラ）、聴覚センサー

（マイク）
第10回　電化製品に利用される様々なセンサー：温度センサー、圧力セ

ンサー
第11回　脳とコンピュータ：人間の脳を真似たコンピュータ
第12回　家電製品を制御するプログラム：家電製品の機能の手順書
第13回　エネルギーと環境：環境負荷を考える
第14回　よりよき生活を目指して：スマートハウス、スマートシティを

考える
第15回　当該授業全体にわたるまとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） SWA1250N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

N222-SWA1250, N432-SWA1250, 
2000-248019, N622-EDI2251

授 業 名（Course Title） 現代社会と福祉Ⅱ
現代社会と福祉Ⅱ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 室田　保夫
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） （未定）
参考文献（References） （未定）

備 考（Note） 「現代社会と福祉I」を履修していること
が望ましい

別紙　
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講義コード（Course Code） SWR1251N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N232-SWR1251, 2000-245250

授 業 名（Course Title） ソーシャルワーク論Ⅰ
ソーシャルワークの基盤と専門職（1）

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 桐野　由美子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『新・社会福祉士養成講座６　相談援助の
基盤と専門職　第3版』　社会福祉士養成
講座編集委員会・編集　中央法規　2015
年
授業はテキストを中心に進めるので必ず
購入すること。

参考文献（References）
『保育者のための社会福祉援助技術』　桐
野由美子　（編著）　樹村房　2006
授業中に適宜プリントを配布しその他の
参考文献等を提示する。

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　本科目は文部科学省令・厚生労働省令が定めた社会福祉に関する基礎科
目「相談援助の基盤と専門職」の前半部分に該当する。本科目の目標は、①
ソーシャルワーカー（社会福祉士・精神保健福祉士等）の役割と意義を理
解する、②ソーシャルワーク（相談援助）の概念・範囲・理念を理解する、
③ソーシャルワーク（相談援助）における権利擁護の意義と範囲を理解す
る、④ソーシャルワーク（相談援助）に係る専門職の概念と範囲及び専門
職倫理を理解する、④総合的かつ包括的な援助と多職連携の意義と内容を
理解する、の４点である。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1．ソーシャルワーカー（社会福祉士・精神保健福祉士等）の役割と意義を
理解する。
2．ソーシャルワークの理念について理解する。
3．ソーシャルワークの形成過程について理解する。
4．ソーシャルワークにおける権利擁護の意義について理解する。
5．ソーシャルワーカーの専門性と倫理について理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキストを中心に講義をすすめる。必要に応じVHS、DVD等を使用する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
学生は各授業の準備として、授業テーマに該当するテキストの章を熟読し
ておく。その詳細は、第1回目の授業の配布資料で提示する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
本科目の評価の内訳は、授業参加度（30%）、授業中成果（10%）、試験（60%）
とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　①オリエンテーション　②ソーシャルワーカー（社会福祉士・
精神保健福祉士等）の役割と意義（第1章1節）

第２回　現代社会と地域生活におけるソーシャルワーカー（第1章2節）
第３回　ソーシャルワーク（相談援助）の定義と専門性：ソーシャル

ワーク（相談援助）の概念（第2章1節）
第４回　ソーシャルワーク（相談援助）の定義と専門性：ソーシャル

ワークの構成要素（第2章２節）
第５回　ソーシャルワーク（相談援助）の形成過程Ⅰ：ソーシャルワー

クの源流（第3章1節）
第６回　ソーシャルワーク（相談援助）の形成過程Ⅰ：ソーシャルワー

クの基礎確立期（～1930年代）（第3章2節）
第７回　ソーシャルワーク（相談援助）の形成過程Ⅱ：ソーシャルワー

クの発展期（1940代～50年代半ば）（第4章1節）
第８回　ソーシャルワーク（相談援助）の形成過程Ⅱ：ソーシャルワー

クの展開期（1950年代半ば～1960年代以降）（第4章2節）
第９回　ソーシャルワーク（相談援助）の形成過程Ⅱ：ソーシャルワー

クの統合化とジェネラリスト・ソーシャルワーク（第4章3節）
第10回　ソーシャルワーク（相談援助）の理念Ⅰ：ソーシャルワーカー

と価値（第5章1節）
第11回　ソーシャルワーク（相談援助）の理念Ⅰ：ソーシャルワーク実

践と価値（第5章2節）
第12回　ソーシャルワーク（相談援助）の理念Ⅰ：ソーシャルワーク実

践と権利擁護（第5章3節）
第13回　ソーシャルワーク（相談援助）の理念Ⅱ：クライエントの尊厳

と自己決定（第6章1節）
第14回　ソーシャルワーク（相談援助）の理念Ⅱ：ノーマライゼーショ

講義コード（Course Code） SWR1250N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N232-SWR1250, N432-SWR1250

授 業 名（Course Title） 精神保健福祉相談援助の基盤
（基礎）

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 佐藤　純
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『精神保健福祉相談援助の基盤（基礎・
専門）』　日本精神保健福祉養成校協会編　
中央法規　2015

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
さまざまな福祉課題に直面している人やその家族に対してソーシャルワー
カーが行う相談援助の定義・理念・形成過程・体系・権利擁護・他の専門職
種の概念と範囲、多職種連携の基本を理解する。さらに支援のための基本
的視点、必要とされる技術を学び理解を深めるとともに、ソーシャルワー
クの目的や価値について基本的理解を深め、その中でも特に精神保健福祉
士が行うソーシャルワークの特徴や留意点について理解する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１）ソーシャルワーカーとは何かを説明できること
２）精神保健福祉士の行うソーシャルワークの特徴を説明できること
３）精神に「障害」のある人やその家族にとって必要な支援とは何か理解
できていること
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義を中心に行う。映像も積極的に使い、イメージしやすい授業を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
事前にテキストを読み、概要を理解しておくこと
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
理解度確認テスト50点、レポート35点、授業参加度15点で100点満点で採
点する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーションー精神保健福祉士とは
第２回　精神疾患と「障害」の理解
第３回　わが国の精神保健福祉の現状と課題
第４回　ソーシャルワークとは
第５回　ソーシャルワーカーの役割と意義
第６回　相談援助の定義と概念
第７回　相談援助の価値と理念－ウェルビーイング・社会正義・民主主

義
第８回　相談援助の価値と理念－人権・人間の尊厳・ソーシャルインク

ルージョン・ノーマライゼーション
第９回　相談援助の価値と理念－権利擁護・利用者主体・自立支援
第10回　相談援助の価値と理念－エンパワメント・レジリアンス・リカ

バリー
第11回　ソーシャルワークの源流
第12回　ソーシャルワークの形成過程
第13回　相談援助における権利擁護の意義
第14回　専門職倫理とジレンマ
第15回　理解度確認テスト・解答解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） PSB1400N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

N411-PSB1400, 2000-263033, 
N632-EDR1400

授 業 名（Course Title）
心理統計法Ⅰ
心理学における統計的な考え方を身
につける

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 高井　直美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『よくわかる心理統計』　山田剛史、村井
潤一郎　ミネルヴァ書房　2004

参考文献（References）
備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
　心理学の研究を科学的、実証的に進めていくためには、研究目的に適合
した研究計画を立てること、そしてその計画のもとに実証的データを収集
し、統計的分析を行うことが必要となる。
　そのために習得しておかなければならない統計的方法に関する基礎知識
と基礎的な方法を学ぶ。
　そして、この科目は、推測統計学、心理学情報処理など、2年次生以上に
配当されている、より高度な心理統計に関する科目を学ぶための重要な基
盤を形成するものとして位置付けられている。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　前期に配当されるこの科目では、まず統計的な考え方になじむため、日
常的な具体例などで、心理統計の基礎的な考え方の理解を促していく。そ
して、記述統計に関する重要な基礎知識を具体例を通して理解し、統計的
手法を実践的に身に付けていくことを課題とする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　講義と各自で行うプリント教材等によるワークを組み合わせて、授業を
進めていく。復習のための課題も適宜出していく。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　新聞、雑誌、TV、インターネットなどのメディアで公表された各種統計
データに日頃から関心をもっておいてもらいたい。また図表を作成したり、
熟練された表計算をするためには、情報関係の授業や休み時間を利用して、
Excelの使用になじんでおくことも重要となる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　課題の提出状況（20%）、授業期間中に行うまとめのテスト（80%）によっ
て総合的な評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　心理学と数字（心理統計の基本的な考え方）
第２回　心理統計の実際（一般的な統計資料の収集方法）
第３回　変数と尺度水準
第４回　データの図表化①（既存統計資料の読み方）
第５回　データの図表化②（ヒストグラムと棒グラフの作成）
第６回　データの代表値（平均、中央値、最頻値など）
第７回　データの散らばり（分散と標準偏差）
第８回　既存統計資料における標準偏差の読み方
第９回　データの標準化（z得点と偏差値）
第10回　散布図と共分散
第11回　既存統計資料の散布図の読み方
第12回　相関係数が示す相関関係
第13回　クロス集計とφ係数（連関）
第14回　理解度を測るテスト
第15回　因果関係と相関関係の違い
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
受講生の理解度を見ながら進めていくので、授業予定で示した順番や内容
が、多少変わることもある。

ンとソーシャル・インクルージョン（第6章2節）
第15回　試験と総括
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
カードリーダーで出欠を確認するので、学生カードは必ず携行すること。
遅刻・欠席は減点対象となる。欠席回数が3分の1を超過した場合は、原則
として単位を与えない。

講義コード（Course Code） PSB1200N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N411-PSB1200, 2000-263012

授 業 名（Course Title） 心理学概論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 上田　恵津子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
　心理学の対象は、我々が日常生活で経験している行動である。
　本科目では、人間のさまざまな行動をよりよく理解し、その精神活動の
内面をうかがい知るために、人間の心理や行動の基礎にある原理について
概説する。特に、知覚、学習、記憶、発達、パーソナリティ、社会的行動
について、そのしくみを概観し、心理学の基本的な考え方を学ぶ。
　これらの講義を通して、人間の日常的な行動が示す心理現象を理解する
こと、および心理学の基礎用語や知識を習得することを目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．知覚、特に視覚を通して外界を認識するしくみを理解する。
２．学習と記憶のメカニズムを理解する。
３．人間の発達の過程を理解する。
４．心理学において人間の個性をどのように捉えるのかを学ぶ。
５．他者との関わりの中で生じる認知や行動のしくみを考える。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．主として講義形式による。教科書は使用せず、必要に応じてプリント
を配布する。
２．各自、手書きでノートをとること。
３．ただ講義を聞いて知識を得るだけでなく、自分なりに問題意識をもっ
て考察を深める学習態度が望まれる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　前回までの授業内容を十分に復習しておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　試験（90％）、授業態度（10％）を総合して評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　知覚（知覚の特性、形の成立）
第３回　知覚（空間知覚、運動の知覚）
第４回　学習（学習理論）
第５回　学習（学習曲線、転移、動機づけ）
第６回　記憶
第７回　発達（発達の一般的特徴）
第８回　発達（乳児期、幼児期）
第９回　発達（児童期、青年期、成人期、老年期）
第10回　パーソナリティ
第11回　欲求
第12回　対人認知
第13回　対人行動
第14回　集団と個人
第15回　試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） PSB1300N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N411-PSB1300

授 業 名（Course Title） 心理学基礎演習Ⅰ
大学での学びの基盤づくり

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間

担 当 者（Instructor）
空間　美智子. 伊藤　一美. 高井　直美. 
田中　誉樹. 廣瀬　直哉. 村松　朋子. 
河瀬　雅紀

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
共に学ぶ友人や心理学科教員との関わりを通して、大学での学びの基盤を
形成する。そして、日本語の文章や数字で表されるデータについて、「読む
こと」「理解すること」「書くこと」「伝えること」の力に磨きをかける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
①アカデミックリテラシーの習得（大学教育に必要な基礎的日本語能力や
データ活用の基礎を学ぶ）　
②人間関係の構築（学生同士および担任を核とする心理学科教員との関わ
り）
３．教育・学習の方法（Course Methods）
①教員によるオリエンテーション　②グループでの作業　③討論　④発表   
⑤小レポート　⑥その他、上級生やOGの体験報告会の聴講などを行う予定
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
小学校～高校での国語・数学の学習や総合的な学習の時間での発表学習を
ふり返る。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度・授業態度70%、発表・レポート30%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　全体オリエンテーション（全体は６グループに分けられる）
第２回　テーマＡ（エコマップを作ろうー情報収集）
第３回　テーマＡ（エコマップを作ろうー発展）
第４回　全体会
第５回　テーマＢ（確率と仲良くなろうーサイコロでパターンの数を理

解しよう）
第６回　テーマＢ（確率と仲良くなろうープロフィールを当てよう）
第７回　全体会
第８回　中間オリエンテーション（前半の振り返り）
第９回　テーマＣ（レポートを作成しようー短いレポートの作成）
第10回　テーマＣ（レポートを作成しようー長いレポートの作成）
第11回　テーマＣ（レポートを作成しようー相互評価）
第12回　テーマＤ（商品試験をしてみようー商品の評価ポイントを考え

る）
第13回　テーマＤ（商品試験をしてみようー実験）
第14回　テーマＤ（商品試験をしてみようー発展）
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・グループごとにローテーション形式ですべてのテーマを体験する。そのた
め、グループによってテーマＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの実施順は異なり、回によっ
て教室が異なるので、気を付けること。
・テーマA、Cは、河瀬・廣瀬・田中が担当、テーマB、Dは、伊藤・村松・
空間が担当する。

講義コード（Course Code） PSB1450N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

N411-PSB1450, 2000-263034, 
N632-EDR1450

授 業 名（Course Title）
心理統計法Ⅱ
心理学における統計的な考え方を身
につける

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 高井　直美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『よくわかる心理統計』　山田剛史、村井
潤一郎　ミネルヴァ書房　2004

参考文献（References）
備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
　心理学の研究を科学的、実証的に進めていくためには、研究目的に適合
した研究計画を立てること、そしてその計画のもとに実証的データを収集
し、統計的分析を行うことが必要となる。
　そのために習得しておかなければならない統計的方法に関する基礎知識
と基礎的な方法を学ぶ。
　そして、この科目は、推測統計学、心理学情報処理など、2年次生以上に
配当されている、より高度な心理統計に関する科目を学ぶための重要な基
盤を形成するものとして位置付けられている。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　後期に配当されているこの科目では、記述統計学と推測統計学を区別し、
統計的仮説検定の基本的な考え方について学び、基本的な検定の初歩的な
方法を身に付けることを課題とする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　心理統計法Ⅰと同様に、講義と各自で行うプリント教材等によるワーク
を組み合わせて、授業を進めていく。復習のための課題も適宜出していく。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　心理統計法Ⅰで学んだことをテキストおよびプリント教材で復習してお
くこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　課題の提出状況（20%）、授業期間中に行うまとめのテスト（80%）によ
る総合的な評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　記述統計と推測統計
第２回　母集団と標本
第３回　正規分布とは
第４回　標準正規分布表
第５回　標本分布
第６回　「統計的仮説検定」の考え方
第７回　「統計的仮説検定」の実例
第８回　復習のための小テスト
第９回　有意水準とは
第10回　両側検定と片側検定
第11回　「基礎的な統計的仮説検定」の実例
第12回　「基礎的な統計的仮説検定」の練習問題
第13回　「基礎的な統計的仮説検定」の応用問題
第14回　理解度を測るまとめのテスト
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業の内容や順番は変わることもある。
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１．科目の教育目標（Course Description）
　心理学は、実証科学であり､ その研究方法は仮説検証法（仮説を立て、そ
れを観察や実験、調査を通して得た事実に基づいて検証していく）に依って
いる。この授業は、心理学実験法の初歩的な理論、方法論、原則等を、自ら
が実験者または被験者となって主体的に参加することによって、経験的に
学習することを目的とする。また、実験条件設定の意味やデータ処理の仕
方を具体的に学習していく。さらに、実験の実施だけでなく、実験後のレ
ポート作成についても、実験の目的、方法、結果、考察等を明確にし、文
章化して、資料を図表にまとめ、適切な様式で報告するための方法論的な
基礎を身につけることを目指している。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．心理学実験に関するレポートの書き方を習得する。
２．実験課題ごとの理論的な背景と実験目的を明確にする。
３．実験目的および実験仮説を実験方法にどのように反映させるのかを考
える。
４．実験者と被験者、教示の仕方を学習する。
５．刺激と反応の関係を理解する。
６．実験条件、たとえば実験群と統制群の設定の仕方を学習する。
７．被験者の反応をデータとして収集する方法を学習する。データ集計表
の活用の意味を知る。
８．図表を作成することと、読む人がその内容を理解できるようにわかり
やすく文書化する方法を学習していく。
９．表の書き方として、たとえば条件ごとの平均・標準偏差・被験者数（試
行数）の記載方法を習得する。
10．簡単な統計の検定法を使って、データ分析の意味を理解する。
11．図の作成にあたっては、縦軸と横軸の意味を十分に把握できるように
心がける。
12．実験結果は、可能な視点から、様々に考察するように心がける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．４課題の実験を実施する。
２．課題ごとの実験演習は３週にわたって行うため、担当者と実験場所が
変わるので注意する。
３．レポートは、実験終了後、所定の期日までに学事課に提出する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．各実験課題について、文献などで調べ理解しておくこと。
２．返却されたレポートを見直し、レポートの書き方を習得しておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　各実験課題の演習参加度とレポート（25％）×４課題分を総合して評価
する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　社会的認知（実験）
第３回　社会的認知（分析）
第４回　社会的認知（執筆）
第５回　錯視（実験）
第６回　錯視（分析）
第７回　錯視（執筆）
第８回　語の記銘（実験）
第９回　語の記銘（分析）
第10回　語の記銘（執筆）
第11回　鏡映描写（実験）
第12回　鏡映描写（分析）
第13回　鏡映描写（執筆）
第14回　合同講義
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・授業は実験演習という性質から受講生の参加をもって初めて成立するの
で、やむを得ない事情を除いて、必ず出席すること。また、遅れてくると実
験に参加できない場合もあるので、遅刻も厳禁である。やむを得ず欠席し
た場合は、次回までにしておくべきことを自分で終了し準備しておくこと。
・第1回、第14回、第15回は上田が担当する。
・第2回～第13回については、社会的認知は上田、錯視は村松、語の記銘
は尾崎、鏡映描写は中村が担当する。

講義コード（Course Code） PSB1350N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N411-PSB1350

授 業 名（Course Title） 心理学基礎演習Ⅱ
心理学科専門教育への導入

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 3：言語力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間

担 当 者（Instructor）
向山　泰代. 尾崎　仁美. 佐藤　睦子. 
高井　直美. 薦田　未央. 松島　るみ. 
三好　智子

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References） 授業中に紹介する。
備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
友人や心理学科教員との関わりを深め、心理学科の専門科目を学ぶ基盤を
形成する。そして、「読むこと」「理解すること」「書くこと」「伝えること」
の力に、さらなる磨きをかける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.アカデミックリテラシーの構築（読むこと、理解すること、文章や図・表
にまとめること、発表すること等）
2.人間関係の構築（学生同士および担任を核とする心理学科教員との関わり
を深める）
3.専門教育への導入（心理学科の専門教育を受けるための基盤形成）
３．教育・学習の方法（Course Methods）
①教員によるオリエンテーション ②グループでの作業 ③討論 ④発表 ⑤小
レポート ⑥その他、上級生やOGの体験報告会の聴講などを行う予定。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
心理学基礎演習Ⅰでの学習内容をふり返る。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加態度70%、発表・レポート30%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　全体オリエンテーション（全体は6グループに分けられる）
第２回　テーマA（新聞から社会を覗いてみよう－グループ課題）
第３回　テーマA（新聞から社会を覗いてみよう－投稿記事の作成）
第４回　全体会
第５回　テーマB（グラフを読み取ろう－身近なグラフ探し）
第６回　テーマB（グラフを読み取ろう－グラフの読み取り）
第７回　全体会
第８回　中間オリエンテーション（前半の振り返り）
第９回　テーマC（心理学の文献を読もう－文献購読とディスカッショ

ン）
第10回　テーマC（心理学の文献を読もう－発表スライドの作成）
第11回　テーマC（心理学の文献を読もう－発表）
第12回　テーマD（データ集計を体験しよう－質問紙調査のプレ体験）
第13回　テーマD（データ集計を体験しよう－発表資料作成）
第14回　テーマD（データ集計を体験しよう－グループ発表）
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
グループごとにローテーション形式ですべてのテーマを体験する。そのた
め、グループによってテーマＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの実施順は異なり、回によって
教室が異なるので、気を付けること。テーマAおよびCは三好・佐藤・松
島、テーマBは薦田・尾崎・向山が担当する。

講義コード（Course Code） PSB1451N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N411-PSB1451

授 業 名（Course Title） 初級実験演習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間

担 当 者（Instructor） 上田　恵津子. 尾崎　仁美. 中村　千珠. 
村松　朋子

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修
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講義コード（Course Code） PSB1250N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N412-PSB1250, 2000-263011

授 業 名（Course Title） 行動科学概論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 廣瀬　直哉
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
行動科学とは、人間や動物の行動を科学的に分析し、行動の諸現象を理解
し、行動の諸問題を解決することを目指した科学である。本科目は、人間
および動物の行動についての（心理学を含む）様々な分野の研究を紹介し、
行動の基礎にある原理の科学的な理解を深めることを目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. 人は、周囲の環境をどのように知覚・認知しているか。
2. 遺伝と環境はどのように行動に影響を与えるか。
3. 人は、社会的な環境の中でどのように行動しているのか。
4. 人は、どのように選択・意思決定するのか。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
PowerPointや映像資料を使って、主として講義形式により、それぞれのト
ピックの解説を行う。 テキストは使用せず、必要な授業資料等はweb 等か
ら入手してもらう。授業内に適時演習を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業前に授業資料を読んで予習をしておく。また、学習支援システムから
課題・レポートを提出する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
定期テストは行わず、課題提出（100%）に基づき評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　行動の神経基盤
第３回　知覚
第４回　認知
第５回　記憶と学習
第６回　運動制御
第７回　遺伝と行動
第８回　比較行動学
第９回　言語
第10回　非言語行動
第11回　対人行動
第12回　集団行動
第13回　意思決定
第14回　消費行動
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業資料の入手、レポートの提出は学習支援システムを使って行う予定で
ある。
受講者の知識や理解度を考慮して進めるので、授業予定のトピックの順番
や内容を変更することがある。

講義コード（Course Code） PSB1401N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N412-PSB1401, 2000-265107

授 業 名（Course Title） 現代社会調査入門
リサーチリテラシーを身につけよう

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 松島　るみ
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 定員150人

１．科目の教育目標（Course Description）
社会調査は、学術的な関心によって行われるだけではなく､ 官公庁やマスメ
ディア、一般企業におけるマーケティング（市場調査）､ 実態調査など幅広
い領域で利用される方法である。本講義では､ 社会調査の目的､ 意義､ 倫
理､ 量的調査や質的調査の方法を中心に説明を進める。さらに､ 新聞やテ
レビ等のマスメディアで取り上げられる様々な調査について､ 実例を挙げ､
適切な社会調査の実施や結果の見方を学ぶことを目的とする。そして､ 調
査データを正しく読み取る力､ リサーチ・リテラシーを身につけることを
目指したい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・社会調査の目的と調査の種類を修得する。
・社会調査の過程（調査内容、調査対象の決定、実施方法、分析方法）を
修得する。
・社会調査結果の見方や問題点を捉える力を修得する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・講義形式で進める。
・毎回授業後に、授業内容のコメントを求める。
・社会調査の実例を探したり、問題点を見つける等、受け身的ではなく、積
極的に講義に臨むことを期待したい。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回、次回の授業で行うキーワードを提示するので、予め自分なりの考え
をまとめた上で授業に臨むこと。その際、本やインターネットの丸写し等
機械的な予習にならないように気をつけること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
持ち込みなしの期末テスト（75％）、毎回の予習・振り返り（25％）により
総合的に判断する。欠席が授業回数の１／３を超えた場合、原則として期
末テストは受けられない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション　社会調査とは
第２回　社会調査の歴史
第３回　社会調査の目的
第４回　社会調査の方法１　（課題の設定）
第５回　社会調査の方法２　（調査の積み上げと活用）
第６回　社会調査の倫理
第７回　量的調査（方法）
第８回　量的調査（事例）
第９回　質的調査（方法）
第10回　質的調査（事例）
第11回　世論調査・マーケティングリサーチ
第12回　国勢調査と官庁統計
第13回　質問紙調査法の基礎
第14回　フィールドワーク
第15回　インターネット調査
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） PSA1550N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N422-PSA1550

授 業 名（Course Title） 現代社会の心理学
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 5：共生・協働する力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 上田　恵津子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　人間は社会の一員として生活している。いいかえれば、他者との関わり
の中で、互いに影響を与え合いながら日常生活を送っている。そのような
人と人との関わりや相互作用のあり方を研究するのが、社会心理学である。
　本科目では、社会的相互作用における様々な心理過程のメカニズムを論
じる。特に、他者との関わりの中で生じる認知や行動のしくみ、個人と集
団との関わり、集団の中での人間行動、集団間関係などについて詳述する。
主要なトピックスに関する具体的な研究例とそこから見出された知見を解
説しながら、社会心理学の代表的な理論や概念を理解することを目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．社会的相互作用における個人の心理過程を理解する。
２．対人行動のメカニズムを理解する。
３．集団の中での人間行動について考える。
４．集団間関係について考える。
５．マスコミュニケーションの影響力と集合現象を学ぶ。
６．文化と人間行動との相互関係を考える。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．主として講義形式による。教科書は使用せず、必要に応じてプリント
を配布する。
２．各自、手書きでノートをとること。
３．ただ講義を聞いて知識を得るだけでなく、自分なりに問題意識をもっ
て考察を深める学習態度が望まれる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　前回までの授業内容を十分に復習しておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　試験（90％）、授業態度（10％）を総合して評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　社会的態度（１）社会的態度の理論
第２回　社会的態度（２）説得と態度変化
第３回　帰属過程
第４回　援助行動と攻撃行動
第５回　化粧行動
第６回　被服行動
第７回　集団の影響
第８回　集団の構造
第９回　協同と競争
第10回　リーダーシップ
第11回　社会的勢力、集団間関係
第12回　マスコミュニケーション
第13回　集合現象
第14回　文化と人間
第15回　試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） PSA1250N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N422-PSA1250

授 業 名（Course Title） 教育心理学概論
教育を心理学的側面から理解する

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 松島　るみ
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1･2（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）
『心理学事典』　中島義明ら（編）　有斐閣　
『教育心理学キーワード』　森敏昭・秋田
喜代美（編）　有斐閣　

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
教育過程における人間の心の働きや、学校教育現場における課題について、
心理学的な知識、方法、視点から理解することを目指す。特に幼児、児童、
生徒の心身の発達、学習の過程、知的・情意的側面の測定・評価を中心に
学び、教育心理学の基本用語の習得を目指す。また、障害をもつ幼児、児
童および生徒の心身の発達、学習過程について概説し、各障害についての
理解を深める。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．子どもの身体的、心理的諸側面の発達とその特徴を理解し、年齢・発
達に応じた教育について考察する。
２．効果的な学習を援助する教授法や認知の働きを学ぶ。
３．知能や学力、性格における個人差の評価を学ぶ。
４．障害をもつ幼児、児童、生徒の心身の発達の特徴と学習過程、その関
連事項について理解する。
５．学級集団における児童・生徒について学ぶ。
６．現代の学校教育の現状や問題点を心理学の立場から考える。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・講義形式で進める。
・毎回授業後に、授業内容のコメントを求める。
・講義内容をただ覚えるだけではなく、自分の身のまわりから実例を探し
たり、これまで自身が学校教育で経験してきたことと関連づけるなど、受
け身的ではなく、積極的に講義に臨むことを期待したい。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回、次回の授業で行うキーワードを提示するので、予め自分なりの考え
をまとめた上で授業に臨むこと。その際、本やインターネットの丸写し等、
機械的な予習にならないように注意すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
持ち込みなしの期末テスト（75％）、毎回の予習・振り返り（25％）により
総合的に判断する。欠席が授業回数の１／３を超えた場合、原則として期
末テストは受けられない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　教育心理学とは
第２回　教育心理学の研究法
第３回　教育と発達
第４回　学習への意欲と動機づけⅠ（古典的な動機づけ理論）
第５回　学習への意欲と動機づけⅡ（近年の動機づけ理論）
第６回　原因帰属と動機づけ
第７回　学習を阻害する要因
第８回　知識の獲得方法（行動主義の観点から）
第９回　知識の獲得方法（認知主義の観点から）
第10回　学級集団
第11回　学級環境が子どもに及ぼす影響
第12回　教師のリーダーシップと管理主義
第13回　教育評価の目的
第14回　教育評価の方法
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） PSA1450N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

N422-PSA1450, 2000-263015, 
2000-263017

授 業 名（Course Title）
心理テスト論
心理テストは人の心をどのように捉
えるのか？

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 伊藤　一美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 授業中にプリントを配布する。

参考文献（References）

『心理検査法入門』　渡辺洋（編著）　福村
出版　1993
『心理尺度のつくり方』　村上宜寛　北大
路出版　2006
『心理テスト法入門（第４版）』　松原達哉
（編著）　日本文化科学社　2002
『臨床心理アセスメントハンドブック』　村
上宜寛・村上千恵子　北大路出版　2004

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
この授業では、心理テストの成り立ちと有効に活用するための基礎知識を得
て、それらが活用できるための素地作りとして、心理テストのプレ体験を
通してその組み立てを批判的に捉えつつ、指標の処理のスキルを習得する。
後に学ぶ「心理テスト実習」「臨床心理アセスメント」といった、心理アセ
スメントに関する科目群の入門編であり、心の「個人差」を捉えようとし
てきた心理学の歴史をたどりつつ、知能・発達・パーソナリティ・適性な
どを測る代表的な心理テストについて、その特徴や理論的背景を学ぶ。そ
のうえで、テストに必要な信頼性と妥当性、標準化テストとそうでないテ
ストのちがいを理解する。
さらに、心理テストを使用する際の倫理的配慮についても学習する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．心理テストの成り立ちと歴史を学ぶ。
２．心理テストの利用目的を知る。
３．代表的な心理テストの理論と特徴を知り、体験を通してその組み立て
を学びつつ、指標の処理等についてもスキルを習得する。
４．心理テストが備えておくべき条件を学び、その効用と限界を学ぶ。
５．テストの実施、結果の利用にあたっての倫理を学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
スライドと配布プリントによる講義形式。ワークプリントで、心理テスト
の模擬体験なども行う。その中で、心理テストの組み立てや心理テストが
備えるべき条件を理解する。また、さまざまな側面から個人差を捉えるこ
との難しさと興味深さを学ぶ。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
＊授業中に実施したプリントワークなどの内容について、必要に応じて教
員に尋ねる、上記の参考図書で学ぶなど、自主的に学習すること。
＊日ごろから一般向けの雑誌やネットなどで紹介されている「心理テスト
的なもの」のものにも興味を持つ。そして、どんな内容が多いのか、人々
がどのように関心を向けているのか、それにどのような問題点があるのか
について考えておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度と授業時間中のプリント課題（40％）、期末定期試験

（60％）の提出に基づき、総合的に評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション・・・人の「人となり」はどうやったら測
れるのか？

第２回　心理テストのなりたちと利用の目的
第３回　心理テストの歴史
第４回　知能の理論
第５回　知能テスト（１）ビネーの知能検査
第６回　知能テスト（２）ウェクスラーの知能検査
第７回　子どもの発達検査
第８回　パーソナリティの理論
第９回　パーソナリティテスト（１）質問紙法・作業検査法
第10回　パーソナリティテスト（２）投影法
第11回　心理テストの信頼性と妥当性･･･測りたいものがちゃんと測れ

ているのか？
第12回　心理テストの標準化･･･まっとうな心理検査にするために
第13回　テスト・バッテリーと現場での心理テスト
第14回　心理テストを利用する際の倫理的配慮

講義コード（Course Code） PSA1500N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N422-PSA1500, 2000-265100

授 業 名（Course Title） 心理カウンセリング概論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 5：共生・協働する力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 三好　智子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 特に指定しない。
参考文献（References） 授業時間内に適宜紹介する。
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
カウンセリング・心理療法には、様々な理論や技法があり、そのもととなる
考え方や背景にある人間観もまた様々である。他方、どんな理論や技法に
も共通する、基本的な考え方、姿勢、話を聴くスキルなども存在する。本
科目では専門的学習への基礎作りとして、カウンセリング・心理療法の基
本的な考え方や姿勢、話を聴くスキルについて学ぶとともに、代表的な理
論や技法について知ることで、カウンセリング・心理療法について全般的
に理解することを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1．カウンセリング・心理療法の基本的な考え方、姿勢、話を聴くスキルに
ついて、具体的に学ぶ。
2．カウンセリング・心理療法における代表的な理論や技法、背景にある人
間観について学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1．講義形式で授業を行う。基本的には毎回レジュメを配布し、それに基づ
き授業を進める。
2．体験的内容の授業の際には、小レポートの提出を求める。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
必要に応じて授業中に指示する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（30％）、授業時間内に行う小レポート（30％）、定期試験（40％）
から総合的に評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション・カウンセリングとは
第２回　カウンセラーの姿勢（聴く）
第３回　カウンセラーの姿勢（応える・伝える）
第４回　カウンセリングの過程（インテーク面接）
第５回　カウンセリングの過程（見立て―病態水準、発達特性）
第６回　カウンセリングの過程（見立て―その他）
第７回　カウンセリングの過程でおこってくること
第８回　カウンセリングの枠組み・方法
第９回　カウンセリングの理論と技法（精神分析的心理療法）
第10回　カウンセリングの理論と技法（分析的心理療法）
第11回　カウンセリングの理論と技法（クライエント中心療法）
第12回　カウンセリングの理論と技法（認知行動療法）
第13回　カウンセリングの理論と技法（イメージを用いた技法）
第14回　カウンセリングにおける倫理
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
テーマにそって視聴覚教材や体験的内容を取り入れる。また、進行状況に
よって授業内容に変更が生じることがある。
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講義コード（Course Code） EDB1500N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N611-EDB1500

授 業 名（Course Title） こども教育フィールド研修
保育・教育現場の観察実習

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 5：共生・協働する力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間

担 当 者（Instructor）

小川　博士. 石井　浩子. 植田　恵理子. 
江川　正一. 太田　容次. 大西　慎也. 
河佐　英俊. 工藤　哲夫. 古庵　晶子. 
神月　紀輔. 住本　純. 田中　裕喜. 
萩原　暢子. 畠山　寛. 藤本　陽三

単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 必要に応じて、資料等を配布する。
参考文献（References） 授業中に紹介する。
備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
保育園、幼稚園、小学校、特別支援学校の観察実習を行い、自身のコース
選択の視点を獲得する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
①保育・教育現場での子どもの姿を丁寧に観察する。
②保育・教育現場での観察実習に相応しい態度、服装などを理解し、実践
できる。
③保育・教育現場での観察実習を通して、教職を目指すことの責任を理解
し、その後のコース選択、講義等に活かすことができる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
①教員によるオリエンテーション・事前指導
②保育・教育現場の見学
③見学後の振り返り、レポート作成
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
自分の子どもの頃の学習の記録・学習の作品類を見直すことで、幼稚園・小
学校・障害児施設などのそれぞれの教育現場で、子どもの姿はどのような
ものなのか、指導者の言動はどのようなものなのかなどの観察の観点を整
理しておく。また、観察実習する者としての、態度・服装なども充分考え
ておく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
出席状況・参加態度80％，レポート20％
保育・教育現場での観察実習が中心のため、原則、すべて出席すること
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　観察実習の取り組み方
第３回　幼稚園・小学校観察実習事前指導
第４回　小学校観察実習（子どもの学びの様子を観察する）
第５回　小学校観察実習（教師の指導の様子を観察する）
第６回　幼稚園観察実習（園児の様子を観察する）
第７回　幼稚園観察実習（幼稚園教諭の園児への支援の様子を観察する）
第８回　幼稚園・小学校観察実習事後指導
第９回　保育園・特別支援学校観察実習事前指導
第10回　特別支援学校観察実習（子どもの学びの様子を観察する）
第11回　特別支援学校観察実習（教師の指導の様子を観察する）
第12回　保育園観察実習（園児の様子を観察する）
第13回　保育園観察実習（保育士の園児への支援の様子を観察する）
第14回　保育園・特別支援学校観察実習事後指導
第15回　ディスカッション及びコース選択についての説明
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・訪問する保育・教育現場の事情により、シラバス通りとならない可能性
があるので、担当教員のアナウンスを聞き、留意すること。
・保育・教育現場での観察実習であることから、TPOを踏まえた態度、服
装を心掛けること。
・こども教育基礎演習と連携しながら演習を進める。

第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） EDB1200N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N611-EDB1200

授 業 名（Course Title） こども教育基礎演習
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間

担 当 者（Instructor）
神月　紀輔. 大西　慎也. 小川　博士. 
工藤　哲夫. 古庵　晶子. 住本　純. 
藤本　陽三

単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
保育士及び幼稚園・小学校教諭の仕事を正しく理解するとともに，4年間の
大学生活で必要な基礎知識を身につける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
保育士および幼稚園・小学校教諭になるための基礎的な学習課題を見つけ，
今後の学習を進めることができるようにする。
大学生としての学び方を学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
グループディスカッションや自学自習を基本とし，経験のある教員からの
話を基に，自分の知識を磨いていく。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
出席できるように体調を整えること。
新聞・テレビ・インターネットなどの情報を活用し，保育・教育に詳しく
なること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業への参加意欲・態度（70％）：将来を見据え，積極的に授業に参加しよ
うとする態度と，知識を得ようとする態度を評価する。毎回の授業後に振
り返りシートを配布し記入していく。
レポート（30％）：講義による学校園の現状把握と，見学後のまとめレポー
トを課す。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　保育士と保育の現状
第３回　保育に関するディスカッション
第４回　小児医療から見た特別支援教育
第５回　特別支援教育とその現状
第６回　特別支援教育に関するディスカッション
第７回　幼稚園教諭と幼稚園・認定こども園の現状
第８回　幼児教育に関するディスカッション
第９回　小学校教諭と小学校や学校教育の現状
第10回　学校教育に関するディスカッション
第11回　保育・学校見学に関する注意事項
第12回　保育・学校見学後のディスカッション
第13回　これからの保育・幼児教育
第14回　これからの学校教育
第15回　まとめとコース選択
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
この授業は，こども教育フィールド研修と連動して行い，学校園への見学
が入ることがある。
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講義コード（Course Code） EDB1201N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N611-EDB1201

授 業 名（Course Title） 教育原理
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 田中　裕喜
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 授業の中で資料を配布する。
参考文献（References） 『教育思想史』　今井康雄　有斐閣　2009
備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
教育の理念、教育に関する歴史や思想を理解するとともに、これまで教育
を受けてきた経験を振り返り、それらを相対化して捉えることで、自らの
学校観、授業観、教師観を編み直す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・教育の基盤にある哲学や思想について学ぶ。
・学校教育の歴史について学ぶ。
・教育の現代的課題について学ぶ。
・自分自身の学校観、授業観、教師観を編み直す。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義を中心に行う。話を聴くことに並行して、自分がこれまでに受けてき
た教育とそこでの自分自身のあり方について丁寧に振り返り、それに結び
つけることで内容を理解しようとしてほしい。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
復習を中心とする。授業の中でよく考えてほしいと言った事がらについて、
自分の問いとして引き受け、授業後に深く考えてみてほしい。できること
ならば、一緒に授業を受けた仲間と対話しながら考えてほしい。また、授
業の中で参考文献を紹介するので、手に取って読んでみてほしい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
ミニレポートの内容（50％）と定期試験（50％）にもとづいて評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　教育とは何のために
第２回　「子ども」へのまなざしの変化と教育学のはじまり
第３回　子どもとはどういう存在か
第４回　家庭教育の今日的課題
第５回　学校生活の意味と課題
第６回　欧米の学校教育の歴史
第７回　日本の学校教育の歴史
第８回　授業のコミュニケーション
第９回　「学び」とはどういうことか
第10回　教師とはどんな存在か
第11回　生涯学習と社会教育
第12回　変動する社会と学校教育の課題
第13回　「学びの共同体」としての学校づくり
第14回　国際理解教育の課題
第15回　教師の専門的成長
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）
授業の状況に応じて、授業予定に変更を行うことがある。

講義コード（Course Code） EDB1100N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N611-EDB1100

授 業 名（Course Title） 教職論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 1：自分を育てる力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 河佐　英俊
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 講義の中で資料を配布する。

参考文献（References）

『現代教育概論』　佐藤晴雄　学陽書房　
2011
『教職とは』　砂田信夫他　教育出版　2012
『小学校学習指導要領　』　文部科学省　平
成20年
学習指導要領は、現在平成20年出版のも
のが出ていますが、平成27年3月に一部
改正されています。最新版が出た段階で
授業担当者が用意します。

備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
1.教員に対する社会的要請をとらえ、教職の意義･使命･専門性、教員の職
務内容、教職に必要な資質･能力について理解する。
2.教員のあるべき姿を考察し、どのように成長･自己変革を図っていくのか
を考える。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.学校教育の現状と課題を理解する。
2.教員の職務や求められる教員の資質を理解する。
3.教員としての適格性をもつために必要なことを探究する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業形態は講義を基本としながら、適宜プレゼンテーション、グループディ
スカッション等を取り入れる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各回で配布したプリント（資料）は、ノート（Ａ４版）やファイルに閉じ、
その日の講義でわかったことや考えたことを次回講義までにまとめておく。
必要に応じて予習課題を出す。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
６０時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
定期試験（論述式）（50％） 、レポート（30％）、授業に対する関心･意欲･
態度（20％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　教職を考えることの意義
第２回　学校教育の現状と課題
第３回　教育公務員としての教師（身分保障、分限、懲戒）
第４回　教員に求められる資質と能力
第５回　教員の研修
第６回　学び続ける教師
第７回　学校組織の一員としての教師
第８回　校務と教育課程
第９回　授業をつくる（指導と評価の一体化）
第10回　学級経営づくり
第11回　生徒指導（児童生徒の理解と問題行動）
第12回　これからの道徳教育
第13回　学校、家庭、地域の連携と教員の関わり
第14回　これからの教員に求められる資質・能力
第15回　理想としての教師像と自己の課題
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）
本授業は、教師をめざす上での登竜門である。その重要性を受け止めて授
業に参加してほしい。教師としての基礎的資質を醸成してくれることを期
待する。
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講義コード（Course Code） EDB1450N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N612-EDB1450

授 業 名（Course Title） こどもの発達心理学
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 畠山　寛
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『改訂２版　新　保育士養成講座　第６巻　
保育の心理学』　新　保育士養成講座編纂
委員会　全国社会福祉協議会　２０１５
新　保育士養成講座編纂委員会編（2015）　
改訂2版　新　保育士養成講座　第6巻　
保育の心理学．全国社会福祉協議会．

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
１．保育実践に関わる心理学の知識を習得する。
２．子どもの発達にかかわる心理学の基礎を習得し、子どもへの理解を深
める。
３．人との相互的な関わりを通した発達について理解する。
４．生涯発達の観点から発達の過程や初期経験の重要性を理解し、保育と
の関連を考察する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．心理学の基礎を学ぶとともに、保育に必要な発達理解を深める
２．発達理解の観点から、子ども理解を深める。
３．発達の要因としての環境の重要性を理解する。
４．生涯発達を踏まえたうえで乳幼児期の重要性を理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式で行う。適宜、プリント等を配布する。必要に応じて視聴覚教材
を利用する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各回の授業終了時に、次週に向けての課題・指示を与える。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
成績は、提出物３０％、試験７０％で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　子どもの発達の理解とその意義
第２回　保育実践の評価と心理学
第３回　発達観、子ども観、保育感
第４回　胎生期、新生児期の発達
第５回　乳幼児期の発達
第６回　子どもの発達と環境
第７回　身体と運動の発達
第８回　感情と自我の発達
第９回　言葉の発達
第10回　基本的信頼の獲得
第11回　社会性の発達
第12回　道徳性の発達
第13回　発達障害の理解：自閉症、知的障害、ADHD
第14回　形成テスト
第15回　生涯発達と発達援助、まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
１．プリントの残部は，廃棄します。
２．水，お茶以外の飲食は禁止します。
３．スマートフォン，携帯電話は電源をきり，鞄の中にしまうこと。

講義コード（Course Code） EDB1400N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N611-EDB1400

授 業 名（Course Title） こどもの教育心理学
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 畠山　寛
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『Next　教科書シリーズ　発達と学習』　
内藤佳津雄・北村世都・市川優一郎　編　 
弘文堂　2016
内藤・北村・市川編（2016）　Next 教科
書シリーズ　発達と学習．弘文堂

参考文献（References）

備 考（Note）
定員180人
障害のある幼児、児童及び生徒の心身の
発達及び学習の過程を含む 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
教育活動における心理学的理解は重要である。教授方法や学習理論、ある
いは、教育の対象である児童・生徒の理解がなければ、適切で効果的な教
育活動は行えない。
この科目では、学習心理学、発達心理学、社会心理学の基礎的な知見の紹
介にとどまらず、教育に活かす方法について講義することによって、適切
で効果的な教育活動について理解することを目標にする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．教育に関する心理学的法則 
２．教育の対象である児童・生徒の心身の発達、及び、障害等の理解 
３．効果的な教育活動
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1.授業は講義形式・演習形式で行う。
2.適宜必要なプリントなどを配布する。 
3.必要に応じてパワーポイント、ビデオなどを使用する。
4.毎授業開始時に、前回の授業内容の理解度テストを行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．各回の授業終了時に、次週の学習に向けての課題・指示を与える。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
成績は，形成テスト（50％），理解度テスト（30％），レポート課題（20％）
を総合したものから，授業中のスマホ利用等で減点した点数とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　教育における発達理解、学習理解の重要性について
第２回　学習①：行動主義の学習理論
第３回　学習②：認知主義の学修理論
第４回　学習③：メタ認知、学習方略
第５回　記憶：記憶のメカニズムと効果的な記憶法
第６回　動機づけ：やる気の引き出し方
第７回　発達①：発達に関する基礎的理解
第８回　発達②：乳幼児期の発達
第９回　発達③：児童期・青年期の発達
第10回　個人差：知能、性格特性の把握
第11回　障害の理解①：知的障害、自閉症
第12回　障害の理解②：ADHD、学習障害
第13回　学級集団：教師のあり方と生徒間関係
第14回　形成テスト
第15回　教育評価とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
1.授業で配布する資料の予備は保管しません。
2.携帯電話，スマートフォンの電源を切り，鞄の中にしまうこと。
3.水，お茶以外の飲食については禁止します。



─ 110 ─

講義コード（Course Code） EDN1251N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N622-EDN1251

授 業 名（Course Title） 算数
算数を学習する意義を考えよう

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 神月　紀輔
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『小学校学習指導要領解説　算数編』　文
部科学省　東洋館出版社　2008
『数学教育の基礎』　黒田恭史　ミネルヴァ
書房　2011

参考文献（References） 『公式集（モノグラム）』　矢野健太郎　科
学新興新社　1998

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
高等学校までに学習してきた算数・数学の内容を，関連性と発展性の立場
から改めて見直し，小学校で学習する算数の各領域の内容がどのように関
連しているか，また，中学校・高等学校の数学にどのように発展していく
のかという道筋を理解する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
テキストに沿って，学び方を習得したのち，「数・代数」，「立体・空間・変
換」，「量・関数・解析」，「確率・統計」，「集合・論理」の各分野について，
関連性と発展性を理解できるようグループワークなどを取り入れながら進
め，算数科指導法につなげる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・基本的にはグループ学習による自学自習で自律的に学習する。 
・グループ間での発表活動を数回行い，相互評価を行う。 
・1～2回，インターネットを利用したe-Learningを行うことがある。 
・学習を進めるために，ほぼ毎回コメントの提出を求める。 
・評価に関しては，自己評価を取り入れる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　評価方法にあるように，この授業は自己評価が中心となるので，自分の学
習の進捗状況を自分で毎回とらえる必要がある。そのため，毎回提出する
授業コメントは授業内にて紹介し，他の学習者がどの程度の学習を行って
いるかを常に把握しておく必要がある。 　教育制度は改革期を向かえ，テ
キストの内容だけを学習していては追いつかなくなっている。自ら，新聞・
テレビ・インターネットなどの情報源を駆使して，教育改革についての情
報を集めておく姿勢が必要である。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　この授業は，算数・数学を関連性・発展性から理解し，授業内で得た知
識や自分での学習を総合して，自ら下記項目によって評価を行う。
・授業における態度（40%） 　単に出席したかどうかでなく，授業に主体的
に取り組んだか，グループ活動への参加意欲はどうか，算数への理解を自
ら行おうとしたか，などを最終授業において教員の提示する項目に数値に
よる自己評価を行う。
・小テスト（40%） 　期間中5回程度出題される小テストについて，教員か
らの評価規準に基づき，自己採点を行う。 
・レポート（20%） 　期間中数回行われるグループ活動において，グループ
間相互評価の内容とグループ内の構成員からの相互評価をもとにレポート
を作成し自己評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　算数・数学を学ぶ意義
第３回　数の概念
第４回　計算
第５回　文字を使った式
第６回　立体図形
第７回　アフィン変換と射影変換
第８回　量と割合
第９回　関数
第10回　微分・積分と極限
第11回　確率
第12回　統計
第13回　集合の考え
第14回　命題と推論
第15回　まとめと自己評価
６．定期試験（Final Exam）
なし

講義コード（Course Code） EDN1250N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N622-EDN1250

授 業 名（Course Title） 国語
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 工藤　哲夫
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『小学校 国語科授業研究』　田近 洵一、塚
田 泰彦、大熊 徹　教育出版　2009
『小学校学習指導要領解説　国語編2008
年8月』　文部科学省　東洋館　2008

参考文献（References）
『実践へのヒント　国語科　授業用語の手
引き　第二版』　中原國明・大熊徹　編　
教育出版　2009

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
小学校国語科の学習指導要領の内容を理解した上で，幼稚園・中学校の教
育課程も考慮しながら，小学校国語科の授業内容を考え，実践的に学ぶ。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．国語科の目標と指導内容 
２．各領域の具体的な指導内容 
３．指導計画・教材研究・評価・指導案作りの方法 
４．授業の基本事項
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．講義形式 
２．討論 
３．発表 
４．小レポート
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・小学校時代に学習した国語教材で心に残るものを読み返し，どのような
授業が行われたのか思い出し，その国語の授業は，学習指導要領にどのよ
うに基づいていたのか常に問題意識を持つ。
・幼児，子供たちとふれあい，言語発達について常に関心を持ち，その特
質を考える。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
毎回の話し合い参加と小レポート提出（40％）。話し合いの発表とパフォー
マンスの発表（20％）。まとめのレポート（40%）。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション　
第２回　小学校の国語教材における明治期、大正期、昭和前期の歴史
第３回　小学校の国語教材における戦後期、平成期の歴史
第４回　国語における日本語の特色と日本語全般の特色
第５回　児童の言語と思考と言語生活
第６回　文学的な文章の読みの方法
第７回　説明的文章の読みの方法
第８回　対話の方法
第９回　作文の方法
第10回　読書の方法
第11回　漢字や語句の基礎知識
第12回　国語科におけるメディア・リテラシー
第13回　ことばによる総合知の形成
第14回　学習指導要領に書かれている国語の学力
第15回　国語の学力とは何かグループディスカッション
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） EDI1450A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N622-EDI1450

授 業 名（Course Title） 保育内容総論Ａ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 石井　浩子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『コンパス保育内容総論』　咲間まり子編
著　建帛社　2016年
『幼稚園教育要領・保育所保育指針の変遷
と幼保連携型認定こども園教育・保育要
領の成立』　民秋　言編　萌文書林　2014
年

参考文献（References） 『保育内容総論』　監修　公益財団法人児
童育成協会　中央法規　2015年

備 考（Note）

講義コード（Course Code） EDI1450B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N622-EDI1450

授 業 名（Course Title） 保育内容総論Ｂ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 石井　浩子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『コンパス保育内容総論』　咲間まり子編
著　建帛社　2016年
『幼稚園教育要領・保育所保育指針の変遷
と幼保連携型認定こども園教育・保育要
領の成立』　民秋　言編　萌文書林　2014
年

参考文献（References） 『保育内容総論』　監修　公益財団法人児
童育成協会　中央法規　2015年

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　保育内容とは、保育所において保育の目標を達成するために展開される全
ての内容を意味するものであることを理解する。そして、領域（健康、人
間関係、環境、言葉、表現）別の教科の学びとともに、それらを総合的に
とらえる視点を養い、保育の全体構造の理解に基づいて、子どもの理解や
保育方法について学ぶ。 　
　また、保育士として、子ども、保護者、保育所を取り巻く環境･社会情勢
についての理解や発達過程に即した子どもの理解、そして、総合的に指導、
援助が行えるよう、実践的な力を習得する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）５領域を視野に入れた、子どもと保育内容について理解する。 　
（2）幼児理解や指導計画、援助方法、保育の評価と反省など、保育の流れ
を概観しながらそれぞれについて具体的に検討、考察する。 　

（3）保育内容の諸項目概観し、乳幼児期にどのような保育が必要かを理解
する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式で教科書を使って進めていくが、適宜演習を取り入れる。適宜、資
料配布やパワーポイントによる資料提示で講義を進める。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
事前に、保育所保育指針及び保育所保育指針解説書を読んでおくこと。 　
授業終了後にも復習をすること。 　
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（10％）、授業時の課題と課題提出（20％）、定期試験（70％）に
基づいて、総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　保育内容とは、保育の一日と保育内容
第２回　「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」と保育内容
第３回　「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」と保育内容
第４回　保育内容５領域のねらいと内容
第５回　保育内容と子ども理解（１）子どもの発達の特性と保育内容
第６回　保育内容と子ども理解（２）個と集団の発達と保育内容 　
第７回　保育内容の展開（１）養護と教育が一体的に展開する保育
第８回　保育内容の展開（２）環境を通して行う保育（３）遊びによる

総合的な保育

７．留意事項（Other Information）
・グループでの活動や討議が授業の中心になるので，積極的に授業に参加
すること。 
・講師・他の学習者を含め，他者からの学びを重視し，様々な角度から算
数について考える姿勢で臨むこと。 
・常に自分の学習の進捗を意識し，足りないところはグループ内で解決す
るか，講師への質問を行うなど，自ら解決しようとすること。

講義コード（Course Code） EDN1252N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N622-EDN1252

授 業 名（Course Title） 生活
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小川　博士. 大西　慎也
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『小学校学習指導要領解説生活編』　文部
科学省　日本文教出版　2008

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
生活科の目標・内容について、生活科に関わるさまざまな領域の事例や演
習を通して、理解を図る。また、他教科、総合的な学習の時間との関連に
ついても理解する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. 生活科の目標・内容について、理科や社会科等の学習内容と結び付けて
理解する。
2. 総合的な学習の時間とのつながりや、他教科との関連について理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義を主とする。ただし、内容により、フィールドワークやグループでの
討議など演習も交えながら進める。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
必要に応じて予習課題を出す。
本講義の中で、小学校生活科のすべての内容を扱うことは難しい。扱えな
かった内容については、講義の内容をもとに各自で学習することが望まし
い。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
各担当者が50％ずつ評価する。授業参加度（10％×2＝20％）、レポート

（40％×2＝80％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　学習指導要領の変遷とその背景、生活科の目標 （担当：小川）
第３回　生活科の内容構成①（主として自然との関わり）（担当：小川）
第４回　身近な自然との触れ合い（担当：小川）
第５回　自然物を使った遊び（担当：小川）
第６回　生活科と理科との関連（担当：小川）
第７回　自然を対象とした教材づくり（担当：小川）
第８回　レポート作成及びディスカッション①（主として自然との関わ

りについて）（担当：小川）
第９回　生活科の内容構成③（主として自分との関わり）（担当：大西）
第10回　生活科の内容構成②（主として人や社会との関わり）（担当：

大西）
第11回　町探検（担当：大西）
第12回　地域マップづくり（担当：大西）
第13回　総合的な学習の時間との関連（担当：大西）
第14回　生活科と社会科との関連（担当：大西）
第15回　レポート作成及びディスカッション②（主として社会との関わ

りについて）（担当：大西）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
受講者の人数やニーズにより、授業内容を変更することがある。
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第13回　家庭支援・家庭連携（2）保護者の育児不安と育児ストレス（石
井）

第14回　地域の子育て支援
家庭との連携　（石井）

第15回　形成テスト
まとめ（石井）

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
予定された授業は順序が入れ替わることがある。

講義コード（Course Code） EDI1250N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N622-EDI1250, 2000-245300

授 業 名（Course Title） 保育原理
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 石井　浩子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『最新保育講座①保育原理〔第3版〕』　森
上史朗・小林紀子・若月芳浩　ミネルヴァ
書房　2015年
『幼稚園教育要領・保育所保育指針の変遷
と幼保連携型認定こども園教育・保育要
領の成立』　民秋　言編　萌文書林　2014
年

参考文献（References）

『保育所保育指針解説書』　厚生労働省　フ
レーベル館　2008年
『よくわかる保育原理第４版』　森上史朗・
大豆生田啓友編　ミネルヴァ書房　2015
年
『幼保連携型認定こども園教育・保育要領
解説』　内閣府　フレーベル館　2015年

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
現在の子どもを取り巻く環境は、社会の変化に影響を受け、大きく変化し
ている。また、社会の変化により、保育所に求められる役割も多様化して
いる。このような中で、健全な子どもたちの育ちを担うため、保育者とし
て、まず、保育の意義や目的、保育の歴史と現状、保育所保育の原理と内
容について理解する。さらに、子どもの発達とその過程に応じた保育の内
容について学ぶ。また、乳幼児の生活実態を把握し、保育所保育の計画の
基本、さらに、保育士の資質とその役割・任務について習得する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）子どもを取り巻く環境や保育の現状について理解する。 　
（2）保育の目的、保育実践の内容や方法を学ぶ。 　
（3）子どもの発達や幼児理解、カリキュラムについて理解する。 　
（4）保育者の資質について考察する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式で、教科書に沿って授業を進める。適宜、プリントやパワーポイ
ントによる資料提示をする。また、ディスカッション、レポート課題、確
認テストを実施する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・教科書「第12章保育の現状と課題」について読んで把握しておくこと。
・「保育所保育指針」を授業で取り上げた際は、その詳細を解説書で確認す
ること。 
・授業前後に教科書と資料を読んで、「保育」の理解に努めること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（10％）、授業時の課題と課題の提出（20％）、定期試験（70％）
に基づいて、総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　保育の本質
（1）保育の意義とその思想　
（2）保育の目標

第２回　（3）子どもの発達特性　
（4）保育の原理

第３回　保育の制度と現状
第４回　保育の歴史と現状

（1）西欧における保育施設の誕生と発展
第５回　（2）日本における保育施設の誕生と発展
第６回　保育所保育の原理

（1）保育の特性

第９回　保育内容の展開（４） 生活や発達の連続性に考慮した保育
第10回　保育内容の展開（５）家庭・地域・小学校との連携を踏まえた

保育　　　　　　　　
第11回　指導計画：教材研究と指導案作成
第12回　指導計画：模擬授業と評価
第13回　保育内容の歴史的変遷
第14回　保育の多様な展開（１）乳児保育　（２）長時間の保育　　
第15回　保育の多様な展開（３）特別な支援を必要とする子どもの保育

　（２）多文化共生の保育
６．定期試験（Final Exam）
あり
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） EDI1451N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N622-EDI1451

授 業 名（Course Title） 幼児理解の理論と方法
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 石井　浩子. 薦田　未央. 高井　直美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『よくわかる乳幼児心理学』　内田伸子
（編）　ミネルヴァ書房　2008
『乳幼児の心理』　麻生武　サイエンス社　
2002
『発達心理学Ⅰ』　無藤隆・子安増生（編
著）　東京大学出版会　2011
『発達科学入門（2）胎児期～児童期』　高
橋恵子・湯川良三・安藤寿康・秋山弘子
（編）　東京大学出版会　2012

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　乳幼児の健やかな心身の成長のためには、乳幼児に適した保育の計画を立
て実践していくことが不可欠であり、そのためには、乳幼児の発達や生活
実態をより正確に、また、客観的に把握することが必要であることを学ぶ。
　また、自分の保育観や幼児観などと向き合いながら、幼児の言動の捉え
方や意味を理解しようとすること、また、幼児の内面を評価し、共感的に
理解することなど、幼児理解のために必要な具体的方法とその評価や援助
のあり方について学ぶ。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．幼児理解のために必要な発育・発達の理論を学ぶ。
２．幼児理解のための基本と方法、その評価について学ぶ。
３．幼児の家庭状況や生活状況の把握、その支援について理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
３名によるオムニバス形式で講義を行う。
授業中に適宜資料を配布する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・授業中に提示する参考文献を中心に、乳幼児期を中心とした子どもの発
達について勉強しておくこと。
・積極的に子どもと接する機会をもつことや、日常生活の中で見かける子
どもの姿を観察をして、授業内容の理解を深めること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（10％）授業時の課題・課題提出（20％）、テスト・レポート

（70％）で総合評価とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　保育における幼児理解とは（1）幼児を見る視点（高井）
第２回　保育における幼児理解とは（2）幼児理解を基盤としてのカウ

ンセリングマインド（薦田）
第３回　幼児の発達理解（1）誕生から乳児期の心身の発達及び運動発

達（高井）
第４回　幼児の発達理解（2）幼児期の心身の発達及び運動発達（高井）
第５回　幼児の発達理解（3）検査種類とその方法（高井）
第６回　幼児の生活状況（生活習慣）と遊び（薦田）
第７回　幼児理解と援助（薦田）
第８回　子ども理解を深める観察・記録（1）観察について（石井）
第９回　子ども理解を深める観察・記録（2）記録について（石井）
第10回　保育の計画及び実践、幼児理解に対する省察・評価（石井）
第11回　子ども理解を深める保育カンファレンス（石井）
第12回　家庭支援・家庭連携（1）子ども・家庭支援の必要性（石井）
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６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）
授業の状況に応じて、授業予定を変更する場合がある。

講義コード（Course Code） EDC1400A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N622-EDC1400

授 業 名（Course Title） ピアノ実技Ａ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 植田　恵理子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 授業内で適宜プリントを配布する。

参考文献（References）
『幼児の四季　春夏の歌』　早川四郎編曲・
編纂　エー・ティ・エヌ　
『幼児の四季　秋冬の歌』　早川四郎編曲・
編纂　エー・ティ・エヌ　

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
「聴く・歌う・演奏する・表現する」をテーマに、実践の場で必要な童謡・
手遊びうたを中心とした課題に取り組み、現場に必要なピアノ技術、歌唱
技能及び、その伴奏法、音楽理論を習得できる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）音楽の基礎的知識…コードを理解する。読譜やリズム打ちに必要な基
礎知識を学ぶ。

（2）聴く…様々なジャンルの曲を聴き、感性を磨く。
（3）歌う・演奏する…発声法や、童謡・手遊びうたを中心としたピアノ演
奏法を知る。

（4）表現する…簡単なアンサンブル・合奏を経験し、演奏技術や表現力を
高める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
グループレッスンで童謡・手遊びうたを中心とした課題に取り組み、ピアノ
技術を習得する。また、弾き歌い、楽器を使ったリズム打ち、簡単なキー
ボードアンサンブルに取り組む。課題の取り組みに対し、授業内発表を行
う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
読譜する、鍵盤楽器に触れる機会を増やし、楽譜や鍵盤に慣れておくこと。
歌いながら弾くこと、音楽を聴きながらリズムを刻むなど、日常生活の中
で意識して音楽に触れ、経験値を上げること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度10％　提出物10％　確認小テスト20％　ピアノ実技テスト60％
で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　弾き歌いの基礎１　姿勢
第２回　弾き歌いの基礎２　奏法
第３回　弾き歌いの基礎３　発声
第４回　リズム遊び１（四分音符、二分音符）
第５回　リズム遊び２（八分音符、休符）
第６回　コードの基礎（ハ長調）
第７回　コードの展開（ハ長調）
第８回　カデンツ１　基本形と転回形
第９回　カデンツ２　色々なカデンツの形
第10回　音階（ハ長調・ト長調）
第11回　調と調号１（ハ長調）
第12回　調と調号２（ハ長調・ト長調）
第13回　身体表現を取り入れた弾き歌い
第14回　伴奏法
第15回　ピアノ実技テスト　講評　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
初回授業から五線ノートを持参すること。（指定なし）

（2）保育の目標
第７回　（3）保育の方法
第８回　（4）保育の環境 
第９回　保育所保育の内容

（1）保育の内容構成の基本方針　　
第10回　（2）ねらい、内容、領域
第11回　（3）遊びと生活

（4）保育形態と保育方法　　
第12回　保育所保育の計画

（1）保育の計画作成上の基本的視点
第13回　（2）保育計画と指導計画

（3）保育の計画作成上の留意事項　
第14回　保育士の資質と任務　

（1）資格制度と専門性　（2）子ども、保護者とのかかわり  （3）
保育者間の連携

第15回　子どもが抱える問題
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） EDI1251N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N622-EDI1251

授 業 名（Course Title） 保育者論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 田中　裕喜
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 授業の中で資料を配布する。

参考文献（References）
『今に生きる保育者論』　秋田喜代美　み
らい　2007
『幼稚園真諦』　倉橋惣三　フレーベル館　
1976

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
現代の社会における保育者の仕事と役割、それを遂行するための専門性に
ついて理解し、保育者になるための見通しや課題意識を持つ。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・保育者に必要となる基本的資質について学ぶ。
・保育者の専門性について学ぶ。
・保育の現代的課題について学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義を中心に行う。話を聴くことに並行して、これまでの自分自身のあり
方を丁寧に振り返り、それを問い直すことで、子どもの保育に貢献できる
心もちを養ってほしい。つまり、保育を担うためには、自分がどのように
変わっていかなければならないのかを考え実行することが必要である。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
復習を中心とする。授業の中でよく考えてほしいと言った事がらについて、
自分の問いとして引き受け、授業後に深く考えてみてほしい。できること
ならば、一緒に授業を受けた仲間と対話しながら考えてほしい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
ミニレポートの内容（50％）と定期試験（50％）にもとづいて評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　保育者になるための学び
第２回　保育者の仕事と役割・幼稚園
第３回　保育者の仕事と役割・保育所
第４回　養護と教育
第５回　保育者に求められる基本的資質
第６回　保育者に求められる知識と技術
第７回　データから見る日本の保育者
第８回　日本の保育者のあゆみ
第９回　保育者の専門性
第10回　保育の省察
第11回　子育て支援
第12回　保護者とのコミュニケーションや協働
第13回　専門機関との連携
第14回　小学校との連携
第15回　保育者の専門性を高めるために
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講義コード（Course Code） EDC1450A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N622-EDC1450

授 業 名（Course Title） 音楽ⅠＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 植田　恵理子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 授業内で適宜プリントを配布する。

参考文献（References） 『幼児の四季　秋冬の歌』　早川四郎編曲・
編纂　エー・ティ・エヌ　

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
ピアノ実技で習得した技術をもとに、保育・教育現場で必要なピアノ技術
と、子どもの音楽についての知識を更に習得できる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1ピアノ課題をこなし、弾き歌いのレパートリーを増やす。
2教材を様々な角度から分析したり、自ら教材を作成したりするための、音
楽理論を身につける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
グループレッスンで童謡・手遊びうたを中心とした課題に取り組み、ピアノ
技術を習得する。また、弾き歌い、楽器を使ったリズム打ち、簡単なキー
ボードアンサンブルに取り組む。課題の取り組みに対し、授業内発表を行
う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・ピアノを自宅でよく練習しておくこと
・常日頃、様々なジャンルの音楽に触れておくこと
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度10％　提出物10％　確認小テスト20％　ピアノ実技テスト60％
で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション　弾き歌いの姿勢
第２回　弾き歌いの留意点
第３回　弾き歌いの目線と発声
第４回　童謡　発声　　　　
第５回　童謡の表現方法
第６回　わらべうた　発声　　
第７回　わらべうたの表現方法
第８回　様々なリズムと表記方法１　４分音符　２分音符　
第９回　様々なリズムと表記方法２　８分音符　16分音符
第10回　新しい拍子と付点のリズム　
第11回　リズムアンサンブル　
第12回　季節の歌の表現方法
第13回　行事の歌の表現方法
第14回　その他の歌の表現方法
第15回　ピアノ実技テスト　講評　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
初回授業から五線ノートを持参すること。（指定なし）

講義コード（Course Code） EDC1450B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N622-EDC1450

授 業 名（Course Title） 音楽ⅠＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 古庵　晶子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 適宜プリントを配布する。

参考文献（References）

①「どこから始めてもＯＫ なるほど！バ
イエル1」　古庵晶子他著　サーベル社
②「明日へ歌い継ぐ日本の子どもの歌　唱
歌童謡140年のあゆみ」全国大学音楽教
育学会編　音楽之友社
③「幼児の四季　秋冬の歌」早川四郎編
曲・編纂　エー・ティ・エヌ

備 考（Note）

講義コード（Course Code） EDC1400B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N622-EDC1400

授 業 名（Course Title） ピアノ実技Ｂ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 古庵　晶子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 適宜プリントを配布する

参考文献（References）
『なるほど！バイエル１』　古庵晶子他　
サーベル社　2009
早川四郎編曲・編纂：幼児の四季　春夏
の歌（エー・ティ・エヌ）

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
「聴く・歌う・演奏する・表現する」をテーマに、実践の場で必要な童謡・
手遊びうたを中心とした課題に取り組み、現場に必要なピアノ技術、歌唱
技能及び、その伴奏法、音楽理論を習得できる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）音楽の基礎的知識…コードを理解する。読譜やリズム打ちに必要な基
礎知識を学ぶ。

（2）聴く…様々なジャンルの曲を聴き、感性を磨く。
（3）歌う・演奏する…発声法や、童謡・手遊びうたを中心としたピアノ演
奏法を知る。

（4）表現する…簡単なアンサンブル・合奏を経験し、演奏技術や表現力を
高める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
グループレッスンで童謡・手遊びうたを中心とした課題に取り組み、ピアノ
技術を習得する。また、弾き歌い、楽器を使ったリズム打ち、簡単なキー
ボードアンサンブルに取り組む。課題の取り組みに対し、授業内発表を行
う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
参考文献などで、読譜したり鍵盤楽器に触れる機会を増やし、楽譜や鍵盤
に慣れておくこと。歌いながら弾くこと、音楽を聴きながらリズムを刻む
など、日常生活の中で意識して音楽に触れ、経験値を上げること。課外で
も構わないので積極的な質問を期待する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度10％　提出物10％　確認小テスト20％　ピアノ実技テスト60％
で評価する。爪が伸びている場合と、授業の目的以外で携帯電話等を使用
した場合は減点する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　弾き歌いの基礎１　姿勢
第２回　弾き歌いの基礎２　奏法
第３回　弾き歌いの基礎３　発声
第４回　リズム遊び１（四分音符、二分音符）
第５回　リズム遊び２（八分音符、休符）
第６回　コードの基礎（ハ長調）
第７回　コードの展開（ハ長調）
第８回　カデンツ１　基本形と転回形
第９回　カデンツ２　色々なカデンツの形
第10回　音階（ハ長調・ト長調）
第11回　調と調号１（ハ長調）
第12回　調と調号２（ハ長調・ト長調）
第13回　身体表現を取り入れた弾き歌い
第14回　伴奏法
第15回　ピアノ実技テスト　講評　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ピアノ演奏に支障をきたすという点はもちろんのこと、教育者になること
を自覚し、子どもへの安全に配慮するという意識を強く持って、爪を伸ば
して受講しないこと。普段から様々なジャンルの音楽に触れておくこと。
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がら進める。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各回で配布したプリントは、ノートに貼り付け、その日の講義でわかった
ことを、次回講義までにノートにまとめておく。毎時間、予習課題を出す。
自力で分からない予習課題は、図書館の資料などを活用して自力解決する
ことが基本になる。（ノートはA4判のものを用意する。）
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
ノートやワークシートの記述（毎時間のまとめ）を50％、最終試験を50％
とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　小学校社会科の内容構成と授業構成理論の特徴（小学校社会科
の内容が社会諸科学に基づいていること、社会科学の研究方法につ
いて）

第２回　社会認識のしくみ（空間軸・時間軸に応じた社会認識形成とそ
の過程で働く「思考」「判断」について）

第３回　地理的見方・考え方（地理的事象を認識するしくみ）
第４回　日本の諸地域と地理的環境（日本各地の気候や自然環境や地誌

について）
第５回　日本の産業構造（日本の農業、水産業、工業などのしくみ）
第６回　地図の利用（地図の作成や主題図、一般図について）
第７回　フィールドワーク（第3回～第6回の学習を活かして、大学近

隣の琵琶湖疎水を歩く）
第８回　歴史を学ぶ意味（歴史の見方・考え方、歴史認識について）
第９回　日本列島における歴史（原始～古代）（原始～古代の通史的学

習）
第10回　日本列島における歴史（中世～近世）（中世～近世の通史的学

習）
第11回　日本列島における歴史（近代～現代）（近代～近世の通史的学

習）
第12回　歴史上の人物と文化財（京都を舞台に活躍した人物や京都の文

化財について）
第13回　国内時事問題（政治・経済を中心に時事問題について）
第14回　海外時事問題（国際問題を中心に時事問題について）
第15回　社会的論争問題を考える（環境問題など社会的論争問題につい

て議論する）
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
シラバスは、実態に応じて変更することも有り得る。

講義コード（Course Code） EDP1251N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N622-EDP1251

授 業 名（Course Title） 理科
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小川　博士
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『小学校学習指導要領解説理科編』　文部
科学省　大日本図書　2008
その他、必要な資料がある場合は授業時
に適宜提示する。

参考文献（References） 小学校理科の教科書
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　小学校理科の学習内容は、「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」の4領域
から構成されている。本講義では、その学習内容についての基礎知識や教
材・教具についての理解を深めることを目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・小学校理科の学習内容についての基礎知識を身に付ける。
・小学校で使用する教材や教具の知り、その扱い方を理解する。
・理科における観察・実験技能を身に付ける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義と実験を主とする。
具体的な教材を扱いながら実感を伴う理解ができるように進める。
また、理科の自由研究に取り組み、発表する時間を設ける。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
本講義の中で、小学校理科のすべての内容を扱うことは難しい。扱えなかっ
た内容については、講義の内容をもとに各自で学習することが望ましい。
自由研究については発表当日に向けて、各自、こつこつと取り組むこと。

１．科目の教育目標（Course Description）
「ピアノ実技」で習得した技術をもとに、子どもに音楽の楽しみと、表現す
る喜びを伝えるために必要なピアノ技術・歌唱の技術を習得できる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1．ピアノ課題をこなし、弾き歌いのレパートリーを増やす。
2．教材を様々な角度から分析したり、自ら教材を作成したりするための、
音楽理論を身につける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
グループレッスンで童謡・手遊びうたを中心とした課題に取り組み、ピアノ
技術を習得する。また、弾き歌い、楽器を使ったリズム打ち、簡単なキー
ボードアンサンブルに取り組む。課題の取り組みに対し、授業内発表を行
う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
ピアノを自宅でよく練習しておくこと
常日頃、様々なジャンルの音楽に触れておくこと
課外でも構わないので積極的な質問を期待する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度10％　提出物10％　確認小テスト20％　ピアノ実技テスト60％
で評価する。爪が伸びていた場合と、授業中の携帯電話使用等、授業外の
態度が見られた場合は減点の対象とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション　弾き歌いの姿勢
第２回　弾き歌いの留意点
第３回　弾き歌いの目線と発声
第４回　童謡　発声
第５回　童謡の表現方法
第６回　わらべうた　発声
第７回　わらべうたの表現方法
第８回　様々なリズムと表記方法１　４分音符　２分音符
第９回　様々なリズムと表記方法２　８分音符　16分音符
第10回　新しい拍子と付点のリズム
第11回　リズムアンサンブル
第12回　季節の歌の表現方法
第13回　行事の歌の表現方法
第14回　その他の歌の表現方法
第15回　ピアノ実技テスト　講評　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
可能な限り様々なジャンルの音楽に触れておくこと。ピアノ演奏に支障が
出ることに加え、将来教育者になることを自覚し、子どもへの安全の意識
を持って爪を伸ばさないこと。

講義コード（Course Code） EDP1250N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N622-EDP1250

授 業 名（Course Title） 社会
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 大西　慎也
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 特に指定しない。講義の中で適時紹介す
る。また、資料を講義の中で配布する。

参考文献（References） 『社会科教育のルネサンス』　原田智仁編
著　保育出版社　2016

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
小学校社会科で扱う内容である「地理的分野」「歴史的分野」「公民的分野」
に関する社会諸科学の最新の研究成果についての知識を習得する。また、社
会認識が空間軸・時間軸に応じて形成されることを、それぞれの分野の講
義において事象を探究することをとおして理解する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1、小学校社会科の授業を開発、実践するために必要な知識を習得する。
2、「地理的分野」「歴史的分野」「公民的分野」に関する最新の知識を習得
する。
3、社会事象について探究したり、フィールドワークを行ったりする。
4、空間軸・時間軸による社会認識形成の過程において働く「思考」「判断」
について理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式で行う。しかし、内容によりグループでの討議など演習も交えな



─ 116 ─

第14回　理想の情報社会と保護者や教師の役割
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） EDD1250N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N621-EDD1250

授 業 名（Course Title） 特別支援教育基礎理論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 江川　正一. 野村　宗嗣
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『特別支援学校学習指導要領解説総則等編
（幼稚部・小学部・中学部）』　文部科学省　
教育出版　２００９
『特別支援学校学習指導要領解説自立活動
編（幼稚部・小学部・中学部・高等部）』　
文部科学省　海文堂出版　２００９

参考文献（References） 授業時に随時紹介する。
備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
特別支援教育の動向について、障害についてのとらえ方の変遷を踏まえた
歴史的な視点を捉える。それをもとに特別支援教育の理念と思想について
理解を深め、特別支援教育を担う教員に必要な特別支援教育制度、指導法、
最近の動向についての基礎的な知識と理解を得る。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１　障害のある子どもの教育の歴史的な変遷を理解する。
２　特別支援教育の教育課程、指導について理解する。
３　特別支援学校での教育の実際について理解する。
４　小中学校における障害のある子どもの教育について理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義と講義内容に基づくテーマについてのディスカッションを中心にして
行う。
適時授業内容に即した課題についてレポートを作成する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
これまで学校教育を受けてきた経験の中で障害のある子どもへの指導につ
いて思い起こすとともに、自分なら障害のある子どもたちへの指導をどの
ようにするかに考えておく。
特別支援学校のホームページを閲覧するなどして、特別支援学校等で行わ
れている教育の情報を得るようにする。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
２５時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
レポート（50％）及びテスト（50％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　特別支援教育の理念とその思想（特殊教育から特別支援教育へ）
（担当：野村宗嗣）

第２回　障害児教育の歴史（担当：野村宗嗣）
第３回　特別支援教育の対象（担当：野村宗嗣）
第４回　教育課程の編成と指導（担当：野村宗嗣）
第５回　個別の教育支援計画と個別の指導計画（担当：野村宗嗣）
第６回　特別支援学校の教育１（教育課程の特徴）（担当：野村宗嗣）
第７回　特別支援学校の教育２（総合制の特別支援学校）（担当：野村

宗嗣）
第８回　特別支援学校の教育３（地域、社会と結びついた動き）（担当：

江川正一）
第９回　自立活動（担当：江川正一）
第10回　重複障害児　医療的ケア（担当：江川正一）
第11回　特別支援学校のセンター機能とその役割（担当：江川正一）
第12回　小中学校での特別支援教育１（特別支援学級、通級指導教室）

（担当：江川正一）
第13回　小中学校での特別支援教育（特別支援教育を支える学校組織､

ユニバーサルデザイン）（担当：江川正一）
第14回　インクルーシブ教育システム（担当：江川正一）
第15回　まとめ（担当：江川正一）
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）

・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
試験50％，自由研究レポート30％，授業参加度20％ で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　小学校理科の目標と内容
第３回　日本の理科教育の課題（全国学力学習状況調査から）
第４回　生命①（身近な自然）
第５回　生命②（植物の発芽・成長・養分）
第６回　地球①（気象・天体）
第７回　地球②（流水のはたらき・地層）
第８回　理科における実験や観察の基礎技能（危険防止と安全指導）
第９回　エネルギー①（振り子）
第10回　エネルギー②（てこ・つり合い）
第11回　エネルギー③（電気）
第12回　粒子①（水溶液）
第13回　粒子②（燃焼）
第14回　自由研究レポートの作成
第15回　自由研究レポートの発表・総括
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
受講者の実態や教材の準備状況によって学習内容を変更することがありま
す。

講義コード（Course Code） EDP1200N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N622-EDP1200

授 業 名（Course Title） こども情報リテラシー
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 2：知識・理解力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 神月　紀輔
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 『情報活用力』　Noa出版　Noa出版　2014

参考文献（References） 『小学校学習指導要領』　文部科学省　文
部科学省　

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
近年のこどもの情報機器の扱い方にから，情報モラルの在り方や，大人の
役割，こどもを指導する教師としての知識などを学び，こどもが情報機器
や巷にあふれる情報を学びのために活用できるようにする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
まず学生自身が情報機器を使えるようになること。
ソフトウェアなどの活用をできること。
情報に関する知識を蓄積すること。
危機管理能力を発揮できるようになること。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキストに沿いながら自学自習で学んでいくことが多くなる。また，疑問
点などはグループで解決することが望まれる。主体的に学ぼうとする態度
が望まれる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
テキストを読む。期日までに課題は仕上げておく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業への参加意欲・態度（40%），課題やレポートに対する自己評価・相互
評価（30%），期末レポート（30%）を自己評価に重点を置き評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　情報教育の重要性と課題
第３回　情報活用能力の育成と学習指導要領
第４回　情報活用の実践力の現状と課題
第５回　情報活用の実践力を育てる教材とその活用
第６回　自らの情報活用力を自己評価
第７回　幼稚園小中学校現場における情報活用の実践力の育成
第８回　アクティブラーニングと情報活用能力
第９回　情報社会に参画する態度
第10回　ソーシャルメディアによる問題点
第11回　スマートフォンとゲーム依存
第12回　消費者教育からの問題点（外部講師を予定）
第13回　これからの高度情報化社会



─ 117 ─

１．科目の教育目標（Course Description）
教育の基礎理論に関わる科目として、「教育の理念並びに教育に関する歴史
及び思想」を扱う。
私たちの教育の見方や考え方は、それぞれがもつ教育観や子ども観に規定
されている。この授業では、教育について原理的、歴史的に考察すること
で、受講生自身がもつ教育観や子ども観を省察する視点を養っていく。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
①「教育と人間」について原理的に問う態度と視点を養い、②学校教育が
抱える現代的課題を理解することで③教職に就いた時に、自らの実践を反
省し深めていくための原理的視座を形成する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）

「教育と人間」について自ら問い・考えるために、教育の中心的テーマに照
らして思想や歴史を学ぶ。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
次回に向けて、授業を通して考えたことを書いて表現する準備をするとと
もに、「教育と人間」をめぐる自らの問いを深める。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
毎回の授業への取り組み（「コミュニケーション・ペーパー」の提出）50%
期末レポート50%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション―授業の概要と評価について
第２回　教育の「原理」とは何か
第３回　「教育と人間」を問う視点
第４回　教育の歴史①かつて子どもはいなかった？
第５回　教育の歴史②人間形成の場としての〈学校〉の誕生
第６回　教育の歴史③子どもはもういない？
第７回　学びをめぐる思想①「ものづくり」「植物の栽培」喩える
第８回　学びをめぐる思想②「対話」に喩える
第９回　教育とメディア―社会的・文化的・歴史的存在としての人間
第10回　「学び」の瞬間①言葉のない世界
第11回　「学び」の瞬間②言葉における世界
第12回　「学び」の瞬間③ディスカッション
第13回　「先生」とは誰か―贈与と交換
第14回　「生成」としての教育と「発達」としての教育
第15回　まとめ―
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） LIB1800N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3303-LIB1800, 5000-900011

授 業 名（Course Title） 図書館概論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 8：資格関係
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 鎌田　均
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『新しい時代の図書館情報学』　山本順一
（編）　有斐閣　2013

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
図書館情報学の基礎を学ぶ。司書課程を履修するにあたり、まず図書館に
ついての基本事項を理解し、さらに図書･雑誌から電子出版物にいたる多
種多様な情報資源と、それらを扱う図書館の役割と機能を理解する。また、
これら情報と利用者をつなげる様々なサービス、試みについて学び、情報
ネットワークの時代における図書館の責任や役割について認識を深める。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．図書館の役割、背景、社会的位置づけを理解し、最近の動向について
学ぶ。
２．情報資源と図書館との関係、図書館サービスの基礎を学ぶ。
３．図書館の機能と仕組みについて理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．テキストの内容、講義を通して図書館の基本的事項を学ぶ。 
２．与えられた課題についてレポートを作成することで講義内容、テキス
トの内容の理解を深める。
３．授業内での活動（グループワークなど）を通して、図書館について考
え、実践的に学ぶ。

講義コード（Course Code） EDR1451N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） N632-EDR1451

授 業 名（Course Title） 基礎統計学
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 4：思考・解決力
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 畠山　寛
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『完全独習　統計学入門』　小島寛之　ダ
イヤモンド社　2015
小島寛之（2015）　完全独習　統計学入
門．ダイヤモンド社

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
統計学は，ビジネスだけに用いられるものではなく，私たちの生活にも密
接している学問分野の１つです。日々のニュースなどでは，様々な統計的
なデータが紹介されています。このような統計データを読み解くだけでは
なく，統計データの簡単な計算をする力を身につけることを目標とします。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．平均値などの代表値に対する理解を深める
２．標準偏差，正規分布に対する理解を深める。
３．χ2乗分布，t分布について理解を深める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキストを中心に，統計的な概念を理解するとともに，練習問題を解いて
いく。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業で用いるテキストの内容について事前に確認する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
成績は形成テスト（100%）とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　統計とは何か？
第２回　度数分布とヒストグラム
第３回　平均と標準偏差
第４回　標準偏差によるデータの評価
第５回　正規分布
第６回　母集団の推定
第７回　区間推定
第８回　母集団と統計的推定
第９回　母分散と母標準偏差
第10回　標本平均の考え方
第11回　標本平均を使った母平均の区間推定
第12回　χ2乗分布
第13回　ｔ分布
第14回　形成テスト
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
１．スマートフォン，携帯電話の電源を切り，鞄の中にしまうこと。
２．水，お茶以外の飲食は禁止する。

講義コード（Course Code） TEA1850N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む）

3103-TEA1850, 2000-245303, 
2000-268057, 3000-800011

授 業 名（Course Title） 教育原論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 8：資格関係
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 辻　敦子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『子どもと教育の未来を考える』　岡部美
香（編著）　北樹出版　2009
岡部美香（編著）『子どもと教育の未来を
考える』北樹出版、2009年

参考文献（References） 授業内で適宜提示する。
備 考（Note）
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第６回　図書館情報資源３（非印刷資料）
第７回　図書館情報資源４（特殊な資料）
第８回　出版流通システム
第９回　図書館情報資源と「図書館の自由」・著作権
第10回　コレクションの形成
第11回　情報資源の収集と選択
第12回　蔵書管理
第13回　情報資源の組織化
第14回　書庫管理　
第15回　まとめと確認テスト
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業予定は、理解度その他によって変更する場合がある

講義コード（Course Code） MUS1850N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3403-MUS1850, 6000-910003

授 業 名（Course Title） 博物館経営論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 8：資格関係
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 明珍　健二
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1･2･3･4（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　博物館の経営における形態面および活動面における適切な管理・運営手
法について理解し、ミュージアムマネージメントに関する基礎的の能力を
養成する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　博物館の経営基盤に関し、職員と組織がスムーズに連動するために財務・
行財政システム・施設と設備がいかようにあるべきかを理解し、博物館の
使命とは何か、その評価とは何かを考えるものとする。また博物館におけ
る行動規範を理解し、危機管理対応も理解する。さらに博物館の連携体制
について、市民参画に必要な体制作りが友の会・ボランティアにとどまら
ず他館との連携あるいは産官学の連携までを含み、その結果、地域社会と
博物館の連携が地域活性化する原動力となることを理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　講義形式とするが、テーマによっては討論を行うことがある。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　詳細は授業時に指示するが、多くの博物館を見学することを望む。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
4.5時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度（本講義は、授業参加度７０％以上をもって評価する。）およ
びレポートによる評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ミュージアムマネージメントとは何か
第２回　公立・私立博物館の行財政制度
第３回　博物館活動における財務とは何か
第４回　博物館施設および設備はどのようにあるべきか
第５回　博物館施設の在り方（諸法例との関連）
第６回　博物館設備の在り方（諸法令との関連）
第７回　博物館の組織および職員体制
第８回　博物館の使命、事業計画、博物館評価とは
第９回　博物館倫理（行動規範）とは何か
第10回　博物館における危機管理とは何か
第11回　友の会、ボランティア、支援組織と市民参画の在り方
第12回　博物館のネットワーク化・他館との連携
第13回　行政、大学、研究機関等との連携
第14回　地域社会との連携・活性化をはかる博物館とは
第15回　まとめ（博物館経営基盤とは）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
博物館は、知的装置をたくさん備えています。それを知ることは、博物館
の楽しさを理解する役に立ちます。ぜひ議論しましょう。

・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
次回講義までにテキストの該当する章を事前に読み、理解しておく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業での諸活動への参加、授業中課題（4０％）
期末レポート（6０％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業の進め方と課題の説明
第２回　図書館の意義と役割　（テキスト１章）
第３回　図書館の歴史　（テキスト２章）
第４回　図書館の機能と種類　（テキスト３章）　
第５回　図書館のサービス　（テキスト４章）　
第６回　情報・資料の流通と図書館　（テキスト５章）
第７回　情報の組織と情報へのアクセス　（テキスト６章）
第８回　情報ネットワークと電子資料　（テキスト８章）
第９回　情報リテラシー教育　（テキスト９章）
第10回　図書館経営　（テキスト１０章）　
第11回　図書館司書とは　（テキスト１１章）　
第12回　図書館の自由、図書館関連法規　（テキスト１２章）
第13回　海外の図書館とサービス、図書館ネットワーク　（テキスト７

章）
第14回　越境する図書館：図書館以外の分野、機関との関係

図書館情報学
第15回　図書館をめぐる諸課題（この回もしくは別の回にゲスト講師に

よる講義を予定）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
１年次生に履修するのが望ましい。

講義コード（Course Code） LIB1850N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3303-LIB1850, 5000-901017

授 業 名（Course Title） 図書館情報資源概論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 8：資格関係
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 米谷　優子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1･2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『図書館情報資源概論』　馬場俊明　日本
図書館協会　2012

参考文献（References） 授業時に指示する
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
図書館を構成する要素の一つである、図書館情報資源について、歴史的経
緯を概観したのち、その類型と各資料の特質ならびに、出版流通のしくみ
や、情報資源の選択・収集、及び蔵書管理など、図書館情報資源について
の基本的知識を学習する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
図書館情報資源についての基本的知識を獲得し、図書館業務の実践に活用
する
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義を中心に、ビデオ視聴等も含める。製本技術講習会には必ず参加する
こと。
授業内容に関連して、課題を課す場合もある。その場合は指示を厳守のう
え期限内に提出すること。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
教科書や参考書の該当箇所を読んで、内容を把握するように予習するとと
もに、授業後は図書館に出向いて、授業で学習した内容について実際を観
察して、実践に即した知識の定着を図ること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
まとめの確認テスト（65％）、授業中の課題および参加度（25％）、製本技
術講習会参加及びレポート提出（10％）で総合的に評価する。3分の2以上
出席が、確認テスト受験の要件である。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション／情報とメディア
第２回　情報と記録の歴史
第３回　図書館情報資源の定義とその類型
第４回　図書館情報資源１（印刷資料1：図書）
第５回　図書館情報資源２（印刷資料2：逐次刊行物その他）
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講義コード（Course Code） MUS1852N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3403-MUS1852, 6000-910012

授 業 名（Course Title） 博物館教育論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 8：資格関係
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉田　朋子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1･2･3･4（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 適宜配布する。

参考文献（References）
『博物館教育論』　小笠原喜康ほか　ぎょ
うせい　2012
適宜指示する。

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
社会教育施設としての博物館の特性を理解する。博物館の教育は双方向的
なものであり、すべての人に開かれなければならないことを理解する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
博物館での教育活動の基礎となる理論や知識、方法論を習得する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式、ディスカッション、ワークショップ。適宜、課題を提示する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
指示された課題に取り組むこと。また、機会があれば、美術館や博物館で
行われているワークショップや解説会などを体験すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
参加態度50％、課題の成果50％で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　博物館における教育とはなにか
第２回　博物館教育の歴史
第３回　博物館の利用実態と様々な学びの形態
第４回　博物館教育の双方向性について
第５回　展示をとおした教育
第６回　学校教育と博物館
第７回　生涯学習と博物館
第８回　地域と博物館
第９回　ユニヴァーサルな博物館を目指して
第10回　博物館教育活動の様々な手法について
第11回　博物館教育活動の企画と実施の実務について
第12回　ワークショップの企画
第13回　ワークショップの準備
第14回　ワークショップの実施
第15回　博物館教育の評価について
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 101020A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101020

授 業 名（Course Title） キリスト教音楽Ａ
バッハのマタイ受難曲を学ぶ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 久野　将健
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 対訳については各自がファイルからダウ
ンロードしておくこと。

参考文献（References）

『バッハ小伝』　フォルケル　白水Uブッ
クス　2003年
『神には栄光　人の心に喜び』　ヘレー
ネ・ヴェアテマン　日本基督教団出版局　
2006年
そのほか授業中に適宜紹介する。

備 考（Note） 選択必修

講義コード（Course Code） MUS1851N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3403-MUS1851, 6000-910011

授 業 名（Course Title） 博物館展示論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） 8：資格関係
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 山田　由希代
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1･2･3･4（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References） 授業中に適宜紹介する。
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
展示の歴史、展示メディア、展示の諸形態等に関する知識及び方法に関す
る知識を習得するとともに、博物館および美術館での展示技術に関する基
礎的能力を養う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.博物館において中心的活動のひとつである展示についての知識を身につけ
る。
2.展示方法、技術について学び、博物館において展示が及ぼす影響について
多角的に考察する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1.授業方法
＊必要に応じて資料を配布し、講義を行う。
2.テキスト・参考資料
＊テキストは使用しない。
＊参考文献については必要に応じて紹介する。
3.その他
＊他の博物館学関連の科目と緊密に関連するため、それらにも留意して学
習する。
＊博物館施設見学の費用は履修者の負担とする。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
履修者の積極的な発言を求めるため、博物館や美術館で展示を見学するこ
と。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
20時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（態度、発言内容）やレポート等により、総合的に行
う。
評価基準は、授業への参加態度50％、まとめのレポート50％とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　博物館展示の意義について
第２回　展示と展示論の歴史
第３回　博物館の見学
第４回　展示製作の流れ（企画・デザイン・照明など）
第５回　展示パネル・解説パネル・人や機器による解説
第６回　展示解説（図録・パンフレット）
第７回　関係者との協力（業者等）
第８回　美術館の見学
第９回　展示を企画してみる（企画概要作成）
第10回　出品リストを作ってみる
第11回　展示の構成を作って整理してみる
第12回　企画展の見学
第13回　展示図面を作ってみる（画像の配置）
第14回　展示図面を作ってみる（全体の調整）
第15回　発表とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
フィールドワークとして施設見学を行う場合、各自入館料を必要とする。
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講義コード（Course Code） 101021N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101021

授 業 名（Course Title） キリスト教思想
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 須藤　英幸
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『「ひと」として大切なこと』　渡辺和子　
PHP研究所　2005
『美しい人　愛はほほえみから』　渡辺和
子　PHP研究所　2008
聖書も用いる。

参考文献（References）

『女性であること―パーソナルな世界の豊
かさ』　ポール・トゥルニエ　ヨルダン社　
1981
『四つの愛』　C. S. ルイス　新教出版社　
2011
授業内で資料を配付する。

備 考（Note） 選択必修

１．科目の教育目標（Course Description）
　多様な価値観によって混迷を深める現代社会にあって、わたしたちは自
分自身や他者をどのように理解すればよいのだろうか、また、どのように
生きていけばよいのだろうか。このような問題を、キリスト教思想を通し
て考える。授業では、渡辺和子、ヘンリ・ナーウェン、ヴィクトール・フ
ランクル、ポール・トゥルニエ、C. S. ルイスらのキリスト教思想家の著書
を紹介しながら、それぞれの重要なトピックを考える。
　キリスト教思想に触れることによって自分を見つめなおし、家族・友人・
学校・地域社会などのコミュニティーの中で支え合うことの重要性を自覚
し、自分と他者の独自性を尊重しつつ、お互いの存在を受容していけるよ
うな良識を身につけることを教育目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１）第二から四回の「わたしとはだれ？」で、聖書とキリスト教思想を通
して自己のアイデンティティーを考える。
２）第五から七回の「あなたとはだれ？」で、聖書とキリスト教思想を通
して人間関係を考える。
３）第八から九回の「神さまはだれ？」で、父なる神とイエス・キリスト
を考える。
４）第十から十二回の「生きるってなに？」で、生きることの意味を考え
る。
５）第十三から十五回の「愛するってむずかしい？」で、キリスト教の愛
の思想を考える。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１）授業方法：講義。
２）学習方法：テキストを授業に持参すること。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
指示されたテキスト箇所、あるいは、聖書箇所を読んでくること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業態度：３０%、定期試験：７０%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　わたしはだれ？（1）─聖書の中の人間観
第３回　わたしはだれ？（2）─聖書の中の女性たち
第４回　わたしはだれ？（3）─女性であることと人格性
第５回　あなたはだれ？（1）─聖書の中の人間関係
第６回　あなたはだれ？（2）─分かち合いの喜び
第７回　あなたはだれ？（3）─キリスト教の結婚観
第８回　神さまはだれ？（1）─愛なる神さま
第９回　神さまはだれ？（2）─イエス・キリスト
第10回　生きるってなに？（1）─生活のリズムの重要性
第11回　生きるってなに？（2）─悲しみの意味と傷の癒やし
第12回　生きるってなに？（3）─自分をゆるすこと、他者を受容する

こと
第13回　愛するってむずかしい？（1）─四つの愛
第14回　愛するってむずかしい？（2）─愛に関する誤解
第15回　愛するってむずかしい？（3）─愛することとコミュニティー
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 101020B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101020

授 業 名（Course Title） キリスト教音楽Ｂ
バッハのマタイ受難曲を学ぶ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 久野　将健
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 対訳については各自がファイルからダウ
ンロードしておくこと。

参考文献（References）

『バッハ小伝』　フォルケル　白水Uブッ
クス　2003年
『神には栄光　人の心に喜び』　ヘレー
ネ・ヴェアテマン　日本基督教団出版局　
2006年
そのほか授業中に適宜紹介する。

備 考（Note） 選択必修

１．科目の教育目標（Course Description）
J.S.バッハ作曲の≪マタイ受難曲BWV244≫を学ぶ。テキストの日本語訳を
読みときながら、バッハの音楽を味わい、宗派を超えた普遍性について考
えたい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）受難曲のテキストと音楽との関連を理解するように務める。
（2）J.S.バッハの音楽の特徴や他の作曲家の音楽との比較をする。
（3）受難曲を味わうことにより自己の視野を広げる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業実施方法　講義。レポートを課すことがある。　　　　　　
２．学習の方法　音楽を聴く際には静かにする。次回の範囲に目を通して
おく。
３．使用教材　プリント、CD,DVD等。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業以外にも月例の学内ミサに積極的に参加するなどキリスト教に親しん
でほしい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
20時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（30点）、レポート２回（70点）に基づいて総合的に行
う。欠席回数が1/3を超過した場合（６回欠席）は、原則として単位を与え
ない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　受難曲の歴史
第２回　マタイ受難曲の構成
第３回　＜第１部＞イエスを殺す計画、香油を注がれる
第４回　ユダ裏切りを企てる、過越の食事
第５回　主の晩餐、離反の予告
第６回　ゲッセマネでの祈り
第７回　イエスの捕縛
第８回　＜第２部＞最高法院での裁判
第９回　ペトロの否認
第10回　ユダの自殺、ピラトの訊問
第11回　死刑の判決
第12回　兵士たちの侮辱
第13回　はりつけ
第14回　イエスの死
第15回　埋葬、墓を見張る
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業外の積極的学習として月例ミサへの出席を奨励し、授業参加度に加え
ます。
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講義コード（Course Code） 101029A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101029

授 業 名（Course Title） 宗教音楽ⅠＡ
キリスト教音楽入門

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 7.5時間
担 当 者（Instructor） 久野　将健
単 位 数（Credits） 0.5
配当学年（Eligible Year） 1（後期前半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『キリスト教と音楽』　金澤正剛　音楽之
友社　2007年
そのほか授業で使用する資料・楽譜につ
いてはプリントを配布する。

参考文献（References）

『キリスト教音楽と歴史』　川端純四郎　日
本基督教団出版局　1999年
『キリスト教音楽と歴史』　金澤正剛　日
本基督教団出版局　2005年
『宗教音楽対訳集成』　吉村恒編　国書刊
行会　2007年

備 考（Note） 必修 （前期）クラス指定

講義コード（Course Code） 101029B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101029

授 業 名（Course Title） 宗教音楽ⅠＢ
キリスト教音楽入門

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 7.5時間
担 当 者（Instructor） 久野　将健
単 位 数（Credits） 0.5
配当学年（Eligible Year） 1（前期前半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『キリスト教と音楽』　金澤正剛　音楽之
友社　2007年
そのほか授業で使用する資料・楽譜につ
いてはプリントを配布する。

参考文献（References）

『キリスト教音楽と歴史』　川端純四郎　日
本基督教団出版局　1999年
『キリスト教音楽と歴史』　金澤正剛　日
本基督教団出版局　2005年
『宗教音楽対訳集成』　吉村恒編　国書刊
行会　2007年

備 考（Note） 必修 （前期）クラス指定

講義コード（Course Code） 101029C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101029

授 業 名（Course Title） 宗教音楽ⅠＣ
キリスト教音楽入門

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 7.5時間
担 当 者（Instructor） 久野　将健
単 位 数（Credits） 0.5
配当学年（Eligible Year） 1（後期前半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『キリスト教と音楽』　金澤正剛　音楽之
友社　2007年
そのほか授業で使用する資料・楽譜につ
いてはプリントを配布する。

参考文献（References）

『キリスト教音楽と歴史』　川端純四郎　日
本基督教団出版局　1999年
『キリスト教音楽と歴史』　金澤正剛　日
本基督教団出版局　2005年
『宗教音楽対訳集成』　吉村恒編　国書刊
行会　2007年

備 考（Note） 必修 （前期）クラス指定

講義コード（Course Code） 101025N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101025

授 業 名（Course Title） 西洋思想
意志とは何か

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 松井　吉康
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） なし
参考文献（References） 授業中に適宜紹介する
備 考（Note） 選択必修

１．科目の教育目標（Course Description）
「意志とは何か」と訊かれて、即答できる日本人はそう多くはない。他方、
欧米では、意志は人格の核心である。この違いは何か。「意志」という言葉
の理解を出発点として、西洋の考え方の基本を理解する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
古代ギリシアの時代から、西洋において意志がどのようなものとして意識
されてきたのかを、様々な思想家の生き方や考え方から学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１）授業方法：講義、質疑応答
２）学習方法：質疑応答の中で自分の考えを磨く
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
講義で扱った事柄を、自分の問題として、日常の中で消化していく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
100パーセント、最終レポートで評価する。レポートを執筆する際には、問
題を自分の問題として捉え、あくまでも自分の頭で考えることが大切であ
る。したがって評価もまた、各人が「どれだけ自分の頭で考えたか」で評
価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業ガイダンス。この講義の狙い。
第２回　日本社会と西洋社会の違い。自分の考えで行動するか、周りを

見渡して行動するか。
第３回　日本人が考える「意志」とは何か。私達は，日常の中でどれだ

け「意志」ということを意識しているか。
第４回　主体的であるとはどういうことか。一人一人が「個人」である

ことの意味。
第５回　古代ギリシアにおける意志のあり方。ソクラテスの場合。
第６回　『ソクラテスの弁明』におけるソクラテスの主体性。
第７回　キリスト教世界における「意志」のあり方。罪の主体としての

「個人」と「意志」。
第８回　「責任」と「意志」。その一体性。
第９回　近代ヨーロッパ世界における「意志」の発端としてのデカルト

哲学。
第10回　真理の判定者である「私たち一人一人」。私を離れて真理があ

るのではないということ。
第11回　欧米社会における「意志」「責任」「自由」。日本社会に見られ

る無責任体質の源泉である「意志の不在」。
第12回　日本の近代化が置き忘れてきた「意志」。日本の近代化が追求

してきたのは何か。
第13回　「私の意志」とは何か。一人一人が、それを自らに問うてみる。
第14回　欧米社会と日本の社会における「意志」の位置づけの違い。私

達が考えているよりも、欧米と日本は大きく異なるということに気
づくこと。

第15回　全体のまとめ。質問の時間。
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
講義という形式ですが、大切なことは、聴講している皆さんが自分で考え
るということです。発言を強制したりはしませんが、できるだけ質疑応答
が盛んに行われるような授業にしたいと思っていますので、積極的な参加
を期待します。
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講義コード（Course Code） 101030A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101030

授 業 名（Course Title） 宗教音楽ⅡＡ
キリスト教音楽入門

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 7.5時間
担 当 者（Instructor） 久野　将健
単 位 数（Credits） 0.5
配当学年（Eligible Year） 1（後期後半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『キリスト教と音楽』　金澤正剛　音楽之
友社　2007年

参考文献（References）

『キリスト教音楽の歴史』　川端純四郎　日
本基督教団出版局　1999年
『キリスト教音楽の歴史』　金澤正剛　日
本基督教団出版局　2005年
『宗教音楽対訳集成』　吉村恒編　国書刊
行会　2007年

備 考（Note） 必修 （後期）クラス指定

講義コード（Course Code） 101030B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101030

授 業 名（Course Title） 宗教音楽ⅡＢ
キリスト教音楽入門

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 7.5時間
担 当 者（Instructor） 久野　将健
単 位 数（Credits） 0.5
配当学年（Eligible Year） 1（前期後半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『キリスト教と音楽』　金澤正剛　音楽之
友社　2007年

参考文献（References）

『キリスト教音楽の歴史』　川端純四郎　日
本基督教団出版局　1999年
『キリスト教音楽の歴史』　金澤正剛　日
本基督教団出版局　2005年
『宗教音楽対訳集成』　吉村恒編　国書刊
行会　2007年

備 考（Note） 必修 （後期）クラス指定

講義コード（Course Code） 101030C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101030

授 業 名（Course Title） 宗教音楽ⅡＣ
キリスト教音楽入門

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 7.5時間
担 当 者（Instructor） 久野　将健
単 位 数（Credits） 0.5
配当学年（Eligible Year） 1（後期後半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『キリスト教と音楽』　金澤正剛　音楽之
友社　2007年

参考文献（References）

『キリスト教音楽の歴史』　川端純四郎　日
本基督教団出版局　1999年
『キリスト教音楽の歴史』　金澤正剛　日
本基督教団出版局　2005年
『宗教音楽対訳集成』　吉村恒編　国書刊
行会　2007年

備 考（Note） 必修 （後期）クラス指定

講義コード（Course Code） 101029D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101029

授 業 名（Course Title） 宗教音楽ⅠＤ
キリスト教音楽入門

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 7.5時間
担 当 者（Instructor） 久野　将健
単 位 数（Credits） 0.5
配当学年（Eligible Year） 1（前期前半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『キリスト教と音楽』　金澤正剛　音楽之
友社　2007年
そのほか授業で使用する資料・楽譜につ
いてはプリントを配布する。

参考文献（References）

『キリスト教音楽と歴史』　川端純四郎　日
本基督教団出版局　1999年
『キリスト教音楽と歴史』　金澤正剛　日
本基督教団出版局　2005年
『宗教音楽対訳集成』　吉村恒編　国書刊
行会　2007年

備 考（Note） 必修 （前期）クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
詩編98には「新しい歌を主に向かって歌え。琴に合わせ、楽の音に合わせ
て。」とあり、「よく歌う人は倍祈ることになる」とも言われる。この授業
では音楽を通してキリスト教精神を理解することを第一目標とする。授業
において時代や国によって異なるキリスト教音楽の世界を紹介していきた
い。さまざまな音楽を聴くことを通して、古今の音楽家がいかに神と向き
合い、作品として表現したのかを考える。頭だけの理解にとどまらず、自
分自身の感覚で音楽を感じてほしい。また年間の大学行事で歌う聖歌等の
練習も授業内で行う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）キリスト教音楽を学びながら、西洋の芸術や文化についても理解する
ように努める。

（2）学歌をはじめさまざまな聖歌を歌うことにより、キリスト教文化に親
しむ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．教育の方法
基本的にテキストに沿って講義をすすめる。内容理解を深めるためCD,DVD
等の視聴覚教材を用いることもある。
２．学習の方法
音楽を聴く際には静かにする。テキストの次回の範囲に目を通しておく。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業で歌う聖歌の楽譜を適宜配布するので歌えるように予習しておく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
7時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（30点）、まとめ試験（50点）、レポート（20点）に基
づいて総合的に行う。欠席回数が1/3を超過した場合は、原則として単位を
与えない。（3回欠席すると単位認定が困難になるので注意のこと。）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　宗教音楽とは　および学歌の練習
第２回　教会暦と音楽
第３回　ミサ式次第について①ミサとは
第４回　ミサ式次第について②導入
第５回　ミサ式次第について③内容
第６回　オルガンとその音楽①オルガンのしくみ、イタリアのオルガン
第７回　オルガンとその音楽②オランダ・ドイツのオルガン
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
授業外の積極的学習として月例ミサへの出席を奨励し、授業参加度に加え
ます。
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講義コード（Course Code） 101031A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101031

授 業 名（Course Title）
ノートルダム学ⅠＡ
～自校を知り、自分の将来を考える
～

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 吉田　智子. 片山　裕. 笹岡　隆甫
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリント配付

参考文献（References）

『レーゲンスブルクの船主の娘～カロリー
ナ・ゲルハルディンガー、イエスのマザー
テレジア、ノートルダム修道女会創立者
～』　シスターマルグリート塩田、シス
ターマグダレン野元　ノートルダム教育
修道女会　1992
『大学生のためのキャリアガイドブック』　
寿山泰二　他　北大路書房　2016

備 考（Note） 必修

講義コード（Course Code） 101031B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101031

授 業 名（Course Title）
ノートルダム学ⅠＢ
～自校を知り、自分の将来を考える
～

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 吉田　智子. 片山　裕. 笹岡　隆甫
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリント配付

参考文献（References）

『レーゲンスブルクの船主の娘～カロリー
ナ・ゲルハルディンガー、イエスのマザー
テレジア、ノートルダム修道女会創立者
～』　シスターマルグリート塩田、シス
ターマグダレン野元　ノートルダム教育
修道女会　1992
『大学生のためのキャリアガイドブック』　
寿山泰二　他　北大路書房　2016

備 考（Note） 必修

講義コード（Course Code） 101032A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101032

授 業 名（Course Title）
ノートルダム学ⅡＡ
～自校を知り、自分の将来を考える
～

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 吉田　智子. 片山　裕. 笹岡　隆甫
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリント配付

参考文献（References）

『レーゲンスブルクの船主の娘～カロリー
ナ・ゲルハルディンガー、イエスのマザー
テレジア、ノートルダム修道女会創立者
～』　シスターマルグリート塩田、シス
ターマグダレン野元　ノートルダム教育
修道女会　1992
『大学生のためのキャリアガイドブック』　
寿山泰二　他　北大路書房　2016

備 考（Note） 必修

講義コード（Course Code） 101030D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101030

授 業 名（Course Title） 宗教音楽ⅡＤ
キリスト教音楽入門

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 7.5時間
担 当 者（Instructor） 久野　将健
単 位 数（Credits） 0.5
配当学年（Eligible Year） 1（前期後半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『キリスト教と音楽』　金澤正剛　音楽之
友社　2007年

参考文献（References）

『キリスト教音楽の歴史』　川端純四郎　日
本基督教団出版局　1999年
『キリスト教音楽の歴史』　金澤正剛　日
本基督教団出版局　2005年
『宗教音楽対訳集成』　吉村恒編　国書刊
行会　2007年

備 考（Note） 必修 （後期）クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
宗教音楽Ⅰと同様、この授業では音楽を通してキリスト教精神を理解する
ことを第一目標とする。後期はJ.S.バッハやモーツァルトの宗教音楽、レク
イエム、アドヴェント、クリスマスに関連した音楽、更にはフランスのオ
ルガン音楽を学ぶ。頭だけの理解にとどまらず、自分自身の感覚で音楽を
感じてほしい。また大学行事で歌う聖歌も授業内で練習する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）さまざまキリスト教音楽を学びながら、西洋の芸術や文化についても
理解するように努める。

（2）さまざまな聖歌を歌うことにより、キリスト教文化に親しむ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）

（1）キリスト教音楽を学びながら、西洋の芸術や文化についても理解する
よう努める。

（2）学歌をはじめさまざまな聖歌を歌うことにより、キリスト教文化に親
しむ。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業で歌う聖歌の楽譜をあらかじめ配布するので予習しておく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
7時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（30点）、まとめ試験（50点）、レポート（20点）に基
づいて総合的に行う。欠席回数が1/3を超過した場合は、原則として単位を
与えない。（3回欠席すると単位認定が困難になるので注意のこと。）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　J.S.バッハの宗教音楽～教会カンタータを学ぶ～
第２回　レクイエムについて～グレゴリオ聖歌を聴く～
第３回　モーツァルトの宗教音楽～レクイエムを聴く～
第４回　物故者・追悼ミサ（11月）に出席
第５回　アドヴェント（待降節）の音楽とイタリアのクリスマスコン

チェルト
第６回　クリスマスの音楽～ライプチヒ・聖トーマス教会聖歌隊コン

サートDVDより～
第７回　フランスのオルガン音楽
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
授業外の積極的学習として月例ミサへの出席を奨励し、授業参加度に加え
ます。
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７．留意事項（Other Information）
　「ノートルダム学I」および「ノートルダム学II」は、平成28年度以前の
入学者に適用される１単位の授業である。平成29年度実施の「ノートルダ
ム学」（２単位）の15回の授業のうち、第1回目と第15回目は必ず受講し、
間の13回の授業のうち6回以上を受講するものとする。どの回に出席する
かは、第1回目の授業後に統括の教員が個別指導して決定する。
　土曜日の授業実施が3回ある。その場合、前日の金曜日の授業は行われな
い。土曜実施の日時については、配布プリントや掲示に従うこと。
　キャリアセンター担当、カトリック教育センター担当と明記された授業
以外は、ゲスト講師を招く授業も含めて「徳と知教育センター」が担当し、
15回すべての授業を、吉田智子（徳と知教育センター 教授）が統括する。

講義コード（Course Code） 101033N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101033

授 業 名（Course Title） ノートルダム学Ⅲ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 萩原　暢子. 久野　将健. 中里　郁子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修

講義コード（Course Code） 101033U0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101033

授 業 名（Course Title） ノートルダム学Ⅲ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 萩原　暢子. 久野　将健. 中里　郁子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 4（前期集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修

講義コード（Course Code） 101033W0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101033

授 業 名（Course Title） ノートルダム学Ⅲ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 萩原　暢子. 久野　将健. 中里　郁子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 4（後期集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
　卒業して社会人となることを目前に控え、本学で学んだ大学生活を静か
に振り返ることを通して自己の成長を自覚すると共に、社会に出る心構え
としてノートルダム精神（「永遠」を見据えつつ「此の世」でしっかり生き
る精神）を再度自覚し直し志を固めることをねらいとする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１、社会人としての自覚を持ち、ノートルダム精神を再認識して卒業に臨
む。
２、黙想会を通して本学での学生生活を静かに振り返り積極的な自己評価
を行う。
３、卒業後のキャリアデザインを描くことができる。
４、卒業式に向けての準備と心構え。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　この授業では社会人となる心構えとキャリアプラニングを明確にもつこ
と目指す。そのため講義だけでなく、実践的な学びやワークショップなど
体験型の学びを主とした形式を取る予定。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
詳細は授業中に指示する。配付されたプリントを読んでくる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間

講義コード（Course Code） 101032B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101032

授 業 名（Course Title）
ノートルダム学ⅡＢ
～自校を知り、自分の将来を考える
～

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 吉田　智子. 片山　裕. 笹岡　隆甫
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリント配付

参考文献（References）

『レーゲンスブルクの船主の娘～カロリー
ナ・ゲルハルディンガー、イエスのマザー
テレジア、ノートルダム修道女会創立者
～』　シスターマルグリート塩田、シス
ターマグダレン野元　ノートルダム教育
修道女会　1992
『大学生のためのキャリアガイドブック』　
寿山泰二　他　北大路書房　2016

備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
　この授業は、時間的世界を見据えるキャリア教育（知育）と永遠的世界を
見据える自校教育（徳育）を組み合わせたものであり、受講者がノートルダ
ム精神（「時」と「永遠」の両方を見据えて生きる精神）の基礎を学び、知
性と品性を兼ね備えた人間になろうと常に自ら努力することを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　カトリック精神・日本伝統文化・現実社会の諸相を学ぶことを通じて、
ノートルダム精神の基礎を身につける。
　ノートルダムの「徳と知の精神」の体得を目指すことで、知性と品性を
兼ね備えた人間になる素養を身につける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　講義・体験学習・グループ活動などの併用。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　詳細は授業時に指示する。配付されたテキストやプリントを事前に読ん
でくる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度３０％、提出物３０％、定期試験４０％で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　「ノートルダム学」の導入教育、ノートルダムのミッション・
コミットメント（私たちの決意）を学ぶ、学習支援システムの利用
に関するガイダンス

第２回　ノートルダムでのコミュニケーション ～学内でのマナーとエ
チケット・挨拶、礼状～（キャリアセンター担当）

第３回　学歌で学ぶノートルダム・スピリット ～卒業後も英語で歌い
続けるために～

第４回　ノートルダムのシスターの生活と使命、教会でのミサとは？
第５回　自校を知り、自分の将来に役立てる ～ノートルダムの歴史、徳

と知教育～
第６回　【土曜日実施・5月27日】華道に学ぶ　～心豊かな日常生活へ

の姿勢～（講師：笹岡 隆甫・華道未生流笹岡家元・本学客員教授）
第７回　キャリアデザインの実践　～４年間の大学生活をプランする～

（キャリアセンター担当）
第８回　聖母マリアの生活と現代社会 ～カトリック教会とノートルダ

ムの関係～
第９回　【土曜日実施・6月17日】教会に親しむ　～カトリック河原町

教会でのミサを体験～（カトリック教育センター担当）
第10回　グループ活動：ノートルダム、カトリック教会、日本伝統文化

（華道・茶道）に関することを中心とした「ノートルダム検定」の問
題を考える

第11回　【土曜日実施・7月1日】茶道に学ぶ ～もてなしの心と他者への
ふるまい～（講師：千 万紀子・茶道裏千家・本学客員教授）

第12回　グループ活動によって提出された「ノートルダム検定」をグ
ループ対抗でクイズ大会

第13回　「ノートルダム学」の授業で出会えた先生方への礼状の草稿提
出（自分が学んだことを文章にして伝えることの大切さ）

第14回　インターネット時代の人間関係のあり方（情報モラル教育を含
む）

第15回　レポートとしての礼状提出、ふりかえり活動、学歌の歌詞や
ミッション・コミットメントの確認

６．定期試験（Final Exam）
なし
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７．留意事項（Other Information）
All students must buy a NEW textbook.
All students must bring an English dictionary to every class.
Schedule subject to change.

講義コード（Course Code） 101191C0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101191

授 業 名（Course Title） 英語応用ａ（Ｃ）
English Communication Strategies

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Jodie　Campbell
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
There will be no textbook for this course. 
The instructor will provide handouts, 
worksheets, etc., for you.

参考文献（References）

備 考（Note） 定員25人
リビングイングリッシュ

１．科目の教育目標（Course Description）
This course will focus on improving ORAL COMMUNICATION 
SKILLS.  This course is intended for students who want to improve 
their CONVERSATION FLUENCY.  Special emphasis will be placed on 
CONVERSATIONAL STRATEGIES and structures required for everyday 
living situations.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will become more confident at expressing themselves in English in 
various types of CONVERSATIONAL settings.  Students will also become 
familiar with skills for extending a CONVERSATION and giving appropriate 
CONVERSATIONAL responses.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Students will practice CONVERSATIONS about various topics with 
classmates and the teacher.  This course will be taught entirely （100%） in 
English.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students must complete the homework before class and come to class on 
time.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Students' grades in this class will be based on class participation （including 
homework, their attitude, and being on task）, and five speaking tests. 
CLASS PARTICIPATION 20%
SPEAKING TEST #1 10%
SPEAKING TEST #2 10%
SPEAKING TEST #3 15% 
SPEAKING TEST #4 20%
SPEAKING TEST #5 25%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Course Introductions. 
The course schedule will be flexible depending on the flow of the 
class and the English level of students.

第２回　Using REJOINDERS
第３回　USING REJOINDERS
第４回　Asking FOLLOW-UP Questions
第５回　Asking FOLLOW-UP Questions（Continued）
第６回　Asking Someone to REPEAT
第７回　Asking Someone to REPEAT（Continued）
第８回　ECHOING Someone
第９回　ECHOING Someone（Continued）
第10回　CONFIRMATION Questions
第11回　CLARIFICATIONS with Question Words
第12回　KEEPING or KILLING a Conversation
第13回　Getting a RESPONSE
第14回　Responding with DETAILS
第15回　Expressing OPINIONS
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The course may be flexible, and the syllabus is subject to change. The 
instructor will set the pace of the class according to the unique characteristics 

４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度および授業態度、各授業ごとのコメントや感想等の提出、キャ
リア形成自己評価などを総合して評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　社会人としての自立とノートルダム精神（久野将健）
第２回　自分らしく生きる－聖書のまなざし－（中里郁子）
第３回　職業に就いて自立するために（キャリアセンター）
第４回　女性の権利とライフデザイン（キャリアセンター）
第５回　黙想会（ノートルダム教育修道女会）
第６回　各学科で担当（学科教員）
第７回　４年間の学修成果の確認（学科教員）
第８回　卒業式を迎えるにあたって（久野将健）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 101191A0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101191

授 業 名（Course Title） 英語応用ａ（Ａ）
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Eric　Hail
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『English Firsthand Success （4th 
Edition）』　Michael Rost　Pearson 
Longman　2010

参考文献（References）

備 考（Note） 定員25人
リビングイングリッシュ

１．科目の教育目標（Course Description）
The focus of this course is the improvement of the oral communicational 
abilities of the students. However, the development of the students’ listening, 
writing and reading skills will also be addressed. Special emphasis will 
be placed on the vocabulary and structures required for everyday living 
situations.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will be expected to participate in a variety of activities in pairs 
and groups interacting in English. In-class tasks will include speaking, 
listening reading and writing tasks. Students must participate actively in 
class activities and fulfill homework requirements.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Students will learn how to use simple sentence structures through listening 
activities and pair work conversational practice. Students will be encouraged 
to provide their own ideas to extend conversation beyond given topics.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should maximize their exposure to English outside of class through 
activities such as reading and watching movies in English.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
0時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Class Participation, Behavior 100%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Orientation
第２回　English Firsthand Unit 1- Introducing yourself
第３回　English Firsthand Unit 1- Greeting people
第４回　English Firsthand Unit 1- Exchanging information
第５回　English Firsthand Unit 2- Describing clothing
第６回　English Firsthand Unit 2- Talking about fashion
第７回　English Firsthand Unit 2 - Talking about unusual fashion
第８回　English Firsthand Unit 3- How do you stay healthy?
第９回　English Firsthand Unit 3 - What makes you happy?
第10回　English Firsthand Unit 3 - Giving advice
第11回　English Firsthand Unit 4 - Giving directions
第12回　English Firsthand Unit 4 - Asking for directions
第13回　English Firsthand Unit 4 - Following directions
第14回　English Firsthand Unit 4 - Understanding map directions
第15回　English Workshop
６．定期試験（Final Exam）
なし
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講義コード（Course Code） 101192A0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101192

授 業 名（Course Title） 英語応用ｂ（Ａ）
English for Travel Abroad

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Eric　Hail
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『English Firsthand Success （4th 
Edition）』　Michael Rost　Pearson 
Longman　

参考文献（References）

備 考（Note） 定員25人
旅行のための英語

講義コード（Course Code） 101192B0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101192

授 業 名（Course Title） 英語応用ｂ（Ｂ）
English for Travel Abroad

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Eric　Hail
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『English Firsthand Success （4th 
Edition）』　Michael Rost　Pearson 
Longman　

参考文献（References）

備 考（Note） 定員25人
旅行のための英語

１．科目の教育目標（Course Description）
This course is designed to help to prepare students for a study abroad trip. 
Students will engage in a variety of activities using role-plays, activities, pair 
work, and group work to learn about various aspects of English speaking 
countries. The goal in this course is for students to be able to understand 
and use "survival Travel English" when they travel abroad （e.g., how to pass 
through immigration, how to exchange money, how to order a meal, how to 
check in/out of a hotel, etc...） In addition, students will improve their overall 
English skills and knowledge of countries and places around the world.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will be expected to participate in a variety of activities in pairs 
and groups interacting in English. In-class tasks will include speaking, 
listening reading and writing tasks. Students must participate actively in 
class activities and fulfill homework requirements. THIS COURSE WILL 
BE CONDUCTED ENTIRELY IN ENGLISH! Every student is expected to 
actively participate!
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Students will learn how to use simple sentence structures through listening 
activities and pair work conversational practice for traveling abroad. Students 
will be encouraged to provide their own ideas to extend conversation beyond 
given topics.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should maximize their exposure to English outside of class through 
activities such as reading and watching movies in English.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
0時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Class participation, and Behavior 100%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Orientation
第２回　English Firsthand Unit 5
第３回　English Firsthand Unit 5/ Choosing a Study Abroad Country
第４回　English Firsthand Unit 6
第５回　English Firsthand Unit 6/ Getting and Using a Phone Abroad
第６回　English Firsthand Unit 7
第７回　English Firsthand Unit 7/ Homestays
第８回　English Firsthand Unit 8
第９回　English Firsthand Unit 8/ Cultureshock
第10回　English Firsthand Unit 9

and level of the students. 
An ENGLISH-ENGLISH dictionary is highly recommended!
Doing the MReader online quiz system is highly recommended! 
Using the teacher's website is highly recommended!

講義コード（Course Code） 101191D0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101191

授 業 名（Course Title） 英語応用ａ（Ｄ）
English Communication Strategy

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Jacoba　Akazawa
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『New Time to Communicate』　Eric Bray 　
Nan’un-do　2015

参考文献（References）

備 考（Note） 定員25人
リビングイングリッシュ

１．科目の教育目標（Course Description）
The focus of this course is the improvement of the oral communicational 
abilities of the students. However, the development of the students’ listening, 
writing and reading skills will also be addressed. Special emphasis will 
be placed on the vocabulary and structures required for everyday living 
situations.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will be expected to participate in a variety of activities in pairs 
and groups interacting in English. In-class tasks will include speaking, 
listening reading and writing tasks. Students must participate actively in 
class activities and fulfill homework requirements.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Students will learn how to use simple sentence structures through listening 
activities and pair work conversational practice. Students will be encouraged 
to provide their own ideas to extend conversation beyond given topics.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should maximize their exposure to English outside of class through 
activities such as reading and watching movies in English.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Students will be evaluated based on class participation, being active, attentive 
and using English only.
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Meeting People
第２回　Greeting to Know Your Classmates
第３回　Talking About Classes
第４回　Talking About Your Daily Life
第５回　Talking About People-Personality
第６回　Talking About People-Appearance
第７回　Talking About Last Weekend
第８回　Talking About the Vacation
第９回　Talking About Going Out on the Town
第10回　Talking About Foods and Recipes
第11回　Talking About Travel
第12回　Talking About Hometowns
第13回　Talking About Your Opinions
第14回　Talking About Future Plans
第15回　Review and Practice
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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第15回　Concluding Activities
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The course may be flexible, and the syllabus is subject to change. The 
instructor will set the pace of the class according to the unique characteristics 
and level of the students. 
An ENGLISH-ENGLISH dictionary is highly recommended!
Doing the MReader online quiz system is highly recommended! 
Using the instructor's website is highly recommended!

講義コード（Course Code） 101193B0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101193

授 業 名（Course Title） 英語応用ｃ（Ｂ）
English for Study Abroad

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Jacoba　Akazawa
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Get Ready to Go! Homestay 
Adven t u r e s』　Fu l l e r & C l ea r y　
Macmillan Language House　2008

参考文献（References）

備 考（Note） 定員25人
留学のための英語

１．科目の教育目標（Course Description）
This course will focus on preparing students for studying abroad. Students 
will be given various tasks to complete throughout the course. These tasks 
will help students develop their awareness and self-reliance.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will get many opportunities to understand and practice essential 
language focusing on study abroad or just travel for fun. After completing 
the course students will be better equipped to navigate through everyday 
travel situations.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Students will learn how to use simple sentence structures through listening 
activities and pair work conversational practice.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Weekly written homework must be completed before class.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Final grades will be based on class participation, weekly written homework 
and a speaking test.
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Course Introduction & Self Introduction.
第２回　I Have a Dream.
第３回　First Day in America.
第４回　Make Yourself at Home.
第５回　Help Yourself.
第６回　Everybody’s Got a Job.
第７回　It’s 50% Off.
第８回　Cooking is Easy.
第９回　Weekend Fun.
第10回　A Day to Celebrate.
第11回　How are Classes Going?
第12回　You’ll Like this Place.
第13回　I’ll Miss You.
第14回　Speaking Test.
第15回　Final Review.
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

第11回　English Firsthand Unit 9/ Money, Credit Cards, Travelers 
Checks

第12回　English Firsthand Unit 10
第13回　English Firsthand Unit 10/ Safety and Being Street Smart
第14回　English Firsthand Unit 10/ Getting Around Town - 

Transportation
第15回　English Workshop
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
All students must buy a NEW textbook.
All students must bring an English dictionary to every class.

講義コード（Course Code） 101193A0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101193

授 業 名（Course Title） 英語応用ｃ（Ａ）
Preparation for Study Abroad

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Jodie　Campbell
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） A textbook will be decided at a later date.
参考文献（References）

備 考（Note） 定員25人
留学のための英語

１．科目の教育目標（Course Description）
This course will focus on preparing students for studying abroad. Students 
will be given various tasks to complete throughout the course. These tasks 
will help students develop their self-reliance. In addition, students will 
improve their overall English skills, especially those skills needed to be a 
successful student studying abroad.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will improve their overall English skills. They will also develop 
greater fluency and the ability to express their ideas and opinions effectively 
using English. Students will become more comfortable and confident using 
English. They will become more autonomous and self-reliant in their 
approach to learning. They will become more prepared for study abroad.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be taught entirely （= 100%） IN ENGLISH.  Students will 
engage in pair and group discussions. Every student is expected to actively 
participate and share their ideas and opinions.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students must do homework before class and come to class ON TIME.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Students' grades in this class will be based on class participation （including 
homework, their attitude, and being on task）, assignments, and a PowerPoint 
Presentation.
CLASS PARTICIPATION 20%
ASSIGNMENTS 60%
POWERPOINT PRESENTATION 20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Course Introduction
The schedule for instruction will be flexible. The instructor will set 
the pace of the class according to the unique characteristics of the 
class and the level of the students.

第２回　Before You Go: Talking About Myself
第３回　Before You Go: Introducing My Family
第４回　Before You Go: My Typical Day
第５回　Before You Go: My Hometown & Visiting Popular Tourist 

Attractions in JAPAN
第６回　Before You Go: Japanese Holiday & Festivals
第７回　Homestay Guide: Homestay Advice
第８回　Homestay Guide: Culture & Manners
第９回　Homestay Guide: Security & Safety
第10回　Homestay Guide: Money Matters
第11回　Country Guide: Australia
第12回　Country Guide: Canada
第13回　Country Guide: The United Kingdom
第14回　Country Guide: The United States
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第３回　Unit 3: Checking In at a Hotel
第４回　Unit 4: Checking In at a Hotel continued
第５回　Unit 5: A Tour Guide
第６回　Unit 6: A Tour Guide continued
第７回　Unit 7: Directions
第８回　Unit 8: Directions continued
第９回　Unit 9: Health Problems
第10回　Unit 10: Health Problems
第11回　Unit 11: Symptoms and Injuries
第12回　Unit 12: Symptoms and Injuries
第13回　Unit 13: At a Doctor's Office
第14回　Unit 14: Review or All Units
第15回　Unit 15: Concluding Activities
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The course may be flexible, and the syllabus is subject to change. The 
instructor will set the pace of the class according to the unique characteristics 
and level of the students. 
An ENGLISH-ENGLISH dictionary is highly recommended!
Doing the MReader online quiz system is highly recommended! 
Using the teacher's website is highly recommended!

講義コード（Course Code） 101194B0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101194

授 業 名（Course Title） 英語応用ｄ（Ｂ）
Hospitality English

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Jacoba　Akazawa
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Be My Guest-English for the Hotel 
Industry 』　Francis O’Hara　Cambridge 
University Press　September 2002

参考文献（References）

備 考（Note） 定員25人
おもてなし英会話

講義コード（Course Code） 101194D0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101194

授 業 名（Course Title） 英語応用ｄ（Ｄ）
Hospitality English

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Jacoba　Akazawa
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Be My Guest-English for the Hotel 
Industry 』　Francis O’Hara　Cambridge 
University Press　September 2002

参考文献（References）

備 考（Note） 定員25人
おもてなし英会話

１．科目の教育目標（Course Description）
This course will help prepare students to use English for work in the tourism, 
hospitality and travel industries. Classes will cover a variety of situations 
including travel agencies, hotels, restaurants, or even just helping a stranger 
on the street. Students will practice realistic communication tasks to build 
confidence and improve fluency. Primary attention will be given to listening 
and speaking; however, some reading and writing will also be required.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will be able to handle various hospitality situations with confidence 
and fluency. In addition, students will improve their pronunciation skills 
through awareness-building, recognition, and production activities.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Students will learn how to use simple sentence structures for using "English 
in daily life in Japan" through listening activities and pair work （or group 
work） conversational practice.

講義コード（Course Code） 101194A0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101194

授 業 名（Course Title） 英語応用ｄ（Ａ）
Hospitality English

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Jodie　Campbell
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
There will be no textbook for this course. 
The instructor will provide handouts, 
worksheets, etc., for you.

参考文献（References）

備 考（Note） 定員25人
おもてなし英会話

講義コード（Course Code） 101194C0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101194

授 業 名（Course Title） 英語応用ｄ（Ｃ）
Hospitality English

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Jodie　Campbell
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
There will be no textbook for this course. 
The instructor will provide handouts, 
worksheets, etc., for you.

参考文献（References）

備 考（Note） 定員25人
おもてなし英会話

１．科目の教育目標（Course Description）
This course will help prepare students to use English for work in the 
TOURISM, HOSPITALITY and TRAVEL industries. Classes will cover a 
variety of situations, including travel agencies and hotels. Students will learn 
tourism-related vocabulary and practice realistic communication tasks to 
build confidence and improve fluency.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will be able to handle various hospitality situations with confidence 
and fluency.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be taught entirely （= 100%） IN ENGLISH.
Students will participate in pairs and small groups to practice dialogs, role-
play activities, and discuss questions related to a variety of HOSPITALITY 
situations.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should do all homework assigned by the teacher before the class 
day, and ON TIME!
NOTE: If homework, any assignment, any role-play, etc. is LATE, you will 
get 0%!
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Students' grades in this class will be based on class participation （including 
homework, their attitude, and being on task）, role-plays, one assignment, 
and one speaking test.
CLASS PARTICIPATION 20%
ROLE-PLAY #1 10%
ROLE-PLAY #2 10%
ROLE-PLAY #3 15%
ROLE-PLAY #4 15%
ASSIGNMENT #1 10%
SPEAKING TEST #1 20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction to the course. Students will learn about: the general 
instructional objectives of the course, the goals of the course, the 
learning strategies of the course, and the course evaluation and 
assessment.

Unit 1: Using English at an Airport
第２回　Unit 2: Using English at an Airport continued
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３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be conducted entirely in English. In-class activities will be 
completed individually, in pairs, and in small groups.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should maximize their exposure to English outside of class through 
activities such as listening to songs and watching movies in English.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Final listening quiz 20%
Class participation 40%
Song presentation 20%
Movie clip presentation 20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Nice to meet you.
第２回　You have a great place!
第３回　I'm looking for a bookstore.
第４回　Review Test 1
第５回　Let's get together!
第６回　How can I help you?
第７回　My train's at two o'clock.
第８回　It's my favorite food.
第９回　She has blue eyes.
第10回　Black T-shirts are trendy
第11回　Review Test 2
第12回　It's a great job!
第13回　It'll be hot and humid.
第14回　Tell me about your friend.
第15回　Final Listening Test and evaluation.
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 101196A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101196

授 業 名（Course Title） 英語応用ｆ（Ａ）
リスニング中級－もっと映画で英語

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 東郷　多津
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『「プラダを着た悪魔」で学ぶコミュニケー
ション英語』　Aline Trosh McKenna　松
柏社　2016

参考文献（References）

備 考（Note） 定員25人
リスニング（中級）

１．科目の教育目標（Course Description）
国際社会において「相手の言うことがわかる」ことは非常に重要です。そ
のためには総合的な英語力を向上させる必要がありますが、本コースでは、
さらなるリスニング力強化を目指して練習します。英語特有のリズム、イ
ントネーション、発音などを理解しながら、さらに自然で、複雑な文や会
話をいつでも習得することを目指します。
　本コースではどこでも誰にでも手に入る映画や唄やラジオ劇などを利用
します。つまり、このコースでは、単なるリスニングの練習だけではなく、
身の回りにある機会を生きた英語学習法として利用する方法を習得する練
習も行います。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
英語によるドラマ・映画を利用することにより、以下の課題習得を目指し
ます。
１．英語への興味が深まる。
２．英語の発音を正確に聞いたり発声したりできる。
３．より早いスピードあるいはより複雑な内容の英語の会話が聞き取れる
ようになる。
４．自然な日常表現を覚えることができる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業では、音声や映像を利用して、英語の句、文、会話などの聞き取り練
習を行います。また、それらについて音声上の特徴を理解した上で発声の
練習を行います。具体的には以下の活動を含みます。
○Vocabulary:日常に使用する基本語彙を習得する

・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Weekly written homework must be completed before class.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Students will be evaluated based on class participation, being active, attentive 
and using English only.
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction
第２回　The check-in
第３回　The hotel bedroom
第４回　Bathroom & porter
第５回　Services in the hotel
第６回　Locations of facilities
第７回　Room services
第８回　Problems & solutions
第９回　Taking bar orders
第10回　In the restaurant （1）
第11回　In the restaurant （2）
第12回　Places to visit
第13回　Enquiries
第14回　Using the phone
第15回　The check-out
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 101195A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101195

授 業 名（Course Title） 英語応用ｅ（Ａ）
Listening

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Jacoba　Akazawa
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Sounds Good. On track to listening 
success. Student Book 1』　Ken Beatty 
& Peter Tinker　Pearson Longman　2009

参考文献（References）

備 考（Note） 定員25人
リスニング（初級）

講義コード（Course Code） 101195B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101195

授 業 名（Course Title） 英語応用ｅ（Ｂ）
Listening

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Jacoba　Akazawa
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Sounds Good. On track to listening 
success. Student Book 1』　Ken Beatty 
& Peter Tinker　Pearson Longman　2009

参考文献（References）

備 考（Note） 定員25人
リスニング（初級）

１．科目の教育目標（Course Description）
This course focuses mainly on extending student’s listening ability.
It will give the students a variety of listening opportunities including 
conversations, songs, radio shows, movies, YouTube clips, interviews, and 
discussions. In addition to American English students will be exposed to 
accents from other English speaking countries, as well as non-native speaker 
accents.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will be expected to participate in a variety of activities in pairs and 
groups interacting in English. There will be weekly listening tests, a good 
preparation for future TOEIC tests.
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ントネーション、発音などを理解しながら、さらに自然で、複雑な文や会
話をいつでも習得することを目指します。
　本コースではどこでも誰にでも手に入る映画や唄やラジオ劇などを利用
します。つまり、このコースでは、単なるリスニングの練習だけではなく、
身の回りにある機会を生きた英語学習法として利用する方法を習得する練
習も行います。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
英語によるドラマ・映画を利用することにより、以下の課題習得を目指し
ます。
１．英語への興味が深まる。
２．英語の発音を正確に聞いたり発声したりできる。
３．より早いスピードあるいはより複雑な内容の英語の会話が聞き取れる
ようになる。
４．自然な日常表現を覚えることができる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業では、音声や映像を利用して、英語の句、文、会話などの聞き取り練
習を行います。また、それらについて音声上の特徴を理解した上で発声の
練習を行います。具体的には以下の活動を含みます。
○Vocabulary:日常に使用する基本語彙を習得する
○Reading：テキストを素早く読んで、内容を把握する
○Listening：ドラマの台詞を聞き取る
○Writing：聞き取った単語を正確に書き取る
○Speaking：ドラマのシーンに合わせて台詞を言う
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
欠席した場合は翌週の課題に影響しますので、かならずプリントをもらっ
て課題を翌週の授業までに済ませてください。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は以下を目安として総合的に判断します。
　授業参加点　20％
　小テスト点　40％
　中テスト点　40％
※1回ずつの授業の積み重ねが重要です。できるだけ授業に多く出席してく
ださい。欠席は、授業参加点がなくなるだけではなく、最終獲得できる英
語力にも大きく影響しますので注意してください。
※テストは基本的に授業の最初に行います。遅刻をするとテストが受けら
れませんので注意してください。
※授業の性質上出席が重視されますので、4回以上欠席した場合は大きく減
点されます。また、6回以上欠席した場合は原則として単位が認定されませ
ん。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Orientation
授業予定の詳細については初回の授業で説明します。受講希望者は
できるだけ初回の授業に出席してください。

第２回　※1本の映画 "While You Were Sleeping" をシーン別に区切っ
て学習します。

1 思い出から現実へ
第３回　2 突然の出来事
第４回　3 真夜中の病院
第５回　4 遅れたクリスマス
第６回　5 質問攻め
第７回　6 婚約プレゼント
第８回　7 シカゴの夜
第９回　8 それぞれの悩み
第10回　9 誤解
第11回　10 目覚め
第12回　11 揺れる気持ち
第13回　12 プロポーズ
第14回　13 あなたが寝てる間に
第15回　まとめのテストとReview
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
●リスニング中級者対象のクラスです。
◎授業中に指示した活動を行わない場合、単位は保証されませんので、安易
な受講はおすすめしません。最後まで授業を続けるために以下の目安を参
考にしてください。（目安：「リスニング初級」の単位を修得した学生、お
よび、TOEIC400点前後、またはTOEICリスニングスコア200点以上）
●授業中に辞書を使用しますので、辞書（最低限、英和辞典）は必ず持参
してください。 
●筆記用具、辞書などがなくて授業を受けられない場合、授業参加点およ
び課題点は加算されません。

○Reading：テキストを素早く読んで、内容を把握する
○Listening：ドラマの台詞を聞き取る
○Writing：聞き取った単語を正確に書き取る
○Speaking：ドラマのシーンに合わせて台詞を言う
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
欠席した場合は翌週の課題に影響しますので、かならず課題を翌週の授業
までに済ませてください。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は以下を目安として総合的に判断します。
　授業参加点　10％
　小テスト点　40％
　中テスト点　50％
※1回ずつの授業の積み重ねが重要です。できるだけ授業に多く出席してく
ださい。欠席は、授業参加点がなくなるだけではなく、最終獲得できる英
語力にも大きく影響しますので注意してください。
※テストは基本的に授業の最初に行います。遅刻をするとテストが受けら
れませんので注意してください。
※授業の性質上出席が重視されますので、4回以上欠席した場合は大きく減
点されます。また、6回以上欠席した場合は原則として単位が認定されませ
ん。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Orientation
授業予定の詳細については初回の授業で説明します。受講希望者は
できるだけ初回の授業に出席してください。

第２回　※1本の映画 "The Devil Wears Prada" をシーン別に区切って
学習します。

1 Job Interview
第３回　2 First Day on the Job
第４回　3 Hurricane on the Weekend
第５回　4 Andy's Makeover
第６回　5 Andy Meets Christian
第７回　6 Miranda's Request
第８回　7 Nate's Birthday
第９回　8 Andy's Decision
第10回　9 Breakup with Nate
第11回　10 The Dream Job
第12回　11 Announcement at the Party
第13回　12 Andy's Final Choice
第14回　まとめのテスト
第15回　FeedbackとReview
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
●リスニング中級者対象のクラスです。
◎授業中に指示した活動を行わない場合、単位は保証されませんので、安易
な受講はおすすめしません。最後まで授業を続けるために以下の目安を参
考にしてください。（目安：「リスニング初級」の単位を修得した学生、お
よび、TOEIC400点前後、またはTOEICリスニングスコア200点以上）
●授業中に辞書を使用しますので、辞書（最低限、英和辞典）は必ず持参
してください。
●筆記用具、辞書などがなくて授業を受けられない場合、授業参加点およ
び課題点は加算されません。

講義コード（Course Code） 101196B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101196

授 業 名（Course Title） 英語応用ｆ（Ｂ）
リスニング中級－もっと映画で英語

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 東郷　多津
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 毎時プリントを配布します。
参考文献（References）

備 考（Note） 定員25人
リスニング（中級）

１．科目の教育目標（Course Description）
国際社会において「相手の言うことがわかる」ことは非常に重要です。そ
のためには総合的な英語力を向上させる必要がありますが、本コースでは、
さらなるリスニング力強化を目指して練習します。英語特有のリズム、イ
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第５回　ピーターはなぜ衣服を身につけているのでしょう。
第６回　ピーターと兄弟姉妹の違いを読み取ろう。
第７回　ピーターが入る庭の持ち主は人間なのかウサギなのか？
第８回　人間はウサギをどうしようとしているのか？
第９回　ピーターの父親の悲劇とは？
第10回　ピーターが遭遇する危険を列挙しよう。
第11回　もし、捕まっていれば、ピーターはどうなったでしょう？
第12回　マグレガーは人間的でしょうか？
第13回　作者Beatix Potterとはどのような人だったのでしょうか？
第14回　農園経営と文筆活動の関係を探ろう。
第15回　プレゼンテーションにチャレンジしよう。テーマは、ウサギと

農園です。
６．定期試験（Final Exam）
あり
７．留意事項（Other Information）
特になし。

講義コード（Course Code） 101198A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101198

授 業 名（Course Title） 英語応用ｈ（Ａ）
実用英語基礎

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 蔦田　和美
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Framework English Grammar in 23 
Lessons 7th Edition』　桐原書店編集部　
株式会社　ピアソン桐原　2014

参考文献（References）

備 考（Note） 定員40人
実用英語基礎

１．科目の教育目標（Course Description）
本コースは、これまでの英語学習によってある程度の初歩の積み重ねがで
きた学生のために、次の段階の基礎的文法の復習を応援するものです。主
にテキスト後半の文法項目を中心に習得します。また一方で簡単なニュー
ス英語などを取り上げ、英語学習を通して社会を見る目を養います。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１. 基本英文法を定着させる。
２. 実用的な語彙の習得をする
３. メディア英語を通して社会に触れる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業の中心は仲間との協同作業および学生と教師間のインターアクション
となります。決して受け身にならず、積極的に授業に参加することが求め
られます。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎週の復習ミニテストに備えて毎回の授業内容は十分に消化できるように
心がけましょう。辞書の携帯は必須です。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加点（復習テスト、授業参加度を含む）（70%）
期末テスト（30%）　　　
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　1　オリエンテーション　品詞、分詞（１）
第２回　2　分詞（２）
第３回　3　分詞（３）plus
第４回　4　まとめ１
第５回　5　比較（１）（２）
第６回　6　比較（３）
第７回　7　比較plus, 関係詞（１）
第８回　8　まとめ２
第９回　9　関係詞（２）（３）
第10回　10　複合関係詞
第11回　11　仮定法（１）
第12回　12　仮定法（２）plus
第13回　13　英語で発表してみよう１
第14回　14　英語で発表してみよう２
第15回　期末テストと解説
６．定期試験（Final Exam）
なし

講義コード（Course Code） 101197A0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101197

授 業 名（Course Title） 英語応用ｇ（Ａ）
Extensive Reading

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 小林　順
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） （未定）
参考文献（References） （未定）

備 考（Note） 定員50人
小説を読もう

別紙　

講義コード（Course Code） 101197B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101197

授 業 名（Course Title） 英語応用ｇ（Ｂ）
ネット上で英語の童話を読もう

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 小林　順
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
Beatrix Potter, Peter Rabbit
Aesop fables
Others

参考文献（References）

備 考（Note） 定員50人
小説を読もう

１．科目の教育目標（Course Description）
このクラスでは、あなたたちのこれまでの読書経験と英語学習の接点を探
ります。実用的で社会的なコミュニケーションを重視する英語の学習では
なく、物語の「読み」を楽しむ学習にチャレンジしましょう。そのおため
に童話を読みましょう。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1 英語テキスト読解の経験を積む 
2 童話の言語の特徴を知る 
3 外国語学習の楽しさを知る
３．教育・学習の方法（Course Methods）
このクラスでは「読む」ことを楽しみたます。正確な「読み」の楽しみを
経験してみよう。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
常に辞書を参照して語彙の不足を補い、さらに文構造については適宜文法解
説書（オンラインのもの）などを参照してください。クラスでの練習はい
わゆる英文和訳作業を基本とします。英文テキストの翻訳作業を行います。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
2時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
成績の30％は授業参加度。期末試験が70％。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　テキストを探す。タブレットかスマホあるいはノートパソコン
を持参。

第２回　Peter Rabbitをディスプレイに映し出してみよう。
第３回　一文ずつ丁寧に音読して意味を理解しよう。
第４回　ピーターの性格を表すワードを見つけよう。
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講義コード（Course Code） 101199A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101199

授 業 名（Course Title） 英語応用ｉ（Ａ）
英語の読み書きABC

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 蔦田　和美
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Framework English Grammar in 23 
Lessons 7th Edition』　桐原書店編集部　
株式会社　ピアソン桐原　2014

参考文献（References）

備 考（Note） 定員40人
英語の読み書きABC

１．科目の教育目標（Course Description）
本コースは、特に初歩の積み重ねが必要な学生のために、英語の基礎的な
文法学習へのチャレンジを応援します。そしてこれら基礎的な知識を、英
語の「発信」につなげることを具体的目標とします。一方でテキスト以外
の英語の世界に触れる機会を設けて英語の幅を広げます。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１. 初級基本英文法の復習をする
２. 動詞の活用など基本的な語彙力を身に付ける
３. 習得した知識を実際に使うことを意識する
３．教育・学習の方法（Course Methods）
初級基本文法の復習を基礎から始め、語彙力、表現力をつけていきます。そ
して、基本的な文法と語彙を土台にして、自ら英語で発信する力を養いま
す。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎週の復習ミニテストに備えて、毎回の授業内容は十分に消化するよう心
がけましょう。授業には、必ず辞書を携帯してください。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加点（復習テスト、授業参加度を含む）70%
期末テスト（30%）　　
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション　品詞と文の要素
第２回　文の種類：肯定文、否定文、疑問文
第３回　文の種類：命令文、感嘆文、存在文
第４回　まとめ１
第５回　時制：現在形と現在進行形
第６回　時制：過去形と過去進行形、未来と未来進行形
第７回　現在完了、過去完了、未来完了
第８回　まとめ２
第９回　助動詞（1）（2）（3）
第10回　能動態と受動態（1）（2）
第11回　不定詞（1）（2）
第12回　動名詞
第13回　英文記事を紹介してみよう１
第14回　英文記事を紹介してみよう２
第15回　まとめ３
６．定期試験（Final Exam）
あり
７．留意事項（Other Information）

７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 101198B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101198

授 業 名（Course Title） 英語応用ｈ（Ｂ）
大学生の総合基礎英語

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 森　ユキヱ
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Slow & Steady』　T. SATO, Y. 
KOTEGAWA, M. KIDO, Y. SHIMAI & F. 
SHIMOSONO　南雲堂　2015

参考文献（References）

備 考（Note） 定員40人
実用英語基礎

１．科目の教育目標（Course Description）
これまで培った英語の総合力を駆使して、自らが発信できるような英語力
の養成を目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
この科目の教育・学習の個別課題は、英文法の復習・対話文解釈・長文読
解力の養成を通じて、実際の英語の発信力を向上させることにある。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業では、毎回1章ずつテキストを進めながら、英文法の復習・語彙力の増
強をする。日常の会話の中に、英文法の知識が詰まっていることを確認す
ることによって、会話力、聴く力、読解力、英作力の向上を目指して学習
する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
辞書を丁寧にひくことが効果的な英語総合力のアップにつながるので、必
ず予習をしてくること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加点（小テストを含む）　40％ 
まとめのテスト　（中間・期末）　60％
※テキストや辞書がない場合は、授業参加点が入りません。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Chapter 1: ５つの基本文型
第２回　Chapter 2: 動詞
第３回　Chapter 3: 進行形・未来形・助動詞
第４回　Chapter 4: 名詞・冠詞・代名詞
第５回　Chapter 5: 前置詞・接続詞 <I>
第６回　Chapter 6: 形容詞・副詞と比較級
第７回　Chapter 7: 命令文・感嘆文

Chapter 8: 不定詞
第８回　まとめの試験と解説
第９回　Chapter 9: 動名詞と分詞
第10回　Chapter 10: 各種疑問文・Itの特別用法
第11回　Chapter 11: 受動態
第12回　Chapter 12: 完了形
第13回　Chapter 13: 接続詞 <II>
第14回　Chapter 14: 仮定法

Chapter 15: 関係詞
第15回　まとめの試験と解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
この授業には、必ず辞書を持参すること。スマホ・携帯の辞書ではなく、電
子辞書・冊子辞書のどちらかに限る。
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講義コード（Course Code） 101200N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101200

授 業 名（Course Title） 英語応用ｊ
English for Academic Purposes

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 小林　順
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） （未定）
参考文献（References） （未定）
備 考（Note） アカデミックイングリッシュ

別紙　

講義コード（Course Code） 101214A0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101214

授 業 名（Course Title） 英会話（初級）Ａ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Eric　Hail
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Let’s Talk 1 （2nd Edition）』　L. Jones　
Cambridge University Press　2008

参考文献（References）
備 考（Note） 英語英文学科は履修できない

講義コード（Course Code） 101214B0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101214

授 業 名（Course Title） 英会話（初級）Ｂ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Eric　Hail
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Let’s Talk 1 （2nd Edition）』　L. Jones　
Cambridge University Press　2008

参考文献（References）
備 考（Note） 英語英文学科は履修できない

１．科目の教育目標（Course Description）
The focus of this course is the improvement of the oral communicational 
abilities of the students. However, the development of the students’ listening, 
writing and reading skills will also be addressed.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will be expected to participate in a variety of activities in pairs 
and groups interacting in English. In-class tasks will include speaking, 
listening reading and writing tasks. Students must participate actively in 
class activities and fulfill homework requirements.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Students will learn how to use simple sentence structures through listening 
activities and pair work conversational practice. Students will be encouraged 
to provide their own ideas to extend conversation beyond given topics.

講義コード（Course Code） 101199B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101199

授 業 名（Course Title） 英語応用ｉ（Ｂ）
実用英語

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 森　ユキヱ
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Forerunner to Power-Up English』　
Jacetリスニング研究会　NAN'UN-DO　
2013

参考文献（References） 参考文献に関しては授業時に紹介する。

備 考（Note） 定員40人
英語の読み書きABC

１．科目の教育目標（Course Description）
アカデミックな内容を表現するのに不可欠な英文法・語法などを学習し、そ
れを英語のリーディング・ライティングにつなげ、さらに実際的な英語運
用能力を開発することに重点を置く。
テキストの解説を聞くだけの授業ではなく、問題を解いたり、英作文をし
たりする中で、実際の英語運用の経験を積むことを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１. 英文法の習得
２. 標準的な語彙力を身に付ける
３. 文章表現力の開発
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキストでは大学生の主人公Kazuが、アメリカからの留学生Susanと出会
い、日本の文化や社会を紹介しながら、彼も異文化体験をするというストー
リーを扱う。
日常生活で使われる英語表現、その際に必要な文法を学習することを通じ
て、英語を単なる知識としてではなく、自ら発信できるようになるまで練
習する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業には、必ず英和辞書を持ってくること。携帯・スマホの辞書ではなく、
電子辞書・冊子辞書のどちらかに限る。
そして、授業が終わったら、その日の授業の復習をして、次の授業のため
に予習をしておくことが求められる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は授業参加度　 （３０％）　小テストを含む提出課題　（２０％）　　理
解度テスト　（５０％）に基づいて総合的に行う。　　　
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション　授業の説明・英語の学習法
第２回　初対面の挨拶　　　　 （文法事項） 名詞
第３回　家族・ペットに関する説明　　　　 動詞１　
第４回　趣味の表現　　　　　　　　　　　 動詞２
第５回　大学生活　　　　　　　　　　　　 代名詞
第６回　食べ物　　　　　　　　　　　　　 疑問詞
第７回　まとめの試験と解説　
第８回　道案内　　　　　　　　　　　　　 助動詞１
第９回　日本文化紹介　　　　　　　　　　 助動詞２　
第10回　観光案内　　　　　　　　　　　　 過去形・現在形・未来形
第11回　航空券をNetでGet　　　　　　　　 現在進行形
第12回　空港で　　　　　　　　　　　　　 接続詞
第13回　ホテル　　　　　　　　　　　　　 不定詞
第14回　レストラン　　　　　　　　　　　 形容詞
第15回　まとめの試験と解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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第11回　Let's Talk Unit  12B - Good manners
第12回　Let's Talk Unit 14A - My dream home
第13回　Let's Talk Unit 14B - Unusual homes
第14回　Let's Talk Unit 16A - Hopes and dreams
第15回　English Workshop
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
All students must buy a NEW textbook.
All students must bring an English dictionary to every class.

講義コード（Course Code） 101230N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101230

授 業 名（Course Title） ドイツ語Ⅰ
ドイツのことばと文化

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 青木　三陽
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期前半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『ドイツ語の時間　恋するベルリン』　清
野智昭　朝日出版社　20017

参考文献（References） 授業中に指示する
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
読み物・作文、やさしい会話、ビデオ教材の使用などを通じてドイツ語を
話す人々の文化や思考法を学ぶ。 
また、初級文法の知識を身につけつつ、ドイツ語の文章を正確に読めるよ
うになることを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.教科書の内容に沿った文法課題
2.教科書、配布物による文章読解、作文
3.視聴覚教材によるドイツ文化の学習
4.ペア・グループワークによるドイツ語会話やディスカッション、またその
練習成果としての口頭発表
３．教育・学習の方法（Course Methods）
使用教科書の本文は全て二人の人物の会話で成り立っているため、付属の
視聴覚教材を利用しつつ、コミュニケーションの手段としてのドイツ語の
有機的な学習を目指す。これはペアワーク・グループワークが主な手段と
なる。同時に講師による文法項目の解説とそれに続く練習問題により、個
別の読解力を養う。いずれにしても積極的な授業参加態度が必要不可欠で
ある。 　
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
教科書付属の視聴覚教材を用いて毎回発音の確認をしておくこと。また、教
科書中の練習問題に関しては授業中に予習範囲を具体的に指示する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
平常点50%、定期試験50%の総合評価とする。
なお、授業運営の都合上、毎回出欠の確認をとる。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス、アルファベット
第２回　ドイツ語の発音
第３回　動詞の現在人称変化
第４回　ドイツの都市事情
第５回　名詞の性
第６回　ドイツのパン
第７回　不規則動詞の人称変化
第８回　名詞の複数形
第９回　アウトバーン
第10回　不規則動詞の現在人称変化
第11回　名詞の複数形
第12回　名詞の3格
第13回　ドイツの自動車産業
第14回　前置詞と名詞の格
第15回　副文
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
受講者数等の事情により授業予定は若干変更になる場合もある。その場合
は授業中に指示する。

・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should maximize their exposure to English outside of class through 
activities such as reading and watching movies in English.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
0時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Class Participation and Behavior 100%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Orientation
第２回　Let's Talk Getting Started Unit
第３回　Let's Talk Unit 1A - Let's get to know eachother!
第４回　Let's Talk Unit 2A - What do they look like?
第５回　Let's Talk Unit 2B - Your personality
第６回　Let's Talk Unit 3A - What are your interests?
第７回　Let's Talk Unit 3B - What sports do you like?
第８回　Let's Talk Unit 4A - Families
第９回　Let's Talk Unit 4B - Friends
第10回　Let's Talk Unit 5A - Shopping and clothing
第11回　Let's Talk Unit 5B - Saving and spending
第12回　Let's Talk Unit 6A - How was your trip?
第13回　Let's Talk Unit 6B - Travel near and far
第14回　Let's Talk Unit 7A - Eating out
第15回　English Workshop
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
All students must buy a NEW textbook.
All students must bring an English dictionary to every class.

講義コード（Course Code） 101215N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101215

授 業 名（Course Title） 英会話（中級）
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Eric　Hail
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Let’s Talk 1 （2nd Edition）』　L. Jones　
Cambridge University Press　2008

参考文献（References）
備 考（Note） 英語英文学科は履修できない

１．科目の教育目標（Course Description）
The focus of this course is the improvement of the oral communicational 
abilities of the students. However, the development of the students’ listening, 
writing and reading skills will also be addressed.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will be expected to participate in a variety of activities in pairs 
and groups interacting in English. In-class tasks will include speaking, 
listening reading and writing tasks. Students must participate actively in 
class activities and fulfill homework requirements.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Students will learn how to use simple sentence structures through listening 
activities and pair work conversational practice. Students will be encouraged 
to provide their own ideas to extend conversation beyond given topics.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should maximize their exposure to English outside of class through 
activities such as reading and watching movies in English.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
0時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Class Participation and Behavior 100%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Orientation
第２回　Let's Talk Unit 7B - Food around the world
第３回　Let's Talk Unit 8A - Lets see a movie!
第４回　Let's Talk Unit 8B - Whats on TV tonight?
第５回　Let's Talk Unit 9A - A healthy lifestyle
第６回　Let's Talk Unit 9B - Sleep and dreams
第７回　Let's Talk Unit 10A - Improve your memory
第８回　Let's Talk Unit 10B - Good advice
第９回　Let's Talk Unit 11B - Plenty to do
第10回　Let's Talk Unit 12A - Holidays
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講義コード（Course Code） 101232N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101232

授 業 名（Course Title） ドイツ語Ⅲ
本格的なドイツ語を学ぶ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 小川　光
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『Deutsch le rnen  Deu t sch land 
kennenlernen［3.，neu bearbeitete Aus-
gabe]』　信岡資生　三修社　
辞書は、担当者が経験から薦められるも
のを授業において伝える。

参考文献（References）

備 考（Note）
「ドイツ語II」を履修済み又はそれと同程
度のドイツ語学力を有すること H27以前
入学生用　教務委員会が定める年度まで
開講

別紙

講義コード（Course Code） 101233N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101233

授 業 名（Course Title） ドイツ語Ⅳ
ドイツ語で自己表現をしてみよう

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 小川　光
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『Deutsch le rnen  Deu t sch land 
kennenlernen［3.，neu bearbeitete Aus-
gabe]』　信岡資生　三修社　
辞書は、担当者が経験から薦められるも
のを授業において伝える。

参考文献（References）

備 考（Note）
「ドイツ語III」を履修済み又はそれと同程
度のドイツ語学力を有すること H27以前
入学生用　教務委員会が定める年度まで
開講

別紙

講義コード（Course Code） 101231N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101231

授 業 名（Course Title） ドイツ語Ⅱ
ドイツのことばと文化

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 青木　三陽
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期後半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『ドイツ語の時間　恋するベルリン』　清
野智昭　朝日出版社　20017

参考文献（References） 授業中に指示する

備 考（Note） 「ドイツ語I」を履修済み又はそれと同程
度のドイツ語学力を有すること

１．科目の教育目標（Course Description）
読み物・作文、やさしい会話、ビデオ教材の使用などを通じてドイツ語を
話す人々の文化や思考法を学ぶ。 
また、初級文法の知識を身につけつつ、ドイツ語の文章を正確に読めるよ
うになることを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.教科書の内容に沿った文法課題
2.教科書、配布物による文章読解、作文
3.視聴覚教材によるドイツ文化の学習
4.ペア・グループワークによるドイツ語会話やディスカッション、またその
練習成果としての口頭発表
３．教育・学習の方法（Course Methods）
使用教科書の本文は全て二人の人物の会話で成り立っているため、付属の
視聴覚教材を利用しつつ、コミュニケーションの手段としてのドイツ語の
有機的な学習を目指す。これはペアワーク・グループワークが主な手段と
なる。同時に講師による文法項目の解説とそれに続く練習問題により、個
別の読解力を養う。いずれにしても積極的な授業参加態度が必要不可欠で
ある。 　
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
教科書付属の視聴覚教材を用いて毎回発音の確認をしておくこと。また、教
科書中の練習問題に関しては授業中に予習範囲を具体的に指示する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
平常点50%、定期試験50%の総合評価とする。
なお、授業運営の都合上、毎回出欠の確認をとる。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ドイツの交通事情
第２回　人称代名詞の3・4格
第３回　再帰代名詞と再帰動詞
第４回　名詞の2各
第５回　ドイツの医療制度
第６回　定冠詞類
第７回　不定冠詞類
第８回　否定冠詞
第９回　書店と「マンガ」
第10回　zu不定詞句
第11回　分離動詞
第12回　話法の助動詞
第13回　未来形
第14回　ドイツの美容院
第15回　今期のまとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
受講者数等の事情により授業予定は若干変更になる場合もある。その場合
は授業中に指示する。
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体で覚えなければならないのです。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業への参加度（出席および練習問題）と定期試験の成績をもとに総合
的に評価します。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　発音Ⅰ　基本母音と子音・綴り字の読み方の規則①
フランス語綴り字は見たとおりには読まない！

第２回　発音Ⅱ　　　　　　　　　綴り字の読み方の規則②
フランス語特有の音楽とは（リズム・アクセント・イントネーショ
ン）？　

第３回　第１課　名詞・形容詞・冠詞
第４回　同上　（練習問題と仏文和訳と和文仏訳を行います。原則とし

て一つの課を２回で学習します。）
第５回　第２課　動詞の直説法現在　英語は動詞活用がきわめて簡略化

された言語ですが、フランス語は古くからの活用を保存しているの
で、英語に比べるとかなり複雑です！

第６回　第３課　部分冠詞　フランス語には英語よりも多くの冠詞があ
る！

第７回　同上（練習問題と仏文和訳と和文仏訳を行います。）
第８回　第４課　比較構文　英語とフランス語はよく似ているので、英

語からの類推はかなり有効です。比較構文は英語と基本的に同じ（し
かもより簡単）！

第９回　同上（練習問題と仏文和訳と和文仏訳を行います。）
第10回　第５課　複合過去　英語の現在完了とは似て非なるもの！似て

いてもかなり違うことがあるので要注意！
第11回　同上（練習問題と仏文和訳と和文仏訳を行います。）
第12回　第６課　命令法　英語からの類推が有効なケースです。命令法

も英語とほぼ同じ。
第13回　同上（練習問題と仏文和訳と和文仏訳を行います。）
第14回　第７課　代名動詞　英語の再帰動詞がフランス語では大活躍し

ますが、それはなぜ？
第15回　同上（練習問題と仏文和訳と和文仏訳を行います。）
６．定期試験（Final Exam）
あり（第16回目に実施）　・持込不可
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 101235A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101235

授 業 名（Course Title） フランス語ⅡＡ
初級フランス語

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 田中　敏彦
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期後半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『新初等フランス語教本《文法編》』　京都
大学フランス語教室編　白水社　５訂版

参考文献（References） 『プチ・ロワイヤル仏和辞典』　倉方秀憲
ほか　旺文社　2010年第4版

備 考（Note） 「フランス語I」履修済み又はそれと同程
度のフランス語学力を有すること。

講義コード（Course Code） 101235B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101235

授 業 名（Course Title） フランス語ⅡＢ
初級フランス語

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 田中　敏彦
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期後半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『新初等フランス語教本《文法編》』　京都
大学フランス語教室編　白水社　５訂版

参考文献（References） 『プチ・ロワイヤル仏和辞典』　倉方秀憲
ほか　旺文社　2010年第4版

備 考（Note） 「フランス語I」履修済み又はそれと同程
度のフランス語学力を有すること。

講義コード（Course Code） 101234A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101234

授 業 名（Course Title） フランス語ⅠＡ
フランス語初級

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 田中　敏彦
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期前半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『新初等フランス語教本《文法編》』　京都
大学フランス語教室編　白水社　５訂版

参考文献（References） 『プチ・ロワイヤル仏和辞典』　倉方秀憲
ほか　旺文社　最新版

備 考（Note）

講義コード（Course Code） 101234B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101234

授 業 名（Course Title） フランス語ⅠＢ
フランス語初級

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 田中　敏彦
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期前半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『新初等フランス語教本《文法編》』　京都
大学フランス語教室編　白水社　５訂版

参考文献（References） 『プチ・ロワイヤル仏和辞典』　倉方秀憲
ほか　旺文社　最新版

備 考（Note）

講義コード（Course Code） 101234C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101234

授 業 名（Course Title） フランス語ⅠＣ
フランス語初級

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 田中　敏彦
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期前半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『新初等フランス語教本《文法編》』　京都
大学フランス語教室編　白水社　５訂版

参考文献（References） 『プチ・ロワイヤル仏和辞典』　倉方秀憲
ほか　旺文社　最新版

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
新しい外国語を学ぶことは、多大な努力と時間を要することですが、英語
以外の視野と情報源を新しく獲得することになり、大げさに言うと、これ
からの人生を左右する程の意味をもつことになります。必要十分な文法事
項を詰め込んだ教科書（この教科書は一生使えます）を使用して、半年間
で「知的道具としてのフランス語」の基礎を習得してもらうことを目標にし
ます。同時に、「言語としてのフランス語」の観点から、日本語や英語と比
較しながら、フランス語文法のしくみを解説します。会話・コミュニケー
ションでつかう「意思疎通の道具としてのフランス語」についても適宜お
話するつもりです。　
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
フランス語の基礎である、発音・綴り字の読み方など音声的側面と、冠詞
の用法や動詞活用変化などの文法的側面を、同じほど重視しながら学習し
ます。開始後の最初の山は綴りの読み方です。ローマ字式の読み方や英語
風の読み方とは異なった、フランス語の綴り字の読み方のルールを覚える
必要があります。後半の山場は、英語に比べると複雑な動詞の活用です。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業以外にラジオ講座・テレビ講座の視聴することを強くすすめておきま
す。言語は頭で理解すると同時に体で覚える必要があるので、できるだけ
フランス語に接する機会をふやすことがたいせつです。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
教科書に載っている練習問題の予習・復習にまずは努力しましょう。語学
の上達法は毎日すこしづつ身につけるということで、この点スポーツとよ
く似ています。他の教科の勉強とは違います。理解するだけでは不十分で、
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６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 101236N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101236

授 業 名（Course Title） フランス語Ⅲ
フランス語中級

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 野田　四郎
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『De Concert 1』　大阪日仏センター　朝
日出版　1992

参考文献（References）

備 考（Note）
「フランス語II」履修済み又はそれと同程
度のフランス語学力を有すること。 H27
以前入学生用　教務委員会が定める年度
まで開講

１．科目の教育目標（Course Description）
フランス語III（中級）を受講する者は、すでにフランス語II（初級）を終
えている場合、もしくは初級修了と同じ程度のフランス語学力を有するこ
とを前提としている。勿論、「言語はまずコミュニケーションの手段として
存在する」という基本的考えは、その学習対象の難易度いかんにかかわら
ず通用する命題である。そこで、初級の基礎学習より一歩踏み込んで、自
らの考え・意見をフランス語で表現する力、更に生のフランス語を聞き取
り、理解する能力、即ちコミュニケーションを行う能力を育むことを目指
す。また、同時に、一つのジャンルにとらわれることなく、多種多様なる
分野から随時適切な文献を選択し、読解能力を培い、文法上の知識、作文
能力なども強化することを目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．フランス語を能動的に使えるように、発音訓練も含めて、会話能力を
つける。 
２．ある程度長い文章を採り上げながら、フランス語の文章構造を分析す
ると同時に、初級より多少高度な文法を学ぶ。 
３．自分の意見をフランス語で述べることができるように、ある程度長い
文章を作成する。 
４．フランス人が普通にしゃべっている言葉を耳で聞いて理解する聴解能
力をつける。 
５．各課の最初にある会話を、クラスの全員が二人一組となり、「ロールプ
レイ」形式で練習することで、正しい発音とイントネーションを学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　視聴覚教材をできるだけ活用して、フランス語を能動的に使う訓練を行
う。動詞活用表と仏和辞典は各自、必ず購入すること。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
①　週1回のクラスであることから、必ず自宅で予習・復習をすること。 
②　フランス語の発声方法を教えるので、自宅で発声訓練を行うこと。 
③　使用するテキストに含まれる練習問題は、事前に予習しておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業での課題に対する積極的参加の度合い（30％）、「まとめテスト」（70％）
として評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　第１課：窓口にて
人物の説明

第２回　第１課：こちらは「どなた」ですか
第３回　第３課：あいさつ

挨拶と人の紹介
第４回　第３課：公共の場所・定冠詞・動詞（行く）
第５回　第７課：小さな町

場所・位置関係の表現
第６回　第７課：町の建物・指示形容詞
第７回　第８課：ぼくの両親の家

所有の表現
第８回　第８課：家・部屋・家族
第９回　第８課：所有形容詞
第10回　第１０課：道に迷ったら/　道を尋ねるったら
第11回　第１０課：地下鉄に乗る
第12回　第１２課：水道の修理時の表現

講義コード（Course Code） 101235C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101235

授 業 名（Course Title） フランス語ⅡＣ
初級フランス語

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 田中　敏彦
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期後半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『新初等フランス語教本《文法編》』　京都
大学フランス語教室編　白水社　５訂版

参考文献（References） 『プチ・ロワイヤル仏和辞典』　倉方秀憲
ほか　旺文社　2010年第4版

備 考（Note） 「フランス語I」履修済み又はそれと同程
度のフランス語学力を有すること。

１．科目の教育目標（Course Description）
新しい外国語を学ぶことは、多大な努力と時間を要することですが、英語
以外の視野と情報源を新しく獲得することになり、大げさに言うと、これ
からの人生を左右する程の意味をもつことになります。必要十分な文法事
項を詰め込んだ教科書（この教科書は一生使えます）を使用して、半年間
で「知的道具としてのフランス語」の基礎を習得してもらうことを目標にし
ます。同時に、「言語としてのフランス語」の観点から、日本語や英語と比
較しながら、フランス語文法のしくみを解説します。会話・コミュニケー
ションでつかう「意思疎通の道具としてのフランス語」についても適宜お
話するつもりです。　
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
フランス語の基礎である、発音・綴り字の読み方など音声的側面と、冠詞の
用法や動詞活用変化などの文法的側面を、同様に重視して学習します。開
始後の最初の山は綴りの読み方です。ローマ字式の読み方や英語風の読み
方とは異なった、フランス語の綴り字の読み方のルールを覚える必要があ
ります。後半の山場は、英語に比べると複雑な動詞の活用です。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業以外にラジオ講座・テレビ講座の視聴することを強くすすめておきま
す。言語は頭で理解すると同時に体で覚える必要があるので、できるだけ
フランス語に接する機会をふやすことがたいせつです。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
教科書に載っている練習問題の予習・復習にまずは努力しましょう。語学
の上達法は毎日すこしづつ身につけるということで、この点スポーツとよ
く似ています。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業への参加度（出席および練習問題）と定期試験の成績をもとに総合的
に評価します。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　試験（1時間）と解説（30分・答え合わせおよび説明）
第２回　第８課　直説法半過去・大過去　これ以後新しい動詞活用が次

から次へと出てきます。活用には一定のルールがあるので、見かけ
ほど覚えるのは難しくはありません！

第３回　同上
第４回　第９課　単純未来・前未来　英語は助動詞を使って未来を表現

しますが、フランス語は独立した未来形の活用をもっています。
第５回　同上
第６回　第10課　疑問代名詞・関係代名詞　疑問代名詞は関係代名詞と

しても使います。これも英語と同じです。
第７回　同上
第８回　第11課　単純過去・前過去　単純過去は歴史上や物語上の出来

事を示す活用形で、これを知らずに小説は読めません！
第９回　同上
第10回　第12課　条件法　条件法とは、直接法の過去未来が転じて、事

実とは異なる動作・状態を表現するようになったものです。これで
非現実の世界を表現します。

第11回　同上
第12回　第13課　接続法現在・過去　接続法は英語にもあります。仮定

法現在と呼ばれているものです。しかし英語には本来の接続法の断
片しか残っていません。

第13回　同上　フランス語には古くからの接続法の全体が残っています。
第14回　予備　余裕があればシャンソンの名曲を聴いていただこうと

思っています。ここまでくれば「愛の賛歌」でも「枯葉」でも歌詞
の意味がわかります！

第15回　試験（1時間）と解説（30分・答え合わせおよび説明）
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第９回　第16課：方角の表現
第10回　第18課：履歴書

過去分詞の一致
第11回　第18課：関係代名詞
第12回　第18課：動詞の活用（待つ・知っている）
第13回　第19課：来週の予定

動詞の活用（ねばならない・その事を知っている）
第14回　学習内容の確認「まとめテスト」
第15回　「まとめテスト」の解答と解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
フランス語（中級）の学習は、フランス語IIIとIVでセットになっているの
で、IVを履修する者は、IIIも履修するようにして下さい。 外国語学習に
は、辞書が不可欠です。小辞典でもかまわないので、仏和辞典を必ず準備
すること。電子辞書でも可。

講義コード（Course Code） 101238N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101238

授 業 名（Course Title） フランス語Ⅴ
フランス語　中～上級

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 野田　四郎
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『新装カフェフランセ』　二コラ・ガイヤー
ル、加藤豊子　朝日出版社　2016
パリを舞台とする二人の若者による対話
（ディアローグ）やそれに続く様々な日常
の出来事を中心に展開　DVDを活用。生
徒が積極的に話す方式。

参考文献（References）

備 考（Note）
「フランス語IV」履修済み又はそれと同程
度のフランス学力を有すること。 H27以
前入学生用　教務委員会が定める年度ま
で開講

１．科目の教育目標（Course Description）
フランス語Ｖ（上級）を受講する者は、すでにフランス語IV（中級）を終
えているいる場合、あるいは中級修了と同じ程度のフランス語学力を有す
ることを前提としている。勿論、「言語はまずコミュニケーションの手段と
して存在する」という基本的考えは、その学習対象の難易度いかんにかか
わらず通用する命題である。そこで、このクラスでは、とりわけ実践的フ
ランス語の運用能力を習得することを目指す。具体的には、生のフランス
語を聞き取り、理解する能力を育むと共に、自らの考え・意見を簡単なフ
ランス語で表現することができるレベルを目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．フランス人が普通にしゃべっている言葉を聞いて理解する訓練を行う。 
２．自分が欲しい情報を得る、あるいは相手に情報を与える表現の練習。更
に、自分が置かれたある状況において反応する、あるいは相手との情報交
換をするといった具体的訓練をする。 
３．実際にフランスに行ったとき、日常生活で最低限必要なことを、他人
に頼らず自分一人で出来るようになることを目指す。 
４．各課に、フランス人の日常生活を採り上げたスケッチがあるので、ク
ラス全員が二人一組となり、「ロールプレイ」形式で練習することにより、
正しい発音とイントネーションを学ぶ。また、実際にフランス語圏へ行っ
た際、役に立つ口語表現を習得する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　視聴覚教材を積極的に取り入れ、活用して、フランス語を自分の言葉とし
て話す訓練を行う。他方において、補助教材も随時選択し、使用する。受
講生にとって、中級からの移行がスムーズに行われるよう、難易度的には
中級のテキストと比べ、それほど大きな相違がないよう心掛ける。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
①　週1回のクラスでは、外国語の習得とりわけ上級では限界があるので、
必ず自宅で予習・復習をすること。 
②　フランス語の発音及び発生訓練を自宅で続けること。 
③　フランス語の録音されたCDを日常的に聴いて、フランス語の音色に耳
を慣らす訓練を行うこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業での課題に対する積極的参加の度合い（30％）、授業内の「まとめテス
ト」（70％）として評価する。

第13回　第１２課：月・日付・疑問文の作り方
第14回　学習内容の確認「まとめテスト」
第15回　「まとめテスト」の解答と解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
外国語学習には、辞書が不可欠です。小辞典でもかまわないので、仏和辞
典を必ず準備すること。電子辞書でも可。

講義コード（Course Code） 101237N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101237

授 業 名（Course Title） フランス語Ⅳ
フランス語中級

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 野田　四郎
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『De Concert 1』　大阪日仏センター　朝
日出版　1992

参考文献（References）

備 考（Note）
「フランス語III」履修済み又はそれと同程
度のフランス学力を有すること。 H27以
前入学生用　教務委員会が定める年度ま
で開講

１．科目の教育目標（Course Description）
　フランス語IV（中級）を受講する者は、すでにフランス語II（初級）を
終えている場合、もしくは初級修了と同じ程度のフランス語学力を有するこ
とを前提としている。勿論、「言語はまずコミュニケーションの手段として
存在する」という基本的考えは、その学習対象の難易度いかんにかかわら
ず通用する命題である。そこで、初級の基礎学習より一歩踏み込んで、自
らの考え・意見をフランス語で表現する力、更に生のフランス語を聞き取
り、理解する能力、即ちコミュニケーションを行う能力を育むことを目指
す。また、同時に、一つのジャンルにとらわれることなく、多種多様なる
分野から随時適切な文献を選択し、読解能力を培い、文法上の知識、作文
能力なども強化することを目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．フランス語を能動的に使えるように、発音訓練も含めて、会話能力を
つける。 
２．ある程度長い文章を採り上げながら、フランス語の文章構造を分析す
ると同時に、初級より多少高度な文法を学ぶ。 
３．自分の意見をフランス語で述べることができるように、ある程度長い
文章を作成する。 
４．フランス人が普通にしゃべっている言葉を耳で聞いて理解する聴解能
力をつける。 
５．各課の最初にある会話を、クラス全員が二人一組となり、「ロールプレ
イ」形式で練習することにより、正しい発音とイントネーションを学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
視聴覚教材をできるだけ活用して、フランス語を能動的に使う訓練を行う。
なお、動詞活用表と仏和辞典は各自、必ず購入すること。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
①　週1回のクラスであることから、必ず自宅で予習・復習をすること。 
②　フランス語の発声方法を教えるので、自宅での発声訓練を継続するこ
と。 
③　使用するテキストに含まれる練習問題は、事前に予習しておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業での課題に対する積極的参加の度合い（30％）、「まとめテスト」（70％）
として評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　第13課：遅刻です
etreを伴う動詞・複合過去

第２回　第13課：否定疑問文に対する肯定の答え
第３回　第13課：動詞の活用（出発する・～時間をかける）
第４回　第15課：お菓子を作ろう

素材の表現
第５回　第15課：動詞の活用（終える）
第６回　第15課：不定冠詞・部分冠詞・定冠詞
第７回　第16課：天気予報

国名につく前置詞
第８回　第16課：天気に関する表現
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て話す訓練を行う。他方において、補助教材も随時選択し、使用する。受
講生にとって、中級からの移行がスムーズに行われるよう心がける。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
①　週1回のクラスでは、外国語の習得とりわけ上級では限界があるので、
必ず自宅で予習・復習をすること。 ②　フランス語の発音及び発声訓練を
自宅で続けること。 ③　フランス語の録音されたテープを日常的に聴いて、
フランス語の音色に耳を慣らす訓練を行うこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業での課題に対する積極的参加の度合い（30％）、授業内の「まとめテス
ト」（70％）として評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　第8課：「お勘定おねがいします」（スケッチ）、ロールプレイと
発音練習、応用練習／会話（応用編）と関連文法

第２回　第8課：応用と練習問題
第３回　「復習とまとめ」５課～８課
第４回　第９課：「どこにお出かけですか」（スケッチ）、ロールプレイ

と発音練習、応用練習／会話（応用編）と関連文法
第５回　第９課：応用と練習問題
第６回　第10課：「レジは、奥の左手にあります」（スケッチ）、ロール

プレイと発音練習、応用練習／会話（応用編）と関連文法
第７回　第10課：応用と練習問題
第８回　第11課：「部屋数３つのアパートを探しています」（スケッチ）、

ロールプレイと発音練習、応用練習／会話（応用編）と関連文法
第９回　第11課：応用と練習問題
第10回　第12課：「B棟はどこですか」（スケッチ）、ロールプレイと発

音練習、応用練習／会話（応用編）と関連文法
第11回　第12課：応用と練習問題
第12回　第13課：「シリル、出かける用意できた？」（スケッチ）、ロー

ルプレイと発音練習、応用練習／会話（応用編）と関連文法
第13回　第13課：応用と練習問題
第14回　学習内容の確認「まとめテスト」
第15回　「まとめテスト」の解答と解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
フランス語上級のクラスは、フランス語ＶとVIで同じテキストを継続して
活用するので、上級の履修を希望する者は、可能な限り、フランス語Ｖと
フランス語VIを履修する方が望ましい。外国語学習には、辞書が不可欠で
す。仏和辞典（できれば中辞典）、あるいは電子辞書のどちらかを必ず準備
すること。学生一人一人の積極的参加が求められます。

講義コード（Course Code） 101240A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101240

授 業 名（Course Title） スペイン語ⅠＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 安藤　幸治
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期前半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Plaza Amigos　Espanol para hablar I』　
青砥清一　他　朝日出版社　2011

参考文献（References） 『スペイン語ミニ辞典　西和+和西』　宮
本　博司　白水社　2003

備 考（Note）

講義コード（Course Code） 101240B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101240

授 業 名（Course Title） スペイン語ⅠＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 安藤　幸治
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期前半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Plaza Amigos　Espanol para hablar I』　
青砥清一　他　朝日出版社　2011

参考文献（References） 『スペイン語ミニ辞典　西和+和西』　宮
本　博司　白水社　2003

備 考（Note）

５．授業予定（Course Schedule）
第１回　第１課：自己紹介（スケッチ）、ロールプレイと発音練習／会

話（応用編）と関連文法
第２回　第１課：応用と練習問題
第３回　第２課：「フランス語は話せますか」（スケッチ）、ロールプレ

イと発音練習、応用練習／会話（応用編）と関連文法
第４回　第２課：応用と練習問題
第５回　第３課：　「あなたのお名前は」（スケッチ）、ロールプレイと

発音練習、応用練習／会話（応用編）と関連文法
第６回　第３課：応用と練習問題
第７回　第４課：「この人は女優です。何と美しい人でしょう・・」（ス

ケッチ）、ロールプレイと発音練習、応用練習／会話（応用編）と関
連文法

第８回　第４課：応用と練習問題
第９回　１課から４課までの「復習とまとめ」
第10回　第５課：「彼女には子供が７人います」（スケッチ）、ロールプ

レイと発音練習、応用練習／会話（応用編）と関連文法
第11回　第５課：応用と練習問題
第12回　第６課：「誕生日おめでとう」（スケッチ）、ロールプレイと発

音練習、応用練習／会話（応用編）と関連文法
第13回　第６課：応用と練習問題
第14回　学習内容の確認「まとめテスト」
第15回　「まとめテスト」の解答と解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
フランス語（上級）の学習は、フランス語ＶとVIがセットになっているの
で、Ｖを履修する者は、VIも履修するようにして下さい。外国語学習には、
辞書が不可欠です。仏語辞典（できれば中辞典）、あるいは電子辞書のどち
らかを必ず準備すること。学生一人一人の積極的参加が求められるので、そ
のつもりで選択してください。

講義コード（Course Code） 101239N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101239

授 業 名（Course Title） フランス語Ⅵ
フランス語上級

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 野田　四郎
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『新装カフェフランセ』　二コラ・ガイヤー
ル、加藤豊子　朝日出版社　2016
パリを舞台とする二人の若者による対話
（ディアローグ）やそれに続く様々な日常
の出来事を中心に展開。　DVDを活用。

参考文献（References）

備 考（Note）
「フランス語V」履修済み又はそれと同程
度のフランス学力を有すること。 H27以
前入学生用　教務委員会が定める年度ま
で開講

１．科目の教育目標（Course Description）
　フランス語VI（上級）を受講する者は、すでにフランス語IV（中級）を
終えている場合、あるいは中級修了と同じ程度のフランス語学力を有する
ことを前提としている。勿論、「言語はまずコミュニケーションの手段とし
て存在する」という基本的考えは、その学習対象の難易度いかんにかかわ
らず通用する命題である。そこで、このクラスでは、とりわけ実践的フラ
ンス語の運用能力を習得することを目指す。具体的には、生のフランス語
を聞き取り、理解する能力を育むと共に、自らの考え・意見を簡単なフラ
ンス語で表現することができるレベルを目指しましょう。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．フランス人が普通にしゃべっている言葉を聞いて理解する訓練を行う。
２．自分が欲しい情報を得る、あるいは相手に情報を与える表現の練習。更
に、自分が 置かれたある状況において反応する、あるいは相手との情報交
換をするといって具体的訓練をする。
３．実際にフランスに行ったとき、日常生活で最低限必要なことを、他人
に頼らず自分一人でできるようになることを目指す。
４．各課に、フランス人の日常生活を採り上げたスケッチがあるので、ク
ラス全員が二人一組となり、「ロールプレイ」形式で練習することにより、
正しい発音とイントネーションを学ぶ。また、実際にフランス語圏へ行っ
た際、役に立つ口語表現を習得する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
視聴覚教材を積極的に取り入れ、活用して、フランス語を自分の言葉とし
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１．科目の教育目標（Course Description）
スペイン語の基礎文法を学び、スペイン語検定5級合格程度の力をつける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
スペイン語の文章を音読する。
初歩的な会話表現を習得する。
基礎文法（直説法現在）を習得する。
スペイン語圏の文化について学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
教科書の各課ごとに対話文、文法解説、語彙、練習問題があり、
担当教員による解説後、課題に取り組む。具体的には本文の解釈及ぶ音読、
文法事項及び語彙の習得、さらに練習問題、実戦練習に取り組む。
実際に声に出して定着を図る際にはペアワークを行う。
これらの繰り返しにより各事項の定着を試みる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各課の新出単語を事前に辞書で調べる。
前回の授業で学んだ内容を再度定着させる。
教科書の付属ＣＤでの聞き取り、及び音読を行う。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
各課ごとに行う小テスト４０％、期末テスト６０％で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　第７課　-ar動詞の直説法現在
第２回　第７課　疑問詞・前置詞
第３回　第８課　-er動詞の直説法現在
第４回　第８課　-ir動詞の直説法現在
第５回　第９課　動詞quererの直説法現在
第６回　第９課　動詞poderの直説法現在
第７回　第１０課　動詞hacerの直説法現在
第８回　第１０課　動詞tenerの直説法現在
第９回　第１０課　基数
第10回　第１１課　動詞irの直説法現在
第11回　第１１課　動詞venirの直説法現在
第12回　第１２課　動詞darの直説法現在
第13回　第１２課　動詞saberの直説法現在
第14回　第１２課　目的格人称代名詞
第15回　これまでの復習
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 101242N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101242

授 業 名（Course Title） スペイン語Ⅲ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） ｼﾙﾋﾞｱ　ﾊﾞﾘｵｽ 木野
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 『Ambar』　高松英樹　弘学社　2013
参考文献（References）

備 考（Note）
「スペイン語Ⅱ」履修済み又はスペイン
語検定４級程度の理解力を有すること。 
H27以前入学生用　教務委員会が定める
年度まで開講

１．科目の教育目標（Course Description）
スペイン語の学習を通して、ヨーロッパだけではなく、中南米を含むラテン
文化に親しむ事は、今日の国際化時代に応じるためにも、望ましい事でしょ
う。　他民族のものの考え方、生き方少しでも理解していくことは、大学
に於ける語学教育としては非常に大切な事であると思います。人間として
の視野を広げ、他の人、他の民族をよりよく理解できる人間となって、彼
らとのコミュニケーションを深める事により、自分自身が豊かになると同
時に、社会に何らかの貢献ができるー助となる事を願っています。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
スペイン人が普通にしゃべっている言葉を聞いて理解します。自分が欲し
い情報を得る、あるいは相手との情報交換をするといった具体的な練習を
します。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
スペイン語の教科書に書かれている重要なポイントをまとめつつ、質問形
式で受講者に答えてもらいます。考え易いように、ヒントが与えられます。
授業では、小テストを実施するので必ず前回授業の復習をしておくこと。

１．科目の教育目標（Course Description）
スペイン語の基礎文法を学び、スペイン語検定5級合格程度の力をつける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
スペイン語の文章を音読する。
初歩的な会話表現を習得する。
基礎文法（直説法現在）を習得する。
スペイン語圏の文化について学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
教科書の各課ごとに対話文、文法解説、語彙、練習問題があり、
担当教員による解説後、課題に取り組む。具体的には本文の解釈及ぶ音読、
文法事項及び語彙の習得、さらに練習問題、実戦練習に取り組む。
実際に声に出して定着を図る際にはペアワークを行う。
これらの繰り返しにより各事項の定着を試みる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各課の新出単語を事前に辞書で調べる。
前回の授業で学んだ内容を再度定着させる。
教科書の付属ＣＤでの聞き取り、及び音読を行う。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
各課ごとに行う小テスト４０％、期末テスト６０％で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　第1課　アルファベット　
第２回　第1課　母音、子音、アクセント
第３回　第２課　名詞
第４回　第２課　冠詞
第５回　第３課　形容詞
第６回　第３課　指示詞
第７回　第４課　主語　
第８回　serの直説法現在
第９回　第４課　疑問文と否定文
第10回　第５課　estarの直説法現在
第11回　第５課　serとestarの比較
第12回　第５課　所有詞
第13回　第６課　hayの用法
第14回　第６課　estarとhayの比較
第15回　第６課　時刻・曜日・月日の表現
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 101241A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101241

授 業 名（Course Title） スペイン語ⅡＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 安藤　幸治
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期後半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Plaza Amigos　Espanol para hablar I』　
青砥清一　他　朝日出版社　2011

参考文献（References） 『スペイン語ミニ辞典　西和+和西』　宮
本　博司　白水社　2003

備 考（Note） 「スペイン語I」履修済み又はそれと同程
度のスペイン語学力を有すること。

講義コード（Course Code） 101241B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101241

授 業 名（Course Title） スペイン語ⅡＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 安藤　幸治
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期後半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Plaza Amigos　Espanol para hablar I』　
青砥清一　他　朝日出版社　2011

参考文献（References） 『スペイン語ミニ辞典　西和+和西』　宮
本　博司　白水社　2003

備 考（Note） 「スペイン語I」履修済み又はそれと同程
度のスペイン語学力を有すること。
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・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業への参加点、小テスト、提出物をまとめて平常点として50％、期末テ
ストの結果を50％で計算する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　1.復習、直説法現在interesar,dejar,quedar
第２回　2.Interesar,dejar,quedarの活用と用法趣味と仕事
第３回　3.比較活用、poder, querer の用法
第４回　4.empezar a, ir a、　物語、ejercicios
第５回　5.直説法点過去（完了過去）再帰動詞
第６回　6.点過去、中性定冠詞　LO、受動態
第７回　7.直説法線過去（不完了過去）受動態
第８回　8.無主語文、副詞、不定語と否定後
第９回　9.無人称文、関係詞、現在分詞
第10回　10過去分詞の語形と用法　ejercicios
第11回　11.規則動詞、過去完了の活用と用法　ejercicios
第12回　12.丁寧表現、買い物に行く
第13回　13.動詞未来活用と用法、占い　ejercicios
第14回　14.規則動詞命令活用
第15回　15.接続法現在活用、否定命令
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 101244A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101244

授 業 名（Course Title） 朝鮮語ⅠＡ
学んだことは使える！

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 金　美仙
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期前半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『韓国語 初級でアクティビティ！』　金美
華・金美仙　ことばの森　近刊

参考文献（References）
備 考（Note）

講義コード（Course Code） 101244B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101244

授 業 名（Course Title） 朝鮮語ⅠＢ
学んだことは使える！

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 金　美仙
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期前半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『韓国語 初級でアクティビティ！』　金美
華・金美仙　ことばの森　近刊

参考文献（References）
備 考（Note）

講義コード（Course Code） 101244C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101244

授 業 名（Course Title） 朝鮮語ⅠＣ
学んだことは使える！

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 金　美仙
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期前半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『韓国語 初級でアクティビティ！』　金美
華・金美仙　ことばの森　近刊

参考文献（References）
備 考（Note）

CDの聞き取りも必要です。
毎回の授業では、次回授業で取り上げる内容を指示するのでテキストの該
当箇所を事前に読んでおくこと。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
付属学生ノートはAmbarと連動した補助教材です。授業の前に学生ノート
にひととおり目を通し、何か書いてあるかを見て下さい。練習問題として
宿題を出します。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業への参加点、小テスト、提出物をまとめて平常点として50％、期末テ
ストの結果を50％で計算する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　1.すでに知っているスペイン語のことば
第２回　2.自己紹介、挨拶、国名と国名形容詞
第３回　3.動詞と場所の副詞、ejercicios.
第４回　4.スペイン料理の解説、Tener動詞の活用と用法
第５回　5.旅行と私、季節、人の状態を表す形容詞Ejercicios
第６回　6.不規則動詞の活用と用法、時刻の表し方Ejercicios
第７回　7.不規則動詞の活用と用法、Hay。
第８回　8.否定文、疑問文、感嘆文Ejercicios
第９回　9.体調表現、不規則動詞の活用Ejercicios.
第10回　10.条件文　Ejercicios
第11回　11.その他の-IR型不規則動詞
第12回　12.等位接続詞、Ejercicios
第13回　13.前置詞の用法、Ejercicios
第14回　14.規則動詞未来の活用と用法、接続詞Ejercicios
第15回　15．接続法命令Ejercicios
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
　本コースのⅢⅣとは、ⅠⅡコースとは異なり学習者は実際的なコミュニ
ケーションの場にスペイン語が話せる現場を想定している。 
　それはクラスにおけるデイスカッションであったり、指導教員との面接
場面であったりします。

講義コード（Course Code） 101243N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101243

授 業 名（Course Title） スペイン語Ⅳ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） ｼﾙﾋﾞｱ　ﾊﾞﾘｵｽ 木野
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 『Ambar』　高松英樹　弘学社　2013

参考文献（References） 『スペイン語語彙練習帳』　GIDE　朝日出
版社　２００８

備 考（Note）
「スペイン語Ⅲ」履修済み又はそれと同程
度のスペイン語学力を有すること。 H27
以前入学生用　教務委員会が定める年度
まで開講

１．科目の教育目標（Course Description）
１年間で、文字と発音から始め、接続法現在の初歩までを扱う予定です。ス
ペイン・ラテンアメリカ学科の他のスペイン語科目（講読や作文、会話）と
共通のテキストを用い、密接な連携を保つ一方、同時にもう１つのテキス
トで文法の練習問題に取り組み、習ったことを実際に使いながら文法の基
礎を身につけましょう。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
スペイン人が普通にしゃべっている言葉を聞いて理解します。自分が欲し
い情報を得る、あるいは相手との情報交換をするといった具体的な練習を
します。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
スペイン語の教科書に書かれている重要なポイントをまとめつつ、質問形
式で受講者に答えてもらいます。考え易いように、ヒントが与えられます。
授業では毎回、小テストを実施するので必ず前回授業の復習をしておくこ
と。CDの聞き取りも必要です。
毎回の授業では、次回授業で取り上げる内容を指示するのでテキストの該
当箇所を事前に読んでおいて下さい。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
付属学生ノートはAmbarと連動した補助教材です。授業の前に学生ノート
にひととおり目を通し、何か書いてあるかを見て下さい。練習問題として
宿題を出します。
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講義コード（Course Code） 101245A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101245

授 業 名（Course Title） 朝鮮語ⅡＡ
学んだことは使える！

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 金　美仙
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期後半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『韓国語 初級でアクティビティ！』　金美
華・金美仙　ことばの森　近刊

参考文献（References）

備 考（Note） 「朝鮮語I」履修済み又はそれと同程度の
学力を有すること。

講義コード（Course Code） 101245B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101245

授 業 名（Course Title） 朝鮮語ⅡＢ
学んだことは使える！

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 金　美仙
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期後半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『韓国語 初級でアクティビティ！』　金美
華・金美仙　ことばの森　近刊

参考文献（References）

備 考（Note） 「朝鮮語I」履修済み又はそれと同程度の
学力を有すること。

講義コード（Course Code） 101245C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101245

授 業 名（Course Title） 朝鮮語ⅡＣ
学んだことは使える！

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 金　美仙
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期後半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『韓国語 初級でアクティビティ！』　金美
華・金美仙　ことばの森　近刊

参考文献（References）

備 考（Note） 「朝鮮語I」履修済み又はそれと同程度の
学力を有すること。

１．科目の教育目標（Course Description）
1．韓国語の運用力を獲得するための基礎力をしっかりつけます。
2．知識だけが積まれていくのではなく、学んだことは使えるようになりま
す。
2．言葉の違いを通して見えてくる文化や考え方の違いなどを理解します。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
主に語彙を覚えることになります。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
知識の説明にとどまらず、その知識が定着するように丁寧にサポートしま
す。
さらに、持ち合わせの知識のフル活用を目標にアクティビティの練習を行
います。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
第2外国語の学習の場合は、とりわけ初級レベルでは語彙を覚えることが最
大の難題と言っても過言ではありません。授業で語彙を覚える作業をある
程度サポートし、さらに課題として覚えることになります。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
小テストの平均点：80％
平常点（授業参加度）：20％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　助数詞の練習。一日の時間割や予定を言う。
第２回　語彙の練習。「～します」の表現（１）。助詞「～を」

１．科目の教育目標（Course Description）
1．韓国語の運用力を獲得するための基礎力をしっかりつけます。
2．知識だけが積まれていくのではなく、学んだことは使えるようになりま
す。
2．言葉の違いを通して見えてくる文化や考え方の違いなどを理解します。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
主に語彙を覚えることになります。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
知識の説明にとどまらず、その知識が定着するように丁寧にサポートしま
す。
さらに、持ち合わせの知識のフル活用を目標にアクティビティの練習を行
います。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
第2外国語の学習の場合は、とりわけ初級レベルでは語彙を覚えることが最
大の難題と言っても過言ではありません。授業で語彙を覚える作業をある
程度サポートし、さらに課題として覚えることになります。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
2回の小テスト（筆記と口頭）の平均点：80％
平常点（授業参加度）：20％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ハングルの成り立ちと歴史的背景
ハングル文字の仕組み
母音字母（1）
挨拶のことば

第２回　子音字母（1）
字母（1）による語彙の練習
仮名のハングル表記
挨拶のことば

第３回　母音字母（２）と子音字母（２）
字母（２）による語彙の練習
挨拶のことば

第４回　終声・パッチムのある文字と語彙の練習
発音の規則（1）：連音化
挨拶のことば

第５回　小テスト：文字と発音
第１課
語彙の練習

「～です（か）」の表現
第６回　語彙の練習。名前や身分、学年などを言う
第７回　語彙の練習。助詞「～は」と「～が」

聞き返しの「～ですか」
第８回　語彙の練習。専攻．住まい．出身を言う練習。

アクティビティ：インタビューを行い、名前や身分出身などを
聞いて記録し、報告する

第９回　語彙の練習。発音の規則（2）：激音化と濃音化。助詞「～に」
「～と」「～も」

第10回　語彙の練習。発音の規則（3）：/ｈ/の脱落及び弱化。
住まいを聞き合う：「～に住んでいます（か）」

第11回　語彙の練習。存在の表現：「います（か）/あります（か）」の
練習

第12回　存在の表現の練習。
アクティビティ：インタビューを行い、住まいや家族構成を聞
いて記録し、報告する

第13回　小テスト（筆記）を実施。復習：自己紹介と家族紹介。漢数詞
の練習

第14回　小テスト（口頭）を実施：自己紹介・家族紹介。文化紹介：韓
国の家庭

第15回　語彙の練習。漢数詞と助数詞の練習
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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いて記録し、報告する。
第８課の語彙の練習

第５回　語彙の復習。連体形の作り方及び練習。
連体形を用いたフレーズの練習

第６回　「私の夢」をテーマに作文を行い、その訂正。
第７回　「～することができる」の表現。助詞「～や」、「～か」の練習。

逆接の語尾「～が」の練習
第８回　作文（私の夢）の音読練習：発音、イントネーションなど）の

練習。
暗記して発表する

第９回　小テスト（筆記）を実施：過去形と連体形。文化紹介：秋夕に
ついて

第10回　小テスト（口頭）を実施：「私の夢」について発表。第９課の
語彙の練習

第11回　語彙の練習。「～しましょうか」の表現。誘う表現のパターン
練習

第12回　趣味について短い対話練習。
ロールプレー：相手の都合を聞いて、遊びに誘ったり、提案し
たりする。

第13回　語彙の練習。「～してください」の表現。依頼の表現のパター
ン練習

第14回　今やりたいことについて短い対話練習。
アクティビティ：インタビューを行い、好きなことや時間があ
ればしたいことなどを聞いて記録し、報告する

第15回　語彙の練習。「～しに行く」の形式の作り方及び練習。「～して
も」の形式の作り方及び練習

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 101247N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101247

授 業 名（Course Title） 朝鮮語Ⅳ
学んだことは使える！

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 金　美仙
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期後半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『韓国語 初級でアクティビティ！』　金美
華・金美仙　ことばの森　近刊

参考文献（References）

備 考（Note） 「朝鮮語III」履修済み又はそれと同程度の
学力を有すること。

１．科目の教育目標（Course Description）
1．交流会や旅行した時に簡単な意思疎通ができます。
2．言葉の違いを通して見えてくる文化や考え方の違いなどを理解します。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
語彙やその関連表現を覚えることになります。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
知識の定着をしっかり確認したうえで、持ち合わせの知識のフル活用を目
標にアクティビティの練習を行います。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業で練習した語彙やその関連表現をさらに課題として覚えることになり
ます。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
小テストの平均点：80％
平常点（授業参加度）：20％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　味に関する表現の練習。好きな料理と苦手な料理を話し合う
第２回　「～したことがありますか」の表現のパターン練習。「どうぞ～

してください」の表現のパターン練習
第３回　食べた韓国料理を紹介し合って、発表する。

アクティビティ：インタビューを行い、食べたことのある料理
を聞いたり、勧めたりして、その内容を記録して報告する

第４回　小テスト（筆記）を実施：第8課と第9課の文法及び語彙と表
現。文化紹介：韓国の家庭料理

第５回　小テスト（口頭）を実施：韓国料理について話し合い、一緒に
食べに行く会話。

第３回　週末及び一週間の過ごし方を言う。
アクティビティ：一週間の過ごし方を、最も忙しい日と暇な日
を言い分けて話し合う。

第４回　小テスト（筆記）を実施。
復習：一週間の過ごし方。漢数詞とその活用

第５回　小テスト（口頭）を実施：一週間の過ごし方。文化紹介：韓国
の祝日及び記念日

第６回　語彙の練習。固有数詞と個数の数え方
第７回　数字の言い方の練習。お金及び値段交渉の言い方
第８回　語彙の練習。買い物に使われる表現の練習
第９回　アクティビティ：買い物のロールプレーを行い、報告し合う。

第５課の語彙の予習
第10回　「～します」の表現（２）。助詞：手段の「～で」。語尾「～で

しょ？」の練習。
移動の手段及びかかる時間を表す表現「～まで～で行く」と

「～分かかります」の練習
第11回　アクティビティ：インタビューを行い、通学の手段と時間を聞

いて記録し、報告する。
第６課の語彙の予習。希望の表現「～したい」の練習

第12回　理由を表す語尾「～するから」。予定を表す表現「～するつも
りだ」。希望の表現「～してみたい」

第13回　近い未来の予定を言う。
誘ったり、勧めたりする練習。
アクティビティ：インタビューを行い、夏休みの予定を聞いて
記録し、報告する

第14回　復習：第5課と第6課。文化紹介：夏バテ防止の韓国料理
第15回　小テスト（口頭）を実施：移動の手段及びかかる時間と夏休み

の予定。
総復習

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 101246N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101246

授 業 名（Course Title） 朝鮮語Ⅲ
学んだことは使える！

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 金　美仙
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期前半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『韓国語 初級でアクティビティ！』　金美
華・金美仙　ことばの森　近刊

参考文献（References）

備 考（Note） 「朝鮮語I・II」履修済み又はそれと同程度
の学力を有すること。

１．科目の教育目標（Course Description）
1．交流会や旅行した時に簡単な意思疎通ができます。
2．言葉の違いを通して見えてくる文化や考え方の違いなどを理解します。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
語彙やその関連表現を覚えることになります。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
知識の定着をしっかり確認したうえで、持ち合わせの知識のフル活用を目
標にアクティビティの練習を行います。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業で練習した語彙やその関連表現をさらに課題として覚えることになり
ます。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
2回の小テスト（筆記と口頭）の平均点：50％
平常点（授業参加度）：50％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　復習及びガイダンス。
語彙の練習。過去形の作り方及び練習

第２回　夏休みの過ごし方の対話練習。
週末をどう過ごしたかについて対話練習

第３回　「～ですとも」の表現の練習。夏休みに行ったところやしたこ
とを表す表現の練習

第４回　アクティビティ：インタビューを行い、夏休みの過ごし方を聞
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５．授業予定（Course Schedule）
第１回　復習
第２回　道を尋ねる。（文法）
第３回　道を尋ねる。（練習問題）
第４回　道を尋ねる。（会話）
第５回　地下鉄駅にて。（文法）
第６回　地下鉄駅にて。（練習問題）
第７回　地下鉄駅にて。（会話）
第８回　タクシーに乗る。（文法）
第９回　タクシーに乗る。（練習問題）
第10回　タクシーに乗る。（会話）
第11回　約束をする。（文法）
第12回　約束をする。（練習問題）
第13回　約束をする。（会話）
第14回　小テスト・復習
第15回　復習・会話練習
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
韓国語の学習は、階段を１段ずつ上るように着実に進んでいくので、決して
欠席や遅刻をしないこと。必要性に応じて各種会話用資料等も併用します。

講義コード（Course Code） 101249N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101249

授 業 名（Course Title） 朝鮮語Ⅵ
人と文化を結ぶ橋

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 高　賛侑
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 『韓国語中級』　李昌圭　白帝社　
参考文献（References）

備 考（Note） 「朝鮮語V」履修済み又はそれと同程度の
学力を有すること。

１．科目の教育目標（Course Description）
　「朝鮮語IV・Ⅴ」を履修済み、もしくは同じ程度の学力を有する学生を対
象とします。 
　さらに高度な目標に向かって、重要な文法をすべてマスターすることが
できます。韓国旅行に行けば、自分の力でコースを選んだり、ショッピン
グを楽しんだりできるほどの会話力が身につきます。辞書さえあれば、新
聞、雑誌が読める読解力を持ち、ハングル版のネットサーフィンを楽しみ、
日記やメールを書けるようになります。また日本と朝鮮半島の歴史や文化
交流についても学びながら、両国間の橋渡し役としての役割などについて
も語り合ってみましょう。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　１．高度な文章の翻訳
　２．実践的な会話の反復練習 
　３．自分の意志を朝鮮語で書き、話す能力の向上
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　１．講義とグループ学習を併用しながら、高度な会話力の向上に重点を
置きます。 
　２．毎回、一人ずつ朝鮮語による３分間スピーチを行います。
　３．進度に応じて小テストを行います。 
　４．教材は、「韓国語中級」（李昌圭著。白帝社）。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
復習に重点を置きつつ、各課の練習問題を解いて下さい。特に宿題は必ず
提出して下さい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、定期試験（60％）、小テスト（20％）を基準としながら、授業参加
度・理解度・課題提出等（20％）も考慮して総合的に行います。語学の学
習は段階的に進んでいくので、欠席・遅刻は減点対象となります。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　復習
第２回　天気。（文法）
第３回　天気。（練習問題）
第４回　天気。（会話）
第５回　電話をかける。（文法）
第６回　電話をかける。（練習問題）
第７回　電話をかける。（会話）

文化紹介：キムチとキムジャン
第６回　語彙の練習。準備動作を表す「～して」の形式の作り方と練習。

「～すれば」の形式の作り方と練習
第７回　移動の仕方に関する表現の練習。移動先の位置を説明する表現

の練習
第８回　「～しなければ」の形式の作り方と練習。「～しなければなりま

せん」のパターン練習
第９回　ペアワーク：目的地を聞いて説明する。

アクティビティ：友達を家に招待し、自宅までの道順を説明す
る

第10回　語彙の練習。並列の「～して」の形づくりと練習。変則用言の
活用練習。
勧める表現のパターン練習

第11回　行きつけの店の特徴を説明する表現の練習。
行きつけの場所やお勧めの店を紹介する内容の作文を行い、訂
正する

第12回　「～しながら」の形式の作り方と練習。
習慣を表す表現の練習。

第13回　作文（お勧めの店）の音読練習：
発音、イントネーションなどの練習及び暗記

第14回　小テスト（筆記）を実施。総復習。
文化紹介：韓国のお正月

第15回　小テスト（口頭）を実施：お勧めの店を発表。
文化紹介：韓国の学校制度

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 101248N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101248

授 業 名（Course Title） 朝鮮語Ⅴ
人と文化を結ぶ橋

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 高　賛侑
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 『韓国語中級』　李昌圭　白帝社　
参考文献（References）

備 考（Note） 「朝鮮語IV」履修済み又はそれと同程度の
学力を有すること。

１．科目の教育目標（Course Description）
　「朝鮮語III・IV」を履修済み、もしくは同じ程度の学力を有する学生を対
象とします。 
　さらに高度な目標に向かって、重要な文法をすべてマスターすることが
できます。韓国旅行に行けば、自分の力でコースを選んだり、ショッピン
グを楽しんだりできるほどの会話力が身につきます。辞書さえあれば、新
聞、雑誌が読める読解力を持ち、ハングル版のネットサーフィンを楽しみ、
日記やメールを書けるようになります。 
　また日本と朝鮮半島の歴史や文化交流についても学びながら、両国間の
橋渡し役としての役割などについても語り合ってみましょう。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　１．高度な文章の翻訳 
　２．実践的な会話の反復練習 
　３．自分の意志を朝鮮語で書き、話す能力の向上
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　１．講義とグループ学習を併用しながら、高度な会話力の向上に重点を
置きます。 
　２．毎回、一人ずつ朝鮮語による３分間スピーチを行います。 
　３．進度に応じて小テストを行います。 
　４．教材は、「韓国語中級」（李昌圭著。白帝社）。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
復習に重点を置きつつ、各課の練習問題を解いて下さい。特に宿題は必ず
提出して下さい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、定期試験（60％）、小テスト（20％）を基準としながら、授業参加
度・理解度・課題提出等（20％）も考慮して総合的に行います。語学の学
習は段階的に進んでいくので、欠席・遅刻は減点対象となります。
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講義コード（Course Code） 101250D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101250

授 業 名（Course Title） 中国語ⅠＤ（16以前）
もてなしの中国語

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 王　嵐
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期前半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『語順から学ぶ中国語1改訂版』　朱捷　朱
鳳　白帝社　2015年

参考文献（References）
『漢語学習詞典』　相原　茂　朝日出版社　
『一歩進んだ中国語文法』　荒川清秀　大
修館　

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　本授業は中国語の入門授業である。中国語を学習する前にまず中国語に
関する次の基本知識を確認する。1）標準語としての中国語とはなにか。2）
中国語の漢字と日本語の漢字の異同について。3）中国語の漢字語彙と日本
語の漢字語彙の異同について。これらの基本知識を把握した上で、本格的
な中国語学習を始める。簡単な発音、声調から学びはじめ、次第に日常会
話、基本的な文法へ進んでいく予定である。受講生に正確な発音、簡単な
会話を習得してもらうことが本授業の目標である。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１.基本的な発音と声調をマスターする。 
２.簡単な日常会話 といくつかもてなしの中国語を覚える。
３．スマートフォンを使って、自己紹介のビデオを作ってみる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１.テープを聴きながら、発音と声調を繰り返し練習する。 
２.日常生活の場面を設定し、学生ひとり一人ペアーを組んで会話する。 
３.ビデオによる映像資料を多用する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
本教科書では、課ごとに学生に宿題を用意している。繰り返し宿題するこ
とによって、学習した内容を復習できると同時に新しい学習の基礎もしっ
かりと築いていく。また課ごとに小テストも実施する予定。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
7時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（15％）、予習復習成果（宿題提出を含む、15％）、形
成テスト（70％）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　使用する教科書の第1課から第5課まで授業する予定。 
中国語についての紹介

第２回　声調
第３回　単母音と複合母音音
第４回　子音
第５回　名前の言い方
第６回　判断文“是”
第７回　疑問詞疑問文
第８回　動詞述語文
第９回　数詞の使い方
第10回　形容詞述語文
第11回　時の言い方
第12回　時刻の言い方
第13回　比較の言い方
第14回　量詞について
第15回　形成テストとまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

第８回　ショッピング。（文法）
第９回　ショッピング。（練習問題）
第10回　ショッピング。（会話）
第11回　会話集プリント（案内）
第12回　会話集プリント（品選び）
第13回　会話集プリント（支払い）
第14回　小テスト。復習
第15回　復習。会話
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
韓国語の学習は、階段を１段ずつ上るように着実に進んでいくので、決し
て欠席や遅刻をしないこと。必要に応じて各種会話用資料等も併用します。

講義コード（Course Code） 101250A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101250

授 業 名（Course Title） 中国語ⅠＡ（16以前）
もてなしの中国語

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 朱　鳳
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期前半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『語順から学ぶ中国語1改訂版』　朱捷　朱
鳳　白帝社　2015年

参考文献（References）
『漢語学習詞典』　相原　茂　朝日出版社　
『一歩進んだ中国語文法』　荒川清秀　大
修館　

備 考（Note）

講義コード（Course Code） 101250B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101250

授 業 名（Course Title） 中国語ⅠＢ（16以前）
もてなしの中国語

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 柴　礼敏
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期前半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『語順から学ぶ中国語1改訂版』　朱捷　朱
鳳　白帝社　2015年

参考文献（References）
『漢語学習詞典』　相原　茂　朝日出版社　
『一歩進んだ中国語文法』　荒川清秀　大
修館　

備 考（Note）

講義コード（Course Code） 101250C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101250

授 業 名（Course Title） 中国語ⅠＣ（16以前）
もてなしの中国語

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 陶　盈
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期前半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『語順から学ぶ中国語1改訂版』　朱捷　朱
鳳　白帝社　2015年

参考文献（References）
『漢語学習詞典』　相原　茂　朝日出版社　
『一歩進んだ中国語文法』　荒川清秀　大
修館　

備 考（Note）
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習、中国語朗読の繰り返しを通して、学生の会話力をアップさせることを
目標とします。またゲストとして中国人留学生を授業に招き、学生同士の
中国語会話を通じて、会話練習と文化交流も行う予定。その他、言語学習
を通して、学生の異文化への興味を起こさせるために、時には中国に関す
る最新映像、特に中国の大学生、若者に関するニュースを上映し、学生と
異文化コミュニケーションの話題もする予定。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１.基本的な文法をマスターする。 
２.簡単な日常会話といくつかもてなしの中国語を学習する。 
3．スマートフォンを使って、中国語で大学紹介のビデオを作成する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１.テープを聴きながら、発音と声調を繰り返し練習する。 
２.日常生活の場面を設定し、学生ひとり一人ペアーを組んで会話する。 
３.ビデオによる映像資料を多用する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
本教科書には課ごとに宿題を用意している。繰り返し宿題することによっ
て、学習した内容を復習できると同時に新しい学習の基礎もしっかりと築
いていく。また課ごとに小テストも実施する予定。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
7時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（15％）、予習復習成果（宿題提出を含む、15％）、形
成テスト（70％）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　使用する教科書の第6課から第10課を学習する予定。
前半に学んだ中国語の復習

第２回　程度・度合いを指す指示詞
第３回　連動文
第４回　願望表現
第５回　選択疑問文
第６回　完了形
第７回　進行形
第８回　経験相
第９回　いくつかの副詞「才」『就」「太･･･了」について
第10回　程度補語
第11回　前置詞の「在」
第12回　修飾語としての疑問詞
第13回　趣味、嗜好の言い方
第14回　時間の量の表現
第15回　形成テストとまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 101252N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101252

授 業 名（Course Title） 中国語Ⅲ（16以前）
中国語検定試験準4級を目指す

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 朱　鳳
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期前半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『語順から学ぶ中国語２改訂版』　朱捷　朱
鳳　白帝社　2015年

参考文献（References）
『漢語学習詞典』　相原　茂　朝日出版社　
『一歩進んだ中国語文法』　荒川清秀　大
修館　

備 考（Note） 「中国語II」履修済み又はそれと同程度の
学力を有すること。

１．科目の教育目標（Course Description）
　本授業はすでに一年間中国語を学習した学生を対象とするものである。中
国語Iと中国語IIで学習した日常会話や基本的な文法を確認しながら、より
高度な中国語を身につけることを目標とする。中国語と中国文化に興味を
持たせることが肝心である。教科書にある文法と単語学習をしっかりと消
化した上、授業ごとに、旅行、買い物、趣味、留学などさまざまな会話場
面を設定し、グループ学習と会話練習を行う。中国語検定試験準4級に合格
することを念頭において、中国語Iと中国語IIで学習したの会話、単語、文
法を復習しながら、準4級の過去問題も繰り返し練習する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１.発音と文法の復習。 

講義コード（Course Code） 101251A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101251

授 業 名（Course Title） 中国語ⅡＡ（16以前）
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 朱　鳳
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期後半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『語順から学ぶ中国語１改訂版』　朱捷　朱
鳳　白帝社　2015

参考文献（References）
『漢語学習詞典』　相原　茂　朝日出版社　
『一歩進んだ中国語文法』　荒川清秀　大
修館　

備 考（Note） 「中国語I」履修済み又はそれと同程度の
学力を有すること。

講義コード（Course Code） 101251B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101251

授 業 名（Course Title） 中国語ⅡＢ（16以前）
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 柴　礼敏
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期後半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『語順から学ぶ中国語１改訂版』　朱捷　朱
鳳　白帝社　2015

参考文献（References）
『漢語学習詞典』　相原　茂　朝日出版社　
『一歩進んだ中国語文法』　荒川清秀　大
修館　

備 考（Note） 「中国語I」履修済み又はそれと同程度の
学力を有すること。

講義コード（Course Code） 101251C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101251

授 業 名（Course Title） 中国語ⅡＣ（16以前）
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 陶　盈
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期後半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『語順から学ぶ中国語１改訂版』　朱捷　朱
鳳　白帝社　2015

参考文献（References）
『漢語学習詞典』　相原　茂　朝日出版社　
『一歩進んだ中国語文法』　荒川清秀　大
修館　

備 考（Note） 「中国語I」履修済み又はそれと同程度の
学力を有すること。

講義コード（Course Code） 101251D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101251

授 業 名（Course Title） 中国語ⅡＤ（16以前）
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 王　嵐
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期後半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『語順から学ぶ中国語１改訂版』　朱捷　朱
鳳　白帝社　2015

参考文献（References）
『漢語学習詞典』　相原　茂　朝日出版社　
『一歩進んだ中国語文法』　荒川清秀　大
修館　

備 考（Note） 「中国語I」履修済み又はそれと同程度の
学力を有すること。

１．科目の教育目標（Course Description）
本授業は中国語Iの前半に引き続き、基礎的な中国語文法と会話 を中心に
授業を進める。授業中の個人またはグループ学習による発音練習、会話練
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習した内容を復習できると同時に新しい学習の基礎もしっかりと築いてい
く。また課ごとに小テストも実施する予定。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
7時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（15％）、予習復習成果（宿題提出を含む、15％）、形
成テスト（70％）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　使用する教科書の第6課から第10課まで授業する予定。 
前半の復習

第２回　動詞の持続と状態について
第３回　主述述語文
第４回　目的を表現する時の言い方
第５回　「一点儿也/都」＋否定の言い方
第６回　可能補語
第７回　許可、可能の表現
第８回　仮定文
第９回　方向補語の派生的な表現
第10回　変化を表す「了」
第11回　兼語式連動文
第12回　可能補語の派生的な表現
第13回　中国語における補語発達の理由
第14回　同量詞について
第15回　形成テストとまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 101258N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101258

授 業 名（Course Title） 日本語特講Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 田中　貴子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 毎回、プリントを配布する。

参考文献（References）

『留学生のためのここが大切文章表現の
ルール』　　
『中上級学習者のための日本語読解ワーク
ブック』　アルク　
『上級学習者のための日本語読解ワーク
ブック』　アルク　
『新完全マスター日本語能力試験N1』　ス
リーエーネットワーク　
『インタビュープロジェクト日本人の価値
観発見』　くろしお出版　
超級表現＋使える名句

備 考（Note） 必修 外国人留学生履修科目（留学生以外
は履修できない） クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
日本における新聞、小説、論説など幅広い分野の文章を読んだり、テレビ、
ビデオなどの教材を視聴したりして日本の文化や思想への認識を深める。発
表、ディスカッションなどの学習活動を通して、日本語運用能力を自主的に
身につける。同時に現代日本社会の諸問題を考察して自分の考えをまとめ、
わかりやすく論理的に文章化することで書く力も養う。また、毎回、文法・
語彙・漢字などの言語知識の宿題を課し、次回クイズを行う。これらを通
して、日本語表現力をさらに豊かにする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1．講義だけでなく自主的に学習する方法を学ぶ。 2．各テーマに沿った文
献、資料、グラフなどを読んだり聞いたりする力をつける。 3．ディスカッ
ションや発表を通じて、適切な話し方や自分の考えをまとめて書く力を身
につける。 4．日本の文化を知り、異文化に関する認識を深める。5．宿題
およびクイズにより、さらに高度な日本語の表現を身につける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
各テーマに沿って様々な資料を読んだり、聞いたりする。
各テーマに関する考えをまとめディスカッションを行う。
内容についてのタスクや作文を行う。
言語知識（文法・語彙・漢字など）に関するタスクおよびクイズを行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
学生は各テーマに沿った資料を読んでくること。
言語知識の宿題を自主学習。 次週の小クイズに準備することが求められる。

２.日常会話をさらにグレードアップする。 
３.中国語検定試験準4級合格を目指す。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１.音声教材を使い、聞き取り練習をする。 
２.日常生活の場面を設定し、学生ひとり一人ペアーを組んで会話する。 
３.ビデオによる映像資料を多用する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業ごとに学生に宿題を用意している。繰り返し宿題することによって、学
習した内容を復習できると同時に新しい学習の基礎もしっかりと築いてい
く。また課ごとに小テストも実施する予定。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
7時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（15％）、予習復習成果（宿題提出を含む、15％）、形
成テスト（70％）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　使用する教科書の第1課から第5課まで授業する予定。 
中国語Iと中国語IIの復習

第２回　方向補語
第３回　様々な前置詞「到」「対」「除了」
第４回　理由と原因を言う時表現
第５回　結果補語
第６回　副詞「有点儿」と数量詞「一点儿」
第７回　使役文
第８回　複合方向補語
第９回　存現文
第10回　受動の表現
第11回　間接目的語
第12回　処置文「把」の使い方
第13回　変化を表す「了」
第14回　推量の表現
第15回　形成テストとまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 101253N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101253

授 業 名（Course Title） 中国語Ⅳ（16以前）
中国語検定試験準４級を目指す

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 朱　鳳
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期後半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『語順から学ぶ中国語２改訂版』　朱捷　朱
鳳　白帝社　2015年

参考文献（References）
『漢語学習詞典』　相原　茂　朝日出版社　
『一歩進んだ中国語文法』　荒川清秀　大
修館　

備 考（Note） 「中国語III」履修済み又はそれと同程度の
学力を有すること。

１．科目の教育目標（Course Description）
本授業は中国語IIIを終了した学生、あるいは同等程度のレベルのある学生
を対象とするものである。中国人と簡単なコミュニケーションができる程
度の中国語を身につけることを目標とする。中国語と中国文化に興味を持
たせることが肝心である。教科書にある文法と単語学習をしっかりと消化
した上、授業ごとに、旅行、買い物、趣味、留学などさまざまな会話場面
を設定し、グループ学習と会話練習を行う。中国語検定試験準4級に合格す
ることを念頭において、中国語IIIの会話、単語、文法を復習しながら、準
4級の過去問題も繰り返し練習する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１.発音と文法の復習。 
２.日常会話をさらにグレードアップする。 
３.中国語検定試験準4級合格を目指す。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１.音声教材を使い、聞き取り練習をする。 
２.日常生活の場面を設定し、学生ひとり一人ペアーを組んで会話する。 
３.ビデオによる映像資料を多用する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業ごとに学生に宿題を用意している。繰り返し宿題することによって、学
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第13回　比較文化（5）社会
第14回　比較文化（6）食文化
第15回　総括
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 101260N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101260

授 業 名（Course Title） 中国語Ⅴ
中国語検定試験対策授業

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 朱　鳳
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『語順から学ぶ中国語１改訂版』　朱捷　朱
鳳　白帝社　2015
『語順から学ぶ中国語2改訂版』　朱捷　朱
鳳　白帝社　2015

参考文献（References）

備 考（Note）
「中国語IV」履修済み又はそれと同程度の
学力を有すること ※平成22年度以後入学
者に適用

１．科目の教育目標（Course Description）
本授業は中国語上級レベルの授業である。初級と中級を学習した教科書を
利用して、ワンランク上の総合的な学習を行う。学習の目標としては「ネ
イティブ並に中国語を話すではなく、ひるむことなく学習した中国語でコ
ミュニケーションできる」ことである。また中国語検定試験準4級、4級合
格に目指して、必要な文法と単語を中心に学習することも本授業の目標の
一つである。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
中国語での「聞く、話す、書く」能力を強化する。中国語検定試験準4級、
4級に必要な単語を覚え、文章の読解力とヒアリング能力を向上させる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
中国語検定試験準4級、4級レベルを目指して、過去の問題集や受験用の問
題集を繰り返す練習する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業ごとに学生に宿題を用意している。繰り返し宿題することによって、学
習した内容を復習できると同時に新しい学習の基礎もしっかりと築いてい
く。また小テストも実施する予定。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（15％）、予習復習成果（宿題提出を含む、15％）、形
成テスト（70％）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　中国語検定試験準4級の単語－単語の範囲
第２回　中国語検定試験準4級の文法－肯定文、否定文
第３回　中国語検定試験準4級のリスニング－ピンインのリスニング
第４回　中国語検定試験準4級の漢字－中国語漢字と日本語漢字の違い
第５回　中国語検定試験準4級の文章－読解
第６回　中国語検定試験準4級の翻訳－日本語から中国語へ
第７回　模擬テスト－2015年の過去問を中心に
第８回　中国語検定試験準4級の単語－単語の理解と覚え方
第９回　中国語検定試験準4級の文法－疑問文、仮定文
第10回　中国語検定試験準4級のリスニング－短文のリスニング
第11回　中国語検定試験準4級の漢字－書き方
第12回　中国語検定試験準4級の文章－作文
第13回　中国語検定試験準4級の翻訳－中国語から日本語へ
第14回　模擬テスト－2016年の過去問を中心に
第15回　形成テストとまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、出席率、授業参加度（30％）、 提出課題（40％）、試験（30％）によ
り総合的に行う。欠席回数が3分の1を超過した場合は、原則として単位を
与えない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス
第２回　日本語の世界
第３回　日本の文化
第４回　日本人の行動様式
第５回　言語とコミュニケーション
第６回　食生活
第７回　異文化理解
第８回　環境と人間
第９回　民話・昔話
第10回　少子高齢化社会
第11回　季節感
第12回　教育と学び
第13回　科学と技術
第14回　現代の社会
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 101259N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101259

授 業 名（Course Title） 日本語特講Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 日比　伊奈穂
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）

備 考（Note） 必修 外国人留学生履修科目（留学生以外
は履修できない） クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
話す・聞く・読む・書くの4技能を駆使し、総合的な日本語力を養うことを
目標とする。特に、コミュニケーション能力を高めるための応用技術を身
につける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・様々な話題の文章を読んで理解する、また、話を聞いて理解する。
・わかりやすく的確に説明し、説得力をもって意見が言えるようにする。
・状況や相手に応じて適した表現で、かつ的確な談話構成で話すことがで
きるようになる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・社会、文化に関するものを中心に様々な文章を読み、語彙を増やす。
・様々なテーマのTV番組を見て内容を理解し、討論を行う。
・ロールプレイを行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
日頃から様々な話題に関心を持ち、ニュース番組を見る、新聞・雑誌の記
事を読む、インターネットで調べるなどすること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
8時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
平常点（授業参加度等）：40％、課題・小テスト：60％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　コミュニケーション（1）依頼する（口頭表現）
第３回　コミュニケーション（2）依頼される（口頭表現）
第４回　コミュニケーション（3）依頼する（メールの書き方）
第５回　コミュニケーション（4）依頼される（メールの書き方）
第６回　比較文化（1）ポップカルチャー―アニメ・マンガ
第７回　比較文化（2）ポップ・カルチャー―芸能
第８回　比較文化（3）ポップ・カルチャー―ファッション
第９回　コミュニケーション（5）申し出をする（口頭表現）
第10回　コミュニケーション（6）申し出を受ける・断る（口頭表現）
第11回　コミュニケーション（7）申し出への返信（メールの書き方）
第12回　比較文化（4）教育
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講義コード（Course Code） 101524A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101524

授 業 名（Course Title）
情報処理Ａ
～ネットワークリテラシーを身につ
ける～

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 伊藤　泰子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『改訂新版インターネット講座』　吉田智
子　他著　北大路書房　2014

参考文献（References）
備 考（Note） 定員26人

講義コード（Course Code） 101524B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101524

授 業 名（Course Title）
情報処理Ｂ
～ネットワークリテラシーを身につ
ける～

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 伊藤　泰子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『改訂新版インターネット講座』　吉田智
子　他著　北大路書房　2014

参考文献（References）
備 考（Note） 定員26人

講義コード（Course Code） 101524D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101524

授 業 名（Course Title）
情報処理Ｄ
～ネットワークリテラシーを身につ
ける～

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 伊藤　泰子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『改訂新版インターネット講座』　吉田智
子　他著　北大路書房　2014

参考文献（References）
備 考（Note） 定員26人

１．科目の教育目標（Course Description）
　インターネット上で使えるさまざまなサービス（機能）は、新しいコミュ
ニケーション手段であり、情報伝達のためのメディアである。その中心は
電子メールとWebページと言える。それらの操作を覚えるのはむずかしく
ないが、それを活用できる能力（ネットワークリテラシー）を身につける
には、教育が必要である。
　この科目では、各機能の特性、多様性や可能性を理解するために、講義
に加えて実習も行う。Webページの制作では、HTMLタグを直接記述する
方法でのページを記述し、情報発信力を習得する。さらに、コンピュータ
の本質を理解するために、プログラミング実習も行う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　・大学で利用するパソコンのOS（WindowsとLinux）
　・インターネットの機能としくみ 
　・電子メールのコミュニケーション特性 
　・Webページを利用した情報検索 
　・  情報発信の役割を持つWebサーバーや全文検索システムのしくみの理

解 
　・プログラミング実習（体験）
　・画像ファイル、テキストデータのファイル形式と役割 
　・HTMLで記述するWWWの情報提供のしくみと可能性 
　・HTMLとCSSによるWebページ制作実習
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　講義と実習を交えながら授業を行なう。適宜、レポート課題も課す。教
科書として、『改訂新版インターネット講座』を使う。

講義コード（Course Code） 101261N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101261

授 業 名（Course Title） 中国語Ⅵ
中国語検定試験対策授業

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 朱　鳳
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『語順から学ぶ中国語１改訂版』　 朱捷　
朱鳳　白帝社　2015
『 語順から学ぶ中国語2改訂版』　朱捷　朱
鳳　 白帝社　2015

参考文献（References）

備 考（Note）
「中国語V」履修済み又はそれと同程度の
学力を有すること ※平成22年度以後入学
者に適用

１．科目の教育目標（Course Description）
この授業は中国語Vを受けた学生、あるいは同レベルに達した学生を対象
にし、中国語検定試験準4級、4級を受けることを目標にする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
中国語Vに引き続き、中国語での「聞く、話す、書く」能力を強化する。中
国語検定試験準4級、4級と3級に必要な単語を覚え、文章の読解力をヒア
リング能力を向上させる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
中国語検定試験準4級、4級レベルを目指して、過去の問題集や受験用の問
題集を繰り返す練習する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業ごとに学生に宿題を用意している。繰り返し宿題することによって、学
習した内容を復習できると同時に新しい学習の基礎もしっかりと築いてい
く。また課ごとに小テストも実施する予定。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（15％）、予習復習成果（宿題提出を含む、15％）、形
成テスト（70％）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　中国語検定試験4級の単語－単語の範囲
第２回　中国語検定試験4級の文法－肯定文、否定文
第３回　中国語検定試験4級のリスニング－ピンインのリスニング
第４回　中国語検定試験4級の漢字－中国語漢字と日本語漢字の違い
第５回　中国語検定試験4級の文章－読解
第６回　中国語検定試験4級の翻訳－日本語から中国語へ
第７回　模擬テスト－2015年の過去問を中心に
第８回　中国語検定試験4級の単語－単語の理解と覚え方
第９回　中国語検定試験4級の文法－疑問文、仮定文
第10回　中国語検定試験4級のリスニング－短文のリスニング
第11回　中国語検定試験4級の漢字－書き方
第12回　中国語検定試験4級の文章－作文
第13回　中国語検定試験4級の翻訳－中国語から日本語へ
第14回　模擬テスト－2016年の過去問を中心に
第15回　形成テストとまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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　・プログラミング体験（入門と活用）
　・画像ファイル、テキストデータのファイル形式と役割 
　・HTMLで記述するWWWの情報提供のしくみと可能性 
　・HTMLとCSSによるWebページ制作実習
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　講義・演習と実習を交えながら授業を行なう。適宜、レポート課題も課
す。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　毎回の授業の講義対象となる教科書や配布資料のページを事前に伝える
ので、その部分を熟読し、質問内容を考えた上で、授業に参加することを
望む。さらに、小テストや授業中に書くレポートや課題が課せられる場合
は事前に予告するので、準備をして参加すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度（30%）、レポート・課題・テスト（70%）の総合点で評価す
る。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス、コンピュータの基礎知識
第２回　インターネット上の機能（電子メール、Webページなど）の理

解と利用、電子メールのコミュニケーション特性と配送のしくみの
理解

第３回　OS（WindowsとLinux）とディレクトリ（フォルダ）階層構造
の理解

第４回　プログラミング入門（1） ～PENを用いてマイコンボード制御
～

第５回　プログラミング入門（2） ～逐次処理～
第６回　プログラミング入門（3） ～繰り返し処理～
第７回　プログラミング入門（4） ～条件分岐（1）導入～
第８回　プログラミング入門（5） ～条件分岐（2）活用～
第９回　Webページを利用した情報検索と批判的閲覧、インターネット

のしくみの理解
第10回　HTMLで記述するWWWの情報提供のしくみと可能性
第11回　HTMLとCSSによるWebページ制作実習（1）～HTMLによ

るWebページの作成～
第12回　HTMLとCSSによるWebページ制作実習（2）～画像の利用と

複数ページへのリンク～
第13回　HTMLとCSSによるWebページ制作実習（3）～CSSによる

Webページの装飾～
第14回　ファイル転送によるWebページの学内公開
第15回　情報化社会を支える技術のテストと総まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
　本科目を履修するにあたっては、「情報演習I」を履修済であること。

講義コード（Course Code） 101524F0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101524

授 業 名（Course Title）
情報処理Ｆ
～ネットワークリテラシーの習得と
プログラミング体験～

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 中村　亮太
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『改訂新版 インターネット講座』　吉田智
子、他著　北大路書房　2014

参考文献（References）
備 考（Note） 定員26人

１．科目の教育目標（Course Description）
インターネット上で使えるさまざまなサービス（機能）は、新しいコミュ
ニケーション手段であり、情報伝達のためのメディアである。その中心は
電子メールとwebページと言える。それらの操作を覚えるのはむずかしく
ないが、それを活用できる能力（ネットワークリテラシー）を身につける
には、教育が必要である。
この科目では、各機能の特性、多様性や可能性を理解するために、講義・
演習に加えて実習も行い、webページ制作では基礎のHTMLだけでなく
Markdown記法のMDwkiを活用し、情報発信力を習得する。
さらに、コンピュータの本質を理解するために、PEN（Programming 
Environment for Novices）と呼ばれる初学者向けプログラミング環境を用
いた、実習も行う。

・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　毎回の授業の講義対象となる教科書のページを事前に伝えるので、その
部分を熟読し、質問内容を考えた上で、授業に参加することを望む。さら
に、小テストや授業中に書くレポートや課題が課せられる場合は、事前に
予告するので、準備をして参加すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度（30%）、レポート・課題（20%）、テスト（50%）の総合点で
評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス
第２回　コンピュータの基礎知識
第３回　インターネット上の機能（電子メール、Webページなど）の理

解と利用、電子メールのコミュニケーション特性と配送のしくみの
理解

第４回　ディレクトリ（フォルダ）の階層構造の理解
OS（WindowsとUnix系OS）の理解、起動と切り替え

第５回　画像ファイルを含むバイナリデータ、テキストデータのファイ
ル形式と役割

第６回　Webページを利用した情報検索、批判的閲覧
第７回　HTMLで記述するWWWの情報提供のしくみと可能性
第８回　Webページ制作実習（1）　HTML基本
第９回　Webページ制作実習（2）　HTML応用
第10回　Webページ制作実習（3）　CSS基本
第11回　Webページ制作実習（4）　CSS応用
第12回　プログラミング実習
第13回　Webページ課題作成（1）　サイト企画
第14回　Webページ課題作成（2）　コンテンツ、デザイン作成
第15回　ファイル転送によるWebページの学内公開、

まとめテスト、解答・解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
　本科目を履修するにあたっては、「情報演習I」を履修済か、その内容を
すでに習得していること。

講義コード（Course Code） 101524E0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101524

授 業 名（Course Title）
情報処理Ｅ
～ネットワークリテラシーの習得と
プログラミング体験～

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉田　智子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『改訂新版 インターネット講座』　吉田智
子、他著　北大路書房　2014

参考文献（References） 『すんなり身につくITの基礎』　藤井淳夫　
ITEC　2005

備 考（Note） 定員26人

１．科目の教育目標（Course Description）
　インターネット上で使えるさまざまなサービス（機能）は、新しいコミュ
ニケーション手段であり、情報伝達のためのメディアである。その中心は
電子メールとWebページと言える。それらの操作を覚えるのはむずかしく
ないが、それを活用できる能力（ネットワークリテラシー）を身につける
には、教育が必要である。
　この科目では、各機能の特性、多様性や可能性を理解するために、講義・
演習に加えて実習も行う。Webページの制作では、HTMLタグを直接記述
する方法でのページを記述し、情報発信力を習得する。
　さらに、コンピュータの本質を理解するために、PEN（Programming 
Environment for Novices）と呼ばれる初学者向けプログラミング環境を用
いた、実習も行う。プログラミングを体験することで、「情報機器に使われ
ている」状態から、「情報機器を使う側」になることができる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　・大学で利用するパソコンのOS（WindowsとLinux）の
　・インターネットの機能としくみ 
　・電子メールのコミュニケーション特性 
　・Webページを利用した情報検索 
　・  情報発信の役割を持つWebサーバーや全文検索システムのしくみの理

解 



─ 151 ─

講義コード（Course Code） 101535B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101535

授 業 名（Course Title） 情報演習ⅡＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 吉田　智子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

授業内で、「情報リテラシー アプリ編 
（Microsoft Word 2013/Microsoft Excel 
2013/Microsoft PowerPoint 2013 対応）」
（定価：1800円）購入価格：1500円程度
で販売。

参考文献（References）

備 考（Note）
定員35人
「情報演習I」を履修していることが望ま
しい

講義コード（Course Code） 101535C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101535

授 業 名（Course Title） 情報演習ⅡＣ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 吉田　智子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

授業内で、「情報リテラシー アプリ編 
（Microsoft Word 2013/Microsoft Excel 
2013/Microsoft PowerPoint 2013 対応）」
（定価：1800円）購入価格：1500円程度
で販売。

参考文献（References）

備 考（Note）
定員35人
「情報演習I」を履修していることが望ま
しい

１．科目の教育目標（Course Description）
大学や企業・組織で日常的に使われている日本語文書ソフトと表計算ソフ
ト、及びプレゼンテーションソフトに関して、応用スキルを習得し、社会
で必要とされるIT応用力を養うことを目的とする。コースで使用するソフ
ト（Microsoft Office2013製品）の知識、操作などのレベルを客観的に測る
基準とされる、Microsoft Office Specialist【MOS】資格への対応力を養い、
資格取得のための一助とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
以下の操作の応用スキル（研究活動、社会人として活用できるレベル）を
習得する。
・日本語文書ソフト
・表計算ソフト（表計算、グラフ、データベース、関数） 
・プレゼンテーションソフト 
・ソフトとソフト間の相互利用
３．教育・学習の方法（Course Methods）
パソコン演習室において実習を行う。実習課題を行うために必要となる知
識については、テキストやセンターモニターに表示された資料を通じて理
解する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
準備学習の具体的な方法として、復習を兼ねた課題を作成してもらうので、
期日までに提出すること。さらに、最終日の授業中に実施する「実技確認
テスト」を受けること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
5時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（40%）、課題（20%）、実技確認テスト（40%）の総合点で評価
する。　
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス、表計算ソフトの基本操作（入力、罫線、基本的な
関数）

第２回　表計算ソフトの基本操作（絶対参照、票の印刷設定、グラフの
作成）

第３回　表計算ソフトの応用操作（割合と比率 、いろいろな関数 
VLOOKUP や IF 関数など）

第４回　表計算ソフトの応用操作（いろいろな関数 AND/OR や 
FREQUENCY 関数など、表示形式）

２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・大学で利用するパソコンのOS（WindowsとLinux）
・インターネットの機能としくみ 
・電子メールのコミュニケーション特性 
・webページを利用した情報検索 
・情報発信の役割を持つwebサーバーや全文検索システムのしくみの理解 
・プログラミング体験（入門と活用）
・画像ファイル、テキストデータのファイル形式と役割 
・HTMLで記述するwwwの情報提供のしくみと可能性 
・MDwikiを活用したMarkdown記法によるwebページ制作
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義・演習と実習を交えながら授業を行なう。適宜、レポート課題も課す。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回の授業の講義対象となる教科書のページを事前に伝えるので、その部
分を熟読し、質問内容を考えた上で、授業に参加することを望む。さらに、
小テストや授業中に書くレポートや課題が課せられる場合は事前に予告す
るので、準備をして参加すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加（30%）、レポート・課題・テスト（70%）の総合点で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス、コンピュータの基礎知識
第２回　インターネット上の機能（電子メール、webページなど）の理

解と利用、電子メールのコミュニケーション特性と配送のしくみの
理解

第３回　プログラミング入門（1） ～PENを用いてマイコンボード制御 
マイコン基礎～

第４回　プログラミング入門（2） ～PENを用いてマイコンボード制御 
逐次処理～

第５回　プログラミング入門（3） ～PENを用いてマイコンボード制御 
繰り返し処理～

第６回　プログラミング入門（4） ～PENを用いてマイコンボード制御 
条件分岐～

第７回　プログラミング活用 ～マイコンボード制御の活用～
第８回　OSの理解、ディレクトリ（フォルダ）の階層構造の理解
第９回　webページを利用した情報検索、批判的閲覧、インターネット

のしくみの理解
第10回　HTMLで記述するWWWの情報提供のしくみと可能性
第11回　MDwikiを活用したwebページ制作実習（1） ～Markdown記法

とMDwikiについて～
第12回　MDwikiを活用したwebページ制作実習（2） ～MDwikiを支え

る技術について～
第13回　MDwikiを活用したwebページ制作実習（3） ～MDwikiのカス

タマイズについて～
第14回　ファイル転送によるwebページの学内公開
第15回　情報化社会を支える技術のテストと総まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
本科目を履修するにあたっては、「情報演習I」を履修済か、その内容をす
でに習得していること。

講義コード（Course Code） 101535A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101535

授 業 名（Course Title） 情報演習ⅡＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 吉田　智子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

授業内で、「情報リテラシー アプリ編 
（Microsoft Word 2013/Microsoft Excel 
2013/Microsoft PowerPoint 2013 対応）」
（定価：1800円）購入価格：1500円程度
で販売。

参考文献（References）

備 考（Note）
定員35人
「情報演習I」を履修していることが望ま
しい
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講義コード（Course Code） 101542A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101542

授 業 名（Course Title）
キャリア形成Ａ
自らが輝く人生を考えると共に、社
会に求められるコミュニケーション
力を磨く

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 荒尾　千春
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References） 講義内で適宜案内する。
備 考（Note） 定員40人

講義コード（Course Code） 101542B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101542

授 業 名（Course Title）
キャリア形成Ｂ
自らが輝く人生を考えると共に、社
会に求められるコミュニケーション
力を磨く

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 荒尾　千春
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References） 講義内で適宜案内する。
備 考（Note） 定員40人

１．科目の教育目標（Course Description）
　大学生活の中盤を迎え、かつ、就職活動を控える2、3回生を対象に、将
来を考える機会とする。「働く」ことに対する意義を自ら考えると共に、「な
りたい姿」「あるべき姿」などの目標設定ができ、また、社会に求められる
コミュニケーションスキルやビジネスマナーをトレーニングによって身に
付けることを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
①活躍している女性のロールモデルを知ることで、自己効力感を感じるこ
とが出来る。
②自分の思いを論理的に伝えることが出来るようになる。
③社会に求められるコミュニケーションスキルを体得できる。
④TA分析により、他者と自分との違いを知ることで、自律的・自発的にコ
ミュニケーションを改善する意識が生じる。
⑤就職活動にも活かされるビジネスマナーを知ることができる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　プリントなどの資料を活用し講義を進めると共に、グループワークやディ
スカッション、発表の機会を多く設ける。またコミュニケーションに必要
な要素のトレーニングを行う。さらに、「授業での気づき」の小レポートの
提出を求める。傾聴し、意見をまとめたり、発言したりと積極的に参加す
ること。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　授業のはじめに、前回の授業の振り返りをするので、復習をすること。授
業中は、ニュースや新聞の情報を取り上げるので、情報収集を心掛けて参
加すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度・態度（50％）、小レポート（20％）、最終レポート（30％）で
総合評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション　講義の目的、講義の進め方
第２回　「働く」とはどういうことであるか、について考える

～働く意義、女性の活躍を考える～
第３回　ワーク・ライフ・バランスとは

～先進企業事例～
第４回　ダイバーシティーとは

～組織に求められる多様な人材～
第５回　コミュニケーションスキル（１）

～見た目の印象アップトレーニング～
第６回　コミュニケーションスキル（２）

～声の印象アップトレーニング～

第５回　表計算ソフトの応用操作（データベース機能、３Ｄ集計、条件
付き書式）

第６回　表計算ソフトの応用操作（複合グラフの作成、Word と Excel 
の連携）

第７回　表計算ソフトの応用操作（ピボットテーブル、マクロなど）
第８回　プレゼンテーションソフトの基本操作（コンテンツの作成、オ

ブジェクトの活用など）
第９回　プレゼンテーションソフトの応用操作（特殊効果、印刷設定な

ど）
第10回　日本語文書作成ソフトの応用操作（表現力をアップする機能、

長文作成に役立つ機能）
第11回　日本語文書作成ソフトの応用操作（レポートや論文作成に役立

つ機能、POP作成など）
第12回　Microsoft Office Specialist【MOS】試験概要、Word 2013対策

（体験版の模擬問題）
第13回　Microsoft Office Specialist【MOS】Excel 2013対策（体験版の

模擬問題）
第14回　表計算ソフトの総合復習（練習問題）
第15回　実技確認テストとまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
MOS（Microsoft Office Specialist）の3科目以上（Word/Excel/PowerPoint/
Accessのうちの3科目以上）をすでに取得している学生、あるいは今年度
の授業最終日までに取得証明の書類を提出できた学生は、この科目の単位
の修得を認めます。該当すると思われる学生は、「単位認定申請書」に必要
事項を記入し、合格証書の原本を添えて、期日（認定を希望する学期の授
業最終日）までに教務課に申し出てください。資格などが認定された日の
翌日から起算して３年を経過した日を申請の期限とします。ただし、これ
らの検定に合格している学生が、普通にこの授業を受けることを選択する
ことも可能です。その場合、評価の点数を得ることができます（単位認定
の場合は、成績表には「認定」とだけ記述され、GPAに算入されません）。

講義コード（Course Code） 101541N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101541

授 業 名（Course Title） 資格日本語
日本留学試験に挑戦

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 堀　勝博
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 123（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 留学生以外は履修できない

１．科目の教育目標（Course Description）
外国人留学生が本学での学修に対応できる日本語の能力を維持し、またそ
れをいっそう向上させることを目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
日本留学試験の過去問にとりくみ、その出題傾向に慣れる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
日本留学試験に受験し、高得点を獲得する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
日本留学試験過去問問題集にとりくむ。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
単位認定のために求められる成果の基準は以下のとおり。
日本留学試験における日本語の得点290点以上
平成23年度以降入学者：290点以上：可　330点以上：良、360点以上：優
　400点以上：秀
平成22年度以前入学者：290点以上：C、330点以上：B、360点以上：A
単位認定を希望する者は、単位認定申請書（教務委員会様式）及び独立行
政法人学生支援機構の成績通知書の原本（受験した日から３年以内のもの）
を教務課に提出すること。
提出期日：単位認定を希望する学期の授業最終日
５．留意事項（Other Information）
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４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業への取り組み（30％）、レポート（70％）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　イエスの時代の文化的背景
第３回　イエスと当時の人々
第４回　イエスによる赦し
第５回　イエスによる癒し
第６回　ユダヤ社会における連帯とイエス
第７回　イエスと政治
第８回　古代ユダヤ人の時の観念と歴史感覚
第９回　神殿の清め
第10回　初代教会の共同体
第11回　神の国の到来
第12回　ユダヤ人のメシア待望
第13回　ユダヤ人の殉教の伝統とイエスの裁判
第14回　イエスへの信仰
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 101561N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101561, 1000-101557

授 業 名（Course Title） アラビア語Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 鷲見　朗子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期前半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『初歩のアラビア語』　鷲見朗子　放送大
学教育振興会　2011

参考文献（References）
『パスポート日本語アラビア語辞典』　本
田幸一他編　白水社　2004
『パスポート初級アラビア語辞典』　本田
幸一他編　白水社　1997

備 考（Note） 定員40人

１．科目の教育目標（Course Description）
「アラビア語」は中東・北アフリカを中心とする国々で用いられ、世界の言
語の中でも大変広い地域で話されている。また国連の公用語の1つにも数え
られている主要言語のひとつである。本科目の目標はアラビア語の読み・書
き・聞く・話す基本を習得し、基礎的なコミュニケーション能力を養うこ
とである。またアラビア語の背景にあるアラブ・イスラーム文化の理解も
めざす。内容としては、28文字からなるアラビア語のアルファベットの書
き方と発音を学び、基礎的な語彙、挨拶や日常会話表現を学習する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.　28文字から成るアラビア語のアルファベットの書き方・発音を学ぶ。
2.　教科書の基本文や会話を理解し、文法を学ぶ。
3.　ドリルで応用力をつける。
4.　アラビア語の背景にあるアラブ・イスラーム文化を理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1.　予習で事前に課題を理解し、語彙など必要事項を記憶する。
2.　授業で充分に理解する。
3.　授業中のテストで理解の確認を行う。
4.　復習で学習したことを把握し、保持する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
1.　教科書の課された範囲を毎回予習する。
2.　小テストがある場合は、それに備える。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加25％、小テスト・宿題25％、試験50％。
5回以上の欠席者には単位を与えない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　アラビア語とは
第２回　「こんにちは」アラビア語のアルファベット
第３回　「おはよう」アラビア語のアルファベット
第４回　「またお会いするまで」アラビア語のアルファベット
第５回　「こんばんは」アラビア語のアルファベット
第６回　「ありがとう」アラビア語のアルファベット
第７回　「ようこそ」アラビア語のアルファベット

第７回　コミュニケーションスキル（３）
～傾聴力とは、傾聴力トレーニング～

第８回　交流分析（TA分析）
～自分を知り、他人を知る～

第９回　プレゼン力を高める
～論理的に伝えるトレーニング～

第10回　ライフラインチャートで振り返る
～これまでのキャリア（経験）を振り返り、モチベーション
アップのポイントや、目標設定の仕方を考える～

第11回　自己PRを考える１
～印象、話の組み立て方、効果的な内容を考える～

第12回　自己PRを考える２
～印象、話の組み立て方、効果的な内容を考える～

第13回　コミュニケーションスキル（４）
～相手に安心感を与える言葉の表現～　

第14回　就職活動で評価されるビジネスマナー　
～電話応対の基礎、E-mail～

第15回　コミュニケーションスキル（５）
～アサーションの表現～
講義のまとめ

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
毎回、ディスカッションやグループ内発表、全体発表などを行う。考える、
書いてまとめる、発言するなど、積極的に講義に参加することを求める。

講義コード（Course Code） 101548A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101548

授 業 名（Course Title） 聖書と文化Ａ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 中里　郁子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『新共同訳『聖書』（旧約聖書続編つき）』　
日本聖書協会　

参考文献（References） 参考文献は授業中に紹介する。
備 考（Note） 選択必修

講義コード（Course Code） 101548B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101548

授 業 名（Course Title） 聖書と文化Ｂ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 中里　郁子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『新共同訳『聖書』（旧約聖書続編つき）』　
日本聖書協会　

参考文献（References） 参考文献は授業中に紹介する。
備 考（Note） 選択必修

１．科目の教育目標（Course Description）
新約聖書の福音書に描かれるイエスを一世紀のパレスチナで生きた一人の
人間として眺め、当時の文化的背景を考慮しつつ、キリスト教成立以前の
ありのままの人間としてのイエスを探究し、当時の人々にとってイエスが
信仰の対象となるに至る過程をイエス時代の文化との関係において理解し
論じることができる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１福音書に描かれるイエスの言葉と行為
２イエス時代のユダヤ人の文化
３イエス時代の人々の生活
４イエスの裁判とユダヤ人の伝統
５イエスへの信仰
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１授業方法は講義を中心とするが、聖書を読み、参考文献を調べて積極的
に授業に参加する。２随時参考資料を配布する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
関連する聖書の箇所をあらかじめ読んで授業に臨む。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
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第15回　試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

「アラビア語Ⅰ」の履修者およびそれと同等のアラビア語の学力を備えてい
ると担当教員がみなした者を対象とする。
回によっては、イマージョン・スペースや教室の内外で、ネイティブ・ス
ピーカなどのゲスト講師を招くなどにより、コミュニケーション力やアラ
ブ・イスラーム文化理解の向上をめざす授業を行うことがある。
また、授業で学外フィールドワークへ出かけることもある。

講義コード（Course Code） 101563N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101563

授 業 名（Course Title） アラビア語Ⅲ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 鷲見　朗子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 参考文献を組み合わせたものを授業で配
布する。

参考文献（References）

『AlKitaab Part1 2nd ed.』　AlBatal　
Georgetown UP　
『Master ing Arabic 1　2nd ed.』　
Wightwick　Hippocrene　
『初歩のアラビア語』　鷲見朗子　放送大
学教育振興会　2011
参考URLにあげたコンテンツも授業で使
用する。

備 考（Note） 定員40人

１．科目の教育目標（Course Description）
本科目の目標は、「アラビア語Ⅰ」「アラビア語Ⅱ」で学んだことを基盤に、
４技能（読み・書き・聞く・話す）を統合的に活用でき、正しい文法知識に
基づいた、より高度なコミュニケーション能力を伸ばすことである。また、
スキットと会話表現を通じて、新しい語彙、動詞活用、正しい発音を習得
することである。内容としては、現在の習慣や状況の説明、既に起こった
ことの説明、数詞（序数）、時刻、第2形～第10形の動詞派生形とその活用
などを学習する。アラビア語学習のなかでアラブ文化の理解もさらに育ん
でいく。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.　コミュニケーション力を伸ばす。
2.　文法事項を正確に理解する。
3.　語彙・表現力をつける。
4.　正しい発音を身につける。
5.　アラブ文化の理解を促進する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1.　ペア・グループ学習
2.　講義
3.　演習
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
1.　教科書の予習・復習
2.　教科書のCD, DVDの視聴
3.　小テストに備えて単語や基本文の学習
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加20%、小テスト・宿題30%、試験50%。
5回以上の欠席者には単位を与えない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　「ジュハーが好きです」疑問詞
第３回　「いつ旅行から帰りましたか」（動詞の復習）
第４回　「いつ旅行から帰りましたか」（語根と語形パターン）
第５回　「私は彼がとても好きなの」（曜日の表現）
第６回　「私は彼がとても好きなの」（月の表現）
第７回　「僕は教師だったんだ」（カーナの活用）
第８回　「僕は教師だったんだ」（ライサの活用）
第９回　「何時ですか」（数の表現）
第10回　「何時ですか」（時間の表現）
第11回　「3本のペンがあります」（基数と序数　0～10）
第12回　「3本のペンがあります」（基数と序数　11～19）
第13回　「ジュースが飲みたいです」（動詞未完了接続法の活用）
第14回　「ジュースが飲みたいです」（動詞未完了接続法の用法）

第８回　「お元気ですか」アラビア語のアルファベット以外の文字と記
号

第９回　「アッサラーム・アライクム」太陽文字と月文字
第10回　「あなたの名前は？」〇〇人という表現、数字1～10
第11回　「私の名前は．．．」名前の書き方
第12回　「はい」「いいえ」格について
第13回　「ごめんなさい」名詞の性について
第14回　「あなたは学生ですか」独立人称代名詞
第15回　試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
回によっては、イマージョン・スペースや教室の内外で、ネイティブ・ス
ピーカなどのゲスト講師を招くなどにより、コミュニケーション力やアラ
ブ・イスラーム文化理解の向上をめざす授業を行うことがある。
また、授業で学外フィールドワークへ出かけることもある。

講義コード（Course Code） 101562N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101562, 1000-101558

授 業 名（Course Title） アラビア語Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 鷲見　朗子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期後半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『初歩のアラビア語』　鷲見朗子　放送大
学教育振興会　2011

参考文献（References）
『パスポート日本語アラビア語辞典』　本
田幸一他編　白水社　2004
『パスポート　初級アラビア語辞典』　本
田幸一他編　白水社　1997

備 考（Note） 定員40人

１．科目の教育目標（Course Description）
本科目の目標は、「アラビア語Ⅰ」で培ったアラビア語の読み・書き・聞く・
話す能力をさらに伸ばし、応用力をつけていくことである。基本フレーズと
スキットに含まれる文法を理解し、文法に関連付けたコミュニケーション
能力を高める。またアラビア語の背景にあるアラブ・イスラーム文化の理
解もめざす。内容としては、出身の表現、場所の尋ね方、家族の紹介、数
詞（基数）、単数・双数・複数、動詞未完了形、動詞完了形、語根と語形パ
ターン、等位文の否定、疑問詞などを学習する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.　教科書の基本文や会話を理解しながら、文法を学ぶ。
2.　ドリルで応用力をつける。
3.　アラビア語の背景にあるアラブ・イスラーム文化を理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1.　予習で事前に課題を理解し、語彙など必要事項を記憶する。
2.　授業で充分に理解する。
3.　授業中のテストで理解の確認を行う。
4.　復習で学習したことを把握し、保持する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
1.　教科書の課された範囲を毎回予習する。
2.　小テストがある場合は、それに備える。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加25％、小テスト・宿題25％、試験50％。
5回以上の欠席者には単位を与えない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　「モスクはどこですか」定冠詞
第２回　「それはここから近いですか」形容詞
第３回　「こちらはどなたですか」接尾人称代名詞
第４回　「これは私の父です」「〇〇があります」指示代名詞
第５回　「いつもみなさんがお元気でありますように」イダーファ
第６回　「あなたたちは車を持っていますか」前置詞を使った所有表現
第７回　「これらのお寺や神社は素晴らしいです」双数・複数
第８回　「2つの有名な公園があります」名詞と形容詞の一致
第９回　「アラビア語を勉強しています」動詞未完了形
第10回　「この石けんはいくらですか」動詞未完了形
第11回　「パレスチナ料理を食べましたか」動詞完了形・語根
第12回　「私は彼がとても好きなの」等位文の否定ライサ
第13回　「彼は日本では知られていないよ」自己紹介
第14回　「私は○○が好きです」の表現
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第14回　「大学ではアラブ文学を専攻しています」（教育についての表現）
第15回　試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

「アラビア語Ⅲ」の履修者およびそれと同等のアラビア語の学力を備えてい
ると担当教員がみなした者を対象とする。
受講生の理解の進み具合によって、授業内容の進度を調整する場合もある。
また、回によっては、イマージョン・スペースや教室の内外で、ネイティ
ブ・スピーカを招くなどにより、コミュニケーション力やアラブ・イスラー
ム文化理解の向上をめざす授業を行うことがある。
また、授業で学外フィールドワークへ出かけることもある。

講義コード（Course Code） 101570N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101570

授 業 名（Course Title） ホスピタリティ京都
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 長沼　光彦. 笹岡　隆甫
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリント配布

参考文献（References）

『いけばな―知性で愛でる日本の美』　笹
岡隆甫　新潮新書　2012
『百花の教え』　笹岡隆甫　ぶんか社　2010
『美的生活のヒント』　笹岡隆甫　マガジ
ンハウス　2007
『香清話―香に聞く、香を聞く』　畑正高　
淡交社　2011
『京都・瓢亭 四季の日本料理』　高橋英一　
NHK出版　2014

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
京都のもてなしの文化について考えるオムニバス形式の授業である。京都
を中心に活躍するゲスト講師の方々お迎えして話をうかがい、日本の伝統
文化、および接遇の文化に対する理解を深める。
華道・茶道など日本の伝統文化を継承する方、旅行業界・ホテル業界など現
代の京都で活躍する方たちの貴重な話をうかがい、京都とホスピタリティ

（もてなし）に関わる理念と実践について、多角的また具体的に学ぶことが
目標となる。
特に、日本の伝統文化を伝えてきた京都の、国内および国際的交流の歴史
をふまえ、京都に受け継がれる、コミュニケーションの方法としての「も
てなし」の独自性について考察し、理解を深める。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・京都を中心とした日本文化とホスピタリティの関わりを知る。
・ホスピタリティ実践のために必要な心構えを知る。
・人の関わりと文化について自分なりの考えを持つことができる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・講義を通して、多様なもてなしの理念や実践を知り、京都文化の理解を
深める。
・考えをまとめる力を養うために、毎時間、講義の内容に対する意見をま
とめる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・授業で紹介した参考文献などを実際に自分で読んでおく。
・紹介した参考文献以外にも読書体験を広げ、京都の文化について考えを
深める。
・授業で紹介された京都の地を実際に自分で歩いてみる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（30％）、毎時間の意見文（30％）、学期末のレポート

（40％）により総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ホスピタリティとは何か（長沼）
第２回　日本の伝統文化ともてなし（長沼）
第３回　華道ともてなし①　華道の基礎知識（笹岡）
第４回　華道ともてなし②　華道の精神（笹岡）
第５回　華道ともてなし③　華道と人の関わり（笹岡）
第６回　華道ともてなし④　華道と社会（笹岡）
第７回　華道ともてなし⑤　華道と京都の環境（笹岡）
第８回　京都のもてなしと現代（長沼）
第９回　現代京都のもてなし①　和食（長沼・ゲストスピーカー）
第10回　現代京都のもてなし②　香道（長沼・ゲストスピーカー）

第15回　試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

「アラビア語Ⅰ」「アラビア語Ⅱ」の単位取得者およびそれと同等のアラビ
ア語の学力を備えていると担当教員がみなした者を対象とする。
受講生の理解の進み具合によって、授業内容の進度を調整する場合もある。
また、回によっては、イマージョン・スペースや教室の内外で、ネイティ
ブ・スピーカなどのゲスト講師を招くなどにより、コミュニケーション力
やアラブ・イスラーム文化理解の向上を めざす授業を行うことがある。ま
た、授業で学外フィールドワークへ出かけることもある。

講義コード（Course Code） 101564N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101564

授 業 名（Course Title） アラビア語Ⅳ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 鷲見　朗子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 参考文献を組み合わせたものを授業で配
布する。

参考文献（References）

『AlKitaab Part1 2nd ed.』　AlBatal　
Georgetown UP　
『Mastering Arabic 1 2nd ed.』　Wightwick　
Hippocrene　
『初歩のアラビア語 '11』　鷲見朗子　放送
大学教育振興会　2011
参考URLにあげたコンテンツも授業で使
用する。

備 考（Note） 定員40人

１．科目の教育目標（Course Description）
本科目の目標は、「アラビア語Ⅰ」「アラビア語Ⅱ」「アラビア語Ⅲ」で学ん
だことを土台に、文法に関連付けた、よりレベルの高いコミュニケーション
能力をつけ、応用力を高めることである。バランスのとれた４技能（読み・
書き・聞く・話す）の育成にも力を入れる。また、スキット、会話表現を
通じて、語彙力を拡充し、より正しい発音を習得することをめざす。内容
としては、仮定の出来事の表現、命令形を使った表現、受け身の表現、比
較の表現などを学習する。アラビア語学習のなかでアラブ文化の理解もさ
らに深めていく
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.　コミュニケーション力を伸ばす。
2.　文法事項を正確に理解する。
3.　語彙・表現力をつける。
4.　正しい発音を身につける。
5.　アラブ文化の理解を促進する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1.　ペア・グループ学習
2.　講義
3.　演習
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
1.　教科書の予習・復習
2.　教科書のCD, DVDの視聴
3.　小テストに備えて単語や基本文の学習
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加20%、小テスト・宿題30%、試験50%。
5回以上の欠席者には単位を与えない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクションと復習
第２回　「毎朝何時に起きますか」（日常行動の表現）
第３回　「毎朝何時に家を出ますか」（日常行動の表現）
第４回　「月曜日に彼女に会いました」（曜日・月）
第５回　「月曜日に彼女に会いました」（日付）
第６回　「砂糖を1袋とりんごを3つください」（動詞命令形単数）
第７回　「砂糖を1袋とりんごを3つください」（動詞命令形複数）
第８回　「犬はテーブルの下にいます」（前置詞の復習）
第９回　「犬はテーブルの下にいます」（接尾人称代名詞の復習）
第10回　「今日は何度ですか」（基数と序数　11～19）
第11回　「今日は何度ですか」（基数と序数　20～100）
第12回　「親愛なるアフマドへ」（はがきの書き方）
第13回　「親愛なるアフマドへ」（手紙の書き方）
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講義コード（Course Code） 101572N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101572

授 業 名（Course Title） 児童館実践演習
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 岩崎　れい. 矢島　雅子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（通年集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
児童館でのお話会、行事企画、支援の必要な子どもの介助などを実践的に
学び、授業で得た知識を現場に生かしていく演習です。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．児童館における子どもの支援に必要な知識・技術を学びます。
２．学んだことを実践的に生かす方法を習得します。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
以下のうち１つ以上の実習に参加してください。
１．学童クラブにおける支援の必要な子どもの介助
２．学童クラブ等における児童館の仕事の補助
３．行事の企画への参加
４．行事や学童クラブ等におけるお話会の実施
＜Course Schedule （事前事後授業予定） ＞
オリエンテーション（4月13日５講時）
事前指導① 児童館見学（4月20日５講時）
事前指導② 児童館に関する法律・制度、子どもの遊び等（4月27日５講時）
事後指導① 実習の振り返りのための討議（1月11日５講時）
事後指導② 発見課題についての討議、成果発表会準備（1月18日５講時）
成果発表会（1月25日５講時）
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各自が参加する実習に必要な知識を確実に得ておくこと、準備段階から打
ち合わせ等に必ず参加することを心がけてください。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
実習報告書・レポート・児童館からの評価７０％、成果報告会での発表３
０％の割合で評価します。
５．留意事項（Other Information）
事前事後指導にも必ず参加すること。特に事前授業は欠席すると実習に参
加できませんので、注意してください。
外部での実習は、先方に負担をかけていることを忘れずに、自覚をもって
取り組んでください。
児童館見学日は先方の都合によって変更になる場合があります。

講義コード（Course Code） 101573N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101573

授 業 名（Course Title）
実践の子ども学
創造的学びを挑発する学習環境デザ
イン

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 上田　信行
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1234（集中）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『プレイフル・シンキング－仕事を楽しく
する思考法』　上田信行　宣伝会議　2009

参考文献（References）

『プレイフル・ラーニング－ワークショッ
プの源流と学びの未来』　上田信行・中原
淳　三省堂　2013
『恊同と表現のワークショップー学びのた
めの環境のデザイン』　茂木一司編著　東
信堂　2010

備 考（Note） 定員30人

１．科目の教育目標（Course Description）
現代社会を生きる子どもの可能性を、ワークショップなどの実践を通して
協働的に探求することができる。学びとは何かを根源的に問い直し、これ
からの時代に必要な子ども学のヴィジョンとミッションを描ける。子ども
たちの創造力を刺激するための「空間」「道具（オブジェクト）」「学びの共
同体」「活動」をデザインし、ワークショップを展開できる。

第11回　現代京都のもてなし③　和菓子（長沼・ゲストスピーカー）
第12回　現代京都のもてなし④　報道（長沼・ゲストスピーカー）
第13回　現代京都のもてなし⑤　旅館（長沼・ゲストスピーカー）
第14回　現代京都のもてなし⑥　寺社（長沼・ゲストスピーカー）
第15回　現代におけるホスピタリティの意義（長沼）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・定期試験に代わり、レポートを提出する。
・レポートを書く際に、他人の書いた文章をコピーペーストしたものは認
めない。

講義コード（Course Code） 101571N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101571

授 業 名（Course Title） 女性の子育てとライフキャリ
ア

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 岩崎　れい
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期後半）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリント配布
参考文献（References） 授業中に紹介
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
現代日本の子育ておよび女性のライフキャリアの現状や課題について、基
礎的な知識を得るとともに、企業や教育現場、地域社会など、さまざまな
分野で活躍している「母」「父」の立場の方や関連する仕事をしている方に
お話をうかがい、受講生自身の生き方について考えます。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．現代女性を取り巻く現状について学びます。
２．さまざまな事例を知り、そこから生き方のヒントを得て、自分の生き
方を考えます。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義によって基本的な知識を得るとともに、外部講師のお話から、女性の
生き方について深く考察します。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
日頃から新聞をよく読み、現代日本の子育てを取り巻く環境に関心を持つ
ようにしてください。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業中の課題50％、筆記試験50％（第８回に実施）の割合で評価します。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　子育てとライフキャリアを考える（入門）
※5月29日4講時後半（15:40～16:25）に実施：〈子どもと子育
てのための生活環境学〉終了後

第２回　女性の子育て環境　法律と現状
第３回　外部講師による講義１　ワークライフバランス
第４回　外部講師による講義２　父の視点から見た育児
第５回　外部講師による講義３　雑誌に見る子育ての動向
第６回　外部講師による講義４　仕事と子育ての両立
第７回　外部講師による講義５　働くということ
第８回　子育てとライフキャリアを考える（理解度確認と振り返り）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
１．授業の順番を変更する場合があります。
２．外部講師はには、子育てとキャリアの両立、女性にとってのキャリア
パスなどの視点からお話いただきます。予定の詳細は授業時に配布します。
３．〈子どもと子育てのための生活環境学〉とは、同じ時間帯に開講してお
り、学期の前半が〈子どもと子育てのための生活環境学〉、後半が本科目

〈女性の子育てとライフキャリア〉です。いずれも子ども未来プログラムの
属する科目であり、同時履修が望ましいでしょう。
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・子どもの発達、および子育てにとって必要な生活環境条件を理解する
・子どもが成長していくことや子どもを育てていくことの価値意識をもつ
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・毎回の授業を振り返るとともに、7回にわたるオムニバス授業を、自分で
総合し、子どもと子育てのための望ましい「生活環境」像を構築する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・シラバスによって授業展開を理解しておく
・新聞の家庭欄、生活欄を読む習慣をつける
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
毎回の授業参加度（50％）とまとめの課題（50％）で評価する
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　「子どもと子育てのための生活環境学」概説（中村）　
子どもと子育てファッション1-子どもの成長と衣生活（牛田）

第２回　子どもと子育てファッション2―マタニティ時期とファッショ
ン（牛田）

第３回　子どもと母親の食生活（藤原）
第４回　子どもの成長と食生活（藤原）
第５回　子どもの遊びと住環境（竹原）
第６回　子どもと家族の住空間１-子ども室をめぐる問題（中村）
第７回　子どもと家族の住空間２―子育て世帯の新たな居住の形（中村）
第８回　子どもと子育て世帯の生活環境　総括　まとめの課題（中村）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
8回目の授業は、前半45分で本授業のまとめを行い、後半は〈子育てとワー
クライフバランス〉の第1回目の授業になる。〈子育てとワークライフバラ
ンス〉とは、同じ時間帯に開講しており、学期の前半が〈子どもと子育て
のための生活環境学〉、後半が〈子育てとワークライフバランス〉となる。
前半、後半続けて2科目とも履修することが望ましい。

講義コード（Course Code） 101580N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101580

授 業 名（Course Title） キャリア形成ゼミ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間

担 当 者（Instructor） 萩原　暢子. 酒井　久美子. 長沼　光彦. 
吉田　智子

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
社会で必要とされる力を社会人基礎力＊１と定義し、特に実践力を身につ
けることを目標とする実践型科目である。そのため、本学の学生が社会で
活動する「場」をゼミとして設定し、各ゼミにおいては企画、立案、実践、
検証の一連のプロセスを経験するものである。またこのプロセスの中で、企
画、立案することで考え抜く力を、実践することで前に踏み出す力を、ま
たグループワークを通してチームで働く力をつけ、社会人基礎力を身につ
けていくものである。
＊１社会人基礎力とは「職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくた
めに必要な基礎的な力」として「前に踏み出す力、考え抜く力、チームで
働く力」の３つの能力と１２の能力要素をＨ１８年に経済産業省が定義づ
けしたもの。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
①各ゼミに関連した業界分析、職業知識、また情報収集力、分析力をつけ
ること。
②企画書を作成する力をつけること。
③グループでの協同力や、コミュニケーション力をつけること。
④企画を立案し、実行する力を身につけること。
⑤企画を伝える力、プレゼンテーション力を身につけること。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・ゼミごとに取り込むべき課題を十分に認識し、情報収集、分析をして取
り組むこと。
・実践演習は学外での活動が中心となるため、マナー、社会人としての心
構えなど事前の指導をしっかりと受け、事前指導から終了後の報告会まで
積極的に参加すること。
・グループワークや他者との協同作業が中心となるため、積極的なコミュ
ニケーションを心がけること。
・具体的なスケジュールはキャリアセンターの指示に従うこと。

２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
ワークショップやヴィデオ作品を協働でつくりつつ、そのプロセスをメタ認知
的に振り返ることによって学びを深めていくことができる。この「Learning 
by Making」という活動から得られる経験をベースにして、多様な「学びの
場」を実践的に構築することができる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業はレクチャーとワークショップを融合したスタイルで進めていく。レ
クチャーで学んだデザインの枠組みを使って、実際にワークショップを行
い、そのプロセスをヴィデオで記録・編集・評価する。ヴィデオ素材を自
ら作成し、それを編集して作品をつくる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
教科書をよく読んで、重要概念を整理する。
授業で撮ったヴィデオ素材を使って、ミュージックヴィデオの編集を
MacintoshのiMovieソフトを使って行う。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
6時間（集中講義のため）時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（30％）ワークショップへの貢献度 （30%）、プレゼン
テーション（10%）、 レポート （30%）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　実践の子ども学とは何か
第２回　実践の子ども学研究へのアプローチ1：プレイフルラーニング

が学びを変える
第３回　実践の子ども学研究へのアプローチ2：構成主義的な学習環境

をどうデザインするか
第４回　実践の子ども学研究へのアプローチ3: 学びの動機づけとメタ認

知
第５回　学習環境デザイン：「空間」「道具（オブジェクト）」「学びの共

同体」「活動」を創造する
第６回　ワークショップデザインの実践1：LEGO ブロックでアイディ

アを可視化する
第７回　ワークショップデザインの実践2：似顔絵ワークショップ
第８回　MIT Media Lab:Lifelong Kindergarten Groupが描くプログラ

ミング教育とは
第９回　ミュージックヴィデオの制作 1：ダンス素材をつくる
第10回　ミュージックヴィデオの制作 2：撮影したヴィデオデータを取

り込んで、編集する
第11回　ミュージックヴィデオの制作3：完成した作品の視聴と講評
第12回　「プロフェッショナル 私の流儀」アプリを使ってムービーを制

作する
第13回　五感を撮るプロジェクト1：街を歩きながら五感風景をヴィデ

オに撮り、編集する
第14回　五感を撮るプロジェクト2：完成した作品の視聴と講評
第15回　実践の子ども学「展覧会」：授業で作成した全作品を振り返り

つつ、まとめを行う
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業のワークショップの様子をヴィデオで記録し、その場で編集し、受講
者全員で視聴する。

講義コード（Course Code） 101574N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101574

授 業 名（Course Title） 子どもと子育てのための生活
環境学

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間

担 当 者（Instructor） 中村　久美. 牛田　好美. 竹原　広実. 藤
原　智子

単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（前期前半）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 毎回の担当教員が資料を配布する
参考文献（References） 授業の中で、関連参考図書を紹介する
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
子どもの発達にとって、さらにその子どもを育てる親も含めた子育て世帯
や親子の暮らしにとって重要な生活環境の問題を、「衣」「食」「住」「家族」
の視点から考える。社会状況や政府の少子化対策、女性の生き方など、子
どもと子育て世帯をめぐる諸情勢と関連付けて理解し、将来の自己の問題
として主体的に考えていけるようにすることを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・子どもと子育て世帯をめぐる社会問題を理解する
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習得する。本科目では、以下のことを目的とする。
　１．主な診療場面で実施される問診の基礎的な内容を説明できる　
　２．主な診療場面で実施される検査法の基礎的な内容を説明できる
　３．主な診療場面で実施される治療法の基礎的な内容を説明できる
　４．主な診療場面での患者と医療者とのコミュニケーションについて、情
報のやりとりに必要な基礎的な英語を理解できる
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
総合診療等問診が重視される場面をはじめ、検査、治療、手術、出産、救
急対応等、それぞれの場面に応じて、医療者および患者・家族の双方に必
要な説明ができるよう、現場の医療スタッフからも指導を受ける。併せて、
情報のやりとりに必要となる英語の専門用語の基礎も習得する。
　１．総合診療部や神経内科・精神科などで行われる問診の基礎的な内容
を説明できる
　２．血液検査、内視鏡検査、放射線検査などの基礎的な内容を説明でき
る
　３．内科的治療・外科的治療（妊娠・出産・救急を含む）の基礎的な内
容を説明できる
　４．総合診療部や救急など主な診療場面で、情報のやりとりに必要な基
礎的な英語を理解できる
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式で、テキスト、配付資料およびスライド・視聴覚教材を使用する
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
該当箇所を医学概論Ⅰにて用いた資料で確認しておくこと
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度・授業態度（20％）と確認試験（80％）により総合判断する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション（担当；萩原）
第２回　総合診療総論（診療・医療の基本など）‐ 外部講師
第３回　総合診療各論（総合医療とはなど） ‐ 外部講師
第４回　眼科疾患について ‐ 外部講師
第５回　内科検査総論 ‐ 外部講師
第６回　妊娠・出産と診療 ‐ 外部講師
第７回　神経内科での問診 ‐ 外部講師
第８回　医学的検査（放射線検査など）について ‐ 外部講師
第９回　耳鼻咽喉科疾患について ‐ 外部講師
第10回　精神科診療について ‐ 外部講師
第11回　救急の診療について ‐ 外部講師
第12回　手術等外科的治療について ‐ 外部講師
第13回　内科治療総論 ‐ 外部講師
第14回　確認テスト（担当；河瀬）
第15回　講評（担当；河瀬）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・他の受講生の迷惑となる私語、携帯電話等によるメールの送受信、摂食
は禁止します。
・授業に欠席した場合、その授業中に配布したプリント（レジュメ）を、授
業担当者は保管しないため、出席者からコピーさせてもらうこと。
・第２回から第１３回は担当教員が分担して担当し、ゲストスピーカー（外
部講師）を招く

・事前の指導から成果発表まで必ず出席し、やむをえず欠席する場合は担
当教員の指示に従うこと。
・キャリア形成ゼミの活動については、専用の報告書に従って作成し、提
出すること。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・第1回目のオリエンテーションで、ゼミの目的などを理解する。
・自分が選んだゼミ（企業など）の活動内容を理解し、概要についてパン
フレットなどで下調べをしておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
参加態度（50％）、企画書、成果に対する評価（30％）、最終プレゼンに対
する評価（20％）を基本とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション　旅行プランナーゼミ：JTB西日本、編集
倶楽部：長沼、町づくりプランナーゼミ：酒井、ブライダル業界ゼ
ミ：（株）コミューン、STEM教材プランナーゼミ：吉田・中村

第２回　事前研修（マナー研修等）（全体の講義）
第３回　各ゼミに分かれて「業界研究」を行う。（町づくりプランナー

ゼミ：地域の特性を知る、STEM教材ゼミ：STEMについて学ぶ）
第４回　各ゼミで現場見学等を行う
第５回　現場実践等で情報収集を行う
第６回　企画のテーマ設定から企画立案①　お互いの興味を知る
第７回　企画のテーマ設定から企画立案②　テーマ設定から企画を考え

る
第８回　グループワーク①　企画に沿って、各ゼミの実際の活動を進め

る　
第９回　グループワーク②　各ゼミで問題点をそれぞれ克服しながら、

活動を進める。
第10回　中間報告会　
第11回　グループワーク③　中間報告会での指摘事項等を検討し、企画

の目的達成に向けて、各ゼミでの活動を進める。
第12回　グループワーク④　成果確認会に向けて、プレゼンテーション

の準備
第13回　成果確認会（全体での発表）
第14回　現場にて企画実施（旅行プランナーゼミは催行する旅行プラン

参加者募集、町づくりプランナーゼミは地域の活性化のための企画、
編集倶楽部は雑誌製本、ブライダル業界ゼミは模擬挙式、STEM教
材ゼミは実際の教材を作成する）　

第15回　成果発表会と総括
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・各ゼミの内容については、旅行プランナー、ブライダルプランナー、編
集倶楽部、　町づくりプランナー、STEM教材プランナー などを予定して
いるが、詳細については　4月中にキャリア形成ゼミの説明会を実施するの
で、必ず出席し、確認すること。
・キャリア形成ゼミ手引書及び実施報告書を配布するので、各ゼミの担当
の先生の指示に従いプログラムの内容を確認し、また報告書に状況を記載
しながら進めていくこと。
・各ゼミによって一定の人数が集まらなければ実施しないゼミや定員が決
まっているゼミもあるので説明会時に確認すること。

講義コード（Course Code） 101591N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101591

授 業 名（Course Title）
医学概論Ⅱ
グローバル化時代に対応する医学の
基礎知識を学ぶ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間

担 当 者（Instructor） 吉野　啓子. 河瀬　雅紀. 小林　順. 須川　
いずみ. 萩原　暢子

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（集中）
前提科目（Prerequisite） 101590「医学概論Ⅰ」
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
医学概論Ⅰで習得した基礎知識をグローバル化時代に求められる実践知へ
と導くことを目的とする。そのため、医療現場に立ち会った時に、何をど
のように医療者および患者・家族に伝えるべきか、適切は判断とその伝達
のスキルを学ぶ。また、これらの情報のやりとりに必要は基礎的な英語を
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講義コード（Course Code） 101831N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101831

授 業 名（Course Title） ボランティア実践
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 古庵　晶子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 234（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
幼稚園、小学校・中学校・高等学校・特別支援学校において各教科や、部
活動の指導補助などの教育活動を支援するという目的の京都府教育委員会
や京都市教育委員会及び各自治体の学生ボランティア事業に参加する。こ
の事業の実施目的を理解し、参加するための方法や心構えについて学ぶ。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
授業目的について理解する。
各学校の教育支援活動に参加する。
活動に参加した結果をまとめる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
オリエンテーション、事前指導に参加する。
実施要項に基づき、書類等を作成する。
大学の授業に支障をきたさないように活動する。
教育現場の実際を学ぶ。

授業予定
第1回　説明会（前期5月）
第2回　事前指導（個人面接）
第3回　現場実習（30時間）
第4回　報告会（後期1月）
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
学生ボランティア事業等の情報をインターネット等で収集する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
課題レポートの提出30％
各教育委員会からの報告書10％
学生ボランティアの述べ30時間以上参加すること60％
上記のことをすべて満たすことで単位は修得できる
５．留意事項（Other Information）
自らの意思でボランティアに参加するということと、大学外で活動すると
いう認識で、責任のある行動を取ること。後期1月の報告会の日までに現場
実習の30時間を終える必要がある。

講義コード（Course Code） 101840A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101840

授 業 名（Course Title） インターンシップＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 萩原　暢子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
景気の回復が不透明な時代に入り、求人数の減少、就職環境は非常に難しく
なっている。学生が就業体験の実習に取り組むことにより、社会の厳しさ
や難しさを学ぶことはもとより、一般常識の習得、さらにはコミュニケー
ション能力や積極性の重要性を実感し、明確なキャリア意識の確立を目指
す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・参加する前に、各自十分に企業研究を行うことで、企業の概要を学ぶ。
・実際の就業体験から得られた仕事に対する明確な目的・ビジョンに基づ
き、進路選択の方法や実践を学ぶ。
・就業体験により、明確な目的意識を持ち、意欲的に学習や学生生活を送
り、自分自身のキャリアプランを構築することに繋げる。
・社会人基礎力として「考え抜く力」、「前へ踏み出す力」、「チームで活動
する力」を身に付ける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・7月に行われる事前研修を受講し、マナー講座やインターンシップの進め

方について、説明を聞き準備を行う。
・実習期間は、夏季休業期間に実働原則１０日以上、企業、行政機関等に
おいて就業体験を行う。
・実習内容は、受入れ先が提示されるプログラムに沿って、実施される。
・実習に当たって、事前レポートを提出し、実習中は毎日の就業体験につ
いて、実習日誌に記載する。実習終了時には、事後レポートを作成する。
・インターンシップの成果については、成果発表会において発表すると共
に、学生同士で共有し学び合う。
＜授業予定＞第1回目：事前研修（オリエンテーション、ビジネスマナー講
座）、第2回目以降：受入れ先に分かれて、体験実習を行う、実習終了時に
事後研修、成果発表会と総括
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・インターンシップ実習先に関しては、HP等で十分に企業研究をすること
・実習に行く前に指示を待つだけではなく、自分から進んで何ができるの
かを考えること。
・現場で働く社会人に質問できる内容を考えておくこと。
・夏休みの暑い時期にあたるので体調管理を万全に整えること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
・事前研修、実習中、事後研修の参加度およびプレゼンテーション、最終
レポートにより総合的に評価する。
５．留意事項（Other Information）
・申請方法等詳細については4月に行うインターンシップ説明会で確認する
こと。
・キャリアセンターからの連絡、指示は掲示によることが多いので、各自
で掲示板を確認し、把握しておくこと。
・自己開拓したインターンシップについてはキャリアセンターの規定を満
たせば単位として認める。
・遅刻、欠席厳禁

講義コード（Course Code） 101840B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101840

授 業 名（Course Title） インターンシップＢ
プログレスコース

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 萩原　暢子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
大学コンソーシアム京都が窓口となって実施するインターンシップ・プロ
グラム（コーオプ教育）は、実体験と教育研究の融合による「学習意欲の
喚起」、「高い職業意識の育成」、「自主性・独創性のある人材育成」を目的
とした教育プログラムである。
本プログラムは、キャリア教育プログラムとしての側面も有し、単なる就
業体験にとどまらず、実践から「働く」を考え、「社会人基礎力の育成」を
も目的とした教育プログラムである。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
プロジェクトを通して、さまざまな角度から実社会を見つめ、現状を把握
する力、課題を発見する力、その課題を解決する力を身につけることが目
標である。受入れ先が提示したプロジェクトのテーマに沿って成果重視の
活動を行うプログラムとなっており、受入れ先にとってもメリットとなっ
ている。そのため専門性や独創性および協調性が求められている。講義で
は、具体的にプロジェクトを推進しながら目標を修正し、そのつど受入れ
先とすりあわせながら検討を重ねていく。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
6月～11月の約5ヵ月間、企業・行政機関・非営利組織（NPO・NGO等）が
提示したテーマに沿ってプロジェクト型のインターンシップを行う。
・授業予定については、「インターンシップ・プログラム2017年度募集ガイ
ド」で確認すること。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・インターンシップ実習先に関しては、HP等で十分に企業研究をすること
・実習に行く前に指示を待つだけではなく、自分から進んで何ができるの
かを考えること。
・現場で働く社会人に質問できる内容を考えておくこと。
・夏休みの暑い時期にあたるので体調管理を万全に整えること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
①実習状況
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詳細は、大学の窓口もしくは大学コンソーシアム京都に問い合わせること。

講義コード（Course Code） 201014J0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-201014

授 業 名（Course Title） Academic Reading Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉野　啓子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

別紙

講義コード（Course Code） 201015J0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-201015

授 業 名（Course Title） Academic Reading Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉野　啓子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

別紙

②平常点（事前・事後学習における取組状況およびプログラム全体を通じ
た成長の評価）
③課題（事前学習レポート、事後学習レポート、プロジェクト報告書等）
①が50%、②～③が50%　合計100%
５．留意事項（Other Information）
大学での履修登録以外に、大学コンソーシアム京都でのインターンシップ・
プログラムの受講には、プログレスコースおよびビジネスコース・パブリッ
クコースそして、受入れ先を選択し、事前にweb申し込みを行い、完了を
知らせるメールをプリントアウトの上、別途作成した出願票とともに持参
し、以下の日程で出願、面接を受け受講許可となる必要がある。
①Web申込期間：2017年4月21日（金）～5月9日（火）
②出願・面接日：2017年5月12日（金）、5月13日（土）
③説明・相談会：2017年4月22日（土）
 インターンシップ事前説明会・相談会
　　　　　　　　2017年4月27日（木）
 プログレスコース説明会・相談会　　
詳細は、大学の窓口もしくは大学コンソーシアム京都に問い合わせること。

講義コード（Course Code） 101840C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 1000-101840

授 業 名（Course Title） インターンシップＣ
ビジネス・パブリックコース

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 萩原　暢子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
大学コンソーシアム京都が窓口となって実施するインターンシップ・プロ
グラム（コーオプ教育）は、実体験と教育研究の融合による「学習意欲の
喚起」、「高い職業意識の育成」、「自主性・独創性のある人材育成」を目的
とした教育プログラムである。
本プログラムは、キャリア教育プログラムとしての側面も有し、単なる就
業体験にとどまらず、実践から「働く」を考え、「社会人基礎力の育成」を
も目的とした教育プログラムである。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
事前学習から実習、続いて事後学習という体系化された学習プログラムを通
じて、実社会への理解を深め、社会性や職業観を身につけるとともに、実習
後の学生生活における課題の整理と目標を明らかにすることを目指す。事
前学習・事後学習では、業界・業種別、或いは行政・非営利組織（NPO・
NGO等）別にクラスを編成し、他大学の学生と共に業界研究やディスカッ
ション等を行うことで、目標を達成させる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
8月中旬～9月中旬に、企業・行政機関・非営利組織（NPO・NGO等）にお
いて、2週間～1ヵ月程度の実習を行う。
・授業予定については、「インターンシップ・プログラム2017年度募集ガイ
ド」で確認すること。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・インターンシップ実習先に関しては、HP等で十分に企業研究をすること
・実習に行く前に指示を待つだけではなく、自分から進んで何ができるの
かを考えること。
・現場で働く社会人に質問できる内容を考えておくこと。
・夏休みの暑い時期にあたるので体調管理を万全に整えること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
①実習状況
②平常点（事前・事後学習における取組状況およびプログラム全体を通じ
た成長の評価）
③課題（事前学習レポート、事後学習レポート、プロジェクト報告書等）
①が50%、②～③が50%　合計100%
５．留意事項（Other Information）
大学での履修登録以外に、大学コンソーシアム京都でのインターンシップ・
プログラムの受講には、ビジネス・パブリックコースと受入れ先を選択し、
事前にweb申し込みを行い、完了を知らせるメールをプリントアウトの上、
別途作成した出願票とともに持参し、以下の日程で出願、面接を受け受講
許可となる必要がある。
①Web申込期間：2017年4月21日（金）～5月9日（火）
②出願・面接日：2017年5月12日（金）、5月13日（土）
③説明・相談会：2017年4月22日（土）
 インターンシップ事前説明会・相談会
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講義コード（Course Code） 201019N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-201019

授 業 名（Course Title） Reading Lab Ⅳ
Extensive Reading

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 7.5時間
担 当 者（Instructor） York Weatherford
単 位 数（Credits） 0.5
配当学年（Eligible Year） 2（後期集中）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

Students will choose Graded Readers or 
novels from the library based on their own 
levels and interests. Students will also 
use the Moodle online learning system 
for discussion and vocabulary study.

参考文献（References）
備 考（Note） 全7.5コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
The aim of this course is for students to develop their reading fluency and 
expand their vocabularies through extensive reading and vocabulary study.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will read self-selected books from the library's Graded Readers 
collection on a regular basis and they will take online quizzes and/or write 
book reports to demonstrate their progress. Students may also choose to 
read novels or other books that are not graded readers. In addition, students 
will discuss the books they have read through online forums, and keep track 
of new vocabulary and concepts with personal online glossaries.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Students will develop reading skills and vocabulary knowledge through 
individual extensive reading and vocabulary activities.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are required to select their own books from the library and read 
them regularly. In addition, students must complete the online quizzes and 
activities in their own time.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Student assessment will be based on the completion of the reading and 
vocabulary activities as follows:
50% Reading Quizzes and Book Reports
50% Vocabulary Activities
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Review of Extensive Reading
第２回　Human Interest
第３回　Biography
第４回　Culture
第５回　Sports
第６回　Business
第７回　Technology and Science
第８回　Geography/Environment
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 201028N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-201028

授 業 名（Course Title） Writing Lab Ⅲ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 7.5時間
担 当 者（Instructor） Jodie　Campbell
単 位 数（Credits） 0.5
配当学年（Eligible Year） 2（前期集中）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Writing Journal: Topics to Write About 
』　Graeme Beals　R.I.C. Publications　
1999

参考文献（References）
備 考（Note） 全7.5コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
The aim of this course is to help students develop their WRITING 

講義コード（Course Code） 201018N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-201018

授 業 名（Course Title） Reading Lab Ⅲ
Extensive Reading

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 7.5時間
担 当 者（Instructor） York Weatherford
単 位 数（Credits） 0.5
配当学年（Eligible Year） 2（前期集中）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

Students will choose Graded Readers or 
novels from the library based on their own 
levels and interests. Students will also 
use the Moodle online learning system 
for discussion and vocabulary study.

参考文献（References）
備 考（Note） 全7.5コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
The aim of this course is for students to develop their reading fluency and 
expand their vocabularies through extensive reading and vocabulary study.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will read self-selected books from the library's Graded Readers 
collection on a regular basis and they will take online quizzes and/or write 
book reports to demonstrate their progress. Students may also choose to 
read novels or other books that are not graded readers. In addition, students 
will discuss the books they have read through online forums, and keep track 
of new vocabulary and concepts with personal online glossaries.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Students will develop reading skills and vocabulary knowledge through 
individual extensive reading and vocabulary activities.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are required to select their own books from the library and read 
them regularly. In addition, students must complete the online quizzes and 
activities in their own time.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Student assessment will be based on the completion of the reading and 
vocabulary activities as follows:
50% Reading Quizzes and Book Reports
25% Online Forums
25% Vocabulary Activities
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction to Extensive Reading
第２回　Short Stories
第３回　Graphic Novels
第４回　Thrillers
第５回　Literature in Translation
第６回　True Stories
第７回　Historical
第８回　Historical Fiction
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）



─ 165 ─

develop their writing skills by completing topics in their writing journal.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Complete 4 or more topics in the writing journal every week.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
7.5時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Your grade in this course will be based on three writing assignments and 
an overall evaluation of your JOURNAL WRITING.
Assignment #1: 30%
Assignment #2: 30%
Assignment #3: 30%
Overall Evaluation: 10%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Topic 1-3
第２回　Topic 4-6
第３回　Topic 7-9
第４回　Topic 10-12
第５回　Topic 13-15
第６回　Topic 16-18
第７回　Topic 19-21
第８回　Topic 22-24
第９回　Topic 15-27
第10回　Topic 18-30
第11回　Topic 31-33
第12回　Topic 34-36
第13回　Topic 37-39
第14回　Topic 40-42
第15回　Topic 43-45
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
Topics are in the textbook.

講義コード（Course Code） 201033A0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-201033

授 業 名（Course Title） Advanced Listening ⅠＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Jodie　Campbell
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『Cubic Listening: Over to Our Reporter 
（2nd Ed.）』　Timothy Kiggell, Peter 
Bellars, Kate Chandler, & Helen Donald 　
MacMillan Language House　2008
An additional listening textbook may be 
announced at a later date.

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The aim of this course is for students to develop ADVANCED LISTENING 
and GLOBAL COMMUNICATION SKILLS needed to COMMUNICATE 
effectively in English throughout the world.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Active participation in all classroom activities is required. These activities 
include conversations and discussions in the class.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be conducted entirely （100%） in English. In-class activities 
will be completed individually, in pairs, and in small groups.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to complete their homework on time!
Homework assignments include vocabulary study and preparation for in-
class activities.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
2時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Students' grades in this class will be based on class participation （including 
homework, their attitude, and being on task）, tests/quizzes, a PowerPoint 
presentation, a listening proficiency exam, and a vocabulary portfolio.
Class Participation 20%
Tests/Quizzes 20%
PowerPoint Presentation 20%

FLUENCY and ACCURACY through independent JOURNAL WRITING
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
This course will promote students’ WRITING SKILLS by giving students 
the opportunity to express their thoughts, feelings and ideas on a wide range 
of high-interest writing themes while assisting with the development of 
WRITING SKILLS by providing an excellent tool to practice regular writing.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course DOES NOT meet every week, but you are expected to develop 
your WRITING SKILLS by completing 3 or more topics in your writing 
journal every week.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are required to fulfill the evaluation criteria for the assignments 

（refer to the schedule）.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
7.5時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Your grade in this course will be based on three writing assignments and 
an overall evaluation of your JOURNAL WRITING.
Assignment #1: 30%
Assignment #2: 30%
Assignment #3: 30%
Overall Evaluation: 10%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Journal Writing Topics #1 ~ #3
第２回　Journal Writing Topics #4 ~ #6
第３回　Journal Writing Topics #7 ~ #9
第４回　Journal Writing Topics #10 ~ #12
第５回　Journal Writing Topics #13 ~ #15

Assignment #1
第６回　Journal Writing Topics #16 ~ #18
第７回　Journal Writing Topics #19 ~ #21
第８回　Journal Writing Topics #22 ~ #24
第９回　Journal Writing Topics #25 ~ #27
第10回　Journal Writing Topics #28 ~ #30

Assignment #2
第11回　Journal Writing Topics #31 ~ #33
第12回　Journal Writing Topics #34 ~ #36
第13回　Journal Writing Topics #37 ~ #39
第14回　Journal Writing Topics #40 ~ #42
第15回　Journal Writing Topics #43 ~ #45

Assignment #3
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
An ENGLISH-ENGLISH dictionary is highly recommended!
Doing the MReader online quiz system is highly recommended! 
Using the teacher's website is highly recommended!

講義コード（Course Code） 201029N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-201029

授 業 名（Course Title）
Writing Lab Ⅳ
This course is a continuation of 
Writing Lab III.

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 7.5時間
担 当 者（Instructor） Jacoba　Akazawa
単 位 数（Credits） 0.5
配当学年（Eligible Year） 2（後期集中）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『 Writing Journal: Topics to Write About』　
Graeme Beals　R.I.C. Publications.

参考文献（References）
備 考（Note） 全7.5コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
The aim of this course is to help students develop their writing fluency and 
accuracy through independent journal writing.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
The  students will gett the opportunity to express their thoughts, feelings 
and ideas on a wide range of high-interest writing themes while assisting 
with the development of writing skills by providing an excellent tool to 
practice regular writing.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course does not  meet every week, but the students are expected to 
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第７回　Enjoy your study
第８回　Sounds delicious!
第９回　Review Test 2
第10回　I’m thinking of getting fit.
第11回　Do you ever wear this?
第12回　Computer Buddies!
第13回　Seen any good movies?
第14回　We stick together.
第15回　Final listening test and evaluation.
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The schedule for instruction will be flexible. The instructor will set the pace 
according to the needs and abilities of the class.

講義コード（Course Code） 201033C0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-201033

授 業 名（Course Title） Advanced Listening ⅠＣ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Sr. Mary Hope Billing
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Interchange 3, fourth edition』　Jack C. 
Richards　Cambridge University Press　
2013

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
Through various activities the students will develop their ability to listen 
to and to understand English conversations that could occur in the events 
and activities of daily life.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
The aim of this course is to help the students develop English listening skills 
so that they will be able to listen to and understand conversations, news 
programs, music and movies in their daily lives.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be conducted entirely in English.  Class activities will be 
done individually, in pairs or in small groups.  All assignments will re-enforce 
the points covered in class. 
Each week we will listen to and discuss a section of a movie, a news program, 
a song or various conversations in English.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to come to class with homework completed, textbook, 
papers, pencil, eraser, pen and any material that the teacher may have given 
to the students.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Late assignments will have ten points deducted from the grade for that 
assignment. A listening exam will be given at mid-term and at the end of 
the term.
The final grade will be determined as follows:
Homework and Classwork 30% 
Tests and Quizzes 30%
Listening  Exams 40%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction and Explanation of the Advanced Listening I C 
Course with Requirements and Expectations.That’s what friends 
are for:  Linked sounds; listen to and discuss a section of a movie

第２回　That’s what friends are for:  Listen to descriptions of people; 
listen to opinions; listen to and discuss a news program

第３回　Career moves:  Stress with compound nouns; listen to 
descriptions of summer jobs; listen to and discuss a song

第４回　Career moves:  Listen to likes and dislike; listen to and discuss 
conversations

第５回　Could you do me a favor?:  Unreleased consonants; listen to and 
discuss a section of a movie

第６回　Could you do me a favor?:  Listen to people making, accepting, 
and declining requests; listen to and discuss a song

第７回　What a story:  Intonation in complex sentences; listen to and 
discuss a news podcasts

Listening Proficiency Exam 30%
Vocabulary Portfolio 10%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Course Introduction
第２回　Listening for main ideas
第３回　Listening for rhetorical questions
第４回　Listening for bias
第５回　Listening for summaries
第６回　Listening for reasons and explanations
第７回　Listening to understand a sequence of events
第８回　Listening for similarities and differences
第９回　Listening for supporting statements
第10回　Listening to categorize information
第11回　Listening for cause and effect relationships
第12回　Listening to understand vocabulary from context
第13回　Listening for note taking
第14回　Listening for organization
第15回　Listening for problems and solutions
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The course may be flexible, and the syllabus is subject to change. The 
instructor will set the pace of the class according to the unique characteristics 
and level of the students. 
An ENGLISH-ENGLISH dictionary is highly recommended!
Doing the MReader online quiz system is highly recommended! 
Using the instructor's website is highly recommended!

講義コード（Course Code） 201033B0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-201033

授 業 名（Course Title） Advanced Listening ⅠＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Jacoba　Akazawa
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Sounds Good. On track to listening 
success. Student Book 3』　Ken Beatty 
& Peter Tinker　Pearson Longman　2009

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
This course focuses mainly on extending student’s listening ability.
It will give the students a variety of listening opportunities including 
conversations, songs, radio shows, movies, YouTube clips, interviews, and 
discussions. In addition to American English students will be exposed to 
accents from other English speaking countries as well as non-native speaker 
accents.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will be expected to participate in a variety of activities in pairs and 
groups interacting in English. There will be weekly listening tests a good 
preparation for future TOEIC tests.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be conducted entirely in English. In-class activities will be 
completed individually, in pairs, and in small groups.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should maximize their exposure to English outside of class through 
activities such as listening to songs and watching movies in English.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Final listening quiz 20%
Class participation 40%
Song presentation 20%
Movie clip presentation 20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Let me introduce myself.
第２回　I like getting presents!
第３回　I can’t stand the graffiti.
第４回　Review Test 1
第５回　All the hard chores!
第６回　Let’s do something fun!
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第11回　What you wear says a lot.
第12回　What it takes.
第13回　When the earthquake struck.
第14回　It’s the right thing to do.
第15回　Final listening test and evaluation.
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The schedule for instruction will be flexible. The instructor will set the pace 
according to the needs and abilities of the class.

講義コード（Course Code） 201034C0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-201034

授 業 名（Course Title） Advanced Listening ⅡＣ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Sr. Mary Hope Billing
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Interchange 3, fourth edition』　Jack C. 
Richards　Cambridge University Press　
2013

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
Through various activities the students will develop their ability to listen 
to and to understand English conversations that could occur in the events 
and activities of daily life.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
The aim of this course is to help the students develop English listening skills 
so that they will be able to listen to and understand conversations, news 
programs, music and movies in their daily lives.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be conducted entirely in English.  Class activities will be 
done individually, in pairs or in small groups.  All assignments will re-enforce 
the points covered in class.
Each week we will listen to a section of a movie, a news program, or a song 
in English.  We will listen to the conversations of others and discuss what 
we have heard and understood.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to come to class with homework completed, textbook, 
papers, pencil, eraser, pen and any material that the teacher may have given 
to the students.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Late assignments will have ten points deducted from the grade for that 
assignment.
A listening exam will be given at mid-term and at the end of the term.
The final grade will be determined as follows:  
Homework and Classwork 30%
Tests and Quizzes 30%
Listening  Exams 40%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction and Explanation of the Advanced Listening II C 
Course with Requirements and Expectations.
Improvements:  Sentence stress, listening to a section of a movie

第２回　Improvements:  Listening to suggestions for self-improvement,  
listening to a news program

第３回　The past and the future:  Syllable stress, listening to prediction, 
listening to a song

第４回　The past and the future:  Listening to predictions, listening to 
conversations

第５回　Life’s little lessons:  Reduction of have and been, listening to 
descriptions of important events, listening to the section of a movie

第６回　Life’s little lessons:  Listening to regrets and explanations 
listening to a news program

第７回　The right stuff:  Reduced words, Listening for features and 
slogan, listening to a news program

第８回　The right stuff:  Listening to conversations
第９回　That’s a possibility:  Reduction in past modals, listening to a 

section of a movie

第８回　What a story:  Listen to Narratives about past events; listen to 
and discuss conversations

第９回　Crossing cultures:  Word stress in sentences; listening for 
information about living abroad; listen to and discuss a section of a 
movie

第10回　Crossing cultures:  Listen to opinions about customs; listen to 
and discuss a news program

第11回　What’s wrong with it?:   Constrastive stress;  listening to people 
exchange things in a store;  listen to and discuss a song listen to a 
song

第12回　What’s wrong with it?:  Listen to repair people describe their 
jobs; listen to and discuss conversations

第13回　The world we live in:  Reduction of auxiliary verbs; listening to 
environmental problems; listen for solutions

第14回　The world we live in:  Listen to environmental problems; listen 
for solutions

第15回　Lifelong learning:  Intonation in questions of choice; listen to 
descriptions of courses; listening for additional information; listen to 
and discuss a section of a movie

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
This course schedule will be flexible based on the needs of the students.

講義コード（Course Code） 201034B0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-201034

授 業 名（Course Title） Advanced Listening ⅡＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Jacoba　Akazawa
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『 Sounds Good. On track to listening 
success. Student Book 4 』　Ken Beatty 
& Peter Tinker　Pearson Longman　2009

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
This course focuses mainly on extending student’s listening ability.
It will give the students a variety of listening opportunities including 
conversations, songs, radio shows, movies, YouTube clips, interviews, and 
discussions. In addition to American English students will be exposed to 
accents from other English speaking countries as well as non-native speaker 
accents.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will be expected to participate in a variety of activities in pairs and 
groups interacting in English. There will be weekly listening tests a good 
preparation for future TOEIC tests.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be conducted entirely in English. In-class activities will be 
completed individually, in pairs, and in small groups.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should maximize their exposure to English outside of class through 
activities such as listening to songs and watching movies in
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Final listening quiz 20%
Class participation 40%
Song presentation 20%
Movie clip presentation 20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Something meaningful
第２回　What’s your big news?
第３回　I can party all night.
第４回　Everyone has pet peeves.
第５回　Review Test 1
第６回　Let’s keep going!
第７回　There was just one problem.
第８回　That’s a lot of chilies!
第９回　You can really fly!
第10回　Review Test 2
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第11回　Unit 11: DISCUSSION SKILLS: Questioning
第12回　Unit 12: DISCUSSION SKILLS: Questioning continued
第13回　PowerPoint Presentation Group A
第14回　PowerPoint Presentation Group B
第15回　Speaking Proficiency Exam
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The course may be flexible, and the syllabus is subject to change. The 
instructor will set the pace of the class according to the unique characteristics 
and level of the students. 
An ENGLISH-ENGLISH dictionary is highly recommended!
Doing the MReader online quiz system is highly recommended! 
Using the instructor's website is highly recommended!

講義コード（Course Code） 201043B0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-201043

授 業 名（Course Title） Advanced Speaking ⅠＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Jacoba　Akazawa
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Communication Spotlight 2nd edition : 
Pre-Intermediate. Speaking Strategies & 
Listening Skills』　Alastair Graham- Marr　
Abax ELT Publishing　2014

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The aim of this course is for students to continue developing the skills needed 
to communicate effectively in English. Students will also gain confidence in 
speaking with people from a variety of backgrounds.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Active participation in all classroom activities is required. These activities 
include conversations, discussions, presentations, debates, and communication 
games.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be conducted entirely in English. In-class activities will be 
completed individually, in pairs, and in small groups.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to complete their homework on time. Homework 
assignments include vocabulary study, extensive listening, and preparation 
for in-class activities.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Student assessment will be based on a the following:
Final Examination 20%
Mid Term examination 20%
Performance in class 40%
Final speaking exam 10%
Presentation 10%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　"Can I get your name?"
第２回　"How do you spell that" （Part 1）
第３回　"How do you spell that" （Part 2） and test
第４回　"I usually get up at six” （Part 1）
第５回　"I usually get up at six” （Part 2） and test
第６回　"What do you call it?" （Part 1）
第７回　"What do you call it?" （Part 2） and test
第８回　"That’s my cousin" （Part 1）
第９回　That’s my cousin" （Part 2） and test
第10回　"It’s next to the window" （Part 1）
第11回　It’s next to the window" （Part 2） and test
第12回　"How much was it" （Part 1）
第13回　"How much was it" （Part 2） and test
第14回　"Are you gonna go to France?" （Part 1）
第15回　"Are you gonna go to France?" （Part 2） and final test
６．定期試験（Final Exam）
なし

第10回　That’s a possibility:  Listening to explanations, listening for the 
best solution, listening to a news problem

第11回　Behind the scenes:  Review of stress in compound nouns, 
listening to a producer describe his work , listening to a song

第12回　Behind the scenes:  Listening for personality traits, listening to 
conversations

第13回　There should be a law: Intonation in tag questions, listening for 
solutions to everyday annoyances, listening to issues and opinions

第14回　Listening for solutions to every day annoyances; listing to issues 
and opinions.

第15回　Challenges and accomplishments:  Stress and rhythm, listening 
to challenges and rewards of people’s work, listening for people’
s goals for the future

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
This course schedule will be flexible based on the needs of the students.

講義コード（Course Code） 201043A0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-201043

授 業 名（Course Title） Advanced Speaking ⅠＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Jodie　Campbell
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） A textbook may be announced at a later 
date.

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The aim of this course is for students to develop ADVANCED SPEAKING 
and GLOBAL COMMUNICATION SKILLS needed to COMMUNICATE 
effectively in English throughout the world.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Active participation in all classroom activities is required. These activities 
include conversations and discussions in the class.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be conducted entirely （100%） in English. In-class activities 
will be completed individually, in pairs, and in small groups.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to complete their homework on time!
Homework assignments include vocabulary study and preparation for in-
class activities.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
2時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Students' grades in this class will be based on class participation （including 
homework, their attitude, and being on task）, tests/quizzes, a PowerPoint 
presentation, a speaking proficiency exam, and a vocabulary portfolio.
Class Participation 20%
Tests/Quizzes 20%
PowerPoint Presentation 20%
Speaking Proficiency Exam 30%
Vocabulary Portfolio 10%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction to the course. Students will learn about: the general 
instructional objectives of the course, the goals of the course, the 
learning strategies of the course, and the course evaluation and 
assessment.

Unit 1: DISCUSSION SKILLS: Giving & Asking For an Opinion
第２回　Unit 2: DISCUSSION SKILLS: Giving & Asking For an Opinion 

continued
第３回　Unit 3: DISCUSSION SKILLS: Agreeing & Disagreeing
第４回　Unit 4: DISCUSSION SKILLS: Agreeing & Disagreeing 

continued
第５回　Unit 5: DISCUSSION SKILLS: Explaining
第６回　Unit 6: DISCUSSION SKILLS: Explaining continued
第７回　Unit 7: DISCUSSION SKILLS: Making Suggestions
第８回　Unit 8: DISCUSSION SKILLS: Making Suggestions continued
第９回　Unit 9: DISCUSSION SKILLS: Interrupting
第10回　Unit 10: DISCUSSION SKILLS: Interrupting continued
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７．留意事項（Other Information）
This course schedule will be flexible based on the needs of the students.

講義コード（Course Code） 201044B0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-201044

授 業 名（Course Title） Advanced Speaking ⅡＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Jacoba　Akazawa
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Communication Spotlight 2nd edition : 
Pre-Intermediate. Speaking Strategies & 
Listening Skills』　Alastair Graham- Marr　
Abax ELT Publishing　2014

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The aim of this course is for students to continue developing the skills needed 
to communicate effectively in English. Students will also gain confidence in 
speaking with people from a variety of backgrounds.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Active participation in all classroom activities is required. These activities 
include conversations, discussions, presentations, debates, and communication 
games.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be conducted entirely in English. In-class activities will be 
completed individually, in pairs, and in small groups.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to complete their homework on time. Homework 
assignments include vocabulary study, extensive listening, and preparation 
for in-class activities.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Student assessment will be based on a the following:
Final Examination 20%
Mid Term examination 20%
Performance in class 40%
Final speaking exam 10%
Presentation 10%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　"How was the concert" （Part 1）
第２回　"How was the concert" （Part 2） and test
第３回　"I’m looking for the museum" （Part 1）
第４回　"I’m looking for the museum" （Part 2） and test
第５回　"It’s east of Seattle” （Part 1）
第６回　"It’s east of Seattle” （Part 2） and test
第７回　"So how was your trip?" （Part 1）
第８回　"So how was your trip?" （Part 2） and test
第９回　"What’s the population?" （Part 1）
第10回　"What’s the population?" （Part 2） and test
第11回　"What does your brother do?” （Part 1）
第12回　"What does your brother do?” （Part 2） and test
第13回　"When I was in school." （Part 1）
第14回　"When I was in school." （Part 2） and test
第15回　Final Review
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

７．留意事項（Other Information）
Students need to participate actively in each class.

講義コード（Course Code） 201043C0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-201043

授 業 名（Course Title） Advanced Speaking ⅠＣ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Sr. Mary Hope Billing
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Interchange 3, fourth edition』　Jack C. 
Richards　Cambridge University Press　
2013

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
Through conversations, presentations and various activities students will 
develop their ability to speak English confidently.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
The aim of this course is to help the students develop English speaking skills 
that they will be able to use in their daily lives.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be conducted entirely in English.  Class activities will be 
done individually, in pairs or in small groups.  All assignments will re-enforce 
the points covered in class.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to come to class with homework completed, textbook, 
papers, pencil, eraser, pen and any material that the teacher may have given 
to the students.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Late assignments will have ten points deducted from the grade for that 
assignment.
An oral exam will be given at mid-term and at the end of the term.
The final grade will be determined as follows:
Homework and Classwork 30% 
Tests and Quizzes 30%
Oral Exams 40%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction and Explanation of the Advanced Speaking I 
Course with Requirements and Expectations. That’s what friends 
are for:  Describing personality types and qualities; expressing likes 
and dislikes

第２回　That’s what friends are for:  Relationships; turn ons and turn 
offs; agreeing and disagreeing; complaining

第３回　Career moves:  Talking about possible careers; describing jobs
第４回　Career Moves:  Discussing the negative aspects of some jobs; 

summer jobs
第５回　Could you do me a favor?:  Messages; favors; making unusual 

requests; making direct and indirect requests
第６回　Could you do me a favor?:  Accepting and declining requests
第７回　What a story:  The media; news stories; exceptional events
第８回　What a story:  narrating a story; describing events and  

experiences in the past
第９回　Crossing cultures:  Cultural comparisons and culture shock; 

talking about moving abroad, expressing emotions
第10回　Crossing cultures:  Describing Cultural Expectations; customs; 

tourism and travel abroad; giving advice
第11回　What’s wrong with it?:  Consumer complaints; describing 

problems;
第12回　What’s wrong with it?:  Everyday problems; electronics; repairs; 

explaining something that needs to be done
第13回　The world we live in:  Environment -- identifying and describing 

problems; coming up with solutions
第14回　The world we live in:  World problems and current issues -- 

identifying and describing problems; coming up with solutions
第15回　Lifelong learning:  Asking about preferences; talking about 

learning methods; talking about personal qualities
６．定期試験（Final Exam）
なし
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frustrations, accomplishments, goals, volunteering; talking about the 
past and the future

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
This course schedule will be flexible based on the needs of the students.

講義コード（Course Code） 202014N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202014

授 業 名（Course Title） Reading and Writing Ⅱ
再履修者専用セクション

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 小山　哲春
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期集中）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） The teacher will provide students with 
workbooks for the course modules.

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 週2コマ　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The aim of this course is for students to begin developing the skills needed 
for success in academic contexts. Reading and writing will be taught in 
thematically organized units of study to promote fluency and accuracy. 
Previously studied grammatical structures and vocabulary will initially 
be reviewed before being built upon. Critical reading skills will also be 
developed. Writing skills in the first semester will focus on penmanship and 
the proper use of topic sentences, supporting sentences, and punctuation at 
the paragraph level. Students will increase their vocabulary knowledge at 
both the receptive and productive levels.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Active participation in all classroom-based activities is required. All students 
will read self-selected books from the Extensive Reading collection on a 
regular basis. Students are expected to learn 500 new words in the first 
semester.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
In-class tasks will be completed individually, in pairs, and in small groups. 
Students will contextualize and develop grammar and vocabulary knowledge 
through extensive reading.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students will be required to prepare for classes by completing all homework 
assignments in a timely manner.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Reading Assignments （15 summaries）: 30%
Writing Assignments （15 essays）: 40%
Final Paper: 30%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Course Introduction
第２回　Read for Meaning
第３回　Grasp Paragraph Sense
第４回　Organize Facts
第５回　Recognizing Words in Context
第６回　Distinguishing Fact from Opinion
第７回　Keeping Events in Order
第８回　Making Correct Inferences
第９回　Understanding Main Ideas
第10回　Essay 1: Beetlemania
第11回　Essay 2: A Daily Record
第12回　Essay 3: Fencing
第13回　Essay 4: Guy de Maupassant
第14回　Essay 5: Building Roads
第15回　Essay 6: Clouds
第16回　Essay 7:The tale of Evangeline
第17回　Essay 8: Quakers
第18回　Essay 9: The Speed of Light
第19回　Essay 10: Doorways of the World
第20回　Essay 11:Fire Extinguishers
第21回　Essay 12: Home, Sweet Home
第22回　Essay 13: W. Somerset Maugham
第23回　Essay 14: The Dairy Industry

講義コード（Course Code） 201044C0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-201044

授 業 名（Course Title） Advanced Speaking ⅡＣ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Sr. Mary Hope Billing
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Interchange 3, fourth edition』　Jack C. 
Richards　Cambridge University Press　
2013

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
Through conversations, presentations and various activities students will 
develop their ability to speak English confidently.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
The aim of this course is to help the students develop English speaking skills 
that they will be able to use in their daily lives.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be conducted entirely in English.  Class activities will be 
done individually, in pairs or in small groups.  All assignments will re-enforce 
the points covered in class.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to come to class with homework completed, textbook, 
papers, pencil, eraser, pen and any material that the teacher may have given 
to the students.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Late assignments will have ten points deducted from the grade for that 
assignment.
An oral exam will be given at mid-term and at the end of the term.
The final grade will be determined as follows:
Homework and Classwork 30% 
Tests and Quizzes 30%
Oral Exams 40%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction and Explanation of the Advanced Speaking II 
Course with Requirements and Expectations.
  Improvements:  Everyday services; talking about things you 
need to have done

第２回　Improvements:  Recommendations; self-improvement; asking 
for and giving advice or suggestions

第３回　The past and the future:  Talking about history events and 
people; biography

第４回　The past and the future:  Talking about things to be 
accomplished in the future

第５回　Life’s little lessons:  Milestones; describing rites of passage; 
describing turning points

第６回　Life’s little lessons:  Describing behavior and personality; 
describing regrets and hypothetical situations

第７回　The right stuff:  Describing qualities for success; describing 
features, successful businesses; giving reasons for success

第８回　The right stuff:  Interviewing for a job, talking about ads and 
slogans

第９回　That’s a possibility:  Pet peeves; unexplained events; offering 
explanations; making conclusions

第10回　That’s a possibility:  Reactions and describing hypothetical 
events; complicated situations and giving advice for complicated 
situations giving advice for the complicated situations

第11回　Behind the scenes: How a movie is made; describing how 
something is done or made

第12回　Behind the scenes:  Media professions, describing careers in the 
media; the entertainment industry

第13回　There should be a law:  Recommendations; opinions; local 
concerns; giving opinions for and against controversial issues, offering 
a different opinion, agreeing and disagreeing

第14回　There should be a law （continued）:  Recommendations; opinions; 
local concerns; giving opinions for and against controversial issues, 
offering a different opinion, agreeing and disagreeing

第15回　Challenges and accomplishments:  Describing challenges, 
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・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
All homework must be submitted by 20th July!
Grades: There are no numerical grades. Students will be given credit （Pass） 
upon satisfactory completion of all reports.
５．授業予定（Course Schedule）
Advanced English Orientation will be held during Orientation Week. Those 
who are absent must arrange to meet one or more times with the instructor. 
Required assignments will be due at the end of each month:
1. April: Study Plan
2. May: Progress Report 1
3. June: Progress Report 2
4. July: Progress Report 3
5. July: Self-evaluation
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
1. Students must consult with the teacher regarding their goals, plans, study 
methods, and progress.
2. Students will use KNDU e-mail （Active! mail） for e-mail communication 
with the instructor.
3. All homework must be submitted by 20th July!

講義コード（Course Code） 202038N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202038

授 業 名（Course Title） TOEIC Ⅲ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 森　美恵子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『ESSENTIAL WORD FOR THE TOEIC  
5TH EDTION』　Dr. Lin Hougheed     　
BARRON'S　2010
『改定版TOEIC テスト文法・語彙出るとこ
だけ！問題集』　小石祐子　アルク　2015
TOEIC 模擬テスト　50回分　本番を想定
した、本格的テキストです。　
2016年５月の公開テストから新形式とな
ります。このテキストは万能ですが、新
形式に慣れるために一部プリント教材を
導入します。

参考文献（References） 『新アメリカ文化事典』　森美恵子　他　成
美堂　2000

備 考（Note） 定員40人

１．科目の教育目標（Course Description）
英語学習の秘訣は ｢壮大な慣れ」です。TOEICを受験するという行為は英
語を学習するためのとてもよい動機とエネルギーをあたえてくれます。 も
ちろん、TOEICで高得点を取ると就職や転職に役立ちます。 せっかく勉強
してきた英語力ですから、ビジネスや旅行などで活用できるレベルにする
ことが目標です。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
リスニングで365点を達成して、リーディングでも同じ点を取れば730点
を達成できます。目標とするスコアは高いほうがいいです。 まずは各セク
ションを250前後からスタートして、このTOEICIIIのコースでTOEICの問
題攻略のこつをつかみます。自分にあった学習方法でスコアアップを目指
します。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
リスニングは米、英、加、豪に慣れること。４つのパートの特色を踏まえ
て訓練すること。特にリスニングのパート４はフライト関係のアナウンス
メントの訓練に役に立ちます。 リーディングは文法問題の鉄則と速読の訓
練問題をやります。
TOEICのspeaking と　Writing TEST　のトライアルもする予定です。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
TOEIC 600, 730, 860とチャレンジするためには、スピードリスニングとス
ピードリーディングが必要となる。図書館、ＡＶルームの教材を利用して、
たくさん聞く、速読の訓練のため、英字新聞、百科事典英語、日本語の速
読要約練習が必要。クラスでも、具体的にアドバイスあり。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Vocabulary（単語）テスト20%, 中間テスト30%, 期末テスト30%, 

第24回　Essay 15: The Bicycle
第25回　Essay 16: Animals of Africa
第26回　Essay 17: The Making of a Jet
第27回　Essay 18: Quarrying for the Pyramids
第28回　Essay 19: Respecting Our Ancestors
第29回　Essay 20: Charles Dickens
第30回　Review
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 202032N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202032

授 業 名（Course Title） Advanced English
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 大川　淳
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 4（前期集中）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

This course involves individual-learning 
contracts, so the text is to be decided by 
the teacher and each student.
All homework must be submitted by 20th 
July!

参考文献（References）
Each student's Study Plan will include a 
list of materials.
All homework must be submitted by 20th 
July!

備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
Advanced English is an independent study course for seniors. The course 
has two primary goals:
1. Students will improve their English language proficiency in topics that 
interest them.
2. Students will develop learning strategies that enable them to continue to 
learn and use English independently.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. Plan an English language study course for the semester.
2. Locate and select texts and other materials in English.
3. Use English regularly.
4. Study autonomously （independently）.
5. Evaluate progress in learning.
All homework must be submitted by 20th July!
３．教育・学習の方法（Course Methods）
All homework must be submitted by 20th July!
This is an independent study course. Students will attend an orientation 
meeting, but there are no required weekly class meetings. Students will 
determine their own objectives, select their own English language materials, 
and work at their own schedules. The instructor will be available for 
consultation and advising, but students will be responsible for their own 
learning. 
1. Orientation: Students will receive an Advanced English Orientation, which 
will include detailed procedures and recommendations.
2. Materials: Students will select their own learning materials. The instructor 
and other English Department faculty members will make recommendations, 
but students will be responsible for their selections.
3. Internet: An Advanced English Web site will include course information, 
blank forms, and other materials. A mailing list will be used for 
announcements.
4. Consultations: The instructor will be available for consultation at 
scheduled times and by appointment. Students are responsible for scheduling 
consultations.
5. Reports: Each student shall submit her own Study Plan,three monthly 
Progress Reports, and a Self-evaluation.
All homework must be submitted by 20th July!
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Each student will follow her own Advanced English Plan and prepare her 
monthly reports. The instructor will be available for consultation. Students 
should check KNDU e-mail （Active! mail） for announcements at least once 
a week.
All homework must be submitted by 20th July!
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く「メッセージ」を概念的に把握する。Part 5:　意味ではなく「語法」の
知識を駆使する。Part 6と7は新形式の問題をとりいれます。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
新形式公式問題集７が2016年春には出版予定です。是非トライすること。
公式問題集は６巻まであります。しかし、新形式ではありませんが参考ま
でに全部しておくこと。問題に慣れるために、｢解答時間が短い｣、｢問題数
が多い」　「正解が複数ある」など　問題で真の力を高めるためには、公式
問題集すべてに習熟することが近道です。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
模擬試験3回60% 語彙テスト20% Presentation （課題発表）20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Orientation & Introduction *& ＴＯＥＩＣ　strategies
第２回　Part 1　＋　戦略 one picture test 第一回模試
第３回　Part 2　＋　戦略 Quick Response
第４回　Part 3　＋　戦略 Conversations
第５回　Part 4　＋　戦略　Short Talks　　
第６回　Part 5　＋　戦略  Reading Section incomplete senctences
第７回　Part 6　＋　戦略 Text Message
第８回　Part 7　＋　戦略 Reading Comprehension
第９回　Part 1 極意 The Characteristics of One Picture test第二回模試
第10回　Part 2　極意　 Quick Response の特徴　　
第11回　Part 3　極意　　２人もしくは３人の会話の特徴
第12回　Part 4　極意　Short Talksの特徴
第13回　Part 5　極意　Grammar Focus
第14回　Part 6　極意  Text Message の特徴
第15回　Part 7　極意　第三回模試　
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
プリント教材あり

講義コード（Course Code） 202042A0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202042

授 業 名（Course Title） Advanced Reading ⅠＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） York Weatherford
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『ACTIVE Skills for Reading 1』　Neil J. 
Anderson　Heinle Cengage　2013

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The aim of this course is for students to continue developing the skills needed 
for success in academic contexts. Reading skills will be taught in thematically 
organized units to promote fluency and accuracy. Critical reading skills will 
also be developed. In addition, students will increase their receptive and 
productive vocabulary.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Active participation in all classroom-based activities is required. These 
include reading clozes, scanning and skimming activities, comprehension 
tasks, and identifying main ideas and their details.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
In-class tasks will be completed individually, in pairs, and in small groups. 
Students will develop grammar and vocabulary knowledge through reading-
based tasks.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students will be required to prepare for classes by completing homework 
assignments on time.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Classroom Participation: 60%
Reading Assignments: 20%
Quizzes: 20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Course Introduction
第２回　The World's Oldest Universities, Identifying Supporting Details
第３回　Modern Engineering Wonders, Scanning

Presentation（課題発表）20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Orientation & Review
Test 1  Listening Part 1  + Target

第２回　Test 2,3  Listening Part 2&3  Target 
Listening Part 4 + Target

第３回　Test 4,5  Reading Part 5 & 6 + Target
第４回　Test 6,7  Reading Part 7 + Target
第５回　Test 8,9  Listening Part 1  + Target
第６回　Test 10,11  Listening Part 2&3  Target 

Listening Part 4 + Target
第７回　Test 12,13  Reading Part 5 & 6 + Target
第８回　Test 14,15  Reading Part 7 + Target
第９回　Test   Summing Up 1  + Target
第10回　Test 16,17  Listening Part 2&3  Target 

Listening Part 4 + Target
第11回　Test 18,19  Reading Part 5 & 6 + Target
第12回　Test 20,21  Reading Part 7 + Target
第13回　Test 22,23  Listening Part 1  + Target

Listening Part 2&3  Target
第14回　Test 24,25  Listening Part 4 + Target

Reading Part 5 & 6 + Target
第15回　Test Summing Up Part II & Target
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
すでにTOEICスコア500以上の取得者はTOEIC I,IIを履修 していなくても受
講できます。また、同時通訳法I,IIは500 以上のスコアが必要です。TOEIC 
II,IIIはできるかぎり、 履修することを薦めます。 
このTOEICIIIコースは、 ハイスコア600から730が目標です。

講義コード（Course Code） 202039N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202039

授 業 名（Course Title） TOEIC Ⅳ
TOEICアドバンスコース

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 森　美恵子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『TOEICテスト非公式問題集至高の400
問』　ヒロ前田、ロス・タロック他　アル
ク　2016
『改定版TOEICTEST文法・語彙出るとこ
だけ問題集』　小石祐子　アルク　2015
超上級問題＋プロの極意は、上級者が落
としている問題をテスト分析のプロが徹
底再現したテキストである。自分が苦手
な問題タイプを知ることができる問題演
習を通して学習する。

参考文献（References）

『手ごたえありTOEICテスト難解模試』　
Craig Brantley　Jリサーチ出版　2015
『新toeicテスト「直前」模試３回分』　ヒ
ロ前田　アルク　2013
『ＴＯＥＩＣテストBEYOND 990』　ヒロ
前田　アルク　2013

備 考（Note） 定員40人

１．科目の教育目標（Course Description）
2016年5月の公開テストから新形式となります。下記問題集と合わせて、
新形式の問題を随時取り入れての学習内容となります。
集中力・記憶力・論理的思考力を鍛えることを目標とする。リスニングで
は、語順通りに理解できるようになる、「スリーステップ・リスニング」を
行い、リーディングでは、速読力がアップする「スピード・リスニング」も
導入する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
TOEIC I, II, IIIと履修してきたので、今までの問題集の再復習と、このテキ
ストでの極意を理解し、さらに自己学習が要求される。問題数を多く、解
けば、解くほど、こつがつかめるので、多くの問題集にあたること。また、
リスニングのために、日ごろより、時事英語、例：CNNstudent News など
聞くとよい。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Part 1:細かい発音の違いを聞き取る/豊かな表現力を身につける/めだたな
いものに注目する Part 2:質問と「接的な応答」の間にあるストーリーを想
像する。Part 3の会話文の形式の大幅に変更にあわせる、Part 4:訳ではな
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６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The syllabus is subject to change depending on the abilities of the students.

講義コード（Course Code） 202042C0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202042

授 業 名（Course Title）
Advanced Reading ⅠＣ
A student-centered reading SKILLS 
course

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Jodie　Campbell
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『More Reading Power 3 （3rd Ed.）』　
Linda Jeffries & Beatrice S. Mikulecky　
Pearson Longman　2012

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The aim of this course is for students to continue developing the SKILLS 
and STRATEGIES that are involved in the reading process. This course 
is NOT a translation course! Vocabulary acquisition （vocabulary building） 
will also be worked on extensively.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will improve their reading, IN ENGLISH, via 4 ways:
i） EXTENSIVE READING: reading a lot of books that students choose and 
that they enjoy reading, as well as guidance for dealing with new vocabulary 
in extensive reading
ii） VOCABULARY BUILDING: learning how to study vocabulary, as well 
as guidance in vocabulary learning methods: selecting useful vocabulary, 
dictionary work, guessing meaning from context, analyzing word parts and 
word families, noticing and learning collocations, and understanding referents
iii） COMPREHENSION SKILLS: understanding and following ideas in 
English, as well as teaching reading skills such as scanning and reviewing, 
making inferences, and identifying patterns. 
iv） READING FLUENCY （Reading Faster）: learning to read faster and 
with understanding, as well as building awareness of reading speed while 
providing strategies and exercises for increasing.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
THIS COURSE WILL BE CONDUCTED ENTIRELY （= 100%） IN 
ENGLISH! In class activities will be completed individually, in pairs, and in 
small groups. Students are expected to complete their homework on time! 
The schedule for instruction will be flexible. The instructor will set the pace 
of the class according to the unique characteristics of the class and the level 
of the students.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should do all homework assigned by the teacher ON TIME!
If you are ABSENT for a test or quiz, you will get 0%!
If homework, an assignment, or a book report is LATE, you will get 0%!
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Students' grades in this class will be based on class participation （including 
homework, their attitude, and being on task）, tests/quizzes, and Extensive 
Reading book reports.
Class Participation 20%
Tests/Quizzes 20%
Extensive Reading Book Reports 50%
Vocabulary Portfolio 10%
５．授業予定（Course Schedule）
The Advanced Reading syllabus will include Extensive Reading, Vocabulary 
Building, Comprehension Skills, and Reading Fluency （Reading Faster）. 
The week-by-week lesson plans will be decided individually by the instructor 
of each section.
The schedule for instruction may be flexible, and the syllabus is subject to 
change. The instructor will set the pace of the class according to the unique 
characteristics of the class and the level of the students.
６．定期試験（Final Exam）
なし

第４回　Which English Will We Speak?, Identifying Main Ideas
第５回　Sign Language, Distinguishing Main Idea and Supporting Details
第６回　How Do You Celebrate?, Scanning
第７回　Edinburgh Festival Journal, Reading for Details
第８回　Fluency Strategy: Dealing with Unknown Words
第９回　The Age of Adulthood, Predicting
第10回　Firsts in Life, Making Inferences
第11回　Are you an Ophiuchus?, Summarizing
第12回　Predicting Earthquakes, Identifying Transition Words
第13回　A Japanese Folktale, Recognizing Sequence of Events
第14回　Internet Hoaxes, Identifying Cause and Effect
第15回　Fluency Strategy: Reading ACTIVEly
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The schedule for instruction will be flexible. The instructor will set the pace 
according to the unique characteristics of the class.

講義コード（Course Code） 202042B0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202042

授 業 名（Course Title） Advanced Reading ⅠＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Robert　Kritzer
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Weaving it Together 3, fourth edition』　
Broukal　National Geographic Learning/
Cengage Learning　2015

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　The purpose of this course is to continue to help students improve their 
reading skills, building on the foundations provided by Reading and Writing 
I/II.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　Individual instructors will provide readings for each class appropriate to 
the level of the students. Emphasis will be placed on vocabulary acquisition 
and strategies for reading quickly without translating into Japanese. In 
addition, all instructors will continue with the JACET 8000 vocabulary 
program that was started in Reading and WritingI/II, and students will 
be tested on vocabulary every week. Furthermore, the Extensive Reading 
program initiated in Reading and WritingI/II will also be continued, with 
students reading between two and five books a month, depending on their 
level, and writing short reports on what they have read.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Will vary depending on the teacher
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should do all homework assigned by the teacher.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Homework and classroom performance：100％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Student Introduction Activities
Course Introduction

第２回　Symbols-Reading  Color Me Pink
第３回　Symbols-Color Me Pink, comprehension activities
第４回　Symbols-Lucky Number
第５回　Symbols-Lucky number, comprehension activities
第６回　Customs-Reading Thanksgiving
第７回　Customs-Thanksgiving, comprehension activities
第８回　Customs-Reading Hop to It
第９回　Customs-Hop to it, comprehension activities
第10回　Mind and Body-Reading Personality Revealed
第11回　Mind and Body-Personality Revealed, comprehension activities
第12回　Mind and BodPersonality Revealed,  comprehension and 

discussion activities
第13回　Mind and Body-Reading Pets to the Rescue
第14回　Mind and Body-Pets to the Rescue, comprehension activities
第15回　Mind and Body-Pets to the Rescue, comprehension and 

discussion activities
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講義コード（Course Code） 202043B0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202043

授 業 名（Course Title） Advanced Reading ⅡＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Robert　Kritzer
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Weaving it Together 3, fourth edition』　
Broukal　National Geographic Learning/
Cengage Learning　2015

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
（This course is a continuation of Advanced Reading I） The purpose of this 
course is to continue to help students improve their reading skills, building 
on the foundations provided by Reading and Writing I/II.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（This course is a continuation of Advanced Reading I） Individual instructors 
will provide readings for each class appropriate to the level of the students. 
Emphasis will be placed on vocabulary acquisition and strategies for reading 
quickly without translating into Japanese. In addition, all instructors will 
continue with the JACET 8000 vocabulary program that was started in 
Reading and Writing I/II, and students will be tested on vocabulary every 
week. Furthermore, the Extensive Reading program initiated in Reading 
and Writing I/II will also be continued, with students reading between two 
and five books a month, depending on their level, and writing short reports 
on what they have read.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Will vary depending on the teacher.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should to all homework assigned by the teacher.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Homework and classroom performance：100％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　People Making a Difference-Reading Saving Animals
第２回　People Making a Difference-Saving Animals, comprehension 

activities
第３回　People Making a Difference-Saving Animals, comprehension 

activities and discussion
第４回　People Making a Difference-Educating Kenya's Girls
第５回　People Making a Difference-Educating Kenya's Girls, 

comprehension activities
第６回　People Making a Difference-Educating Kenya's Girls, 

comprehension activities and discussion
第７回　Food-Reading Sushi
第８回　Food-Sushi, comprehension activities
第９回　Food-Sushi, comprehension activities and discussion
第10回　Food-Reading Breakfast
第11回　Food-Breakfast, comprehension activities
第12回　Food-Breakfast, comprehension activities and comprehension
第13回　Language-Reading Keeping it Secret
第14回　Language-Keeping it Secret, comprehension activities
第15回　Language-Keeping it Secret, comprehension activities and 

discussion
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The syllabus is subject to change depending on the abilities of the students.

７．留意事項（Other Information）
An ENGLISH-ENGLISH dictionary is highly recommended!
Doing the MReader online quiz system is highly recommended! 
Using the teacher's website is highly recommended!

講義コード（Course Code） 202042D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202042

授 業 名（Course Title） Advanced Reading ⅠＤ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉野　啓子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Gateway to Britain』　Terry O'Brien,and 
others　Nan'un-do　2013

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　The purpose of this course is to continue to help students improve their 
reading skills, building on the foundations provided by Reading and Writing 
I/II.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　Individual instructors will provide readings for each class appropriate to 
the level of the students. Emphasis will be placed on vocabulary acquisition 
and strategies for reading quickly without translating into Japanese. In 
addition, all instructors will continue with the JACET 8000 vocabulary 
program that was started in Reading and WritingI/II, and students will 
be tested on vocabulary every week. Furthermore, the Extensive Reading 
program initiated in Reading and WritingI/II will also be continued, with 
students reading between two and five books a month, depending on their 
level, and writing short reports on what they have read.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Will vary depending on the teacher
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should do all homework assigned by the teacher.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　Attendance and vocabulary quizzes：30％ 　Homework and classroom 
performance：70％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Lesson 1, Check In and Work Out
第２回　Lesson 2, What Will the Weather Be Like?
第３回　Lesson 3, A London Without Red Buses?
第４回　Quize
第５回　Lesson 4, Back to the Future
第６回　Lesson 5, Shop-'n'-Chat
第７回　Lesson 6, More Than Just a Post Office
第８回　Quize
第９回　Lesson 7, Off the Beaten Path
第10回　Lesson 8, Pubs in Decline
第11回　Lesson 9, Dining Out Diversity
第12回　Quize
第13回　Lesson 10, Afternoon Tea
第14回　Leeson 11, The Beatles Forever
第15回　Quize
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・予習は勿論のこと、辞書は必ず持参すること。・提出物などは期限内に提
出すること。・特別な事がない限り、遅刻、欠席は認めない。
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講義コード（Course Code） 202043D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202043

授 業 名（Course Title） Advanced Reading ⅡＤ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉野　啓子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Gateway to Britain』　Terry O'Brien,and 
others　Nan'un-do　

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
（This course is a continuation of Advanced Reading I） The purpose of this 
course is to continue to help students improve their reading skills, building 
on the foundations provided by Reading and Writing I/II.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（This course is a continuation of Advanced Reading I） Individual instructors 
will provide readings for each class appropriate to the level of the students. 
Emphasis will be placed on vocabulary acquisition and strategies for reading 
quickly without translating into Japanese. In addition, all instructors will 
continue with the JACET 8000 vocabulary program that was started in 
Reading and Writing I/II, and students will be tested on vocabulary every 
week. Furthermore, the Extensive Reading program initiated in Reading 
and Writing I/II will also be continued, with students reading between two 
and five books a month, depending on their level, and writing short reports 
on what they have read.
３．教育・学習の方法（Course Methods）

（This course is a continuation of Advanced Reading I）
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）

（This course is a continuation of Advanced Reading I）
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　Attendance and vocabulary quizzes：30％ 　Homework and classroom 
performance：70％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Lesson 13, The Royal Family of TV Melodrama?
第２回　Lesson 14, Preserving Britain
第３回　Lesson 15, Britain's Special Character
第４回　Quize
第５回　Lesson 16, British Universities
第６回　Lesson 17, A Miniature British Icon
第７回　Lesson 18, On the Job
第８回　Quize
第９回　Lesson 19, Margaret Thatcher's Legacy
第10回　Lesson 20, A Vicious Cycle
第11回　Lesson 21, Aliens and advertisements
第12回　quize
第13回　Lesson 22, The BBC Then and Now
第14回　Lesson 23, Customer Services
第15回　Quize
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・予習は勿論ですが、辞書は必ず持参すること。
・提出物は、期限内に提出する事。
・遅刻、欠席などは、特別な事をのぞいて、認めない。

講義コード（Course Code） 202043C0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202043

授 業 名（Course Title）
Advanced Reading ⅡＣ
A student-centered reading SKILLS 
course

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Jodie　Campbell
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『More Reading Power 3 （3rd Ed.）』　
Linda Jeffries & Beatrice S. Mikulecky　
Pearson Longman　2012

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
This course is a continuation of Advanced Reading I. The aim of this course 
is for students to continue developing the SKILLS and STRATEGIES 
that are involved in the reading process. This course is NOT a translation 
course! Vocabulary acquisition （vocabulary building） will also be worked 
on extensively.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will improve their reading, IN ENGLISH, via 4 ways:
i） EXTENSIVE READING: reading a lot of books that students choose and 
that they enjoy reading, as well as guidance for dealing with new vocabulary 
in extensive reading
ii） VOCABULARY BUILDING: learning how to study vocabulary, as well 
as guidance in vocabulary learning methods: selecting useful vocabulary, 
dictionary work, guessing meaning from context, analyzing word parts and 
word families, noticing and learning collocations, and understanding referents
iii） COMPREHENSION SKILLS: understanding and following ideas in 
English, as well as teaching reading skills such as scanning and reviewing, 
making inferences, and identifying patterns. 
iv） READING FLUENCY （Reading Faster）: learning to read faster and 
with understanding, as well as building awareness of reading speed while 
providing strategies and exercises for increasing.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
THIS COURSE WILL BE CONDUCTED ENTIRELY （= 100%） IN 
ENGLISH! In class activities will be completed individually, in pairs, and in 
small groups. Students are expected to complete their homework on time! 
The schedule for instruction will be flexible. The instructor will set the pace 
of the class according to the unique characteristics of the class and the level 
of the students.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should do all homework assigned by the instructor ON TIME!
If you are ABSENT for a test or quiz, you will get 0%!
If homework, an assignment, or a book report is LATE, you will get 0%!
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Students' grades in this class will be based on class participation （including 
homework, their attitude, and being on task）, tests/quizzes, Extensive 
Reading book reports, and a vocabulary portfolio.
Class Participation 20%
Tests/Quizzes 20%
Extensive Reading Book Reports 50%　
Vocabulary Portfolio 10%
５．授業予定（Course Schedule）
The Advanced Reading syllabus will include Extensive Reading, Vocabulary 
Building, Comprehension Skills, and Reading Fluency （Reading Faster）. The 
week-by-week lesson plans will be decided individually by the instructor of 
each section.
The schedule for instruction may be flexible, and the syllabus is subject to 
change. The instructor will set the pace of the class according to the unique 
characteristics of the class and the level of the students.
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
An ENGLISH-ENGLISH dictionary is highly recommended!
Doing the MReader online quiz system is highly recommended! 
Using the teacher's website is highly recommended!
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ability to express themselves in writing, building on the foundations provided 
by Reading and Writing I/II.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　The development of paragraphs and the composition of short essays will 
be stressed. Students will review the topic sentence and learn how to use 
a thesis statement to help them organize their essays coherently.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　Will vary according to the teacher.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should do all homework assigned by the teacher, including 
completion of all drafts of essays.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Essays and classroom performance：100％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Student Introduction Activities
Course Introduction

第２回　Paragraph structure: explanation and exercises
第３回　Paragraph structure: writing practice
第４回　Thesis statement: explanation and exercises
第５回　Thesis statement: writing practice
第６回　Introductions: explanation and exercises
第７回　Introductions: writing practice
第８回　Conclusions: explanation and exercises
第９回　Conclusions: writing practice
第10回　Character traits essay: explanation and exercises
第11回　Character traits  essay: writing practice
第12回　Character traits  essay: consultations
第13回　Keeping healthy essay: explanation and exercises
第14回　Keeping healthy essay: writing practice
第15回　Keeping healthy essay: consultations
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The syllabus is subject to change depending on the abilities of the students.

講義コード（Course Code） 202044C0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202044

授 業 名（Course Title） Advanced Writing ⅠＣ
From Paragraph to ESSAY

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Jodie　Campbell
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Ready To Write 3: From Paragraph to 
Essay』　Karen Blanchard & Christine 
Root　Pearson Longman　2010

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The purpose of this course is to help students improve their ability to 
express themselves in writing building on the foundations in Reading and 
Writing I/II. This course teaches students composition skills they need to 
be successful writers in and out of the classroom, as well as writing more 
than paragraph-level pieces （e.g., ESSAY WRITING & Academic Writing）.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
i） The activities in this course will help students apply organizational 
principles to major rhetorical forms, such as process, classification, cause 
and effect, comparison and contrast, and problem and solution essays.
ii） Extensive and guided practice will lead students through the steps of 
the writing process: prewriting, writing, revising, and editing.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
THIS COURSE WILL BE CONDUCTED ENTIRELY （= 100%） IN 
ENGLISH! In class activities will be completed individually, in pairs, and in 
small groups. Students are expected to complete their homework on time! 
The schedule for instruction will be flexible. The instructor will set the pace 
of the class according to the unique characteristics of the class and the level 
of the students.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should do all homework assigned by the teacher, including 

講義コード（Course Code） 202044A0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202044

授 業 名（Course Title） Advanced Writing ⅠＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） York Weatherford
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Writing Essays: From Paragraph to 
Essay』　Dorothy E. Zemach and Lisa A. 
Ghulldu　Macmillan Education　2011

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The purpose of this course is to continue to help students improve their 
ability to express themselves in writing, building on the foundations provided 
by Reading I/II and Writing I/II.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
The development of paragraphs and the composition of short essays will 
be stressed. Students will review the topic sentence and learn how to use 
a thesis statement to help them organize their essays coherently.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Classes will be conducted entirely in English. In-class activities will be 
completed individually, in pairs, and in small groups.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should do all homework assigned by the teacher, including 
completion of all drafts of essays.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Class participation：40％
Writing assignments: 30%
Final paper: 30%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Course Introduction
第２回　The Writing Process
第３回　Pre-Writing
第４回　Paragraph Structure
第５回　Paragraph Development
第６回　Descriptive Paragraphs
第７回　Opinion Paragraphs
第８回　Comparison/Contrast Paragraphs
第９回　Problem/Solution Paragraphs
第10回　Essay Structure
第11回　Essay Outlining
第12回　Introductions and Conclusions
第13回　Unity and Coherence
第14回　Essays for Examinations
第15回　Final Paper and Presentation
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The syllabus is subject to change depending on the abilities of the students.

講義コード（Course Code） 202044B0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202044

授 業 名（Course Title） Advanced Writing ⅠＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Robert　Kritzer
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Weaving it Together 3, fourth edition』　
Broukal　National Geographic Learning/
Cengage Learning　2015

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　The purpose of this course is to continue to help students improve their 
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５．授業予定（Course Schedule）
第１回　Course Introduction & Self Introduction
第２回　Making Questionnaires
第３回　Writing up Questionnaire Results
第４回　Topic Sentences
第５回　Writing Topic Sentences
第６回　Interviewing
第７回　Analyzing Interview Data
第８回　Understanding Supporting Sentences
第９回　Staying On-Topic
第10回　Conducting Observations
第11回　Ethics
第12回　Analyzing Your Observation Data
第13回　Concluding Sentences
第14回　Writing Concluding Sentences
第15回　Final Review
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

completion of all drafts of essays ON TIME!
NOTE: If homework or your paragraph or essay writing is LATE, you will 
get 0%!
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Students' grades in this class will be based on class participation （including 
homework, their attitude, and being on task）, paragraph and essay writing, 
and journal writing.
CLASS PARTICIPATION 20%
PARAGRAPH & ESSAY WRITING 60%
JOURNAL WRITING 20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Course Introduction
第２回　Chapter 1: Getting Ready to Write
第３回　Chapter 1: Getting Ready to Write
第４回　Chapter 1: Getting Ready to Write
第５回　Chapter 2: Writing Paragraphs
第６回　Chapter 2: Writing Paragraphs
第７回　Chapter 2: Writing Paragraphs
第８回　Chapter 3: Revising and Editing
第９回　Chapter 3: Revising and Editing
第10回　Chapter 3: Revising and Editing
第11回　Chapter 4: Writing Essays
第12回　Chapter 4: Writing Essays
第13回　Chapter 4: Writing Essays
第14回　Chapter 5: Process Essays
第15回　Chapter 5: Process Essays
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The course may be flexible, and the syllabus is subject to change. The 
instructor will set the pace of the class according to the unique characteristics 
and level of the students. 
An ENGLISH-ENGLISH dictionary is highly recommended!
Doing the MReader online quiz system is highly recommended! 
Using the teacher's website is highly recommended!

講義コード（Course Code） 202044D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202044

授 業 名（Course Title） Advanced Writing ⅠＤ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 田中　祐子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Research & Write : Essential Skills 
for Academic Writing』　Andy Boon　
Macmillan Education　2015

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The purpose of this course is to continue to help students improve their 
ability to express themselves in writing, building on the foundations provided 
by Reading and Writing I/II.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will develop their basic research and writing skills necessary for 
academic writing.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
At first students will collect primary data by developing questionnaires, 
interviews and observations to support their writing.  Finally they will use 
secondary data, learning how to summarize and paraphrase other people’
s writing to support their research.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Weekly written homework must be completed before class.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Students will be evaluated based on class participation（20％）, completion 
of written assignments（40％） and completion of all the exercises in their 
text book（40％）.
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講義コード（Course Code） 202045C0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202045

授 業 名（Course Title） Advanced Writing ⅡＣ
From Paragraph to ESSAY

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Jodie　Campbell
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Ready To Write 3: From Paragraph to 
Essay』　Karen Blanchard & Christine 
Root　Pearson Longman　2010

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
This class is a continuation of Advanced Writing I. The purpose of this course 
is to continue to help students improve their ability to express themselves 
in in writing building on the foundations in Reading and Writing I/II. This 
course teaches students composition skills they need to be successful writers 
in and out of the classroom, as well as writing more than paragraph-level 
pieces （e.g., ESSAY WRITING & ACADEMIC WRITING）.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
i） The activities in this course will help students apply organizational 
principles to major rhetorical forms, such as process, classification, cause 
and effect, comparison and contrast, and problem and solution essays.
ii） Extensive and guided practice will lead students through the steps of 
the writing process: prewriting, writing, revising, and editing.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
THIS COURSE WILL BE CONDUCTED ENTIRELY （= 100%） IN 
ENGLISH! In class activities will be completed individually, in pairs, and in 
small groups. Students are expected to complete their homework on time! 
The schedule for instruction will be flexible. The instructor will set the pace 
of the class according to the unique characteristics of the class and the level 
of the students.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should do all homework assigned by the teacher, including 
completion of all drafts of essays ON TIME!
NOTE: If homework or your paragraph or essay writing is LATE, you will 
get 0%!
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Students' grades in this class will be based on class participation （including 
homework, their attitude, and being on task）, essay writing, and journal 
writing.
CLASS PARTICIPATION 20%
ESSAY WRITING 60%
JOURNAL WRITING 20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Course Introduction
第２回　Chapter 5: Process Essays
第３回　Chapter 6: Division and Classification Essays
第４回　Chapter 6: Division and Classification Essays 1
第５回　Chapter 6: Division and Classification Essays 2
第６回　Chapter 7: Cause and Effect Essays
第７回　Chapter 7: Cause and Effect Essays
第８回　Chapter 7: Cause and Effect Essays
第９回　Chapter 8: Comparison and Contrast Essays
第10回　Chapter 8: Comparison and Contrast Essays
第11回　Chapter 8: Comparison and Contrast Essays
第12回　Chapter 9: Problem-Solving Essays
第13回　Chapter 9: Problem-Solving Essays
第14回　Chapter 9: Problem-Solving Essays
第15回　Review

Journal Writing
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The course may be flexible, and the syllabus is subject to change. The 
instructor will set the pace of the class according to the unique characteristics 
and level of the students. 
An ENGLISH-ENGLISH dictionary is highly recommended!

講義コード（Course Code） 202045B0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202045

授 業 名（Course Title） Advanced Writing ⅡＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Robert　Kritzer
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Weaving it Together 3, fourth edition』　
Broukal　National Geographic Learning/
Cengage Learning　2015

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
（This class is a continuation of Advanced Writing I） The purpose of this 
course is to continue to help students improve their ability to express 
themselves in writing, building on the foundations provided by Reading and 
Writing I/II.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
The composition and development of short essays will be stressed.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Will vary according to the teacher.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should do all homework assigned by the teacher, including 
completion of all drafts of essays.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Essays and classroom performance：100％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Descriptive essay: explanation and exercises
第２回　Descriptive essay: writing practice
第３回　Descriptive essay: consultations
第４回　Narrative essay: explanation and exercises
第５回　Narrative essay: writing practice
第６回　Narrative essay: consultations
第７回　Comparison essay on food preparation: explanation and 

exercises
第８回　Comparison essay on food preparation: writing practice
第９回　Comparison essay on food preparation: consultations
第10回　Comparison essay on eating customs: explanation and exercises
第11回　Comparison essay on eating customs: writing practice
第12回　Comparison essay on eating customs: consultations
第13回　Essay on giving reasons for behavior: explanation and exercises
第14回　Essay on giving reasons for behavior: writing practice
第15回　Essay on giving reasons for behavior: consultations
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

（This class is a continuation of Advanced Writing I）
The syllabus is subject to change depending on the abilities of the students.
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講義コード（Course Code） 202050A0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202050

授 業 名（Course Title） Academic Writing ⅠＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Robert　Kritzer
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 『MLA 英語論文作成ガイド』　　
参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
This course builds upon what was learned in the second-year Advanced 
Writing course. Students practice writing longer essays that become more 
academic in nature by the end of the semester.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　Students will learn to edit and improve their own writing by producing 
several drafts of each essay.  They will learn how to formulate topics that 
are of interest to themselves and their audience and to evaluate critically 
their own writing and the writing of others.
　Students are expected to understand how to avoid plagiarism by properly 
acknowledging their sources.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　Teachers will regularly assign writing projects.  Student writing may be 
discussed in class and used as models, and students should expect help and 
criticism not only from the teacher but from their classmates as well.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should do all homework assigned by the teacher, including 
completion of all drafts of essays.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Class participation, completion of all drafts：30％ Essays：70％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introductory class
第２回　Narrative essay first draft
第３回　Narrative essay second draft
第４回　Narrative essay third draft：peer consultation
第５回　Narrative essay fourth draft：teacher consultation
第６回　Narrative essay fourth draft：teacher consultation continued
第７回　Narrative essay final draft：introduction to persuasive essay
第８回　Persuasive essay first draft
第９回　Persuasive essay second draft
第10回　Persuasive essay third draft：peer consultation
第11回　Persuasive essay fourth draft：teacher consultation
第12回　Persuasive essay fourth draft：teacher consultation continued
第13回　Grammar review
第14回　Persuasive essay final draft：in-class writing
第15回　Persuasive essay returned：consultations.
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
　Students are expected to attend class regularly and to complete all writing 
assignments.

Doing the MReader online quiz system is highly recommended! 
Using the teacher's website is highly recommended!

講義コード（Course Code） 202045D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202045

授 業 名（Course Title） Advanced Writing ⅡＤ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 田中　祐子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Research & Write : Essential Skills 
for Academic Writing』　Andy Boon　
Macmillan Education　2015

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The purpose of this course is to continue to help students improve their 
ability to express themselves in writing, building on the foundations provided 
by Reading and Writing I/II.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will develop their basic research and writing skills necessary for 
academic writing.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
At first students will collect primary data by developing questionnaires, 
interviews and observations to support their writing.  Finally they will use 
secondary data, learning how to summarize and paraphrase other people’
s writing to support their research.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Weekly written homework must be completed before class.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Students will be evaluated based on class participation（20％）, completion 
of written assignments（40％） and completion of all the exercises in their 
text book（40％）.
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　What is an Essay?
第２回　Writing Introductions
第３回　Writing Supporting Paragraphs
第４回　Finding Secondary Data Sources
第５回　Taking Secondary Data Notes
第６回　Culture Shock
第７回　Quoting Secondary Data
第８回　Citations & End Reference Lists
第９回　Plagiarism
第10回　Summarizing
第11回　Paraphrasing
第12回　Understanding the Two Sides of an Argument
第13回　Organizing your Argument Essay
第14回　Looking Back & Looking Forward
第15回　Final Review
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
This class is a continuation of Advanced Writing I
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第８回　Unit 8: WRITING THE FIRST DRAFT: Writing the Title; Style
第９回　Unit 9: WRITING THE FIRST DRAFT: Writing the 

Introduction
第10回　Unit 10: WRITING THE FIRST DRAFT: Support, Accuracy, 

and Logic; Writing the Body
第11回　Unit 11: WRITING THE FIRST DRAFT: Tense, Transitions, 

and Awkward Sentences; Writing the Conclusion
第12回　Unit 12: WRITING THE FIRST DRAFT: Citing and Quoting 

Sources
第13回　Unit 13: EVALUATING AND REWRITING YOUR PAPER: 

Evaluating and Rewriting Your Paper
第14回　Unit 14: EVALUATING AND REWRITING YOUR PAPER: 

Common Problems with Punctuation, Grammar, and Vocabulary
第15回　Unit 15: Sample Literature Paper in MLA Style
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The course may be flexible, and the syllabus is subject to change. The 
instructor will set the pace of the class according to the unique characteristics 
and level of the students. 
An ENGLISH-ENGLISH dictionary is highly recommended!
Doing the MReader online quiz system is highly recommended! 
Using the teacher's website is highly recommended!

講義コード（Course Code） 202050B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202050

授 業 名（Course Title） Academic Writing ⅠＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Jodie　Campbell
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『MLA 英語論文作成ガイド』　Joseph F. 
Trimmer　Cengage　2010
An additional textbook may be 
announced later.

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The objective of this class is to acquaint students with the specific skills used 
for writing academic research papers. As many Notre Dame students study 
abroad, one additional purpose is to prepare them for writing assignments 
made by foreign teachers in foreign countries.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will learn to critically evaluate their own work. This course will 
develop students’ academic writing skills by:
i） choosing and researching topics
ii） reviewing typical parts and formats of essays
iii） providing step-by-step practice of the drafting process 
iv） using academic language （e.g., In-text transition words; paragraph 
transition words; adverbs; etc.）
v） citing references　
vi） a special emphasis will be placed on quotations and paraphrasing in 
academic journals and articles/papers
In addition, basic sentence structure （Simple, Compound, & Complex 
Sentences） will be reviewed.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
THIS COURSE WILL BE CONDUCTED ENTIRELY （= 100%） IN 
ENGLISH! In class activities will be completed individually, in pairs, and in 
small groups. Students are expected to complete their homework on time! 
The schedule for instruction will be flexible. The instructor will set the pace 
of the class according to the unique characteristics of the class and the level 
of the students.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should do all homework assigned by the instructor, including 
completion of all prewriting, outlines, first drafts, and their final academic 
research papers, ON TIME!
NOTE: If any prewriting, outlines, first drafts, or final academic research 
papers is late, you will get 0%!
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Students' grades in this class will be based on class participation （including 
homework, their attitude, and being on task）, two academic research 
papers, and a New General Service List （NGSL） and New Academic Word 
List （NAWL） vocabulary journal.
CLASS PARTICIPATION 20%
ACADEMIC RESEARCH PAPER #1 30%
ACADEMIC RESEARCH PAPER #2 30%
NGSL / NAWL VOCABULARY JOURNAL 20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Unit 1: Introduction to the course. Students will learn about: the 
general instructional objectives of the course, the goals of the course, 
the learning strategies of the course, and the course evaluation and 
assessment.
  Unit 1: PREWRITING: Preparation and Research; What is a 
Research Paper?; Topics

第２回　Unit 2: PREWRITING: Preparation and Research; Sources
第３回　Unit 3: ORGANIZING YOUR PAPER: The Beginning Thesis 

Statement
第４回　Unit 4: ORGANIZING YOUR PAPER: The Working Outline
第５回　Unit 5: ORGANIZING YOUR PAPER: Revising the Thesis 

Statement and Working Outline
第６回　Unit 6: WRITING THE FIRST DRAFT: Spelling, Typing, and 

Word Processing
第７回　Unit 7: WRITING THE FIRST DRAFT: Writing the First Draft
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講義コード（Course Code） 202050D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202050

授 業 名（Course Title） Academic Writing ⅠＤ
卒論執筆のための準備

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小林　順
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
この授業では、身近なトピックに関して、文法的に正しい英語の文章を書
き、かつ、効果的にパラグラフ構成されたアカデミック・エッセイを書く
ことを目標とします。まずは、エッセイを書く前段階として、トピックの
選び方、アウトラインの組み立て、トピック・センテンスの書き方等を学
びます。つぎに、パラグラフの様々な展開法を学習します。最終的に、４
～５パラグラフから成るエッセイ（４００ words程度）に取り組み、卒業
論文執筆の準備とします。毎授業、英文を書くことになるので、電子辞書
等を必ず持参のこと。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1 伝えたいことを正確かつ効果的に英語で表現できる。
2 様々な展開法を適切に用いてパラグラフを書くことができる。
3 身近な話題について、４～５パラグラフから成るエッセイを書けるように
なる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業時間中に、テキスト・補助プリント・辞書を使用して出来るだけ多く
の英文を作成します。提出されたエッセイは添削のうえ返却するので、書
き直して再度提出すること。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
エッセイ・トピックの選定においても、エッセイの内容充実においても、授
業外での情報検索が必要不可欠となります。トピックに関連する事柄を事
前に図書館で調査することが肝要です。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Attendance and Class Participation  15 % 
Class Activities and Submitted Papers  55% 
Final Essay  30%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業説明、Diagnostic Writing
第２回　Unit 1 Pre-Writing
第３回　Unit 2 Drafting
第４回　Unit 3 Revision/Proof-Reading
第５回　Unit 12 E-mail Writing
第６回　Unit 12 E-mail Writing
第７回　Unit 4 Narratives: Traveling in London
第８回　Unit 4 Narratives: Traveling in London
第９回　Unit 5 Description: Route to Abbey Road
第10回　Unit 5 Description: Abbey Road Cross Road
第11回　Unit 6 Classification: Individuality Emphasized in Exams
第12回　Unit 6 Classification: Individuality Emphasized in Exams
第13回　Unit 11 Essay Writing
第14回　Unit 11 Essay Writing（Continued）
第15回　Unit 11 Essay Writing（Continued）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
特になし。

講義コード（Course Code） 202050C0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202050

授 業 名（Course Title） Academic Writing ⅠＣ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 大川　淳
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Paragraphs That Communicate: 
Reading and Writing Paragraphs』　
Hisatake Jimbo, Richard B. Murto　
Macmillan　2012

参考文献（References） 授業時に適宜紹介する。
備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
この授業は、基礎的な英語のライティングを学び、また英語で文章を「書
く」経験を通じ、論理的思考を修得することを目的とする。文法を正しく
用い、また類義語辞典や、活用辞典を活用して、アカデミックな英文作成
を行う。授業ではライティングスキルを一つ一つ習得し、効果的な「書き
方」の理解を深めるとともに、エッセイを書くことによって、思考を紙面
に迅速に刻み込む練習を反復する。日本語を英語に和訳するという作業に
ならないよう注意し、アイディアをそのまま英語で書くということを心が
けてもらいたい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1　英訳の作業をするのではなく、アイディアをそのまま英語で表現する。
2　パラグラフの構造を理解し、論理的にアイディアを組み立てていく。
3　推敲を重ね、よりアカデミックな表現法を習得する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業時間中に、テキスト・補助プリント・辞書を使用して出来るだけ多く
の英文を作成します。提出されたエッセイは添削のうえ返却するので、書
き直して再度提出すること。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
エッセイ・トピックの選定においても、エッセイの内容充実においても、授
業外での情報検索が必要不可欠となります。トピックに関連する事柄を事
前に図書館で調査することが肝要です。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
平常点　２５％
エッセイ　２５％
テスト　５０％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction
第２回　The topic Sentence of the Paragraph
第３回　The Topic Sentence of the Paragraph
第４回　The Specific Details of the Paragraph
第５回　The Specific Details of the Paragraph
第６回　Time Order
第７回　TIme Order
第８回　Review
第９回　Space Order
第10回　Space Order
第11回　Process and Direction
第12回　Process and Direction
第13回　Cause and Effect
第14回　Cause and Effect
第15回　Review
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業の進度、学生の理解度に応じて予定を変更することがある。
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講義コード（Course Code） 202051B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202051

授 業 名（Course Title） Academic Writing ⅡＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Jodie　Campbell
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『MLA 英語論文作成ガイド』　Joseph F. 
Trimmer　Cengage　2010
An additional textbook may be 
announced later.

参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The objective of this class is to acquaint students with the specific skills used 
for writing academic research papers. As many Notre Dame students study 
abroad, one additional purpose is to prepare them for writing assignments 
made by foreign teachers in foreign countries.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will learn to critically evaluate their own work. This course will 
develop students’ academic writing skills by:
i） choosing and researching topics
ii） reviewing typical parts and formats of essays
iii） providing step-by-step practice of the drafting process 
iv） using academic language （e.g., In-text transition words; paragraph 
transition words; adverbs; etc.）
v） citing references　
vi） a special emphasis will be placed on quotations and paraphrasing in 
academic journals and articles/papers
In addition, basic sentence structure （Simple, Compound, & Complex 
Sentences） will be reviewed.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
THIS COURSE WILL BE CONDUCTED ENTIRELY （= 100%） IN 
ENGLISH! In class activities will be completed individually, in pairs, and in 
small groups. Students are expected to complete their homework on time! 
The schedule for instruction will be flexible. The instructor will set the pace 
of the class according to the unique characteristics of the class and the level 
of the students.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should do all homework assigned by the instructor, including 
completion of all prewriting, outlines, first drafts, and final research papers, 
ON TIME!
NOTE: If any prewriting, outlines, first drafts, or final research paper is 
LATE, you will get 0%!
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Students' grades in this class will be based on class participation （including 
homework, their attitude, and being on task）, two academic research 
papers, and a New General Service List （NGSL） and New Academic Word 
List （NAWL） vocabulary journal.
CLASS PARTICIPATION 20%
ACADEMIC RESEARCH PAPER #1 30%
ACADEMIC RESEARCH PAPER #2 30%
NGSL / NAWL VOCABULARY JOURNAL 20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Unit 1: Introduction to the course. Students will learn about: the 
general instructional objectives of the course, the goals of the course, 
the learning strategies of the course, and the course evaluation and 
assessment.
  Unit 1: PREWRITING: Preparation and Research; Finding a 
Topic

第２回　Unit 2: PREWRITING: Preparation and Research; Sources of 
Information

第３回　Unit 3: ORGANIZING YOUR PAPER: The Beginning Thesis 
Statement

第４回　Unit 4: ORGANIZING YOUR PAPER: The Working Outline
第５回　Unit 5: ORGANIZING YOUR PAPER: Revising the Thesis 

Statement and Working Outline
第６回　Unit 6: WRITING THE FIRST DRAFT: Spelling, Typing, and 

Word Processing

講義コード（Course Code） 202051A0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202051

授 業 名（Course Title） Academic Writing ⅡＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Robert　Kritzer
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 『MLA 英語論文作成ガイド』　　
参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　This course will continue the work begun in Academic Writing I. Students 
will practice writing expository prose.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　One of the major goals of the course is to help get students ready to 
embark on an extended research project, their graduation theses. Therefore, 
student writing should become progressively more complex and sophisticated 
in the course of the semester.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　Teachers will regularly assign writing projects. Student writing may be 
discussed in class and used as models, and students should expect help and 
criticism not only from the teacher but from their classmates as well.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should do all homework assigned by the teacher, including 
completion of all drafts of essays.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Class participation, completion of all drafts：30％ Essays：70％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction to informative essay
第２回　Informative essay first draft
第３回　Informative essay second draft
第４回　Informative essay third draft：peer consultation
第５回　Informative essay fourth draft：teacher consultation
第６回　Informative essay fourth draft：teacher consultation continued
第７回　Informative essay final draft：introduction to informative essay 

with references
第８回　Informative essay with references first draft
第９回　Informative essay with references second draft
第10回　Informative essay with references third draft：peer consultation
第11回　References workshop
第12回　Informative essay with references fourth draft：teacher 

consultation
第13回　Informative essay with references fourth draft：teacher 

consultation continued
第14回　Informative essay returned：consultations
第15回　Informative essay with references final draft
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
　Students are expected to attend class regularly and to complete all writing 
assignments.
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第６回　Review
第７回　Classification
第８回　Classification
第９回　Comparison and Contrast
第10回　Comparison and Contrast
第11回　Review
第12回　Counterargument
第13回　Counterargument
第14回　Writing an Essay
第15回　Writing an Essay
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業の進度、学生の理解度に応じて予定を変更することがある。

講義コード（Course Code） 202051D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202051

授 業 名（Course Title） Academic Writing ⅡＤ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小林　順
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
この授業では、身近なトピックに関して、文法的に正しい英語の文章を用
い、かつ、効果的にパラグラフ構成されたアカデミック・エッセイを書く
ことを目標とします。まずは、エッセイを書く前段階として、トピックの
選び方、アウトラインの組み立て、トピック・センテンスの書き方等を学
びます。つぎに、パラグラフの様々な展開法を学習します。最終的に、４
～５パラグラフから成るエッセイ（４００ words程度）に取り組み、卒業
論文執筆の準備とします。毎授業、英文を書くことになるので、電子辞書
等を必ず持参のこと。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1 伝えたいことを正確かつ効果的に英語で表現できる。
2 様々な展開法を適切に用いてパラグラフを書くことができる。
3 身近な話題について、４～５パラグラフから成るエッセイを書けるように
なる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業時間中に、テキスト・補助プリント・辞書を使用して出来るだけ多く
の英文を作成します。提出されたエッセイは添削のうえ返却するので、書
き直して再度提出すること。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
エッセイ・トピックの選定においても、エッセイの内容充実においても、授
業外での情報検索が必要不可欠となります。トピックに関連する事柄を事
前に図書館で調査することが肝要です。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Attendance and Class Participation  15 % 
Class Activities and Submitted Papers  55% 
Final Essay  30%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業説明、Diagnostic Writing
第２回　Unit 1 Pre-Writing, Unit 2 Drafting, Unit 3 Revision/Proof-

Reading
第３回　Unit 13 Resume Writing: Theme
第４回　Unit 13 Resume Writing: Topics
第５回　Unit 7 Contrast: The Difference between London and Tokyo
第６回　Unit 7 Contrast: The Difference between London and Tokyo
第７回　Unit 8 Problem Solving: Ways to Release Stress
第８回　Unit 8 Problem Solving: Ways to Release Stress
第９回　Unit 9 Cause and Effect: The Status of Japanese Women Today
第10回　Unit 9 Cause and Effect: The Status of Japanese Women in the 

past
第11回　Unit 10 Personal Opinion: Mr. Bean: Personality
第12回　Unit 10 Personal Opinion: Mr. Bean: Demeanor
第13回　Final Essay Writing: Theme and topics
第14回　Final Essay Writing: Paragraph
第15回　Final Essay Writing: Whole body

第７回　Unit 7: WRITING THE FIRST DRAFT: Writing the First Draft
第８回　Unit 8: WRITING THE FIRST DRAFT: Writing the Title; Style
第９回　Unit 9: WRITING THE FIRST DRAFT: Writing the 

Introduction; Support, Accuracy, and Logic
第10回　Unit 10: WRITING THE FIRST DRAFT: Writing the Body; 

Tense, Transitions, and Awkward Sentences
第11回　Unit 11: WRITING THE FIRST DRAFT: Writing the 

Conclusion
第12回　Unit 12: WRITING THE FIRST DRAFT: Citing and Quoting 

Sources; Writing the Bibliography
第13回　Unit 13: EVALUATING AND REWRITING YOUR PAPER: 

Evaluating and Rewriting Your Paper
第14回　Unit 14: EVALUATING AND REWRITING YOUR PAPER: 

Common Problems with Punctuation, Grammar, and Vocabulary
第15回　Unit 15: Sample Literature Paper in MLS Style
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The course may be flexible, and the syllabus is subject to change. The 
instructor will set the pace of the class according to the unique characteristics 
and level of the students. 
An ENGLISH-ENGLISH dictionary is highly recommended!
Doing the MReader online quiz system is highly recommended! 
Using the teacher's website is highly recommended!

講義コード（Course Code） 202051C0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202051

授 業 名（Course Title） Academic Writing ⅡＣ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 大川　淳
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Paragraphs That Communicate: 
Reading and Writing Paragraphs』　
Hisatake Jimbo, Richard B. Murto　
Macmillan　2012

参考文献（References） 授業時に適宜紹介する。
備 考（Note） 必修 クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
この授業は、基礎的な英語のライティングを学び、また英語で文章を「書
く」経験を通じ、論理的思考を修得することを目的とする。文法を正しく
用い、また類義語辞典や、活用辞典を活用して、アカデミックな英文作成
を行う。授業ではライティングスキルを一つ一つ習得し、効果的な「書き
方」の理解を深めるとともに、エッセイを書くことによって、思考を紙面
に迅速に刻み込む練習を反復する。日本語を英語に和訳するという作業に
ならないよう注意し、アイディアをそのまま英語で書くということを心が
けてもらいたい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1　英訳の作業をするのではなく、アイディアをそのまま英語で表現する。
2　パラグラフの構造を理解し、論理的にアイディアを組み立てていく。
3　推敲を重ね、よりアカデミックな表現法を習得する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業時間中に、テキスト・補助プリント・辞書を使用して出来るだけ多く
の英文を作成します。提出されたエッセイは添削のうえ返却するので、書
き直して再度提出すること。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
エッセイ・トピックの選定においても、エッセイの内容充実においても、授
業外での情報検索が必要不可欠となります。トピックに関連する事柄を事
前に図書館で調査することが肝要です。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
平常点　２５％
エッセイ　２５％
テスト　５０％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction
第２回　Examples
第３回　Examples
第４回　Definition
第５回　Definition
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第８回　Unit 4 - Family matters: Family relationships, family tree 
exercise

第９回　Unit 4 - Family: Extended family, relatives, and the elderly
第10回　Reports/presentation: The life story of a grandparent or great 

grandparent.
第11回　Unit 5 - Music: Fame, pop stars, major names in music history
第12回　Unit 5 - Music: Telling about a musician or a singer that you 

admire - life and career.
第13回　Unit 6 Music and the mind - music therapy
第14回　Unit Unit 7 - Happiness - "Money can't buy me love": What is 

the secret to happiness? 
  Semester one short essay take home test due next week.

第15回　Unit 7 - Happiness - Essay assignment due.  Storytelling - "The 
secret to my happiness."

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 202062N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202062, 2000-202053

授 業 名（Course Title） Communication Skills Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Michael　Barr
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Reading Keys Book 2』　Miles Craven　
Macmillan　2009

参考文献（References）

備 考（Note）
定員20人
「Communication SkillsⅠ｣ 履修者である
こと

１．科目の教育目標（Course Description）
This is a discussion based course that will use an authentic reading text 
as a basis for discussion. Emphasis in class is on speaking and you will be 
expected to participate and speak only in English.  Vocabulary and grammar 
study will be part of the preparation, as introduced with the reading section.  
This course will be conducted exclusively in English and students should 
be prepared to actively participate and share their ideas and opinions.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
The interactive activities in this class involve learning and practicing oral 
communication skills that can be applied to academic situations. We will 
work on aspects of accuracy and organization of ideas as well as strategies 
for gleaning meaning from content.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
The class will include activities to strengthen critical thinking skills by 
brainstorming, supporting opinions, considering values, making decisions, 
problem solving and analyzing issues based on authentic English texts.  Our 
emphasis throughout the year is on developing strong communication skills 
in informal situations.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
There will be weekly homework assignments. You will be expected to search 
English web sites and contribute materials and discussion topics. Students 
will deliver frequent formal/informal stories and presentations.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Evaluation:
50%  class participation
50%  presentation/written reports and homework
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Unit 7 - Review - What makes you happy? Summer hobbies, 
events, and activities

第２回　Unit 8 - Positive thinking: Doing your best, overcoming obstacles
第３回　Unit 8 Positive thinking - Sharing an inspirational story.  Susan 

Boyle, Hirotada Ototake
第４回　Reports/presentation: An inspirational person.
第５回　Unit 9 - Fashion! What's your look?  Personal style.  Getting the 

dream job.
第６回　Unit 10 - The pressure to look good:  Ideals of beauty. Can it 

be measured?

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 202061N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202061, 2000-202052

授 業 名（Course Title） Communication Skills Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Michael　Barr
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Reading Keys Book 2』　Miles Craven　
Macmillan　2009

参考文献（References）

備 考（Note）
定員20人
「SpeakingⅠ･Ⅱ」､ ｢ListeningⅠ･Ⅱ
｣､｢Advanced SpeakingⅠ･Ⅱ｣､｢Advanced 
ListeningⅠ･Ⅱ｣ 履修者であること

１．科目の教育目標（Course Description）
This is a discussion based course that will use an authentic reading text 
as a basis for discussion. Emphasis in class is on speaking and you will be 
expected to participate and speak only in English.  Vocabulary and grammar 
study will be part of the preparation, as introduced with the reading section.  
This course will be conducted exclusively in English and students should 
be prepared to actively participate and share their ideas and opinions.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
The interactive activities in this class involve learning and practicing oral 
communication skills that can be applied to academic situations. We will 
work on aspects of accuracy and organization of ideas as well as strategies 
for gleaning meaning from content.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
The class will include activities to strengthen critical thinking skills by 
brainstorming, supporting opinions, considering values, making decisions, 
problem solving and analyzing issues based on authentic English texts.  Our 
emphasis throughout the year is on developing strong communication skills 
in informal situations.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
There will be weekly homework assignments. You will be expected to search 
English web sites and contribute materials and discussion topics. Students 
will deliver frequent formal/informal stories and presentations.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
50%  class participation
50%  presentation/written reports and homework
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction to class:  Unit 1 Studying Abroad - Pros and Cons, 
experiences

第２回　Unit 1 - Presentation guidelines and parameters for the term: 
first personal anecdote

第３回　Unit 2 - Alternative Education - Identifying the topic
第４回　Unit 2 - Types of schools: private, public, home-schooling
第５回　Reports/presentation - Personal anecdote - a learning experience
第６回　Unit 3 - Relationships -Marriage traditions around the world.
第７回　Unit 3 - Relationships: Describing an ideal partner.  Introduce 

family stories.
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第10回　Presentation: Explaining and summarizing a site/article found 
on the Internet related to Unit 3 or 4

第11回　Unit 5 - Modern Art:  Art history and styles of art.  What do 
you like and why?

第12回　Unit 5 - Describing and talking about works of art.  Famous 
museums around the world.

第13回　Unit 6 - Robots: History and development.  Technology in daily 
life.

第14回　Unit 6 - Technology in fiction.  Robots and A.I. in movies
第15回　Presentation: Explaining and summarizing a site/article/story 

related to Unit 5 or 6
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 202064N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202064, 2000-202055

授 業 名（Course Title） Communication Skills Ⅳ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Michael　Barr
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 4（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Contempora ry Top ics』　Helen 
Solorzano and Laurie Fraizer 　Pearson 
Longman　2009

参考文献（References）

備 考（Note）
定員15人
「Communication SkillsⅢ｣ 履修者である
こと

１．科目の教育目標（Course Description）
This a discussion based course with an emphasis on academic listening. 
The course will cover speaking and listening. The material will be based on 
university style recorded lectures of different topics.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
To improve listening to extended speech and to develop academic note taking 
skills. Students will be using notes to talk about the content of the listening 
material. There will be group discussions about the topics. Students will 
develop research skills using the Internet in English, and present findings 
in multimedia presentations
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Through listening and note taking students will gain valuable skills to feel 
confident in a lecture class. We will research and view authentic websites 
about the topics studied.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Homework will be assigned every week. Students will also have assignments 
which require searching for English web sites connected to the topics, and 
presenting them to the class.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
50% class participation, discussion.
50% homework assignments and presentations
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Welcome back, Intro to Semester 2.  Unit 7 - Video Games.
第２回　Unit 7 - Gaming - How much is too much.  Gaming addiciton,
第３回　Unit 8 - Genetically modified food: Pros and cons of the Green 

Revolution
第４回　Unit 8 - Food supply, farming, international trade, and population 

- Connections.
第５回　Presentation: Explaining and summarizing a site/article found 

on the Internet related to Unit 7 or 8
第６回　Unit 9 - SETI - Searching for extra-terrestrials.  Is anyone out 

there?
第７回　Unit 9 - Space exploration, science, and sci-fi.  Space movies.
第８回　Unit 10 - Shackelton.  Great explorers in history.  Finding new 

frontiers.
第９回　Unit 10 - Adventures that inspired books and movies.  Skill: 

retelling a famous story.
第10回　Presentation: Explaining and summarizing a site/article found 

on the Internet related to Unit 9 or 10

第７回　Unit 10 - "Beauty is in the eye of the beholder" / Creating a 
winning image.

第８回　unit 11 - Health - fitness, sickness, exercise, and diet.
第９回　Unit 11 - Traditional and western medicine.  Health advice, 

conventional wisdom
第10回　Unit 12 - Staying young.  Active elders, the secret to longevity
第11回　Unit 13 - Travel - Vacations, adventures: Domestic and 

International tourism
第12回　Presentation - About a popular tourist destination: Landmarks, 

recommendations, activities, restaurants, accommodation.
第13回　Unit 14 - Great Explorers:  Adventurers and pioneers. Historical 

stories of travel and discovery
第14回　Unit 15/16- The Gender Gap: Male and Female Roles.  

Stereotypes, sexism.  Develop final assignment.
第15回　Final Assignment: Summarizing and explaining a selected story 

from the text, including personal opinions and ideas.
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 202063N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202063, 2000-202054

授 業 名（Course Title） Communication Skills Ⅲ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Michael　Barr
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 4（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Contemporary Topics 1』　Helen 
Solorzano and laurie Fraiser　Pearson 
Longman　2009

参考文献（References）

備 考（Note）
定員15人
「Communication SkillsⅡ｣ 履修者である
こと

１．科目の教育目標（Course Description）
This is a discussion based course with an emphasis on academic listening. 
The course will cover speaking and listening. The material will be based on 
university style recorded lectures of contemporary topics.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
To improve listening to extended speech and to develop academic note 
taking skills. Students will be using notes to talk about the content of the 
lectures. Discussion strategies will be used for small group discussions.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Through listening, note taking and discussion students will gain valuable 
skills to feel confident in a lecture class. We will view and research authentic 
websites about the topics studied.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Homework will be assigned every week. Students will also have assignments 
which require searching English web sites so that they can contribute 
materials to discussion topics.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
50% class participation
50% homework assignments/presentations
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction to the class.  Unit 1 - The psychology of happiness
第２回　Unit 1 - Gratitude and the psychology of staying optimistic
第３回　Unit 2 - A time to learn.  Language learning.  How do we learn?
第４回　Unit 2 - Learning styles: Adult learning versus childhood 

learning.
第５回　Presentation: Explaining and summarizing a site/article found 

on the Internet related to Unit 1 or 2
第６回　Unit 3 - Sleep:  How much do you need?  What is your daily 

schedule?
第７回　Unit 3 - Sleep: Effects of sleep deprivation.  What happens in 

dreams, and why are they important?
第８回　Unit 4 - Negotiation:  How to get what you want.  Techniques.
第９回　Unit 4 - Communicating for success.  Win-win situations, making 

deals.
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第７回　Unit 6:  Meeting Business Associates at the Airport
第８回　Unit 7:  At the Reception Desk
第９回　Unit 8:  Introductions & Exchanging Business Cards
第10回　Unit 9:  Opening Remarks at a Meeting
第11回　Unit 10:  Presentation
第12回　Unit 11:  Negotiation
第13回　Unit 12:  Invitation to Dinner
第14回　Review
第15回　Concluding Activities
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The course may be flexible, and the syllabus is subject to change. The 
instructor will set the pace of the class according to the unique characteristics 
and level of the students. 
An ENGLISH-ENGLISH dictionary is highly recommended!
Doing the MReader online quiz system is highly recommended! 
Using the teacher's website is highly recommended!

講義コード（Course Code） 202080N1E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202080

授 業 名（Course Title） 海外留学Ⅰａ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 須川　いずみ
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（後期集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note）

別紙　

第11回　Unit 11 - Ethics: the study of right and wrong.  Historical ideas 
from Philosophy and Religion

第12回　Unit 11 - Business ethics, personal freedom, societal 
responsibilities

第13回　Unit 12 - Opportunity cost: Trade and the global economy.
第14回　Unit 12 - Personal financial planning and making goals.
第15回　Presentation: Explaining and summarizing a site/article found 

on the Internet related to Unit 11 or 12
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 202069N1E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202069, 2000-205694

授 業 名（Course Title）
ビジネス英語
Basic Communication Skills for 
International Business Situations

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Jodie　Campbell
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『Let's Get Down to Business: Basic 
Communication Skills for International 
Business Situations』　Kazushige 
Tsuji, Setsu Tsuji, & Margaret M. Lieb　
MacMillan Language House　2011

参考文献（References）
備 考（Note） 定員30人

１．科目の教育目標（Course Description）
This course will introduce various topics and vocabulary related to 
BUSINESS ENGLISH. The course will focus on all four language skills 

（speaking, listening, reading, and writing） in BUSINESS SITUATIONS. 
The course will also help increase your TOEIC score and your business 
vocabulary.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will be able to comprehend and discuss basic topics related to 
business. Students will obtain and memorize vocabulary related to business 
topics. Students will discuss the business topics from the textbook with 
classmates and the teacher.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
THIS COURSE WILL BE TAUGHT 100% IN ENGLISH! ACTIVE 
PARTICIPATION in all classroom-based activities is required! Most of 
the course will involve in-class activities based on the topics and language 
acquisition targets given by the instructor. Students will be given short 
exams and quizzes when appropriate. Some written homework will be 
assigned.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to prepare for lessons beforehand and be ready to 
share their opinions and ideas with classmates.
If homework or an assignment  is LATE, you will get 0%!
The schedule for instruction will be flexible. The instructor will set the pace 
of the class according to the unique characteristics of the class and the level 
of the students.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Students' grades in this class will be based on class participation （including 
homework, their attitude, and being on task）, assignments, and a New 
General Service List （NGSL） and Business Service List （BSL） vocabulary 
journal.
Class Participation 20%
Assignments 60%
Business Vocabulary Portfolio 20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Course Introduction
第２回　Unit 1:  Job Hunting
第３回　Unit 2:  Job Interviews
第４回　Unit 3:  Company Profile
第５回　Unit 4:  Job Description
第６回　Unit 5:  Email - Announcing a Meeting
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講義コード（Course Code） 202084N1E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202084

授 業 名（Course Title） 海外留学Ⅲａ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 須川　いずみ
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 2（後期集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note）

別紙　

講義コード（Course Code） 202085N1E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202085

授 業 名（Course Title） 海外留学Ⅲｂ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 須川　いずみ
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 23（前期集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note）

別紙　

講義コード（Course Code） 202086N1E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202086

授 業 名（Course Title） 海外留学Ⅲｃ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 須川　いずみ
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 2（後期集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note）

別紙　

講義コード（Course Code） 202081N1E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202081

授 業 名（Course Title） 海外留学Ⅰｂ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 須川　いずみ
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 23（前期集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note）

別紙　

講義コード（Course Code） 202082N1E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202082

授 業 名（Course Title） 海外留学Ⅱａ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 須川　いずみ
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note）

別紙　

講義コード（Course Code） 202083N1E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202083

授 業 名（Course Title） 海外留学Ⅱｂ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 須川　いずみ
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（前期集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note）

別紙　
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講義コード（Course Code） 205012A0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205012

授 業 名（Course Title）
英米文学概論Ａ
Introduction to English and American 
Literature

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 須川　いずみ
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『A Guide to Literary Study』　Leon T. 
Dickinson　Naundo　２００７年

参考文献（References）
備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
The purpose of this course is to familiarize students with the essence of 
English and American Literature. The students will learn about three fields 
of literature: fiction, drama and poetry. The language of instruction in this 
class is mainly English.　
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
This course aims to help students to gain a fundamental knowledge of 
English and American Literature with original texts, videos and references 
so that students can achieve greater understanding of literature itself and 
culture.　
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Students will study how to read original text requires such as fiction, drama 
and poetry. They will also acquire literary terms by listening to lectures 
and studying the textbook. They will also have a chance to watch films.　 
　　
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students must do all assigned reading and homework. They must be ready 
to take a quiz after each section.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　Class participation（30％）
　Examination（50％）
　Review Quiz（20％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Orientation
第２回　General Introduction to English and American literature
第３回　Fiction
第４回　Characterization
第５回　Film, 『Back to the Future』
第６回　Foreshadowing
第７回　Point of views and Narratology
第８回　Drama
第９回　Film, 『Romeo and Juliet』
第10回　Shakespeare and his Age
第11回　Drama's Grammar
第12回　Poetry
第13回　Poetry's Grammar
第14回　From Sonnet to Modern Poems
第15回　Feedback
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The contents of this course may be changed according to students abilities 
and preferences.

講義コード（Course Code） 202087N1E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202087

授 業 名（Course Title） 海外留学Ⅲｄ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 須川　いずみ
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 23（前期集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note）

別紙　

講義コード（Course Code） 202088N1E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202088

授 業 名（Course Title） 海外留学Ⅲｅ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 須川　いずみ
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 2（後期集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note）

別紙　

講義コード（Course Code） 202089N1E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-202089

授 業 名（Course Title） 海外留学Ⅲｆ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 須川　いずみ
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 23（前期集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note）

別紙　
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講義コード（Course Code） 205049N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205049

授 業 名（Course Title） 映画論
女性映画

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 須川　いずみ
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリント

参考文献（References）

『The Desire to Desire』　Mary Ann 
Doane　Indiana Univ.Press　1987年
『フェミニスト映画/性幻想と映像表現』　
E.アン・カプラン　田畑書店　1985年
『フィルム・ノワールの光と影』　編集：遠
山純生　エクスクアイア・マガジン　1999
年
『A Feminist Reader in Early Cinema』　
Ed. J.Bean & D. Negra　Duke Univ. 
Press　2002年

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　まだ誕生して100年そこそこのメディアである映画をフェミニズムの視点
で読みこなしてみようと思う。もともと映画は男性の規範だけで書き込ま
れた言説の一つであったわけだが、第２次世界大戦のときに期待できる観
客が女性しかいなくなってしまい、女性が主役である 「女性映画」 というも
のが誕生することになる。かくして 『風と共に去りぬ』 の誕生である。「女
性映画」を中心に映画とはどういうメディアなのかをしっかり学ぶコース
である。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　１．近代史と映画という文化の理解
　２．映画というメディアの把握
　３．女性映画誕生の背景の理解
　４．フェミニズム批評研究
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　１．映画観賞のあと講義形式をとる。
　２．積極的授業の参加を求める。
　３．レポート、試験あり。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　観た映画の情報を整理することと、レポート提出のために準備が必要で
ある。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　評価は、授業参加度（30％）、試験（50％）、レポート（20％）である。授
業総日数の2/3以上出席しなければ、評価しない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション　
第２回　映画の歴史
第３回　映画の中の女性像と『ステラ・ダラス』
第４回　女性映画の中の母子もの映画
第５回　『ギルダ』とフィルム・ノワール
第６回　ファムファタールと意外な三角関係
第７回　究極のメロドラマ『忘れじの面影』
第８回　切り返しショットで回収されることのない男のまなざし
第９回　『レベッカ』と悪夢のシンデレラ物語
第10回　ヒッチコック作品における不可視な女
第11回　『風と共に去りぬ』と南北戦争
第12回　『風と共に去りぬ』の仕掛け
第13回　聖女とファムファタール
第14回　フェミニズム批評と映画
第15回　まとめとその他
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 205012B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205012

授 業 名（Course Title）
英米文学概論Ｂ
Introduction to English and American 
Literature

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 須川　いずみ
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『A Guide to Literary Study』　Leon T. 
Dickinson　Naundo　２００７年

参考文献（References）
備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
The purpose of this course is to familiarize students with the essence of 
English and American Literature. The students will learn about three fields 
of literature: fiction, drama and poetry. The language of instruction in this 
class is mainly English.　
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
This course aims to help students to gain a fundamental knowledge of 
English and American Literature with original texts, videos and references 
so that students can achieve greater understanding of literature itself and 
culture.　
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Students will study how to read original text requires such as fiction, drama 
and poetry. They will also acquire literary terms by listening to lectures 
and studying the textbook. They will also have a chance to watch videos.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students must do all assigned reading and homework. They must be ready 
to take a quiz after each section.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　Class participation（30％）
　Examination（50％）
　Review Quiz（20％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Orientation
第２回　General Introduction to English and American literature
第３回　Fiction
第４回　Characterization
第５回　Film, 『Back to the Future』
第６回　Foreshadowing
第７回　Point of views and Narratology
第８回　Drama
第９回　Film, 『Romeo and Juliet』
第10回　Shakespeare and his Age
第11回　Drama's Grammar
第12回　Poetry
第13回　Poetry's Grammar
第14回　From Sonnet to Modern Poems
第15回　Feedback
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The contents of this course may be changed according to students abilities 
and preferences.
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講義コード（Course Code） 205122N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205122

授 業 名（Course Title） 米文学の歴史
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 大川　淳
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『はじめて学ぶアメリカ文学史』　板橋好
枝、高田賢一　ミネルヴァ書房　1991年

参考文献（References） 講義中に適宜指示する。
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
アメリカ文学の歴史について、著名な作家と作品また時代背景を通じて、学
んでいく。また、それぞれの時代に出現した作家たちの文学的手法や、思想
などを理解することによって、批評的な視点から文学作品を読むスキルを
習得することを目標とする。また、昨今のアメリカ合衆国が世界に及ぼす
覇権的影響力に鑑みて、アメリカ文化の一翼を担う文学を学ぶことは、現
代における世界情勢に対して新たな視点を習得する機会と成り得る。アメ
リカ文学の一連の流れを理解することによって、文学だけではなく、現代
の様々な問題に対する深い思考力を養うことも、本講義の目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１. アメリカ文学の特徴、歴史、また作家達の思想などを理解する。  　
２. 個々の作品が孕む哲学的テーマなどに触れることによって、アメリカ文
学の奥行きを理解する。
３．アメリカの著名な作家とその作品についての幅広い知識を習得する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業は基本的には講義形式で、テキストに基づいて進められる。主要作品
の原文の一部をできるだけ多く紹介するので、その内容を理解し文体に親
しむこと。  　
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
初回の授業で指示する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
平常点（３０％）　
期末試験（７０％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション：アメリカ文学史について
第２回　植民地時代の文学と独立革命の文学
第３回　アメリカン・ルネッサンス（時代背景）
第４回　アメリカン・ルネッサンス（作家及び作品の紹介）
第５回　アメリカン・ルネッサンス（まとめ）
第６回　南北戦争後の文学（リアリズム小説）
第７回　自然主義文学
第８回　モダニズム文学（時代背景）
第９回　モダニズム文学（作家及び作品の紹介）
第10回　1920年代の文学（時代背景）
第11回　1920年代の文学（ロストジェネレーションの作家及び作品の紹

介）
第12回　1920年代の文学（まとめ）
第13回　プロレタリア文学
第14回　ユダヤ人文学
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 205088N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205088

授 業 名（Course Title） 児童文学
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉野　啓子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『日本昔ばなし　1』　講談社英語文庫　
『The Tale of Peter Rabbit』　Frederick 
Warne　

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　人は知的、身体的に成長する。その成長過程に子供には子供の、青年期に
は青年期の、そして成人には成人の世界があり、其々の文化と出会う。「三
つ子の魂百まで」 というが、子供の世界における文化は誰もが一生涯持ち続
けるようである。なぜなら、昔話や伝承文学などは子供向けに書かれた文
学ではあるが、決して子供だけの読み物ではなく、人間全ての心をも捉え
るからである。その心のふるさとである児童文学を通して、将来は人の子
の母となるだろう学生に、何らかの糧となればと思うのである。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　１．自由で創造力や、想像力の旺盛な子供の世界を知る。
　２．人為的環境で育ち、遊ぶ空間がなく、テレビやパソコンの仮想現実
にさらされている現代の多くの子供が持つ問題を考える。
　３．人間性の回復、潤いのある人生を送るのに必要な心の教育とは何か
を考える。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　１．西欧の児童文学を読む
　２．日本の児童文学を読む
　３．それぞれの作品についての特徴や比較等を学ぶ
　日本の児童文学については、受講者と相談して決定する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
辞書を引いて、作品全体を把握する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　評価は、授業参加度（30％）、小テストや提出物等（40％）、学期末テス
ト（30％）に基づいて総合的に行う。 　欠席や遅刻は減点対象となる。欠
席回数が超過した場合は、原則として単位を認めない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　児童文学について
第２回　日本の児童文学概要
第３回　世界の児童文学概要
第４回　日本の児童文学から（1）精読
第５回　日本の児童文学から（1）説明
第６回　日本の児童文学から（1）まとめ
第７回　日本の児童文学から（2）精読
第８回　日本の児童文学から（2）説明・まとめ
第９回　欧米の主な児童文学について
第10回　”Peter Rabbit”　精読
第11回　”Peter Rabbit”　説明
第12回　”Peter Rabbit”　まとめ
第13回　”Wiinie-the-Pooh”
第14回　”Paddington Bear”
第15回　まとめの試験
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
１．英語力を高める目的から、受講生は予習を必要条件とする。　２．提
出物の期限は厳守する。　３．特別な理由がない限り、遅刻や欠席は認め
ない。　４．２/3以上の出席を必要とする。
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講義コード（Course Code） 205124N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205124, 2000-205120

授 業 名（Course Title） 英文学の歴史
国際的教養の源泉

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小林　順
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『初めて学ぶイギリス文学』　ミネルヴァ
書店　

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　英文学の歴史にかんする知識は、英語を学ぶ者に必須の素養といえます。
国文学の素養が知性を支えるいわばバックボーンとすれば、それに加える
べきグローバルな素養の柱が英文学といえます。その意味で、このクラス
では主に近世イギリス文学の歴史を紐解いて、国際人の素養を身につける
ことにしましょう。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　大急ぎで古英語の時代と中英語の時代そして17世紀後半から18世紀のイ
ギリス文学の概観をこころみます。そのためのキーワードとして 「メディ
ア」 を選びます。具体的には、作家が用いた筆記用具であり、同時に出版と
いう新たな産業の誕生となります。作家がどのような道具で執筆をおこな
いどのような経路を経て作品を出版したのかというテーマを巡って近世ま
でのイギリス文学史の概観を行います。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　テキストを読むことを出発点と考えています。くわえて、ウェッブ上に
多彩な情報の利用にもとりくみましょう。クラスにノート・パソコンや携
帯電話＝新種の情報端末をもちこみ、アクセスという場面もあるかもしれ
ません。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
クラスでとりあげる作品の下調べ。クラスで指摘する課題の下調べ。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評点は100。その内訳は、期末試験が40点。小テスト20点。出席点20点。
およびクラスでの勉学態度に20点。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション  テキスト、関連資料の探索･収集法、ノー
ト作成法、など。

第２回　イギリス文学通観
第３回　テキスト、4章の解説、17世紀後半
第４回　テキスト、5章の解説、18世紀前半
第５回　テキスト、5章の解説、18世紀後半
第６回　ウェッブ・データの利用  17世紀探索
第７回　ウェッブ・データの利用  18世紀探索
第８回　ウェッブ・データの利用  17世紀後半、社会背景の調査１
第９回　ウェッブ・データの利用  18世紀前半、社会背景の調査２
第10回　研究テーマの特定１  学期末レポートのテーマを考える
第11回　研究テーマの特定２  学期末レポートのテーマ、発表
第12回　研究テーマの特定３  学期末レポートのテーマ、発表（継続）
第13回　研究方法の研究１  書物とウェッブ１：青空文庫
第14回　研究方法の研究２  書物とウェッブ２：Project Gutenberg
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）
作品を体験するには作品そのものを読むこと以外には途はない。しかし、映
像化された作品はビデオ情報などを活用して体験可能であり、文学作品が
多様な表現形式のための材料として扱われる場合がふえている。この点を
念頭におき、オンライン上の情報・データはもとより映像・音楽などのメ
ディアにも注意を怠ってはならない。

講義コード（Course Code） 205123N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205123

授 業 名（Course Title） 文学と女性
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉野　啓子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Si las　Marner』　George　El io t　
Penguin book　

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　英国文学に対する興味を深め、原文の読解力を高めることと、作品の登
場人物を通して、人生や社会への係わり等を学んでいく。作者の主張や作
品の特徴は勿論のことであるが、そこに登場する人物の人生を通して、生
き方や社会への処し方など、「人としてどうあるべきか」という課題への認
識を深めることが目標である。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　１）原文を精読する。（従って、読解力が必要とされる）
　２）作者や時代背景の理解を深めるために、また作品の内容を多角的観
点から理解するために、参考文献を読む。
　３）討論やレポートの提出なども要求される。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　作品を翻訳しながら内容を把握していく。そして作品の作者や時代背景
などを理解し、作品の主題や技巧なども把握する。最後にこれらのことを
踏まえて、登場人物の生き方、社会や人生の処し方について各自の考えを
まとめたり、討論してさらに認識を深めていく。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　基本的には、辞書を使ってテキストを読むことであるが、詳細は授業中
に指示する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度（３０％）、小テストや提出物等（４０％）、確認試験（３
０％）、に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業の進め方やコースの説明など
第２回　作者と作品について
第３回　Part１ Chapter 1
第４回　　　　 Chapter 2~3
第５回　　　　 Chapter 4~5
第６回　　　　 Chapter 6~7
第７回　　　　 Chapter 8~9
第８回　　　　 Chapter 10~11
第９回　　　　 Chapter 12~13
第10回　　　　 Chapter 14~15
第11回　Part２ Chapter 16~17
第12回　　　　 Chapter 18~19
第13回　　　　 Chapter 20～21と作品のまとめ
第14回　作品全体の技巧や特徴などについて
第15回　総まとめの試験　
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
　１）テキストを精読し、多角的な観点から作品を理解するには、しっか
りとした英語力が必要である。従って基礎的な能力がしっかり備わってい
ることが望ましい。
　２）自分の英語力を高める目的から、受講生は各自の予習を必要条件と
する。
　３）提出物などの期限は厳守すること。
　４）特別な理由の無い限り、遅刻や欠席は認めない。また２／３以上の
出席を必要とし、それが総合点数に大きく影響する。
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講義コード（Course Code） 205126N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205126

授 業 名（Course Title） アメリカの社会と文化
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 大川　淳
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『アメリカン・カルチュラル・スタディー
ズ〔第ニ版〕ポスト９・１１からみるア
メリカ文化』　ニール・キャンベル／アラ
スディア・キーン　萌書房　2012
配布プリント

参考文献（References） 講義中に適宜指示する。
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
本講義では、多民族国家アメリカの国家や国民性を理解し、複眼的な視点
からアメリカの文化を学ぶことを目的とする。昨今の不安定な国際情勢の
中、アメリカは依然として世界の覇権を担い、良くも悪くも我々の生活に
も多大な影響力を保持している。国際的な視野を習得するためには、アメ
リカ文化の源泉を理解することが必要である。そこで本講義では、Michael 
Denningらが追求した「アメリカンとはなにか」という問いにアプローチ
し、アメリカの国家性や国民性の根底にある「なにか」を理解することを
本講義の目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１. アメリカの歴史について幅広い知識を習得する。
２. アメリカの社会と文化の仕組みを、様々な視点から理解する。
３. アメリカの歴史を「国家ナラティヴ」としてみなし、「アメリカンとは
なにか」という問いにアプローチする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業は基本的には講義形式で、配布プリントを基に進めていく。 　
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
初回の授業で指示する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
平常点（３０％）　
期末試験（７０％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション、アメリカとは何か
第２回　建国神話、アメリカ例外主義
第３回　アメリカとエスニシティ ：原住民文化
第４回　アメリカとエスニシティ：移民文化
第５回　アメリカとエスニシティ：黒人文化１
第６回　アメリカとエスニシティ：黒人文化２
第７回　アメリカとエスニシティ：黒人文化３
第８回　アメリカとジェンダー：フェミニズム１
第９回　アメリカとジェンダー：フェミニズム２
第10回　アメリカとジェンダー：フェミニズム３
第11回　アメリカとマイノリティ文化の現在
第12回　アメリカと音楽
第13回　アメリカと帝国主義、捕鯨文化を交えて
第14回　アメリカと銃
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 205125N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205125, 2000-205108

授 業 名（Course Title） 英語圏文化
イギリスに学ぼう

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小林　順
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『日本とイギリス―日英交流の400年』　宮
永孝　山川出版　
『756 日英同盟―同盟の選択と国家の盛衰』　
佐久間康夫編著　PHP新書　
『概説イギリス文化史』　中野葉子編著、
太田雅孝編著　ミネルヴァ書房　

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　イギリスの文化に親しむためのクラスです。いくつかのトピックを取りあ
げ、ネット上に情報・データを渉猟し、あるいは図書情報に当たり、さら
に現地へ飛び実地に学び、ブリテン島の現在を過去をひも解くクラスです。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　イギリスを学ぶコースです。英語の情報・データを、なにより、読み解
くことが最重要です。読み解いた内容をまとめて使いやすい情報の単位を
こしらえます。道具は？あるいは筆記用具は？パソコン、インターネット・
アクセス、デジタル・プレゼンテーション、などなど、それらを使って成
果を表しましょう。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　パソコンとインターネットを使い、課題の調査と成果を表す準備が必要。
英文読解のための道具類 （オンライン辞書など） の活用、オンライン指導、
どこでも指導を受けられる環境など、クラスの課題にとりくむ環境をとと
のえたい。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
テキスト（オンライン情報活用）の下調べ。クラスで指摘する課題の下調
べ。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
4時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　評点は100。その内訳は、期末試験が60点。 　小テスト20点。出席およ
びクラスでの勉学態度に20点。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション  テキスト、関連資料の探索・収集法、ノー
ト作成法、など。

第２回　テキストの紹介
第３回　テキストの全体像の解説
第４回　テキストの全体像の解説（継続）
第５回　テキストの通読
第６回　課題1--5の紹介
第７回　課題１（王室） の解題
第８回　課題２（Fox Hunting）の解題
第９回　課題３（土地制度）の解題
第10回　課題４（Land RoverとJaguar）の解題
第11回　課題５（London）の解題
第12回　学生発表  課題１～５から１つを選択発表。
第13回　学生発表  課題１～５から１つを選択発表。
第14回　学生発表  課題１～５から１つを選択発表。
第15回　まとめ （一言であらわすイギリス）
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）
テキスト同様にオンライン情報を活用。自習には通信機器を活用すること。
オンライン出席を希望する場合、担当者に事前に相談すること。
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講義コード（Course Code） 205210B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205210

授 業 名（Course Title） 言語学概論Ｂ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 杉村　美奈
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『言語学入門』　佐久間淳一　他　研究社　
2004

参考文献（References）
備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
言語の理論とそれを用いた言語の分析の仕方を学ぶことを目標とする。扱
うトピックはPhonetics（音声学）、Phonology（音韻論）、Morphology（形
態論）、Syntax（統語論）、Semantics（意味論）と多岐にわたり、それぞれ
言語の音声、音の機能とパターン、語の構造、文の構造、そして文の意味
を深く考察する。これらの知識は、言語の仕組みを理解するために必要で
あることはもちろんのこと、英語を教える際にも必ず獲得していなければ
ならないという認識をもって授業に取り組んでいく。主に英語と日本語を
対象言語として扱うが、必要に応じて他言語も扱っていく。言語学の観点
から見た「言語」の面白さをじっくり味わってもらいたい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. Phonetics: 言語の音声
2. Phonology: 音の機能とパターン
3. Morphology: 語の構造と語形成 
4. Syntax: 文の構造 
5. Semantics: 文の意味
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業スタイルは「講義と演習」とする。理論の説明などは講義形式で行い、
適宜練習問題などを個人やペア、またはグループワークにより行ってもら
う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業で習った理論を使って言語を分析するのがこのクラスの基本であるた
め、理論をしっかりと理解していなければならない。必ず毎回の授業をしっ
かり復習しておくことと、「何が分からないか」を自分で分かる様にしてお
くこと。分からないところはすぐに担当教員に質問することを常に心がけ
てほしい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
1. Quizzes: 20%
2. Assignments: 40%
3. Final Exam: 40%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction
第２回　Phonetics: Articulation, Transcription
第３回　Phonetics: Phonetic Processes
第４回　Phonology: Phonemes, Allophones
第５回　Phonology: Natural Class, Syllable Structure
第６回　Morphology: Morphemes, Allomorphs
第７回　Morphology: Affixation, Word Formation
第８回　Summary （1-7）
第９回　Syntax: Phrase Structure, Constituency
第10回　Syntax: X-bar Theory
第11回　Syntax: Movement, Language Variation
第12回　Semantics: Ambiguity
第13回　Semantics: Truth Tables
第14回　Semantics: Presupposition, Implicature
第15回　Summary （9-14）
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 205210A0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205210

授 業 名（Course Title） 言語学概論Ａ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 杉村　美奈
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『言語学入門』　佐久間淳一　他　研究社　
2004

参考文献（References）
備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
This course provides an introduction to general linguistic theory and analysis 
to students with no background in formal linguistics. Students will increase 
their knowledge about Phonetics （speech sounds）, Phonology （sound 
structure）, Morphology （word structure）, Syntax （sentence structure）, 
and Semantics （sentence meaning）, all of which are necessary for teaching 
English as well as for understanding language. Students will also increase 
their skills in observing and analyzing a variety of linguistic data.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will learn the following aspects of linguisitcs theory:
1. Phonetics
2. Phonology
3. Morphology
4. Syntax
5. Semantics
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Quizzes:
Quizzes will be given （usually every week） in class and be based on the 
material covered in class. Each quiz should take no more than 5 minutes to 
complete.
Assignments:
Students will complete two sets of problem sets throughout this course. 
Students are strongly encouraged to work in groups but must write up their 
assignments individually.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Both reading the textbook before class and revewing class material after 
class are mandatory. Students are expected to understand the material fully 
in order to complete quizzes, assignments, and the final exam.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
1. Quizzes: 20%
2. Assignments: 40%
3. Final Exam: 40%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction
第２回　Phonetics: Articulation, Transcription
第３回　Phonetics: Phonetic Processes
第４回　Phonology: Phonemes, Allophones
第５回　Phonology: Natural Class, Syllable Structure
第６回　Morphology: Morphemes, Allomorphs
第７回　Morphology: Affixation, Word Formation
第８回　Summary （1-7）
第９回　Syntax: Phrase Structure, Constituency
第10回　Syntax: X-bar Theory
第11回　Syntax: Movement, Language Variation
第12回　Semantics: Ambiguity
第13回　Semantics: Truth Tables
第14回　Semantics: Presupposition, Implicature
第15回　Summary （9-14）
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） 205270N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205270

授 業 名（Course Title） ことばと社会
社会言語学入門

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 川上　伊都子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 特になし。

参考文献（References）
『「社会のなかの言語」』　スザーン ロメイ
ン　三省堂　1997
別途指示。

備 考（Note） ｢言語学概論｣ 又は ｢英語の歴史｣ の履修
者であること

１．科目の教育目標（Course Description）
　言語は､ コミュニケーションの道具としてのみ使われている訳ではあり
ません。言語は、それぞれの社会や文化と密接な関係があり､ 切り離して考
える事はできないのです。では、言語は社会／文化の中でどのような役割
や機能をはたし、また、社会／文化からどの様な影響や拘束を受けている
のでしょうか｡  人間と言語とはどの様に関係し合っているのでしょうか。 
これらの問いに答えるため、このコースでは､ 社会言語学の基礎を学びま
す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　現実社会での言語使用の分析研究を通して､ いかに社会／文化と言語との
相互作用があるかを､ 検証していく。例えば、ことばのコミュニケーショ
ン以外の役割についてや、言語習得とは何を意味するのかや、標準語は何
のためにあるのか、等普段の生活では考えたことが無い様なことばの奥深
い「はたらき」について現実社会の例を沢山使って、考えていく。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　参考文献、重要論文などにそっての講義、質疑応答、現実社会における
諸問題に関してグループディスカッション、またレポートの提出。 　
１．参考文献：スザーン ロメイン「社会のなかの言語」  　
２．重要論文（適宜配布）
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　主にグループデイスカッションの前の週に課題が出される。その様な時
には、しっかり準備すること。具体的には、あたえられたテーマに関して、
調べてたり、指定されたものをしっかり読んでくる事等である。 例えば、

「北欧３カ国の歴史と言語について調べてくること」という課題が出た時に
は、図書館やインターネットで調べた後、講義内容を踏まえて、なにが重
要な情報であるか、取捨選択し、口頭で要点を発表できるようにしておく
ことが求められる。グループデイスカッションを、円滑に又、奥深いもの
にするための準備と捉えられているので、提出することは必要なく、要点
を押さえておくことと口頭で発表出来る様にしておくことが、何より大事
である。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　評価は、期末テスト（６0％）、グループレポート＋提出物（３0％）、授
業への積極的取り組み度（10％）に基づいて、総合的に行う。常に授業への
積極的参加を期待する。又、グループデイスカッションでは、最後にグルー
プ内での結論などを一枚のレポートにして提出する。評価はこのレポート
に対して出され、グループ内の参加者全員にこの評価が同様に与えられる。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　What is Sociolinguistics?ーーOrientation
第２回　ことばの機能とは何かーー実例を分析しながら
第３回　Communication 以外のことばの機能について: 社会言語学を研

究する意味
第４回　Group Discussion
第５回　Chomsky の理論：Competence  &  Performance
第６回　Chomsky の理論　VS  Hymes の理論
第７回　Communicative Competence と 言語習得
第８回　Group Discussion　
第９回　Communicative Competence　と　Speech Communities
第10回　Speech Communities　とは何か
第11回　Register　とは何か
第12回　言語　VS  方言　（北欧３カ国の例を使って）
第13回　言語　VS  方言　（中国、セルビア・クロアチアの例を使って）
第14回　標準語とは何か
第15回　標準語化：Standardization
６．定期試験（Final Exam）
なし

講義コード（Course Code） 205231N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205231

授 業 名（Course Title）
英語の歴史
英語発達史の観点から現代英語の諸
相を探る

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 児玉　一宏
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 授業内で講義資料を配布する。

参考文献（References）

『物語　英語の歴史』　P.グッデン（田口
孝夫監訳）　悠書館　2011
『図説　英語史入門』　中尾俊夫・寺島廸
子　大修館書店　1988
授業中に適宜、紹介する。

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
・英語史の基礎を学び、古英語から現代英語までの発達史について概略を
論じることができる。
・現代英語の音韻・形態・文法・構文の諸相について、英語史の観点から
分析できる。
・英語の外面史にかかわる歴史上の出来事についての基礎的な理解ができ
る。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・英語の外面史（歴史上の出来事）の基本事項 
・英語の語彙（「本来語」の語彙と「ラテン系」の語彙の諸特性） 
・語の音韻的特性（英語の音韻法則） 
・語の形態的特性（英語の形態規則と語形成） 
・英語の文法
・英語の多様性
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業形式は講義と演習を中心とする。授業内容の定着を図るため、適宜、小
テストを行う。問題解決のためのディスカッション・グループワークを実
施する。授業で意識すべきことは、何よりも授業に集中し、授業内容の理
解に努めること。また、復習の際に役立つようなノートのとり方を工夫す
ることも大切。授業で使用する教材は、講義資料（英文資料を含む）およ
び演習用補助教材であり、すべてプリントにして配布する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回の講義の最後に、次回の学習内容を予告するので、その都度、指示に
従って予習をしてもらいたい。全体的には、講義ノート、講義資料、参考
文献を活用して、十分な復習を実行し、講義内容の定着を図ってもらいた
い。レポーターとして口頭発表を担当する場合には、発表資料（ハンドア
ウト）の作成を求める。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業への参加態度（小テストの結果・課題提出等を含む）（30％）
および最終回の形成テストの成績（70％）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　序論（英語史への招待）
第２回　英語の歴史（英語の成立）
第３回　英語の歴史（古英語）
第４回　英語の歴史（ヴァイキング時代）
第５回　英語の歴史（ノルマン人の征服と中英語）
第６回　英語本来語の語彙とラテン系の語彙の諸特性
第７回　英語の歴史（中英語から近代英語へ）
第８回　英語の歴史（近代英語から現代英語へ）
第９回　英語の多様性（米語のインパクトなど）
第10回　英語の音韻・形態論
第11回　音韻・形態の法則と英語教育（英語史の観点から）
第12回　英文法と英語教育（英語史の観点から）
第13回　英語構文と英語教育（英語史の観点から）
第14回　英語学習への英語史研究の活用
第15回　本講義の総括（形成テスト・まとめ）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業に欠席した場合は、その日の授業内容を友人に尋ねるなどして確認し、
次回の授業に向けて支障がないように準備を行うこと。
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講義コード（Course Code） 205276N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205276, 2000-205272

授 業 名（Course Title） ことばと認知
認知と構文習得のメカニズムを探る

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 児玉　一宏
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『言語習得と用法基盤モデル』　児玉一宏・
野澤　元　研究社出版　2011
補助教材として、適宜、講義資料を配布
する。

参考文献（References）
『構文文法論―英語構文への認知的アプ
ローチ』　A. ゴールドバーグ 著（河上誓
作（監訳）　研究社　2001

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
・認知言語学の基本的な考え方を理解し、認知と構文選択の関係について
考察できるようになる。
・構文文法（Constructiuon Grammar）の基礎概念を理解し、英語構文の
分析を行うことができようになる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・A. Goldberg の構文文法の言語観
・構文文法の可能性と英語教育への展望
・英語の使役移動構文や二重目的語構文などの文法構文の意味と機能
・理論概念としての「構文」
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業は講義を中心とする。授業内容の定着のために、適宜、小テストを行
う。演習では、受講者自身が言語現象についての分析を行い、その方法の
妥当性について検討を行う。課題解決型の演習として、ディスカッション・
グループワークを取り入れる。授業で使用する教材は、講義資料（英文資
料を含む）および演習用補助教材であり、すべてプリントにして配布する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
学習の方法としては、予習以上に授業内容の復習に力を入れてもらいたい。
テキストの該当箇所を熟読して授業内容の理解を深めるとともに、復習の
際に役立つようなノートのとり方を工夫することも大切である。各回の予
習の仕方の詳細については授業で指示する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加態度（小テスト・課題提出等を含む）（30％）と最終回の
形成テストの結果（70％）に基づいて総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　序論：オリエンテーション
第２回　認知言語学の考え方
第３回　構文文法の基礎
第４回　項構造
第５回　言語習得と場面記号化仮説
第６回　認知と構文：（事例）使役移動構文
第７回　認知と構文：（事例）二重目的語構文
第８回　中間振り返り
第９回　構文交替現象
第10回　項役割と参与者役割の融合
第11回　構文の比喩的拡張
第12回　認知と言語習得
第13回　認知と構文習得（言語習得論の観点から）
第14回　認知と構文習得（英語教育・第二言語習得の観点から）
第15回　授業の総括（形成テスト・まとめ）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業を欠席した場合、当日の授業内容を友人に尋ねるなどして、次回の授
業に支障がないように各自準備を行うこと。

７．留意事項（Other Information）
宿題が出たときは、必ずしてくること。授業には積極的に参加すること。予
習が出来てない場合、又、居眠り、私語、携帯等、授業への積極的参加が
認められない場合は、減点の対象となる。

講義コード（Course Code） 205275N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205275, 2000-205274

授 業 名（Course Title） ことばのしくみ
The Structure of Language

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 新井　康友
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） The readings will be provided to you in 
copies for each lesson.

参考文献（References） References will be given at the end of 
each readings.

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
The purpose of this class is to introduce you to the ways languages have 
come to be described and what we have learned as a result of that. Three 
particular ways of describing language will be introduced; classificational, 
procedural, and explanatory ways. Each has left its mark on the way we 
understand language today.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
You will be asked to describe language in each of the ways discussed. You 
will also learn the way language is thought to be organized by each of the 
methods. You should, by the end of the term, understand the different ways 
in which language has come to be described.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
The way language is organized can only be understood by actually describing 
language in the ways each method suggests. You will thus be asked to 
describe language in the ways suggested. By actually describing language, 
you will learn the ways in which language is organized.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
You will be asked to read some material each week. You will be quizzed on 
the reading and describe language in the ways suggested in the readings.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
You will be evaluated on the quizzes you will receive at the beginning of 
each class meeting. You will also have a summary quiz on the fifteenth 
week. 60 percent of your grades will be based on the daily quizzes and 40 
percent on the summary quiz.
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introducing the study of language
第２回　Levels of description
第３回　Basic Phonetics
第４回　Classification of Sounds
第５回　How sounds behave in a language
第６回　Phonology
第７回　Sounds and Words: Morphology
第８回　Classification: Traditional Grammar
第９回　Procedures: American Structuralist Grammar
第10回　Explanation: Generative Grammar
第11回　Phrase Structure: X-bar Theory and beyond
第12回　Transformations: Construction based rules to elementary 

transformation
第13回　A new beginning with minimal assumptions
第14回　Explanatory Theory
第15回　Summary
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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第14回　実践編5-2：個人/グループによる模擬授業と教材修正
第15回　まとめ　授業実践と事後の評価と省察
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
教職課程/塾講師希望の3回生以上の学生の履修が望ましい。

講義コード（Course Code） 205290N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205290

授 業 名（Course Title）
英文法Ⅲ
英文法を体系的に研究し理解し、教
壇で解説しプレゼンテーションする
ことを学ぶ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 橘堂　弘文
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

プリントを配布し利用する。
＊毎回の授業の開始時に、前時に学んだ
英文法の復習小テストに『頻出英文法・
語法問題1000』桐原書店を利用する。必
ず購入すること。

参考文献（References）
文法復習小テストを、『頻出英文法・語法
問題1000』　桐原書店から出題する。
自身が利用している英文法参考書等を持
参すること。

備 考（Note） ｢英文法II｣ 履修者であること。

１．科目の教育目標（Course Description）
２年次生以上の学生（特に教職課程の学生は履修することが望ましい）が、
事前に課題として設定し研究した英文法の項目を、例文等を用いて自身で
解説するというプレゼンテーションの経験を通して、文法の理解を深める。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
英語のしくみについて文法体系の中での繋がりに理解を深め，アキュラシー
のある英語力を養成し分かり易く教える事も意識したい。
１．文構成に必要な要素
２．文の構造
３．語句の形態
４．言語使用場面における表現の適切性
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業方法

（1）各自が英文法の参考書等を利用して事前研究をしながら、P.P.等を用い
て英文法の解説のプレゼンテーションを実施する。その後、追加的・補足
的な文法の説明を事後指導する。また、設問を利用して定着を図る。

（2）各自の解説プレゼンテーションでは、事前の質問を受け付けるので、積
極的な質問等の参加が望まれる。

（3）毎回の授業の開始時に、前回の授業で扱った文法項目の復習小テスト
（『頻出英文法・語法問題1000』　桐原書店利用して）を実施する。
２．学習方法
　授業の課題は各自が事前に研究しておくこと。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
1.自身で英文法の参考書等を利用して、「文法を学びながら使い、使いなが
ら学ぶ」という観点から、事前研究をしながら英文法を学び、解説プレゼ
ンテーションの準備をする。
2.参加者全員が、授業の文法項目の予復習をする。
3. 文法用語の意味調べ
4. 前回の授業で扱った文法復習小テスト（『頻出英文法・語法問題1000』　
桐原書店利用）の準備
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
１.期末試験（70%）：授業で扱った文法項目
２.前回の授業で扱った文法項目の小テストの評価（20%）
３.授業への参加度（10%）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス　英文法のプレゼンテーションのオリエンテーショ
ン

第２回　基本文型：授業
第３回　文の構造ー句と節ー：授業
第４回　助動詞ー種類、配列、意味と用法：授業
第５回　以上の文法項目のプレゼンテーション：第1グループ
第６回　以上の文法項目のプレゼンテーション：第2グループ
第７回　動詞の時制など：授業

講義コード（Course Code） 205283N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205283, 2000-268214

授 業 名（Course Title） 英語教材作成演習
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 東郷　多津
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『小学校外国語活動の進め方』　岡秀夫・
金森強　成美堂　2015
小学校英語教育の進め方 岡秀夫・金森強 
（成美堂）

参考文献（References）

『 小学校外国語活動のツボ』　直山木綿子　
教育出版　2014
『"Hi, friends!"指導案&評価づくりパー
フェクトガイド』　菅正隆編著、大牟田市
立明治小学校　明治図書　2016
『 』　　
小学校学習指導要領解説　外国語活動編
（2008）
http://www.mext.go.jp/
component/a_menu/education/
micro_detail/__icsFiles/afieldfi
le/2009/06/16/1234931_012.pdf

備 考（Note） 定員30人
隔年開講1

１．科目の教育目標（Course Description）
公立小学校で教える「外国語活動」、総合的な学習の時間の中であつかう英
語活動、私立小学校や公立小学校における教科としての英語を指導するため
の必要な知識と技能の習得を目指します。そのうえで、教材作成を通して、
特に公立小学校での「外国語活動」の望ましい指導法を考案・実践できる
ことを目標とします。教材作成には、従来の副教材作成以外に、パワーポ
イント、電子黒板、タブレットPCなどを利用したICT教材の作成と利用法
の習得も含みます。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
小学校における外国語活動のための教材作成とその活用が中心となります。 
①ストーリーテリング出来る紙芝居やピクチャーブック、エプロンシアター、
英語の歌を利用した教材、チャンツ、ライム、フォニックス、様々なオー
ディオビジュアルエイズやカードなど。 ②個人/グループで作成した教材
は、実際の小学校などの指導の経験に生かせるよう模擬授業を行います。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
小学校における外国語活動を円滑に進める教材作成を以下の方法で学びま
す。①小学校の英語活動を進める上で必要となる、指導目標と関連した指
導内容、カリキュラムの組み方、指導案の事例研究と基礎理論と指導方法
の理解。②個人/グループの教材作成と模擬授業。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
テキストや参考文献を参照しながら、毎回の授業における教材の作成＋指
導案＋模擬授業のための準備をしてください。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
成績は以下の割合をもとに、総合的に評価します。
　教材の作成　　４０％
　指導案の作成　３０％
　模擬授業　　　３０％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　学習指導用要領　英語活動と外国語活動の相違と実践
第２回　理論編1：小学校の英語活動の背景
第３回　理論編2：小学校英語活動を支える基礎理論
第４回　理論編3：評価の意義と評価方法
第５回　理論編4：カリキュラム・年間指導計画作成のポイント
第６回　実践編１：コミュニケーション活動の指導とポイント
第７回　実践編2-1：個人/グループの教材作成：考案と作成（チャンツ

や歌を使った活動）
第８回　実践編2-2：個人/グループによる模擬授業と教材修正
第９回　実践編3-1：個人/グループの教材作成：考案と作成（ゲームを

使った活動）
第10回　実践編3-2：個人/グループによる模擬授業と教材修正
第11回　実践編4-1：個人/グループの教材作成：考案と作成（絵本によ

る活動）
第12回　実践編4-2：個人/グループによる模擬授業と教材修正
第13回　実践編5-1：個人/グループの教材作成：考案と作成（デジタル

教材作成）
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第２回　関係代名詞の用法：授業
第３回　関係副詞の用法：授業
第４回　準動詞：授業
第５回　以上の文法項目のプレゼンテーション：第1グループ
第６回　以上の文法項目のプレゼンテーション：第2グループ
第７回　助動詞の用法：授業
第８回　完了時制：授業
第９回　仮定法、条件法：授業
第10回　分詞構文：授業
第11回　現在分詞及び過去分詞の形容詞としての用法：授業
第12回　以上の文法項目のプレゼンテーション：第3グループ
第13回　以上の文法項目のプレゼンテーション：第４グループ
第14回　冠詞と前置詞の用法：授業
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 205292N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205292

授 業 名（Course Title）
英語のサウンド研究
英語の発音と音体系のよりよい理解
のために

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 山内　信幸
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『発信型実践英語音声学』　石黒昭博・高
坂京子・山内信幸　金星堂　

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
このクラスでは、調音音声学の立場に基づいた英語音声学の基礎知識を学
ぶとともに、英語音韻論に関する入門的知識を修得することを目指します。
日本語の音体系に慣れている私たちにとって、異なった音体系をもつ英語
の音の特徴を実践的な面からのみならず、理論的な面からも理解すること
こそが、「英語らしく発音できること」、つまり、ネイティヴスピーカーの
発音に近づくための早道といえるでしょう。まず、英語の母音・子音に関
して、音が正確に聞きとれること、それを正確に発音できること（あるい
は、それを正確に発音記号に転写できること）、さらに、英語のサウンドシ
ステムの理論的背景を確実におさえながら、有機的な学習へとつなげてい
くことを目指します。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．音声学の基本概念を理解すること。 
２．英語の母音・子音の個々の音を正確に聞きとり、発音すること（音声
転写すること）。 
３．音連続の理論的背景を理解すること。 
４．音連続を正確に聞きとり、発音すること（音声転写すること）。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業方法 　
授業では、まず、音声学の基礎知識として、音声学の領域、音声器官、言
語音の分類などについて概説を与え、次に、母音と子音の解説および発音
練習をおこないます。さらに、音連続におけるさまざまな現象について理
論的な側面から説明をおこない、できる限りさまざまな課題をこなすこと
で、音声学ならびに音韻論全般についての理解が深まるようにします。  
２．学習方法 　
この授業が、いわゆる、「発信型」のコミュニケーションに役立つものとし
たいので、授業中のみならず、授業外でも、積極的に英語の音に慣れ親し
むよう心がけてください。ただ座っているだけでは英語らしい発音には近
づくことはできません。また、いわゆる、「耳のよい人」は発音のきれいな
人といわれています。不安のある向きには、音楽などによって「音感」を
養っておくことをお勧めします。
授業では、該当学習項目の十分な予習・復習は要求しますが、授業の内外で
の各自の主体的な取り組みを最大限に評価する予定です。「授業は楽しく」
をモットーとしています。皆さんの期待は裏切らないつもりです。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業の進度に応じて、該当範囲の音読を予習として課します。その際、辞
書で与えられている発音記号などを転記し、正確な発音となるように努め
て下さい。

第８回　形容詞及び副詞の比較変化：授業
第９回　to-不定詞：授業
第10回　動名詞：授業
第11回　現在分詞及び過去分詞の形容詞としての用法：授業
第12回　以上の文法項目のプレゼンテーション：第3グループ
第13回　以上の文法項目のプレゼンテーション：第４グループ
第14回　受動態と能動態：授業
第15回　以上の文法項目のプレゼンテーション：第５グループ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 205291N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205291

授 業 名（Course Title）
英文法Ⅳ
英文法を体系的に研究し理解し、教
壇で解説しプレゼンテーションする
ことを学ぶ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 橘堂　弘文
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

プリントを配布し利用する。
＊毎回の授業の開始時に、前時に学んだ
英文法の復習の小テストに『頻出英文法・
語法問題1000』桐原書店を利用する。必
ず購入すること。

参考文献（References）
文法復習小テストを、『頻出英文法・語法
問題1000』　桐原書店から出題する。
自身が利用している英文法参考書等を持
参すること。

備 考（Note） 「英文法III」履修者であること。

１．科目の教育目標（Course Description）
２年次生以上の学生（特に教職課程の学生は履修することが望ましい）が、
事前に課題として設定し研究した英文法の項目を、例文等を用いて自身で
解説するというプレゼンテーションの経験を通して、文法の理解を深める。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
英語のしくみについての理解を深め，アキュラシーのある英語力を養成す
る。
１．文構成に必要な要素
２．文の構造
３．語句の形態
４．言語使用場面における表現の適切性
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業方法

（1）各自が英文法の参考書等を利用して事前研究をしながら、P.P.等を用い
て英文法の解説のプレゼンテーションを実施する。その後、追加的・補足
的な文法の説明を事後指導する。また、設問を利用して定着を図る。

（2）各自の解説プレゼンテーションでは、事前の質問を受け付けるので、積
極的な質問等の参加が望まれる。

（3）毎回の授業の開始時に、前回の授業で扱った文法項目の復習小テスト
（『頻出英文法・語法問題1000』　桐原書店利用して）を実施する。
２．学習方法
　授業の課題は各自が事前に研究しておくこと。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
1.自身で英文法の参考書等を利用して、「文法を学びながら使い、使いなが
ら学ぶ」という観点から、事前研究をしながら英文法を学び、解説プレゼ
ンテーションの準備をする。
2.参加者全員が、授業の文法項目の予復習をする。
3. 文法用語の意味調べ
4. 前回の授業で扱った文法復習小テスト（『頻出英文法・語法問題1000』　
桐原書店利用）の準備
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
１.期末試験（70%）：授業で扱った文法項目
２.前回の授業で扱った文法項目の小テストの評価（20%）
３.授業への参加度（10%）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス　英文法のプレゼンテーションのオリエンテーショ
ン
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自分ならどういう授業を展開してみたいか。授業外でも考え、積極的に実
践発表してもらいたい。 　
５．問題集を利用した文法力の養成：問題集：頻出英文法・語法問題1000

（桐原書店）を使用する。授業中に指定した範囲で確認テストを実施する。
６．日本語・英語による指導案の作成
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業方法 　
　グループまたは個人での研究発表や（模擬授業：後期中心）の実施と議
論。座席は、最初の講義で指定する。 　
　教師になるのだという自覚を持ち、積極的な参加姿勢で臨んで欲しい。 
　問題集：頻出英文法・語法問題1000（桐原書店）を利用して、指定した
範囲の範囲の小テストを課す。小テストの平均70％以上と、TOEIC500点
以上の取得も、後期：英語科教育法IIの受講のめやすとしたい。 
２．学習方法 　
　図書館の文献や資料、研究室前の授業案集や参考文献、過去に使用した
教材・教具、自主作成の教材授業ビデオ等を貸し出すので、課題発表や授
業案作成、模擬授業実施の際に利用して欲しい。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
グループまたは個人での教科書ベースの研究発表のプレゼンテーションや
議論の準備
文法力の養成：問題集：頻出英文法・語法問題1000（桐原書店）の指定し
た範囲の確認テストの準備
夏季休暇中のレポート課題：前期の授業ベースの課題レポート
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
１．授業の参加度（２０％）
２．レポートと小テスト（２０％）
３．授業中のまとめテスト（３０％）
４．グループまたは個人での教科書ベースの研究発表のプレゼンテーショ
ンへの積極的な態度などの評価（３０％）　
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　プレゼン方法のトライアル練習
第３回　英語を学ぶこと、教えること
第４回　英語の指導目標と内容
第５回　学習者の要因
第６回　教師の役割と良い教師の条件
第７回　言語習得上の諸問題
第８回　英語指導の原理
第９回　発音の指導
第10回　文字と綴り字の指導
第11回　語彙の指導
第12回　文法の指導
第13回　リスニングの指導
第14回　スピーキングの指導
第15回　試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
遅刻や欠課には、教職科目なので留意すること。 私の関わる「ドリカムス
クール」や、特に教育委員会主催のスクールインターンシップにも、積極
的に参加して、教育現場を体験してもらいたいと思っています。自分で作
成した教材を使用する「教材作成演習」も履修することが望ましい。

・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、平常点（授業参加・貢献度：２０％）、小テスト（２０％）、中間・
学期末に予定している２回の確認テストを総合して判断します。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　序論
第２回　音声学とは
第３回　音声器官
第４回　言語音の分類
第５回　母音の発音
第６回　子音の発音
第７回　プロソディー入門
第８回　文のリズム
第９回　語強勢
第10回　句強勢
第11回　文強勢
第12回　音の変化（連結、脱落、同化）
第13回　文の音調
第14回　その他
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 205293N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205293

授 業 名（Course Title） 英語科教育法Ⅰ
英語教育学理論と実践演習

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 橘堂　弘文
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『新編英語科教育法入門』　土屋澄男編著
他　研究社　2011
『頻出英文法・語法問題1000増補改定版』　
桐原書店　

参考文献（References）

『英語授業実例事典』　青木昭六編、橘堂　
大修館　
『英語授業の組立て』　青木昭六編著、橘
堂　開隆堂　
『英語科教育のフロンティア』　青木昭六
編、橘堂　保育出版社　
『小学校英語活動アイディアバンク』　樋口
忠彦編著、橘堂　教育出版　431680054x
『中学高校学習指導要領』　文部科学省　
英語教育用語辞典（大修館）  
ロングマン応用言語学用語辞典（南雲堂）
DICTIONARY OF TEACHING & 
APPLIED LINGUISTIC （LONGMAN）
中高等学校時代に利用した学習参考書や
ドリル等

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
（英語科教育法Iの単位を修得しなければ、英語科教育法Ⅱを受講すること
は出来ない。）
　英語教師になる上での必須項目（４技能の各指導法の留意点、発音指導
の留意点、学習指導要領の研究、学習者論、教授法、日本語・英語使用の
teachingplan、学習評価など）の研究と、教育実習に際して必要となる、指
導案の作成、それに基づく後期科目の模擬授業の基礎的な訓練（後期：英
語科教育法II　指導案作成と模擬授業の活動）を課す。現職教員（本学卒業
生を含む）との研修会「教育を考える橘の会」や現職教員の授業の研究会

「英語授業研究学会」への参加も推薦したい。また、公立校教員採用試験へ
の対策や特に文法力の養成にも配慮したい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．教材や教具等の習熟 　
２．副教材等の作成 　
３．評価と調整 　
４．クラスルーム・イングリッシュの習熟 　
　日頃から、英語教育に限らず教育問題について関心を持ち、自分なりに
考えるように心がける。自分が、中学・高校の生徒であった時、英語の授
業に何を期待し、どうあって欲しいと願ったか。学校教育の実態に即して、
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３．授業中のまとめテスト（３０％）
４．グループまたは個人での教科書ベースの研究発表のプレゼンテーショ
ンへの積極的な態度などの総合評価（２０％）　
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーションとリーディングの指導
第２回　ライティングの指導
第３回　言語技能を統合した指導
第４回　教材研究と授業の準備
第５回　授業案の作成と授業の進め方
第６回　教材と機器の活用
第７回　ネイティブスピーカーの活用
第８回　テストと評価
第９回　小学校の英語教育
第10回　これからの英語教育
第11回　教育実習について
第12回　指導案の作成指導
第13回　各自の指導案のプレゼンテーション
第14回　指導案ベースの模擬授業の展開と考察
第15回　試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
遅刻や欠課には、教職科目なので留意すること。 私の関わる「ドリカムス
クール」や、特に教育委員会主催のスクールインターンシップにも、積極
的に参加して、教育現場を体験してもらいたいと思っています。自分で作
成した教材を使用する「教材作成演習」も履修することが望ましい。

講義コード（Course Code） 205295A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205295

授 業 名（Course Title） 英語科教育法Ⅲ
教育実習指導案作成と模擬授業

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 橘堂　弘文
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『英語科教育実習ハンドブック』　米山朝
ニ・杉山敏・多田茂　大修館　2013
英語科教育法I使用教科書：『新編英語科
教育法入門』土屋澄男著　研究社
英語科教育法I使用教科書：『頻出英文法・
語法問題1000』（桐原書店）

参考文献（References）

『英語授業実例事典』　青木昭六編著、橘
堂　大修館　
『英語授業の組立て』　青木昭六編著、橘
堂　開隆堂　
『英語教育のフロンティア』　青木昭六編
著、橘堂　保育出版社　
『小学校英語活動アイディアバンクソン
グ・ゲーム集』　樋口忠彦編著、橘堂　教
育出版　
『中学高校学習指導要領』　文部科学省　
英語教育用語辞典 （大修館）
ロングマン応用言語学辞典（南雲堂）
DICT IONARY OF LANGUAGE 
TEACHING & APPLIED LINGUISTIC 
（LONGMAN）

備 考（Note）

英語英文学科の必修科目（1･2年次配当
分）を履修済みであること。 学科の定め
たＴＯＥＩＣの基準点を満たしているこ
と。 「英語科教育法I･II」履修済みである
こと

講義コード（Course Code） 205294N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205294

授 業 名（Course Title） 英語科教育法Ⅱ
英語教育学の理論と指導の実践演習

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 橘堂　弘文
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『新編英語科教育法入門』　土屋澄男編著
他　研究社　2011
『頻出英文法・語法問題1000増補改定版』　
桐原書店　

参考文献（References）

『英語授業実例事典』　青木昭六編、橘堂　
大修館　
『英語授業の組立て』　青木昭六編著、橘
堂　開隆堂　
『英語科教育のフロンティア』　青木昭六
編、橘堂　保育出版社　
『小学校英語活動アイディアバンク』　樋
口忠彦編著、橘堂　教育出版　
『中学高校学習指導要領』　文部科学省　
英語教育用語辞典（大修館）  
ロングマン応用言語学用語辞典（南雲堂）
DICTIONARY OF TEACHING & 
APPLIED LINGUISTIC （ LONGMAN）

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
（英語科教育法Iの単位を修得しなければ、英語科教育法IIを受講すること
は出来ない。）  　英語教師になる上での必須項目（４技能の各指導法の留意
点、発音指導の留意点、学習指導要領の研究、学習者論、教授法、日本語・
英語使用のteachingplan、学習評価など）の研究と、教育実習に際して必要
となる、指導案の作成、それに基づく後期科目の模擬授業の基礎的な訓練

（後期：英語科教育法II　模擬授業中心の活動）を課す。現職教員（本学卒
業生を含む）との研修会「教育を考える橘の会」や現職教員の授業の研究
会「英語授業研究学会」への参加も推薦したい。また、公立校教員採用試
験への対策や特に文法力の養成にも配慮したい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．教材や教具等の習熟 　
２．副教材等の作成 　
３．評価と調整 　
４．クラスルーム・イングリッシュの習熟 　
　日頃から、英語教育に限らず教育問題について関心を持ち、自分なりに
考えるように心がける。自分が、中学・高校の生徒であった時、英語の授
業に何を期待し、どうあって欲しいと願ったか。学校教育の実態に即して、
自分ならどういう授業を展開してみたいか。授業外でも考え、積極的に実
践発表してもらいたい。 　
５．問題集を利用した文法力の養成：問題集：頻出英文法・語法問題1000

（桐原書店）を使用する。授業中に指定した範囲で確認テストを実施する。
６．日本語・英語による指導案の作成
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業方法 　
　グループまたは個人での研究発表や（模擬授業：後期中心）の実施と議
論。座席は、最初の講義で指定する。 　
　教師になるのだという自覚を持ち、積極的な参加姿勢で臨んで欲しい。
　問題集：頻出英文法・語法問題1000（桐原書店）を利用して、指定した
範囲の範囲の小テストを課す。
２．学習方法 　
　図書館の文献や資料、研究室前の授業案集や参考文献、過去に使用した
教材・教具、自主作成の教材授業ビデオ等を貸し出すので、課題発表や授
業案作成、模擬授業実施の際に利用して欲しい。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
グループまたは個人での教科書ベースの研究発表のプレゼンテーションや
議論の準備
文法力の養成：問題集：頻出英文法・語法問題1000（桐原書店）の指定し
た範囲の確認テストの準備
冬季休暇中の課題:教育実習行く校種の指導案作成：第１３回、第１４回授
業の準備学習
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
１．授業の参加度（２０％）
２．レポートと小テストと指導案作成（３０％）
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・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．指導案の作成；単元や本時の到達目標の作成等
２．教材や教具等の準備
３．副教材等の作成
４．授業の形成評価とフィードバック
５．クラスルーム・イングリッシュの習熟練習
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
１．授業の参加度：３０％
２．指導案＋模擬授業、ディスカッション、課題発表等：６０％
３．レポート：１０％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業の内容と進め方のオリエンテーションとクラスルーム・イ
ングリッシュの習熟練習

第２回　第１グループのティーム・ティーチングによる初回模擬授業準
備と実施と振り返り

第３回　第２グループのティーム・ティーチングによる初回模擬授業準
備と実施と振り返り

第４回　第３グループのティーム・ティーチングによる初回模擬授業準
備と実施と振り返り

第５回　第１グループのティーム・ティーチングによる２回目模擬授業
準備と実施と振り返り

第６回　第２グループのティーム・ティーチングによる２回目模擬授業
準備と実施と振り返り

第７回　第３グループのティーム・ティーチングによる２回目模擬授業
準備と実施と振り返り

第８回　1人目の個人による１回目模擬授業準備と実施と振り返り
第９回　2人目の個人による１回目模擬授業準備と実施と振り返り
第10回　3人目の個人による１回目模擬授業準備と実施と振り返り
第11回　4人目の個人による１回目模擬授業準備と実施と振り返り
第12回　5人目の個人による１回目模擬授業準備と実施と振り返り
第13回　6人目の個人による１回目模擬授業準備と実施と振り返り
第14回　7人目の個人による１回目模擬授業準備と実施と振り返り
第15回　模擬授業のまとめの振り返り
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
役員をしている非営利NPO法人主催の公立小中高校のスクールインターン
シップ「ドリカムスクール」や、特に教育委員会主催のスクールインター
ンシップにも、積極的に参加して、教育現場を体験してもらいたいと思っ
ています。自分で作成した教材を使用する：スクール・インターンシップ
を伴う「教材作成演習」も履修することが望ましい。

講義コード（Course Code） 205295B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205295

授 業 名（Course Title） 英語科教育法Ⅲ
教育実習指導案作成と模擬授業

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 橘堂　弘文
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『英語科教育実習ハンドブック』　米山朝
ニ・杉山敏・多田茂　大修館　2013
英語科教育法I使用教科書：『新編英語科
教育法入門』土屋澄男著　研究社
英語科教育法I使用教科書：『頻出英文法・
語法問題1000』（桐原書店）

参考文献（References）

『英語授業実例事典』　青木昭六編著、橘
堂　大修館　
『英語授業の組立て』　青木昭六編著、橘
堂　開隆堂　
『英語教育のフロンティア』　青木昭六編
著、橘堂　保育出版社　
『小学校英語活動アイディアバンクソン
グ・ゲーム集』　樋口忠彦編著、橘堂　教
育出版　
『中学高校学習指導要領』　文部科学省　
英語教育用語辞典 （大修館）
ロングマン応用言語学辞典（南雲堂）
DICT IONARY OF LANGUAGE 
TEACHING & APPLIED LINGUISTIC 
（LONGMAN）

備 考（Note）

英語英文学科の必修科目（1･2年次配当
分）を履修済みであること。 学科の定め
たＴＯＥＩＣの基準点を満たしているこ
と。 「英語科教育法I･II」履修済みである
こと

１．科目の教育目標（Course Description）
　英語科教育法Ⅰで学習した理論や学習指導要領、４言語技能の指導の留
意事項に基づき、中学/高校の教科書を利用して、指導事項の精選、指導案
の作成、模擬授業の準備、模擬授業、形成的な評価、他者と自己評価等の
実践を、時間が許す限り行う。教育の課題や問題点、最近の話題にも触れ、
公立校教員採用試験への対策にも配慮したい。現職教員（本学卒業生を含
む）との研修会「教育を考える橘の会」や現職教員の授業の研究会「英語
授業研究学会」への参加も推薦したい。目の前の課題をポジティブに捕ら
え、考え行動出来る、実践的な教員としての資質を高める努力を、授業全
期間通じて惜しまずしたい。文法のテキスト「頻出英文法・語法問題1000」

（桐原書店）を、英語科教育法Ⅰ・Ⅱに引き続き利用して、文法・語法力の
養成に努める。
特にデジタル教材やICTの取り扱いについても練習する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．日本語文・英文使用の指導案の作成；単元や本時の到達目標の作成等
２．教材や教具等の準備
３．副教材等の作成
４．授業の形成評価とフィードバック
５．クラスルーム・イングリッシュの習熟練習
６．日頃から、英語教育に限らず教育問題について関心を持ち、自分なり
に考えるように心がける。自分が、中学・高校の生徒であった時、英語の
授業に何を期待し、どうあって欲しいと願ったか。学校教育の実態に即し
て、自分ならどういう授業を展開してみたいか、授業外でも日頃から考え、
積極的に実践発表してもらいたい。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業方法 　
　グループまたは個人での模擬授業の実施と議論。座席は、最初の講義で
指定する。教師になるのだという自覚を持ち、積極的な参加姿勢で臨んで
欲しい。
　模擬授業終了後に、受講者全員に授業評価表を配付して、相互評価を行
う。
　テスト、課題の提出を求める。
　「頻出英文法・語法問題1000」（桐原書店）を、英語科教育法Iに引き続き
利用し、文法・語法力の養成に努める。指定した範囲の文法・語法テスト
を課す。
２．学習方法 　
　研究室前の授業案集や参考文献、過去に使用した教材・教具、自主作成
の教材授業ビデオ等を貸し出すので、授業案作成や模擬授業実施の際に利
用して欲しい。
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・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．指導案の作成；単元や本時の到達目標の作成等
２．教材や教具等の準備
３．副教材等の作成
４．授業の形成評価とフィードバック
５．クラスルーム・イングリッシュの習熟練習
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
１．授業の参加度：３０％
２．指導案＋模擬授業、ディスカッション、課題発表等：６０％
３．レポート：１０％
　授業中の積極的な態度などの総合評価：2月/３月の教職課程のオリエン
テーションで2年生の英語科教育法Ⅱの受講生に対して全員が模擬授業を展
開する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　英語科教育法Ⅲに引き続き1人目の個人による2回目模擬授業
準備と実施と振り返り

第２回　2人目の個人による2回目模擬授業準備と実施と振り返り
第３回　3人目の個人による2回目模擬授業準備と実施と振り返り
第４回　4人目の個人による2回目模擬授業準備と実施と振り返り
第５回　5人目の個人による2回目模擬授業準備と実施と振り返り
第６回　6人目の個人による2回目模擬授業準備と実施と振り返り
第７回　7人目の個人による2回目模擬授業準備と実施と振り返り
第８回　1人目の個人による3回目模擬授業準備と実施と振り返り
第９回　2人目の個人による3回目模擬授業準備と実施と振り返り
第10回　3人目の個人による3回目模擬授業準備と実施と振り返り
第11回　4人目の個人による3回目模擬授業準備と実施と振り返り
第12回　5人目の個人による3回目模擬授業準備と実施と振り返り
第13回　6人目の個人による3回目模擬授業準備と実施と振り返り
第14回　7人目の個人による3回目模擬授業準備と実施と振り返り
第15回　まとめ：各自の模擬授業の振り返り
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
役員をしている非営利NPO法人主催の公立小中高校のスクールインターン
シップ「ドリカムスクール」や、特に教育委員会主催のスクールインター
ンシップにも、積極的に参加して、教育現場を体験してもらいたいと思っ
ています。 自分で作成した教材を使用する：スクール・インターンシップ
を伴う「教材作成演習」も履修することが望ましい。

講義コード（Course Code） 205303N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205303, 2000-205301

授 業 名（Course Title） 応用言語学
社会言語学と英語教育

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor）
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） （未定）
参考文献（References） （未定）
備 考（Note）

別紙　

講義コード（Course Code） 205296N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205296

授 業 名（Course Title） 英語科教育法Ⅳ
教育実習指導案作成と模擬授業

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 橘堂　弘文
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『英語科教育実習ハンドブック』　米山朝
ニ・杉山敏・多田茂　大修館　2013
英語科教育法I使用教科書：『新編英語科
教育法入門』土屋澄男著　研究社
英語科教育法I使用教科書：『頻出英文法・
語法問題1000』（桐原書店）　

参考文献（References）

『英語授業実例事典』　青木昭六編著、橘
堂　大修館　
『英語授業の組立て』　青木昭六編著、橘
堂　開隆堂　
『英語教育のフロンティア』　青木昭六編
著、橘堂　保育出版社　
『小学校英語活動アイディアバンクソン
グ・ゲーム集』　樋口忠彦編著、橘堂　教
育出版　
『中学高校学習指導要領』　文部科学省　
英語教育用語辞典 （大修館）
ロングマン応用言語学辞典（南雲堂）
DICT IONARY OF LANGUAGE 
TEACHING & APPLIED LINGUISTIC 
（LONGMAN）

備 考（Note）

英語英文学科の必修科目（1･2年次配当
分）を履修済みであること。 学科の定め
たＴＯＥＩＣの基準点を満たしているこ
と。 「英語科教育法I･II」履修済みである
こと

１．科目の教育目標（Course Description）
　英語科教育法Iで学習した理論や学習指導要領、４言語技能の指導の留意
事項に基づき、中学/高校の教科書を利用して、指導事項の精選、指導案
の作成、模擬授業の準備、模擬授業、形成的な評価、他者と自己評価等の
実践を、時間が許す限り行う。教育の課題や問題点、最近の話題にも触れ、
公立校教員採用試験への対策にも配慮したい。現職教員（本学卒業生を含
む）との研修会「教育を考える橘の会」や現職教員の授業の研究会「英語
授業研究学会」への参加も推薦したい。目の前の課題をポジティブに捕ら
え、考え行動出来る、実践的な教員としての資質を高める努力を、授業全
期間通じて惜しまずしたい。文法のテキスト「頻出英文法・語法問題1000」

（桐原書店）を、英語科教育法Iに引き続き利用して、文法・語法力の養成
に努める。
特にデジタル教材やICTの取り扱いについても練習する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．日本語文・英文使用の指導案の作成；単元や本時の到達目標の作成等
２．教材や教具等の準備
３．副教材等の作成
４．授業の形成評価とフィードバック
５．クラスルーム・イングリッシュの習熟練習
６．日頃から、英語教育に限らず教育問題について関心を持ち、自分なり
に考えるように心がける。自分が、中学・高校の生徒であった時、英語の
授業に何を期待し、どうあって欲しいと願ったか。学校教育の実態に即し
て、自分ならどういう授業を展開してみたいか、授業外でも日頃から考え、
積極的に実践発表してもらいたい。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１． 授業方法
　グループまたは個人での模擬授業の実施と議論。座席は、最初の講義で
指定する。教師になるのだという自覚を持ち、積極的な参加姿勢で臨んで
欲しい。
　模擬授業終了後に、受講者全員に授業評価表を配付して、相互評価を行
う。
　テスト、課題の提出を求める。
　「頻出英文法・語法問題1000」（桐原書店）を、英語科教育法Iに引き続き
利用し、文法・語法力の養成に努める。指定した範囲の文法・語法テスト
を課す。
２．学習方法 　
　研究室前の授業案集や参考文献、過去に使用した教材・教具、自主作成
の教材授業ビデオ等を貸し出すので、授業案作成や模擬授業実施の際に利
用して欲しい。
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講義コード（Course Code） 205411B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205411, 2000-205410

授 業 名（Course Title）
コミュニケーション学概論Ｂ
Introduction to Communication 
Studies

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小山　哲春
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『入門コミュニケーション論』　宮原哲　松
柏社　2006

参考文献（References）
『コミュニケーション学への招待』　橋本
良明　大修館書店　1997
『A First Look at Communication Theory』　
Em Griffith　McGraw-Hill　2011

備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
本科目は、社会行動科学の1分野としてのコミュニケーション学の基礎を理
解し、人間のコミュニケーション活動の課程と影響について理解を深めるこ
とを目的に、コミュニケーション学の諸分野である記号論、コミュニケー
ション哲学、対人コミュニケーション、関係コミュニケーション、グループ
コミュニケーション、社会的影響、メディアコミュニケーション（ジャー
ナリズム）、言語コミュニケーション、非言語コミュニケーション等につい
て、その基礎理論を概観する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. 社会科学の一分野としてのコミュニケーション学の理論的基盤と諸理論
を概観すること。
2. 人間のコミュニケーションの成り立ち、過程、影響について理解するこ
と。
3. 自らのコミュニケーション行動および能力を客観的に観察する能力を身
につけること。
4. コミュニケーションに関する知識と理論的な理解を自らのコミュニケー
ション能力向上へ結びつけられるスキルを身につけること。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義科目であり、指定されたトピックについて教科書を熟読し、講義を受
講し、これらの活動を通して得た知識を授業内演習やディスカッションに
よって定着させていく方法をとる。また、講義全体を通して学習した理論
的な理解を応用し、実際のコミュニケーション現象を分析することによっ
てさらに理解を深めていく。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
教科書の熟読、および、自らの理論的枠組みの構築
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度、演習課題（25％）
試験（25％）
論文（25％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　導入：　コミュニケーションとは？　／　社会科学としてのコ
ミュニケーション学とは？

第２回　コミュニケーション・プロセスとコミュニケーション・モデル
第３回　コミュニケーションの起源　／　社会認知能力とコミュニケー

ション
第４回　言語とコミュニケーション （1）: 言語記号の特質
第５回　言語とコミュニケーション （2）: 意味の伝達
第６回　非言語コミュニケーション
第７回　認識とコミュニケーション
第８回　説得のコミュニケーション
第９回　対人コミュニケーション （1）：　関係形成とコミュニケーショ

ン
第10回　対人コミュニケーション （2）：　対人認知とメッセージ
第11回　小集団コミュニケーション
第12回　葛藤管理コミュニケーション
第13回　異文化コミュニケーション
第14回　メディアとコミュニケーション
第15回　コミュニケーション能力とは（総括）
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
Aセクション （Global English Course）は、講義、ディスカッション、課題
の全てを英語のみで行います。

講義コード（Course Code） 205411A0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205411, 2000-205410

授 業 名（Course Title）
コミュニケーション学概論Ａ
Introduction to Communication 
Studies

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小山　哲春
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『入門コミュニケーション論』　宮原哲　松
柏社　2006

参考文献（References） 『A First Look at Communication Theory』　
Em Griffith　McGraw-Hill　2011

備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
This course will survey major theories in the field of communication. The 
main goals of the course are （a） to facilitate the students’ theoretical 
understanding of communication and （b） help the students develop/improve 
their communication competence.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
<1> Understand social scientific theories of communication
<2> Develop objective and logical answer to the question “what is 
communication?” 
<3> Understand systems, processes, and influences of human communication
<4> Develop ability to objectively and effectively monitor your own 
communication behaviors
<5> Develop ability to apply your theoretical understandings of 
communication to practices
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course is designed to develop the student's theoretical understandings of 
human communication. It will also aim to increase the student's effectiveness 
as a communicator at the intercultural level. Achievement of these goals 
requires emphasis both on knowledge and practice. From the outset, the 
course will attempt to balance knowledge （theoretical understanding） with 
practical experiences, in-class exercises, and illustrative material designed 
to increase the student’s skills.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to : 
<A> complete the weekly assigned reading materials prior to the lecture. 
<B> complete several homework assignments during the term. Each 
assignment will be worth 20~25pts and will be due at the beginning of the 
next class period.
<C> contribute to class discussion
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Contribution to class discussion （20%）
Midterm Exam （20%）
Final Exam （40%）
Final Paper （20%）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Orientation / Definition of Communication
第２回　Communication Processes / Communication Models
第３回　Origin of Communication / Socio-Cognitive Foundations
第４回　Verbal Communication
第５回　Non-verbal Communication
第６回　Perception and Communication
第７回　Persuasive Communication
第８回　Midterm Exam
第９回　Interpersonal Communication （1）: Relational Development
第10回　Interpersonal Communication （2）: Message and Perception
第11回　Small Group Communication
第12回　Conflict Management
第13回　Intercultural Communication
第14回　Media and Communication
第15回　Communication Competence / Review
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
This course will be conducted in English and English only
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講義コード（Course Code） 205434N1E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205434, 2000-205431

授 業 名（Course Title） 異文化間コミュニケーション
Intercultural Communication

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Gregory　Peterson
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） Changes in Intercultural Communication
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
This course will help students understand intercultural contact, appreciate 
cultural and individual differences, adapt to unfamiliar situations, and 
communicate with confidence, empathy, and integrity.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１. Understand identity and affiliation.
２. Identify elements of subjective culture.
３. Recognize stereotypes and prejudices.
４. Appreciate differences between people.
５. Manage intercultural anxiety and conflict.
６ . Articulate important personal values.
７. Improve English communication skills.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１. Each class will include a lecture and writing.
２. We will use KNDU e-mail and the Web.
３. I will prepare a weekly podcast （audio）.
４. Students will send e-mail about the podcast.
５. Report: an 800-word case study in English.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１. Read the class text.
２. Listen to the weekly podcast.
３. Send email to the instructor.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Class participation 30%, Email 20%, Report 50%.
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction
第２回　The study of culture
第３回　Intercultural contact
第４回　Intercultural communication on the Internet
第５回　Group affiliation and cultural identity
第６回　Intergroup tension
第７回　Outcomes of contact
第８回　Promoting tolerance
第９回　Sojourner adjustment
第10回　Intercultural perceptions
第11回　Intercultural adaptation strategies
第12回　Empathy and worldviews in contact
第13回　Ethical dilemmas and social issues
第14回　Universal Declaration of Human Rights
第15回　Evaluation and feedback
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
See my Web site for more information: 
http://www.notredame.ac.jp/~peterson/

Bセクション（英語教養コース）は、原則として全て日本語で行います。

講義コード（Course Code） 205432N1E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205432

授 業 名（Course Title） 対人コミュニケーション
Interpersonal Communication

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Gregory　Peterson
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
Choices in Interpersonal Communication: 
An Intercultural Approach to Personal 
Encounters

参考文献（References） Links to resources will be on the class 
Web site.

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
This course will help students understand interpersonal communication 
processes and become more effective and confident communicators. Each 
student will also strive to achieve her own personal communication goals.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. Gain confidence in interpersonal encounters. 
2. Understand interpersonal processes.
3. Recognize nonverbal communication patterns.
4. Improve listening skills and show empathy.
5. Improve speaking and self-disclosure skills.
6. Recognize and cope with ethical dilemmas.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1. Each class will include a lecture and writing.
2. We will use KNDU email and the Web.
3. I will prepare a weekly podcast （audio）.
4. Students will send email about the podcast.
5. Report: a 500-word case study and a 300-word a self-assessment in English.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
1. Read the class text.
2. Listen to the weekly podcast.
3. Send email to the instructor.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Class participation 30%, Email 20%, Report 50%.
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction
第２回　Changing your communication behavior
第３回　Active listening
第４回　Meeting people and socializing
第５回　Self-disclosure and trust
第６回　Nonverbal communication
第７回　Interpersonal media
第８回　Conflict causes and styles
第９回　Conflict resolution strategies
第10回　Small group interaction
第11回　Personal beliefs and values
第12回　Ethics in interpersonal communication
第13回　Empathy and appreciation
第14回　A good communicator （review）
第15回　Evaluation and feedback
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
See my Web site for more information: 
http://www.notredame.ac.jp/~peterson/
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講義コード（Course Code） 205474N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205474

授 業 名（Course Title） プレゼンテーション概論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小山　哲春
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『実践プレゼンテーション入門』　三宅隆
之　慶応義塾大学出版会　2006
『大学生からのプレゼンテーション入門』　
中野美香　ナカニシヤ出版　2012
『プレゼンテーション zen デザイン』　レ
イノルズ, G　ピアソン桐原　2010

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
本科目は、現代社会におけるオーラルプレゼンテーション（パブリック・ス
ピーキング）の重要性と方法論を理解し、実践へ応用するための素地を養
うことを目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．オーラルプレゼンテーションの一般的重要性や効果についての理解
２．オーラルプレゼンテーションの一般的／基本的方法論の習得
３．様々な目的別プレゼンテーションの型の理解と、それぞれの特殊方法
論の習得
４．オーラルプレゼンテーションおける言語／非言語チャンネルの重要性
と効果に関する理解
５．情報伝達型プレゼンテーション（10-15分程度）を作成し、実演する技
能の習得。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
単なる技法としてのプレゼンテーションスキルを学ぶのではなく、対人コ
ミュニケーションの一形態としてのオーラルプレゼンテーションのあり方を
理解し、効果的なプレゼンテーションを実践するための本質的原理を理解
することを目指す。この目的の達成のため、約11週間の講義（適宜授業内
での演習を含む）、および3週間の実習（グループプレゼンテーション）の
組み合わせによって、オーラルプレゼンテーションの基礎的な知識と技術
を身につける。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
様々な形態の準備学習が要求されるため、別途授業中に指示する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
小レポート 25%（毎回の授業で作成）
期末レポート試験 25%
グループプレゼンテーション30%
授業への参加／貢献 20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　パブリック・スピーキング概説： 重要性と倫理（ 含オリエン
テーション）

第２回　対人コミュニケーションとしてのプレゼンテーション：コミュ
ニケーション論

第３回　プレゼンテーションの種類と目的： 情報伝達／説得／調査発表
／記念（ビデオ分析）

第４回　プレゼンテーションと聴衆： 聴衆分析とリスニングスキル
第５回　情報の収集と管理方法：　含図書館演習
第６回　オーラルプレゼンテーションの基本構成：　主要３要素／効果

的な序論と結論
第７回　ロゴス：　妥当な議論の仕方と主張に対するサポート（根拠提

示）の方法
第８回　エトスとパトス：　信頼性アピールと感情的アピール
第９回　プレゼンテーションにおける非言語チャンネル： デリバリー
第10回　プレゼンテーションにおける言語チャンネル:  レトリックと誤

謬
第11回　情報伝達プレゼンテーションと説得プレゼンテーションの基本
第12回　グループプレゼンテーション演習 （第１日：グループ１、２、

３）
第13回　グループプレゼンテーション演習 （第２日：グループ４、５、

６）
第14回　グループプレゼンテーション演習 （第３日：グループ７、８、

９）
第15回　総括

講義コード（Course Code） 205469N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205469

授 業 名（Course Title） 言語，文化，ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小山　哲春
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References） 『A first look at communication』　Griffin, 
E.　McGraw Hill　2006

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　本講義では、コミュニケーションという現象の中心となる 『言語』、コミュ
ニケーションのあり方に多大な影響を与える 『文化』、という二つの側面か
らコミュニケーションにアプローチし、そのメカニズムと現象の多様性を
考察していく。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　１．コミュニケーションの基本的メカニズムを考察し、様々な形態のコ
ミュニケーションの成り立ちとダイナミズムを理解する。
　２．コミュニケーションにおいて言語の果たす役割を考察し、人がメッ
セージを受け取り理解するプロセスを理解する。
　３．コミュニケーションに与える文化の影響を考察し、異文化コミュニ
ケーションのメカニズムを理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　テクスト、参考文献に基づいた講義を行い、質疑応答、指定課題の理解
を前提としたディスカッション等を行っていく。その他、授業内容の理解
に関する試験、およびレポートの提出。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Web上に掲載する講義ノート（PowerPointスライド）をダウンロードして
予習を行う。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（20％）、個別課題（20％）、試験（40％）、ペーパー（20％）に
基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　コミュニケーションの定義
第２回　コミュニケーションの起源
第３回　コミュニケーションと記号 （1）：　言語記号の性質と役割
第４回　コミュニケーションと記号（2）：　動物のコミュニケーション
第５回　ことばの意味の生成：　象徴的相互作用論
第６回　ことばの意味の伝達：　推論による意図理解
第７回　メッセージの役割（1）：　構築主義コミュニケーション論と他

者視点取得
第８回　メッセージの役割（2）：　人中心メッセージ
第９回　対人コミュニケーションスキル（1）：　葛藤管理
第10回　対人コミュニケーションスキル（2）：　アサーション
第11回　対人コミュニケーションスキル（3）：　双方向議論
第12回　対人コミュニケーションスキル（4）：　嘘と欺瞞
第13回　文化と認識とコミュニケーションの関係
第14回　異文化間コミュニケーションスキル
第15回　コミュニケーション能力について（総括）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） 205483N1E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205483

授 業 名（Course Title）
スピーチⅡ
プレゼンのレベルを一つ上に引き上
げる

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 森　美恵子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『Speaking of Speech  Level 2』　Charles 
LeBeau　Macmillan　Language HouseI　
2016
Learners who want to take your 
presentations to the next level
Speech Makingとして使用するテキスト
としては画期的な第二弾の試みです。

参考文献（References）
『Inspire a Woman's Soul』　Mark Victor 
Hansen　HCI　2010（再販）
『Volunteer's Soul』　Mark Victor　HCI　
2010（再販）

備 考（Note） 定員30人
「スピーチI」履修者であること

１．科目の教育目標（Course Description）
前期に学習したSPEAKING of SPEECHの手法を実践する。
アカデミックからセールズ・プレゼンまで、豊富な種類のプレゼンの習得
を目標、発表のスキルの改善と流暢さを磨く。語彙の構築にも励む。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　ReadingとWritingをベースに資料収集など積極的にすること。プレゼン
テーションはレシテーションとペーパーなしの発表となるのでよく準備し、
事前の練習が必要となる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　後期は個人プレゼンテーションが主体となるが、事前のディスカッショ
ン及び、輪読やquizつくりはペアまたはグループで行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　クラスは原則として、すべて英語で展開する。講義も発表も英語である。 
　日ごろより、簡単な表現を口にするようこころがける。ジェスチャーな
ど、豊かな表現力を身につける。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
ペアpuresentation 30％、個人presentation  30% 内容語彙チェックテスト
20% 提出物　20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Orientation
第２回　Special Moments　Watching the movie
第３回　1. Job Interview
第４回　2. First Day on the Job
第５回　3. follow-up skills 1 Physical Message
第６回　4. follow-up skills 2 Technical Message
第７回　5. your presentations to the next level  1 Core Message
第８回　6. your presentations to the next level  2 Four skills
第９回　7. academic proposal 1  Effective Way
第10回　8. academic proposal 2  Impressive way
第11回　9. team, technical presentation 1 based on Core message
第12回　10.team, technical presentation 2 based on Impressive way
第13回　11.sales presentation
第14回　12.audioo handles a question and answer session
第15回　Summing Up
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
　前期、後期通年での受講が効果的であるが、半期のみも可能。
　注意：通年登録ではなく、前期はI、後期はIIで、登録すること。
Speaking of Speech Level TOEIC 400 - 600

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
プレゼンテーション実務士資格取得のための必須、および中核の科目であ
る。

講義コード（Course Code） 205482N1E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205482

授 業 名（Course Title） スピーチⅠ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 森　美恵子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『SPEAKING of SPEECH』　David 
Ha r r i ng ton & Cha r les LeBeau　
MACMILLAN　2009

参考文献（References）

『Life Lessons for Women』　Stephanie 
Marston, M.EF.　HCI　2010（再販）
『Inspire a Woman's Soul』　Jack 
Canfield,他　HCI　2010（再販）
『Working Woman's Soul』　Jack Canfield
他　HCI　2010（再販）

備 考（Note） 定員30人

１．科目の教育目標（Course Description）
　スピーチの構造やスピーチの発表の方法のスキルの構築を目標とする。  
３種類のメッセージを理解して、ファイナル・パーフォマンスに近づける
よう努力する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　前期はペアおよびグループ・プレゼンテーションで課題ごとの発表とな
る。
　ReadingとWritingをベースに資料収集など、役割分担で基礎的なスピー
チの発表力をつける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
スピーチの基礎を楽しく学べる。ペア、グループでストリーを選び、輪読
して、内容把握のためのディスカッション、語彙リスト、Quiz作成、発表
となる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　自分たちでチョイスしたストリーの読み込みと発表があるので、日ごろ
より英文になれるため、英字新聞をたくさん読むこと。映画から英米人の
ジェスチャーや顔の表情などを研究することを薦める。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
ペアおよびグループ活動参加と発表60％、小テスト（語彙）20％ 提出物20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Orientation/Introduction for Speech Class
第２回　How to read and how to make a presentation
第３回　Unit 1 Posture & Eye Contact
第４回　Unit 1 the foundation of the Physical Message
第５回　1Unit 2 Gestures
第６回　Unit 2 Support your words with the Physical Message
第７回　Unit 3 Voice Inflection  emphasize key words to help the 

audience remember
第８回　presentation 1   Report 1
第９回　Unit 4 Effective Visuals
第10回　Unit 5 Explaining Visuals
第11回　Summing Up
第12回　Unit 6 The Introduction - engaging the audience from the start
第13回　Unit 7 The Body - using evidence and transitions
第14回　Unit 8 The Conclusion - simple formula for summarizing your 

presentation
第15回　Final Presentation Report 2
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
　前期、後期通年での受講が効果的であるが、半期のみも可能。 　注意：
　通年登録ではなく、前期はI、後期はIIで、登録すること。
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③語順の違いなど文構造への気づき等を促す指導を行う　
と文科省が公表した指針に関しても、その具体的な指導法を考察する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
英語は日本語とは違う音がたくさんある言語であるため、英語独特の音に
慣れておくことで、様々な英語学習が効果的に、スムースに進む。その土
台となる音声指導法（フォニックス＝「音」と「意味」と「文字」の関係
を学ぶ）のルールを理解し、子供たちに指導できるようになる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
意味を理解し、正しく発音できる単語であれば、音を聞いて正しく綴ること
ができる。そのためには正しい発音をたくさん聞くことが必要である。日
本では、英語の音声に触れる機会が圧倒的に少ないので、テキストや音源
を使いながらフォニックスのルールを理解し、その定着につなげていく。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
テキスト、授業時に配布するプリントの予習、復習を毎時行い授業に参加
すること。
また、発表活動時においては十分な準備をして発表に臨むこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度　３０％
小テスト　１０％
発表　２０％
中間　フォニックスに関しての基礎知識テスト（２０％）
期末　フォニックスの効果的な教材作成（２０％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　Unit1 The Alphabet　
第３回　Unit2 Phonics Alphabet　　様々なジングル
第４回　Unit3 Consonants　　　　英語絵本の読み聞かせ①
第５回　Unit4 Short Vowels　　　英語絵本の読み聞かせ②
第６回　Unit5 Silent e　　　　　歌チャンツの指導①
第７回　Unit6 Polite Vowels　　　歌チャンツの指導②
第８回　Unit7 Consonant Digraphs　　　文字を使った発展学習①
第９回　Unit8 Vowel Digraphs　　　　　　文字を使った発展学習②
第10回　Unit9 Consonant Blends　　　　評価①
第11回　Unit10 Murmuring Vowels　　　評価②
第12回　音韻認識指導
第13回　絵本の読み聞かせの模擬授業
第14回　歌やチャンツを使った模擬授業
第15回　中高に繋ぐリタラシー指導
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
発表活動の日程、Review１の日程については授業の進行状況に併せて調整
する。

講義コード（Course Code） 205690N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205690

授 業 名（Course Title） 同時通訳法Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours）
担 当 者（Instructor） 嶋本　浩子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『通訳実践トレーニングセット　通訳の即
戦力を養おう』　水野真木子／鍵村和子　
大阪教育図書　2014

参考文献（References）

『英語通訳への道』　日本通訳協会　大修
館書店　2007
『同時通訳者のシャドーイング』　木村裕
也・工藤紘実　kADOKAWA/中経出版　
2015
『同時通訳者の英語ノート術＆学習法』　工
藤紘実　kADOKAWA/中経出版　2014
『ウィスパリング同時通訳　実践ゼミ』　柴
田バネッサ　南雲堂　2005
『同時通訳が頭の中で一瞬でやっている英
訳術利プロセンシング』　田村智子　三修
社　2010

備 考（Note）
定員20人
TOEIC500点前後、又は ｢同時通訳入門｣
履修者であること

１．科目の教育目標（Course Description）
通訳のクラスでは通訳技法を学びます。英語から日本語への通訳、日本語

講義コード（Course Code） 205650N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205650, 2000-205698

授 業 名（Course Title） 外国語としての日本語
日本語のことをもっと知りたい

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 三原　健一
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 毎回プリントを配布する。
参考文献（References） 授業中に適宜紹介する。
備 考（Note） 定員30人

１．科目の教育目標（Course Description）
　日本語を「国語」として見るのではなく、諸言語の中の一言語として見
ることによって初めて、日本語という言語の特徴を知ることができる。客
観的に日本語を考察するという視点は、日本語を母語としない学習者に日
本語を教える際には特に重要である。
　本授業では日本語を中心に見るが、それと同時に、日本語と英語を対照さ
せることによって、日本語の「より深い姿」を知ることを目標としている。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
現代日本語（と英語）について、（1）世界の言語と日本語、（2）音声、（3）
語、（4）方言、（5）関西方言、（6）文法、（7）意味の観点から考察する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
プリントを配布し講義形式で行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各回の授業後に指示した内容について考察してくること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度等平常点（20％）及び、随時行う小テスト（80％）の総合評価
とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　序説－外国語としての日本語
第２回　世界の言語と日本語
第３回　音声（1）：日本語の音声の特徴
第４回　音声（2）：日本語と英語の音声
第５回　語（1）：日本語の語（word）の構造
第６回　語（2）：日本語と英語の語（word）の構造
第７回　方言（1）：「ものの言い方」の差から方言を考える
第８回　方言（2）：関西方言について
第９回　文法（1）：日本語の統語構造
第10回　文法（2）：日本語と英語の統語構造
第11回　文法（3）：世界の言語と日本語の統語構造
第12回　意味（1）：日本語の情報構造
第13回　意味（2）：日本語の語彙と意味
第14回　意味（3）：意味と人間の認知
第15回　日本語に関する基礎知識の総まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
　授業内容が積み重ね式なので、毎回の授業後、必ず「復習」をすること。

講義コード（Course Code） 205652N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-205652

授 業 名（Course Title） 子ども英語のための音声指導
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 田縁　眞弓
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Enjoy! Phonics１』　吉田晴世　受験研
究社　2016年

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
平成30年に教科化を控えた小学校高学年の英語科において、如何に文字を
指導するかを理論に基づいた実践を通して学ぶ。また
①アルファベットの文字や単語などの認識、
②国語と英語の音声の違いやそれぞれの特徴への気づき、
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１．科目の教育目標（Course Description）
This course is designed to develop the student’s basic skills in public 
speaking and debate in English as a second language. It will also attempt to 
increase the student’s effectiveness as a communicator at the intercultural 
level. Achievement of these goals requires emphasis both on knowledge and 
practice. From the outset, the course will attempt to balance knowledge 
with practical experiences, in-class exercises, and public speaking sessions.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
By the end of this semester, you should know:
1） How to prepare informative speech/presentation
2） How to perform informative speech/presentation
3） How to organize & hold debate
３．教育・学習の方法（Course Methods）

（1） Discussion Leader
Each student will be leading discussion on a designated topic （based on 
reading materials） at least once a semester. You will briefly summarize the 
chapter and then lead discussion focusing on some important issues. Each 
discussion will be for around 30 minutes.

（2） Individual Speech
After studying fundamentals of public speaking, you will be giving a public 
speech （informative speech） in front of the class. The speech should be 7 ~ 
7 1/2 minutes long, and need to be accompanied with visual aid （PowerPoint, 
etc.）. Further instructions will be given as the semester goes on.

（3） Team Debate
After leaning fundamentals of argumentation/persuasion and conducting 
practice sessions, you will compete in a formal debate session. The format 
will be “team debate”, and the audience will evaluate and judge the debate. 
Further instructions will be given later in the semester.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected complete the assigned readings and prepare for 
individual speech & team debate.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Discussion leader 30%
Contribution to discussion 20%
Individual Speech 30%
Response to Guest Lectures 20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction
第２回　Critical Thinking （1）
第３回　Critical Thinking （2）
第４回　Persuasion 1: Organization / Claims
第５回　Persuasion 2: Policy Claim
第６回　Persuasion 3: Methods
第７回　Persuasion 4: Reasoning
第８回　Persuasion 5: Definition
第９回　Persuasion 6: Social Psychology of Persuasion
第10回　Persuasion 6: Case Study （on Value Claim）
第11回　Persuasion 7: Case Study （on Policy Claim）
第12回　Debate （1）: Social issue
第13回　Debate （2）: Philosophical issue
第14回　Speech Day 1 （First half of the class）
第15回　Speech Day 2 （Second half of the class）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
This course is designed for the Global English Course students.

講義コード（Course Code） 206003N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-206003

授 業 名（Course Title）
Global English Colloquium 
Ⅲ
Debate in English / Summer 
Communication Program

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小山　哲春. 杉村　美奈
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 4（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） グローバル英語コース必修

から英語への通訳、英語と日本語が交互に離される対話の通訳、そして実
際に行われたスピーチやインタビューを通訳することを学びます。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1．授業は教科書どうりに学びます。
2．本授業では通訳の実践を学びます。シャドーイングやサイトトランス
レーション、リテンションやラギングというような具体的技法を学びます。
3．英語の聞き取りが苦手な学生のために、リスニング強化も行います
4．学生による発表を行います。
5．単語の暗記
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1.CDを使います。単語のチェック→ラギング→シャドーイング→リプロダ
クション
2.逐次通訳→同時通訳
3.最初は予習ではなく、復習をしっかりと行ってください。
4.翌週にはその復習の成果を確認します。
5.各自、それぞれの興味のある分野で日頃から同時通訳の練習をしてくださ
い。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　音読を常にこころがける。速読、多読をする。（対訳本を推薦） 　新聞、
雑誌の記事の要約練習、サイトラをする。映画の字幕声だし。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業中の意欲的な取組み、単語テスト、筆記テスト、オーラルテスト、通
訳授業参加態度　40パーセント
授業で行う模擬プレゼンテーション　40パーセント
最終回のプレゼンテーション　20パーセント
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション。英語から日本語へ　Unit 1 Speech（1） 
Friends

第２回　英語から日本語へ　Unit 2 Speech（2） Internet
第３回　英語から日本語へ　Unit 3 Speech（3） Economic Growth and 

Environment
第４回　日本語から英語へ　Unit 4 スピーチ（1）　私の家族
第５回　日本語から英語へ　Unit 5 スピーチ（2）　腰痛の治療法
第６回　日本語から英語へ　Unit 6 スピーチ（3）　日本社会の少子化と

高齢化
第７回　おさらい
第８回　対話の選択　Unit 7 Dialogue（1） Sports Interview
第９回　対話の選択　Unit 8 Dialogue（2） Business
第10回　対話の選択　Unit 9 Dialogue（3） Sight-seeing in Kyoto
第11回　スピーチの実践　英語→日本語　聞き取り『Mother Teresa 

Nobel Lecture』　
第12回　スピーチの実践　英語→日本語　解説　『Mother Teresa-Nobel 

Lecture』
第13回　スピーチの実践　日本語→英語　聞き取り『1000人のチェロ　

日韓親善チェロコンサートに寄せて』
第14回　スピーチの実践　日本語→英語　解説『1000人のチェロ　日韓

親善チェロコンサートに寄せて』
第15回　まとめとパーフォーマンス
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
通訳の基礎と言うよりは、通訳を実践に行うクラスです。実践ですので、皆
さんの覚悟と練習が求められます。リスニング力も鍛えます。同時通訳の
訓練はTOEICのスコアをあげることができます。TOEICスコアを600から
700以上を目指すことを薦めます。

講義コード（Course Code） 206002N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-206002

授 業 名（Course Title）
Global English Colloquium 
Ⅱ
Public Speaking & Debate

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小山　哲春
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『The Art of Public Speaking （10th ed.）. 
』　Lucas, S. E　McGraw-Hill.　2010

参考文献（References）
備 考（Note）



─ 208 ─

講義コード（Course Code） 206004N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-206004

授 業 名（Course Title）
Global English Colloquium 
Ⅳ
Public Speaking & Discussion

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） York Weatherford
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 4（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『The Art of Public Speaking, Twelfth 
Edition 』　Stephen E. Lucas　McGraw-
Hill　2014

参考文献（References）
備 考（Note） グローバル英語コース必修

１．科目の教育目標（Course Description）
This course is designed to review and further develop the student’s basic 
skills in public speaking and discussion in English as a second language. It 
will also attempt to increase the student’s effectiveness as a communicator 
at the intercultural level. Achievement of these goals requires emphasis 
both on knowledge and practice. From the outset, the course will attempt to 
balance knowledge with practical experiences, in-class exercises, and public 
speaking sessions.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
By the end of this semester, you should be able to:
1） Prepare and conduct research for an academic presentation 
2） Perform an effective academic presentation
3） Participate effectively in small group discussions
３．教育・学習の方法（Course Methods）

（1） Discussion
Each student will be leading a discussion on a designated topic （based on 
reading materials） at least once a semester. You will briefly summarize the 
reading and then lead the discussion focusing on the important issues. Each 
discussion will be for around 30 minutes.

（2） Individual Presentation
After reviewing the fundamentals of public speaking, you will be giving a 
public presentation in front of the class. The presentation should be up to 
ten minutes long and needs to include visual aids （PowerPoint, handouts, 
objects, etc.）. You should also be prepared to answer questions from the 
audience.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected complete the assigned readings and prepare for group 
discussions and individual presentations.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Discussion leader 30%
Contribution to discussions 20%
Individual presentation 30% 
Response to presentations 20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction
第２回　Speaking in Small Groups
第３回　Review of Speaking in Public
第４回　Review of Listening to Public Speeches
第５回　Review of Topic Selection
第６回　Review of Analyzing the Audience
第７回　Review of Gathering Materials and Supporting Your Ideas
第８回　Review of Organizing and Outlining
第９回　Review of Speech Delivery and Using Visual Aids
第10回　Review of Informative Speeches
第11回　Review of Persuasive Speeches
第12回　Individual Presentation Preparation
第13回　Evaluating Presentations: Content
第14回　Evaluation Presentations: Delivery
第15回　Evaluating Presentations: Visual AIds
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
This course is designed for the Global English Course students.

１．科目の教育目標（Course Description）
This course is designed to develop the student’s basic skills in debate in 
English as a second language. Achievement of these goals requires emphasis 
both on knowledge and practice. From the outset, the course will attempt to 
balance knowledge with practical experiences, in-class exercises, and debate 
sessions.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
By the end of this semester, you should know how to:

（1） organize valid arguments 
（2） debate in Enlgish
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Each student will be leading discussion on a designated topic （based on 
reading materials） at least once a semester. You will briefly summarize the 
chapter and then lead a discussion. 
After leaning fundamentals of argumentation/debate, you will compete in 
formal debate sessions. The format will be “team debate”, and the audience 
will evaluate and judge the debate. Further instructions will be given later 
in the semester.
At the end of the semester, the students will host the "Summer 
Communication Program," inviting and working with students from the 
Regina University, Canada. Further instructions will be given in class.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
The students are expected to read the assigned reading materials and be 
fully ready for discussions/debates in class.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）

（1） Discussion Leader  20%
（2） Debate Performance  30%
（3） Contribution to and performance in "Summer Communication Program"  
50%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Orientation / Introduction to Debate （Sugimura/Koyama）
第２回　Constructing Arguments （Sugimura/Koyama）
第３回　Cross-Examination & Refutation （Sugimura/Koyama）
第４回　Debate Exercise: Day 1 on Social Issue （Sugimura/Koyama）
第５回　Debate Exercise: Day 2 on Political Issue （Sugimura/Koyama）
第６回　Debate Exercise: Day 3 on Philosophical issue （Sugimura/

Koyama）
第７回　Debate Exercise: Day 4 on Value issue （Sugimura/Koyama）
第８回　Summer Communication Program （tentatively scheduled for 

3 to 5 days during the last week of July, with the ambassador from 
University of Regina） （Sugimura/Koyama）

第９回　Summer Communication Program （tentatively scheduled for 
3 to 5 days during the last week of July, with the ambassador from 
University of Regina） （Sugimura/Koyama）

第10回　Summer Communication Program （tentatively scheduled for 
3 to 5 days during the last week of July, with the ambassador from 
University of Regina） （Sugimura/Koyama）

第11回　Summer Communication Program （tentatively scheduled for 
3 to 5 days during the last week of July, with the ambassador from 
University of Regina） （Sugimura/Koyama）

第12回　Summer Communication Program （tentatively scheduled for 
3 to 5 days during the last week of July, with the ambassador from 
University of Regina） （Sugimura/Koyama）

第13回　Summer Communication Program （tentatively scheduled for 
3 to 5 days during the last week of July, with the ambassador from 
University of Regina） （Sugimura/Koyama）

第14回　Summer Communication Program （tentatively scheduled for 
3 to 5 days during the last week of July, with the ambassador from 
University of Regina） （Sugimura/Koyama）

第15回　Summer Communication Program （tentatively scheduled for 
3 to 5 days during the last week of July, with the ambassador from 
University of Regina） （Sugimura/Koyama）

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
４-7月に隔週で講義／演習を隔週で行い（90分 x 7.5週間分）、７月末-８月
初旬に集中演習として"Summer Communication Program"として実施する
予定（90分 x 7.5週間分）。
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て評価し、留学後の学習／学生生活計画を行う。こうした評価を基に、留
学体験や成果について、留学前の下級生に対して英語でプレゼンテーショ
ンを行う事が最終課題となる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.留学先で学んだ内容を英語で議論する。
2.留学先の文化事情について英語で議論する。
3.上記１、２を含む全体的な留学の成果を留学前の下級生に対して英語でプ
レゼンテーションする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
グループワークを中心としたプレゼンテーション、及び、留学先で実際に
遭遇した状況をもとにロールプレイを用いた演習を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
留学先での学びや体験及び文化事情などを英語で議論できるように、普段
から物事を論理的に説明する習慣を身につけるよう心がける。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
プレゼンテーション 60%
ディスカッション 40%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　海外留学を終えて
（それぞれの留学体験について全体的なディスカッション）

第２回　海外留学プレゼンテーション準備学習
（留学先での学びについて）

第３回　海外留学プレゼンテーション準備学習
（留学先での文化事情について）

第４回　プレゼンテーション中間報告
（フィードバック、ディスカッション）

第５回　留学前下級生に向けてのアドバイス
（留学前にリサーチしておくべき留学先大学の事情）

第６回　留学前下級生に向けてのアドバイス
（留学前にリサーチしておくべき留学先の文化事情）

第７回　留学前下級生に向けての海外留学プレゼンテーション
（留学先での成果発表）

第８回　総括
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 206011N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-206011, 2000-205696

授 業 名（Course Title）
Global English Lecture Ⅰａ
Assessing Modern and Post-Modern 
Culture

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） ﾌﾟﾚｽﾄﾝ ﾙｲｽ ﾊｳｻﾞｰ
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） No Text but printed handouts will be 
provided.

参考文献（References）

Copies of chapters by Neil Postman's 
two books The disappearance of 
Childhood and Amusing Ourselves to 
Death will be distributed.Perhaps other 
short supplementary material. English 
and Japanese versions of the text will be 
given.

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
In this course we will examine the conflicts between Modernist and Post-
Modernist culture.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students should develop and improve cognitive and critical thinking skills, 
as well as clarify their postitions and values in Post-Modern culture.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Class methods include preparatory lectures, followed by group discussion of 
the reading material.  Note-taking skills are also emphasized and encouraged.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to come prepared to comment on the assigned 
readings, offer an opinion and defend it.  Studetns are also expected to take 
notes on class topics. This class is an "active learning" environment （no 

講義コード（Course Code） 206005N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-206005

授 業 名（Course Title） 海外留学事前指導
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 杉村　美奈
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 全7.5コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
グローバル英語コース生を対象とし、必修である海外留学の事前指導を行
う。まず、留学中に渡航先の教育機関で行う日本文化紹介プレゼンテーショ
ンの準備を行う。次に、留学先の文化事情をリサーチし、地域研究を行う。
最後に、渡航前の事務的な準備、異文化適応のための準備、等、留学前段
階の準備を演習として行う。
留学を単なる語学研修ではなく、異文化コミュニケーションの実地訓練、お
よび日本人としてのアイデンティティならびに日本文化への理解を深める
場として捉え、留学が表面的な学習に留まらないよう本質的な準備を行う
事が目的である。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．自己紹介及び日本文化紹介を英語で行う力を身につける。
２．留学先の文化事情について英語で議論する力を身につける。
３．渡航前の事務的な準備及び心構えについて学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
グループワークを中心としたプレゼンテーション、及び、留学先で遭遇す
るであろう状況をシミュレートしたロールプレイを用いた演習を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
パワーポイントを用いたプレゼンテーションを行うため、パワーポイント
についての知識も身につける必要がある。日本文化や留学先の文化事情を
詳しくリサーチすることが求められる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
プレゼンテーション６０％
ディスカッション４０％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　海外留学にむけて
プレゼンテーションのグループ分け＆準備学習

第２回　日本文化プレゼンテーション１＆ディスカッション
第３回　日本文化プレゼンテーション２＆ディスカッション
第４回　海外生活シミュレーション＆ロールプレイ「自己紹介と他己紹

介中心に」
第５回　海外生活シミュレーション＆ロールプレイ「海外生活を中心に」
第６回　留学先の文化事情紹介＆ディスカッション　
第７回　渡航前事前準備
第８回　渡航前オリエンテーションの補足説明
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
第７回と８回の授業については、合わせて第７回に１．５コマ分の授業時
間を確保する。

講義コード（Course Code） 206006N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-206006

授 業 名（Course Title） 海外留学事後指導
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 小山　哲春
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 全7.5コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
本科目はグローバル英語コース生を対象とし、必修である海外留学の事後指
導を行う。留学中の英語学習、異文化適応、グローバル視座の構築につい



─ 210 ─

４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Class Participation（30％）
Report（20％）
Quizes （50％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Orientation オリエンテーション
第２回　How do you say 「英国」in English?　英国を英語で言うと？
第３回　U.K. as a Nation 英国という国
第４回　Pre-history イギリスの歴史（先史時代から）　
第５回　Anglo-Saxon Invasion アングロサクソン侵略
第６回　Medieval Period and the Reign of the Tudors  中世とチュー

ダー朝
第７回　Anne of the Thousand Days 『1000日のアン』
第８回　A Book Jacket or a Box ブックカバーもしくはカルトナージュ

実習
第９回　A Christmas Wreath クリスマスリース実習
第10回　Stained Glass ステンドグラス実習
第11回　A Handful of Dust 『ハンドフルオブダスト』
第12回　English Sense of Class and Humor イギリス風階級意識とユー

モア
第13回　English Tea and Recipeイギリスのお茶とレセピー
第14回　Tea Partyティーパーティ実習
第15回　Feedback, etc.フィードバックとその他
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The language of the course is mainly English but students not in Global 
course are welcome. Students will have to pay about 5,000 yen for materials.
この授業は基本的には英語で行うがグローバル以外の学生も歓迎である。但
し、実習材料費5，000円程度必要である。

講義コード（Course Code） 206013N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-206013

授 業 名（Course Title）
Global English Lecture Ⅰｃ
Intercultural Communication and 
Adjustment

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Gregory　Peterson
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） Changes in Intercultural Communication
参考文献（References） References will be available online.
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
This course will help students understand intercultural contact, adapt to 
unfamiliar situations, prepare for overseas living, and communicate with 
confidence, empathy, and integrity.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. Understand identity and affiliation.
2. Identify elements of subjective culture.
3. Recognize stereotypes and prejudices.
4. Appreciate diverse worldviews and lifestyles.
5. Develop strategies for sojourner adjustment.
6. Articulate important personal values.
7. Improve English communication skills.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1. The class will be conducted in English.
2. Class sessions will include group discussions.
3. Students will exchange email in English.
4. Final projects will focus on global issues.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
1. Read the class text.
2. Exchange email in English.
3. Read and listen to online materials.
4. Plan and create final projects.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Class participation 30%, email 20%, projects 50%.
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction

passive speactators please）.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
From this method, students are expected to write four response papers （25% 
each toward final score）.  Response papers are one page each, typed, in 
English, and are graded on form as well as content.  Response papers may 
be revised for higher score. No mid-term or final examination.
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Orientation to class style, grading, goals, written assignments, 
research skills, etc.

第２回　Introduction to Humanism.
第３回　What is Modernism?
第４回　Guided group discussion on selected readings.
第５回　What is Post-Modernism?
第６回　Reading:　Neil Postman："The Beginning of the End" Lecture 

on main themes.
第７回　Neil Postman："The Beginning of the End" Discussion of main 

themes （continued）.
第８回　Reading:　Walter Benjamin："The Work of Art in the Age of 

Mechanical Reproduction" Lecture on main themes.
第９回　Reading:　John Dewey："Education and Experience" Lecture 

on main themes.
第10回　Reading:　John Dewey："Education and Experience" Discussion 

of main themes （continued）.
第11回　Reading: Neil Postman："Media as Epistemology" Lecture on 

main themes.
第12回　Reading: Neil Postman："Media as Epistemology" Discussion of 

main themes （continued）.
第13回　Reading: Neil Postman："The Peek-a-Boo World" Lecture on 

main themes.
第14回　Reading: Neil Postman："The Peek-a-Boo World" Discussion of 

main themes （continued）.
第15回　Final notes, comments, and closure
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
Students generally appropriate the topics and determine the pace of the 
course.  Students are expected to attend all class meetings （medical and/
or family emergencies excepted）.

講義コード（Course Code） 206012N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-206012, 2000-205098

授 業 名（Course Title） Global English Lecture Ⅰｂ
英語圏文化実践講座

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 須川　いずみ
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） Print プリント
参考文献（References）
備 考（Note） 定員30人

１．科目の教育目標（Course Description）
英国を中心に英語圏文化を実践的に学ぶ。The purpose of this course is to 
familiarize students with the culture of English speaking countries especially 
the U.K., by actual practices such as making English tea, so that they will 
gain a deeper understanding of the nation and its culture.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
映画や文献を使って英国史を学ぶ。The course will provide an overview and 
in-depth introduction to British history through films and reading materials 
in English. Students will also have chances to practice English culture.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
グループディスカッションとプレゼンテーションの機会がある。Students 
will study the history of Britain. Students will often work and discuss in 
groups. In this way, they can gain a greater understanding of the British 
culture and language. They are slso expected to do a presentention.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
出席と宿題の義務。Students are expected to attend classes regularly and 
to complete all assignments.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
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７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 206023N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-206023, 2000-205268

授 業 名（Course Title） Global English Lecture Ⅱｃ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Jodie　Campbell
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
English for Business Studies: A Course 
for Business Studies and Economics 
Students （3rd. Edition）

参考文献（References）
『English for Business Studies: A Course 
for Business Studies and Economics 
Students （3rd. Edition）』　Ian MacKenzie　
Cambridge University Press　2010

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
This course is an upper-intermediate to advanced level reading, listening, 
speaking, and writing course for learners who need to understand and 
express the key concepts for business and economics in English. The course 
will cover the most important areas of management, production, marketing, 
finance, and macroeconomics.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
The aims of this course are: 
1） To present students with the language and concepts of business and 
economics found in books, journals, newspapers and magazines, and on 
websites. 
2） To build vocabulary through reading, listening and speaking.
3） To develop reading skills and give practice in the comprehension of 
business and economics texts. 
4） To develop listening skills, using interviews with business people, 
economists and other experts. 
5） To improve speaking skills, confidence and fluency, and to provide 
learners with opportunities to express business concepts themselves, while 
synthesizing, summarizing, analyzing, criticizing, and discussing ideas. 
6） To develop writing skills.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
The course consists of 28 units containing 4 components in each unit: 
1） An informative READING text giving an overview of the topic, 
introducing key concepts and including a high density of relevant technical 
vocabulary, plus a variety of comprehension and vocabulary exercises and 
discussion activities
2） LISTENING passages, and comprehension, vocabulary and discussion 
exercises, largely based on interviews with business people and economists. 
3） SPEAKING activities including discussions, case studies, role plays and 
presentations. 
4） WRITING activities including summaries, emails, memos and reports.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
There is A LOT of "READING" in this course! If you are not prepared to 
do A LOT of "READING", then you will have difficulty in this course. 
It is your responsibility to come to class prepared having done all the 
required READING（s） and HOMEWORK for that particular unit of the 
class. 
The class will be conducted entirely （= 100%） in English! 
AGAIN: Be prepared to do A LOT of "READING" in this course and have 
a lot of HOMEWORK! 
MOST IMPORTANTLY: THIS COURSE IS 'NOT' A LANGUAGE-
LEARNING COURSE! It is a lecture course, meaning 'YOU （the student）' 
are responsible for your learning in this course!
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
2時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Class Participation: 10% 
Discussions & Case Studies: 20%
Role-Plays: 20% 
Presentation（s）: 20%
Writing Assignments: 20%
Vocabulary Portfolio （Journal） 10% 
NOTE: The evaluation is subject to change, and the schedule of instruction 

第２回　The study of culture
第３回　Intercultural effectiveness
第４回　Intercultural communication on the Internet
第５回　Group affiliation and cultural identity
第６回　Intergroup tension
第７回　Outcomes of contact
第８回　Tolerance and mediation
第９回　Sojourner adjustment overview
第10回　Sojourner adjustment issues
第11回　Coping strategies for sojourner adjustment
第12回　Empathy and worldviews in contact
第13回　Ethical dilemmas and social issues
第14回　Universal Declaration of Human Rights
第15回　Final projects, evaluation, and feedback
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
See my Web site for more information:
http://www.notredame.ac.jp/~peterson/

講義コード（Course Code） 206021N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-206021, 2000-205052

授 業 名（Course Title） Global English Lecture Ⅱａ
Comparative Culture Studies

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） York Weatherford
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
The aim of this course is for students to gain a deeper understanding of 
both American and Japanese culture through cross-cultural comparison. The 
course will begin with an introduction to culture and its various dimensions. 
Students will then be introduced to a different aspect of culture each week 
and explore the differences between the two countries.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students are expected to be attentive to all lectures and take careful notes 
on their contents. Students will also be encouraged to ask questions and 
offer their own opinions when appropriate.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This lecture course will be conducted entirely in English. Handouts and 
slideshow presentations will be provided.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to complete reading assignments before each session. 
Students may also be asked to research the topics beforehand.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Quizzes 60% 
Class Preparation 20%
Class Participation 20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction to Cross-Cultural Studies
第２回　Politics and the Electoral Process
第３回　Traditional Values and Beliefs
第４回　Religion
第５回　Business and the Economy
第６回　Status of Minorities
第７回　Education
第８回　Sports and Leisure
第９回　Family Structure and Child Raising
第10回　Gender Roles
第11回　Health and Welfare
第12回　Law and Order
第13回　Food and Diet
第14回　Popular Music
第15回　Movies and Television
６．定期試験（Final Exam）
なし
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第13回　New Religions
第14回　New Religions（video）
第15回　Final paper due and consultations with students
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
　Students are expected to attend class regularly. There will be a midterm  
quiz, and grades will be based on attendance, class performance, quiz score, 
and paper.

講義コード（Course Code） 206032N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-206032, 2000-205700

授 業 名（Course Title） Global English Lecture Ⅲｂ
Creative Writing

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Karin　L.  Swanson
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） All learning materials will be provided by 
the teacher.

参考文献（References） n/a
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
This is an English-language Creative Writing course. Students will learn 
and practice different modes and genres of writing.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
To develop skills and confidence in creative writing of types such as short 
stories, descriptive prose, opinion essays and poetry. Also, to learn both self- 
and peer-editing. At the completion of the course, students will be able to 
originate a plan, including an outline, for a creative writing project, to write 
consecutive drafts, follow through with editing the drafts, and re-writing.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Techniques and methods include precis writing, free-writing, content and 
technical editing, and development of narrative and descriptive writing from 
pictures.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
There will often be opportunities to write during the class, but there 
will also be weekly homework, which will be checked for completion the 
following week. Further, as the writing projects build upon previous steps, 
it is important to stay current with finished homework. Not doing so will 
result in a difficulty to keep up with the class.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Participation and finished homework are the two most important components 
of the final grade, and both will be evaluated every week. A more detailed 
explanation of the grading system will be distributed and explained on the 
first class meeting day of the semester, so students are especially encouraged 
to be present on that day.
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction of the class; writing mechanics
第２回　Structural techniques of writing; story-telling/creation
第３回　Short stories; writing summaries
第４回　Short stories; creating a narrative and development
第５回　Short stories; editing/peer review
第６回　Descriptive prose; outlining, organization
第７回　Descriptive prose; developing ideas
第８回　Descriptive prose; editing, peer review
第９回　Descriptive prose; re-writing
第10回　Non-fiction opinion essays; outlining, organization
第11回　Non-fiction opinion essays; developing ideas
第12回　Non-fiction opinion essays; editing, peer review
第13回　Non-fiction opinion essays; re-writing
第14回　Poetry - Japanese to English
第15回　Poetry - Western models
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

may be altered, depending on the level and ability of the student（s）.
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　MANAGEMENT: Management; Work and Motivation
第２回　MANAGEMENT: Company Structure; Managing Across 

Cultures
第３回　MANAGEMENT: Recruitment; Women in Business
第４回　PRODUCTION: The Different Sectors of the Economy; 

Production
第５回　PRODUCTION: Logistics; Quality
第６回　MARKETING: Products; Marketing
第７回　MARKETING: Advertising; FINANCE: Banking
第８回　FINANCE: Venture Capital; Bonds
第９回　FINANCE: Stocks and Shares; Derivatives
第10回　FINANCE: Accounting and Financial Statements; Market 

Structure and Competition
第11回　FINANCE: Takeovers; ECONOMICS: Government and 

Taxation
第12回　ECONOMICS: The Business Cycle; Corporate Social 

Responsibility
第13回　ECONOMICS: Efficiency and Employment; Exchange Rates
第14回　ECONOMICS: International Trade; Economics and Ecology
第15回　FINAL STUDENT PRESENTATIONS
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
Learn the New General Service List （NGSL） vocabulary.
Learn the New Academic Word List （NAWL） vocabulary. 
Learn the Business Service List （BSL） vocabulary. 

（These lists are available on my website for free）.

講義コード（Course Code） 206031N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-206031, 2000-205680

授 業 名（Course Title） Global English Lecture Ⅲａ
English Readings in Japanese Culture

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Robert　Kritzer
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 『Religion in Contemporary Japan』　　
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
This class provides an introduction to contemporary Japanese religion. The 
language of instruction is English.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　The course will emphasize reading and discussion.  It will be especially 
appropriate for advanced students who both are interested in the topic and 
wish to use English at a high level.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Most of each class will be devoted to comprehension-checking and discussion 
in groups. This is not a lecture course.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students must do all the assigned reading according to the teacher's 
instructions.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　Classroom performance：30％ 　Midterm：25％ 　Final paper：45％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Am I Religious?
第２回　Introduction to Some Main Themes
第３回　Religious Activities
第４回　Kamis, Buddhas, and Ancestors: First half of the chapter
第５回　Kamis, Buddhas, and Ancestors: Second half of the chapter
第６回　Shinto
第７回　Buddhism: First half of the chapter
第８回　Buddhism: Second half of the chapter
第９回　Midterm quiz
第10回　Individual Religious Practice: First half of the chapter
第11回　Individual Religious Practice: Second half of the chapter
第12回　Religious Sites and Pilgrimages



─ 213 ─

Language.  Developing Communicative competence
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
Students are expected to be on time for the lectures.  Use of cell phones is 
strictly prohibited during class time, but tablets/laptops may be used for 
note taking and writing during class.

講義コード（Course Code） 206041N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-206041, 2000-205647

授 業 名（Course Title）
Global English Workshop 
Ⅰａ
日本のことを英語で伝える

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 90時間
担 当 者（Instructor） 嶋本　浩子
単 位 数（Credits） 3
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『日本のことを一分間英語で話してみる』　
広瀬直子　KADOKAWA　２０１６年

参考文献（References）

『あなたも通訳ガイドです　英語で案内
する　京都』　柴山かつの　Japan Times　
２０１５年
『心にひびく日本のしきたり　TIES WITH 
The PAST Japanese Customs, Traditions 
and Manners』　酒井信彦　講談社バイリ
ンガル・ブックス　２０１１年
『英語で紹介するハンドブック』　松本美
江　アルク　２０１４年
『プロが教える現場の英語通訳ガイドスキ
ル』　クリス・ローソン　伊集院幸子　三
修社　２０１０年

備 考（Note） 週1.5コマ 定員30人

１．科目の教育目標（Course Description）
2015年1年間に日本を訪れた外国人客は過去最高の1973万人になったこと
が、日本政府観光局（JNTO）の推計で明らかになりました。政府は2020年
までに目標を3000万人に引き上げることを決定しました（『日経ビジネス』
2016年11月30日）。これからますます日本事象を英語にできることが求め
られます。このクラスでは、私達の国である日本の伝統や文化を正しく理
解し、それを外国語である英語で伝えることは目的とします。
講師は、長らく通訳案内士としても英語で海外の人々に日本文化を紹介し
てきました。その経験から、日本文化の理解とその伝え方、さらに、肌身
をもってわかった経験を伝えます。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
本授業では、
１．日本の伝統的事象の80項目を英語説明できることを目的とします。
２．講義（日・英）・質疑応答（英語を基本とする）を基本とします。
３．講義の解説には、ＤＶＤの映像やパワーポイントを使います。
４．テーマ別の小テスト並びにレポート、学生による発表（英語）を行い
ます。
５．期間中に一度、課外実習として現役の通訳案内士である担当講師とと
もに、京都市内の寺院を訪れます。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
①講義（日・英）・質疑応答（英語を基本とする）を基本とします。
②講義の解説には、ＤＶＤの映像やパワーポイントを使います。
③テーマ別の小テスト並びにレポート、または、学生による発表（英語）を
行います。
④英語の学習法については、通訳技法であるシャドーイングやサイトトラ
ンスレーションを導入します。
⑤期間中に一度、課外実習として現役の通訳案内士である担当講師ととも
に、京都市半日観光ツアーへの参加を求めます。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
1．前回の単語テスト
2．毎回とりあげるテーマに関して、単語チェックとリスニング
3．リスニング→シャドーイング→ペアワーク→暗記
4．各回、クラスの前で発表をする。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加態度 / Class participation （40%）
授業でおこなう模擬プレゼンテーション/ （40%）
最終回のプレゼンテーション（20％）

講義コード（Course Code） 206033N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-206033

授 業 名（Course Title） Global English Lecture Ⅲｃ
Teaching English to Young Learners

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Michael　Barr
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
There is no textbook for this class: the 
instructor will provide supplementary 
resources from the internet including links 
to readings.

参考文献（References）

『An intoduction to language』　Fromkin, 
V., Rodman, R., Hyams, N.　Thompson 
Wadsworth　2007
『Foundations of bilingual education and 
bilingualism』　Baker, C. 　Multilingual 
matters　2006
『Methodology in language teaching』　
Richards, J.C., Renandya, W.A.　
Cambridge　2002
Source material will be summarized 
and simplified so that it is accessible to 
students.  It is not necessary to buy the 
reference books but may be useful in the 
future to students who wish to undertake 
further advanced study.

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
Global English Lecture: Teaching English to Young Learners - This course 
is intended to serve as an overview of the language learning process, with a 
special emphasis on the process of language learning for young adults.  The 
topics covered will have special significance for anyone intending to become 
a teacher in the future, or anyone who is interested in bilingual education.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students taking this course will be able to discuss and explain the processes 
involved in language learning.  They will be able to discuss learning styles 
and techniques, and grow in understanding the role of English as a 'world 
language'
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Lectures will be presented in addition to some multi media input including 
audio and video.  Students are expected to take notes and provide questions/
comments for discussion and further study.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should do any assigned pre-reading and research before class.  
During class students are expected to take notes and pay attention.  This 
class makes extensive use of the Internet for research and students should 
spend time outside class developing and studying concepts  Use of cell 
phones is strictly prohibited during class.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
There will be one mid-term writing assignment in a short essay format 

（50% of class grade）, and a final paper （50% of class grade）.
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Course Introduction.   What is Language?
第２回　The Nature of Language I.
第３回　Nature of Language II.
第４回　First Language Acuisition
第５回　Stages of Language learning
第６回　Learning styles
第７回　Differences between first language acquisition FLA and second 

language acquisition （SLA）
第８回　Mid term paper assignments, discussion, collaboration
第９回　Mid term papers due. 

Introduction to Bilingual Education
第10回　Bilingualism and Cognition
第11回　Differences Between Childhood and Adult Bilinguaglism
第12回　Language in Society: Dialects, "World Englishes"
第13回　English as a Lingua Franca - Language and Identity, 

Sociolinguistics
第14回　Introduction to Teaching Methodology: Listening, Speaking
第15回　Review.  Final Papers Due.  The history of the English 
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５．授業予定（Course Schedule）
第１回　Orientation:　Introduction:

オリエンテーションと自己紹介と目標
第２回　How to get to work:　Be specific

取り組み方　具体的に
第３回　日本の衣食住文化
第４回　各自の研究テーマを決める
第５回　上記の内容で研究発表
第６回　日本について
第７回　各自の研究テーマを決める
第８回　上記の内容で発表
第９回　東京オリンピック2020に向けて
第10回　何ができるのか？
第11回　京都についてまたは、あなたの故郷について
第12回　日本でのおもてなしとは？
第13回　英語の履歴書
第14回　英語版Resume完成提出
第15回　プラス7.5クラスの研究テーマ

女性心理学（英語で）...
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 206051N0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-206051

授 業 名（Course Title）
Global English Workshop 
Ⅱａ
Culture and Communication

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 90時間
担 当 者（Instructor） Jacoba　Akazawa
単 位 数（Credits） 3
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） No text required. Students will be 
provided with weekly printed materials.

参考文献（References）
備 考（Note） 週1.5コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
This course aims to have students look beyond the obvious differences in 
cultures such as language and food to develop a deeper understanding of 
the complexities of different cultures, some of which they have already 
experienced but may not have understood the reasons behind the problems 
whilst living overseas．Students will gain a better understanding of various 
cultural differences comparing the many cultural aspects of the following 
countries:-  Africa, China, France, Germany, India, Japan, Mexico, Middle 
East, Russia, Spain, South East Asia, United Kingdom and the United States.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
The course aims at giving students a wide cross section of numerous 
cultures differences enabling a solid foundation for future cross cultural 
communication
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Each class will have a short input, often in the form of a lecture or activity 
with video clips to help provide visual and audio information plus short 
readings to provide more detailed information. Students will then break 
into smaller groups for discussions, role plays and simulations. During the 
semester students will be given the opportunity to talk with and interview 
some ‘foreigners’ who live in Kyoto.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Excellent attendance. Students who are absent or late more than 5 times 
can expect to fail this course. A positive attitude and active participation, 
including the completion of homework in each class is essential for success.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
70% of the grade will be based on effort and class participation （being 
prepared for class, group work, attendance, quizzes, and continuous use of 
English）
20% Research and presentation 
10% A binder of work which is a record of your learning and includes the 
notes you have taken, materials distributed during the course and weekly 
reflection comments

５．授業予定（Course Schedule）
第１回　東京・江戸、人口、地形と面積、文字、敬語、ＩＣ乗車カード、

東京オリンピック、自動販売機、AKB48、オタク
第２回　皇室、武士、俳句、浮世絵、歌舞伎、落語、相撲
第３回　日本のおもてなし、ハイテクトイレ、風呂、台所、コンビニ、

携帯電話、パチンコ
第４回　カラオケ、居酒屋、ラーメン、マンガ、アニメ、男性、アイド

ル、部活
第５回　新幹線、旅館、日本庭園、温泉、和食器、日本酒、焼酎、
第６回　すしと刺身、納豆、味噌汁、すき焼き、そばとうどん
第７回　京都、大阪、方言、神社と寺、芸者、茶道、華道、
第８回　和服、能と狂言、文楽、漫才、宝塚歌劇、京懐石、お好み焼き

とたこ焼き
第９回　正月、節分、バレンタインデーとホワイトデー、ひな祭り、花

見
第10回　子供の日、七夕、お盆、月見、運動会、クリスマス
第11回　結婚、結婚式、神社参り、寺参り、戸籍と住民票、姓名判断、
第12回　学校制度、福祉、お中元とお歳暮、暑中見舞いと年賀状、葬式、

墓・仏壇・法事
第13回　寺院のガイドの仕方　
第14回　実地研修（日程は学生と相談）
第15回　教室での発表
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業の一環である実地研修は、日時と見学場所を受講学生と調整します。参
加費用は、拝観料は1500円程度、あとは交通費。交通費に関して言えば、
交通手段と行先、実地研修当日の天候により異なります。り費用が変わり
ますので、受講生と相談したく考えています。

講義コード（Course Code） 206042N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-206042, 2000-205080

授 業 名（Course Title）
Global English Workshop 
Ⅰｂ
英語は強力なツール（道具）である

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 90時間
担 当 者（Instructor） 森　美恵子
単 位 数（Credits） 3
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 独自の教材をその都度配布

参考文献（References）

図書館：　食文化関係、伝統、慣習、衣
装、建築、日本史、戦後史、経済関係書
籍、
国際交流センター：ノートルダム姉妹校
関係文書、国際交流、
京都ノートルダム女子大学HP（英語版と
日本語版）
各自hometownの姉妹都市交流関係文書、

備 考（Note） 週1.5コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
英語という言語を道具にして、実践的かつ...一生...継続できる内容を目指し
ます。個々の状況に合わせた、総合的なアプローチで、個人の特性を見つ
け、さらに自分自身の英語力を伸ばし、将来の仕事の実践力に反映するこ
とを目標とします。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
基本的にはstudent-orientedの自主学習です。最初のテーマ、目標をベース
に独自の発表力を期待します。課題を研究したあと、発表（レポート、個
人、ペアまたはグループ）につなげます。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
ウェッブ上の多彩な情報の利用にも取り組む。クラスでは、既存のパソコ
ンを駆使します。Palm-topマシンあるいはつねに携帯しているモバイル・
フォンの持ち込みはできません。日ごろ研究した内容は独自パソコンに入
力またはUSB保存で使用のこと。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
日々、課題に対するアンテナをはり、日常生活のこと、将来起こり得るか
もしれないことに始終目をむけ、構想をねり、ペーパーも工夫する。メモ
とりや書き出し作業を習慣化すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
９０時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　評点は100。その内訳は、期末試験＝小説執筆が60点。小テスト20点。出
席およびクラスでの勉学態度に20点。
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第４回　上記ﾃｰﾏで発表１
第５回　京都について
第６回　焦点を絞り込む
第７回　京都から発信するものは？
第８回　各自の研究発表２
第９回　留学に備えて
第10回　テーマを決める
第11回　留学前の準備　発表３
第12回　日本について
第13回　考え方、経済、慣習、その他
第14回　上記テーマで　発表４
第15回　独自のワークショップ研究

プラス7.5クラス分展開...詳細は追って　（発表５）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
日程に注意！毎週木曜日の４限目（15回）とその他の日程で（7.5回分）あ
ります。

講義コード（Course Code） 207012N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-207012

授 業 名（Course Title） エアライン・ビジネス論
航空産業からビジネスの世界を学ぶ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 岩田　真理子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『航空産業入門』　（株）ANA総合研究所　
東洋経済新報社　2017

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
航空会社を一企業として取り上げ、受講生が現代の企業の仕組みや取り組
みを理解することを目指す。また、受講生の広く受講生の就業意識を高め
ることを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
世界及び国内の政治・経済・文化・環境情勢の変動が航空業界に与える影
響を推考する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
パワーポイントを使用し、主に講義主体で進める。
テーマによって関連DVDなど視聴する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・「航空産業入門」の該当の章を熟読して授業に臨むこと。
・日頃から航空関係のTVニュース、新聞記事などに目を配ること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業態度（50％）、確認テスト（50％）にて総合評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション－授業概要－
授業の進め方、学習内容と求めるレベル、授業上の注意事項などを
理解する。自己紹介を実施する。

第２回　航空の歴史と変遷の理解
航空産業の変遷・流れを理解する

第３回　日本の空の体制と航空会社
戦後の民間航空の規制と緩和について理解する。

第４回　航空の自由化①
米国・欧州の航空の自由化について理解する。

第５回　航空の自由化②
日本の航空業界の自由化について理解する。

第６回　収入を増やす努力①
発着枠、ハブ空港の意味など航空会社の基本戦略について理解する。

第７回　LCC躍進
LCCの歴史、各地区の代表的なLCC,代表的ビジネスモデルについ
て学ぶ。

第８回　収入を増やす努力②
航空業界のグローバルアライアンスについて学ぶ。

第９回　収入を増やす努力③
CRSというマーケティング手法とレヴェニュー・マネジメントにつ
いて学ぶ。

第10回　航空会社とCSR

５．授業予定（Course Schedule）
第１回　What is culture and different realities
第２回　Communication without words and the meaning of smiles in 

cultures
第３回　Communication Styles-Susan Steinbeck research comparing 

conversation styles with playing rugby, basketball and bowling.
第４回　Verbal Communication-Direct verses indirect, low context 

verses high context, importance of face
第５回　Perception-Description, interpretation and evaluation
第６回　Stereotypes verses Generalizations and Racism
第７回　Different concepts of time-Monochronic verses Polychromic
第８回　Personal verses societal responsibilities-Universalistic and 

Particularistic cultures
第９回　Culture Shock and Return Culture Shock - what are students 

doing to readjust back into Japan.
第10回　Culture of self - Individualist verses Collectivist, Universalist 

verses Particularist, Internal verses External
第11回　Presentations
第12回　Gender Issues - boys play - girls play, women's role - men's role 

in society
第13回　Gender Issues continued - differences in men and women's 

values and communication styles
第14回　Multicultural Japan
第15回　Final assessment
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 206052N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-206052, 2000-205480

授 業 名（Course Title）
Global English Workshop 
Ⅱｂ
日本文化と京都の紹介と自分自身の
紹介

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 90時間
担 当 者（Instructor） 森　美恵子
単 位 数（Credits） 3
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 独自の教材を適宜配布

参考文献（References） 国際交流センター所蔵のDVDおよび参考
書籍

備 考（Note） 週1.5コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
留学に先立ち、あなたは誇りをもって日本のことを紹介できますか？特に
当大学が所在する京都について世界に発信できる知識とプレゼン能力を各
自身につけることを目標とします。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
日本の衣食住と京都について文献を読み、日本の文化の背景となる日本独特
の考え方、を考察する。皆さんが生活する現代の日本で、いかに、日本人
のアイデンティティをもって皆さんの学習事項のインプットとアウトプッ
トに励むことに期待します。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
個人、ペア、グループ単位とする。事前の学習と発表を重視します。図書
館の資料、文献、ネットでの検索、実際のもの、たとえば、現地を訪ねる
など、方法は独自の発想で。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
まずは、日本語で興味のある文献を読んでおくこと。次に対訳本（英語と
日本語）を探し英語力をつける。テーマが決まれば、話あいの時間をもつ
こと（Study Session）。プレゼンテーションの前には予行演習をおこなうこ
と（Test Yourseelf）。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
90時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
従来の１．５倍、半期３単位です。ワークショップ形式ですので、学習成
果をまとめたレポートとプレゼンテーションを評価基準とします。レポー
ト40%発表60%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーションと後期ワークショップの紹介
第２回　就職job-interviewに備えての　one-minute speech
第３回　一分スピーチの戦略
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課題について解説する。
第９回　観光対象と観光資源・観光施設　どのようなものが観光対象と

なりうるのか、自然観光資源と人文観光資源に分類して解かり易く
解説する。また、それらを補足する観光施設についても触れる。

第10回　観光地の形態　温泉観光地、社寺観光地、町並み観光地、都市
観光地などそれぞれの特性や魅力について説明する。

第11回　観光産業（定義と構成、ＪＲ／クルーズ）　観光関連産業の定
義やそれらを構成する要因を解説したのち、個々の観光関連産業に
ついて具体的に説明する。

第12回　観光産業（航空と宿泊産業）　前回の続きで観光産業の重要な
構成要因である航空と宿泊産業について説明する。

第13回　観光産業（旅行業）　観光産業の中心と言える旅行業を取り上
げ、その歴史や現状について説明。また、具体的に旅行業にはどの
ような種類があり、どのような業務をしてるかも解説する。

第14回　観光資源の保護と観光産業の将来　これまでの講義を踏まえて
観光資源の保護と観光産業の将来について論じる。

第15回　形成テストおよび講義全体のまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 207016A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-207016

授 業 名（Course Title） ホスピタリティ・スキルＡ
ホルピタリティの実践を目指して

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 岩田　真理子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） テキストは使用しない。必要に応じて資
料を配布する。

参考文献（References）
備 考（Note） 定員20人

講義コード（Course Code） 207016B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-207016

授 業 名（Course Title） ホスピタリティ・スキルＢ
ホルピタリティの実践を目指して

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 岩田　真理子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） テキストは使用しない。必要に応じて資
料を配布する。

参考文献（References）
備 考（Note） 定員20人

１．科目の教育目標（Course Description）
「ホスピタリティ」を他者に伝える言語・非言語コミュニケーションスキル
やマナー、社会生活上の好ましいルールの遵守など一般的な内容をとりあ
げ、ホスピタリティを感じさせる行動が適切にとれるようになることを目
指す。各回必ず演習を行い繰り返し指導を受けることにより実践的な学び
を目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・ホスピタリティを表現することを実習形式で進めるが、内容は多岐に渡
るため、授業で実施したことは、日々の生活で繰り返し表現し身につける
ことが大切である。 考察、実習を繰り返すなかで、感性を磨くことを意識
して参加すること。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・配布資料に基づき、ホスピタリティについて考察しながら、実習を重ね
る。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各回で実施する内容は、日常生活に直結するものばかりである。授業はきっ
かけにしか過ぎず、自身で出来るようにするという意識を持ち、繰り返し
の実践によってのみ身につけることが出来る。各回で実施した内容は日常
の中で繰り返し実践すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間

航空会社のCSRを参考として現代企業とCSRについて学ぶ。
第11回　顧客満足（CS）

航空会社におけるCSの捉えかたを、考え方、具体例、対応の3点か
ら紹介する。

第12回　ブランド戦略
ブランドについて学ぶ。

第13回　航空と安全
航空の安全について現状を知り、その重要性を理解する。

第14回　航空と環境問題
航空産業と環境との関係を考える。

第15回　確認テストとまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 207014N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-207014

授 業 名（Course Title） 旅行観光業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 坂下　正憲
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 特に指定しない。

参考文献（References）

『観光学入門』　岡本伸之　有斐閣　2001
『観光読本』　（財）日本交通公社編　東洋
経済社　2004
『観光概論』　宍戸学他　ジェイティービー
能力開発　2014

備 考（Note） 隔年開講1

１．科目の教育目標（Course Description）
観光・旅行産業に関心を持つ受講生に、観光・旅行産業の基礎的な事業知
識やその実態について分り易く説明する。また、旅行代理店をはじめとす
る観光関連産業で働くためにどうすれば良いのか、どういう意識を持てば
良いのか等、就業意識や社会で働く力を高めることを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・観光の意義と意味を理解し、観光・旅行産業が実社会でどのような役割
を果たしているかを理解する。
・観光資源の保護と観光との係わりを理解し、観光・旅行産業の在り方を
考える。
・観光関連産業の現状と将来性を理解することにより、自身の進路決定の
判断材料とすることが出来る。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
主にパワーポイントを使用しての授業となる。講義を理解しやすいように
適宜関連プリントを配布する。また、参考に関連映像を視聴する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
観光・旅行産業に関して最新の情報を取れ入れて講義を進めるので、受講
に当たっては、日頃よりそれらの報道に関心を払う事。事前にプリントを
配布するので毎回予習し、疑問点、関心事を整理するなどの事前準備をし
てくる事。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（３０％）、レポート（２０％）、小テスト、形成テス
ト（５０％）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス　　講師紹介。授業概要、到達点の説明。講義方法
の説明。成績評価、履修上の注意点などの説明。

第２回　観光の意味と仕組み　観光・旅行産業を学ぶにあたり観光の概
念（意味と仕組み）について説明する。

第３回　観光の意義と効果　前回に続き、観光・旅行産業の基礎となる
観光の意義とその効果について説明する。

第４回　世界の観光の歴史　世界の観光の歴史を欧州を例にとり現代観
光までの遷り変わりを説明する。

第５回　日本の観光の歴史　我が国の観光と旅の始まりから、現代まで
の遷り変わりを説明する。

第６回　国内旅行の現状　我が国の国内旅行の市場規模、その推移と現
状について説明する。

第７回　海外旅行の歴史と現状　我が国の海外観光旅行の市場規模、そ
の推移と現状について説明する。

第８回　訪日外国人旅行　我が国を訪れる外国人旅行者の推移、実態と
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　研究結果をプレゼンテーションにより発表する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
日常生活の中で、ホスピタリティを発揮している産業に着目し、その背景
を可能な限り探る。
事例研究でとりあげる産業（企業）の特徴から何故ホスピタリティが高い
のかを学ぶ。
事例研究をもとに興味のある産業（企業）を選定する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　評価は、授業態度（50％）プレゼンテーション（50％）に基づいて総合
的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション－授業理解－ 　授業の進め方の説明、及
び、フィールドワークの意義やプロセスの踏み方を理解する。

第２回　ホスピタリティを再考する 　ホスピタリティとは何か、各自
の学んできたこと、考えを述べ、振り返る。

第３回　ホスピタリティ産業とは 　ホスピタリティ産業の概要を確認
するとともに、今後の授業方針を検討する。

第４回　事例検討I 　ホスピタリティが高いといわれる企業や集団の特
徴を検討する。

第５回　事例検討II　　同上
第６回　事例検討III　　同上
第７回　事例検討IV 　I～IVで検討した企業や集団の共通項など考察

する。
第８回　課題検討I 　研究する産業の決定を行う。意見交換を行いなが

ら個人課題を決定する。
第９回　課題検討II 　研究する産業の評価尺度の検討を行う。意見交換

を行いながら個人評価の方法を検討する。
第10回　フィールドワーク　PLAN 　個人計画をたてる。PLAN-DO－

CHECK－ACTIONのあり方を理解し、最終ゴールを確認する。
第11回　フィールドワーク　① 　フィールドワークの実施
第12回　フィールドワーク　② 　フィールドワークの実施
第13回　プレゼンテーション準備
第14回　プレゼンテーション② 　個人発表及び、他者の発表を受けて

の質疑応答への参加。
第15回　プレゼンテーション③ 　個人発表及び、他者の発表を受けて

の質疑応答への参加。
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
自分の考えを表現し、積極的に授業に参加すること。

講義コード（Course Code） 207018N1E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-207018

授 業 名（Course Title）
接遇のための英語
接遇のための英語: English Politeness 
Principles in an English for Specific 
Purposes Environment

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） Jodie　Campbell
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
There will be no textbook for this course. 
The instructor will provide handouts, 
worksheets, etc., for you.

参考文献（References）
備 考（Note） 定員20人

１．科目の教育目標（Course Description）
This course will introduce students to POLITENESS principles in English-
speaking cultures and POLITE expressions in the English language in an 
English for Specific Purposes environment.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will improve their knowledge of POLITENESS principles in 
English-speaking cultures and POLITE expressions in the  English language 
in an English for Specific Purposes environment. Active participation in all 
classroom-based activities is required.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
This course will be taught entirely （= 100%） IN ENGLISH.
Students will participate in pairs and small groups to practice dialogs, role-
play activities, and discuss questions related to a variety of POLITE English 

４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業態度（50％）実技習得度（50％）に基づいて総合的に評価す
る。
授業総日数の2/3以上の出席を求める。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション－授業概要－ 　　授業の進め方、学習内
容と求めるレベル、授業上の注意事項などを理解する。自己紹介を
実施する。

第２回　ホスピタリティを伝える要素－伝わるコミュニケーションとは
－ 　　コミュニケーションの考え方、高いコミュニケーションスキ
ルを身に付けることの重要性を理解する。聞くことと話すこと。

第３回　ホスピタリティを伝える基本－異文化コミュニケーション－ 　
　自己と他者とのコミュニケーションを考え表現する。

第４回　言葉で表すホスピタリティI－敬語で伝える気持ち－ 　　言語
コミュニケーションのうち、会話における敬語表

第５回　言葉で表すホスピタリティII－敬語を文章に表す－ 　　言語コ
ミュニケーションのうち、文章表現について基本を学ぶ。

第６回　表現力　I－非言語コミュニケーション－ 非言語コミュニケー
ションにおいて相手に印象つける要素は何かを考える。自己表現と
他者認知のずれを確認する。

第７回　表現力　II－印象を高めるために－ 　　印象を左右するものは
何か。印象をよくするためにはどのような工夫をすれば良いのかを
理解する。

第８回　表現力　III－好印象の表情とは－ 　　相手に与える印象にお
いて大きな影響を与える表情について個人ごとに指導を行う。

第９回　表現力　IV－行動で伝える思いやり－ 　　礼儀作法を含め、一
般的に体得しておくことを求められる一般社会の動作、振る舞いを
体得する。

第10回　表現力　V－声だけのコミュニケーション－ 　　　電話応対を
とりあげ、演習を行いながら好印象の応対を体得する。

第11回　表現力　VI－文字だけの思いやり－ 　　　文章やメールなど
相手の立場にたった表現力を考え、実践する。

第12回　社会のルール・マナー－他者尊重のコミュニケーション－ 　　
　人間は社会的な存在であることを認識し、社会上のコミュニケー
ションのあり方を考えて実践できるようになる。

第13回　綜合演習I－ロールプレイング－ 　　　場面の設定を行い、習
得状況を自己判断する。

第14回　綜合演習II－ロールプレイング－ 　　　場面の設定を行い、習
得状況を自己判断する。

第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 207017N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-207017

授 業 名（Course Title）
フィールド研究
ホスピタリティの高い産業を研究す
る

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 岩田　真理子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 定員16人

１．科目の教育目標（Course Description）
　「ホスピタリティ産業」について理解を深める。それぞれの学生が産業の
中のホスピタリティ要素の高い業種や企業を探究し、実社会における「ホ
スピタリティ」のあり方を自分なりに評価・研究した内容をまとめあげる。
課題の発見・調査と評価・発表までのプロセスを体験することを目指す。学
生には考え抜く力を積極的な意見の発表を求める。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　調査研究する中で、P-D-C-Aサイクルを理解し、体感すること。 　自分
で考え抜く力を養い、考えたことを他人に伝える。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　ホスピタリティ産業を紹介している資料に基づき、何社かをグループワー
クで事例検討を行う。
　その後、各自が研究したいホスピタリティ産業を選び、個人研究を進め
る。
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を持ちながら適切な「ことば」の選択が出来るようにすること
２　自分らしい声をみつけ、誰にでもわかりやすく、心に届く表現を身に
つけること
３　様々な場面で敬語を自然に使いこなせるようにすること
４　「あがり」や「緊張」を克服してパブリックスピーキングを上達させる
こと
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１　ロールプレイングにより社会の様々な立場や場面での会話実践力を磨
く
２　テーマ指定のパブリックスピーキングにより　聞き手の心に響く会話
術を養う
３　ワークショップ形式の中で、他の学生の意見も受け入れ自分のことば
と思考の抽き出しを増やす
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１　日常の読書習慣にコミュニケーション関連の書籍を取り入れ、ことば
の感性を磨く
２　自分自身の日常会話を振り返って何が足りないかに気づく
３　社会の動きの中から生れた新しいことば、時事用語、トレンドワード
に興味を持ち、ことばへの意識を高める
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は授業参加度30%、課題への取り組み30%、 リポート、習熟度テスト
40%に基づいて総合的に行う。 欠席回数が３分の１を超過した場合は、原
則として単位を与えない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション（授業のねらい、目標の確認、グループ
ワークのすすめ方）

第２回　自分の声をみつける（発声、発音、滑舌について）
第３回　日本語の敬語を考える①（尊敬語）
第４回　日本語の敬語を考える②（謙譲語Ⅰ　Ⅱ）
第５回　日本語の敬語を考える③（丁寧語と美化語）　
第６回　敬語を使って問題解決をするトレーニング
第７回　敬語を使って対応力を磨くトレーニング
第８回　ことばのコミュニケーショントレーニング①「聞く」と「聴く」
第９回　ことばのコミュニケーショントレーニング②「訊く」
第10回　実践・パプリックスピーキング①（プロットを考える）
第11回　実践・パプリックスピーキング②（エピソードを考える）
第12回　「話し方」のビジネスマナー
第13回　「聞き方」のビジネスマナー
第14回　ビジネスにおける電話のかけ方と受け方
第15回　ことばで人の心を動かす　接遇とは
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 207021A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-207021

授 業 名（Course Title） ビジネスマナー演習Ａ
社会人のマナーを体得する

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 岩田　真理子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『ビジネスマナーの基本』　ＡＮＡラーニ
ング　成美堂出版　

参考文献（References）
備 考（Note） 定員16人

situations in an English for Specific Purposes environment.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students should do all homework assigned by the teacher before the class 
day, and ON TIME!
NOTE: If homework or any assignment, etc. is LATE, you will get 0%!
NOTE: If you are ABSENT for a role-play, quiz, or presentation, you will 
get 0%!
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
1時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Students' grades in this class will be based on class participation （including 
homework, their attitude, and being on task）, role-plays, and a New General 
Service List （NGSL） and New Academic Word List （NAWL） vocabulary 
journal.
CLASS PARTICIPATION 20%
ROLE-PLAY #1  10%
ROLE-PLAY #2 10%
ROLE-PLAY #3 10%
ROLE-PLAY #4 10%
ROLE-PLAY #5 10%
ROLE-PLAY #6 10%
NGSL / NAWL VOCABULARY JOURNAL 20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Course Introduction
Topic 1: At an Airport Check-In Counter （Introduction）

第２回　Topic 1: At an Airport Check-In Counter （Continued）
第３回　Topic 1: At an Airport Check-In Counter （Continued）

Topic 2: Checking-In at a Hotel （Introduction）
第４回　Topic 2: Checking-In at a Hotel （Continued）
第５回　Topic 2: Checking-In at a Hotel （Continued）

Topic 3: Ordering at a Restaurant （Introduction）
第６回　Topic 3: Ordering at a Restaurant （Continued）
第７回　Topic 3: Ordering at a Restaurant （Continued）

Topic 4: At a Train Station Ticket Office （Introduction）
第８回　Topic 4: At a Train Station Ticket Office （Continued）
第９回　Topic 4: At a Train Station Ticket Office （Continued）

Topic 5: At a Bank （Introduction）
第10回　Topic 5: At a Bank （Continued）
第11回　Topic 5: At a Bank （Continued）

Topic 6: At a Post Office （Introduction）
第12回　Topic 6: At a Post Office （Continued）
第13回　Topic 6: At a Post Office （Continued）
第14回　Topic 7: At a Business Meeting （Introduction）
第15回　Topic 7: At a Business Meeting （Continued）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The course may be flexible, and the syllabus is subject to change. The 
instructor will set the pace of the class according to the unique characteristics 
and level of the students. 
An ENGLISH-ENGLISH dictionary is highly recommended!
Doing the MReader online quiz system is highly recommended! 
Using the teacher's website is highly recommended!

講義コード（Course Code） 207019N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-207019

授 業 名（Course Title） 接遇のための日本語
相手に寄り添うことば学

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 橘高　邦子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 特になし。必要に応じてレジュメ配布
参考文献（References） 特になし。必要に応じて指示。
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
「接」とは近づくこと。「遇」とはもてなすこと。相手に近づきもてなす―
―という人間関係がよりよく築けるためのスムーズな「話しことば」の実
践を通して社会で自信が持てるコミュニケーション能力を磨く
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１　自分が発する「ことば」はどこへ向けられているのか。他者への意識
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講義コード（Course Code） 207022A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-207022

授 業 名（Course Title） キャリアデベロップメントＡ
将来の方向性を考える

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 岩田　真理子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 定員16人

講義コード（Course Code） 207022B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-207022

授 業 名（Course Title） キャリアデベロップメントＢ
将来の方向性を考える

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 岩田　真理子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 定員16人

１．科目の教育目標（Course Description）
1.私たちにとってのキャリアというものはどのように考えられているの基本
的な点を理解する。
2.講義全体を通して、自分の職業生活がイメージできるようになる。
3.自分の考えを他の人の前で述べる際、文章を丸暗記したものではなく自分
の言葉で述べることができるようになっている。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
自分のキャリアを考えていくということは、自分の人生をどのように生きる
かという点につながってくる。キャリアを単に就職先の選択というもので
はなく、自分の強みや弱み、自分の志望や将来図を描けるようになること
が実りある学生生活を送ることになる。あわせて自分自身の未来をイメー
ジすることが心の中にどのような変化を生み出すかを体感しながら臨むこ
とを期待する。
キャリアの理解につとめ、自分が進むべき方向性を模索する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・配布資料に基づき、自分で考える 
・インターネットを使用し、業界研究を行う
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・課題シートは確実に取り組んでくること。
・授業で学んだことを積み重ね、将来を見据えて自分の方向性を考える。
・日常的に新聞を読んだり日本・世界の出来事に関心をもつこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業態度（40％）、課題達成度（30％）、理解度確認（30％）を総合的に評
価する。
授業総日数の2/3以上の出席を求める。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション－授業理解－
授業の進め方、目的、注意事項などを理解する。

第２回　キャリア理解　＜基礎＞
・キャリアの基本的理解 
・キャリアと自分の生き方との関連性を考える

第３回　社会で求められる力
・社会、産業、組織について
・社会で求められる力とは
・社会に出るまでに出来ること

第４回　自己理解①－
・自分自身に関心と興味を持つ
・自分自身に内在する力を整理する
・目指す方向性を理解す

第５回　自己理解②　
・自分自身を客観的に理解する
・「就職」について考える

講義コード（Course Code） 207021B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-207021

授 業 名（Course Title） ビジネスマナー演習Ｂ
社会人のマナーを体得する

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 岩田　真理子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『ビジネスマナーの基本』　ＡＮＡラーニ
ング　成美堂出版　

参考文献（References）
備 考（Note） 定員16人

１．科目の教育目標（Course Description）
　ホスピタリティを学んだ学生に対し、卒業後社会に出る前に一定度のソー
シャルマナーを体得しておくことを目指す。ビジネスマナーのみにかかわ
らず、ひろく社会においてホスピタリティの精神を自分以外の人間に伝え
るようになることが目的である。（基礎的な表現方法を習得したことを前提
とする。少人数８～10名程度で行い、実践力を身に付けさせる。）
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
課題テキストを参考としながら、必要に応じ、資料を配布する。 説明を基
に、実技も多く取り入れる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
実践的内容を積み重ねていく。日常生活で取り入れることが身につけるた
めには大切である。社会で常識とされている事柄を広く体得する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
課題テキストの関連箇所を予習して臨むこと。 習得したことは速やかに実
践すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（60％）、確認テスト（40％）にて総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション 　-授業概要説明-
ソーシャルマナーとはなにか

第２回　社会人の身だしなみと基本的心構え
身だしなみチェックと社会人としての基本的心構えを学ぶ

第３回　社会人としての立ち居振舞い
品位・印象度を高める動作、身振り、表現力

第４回　交通のマナー 　　
交通関係一般的な知識、理解、同行者へのホスピタリティを考える

第５回　正しい言葉遣いと敬語
社会人にふさわしい言葉遣いと敬語のルールを学ぶ

第６回　感じのよい電話応対　①
態度・表情を伴わない電話のマナーを体得する

第７回　感じのよい電話応対　②
様々な事例を体得する

第８回　訪問のマナー
訪問時の一般的な手順を学ぶ。（名刺交換）

第９回　応接のマナー 　　
一般的な来客応対を体得する。（受付、案内、応接席次など）

第10回　ビジネス文書の基本①
社内文書・社外文書など一般的な文書の作成方法を理解する

第11回　ビジネス文書②
前回の基本をもとに実際の文章を作成してみる。

第12回　レストランのマナー 　　
レストランで食事をとる際のマナーを体得する
　※可能な限りレストラン利用により実習を行う（有料）

第13回　冠婚葬祭のマナー
結婚式に招かれた場合、訃報を受けた場合

第14回　ソーシャルマナー総合
総合的な表現力を体得・強化する。社会においてふさわしい、かつ
品位のある言動がとれるように個別指導を行う

第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
原則として、二回目からスーツ着用を求める。
授業総日数の2/3以上の出席を求める。
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第11回　同上　　関空島見学
第12回　同上　　グランドスタッフの業務を学ぶ
第13回　同上　　ANAコントロールルーム見学
第14回　同上　　ANA客室部門見学
第15回　事後研修
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
　エントリーシートによる応募制とする。人数枠を超えた場合は原則とし
て上級生を優先とする。実習費用は本人負担となる（宿泊費用、テーブル
マナー実習、交通費）。 訪問先企業は、調整により変更の可能性もある。
原則として、欠席した場合は単位認定が認められない。

講義コード（Course Code） 207030N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-207030, 2300-180101

授 業 名（Course Title） 医療サポート英語Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 須川　いずみ
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Because We Care』　Inoue & Ihara　セ
ンゲージラーニング　

参考文献（References）
『講義録　医学英語Ⅰ』　清水雅子　メディ
カルビュー社　２０１１年
『そのまま使える病院英語表現５０００』　
仁木久恵等　医学書院　2009年

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
本学が京都府立医科大学と提携した契機に、本学が今まで取り組んできた
ホスピタリティを基盤に語学力のある高度な医療サポートスタッフの養成
を考えている。まずは、将来の医療現場で役立つような医学的英語の基礎
力をこのクラスでは養成する。特に病院での受付を英語でできるように訓
練する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．医療関係英語語彙の習得
２．医療に使われる基本的英語フレーズの習得
３．医療現場で役立つ実践的英語の基礎力養成
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．医療文献のリーディング
２．語彙テスト
３．フレーズの練習
４．ロールプレイ
５．医療英語演習
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．医療語彙学習
２．予備的医療知識習得
３．CDでの練習
４．課題準備
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業態度３０％、課題３０％、クイズ１０％、試験３０％で総合的に判断
する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　専門科と専門医の名称の英語
第３回　身体の部位名
第４回　筋骨格系部位名
第５回　筋肉と骨の症状、骨粗鬆症等
第６回　循環器系
第７回　呼吸器
第８回　高山病等
第９回　消化器系
第10回　肝臓疾患を中心に
第11回　症状の英語
第12回　受付と診察の英語
第13回　病状と治療の英語
第14回　全体のまとめと総合復習
第15回　病院実習のための英語
６．定期試験（Final Exam）
なし

・職業の3つの機能を理解する
第６回　キャリア理解①　＜業界研究＞

・業界-企業の関係を通して、日本企業の特徴を理解する
第７回　キャリア理解②　＜業界研究＞」　

・仕事、業界、ライフキャリアの関連性をもとに職業選択において
直面することを全体で考える。

第８回　キャリア理解③　＜業界研究＞
・グループプレゼンテーションを実施する

第９回　自己表現　STEPⅠ　　①
・言語、非言語の表現方法の基礎を学ぶ
・実習を通して自己の課題を発見する

第10回　自己表現　STEPⅠ　　②
・面接の模擬練習を通して、気付き・観察力を養う

第11回　自己表現　STEPⅡ　　①
・自分の意見を述べる

第12回　自己表現　STEPⅡ　　②
・グループディスカッションを体験する

第13回　自己理解とストレス
第14回　個別相談
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 207024N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-207024

授 業 名（Course Title） エアライン研修
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 須川　いずみ
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリント
参考文献（References）
備 考（Note） 定員20人

１．科目の教育目標（Course Description）
　エアラインプログラムを履修した者を対象として、ANAグループおよび
ホテルの主な職場を実際に訪れ、航空業界で働くということを内側から体
験し、高い職業意識の育成、自主性・創造性のある人材育成を目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．これまでに学んできたことの集大成として、ホテルや航空業界の現場
を訪問し、実践してみる。何より、実際のお客様がいらっしゃる現場であ
ることをしっかりと認識し、挨拶はもとより、良識ある行動を期待する。  
２．実際の現場を体験することにより、自身の適正との確認、ならびに業
界の様々な職種を自分の目で確認し、将来への足がかりとする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　一般の人がなかなか目にすることが少ないコールセンター業務やグラン
ドスタッフの業務の裏側などエアラインプログラムならではの業務体験を
行う。また、全日空ゲートタワーホテル大阪では、ホテル業務全般に加え
て、テーブルマナー講習会も開催し、サービスする側と受ける側のマナー
やホスピタリティをベテランのホテルマンから学ぶ。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
本研修を希望する方は、日常的にマナーや言葉遣いに関心を持ち、自己を
高める努力を期待する。 事前研修にて実施する内容を、現場訪問までの間、
繰り返し復習し身につけること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　研修中の受講態度（40％）、事前課題シート（20％）、事後レポート（40％）
を総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　事前教育
第２回　同上
第３回　スターゲートタワーホテル大阪 　　　「ホテルの接遇とは」
第４回　同上　　「ホテルの仕事を学ぶ」
第５回　同上　　「テーブルマナー研修」 ～宿泊～
第６回　ＡＮＡ貨物セクション研修
第７回　同上　　「貨物ハンドリングを学ぶ」
第８回　同上　　貨物機等見学
第９回　関西空港（KIX）      「国内線、国際線の地上業務を学ぶ」
第10回　同上　　ANA関空幹部講話
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講義コード（Course Code） 207032N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-207032, 2300-180103

授 業 名（Course Title） 医療サポート語学プログラム
病院研修

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 須川　いずみ
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 34（集中）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『Because　We Care』　Inoue＆Ihara　セ
ンゲージ・ラーニング　2012年

参考文献（References）

『講義録　医学英語Ⅰ』清水雅子　メディ
カルビュー社　2011年

『そのまま使える病院英語表現5000』仁
木久恵等　医学書院　2009年

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
京都府立医科大学と提携した契機に、本学が今までエアラインプログラム
で取り組んできたホスピタリティと英語を使って、京都を訪れる外国人の
患者のために医療サポートができる人材育成が目的である。病院の受付か
ら医療従事者と患者との意思疎通がスムーズになるように通訳ができるよ
うな人材を養成したい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．医療への深い理解
２．医療現場で使われる英語の習得
３．医療現場で即戦力になれるようにする
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．病院見学
２．各部署の把握
３．医療知識の習得
４．医療英語の練習と実践
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．医療英語の復習
２．医療英語のフレーズの練習
３．ロールプレイ
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業と研修への参加態度50％、課題20％、試験30％で総合的に判断する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　事前授業
第２回　事前授業
第３回　オリエンテーション（感染チェック）
第４回　病院見学に当たっての病院概要と国際化の取り組み
第５回　総合案内と受付～診療科受付
第６回　診察室
第７回　臨床検査部、放射線部、内視鏡室
第８回　リハビリテーション部
第９回　薬剤部と栄養管理部
第10回　病棟
第11回　小児医療センター
第12回　緩和ケア病棟
第13回　入退院センターと地域連携室
第14回　医療通訳者の講話「外国人患者対応について」
第15回　事後授業とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
本研修は京都府立医科大学で行う研修であり、学生と異なる社会人としての
けじめのある態度と身だしなみが必要である。スーツ着用、茶髪不可、音
の出ない靴必要。
研修での遅刻や、欠席した場合、基本的に単位を与えない。

７．留意事項（Other Information）
学生のレベルによって中身が変わる可能性がある。
授業回数の三分の一以上欠席した場合、基本的に単位を与えない。

講義コード（Course Code） 207031N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-207031, 2300-180102

授 業 名（Course Title） 医療サポート英語Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） ﾋﾃﾞｨﾝｸﾞ ｱﾄﾞﾘｱﾅ
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite） 180101「医療サポート英語Ⅰ」

テキスト（Textbook） 『Because We Care』　Maki Inoue & 
Tadashi Ihara　CENGAGE　2010

参考文献（References）
『医療通訳』　多文化共生センターきょう
と　日本医療教育財団　2014
厚生労働省のホームページよりダウン
ロードできます

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
The course aims to increase knowledge of Medical English vocabulary, useful 
phrases, and to provide familiarity in using English in situations specific to  
medical services provision.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Frequent vocabulary tests will be assigned. There will also be some assigned 
reading. A larger vocabulary test will take place during the final class.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Students will rehearse various English-language medical situations by 
engaging in structured role-play activities with other class members.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Reading assigned printed sheets and vocabulary revising for regular tests.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Regular tests, class participation, asignements, final test
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction to Medical English
第２回　Medical English in the Kansai region
第３回　Medical Specialization, Neurology
第４回　Role-play: consultation
第５回　Medical Specialization, Urology
第６回　Medical Specialization, Reproductive Health
第７回　Role-play: Bedside English
第８回　Medical Specialization, Endocrinology
第９回　Medical Specialization, Emergency Medicine
第10回　Role-play: emergency
第11回　Medical Specialization, Rehabilitation
第12回　Medical Specialization, Diet and Nutrition
第13回　Developments in Medicine
第14回　Medical Tourism
第15回　Course overview: Bringing it all together
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
The Lesson Plan above is a guideline, and the teacher may find reason to 
pursue an alternative schedule.
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講義コード（Course Code） 209011E0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
卒業論文指導

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 小林　順
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）

備 考（Note）
クラス指定　4年次生で英文の卒業論文
を作成し、学科会議で審査の上、教授会
の承認を得て8単位が与えられる。（スペ
シャリストゼミ生のみ選択科目）

講義コード（Course Code） 209011F0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
卒業論文指導

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 小山　哲春
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）

備 考（Note）
クラス指定　4年次生で英文の卒業論文
を作成し、学科会議で審査の上、教授会
の承認を得て8単位が与えられる。（スペ
シャリストゼミ生のみ選択科目）

講義コード（Course Code） 209011G0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
卒業論文指導

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 須川　いずみ
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）

備 考（Note）
クラス指定　4年次生で英文の卒業論文
を作成し、学科会議で審査の上、教授会
の承認を得て8単位が与えられる。（スペ
シャリストゼミ生のみ選択科目）

講義コード（Course Code） 209011H0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
卒業論文指導

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 杉村　美奈
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）

備 考（Note）
クラス指定　4年次生で英文の卒業論文
を作成し、学科会議で審査の上、教授会
の承認を得て8単位が与えられる。（スペ
シャリストゼミ生のみ選択科目）

講義コード（Course Code） 209011A0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
卒業論文指導

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） York Weatherford
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）

備 考（Note）
クラス指定　4年次生で英文の卒業論文
を作成し、学科会議で審査の上、教授会
の承認を得て8単位が与えられる。（スペ
シャリストゼミ生のみ選択科目）

講義コード（Course Code） 209011B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
卒業論文指導

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 大川　淳
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）

備 考（Note）
クラス指定　4年次生で英文の卒業論文
を作成し、学科会議で審査の上、教授会
の承認を得て8単位が与えられる。（スペ
シャリストゼミ生のみ選択科目）

講義コード（Course Code） 209011C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
卒業論文指導

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 橘堂　弘文
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）

備 考（Note）
クラス指定　4年次生で英文の卒業論文
を作成し、学科会議で審査の上、教授会
の承認を得て8単位が与えられる。（スペ
シャリストゼミ生のみ選択科目）

講義コード（Course Code） 209011D0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
卒業論文指導

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） Robert　Kritzer
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）

備 考（Note）
クラス指定　4年次生で英文の卒業論文
を作成し、学科会議で審査の上、教授会
の承認を得て8単位が与えられる。（スペ
シャリストゼミ生のみ選択科目）
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講義コード（Course Code） 209013A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209013

授 業 名（Course Title）

英語英文学演習Ⅰ
教育関連の論文作成や（小・中・高
校）英語教材の作成やハンドブック、
ホームステー・観光異文化・伝統・伝
説・民話紹介等）ガイドブック・論
文作成

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 橘堂　弘文
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『英語科教育のフロンティア』　青木昭六
編著橘堂　保育出版　

参考文献（References）

『英語科教育のフロンティア』　青木昭六　
保育出版　
『ロングマン応用言語学事典  』　南雲堂　
『英語教育用語辞典』　大修館　
『英語教材作成マニュアル』　田中正道著　
開隆堂　
DICT IONARY OF LANGUAGE 
TEACHING & APPLIED LINGUISTICS 
（LONGMAN）
最新刊

備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
（小・中・高校）英語教材の作成やハンドブック、（ホームステー・観光異
文化・伝統・伝説・民話紹介等）ガイドブック、教育関連の論文の作成を
めざす。必ずしも、（小）中・高の英語教員志望者でなくても構わない。英
語の教材・ガイドブック等の作成（個人/グループ）や論文作成（個人）が
目標となる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
英語教材の作成とそのマニュアルの作成、および論文の作成をもって、卒
業研究とする。
　特に、教材作成は、個人または３～４人のグループで、英語教材（総合
学習〈国際理解〉用教材、オーラル・コミュニケーション用英語教材、児
童英語教育用教材、リーディング用英語教材、インターネット利用の英語
教材等）を作成する活動に取り組みたい。
　特に、教材作成は、３回生から４回生に及ぶ長期にわたる活動で、議論
し、役割分担し、まとめ上げ、製作していく、根気と努力が必要となる。
　英語教育に関連する研究会等への積極的な参加も期待したい。希望者に
は、公立学校（中学・高校）と私立学校・私塾等の（教員）採用試験対策
も実施する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
昨年は、先輩達や社会人、他学科の学生達との宿泊研修会「第８回　教育
を考える橘の会」（６月：希望者の参加）を実施し、教育問題、ワーキング
ホリデー参加、フランス留学を終えての感想、社会問題、社会人としての
生き方等、多岐にわたり話し合う機会が持てた。
　教育関連の学校等に勤務する先輩や教員たちとの研修会「教育を考える
橘の会」参加や交流会、英語授業研究学会等への参加の機会を作りたい。
　（英語）教材作成に関連する話題や問題を、調査したり、議論したり、小
論文にまとめたり、発表する活動が中心になる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．英語教育に関連する話題や問題を調査し、議論し、小論文にまとめ発
表する。
２．英語教材、ガイドブック等の製作/卒業論文の作成
３．４回生のゼミ生による、３回生のゼミ生に対する、教材/卒論作成の中
間発表（interimreport）を４月に課する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
１．ゼミ生各自の発表をもとにして、ディスカッションを行う。ゼミ生全
員が、問題点を発見し、報告者の発表を聞き、活発な議論をすることを期
待する。最近の教育問題の討議も時間の許す限り行う。３０％
２．上記の英語教材・ガイドブック等の個人/グループ製作、および論文を
もって、評価する。演習室でワードやパブリッシャー等利用で毎回のゼミ
でノルマを課す。２０％　
３．研修会やフィールドワーク、ボランティア・インターンシップ等の活
動へのへの積極的な参加。１０％　
４．論文、教材、ガイドブック作成４０％
５．出席減点法

講義コード（Course Code） 209011I0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
卒業論文指導

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 東郷　多津
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）

備 考（Note）
クラス指定　4年次生で英文の卒業論文
を作成し、学科会議で審査の上、教授会
の承認を得て8単位が与えられる。（スペ
シャリストゼミ生のみ選択科目）

講義コード（Course Code） 209011J0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
卒業論文指導

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 吉野　啓子
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）

備 考（Note）
クラス指定　4年次生で英文の卒業論文
を作成し、学科会議で審査の上、教授会
の承認を得て8単位が与えられる。（スペ
シャリストゼミ生のみ選択科目）

１．科目の教育目標（Course Description）
　卒業研究では、英語英文学特論（ゼミ）で学習した専門的知識を基盤に、
それぞれの興味と関心に従って特定の研究テーマを選び、実際に研究を行
い、これを研究論文（卒業論文）としてまとめ提出する。
　卒業論文は大学における学習／研究活動の総決算であると同時に、大学を
卒業してそれぞれの進路先で活躍するために必要な分析力、批判能力、独
創性、表現力などを実践的に涵養する重要な機会となる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・各自の研究目的と明確なテーマの設定
・一次資料の収集と分析
・二次資料の収集と分析
・それぞれの研究テーマに相応しい論文構成の学習と実践
・それぞれの研究テーマに相応しい論述方法の学習と実践
３．教育・学習の方法（Course Methods）
各指導教員（三年次に履修した英語英文学特論担当者）の個人指導による。
本科目は集中開講となるため、指導教員のガイダンスに忠実に従い、必要
なミーティング、面談、その他の形式での指導を受けること。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　詳細は授業中に指示する。各指導教員の指示に従うこと。（上記教育・学
習の方法欄も参照のこと）。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
－時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
提出された論文に対して、必ず査読を行う。評価は論文の内容、英語力、構
成力、独自性、取組姿勢等を見る。90点以上もしくは60点を下回る場合は
学科教員全体で評価する。詳細は手引きを参照すること。
５．留意事項（Other Information）
・各指導教員の説明および指示を十分に理解し、研究論文制作のための十
分な個人指導を受けられるよう注意すること。
・各段階での締め切りや、要求されるフォーマットには忠実に従うこと。
・英語英文学科「卒業論文作成の手引き」を熟読し、理解すること。



─ 224 ─

・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
平常点　　３０％　  出席点、授業態度、ゼミへの貢献度。
課題　　　４０％　  Presentation、予習
Final paper 　３０％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction
第２回　“The Piazza”　Presentation 1 とComments
第３回　“The Piazza”　Presentation 2 とComments
第４回　“The Piazza”　Presentation 3 とComments
第５回　“The Piazza”　Presentation 4 とComments
第６回　“The Piazza”　Presentation 5 とComments
第７回　“The Piazza”　Presentation 6 とComments
第８回　“The Piazza”　Presentation 7 とComments
第９回　“The Piazza”　Presentation 8 とComments
第10回　“The Piazza”　Presentation 9 とComments
第11回　“The Piazza”　Presentation 10 とComments
第12回　“The Piazza”　Presentation 11 とComments
第13回　“The Piazza”　Presentation 12 とComments
第14回　“The Piazza”　とReview　Final Paperの準備
第15回　“The Piazza”　とReview　Final Paperの準備
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 209013C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209013

授 業 名（Course Title）
英語英文学演習Ⅰ
イギリス、エンタメ（Entertainment）
のふるさとを読み解く：ビートルズ
とハリー・ポッター

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小林　順
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『ビートルズ（上）』　ハンター・デイビス　
河出書房新社　2010
『Harry Potter and the Sorcerer's 
Stone』　』　JKRolling　Scholastic 
Paperbacks　2014　2014

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
第一に、科目教育目標の大前提として、英語圏文学・文化の理解という目標
を掲げたい。そのために、教育目標の第二でもある、ザ・ビートルズの伝
記を読解することによって、20世紀中期における英国エンタメの有様を知
ることができる。続いて、ハリー・ポッター第一巻を読み、人間界と異界
の境界線に立つという娯楽の真髄を目の当たりできる。第二に、ビートル
ズであれハリーであっても、特定の地域に深く関わっている。リバプール
でありボグワーツである。エンタメには特定の街であり地域が必須である。
イギリスにはそのような場所が点在している。そして、そのような場に人
が集い非日常的な世界を創出している。シェクスピアのストラットフォー
ドアポンエイボン、シャーロック・ホームズのロンドン、等々。そのよう
な場を提供するチャンピオンとしてビートルズとハリー・ポッターをとり
あげたい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
書物の詳細な 「読み」 に加えて以下のテーマを取り上げる。リバプールの歴
史にこそザ・ビートルズの奇跡の淵源であることを探り、そして異界ボズ
ワーツ探検したい。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業方法
作品の演習と講義。
２．学習方法
作品の下読み。二次資料の網羅と調査。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・準備学習の具体的な方法
ビートルズ伝記ハリー・ポッターの読解を試みる。
映像でイギリスを旅したい。
情報・データはオンライン収集。

５．授業予定（Course Schedule）
第１回　京都府立植物園でフィールドワークオリエンテーション
第２回　興味・関心のゼミの研究、フィールドワークや活動希望の発表
第３回　興味関心による教材・ガイドブック作のグループ分け、論文：

個人
第４回　教材・ガイドブックや論文の内容の発表
第５回　仮のアウトラインの作成：アドバイス
第６回　教材・ガイドブック・論文作成開始（演習室ＰＣ利用で、ワー

ドやパブリッシャー、パワーポイント利用）
第７回　教材・ガイドブックのアウトラインベースのノルマの作品制作
第８回　年間・夏休み中のフィールドワーク企画やボランティア企画・

（スクール）インターンシップの運営企画（学園祭の企画含む）：個
人指導開始

第９回　論文、教材・ガイドブックのアウトライン作成指導：個人指導
第10回　教材・ガイドブックのアウトラインベースの作品制作決定：個

人指導
第11回　宇治茶作り体験フィールドワーク計画と実施
第12回　教材・ガイドブックのアウトラインベースのノルマの作品制

作：個人指導
第13回　卒論・ガイドブック等のパワーポイントによる初回中間発表（3

回生）
第14回　ゼミ主催の社会人ＯＧ傘下の21年目の「教育を考える橘の会」

の企画運営の話し合い、小中高校の英語科教員の教育実践研修
第15回　万博記念公園内　国立民族学博物館　フィールドワーク企画と

計画、事前研究学習
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
土・日曜日や長期休暇期間中にフィールドワークも実施する。

講義コード（Course Code） 209013B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209013

授 業 名（Course Title） 英語英文学演習Ⅰ
Herman Melvilleの短編小説を読む

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 大川　淳
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『The Piazza Tales』　Herman Melville　
Northwestern University Press　1987

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
本コースでは19世紀中期に活躍した作家Herman Melvilleの短編を精読す
る。また１９世紀アメリカ文化や、また先行研究に触れることによって、幅
広い知識と批評的視点を身につけることを教育目標とする。
前期は毎回の予習範囲を最小限にとどめ、小範囲のテクストを一語一句意
味を味わいながら読むことを目指す。
これらの目標を超え、英語を正確に読む力を養い、また文学だけではなく、
世界にあふれている物事について、多角的に考える力を修得してもらいた
い。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. テクストを精読する。（Close Reading）
2. 批評的視点を習得する。
3. 批評理論など、文学批評における方法論について学ぶ。
4. 先行研究を含めたコンテクストについてのリサーチ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
本コースで行うテクストの精読とは、ただ単に文章の表面をなぞりながら
読むという行為ではなく、一つ一つの言葉が孕む意味を味わいながら、積
極的かつ批評的視点からテクストを読むという行為を意味する。
したがって、毎回の授業で指定された範囲をあらかじめ読んだ状態で授業
にのぞむことを最優先事項として受講生に求める。
授業は指定された範囲をグループごとにプレゼンテーション方式で行う。プ
レゼンテーションでは、英語（文法）レベルでのコメント、固有名詞など
のリサーチ、英語レベルでの理解できなかった文章の指摘、そしてストー
リーの内容に関するコメントを求める。
プレゼンテーションを行うグループは必ず人数分のハンドアウトを用意す
ること。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
全員が指定された範囲のテクストを精読した上で、授業に出席すること。
プレゼンテーションの発表者は、固有名詞などを資料で調査すること。
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 　- 実験デザイン
<3> 分析演習（上記で学習した分析方法論を用いて実際にコミュニケーショ
ン現象を分析し、これを発表する。）
<4> 論文作成法習得（演習を通じて卒業研究のテーマを模索し、これを研
究論文へと発展させる方法（文献研究、デンター収集、分析、説明）につ
いて学習する。「コミュニケーション概論」「対人コミュニケーション」「異
文化間コミュニケーション／Global English Lecture IC」「言語・文化・コ
ミュニケーション」といった関連科目で扱われたトピックの中から、自分
の関心に従って具体的なコミュニケーション現象を卒論のテーマとして選
定し、
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業：　本ゼミは、学生の発表およびディスカッションを中心とする演習
形式で行われ、適宜、教員による講義およびフィードバックが提供される。
発表：　研究方法論（前期）およびコミュニケーションに関する学術論文

（後期）についての発表、および、自らが選んだトピック（コミュニケー
ション現象）を実際に分析した結果を口頭発表する。
卒業研究Proposal作成：　前期の間に複数のトピックを選んで簡単な分析
演習を行い、後期にかけてこれを絞り込んで卒業研究のテーマを決定する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）

（1）指定されたテキスト（reading assignment）を事前に読む
（2）他の学生の発表に対して積極的にコメント、質問、批判的議論を提示
し、ディスカッションに参加する準備を行う。

（3）授業での学びを「卒業研究計画 （Proposal）」へ落とし込むため、適宜
Proposalの執筆と相談を行う。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
発表1（方法論・理論のサマリー発表）25%
発表２（実践演習：ミニ研究発表）25%
ディスカッションへの貢献度 20%
卒業研究 Proposal Draft 30%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction to Communication Studies（概論）
第２回　方法論１：社会科学としてのコミュニケーション研究
第３回　方法論２：人文学としてのコミュニケーション研究
第４回　方法論３：観察法
第５回　方法論４：質問紙調査法（On-line Surveyを含む）
第６回　方法論５：フィールドワーク法
第７回　方法論６：実験法
第８回　分析演習１：言語コミュニケーション現象
第９回　分析演習２：非言語コミュニケーション現象
第10回　分析演習３：対人コミュニケーション現象
第11回　分析演習４：異文化間コミュニケーション現象
第12回　分析演習５：説得のコミュニケーション現象
第13回　分析演習６：語用論的現象
第14回　卒業研究Proposal中間発表 Day 1（学籍番号順　前半）
第15回　卒業研究Proposal中間発表 Day 2（学籍番号順　後半）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 209013E0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209013

授 業 名（Course Title） 英語英文学演習Ⅰ
ジョイス文学と映画

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 須川　いずみ
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリント
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　本コースは、今まで見てきた映画を、映像をメディアとした一つの芸術
様式として読み直す場を提供する。その導入のために映像芸術を文学の一
つの解釈として扱うとことから始める。まず、小説の読解をした上で映画
鑑賞をし、作品分析方法をいくつか習得する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．映像芸術の基本的知識の把握
２．個別作品の深い理解

プレゼンもまたオンライン。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評点は100。その内訳は、期末試験が60点。小テスト20点。授業参加度お
よびクラスでの発表に20点。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　代背景とザ・ビートルズの個人的バックグランドなどのトッピ
クを講義。学生は 歌詞 の自習に取り掛かる。

第２回　時代背景とザ・ビートルズの個人的バックグランドなどのトッ
ピクを講義。学生は 歌詞 の自習に取り掛かる.

第３回　時代背景とザ・ビートルズの個人的バックグランドなどのトッ
ピクを講義。学生は 歌詞 の自習に取り掛かる。

第４回　ハリー・ポッター読解、演習。（１～112頁）
第５回　ハリー・ポッター読解、演習。（113～214頁）
第６回　ハリー・ポッター読解、演習。（215～309頁）
第７回　リバプール探索、オンライデータ利用。
第８回　少年期のビートルズとリバプール探索。
第９回　青年期のビートルズとハンブルグ探索。
第10回　ハリーの不思議。異界への入口、鉄道の意味。
第11回　ハリーの不思議。水平移動、垂直飛翔。
第12回　プレゼンテーションNo1

学生はおのおのテーマを定め、調査と研究を行い、その成果をまと
める。

第13回　プレゼンテーションNo2
学生はおのおのテーマを定め、調査と研究を行い、その成果を教室
で発表してもらう。

第14回　プレゼンテーションを基に、期末レポート作成準備。
第15回　プレゼンテーションを基に、期末レポート作成準備。
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
オンライン状態を保持する。
空間の制約を打ち破る試みを行う。
研究の基本を体得する。
英語力を培うという根本命題を忘れるべから

講義コード（Course Code） 209013D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209013

授 業 名（Course Title） 英語英文学演習Ⅰ
コミュニケーション研究

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小山　哲春
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『コミュニケーション研究法』　末田清子
他　ナカニシヤ出版. 　2011

参考文献（References）

『コミュニケーション学：その展望と視点』　
末田清子・福田浩子　松柏社　 2011
『コミュニケーションスタディーズ入門』　
鈴木謙他　大修館書店　2011
『ことばの社会心理学』　岡本真一郎　ナ
カニシヤ出版　2010
『もし「右」や「左」がなかったら』　井
上京子　大修館書店　1998

備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　本ゼミは、我々が毎日当たり前のように行っているコミュニケーション活
動を観察、分析するための様々な理論や方法を学び、人間のコミュニケー
ション過程をより深く理解し、説明できるようになることを目標とする。
　上記の目標を達成するため、「コミュニケーション」を科学的、人類学的、
あるいは哲学的に分析する様々な方法論を学び、自身が関心を持つコミュ
ニケーション現象を実際に観察、分析する。
　演習を通じて、社会現象の観察眼、ことばへの繊細な感覚、異文化に対
する偏見のない視点、コミュニケーションコンピテンスなどを涵養する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
<1> 理論習得（コミュニケーションの基礎理論を概観する。）
<2> 方法論習得（コミュニケーションを観察（データ収集）、分析するた　
めの具体的方法論を習得する）：

 　- 行動観察法（記録および記述）
 　- 質問紙調査（アンケート）法
 　- フィールドワーク（参与者観察）法
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１．科目の教育目標（Course Description）
我々が普段何気なく使っている言語について深く考察し、言語の仕組みと
理論について学ぶことにより、最終的には言語の分析の仕方を学ぶことを
目標とする。
言語学概論で得た知識を前提にコースを進めていくが、概論でカバーした
Phonetics（音声学）、Phonology（音韻論）、Morphology（形態論）、Syntax

（統語論）、Semantics/Pragmatics（意味論／語用論）の中から、Morphology
とSyntaxに焦点を絞り、語形成や文構造、文の意味に関する様々な言語現
象を扱っていく。
主に英語と日本語を対象言語として扱うが、トピックに応じて他言語も積
極的に扱っていく。言語間に潜む意外な共通性や差異を発見することを通
して、言語学の観点から「言語」の面白さをじっくり味わってもらいたい。
また、卒業論文に関するテーマの選定と文献収集の仕方についても言及す
る。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.言語データの収集と観察の仕方（observation）について学ぶ。
2.観察した言語データから一般化（generalizaiton）を導く。
3.得られた一般化がどう説明されるのか（data analysis）を考える。
4.その説明が何を意味するのか（consequences）を考える。
5.文献収集と論文作成について方法論を学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業スタイルはディスカッションを中心とした演習形式とする。理論の補
足的な説明などは適宜パワーポイントを用いて行うが、基本的には毎回異
なる言語データを一緒に観察し、議論していく。
学期の最後までには興味のあるトピックをある程度見つけ、夏休み中に関
連文献の収集と卒業論文の最終的なテーマを決定する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
言語学概論で得た知識が前提となるため、授業で扱ったスライドや参考文
献として指定した入門書を各自読んでおくこと。課されたリーディングは
必ず授業までに読んでくること。
リーディング及び授業に関して分からないことはすぐに担当教員に質問す
ることを常に心がけてほしい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Class Participation 20 %
Assignments 30%
Critical Review Paper 50 %
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction: What is Linguistics?
言語学とは何か

第２回　A Briew Review of Morphology
形態論の復習：語の定義と品詞

第３回　Data Set 1: Word Formation in Japanese & English 
日本語と英語の語形成: 接辞、名詞化

第４回　Data Set 2: Word Formation in Japanese & English
日本語と英語の語形成：複合語

第５回　Data Set 3: Word Formation in Japanese 
日本語の語形成：名詞と動詞の複合語

第６回　Data Set 4: Word Formation in English
英語の語形成：名詞と動詞の複合語

第７回　Data Set 5: Word Formation in Japanese
日本語の語形成：動詞の複合語

第８回　Data Set 6: Word Formation in English
英語の語形成：動詞の複合語

第９回　Interim Summary
これまでのまとめ

第10回　A Brief Review of Syntax/Semantics
統語論／意味論の復習

第11回　Data Set 7: Sentence Formation in Japanese & English 
英語の文形成: 束縛理論

第12回　Data Set 8: Sentence Formation in Japanese & English
日本語の文形成: 束縛理論

第13回　Data Set 9: Sentence Meaning in Japanese & English
文の意味解釈：英語における文の曖昧性

第14回　Data Set 10: Sentence Meaning in Japanese & English
文の意味解釈：日本語における文の曖昧性

第15回　Finding Sources
研究テーマ関連文献の収集（コンピュータ演習）

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

３．映画を読む
４．作品及び映画作家の研究方法の習得
５．論文作成のための作品選択と資料収集
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業方法
　（1）個々の作品及びスクリプトの精読
　（2）映画観賞（前もってクラスで観る場合と課題の場合がある。）
　（3）個人発表
　（4）ディスカッション
２．学習方法
　（1）授業で扱う作品は前もって配布するので、予め読んでおく。
　質問に答えられるようにしておくこと。必ず作品について意見を求める
のでその準備が必要である。
　（2）指定された映画は観なければならない。
　（3）個々の作品についてレポートを提出する。
　（4）発表の時間がある。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
観た映画に関して、しっかりと自分の意見が言えるように準備してこなけ
ればならない。レポートの提出を求める。グループディスカションと発表
の時間がある。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、提出レポート60％
　　　　クラス・レスポンス40％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　映画の構造
第３回　ジョイスの"The Dead"を読む
第４回　ジョイスの"The Dead"を読む（継続）
第５回　ジョイスの"The Dead"を読む（継続）
第６回　ジョン・ヒューストンの『ザ・デッド』を考える
第７回　エピファニーを読む
第８回　原作と映画比較と作品分析
第９回　ヒューストン映画のアイルランド的要素
第10回　ヒッチコックの『サイコ』を考える
第11回　『サイコ』の精神分析的読解
第12回　ヒッチコックの『めまい』を考える
第13回　『めまい』の深層構造
第14回　ハリウッド映画を考える
第15回　フィードバックと発表
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
チームワークを考えて行動できるように、課外活動も計画あり。
定期試験はしないので、積極的授業への取り組みが不可欠である。

講義コード（Course Code） 209013F0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209013

授 業 名（Course Title） 英語英文学演習Ⅰ
言語理論研究

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 杉村　美奈
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 扱うトピックに応じてリーディングは適
宜用意する。

参考文献（References）

『現代言語学２０章』　ジョージ・ユール　
大修館書店　1987
『はじめて学ぶ言語学』　大津由紀雄　ミ
ネルヴァ書房　2009
『Contemporary Linguistic Analysis 
7th edition』　William O'Grady & John 
Archibald　Pearson Education Canada　
2011
『Introduction to Japanese Linguistics 3rd 
edition』　Natsuko Tsujimura　WILEY 
Blackwell　2014
興味のあるトピックに応じて、参考文献
は適宜指示していく。

備 考（Note） 必修　クラス指定
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５．授業予定（Course Schedule）
第１回　オリエンテーション
第２回　英語から見えるキャリアとは

第1部：基礎編ー本研究のおかれた学術的背景と社会的状況（先行
研究）

第３回　第1部 基礎編―本研究のおかれた学術的背景と社会的状況（応
用言語学の背景）

第４回　第1部 基礎編―本研究のおかれた学術的背景と社会的状況（ビ
ジネス環境の変化と企業の取り組み）

第５回　第1部 基礎編―本研究のおかれた学術的背景と社会的状況（ビ
ジネスミーティングの先行研究）

第６回　目的別英語学習ソフトに関する調査とディスカッション
第７回　Group Aによるプレゼンテーションとディスカッション
第８回　Group Bによるプレゼンテーションとディスカッション
第９回　第2部 検証編―本研究の結果の考察と示唆（研究テーマの確定

と研究方法）
第10回　第2部 検証編―本研究の結果の考察と示唆（英語によるビジネ

スミーティングの実態）
第11回　第2部 検証編―本研究の結果の考察と示唆（ビジネスミーティ

ングにおける困難）
第12回　資料収集と検索方法について
第13回　論文作成について（方法論の紹介）
第14回　Group Aによる卒業研究のための中間発表とディスカッション
第15回　Group Bによる卒業研究のための中間発表とディスカッション
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
遅刻は授業の進行の妨げとなるため、10分以上の遅刻は欠席とします。
授業中は積極的な参加が求められます。全員に意見を求めますので、必ず
指定された予習や課題を行って授業に臨んでください。
また、実習や就活等でやむを得ず欠席する場合は、欠席した箇所のテキス
トを読んで、レポートにまとめて提出してください。

講義コード（Course Code） 209013H0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209013

授 業 名（Course Title） 英語英文学演習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉野　啓子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『Katherine　Mansfield　Selected 
S to r i es』　Kathe r ine　Mans f ie ld　
Penguin　Books　
『キャサリン・マンスフィールドの醍醐
味』　吉野啓子　朝日出版　

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
Hoｗ to reseachを念頭に、児童文学や英国小説を読み進める。作品に現れ
る子供や女性の世界、そして人間関係に含まれる様々な問題をはじめ、女
性独自の繊細な心理や描写に対する理解を深める。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
文学作品の理解と学術論文の書き方など。卒業論文のresearch方法は勿論
のこと、作品の登場人物の分析、作者の技巧など、様々な観点から作品を
理解する方法を探る。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
作品の理解を中心に、参考文献との係り方などの習得。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
作品については勿論のこと、参考文献なども辞書を使って準備すること。方
法については、授業で詳しく説明する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度　40％、リポートなど提出物　20％、予習　２０％、卒論1章　
20％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業の進め方などの説明
第２回　近代英国小説について：18世紀
第３回　近代英国小説について：19世紀
第４回　近代英国小説や児童文学と、卒業論文について

講義コード（Course Code） 209013G0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209013

授 業 名（Course Title） 英語英文学演習Ⅰ
英語生涯学習論

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 東郷　多津
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『ビジネスミーティング英語力』　大学英
語教育学会EBP調査研究特別委員会、国
際ビジネスコミュニケーション協会　朝
日出版社　2015

参考文献（References）

『人間科学研究法ハンドブック』 高橋 順
一, 大渕 憲一, 渡辺 文夫著 ナカニシヤ出
版　2011
『大学英語教育学-その方向性と諸分野』
森住衛他編　英語教育学体系 第1巻　大
修館書店　2010
『「教える」から「学ぶ」への教育改革：
学習投資への道 -学習開発シリーズ』学
習開発研究所　Kindle 2014
その他トピックに応じて適宜指示します。

備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
インターネットの普及、映画やテレビ番組のグローバル化によって、英語
を聞いたり話したりする機会は飛躍的に多くなっています。また、接客業、
小売業、観光業などでも英語力は必須になってきました。このように、英語
によるコミュニケーション能力は特定の人に求められるものではなく、あ
らゆる人に求められています。
本コースでは、生涯学習社会を見据えて、自分に合った英語の学びを選択
できるよう、人間が学ぶこと、また学び方など、学びのしくみについて考
えていくこととします。そのため、自ら英語を勉強するために提供されて
いる様々なプログラムおよび、オンラインサイトやスマホなどで提供され
ているソフトやアプリを、実践的に検証します。
また、演習を通じて、学びのしくみについて理解し、説明できるようにな
ること、その結果として、目的に合った英語カリキュラムを提案できるよ
うになることを目指します。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. 学びについて幅広い知識を身につける。
2. キャリアに求められる英語力に関する情報を収集する。
3. 学びに役立つ検定とその向上プログラムを実践検証する。
4. 発表した内容をもとに、レポートとしてまとめる方法を学ぶ。
5. 論文作成のための資料収集と論文作成の方法について学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1. 授業方法
本コースでは、「科目の教育目標」に照らし、授業は協同学習形式で進める
こととします。そのため、毎時必ず質疑応答など発言に、積極的に参加す
ることが求められます。必要に応じて、適宜、教員による講義やフィード
バックを行います。
2. 学習方法
前期は、生涯教育の観点から、様々な学びに関する知識を習得するととも
に、発表と英語検定、および、その向上プログラムやソフトを、お互いに紹
介しながら、自分の目的に合う英語学習プログラムを構築します。同時に、
論文作成に必要な知識を獲得します。後期は、社会で求められる英語力に
関する情報を収集するとともに、前期に紹介した検定、およびその向上プ
ログラムやソフトを使いながら、目的別英語カリキュラムを構築します。
前・後期ともに、授業終了時に振り返りシートに記入するとともに、発表
に関して、各自コメントシートを記入し、発表者へフィードバックするこ
ととします。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・入手可能な英語プログラムやソフトを探し、試行する。
・授業中のディスカッションに参加できるよう、テキストや参考文献を読
み、質問、コメントを予め想定する。
・授業後、翌週までに振り返りシートを完成させる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
50時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
成績は以下を参考に総合的に評価します。
　発表　40%
　授業参加　20%（コメントシート、振り返りシート）
　レポート　40%
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第８回　Attitudes toward language varieties
第９回　Social prejudice and low-status varieties
第10回　Discourse analysis
第11回　Prescriptivism and descriptivism
第12回　Language planning
第13回　Langauge ecology
第14回　Review and discussion
第15回　Presentations
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 209013J0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209013

授 業 名（Course Title） 英語英文学演習Ⅰ
Buddhism

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Robert　Kritzer
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『仏教』　Watanabe Shoko　
『MLA 英語論文作成ガイド』　　

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
ich is not only an important religion in Japan but also one of the major 
religions of the world. Most Japanese students have been exposed to various 
aspects of Buddhism in their daily lives, and many may come from families 
that consider themselves Buddhist. However, few students know about the 
original forms of Buddhism in India or the changes Buddhism underwent 
during its transmission from India to Japan via China and Korea. This course 
aims to help students understand the background of an important component 
of Japanese culture as well as to appreciate the religious messages of 
Buddhism.
Depending on students' schedules, one or two classes may be changed to 
field trips to Buddhist temples in Kyoto or Shiga
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will study both the history of Buddhism and its most important 
teachings. Topics covered may include: the life of the Buddha; an introduction 
to basic Buddhist doctrines （such as the teaching of the Four Noble 
Truths, karma, reincarnation, heavens and hells, meditation, and nirvana）; 
the Buddhist monastic order; Buddhist sectarianism; the development of 
Mahayana Buddhism; and Buddhism in Japan.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　I have chosen a book in Japanese so that students will be able to absorb 
unfamiliar and difficult material more easily. However, most classroom 
activities and all papers will be in English. Additional reading in English will 
be assigned and provided in the form of photocopies.
　Although I shall explain some of the material in class, students should 
not expect the classes to consist of lectures. Activities will include 
comprehension-checking, full-class discussions, group discussions, and in-
class writing. Students must be prepared to do all the assigned reading and 
to participate regularly in class.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students must do all assigned reading. They are responsible for looking up 
all unfamiliar vocabulary. They must also be ready for their presentation 
on the assigned day, and they must submit their zemi report on time.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　Classroom performance：60％
　Short papers：40％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction to course
第２回　Pre-Buddhist Indian religion
第３回　Life of the Buddha
第４回　Life of the Buddha: First half of "Little Buddha" video
第５回　Life of the Buddha: Second half of "Little Buddha" video
第６回　The First Sermon
第７回　Important Buddhist Ideas

第５回　卒業論文の取り組み方について
第６回　卒業論文について解説
第７回　卒業論文の書き方
第８回　卒業論文の具体例（過去の卒論から）
第９回　ピーターラビットについて
第10回　クマのプーさんについて
第11回　Blissにある作品から
第12回　日本の昔話から：「一寸法師」
第13回　日本の昔話から：「鶴の恩返し」
第14回　The Garden Party
第15回　近代英国小説の概観
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
前もって必ず、準備して授業に臨んで下さい。

講義コード（Course Code） 209013I0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209013

授 業 名（Course Title）
英語英文学演習Ⅰ
Sociolinguistics and Language 
Learning

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） York Weatherford
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Sociolinguistics: A Very Short 
Introduction』　John Edwards　Oxford 
University Press　2013

参考文献（References）

『An Introduction to Sociolinguistics, 
Seventh Edition 』　Ronald Wardhaugh 
and Janet M. Fuller　Wiley-Blackwell　
2014
『An Introduction to Sociolinguistics, 
Fourth Edi t ion』　Janet Holmes　
Routledge　2013

備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The purpose of this course is to introduce students to the major topics in 
sociolinguistics, the study of the relationship between language and society.  
Students will gain an understanding of the field of sociolinguistics and become 
familiar with sociolinguistic theory and methods. Students will also learn 
about field methods, data gathering, and analysis. In addition, students will 
learn how to apply sociolinguistic concepts to critical approaches to language 
teaching.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
The course will cover a wide variety of topics in the field of sociolinguistics, 
which may include: regional and social language variation; language and 
identity, power, ethnicity, gender, sexuality, and social contexts; language 
attitudes, language contact, and multilingualism.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
All assigned readings and classroom discussions will be in English. This is 
not a lecture course, and students are expected to play an active role in all 
classroom activities. Class activities will include discussions, presentations, 
and project work.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to do the assigned reading and prepare their answers 
to the discussion questions before each class.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
In-class participation: 40%
Presentations: 20%
Project work: 10%
Final paper:  30%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction to sociolinguistics
第２回　Sociolinguistic terminology
第３回　Historical changes
第４回　Modern studies and sociolinguistic fieldwork
第５回　Variation as a symbol of regional group identity
第６回　Variation as a symbol of social class
第７回　Borrowing and language change
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上の完成を目指す。
３．４回生のゼミ生による、３回生のゼミ生に対する、卒業論文/教材/ガ
イドブック作成の中間発表（interimreport）を課する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
１．ゼミ生各自の発表をもとにして、ディスカッションを行う。ゼミ生全
員が、問題点を発見し、報告者の発表を聞き、活発な議論と１カ月に１回
のプレゼンテーション等　３０％
２．上記の英語教材・ガイドブック等の個人/グループ製作、および論文を
もって、評価する。演習室でワードやパブリッシャー等利用で毎回のゼミ
でノルマを課す。２０％　
３．研修会やフィールドワーク、チャリティー・ボランティア・インター
ンシップ等の活動へのへの積極的な参加。１０％　
４．論文、教材、ガイドブック作成４０％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　言語と文化の相対性
第２回　英語教育の目的
第３回　英語教育の環境的要因
第４回　学習者の要因
第５回　教師の役割
第６回　言語習得
第７回　発音指導
第８回　文字と綴り字の指導
第９回　語彙指導
第10回　文法指導
第11回　英語指導の原理
第12回　教育研究と授業の準備
第13回　ガイドブック作成のコンセプト
第14回　教材作成の理論
第15回　世界遺産の種類と定義
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
土・日曜日や長期休暇期間中にフィールドワークも実施する。

講義コード（Course Code） 209014B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209014

授 業 名（Course Title） 英語英文学演習Ⅱ
Herman Melvilleの短編小説を読む

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 大川　淳
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『The Piazza Tales』　Herman Melville　
Northwestern University Press　1987

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
本コースでは19世紀中期に活躍した作家Herman Melvilleの短編を精読す
る。また１９世紀アメリカ文化や、また先行研究に触れることによって、幅
広い知識と批評的視点を身につけることを教育目標とする。
前期は毎回の予習範囲を最小限にとどめ、小範囲のテクストを一語一句意
味を味わいながら読むことを目指す。
これらの目標を超え、英語を正確に読む力を養い、また文学だけではなく、
世界にあふれている物事について、多角的に考える力を修得してもらいた
い。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. テクストを精読する。（Close Reading）
2. 批評的視点を習得する。
3. 批評理論など、文学批評における方法論について学ぶ。
4. 先行研究を含めたコンテクストについてのリサーチ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
本コースで行うテクストの精読とは、ただ単に文章の表面をなぞりながら
読むという行為ではなく、一つ一つの言葉が孕む意味を味わいながら、積
極的かつ批評的視点からテクストを読むという行為を意味する。
したがって、毎回の授業で指定された範囲をあらかじめ読んだ状態で授業
にのぞむことを最優先事項として受講生に求める。
授業は指定された範囲をグループごとにプレゼンテーション方式で行う。プ
レゼンテーションでは、英語（文法）レベルでのコメント、固有名詞など
のリサーチ、英語レベルでの理解できなかった文章の指摘、そしてストー

第８回　Development of the Buddhist Order
第９回　Rules for the Buddhist Order
第10回　Buddhist Languages and Councils
第11回　Discussion
第12回　Library Orientation
第13回　In-class material review
第14回　In-class writing
第15回　Writing returned, consultations on thesis topics, instructions for 

summer
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 209014A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209014

授 業 名（Course Title）

英語英文学演習Ⅱ
（小・中・高校）英語教材の作成やハ
ンドブック、（ホームステー・観光異
文化・伝統・伝説・民話紹介等）ガ
イドブック・論文作成

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 橘堂　弘文
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『英語教育のフロンティア』　青木昭六編
著橘堂　保育出版　

参考文献（References）

『ロングマン応用言語学事典』　南雲堂　
『英語教材作成マニュアル』　田中正道著　
開隆堂　
『英語教育用語辞典』　大修館　
DICT IONARY OF LANGUAGE 
TEACHING & APPLIED LINGUISTICS 
（LONGMAN）
英語教育用語辞典（大修館）最新刊
Presentations to Go（CENGAGE 
learning）

備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
企業就職希望者や（小）中・高の英語教員志望者の卒業論文（個人）作成や

（小・中・高校）英語教材の作成やハンドブック、（ホームステー・観光異文
化・伝統・伝説・民話、日本と外国の世界遺産の紹介等の）ガイドブック、
教育関連の論文の作成をめざす。3回生の間に1/2以上の卒業論文や英語の
教材・ガイドブック等の作成（個人/グループ）完了が目標となる。フィー
ルドワークの調査や文献研究のまとめを実施し、1か月に1回は、ハンドア
ウトのレジュメを作成し、そのプレゼンテーションを課す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
英語教材の作成とそのマニュアルの作成、および卒業論文の作成をもって、
卒業研究とする。
　特に、教材作成は、個人または３～４人のグループで、英語教材（総合
学習〈国際理解〉用教材、オーラル・コミュニケーション用英語教材、児
童英語教育用教材、リーディング用英語教材、インターネット利用の英語
教材等）を作成する活動に取り組みたい。
　特に、教材作成は、３回生から４回生に及ぶ長期にわたる活動で、議論
し、役割分担し、まとめ上げ、製作していく、根気と努力が必要となる。
　英語教育に関連する研究会等への積極的な参加も期待したい。希望者に
は、企業や公立学校（中学・高校）と私立学校・私塾等の（教員）採用試
験対策も実施する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
昨年は、先輩達や社会人、他学科の学生達との宿泊研修会「第８回　教育
を考える橘の会」（６月：希望者の参加）を実施し、教育問題、ワーキング
ホリデー参加、フランス留学を終えての感想、社会問題、社会人としての
生き方等、多岐にわたり話し合う機会が持てた。
　教育関連の学校等に勤務する先輩や教員たちとの研修会「教育を考える
橘の会」参加や交流会、英語授業研究学会等への参加の機会を作りたい。
　（英語）教材作成に関連する話題や問題を、調査したり、議論したり、小
論文にまとめたり、プレゼンテーションし発表する活動が中心になる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．卒業論文/英語教材、ガイドブック等の作成に関する課題や問題を調査
したり文献研究し、議論し、レジュメにまとめハンドアウトを作成し発表
する。
２．卒業論文/英語教材、ガイドブック等の作成と学年終了時には、1/2以
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２．学習方法
　　　作品の下読み。二次資料の網羅と調査。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
ハリーとビートルズ伝記の読解を試みる。
映像でイギリスを旅したい。
情報・データはオンライン収集。
プレゼンもまたオンライン。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評点は100。その内訳は、期末試験が60点。小テスト20点。出席およびク
ラスでの発表に20点。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ビートルズと共にリバプールへの仮想ツアー。I
第２回　ビートルズと共にリバプールへの仮想ツアー。II
第３回　ハリーは蒸気機関車に引かれてぼグワーツへ異動。鉄道とエン

タメ、歴史探索。
第４回　ハリーの懐古的世界を探ろう。19世紀へタイムスリップ。
第５回　世界初の旅行社。トマス・クックの偉業。
第６回　サーカス的世界を探ろう。中心に円形舞台、周辺に闇、そそり

立つ光の筒。明と暗の対比。
第７回　ザ・ビートルズが歌うサーカスの唄。
第８回　ハリーが吸い込まれた壁を潜ろう。
第９回　ザ・ビートルズの歌詞を中心に置いて、研究とは何かという

テーマに取り組む。資料の収集とその整理、それらの効率的な利用
法がテーマとなる。

第10回　ハリー・ポッター第一巻に現れる現実と異界との境界ゾーンが
どのように描かれているおのかを考えたい。

第11回　ザ・ビートルズの歌詞を中心に置いて、研究とは何かという
テーマに取り組む。資料の収集とその整理、それらの効率的な利用
法がテーマとなる。

第12回　ハリー・ポッターに登場する存在の特徴を調べよう。先行研究
の調査を基に研究するための読みにチャレンジしよう。研究とは何
かというテーマに取り組む。資料の収集とその整理、それらの効率
的な利用法がテーマとなる。

第13回　一次資料と二次資料を網羅した論文形式のレポートに挑戦して
もらいたい。

第14回　プレゼンテーションを基に、期末レポート作成準備。
第15回　プレゼンテーションを基に、期末レポート作成準備。
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
オンライン状態を保持する。
空間の制約を打ち破る試みを行う。
研究の基本を体得する。
英語力を培うという根本命題を忘れるべから

講義コード（Course Code） 209014D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209014

授 業 名（Course Title） 英語英文学演習Ⅱ
コミュニケーション研究

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小山　哲春
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『コミュニケーション研究法』　末田清子
他　ナカニシヤ出版. 　2011

参考文献（References）

『コミュニケーション学：その展望と視点』　
末田清子・福田浩子　松柏社　 2011
『コミュニケーションスタディーズ入門』　
鈴木謙他　大修館書店　2011
『ことばの社会心理学』　岡本真一郎　ナ
カニシヤ出版　2010
『もし「右」や「左」がなかったら』　井
上京子　大修館書店　1998

備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　本ゼミは、我々が毎日当たり前のように行っているコミュニケーション活
動を観察、分析するための様々な理論や方法を学び、人間のコミュニケー
ション過程をより深く理解し、説明できるようになることを目標とする。
　上記の目標を達成するため、「コミュニケーション」を科学的、人類学的、
あるいは哲学的に分析する様々な方法論を学び、自身が関心を持つコミュ

リーの内容に関するコメントを求める。
プレゼンテーションを行うグループは必ず人数分のハンドアウトを用意す
ること。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
全員が指定された範囲のテクストを精読した上で、授業に出席すること。

プレゼンテーションの発表者は、固有名詞などを資料で調査すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
平常点　　３０％　  出席点、授業態度、ゼミへの貢献度。
課題　　　４０％　  Presentation、予習
レポート　３０％　　Final Paper Project
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Introduction
第２回　“Bartleby, the Scrivener” Presentation1とComments
第３回　“Bartleby, the Scrivener” Presentation2とComments
第４回　“Bartleby, the Scrivener” Presentation3とComments
第５回　“Bartleby, the Scrivener” Presentation4とComments
第６回　“Bartleby, the Scrivener” Presentation5とComments
第７回　“Bartleby, the Scrivener” Presentation6とComments
第８回　“Bartleby, the Scrivener” Presentation7とComments
第９回　“Bartleby, the Scrivener” Presentation8とComments
第10回　“Bartleby, the Scrivener” Presentation9とComments
第11回　“Bartleby, the Scrivener” Presentation10とComments
第12回　“Bartleby, the Scrivener” Presentation11とComments
第13回　“Bartleby, the Scrivener” Presentation12とComments
第14回　“The Piazza”  Review とFinal Paperの準備
第15回　“The Piazza”  Review とFinal Paperの準備
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 209014C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209014

授 業 名（Course Title）
英語英文学演習Ⅱ
イギリス、エンタメ（Entertainment）
のふるさとを読み解く：ビートルズ
とハリー・ポッター

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小林　順
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『ビートルズ（上）』　ハンター・デイビス　
河出書房新社　2010
『Harry Potter and the Sorcerer's Stone』　
J.K. Rolling　Scholastic Paperbacks　
2014

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
第一に、科目教育目標の大前提として、英語圏文学・文化の理解という目標
を掲げたい。そのために、教育目標の第二でもある、ザ・ビートルズの伝
記を読解することによって、20世紀中期における英国エンタメの有様を知
ることができる。続いて、ハリー・ポッター第一巻を読み、人間界と異界
の境界線に立つという娯楽の真髄を目の当たりできる。第二に、ビートル
ズであれハリーであっても、特定の地域に深く関わっている。リバプール
でありボグワーツである。エンタメには特定の街であり地域が必須である。
イギリスにはそのような場所が点在している。そして、そのような場に人
が集い非日常的な世界を創出している。シェクスピアのストラットフォー
ドアポンエイボン、シャーロック・ホームズのロンドン、等々。そのよう
な場を提供するチャンピオンとしてビートルズとハリー・ポッターをとり
あげたい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
書物の詳細な 「読み」 に加えて以下のテーマを取り上げる。リバプールの歴
史にこそザ・ビートルズの奇跡の淵源であることを探り、そして異界ボズ
ワーツ探検したい。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業方法
　　　作品の演習と講義。
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講義コード（Course Code） 209014E0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209014

授 業 名（Course Title）
英語英文学演習Ⅱ
ヨーロッパ映画から日本映画そして
世界へ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 須川　いずみ
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリント
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
本コースは、今まで見てきた映画を、映像をメディアとした一つの芸術様
式として読み直す場を提供する。その導入のために映像芸術を文学の一つ
の解釈として扱うとことから始める。まず、小説の読解をした上で映画観
賞をし、映像芸術の読み方を学び、やがて作品分析方法をいくつか習得す
る。次にそこに描かれている人間、文化、世界観について考える。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．映像芸術の基本的知識の把握
２．個別作品の深い理解
３．映画を読む
４．作品及び映画作家の研究方法の習得
５．論文作成のための作品選択と資料収集
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業方法
　（1） 個々の作品及びスクリプトの精読
　（2） 映画観賞（前もってクラスで観る場合と課題の場合がある。）
　（3） 個人発表
　（4） ディスカッション
２．学習方法
　（1） 授業で扱う作品は前もって配布するので、予め読んでおく。
　質問に答えられるようにしておくこと。必ず作品について意見を求める
のでその準備が必要である。
　（2） 指定された映画は観なければならない。
　（3） 個々の作品についてレポートを提出する。
　（4） 発表の時間がある。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
観た映画に関して、しっかりと自分の意見が言えるように準備してこなけ
ればならない。レポートの提出を求める。グループディスカションと発表
の時間がある。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、提出レポート60％
　　　　クラス・レスポンス40％
　　　　試験はしないので、積極的授業への取り組みが不可欠である。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　卒業論文テーマの発表
第２回　ヴィスコンティの『ベニスに死す』を考える
第３回　ヴィスコンティの『家族の肖像』を考える
第４回　ヴィスコンティの映像芸術
第５回　小津安二郎の『東京物語』
第６回　『東京物語』と家族のかたち
第７回　小津安二郎のヨーロッパ映画への影響力
第８回　黒澤明の『乱』を考える
第９回　『乱』の映像メッセージ
第10回　黒澤明『蜘蛛の巣城』を考える
第11回　クロサワとシェイクスピア
第12回　論文テーマとアウトライン作成指導
第13回　2ゼミ4年次生の発表とディスカッション
第14回　ゼミ個人発表
第15回　総括とその他
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
卒業論文を成功させるには、いち早く自分に合ったテーマを決めることな
ので、多くの映画作品を提供するつもりである。また、課外活動も活発に
参加してもらいたい。

ニケーション現象を実際に観察、分析する。
　演習を通じて、社会現象の観察眼、ことばへの繊細な感覚、異文化に対
する偏見のない視点、コミュニケーションコンピテンスなどを涵養する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
<1> 理論習得（コミュニケーションの基礎理論を概観する。）
<2> 方法論習得（コミュニケーションを観察（データ収集）、分析するた　
めの具体的方法論を習得する）：

 　- 行動観察法（記録および記述）
 　- 質問紙調査（アンケート）法
 　- フィールドワーク（参与者観察）法
 　- 実験デザイン

<3> 分析演習（上記で学習した分析方法論を用いて実際にコミュニケーショ
ン現象を分析し、これを発表する。）
<4> 論文作成法習得（演習を通じて卒業研究のテーマを模索し、これを研
究論文へと発展させる方法（文献研究、デンター収集、分析、説明）につ
いて学習する。「コミュニケーション概論」「対人コミュニケーション」「異
文化間コミュニケーション／Global English Lecture IC」「言語・文化・コ
ミュニケーション」といった関連科目で扱われたトピックの中から、自分
の関心に従って具体的なコミュニケーション現象を卒論のテーマとして選
定し、
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業：　本ゼミは、学生の発表およびディスカッションを中心とする演習
形式で行われ、適宜、教員による講義およびフィードバックが提供される。
発表：　研究方法論（前期）およびコミュニケーションに関する学術論文

（後期）についての発表、および、自らが選んだトピック（コミュニケー
ション現象）を実際に分析した結果を口頭発表する。
卒業研究Proposal作成：　前期の間に複数のトピックを選んで簡単な分析
演習を行い、後期にかけてこれを絞り込んで卒業研究のテーマを決定する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）

（1）指定されたテキスト（reading assignment）を事前に読む
（2）他の学生の発表に対して積極的にコメント、質問、批判的議論を提示
し、ディスカッションに参加する準備を行う。

（3）授業での学びを「卒業研究計画 （Proposal）」へ落とし込むため、適宜
Proposalの執筆と相談を行う。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
発表1（方法論・理論のサマリー発表）25%
発表２（実践演習：ミニ研究発表）25%
ディスカッションへの貢献度 20%
卒業研究 Proposal 30%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　研究計画と論文執筆概論
第２回　学術論文購読演習1：言語とコミュニケーション
第３回　学術論文購読演習２：非言語コミュニケーション
第４回　学術論文購読演習３：対人コミュニケーション
第５回　学術論文購読演習４：異文化間コミュニケーション
第６回　学術論文購読演習５：説得のコミュニケーション
第７回　学術論文購読演習６：社会認知とコミュニケーション
第８回　研究方法論1：Proposal作成の基礎
第９回　研究方法論2：基礎統計学と記述法
第10回　分析演習1：グループ発表とディスカッション（第１日：研究

グループ１、２）
第11回　分析演習2：グループ発表とディスカッション（第２日：研究

グループ３、４）
第12回　分析演習3：グループ発表とディスカッション（第３日：研究

グループ５）
第13回　卒業研究 Proposal 発表 Day 1（学籍番号順　前半）
第14回　卒業研究 Proposal 発表 Day 2（学籍番号順　後半）
第15回　Course Reviewと卒業論文執筆要領
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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第８回　Student Presentation 5 & Discussion（統語論関連トピック）
プレゼンテーションとディスカッション　
関連トピックについての補足説明（問題設定の仕方、リサーチ
クエスチョンのたて方について）

第９回　Student Presentation 6 & Discussion（形態論・統語論インター
フェース関連トピック）
プレゼンテーションとディスカッション　
関連トピックについての補足説明（トピックの背景知識につい
て）

第10回　Student Presentation 7 & Discussion（形態論・統語論インター
フェース関連トピック）
プレゼンテーションとディスカッション　
関連トピックについての補足説明（問題設定の仕方、リサーチ
クエスチョンのたて方について）

第11回　From a Handout to a Thesis 1
発表ハンドアウトから論文へ（ハンドアウトの構成・フォー
マットについて）
論文の章立て、セクション立てについて学ぶ

第12回　From a Handout to a Thesis 2
発表ハンドアウトから論文へ（ハンドアウトの本文・参考文献
の書き方）
論文の体裁について学ぶ

第13回　Thesis Proposal and Outline
プロポーザルとアウトライン作成

第14回　Review: Methodology in Theoretical Linguistics
研究方法論についての復習

第15回　How to Write a Thesis: Dos and Don'ts
卒論執筆に向けて

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 209014G0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209014

授 業 名（Course Title） 英語英文学演習Ⅱ
英語生涯学習論

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 東郷　多津
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『企業が求める英語力』　小池生男、高田智
子、松井順子、寺内一　朝日出版社　2010

参考文献（References）

『大学英語教育学-その方向性と諸分野』
森住衛他編　英語教育学体系 第1巻　大
修館書店　2010
『「教える」から「学ぶ」への教育改革：
学習投資への道 -学習開発シリーズ』学
習開発研究所　Kindle 2014
その他トピックに応じて適宜指示します。

備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
インターネットの普及、映画やテレビ番組のグローバル化によって、英語
を聞いたり話したりする機会は飛躍的に多くなっています。また、接客業、
小売業、観光業などでも英語力は必須になってきました。このように、英語
によるコミュニケーション能力は特定の人に求められるものではなく、あ
らゆる人に求められています。
本コースでは、生涯学習社会を見据えて、自分に合った英語の学びを選択
できるよう、人間が学ぶこと、また学び方など、学びのしくみについて考
えていくこととします。そのため、自ら英語を勉強するために提供されて
いる様々なプログラムおよび、オンラインサイトやスマホなどで提供され
ているソフトやアプリを、実践的に検証します。
また、演習を通じて、学びのしくみについて理解し、説明できるようにな
ること、その結果として、目的に合った英語カリキュラムを提案できるよ
うになることを目指します。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. 学びについて幅広い知識を身につける。
2. キャリアに求められる英語力に関する情報を収集する。
3. 学びに役立つ検定とその向上プログラムを実践検証する。
4. 発表した内容をもとに、レポートとしてまとめる方法を学ぶ。
5. 論文作成のための資料収集と論文作成の方法について学ぶ。

講義コード（Course Code） 209014F0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209014

授 業 名（Course Title） 英語英文学演習Ⅱ
言語理論研究

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 杉村　美奈
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 扱うトピックに応じてリーディングは適
宜用意する。

参考文献（References） 興味のあるトピックに応じて、参考文献
は適宜指示していく。

備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
我々が普段何気なく使っている言語について深く考察し、言語の仕組みと
理論について学ぶことにより、最終的には言語の分析の仕方を学ぶことを
目標とする。
言語学概論で得た知識を前提にコースを進めていくが、概論でカバーした
Phonetics（音声学）、Phonology（音韻論）、Morphology（形態論）、Syntax

（統語論）、Semantics/Pragmatics（意味論／語用論）の中から、Morphology
とSyntaxに焦点を絞り、語形成と文構築に関する様々な言語現象を扱って
いく。
主に英語と日本語を対象言語として扱うが、トピックに応じて他言語も積
極的に扱っていく。言語間に潜む意外な共通性や差異を発見することを通
して、言語学の観点から「言語」の面白さをじっくり味わってもらいたい。
なお、卒業論文のアウトライン及び計画書（thesis outline/research proposal）
を提出することと、論文のテーマに関する口頭発表が課せられる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.言語データの収集と観察の仕方（observation）について学ぶ。
2.観察した言語データから一般化（generalizaiton）を導く。
3.得られた一般化がどう説明されるのか（data analysis）を考える。
4.その説明が何を意味するのか（consequences）を考える。
5.文献収集と論文作成について方法論を学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業スタイルはディスカッションを中心とした演習形式とする。理論の補
足的な説明などは適宜パワーポイントを用いて行うが、基本的には毎回異
なる言語データを一緒に観察し、議論していく。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
言語学概論で得た知識が前提となるため、授業で扱ったスライドや参考文
献として指定した入門書を各自読んでおくこと。課されたリーディングは
必ず授業までに読んでくること。
リーディング及び授業に関して分からないことはすぐに担当教員に質問す
ることを常に心がけてほしい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Presentation 40%
Short Paper （Thesis Proposal） 60%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Thesis Topic & Discussion
研究テーマ及び関連文献についてディスカッション

第２回　How to Make a Presentation Handout 1
発表ハンドアウトの構成（セクション立ての演習）

第３回　How to Make a Presentation Handout 2
発表ハンドアウトの構成（参考文献リスト、その他のフォー
マット）

第４回　Student Presentation 1 & Discussion
プレゼンテーションとディスカッション
関連トピックについての補足説明

第５回　Student Presentation 2 & Discussion
プレゼンテーションとディスカッション（形態論関連トピック）
関連トピックについての補足説明（トピックの背景知識につい
て）

第６回　Student Presentation 3 & Discussion
プレゼンテーションとディスカッション（形態論関連トピック）
関連トピックについての補足説明（問題設定の仕方、リサーチ
クエスチョンのたて方について）

第７回　Student Presentation 4 & Discussion
プレゼンテーションとディスカッション（統語論関連トピック）
関連トピックについての補足説明（トピックの背景知識につい
て）
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講義コード（Course Code） 209014H0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209014

授 業 名（Course Title） 英語英文学演習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉野　啓子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Katherine Mansfield Selected Stories』　
Katherine Mansfield　Penguin Books　
『キャサリンマンスフィールドの醍醐味』　
吉野啓子　朝日出版　

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
How to　reseachを念頭に、児童文学や英国小説を読み進める。作品に現れ
る子供や女性の世界、そして人間関係に含まれる様々な問題をはじめ、女
性独自の繊細な心理や描写に対する理解を深める。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
文学作品の理解と学術論文の書き方など。卒業論文のresearch 方法は勿論
のこと、作品の登場人物の分析、作者の技巧など様々な観点から作品を理
解する方法を探る。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
作品の理解を中心に、参考文献との係り方などの習得。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
作品については勿論のこと、参考文献なども辞書を使って準備すること。方
法については、授業で詳しく説明する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度　40％、リポートなど提出物　20％、予習　20％、卒論1章　
20％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　個人発表（グループ１）
第２回　個人発表（グループ２）
第３回　個人発表（グループ３）
第４回　若草物語（前半）について
第５回　若草物語（後半）について
第６回　赤毛のアン（前半）について
第７回　赤毛のアン（後半）について
第８回　The Dave's Nest にある作品から
第９回　The Dave's Nest にある作品から
第10回　Blissにある作品から
第11回　Blissにある作品から
第12回　Something Childishにある作品から
第13回　Outline　について
第14回　Outlineと卒論について
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
後半は卒論の為にとても重要な授業です。しっかりと、臨んで下さい。

３．教育・学習の方法（Course Methods）
1. 授業方法
本コースでは、「科目の教育目標」に照らし、授業は協同学習形式で進める
こととします。そのため、毎時必ず質疑応答など発言に、積極的に参加す
ることが求められます。必要に応じて、適宜、教員による講義やフィード
バックを行います。
2. 学習方法
前期は、生涯教育の観点から、様々な学びに関する知識を習得するととも
に、発表と英語検定、および、その向上プログラムやソフトを、お互いに紹
介しながら、自分の目的に合う英語学習プログラムを構築します。同時に、
論文作成に必要な知識を獲得します。後期は、社会で求められる英語力に
関する情報を収集するとともに、前期に紹介した検定、およびその向上プ
ログラムやソフトを使いながら、目的別英語カリキュラムを構築します。
前・後期ともに、授業終了時に振り返りシートに記入するとともに、発表
に関して、各自コメントシートを記入し、発表者へフィードバックするこ
ととします。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・入手可能な英語プログラムやソフトを探し、試行する。
・授業中のディスカッションに参加できるよう、テキストや参考文献を読
み、質問、コメントを予め想定する。
・授業後、翌週までに振り返りシートを完成させる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
50時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
成績は以下をもとに、総合的に評価します。
　発表　30%
　授業参加　30%（コメントシート、振り返りシート）
　レポート　40%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　第1章：総論　ビジネスパーソンに役立つ欧州・アジア・日本

の英語教育（欧州）
第３回　第1章：総論　ビジネスパーソンに役立つ欧州・アジア・日本

の英語教育（アジア）
第４回　第1章：総論　ビジネスパーソンに役立つ欧州・アジア・日本

の英語教育（日本）
第５回　第5章：国際ビジネスに必要なスキル
第６回　第7章：ビジネスパーソンが要望する日本の英語教育
第７回　社会で求められる英語力1（通訳・翻訳）

※講師招聘
第８回　社会で求められる英語力2（海外営業）

※講師招聘
第９回　社会で求められる英語力3（海外事務・財務）

※講師招聘
第10回　社会で求められる英語力4（航空業界・サービス業）

※講師招聘
第11回　社会で求められる英語力5（ジャーナリズム）

※講師招聘
第12回　第8章：総括と提言
第13回　実証的研究のまとめ方について
第14回　卒業研究概要に関する発表とディスカッション
第15回　総括と卒業論文について
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
講師の都合により、受講生と相談のうえ、授業の日程を土曜日等に変更場
合があります。
遅刻は授業の進行の妨げとなるため、10分以上の遅刻は欠席とします。
授業中は積極的な参加が求められます。全員に意見を求めますので、必ず
指定された予習や課題を行って授業に臨んでください。
また、実習や就活等でやむを得ず欠席する場合は、欠席した箇所のテキス
トを読んで、レポートにまとめて提出してください。
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講義コード（Course Code） 209014J0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209014

授 業 名（Course Title） 英語英文学演習Ⅱ
Buddhism

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） Robert　Kritzer
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 『仏教』　Watanabe Shoko　
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The purpose of this course is to familiarize students with Buddhism， which 
is not only an important religion in Japan but also one of the major religions 
of the world. Most Japanese students have been exposed to various aspects of 
Buddhism in their daily lives, and many may come from families that consider 
themselves Buddhist. However, few students know about the original 
forms of Buddhism in India or the changes Buddhism underwent during its 
transmission from India to Japan via China and Korea. This course aims 
to help students understand the background of an important component of 
Japanese culture as well as to appreciate the religious messages of Buddhism.
Depending on students' schedules, one or two classes may be changed to 
field trips to Buddhist temples in Kyoto or Shiga
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
Students will study both the history of Buddhism and its most important 
teachings. Topics covered may include: the life of the Buddha; an introduction 
to basic Buddhist doctrines （such as the teaching of the Four Noble 
Truths, karma, reincarnation, heavens and hells, meditation, and nirvana）; 
the Buddhist monastic order; Buddhist sectarianism; the development of 
Mahayana Buddhism; and Buddhism in Japan.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
I have chosen a book in Japanese so that students will be able to absorb 
unfamiliar and difficult material more easily. However, most classroom 
activities and all papers will be in English. Additional reading in English will 
be assigned and provided in the form of photocopies.
　Although I shall explain some of the material in class, students should 
not expect the classes to consist of lectures. Activities will include 
comprehension-checking, full-class discussions, group discussions, and in-
class writing. Students must be prepared to do all the assigned reading and 
to participate regularly in class.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students must do all assigned reading. They are responsible for looking up 
all unfamiliar vocabulary. They must also be ready for their presentation 
on the assigned day, and they must submit their zemi report on time.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
Classroom performance：40％
Presentation and zemi paper：60％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Consultation on thesis topics and progress
第２回　Schisms and abhidharma
第３回　Origins of Mahayana
第４回　Mahayana and Lotus Sutra
第５回　First half of Kukai video
第６回　Second half of Kukai video
第７回　Shingo
第８回　Pure Land
第９回　References and citation workshop
第10回　Progress Conferences for first two pages of seminar paper
第11回　Progress Conferences for next two pages of seminar paper
第12回　Practice for Presentations
第13回　Student Presentations: first half of the students
第14回　Student Presentations: second half of the students
第15回　Seminar paper due
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 209014I0E
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-209014

授 業 名（Course Title）
英語英文学演習Ⅱ
Sociolinguistics and Language 
Learning

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） York Weatherford
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『Sociolinguistics: A Very Short 
Introduction』　John Edwards　Oxford 
University Press　2013

参考文献（References）

『An Introduction to Sociolinguistics, 
Seventh Edition 』　Ronald Wardhaugh 
and Janet M. Fuller　Wiley-Blackwell　
2014
『An Introduction to Sociolinguistics, 
Fourth Edi t ion』　Janet Holmes　
Routledge　2013

備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
The purpose of this course is to introduce students to the major topics in 
sociolinguistics, the study of the relationship between language and society.  
Students will gain an understanding of the field of sociolinguistics and become 
familiar with sociolinguistic theory and methods. Students will also learn 
about field methods, data gathering, and analysis. In addition, students will 
learn how to apply sociolinguistic concepts to critical approaches to language 
teaching.
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
The course will cover a wide variety of topics in the field of sociolinguistics, 
which may include: regional and social language variation; language and 
identity, power, ethnicity, gender, sexuality, and social contexts; language 
attitudes, language contact, and multilingualism.
３．教育・学習の方法（Course Methods）
All assigned readings and classroom discussions will be in English. This is 
not a lecture course, and students are expected to play an active role in all 
classroom activities. Class activities will include discussions, presentations, 
and project work.
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
Students are expected to do the assigned reading and prepare their answers 
to the discussion questions before each class.
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
In-class participation: 40%
Presentations: 20%
Project work: 10%
Final paper:  30%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　Review of sociolinguistics
第２回　Dominant and minority languages
第３回　Linguistic imperialism
第４回　English as an international language
第５回　Language loyalty
第６回　Language decline
第７回　Language maintenance and revival
第８回　Bilingualism and multilingualism
第９回　Cognitive effects of bilingualism
第10回　Pidgins and creoles
第11回　Invented languages
第12回　Langauge and religion
第13回　Langauge and gender
第14回　Presentations
第15回　Presentations

Final Paper Due
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 224017N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-224017

授 業 名（Course Title） 情報システム論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉田　智子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『インターネットの基礎～情報革命を支え
るインフラストラクチャー～』　村井純　
角川学芸出版　2014

参考文献（References）

『改訂新版 インターネット講座』　吉田智
子 他著　北大路書房　2014年
『基礎から学ぶ情報処理』　榎原博之 他著　
培風館　2009年
『オープンソースの逆襲』　吉田智子 著　
出版文化社　2007年

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　現代社会のいたる所に、情報ネットワークが存在している。企業の情報
ネットワーク化によって、さまざまな新しい取引形態も出現している。こ
の新しい情報ネットワークは、マスメディアとは異なる双方向的な情報の
送受信を実現している。この科目では、高度情報ネットワーク社会におけ
る人文・社会科学的な情報概念と自然科学的な情報概念との両面から、こ
の社会に対する理解を深める。つまり、情報処理技術の背景や社会現象に
注目して、社会の中でコンピュータや情報ネットワークがどのような役割
を演じているかについて、幅広く理解することを目標とする。情報処理技
術の可能性や限界を認識することもできるであろう。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・インターネットの理念（技術の誕生と成長）
・コンピュータ・ネットワークのしくみと発展 
・インターネットという情報システムの運用技術
・IoT（Internet of Things）「もの」のインターネット
・コンピューティングの変遷と将来 　
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　講義方式で授業を行う。教科書としての「インターネットの基礎～情報革
命を支えるインフラストラクチャー～」の内容を基本とするが、必要に応
じて、参考文献として列挙している次の３冊の本（「改訂新版 インターネッ
ト講座」、「基礎から学ぶ情報処理」、「オープンソースの逆襲」）の関係ペー
ジもあわせて読むことを希望する。（指定図書として図書館に置いている。）
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　毎回の授業の講義対象となるテキストのページを事前に伝えるので、そ
の部分を熟読し、質問内容を考えた上で、授業に参加することを望む。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（30%）、課題・テスト（70%）の総合点で評価する。　
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス、インターネットの理念
第２回　インターネット技術の誕生と成長（1）学術ネットワークとし

てのスタート
第３回　インターネット技術の誕生と成長（2）日本のインターネット

の黎明期
第４回　インターネット技術の誕生と成長（3）商用インターネットの

始まりと発展
第５回　インターネットの仕組み（1）どうやってデータを届けるのか
第６回　インターネットの仕組み（2）プロバイダーの役割
第７回　インターネットの仕組み（3）ファイアウォール、VPN、DNS、

VLANなどの技術
第８回　インターネットの仕組み（4）本学の学内ネットワークシステ

ムの理解を深める
第９回　インターネットの発展（1）クライアントとサーバーの新しい

関係
第10回　インターネットの発展（2）プラットフォームとしてのウェブ
第11回　インターネットの発展（3）IoT（Internet of Things）「もの」

のインターネット
第12回　コンピューティングの変遷（1）スティーブ・ジョブスの生涯

から学ぶ情報技術史
第13回　コンピューティングの変遷（2）情報技術史におけるジョブス

の役割

講義コード（Course Code） 223023N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-223023, 2000-223018

授 業 名（Course Title） 日本語コミュニケーションⅢ
国語力を磨く―漢字と書写を中心に

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 堀　勝博
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 『ことばの常識問題 1849』　日栄社　

参考文献（References）

『日本語検定公式２級過去・練習問題集』　
東京書籍　
『日本語検定公式３級過去・練習問題集』　
東京書籍　
『漢字検定過去問題集２級』　漢字能力検
定協会　
『問題な日本語』　北原保雄編　大修館書
店　

備 考（Note） 必修 文章表現を含む

１．科目の教育目標（Course Description）
現代日本人は、歌を忘れたカナリヤのように、対人コミュニケーションが苦
手である。ケータイやパソコンは駆使できても、挨拶ができない、敬語は
使えない、手紙も書けない、漢字もあやふや、マナーを知らない……。こ
んなことでよいのだろうか。この科目の最大の目的は、「徳と知」を兼備し
た大人にふさわしい高いコミュニケーション能力を養うことである。とく
に、この「Ⅲ」の授業では、日本語検定３級、漢字検定２級程度の国語力
習得を目ざすとともに、就職活動や社会に出た時にきっと役立つであろう、
さまざまな文書の書き方、美しい文字を書くためのペン習字など、具体的、
実践的なトレーニングを行い、国語力にいっそうの磨きをかける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．コミュニケーションやマナーに関するさまざまな考え方や知識につい
て学ぶ。
２．二度にわたるレポート作成により、文章表現力を錬磨する。
３．漢字検定２級程度の漢字能力を養成する。 
４．日本語検定準２級程度の日本語能力を養成する。 
５．手紙、履歴書、ビジネス文書など、さまざまなスタイルの文章表現を
演習する。 
６．敬語を使えるようにする。 
７．ペン習字などさまざまな書写課題にとりくみ、字を書くことの楽しさ
を味わう。
８．ゲスト･スピーカーを招き、キャリアに特化した内容の授業も行う。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキストにより、毎回範囲を決めて、漢字小テストを実施する。その他、日
本語検定準２級程度の演習問題、視聴解問題、書写練習等、さまざまな学
習課題に取り組む。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．課題テストの出題範囲を学習しておくこと 
２．事前に指示されたレポートや文章作成課題に取り組むこと
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業に取り組む意欲・態度の評価点４０％、レポート点３０％、小テスト
の評点１０％、最終試験２０％で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　導入授業　―コミュニケーションとは何か
第２回　文字を書く
第３回　漢字検定、日本語検定など
第４回　就職活動に必要なコミュニケーション力
第５回　文章表現力をつける
第６回　語彙力をつける
第７回　レポート・論文の書き方再説
第８回　添え状の書き方
第９回　履歴書を書く
第10回　手紙を書く
第11回　ビジネス文書を書く
第12回　メールのマナー
第13回　ビジネスマナーを身につける
第14回　方言と標準語
第15回　最終試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
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７．留意事項（Other Information）
ゲスト講師による授業を行うこともある。
また、授業で学外フィールドワークへ出かけることもある。

講義コード（Course Code） 225059N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225059

授 業 名（Course Title） 日本伝統文化論
雅楽はどこからきたのか

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 鳥居本　幸代
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『雅楽－時空を超えた遙かな調べ－』　鳥
居本幸代　春秋社　2008年

参考文献（References）

『日本の古典芸能第２巻 『雅楽・王朝の宮
廷芸能』　芸能史研究会編　平凡社　1970
年
『雅楽のデザイン・王朝装束の美意識』　多
忠麿編　小学館　1990年
『日本音楽叢書１ 『雅楽』 』　木戸敏郎編　
音楽友之社　1990年
『雅楽・重要無形文化財』　下中記念財団
編　平凡社　1990年
『雅楽入門』　増本伎共子　音楽友之社　
2000年

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　雅楽は伝統芸能のなかで最も長い歴史を有しているが、日本古来のもの
ではない。６世紀中葉、仏教伝来とともに中国、朝鮮、ベトナムなどから
伝来した外来の音楽と舞である。大宝律令に雅楽寮を置いて育成保護に務
め、平安時代には宮廷行事に不可欠な存在となり、貴族の教養科目の１つ
に数えられるほど愛好された。千年の時を隔てて継承された雅楽を通して、
伝統文化の一端を探る。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　１．雅楽の歴史 
　２．雅楽をとりまく環境 
　３．雅楽と舞楽 
　４．雅楽と装束 
　５．平安朝文学作品と雅楽
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式で授業を進めるが、ビデオなどを活用してテキストの内容を補足
する。さらに、雅楽器を手にとって演奏の体験をし、舞楽の観賞も実施す
る。 　
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
第１回の授業以降、次回の授業内容に相応するテキストの箇所を指定し、読
んでおくこと。その結果確認のため、講義の終わりに小テストを行う。
第２回　P3～13
第３回　P15～27
第４回　P5～12
第５回　P28～45　　　　 
第６回　P46～65　
第７回　P66～73 　 
第８回　P75～94 
第９回　P218～250　　
第10回　P95～122 
第11回　P123～146、P172～182
第12回　P46～50、P183～196　
第13回　P147～163
第14回　P251～268
第15回　P36～39、P200～201
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は授業参加度（30％）、小テスト（20％）、確認テスト（50％）に基づ
いて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　序論　日本音楽の流れ
第２回　雅楽の定義
第３回　三韓楽と伎楽の伝来
第４回　雅楽器の演奏体験
第５回　外国音楽の消化
第６回　正倉院宝物の雅楽器を見る

第14回　コンピューティングとインターネットの発展から「情報システ
ム」の将来を考察する

第15回　まとめ（復習テストと解説）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
本授業は、平成29年度以降の「人間文化学科」入学者の専門科目には含ま
れていないため、平成29年度を最終年度としての実施が予定されている。

「情報処理士」の資格取得のためにこの科目の履修を予定している学生は、
その点で注意が必要である。
外部講師を招いて特別授業を実施することがある。

講義コード（Course Code） 225054N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225054

授 業 名（Course Title） 比較文学講読
ハリー・ポッターを読む

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 鷲見　朗子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『ハリー・ポッターと賢者の石　携帯版』　
ローリング　静山社　2003
『ハリー・ポッターと呪いの子』　ローリ
ング　静山社　2016

参考文献（References）
備 考（Note） 隔年開講1

１．科目の教育目標（Course Description）
比較文学とは、特定の国という枠を超えた文学の研究であり、さらに文学
とその他の芸術（絵画、建築、彫刻、音楽など）、宗教、哲学、歴史、社会
科学（政治学、経済学、社会学など）、自然科学など他分野の知識や教養と
の関係を研究するものである。この科目では、世界の文学を深く読むこと
により、それぞれの作品の背景や作品の意図を理解することを目的とする。
今年度は『ハリー・ポッター』を題材にする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（１）文学作品の読み方・理解の仕方を学ぶ 
（２）文学が人々に与える力を学ぶ 
（３）他の学生が感じていることを共有する
（４）現代社会とのつながりの観点から作品を分析する
３．教育・学習の方法（Course Methods）

（１）『ハリー・ポッター』に関する講義をきく 
（２）『ハリー・ポッター』第1巻を注意深く読む 
（３）『ハリー・ポッターと呪いの子』（8番目の物語）を読む
（４）発表を行う 
（５）英語で原書を読む
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業に備えて、『ハリー・ポッター』シリーズから課された範囲を読み、内
容を理解する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加・発言20%、発表30%、レポートまたは試験50%によって評価を
行う。
5回以上の欠席者には単位を与えない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　（１）イントロダクション
第２回　（２）『ハリー・ポッター』（作者と背景）
第３回　（３）『ハリー・ポッター』第1巻（1-6章）
第４回　（４）『ハリー・ポッター』第1巻（7-12章）
第５回　（５）『ハリー・ポッター』第1巻（13-17章）
第６回　（６）『ハリー・ポッター』（現代社会とのつながり）
第７回　（７）『ハリー・ポッター』（家族）
第８回　（８）『ハリー・ポッター』（宗教とのかかわり）
第９回　（９）『ハリー・ポッター』原書（英語）読解
第10回　（１０）『ハリー・ポッター』8番目の物語 第1部
第11回　（１１）『ハリー・ポッター』8番目の物語 第2部
第12回　（１２）発表（登場人物）
第13回　（１３）発表（社会への影響）
第14回　（１４）発表（成長）
第15回　（１５）試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
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・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
特定の教科書は指定しないので、その代わり、書店あるいは図書館におい
て、「ヨーロッパ文化」を扱った書籍を必ず一冊選び、自分にとってヨー
ロッパ文化とは「何を意味するのか」について考えてみること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
定期試験による評価（100％）
定期試験は小論文形式で、自らの考えを論理的に展開し、文章にまとめる
能力が問われる。なお、定期試験においては、小論文の答案筆記に際して、
外国人留学生の場合にのみ、当該外国語と日本語の辞書に限り持ち込みを
認める。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　「文化」の定義
第２回　種子島への鉄砲伝来とヨーロッパ人との出会い
第３回　ザビエルの鹿児島来航とキリスト教
第４回　ヨーロッパの膨張：大発見の時代－スペインとポルトガル
第５回　信長とキリスト教の布教
第６回　バテレンと南蛮文化
第７回　秀吉と禁教政策への「兆し」
第８回　ヨーロッパにおける宗教改革：カトリックとプロテスタント間

の分裂
第９回　家康と禁教令　-　禁教令から鎖国へ
第10回　ヨーロッパ文化の窓口としての「蘭学」
第11回　欧米列強からの外圧と開国
第12回　日本の近代化とヨーロッパ文化の積極的導入：遣欧使節団
第13回　明治の文明開化とヨーロッパ文化
第14回　現代日本の欧米化とヨーロッパ文化
第15回　ヨーロッパ文化の受信から日本文化の発信へ：フランスにおけ

る社会現象-「マンガ・アニメ」の普及
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
　大学生は大人であるという自覚を持つと同時に、大人としてのマナーを
守ること。講義中は私語を慎み、また携帯電話の電源は事前に切っておく
こと。

講義コード（Course Code） 225081N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225081

授 業 名（Course Title） 日本語文法
学校文法と日本語教育文法

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 堀　勝博
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 使用しない。板書のみ。

参考文献（References）

『日本文法大辞典』　佐藤喜代治編　明治
書院　
『コミュニケーションのための日本語教育
文法』　野田尚史編　くろしお出版　
『日本語の謎を探る』　森本順子著　ちく
ま新書　

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
日本語は、世界でも難しい言語の一つとされる。助詞「が」と「は」の使
い分け、「のだ」構文の用法、「なら」「たら」「と」「ば」の条件表現の区別
など、その最たるものである。この授業は、そのような具体的な問題を取
り上げつつ、日本語を文法的に概観することを目標とする。学校文法（口
語文法）の概要を解説し、国語学や現代日本語学で用いられる術語、また
日本語教育文法の考え方などもまじえて、理解を深めていく。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．日本語文法の概略について理解する。 
２．伝統的文法論で用いられる術語について理解する。 
３．現代日本語学で用いられる術語について理解する。 
４．日本語教育文法の概略を把握し、伝統文法との違いについて理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．講義により、学校文法の概略を把握し、現代日本語学の主な述語につ
いて習熟する。
２．日本語教育において問題にされる文法的事項について、具体的に考察
する 　　

第７回　正倉院宝物の伎楽面
第８回　雅楽の日本化
第９回　舞楽の鑑賞
第10回　平安貴族のくらしと雅楽
第11回　平安朝の宮廷行事と雅楽
第12回　東大寺大仏開眼会にみる法会と雅楽
第13回　祭礼と雅楽
第14回　雅楽の現代
第15回　『源氏物語』と雅楽
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 225068N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225068

授 業 名（Course Title） ヨーロッパ文化論
異文化交流の視点から

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 野田　四郎
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『ヨーロッパの歴史　』　F・ドルーシュ　
東京書籍　1998
『日欧のかけはし　南蛮学の窓から』　松
田毅一　思文閣　1990
『米欧回覧実記』を読む』　西川長夫　法
律文化社　1995
①北村勇（訳）『中世近世日欧交流史』
（原著：Richard Hildreath “Japan    as it 
was and is”, Boston, 1855）,現代思潮
社、1981．  
②松田毅一『南蛮人の日本発見』（中央公
論社、1982年） 
③松田毅一監修『日本の南蛮文化』（淡交
社、1993年） 
④相川忠臣（長崎大学刊行会代表）『出島
の科学』（九州大学出版会、2002年）
⑤鳴岩宗三『幕末日本とフランス外交』
（創元社、1997年） 
⑥川勝平太編『鎖国を開く』（同文舘、
2000年） 
⑦Julien Bastide & Anthony Prezman, 
“Guide des mangas”, Bordas, Paris, 2006.

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　ヨーロッパとは、実に様々な民族、伝統、文化が混在する多様性に富む地
域であり、２７というEU加盟国の数が象徴するように、ヨーロッパの多様
な文化を包括的に捉えるのは至難の業である事が理解されよう。 　そこで
本講では、ヨーロッパ文化を、基本的に日欧文化交流史の観点から見てい
く。因みに、交流と言う場合、相互性が表現自体に含まれるが、実際には、
日本は圧倒的にヨーロッパ文化の受信国であり、自国文化の積極的発信国
であったとは言えない。そこで、それぞれの時代でヨーロッパにおける社
会・文化がどのような状況にあったかを概観した後、そうしたヨーロッパの
文化がどのように日本社会に受容されていったかについて考察する。こう
して、各時代ごとに日本とヨーロッパの間を往還するのが、本講の特徴で
ある。そうした中、日本の大衆文化がヨーロッパに発信され、且つ現地で
根付いている極めて例外的なケースが「マンガ」や「アニメ」である。そ
こで、学期の最後（2～3回）では、今日のフランスにおけるマンガ・アニ
メの浸透と普及の実態を紹介すると同時に、現代ヨーロッパの若者文化に
ついて考える。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・ヨーロッパ文化の到来と戦後期におけるアメリカ文化流入の対比 
・異文化の象徴たるヨーロッパ文化への日本人の反応 
・ヨーロッパ文化の担い手とキリスト教 
・ヨーロッパ政治・社会情勢の変化と担い手の新旧交代 
・一方的受信から発信へ－日本の大衆文化「マンガ」・「アニメ」と現代ヨ
　ーロッパの若者文化
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業は、基本的に講義形式で行う。随時、授業のテーマに沿って関連資料
をプリント配布する。また、教員がパリでインタヴューを行った「マンガ・
カフェ」のビデオを紹介する。
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第５回　実習：楷書を書く（古典臨書）
第６回　実習：楷書を書く（古典臨書）、実習課題提出
第７回　実習：行書を書く
第８回　実習：行書を書く（古典臨書）、実習課題提出
第９回　講義：硬筆書写について　実習：（平仮名、片仮名を書く、ペ

ン字）
第10回　講義：硬筆書写について　実習：（漢字、ペン字）
第11回　講義：教育実習現場における書写、ペン字　実習：教育実習簿、

レポートの美しく見える書き方
第12回　実習：就職活動におけるペン字、履歴書、手紙の書き方
第13回　ペン字総合（実習課題提出）
第14回　講義：日本書道史（仮名成立まで）と日本の書写教育について、

古筆鑑賞
第15回　書写教育まとめ（板書指導含む）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 225085N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225085

授 業 名（Course Title） 日本古典文学講読
源氏物語を読む

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 堀　勝博
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『シグマ新日本文学史』　文英堂　
『仮名手引』　和泉書院　

参考文献（References）
『源氏物語大成』　池田亀鑑　中央公論社　
『対校源氏物語新釈』　吉澤義則　平凡社　
『源氏物語湖月抄』　北村季吟　講談社　
『源氏物語評釈』　玉上琢弥　角川書店　

備 考（Note） <旧>225077日本文学講読Ⅰ

１．科目の教育目標（Course Description）
和菓子に「玉椿」「錦秋」「淡雪」といった名前をつけたり、手紙に「新緑
の候」「梅の花の香しい季節となりました」といった挨拶を書いたりする日
本人の感性はどこから来たのか――その起源は、日本古典文学の伝統にあ
るといってよい。この授業では、日本古典の代表作『源氏物語』をとりあ
げる。全編から印象的な一節をいくつか抄出し、講読する。また、別途テ
キストにより、日本文学史と変体仮名についても学習する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．源氏物語の書誌や受容史について学習する
２．源氏物語の語彙や表現に習熟する 
３．源氏物語の主題について考える
４．源氏物語本文の音読に熟達する
５．白楽天「長恨歌」について学ぶ
６．日本古代における男女関係、婚姻関係について理解する
７．日本古典文学史について、大略を把握する 
８．変体仮名の読み方を学ぶ
９．源氏物語について、発表を行う
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．源氏物語、古典文学史、変体仮名の三種の教材を毎回取り上げる
２．源氏物語の原文を音読し、古注を参照しつつ、読解する
３．受講者には事前学習を義務づける
４．口頭発表を求める。また適宜小テストを実施する
５．電子辞書ではなく、紙媒体の古語辞典を各自用意すること
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．事前に配布する源氏物語のテキストを音読し、所定の課題に取り組む
こと 
２．毎回課される小テストに向け、変体仮名と文学史のテキストを事前に
学習しておくこと
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業に参加する意欲・態度の評価点３０％、課題発表点２０％、最終試験
５０％で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　導入授業 　 源氏物語の魅力
第２回　桐壺巻１　　源氏物語の時代設定・モデル
第３回　桐壺巻２　　源氏物語と漢文学―長恨歌

・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
指定された課題について取り組み、文法への問題意識をもって授業に臨む
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業に参加する意欲・態度の評価点４０％、最終試験の成績６０％で評価
する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　導入授業　―文法とは何か
第２回　文法論と形態論
第３回　文の定義
第４回　品詞
第５回　接頭語と接尾語
第６回　名詞
第７回　代名詞
第８回　数詞
第９回　動詞の活用
第10回　動詞の文法　―自動詞・他動詞、補助動詞、受身など
第11回　動詞の文法　―テンス、アスペクト、ムード
第12回　形容詞と副詞
第13回　助詞
第14回　助動詞
第15回　最終試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
日本語教員養成課程履修者必修科目。国語科教諭免許課程履修者も受講す
ることが望ましい。

講義コード（Course Code） 225084N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225084

授 業 名（Course Title） 書写研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 安岡　素子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『中学校学習指導要領解説国語編』　東洋
館出版社　2008年
『すぐわかる中国の書』　東京美術　2006
年
『すぐわかる日本の書』　東京美術　2010
年

備 考（Note） 定員30人

１．科目の教育目標（Course Description）
教育職員免許状取得（中学校１種免許状国語科）で必要とされる「書写」の
知識と技能の基本を理解し、実技を通して学習指導の方法や技術を習得す
る。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．漢字、平仮名、片仮名成立と特性を理解し、実技に於いては、中学校
国語科書写教育指導で必要となる毛筆「楷書」、「行書」の基本用筆を習得
する。
２．中学校国語科書写教育指導で必要となる硬筆、および教育実習、就職
活動に於いて求められる書写能力（ペン字）を高める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義は参考文献をもとに、プリントを配布して行う。講義後は実習を行う。
実技では、毛筆、硬筆を中心に行い、個人添削を行う。 毛筆（楷書、行書）
および硬筆（ペン字）については、まとめとして実習課題作品を提出。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
中国の歴史について（図書館等で）事前に調べておくこと。

（楷書体が完成する）唐代まで
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
3時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は授業内の積極性30%、実習中提出物（課題作品）30%、学期末提出物

（レポート）40%により総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　講義：書写教育について、実習について
第２回　講義：中国書道史概要、文房四宝について
第３回　講義：用筆法　実習：用筆法を理解して基本点画を書く
第４回　講義：楷書について　実習：楷書を書く



─ 239 ─

第10回　「三四郎」講読（９）近代人と思想
第11回　「三四郎」講読（10）享楽と苦悶
第12回　「三四郎」講読（11）思想家と社会
第13回　「三四郎」講読（12）女性の謎
第14回　「三四郎」講読（13）「迷う羊」としての人間
第15回　「三四郎」と日本の近代
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・定期試験に代わり、レポートを提出する。
・レポートを書く際に、他人の書いた文章をコピーペーストしたものは認
めない。

講義コード（Course Code） 225088N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225088

授 業 名（Course Title）
日本語表現
職業を中心とした社会生活との関連
から

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 平野　美保
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『大学生のための日本語表現実践ノート　
改訂版　』　米田明美他　風間書房　2010
『日本語表現法』　沖森卓也・半沢幹一　三
省堂　2007
『ビジネス文書458文例』　田辺麻紀他　こ
う書房　2003

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
職業生活を中心とした社会生活において、よりよいコミュニケーションと
なるための日本語表現を学習する。そのために、次の3点を目標とする。

（1）授業で扱った内容について、自分の考えをもつ。
（2）自分の伝えたいことを具体的にわかりやすく説明し、相手に正しく理
解してもらうための文章表現ができる。

（3）正しい日本語の理解をベースに、マナーやビジネスシーンでの公的な
文書の書き方まで含め、効果的な意思伝達ができるよう、その知識、技能
を習得する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・授業で扱った内容について、自分はどう思うのか考える。
・正しい日本語を書けるようにする。
・コミュニケーションのあり方を考える。
・公的文書技能の基礎を習得する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・受講生が書いたコメント（次回の授業時に紹介）や、各回の話題やテー
マから、自分の意見を、正しい日本語表現になるよう留意して記述する。
・関連の内容から、知識を確認したり、意識を高めたりする。
・各回のテーマに関する練習をする。
・小テストを実施し、知識や技能の習得を確認する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・授業内でできなかった課題を次回までに進めておく。
・学習した内容について、実生活でも実践する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（45％）、レポート（25％）、小テスト（30％）に基づ
いて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業のオリエンテーション
第２回　日本語を知ろう：日本語の特質
第３回　日本語を知ろう：話しことばと書きことばの違い
第４回　日本語を知ろう：表記
第５回　日本語を知ろう：敬語・敬意表現
第６回　ビジネス文書：ビジネス文書とは何か、「日本語を知ろう」小

テスト
第７回　社外文書（１）慣用表現
第８回　社外文書（２）案内
第９回　社外文書（３）依頼
第10回　社内文書（１）連絡、「社外文書」小テスト
第11回　メール文書（１）基本
第12回　メール文書（２）依頼

第４回　桐壺巻３　　源氏物語と和歌
第５回　桐壺巻４　　源氏物語の自然描写
第６回　桐壺巻５　　源氏物語と古注釈
第７回　夕顔巻１　　源氏物語と平安京
第８回　夕顔巻２　　源氏物語成立論
第９回　夕顔巻３　　源氏物語の巻名と人物名
第10回　若紫巻１　　源氏物語の有職故実
第11回　若紫巻２　　源氏物語と日本古典文学
第12回　賢木巻　　　作者紫式部について
第13回　御法巻　　　源氏物語の主題
第14回　フィールドワーク　調査課題
第15回　最終試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
国語科教諭免許課程履修者必修科目

講義コード（Course Code） 225086N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225086

授 業 名（Course Title） 日本近代文学講読
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 長沼　光彦
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 『三四郎』　夏目漱石　新潮文庫　1948

参考文献（References）

『文豪・夏目漱石』　江戸東京博物館　朝
日新聞社　2007
『漱石研究2号特集『三四郎』　小森陽一
他編　翰林書房　1995
『漱石論集成』　柄谷行人　第三文明社　
1992
『漱石とその時代１～５部』　江藤淳　新
潮社　1970
『講座夏目漱石１～５巻』　三好行夫他編　
有斐閣　1981

備 考（Note） 隔年開講1

１．科目の教育目標（Course Description）
小説は基本的には自分の思うままに読み楽しめばよいものだ。だが、先人
の優れた読解や指摘は、自分では気づかない小説の魅力に気づかせてくれ
る。また自分で気づいていても、うまく言葉にできない場合もあるだろう。
本講義では、夏目漱石の「三四郎」を通読しながら、その構成やテーマを分
析するとともに、様々な読み方ができる小説の豊かさについて考える。ま
た、分析や考察した内容を表現し、人に伝えられる力を養う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・作品を通して読解することにより、鑑賞眼、批評力を養う。
・作品の具体的な表現の技巧を意識しながら、分析ができるようにする。
・研究文献に触れ、様々な文学研究の方法があることを知る。
・自分なりの読解方法を養い、表現し人に伝えられる力を身につける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・テキストを購入してあらかじめ作品を読み、自分の考えをまとめる。
・様々な文学研究方法や読解法を学び、文学に対する理解を深める。
・学んだ研究方法や読解方法を応用し、作品を分析する。
・考えをまとめる力を養うために、毎時間、講義の内容に対する意見をま
とめる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・次回講読する章をあらかじめ読解する。
・夏目漱石や同時代に関する文献を調べる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（30％）、毎時間の意見文（30％）、学期末のレポート

（40％）により総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　夏目漱石概説
第２回　「三四郎」講読（１）ビルドゥングスロマンとしての「三四郎」
第３回　「三四郎」講読（２）「田舎者」とされる三四郎
第４回　「三四郎」講読（３）大学という場所
第５回　「三四郎」講読（４）女性との関わり
第６回　「三四郎」講読（５）明治の日本社会
第７回　「三四郎」講読（６）露悪家と人間関係
第８回　「三四郎」講読（７）近代社会と婚姻
第９回　「三四郎」講読（８）近代社会と金銭
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講義コード（Course Code） 225090N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225090

授 業 名（Course Title） 日本語の朗読
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 平野　美保
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『日本語の発声レッスン　俳優編』　川和
孝　新水社　1981

参考文献（References）

『声のトレーニング　歌える！話せる！
自信がつく！』　小林由紀子　NHK出版　
2004
『新版NHKアナウンス・セミナー』　日本
放送協会編　日本放送協会　2005
『NHK 日本語発音アクセント新辞典』　
NHK放送文化研究所編　NHK出版　2016

備 考（Note） 定員30人

１．科目の教育目標（Course Description）
・発声・発音の基礎を習得し、豊かな表情ある音声表現力を身につける。
・朗読の難しさと楽しさを味わう。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・自己の音声表現を聞き、自己の音声表現の特徴等を知る。
・最初と最後の音声表現の違いから、その成長を実感する。
・羞恥心を克服し、豊かな表情ある音声表現を目指す。
・皆で協力して朗読のコンサートを成功させる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・あらかじめ決められた文章で最初と最後に発話（朗読）する。それを録
音しておき、聞き比べる。
・発声・発音の基礎を毎授業で行い、基礎技能を向上させる。
・朗読のコンサート準備や実施を通して、また、協同的に取り組むことを通
して、楽しさや責任感を感じながら、音声表現力（朗読）の向上を目指す。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・課題の準備・練習をする。
・発音練習等の基礎練習を、各自で毎日行う。
・朗読作品を検討する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、最終の朗読（30％）、授業参加度（40％）、学習ノート（30％）に
基づき、総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業のオリエンテーション
第２回　音声表現の聴き比べ
第３回　音声表現に関する知識と発声・発音の基礎
第４回　グループ演習（作品の選定、練習）、発表①
第５回　「解釈」、グループ演習（作品の選定、解釈、練習）、発表②
第６回　「間」、グループ演習（作品の選定、解釈、練習）、発表③
第７回　「表現力」、グループ演習（準備、練習）、発表④
第８回　朗読コンサート（Ⅰ）と討議
第９回　朗読コンサート（Ⅱ）：作品の選定、解釈
第10回　朗読コンサート（Ⅱ）：作品の選定、解釈、練習、発表⑤
第11回　朗読コンサート（Ⅱ）：準備、練習、発表⑥
第12回　朗読コンサート（Ⅱ）：練習、動きの確認、司会の準備、リハー

サル①
第13回　朗読コンサート（Ⅱ）：最終調整、リハーサル②
第14回　朗読コンサート（Ⅱ）：本番
第15回　まとめ：最初の録音（第２回の授業）とあわせて聴き比べ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・朗読コンサートについては、教室外で実施したり、授業以外の日に設定
したりする場合があります。
・皆で作り上げる授業です。積極的な参加を期待します。

第13回　メール文書（３）返信
第14回　「メール文書」小テスト
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 225089N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225089

授 業 名（Course Title） プレゼンテーション演習
口頭表現と身体表現

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 平野　美保
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『ビジネスプレゼンテーション』　武田秀
子編　実教出版　2011

参考文献（References）

『パブリックスピーキング人を動かすコ
ミュニケーション術　』　蔭山洋介　NTT
出版　2011
『シンプルプレゼン』　ガー・レイノルズ　
日経ビジネスアソシエ　2011
『スティーブ・ジョブズ驚異のプレゼン』　
カマイン・ガロ　日経BP社　2010
『TEDトーク　世界最高のプレゼン術』　
ジェレミー・ドノバン　新潮社　2013

備 考（Note） 定員30人

１．科目の教育目標（Course Description）
プレゼンテーションの意義、目的、内容、進め方、ツールの活用等につい
て学び、特に口頭表現・身体表現についての技法を習得する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・人前で話すことに慣れる。
・充実したプレゼンテーションになるよう工夫を凝らしてプレゼンテーショ
ンに取り組む。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・口頭表現（論理表現、音声表現）や身体表現についての基礎を学習し、数
多く練習する。
・事前調査、聴衆分析、ストーリー作り、適切な用語の選択について実践
的に行う。
・授業時に、感想、意見、自己課題等について記述し提出する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・課題の準備・練習をする。
・自己課題について、普段から改善するよう努める。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、最終のプレゼンテーション（30％）、授業参加度（40％）、レポー
ト（30％）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業のオリエンテーション
第２回　プレゼンテーション技法に関する討議とプレゼンテーション

（グループ）
第３回　基礎スキル：身体表現
第４回　基礎スキル：文章構造
第５回　基礎スキル：音声表現
第６回　プレゼンテーション①（準備と練習）
第７回　プレゼンテーション①（発表と振り返り）
第８回　プレゼンテーション②
第９回　プレゼンテーション③（企画）
第10回　プレゼンテーション③（準備・練習）
第11回　プレゼンテーション③（ハーサル）
第12回　プレゼンテーション③（本番と振り返り）
第13回　最終のプレゼンテーション（準備・練習）
第14回　最終のプレゼンテーション（リハーサル）
第15回　最終のプレゼンテーション（本番）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） 225093N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225093

授 業 名（Course Title）
古文書読解
くずし字を読み解き古典の世界を知
る

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 平野　翠
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） テキストは使用しない。プリントを適宜
授業内に配布する。

参考文献（References）

『古文書検定入門編』　油井宏子　柏書房　
2005
『演習古文書選近世編』　日本歴史学会　吉
川弘文館　1971
『古文書入門　くずし字で「おくのほそ
道」を楽しむ』　中野三敏　角川学芸出版　
2011
調べ物のときの手がかりなので、各自購
入の必要はない。

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
現在の日本文化に大きく影響している近代以前の文書・古典籍を身近に感
じられるように、当時の特有の読みや、くずし字読解の基礎を身に付ける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
授業を通じて、近代以前、特に近世の文献（文書、版本や写本）特有の慣用
句、変体仮名、くずし字に慣れ、近世文献の読解力を高めるとともに、当
時の日本人の文化や生活に目をむけていく。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業はじめは、古文書と記録、図書の定義や、慣用句の読み方など、講義
中心になるが、その後は、くずし字の読みを中心に、音読と演習形式で進
めていく。また、読解力を確認するため、授業中に課題を与える。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
この授業では、現在あまり使われない漢字や仮名、くずし字の読みを対象
とする。テキスト（プリント）を先に配布するので、漢和辞典・国語辞典
等でテキストの文言を調べ、可能な限り、授業前にテキストの文書を解読
しておく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度　20%　授業中の課題30%　最終のまとめ（読解力の確認）50％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　古文書・記録・図書について
第２回　古文書や記録の「慣用的読み」を知る
第３回　古文書や記録の翻刻文を読む
第４回　変体仮名を知るーかなの歴史
第５回　変体仮名を読むーかなの様々
第６回　版本を読む①ー京都名所案内『京雀』
第７回　版本を読む②ー京都名所案内『都名所図会』
第８回　版本を読む③ ‐ 京都名所案内『都名所図会』つづき
第９回　版本を読む④－女性の教養「節用集」
第10回　近世文書を読む①ー村の制度
第11回　近世文書を読む②－村の生活
第12回　近世文書を読む③ー町の制度
第13回　近世文書を読む④－町の生活
第14回　近世文書を読む⑤－町の生活（事件）
第15回　「古文書読解」まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
この授業は、現在では使用しない漢字や、くずし字をあつかう。幸い、京
都は古くから続く老舗店が多い。街歩きのたびに老舗店の看板などを眺め
て、くずし字を身近なものとしておく。また、授業中解読した文言は必ず、
テキスト（プリント）にわかるように記述しておくこと。

講義コード（Course Code） 225091N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225091

授 業 名（Course Title） スピーチの基礎
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 平野　美保
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『パブリック・スピーキング－人を動か
すコミュニケーション術－』　蔭山洋介　
NTT出版　2011
『日本語の発声レッスン』　川和孝　親水
社　1981

備 考（Note） 定員30人

１．科目の教育目標（Course Description）
聞き手に受け入れられやすい話し方についての理解を深め、スピーチに関
する基礎技法、考え方、心構えを習得する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・人前で話すことに慣れる。
・「スピーチ・チェックポイント」をグループや全体で検討し、それを毎回
確認することを通して、深い理解とスピーチの改善に結びつける。
・スピーチのための準備・練習・本番を通して、準備の必要性や楽しさを
実感する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・スピーチに関する映像の視聴を通して、望ましい話し方についてのチェッ
クポイントをグループや全体で検討する。
・毎回、チェックポイントを確認するとともに、自己課題、学習内容、意
見・感想等について記録し、知識や技能向上に努める。
・様々なテーマや場面によるスピーチを練習する。
・グループおよび受講者全員で協力して準備をし、ゲストとの授業を作り
上げる。
・プロジェクトを、チームで準備し実施する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・課題の準備や練習をする。
・毎日、発声練習をする。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、最終のスピーチ（30％）、授業参加度（40％）、レポート（30％）に
基づいて、総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　この授業のオリエンテーション
第２回　チェックポイントの検討①（グループ）
第３回　チェックポイントの検討②（全体）、スピーチ
第４回　発声・発音の基礎と音声表現、スピーチ
第５回　プロジェクトⅠ（ゲストインタビューの内容検討）
第６回　プロジェクトⅠ（ゲストインタビューの準備・練習）
第７回　プロジェクトⅠ（ゲストインタビューを全体で準備・練習）
第８回　プロジェクトⅠ（ゲストインタビュー本番）
第９回　プロジェクトⅠの振り返り
第10回　プロジェクトⅡの準備（ペア）
第11回　プロジェクトⅡの準備（企画、準備）
第12回　プロジェクトⅡのリハーサル①（グループ）
第13回　プロジェクトⅡのリハーサル②（司会を入れて最終調整）
第14回　プロジェクト本番（A）
第15回　プロジェクト本番（B）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・皆で作り上げる授業です。積極的な参加を期待します。
・ゲストの状況次第で、土曜等に授業を実施する場合があります。
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講義コード（Course Code） 225096N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225096

授 業 名（Course Title） キャリアとコミュニケーショ
ン

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 平野　美保
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『女性とライフキャリア』　矢澤澄子・岡
村清子編　勁草書房　2009
『キャリア・アンカー』　エドガー・シャ
シン　白桃書房　2003
『キー・コンピテンシー』　ライチェン他　
明石書房　2006
『キャリア開発と統合的ライフ・プランニ
ング―不確実な今を生きる6つの重要課
題』　サニー・ハンセン　福村出版　2013

備 考（Note） <旧>225092 ｢ビジネスライティング｣

１．科目の教育目標（Course Description）
「キャリア」をテーマにコミュニケーション能力を高める。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
キャリアに関する知識を習得し、自己のキャリアについて考える。
コミュニケーション能力（意思疎通、協調性、自己表現力）を高める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
学習したことを考え、討議し、全体の前で話す。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・次回のテーマについて学習をしてくる。
・学習したことを普段の生活で活かす。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（60％）、レポート（40％）に基づき、総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　話し合いの技法
第３回　キャリアに関する理論：生涯キャリア発達（スーパー）
第４回　キャリアに関する理論：計画された偶発性（クランボルツ）
第５回　キャリアに関する理論：転機（シュロスバーグ）
第６回　キャリアに関する理論：統合的ライフプランニング（ハンセン）
第７回　キャリアに関する理論：キャリア・アンカー（シャイン）
第８回　教え合いの技法
第９回　業界
第10回　企業（タイプ別）
第11回　企業（基本条件、差別化要素）
第12回　企業（同業種）
第13回　企業（規模）
第14回　人材
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
参加型の授業です。高い意識を持って参加することを期待しています。

講義コード（Course Code） 225094N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225094

授 業 名（Course Title） 日本美術特講
京都の仏像巡り

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 高橋　早紀子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 　特になし。
参考文献（References） 　別途指示。
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　京都には、各時代を代表する仏像や神像が数多く現存します。これらの
遺品について学ぶことは、日本彫刻史を理解する上で重要です。
　講義を通して日本彫刻史に関する基礎知識と最新の研究成果を学び、見
学会で実際の作品を見て考える力を育むことにより、生きた知識を習得す
ることができます。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．日本彫刻史に関する基礎的知識の習得
２．実地見学を通しての鑑賞力の育成
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　授業は講義形式で行い、パワーポイントを用いて多くの作品の画像を提示
し、適宜レジュメを配布します。講義では、受講生自らが画像を見て積極
的に学び考えることを求めます。また、授業内小テストを２回実施します。
　見学会を２回行い、講義でとりあげた作品を実際に見に行きます。見学
会では、仏像や神像の魅力や存在感を実感し、作品理解を深めることを期
待します。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　博物館・美術館・寺社へ仏像や神像を見に行き、興味関心や問題意識を
もっていること。
　授業内小テストや見学会に向けて自主的に学習すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　評価は、授業参加度（３０％）、授業内小テスト（２０％）、期末テスト

（５０％）に基づいて総合的に行います。
　１２月９・１０日（土・日）の見学会に参加することが履修条件。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　日本彫刻史の概要
第２回　飛鳥時代
第３回　奈良時代
第４回　平安時代Ⅰ　密教彫刻
第５回　平安時代Ⅱ　和様彫刻
第６回　平安時代Ⅲ　神像彫刻
第７回　鎌倉時代Ⅰ　慶派の彫刻
第８回　鎌倉時代Ⅱ　肖像彫刻
第９回　まとめ
第10回　１２月９日（土）見学会①　広隆寺
第11回　１２月９日（土）見学会①　大将軍八神社
第12回　１２月９日（土）見学会①　千本釈迦堂
第13回　１２月１０日（日）見学会②　東寺
第14回　１２月１０日（日）見学会②　即定院
第15回　１２月１０日（日）見学会②　三十三間堂
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
　見学会の費用は、合計３９００円程度（見学会①：拝観料１５００円＋
交通費５００円、見学会②：拝観料１４００円＋交通費５００円）。
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第２回　P11～32
第３回　P32～48
第４回　P6～7,P49～61
第５回　P63～74,P98～102
第６回　P74～84
第７回　P103～124
第８回　P85～97
第９回　P124～133,P189～195
第10回　P212～228
第11回　P156～168,P172～174,P195～212
第12回　P135～141,P169～171,P174～180,P232～236
第14回　P141～156
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　評価は、授業参加度（30％）、小テスト（20％）、確認テスト（50％）に
基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　序論　日本料理の歴史的変遷から京料理の体系を明らかにする
第２回　大宮人の食生活を彩る食材と調味料
第３回　大饗料理　王朝人の食環境と食習慣
第４回　仏教伝来によって変貌する食文化
第５回　武士の台頭による食習慣の変化
第６回　茶の湯の展開と喫茶習慣
第７回　式正料理から本膳料理へ
第８回　禅と懐石料理　食事作法の誕生
第９回　卓袱料理と普茶料理
第10回　隠元と豆腐料理
第11回　江戸の料理本にみる精進料理
第12回　京料理と江戸前料理
第13回　京菓子の歴史
第14回　京野菜について
第15回　京料理と伝統行事
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 225150N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225150

授 業 名（Course Title） ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ社会論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉田　智子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『SNSって面白いの？』　草野真一　講談
社　2015

参考文献（References）

『人工知能は人間を超えるか』　松尾豊　
KADOKAWA　2015
『角川インターネット講座 （10） 第三の産
業革命経済と労働の変化』　山形浩生　監
修　角川学芸出版　2015
『オープンソースの逆襲』　吉田智子　出
版文化社　2007

備 考（Note） 平成22年度以前入学者は34年次配当

１．科目の教育目標（Course Description）
　インターネットは1990年代以降、急速に世界中に広まった。これほど短期
間に急速に普及したメディアは他にはないであろう。しかこの新しいメディ
アは、かつてのものとは異なる発展形態をもっているため、従来のメディ
ア研究の常識では理解しきれない要素も多い。この科目ではまず、LINE、
twitter、facebookに代表されるSNS（Social Networking System）の発展を
可能にしたテクノロジーの歴史を整理する。そして、インターネットの発
展に寄与しているオープンソース・ソフトウェアに関して、ビジネスモデ
ルやその意味と可能性の理解する。最後に、SNSがもたらすこれからの社
会に関して、ビッグデータやプラットフォーム・ビジネスというキーワー
ドを軸に考察する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　以下の内容を理解する。
・silent majority（静かなる大衆）が手に入れたSNS
・各種SNSが作りだすネット空間 
・SNSの発展を可能にしたテクノロジー
・インターネットの発展とオープンソース

講義コード（Course Code） 225103N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225103

授 業 名（Course Title） 音楽学特講
西洋音楽とその文化の背景を探る

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小川　光
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
特定のテキストは使用しないが、理解の
補助としてハンドアウトを配布すること
もある。

参考文献（References） 『図解音楽辞典』　Ｕ・ミヒェルス著／角
倉監訳　白水社　

備 考（Note）

別紙

講義コード（Course Code） 225107N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225107

授 業 名（Course Title） 京都学
京都の食文化を知る

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 鳥居本　幸代
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『精進料理と日本人』　鳥居本　幸代　春
秋社　2007年

参考文献（References）

『日本食生活史』　渡辺　実　吉川弘文館　
2007年
『食の文化を知る事典』　岡田　哲編　東
京堂出版　2003年
『京都たべもの風土記』　京都新聞社編　京
都新聞社　1988年
『和食に恋して-和食文化考-』　鳥居本　幸
代　春秋社　2015年

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　京料理をキーワードに京都学を展開する。日本料理の歴史を探ることは、
京料理の歴史を考察することであるといっても過言ではない。平安貴族の饗
宴で提供された大饗料理をはじめに、室町時代には式正料理、その後、本
膳料理、懐石料理、会席料理と展開したが、寺院の多い京都では食材を限
定した精進料理が発展したのである。地の利を生かした蔬菜を多く用いる
精進料理は懐石料理へと集約され、さらには京料理の特色ともなっている。
精進料理に主眼を置きながら、京都の食文化を学ぶ。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
①日本料理の変遷　
②精進料理の確立　
③京菓子　
④京野菜　
⑤京都の食習慣
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式で行い、第1回の授業以降は次回の授業内容に相応するテキストの
ページを予告し、読んでおくこと。確認のため講義終了前に確認小テスト
を行う。　
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
下記のように指定されたテキストの該当ページを読んでおくこと。
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１．科目の教育目標（Course Description）
一昔前までコンピュータは高価なものだったが、今では安価でパソコンを
購入できるようになり、スマートフォンとよばれる高性能なコンピュータ
を肌身離さず持ち歩くようになっている。便利な電子機器が当たり前かの
ように身の回りに溢れるようにあるがゆえに、それらがどのように動いて
いるかなど気にすることが少なくなってきている。
本科目では、コンピュータがどのように動いているのか、コンピュータのあ
らゆるデータが内部ではどのように表現されているのかを学び、コンピュー
タとどのように向き合っていくかを考えられるようになることを目標とす
る。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. 情報のデータ表現について学ぶ
2. コンピュータのデータ処理の仕組みについて学ぶ
3. コンピュータを効率よく運用する仕組みについて学ぶ
３．教育・学習の方法（Course Methods）
プリントを配布して講義を行い、講義中に課題プリントを配布、ペアやグ
ループでの実習を伴った課題に取り組んでもらうこともある。
また、フィードバックシートを講義ごとに配布し、授業への質問・感想な
どの記入を求める。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
新たなトピックに入る前にキーワードや参考文献を提示するので学習を進
めておくこと。
なお、参考文献は図書館の指定図書のコーナーに配架する予定である。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
定期試験 60%
課題プリント 25%
フィードバックシート 15%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業の概要紹介，情報とデータ
第２回　情報のデータ表現 - 数値の表現
第３回　情報のデータ表現 - コンピュータ内部の足し算と引き算
第４回　コンピュータの回路 - 論理回路の基本
第５回　コンピュータの回路 - 加算器の仕組み
第６回　情報のデータ表現とコンピュータの回路のおさらい
第７回　コンピュータのデータ表現
第８回　情報の効率的なデータ表現 - データ圧縮と情報量
第９回　情報の誤りを見つける，訂正する - 誤り検出
第10回　情報の誤りを見つける，訂正する - 誤り訂正
第11回　コンピュータでの問題解決 - データの検索アルゴリズム
第12回　コンピュータでの問題解決 - データの整列アルゴリズム
第13回　コンピュータでの問題解決 - さまざまなアルゴリズム
第14回　コンピュータでの問題解決 - アルゴリズムとプログラム
第15回　全体のまとめ，授業のポイントの整理
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）
受講者の人数によって教材の手配に時間がかかり、それにともない授業予
定の順序を変更する場合がある。

講義コード（Course Code） 225166N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225166

授 業 名（Course Title） 識字活動と子どもの権利
リテラシー育成の社会的意義

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 岩崎　れい
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリントを配布する
参考文献（References） 授業中に紹介する。
備 考（Note） 隔年開講1

１．科目の教育目標（Course Description）
　読み書き能力すなわち識字能力は、人間が社会的な生活を送る上で欠く
ことのできない能力であり、その育成には出版物の充実も重要である。国
際社会における識字教育及び出版支援への取り組みや考え方を知ることを
通して、「書くこと」や「読むこと」を学ぶことの意義とそれにおける国語
科教育の役割を理解することを目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　１．識字活動をめぐる世界の現状について知る。
　２．識字活動を支えた図書館や国際機関の役割について知る。

・SNSがもたらすもの
・ネット新時代に関する考察
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　講義中心で行うが、グループごとのディスカッションや発表も交える。さ
らには、各自が作成したレポートの発表も行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　毎回の授業の講義対象となるテキストのページを事前に伝えるので、そ
の部分を熟読し、質問内容を考えた上で、授業に参加することを望む。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度（30%）、レポート・テスト（70%）の総合点で評価する
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業概要、ソーシャルとは？「第五の権力」とは？
第２回　silent majority（静かなる大衆）が手にしたSNS（Social Networking 

System）
第３回　各種SNSが作りだすネット空間
第４回　SNSの発展を可能にしたテクノロジー（1）コンピュータの発

展（ムーアの法則など）
第５回　SNSの発展を可能にしたテクノロジー（2）日本の携帯電話事

情（ガラケーからスマホへ）
第６回　SNSの発展を可能にしたテクノロジー（3）iPhoneとAndroid

のビジネスモデル（Androidはオープンソース）
第７回　インターネットの発達とオープンソース（1）オープンソース

現象
第８回　インターネットの発達とオープンソース（2）オープンソース

の威力と影響
第９回　SNSがもたらすもの（1）インターネットがお金を生み出すし

くみ
第10回　SNSがもたらすもの（2）ビッグデータとデータサイエンティ

スト
第11回　SNSがもたらすもの（3）SNSとプラットフォーム・ビジネス

（LINEを例に）
第12回　ネット新時代に関する考察（1）各自のレポートのテーマの決

定
第13回　ネット新時代に関する考察（2）各自のレポートの情報収集と

構成
第14回　「ネット新時代に関する考察」に関するレポートの提出と情報

共有
第15回　まとめ（確認テストと解説）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 225153A1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225153, 2000-265018

授 業 名（Course Title）
情報科学概論Ａ
コンピュータの仕組みと働きを知ろ
う！

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 中村　亮太
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 配布プリントを中心に解説するので教科
書は指定しない。

参考文献（References）

『情報とコンピューティング』　河村一樹　
オーム社　2011
『コンピュータを使わない情報教育アンプ
ラグドコンピュータサイエンス』　兼宗進　
イーテキスト研究所　2007
『アルゴリズムの絵本』　（株）アンク　翔
泳社　2003
『パソコンの仕組みの絵本』　（株）アンク　
翔泳社　2010
『OSの仕組みの絵本』　（株）アンク　翔
泳社　2011
上記の参考文献は配布プリントに引用す
る予定である。
また、これらの参考文献以外も講義時に
紹介する。

備 考（Note）
人間文化学部3年次生はＡクラス、心理
学部3年次生はＢクラスを履修すること　
4年次生はどちらを履修してもよい
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２．さまざまな工夫をこらして、昔話を語るための準備をする。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業中の課題40％、筆記試験60％（第15回に実施）で評価する。授業中の
課題には、昔話を語る課題を含む。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　概論　昔話とは何か。
第２回　昔話を読む（1）　２、３、７、１２：数字の持つ意味
第３回　昔話を読む（2）　異類婚：日本とヨーロッパの違い
第４回　昔話を読む（3）　異形のものたち：人の心が生み出した妖しい

存在
第５回　昔話を読む（4）　由来話：ものの起源、ことの起こり
第６回　昔話の歴史的な役割の変遷と文化的背景（1）　古代～中世
第７回　昔話の歴史的な役割の変遷と文化的背景（2）　近代～現代
第８回　子どもと昔話（1）　グリムの登場
第９回　子どもと昔話（2）　昔話絵本
第10回　子どもと昔話（3）　昔話の残酷性
第11回　昔話を語る（1）　ストーリーテリング
第12回　昔話を語る（2）　さまざまな語りの方法
第13回　昔話を語る（3-1）　実践
第14回　昔話を語る（3-2）　実践
第15回　内容理解確認と振り返り
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 225168N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225168

授 業 名（Course Title） 情報・ﾒﾃﾞｨｱの文化とﾘﾃﾗｼｰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 鎌田　均
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）

備 考（Note） 定員30人
隔年開講1

１．科目の教育目標（Course Description）
現代社会におけるインターネットの発達は，情報の受信と発信を容易にし，
インターネットは既存の出版、放送などのメディアに匹敵する影響力を得、
情報流通の構造、ひいては社会の変化を国内外において促している。 そし
て、個人に取って、インターネット上の情報に瞬時にアクセスでき、自ら
も容易に不特定多数に情報を発信できることは，知識獲得、コミュニケー
ションの利便性を高める一方，情報の質や出所に注意し，情報を正しく使
い、発信するスキルをこれまで以上に重要なものとしている。
本講義では，情報リテラシーを，単なる情報テクノロジーを利用できる能
力にとどまらない，必要な情報を適切に認識，入手，評価，分析し，課題
解決の為に効果的に利用できる総合的能力として捉え，この能力を、イン
ターネットなどのメディア、情報の文化を理解することを通して習得する
ことを目指す。個人、組織、社会が直面する様々な問題を理解し、解決す
るために必要な情報源へのアクセス方法，インターネットなどから発信さ
れる情報の評価，地域，文化による情報流通の差異，情報を利用または発
信する際の著作権などの法的制限，倫理などを学習することで，現代社会
に参画するために必要な知識，能力を習得する。
授業は講義を主体とするが，グループワーク，プレゼンテーション発表，そ
の他授業内課題を含む。授業の内容に基づいて，レポートで指示された課
題に答えるための自学自習に重きをおく。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
情報、メディアの性質を理解する。
情報を評価できる能力を習得する。
情報を効果的に利用、発信できる能力を習得する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義を主体としつつ、授業内で出される課題を個人、またはグループで完
成し、発表する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
次回授業までの課題（次回授業のトピックに関する質問など）について事
前に準備しておく。プレゼンテーションを作成する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間

　３．識字活動の果たす社会的役割について考察する。
　４．子どもにとっての識字教育・出版支援の意義を考察する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　１．講義・演習を併せて行う。
　２．授業中にいくつかの課題をこなすことを求める。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　１．テーマに日頃から興味を持ち、新聞記事などに目を通しておく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業回数の２／３以上の出席を前提条件とする。
筆記試験70％（第15回に実施）、授業中の課題・授業参加等の平常点30％
として、その合計で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　１．識字活動をめぐる世界の現状
第２回　２．図書館・国際機関のリテラシー育成支援とその考え方
第３回　３．基本的人権と識字能力との関連性

　１）紛争地域における識字教育支援
第４回　３．基本的人権と識字能力との関連性

　２）少年労働と学校教育
第５回　３．基本的人権と識字能力との関連性

　３）人間らしく生きるための識字能力の重要性
第６回　４．乳幼児を対象とする識字教育・読書支援

　１）英国の事例
第７回　４．乳幼児を対象とする識字教育・読書支援

　２）米国の事例
第８回　４．乳幼児を対象とする識字教育・読書支援

　３）日本の現状と課題
第９回　５．母語以外で学ぶ就学児への識字教育・読書支援（1）
第10回　５．母語以外で学ぶ就学児への識字教育・読書支援（2）
第11回　６．読書にハンディキャップを抱える子どもたちへの

　　読書支援（1）
　１）身体的なハンディキャップを抱える子どもたちへの支援

第12回　６．読書にハンディキャップを抱える子どもたちへの
　　読書支援（2）
　２）ディスレクシアの子どもたちへの支援　　

第13回　６．読書にハンディキャップを抱える子どもたちへの
　　読書支援（3）
　３）読書支援のためのツールの発達

第14回　７．子どもにとっての識字活動と子どもの権利
第15回　８．内容理解確認と振り返り
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ゲスト講師をお招きする場合もあります。

講義コード（Course Code） 225167N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225167

授 業 名（Course Title） 昔話とストーリーテリング
語りの文化を継承する

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 岩崎　れい
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリント配布
参考文献（References） 授業中に紹介

備 考（Note） <旧>225160口承文化としての昔話・伝
説

１．科目の教育目標（Course Description）
日本をはじめ世界中の昔話を知り、その特徴や歴史的な役割の変遷を知る。
また、実践を通して、口承文化がどのように継承されてきたかを学ぶ。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．昔話を数多く読み、その時代や地域による特徴や普遍性について学ぶ。
２．昔話の生まれた文化的背景を学ぶ。
３．子ども向けに編纂された昔話とその課題について学ぶ。
４．昔話を実際に語ってみる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．講義では、基本的な事項を把握する。
２．演習では、昔話をさまざまな方法で実際に語ってみる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．提示された昔話をあらかじめ読んでくる。



─ 246 ─

【課題】授業時間内に完成できなかった場合は、授業時間外に制作場所と時
間を確保し完成させること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
8時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（25%）、課題１の完成度（15%）、課題２の完成度（20%）、最
終課題の完成度（40%）の総合点で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　【オリエンテーション】授業アウトライン、紙媒体の分類
第２回　【小課題１】名刺／情報の整理整頓、Illustrator基本操作（整

列、ガイド、文字パレット）
第３回　【小課題１】名刺／文字について
第４回　【小課題１】名刺／プレゼンテーションと合評
第５回　【小課題２】見開きページ／ページの基本構造、InDesignの基

本操作（ドキュメント設定、マスターページ）
第６回　【小課題２】見開きページ／文字組のルール、InDesignの基本

操作（テキスト関連ツール、外部ファイル読み込みなど）
第７回　【小課題２】見開きページ／視線をコントロールするレイアウ

ト
第８回　【小課題２】見開きページ／プレゼンテーションと合評
第９回　【最終課題】インタビュー冊子／小冊子の分析・企画コンセプ

トシートの作成
第10回　【最終課題】インタビュー冊子／レイアウトフォーマットの設

計
第11回　【最終課題】インタビュー冊子／画像素材の取り扱い（Photoshop

の基本操作）
第12回　【最終課題】インタビュー冊子／中間チェック
第13回　【最終課題】インタビュー冊子／冊子の完成度を高める工夫
第14回　【最終課題】インタビュー冊子／校正と製本
第15回　【最終課題】インタビュー冊子／プレゼンテーションと合評
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
人数制限:18名

講義コード（Course Code） 225210N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225210

授 業 名（Course Title） 日本年中行事論
日本の年中行事について考える

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 堀　勝博
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『日本年中行事論講義資料集・同別冊』　堀
勝博　京都ノートルダム女子大学　平成
２３年

参考文献（References）

『日本年中行事辞典』　鈴木棠三　角川書
店　
『日本民俗事典』　弘文堂　大塚民俗学会　
『年中行事大辞典』　加藤友康他　吉川弘
文館　

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
日本には、さまざまな年中行事が今も行われているが、それぞれがどのよう
な由来をもち、どのような意味をもつものであるのかということについて
は、存外知られていない。正月にしめ縄を飾るのはなぜ？　盆踊りは、何の
意味がある？　―この授業は、そのようにわれわれが忘れてしまった年中
行事の意味について、由来や歴史をたどりつつ考察することを目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．日本の年中行事にはどのようなものがあるかを知る。 
２．日本の年中行事の特徴について学ぶ。　
３．日本の年中行事の由来や歴史について探求する。 
４．年中行事と関わりの深い暦法について理解する。 
５．日本の年中行事にゆかりのある名所・旧蹟に出かけ、実地で学習を深
める（受講者多数の場合は実施せず）。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．日本の主な年中行事の由来や意味について、講義形式で解説する。 
２．日本年中行事を記録した画像や映像を見る。
３．京都市内の寺社へ出かけ、年中行事について、実地学習を行う、もし
くは京都の寺社関係者を講師としてお招きし、年中行事に関する特別講義
をしていただく（下鴨神社を予定）。

４．評価方法・評価基準（Evaluation）
中間レポート（３５％）、期末レポート（３５％）、授業参加度（３０％）で
評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　講義内容及び課題のプレビュー
第２回　情報リテラシーとは
第３回　情報と人との関わり
第４回　情報資源、情報メディアの種類と性質
第５回　情報の評価
第６回　インフォーマル情報と社会
第７回　知識共有の新形態（ウィキペディアの分析と理解）
第８回　参加型文化における情報
第９回　情報発信、利用の倫理とルール、権利の諸問題
第10回　情報発信のための諸技術
第11回　インターネットと「個人」の情報発信（デジタルストーリーテ

リングを例に）
第12回　情報の越境，文化間の流通
第13回　情報と地域性、格差などの諸問題
第14回　プレゼンテーション発表
第15回　プレゼンテーション発表の講評と授業全体のまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 225169N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225169

授 業 名（Course Title） ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝと冊子制作
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 大谷　俊郎
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）
『InDesign/Illustratorで学ぶ レイアウト
&ブックデザインの教科書』　ファー・イ
ンク　ボーンデジタル　2015/8/24

備 考（Note） 定員18人

１．科目の教育目標（Course Description）
Adobe Illustrator、InDesignを活用した冊子の制作。グラフィックデザイン
に関する講義と３つの課題制作を通して、情報を紙媒体に落とし込む「伝
える力」と情報がデザインされたものを「見る力」の両方を養う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
課題１：名刺作成
・名刺の分析
・情報の整理整頓
・文字について
・Illustratorの基本操作（テキストの操作、ガイド、整列など）
・プレゼンテーションと合評
課題２：見開きページの作成
・見開きページの画面構成
・InDesignの基本操作（ドキュメント設定、テキスト入力、ガイド、マス
ターページ、画像挿入など）
・文字組のルール
・プレゼンテーションと合評
最終課題：小冊子の作成
・小冊子の分析
・企画、ラフスケッチ
・レイアウトフォーマットの作成
・取材、素材収集、編集
・Photoshopの操作（外部画像の取り込みと編集）
・出力
・校正と仕上げ
・プレゼンテーションと合評
３．教育・学習の方法（Course Methods）
Illustrator、InDesignの習得を目的とした実践と、グラフィックデザインに
ついての講義によって進行する。また、課題１では名刺作成を、課題２で
は見開きページの作成を、最終課題では小冊子を制作する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）

【予習・復習】
最終課題「インタビュー冊子」の制作に向けて、インタビュー対象者の検
討、関連情報の調査、必要な素材の収集や撮影など準備を進めておくこと。
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講義コード（Course Code） 225211B1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225211

授 業 名（Course Title） 京都フィールドワーク研究Ｂ
京都で学ぶ　京都を学ぶ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 福井　栄一
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『説話をつれて京都古典漫歩』　福井栄一　
京都書房　2013
レジュメは各回の授業で必要に応じて配
付する。

参考文献（References）

『小野小町は舞う』　福井栄一　東方出版　
2005
『にんげん百物語』　福井栄一　技報堂出
版　2007
『おもしろ日本古典ばなし１１５』　福井
栄一　子どもの未来社　2008
『鬼・雷神・陰陽師』　福井栄一　ＰＨＰ
研究所　2004
『蛇と女と鐘』　福井栄一　技報堂出版　
2012
授業中にも、随時、紹介する。

備 考（Note） 定員20人

１．科目の教育目標（Course Description）
フィールドワークにより、京都の歴史・文化・芸能などに関する活字・文
献ベースの知識を血肉化する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
現地で得た情報・見聞した事物と自己の問題意識を有機的に結合させて、歴
史認識や京都への理解を より深化させる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．座学や自己調査による、予備知識や全体像の把握。
２．フィールドワークで得た知見による掘り下げ。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
テキストや参考文献を活用した事前リサーチ。　
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
20時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）

「授業参加度：30%、フィールドワーク時のレポート：40%、定期試験：30%」
とする。なお、フィールドワークへの参加は必須である。
また、実地研修であるフィールドワーク前の授業数の3分の1の欠席をもっ
て定期試験の受験資格を失うので、注意のこと。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　陰陽道の基礎知識
第２回　陰陽師 安倍晴明の秘密
第３回　土曜日にまとめてフィールドワーク①

（晴明神社を予定）
第４回　第5回と共に第3回に集約。
第５回　第4回と共に第3回に集約。
第６回　小野小町の足跡を辿る
第７回　在原業平の生涯を検証する
第８回　土曜日にまとめてフィールドワーク②

（隋心院を予定）
第９回　第10回と共に第8回に集約。
第10回　第9回と共に第8回に集約。
第11回　菅原道真の悲劇
第12回　菅原道真の文化史
第13回　土曜日にまとめてフィールドワーク③

（北野天満宮を予定）
第14回　第15回と共に第13回に集約。
第15回　第14回と共に第13回に集約。
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
フィールドワークは、原則土曜日に、合計３回実施する。座学３コマ分を
１回のフィールドワークに充当する。
フィールドワークの日時・日程などは授業において伝える。

（上記に示したフィールドワーク①～③の実施時期はあくまで目安であって、
たとえば第３回目の欄に表記があるからといって、必ずしも第３回目の講
義日時に行うという意味ではない。）
単位修得のためには、これらのフィールドワークに参加することが必須で
ある。

・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．事前にテキストを読んでくること。
２．事前に指示された調査課題・発表課題を準備してくること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業に参加する意欲・態度の評価点４０％、定期試験の成績６０％で評価
する。ただし、出席回数が総授業時数の３分の２に満たない者は、不合格
とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　年中行事とは何か（導入授業）
第２回　日本文化と日本年中行事
第３回　日本年中行事の種類
第４回　日本年中行事の特徴　
第５回　日本年中行事の研究方法
第６回　日本年中行事の発祥と暦法
第７回　日本年中行事と改暦
第８回　日本年中行事各論―正月と年越し
第９回　正月行事の諸相
第10回　フィールドワークまたは特別講義
第11回　小正月の行事
第12回　フィールドワークまたは特別講義
第13回　雛祭り、涅槃会、彼岸、七夕など
第14回　盂蘭盆、中秋、重陽、七五三など
第15回　京都の祭り　―祇園祭を中心に
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
大学コンソーシアム京都　開放科目

講義コード（Course Code） 225211A1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225211

授 業 名（Course Title） 京都フィールドワーク研究Ａ
京都で学ぶ　京都を学ぶ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 福井　栄一
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『説話をつれて京都古典漫歩』　福井栄一　
京都書房　2013
レジュメは各回の授業で必要に応じて配
付する。

参考文献（References）

『小野小町は舞う』　福井栄一　東方出版　
2005
『にんげん百物語』　福井栄一　技報堂出
版　2007
『おもしろ日本古典ばなし１１５』　福井
栄一　子どもの未来社　2008
『鬼・雷神・陰陽師』　福井栄一　ＰＨＰ
研究所　2004
『蛇と女と鐘』　福井栄一　技報堂出版　
2012
授業中にも、随時、紹介する。

備 考（Note） 定員20人
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講義コード（Course Code） 225213N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225213

授 業 名（Course Title） 日本語研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 日比　伊奈穂
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
日本語の音韻、文字・表記、語彙、文法・文体、および言語学、第二言語
習得について理解を深め、外国人に対しても客観的に説明できる日本語の
基礎知識を実践的に習得する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.日本語の音韻的特徴について理解する。
2.日本語の文字・表記に関する基本的知識を習得する。
3.日本語の語彙の種類や語構成について知る。
4.日本語の文法について、具体例に触れつつ理解する。
5.言語学や第二言語習得の概略について理解する。
6.日本語教育について知る。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1.講義を基本として授業を進めるが、小テストや課題など実践的スタイルも
積極的に取り入れる。
2.他の外国語との対照研究的視点も導入する。
3.日本語教育能力検定試験の過去問題や模擬試験問題に取り組み、同試験へ
の知識を深める。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業で紹介する参考書などに自ら積極的にあたり、基礎知識を身につけて
おくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業への参加姿勢（30％）、小テスト・課題（20％）、期末試験（50％）を
総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業ガイダンス
第２回　音声（1）音声学概論
第３回　音声（2）日本語の子音・母音
第４回　音声（3）アクセント、イントネーション、拍
第５回　言語学概論
第６回　語彙（1）形態素
第７回　語彙（2）語構成
第８回　文法（1）品詞
第９回　文法（2）動詞の活用
第10回　文法（3）文型
第11回　文法（4）ヴォイス
第12回　文法（5）アスペクト
第13回　第二言語習得
第14回　日本語教育
第15回　授業総括
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 225212N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225212, 8000-922056

授 業 名（Course Title） 日本語教育入門
外国人に日本語を教えるということ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 堀　勝博
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『日本語教育を学ぶ　第二版』　遠藤織枝　
三修社　

参考文献（References）
『日本語教育事典』　大修館書店　
『講座 日本語と日本語教育』　明治書院　
『日本語教師・分野別マスターシリーズ』　
アルク　

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
グローバル化とともに、日本を訪れる外国人は年々増え、日本語を学ぶ外
国人は世界全体で１０００万人を超えると言われている。そのような内外
の外国人学習者に日本語を教える「日本語教育」とはどのような仕事なの
か。この授業は、日本語教育の現況、内容、方法、問題点等について概観
し、日本語を教える人にとって必要な基礎知識を習得してもらうことをね
らいとする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．日本語教育とはどのような仕事なのか理解する。 
２．日本語教育の方法について理解する。 
３．日本語の学習段階Ｎ１～Ｎ５について理解する。 
４．日本語教育で用いられる専門用語に習熟する。 
５．日本語教育能力検定試験に関する知識を深める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．テキストにもとづき講義を行う 
２．毎回課題を出し、その発表や提出を求める 
３．毎回テキストに関する小テストを実施する 
４．日本語教育能力検定試験の問題にとりくむ
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．事前に指示された調査課題・発表課題を準備してくること 
２．講義であつかう予定のテキスト該当箇所を読んでくること
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業に参加する意欲・態度の評価点４０％、最終試験の成績６０％で評価
する。ただし、出席回数が総授業時数の３分の２に満たない者は、不合格
とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　導入授業 ―日本語教育とは
第２回　日本語教育の現状
第３回　日本語教育と言語学
第４回　日本語教育と異文化コミュニケーション
第５回　コースデザインとシラバス
第６回　学習段階別指導内容
第７回　読み書きの指導
第８回　技能別学習活動
第９回　さまざまな学習活動
第10回　さまざまな教授法
第11回　さまざまな評価法
第12回　海外における日本語教育
第13回　課題発表
第14回　課題発表
第15回　最終試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
日本語教員養成課程必修科目。外国人への日本語教育や国際交流に関心を
もつ人の受講を歓迎する。ただし、人間文化学科学生以外は、卒業要件単
位に入らない。
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講義コード（Course Code） 225321N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225321, 7500-923010

授 業 名（Course Title） ウェブデザインⅠ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉田　智子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『改訂新版 インターネット講座』　吉田智
子 他著　北大路書房　2014

参考文献（References） 『マルチメディア表現』　有賀妙子　他著　
実教出版　2005

備 考（Note） 定員24人

１．科目の教育目標（Course Description）
　インターネット技術の総括的な理解から、ウェブサイトの規格や使用す
る言語、文字・画像などの情報の関連付けと視覚化と各種形式、さらにサ
イト運営における著作権問題などを学ぶ。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　毎回の授業は演習室で行うが、実習は概要を理解するための実験と位置付
けているため、基本は講義となる。教科書として「改訂新版 インターネッ
ト講座」（北大路書房）を利用し、インターネットのしくみ、World Wide 
Webのしくみ、HTMLとCSSを利用したWebページの記述、JavaScriptを
利用したWebページについて、CGIを利用したWebページのしくみについ
てを、操作実習も交えて学ぶ。
　合わせて、各種のファイル形式の知識を整理し、Web制作者として必要
な著作権問題についても学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　講義形式を基本とするが、実習を伴った方が理解が促進される内容につ
いては、パソコンを利用した操作実習をおこなう。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・毎回の授業に関して教科書の該当ページを示すので、事前に読んで参加
すること。
・「Webページの批判的閲覧」に関して、一度ずつ発表する必要がある。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
20時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加（30%）、最終レポートを含む提出物（20%）、確認テスト（50%）
の総合点で評価。なお、授業での発表点は、授業参加（30%）の中に含む。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス（この授業と「ウェブデザイン実務士」資格につい
て、大学内の各演習室で使えるアプリケーションについてなど）

第２回　Webデザインの仕事とは？、本学のWebサーバー環境、Web
制作のための法的知識（著作権、意匠権、商標権、肖像権）

第３回　Webサイトの批判的閲覧とWebページの制作の基本
第４回　ディレクトリ（フォルダ）の階層構造の理解と運用
第５回　HTMLとCSSを利用したWebページの制作実習（1）導入
第６回　HTMLとCSSを利用したWebページの制作実習（2）活用
第７回　JavaScriptを利用した「インタラクティブなWebページ」の記

述（1）教科書11章前半
第８回　JavaScriptを利用した「インタラクティブなWebページ」の記

述（2）教科書11章後半
第９回　CGIを利用した「インタラクティブなWebページ」の記述（1）

教科書12章前半
第10回　CGIを利用した「インタラクティブなWebページ」の記述（2）

教科書12章後半
第11回　MDwikiを利用した「スマホにもPCにも対応したWebページ」

の記述
第12回　通常のHTML（+CSS）あるいは MDwiki でのオリジナルペー

ジ制作（1）企画
第13回　通常のHTML（+CSS）あるいは MDwiki でのオリジナルペー

ジ制作（2）制作
第14回　通常のHTML（+CSS）あるいは MDwiki でのオリジナルペー

ジ制作（3）各種ブラウザで表示確認、最終レポート提出
第15回　まとめ（確認テストと解説）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
外部講師を招いて特別授業を実施することがある。

講義コード（Course Code） 225311N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225311

授 業 名（Course Title）
情報科学応用
～Linuxを使ってOSのしくみを学ぶ
～

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉田　智子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）
『Un i x 考古学』　藤田昭人　ASC I I 
DWANGO　2016
『らくらくUNIX』　よしだともこ監修　技
術評論社　2004

備 考（Note） 定員24人
Linux基礎

１．科目の教育目標（Course Description）
　複数のOS（WindowsとLinux）を使うことで、一つのOSしか使っていな
かったときにはブラックボックスに思えていたコンピュータのハードウェ
ア、ソフトウェアの理解が深まるものである。この科目では、情報科学を
学ぶ目的で、LinuxというOSでの操作実習をおこなう。具体的には、UNIX
コマンドを利用したファイル操作やディレクトリの理解、Linux上のソフト
ウェアの活用などを通じて、OSの働きやしくみを理解する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　・ コンピュータ操作に必要な基本知識と基本技術 
　・ マルチユーザ、マルチタスクOSであるUNIXの概念理解と操作 
　・ Linux OSとその上で動くアプリケーションソフトウェアの活用 
　・ コンピュータネットワークシステムのしくみの理解と活用
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　実習を中心に授業を行なうが、必要に応じて講義も行なう。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　毎回の授業の講義対象となるテキスト（参考文献「らくらくUNIX」を貸
し出します）のページを事前に伝えるので、その部分を熟読した上で、授
業に参加することを望む。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
20時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度（40%）、提出課題など（30%）、まとめレポート（30%）の総
合点で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業の概要説明。特にOS（WindowsとLinux）に関しての講義
第２回　Linuxの起動、ホームディレクトリ、ファイルとディレクトリ

の理解、Webページの閲覧、日本語入力などの操作
第３回　LinuxというOSの機能と特長（マルチユーザ、マルチタスクな

ど）と、ディレクトリ（フォルダ）の階層構造（相対パス・絶対パ
ス）の理解

第４回　UNIX基本コマンド（ls,pwd,cd,mkdir,rmdir,rm,cp,mv,head,tail
など）の理解と実践、シェルの便利な使い方の予告

第５回　「シェルの便利な使い方とコマンド」の実行（補完、ヒストリー、
エイリアス、bg処理、パイプ、リダイレクトなど）

第６回　Emacsエディタの利用、アクセス権限（CGIを利用したWeb
ページでの活用）

第７回　OSの機能（プロセス管理、メモリ管理、ファイルシステム、
ユーザインタフェースの提供）についての理解

第８回　日本語の文字コードに関しての講義と実習（１）ISO-2022-JP
とは

第９回　日本語の文字コードに関しての講義と実習（２）Unicodeとは
第10回　Linux上のワープロ、エディタの利用（利用されている文字コー

ドにも注目）
第11回　FTP、遠隔ログイン、通信テスト用コマンドなどの利用
第12回　Linux OSの上で動く画像処理アプリケーションの利用
第13回　正規表現とそのコマンドの利用
第14回　シェルスクリプト入門
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
本授業は、平成29年度以降の「人間文化学科」入学者の専門科目には含ま
れていないため、平成29年度を最終年度としての実施が予定されている。

「情報処理士」あるいは「ウェブデザイン実務士」の資格取得のためにこの
科目の履修を予定している学生は、その点で注意が必要である。
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講義コード（Course Code） 225323N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225323, 7500-923012

授 業 名（Course Title） ウェブデザイン演習
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 大谷　俊郎
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『改訂新版インターネット講座』　有賀妙
子・吉田智子・大谷俊郎　北大路書房　
2014

参考文献（References）

『Webデザインの新しい教科書 改訂新版』　
こもりまさあき・赤間 公太郎　エムディ
エヌコーポレーション　2016/2/2
「マルチメディア表現 図形と画像の処理」
有賀妙子 渡部隆志 由良泰人  実教出版

備 考（Note） 定員18人

１．科目の教育目標（Course Description）
webデザイン関連科目で学んだ内容の集大成として、具体的なwebサイト
の制作に取り組む。企画から情報収集、デザイン、素材作成、コーディン
グまですべての流れをグループまたは個人で行い、学内ネットワークにて
公開することを最終目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１）企画
　　・ワークシートの作成
　　・ラフスケッチ
２）デザイン
　　・Adobe Photoshopによるデザイン作成
　　・素材の書き出し
３）コーディング
　　・html/cssの手打ちまたはDreamweaverの活用
４）公開
　　・学内ネットワークへのアップ
　　・プレゼンテーション
３．教育・学習の方法（Course Methods）
個人でwebサイトを企画、必要な情報を収集し、他の授業で得た知識を活
用してページを作成し、学内ネットワークにて公開する。具体的には、テー
マ企画、素材作成，インタラクション検討、コーディング、知的所有権を
含む情報倫理の再確認、およびプレゼンテーションを行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）

【復習】
「マルチメディア演習」「ウェブデザインⅡ」の履修済の者は、各授業で配
布したレジュメとサーバーにアップされているデータを元に復習しておく
こと。詳細は授業内に指示する。

【その他】
授業内容から遅れている場合は、必要に応じた作業を各グループで行う。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
webサイトの学内公開を単位取得の条件とする。
授業参加度（30%）、webサイトの完成度（70%）の総合点で評価する。
なお、「ウェブデザイン実務士」の資格認定を希望するものは、70点以上の
評価を受ける必要がある。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション、webサイトの企画（企画ワークシート作
成）

第２回　デザイン（全体の構成とテンプレート作成）
第３回　デザイン（テンプレート作成、各自のサイトに必要な要素のデ

ザイン）
第４回　デザインチェック（グループごとにプレゼンテーション）
第５回　デザイン修正（デザインチェックで指摘を受けた箇所の修正）
第６回　ページ作成（素材の書き出し、HTMLのマークアップ）
第７回　ページ作成（素材の書き出し、HTMLのマークアップ）
第８回　ページ作成（CSSによるスタイリング）
第９回　ページ作成（その他インタラクションの実装）
第10回　中間チェック（グループごとにプレゼンテーション、チェック

リストの記入）
第11回　ページ作成（中間チェックで指摘を受けた箇所の修正）
第12回　ページ作成（中間チェックで指摘を受けた箇所の修正）
第13回　ページ作成（グループ別に修正箇所の再チェック）
第14回　ページ作成（最終調整）、公開準備
第15回　合評（１グループ15分の持ち時間でwebサイトをプレゼン）

講義コード（Course Code） 225322N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225322, 7500-923011

授 業 名（Course Title） ウェブデザインⅡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 大谷　俊郎
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）
『Webデザインの新しい教科書 改訂新版』　
こもりまさあき・赤間 公太郎　エムディ
エヌコーポレーション　2016/2/2

備 考（Note） 定員18人

１．科目の教育目標（Course Description）
Adobe Dreamweaverを活用したwebサイトの制作。実習と課題制作をと
おしてAdobe Dreamweaverの特性を理解し、魅力的かつ効率的な情報の
発信力を身につける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１）Adobe Dreamweaver基本操作
　　・ローカルサイト作成
　　・テキスト入力と画像配置
　　・html/css基本操作
２）Adobe Dreamweaver応用操作
　　・高度なレイアウトの作成
　　・css応用技術
３）Adobe Dreamweaverを活用したwebサイト制作
３．教育・学習の方法（Course Methods）
毎回の授業の前半60分ではAdobe Dreamweaverの機能を実習形式で紹介、
後半30分ではその機能を活用した簡単な課題制作を行う。
最終課題では、Adobe Dreamweaverを活用してwebサイトを制作する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）

【予習・復習】
授業内で配布するレジュメ、データを元に復習をしておくこと。またデザ
インや構造など参考になるウェブサイトを各自で調査・研究しておくこと。

【課題】
授業毎の課題制作や最終課題が授業時間内に完了しなかった場合は、各自
で取り組むこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（30%）、授業毎の課題提出（20%）、最終課題の完成度（50%）
の総合点で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション、Adobe Dreamweaver基本操作
第２回　HTML基本操作（ローカルサイト・HTMLファイル作成、テ

キスト・画像入力、リンクの設置）
第３回　CSS基本操作（HTML・CSS復習、CSS記述と外部ファイルへ

の書き出し）
第４回　テーブル作成（作成・編集、CSSの適応、ローカルサイトの書

き出し）
第５回　クラスセレクタの活用（テーブルを用いたクラスセレクタ活用

例）
第６回　ボックスの活用（divタグを活用したレイアウト作成）
第７回　ナビゲーションのレイアウト（リスト、リンク、画像のレイア

ウト）
第８回　webデザイン応用技術１（CSSレイアウト応用）
第９回　webデザイン応用技術２（JavaScriptの活用）
第10回　webデザイン応用技術３（サイト設計）
第11回　最終課題制作（制作サイト企画・設計、コンテンツ編集）
第12回　最終課題制作（Adobe Dreamweaverを活用したwebサイト制

作）
第13回　最終課題制作（Adobe Dreamweaverを活用したwebサイト制

作）
第14回　最終課題制作（動作確認、アドバイス等）
第15回　最終課題制作、提出
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
人数制限：18名

「マルチメディア演習」を履修済み、もしくは「Adobe Photoshop」が扱え
る事が望ましい。
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講義コード（Course Code） 225325N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225325, 7500-923014

授 業 名（Course Title） マルチメディア演習
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 大谷　俊郎
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）
『Photoshop しっかり入門[CC/CS6/
CS5] 』　まきの ゆみ 　SBクリエイティ
ブ　2015/9/26

備 考（Note） 定員18人

１．科目の教育目標（Course Description）
デジタル画像編集ソフトAdobe Photoshopを活用した画像編集技術の習得。
実習と課題制作をとおして、Photoshopの特性を理解し、魅力的かつ効率的
な視覚情報の発信力を身につける。
画像加工に留まらず、webページ全体のデザインをPhotoshopで完成させる
ことを本授業の最終目標とする。
また、制作した課題の合評を行うことにより、情報発信者としての在り方
と理論的なデザインの構築能力を養う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１）Adobe Photoshop基本操作
　　・画面構成
　　・レイヤーの概念
２）外部画像の取り込みと編集
　　・保存形式
　　・色調補正
　　・トリミング
３）テキスト入力／編集
　　・文字ツール活用
４）デザイン補助機能活用
　　・ベジェ曲線
５）中間課題：フライヤーデザイン
　　・画像解像度
　　・デザインのプレゼンテーション
　　※ 印刷を目的とした画像編集を行うことにより、web上での使用を目

的とした画像編集（最終課題）との違いを明確化し、理解を深める
６）最終課題：webページデザイン
　　・「大学紹介webページ」作成
　　・デザインのプレゼンテーション
３．教育・学習の方法（Course Methods）
毎回の授業の前半60分ではAdobe Photoshopの機能を実習形式で紹介、後
半30分ではその機能を活用した簡単な課題制作を行う。
また、中間課題ではフライヤーデザインを、最終課題ではウェブページデ
ザインを制作することにより、印刷物とインターネットという２種類のメ
ディアの差異を理解し、それぞれに対応した画像編集技術を身につける。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）

【課題】
授業毎の課題、中間課題、最終課題制作が授業時間内に完了しなかった場
合は、各自で取り組むこと。

【その他】
日常生活で目にするデザイン物（チラシ、車内吊り広告、Webページ等）
を意識して見てどこが参考になるか、逆にどこを修正すべきか、などを考
えておくこと
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（15%）、授業毎の課題提出（15%）、中間課題の完成度（20%）、
最終課題の完成度（50%）の総合点で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション、Adobe Photoshop基本操作（画面構成、
レイヤーの概念）

第２回　外部画像の取り込みと編集１（保存形式の理解を含む）
第３回　外部画像の取り込みと編集２（完成見本とそっくりの画像を

作ってみる）
第４回　外部画像の取り込みと編集３（授業時間に撮影したデジカメ画

像の編集）
第５回　テキストの入力と編集（文字ツール、文字パネル、文字編集）
第６回　デザイン補助機能の活用（ベジェ曲線の解説や、ペンツール、

アンカーポイントの追加と削除など）
第７回　印刷を目的とした画像編集（画像解像度についての復習も含む）

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
人数制限：18名
本授業を受講するにあたり、「マルチメディア演習」を履修済み（もしくは
IllustratorまたはPhotoshopが扱える）、および「ウェブデザインII」を履修
済み（もしくはDreamweaverを扱える、またはHTMLとCSSの手打ちが
できる）ことを必須条件とする。

講義コード（Course Code） 225324N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225324, 7500-923013

授 業 名（Course Title）
ウェブプログラミング演習
機能的なWebコンテンツを作成する
ため、インタラクティブなWeb情報
発信技術を習得

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 伊藤　泰子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
使用しない。

適宜、必要資料を配布。
参考文献（References）
備 考（Note） 定員24人

１．科目の教育目標（Course Description）
プログラム言語JavaScriptを利用して、動的なWebコンテンツを作成する。
Webの情報を単に受け取るだけの利用者ではなく、インタラクティブな情
報発信の技術を養い、プログラミングの技術、Webサーバとのやりとりな
ど、Webにおける一歩進んだ知識・技術を身につける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・基本制御構造
・オブジェクト指向プログラミング
・フォーム部品との連携
・ウィンドウ操作
・応用技術
３．教育・学習の方法（Course Methods）
実習形式で行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
積み上げ式の授業なので、特に予習をする必要はないが、復習は必ず行う。
毎回宿題を出すので、自分のペースでじっくり復習しながら問題を解いて
いく。わからない部分は必ず質問すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（５０％）、課題（５０％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　JavaScriptとは
第２回　基本制御構造１（順次、反復）
第３回　基本制御構造２（選択）
第４回　オブジェクト指向とは（クラスの概念、フィールドやメソッド

の利用）
第５回　フォームタグとの連携１（文字列操作、デザイン変更）
第６回　フォームタグとの連携２（演算処理）
第７回　ウィンドウ操作（alertメソッドの利用、ウィンドウの作成、

ウィンドウ制御）
第８回　DOM　CSSの操作１（JSを利用して動的にデザインを変更す

る）
第９回　DOM　CSSの操作２（JSを利用して動的にHTMLコンテンツ

を変更する）
第10回　Ajaxの概要
第11回　Ajax　外部ファイルのデータをプログラムに反映させる
第12回　Ajax　Google Mapsの操作・利用
第13回　課題作成（JavaScriptを利用したコンテンツ設計）
第14回　課題作成（JavaScriptを利用したコンテンツ作成）
第15回　課題作成、合評
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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て下さい。

講義コード（Course Code） 225329N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225329, 5000-901012

授 業 名（Course Title） 図書館情報技術論
情報検索、情報技術の基礎知識

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 鎌田　均
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『情報検索の知識と技術　基礎編』　吉井
隆明　編著　情報科学技術協会　2015

参考文献（References）

備 考（Note） 定員46人
<旧>225318情報機器論

１．科目の教育目標（Course Description）
コンピュータとインターネットおよびネットワークを構成する仕組みと技
術について学び、それらによって流通する情報についての理解とそれを検
索する技術を習得し、図書館業務に関係する情報技術の基礎を身につける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1．データの作成から情報の検索、利用に至るまでのプロセスを理解する。
2．図書館に関わる情報技術についての基礎知識を得る。
3．社団法人　情報科学技術協会が実施している「検索技術者検定」等、関
連する資格試験に通用する基礎力を身につける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキストの内容に沿った講義と演習を中心に授業を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回テキストの該当する箇所を読んでくること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度10％・中間テスト30％・期末テスト60％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業の進め方の説明
検索技術者検定について
情報とは何か

第２回　コンピュータに関する基礎知識（テキスト４．３）
第３回　インターネットに関する基礎知識（テキスト４．４）
第４回　情報資源と情報サービス（テキスト１）
第５回　データベースと情報の組織化（テキスト１）
第６回　情報検索の基礎（テキスト２）
第７回　情報検索の仕組みと評価（テキスト２）
第８回　中間テスト
第９回　オンライン情報資源（テキスト３．１－２）
第10回　インターネット情報とその検索（テキスト３．３）
第11回　インターネット上の情報発信
第12回　情報セキュリティー（テキスト４．５）
第13回　著作権、知的財産（テキスト４．６－４．７）
第14回　電子資料とデジタルアーカイブ
第15回　まとめ（学習成果の確認）
６．定期試験（Final Exam）
あり　
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 225420N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225420

授 業 名（Course Title） 日本思想
日本の宗教と哲学

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 松井　吉康
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） なし
参考文献（References） 授業中に適宜紹介する
備 考（Note）

第８回　中間課題制作：フライヤーデザイン（課題説明、制作）
第９回　中間課題制作：フライヤーデザイン（制作）
第10回　中間課題合評（フライヤーデザインを一人3分の持ち時間でプ

レゼン）
第11回　最終課題制作：大学紹介webページのデザイン（課題説明、制

作）
第12回　最終課題制作：大学紹介webページのデザイン（制作）
第13回　最終課題制作：大学紹介webページのデザイン（制作）
第14回　最終課題制作：大学紹介webページのデザイン（制作と合評の

説明）
第15回　最終課題合評（webページデザインを一人10分の持ち時間でプ

レゼン）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
人数制限：18名

講義コード（Course Code） 225326N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225326, 7500-923015

授 業 名（Course Title）
色彩デザイン論
色によるイメージ伝達を体系的に学
ぶ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 室　千草
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『カラーコーディネーター入門　色彩』　大
井義雄・川崎秀昭　日本色研事業（株）　
2007年
『新配色カード199a』　日本色彩研究所　

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
視覚のメカニズムを学ぶことによって、視認性や、色のもつ心理的なイメー
ジなどを理解し、目的に合ったイメージを色で表現できるよう具体的な例
を見ながら、色彩の基礎的な知識を身につける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. 12色相環、明度スケール、トーン一覧表　2. 色の三属性の理解、イメー
ジと配色　3. 配色技法を用いたカラープランニング
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキストの内容と画像資料を用いて理論を学び、配色カードによる確認作
業を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
気に入ったグラフィックデザインやウェブページがどのような配色になっ
ているかを観察すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業内の課題30％、筆記試験70％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　導入　（色とは）
第２回　色と光　（視覚のメカニズムについて）
第３回　色の記録、伝達の方法
第４回　様々な表色系①　（色の三属性、PCCS、マンセルシステム）
第５回　様々な表色系②　（オストワルト、XYZ表色系、L*a*b*表色系）
第６回　色の混合　（加法混色、減法混色について）
第７回　色彩の心理①　色の見えの効果
第８回　色彩の心理②　色のイメージ
第９回　色彩調和①　色相、明度、彩度、トーンを基準にした配色
第10回　色彩調和②　様々な効果をねらった配色
第11回　色彩調和③　イメージと配色
第12回　色彩調和論　（シュブルールの色彩調和論など）
第13回　カラーユニバーサルデザイン　（視認性、バリアフリーと色に

ついて）
第14回　カラープランニング①　（配色技法を用いたカラープランニン

グ）
第15回　カラープランニング②　（カラープランニングの完成）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
配色カードを用いる課題を行う際、はさみとのりが必要です。各自持参し
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り再読することによって、特に言語と文学の面において日本文化と中国文
化の関係について考えたい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．中国古典を読むことによって、現在使われている熟語の意味を出典に
さかのぼり、さらに深く理解する。 　
２．漢文訓読の基礎を身につける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．時代背景、人物背景などを通して、漢文の内容を丁寧に説明する。 
２．漢文の読み下しを朗読する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．課ごとに予習と復習する。
２．漢和字典の使い方、漢字の表外訓などの知識を身につける。
３．漢文の基本的な語法、返り点の付け方を練習する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
７時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（15％）、予習復習成果（15％）、形成テスト（70％）に
基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　割鶏焉用牛刀　『論語』 陽貨篇
第２回　五十歩百歩　『孟子』 梁恵王上
第３回　渾沌　『荘子』応帝王編
第４回　轍鮒之急　『荘子』 外物篇
第５回　朝三暮四　『列子』 黄帝篇
第６回　塞翁馬　『淮南子』人間訓
第７回　漁夫之利　『戦国策』燕策
第８回　牛山之木　『孟子』告子篇上
第９回　顧而言他　『孟子』梁恵王下
第10回　守株　『韓非子』五蠹
第11回　愛憎之変　『韓非子』説難
第12回　狐仮虎威　『戦国策』楚策
第13回　蛇足　『戦国策』斉策
第14回　先従隗始　『戦国策』燕策
第15回　形成テストとまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 225425N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225425

授 業 名（Course Title） 漢文学特講
漢詩を読む

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 朱　鳳
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 『唐代の詩』　森野繁夫編　白帝社　2004
参考文献（References）
備 考（Note） 隔年開講1

１．科目の教育目標（Course Description）
本講義は日本人に親しまれている唐代の詩、特に李白と杜甫の詞を中心に
読む予定である。本講義は、学習を通して、漢詩に関する基本知識を把握
し、文学作品としての漢詩への知識を深めることを目標とする。
また、漢詩の学習を通して、日本と中国が共有している漢字文化について
も再認識してもらいたい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1．漢詩に関する基本知識を把握する。
2．「律詩」「絶句」「五言」「七言」について学習する。
3．日本語の独特な「返り点」の付け方、「読み下し」の方法をマスターす
る。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1．授業中、声を出して漢詩を読む。
2．ビデオを利用して、視覚的な映像を使って漢詩への知識と理解を深めて
行く。
3．作品ごとに文学的、歴史的な背景を詳細に説明する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
1．予習復習をしっかりと行う。
2．指示に従って、漢詩を読むための準備知識として、周辺資料を数編を読
む。

１．科目の教育目標（Course Description）
日本古来の宗教から現代の宗教までを概観するとともに、近代以降に成立
した新たな哲学について学習する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
現代を生きる私達の行動や考え方は、日本の歴史の中で育まれてきたもの
である。つまり思想の伝統を理解することは、自分自身の行動や考え方を
理解することにほかならない。そういう問題意識を持って、自分達の伝統
を顧みつつ、自己理解を深めていく。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義という形式であるが、各々のトピックについて学生に問いかける授業
にする。発言を強制することはないが、自分自身で問題を考える訓練をす
るのだと思って参加して欲しい。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
前回の授業の内容を日常生活の中で顧みて、過去と現在のつながりを意識
する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
最終レポートで評価する。レポート執筆の際は、問題を自分の問題として
捉え、あくまでも自分の頭で考えることが大切である。したがって評価も
また、各人が「どれだけ自分の頭で考えたか」で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業の狙い。ガイダンス。
第２回　日本の伝統宗教としての神道。（１）神社
第３回　日本の伝統宗教としての神道。（２）祭り
第４回　日本の伝統宗教としての仏教。（１）釈迦の宗教
第５回　日本の伝統宗教としての仏教。（２）大乗仏教
第６回　幕末、明治にかけて成立した宗教。（１）

日本の近代化とはいかなるものか。
第７回　幕末、明治にかけて成立した宗教。（２）

天理教をモデルとして。
第８回　戦後成立し、成長した宗教。

高度経済成長期と宗教。
第９回　現代社会における宗教。（１）

現代社会の特徴。
第10回　現代社会における宗教。（２）

オウム真理教という問題。
第11回　日本の近代化と哲学の誕生。
第12回　日本近代の教育システムについて。

富国強兵政策の一環としての教育。
第13回　京都学派の哲学（西田哲学を中心に）。
第14回　戦後社会と思想の変貌。
第15回　まとめ。
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
講義という形式ですが、大切なことは、聴講している皆さんが自分で考え
るということです。発言を強制したりはしませんが、できるだけ質疑応答
が盛んに行われるような授業にしたいと思っていますので、積極的な参加
を期待します。

講義コード（Course Code） 225424N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225424

授 業 名（Course Title） 漢文学入門
教養のための漢文学

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 朱　鳳
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 授業ごとに資料を配布する予定。

参考文献（References）
『中国古典を読むために』　賴惟勤　大修
館書店　
『漢文【まとめと要点】』　森野繁夫、佐藤
利行　白帝社　

備 考（Note） 定員50人
<旧>225071文学特講Ⅱ

１．科目の教育目標（Course Description）
明治時代まで日本人によく読まれていた漢文を中心に講読し、漢文の歴史
的、文学的背景を細かく解説しながら授業を進めていく。日本の言語、文
学、思想などは、中国から影響を受けつつ独自の発展を遂げてきたが、古
代中国人と日本人が共通に享受していた漢文の古典作品を現代人の視点よ



─ 254 ─

第８回　プラトンの哲学。（２）
哲学と思想。哲学と教育。

第９回　アリストテレス。
万学の祖としてのアリストテレス。

第10回　アリストテレスの方法。
現実世界へのまなざし。

第11回　キリスト教の影響。
キリスト教とはどのような宗教か。

第12回　神（啓示）と哲学。
キリスト教と哲学。

第13回　アウグスティヌスと哲学。
第14回　ヨーロッパ中世の哲学。スコラ哲学の代表としてのトマス・ア

クィナス。
第15回　まとめ。質問の時間。
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
講義という形式ですが、大切なことは、聴講している皆さんが自分で考え
るということです。発言を強制したりはしませんが、できるだけ質疑応答
が盛んに行われるような授業にしたいと思っていますので、積極的な参加
を期待します。

講義コード（Course Code） 225432N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225432

授 業 名（Course Title） 朝鮮文化論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 金　真須美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『ロスの御輿太鼓』　金真須美　社会評論
社　

参考文献（References）

備 考（Note） 定員30人
<旧>225064朝鮮文学講読

１．科目の教育目標（Course Description）
　韓半島と日本は、古来から親しい関係にあった。又、京都には渡来人ゆか
りの場も多い。似ていて異なる国、最も近しい国を、過去の悲劇にとらわ
れず、K.POPや韓流ブームを扉にして、文学を通じ、学ぶ事で、深い相互
理解を育成する。美術や伝統舞、神話等、他方面からも文学を学習する。  
　現役作家の講師として、文学創作秘話等も交え、真の国際交流を目ざす。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１）朝鮮文学を学ぶための基礎知識の修得
２）朝鮮文学と近現代史 
３）在日文学人の認識
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１）発表 
２）ディスカッション 
３）テキスト『ロスの御輿太鼓』 その他、配布プリントは毎回多数の本から
用意します。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
現代に人気のある韓流ドラマ、Ｋポップ、映画等を通じ、日韓文化の比較、
又その根底となったコリアン文学の本質を学ぶ。 又、希望者には現役作家
の立場から、小説の書き方、創作方法等も講義し、コリアン文学のみなら
ず広い観点から文学を研究し、時にコリアゆかりの歴史博物館等へも出か
ける。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
１）授業参加度　　50点 　
２）平常点　　　　20点 　
３）テスト　　　　30点
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　序論　朝鮮文学とは（配布冊子あり）「京都と韓国の交流の歴
史」

第２回　日本文化の中の朝鮮文学（プリントあり）
第３回　朝鮮の神話と伝説（プリントあり）
第４回　韓国、近い者の旅（プリントあり）
第５回　分断と対立を越えて（近現代史）（配布プリントあり）
第６回　韓国現代作家（プリントあり）
第７回　在日文学について（プリントあり）
第８回　心で知る韓国文学（プリントあり）

・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（15％）、予習復習成果（15％）、形成テスト（70％）に
基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　漢詩の種類について
第３回　押韻と平仄について
第４回　孟浩然「春暁」
第５回　王維「送元二使安西」
第６回　王之渙「涼州詞」
第７回　王翰「涼州詞」
第８回　李白「黄鶴楼送孟浩然の廣陵」
第９回　李白「早発白帝城」
第10回　李白「送友人」
第11回　杜甫「春望」
第12回　杜甫「月夜」
第13回　杜甫「絶句」
第14回　杜甫「旅夜書懐」
第15回　形成テストとまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 225431N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225431

授 業 名（Course Title）
西洋思想史（古代・中世）
古代ギリシアとキリスト教中世にお
ける思想の歴史

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 松井　吉康
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） なし
参考文献（References） 授業中に適宜紹介する
備 考（Note） <旧>225108西洋思想史（古代）

１．科目の教育目標（Course Description）
ヨーロッパ古代・中世における思想の歴史を学び、それがどのように現代
の欧米社会の考え方の基礎となっているかを理解する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
欧米社会の考え方が，どのような歴史の中で形成されてきたのかを学び、そ
れを私達の社会理解とリンクさせる。私達の社会は民主主義社会であるが、
それがどのような経緯で成立してきたのかを学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式ではあるが、授業中に色々な質問を投げかけるので、一人一人が、
その問いに応答することが求められる。発言を強制することはしないが、一
人一人が問題に真剣に向き合ってもらいたい。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
前回の授業で扱ったテーマを、日常の生活の中で顧みて、普段の生活に活
かすよう意識する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
100パーセント、最終レポートで評価する。レポート執筆の際は、問題を自
分の問題として捉え、あくまでも自分の頭で考えることが大切である。し
たがって評価もまた、各人が「どれだけ自分の頭で考えたか」で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業の目的と狙い。講義の進め方とガイダンス。
第２回　哲学前史。神話の時代。古代ギリシア世界とはどのようなもの

か。
第３回　哲学の誕生。ソクラテス以前の哲学者達。（１）

ミレトス学派。
第４回　ソクラテス以前の哲学者達（２）

パルメニデスとヘラクレイトス。
第５回　ソクラテスの思想革命。

ソクラテスの問答法。「無知の知」
第６回　ソクラテスの死刑判決。
第７回　プラトンの哲学。（１）

イデアとは何か。
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講義コード（Course Code） 225437N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225437

授 業 名（Course Title） 典礼音楽特講
パイプオルガンへの誘い

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 久野　将健
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 授業中にプリントを配布する。

参考文献（References）
『パイプオルガン』　ノルベール・デュフ
ルク　白水社　1975年
授業中に適宜紹介する。

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
日本のコンサートホールにも数多く設置されているパイプオルガンである
が、本来はヨーロッパを中心とした教会においてキリスト教と共に発展して
きた。この授業ではパイプオルガンの歴史、構造、作品を中心に学ぶ。更
にキリスト教典礼におけるオルガンの役割についても考えてみたい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．オルガンの仕組み　２．オルガンの歴史　３．時代と国によって異な
るオルガン音楽　
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業方法・・・①文献を読みながら理解を進める。②音楽を聴きなが
ら、楽譜を検討する。
２．学習方法・・・①ＣＤ，ＤＶＤによる理解。②演奏の実際を伴う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
次回に学ぶ箇所を指定しておくので、予習しておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
20時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（30点）、レポート（70点）に基づいて総合的に行う。
欠席回数が1/3を超過した場合（６回欠席）は、原則として単位を与えな
い。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オルガンの構造①導入
第２回　オルガンの構造②展開
第３回　オルガンの歴史①導入
第４回　オルガンの歴史②展開
第５回　オルガン作品＜中世・ルネッサンス＞
第６回　オルガン作品＜イタリアバロック＞
第７回　オルガン作品＜オランダ＞
第８回　オルガン作品＜スペイン・ポルトガル＞
第９回　オルガン作品＜フランス古典＞
第10回　オルガン作品＜ドイツバロック＞
第11回　オルガン作品＜J.S．バッハ＞
第12回　オルガン作品＜ドイツロマン派＞
第13回　オルガン作品＜フランス近代＞
第14回　オルガン作品＜現代＞
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 229005A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229005

授 業 名（Course Title） 専門演習Ⅰ
子どもの文化ゼミ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 岩崎　れい
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリント配布
参考文献（References） 授業中に紹介する。
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
＜共通目標＞ 人間文化学科のモットーである、多文化理解・比較の視点を

第９回　在日女流作家を読む（プリントあり）
第10回　キリスト同信会の朝鮮伝道（プリントあり）
第11回　キリスト教と韓国の詩人（プリントあり）
第12回　近くて近いコリアン文学（プリントあり）
第13回　韓国伝統美術と文学の関係（プリントあり）
第14回　韓国文学と日本文学の関係（プリントあり）
第15回　試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 225436N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-225436

授 業 名（Course Title） 歌曲論
詩と音楽の関連性を探る

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 久野　将健
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 適宜プリントを配布する。

参考文献（References）

『賛美、それは沈黙のあふれ』　新垣壬敏　
教文館　2001年
『フォーレとその歌曲』　河本喜介　音楽
之友社　1990年
『フランス歌曲とドイツ歌曲』　エヴラン・
ルテール　白水社　

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
この授業では歌詞（言葉）と音楽の関わりに重点を置き、日本、フランス、
ドイツ歌曲の中からいくつかを選び考察する。それぞれの楽曲に込められ
た思い（感情）を理解し、感じ取ってほしい。なお楽譜や歌詞はプリント
で配布する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．言葉と旋律　２．音楽と感性　３．歌詞とそのこころ
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業方法・・・①CD等で楽曲の演奏を聴く。②歌詞の意味を調べる。
③歌詞と旋律がいかに対応しているかを考える。
２．学習方法・・・①音楽の時代様式を理解する。②国によっての相違点
を調べる。③理解したことを言葉にして発表する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
外国語の歌詞の場合はあらかじめ意味を調べておくことが望ましい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
20時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（30点）、定期試験（50点）、レポート（20点）に基づ
いて総合的に行う。欠席回数が1/3を超過した場合（６回欠席）は、原則と
して単位を与えない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　詩と音楽について概説
第２回　山田耕筰「この道」
第３回　山田耕筰「からたちの花」①導入
第４回　山田耕筰「からたちの花」②展開
第５回　信時潔「丹沢」
第６回　モーツァルト「すみれ」①導入
第７回　モーツァルト「すみれ」②展開
第８回　モーツァルト「寂しい森で」
第９回　シューベルト「冬の旅」より①「菩提樹」導入
第10回　シューベルト「冬の旅」より②「菩提樹」展開
第11回　シューベルト「冬の旅」より③「あふるる涙」導入
第12回　シューベルト「冬の旅」より④「あふるる涙」展開
第13回　フォーレ「リディア」
第14回　フォーレ「夢のあとで」
第15回　フォーレ「月の光」
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） 229005B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229005

授 業 名（Course Title） 専門演習Ⅰ
音楽学ゼミ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 久野　将健
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 未定
参考文献（References） 適宜紹介する。
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
＜共通目標＞ 人間文化学科のモットーである、多文化理解・比較の視点を
常に保ちながら、所属ゼミ教員の担当分野ごとに、より専門的に知識・理
解を深め、４年次の卒業研究・卒業制作に向けて、受講生各自に適した研
究テーマが決められるよう、系統的に学ぶ。 
＜個別クラスのねらい＞ 音楽のさまざまな諸要素を専門科目で学んできた
知識を踏まえて、ゼミにおいては少人数指導の下、さらに専門的に掘り進
め、卒業論文にまでつなげていくようにする。各自の主体的な研究を尊重
しながら進めていきたい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．音楽に関する文献を購読し、読解力を深める 
２．卒論執筆に向けて、各自のテーマに沿って準備を進める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
ゼミ生の関心と論文作成予定のテーマによるが、音楽学の諸分野（音楽史、
音楽文化、音楽表現等）の紹介をした上で、実技要素も取り入れながら理
解を深めていく。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
文献購読、発表、演奏などの課題に対して、準備を入念にした上でゼミに
臨んでほしい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（30点）、課題等（70点）に基づいて総合的に行う。欠
席回数が1/3を超過した場合（６回以上の欠席）は、原則として単位を与え
られないので注意すること。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　導入（ゼミの進め方について）
第２回　クリティカル・リーディング（どうやって本を読むか？）
第３回　クリティカル・リーディング（問いを立てる）
第４回　クリティカル・リーディング（論理の構造）
第５回　クリティカル・リーディング（問いの発展）
第６回　資料検索（その実際）
第７回　資料検索（統計情報の種類と入手方法）
第８回　データ収集・分析（データ分析とはどういうことか？）
第９回　データ収集・分析（データの種類について）
第10回　データ収集・分析（データ分析を伴う研究のポイント）
第11回　グループ学習（そのポイントと効果）
第12回　グループ学習とIT利用
第13回　ディベート
第14回　成果発表
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
学習・研究の過程で必要となるキーボードを購入してもらう予定。（￥4000
程度）

常に保ちながら、所属ゼミ教員の担当分野ごとに、より専門的に知識・理
解を深め、４年次の卒業研究・卒業制作に向けて、受講生各自に適した研
究テーマが決められるよう、系統的に学ぶ。  
＜個別クラスのねらい＞ 　子どもについて、メディアや文化や教育の側面
から考察する。具体的なテーマとしては、子どもの読書の意義、子どもの
学習における情報利用、図書館と表現の自由、育児における ｢おはなし｣ の
重要性、ハンディキャップのある子どもへの文化的側面からの支援、口承
文化としての昔話・伝説の魅力と特徴、現代教育における課題と展望、テ
レビゲームやインターネットなど現代的なメディアと子どもとの関係など、
さまざまな切り口が考えられるので、学生は自分の研究課題を見つけ、そ
のテーマを掘り下げて、最終的に卒業論文として仕上げることになる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．各自が関心のあるテーマを探し、それについて学ぶと同時に、研究対
象とするために明確な問題意識を持つ。 
２．卒業論文執筆のプロセスを学び、その方法を身につける。 　
　１）卒業論文の作成プロセスを学ぶと共に、文献探索法を身につける。 
　２）各自の研究テーマに基づき、研究計画を立てる。 　
　３）各自のテーマに沿って、調査・研究を進める中で、情報の収集だけ
でなく、 その選択・利用の方法を学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．この科目は、自分の「問い」を見つけ、卒業論文に結実させていくた
めの準備をする大切な役割をもつ。 　
２．子どもの文化、といっても幅が広いので、具体的な内容は受講生の関
心に合わせて調整する。 
３．文献を読んだり、現場を見学したりすることで、テーマに関する基本
的な知識や現状、他者の考え方を把握する。 
４．３をもとに、ゼミの中で討論することで、他の学生の考え方を知り、自
分の考察を深めていく。　
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．文献読解では担当する文献を事前に読み、その要約に考察を加えたレ
ジュメを作成する。 
２．フィールドワークには必ず参加し、座学では得られない学習成果をあ
げられるようにつとめる。 
３．卒業論文の準備では、各自学びたい自分のためのテーマを積極的に探
し、常にそのテーマを探究するようつとめる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　討論などへの参加・課題報告の準備・内容についての理解・提出物70％、
授業参加30％とし、総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　論文執筆のプロセス
第３回　卒業論文テーマの探し方
第４回　卒論のための図書館利用と文献探索の基礎
第５回　テーマ探索のための解説と討議
第６回　テーマ（１）　例）図書館における子どもへのサービス
第７回　テーマ（２）　例）子どもの発達と遊び
第８回　テーマ（３）　例）子どもの絵本の選び方
第９回　卒論のための図書館利用と文献探索の応用（１）
第10回　卒論テーマ探しのプロセス発表（ゼミ発表）
第11回　文献読解と発表
第12回　フィールドワーク（１）
第13回　文献読解と発表
第14回　研究方法の模索（ゼミ発表）
第15回　夏休みに向けての課題（ゼミ発表）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
テーマは履修者の関心に合わせて変更することがある。
ゲスト講師による授業を行うこともある。
必要に応じて２回以上フィールドワークに行く場合もある。
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講義コード（Course Code） 229005E0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229005

授 業 名（Course Title） 専門演習Ⅰ
アラブと魔法の文化

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 鷲見　朗子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
＜共通目標＞
　人間文化学科のモットーである、多文化理解・比較の視点を常に保ちなが
ら、所属ゼミ教員の担当分野ごとに、より専門的に知識・理解を深め、４
年次の卒業研究・卒業制作に向けて、受講生各自に適した研究テーマが決
められるよう、系統的に学ぶ。 
＜個別クラスのねらい＞
　アラブと魔法の文化ゼミ（担当者：鷲見朗子）
１．このゼミでは大きく分けて２つの異なる分野を扱い、ゼミ生はいずれ
の分野からテーマを選んでもよい。
　１つ目はアラブ・中東・イスラームの分野で、それらについての文学、歴
史、宗教、政治、女性学、社会学、芸術等を調査し、明らかにする。中東
の映画作品を扱ってもよい。
　２つ目は魔法を含めたファンタジーの分野で、この分野は時代、地域の
枠にとらわれず、幅広いファンタジー作品を対象にする。ファンタジーと
は、魔法を含む超自然的、幻想的、空想的事物をテーマやストーリーの主
な要素におき、それらの不可思議さに作品の魅力を求めたものを指す。
２．各自が上の分野から卒業研究テーマを見つけるために、関心のある事
柄について学術論文及び本を読む。 
３．論文を書くための基礎となる文献の探し方・読み方と論文の書き方や
記述表現なども学んでいく。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．アラブ・中東・イスラームの分野についての調査
２．ファンタジー分野についての調査
３．文献調査・文献収集
４．文献の読解・映画の分析
５．論文の書き方
３．教育・学習の方法（Course Methods）
卒業研究テーマを選ぶために、テキストを含めたさまざまな作品や文献を
読む。文献読解によって、知識を深めるとともに、学生が自分自身で問題
提起を行い、論理的に主張を組み立て、まとめる力を培う。また、論文を
作成するのに必要な文献収集法および発表に必要な発表資料の作り方や発
表の仕方などのスキルも学んでいく。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．課題作品・文献や自分の興味のあるテーマに関する文献を読む。
２．読んだ作品・文献についてほかのゼミ生と意見交換を行う。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加態度50%、発表・レポート50%によって評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　テーマの選び方
第３回　アラブ
第４回　中東
第５回　イスラーム
第６回　文献精読とパラフレーズ
第７回　ファンタジー（定義）
第８回　ファンタジー（種類）
第９回　ファンタジー（日本・西洋）
第10回　論文の書き方
第11回　文献調査法
第12回　文献収集法
第13回　発表の仕方
第14回　発表資料の作り方
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ゲスト講師による授業を行うこともある。

講義コード（Course Code） 229005C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229005

授 業 名（Course Title） 専門演習Ⅰ
出版、メディアと情報文化ゼミ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 鎌田　均
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
＜共通目標＞ 
人間文化学科のモットーである、多文化理解・比較の視点を常に保ちなが
ら、所属ゼミ教員の担当分野ごとに、より専門的に知識・理解を深め、４
年次の卒業研究・卒業制作に向けて、受講生各自に適した研究テーマが決
められるよう、系統的に学ぶ。  
＜個別クラスのねらい＞
出版、活字文化、そして、それと密接に関わってきた図書館は長い歴史を
経て発展してきたが、現在の情報化社会においてそれらは大きく変わりつ
つある。このゼミでは、出版、図書館を含むが、それに捉われず情報、メ
ディア全般をテーマとして、情報を探す、利用する、保存する、発信する、
また提供する、といった点における様々な問題や過去から現在への流れに
ついて、考える。さらにグローバル化社会における情報にかかわる諸問題、
また文化と情報との関係、文化を発信する力といった面もとりあげる。そ
して、書物などの、過去から現在に至る多様なメディアを読みとって、な
にかを発見したり、検証する能力を身につける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．出版、情報メディアの歴史、諸問題について理解を深める。
２．情報を探索し、分析、または繋げて行くことで研究テーマを見つける。
３．調査、研究、論文、プレゼンテーション等での発表の方法を習得する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　受講者全員がその日に学ぶ部分のテキストや論文を読んできたことを前
提に、ディスカッションを実施し、内容に関する議論・分析を行う。授業
の内容によっては、各自が発表を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
事前に指定した文献をよみ、その内容についてまとめ、発表の準備をする。
調査、情報収集が必要な課題については、図書館、インターネット等で調
べてくる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加（40%）、授業ごとの諸課題のレポート、クラス発表などによる評
価（60%）の総合点で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス（ゼミの進め方、各自の興味のあるテーマについて
など）

第２回　情報をどのように理解し、利用するか
第３回　フィールドワーク
第４回　論文講読、発表の準備
第５回　発表とディスカッション（出版などのメディア）
第６回　発表とディスカッション（情報、メディアを扱う機関）
第７回　発表とディスカッション（情報の利用）
第８回　発表とディスカッション（情報発信）
第９回　研究テーマ探求のための情報収集
第10回　調査、研究方法
第11回　論文の構成と各項目の役割
第12回　各自の興味あるテーマに関しての発表
第13回　各自の興味あるテーマに関しての発表（ディスカッション）
第14回　各自の興味あるテーマに関しての発表（レポート作成）
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ゲスト講師による授業、学外見学を行うこともある。
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講義コード（Course Code） 229005G0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229005

授 業 名（Course Title） 専門演習Ⅰ
キリスト教と文化

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 中里　郁子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『聖書　旧約聖書続編つき』　日本聖書協
会　２００９

参考文献（References） 授業中に紹介する。
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
＜共通目標＞ 人間文化学科のモットーである、多文化理解・比較の視点を
常に保ちながら、所属ゼミ教員の担当分野ごとに、より専門的に知識・理
解を深め、４年次の卒業研究・卒業制作に向けて、受講生各自に適した研
究テーマが決められるよう、系統的に学ぶ。  
＜個別クラスのねらい＞聖書およびキリスト教関連の文献の研究を通して
キリスト教の思想と文化について理解を深めることを目的とする。文献の
研究や討論や発表を通して、聖書における世界観、人間観、キリスト教思
想を理解し、卒業論文作成に向けてテーマを見出すことができる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１　各自が卒業論文のテーマを見出すために、専門分野の知識を深め、研
究方法を学ぶ。２　論文作成のための文献収集法を学び研究の計画を立て
る。　3　発表の仕方を学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１　自分が掘り下げようとするテーマを発見し、卒業論文への方向付けを
行う準備をする　
２　受講生の関心に合わせて聖書やキリスト教関連の文書を選定し、その
研究方法を学び、文献や資料を読んで知識を深める。
３　フィールド　ワークを実施し、聖書の背景となる文化やキリスト教に
関連する芸術作品等の展示を見学して、キリスト教文化の理解を深める
４　上記の研究をもとに、ゼミの中で討論を行い、自分の考えを発表し、他
の受講者との意見交換を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１　文献の読解では担当する箇所と参考文献を事前に読み、発表するため
のレジュメを用意する。　
２　フィールド　ワークに参加して、文献で学んだことを、異なった角度
から学ぶよう努める。
３　卒業論文のテーマを見つけるために多様な文献に触れ、多方面からそ
のテーマに関する理解を深めるようつとめる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（30％）、発表・レポート（70％）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　卒業論文のテーマの選び方
第３回　論文作成の方法
第４回　研究のための図書館での文献探索
第５回　聖書釈義の方法
第６回　キリスト教関連文書の読解の基礎
第７回　フィールドワーク（キリスト教と芸術）
第８回　卒論テーマ探索に関する解説とディスカッション
第９回　文献の解説と討論（例：聖書に登場する女性）
第10回　文献の解説と討論（例：キリスト教と美術）
第11回　文献の解説と討論（例：キリスト教の祝祭）
第12回　発表資料の作成方法
第13回　フィールドワーク（キリスト教と食文化）
第14回　文献読解と発表
第15回　後期に向けて　
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ゲスト講師による授業を行うこともある。

また、授業で学外フィールドワークへ出かけることもある。

講義コード（Course Code） 229005F0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229005

授 業 名（Course Title） 専門演習Ⅰ
日本語と古典の文化

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 堀　勝博
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリントを配布する
参考文献（References） 授業や個別指導の際に指示する
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
＜共通目標＞ 人間文化学科のモットーである、多文化理解・比較の視点を
常に保ちながら、所属ゼミ教員の担当分野ごとに、より専門的に知識・理
解を深め、４年次の卒業研究・卒業制作に向けて、受講生各自に適した研
究テーマが決められるよう、系統的に学ぶ。  
＜個別クラスのねらい＞ このゼミでは、日本語学、日本古典文学、日本民
俗学をあつかう。受講者の関心領域を中心に、さまざまな文献の読み方、調
べ方について演習を行う。後期の「専門演習Ⅱ」で、卒業研究のよいテー
マが見つけられるよう、広く、時に深く、さまざまな視点から文献を読ん
でいきたい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．日本古典文学の読み方、研究のしかたを学ぶ 
２．日本語学の研究法を学ぶ
３．日本の祭祀や民間信仰に関する研究に触れる 
４．情報検索のしかた、参考文献の探し方を学ぶ 
５．仮テーマを設定し、口頭発表を行い、レポートを作成する 
６．何らかのテーマを決め、古典文学ゆかりの地にフィールドワークに出
かける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．講義と文献講読を中心に授業を進める
２．受講生の関心領域に関する口頭発表を行う 
３．先輩の論文や他大学の卒業論文を読む 
４．文献の調べ方について、図書館ツアーを実施する
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．事前に指示された調査課題・発表課題の準備をしてくること 
２．授業で配布された文献を事前に読んでくること
３．文献調査や情報収集を行い、口頭発表を行うこと
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業に参加する意欲・態度の評価点４０％、発表やレポートの成績６０％
で評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　導入授業　―よい卒業論文とは
第２回　古典籍を調べる参考書　―国書総目録、古事類苑、広文庫
第３回　古語や漢字を調べる参考書　―日本国語大辞典、類聚名義抄、

大漢和辞典、康煕字典
第４回　記紀神話や説話を読む
第５回　万葉集・古今集・新古今集を読み比べる
第６回　勅撰和歌集と家集を読む―国歌大観、八代集抄
第７回　平家物語を読む
第８回　小倉百人一首を読む
第９回　枕草子を読む
第10回　江戸時代の怪奇物語を読む
第11回　江戸時代の誹諧を読む
第12回　卒論仮テーマを決定する
第13回　フィールドワーク（実施回未定）
第14回　仮テーマに基づく研究発表
第15回　総括（レポート提出）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
受講者の関心領域、卒業研究の方法によっては、ゲスト講師の招聘等、授
業予定を変更する場合がある。



─ 259 ─

講義コード（Course Code） 229005I0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229005

授 業 名（Course Title） 専門演習Ⅰ
話しことばゼミ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 平野　美保
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『レポート・論文・プレゼン　スキルズ』　
石坂春秋　くろしお出版　2003
『現代日本のコミュニケーション研究』　
日本コミュニケーション学会　三修社　
2011
『日本語の発声レッスン』　川和孝　新水
社　1981
『新版NHKアナウンス・セミナー』　NHK
アナウンス・セミナー編集委員会編　NHK
出版　2005

備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
＜共通目標＞ 人間文化学科のモットーである、多文化理解・比較の視点を
常に保ちながら、所属ゼミ教員の担当分野ごとに、より専門的に知識・理
解を深め、４年次の卒業研究・卒業制作に向けて、受講生各自に適した研
究テーマが決められるよう、系統的に学ぶ。  
＜個別クラスのねらい＞学習や実践を通して、話しことばに関する自己の
興味・関心を見つけ、卒業研究に向けての「問い」を考える。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（１）話しことばに関する基礎知識を深めるとともに、技能向上に努めるこ
とで、「話しことば」について考察し、卒業研究のテーマを検討する。

（２）研究方法の基礎を習得する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）

（１）各人のテーマに関する知識を増やし、多様な視点から考察する。
（２）研究に必要な方法について実践的に取り組み、卒業研究に活かせるよ
うにする。

（３）「話しことば」に関する技能を向上させる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・課題について、発表等の準備をする。
・研究に関連する文献を収集し、内容を把握する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
50時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（50％）、発表（50％）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　「話しことばに関する研究・制作」のための企画
第２回　「話しことばに関する研究・制作」のための企画、基礎練習
第３回　「話しことばに関する研究・制作」のための企画、資料収集
第４回　「話しことばに関する研究・制作」のための資料収集
第５回　「話しことばに関する研究・制作」のための内容・方法の検討
第６回　「話しことばに関する研究・制作」のための準備・練習
第７回　「話しことばに関する研究・制作」のための準備・練習と検討
第８回　「話しことばに関する研究・制作」のための最終調整
第９回　「話しことばに関する研究・制作」実践①（フィールドワーク

等）
第10回　「話しことばに関する研究・制作」実践②（フィールドワーク

等）
第11回　「話しことばに関する研究・制作」振り返り
第12回　論文作成方法
第13回　各人の研究・制作の検討：テーマ
第14回　各人の研究・制作の検討：目的、方法
第15回　各人の夏休みの研究・制作計画発表
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ゲスト講師による授業を行うこともある。

講義コード（Course Code） 229005H0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229005

授 業 名（Course Title） 専門演習Ⅰ
日本近代文学 マンガ　京都　編集

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 長沼　光彦
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリント配布
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
＜共通目標＞ 人間文化学科のモットーである、多文化理解・比較の視点を
常に保ちながら、所属ゼミ教員の担当分野ごとに、より専門的に知識・理
解を深め、４年次の卒業研究・卒業制作に向けて、受講生各自に適した研
究テーマが決められるよう、系統的に学ぶ。  
＜個別クラスのねらい＞  表現文化研究は、自分の興味の方向により、作家
論、物語の構造論、同時代の文化との比較、異文化との比較研究など、様々
な研究方法がある。これら研究方法を学び、テーマを選択して研究を進め
る。
また、口頭発表や話し合いを通じて、研究方法の習得と実践を行う共に、他
者の意見を傾聴しまとめ、提案する力を身につける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・文学表現など文化研究を志す者が意見をまとめるための、研究方法を習
得する。
・既存の研究論文などを参照し、意見の述べ方や、考えをまとめる方法を
学ぶ。
・参考文献や資料を調べながら、文献収集の方法や整理の仕方を学ぶ。
・口頭発表を通じて、意見のまとめ方を実習する。
・発表をもとに討議を行い、相手の意見を理解し応答する力を養う。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・プリントなどにより表現・文化研究の方法を学ぶ。
・参加者は全員、研究方法をふまえ発表をする。
・図書館などを利用し資料収集を実践する。
・フィールドワークを通じて観察力を養う。
・レジュメにまとめ発表し、プレゼンテーション能力を養う。
・討議を通じてコミュニケーション能力を養う。
・レポート作成を通じて、文章表現力を養う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・発表の題材となる作品をあらかじめ読み、意見を提示できるように準備
する。
・関連の参考文献を積極的に読み知識を広げ、発表の準備を行う。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加（30％）、ゼミでの発言内容（20％）、ゼミ発表およびレ
ポート（50％）により総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ゼミの概説
第２回　表現研究の方法論について
第３回　文化研究の方法論について
第４回　資料収集の実践（図書館利用）
第５回　フィールドワーク入門
第６回　ゼミ発表（１）日本近代小説（太宰治など）
第７回　ゼミ発表（２）日本近代詩（中原中也など）
第８回　ゼミ発表（３）日本現代小説（森見登美彦など）
第９回　ゼミ発表（４）日本漫画（青山剛昌など）
第10回　ゼミ発表（５）映画（「下妻物語」など）
第11回　ゼミ発表（６）制作（京都写真帳など）
第12回　ゼミ発表（７）制作（京都の寺社巡り資料集）
第13回　フィールドワーク実践（京都北山界隈）
第14回　フィールドワーク実践（上賀茂神社）
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ゲスト講師による授業を行うこともある。
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講義コード（Course Code） 229005L0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229005

授 業 名（Course Title） 専門演習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 辻　敦子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 授業中に提示する。
参考文献（References） 授業中に紹介する。
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
＜共通目標＞ 人間文化学科のモットーである、多文化理解・比較の視点を
常に保ちながら、所属ゼミ教員の担当分野ごとに、より専門的に知識・理
解を深め、４年次の卒業研究・卒業制作に向けて、受講生各自に適した研
究テーマが決められるよう、系統的に学ぶ。  
＜個別クラスのねらい＞人間が教え ‐ 学ぶこと、そして変わっていくこと
は、「目に見えないこと」や「形なきもの」によっても駆動されている。ま
た、言葉は世界を形なきものから形あるものへと飛躍させる。例えば、私
たちが何を「教育」と見なすのかも、言葉において、何がどのように象ら
れるのかに関わっているのではないだろうか。「目に見える成果」という形
では掬い切れない、人間が人間になっていく際のの彩りのようなもの・こ
とを、「物語（ナラティヴ）」という観点から考えていきたい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１）人間形成、物語論、ナラティヴ・アプローチに関わる基礎文献を精読
する。
２）各自の関心あるテーマを探求するとともに、そのテーマが議論されて
いる今日的背景を学ぶ。
３）卒業論文の研究計画・作成にむけて、その方法（文献研究、インタ
ビューを手法とした研究など）を学ぶ。
４）各自が、①ちゃんと読んで②ちゃんと考えて③ちゃんと書くことを課
題とする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１）各自が関心あるテーマにおいて探求する「問い」を立てるために、文
献を読む精度を高めることを目指す。
２）「読者フレンドリー」な文章を書くレッスンをする。
３）読んで、考えて、書いたことをもとに、発表して、他の学生たちと議
論することで批判的思考の訓練をする。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
①課題となる資料をちゃんと読み、ちゃんと考え、読者の視点に立って発
表原稿をちゃんと書く。
②フィールドワークを行う場合は、自身の「問い」に基づいた観察を行う。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
発表準備と発表およびテーマ理解５０％、毎回の授業での取り組みおよび
議論への参加５０％とし、総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　議論テーマの検討と分担決め
第３回　テーマ１の読解と議論―例）言葉・言語・記号
第４回　テーマ２の読解と議論―例）知・知識
第５回　テーマ３の読解と議論―例）美・美的経験
第６回　テーマ４の読解と議論―例）メディア
第７回　テーマ５の読解と議論―例）身体と心
第８回　テーマ６の読解と議論―例）生成と発達
第９回　テーマ７の読解と議論―例）主体・「私」
第10回　テーマ８の読解と議論―例）子ども
第11回　テーマ９の読解と議論―例）贈与と交換
第12回　卒業論文のテーマ探求と研究方法①文献研究
第13回　卒業論文のテーマ探求と研究方法②フィールドワーク
第14回　個人発表
第15回　後期に向けての課題検討
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 229005K0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229005

授 業 名（Course Title） 専門演習Ⅰ
美術史ゼミ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉田　朋子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 適宜配布する。

参考文献（References）

『イメージ（上）』　前田茂・要真理子　ナ
カニシヤ出版　2011
『イメージ（下）』　前田茂・要真理子　ナ
カニシャ出版　2012
『知のツールボックス』　専修大学出版企
画委員会　専修大学出版局　2006
『美術検定１・２級速習ブック』　美術検
定実行委員会　美術出版社　2012
『西洋近代絵画の見方・学び方』　木村三
郎　左右社　2011
適宜紹介する。

備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
＜共通目標＞
　人間文化学科のモットーである、多文化理解・比較の視点を常に保ちなが
ら、所属ゼミ教員の担当分野ごとに、より専門的に知識・理解を深め、４
年次の卒業研究・卒業制作に向けて、受講生各自に適した研究テーマが決
められるよう、系統的に学ぶ。  
＜個別クラスのねらい＞
　このゼミでは、京都とヨーロッパの関係について学びながら、美術史の
研究方法や論文の書き方になじむとともに、博物館や美術館に親しむ。ま
た、各自が卒論として掘り下げてみたいテーマを見つける。担当教員の専
門は17世紀末～19世紀初の西洋美術史だが、卒論のテーマについてはなる
べく希望に沿うように柔軟に対応する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
美術史を研究するための基本的な技術を身につけるとともに、卒業論文で
取り上げたいテーマを見出す。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．各自の関心を持つテーマについてを調査し、発表を行う。
２．学んだ研究技術を、実際につかって報告する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．担当者は発表を用意する。
２．日頃から、展覧会や寺社仏閣などで美術作品に触れる機会をつくる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度50％、発表・報告の成績50％で評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　美術史研究の様々な方法について
第３回　仮テーマについての発表
第４回　基本事項の調査
第５回　インターネットの活用
第６回　先行研究の調査
第７回　作品の観察と記述
第８回　情報の整理方法
第９回　調査報告（研究テーマの例）
第10回　論文講読
第11回　各自のテーマについての全体的な発表
第12回　各自のテーマについての各論発表
第13回　フィールドワーク（実施回未定）
第14回　フィールドワーク（実施回未定）
第15回　まとめ～卒業論文の作成について～
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ゲスト講師による授業を行うこともある。
フィールドワークに関して、費用負担が発生することがある。
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第12回　フィールドワーク（２）
第13回　ゼミ発表及び研究方法についての討論
第14回　卒業研究に向けての情報の整理と利用
第15回　４年次に向けての準備
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ゲスト講師による授業を行うこともある。
テーマは学生の関心に応じて変更することもある。

講義コード（Course Code） 229006B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229006

授 業 名（Course Title） 専門演習Ⅱ
音楽学ゼミ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 久野　将健
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 未定
参考文献（References） 適宜紹介する。
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
＜共通目標＞ 人間文化学科のモットーである、多文化理解・比較の視点を
常に保ちながら、所属ゼミ教員の担当分野ごとに、より専門的に知識・理
解を深め、４年次の卒業研究・卒業制作に向けて、受講生各自に適した研
究テーマが決められるよう、系統的に学ぶ。 
＜個別クラスのねらい＞ 音楽のさまざまな諸要素を専門科目で学んできた
知識を踏まえて、ゼミにおいては少人数指導の下、さらに専門的に掘り進
め、卒業論文にまでつなげていくようにする。各自の主体的な研究を尊重
しながら進めていきたい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．音楽に関する文献を購読し、読解力を深める 
２．卒論執筆に向けて、各自のテーマに沿って準備を進める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
ゼミ生の関心と論文作成予定のテーマによるが、音楽学の諸分野（音楽史、
音楽文化、音楽表現等）の紹介をした上で、実技要素も取り入れながら理
解を深めていく。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
文献購読、発表、演奏などの課題に対して、準備を入念にした上でゼミに
臨んでほしい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（30点）、課題等（70点）に基づいて総合的に行う。欠
席回数が1/3を超過した場合（６回以上の欠席）は、原則として単位を与え
られないので注意すること。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　導入（後期ゼミの進め方について）
第２回　卒業論文作成の方法１（はじめに）
第３回　卒業論文作成の方法２（テーマを決める）
第４回　卒業論文作成の方法３（参考文献を調べる）
第５回　卒業論文作成の方法４（目次を立てる）
第６回　資料検索（その実際）
第７回　資料検索（統計情報の種類と入手方法）
第８回　データ収集・分析（データ分析とはどういうことか？）
第９回　データ収集・分析（データの種類について）
第10回　データ収集・分析（データ分析を伴う研究のポイント）
第11回　卒業論文構想１（内容検討）
第12回　卒業論文構想２（文章表現）
第13回　ディベート
第14回　成果発表
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
学習・研究の過程で必要となるキーボードを購入してもらう予定。（￥4000
程度）

講義コード（Course Code） 229006A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229006

授 業 名（Course Title） 専門演習Ⅱ
子どもの文化ゼミ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 岩崎　れい
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリント配布
参考文献（References） 授業中に紹介する。
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
＜共通目標＞ 人間文化学科のモットーである、多文化理解・比較の視点を
常に保ちながら、所属ゼミ教員の担当分野ごとに、より専門的に知識・理
解を深め、４年次の卒業研究・卒業制作に向けて、受講生各自に適した研
究テーマが決められるよう、系統的に学ぶ。  
＜個別クラスのねらい＞ 子どもについて、メディアや文化や教育の側面か
ら考察する。具体的なテーマとしては、子どもの読書の意義、子どもの学
習における情報利用、図書館と表現の自由、育児における ｢おはなし｣ の重
要性、ハンディキャップのある子どもへの文化的側面からの支援、口承文
化としての昔話・伝説の魅力と特徴、現代教育における課題と展望、テレ
ビゲームやインターネットなど現代的なメディアと子どもとの関係、現代
社会における子どもの遊びなど、さまざまな切り口が考えられるので、学
生は自分の研究課題を見つけ、そのテーマを掘り下げて、最終的に卒業論
文として仕上げることになる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．各自のテーマについて明確な問題意識を持ち、そのテーマを多様な視
点から考察する。 
２．卒業論文執筆のプロセスを学び、その方法を身につける。（専門演習I
の１）～３）から続く。）
　４）研究テーマに関する知識を増やし、また、批判的思考を伴いながら、
論文の目的に向かって内容を掘り下げていく。 
　５）論文の内容を深めると共に、引用文献一覧・参考文献一覧の書き方
など、論文作成の形式についても学ぶ。 
３．卒業論文のテーマを決め、その準備を進める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．この科目は、自分の「問い」を見つけ、卒業論文に結実させていくた
めの準備をする大切な役割をもつ。 
２．各自が自分のテーマに取り組むと共に、他の受講生のテーマについて
も共に学び、考えていく。 
３．文献を読んだり、現場を見学したりすることで、テーマに関する知識
を深め、それについて討論する力を育成する。
４．３をもとに、自分の ｢問い｣ をさらに掘り下げていく。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．グループまたは個人で一つのテーマについて資料を集め、掘り下げて
考察し、その結果を発表する。
２．フィールドワークには必ず参加し、座学では得られない学習成果をあ
げられるようにつとめる。 
３．卒業論文の準備では、各自学びたい自分のためのテーマを積極的に探
し、常にそのテーマを探究するようつとめる。       　
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
討論などへの参加・課題報告の準備・内容についての理解・提出物70％、授
業参加30％とし、総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　前期及び夏休みの成果発表（ゼミ発表）
第２回　テーマについての合議
第３回　テーマ１についての講義・討論　例）子どものための図書館・

博物館
第４回　テーマ２についての講義・討論　例）児童文学と子どもの発達
第５回　フィールドワーク（１）
第６回　テーマ３についての講義・討論　例）子どものメディア利用と

その課題
第７回　卒論のための図書館利用と文献探索の応用
第８回　卒論テーマの明確化と問いの探求（ゼミ発表）
第９回　テーマ１に関する発表・討論　例）子どものための図書館・博

物館
第10回　テーマ２に関する発表・討論　例）児童文学と子どもの発達
第11回　テーマ３に関する発表・討論　例）子どものメディア利用とそ

の課題
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講義コード（Course Code） 229006E0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229006

授 業 名（Course Title） 専門演習Ⅱ
アラブと魔法の文化

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 鷲見　朗子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
＜共通目標＞人間文化学科のモットーである、多文化理解・比較の視点を
常に保ちながら、所属ゼミ教員の担当分野ごとに、より専門的に知識・理
解を深め、４年次の卒業研究・卒業制作に向けて、受講生各自に適した研
究テーマが決められるよう、系統的に学ぶ。
＜個別クラスのねらい＞ アラブと魔法の文化ゼミ（担当者：鷲見朗子）

「専門演習　Ｉ」で培った基本的知識と方法論を土台に、卒業研究テーマを
絞っていく。アラブ・中東・イスラームの分野かファンタジーの分野から
関心のある事柄について学術論文及び本を読み、その内容を報告・発表す
る。各発表では意見交換を行い、知識を共有することをめざす。また、そ
れぞれにふさわしい方法論を選択し、それらに関する見解を深めていく。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．テーマの選択 
２．発表の実践 
３．引用の仕方・参考文献の書き方
３．教育・学習の方法（Course Methods）
本授業では各自が選んだテーマにそって、関連文献を読み、それについて発
表を行うことで、知識を深めるとともに卒業論文を書く準備を整える。論
文作成に不可欠となる引用方法や参考文献の明記法もさらに実践を通して
習得していく。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
選んだテーマに関連する文献を読んで、発表の準備をする。その際、発表
資料も作成する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加態度50%、発表・レポート50%によって評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　おおまかなテーマの発表
第２回　アラブ・中東分野の文献調査
第３回　アラブ・イスラーム分野の文献読解
第４回　ゼミ生による発表と討論①アラブ
第５回　ゼミ生による発表と討論②中東
第６回　ゼミ生による発表と討論③イスラーム
第７回　ファンタジー分野の文献調査
第８回　ファンタジー分野の文献読解
第９回　ゼミ生による発表と討論④魔法
第10回　ゼミ生による発表と討論⑤想像上の生き物
第11回　ゼミ生による発表と討論⑥ファンタジー映画
第12回　引用の仕方
第13回　参考文献リストの作成
第14回　テーマまたは題目の確定と発表
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ゲスト講師による授業を行うこともある。
また、授業で学外フィールドワークへ出かけることもある。

講義コード（Course Code） 229006C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229006

授 業 名（Course Title） 専門演習Ⅱ
出版、メディアと情報文化ゼミ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 鎌田　均
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
＜共通目標＞ 
人間文化学科のモットーである、多文化理解・比較の視点を常に保ちなが
ら、所属ゼミ教員の担当分野ごとに、より専門的に知識・理解を深め、４
年次の卒業研究・卒業制作に向けて、受講生各自に適した研究テーマが決
められるよう、系統的に学ぶ。  
＜個別クラスのねらい＞
専門演習Iの内容に基づいて、関連する分野で自分の興味のある研究テーマ
を見つけ、それを研究課題として完成させ、研究計画を作成する方法、研
究を進めるに必要な技術を学ぶ。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. 発表、ディスカッションを通して、各自が関心のあるテーマから論文と
して完成可能な課題を見つける。
2. 論文作成の手順、技術またそれに必要な調査、研究方法を習得する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　受講者全員が指示された事前学習を行ったことを前提に、ディスカッショ
ンを実施し、内容に関する議論・分析を行う。授業の内容によっては、各
自が発表を行う。授業の内容に即した学外見学を随時行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業で指示した資料を読み、また授業で提示された課題について図書館、イ
ンターネット等を利用して事前に調べてくる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加（40%）、授業ごとの諸課題のレポート、クラス発表などによる評
価（60%）の総合点で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　テーマを研究課題にする
第２回　テーマを研究課題とするための調査、情報収集
第３回　課題の設定と解決方法：必要な調査、情報の同定
第４回　課題解決までのステップ：論文アウトライン
第５回　情報の入手、分析、課題解決への利用
第６回　課題の再確認：達成可能性のチェック
第７回　情報の利用、論文作成のルール
第８回　議論、論述の方法
第９回　実際の論文、論文報告から学ぶ
第10回　タスクマネジメント：作業、スケジュールの管理
第11回　各自の卒業研究に関する発表（発表）
第12回　各自の卒業研究に関する発表（質疑応答）
第13回　各自の卒業研究に関する発表（今後の課題の同定）
第14回　論文の序章の提出とディスカッション
第15回　まとめ（各自の卒業論文完成へのスケジュール管理についての

確認）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ゲスト講師による授業、学外見学、フィールドワークを行うこともある。
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講義コード（Course Code） 229006G0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229006

授 業 名（Course Title） 専門演習Ⅱ
キリスト教と文化

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 中里　郁子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『聖書　旧約聖書続編つき』　日本聖書協
会　2009

参考文献（References） 参考文献は授業中に紹介する。
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
＜共通目標＞ 人間文化学科のモットーである、多文化理解・比較の視点を
常に保ちながら、所属ゼミ教員の担当分野ごとに、より専門的に知識・理
解を深め、４年次の卒業研究・卒業制作に向けて、受講生各自に適した研
究テーマが決められるよう、系統的に学ぶ。  
＜個別クラスのねらい＞専門演習Ｉ　参照
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１　各自が卒業論文のテーマを見出すために、専門分野の知識を深め、研
究方法を学ぶ。
２　論文作成のための文献収集法を学び研究の計画を立てる。　
３　発表の仕方を学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１　文化的背景を考慮しつつ聖書やを解釈するためのさまざまな方法を学
んで聖書のテキストを釈義する。
２　福音書やキリスト教に関する書籍を読み、文化的・社会的背景を研究
しつつ釈義する
３　フィールド　ワークを実施し、聖書の背景となる文化やキリスト教に
関連する芸術作品等の展示を見学して、聖書の理解を深める
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各自がテーマを選び、そのテーマに従って関連する論文や書籍を読んで発
表を行う。専門分野の知識を深め、論文作成のための方法を実践的に学ぶ。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（30％）、発表・レポート（70％）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　テーマの発表
第３回　論文の研究方法について
第４回　聖書学関連の文献調査
第５回　聖書に登場する女性についての討論
第６回　聖書を題材とした美術についての討論
第７回　キリスト教の祝祭についての討論
第８回　キリスト教の文化受肉についての討論
第９回　フィールドワーク
第10回　聖書に登場する女性についての発表
第11回　聖書を題材とした美術についての発表
第12回　キリスト教の祝祭についての発表
第13回　キリスト教の文化受肉についての発表
第14回　参考文献リストの作成と題目の発表
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ゲスト講師による授業を行うこともある。

講義コード（Course Code） 229006F0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229006

授 業 名（Course Title） 専門演習Ⅱ
日本語と古典の文化

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 堀　勝博
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリントを配布する
参考文献（References） 授業や個別指導の際に指示する
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
＜共通目標＞ 人間文化学科のモットーである、多文化理解・比較の視点を
常に保ちながら、所属ゼミ教員の担当分野ごとに、より専門的に知識・理
解を深め、４年次の卒業研究・卒業制作に向けて、受講生各自に適した研
究テーマが決められるよう、系統的に学ぶ。  
＜個別クラスのねらい＞ このゼミでは、日本語学、日本古典文学、日本民
俗学をあつかう。テキストにより、さまざまな文献の読み方、調べ方につ
いて演習を行う。前期「専門演習I」で身につけた基礎知識をもとに、広く、
時に深く、さまざまな視点から文献を読み、口頭発表を行い、討究を重ね
て、早い時期に卒業研究のテーマを決定したい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．日本古典文学の読み方、研究のしかたを学ぶ　
２．日本語学の研究法を学ぶ　
３．情報検索のしかた、参考文献の探し方を学ぶ　
４．卒業研究のテーマを決定する　
５．古典文学ゆかりの地にフィールドワークに出かける
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．卒業研究のテーマを決定し、口頭発表を行う 
２．先輩の論文や他大学の卒業論文を読んでみる 
３．情報検索のしかた、参考文献の探し方について、学習情報センターで
実習を行う 
４．卒業研究テーマを決定し、関連する文献を調べ、レポートを書く
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．事前に指示された調査課題・発表課題の準備をしてくること 
２．授業で配布された文献を事前に読んでくること
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業態度の評点４０％、発表やレポートの成績６０％で評価を行う。ただ
し、出席回数が総授業時数の３分の２に満たない者は、不合格とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　導入授業　―夏休みの研究成果発表
第２回　日本語を分析する　―語彙論を中心に
第３回　日本語を分析する　―文法論を中心に
第４回　日本語を分析する　―漢字・文字論を中心に
第５回　日本語を分析する　―地名・人名を中心に
第６回　日本語を分析する　―語源論を中心に
第７回　日本語を分析する　―現代の若者言葉を中心に
第８回　方言研究の方法について学ぶ
第９回　ゼミ合同アセンブリー（実施回未定）
第10回　卒業研究のテーマを決定する
第11回　卒業研究テーマにもとづく発表会　―日本古典文学領域
第12回　卒業研究テーマにもとづく発表会　―日本語学領域
第13回　卒業研究テーマにもとづく発表会　―日本文化領域
第14回　フィールドワーク（実施回未定）
第15回　総括（卒業研究テーマに関するレポート提出）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
受講者の関心領域、卒業研究の方法によっては、ゲスト講師の招聘等、授
業予定を変更する場合がある。
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講義コード（Course Code） 229006I0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229006

授 業 名（Course Title） 専門演習Ⅱ
話しことばゼミ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 平野　美保
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）
『レポート・論文・プレゼン　スキルズ』　
石坂春秋　くろしお出版　2003
『論文ワークブック』　浜尾麻里他　くろ
しお出版　1997

備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
＜共通目標＞ 人間文化学科のモットーである、多文化理解・比較の視点を
常に保ちながら、所属ゼミ教員の担当分野ごとに、より専門的に知識・理
解を深め、４年次の卒業研究・卒業制作に向けて、受講生各自に適した研
究テーマが決められるよう、系統的に学ぶ。  
＜個別クラスのねらい＞

（１）各自のテーマ決定に向けて、関連の内容を学習する。
（２）卒業論文作成のための方法を身につける。
（３）話しことばに関する技能向上に努めることによって、各人のテーマを
深める。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（１）各自のテーマに関する知識を増やし、多様な視点から考察する。
（２）各自の興味・関心によるテーマについて発表し、討議する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）

（１）論文作成のための内容・方法の基礎を把握する。
（２）話しことばに関する文献をまとめ、発表し、全員で討議する。
（３）各自の興味・関心によるテーマについて発表し、ゼミで討議する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各自の仮テーマについて調査し、まとめ、発表の準備をする。　
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（50％）、発表（50％）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　夏休みの成果発表
第２回　成果発表を受けての発表
第３回　図書館での資料の探し方
第４回　資料、データの収集
第５回　引用
第６回　卒業論文・制作の検討：テーマ
第７回　卒業論文・制作の検討：内容、方法
第８回　執筆の基礎：書式
第９回　執筆の基礎：構成
第10回　卒業論文・制作に関する報告と討議（1）：テーマ、目的
第11回　卒業論文・制作に関する報告と討議（2）：内容、方法
第12回　卒業論文・制作に関する報告と討議（3）：章、引用文献
第13回　卒業論文・制作に関する報告と討議（4）：指摘箇所の修正
第14回　一斉授業（実施回未定）
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ゲスト講師による授業を行うこともある。
フィールドワークに行く場合がある。

講義コード（Course Code） 229006H0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229006

授 業 名（Course Title） 専門演習Ⅱ
日本近代文学 マンガ　京都　編集

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 長沼　光彦
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリント配布
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
＜共通目標＞ 
　人間文化学科のモットーである、多文化理解・比較の視点を常に保ちなが
ら、所属ゼミ教員の担当分野ごとに、より専門的に知識・理解を深め、４
年次の卒業研究・卒業制作に向けて、受講生各自に適した研究テーマが決
められるよう、系統的に学ぶ。  
＜個別クラスのねらい＞ 
　「専門演習Ｉ」では、表現研究や文化研究の様々な方法論を学び実践して
きた。これをふまえ、「専門演習II」では、それぞれの研究モチーフを再度
確認し、卒論でまとめようとする研究や制作の計画を立てる。
研究または制作の計画を通じて、自分の行動原理となる核を発見し、将来
の社会生活につなげて構想をする。他者を手本とするよりも、自身のすべ
きことを明らかにすることを目標とする。また、自身のキャリアにつなが
る研究や制作を構想する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・研究成果を卒業論文・制作をまとめる方法を、実践をとおして身につけ
る。
・既存の研究方法を参照しながら、自分の課題に適した方法を見つける。
・参考文献や資料を調べ、文献収集の方法や整理の仕方を実践する。
・口頭発表を通じて、意見や論のまとめ方を実践し応用していく。
・発表をもとに討議を行い、相手の意見を理解し応答する力を身につける。
・自分の目標を明確に決め、卒業論文や卒業制作とすべき題材や研究方法
を選ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・参加者は全員、自分の選択した題材と方法に基づき発表する。
・他者の発表を参照し、自分の研究や制作に役立てる。
・目的に応じた、資料収集やフィールドワークを実践する。
・自分の発表に適したレジュメの形式を工夫する。
・相手の意見をくみ取りながら、自分の意見を提示する意識を高める。
・わかりやすく意図を伝える文章表現力を養う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・発表の題材となる作品をあらかじめ読み、意見を提示する準備をする。
・関連する参考文献を積極的に読み知識を広げ、自身の研究や制作の幅を
広げていく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加（30％）、ゼミでの発言内容（20％）、ゼミ発表およびレ
ポート（50％）により総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　卒業論文や卒業制作をまとめるための心構え
第２回　論文の構成法、制作のプレゼンテーションの方法
第３回　卒業論文、卒業制作に必要な準備
第４回　フィールドワーク実践（京都御所近辺）
第５回　ゼミ発表（１）日本近代小説（芥川龍之介など）
第６回　ゼミ発表（２）日本近代詩（谷川俊太郎など）
第７回　ゼミ発表（３）日本現代小説（万城目学など）
第８回　ゼミ発表（４）日本漫画（尾田栄一郎など）
第９回　ゼミ発表（５）アニメ（宮崎駿など）
第10回　ゼミ発表（６）制作（小説で巡る京都・エッセイなど）
第11回　ゼミ発表（７）日本文化（舞妓と現代日本）
第12回　フィールドワーク実践（東山界隈）
第13回　卒論構想発表（モチーフの決定）
第14回　卒論構想発表（構成の決定）
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ゲスト講師による授業を行うこともある。
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講義コード（Course Code） 229006L0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229006

授 業 名（Course Title） 専門演習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 辻　敦子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 授業中に提示する。
参考文献（References） 授業中に紹介する。
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
＜共通目標＞ 人間文化学科のモットーである、多文化理解・比較の視点を
常に保ちながら、所属ゼミ教員の担当分野ごとに、より専門的に知識・理
解を深め、４年次の卒業研究・卒業制作に向けて、受講生各自に適した研
究テーマが決められるよう、系統的に学ぶ。  
＜個別クラスのねらい＞人間が教え ‐ 学ぶこと、そして変わっていくこと
は、「目に見えないこと」や「形なきもの」によっても駆動されている。ま
た、言葉は世界を形なきものから形あるものへと飛躍させる。例えば、私
たちが何を「教育」と見なすのかも、言葉において、何がどのように象ら
れるのかに関わっているのではないだろうか。「目に見える成果」という形
では掬い切れない、人間が人間になっていく際のの彩りのようなもの・こ
とを、「物語（ナラティヴ）」という観点から考えていきたい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１）人間形成、物語論、ナラティヴ・アプローチに関わる基礎文献を精読
する。
２）各自の関心あるテーマを探求するとともに、そのテーマが議論されて
いる今日的背景を学ぶ。
３）卒業論文の研究計画・作成にむけて、その方法（文献研究、インタ
ビューを手法とした研究など）を学ぶ。
４）各自が、①ちゃんと読んで②ちゃんと考えて③ちゃんと書くことを課
題とする。
５）卒業論文のテーマを決め、論文作成の準備を進める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１）各自が関心あるテーマにおいて探求する「問い」を立てるために、文
献を読む精度を高めることを目指す。
２）論文執筆のスタイルを身につける。
３）読んで、考えて、書いたことをもとに、発表して、他の学生たちと議
論することで批判的思考の訓練をする。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
①課題となる資料をちゃんと読み、ちゃんと考え、読者の視点に立って発
表原稿をちゃんと書く。
②フィールドワークを行う場合は、自身の「問い」に基づいた観察を行う。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
発表準備と発表およびテーマ理解５０％、毎回の授業での取り組みおよび
議論への参加５０％とし、総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　夏休みの成果発表と今後の課題検討
第２回　議論テーマの検討と分担決め
第３回　テーマ１０の読解と議論―例）関係
第４回　テーマ１１の読解と議論―例）他者
第５回　テーマ１２の読解と議論―例）悪
第６回　個人中間発表
第７回　テーマ１３の読解と議論―例）学校
第８回　テーマ１４の読解と議論―例）公共性
第９回　テーマ１５の読解と議論―例）倫理
第10回　テーマ１６の読解と議論―例）無為
第11回　卒業論文の個人テーマ探求
第12回　卒業論文の個人テーマ考察
第13回　卒業論文の個人テーマ共有
第14回　論便執筆に向けた具体的計画の作成
第15回　４年次に向けての課題検討
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 229006K0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229006

授 業 名（Course Title） 専門演習Ⅱ
美術史ゼミ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉田　朋子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリント配布。

参考文献（References）

『はじめての美術史』　マルシア・ポイン
トン　木下哲夫訳　スカイドア　1995
『A Survival Guide for Art History 
Students』　Christina Maranci　Prentice 
Hall　2004

備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
＜共通目標＞ 人間文化学科のモットーである、多文化理解・比較の視点を
常に保ちながら、所属ゼミ教員の担当分野ごとに、より専門的に知識・理
解を深め、４年次の卒業研究・卒業制作に向けて、受講生各自に適した研
究テーマが決められるよう、系統的に学ぶ。  
＜個別クラスのねらい＞１．専門演習Ⅰで学んだ知識を実践しながら、調
査研究を進める。２．発表と討論の中で、自分の考えを明確にする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．調査・発表・討論を繰り返しながら、卒論テーマを明確にする。２．作
品情報、参考文献の入手方法を学ぶ。３．第三者に自分の考えを伝える訓
練を行う。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．卒業研究テーマについて、口頭発表を行う。 ゼミ仲間や教員との討論
を通して、問題点を明確にしていく。２．情報検索のしかた、参考文献の
探し方について指導する。３． 美術館などの施設で実作品を観察する機会
をもつ。４．卒業研究テーマをほぼ決定し、レポートを書いて提出する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．各自のテーマについて調査を行い、レジュメを作成する。必要に応じ
て、画像を用いたプレゼンテーション作成を指示する。２．指示された調
査課題や文献について、発表レジュメを作成する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度50％、発表やレポートの成績50％で評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション　仮テーマ確認
第２回　仮テーマについて基礎的な調査の発表
第３回　文献リストの発表
第４回　文献紹介
第５回　歴史的背景の紹介
第６回　先行研究の状況
第７回　関連分野について
第８回　アプローチの方針
第９回　図版リストの発表
第10回　学術論文の構成
第11回　アウトラインの発表
第12回　今後の作業について
第13回　美術館へのフィールドワーク（実施回未定）
第14回　資料収集のフィールドワーク（実施回未定）
第15回　総括、卒論仮テーマに関するレポート提出
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ゲスト講師による授業を行うこともある。
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講義コード（Course Code） 229011F0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
よい卒業論文・制作のために

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 堀　勝博
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 229011G0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
よい卒業論文・制作のために

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 中里　郁子
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 229011H0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
よい卒業論文・制作のために

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 長沼　光彦
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 229011I0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
よい卒業論文・制作のために

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 平野　美保
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 229011J0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
よい卒業論文・制作のために

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 吉田　智子
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 229011A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
よい卒業論文・制作のために

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 岩崎　れい
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 229011B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
よい卒業論文・制作のために

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 久野　将健
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 229011C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
よい卒業論文・制作のために

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 鎌田　均
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 229011D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
よい卒業論文・制作のために

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 朱　鳳
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 229011E0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
よい卒業論文・制作のために

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 鷲見　朗子
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定
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高める。
・コンテンツをインターネット上に発信することを通して、責任感やマナー
を向上させる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１）知識、技能を高める。
２）メンバーで協力して、1つのコンテンツを作り上げる（番組制作）。 
３）各チームで制作した番組を全体で検討し、番組としてより良いものに
し、インターネット上にアップロードする。
４）プロジェクト学習を通して得たことを討議し、内容・方法について深
める。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・各チームで必要な担当分について、次回までに準備しておくこと
・関連の内容に関して、情報収集に努めること
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
コンテンツ50％、授業参加度30％、小レポート20％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業の概要、チーム作り、企画
第２回　企画、編集技術、情報収集
第３回　著作権、台本準備
第４回　台本・取材準備
第５回　取材準備
第６回　取材（学内外）や収録の練習
第７回　取材（学内外）
第８回　取材（学内）、編集
第９回　編集
第10回　収録
第11回　コンテンツの仕上げ
第12回　全体でコンテンツの検討会
第13回　コンテンツの修正
第14回　全体で番組視聴、インターネットにアップロード
第15回　まとめ：全体で討議
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
この科目は演習的な性格をもつので、積極的に参加することが重要である。
ゲスト講師による授業を行うこともある。
フィールドワーク（取材等）に行くことがある。

講義コード（Course Code） 229012D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229012, 2000-229008

授 業 名（Course Title） 発展演習Ⅰ
京都を読む　京都を表現する

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 長沼　光彦
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 必要に応じて、テキストを購入し、配布
したプリントを利用する。

参考文献（References）

『京都大事典 』　佐和隆研他　淡交社　
1984
『京都近代文学事典』　日本近代文学会関
西支部　和泉書院　2013
『都名所図会』　竹村俊則校注　角川書店　
1976
『京都古地図散歩』　平凡社　1994
『京都魔界案内 : 出かけよう、「発見の旅」
へ』　小松和彦　光文社　2002

備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　４年次必修科目「卒業研究」、その前段階である３年次必修科目「専門演
習」に向けて、２年次専門教育の核となるのが「発展演習」である。担当
教員の専門分野に関わる演習を通して、さまざまな知識や発想、手法等に
ついて学びながら、自身の関心分野を研究し、将来深めるべき研究テーマ
を発見する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
京都を素材として、調査・研究し、パネル展示、映像制作など、発表方法
を創案し実践するまでの過程を、クラスのメンバーと協力して行う。
・自ら研究方法を選択し実践する力を身につける。
・資料読解の方法を学び、整理する力を身につける。
・小説、映画などの文化表現の分析方法を学ぶ。

講義コード（Course Code） 229011K0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
よい卒業論文・制作のために

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 吉田　朋子
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
卒業論文ないし卒業制作が、大学４年間の学業の総決算としてふさわしい作
品になるよう、定期的・系統的に指導を行う。内容面、方法面ともに、緻
密な計画、構成が求められる長期の作業だけに、モチベーションが高く維
持されるよう、受講者のニーズに合った、よいテーマを決定することが最
も重要である。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．卒業研究ないし卒業制作のテーマを決定する　　
２．テーマ決定後の研究計画を策定する　　
３．参考文献や関連作品等を調査し、情報を集める　　
４．論文執筆ないし作品制作の方法について学ぶ　　
５．研究ないし制作について、内容面でどうすれば深められ、肉付けがで
きるのか考える　　
３．教育・学習の方法（Course Methods）
ゼミや個別指導により、各担当教員から指導を受ける
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各指導教員の指導にもとづき、計画的に学習を進めること
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
－時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
提出された論文ないし作品に対し主査（指導教員）および副査（１名）に
よる口頭試問を行い、その結果をもとに学科教員全員で審議し評価を行う。
評価基準の詳細は「論文作成の手引き」に記載があるが、今概略を記せば、
以下の通りである。
１．テーマは明確かつ独創的で、課題の解明に努めているか　
２．文章全体がよく彫琢されており、誤字・脱字等がないか
３．論の構成・展開が緻密かつ明確で、結論に説得力があるか
４．先行研究に目配りをし、引用文の使用も明確であるか　
５．計画的に取り組み、試問に際しても応答が的確であったか
詳細は手引きを参照すること。
５．留意事項（Other Information）
研究テーマ、草稿、本論文（制作作品）、いずれについても提出締切の日時
が厳しく決められており、そのどれに間に合わなかった場合でも、単位の
取得ができなくなるのでとくに注意が必要である。また、提出後の口頭試
問への欠席も、同様である。詳細については人間文化学科「論文作成の手
引き」参照。

講義コード（Course Code） 229012A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229012, 2000-229008

授 業 名（Course Title） 発展演習Ⅰ
インターネット番組制作

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 平野　美保. 鎌田　均. 岩崎　れい
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References） 『映像制作ハンドブック』　ビデオサロン
編集部　玄光社　2014

備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
４年次必修科目「卒業研究」、その前段階である３年次必修科目「専門演習」
に向けて、２年次専門教育の核となるのが「発展演習」である。担当教員
の専門分野に関わる演習を通して、さまざまな知識や発想、手法等につい
て学びつつ、自分の関心分野は何か、自分の感性や適性に最も合った研究 
テーマは何かといったことについても考えて、授業を受けてもらいたい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・インターネット番組制作にかかわる知識や技能を習得する。
・協同的に行うことを通して、チームワークやコミュニケーションの力を
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・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（30点）、課題（30点）、まとめテスト（40点）に基づ
いて総合的に行う。欠席回数が1/3を超過した場合（６回以上の欠席）は、
原則として単位を与えられないので注意すること。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　楽譜の読み方①ト音記号
第３回　楽譜の読み方②へ音記号
第４回　楽譜の読み方③大譜表
第５回　課題Ⅰ
第６回　楽譜の書き方①ト音記号
第７回　楽譜の書き方②へ音記号
第８回　楽譜の書き方③大譜表
第９回　課題Ⅱ
第10回　キーボードの弾き方①右手
第11回　キーボードの弾き方②左手
第12回　課題Ⅲ
第13回　聴音①基礎
第14回　聴音②展開
第15回　まとめテスト
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
予習・復習をしっかりしてほしい。

講義コード（Course Code） 229013A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229013, 2000-229009

授 業 名（Course Title）
発展演習Ⅱ
和歌・俳句を読む　　附 京都を学ぶ
プロジェクト　

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 堀　勝博
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリントを配付する

参考文献（References）
『新編国歌大観』　角川書店　
『合本俳句歳時記』　角川書店　
『日本国語大辞典』　小学館　

備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
４年次必修科目「卒業研究」、またその前段階である３年次のゼミ分属に向
けて、２年次からは本格的に専門教育科目の履修が始まる。そして２年次
専門教育の核となるのが、この「発展演習」である。担当教員の専門分野
に関わる書物の講読を通して、さまざまな知識や発想、手法等について学
びつつ、自分の関心分野は何か、自分の感性や適性に最も合った研究テー
マは何かといったことについて考える。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

〈古代和歌と俳句歳時記を読む〉 
１．古代和歌を読み、和歌独特の表現を理解し、味わう
２．任意の和歌一首を選び、古語辞典をたよりに自分なりの解釈に挑戦す
る
３．歳時記を抄読して、俳句の表現の妙を味わう
４．和歌（短歌）と発句（俳句）の違いについて理解する
５．和歌・俳句にちなむ場所にフィールドワークに出かける
６．テーマを決め、京都市内外諸所を巡り、何らかの発表を行う
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．任意に選んだ和歌の解釈・鑑賞について口頭発表を行う。 
２．歳時記から気に入った俳句を選び、解釈・鑑賞文を書いたり、絵に描
いたりする。
３．テーマを決め、京都諸所を巡る調査・報告活動を行い、何らかの形で
報告する
４．歌かるたに親しむ
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．発表を割り当てられた和歌・俳句について、所定の形式に則って関連
文献を調べ、レジュメを用意すること 
２．発表が予定されている作品について、事前に予習してくること
３．プロジェクト発表について、課題制作に積極的に取り組むこと
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間

・グループワークをとおして、協同する力を身につける。
・口頭発表を行い、意見をまとめ方法を実践する。
・意見交換を通じて、相手の意見を理解する力を養う。
・モチーフや知識を総合して、表現する力を養う。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・「京都」を素材として、研究を企画する。
・京都資料を調査し、必要な情報をまとめる。
・小説や映画など、表現を分析し、特徴をまとめる。
・調査結果を発表し、相互に意見交換する。
・レジュメにまとめて発表するプレゼンテーション能力を養う。
・討議を通じてコミュニケーション能力を養う。
・企画意図に即して、文章、写真集などにまとめる力を養う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・資料や作品をあらかじめ読み、自分の考えをまとめる。
・関連の参考文献を読み、意見を提示する準備をする。
・取り上げた京都の各地に、実際に調査に赴く。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、発表内容、レポート（６０％）、および、授業参加度、課題への取
り組み（４０％）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　京都資料読解のための概説および資料収集の方法について
第２回　京都フィールドワークの概説
第３回　発表と討議（１）企画の提示
第４回　発表と討議（２）企画運営に必要な条件
第５回　発表と討議（３）資料の取り扱いと整理
第６回　発表と討議（４）資料の活用と関連づけ
第７回　フィールドワーク（１）現地調査実践
第８回　発表と討議（５）企画を形にする方法
第９回　発表と討議（６）企画構成の実際とフィードバック
第10回　フィールドワーク（２）企画に基づく取材
第11回　発表と討議（７）取材と材料の活用
第12回　発表と討議（８）企画制作物の作成
第13回　発表と討議（９）企画完成物の提示
第14回　発表と討議（１０）全体的な反省と課題
第15回　研究実践のための心構え
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・ゲスト講師による授業を行う場合もある。

講義コード（Course Code） 229012E0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229012, 2000-229008

授 業 名（Course Title） 発展演習Ⅰ
楽譜の読み書きを学ぶ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 久野　将健
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『改訂版　楽譜が読めると音楽がおもしろ
い』　五代香蘭　メトロポリタンプレス　
2012年

参考文献（References） 授業中に適宜紹介する。
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
４年次必修科目「卒業研究」、その前段階である３年次必修科目「専門演習」
に向けて、２年次専門教育の核となるのが「発展演習」である。担当教員
の専門分野に関わる演習を通して、さまざまな知識や発想、手法等につい
て学びつつ、自分の関心分野は何か、自分の感性や適性に最も合った研究 
テーマは何かといったことについても考えて、授業を受けてもらいたい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
楽譜を読むことができない、或いは苦手という受講者のために初歩から教
授する。
少し慣れたら、楽譜を書く練習もしてみる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
楽譜の基礎知識を勉強したのち、実際に楽譜を見ながらキーボード等で弾
く練習もする。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回、宿題を出すので五線譜を忘れないように持参すること。
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４．評価方法・評価基準（Evaluation）
発表内容や提出課題の成績を評価の基本とするが、授業参加度や取りくむ
姿勢をも重視する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　文献講読と作品鑑賞（１）オリンポスの神々など
第３回　文献講読と作品鑑賞（２）ポセイドンなど
第４回　文献講読と作品鑑賞（３）アポロンなど
第５回　文献講読と作品鑑賞（４）ヴィーナスなど
第６回　文献講読と作品鑑賞（５）　プロメテウスなど
第７回　文献講読と作品鑑賞（６）ヘラクレスなど
第８回　文献講読と作品鑑賞（７）オルフェウスなど
第９回　文献講読と作品鑑賞（８）プシュケーなど
第10回　文献講読と作品鑑賞（９）オイディプスなど
第11回　文献講読と作品鑑賞（１０）アルゴナウティカなど
第12回　文献講読と作品鑑賞（１１）トロイア戦争
第13回　展覧会見学（実施回未定）
第14回　展示したい作品の発表
第15回　まとめ（展示作業）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ゲスト講師による授業を行うこともある。

講義コード（Course Code） 229013C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229013, 2000-229009

授 業 名（Course Title） 発展演習Ⅱ
ファンタジーの世界

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 鷲見　朗子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『マチルダは小さな大天才』　ロアルド・
ダール　評論社　2012
『チョコレート工場の秘密』　ロアルド・
ダール　評論社　2005

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　４年次必修科目「卒業研究」、その前段階である３年次必修科目「専門演
習」に向けて、２年次専門教育の核となるのが「発展演習」である。担当
教員の専門分野に関わる演習を通して、さまざまな知識や発想、手法等に
ついて学びつつ、自分の関心分野は何か、自分の感性や適性に最も合った
研究 テーマは何かといったことについても考えて、授業を受けてもらいた
い。
　本科目では、ファンタジーとは何かという基本的な概念を理解し、実際に
ファンタジー作品を読解し、それをもとにした映画を鑑賞することで、そ
れらが伝えようとしているメッセージについて、ほかの受講者とともに考
え、意見を交わし、明らかにしていく。イギリス出身の児童文学作家ロア
ルド・ダール（1916-1990）の作品を扱う。部分的に原文や作者の伝記を英
語で読んで訳す作業によって、英語の読解力も育成する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. ファンタジーの定義
2. 作品の読解と分析
3. 映画の鑑賞と理解
4. 英語原文の読解
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1. 課題とそれについての意見交換
2. 発表
3. レポート作成
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
1. ロアルド・ダールの経歴（英文）を読む。
2. 作品のなかから課された部分を読んで理解する。
3. 発表とレポートの構想を練る。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
発表内容や提出課題の成績、また試験結果を評価の基本とする（６０％）
が、授業参加度や取りくむ姿勢をも重視する（４０％）。ただし、欠席５回
以上で、単位修得は困難となる

４．評価方法・評価基準（Evaluation）
発表内容、課題への取り組み姿勢、レポートの内容などを評価の基本とす
る（６０％）が、授業参加度をも重視する（４０％）。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　導入授業　―共同プロジェクトについて
第２回　共同プロジェクトの内容討議・決定
第３回　和歌・俳句の魅力について、歳時記所収発句・俳句を読む
第４回　和歌・俳句の基礎知識
第５回　国歌大観所収和歌に関する発表　-万葉集など
第６回　国歌大観所収和歌に関する発表　-古今集など
第７回　国歌大観所収和歌に関する発表　-新古今集など
第８回　国歌大観所収和歌に関する発表　-私家集のいろいろ
第９回　歌かるたに親しむ（実施会未定）
第10回　プロジェクト調査活動　―　（例）京都市内旧跡をめぐるＦＷ

　-寺社
第11回　プロジェクト調査活動　―　（例）京都市内旧跡をめぐるＦＷ

　-歌枕
第12回　プロジェクト調査活動　-　（例）リーフレット作りの合同作業

　-編集作業
第13回　プロジェクト調査活動　-　（例）リーフレット作りの合同作業

　-完成
第14回　プロジェクト調査活動　―　（例）調査活動報告作成・発表
第15回　プロジェクト調査活動　―　（例）調査活動報告作成・発表・

総括
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
ゲスト講師による授業を行うこともある。

講義コード（Course Code） 229013B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229013, 2000-229009

授 業 名（Course Title） 発展演習Ⅱ
ギリシア・ローマ神話と美術

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉田　朋子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『ギリシア神話の名画はなぜこんなに面白
いのか』　井出洋一郎　中経出版　2010
上記テキストに加えて、適宜課題テキス
トを配布するので、準備すること。

参考文献（References）

『西洋絵画の主題物語』　諸川春樹監修　美
術出版社　1997
『西洋美術解読事典』　ジェイムズ・ホー
ル　河出書房新社　1988
『ギリシア・ローマ神話』　トマス・ブル
フィンチ　角川文庫　1970
『変身物語（上）』　オウィディウス　中村
善也訳　岩波文庫　1981
『変身物語（下）』　オウィディウス　中村
善也訳　岩波文庫　1984
その他適宜紹介する

備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　４年次必修科目「卒業研究」、その前段階である３年次必修科目「専門演
習」に向けて、２年次専門教育の核となるのが「発展演習」である。担当
教 員の専門分野に関わる演習を通して、さまざまな知識や発想、手法等に
ついて学びつつ、自分の関心分野は何か、自分の感性や適性に最も合った
研究 テーマは何かといったことについても考えて、授業を受けてもらいた
い。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．ギリシア・ローマ神話の有名なエピソードを知る
２．神話を絵画化した有名な作品を知る
３．観察力・記述力を高める
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．文献講読
２．作品の観察と関連情報の収集
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．担当者は、担当する物語について、必要な事前調査を行ってくること。
２．担当していない場合も、情報収集につとめること
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
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第10回　『ことばの歳月』「陽の章」「地の章」を読む
第11回　京都四季の自然巡り（4）ー実地調査、京の街を撮影する
第12回　『ことばの歳月』「雨の章」「水の章」を読む
第13回　京都四季の自然巡り（5）ー展示の準備
第14回　発表
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ゲスト講師による授業を行うこともある。

講義コード（Course Code） 229013E0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229013, 2000-229009

授 業 名（Course Title） 発展演習Ⅱ
キリスト教のお祭り

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 中里　郁子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『聖書　旧約聖書続編つき』　日本聖書協
会　2009

参考文献（References）

『クリスマスの起源』　クルマン　教文館　
2007
『ローマ史のなかのクリスマス』　保坂高
殿　教文館　2005
その他の参考文献は授業中に紹介する

備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　４年次必修科目「卒業研究」、その前段階である３年次必修科目「専門演
習」に向けて、２年次専門教育の核となるのが「発展演習」である。担当教
員の専門分野に関わる演習を通して、さまざまな知識や発想、手法等につ
いて学びつつ、自分の関心分野は何か、自分の感性や適性に最も合った研
究テーマは何かといったことについても考えて、授業を受けてもらいたい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１　キリスト教の典礼暦を学ぶ
２　キリスト教の祝祭日に基づく祭りについて学ぶ
３　キリスト教の祝祭日の祭りの起源とその意味を学ぶ
４　キリスト教の祭りに用いられるアイテムや食べ物について学ぶ　
５　キリスト教の祝祭日の祭りの祝い方と文化の関係を考察する
３．教育・学習の方法（Course Methods）
学生による研究の発表と、それに基づく討論を行い、キリスト教の祭りの
理解を深める
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
全員がその日の授業で扱うキリスト教の祭りについて事典や参考文献を用
いて調べ、授業に臨むことを前提とする。さらに、その祭りが聖書の言葉
とどのような関係があるかを調べる。祝祭日に基づく祭りが、どのように
祝われるか、様々な地域について調べる。発表の担当者は、発表の準備と
して研究内容をレジュメにして用意する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
発表内容、提出課題の成績、試験の結果などを評価の基本とする（６０％）
が、授業参加度や課題等に取りくむ姿勢をも重視する（４０％）。ただし、
欠席５回以上で、単位修得は困難となる。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　キリスト教の典礼暦
第３回　キリスト教の祭りに関する文献調査方法
第４回　キリスト教の祭りに関する文献調査
第５回　フィールドワーク
第６回　カーニバルとイースター
第７回　ヴァレンタイン・デーとハローウィン
第８回　クリスマスの起源
第９回　サンタクロースの起源
第10回　クリスマスと文学
第11回　世界のクリスマスの祝われ方
第12回　キリスト教のお祭りのアイテム
第13回　キリスト教のお祭りのアイテム制作
第14回　キリスト教のお祭りの食べ物
第15回　まとめ

５．授業予定（Course Schedule）
第１回　イントロダクション
第２回　ロアルド・ダールについて
第３回　『マチルダは小さな大天才』１～７章
第４回　『マチルダは小さな大天才』８～１４章
第５回　『マチルダは小さな大天才』１５～２１章
第６回　映画鑑賞「マチルダ」
第７回　原作と映画の比較（マチルダ）
第８回　『チョコレート工場の秘密』１～８章
第９回　『チョコレート工場の秘密』９～１５章
第10回　『チョコレート工場の秘密』１６～２３章
第11回　『チョコレート工場の秘密』２４～３０章
第12回　映画鑑賞「チャーリーとチョコレート工場」
第13回　原作と映画の比較（チャーリー）
第14回　発表
第15回　発表
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ゲスト講師による授業を行うこともある。
また、授業で学外フィールドワークへ出かけることもある。

講義コード（Course Code） 229013D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229013, 2000-229009

授 業 名（Course Title） 発展演習Ⅱ
四季折々の言葉を学ぶ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 朱　鳳
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 適宜に資料を配付する予定。

参考文献（References）
『ことばの歳月』　山下景子　広済堂出版　
2010
授業中に適宜紹介する。

備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
４年次必修科目「卒業研究」、その前段階である３年次必修科目「専門演習」
に向けて、２年次専門教育の核となるのが「発展演習」である。担当教 員
の専門分野に関わる演習を通して、さまざまな知識や発想、手法等につい
て学びつつ、自分の関心分野は何か、自分の感性や適性に最も合った研究 
テーマは何かといったことについても考えて、授業を受けてもらいたい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1．日本語における漢語と和語の違いを説明する。
2．日本語と中国語における漢語共有の歴史を把握する。
3．四季を表現する季節感のある語彙を確認する。
4．京都四季折々のの自然巡り
３．教育・学習の方法（Course Methods）
毎回配付資料の数ページを読む。その上、語彙に関する歴史的背景を丁寧
に説明する。その上、毎回学習したことばを使って、俳句も作ってみる予
定。また京都四季折々の自然巡りも実施し、撮影した写真に俳句を添える。
最終的に図書館で学習成果を展示する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
1．配付資料を事前に読む。
2．歳時記などの資料を使って、季語に慣れる。
3．授業の指示に従って、京都四季折々の景色を撮影する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（15％）、予習復習成果（発表を含む、15％）、レポー
ト（70％）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　日本語にある和語と漢語について
第３回　俳句と季語について
第４回　『ことばの歳月』「星の章」「月の章」を読む
第５回　京都四季の自然巡り（1）ー調査対象と学生各自の担当を決め

る
第６回　『ことばの歳月』「空の章」「雲の章」を読む
第７回　京都四季の自然巡り（2）ー実地調査、京町屋を撮影する
第８回　『ことばの歳月』「風の章」「雪の章」を読む
第９回　京都四季の自然巡り（3）ー図書館での文献調査
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講義コード（Course Code） 244016N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-244016

授 業 名（Course Title） 社会保障論Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小池　桂
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） （未定）
参考文献（References） （未定）
備 考（Note）

別紙　

講義コード（Course Code） 244017N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-244017

授 業 名（Course Title）
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ論
楽しさ、心地よさからセラピーにま
で広がるレクリエーション

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 三好　明夫
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 適宜プリント等を配布する。

参考文献（References）

『（財）日本レクリエーション協会編「レ
クリエーション支援の基礎」』　日本レク
リエーション協会　2007
『レクリエーションの基礎理論』　池田勝　
永吉宏英　西野仁　原田宗彦　杏林書院　
1989
『レクリエーション活動援助法』　吉田圭
一　茅野宏明　ミネルヴァ書房　2007
『楽しいをつくる　やさしいレクリエー
ション実践』　日本レクリエーション協会　
2000　

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
外来語である『レクリエーション』の概念は、近年日本の様々な分野で活
用されるようになってきている。医療福祉、地域の社会教育、そして個人
の日常生活にいたるまで現代社会の中に浸透してきている。それぞれの分
野で認識されているレクリエーション概念と実践は、その形態や意味合い
に特徴がある。レクリエーションの基本的概念を学習し、様々な分野での
レクリエーション実践やその支援法を知ることを目標とする。そして、そ
れらの知識を活用し、レクリエーションプログラムの基本的な企画・運営・
管理方法を体験を通して学ぶ。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.　レクリエーション発祥の歴史から基本的概念を学ぶ。
2.　様々な分野でのレクリエーション実践例を知り、レクリエーションへの
認識を広げる。
3.　具体的なレクリエーション活動を体験し、その意義を理解する。
4.　レクリエーションプログラムの立案方法を学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業の実施方法
1.　主に講義形式で行い、適宜資料を配布する。
2.　講義の中で課題を提示し、個人もしくはグループで課題に取り組みなが
ら解決していく。
3.　具体的なレクリエーション活動を実際に体験し、そのプログラムの意図

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ゲスト講師による授業を行うこともある。

講義コード（Course Code） 229013F0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-229013, 2000-229009

授 業 名（Course Title） 発展演習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 辻　敦子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 授業内で提示する。

参考文献（References）

『大人が子どもにおくりとどける40の物
語―自己形成のためのレッスン』　矢野智
司『　ミネルヴァ書房　2014年
矢野智司『大人が子どもにおくりとどけ
る40の物語―自己形成のためのレッスン』
ミネルヴァ書房、2014年

備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
４年次必修科目「卒業研究」、その前段階である３年次必修科目「専門演習」
に向けて、２年次専門教育の核となるのが「発展演習」である。担当教員
の専門分野に関わる演習を通して、さまざまな知識や発想、手法等につい
て学びつつ、自分の関心分野は何か、自分の感性や適性に最も合った研究
テーマは何かといったことについても考えて、授業を受けてもらいたい。
　私たちは、この世に生を受けてからこれまでにどのような物語を受けとっ
てきただろう。そして、そこからどのような物語を生みだしていくのだろう
か。このゼミでは、子どもと大人が出会う場所である絵本や、日常と「あ
りえないこと」がせめぎあう物語や小説を紐解きながら、人間に成ってい
くことと物語との関わりについて考えていく。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．「人間に成ること」と物語との関わりを学ぶ
２．テーマや「問い」をもって絵本、物語、小説を読む
３．読んだことに基づいてテーマを考え「問い」を深める
４．考えたことを書いて伝える
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．「お題」となる絵本、物語、小説を読み担当者が発表する
２．絵本、物語、小説を読み意見を交換する
３．自分で選んだ絵本、物語、小説をテーマを設定して読み、レポートを
作成して発表する
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）

「お題」となる絵本、物語、小説を読み、議論の準備をする。発表担当者は
レジュメの準備をする。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
発表内容、課題への取り組み姿勢、レポートの内容などを評価の基本とす
る（６０％）が、毎回の授業での取り組みも重視する（４０％）。ただし、
欠席５回以上で、単位取得は困難となる。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　印象に残っている絵本の紹介
第３回　「物語」という観点から人間を考える
第４回　読みのテーマ①「遊び」
第５回　読みのテーマ②「動物」
第６回　読みのテーマ③「子どもと大人」
第７回　読みのテーマ④「不気味なもの」
第８回　読みのテーマ⑤「私」
第９回　読みのテーマ⑥「他者」
第10回　読みのテーマ⑦「世界」
第11回　発表準備①テーマ設定
第12回　発表準備②読解
第13回　発表準備③文章作成
第14回　「物語」を語る発表会
第15回　まとめ―「物語と人間」をめぐる問い
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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授業ではプリントのほかに、授業によってはビデオ、パワーポイントなど
を使用する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
事前に各回のテーマに沿った内容の新聞記事や情報など目を通して概要を
つかんでおくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
以下の点を総合的に評価する。（1）授業参加度（40点） （2）レポート（60
点）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　現代社会福祉の意義と課題（小池）
第２回　今日の貧困問題と社会福祉（小池）
第３回　対人援助の意義と基本原則（佐藤）
第４回　虐待する親や子どもへの援助（佐藤）
第５回　こころの健康と精神保健福祉士の役割（佐藤）
第６回　高齢者問題の現状と高齢者福祉（三好）
第７回　介護保険と介護専門職のあり方（三好）
第８回　障害者問題の現状と障害者福祉（矢島）
第９回　事例から考える障害者地域生活支援のあり方（矢島）
第10回　地域における生活問題と福祉（酒井）
第11回　地域福祉の推進とネットワークの構築（酒井）
第12回　現代の子どもの置かれた環境と保育のあり方（植田）
第13回　子どもの表現を引き出す保育と環境（植田）
第14回　子どもが成長するとは，どういうことか？（畠山）
第15回　子どもの可能性を伸ばすためには？（畠山）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 244027A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-244027

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化基礎演習ⅢＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 畠山　寛
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定　全7.5コマ

講義コード（Course Code） 244027B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-244027

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化基礎演習ⅢＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 植田　恵理子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定　全7.5コマ

講義コード（Course Code） 244027C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-244027

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化基礎演習ⅢＣ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 竹原　広実
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定　全7.5コマ

と効果を理解する。
4.　実際の例からレクリエーションプログラムを構成する要素を学び、その
立案に必要な知識を獲得する。
学習の方法
1.　学習内容についてやグループワークの中での積極的な発言を意識する。
2.　本講義で学んだものを自分の日常生活に照らし合わせ、活用できる部分
は出来るように意識する。
3.　課題を通して、事柄を分析する力、人に伝える力の向上を意識する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
1.　自分の人生の中でレクリエーションに関係する要素を見つけ、振り返っ
てみる。
2.　現代の日常生活に存在するレクリエーションに関する事柄があれば、そ
れを紹介し共有する。
3.　講義を通してレクリエーションプログラムの企画・運営に関する課題を
提示する（ケーススタディやイベント企画等）。その発表を通して、レクリ
エーションプログラムを立案する能力と楽しさを知る。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
20時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（30%）、グループ課題達成度（25%）、講義内の小レポート・小
テスト（15%）、最終レポート（30%）　欠席が4回に達した受講者は原則と
して単位は認定できないものとする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　レクリエーションの基礎理論
第２回　レクリエーション支援の理論
第３回　教育現場でのレクリエーション
第４回　地域におけるレクリエーション
第５回　医療福祉現場のレクリエーション
第６回　セラピューティックレクリエーションの概要
第７回　セラピューティックレクリエーションの実際
第８回　セラピューティックレクリエーションの課題
第９回　室内レクリエーションの実践
第10回　対象者と支援の場の想定
第11回　ニーズの把握と目標設定
第12回　レクリエーション財の選び方
第13回　プログラム立案
第14回　プログラムの実践
第15回　レクリエーションの展望
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 244024N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-244024

授 業 名（Course Title） ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ基礎論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間

担 当 者（Instructor）
佐藤　純. 植田　恵理子. 小池　桂. 
酒井　久美子. 畠山　寛. 三好　明夫. 
矢島　雅子

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
現代社会における様々な領域について、その基礎的な知識、思想、課題な
どを学び、ソーシャルワークを展開するうえでの基礎的かつ総合的理解を
得ることを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．社会福祉の意義 　
２．対人援助の意義・基本原則 　
３．現代の児童問題 　
４．非行と家族の問題 　
５．高齢者や障害者の問題や福祉の制度 　
６．現代の子どもや保育の現状、地域での子育て 　
７．子どもの成長と遊び 　
８．地域の生活問題と福祉
３．教育・学習の方法（Course Methods）
福祉関連教員によるオムニバス形式の授業で行う。授業のすすめ方として
は各教員によって異なるが、講義、演習形式、学生による討議などで行う。
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のテーマに関する体験的な学びを踏まえて、学外でフィールドワークに取り
組む。そして学外フィールドワークを通して、生活福祉文化学に関連する
活動の実践に触れる。地域や施設、企業、その他の生活現場での営為を実
際に見学、確認して理解を深め、「生活者を支援する人材」としての意欲、
態度を養うとともに、キャリア形成への意欲を高めることを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1） フィールドワークを通して、生活科学、社会福祉学、保育学といった実
践の場に身を置く体験をする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）

（1） 2回のフィールドワークを中心として学びを深めていく。
（2） フィールドワークの体験をふりかえり、言語化していく。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
実習先に関する情報を収集するなどして、その施設の社会的意義や役割、活
動内容を把握するといった事前学習をしていくことが必要である。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）

（1） 授業参加度：50％
（2） フィールドワークレポート50％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション　授業のすすめ方の説明　フィールドワー
ク先の提示

第２回　フィールドワーク１「まとう」「たべる」「すまう」の事前学習
　課題意識の醸成

第３回　フィールドワーク１の実施①（実践現場の理解）
第４回　フィールドワーク１の実施②　（実習実施）
第５回　フィールドワーク２「ささえる」「そだてる」の事前学習　課

題意識の醸成
第６回　フィールドワーク２の実施①（実践現場の理解）
第７回　フィールドワーク２の実施②（実習実施）
第８回　全体のふりかえり
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
学生によって「フィールドワーク１と２の順序が入れ替わる場合がある。ま
た第３回と第４回、第５回と第６回は同日の3講時、4講時の連続授業であ
る。
具体的な開講日程は別途周知する。フィールドワークの内容と順番は、受
講生の希望により異なります。学外活動のため、学研災付帯賠償責任保険
に未加入の場合は加入すること。
見学に必要な交通費は自己負担とする。
各フィールドワークの担当者

「まとう」「たべる」「すまう」：鳥居本幸代、竹原広実、青木加奈子
「ささえる」「そだてる」：三好明夫、酒井久美子、矢島雅子、畠山寛、植田
恵理子

講義コード（Course Code） 244028A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-244028

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化基礎演習ⅣＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 畠山　寛
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『知へのステップ』　学習技術出版会編　く
ろしお出版　
基礎演習Ⅰで使用したテキストを随時使
う。

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定　全7.5コマ

講義コード（Course Code） 244027D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-244027

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化基礎演習ⅢＤ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 鳥居本　幸代
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定　全7.5コマ

講義コード（Course Code） 244027E0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-244027

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化基礎演習ⅢＥ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 三好　明夫
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定　全7.5コマ

講義コード（Course Code） 244027F0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-244027

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化基礎演習ⅢＦ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 酒井　久美子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定　全7.5コマ

講義コード（Course Code） 244027G0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-244027

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化基礎演習ⅢＧ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 矢島　雅子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定　全7.5コマ

講義コード（Course Code） 244027H0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-244027

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化基礎演習ⅢＨ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 青木　加奈子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定　全7.5コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
　本演習は、生活福祉文化基礎演習Ⅰによって修得した 「学ぶ力」、同演習
Ⅱによる「まとう」「たべる」「すまう」「そだてる」「ささえる」という5つ
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講義コード（Course Code） 244028F0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-244028

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化基礎演習ⅣＦ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 酒井　久美子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『知へのステップ』　学習技術出版会編　く
ろしお出版　
基礎演習Ⅰで使用したテキストを随時使
う。

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定　全7.5コマ

講義コード（Course Code） 244028G0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-244028

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化基礎演習ⅣＧ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 矢島　雅子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『知へのステップ』　学習技術出版会編　く
ろしお出版　
基礎演習Ⅰで使用したテキストを随時使
う。

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定　全7.5コマ

講義コード（Course Code） 244028H0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-244028

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化基礎演習ⅣＨ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 青木　加奈子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『知へのステップ』　学習技術出版会編　く
ろしお出版　
基礎演習Ⅰで使用したテキストを随時使
う。

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定　全7.5コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
　本演習は、生活福祉文化基礎演習ⅠからⅢを通して得た学びを踏まえて、
学生自らの関心に応じて調査テーマを選択決定し、それについてグループ
で調べる・議論する・体験する・まとめる・発表する過程で、生活や福祉
に関わるそれぞれのテーマの内容について理解を深めるとともに、グルー
プワークの過程でコミュニケーション能力や協働力を身につける。さらに
一連の作業を通して、人間の生活に基づいた実践活動に関する理解を深め、

「生活者を支援する人材」としての意欲、態度を養い、自己のキャリア形成
や進路の追求につなげることを目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１）生活福祉文化基礎演習ⅠからⅢまでの学びを土台としたディスカッショ
ンをすることにより、問題提起、自らの力でそれを解決する能力と考察力
を養う。
２）発表を通してプレゼンテーション能力を身につける。
３）グループワークを通して協調性を身につける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１）基礎演習Ⅰ～Ⅲと同一のクラス編成のなかで、2グループに分かれて作
業を進めていく。
２）毎回の授業までに必要な資料を揃え、状況に応じて自主的にグループ
で作業を進めておく。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
自ら取り組む課題について、文献その他の資料の収集など、発表のための
準備作業などに丹念に取り組むこと。また、グループメンバー同士の情報
共有や共同作業を意識して取り組むこと。

講義コード（Course Code） 244028B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-244028

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化基礎演習ⅣＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 植田　恵理子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『知へのステップ』　学習技術出版会編　く
ろしお出版　
基礎演習Ⅰで使用したテキストを随時使
う。

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定　全7.5コマ

講義コード（Course Code） 244028C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-244028

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化基礎演習ⅣＣ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 竹原　広実
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『知へのステップ』　学習技術出版会編　く
ろしお出版　
基礎演習Ⅰで使用したテキストを随時使
う。

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定　全7.5コマ

講義コード（Course Code） 244028D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-244028

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化基礎演習ⅣＤ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 鳥居本　幸代
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『知へのステップ』　学習技術出版会編　く
ろしお出版　
基礎演習Ⅰで使用したテキストを随時使
う。

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定　全7.5コマ

講義コード（Course Code） 244028E0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-244028

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化基礎演習ⅣＥ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 三好　明夫
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『知へのステップ』　学習技術出版会編　く
ろしお出版　
基礎演習Ⅰで使用したテキストを随時使
う。

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定　全7.5コマ
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第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245019N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245019

授 業 名（Course Title） 調理学
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 藤原　智子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『栄養科学シリーズNEXT基礎調理学』　講
談社サイエンティフィク　2017

参考文献（References） 『NEW調理と理論』　山崎清子他　同文書
院　2014

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
食生活における調理の意義を、基本的な調理操作や調理による食品成分の
変化を学ぶことにより理解し、各々の食品素材に起こる調理過程の諸現象
について科学的に説明でき、必要かつ適切な調理操作が判断できる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. おいしさの要因を多角的に理解する。
2. 各種調理操作の物理化学的メカニズムを理解する。
3. 食品成分の調理過程における変化を学び、それぞれの調理特性を理解す
る。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式で授業を行うが、意見や質問など積極的な発言を求めていく。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
シラバスにそって教科書の該当箇所を予習する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度20％、小テスト20％、期末試験60%で総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　おいしさの化学的要因
第２回　おいしさの物理的要因
第３回　調理操作（湿式加熱）
第４回　調理操作（乾式加熱）
第５回　調理操作（誘電加熱・誘導加熱・非加熱）
第６回　調味
第７回　米の調理
第８回　小麦粉の調理
第９回　いも類・豆類の調理
第10回　野菜・果物の調理
第11回　肉・魚の調理
第12回　卵・牛乳の調理
第13回　砂糖・油脂の調理
第14回　ゲル化剤の調理
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）

・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
原則全出席とする。
授業態度、課題への取り組み、実施した調査のレポートに対して総合的に
評価する。
評価は授業参加度（30％）、授業における課題への取り組み状況（40％）、レ
ポート（30％）により行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス
第２回　研究課題の設定①（課題決定のための情報収集などの準備）
第３回　研究課題の設定②（課題決定）
第４回　研究課題への取り組み①（発表内容の整理、グループディス

カッション）
第５回　研究課題への取り組み②（発表レジュメの作成）
第６回　研究課題への取り組み③（プレゼンテーション内容の確認）
第７回　プレゼンテーション
第８回　全体のふりかえり
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
第７回目のプレゼンテーションは１年次生の基礎演習Ⅱと合同授業とする。

講義コード（Course Code） 245016N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245016

授 業 名（Course Title） 食品学
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 藤原　智子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『イラスト食品学総論』　種村安子　他　東
京教学社　2015

参考文献（References）
『改訂版　視覚でとらえるフォトサイエン
ス化学図録』　数研出版編集部　数研出版　
2014

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
食品中に含有される主要な成分の化学的性質と特徴について学び、多種多
様な食品の特性を科学的に説明することができる。また食品の貯蔵・加工・
調理の過程で起こる食品成分の変化、さらに成分間での相互作用について
理解し、日常生活のなかで食品を適切に選択することができる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. 食品学を学ぶために必要な化学の基礎知識を身につける。
2. 食品をみた時に、その中に含まれる主要成分や特徴的な成分を挙げるこ
とができる。
3. 食品中の主要成分や特徴的な成分の働きを説明できる。
4. 貯蔵・調理・加工中に、食品に含まれる成分間で起こる化学反応を説明
できる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式で授業を行うが、意見や質問など積極的な発言を求めていく。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
シラバスにそって教科書の該当箇所を予習する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度20％、小テスト20%、定期試験60％で総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　水分
第２回　炭水化物（単糖類・少糖類・消化性多糖類）
第３回　炭水化物（難消化性多糖類）
第４回　脂質（脂肪酸）
第５回　脂質（酸化）
第６回　タンパク質（アミノ酸）
第７回　タンパク質（変性）
第８回　ビタミンの構造
第９回　ミネラルの種類
第10回　嗜好成分（色素）
第11回　嗜好成分（褐変）
第12回　嗜好成分（香り）
第13回　嗜好成分（味）
第14回　食品のコロイド特性
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講義コード（Course Code） 245024N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245024

授 業 名（Course Title） 住生活学
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 中村　久美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『住環境の計画1　住まいを考える  』　彰
国社　
あわせて適宜資料を配布する

参考文献（References）
『住まいを語る―体験記述による日本住
居現代史』　鈴木成文　建築資料研究社　
2002

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　居住面にあらわれる生活様式である「住様式」は、歴史的、社会的に発展
し、それぞれの時代、社会に応じて特色ある様式を形成する。本講は、この
住様式を主対象とし、その種々相について問題を論じる。その内容は、ま
ず近代以降の住宅平面の発展とそれに伴う住様式の変化を概説したうえで、
家族の変化や地球環境問題、地域問題や集住などの視点から、今日的な住
生活の問題を考察する。本講は歴史的、社会的背景の認識のうえで住生活
のあり方を深く掘り下げて考え、これからの発展すべき方向への探求力を
身につけると同時に、住宅計画の基盤となる考え方への理解を目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．住生活、住様式の概念とその視点の重要性への理解
２．住様式の問題に関する過去の研究成果の理解
３．平面の発展と機能分化過程の把握
４．以上の知識の上に身の回りの住生活の問題を見極め、より良い方向を
考える力を身につける
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　次回の授業内容に関連するテキストページをアナウンスするので、必ず目
を通し予習すること。復習として、毎回授業ポートフォリオを作成し、授
業内容の振り返りを求める。その記述内容は次回授業冒頭で発表してもら
うこととする。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
シラバスをみて次回授業のテーマを確認しておくこと。そのうえで上記の
要領で予習すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　まとめのテスト（55％）と毎回のポートフォリオの作成点（45％）によ
り評価する。なお最終回では、住生活の一側面としてのまちづくりに関す
る解説、およびまとめのテストとその解説を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　住まいの意味と住居観　生活様式と住様式
第２回　住宅平面の分化と住様式の変化
第３回　公私分離とリビングルーム
第４回　起居様式の洋式化と和室の動向
第５回　入浴様式と浴室
第６回　食生活、衣生活と住まい
第７回　家族と住生活　家族関係と住生活の問題
第８回　家族と住生活　ライフサイクルと住まい
第９回　家族と住生活　世帯の変化と新しい居住のあり方
第10回　地球環境問題と住まい　自然との応答性ある住まいと住み方
第11回　地球環境問題と住まい　住まいの寿命と住宅管理
第12回　地球環境問題と住まい　モノの保有と生活財管理
第13回　住環境と地域生活　地域生活とコミュニティ
第14回　住環境と地域生活　集合住宅と住生活
第15回　住環境と地域生活　住民参加とまちづくり　まとめのテストと

解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245023N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245023

授 業 名（Course Title） 空間意匠論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 竹原　広実
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『やさしいインテリアコーディネート』　宮
後浩　学芸出版社　

参考文献（References）
『モダンリビング』　婦人画報社　
『新建築』　　
『インテリアコーディネータ』　町田ひろ
子アカデミー　エクスナレッジ　

備 考（Note）
定員15人
「住居製図Ⅱ」の履修者であること（同時
履修可）。 ※入学年度により履修条件が
異なる。詳細は学生便覧を参照。

１．科目の教育目標（Course Description）
住環境学、福祉住環境学で修得した知識・感覚をさらに総合化し、かつ具
体的な空間認識として会得し、それを具体的な住宅設計計画段階に組み込
み、それを表現する方法を学ぶことを目的としている。まず住宅空間を特
徴づける構成要素について学び、それらの構成要素をどのように配するこ
とによって雰囲気を計画することができるかを考える。また住宅計画への
応用を具現化する手段として、居住者を設定し、その住宅コンセプトに合
わせたインテリア計画をプレゼンテーションボードを作成することにより
表現する
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．住宅内インテリア構成要素（家具、照明器具、ウインドゥトリートメ
ント）の種類と、それらを用いた室内雰囲気計画について学ぶ 
２．インテリアイメージと空間構成要素との関係を学ぶ 
３．インテリア構成要素を含めた住宅設計の考え方を学ぶ 
４．平面図、展開図、パース図、３Ｄ住宅イメージソフトを用いた表現手
法を修得する
３．教育・学習の方法（Course Methods）
受講者ひとりひとりによる個別課題の発表によるインテリア知識の習得と、
その知識をもとに空間計画、意匠計画の作品課題に取り組む。 　
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
常日頃から意識してインテリア雑誌を読む、家具販売店やインテリア雑貨
店などで多くの実例に触れるなどしてセンスを養う。世界的建築家が手掛
けた家具や照明器具についてインターネットを利用するなどし知識を得て
おく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、課題作成・課題発表とレポート、課題作成物（40）まとめテスト

（20）、課題発表（20）、授業参加度（20）により行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス
第２回　インテリアコーディネートとは
第３回　建築（家具）とインテリアの歴史１（1100～1800年代）
第４回　建築（家具）とインテリアの歴史２（1900年代～現在）
第５回　室内装備要因１（カラーコーディネート）
第６回　室内装備要因２（照明器具）
第７回　室内装備要因１（ウィンドートリートメント）
第８回　３Ｄ住宅イメージソフトを用いた表現1（コンセプトの計画）
第９回　３Ｄ住宅イメージソフトを用いた表現2（色彩計画）
第10回　３Ｄ住宅イメージソフトを用いた表現3（設備計画）
第11回　３Ｄ住宅イメージソフトを用いた表現4（照明計画）
第12回　３Ｄ住宅イメージソフトを用いた表現5（仕上げ）
第13回　課題発表と講評
第14回　プレゼンテーションボードの作成（仕上げ）
第15回　インテリアに関する確認テスト
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
1．毎回演習を行う　
2．本科目の受講者は住居製図Ⅱの履修者（受講経験者）である。尚、住居
系の専門科目である住環境学、福祉住環境学、住生活学も受講しているこ
とが望ましい。 　
3．本科目は定員制（15人まで）をとる。 
4．課題はすべて提出すること
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講義コード（Course Code） 245026N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245026

授 業 名（Course Title） 住居史
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 中村　久美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『日本建築史図集　新訂第三版』　日本建
築学会編　彰国社　

参考文献（References）
『図説日本住宅史』　太田博太郎　彰国社　
『日本建築史』　藤田勝也　古賀秀策　昭
和堂　

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　日本の住まいの歴史を振り返り、そのよって立つところを明らかにする
ことは、これからの住宅の有り様を考えるうえで非常に重要である。住居
史では、現在の住環境を歴史的視点から評価し、住宅建築の将来の発展を
考えるための基礎的知識を習得することを目標とする。この講義は、先史
から近代にいたる、日本の住居の空間構成や意匠の歴史的変容を、そこで
展開される生活にまで目を向け講述するものである。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１. 各時代の様式を、そこで展開される生活も含めて理解する
２. 住宅平面や意匠における変容を理解する
３. 支配階級の住宅と庶民住宅それぞれの発展の過程を把握する
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　テキストとパワーポイントにより授業をすすめる。
　毎回授業冒頭で前回の振り返りをするので、配布資料やテキストによる
復習を行うこと。また実際に授業で取り上げた建築の見学を奨励する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　シラバス、およびｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ時に配布した授業スケジュールにそってテキ
ストを読んでおくこと
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
まとめのテスト（50％）と授業参加状況として前回授業の振り返りの発表
や議論での発言の積極性（30％）、および実際の建築見学の実績（20％）よ
り評価する。なお最終回ではまとめのテストとその解説を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　住居史の視点　
第２回　竪穴住居の復元
第３回　高床住居と平地住居　および原始集落
第４回　神社と住宅　古代初期の貴族の邸宅
第５回　古代の都市と宮殿　
第６回　寝殿造１　敷地と建物構成
第７回　寝殿造２　空間構成としつらえ
第８回　平安末期の寝殿造
第９回　中世武士の住宅
第10回　書院造の成立
第11回　数奇屋風書院造
第12回　庶民住宅の流れ　
第13回　明治の洋館　上流階級の住まいの近代化
第14回　中流層の住宅
第15回　和風住居の建築特性　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
　

講義コード（Course Code） 245025N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245025

授 業 名（Course Title） 住宅論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 中村　久美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『図説・近代日本住宅史』　内田青蔵ほか　
鹿島出版会　
テキストを補足する資料も併せて適宜配
布する

参考文献（References） 図書館にある各種建築雑誌、住宅雑誌
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　この授業では、近代以降、現代までの日本住居そのものの変容と、その
基盤となる住まいに対する思想的変化、計画論の変遷を、欧米の住宅思想
や様々な建築運動と関連付けながら講義する。それにより、近代以降の日
本の住宅の諸相を理解するとともに、住宅のとらえ方（住宅論）が地域や
社会のあり様、階層により異なるものであることを理解する。さらに、日
本においては歴史の浅い都市型高密居住としての積層型共同住宅における
さまざまな試みや、コーポラティブ住宅、コレクティブ住宅など、居住へ
の新しい動きを解説する。以上の理解より、現在の住宅問題、および将来
の住宅のあり方を考える素地をつくることを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．社会、地域、風土と住宅の関係の理解
２．住宅の諸相の理解
３．現代の住宅問題の認識
４．毎回の授業で登場する諸住宅に対し、社会的見地から評価するととも
に、自身の「住宅論」を構築する力を身につける
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　パワーポイントと配布資料により授業をすすめる。授業配布資料による
復習を行うこと。毎回の授業で登場する住宅について、その評価を述べた
り、他者の意見を評価したりして、自身の「住宅論」を形成していく。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　シラバス、およびｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ時に配布した授業スケジュールにそって参考
文献等を読んでおくこと
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　まとめのテスト（60％）、毎回、前回授業に関する振り返りの議論を行い、
それへの積極的発言をもって授業への参加状況（40％）とし、評価する。な
お最終回ではまとめのテストとその解説を行ったうえで、今後の日本住宅
の動向について解説する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　住宅論とは　住宅の持続と変容
第２回　サラリーマンの住宅 ‐ 近代化の過程
第３回　文化住宅 ‐ 住宅改良の動き
第４回　都市・郊外と住まい
第５回　モダニズム住宅
第６回　現代日本住居の系譜
第７回　都市ＬＤＫ型住宅
第８回　建築家の設計した住宅（戦後復興期～高度経済成長期）
第９回　建築家の設計した住宅（低成長期以降）
第10回　集合住宅 ‐ 生活像と住戸の計画
第11回　集合住宅 ‐ 集住のしくみ
第12回　居住者参加の集合住宅
第13回　新しい都市住宅の提案（高齢者居住と多様なサービスの付帯化）
第14回　新しい都市住宅の提案（共助型の住まい－コレクティブ住宅）
第15回　日本の住宅の行方　まとめのテストと解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） 245028N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245028

授 業 名（Course Title） 家庭経済
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 青木　加奈子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） テキストは使用しない。

参考文献（References）

『生活学としての家政学』　今井光映・山
口久子（編）　有斐閣ブックス　1991
『生活経営学』　赤星礼子・奥村美代子
（編）　九州大学出版会　2013
『ジェンダーで学ぶ生活経済論[第2版]』　
伊藤純・斎藤悦子（編者）　ミネルヴァ書
房　2015
『女性のためのライフプランニング[第2
版]』　田和真希　大学教育出版　2016
そのほか、授業中に適宜紹介する。

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　長引く経済の低迷や少子高齢化の進展によって、日本社会は、既存の社
会システムからの大転換期を迎えている。このようななかで、いかに生き
るか、どのようにしたらより良く生きることができのかを考えることは重
要である。この授業の最終目標は、受講生に「主体的に生きる消費者」と
しての知識を習得してもらうことである。そのために、家庭でのお金の出
入り（家庭経済）の視点を養い、生涯を見通した生活設計や生活マネジメ
ントについての知識を学ぶ。また、生活が便利になる反面さまざまな消費
者問題が発生している。これらの問題が発生する社会構造を理解し、問題
に遭わないための予防策を身につけると同時に、問題に遭遇してしまった
場合の対応の仕方についても学ぶ。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1） 生涯を見通した家族の生活設計と家計の管理ができる。
2） 生活リスクを知り、不測の事態に対応できる知識を身につける。
3） 現代の消費者問題を学び、予防策と対応策についての知識を身につける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義が中心であるが、与えられた課題について受講生自身の考えを出して
もらう機会を多く設ける。そのため、受講生には積極的な授業の参加を求
める。出席しているにもかかわらず、指名しても発言がない場合は、欠席
とみなす。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業中に次回までの課題を出す。必ず完成させて授業に臨むこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
期末レポート 60%、授業中の課題 30％、平常点・・・10％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション：家庭経済における５つの「活動」と家計
第２回　家計調査からみる世帯収入の現状
第３回　「消費」・「浪費」・「投資」とはなにか？
第４回　物価が家計に与える影響
第５回　ライフステージと家計の特徴
第６回　生活設計と家計管理① 「子どもの教育費」はいくらかかるのか？
第７回　生活設計と家計管理② 「自宅」の所有をどうするか？
第８回　生活設計と家計管理③ 「自家用車」の所有をどうするか？
第９回　家庭経営におけるリスクと不測の事態への備え
第10回　消費者相談からみる消費者問題の変遷
第11回　賢い消費者であるために① 通信販売・悪徳商法
第12回　賢い消費者であるために② 消費者信用と多重債務問題
第13回　消費者政策と法
第14回　女性のライフコースと家庭経済
第15回　授業のまとめと確認
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・受講者数や受講生の関心によって、順番を入れ替えたり、授業の一部を
変更したりする場合がある。
・授業開始後15分以上の遅刻は欠席扱いとする。
・「平常点」には出席点は含まない。
・欠席した回の「授業中の課題」の評価は「0点」となるので注意すること。

講義コード（Course Code） 245027N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245027

授 業 名（Course Title） 家庭管理
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 青木　加奈子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） テキストは使用しない。

参考文献（References）

『ジェンダーで学ぶ生活経済論[第2版]』　
伊藤純・斎藤悦子（編著）　ミネルヴァ書
房　2015
『生活経営学』　赤星礼子・奥村美代子
（編）　九州大学出版会　2013
『生活学としての家政学』　今井光映・山
口久子（編）　有斐閣ブックス　1991
そのほか、授業内で紹介する。

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　長引く経済の低迷や少子高齢化の進展によって、日本社会は、既存の社
会システムからの大転換期を迎えている。このようななかで、いかに生き
るか、どのようにしたらより良く生きることができるのかを考えることは
重要である。この授業の前半から中盤では、生活の基本単位である家族に
焦点を当てて、現代の家族が抱える問題や、時間の経過とともに変化する
家族メンバーの役割と葛藤、時間の管理について学ぶ。後半は、「社会のな
かの家族」へと視点を広げる。持続可能な社会の構築が求められるなか地
域社会における家族の役割や環境に配慮した家庭経営とはどのようなもの
かを考える。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・家族が抱える問題を社会とのかかわりから理解する。
・家族関係の変化とそれにともなって生じる問題や役割葛藤を理解し、問
題解決のための方法を自ら発見する。
・家族は社会のなかで個別に存在しているのではないことを理解し、地域
社会や環境とのかかわりのなかで家庭経営を考える。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
●授業方法
講義が中心であるが、与えられた課題について受講生自身の考えを出して
もらう機会を多く設ける。そのため、受講生には積極的な授業の参加を求
める。出席しているにもかかわらず、指名しても発言がない場合は、欠席
とみなす。
●受講にあたっての注意事項
・授業開始後15分以上の無断遅刻は欠席扱いとする。
・欠席した回の「授業中の課題」の評価は「0点」となるので注意すること。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業中に次回までの課題を出す。必ず完成させて授業に臨むこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
期末試験（レポート） 60%、授業中の課題 30％、受講態度 10％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション：家庭管理とその意義
第２回　家族形態・家族機能の変化
第３回　家族メンバーの役割の変化
第４回　再考・「恋愛」「結婚」
第５回　子どもを持つ「権利」を考える①：現行法と家族
第６回　子どもを持つ「権利」を考える②：生殖医療技術の可能性と課

題
第７回　親しい人との「別れ」を迎えて
第８回　社会政策と女性の労働
第９回　家庭経営の視点から考える現代の過剰労働問題
第10回　生活時間の男女差
第11回　衣食住と生活①：「食」と生活
第12回　衣・食・住と生活②：「衣」「住」と生活
第13回　地域社会のなかの家庭生活
第14回　持続可能なライフスタイルをめざして
第15回　授業のまとめと確認
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
受講者数や受講生の関心によって、順番を入れ替えたり、授業の一部を変
更したりする場合がある。



─ 279 ─

・「平常点」には出席回数は含まない。
・授業開始後15分以上の無断遅刻は欠席扱いとする。
・欠席した回の「授業中の課題」の評価は「0点」となるので注意すること。

講義コード（Course Code） 245067N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245067

授 業 名（Course Title）
公的扶助論
低所得者に対する支援と生活保護制
度

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小池　桂
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『新社会福祉士養成課程対応　低所得者へ
の支援と生活保護制度』　渋谷哲編　みら
い　最新版

参考文献（References）

『よくわかる公的扶助』　杉村宏他編　ミ
ネルヴァ書房　最新版
『生活保護とあたし』　和久井みちる　あ
けび書房　2012
『マンガでわかる生活保護　陽のあたる
家』　さいきまこ　秋田書店　2013
『下流老人』　藤田孝典　朝日新書　2015
『ルポ貧困女子』　飯島裕子　岩波新書　
2016

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
公的扶助（生活保護）制度は人々の生存権を保障するための社会保障制度
の1つである。本講義では社会保障の全体像を理解していることを前提に、
生活保護制度の原理、原則及び現在の諸課題について学ぶ。
①低所得層の生活実態とこれを取り巻く社会情勢、特に雇用問題について
理解できる。
②相談援助活動に必要な生活保護制度やそれに係わる諸制度を理解できる。
③自立支援プログラムの意義とその実際について理解できる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
①日本社会で拡大し続けている貧困の実態とその社会的要因を理解する。
②生活保護制度の原理、原則、組織について理解する。
③生活保護制度における専門職の役割を、他職種との連携も含めて理解す
る。
④低所得者対策として自立支援プログラムの意義、目的、実際を理解する。
⑤低所得者（特にホームレスの人々）にとっての住宅政策の重要性を理解
する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義を中心に進めるが、適宜、映像も取り入れていく。また重要なテーマ
についてはディスカッションも行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
①テキストを読んでおくこと。
②授業では積極的に発言すること。
③貧困や生活保護に関する新聞記事には目を通しておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　評価は、平常点（10点）、小テスト（20点）、定期試験（70点）とする。
平常点では授業に積極的に参加したかどうか（予習・復習内容の発表、小
レポートの提出、ディスカッションで意見を述べること等）を評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　本講義の概要とねらい
第２回　現代社会と貧困（テキスト「第1章」）
第３回　貧困と公的扶助の歴史（テキスト「第12章」）
第４回　社会保障制度と公的扶助（テキスト「第2章」）
第５回　生活保護制度の実施体制（テキスト「第3章」）
第６回　生活保護制度の原理①：国家責任、無差別平等（テキスト「第

4章1,2節」）
第７回　生活保護制度の原理②：最低生活、保護の補足性（テキスト

「第4章2節」）
第８回　生活保護制度の原理③：保護の補足性（同上）
第９回　小テスト及び解説
第10回　生活保護制度の原則①：申請保護、基準及び程度（テキスト

「第4章3節」）
第11回　生活保護制度の原則②：必要即応、世帯単位（同上）
第12回　保護受給者の権利と義務（テキスト「第4章4節」）
第13回　生活保護基準と要否判定（テキスト「第5章」）

講義コード（Course Code） 245030N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245030

授 業 名（Course Title） 家族関係
「家族」を客観的に再考する

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 青木　加奈子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） テキストは使用しない。

参考文献（References）

『21世紀家族へ[第3版]』　落合恵美子　ゆ
うひかく選書　2004
『家族のデザイン』　小長谷有紀（編）　東
信堂　2008
『家族を超える社会学』　牟田和恵（編）　
新曜社　2009
『〈オトコの育児〉の社会学』　工藤保則ほ
か（編著）　ミネルヴァ書房　2016
そのほか、授業中に適宜指示する。

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
2011年3月に起こった東日本大震災の経験は、私たちの生活が家族や地域の
人々に支えられて成り立っていることを再確認させてくれた。その一方で、
少子化や未婚化が進み、ひとり親世帯が増加するなかで、現代の家族が、こ
れまでのような家族機能を果たせなくなっているのも事実である。さらに、
家庭内暴力（DV）や親族間での殺人等連日メディアをにぎわす家族をめぐ
る問題は、家族とは一体なにかという問いを私たちに突きつける。この授
業では、現代の家族が抱えるさまざまな問題を社会と関連させながら考え
ていく。夫婦関係や親子関係だけでなく、きょうだい関係や祖父母と孫関
係の視点も含めて客観的・批判的に検討することを目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1） 家族が抱える問題を社会とのかかわりから理解できるようになる。
2） 家族や家族関係が普遍的なものではなく、時代や社会状況によって変化
しうるものであることが理解できるようになる。　
3） 個人的な家族経験を振り返りつつも、価値観の多様化が進む現代社会に
おける家族や家族関係を、批判的・客観的に議論できるようになる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義が中心であるが、与えられた課題について受講生自身の考えを出して
もらう機会を多く設ける。そのため、受講生には積極的な授業の参加を求
める。出席しているにもかかわらず、指名しても発言がない場合は欠席と
みなす。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業中に次回までの課題を出す。必ず完成させて授業に臨むこと。また、新
聞などで取り上げられる家族に関わる記事を読むなどして、現代社会と家
族との関わりについて知識を日々深めておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
期末試験 60%、授業中の課題 30%、平常点（プラス評価：積極的な発言・
授業態度など、マイナス評価：授業中の居眠り・授業への消極的な姿勢な
ど）10%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション：「個（孤）族」化する現代の家族関係
第２回　歴史のなかの家族
第３回　戦後の家族
第４回　配偶者選択：結婚する？しない？
第５回　さまざまなパートナー関係：（グループディスカッション）
第６回　子ども持つ選択・持たない選択
第７回　子育ての主体は誰？
第８回　高齢期と家族
第９回　介護が「介護」となるとき
第10回　「家族」という言葉が持つ重圧（プレッシャー）
第11回　子どもの貧困を考える
第12回　ひとり親、ステップファミリーが抱える問題
第13回　「ハーグ条約」から「親」を考える（グループディスカッショ

ン）
第14回　親密な関係に潜む暴力
第15回　これからの家族：地域コミュニティの可能性
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
・受講者数や受講生の関心によって、順番を入れ替えたり、授業の一部を
変更したりする場合がある。
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第24回　援助計画の作成②（障がい児・者と家族の事例）
第25回　援助計画の作成③（生活困窮家庭の事例）
第26回　援助計画のまとめ
第27回　観察と記録
第28回　観察の視点
第29回　記録の方法
第30回　後期のまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・演習は学生の参加を前提とし、主体的態度をもって臨むこと
・グループワークは互いに尊重し、受容的な姿勢で参加すること

講義コード（Course Code） 245073Y0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245073

授 業 名（Course Title） 社会福祉援助技術演習ⅠＹ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 矢島　雅子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリントを配付します。

参考文献（References）

『相談援助　基本保育シリーズ⑤』　松原
康雄・村田典子・南野奈津子編　中央法
規　2015
『保育・社会福祉学生のための相談援助演
習入門』　中嶌洋・園川緑編　萌文書林　
2015
『新版　子ども家庭福祉のフロンティア』　
伊藤良高・永野典嗣・三好明夫・下坂剛
編　晃洋書房　2015

備 考（Note） 定員20人

１．科目の教育目標（Course Description）
本演習は「社会福祉援助技術論」の履修を基礎とした「社会福祉援助技術
現場実習」の事前授業、ならびに現場実習後の事後指導科目として位置づ
けられる。本演習で学生は実習の体験を生かしつつ、さまざまな社会福祉
実践の場で対人援助に従事する専門職としての基礎的な能力を身につける
ことをめざしている。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
社会福祉対人援助の意味を明確にしつつ、その対人援助実践能力を身につ
けることである。そのために対人援助職としての専門的な＜ものの見方と
考え方＞、＜援助者の態度＞､ ＜コミュニケーションスキル＞､ ＜援助プ
ロセスの実際＞を、観察・考察の演習と事例検討を通して学習する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業方法：①資料／映像の提示　②社会福祉援助技術の視点からの講義と
解説　③グループディスカッション、ロールプレイ、グループワークを中
心とした参加型授業であり、各学生が自分自身で学習し、考え、主体的に
行動する態度を養う。後期は、＜援助プロセスの実際＞、＜事例検討＞を
行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回、次回の授業内容を示し、参考資料の予習を指示する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加の態度（30％）、レポート（50％）、毎回の授業振り返り
シート（20％）によって総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション、アイスブレーキング
第２回　自己理解と自己覚知
第３回　他者を理解すること
第４回　専門職としての価値・倫理
第５回　ソーシャルワーカーの使命と役割
第６回　相談援助のプロセス　①インテーク
第７回　相談援助のプロセス　②アセスメント
第８回　相談援助のプロセス　③プランニング
第９回　相談援助のプロセス　④支援の実施、モニタリング
第10回　相談援助のプロセス　⑤効果測定、評価、アフターケア
第11回　ニーズの把握（情報の収集と分析）
第12回　生活問題の理解
第13回　関係機関との協働
第14回　多様な専門職との連携
第15回　前期のまとめ
第16回　相談援助におけるコミュニケーションの特性

第14回　生活保護と自立支援（テキスト「第8章」）
第15回　ホームレス支援（テキスト「第9章」）
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245073A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245073

授 業 名（Course Title） 社会福祉援助技術演習ⅠＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 三好　明夫
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References） 必要に応じてプリント、参考資料などを
配付する。

備 考（Note） 定員20人

１．科目の教育目標（Course Description）
本演習では、相談援助に必要な知識と技術を理解し、それを事例的・体験
的に学び、現場で活用できるよう修得することを目的とする。相談援助の
知識や技術に関わる他の専門科目とも関連づけ、現場実習の事前授業とし
て位置づける。そのため、本演習では学生は各福祉現場の現状や援助場面
を想定しながら、さまざまな社会福祉実践の場で対人援助に従事する専門
職としての基礎的な能力を身につけることをめざす。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
相談援助の意味を明確にしつつ、その相談援助に必要な実践能力を身につ
けることである。そのために相談援助職としての専門的な「自己覚知」「も
のの見方と考え方」、「援助者の態度」､「コミュニケーションスキル」､「援
助プロセスの実際」を、観察・考察の演習と事例検討を通して学習する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
前期：相談援助の知識や技術に必要な講義と体験を通した学び、個別ワー
クやグループワーク（ディスカッション）、事例を通した学びを中心に、学
生の主体的な参加型授業であり、各学生が自分自身で学習し、考え、主体
的に行動する態度を養う。
後期：「援助プロセスの実際」、「事例検討」をおこなう。この場合も、個別
ワーク、グループワーク（ディスカッション）、発表等実践的な授業とする。
前期、後期ともに、グループ課題に取り組み、その内容を発表する機会を
持つ。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
グループ課題が出題され場合には、各グループで協働して取り組みを進め
ておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
20時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加の態度（30％）、グループ課題（20％）、レポート（50％）
によって総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　自己理解と自己覚知
第３回　他者を理解すること
第４回　自他の価値観
第５回　専門職としての価値・倫理
第６回　ソーシャルワーカーの使命と役割　
第７回　利用者への姿勢・態度・距離　
第８回　利用者への視線・表情・反応　
第９回　相談援助の基本技術①（傾聴、共感）　
第10回　相談援助の基本技術②（受容的態度など）　
第11回　面接の基本技術①（反復の方法）
第12回　面接の基本技術②（質問の方法）
第13回　援助のプロセス①（援助することの意味）
第14回　援助のプロセス②（援助の方法）
第15回　前期のまとめ
第16回　オリエンテーション
第17回　援助のプロセス①（インテーク）
第18回　援助のプロセス②（アセスメント）
第19回　援助のプロセス③（計画）
第20回　ケースカンファレンスの方法①（情報提供と情報共有）
第21回　ケースカンファレンスの方法②（課題分析と整理）
第22回　ケースカンファレンスの方法③（援助方法の検討）
第23回　援助計画の作成①（児童・高齢者の虐待事例）
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第10回　相談援助のプロセス　⑤効果測定、評価、アフターケア
第11回　ニーズの把握（情報の収集と分析）
第12回　生活問題の理解
第13回　関係機関との協働
第14回　多様な専門職との連携
第15回　前期のまとめ
第16回　相談援助におけるコミュニケーションの特性
第17回　相談援助における基本的コミュニケーション
第18回　相談援助における非言語的コミュニケーション
第19回　相談援助における面接技術　ロールプレイ
第20回　相談援助における面接技術のまとめ　
第21回　面接場面における記録の作成
第22回　ケース記録の作成
第23回　個別支援計画の作成　①児童虐待の事例
第24回　個別支援計画の作成　②障害のある子どもの事例
第25回　個別支援計画の作成　③多問題家族の事例
第26回　住民に対するアウトリーチとニーズ把握
第27回　地域におけるネットワーキング
第28回　社会資源の活用・調整・開発
第29回　住民エンパワメントとサービス評価
第30回　後期のまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・演習は学生の参加を前提とし、主体的態度をもって臨むこと
・グループワークは互いに尊重し、受容的な姿勢で参加すること

講義コード（Course Code） 245074N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245074

授 業 名（Course Title） 医学一般Ⅰ
人体の構造と機能及び疾病　

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 萩原　暢子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『社会福祉士養成講座 『１ 人体の構造と
機能及び疾病』 －医学一般』　社会福祉士
養成講座編集委員会　中央法規　2015

参考文献（References）
『からだの地図帳』　高橋長雄　講談社　
1997
『病気の地図帳』　山口和克　講談社　2000

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　近年、iPS細胞や遺伝子治療など医学・医療の進展は目覚ましく、医療機
関の機能は益々複雑になりつつある。医療が疾病構造の変化や国民の意識、
患者のニーズによって時代と共に変遷することはいうまでもないが、「病め
る人」 を治療したり、ケアするという医療の本質は、いつの世も変わらない
ことを銘記しておく必要がある。最近の医療では、サービスの質の向上や、
専門的分野の高度化により、医師だけでは完結できないことも多くなって
いる。今日の老化の問題を含めて、福祉医療に携わる将来のために、基礎
的、かつ実践でも役立つ一般的な医学的教養を学習する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．人の成長・発達と老化　 
２．身体構造と心身の機能 
３．疾病の概要 
４．障害の概要 
５．リハビリテーションの概要 
６．国際生活機能分類の概要 
７．健康のとらえ方
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業方法　
　　　講義形式 
２．学習方法 　
　（1）テキストに沿って行う、プリントで内容補充。 　
　（2）人体模型やOHC、パワーポイントを用い、頭の中にイメージを作っ
ていく。 　
　（3）毎回宿題を出すので、復習しながらやること。必ず次回提出するこ
と。返却するときに、講義で解説する。　 
３. テキスト・文献など 　
　（1）テキストは社会福祉士養成講座 『医学一般』（中央法規）を用いる。
　（2）参考文献 　　

第17回　相談援助における基本的コミュニケーション
第18回　相談援助における非言語的コミュニケーション
第19回　相談援助における面接技術　ロールプレイ
第20回　相談援助における面接技術のまとめ　
第21回　面接場面における記録の作成
第22回　ケース記録の作成
第23回　個別支援計画の作成　①児童虐待の事例
第24回　個別支援計画の作成　②障害のある子どもの事例
第25回　個別支援計画の作成　③多問題家族の事例
第26回　住民に対するアウトリーチとニーズ把握
第27回　地域におけるネットワーキング
第28回　社会資源の活用・調整・開発
第29回　住民エンパワメントとサービス評価
第30回　後期のまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・演習は学生の参加を前提とし、主体的態度をもって臨むこと
・グループワークは互いに尊重し、受容的な姿勢で参加すること

講義コード（Course Code） 245073Z0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245073

授 業 名（Course Title） 社会福祉援助技術演習ⅠＺ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 矢島　雅子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリントを配付します。

参考文献（References）

『相談援助　基本保育シリーズ⑤』　松原
康雄・村田典子・南野奈津子編　中央法
規　2015
『保育・社会福祉学生のための相談援助演
習入門』　中嶌洋・園川緑編　萌文書林　
2015
『新版　子ども家庭福祉のフロンティア』　
伊藤良高・永野典嗣・三好明夫・下坂剛
編　晃洋書房　2015

備 考（Note） 定員20人

１．科目の教育目標（Course Description）
本演習は「社会福祉援助技術論」の履修を基礎とした「社会福祉援助技術
現場実習」の事前授業、ならびに現場実習後の事後指導科目として位置づ
けられる。本演習で学生は実習の体験を生かしつつ、さまざまな社会福祉
実践の場で対人援助に従事する専門職としての基礎的な能力を身につける
ことをめざしている。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
社会福祉対人援助の意味を明確にしつつ、その対人援助実践能力を身につ
けることである。そのために対人援助職としての専門的な＜ものの見方と
考え方＞、＜援助者の態度＞､ ＜コミュニケーションスキル＞､ ＜援助プ
ロセスの実際＞を、観察・考察の演習と事例検討を通して学習する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業方法：①資料／映像の提示　②社会福祉援助技術の視点からの講義と
解説　③グループディスカッション、ロールプレイ、グループワークを中
心とした参加型授業であり、各学生が自分自身で学習し、考え、主体的に
行動する態度を養う。後期は、＜援助プロセスの実際＞、＜事例検討＞を
行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回、次回の授業内容を示し、参考資料の予習を指示する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加の態度（30％）、レポート（50％）、毎回の授業振り返り
シート（20％）によって総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション、アイスブレーキング
第２回　自己理解と自己覚知
第３回　他者を理解すること
第４回　専門職としての価値・倫理
第５回　ソーシャルワーカーの使命と役割
第６回　相談援助のプロセス　①インテーク
第７回　相談援助のプロセス　②アセスメント
第８回　相談援助のプロセス　③プランニング
第９回　相談援助のプロセス　④支援の実施、モニタリング
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し、その総合点を最終評価とする。欠席回数が3分の１を超えた場合は原則
単位認定しない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　「介護福祉」 とは何か
第２回　介護の概念と範囲
第３回　介護の理念と対象
第４回　介護保険制度と介護予防の必要性
第５回　介護予防プランの実際
第６回　介護過程の概要の概要と技法
第７回　認知症ケアの基本的考え方
第８回　認知症ケアの実際
第９回　終末期ケアの基本的考え方
第10回　終末期ケアにおける人間観と倫理
第11回　終末期ケアの実際
第12回　要介護高齢者の住環境
第13回　訪問介護員、介護職員の役割
第14回　介護に関連する専門職や関係者
第15回　高齢者介護の課題と将来展望 　　　
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）
　社会福祉士資格の取得をめざす学生は本科目を履修しなければならない。

講義コード（Course Code） 245083N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245083

授 業 名（Course Title） ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 越智　淳子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 授業内で資料を配付します．
参考文献（References） 講義資料内で紹介します．
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
「リハビリ」と略され，耳にする機会も増えた「リハビリテーション」．そ
の意味や内容を正しく理解していきます．
・リハビリテーションの概念を知るとともに，役割や位置づけを理解出来
る．
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・リハビリテーションの概念を理解する．
・障害・疾病の捉え方を理解する．
・対象者に応じたリハビリテーションを理解する．
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義，グループディスカッション
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
配布済みの講義資料を再読し，理解出来ているか確認する
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
8時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業内小テスト60％
課題40％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　リハビリテーションとは（リハビリテーションの理念と目的を
理解する

第２回　人体の構造（人の身体について理解する）
第３回　障害・疾病とは（障害の概念とその構造について理解する）
第４回　障害・疾病とは（疾病の捉え方について理解する）
第５回　リハビリテーションの手段（理学・作業・言語聴覚）
第６回　チーム医療とは（関連職種について理解する）
第７回　疾病別の評価とリハビリテーション①（中枢疾患）
第８回　疾病別の評価とリハビリテーション②（整形疾患）
第９回　急性期，回復期，維持期のリハビリテーション
第10回　病院・診療所におけるリハビリテーション
第11回　介護予防のリハビリテーション
第12回　地域・在宅におけるリハビリテーション
第13回　リハビリテーションにおける社会保障制度
第14回　実際のリハビリテーションの理解（介護老人保健施設）
第15回　実際のリハビリテーションの理解（医療機関）
６．定期試験（Final Exam）
なし

　　①『からだの地図帳』 （講談社）  　
　　②『病気の地図帳』 （講談社）
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．毎回宿題をやりながら復習をして、内容を理解すること。毎時間補助
プリントを配付するので、しっかり読んでおくこと。分からないところは、
次の授業で必ず質問すること。 
２．テキストの大項目と太字のところを読んでおくこと。 　　　
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
１．成績は、中間テスト（15%）、定期テスト（70%）、授業参加度（10%）、
毎回の宿題（5%）の総合評価とする。
２．3分の2以上の出席がないものは、成績は評価しない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　第１章人の成長・発達と老化 第1節、第2節、第3節
第２回　第２章身体構造と心身の機能 第1節、第2節10,1～5
第３回　第２章身体構造と心身の機能 第2節6～8
第４回　第２章身体構造と心身の機能 第2節9,11～13
第５回　第３章 疾病の概要第1節～第4節
第６回　第３章 疾病の概要 第5節～第8節
第７回　第３章 疾病の概要 第9節～第12節
第８回　第３章 疾病の概要 第13節～18節
第９回　中間テスト 第４章 障害の概要 第1節～第3節
第10回　中間テスト解答　第４章 障害の概要 第4節～第7節
第11回　第４章 障害の概要 第8節～第10節
第12回　第５章リハビリテーションの概要 第1節～第5節
第13回　第６章 国際生活機能分類の基本的考え方と概要 第1節～第4

節、第７章 健康のとらえ方 第1節～第2節
第14回　第７章 健康のとらえ方 第3節～第7節
第15回　第７章 健康のとらえ方 第8節～第9節、まとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
他の受験生に迷惑となる私語、携帯電話によるメールの送受信、摂食は禁
止。

講義コード（Course Code） 245075N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245075

授 業 名（Course Title） 介護概論
介護福祉の専門性と独自性

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 三好　明夫
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 『介護福祉学』　三好明夫編著　学文社　

参考文献（References） 『ケアの本質』　ミルトン・メイヤロフ 著　
田村真　他訳　ゆみる出版　

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
１．「介護福祉」 とは何かを理解する。
２．介護福祉の知識・技術・倫理への理解を深める。
３．福祉・保健・医療の連携・統合の必要性を学ぶ。
４．在宅福祉、 介護機器・住宅改修の適用を学ぶ。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．介護福祉の意義や目標、 機能
２．介護福祉サービスを必要とする人間の理解
３．介護保険制度における介護
４．介護福祉を展開する際に必要な知識
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　教科書を使用しつつも授業時に配布する資料も活用しながら講義を行う。
視覚教材も使用して理解を深めてもらう。講義終了時には毎回の講義の理
解度を確認するために指定する様式での小テストを提出する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　高齢者介護福祉の現状は日々刻々と変化している。タイムリーな話題と
して高齢者介護福祉等に関する新聞記事などを紹介また印刷するが、その
場合に受講生に意見感想を求めるので日常の高齢者介護の関連問題には留
意すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
20時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度（30％）、小テスト・レポート（20％）、定期試験（50％）と
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７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245109N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245109

授 業 名（Course Title） 食品加工学（実験を含む）
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 75時間
担 当 者（Instructor） 加藤　佐千子
単 位 数（Credits） 3
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『食品加工学実験書』　森　孝夫　化学同
人　2008
必要に応じて資料を配布する

参考文献（References）
『基礎からの食品・栄養学実験』　村上俊
男　建帛社　1998
『食品加工実習・実験書』　吉田企世子　医
歯薬出版　2003

備 考（Note） 定員24人
週2コマ連続

１．科目の教育目標（Course Description）
　本科目は、食品加工の目的、食品成分の化学的変化、食品の物理的性質、
製造工程や加工の原理を演習や実験・実習を通して学ぶことを目的とする。
さらに、食品の加工方法、包装方法、保存方法についての学びを生かして、
日常生活の中で、加工食品を適切に利用できる態度を養い、食品加工に関
する基礎知識と技術を身につけることを目指す。実習レポートの作成を通
して加工食品についての情報収集力や記述力を磨き、グループ活動を通し
て協働力を身に着け、相手の立場に立って行動できる態度を養う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１. 化学実験の基礎技術（器具装置の扱い方、試料の調整法、試薬の扱い方、
データの処理の仕方）を身につける。 
２．定量実験・定性実験の手法・原理を理解する。 
３．食品成分の化学変化、物理的性質を理解する。 
４．食品加工の製造過程、原理を理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．3～4人のグループで実習する。
２．実験法・操作法の講義と実験または実習で授業を構成する。 
３．原則として、所定の授業時間内に完了する内容とするが、必要に応じ
て時間割上の時間以外にも出席して実験する必要もある。 
４．事前に予習をする。 
５．実習後にレポート提出を行う。 
６．積極的に参加し、必ず自分の手で操作する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．教科書、配布冊子を熟読する（授業の内容と関連する教科書のページ
は以下の通り）。
第1回～第5回（配布資料）、第6回（61～69頁）、第7回（配布資料）、第
8回（12～18頁）、第9回（配布資料）、第10回（27～38頁）、第11回（75
～86頁）、第12回（43～45頁、81～91頁）、第13回（配布資料）、第14回

（39～41、97～98頁）  
２．レポート作成では、教科書や配布冊子以外に専門書や文献を用いて理
解を深めて記述するとよい。 
３．食品成分表や食事摂取基準のデータを元に、実験で用いた食品や加工
実験で製造した食品について調べて記述するとよい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価基準・・レポートの提出ができたか。各実験の原理や食品加工の基礎
を理解できたか。意欲的に取り組んでいたか。 
評価方法・・レポート提出52（４点×13）％、レポート内容33％、平常点

（実験への参加度・態度）15％。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　器具・簡単な装置の扱い方、試料の調整法、試薬の扱い方
第２回　食品、飲料のpHの測定、食品の塩分と糖度の測定
第３回　食品（こんにゃく、はんぺん、かまぼこ、魚肉ソーセージ、畜

肉ソーセージ、チーズ、絹ごし豆腐）の硬さの測定、食品の色の測
定（味噌の色の測定）

第４回　果実の有機酸の定量・ヨーグルトの酸度の定量（pH、糖度の測
定、規定液の秤量と中和滴定）

第５回　ペクチンゼリーに対するペクチン、pH及び糖濃度の影響（粘
度の測定）

第６回　果物の加工（マーマレード、林檎ジャムの製造、糖度の測定、
瓶詰め）

７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245088N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245088

授 業 名（Course Title）
介護技術
その人らしい生活を支援するための
基礎技術を学ぶ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 三好　明夫
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『介護技術学』　三好明夫・仲田勝美　学
文社　
別途指示する．

参考文献（References）

『介護福祉士初任者のための実践ガイド
ブック』　日本介護福祉士会・編　中央法
規出版　
『障がい者自立生活センターの介助サービ
ス－トラブルの実態と予防・対処への提
言』　松山光生　明石書店　
別途指示する。

備 考（Note） 定員15名

１．科目の教育目標（Course Description）
個々の人権意識と利用者の多様性を理解する。
そのために必要なコミュニケーション技術，介護技術を身につける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．介護技術を学ぶ意義と人権保障について習得する。
２．コミュニケーション技法，観察・技法について学習する。
３．環境整備と福祉用具の用い方についての知識を習得する。
４．認知症の理解。
５．生活場面での移乗・移動介助について理解し，介助の技術を身につけ
る。
６．食事の介護について知識を身につけ，介助できるようにする。
７．排泄の意義と目的を理解した上で，介助技術を習得する。
８．着脱と整容の介護についてその意味を理解し，介助できるようにする。
９．清潔の介護の意義を理解し，介助技術を習得する。
10．医療との連携の必要性と意義を理解し，緊急時の対応について学習す
る。
11．事例をもとに介護の実際を文章に落とし込み，実践する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　授業方法は講義・演習・小テスト・実技による。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１　人体の構造と機能についての予備学習（プリント，DVD）
２　演習に入る前に講義による知識を得て，デモンストレーション・実技
を実施する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
20時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
①欠席回数が3分の１を超越した場合受験資格を失う。
②授業参加度　　40％
③小テスト　　　20％
④レポート試験　40％　　で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　介護技術を学ぶ意義　－その基本視点－ 
介護技術と人権保障

第２回　コミュニケーションの技法
第３回　観察・記録の技法
第４回　環境整備　　住環境，寝具の整備
第５回　福祉用具の用い方
第６回　移乗・移動介助 Ⅰ　－ベッドサイドの移動・移乗の介護－
第７回　移乗・移動介助 Ⅱ　－歩行の介護と車いす利用時の介護－
第８回　認知症ケアと食事の介護
第９回　認知症ケアと排泄介護　Ⅰ　
第10回　認知症ケアと入浴介護
第11回　認知症ケアの方法　パーソンセンタードケア
第12回　認知症ケアの方法　ユマニチュード
第13回　認知症ケアの方法　バリデーション
第14回　医療との連携  急変・事故の時の対応
第15回　まとめ　－コミュニケーション技術に焦点を当てて－
６．定期試験（Final Exam）
なし
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調理パン、食用油脂および油脂を多く含む食品、冷凍食品）
第８回　家庭における食品の安全保持
第９回　環境汚染と食品
第10回　器具および容器包装
第11回　水の衛生
第12回　食品の安全流通と表示（食品の表示、食品添加物）
第13回　食品の安全流通と表示（輸入食品、遺伝子組換え食品、食品と

アレルギー、発ガン物質）
第14回　食品の安全管理

形成テスト
第15回　形成テスト結果による理解度の確認、まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245111N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245111

授 業 名（Course Title） 栄養学概論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 和田　小依里
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『栄養の基本がわかる図解辞典』　中村丁
次監修　成美堂出版　

参考文献（References） 『NEXT 基礎栄養学』　木戸・中坊編　講
談社　

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　人が生命を維持し、健康を保ち活動するために必須である「栄養」につ
いて理解し、栄養素やエネルギーの代謝とその生理的意義を生活している
人の観点から理解するとともに、食品機能成分の働きならびに生体調節機
能に関する知識も習得することを目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. 「栄養」とは何か、「食べる」意義について理解する 
2. エネルギーの代謝とその生理的意義を理解する 
3. 各栄養素の代謝とその生理的意義を理解する 
4. 健康と栄養の関係について理解する
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業は講義形式で、スライド中心で進行する。必要に応じてテキスト、補
足プリント、DVD等を使用する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回の授業内容について、教科書の内容をまとめたノートを作成し、内容
を把握してから次の授業に臨むこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
筆記試験80％およびミニテスト20％＋αで評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　食生活と健康とは・日本の「食糧」について考える
第２回　何をどれだけ食べればいいのか１～空腹と食欲のメカニズムを

知る
第３回　何をどれだけ食べればいいのか２～日本人の食事摂取基準を知

る
第４回　何をどれだけ食べればいいのか３～食生活指針と食事バランス

ガイドを知る
第５回　身体にとってエネルギーとは
第６回　身体にとって炭水化物とは
第７回　身体にとって脂質とは
第８回　身体にとってタンパク質とは
第９回　身体にとってビタミンとは
第10回　身体にとってミネラルとは
第11回　身体にとって水・アルコールとは
第12回　身体にとって食物繊維とは
第13回　健康情報の読み方～間違った情報から身を守る手段を知る
第14回　生活習慣病と栄養
第15回　健康保持、健康増進、疾病予防、疾病治療と栄養
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
毎回ミニテストを実施する。私語は厳禁。守れない場合は退席を求める。

第７回　小麦粉に関する実験（吸水率、湿麩・乾麩量、pHとドウの粘
弾性との関係、デンプンの糊化）

第８回　穀物の加工（うどん、中華麺、パスタの製造）
第９回　豆乳の凝固試験（塩類の影響、塩濃度の影響、加熱温度の影響）
第10回　豆の加工（みそ・豆腐・湯葉の製造）
第11回　乳の加工（カッテ―ジチーズ・発酵乳・バター・アイスクリー

ムの製造とpHの測定）
第12回　卵の加工（マヨネーズの製造、粘度測定）、いもの加工（こん

にゃくの製造）
第13回　野菜の加工（トマトピューレの製造、糖度の測定、瓶詰め） 　
第14回　海藻の加工（昆布のつくだに）、 豆の加工（あんの製造）
第15回　授業のまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・実験中は、種々の危険が伴うので、安全に気をつけるとともに、私語は
慎むこと。 
・実験試料・試薬費用、食品加工材料・道具費などの費用を徴収する（実
費4000円位）。
・白衣を着用のこと。 
・各回のレポート提出の期限は、翌週の授業開始前とする。
・材料入手の都合により、予定日を変更する場合がある。

講義コード（Course Code） 245110N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245110

授 業 名（Course Title） 食品安全性学
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 杉山　生
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『三訂食品の安全性』　日本フードスペシャ
リスト協会編　建帛社　2016

参考文献（References）
『健康・栄養科学シリーズ「食べ物と健康
Ⅲ」食品の安全性』　有薗幸司編　南江堂　
2013

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　食品の安全性を図ること、つまり食品による健康障害を起こさないよう
に予防対策を講じることは、多種多様な食品が様々な方法で入手できる現
在、必要不可欠である。 　食生活の安全を確保するためには、生産者や製
造・加工・流通に関わる者、行政だけでなく、消費者も正しい知識を持ち、
的確に選択、保管、消費しなくてはならない。これらの観点から、食品の
安全性を高めるための基本的知識を身につけることを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．食品の安全を脅かす因子と発生原因を知る。 
２．食品の安全性を高めるための方策を学び、それを食生活に生かす方法
を考える。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　授業方法は講義形式で、スライド、テキストを使用して行い、プリント
で補足する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．予習 　
　・事前に授業予定部分のテキストを読む。また日頃から食の安全性に関
するマスコミの話題に留意し、食の安全性の現状と問題点を把握しておく。
２．復習 　
　・受講した内容を復習して知識を定着させるとともに、不明な点を明ら
かにして質問できるようにする。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　評価は、授業参加度（30％）、授業態度（20％）、形成テスト（50％）に
基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　食品の安全性
第２回　食品の腐敗・変敗とその防止
第３回　食中毒（食中毒の分類と発生状況、微生物性食中毒）
第４回　食中毒（微生物性食中毒）
第５回　食中毒（自然毒食中毒、化学性食中毒、経口的寄生虫疾患）
第６回　食品の安全性の確保（食肉・食肉加工品、生鮮魚介類、水産加

工品、野菜・果実類、牛乳・乳製品）
第７回　食品の安全性の確保（鶏卵、惣菜類、弁当・にぎり飯・米飯・
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講義コード（Course Code） 245119N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245119

授 業 名（Course Title） 衣生活文化史
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 鳥居本　幸代
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリントを配布する

参考文献（References）

『万葉集の服飾文化　上・下』　小川安朗　
六興出版　
『奈良朝服飾の研究』　関根真隆　吉川弘
文館　
『有識故実図典』　鈴木敬三　吉川弘文館　
『平安朝のファッション文化 』　鳥居本幸
代　春秋社　
『江戸服飾史』　金沢康隆　青蛙房　

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　人間が健全な生活し、活動するために不可欠である服飾は、それをとり
まくさまざまな生活環境や文化の影響をうけながら発達し、展開する。服
飾は文化の所産であり、時代背景を無視することはできない。本講義では、
人類と衣服の出会いから現在のキモノのルーツである江戸時代の小袖まで
を概説する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
①服飾発生の５つの起源説　 　
②縄文・弥生文化の服飾 　
③古墳時代の服飾　 　
④飛鳥・白鳳時代の服飾 　
⑤天平時代の服飾　 　
⑥平安貴族の服飾 　
⑦鎌倉・室町時代の武家服飾　 　
⑧江戸町衆の服飾
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式をとり、パワーポイントやビデオを活用しながら視覚的にも理解
を深める。 　
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
第１回目の授業以降、事前に時代背景を把握し、まとめておくことを指示
する。講義終了前に、毎回、まとめの小テストを実施する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　評価は、授業参加度（30％）、小テスト（20％）、確認テスト（50％）に
基づいて、総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　序論　服飾発生の起源　
第２回　土偶から推測した縄文時代の服飾
第３回　『魏志倭人伝』にみる服飾
第４回　埴輪と記紀からみた古墳時代の服飾
第５回　冠位十二階の制にみる冠の制度
第６回　大宝律令・衣服令に定められた服飾
第７回　正倉院の染織　
第８回　平安朝ファッションの特色
第９回　平安時代の男性ファッション　
第10回　平安時代の女性ファッション
第11回　武家服飾の成立
第12回　小袖時代の幕開け
第13回　江戸時代前期のファッション　雛形本の登場　
第14回　江戸時代中期のファッション　宮崎友禅斎と尾形光琳
第15回　江戸時代後期のファッション　倹約令と縞物
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）

出席が規定回数に達しない場合は試験受験資格を失う。

講義コード（Course Code） 245118N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245118

授 業 名（Course Title） 衣生活情報論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 牛田　好美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　衣服は人間の身体の一部としての機能を持つものであり、衣服を着用す
ることは人間のみに与えられた生活行為である。そして、人間はこの行為
を自己表現の一手段として用いる。すなわち、人間は自分で衣服を選択し、
着装して外観的な面だけではなく、内面的な人間性までも表現する。現在は
ほとんど既製服が着用されているので、衣服の選択は購買行動である。衣服
は素材・色柄・形の三要素によって構成され、それらの表現性を利用して
商品はディスプレイされる。また情報技術の進化に伴い、衣服はアパレル
CADというコンピュータにより製作され、着装感や着装状態はCGによっ
て表現されるようになった。このように衣生活には情報という要素が深く
関わるようになっている。そこで、服飾環境を形成する要素と衣生活に関
わる情報技術について、理解を深め、衣生活をよりよく整え営むことがで
きる能力を養うことを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　１．衣服と人間 
　２．衣服と社会 
　３．衣生活と文化 
　４．衣生活と情報
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　講義形式で授業を進める。授業はビデオやスライドを用いてできるだけ、
具体的なデザインの要素や情報環境が理解できるようにする。必要に応じ
て資料を配布する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　新聞、雑誌などを読み、社会情勢に敏感になっておくこと。ファッショ
ンとは何かを意識し、市場に出回っているものを、機会あるごとに多く見
ること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　評価は、授業参加度（30%）　課題（50%）授業への意欲･積極性（20%）
を総合して評価する。欠席回数が3分の1を超過した場合は原則として単位
を与えない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　衣生活と情報について
第２回　ファッションビジネスについて
第３回　ファッション業界の仕事
第４回　ファッションマーケティング
第５回　ファッションマーチャンダイジング
第６回　ファッションマーチャンダイジング演習①－ブランド企画－
第７回　ファッションマーチャンダイジング演習②－ショップ企画－
第８回　中間まとめ
第９回　ファッションコーディネイト
第10回　ファッションコーディネイト演習①－小物・アクセサリー－
第11回　ファッションコーディネイト演習②－色の使い方－
第12回　ファッションコーディネイト演習③－全体のバランス－
第13回　着装シミュレーションの仕組みと機能
第14回　課題
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） 245121N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245121

授 業 名（Course Title） 衣生活材料学
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 安川　涼子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『消費者視点からの衣生活概論』　菅井清
美・諸岡晴美 編著　井上書院　2013

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
日常生活における衣服の役割を認識し、材料の観点から繊維、糸、布、服
への一連の流れ、衣服の色彩、機能性、衣服の管理や加工に使われる材料、
環境問題等について幅広く講述し、衣生活のあり方について概観する。ま
た、衣生活の分野を構成する「被服材料学」、「被服管理学」等の概略を知
り、衣生活の全体像を見つめる。「衣生活とはどうあるべきか」、「衣類の選
択、購入、管理」を通じて現代社会の諸問題に触れ、自身の考えを明確に
し、未来の衣生活をより良くする方策を考えていくための能力を修得する
ことを目標にする。
中学校および高等学校家庭科教育の衣生活領域の基礎知識を修得する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
健康で快適な衣生活を臨むための衣服に関する基礎知識を修得する。
1．衣服材料の種類と性能 
2．衣服材料の機能加工、染色加工
3．衣服管理の方法
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式で行う。適宜必要資料を配布する。必要に応じてビデオなどを観
る。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
常日頃から衣料品の素材に興味を持ち、品質表示の確認をして洗濯やアイ
ロン仕上げ、保管などの経験をしておくこと。
講義前は教科書や関連する参考文献、配布資料を熟読しておくこと。
講義中に小テストや課題を出すことがあるので、講義後は復習しておくこ
と。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
1０時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業内試験（40%）、小テスト・課題（30%）、授業参加度（20%）、学習意
欲の有無（10%）により総合的に評価する。
欠席回数が4分の1を超過した場合は原則として単位を認めない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　衣生活の変遷
第２回　衣服の購入と製品表示　（体型・サイズ規格）
第３回　衣服材料　布・糸とは　（織物・編物）
第４回　衣服材料　繊維とは　（種類・分類・性質）
第５回　衣服の快適性　（衣服圧・体温調節・感覚）
第６回　機能加工　（高機能性衣服ほか）
第７回　色彩とファッション
第８回　染色加工　（染料・染色方法）
第９回　衣服の清潔な管理　（洗濯）
第10回　衣服の清潔な管理　（柔軟処理・しみ抜き・漂白ほか）
第11回　衣服の保管　（アイロン掛け、防虫）
第12回　環境問題と衣生活
第13回　社会における衣生活
第14回　家庭科教育（衣生活分野）、講義内試験
第15回　試験解説、講義のまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
この科目は、中高の教員免許「家庭」の「教科に関する科目」である。

講義コード（Course Code） 245120N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245120

授 業 名（Course Title） 服飾文化論
王朝のファッション文化

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 鳥居本　幸代
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリントを配布する

参考文献（References）

『有識故実図典』　鈴木敬三　吉川弘文館　
1995年
『かさねの色目』　長崎盛輝　京都書院　
1998年
『日本の伝統色』　長崎盛輝　京都書院　
1988年
『平安朝の生活と文学』　池田亀鑑　角川
書店　1994年
『平安朝のファッション文化 』　鳥居本幸
代　春秋社　2003年

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　京都で誕生した平安王朝の貴族ファッション文化について、『源氏物語』
や『枕の草子』などの記述を例に挙げながら、衣・食・住生活各分野の文
化との関わりから考察する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　１. 衣生活文化としては、王朝人の宗教観・自然観と色彩との関連につい
て述べる。 
　２. 食生活文化としては食材、調理法、および容姿との関連、行事食など
について述べる。 
　３. 住生活文化としては都市計画、住生活環境、および衣生活文化との関
わりについて述べる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　パワーポイントやビデオなどを使用して講義を進める。とくに、文学作
品をはじめ、絵巻物や肖像画などの絵画資料の提示を積極的に行う。 　
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
予習のためのプリントを事前に配布し、準備学習と授業の習熟度を確認す
るために2回目から、授業終了後に小テストを行う。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　評価は、授業参加度（30％）、小テスト（20％）、確認テスト（50％）に
基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　序論　平安時代の流れ
第２回　平安貴族の食生活
第３回　平安時代の年中行事と行事食
第４回　平安時代の美男・美女
第５回　平安貴族の教養
第６回　通過儀礼
第７回　平安京の都市計画
第８回　平安京の住生活環境
第９回　かぶり物からみた男性ファッション
第10回　男性の晴装束
第11回　くつろぎの女性ファッション
第12回　女性の晴装束
第13回　王朝の色彩感覚
第14回　王朝の模様
第15回　平安朝の教養あふれる娯楽　
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） 245125N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245125

授 業 名（Course Title） 福祉住環境学
建築の人間工学

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 竹原　広実
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『建築計画の基礎』　西出和彦　数理工学
社　

参考文献（References）

『空間デザインの原点』　岡田光正著　理
工学社　
『インテリアの計画と設計』　小原二郎編　
彰国社　
『人間の空間』　R.ソマー著　鹿島出版会　
『人間工学入門』　人間工学研究会編　日
刊工業新聞社　
『建築計画（改訂版）』　長澤泰　市ヶ谷出
版社　

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
科学技術の進歩は住宅においても目覚しいものがあり、こういった技術を導
入するべく住まいの造りは変わり、新しい設備器具などが次々と開発され
ている。一方、人間の営みは長い年月の間に営々と築きあげられてきたも
のである。そのため、時には人がモノと均衡がとれない事態も生じ、この
場合多くは人側に障害が表れ安全性が脅かされる。本来人間が持つ機能や
特性を活かした住宅のあり方が求められる。講義では特に建築的側面から
の人間工学について、人間の身体的、動作的、心理的、生理的特性に沿っ
た住宅環境や設備のあり方について理解することを目的としている。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．生活空間における建築・住宅意匠のあり方 
２．空間感覚の体得 
３．建築・住宅設備の基礎的デザインへの理解
４．公共空間の建築計画の基礎知識の修得
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキストを使った講義が中心であり、適宜配布するプリントで欠を補う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
テキストに目を通し、関連ある事項については自ら調べるなどして授業に
のぞむこと。また人間工学的配慮が日常生活のどのような場面で活かされ
ているか、関心をもつこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、形成テスト（90）と平常点（10）である。これにレポート課題が加
わる場合は形成テスト（75）、レポート（15）、授業の参加度（10）となる。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　人間工学とは
第２回　人体寸法を利用した建築・住宅各部位設計寸法
第３回　作業域
第４回　作業域を考慮した住宅設備環境のあり方
第５回　動作寸法
第６回　動作寸法と動作空間
第７回　単位空間の考え方（生活行為と動線からみた住宅計画）
第８回　行動・動作特性を考慮した空間・設備計画
第９回　心理特性を考慮した空間計画
第10回　公共空間の建築計画１（図書館、美術館、劇場）
第11回　公共空間の建築計画２（オフィスビル、病院、サイン計画）
第12回　高齢化に伴う身体機能の変化
第13回　高齢者のための建築環境のあり方１（段差・階段）
第14回　高齢者のための建築環境のあり方２（浴室）
第15回　形成テストとまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245122N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245122

授 業 名（Course Title） アパレルデザイン
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 牛田　好美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　人間は生活する上で快適な環境を構築するため、さまざまなモノをデザ
インし、造形している。生活とデザインには密接な関係があり、人間性に
基づいたデザインが基本的な要素として必要になる。すなわち、デザイン
には「用」（機能性）と「美」（審美性）の２つの基本的な性能が必要であ
り、これらの２つを形として表現することがデザインである。アパレルデ
ザインは他のさまざまなデザインと異なり、人間という動き、表情、個性
など多くの要素が加わった形で表現される。人間らしく、快適で個性を尊
重したアパレルデザインを追求することを目標に、衣服がアパレルデザイ
ンとして企画され、製作され、販売される過程を理解し、理想的なアパレ
ルデザインについて学習する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　アパレルデザインの本質を正しく理解するためのデザインの基礎、およ
び造形美の諸原則を中心に講義する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　主に講義形式で授業を進めるが、必要に応じて、演習形式の時間も設け
る。授業はDVDやスライドを用いてできるだけ、具体的なデザインの要素
が理解できるようにする。必要に応じて資料を配布する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　できるだけ多くの衣服を見たり、触ったり、すること。また、歴史や文化
に関する本を多く読むこと。映画や舞台芸術を積極的に鑑賞し、身体、衣
装、身体表現（パフォーマンス）について考え、自分の意見を持つこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　評価は、授業参加度（30%）、課題（50%）、授業への意欲・積極性（20%）
を総合してして評価する。欠席回数が3分の1を超過した場合は原則として
単位を与えない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　アパレル業界のしくみとアパレルデザイン
第２回　ファッションの変遷とその背景①－歴史をふりかえって－
第３回　ファッションの変遷とその背景②－現代におけるファッション

－
第４回　服飾デザインの基礎
第５回　フォーム
第６回　カラー①－基礎－
第７回　カラー②－応用－
第８回　テキスタイル
第９回　デザイン演習
第10回　ファッションイラストレーションの描き方（基礎）
第11回　ファッションイラストレーションの描き方（応用）
第12回　デザインとイメージ①－日常場面において－
第13回　デザインとイメージ②－非日常場面において－
第14回　課題
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）



─ 288 ─

４．実習は平日の一日を要する。（実施日は初回授業時に伝える）現地まで
の交通費は自己負担
５．シラバスの順序は入れ替わることがある

講義コード（Course Code） 245127N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245127

授 業 名（Course Title） 建築一般構造
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 中村　久美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『初めての建築一般構造』　＜建築のテキ
スト＞編集委員会　学芸出版社　

参考文献（References）
『分り易く図で学ぶ　建築一般構造』　江
上外人・林静雄　共立出版株式会社　
『一般構造』　青木博文監修　実教出版　

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　住宅や建築を学ぶうえでは、骨組みとしての構造や仕上げの仕組みなど
の建築一般構造への理解が大前提となる。 　この講義では、建築材料や施
工法とも関連付けながら、建築構造の種別とそれぞれの概要、およびイン
テリアデザインの基礎となる内部造作の仕組みについて解説する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　１. 構造種別を理解する。
　２. 各構法の知識を身につける。
　３. インテリアとしての造作とその仕組みを理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　テキストの内容をパワーポイントによって補足しながら授業をすすめる。
　授業後はテキストと配布資料で建築の部材や構造、施工に関する用語の
復習を必ず行うこと。また毎回、次回の内容とテキストの関連ページをア
ナウンスするので予習すること。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　シラバス、およびｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ時に配布した授業スケジュールにそってテキ
ストを読んでおくこと
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　まとめ（確認試験）（55％）、および毎回授業冒頭に実施する前回授業の
振り返りテスト（45％）より評価する。なお最終回はまとめのテストとそ
の解説を行ったうえで、住宅構造の動向を解説する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　建築構造の種別
第２回　木構造の特徴と構造形式
第３回　軸組構法と枠組構法
第４回　鉄筋コンクリートの材料と力学的性質
第５回　鉄筋コンクリート造の架構と部材の力学
第６回　鉄筋コンクリート工事
第７回　鋼材とその接合
第８回　鉄骨構造
第９回　その他の構造
第10回　住宅被覆の仕組み
第11回　住宅内部の仕上げ
第12回　開口部と建具
第13回　和風造作
第14回　地震による被害と耐震設計
第15回　住宅構造の動向　まとめのテストおよび解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
建築、住居、インテリア分野の一番基礎となる科目で、他の住居系科目の
前提科目となる。本授業で住居のしくみ、基本知識をしっかり身に着けな
いと、他の住居学分野の科目の理解が困難になるのでそのつもりで受講の
こと。

講義コード（Course Code） 245126N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245126

授 業 名（Course Title） 建築材料学
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 竹原　広実
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite） 建築一般構造

テキスト（Textbook） 『図説やさしい建築材料』　松本進　学芸
出版社　

参考文献（References）
『初学者のための建築材料入門』　樫野紀
元　鹿島出版社　
『棟梁も学ぶ木材のはなし』　上村武　丸
善株式会社　

備 考（Note） 定員20人

１．科目の教育目標（Course Description）
建築物は人間の生活や活動を営むための容器であり、同時に街や都市をつく
るひとつの単位でもある。そして建築物を形づくるのは材料であり、建築
物に使用される材料はその時代の分野や文明、その土地の風土を反映する
ものである。また、使用する材料によって建築物の性格や品質が左右され、
強くて長持ちするか、好感をもたれるか、など建築物がどのようなものに
なるかは材料の用い方にかかっており、建築材料に対する知識を持ち、そ
れらを適材適所に使い分けることは重要である。授業では建築物をつくっ
ていく上で必要な材料についての知識を深め、材料を用いる際の基本事項
は何かについて考えていきたい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．材料の種類や性質など知識の修得 
２．建築の用途・機能に適した材料の用い方への理解 
３．構造材と仕上材の使い分けの理解
４．個別課題を自ら学習し、授業でプレゼンテーションする能力を高める
３．教育・学習の方法（Course Methods）

（1）　テキストを用いる。 
（2）　小テストを複数回、実施する。 
（3）　住宅研究所において実習を行う。
（4）　各自課題をこなし、それを人前でプレゼンテーションする。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
テキストやあらかじめ配布されたプリントを読むなどして予習をすること。
また毎回前授業内容の小テストを行うので、復習が必要である。自分に与え
られた課題について情報収集し、整理し、わかりやすくプレゼンテーショ
ンすること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
50時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、毎授業時に実施する小試験と確認テスト（50）と実習レポート

（10）、課題発表（30）授業の参加度（10）で行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　建築材料とは
第２回　建築材料計画
第３回　天然材料１（木材：種類、使われ方、特徴）　
第４回　天然材料２（木材：木取り、欠点）　
第５回　天然材料３（エンジニアリングウッド）　
第６回　天然材料４（石材、れんが）　
第７回　近代建築における基幹材料１（コンクリート：セメント）
第８回　近代建築における基幹材料２（コンクリート：骨材、水、混和

剤）
第９回　近代建築における基幹材料３（コンクリート製品、ガラス）
第10回　部位別・性能別材料１（床仕上げ材、壁仕上げ材、天井仕上げ

材）
第11回　部位別・性能別材料２（防水材料、防火材料、断熱材料、防音

吸音材料）
第12回　その他の材料１（左官材料、ボード類）
第13回　その他の材料２（プラスチック材料、塗料、接着剤）
第14回　確認テストとフィードバック
第15回　学外実習
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
全出席を原則とする。
１．本科目の受講者は前提科目として「建築一般構造を修得済み」である
こと
２．全出席を前提とする。 
３．20名の定員とする。 
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講義コード（Course Code） 245130N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245130

授 業 名（Course Title） 住計画演習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 45時間
担 当 者（Instructor） 岸　研一
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）

前提科目（Prerequisite） 「住居製図Ⅰ」「住居製図Ⅱ」「住計画演習
I」

テキスト（Textbook）
参考文献（References）

備 考（Note）
定員25人
週1.5コマ連続  ※入学年度により履修条
件が異なる。詳細は学生便覧を参照。

１．科目の教育目標（Course Description）
　「住計画演習I」 の授業をふまえ、本演習では、個々の住宅のみならず、居
住地（敷地）全体を含めた住環境の計画・設計を演習する
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　１．住宅設計における計画能力の養成
　２．空間構成能力及び造形能力の養成
　３．住宅に対する新たな視点の獲得
　４．基本的な寸法を理解する
　５．効果的なプレゼンテーション手法の養成
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　１．基本的に、半期１つの設計課題を通じて指導する。
　２．演習課題は担当者が設定
　３．各課題は、図面で表現する。CADによる作図も取り入れる。
　４．課題は作図のみならず、コンセプトワークや先行事例のレビューを
充分に行ない、図面・パース・イメージ写真・文章等でプレゼンテーショ
ンの訓練も行う。また、グループワークを行なう場合もある。
　５．計画した住宅を立体的な空間とし、効果的なプレゼンテーションを
行う為、パース等を作成するい。
　６．各演習課題の内容やスケジュールについては変更することもある。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・課題への取り組みは、締め切りを念頭において、授業空き時間を利用し
計画的に行うこと。
・先行事例のレヴューや資料集め、計画案の下書き（エスキス）を十分に
行った上で授業に臨むよう、計画的に準備を行うこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度（30％）、課題および授業の取り組み状況（70％）により総合
的に評価する
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス、課題発表、敷地見学
第２回　敷地レポート提出

課題建物についてレクチャー
第３回　エスキスチェック（1）（コンセプト、ゾーニング、参考事例検

索）
第４回　エスキスチェック（2）（ゾーニング、プラン）
第５回　エスキスチェック（3）（プラン、作図 CAD）
第６回　エスキスチェック（4）、作図（CAD　通り芯、壁）
第７回　作図（1）（CAD　窓、出入口）
第８回　作図（2）（CAD　仕上、家具、外交、寸法等）
第９回　内観パース作成（1）（下描き）
第10回　内観パース作成（2）（着彩、仕上）
第11回　アクソメ・俯瞰図・断面パース等演習
第12回　アクソメ・俯瞰図・断面パース等　作成（1）（下描き）
第13回　アクソメ・俯瞰図・断面パース等　作成（2）（着彩、仕上）
第14回　作図・仕上げ
第15回　課題提出とプレゼンテーション　講評
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

「設計方法論」を住計画演習Ⅱの前段階として位置付けているので、同じ年
度に両方合わせて受講することが望ましい。

講義コード（Course Code） 245129N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245129

授 業 名（Course Title） 住計画演習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 45時間
担 当 者（Instructor） 岸　研一
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite） 「住居製図Ⅰ」「住居製図Ⅱ」
テキスト（Textbook）
参考文献（References）

備 考（Note） 定員25人
週1.5コマ連続

１．科目の教育目標（Course Description）
　現代社会における個人と家族、社会との関係の考察や、情報化や環境問
題の課題の検討を行いつつ、一戸建住宅、集合住宅の計画・設計の一連の
作業を演習する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　１．住宅設計における計画能力の養成
　２．空間構成能力及び造形能力の養成
　３．住宅および周辺環境に対する新たな視点の獲得
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　１．基本的に、半期１つの設計課題を通じて指導する。
　２．演習課題は担当者が作成する。
　３．課題は、図面で表現する。CADによる作図も取り入れる。
　４．課題は作図のみならず、コンセプトワークや先行事例のレビューを
充分に行ない、図面・パース・イメージ写真・文章等でプレゼンテーショ
ンの訓練も行う。
　５．計画した住宅を立体的な空間として把握し、より効果的なプレゼン
テーションを行う為、パースを作成する。
　６．各課題は、計画段階で何度かエスキスチェックを行い、１人ずつ講
評する。
　７．各演習課題の内容やスケジュールについては変更することもある。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・課題への取り組みは、締め切りを念頭において、授業空き時間を利用し
計画的に行うこと。
・先行事例のレヴューや資料集め、計画案の下書き（エスキス）を十分に
行った上で授業に臨むよう、計画的に準備を行うこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度（30％）、課題および授業の取り組み状況（70％）により総合
的に評価する
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　「集合住宅のリノベーション設計」 （課題発表）
リノベーションデザインの考え方

第２回　エスキスチェック（1）（コンセプト・ゾーニング）
第３回　モデルハウス見学（予定）
第４回　エスキスチェック（2）（プラン）
第５回　エスキスチェック（3）（プラン、作図　CAD）
第６回　エスキスチェック（4）、作図（CAD　通り芯、壁）
第７回　作図（CAD　窓、出入口）
第８回　作図（CAD　仕上、家具、外構、寸法等）
第９回　内観パースの書き方について、演習
第10回　内観パース演習（1）（トレース）
第11回　内観パース演習（2）（添景）
第12回　内観パース作成（下描き）
第13回　内観パース作成（仕上、着彩）
第14回　作図（仕上）
第15回　課題提出、プレゼンテーション、講評
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

「設計方法論」を住計画演習の前段階として位置付けているので、同じ年度
に両方合わせて受講することが望ましい。
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講義コード（Course Code） 245140N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245140

授 業 名（Course Title） 社会福祉援助技術現場実習
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 90時間

担 当 者（Instructor） 酒井　久美子. 小池　桂. 三好　明夫. 
矢島　雅子

単 位 数（Credits） 6
配当学年（Eligible Year） 3（集中）
前提科目（Prerequisite）

備 考（Note）

「社会福祉援助技術実習指導Ⅱ」履修者で
あること。「社会福祉援助技術実習指導
Ⅱ」「社会福祉援助技術現場実習」「社会
福祉援助技術実習指導Ⅲ」を同一年度に
履修すること。

１．科目の教育目標（Course Description）
　社会福祉援助に関する専門科目で学んだ理論、知識、技術をふまえて、主
として相談援助に従事する社会福祉専門職（社会福祉士）に必要な専門知
識、専門的な援助技術および関連技術を深め、援助者としての資質や能力
の習得を目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．各自が実習する分野の社会福祉施設・機関の役割・機能、日常的な運
営、職員配置、他の専門職との連携、地域との関係などについて理解を深
める。 
２．利用者とのコミュニケーション能力を高め、利用者のニーズやさまざ
まな行動、態度などに対する洞察能力を養う。 
３．実習を通して援助者としての自己の気づき（自己覚知）を深める。 
４．実習現場の指導者によるスーパービジョンを受けながら、特定の利用
者やケースに対する援助計画を立案し、援助する経験をもつ。 
５．施設のみならず、地域や在宅での援助の方法を幅広く理解し、他の職
種との連携を深めて、現代的なニーズへの総合的な対応について学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．社会福祉士受験資格取得希望者に対して指定された社会福祉施設での
180時間（24日）以上の現場実習をおこなう。 
２．担当教員や実習施設の実習指導者による個別指導や実習記録、教員の
実習巡回の際にスーパービジョンなどにより指導をおこなう。 
３．テキストは実習ハンドブックや配付資料を用いる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　各自配属された実習施設の理念、概要、利用者理解などについて、理解
を深めておくこと。 円滑に実習に取り組むことができるよう、できれば事
前にボランティアなどおこなうこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
90時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　実習修了者には60点、実習施設による評価（15点）、担当教員による評価

（15点）、その他提出物、実習ノートなど（10点）で総合的に評価する。
５．留意事項（Other Information）
実習施設・機関等の指導のもと、180時間以上の実習に取り組む。
１．社会福祉援助技術実習指導Ⅱを履修していること。 
２．この科目は社会福祉士受験資格取得の必須科目である。現場実習修了
後、社会福祉援助技術実習指導Ⅲを履修しなければならない。 
３．実習期間は施設・機関側との調整で決定されるため、8、9月以外の時
期になる場合もある。
４．実習状況によっては、実習途中であっても実習を中止することもある。

講義コード（Course Code） 245134N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245134

授 業 名（Course Title） 家族援助論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 山本　智也
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『家庭支援論/家庭支援と保育相談支援』　
『新保育士養成講座』編纂委員会　編　社
会福祉法人全国社会福祉協議会　2015

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　保育士として、子どもの育ちをを支える基盤ともいえる家族について、家
族自体の動向、さらには家族をめぐる社会的状況を適切にとらえた上で、家
庭支援の理論と方法を理解することができることを目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1） 家族の意味と機能 
（2） 今日の家族関係 
（3） 「子育て支援」を中心とした家族への支援体制 
（4） 子育て家庭のニーズに応じた支援の展開と関係機関との連携
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　上記の課題について、配付資料をもとに、講義を進めていく。
　各回授業終了時に、授業で学んだことをまとめたシートを作成すること
で学習の定着を図る。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　授業で取り上げる内容について、事前にテキストを熟読しておく他、新
聞などで取り上げられる家族に関わる記事を読むなどして、現代社会と家
族との関わりについて知識を日々深めておくことが求められる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　評価は、授業参加度（35％）、形成テスト（65％）により総合判断する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション　家庭援助論を学ぶ意義と必要性を理解す
る。

第２回　家庭の意義と機能
第３回　保育士が行う家庭支援の原理
第４回　現代家族と人間関係
第５回　地域社会の変容と子育て家庭
第６回　男女共同参画社会とワーク・ライフ・バランス
第７回　子育て家庭の福祉を図るための法体系と社会資源及びその施策
第８回　子育て支援サービスの体系とその内容
第９回　保育所入所児童の家庭への支援
第10回　地域子育て家庭への支援
第11回　要保護児童及びその家族に対する支援１（児童虐待への対応）
第12回　要保護児童及びその家族に対する支援２（障害のある子どもと

家族への対応）
第13回　子育て家庭支援における関係機関との連携と子育て支援サービ

スの課題
第14回　形成テストによる到達度の把握
第15回　授業の総括：保育士が行う家庭支援の専門性
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） 245142N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245142

授 業 名（Course Title）
社会福祉運営論
社会福祉を運営することと管理する
こと

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 三好　明夫
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
できるだけタイムリーな社会福祉の現場
実践の情報を印刷物で紹介していきたい。
初回授業で紹介する。

参考文献（References）
『社会福祉士シリーズ『福祉サービスの組
織と経営』　弘文社　
授業時に適宜紹介する

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　社会福祉サービスに関する組織や団体（社会福祉法人、医療法人、特定
非営利活動法人、営利法人、市民団体、自治会）等について理解を深める。
社会福祉のサービスの組織団体と経営に関する基礎理論の理解を深める。社
会福祉サービスの経営と管理運営について理解を深める。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　１．社会福祉運営管理の基礎的な概念を把握する。
　２．社会福祉の環境の中での社会福祉運営の展開方法と課題を学ぶ。
　３．さまざまな社会福祉サービス展開の中で注目されている組織団体の
役割と経営全般について学ぶ。
　４．社会福祉運営管理（ソーシャルアドミニストレーション）、社会福祉
施設運営管理（ソーシャル・ウェルフェア・アドミニストレーション）を
理解する。
　５．社会福祉基礎構造改革、特定非営利活動促進法、介護保険法など社
会福祉の運営枠組み変化での社会福祉運営管理について方法や展開につい
て学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　社会福祉サービスにおける運営と管理の具体的な内容と性格について確
認していく。社会福祉行政の運営管理の方法、社会福祉施設の運営管理の
方法、社会福祉協議会の運営管理の方法などを習得して課題や将来展望に
ついて考え、間接援助技術の技法のひとつとしてまとめることができるよ
うにする。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　社会福祉の運営や管理等についての話題提供と理解を深めるために社会
福祉運営管理等に関する新聞記事などを紹介また印刷するが、その場合に
受講生に意見感想を求めるのでできるだけ日常の社会福祉運営管理等の関
連問題には留意すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
20時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度（30％）、小テスト・レポート（20％）、最終レポート（50％）
とし、その総合点を最終評価とする。欠席回数が3分の１を超えた場合は原
則単位認定しない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　社会福祉運営管理の概念
第２回　社会福祉法人制度
第３回　特定非営利活動法人制度
第４回　その他の組織や団体
第５回　組織に関する基礎理論
第６回　経営に関する基礎理論
第７回　管理運営に関する基礎理論
第８回　集団の力学とリーダーシップの基礎理論
第９回　理事会の役割と財源
第10回　福祉サービス提供組織のコンプライアンスとガバナンス
第11回　福祉サービス提供組織における人材の養成と確保
第12回　福祉サービス提供組織の経営の実際
第13回　適切なサービス提供体制の確保の方法
第14回　働きやすい労働環境の整備の実際
第15回　福祉サービスの管理運営の実際
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
社会福祉士資格の取得をめざす学生は本科目を履修しておく必要がある。

講義コード（Course Code） 245141N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245141

授 業 名（Course Title） 社会福祉援助技術実習指導Ⅲ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間

担 当 者（Instructor） 酒井　久美子. 小池　桂. 三好　明夫. 
矢島　雅子

単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 3（後期集中）
前提科目（Prerequisite） 「社会福祉援助技術実習指導Ⅱ」
テキスト（Textbook）

参考文献（References）

社会福祉援助技術現場実習ハンドブック

社会福祉援助技術現場実習報告集

社会福祉援助技術現場実習記録

備 考（Note）

「社会福祉援助技術実習指導Ⅱ」「社会福
祉援助技術現場実習」「社会福祉援助技
術実習指導Ⅲ」を同一年度に履修するこ
と。  ※入学年度により履修条件が異な
る。詳細は学生便覧を参照。

１．科目の教育目標（Course Description）
　社会福祉援助技術現場実習の振り返りとして、実習記録をもとにしたスー
パービジョンを中心に、各自の援助技術を評価し、相談援助に従事する社
会福祉専門職として専門知識や関連知識を深め、さらに援助者としての資
質や能力を向上させることを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．実習記録をもとに、利用者とのコミュニケーション、援助者としての
役割のあり方、利用者のニーズやさまざまな行動、態度などに対する洞察
能力を深める。 
２．実習記録をもとに、スーパービジョンを受けながら各自の援助、援助
者としての役割や援助技術について再評価する。 
３．実習内容をふりかえり、自己覚知を深める。 
４．専門援助者としての次への展開のための新たな課題の認識を深める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
集中授業であり、小クラス方式および個別指導（スーパービジョン中心）に
よっておこなう。 各クラスの担当教員指導のもとにおこなうこととする。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
現場実習を各自振り返り、専門職としての自己覚知に努める。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　実習レポートの提出および内容（80点）、事後指導の内容（10点）、実習
報告会、事後指導などへの参加、授業参加度（10点）で総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　現場実習中に巡回指導をおこない、実習施設担当者との面談、
実習生への指導、スーパービジョンをおこなう。（各クラス担当者：
三好、小池、酒井、矢島）

第２回　実習記録をもとに、小クラス、実習施設単位、個別に実習全体
の振り返りをおこなう。そのうえで、実習総括レポート（社会福祉
実習報告集）の作成をおこなう。（各クラス担当者：三好、小池、酒
井、矢島）

第３回　実習施設による実習評価票をもとに、各自の実習達成度、課題
などについて個別に指導する。（各クラス担当者：三好、小池、酒
井、矢島）

第４回　実習の評価全体総括会として、「実習報告会」と「実習懇談会」
をおこなう。実習報告会においては、相互評価をおこなう。実習懇
談会においては、実習施設担当者、学生、大学の三者による懇談、
実習報告と意見交換等をおこなう。（各クラス担当者：三好、小池、
酒井、矢島）

第５回　現場実習修了後には実習内容について、その達成度を評価しつ
つ、課題について個別指導をおこなう。（各クラス担当者：三好、小
池、酒井、矢島）

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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７．留意事項（Other Information）
受講者のグループをつくり、役割を決めて発表し、討論をする学習形態を
とるので受講者は主体的に参加して下さい。

講義コード（Course Code） 245150N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245150

授 業 名（Course Title） 食品官能評価論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 加藤　佐千子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『新版　食品官能評価・鑑別演習第3版』　
日本フードスペシャリスト協会編　建帛
社　

参考文献（References）

『おいしさを測る食品官能評価の実際』　古
川秀子　幸書房　
『調理科学実験』　大羽和子，川端明子　学
研書院　
『官能評価士テキスト』　日本官能評価学
会　建帛社　
『調理と食品の官能評価』　松元仲子　建
帛社　2012

備 考（Note） 定員24人
週２コマ連続

１．科目の教育目標（Course Description）
　望ましい生活を支えるために、市場に出回る多くの個別食品を適切に鑑別
できる知識と能力を身につけることを目的とする。加工食品の品種、銘柄、
特徴、分類方法、製造方法、保存方法などについての理解を深める。また、
個別食品の種類と特徴、品質と取り扱い方法については、事前学習と学習
者主導の発表や意見交換を通して知識の定着を図る。学習者の主体的な市
場調査を通して、より身近な食品の鑑別について理解を深める。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・食品の科学的評価法、物理的評価法を理解する。 
・食品の官能評価の方法を理解する。 
・個々の食品に関する知識を身につけ、食品の鑑別に役立てることができ
る。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・３～４人のグループで実験・演習を行う 
・講義と実験、演習を組み合わせた授業を構成する。 
・事前に予習をする。
・理論を理解するにあたり、学習者の自立学習をもとに、学習者が主体と
なった授業を展開する。
・実験・演習後にレポートを提出する。 
・積極的に参加し、必ず自分で評価してみる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・個別食品鑑別についてのワークシートを分担して作成し、それを用いて
予習・復習をすること。 
・専門書を利用して、さらに深く学習し、それをレポートに記載するとよ
い。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価基準・・・レポートの提出ができたか
　　　　　　　各評価の方法を理解できたか
　　　　　　　統計分析の方法が理解できたか
　　　　　　　個別食品の鑑別に関する知識が身についたか  
評価方法・・・レポート提出52％、レポート内容33％、授業への参加度15％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　本講義の進め方・評価の方法、実験室・器具の使い方の説明
食品の品質、食品の官能評価の概要

第２回　食品官能評価の基本・実施法の講義とDVD視聴
食品官能評価演習１（5味の識別）

第３回　分析方法の解説
食品官能評価演習２（2点識別試験法、閾値の測定1）

第４回　分析方法の解説
食品官能評価演習３（2点嗜好試験法、閾値の測定2）
食品の鑑別理論１（米・小麦粉製品）

第５回　分析方法の解説
食品官能評価演習４（3点識別試験法、閾値の測定3・4）
食品の鑑別理論２（そば・イモ類）

第６回　分析方法の解説
食品官能評価演習５（順位法1；スピアマンの順位相関係数）

講義コード（Course Code） 245145N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245145

授 業 名（Course Title）
社会福祉調査法Ⅰ
社会調査の意義と目標、方法などを
理解して、社会福祉の実態を明らか
にする調査票の作成をおこなう。

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 平尾　良治
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 12（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『社会調査の基礎（第3版）』　社会福祉士
養成講座編集委員会編著　中央法規出版　
2014年

参考文献（References）

『社会福祉の基礎理論』　林博幸･安井喜
行編著　ミネルヴァ書房　2002年
『社会調査の基礎』　岩永ほか編著　放送
大学教育振興会　2003年
『新・社会調査へのアプローチ（第2版）』　大
谷信介ほか編著　ミネルヴァ書房　2013
年

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
社会的現実を把握するときには、一定の理論や仮説をもちいながら、対象
にアプローチし、現象を支配している何らかの法則を明らかにすることが
求められます。その際に有効な技術としての「社会調査法」が必要となり
ます。ここでは社会的現実の一つである「社会福祉」を対象として、質的
調査と量的調査の具体的な方法を学びます。とくに社会福祉の対象である
国民の生活問題をどのようにとらえ、どのように調査・分析すべきかにつ
いて、具体的な調査データの分析作業を通して考えます。同時に受講生と
ともに福祉現場の実態を明らかにする「調査票」づくりをおこないます。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　・ 社会福祉とは何か
　・ 社会認識の方法としての社会・福祉調査
　・ 社会調査の倫理および個人情報の保護 
　・ 社会・福祉調査の種類と内容（質的・量的調査） 
　・ 調査票の作成
　・ 統計法の理解 （標本・標本抽出・記述・推測）
　・ 調査実施にあたってのＩＴ活用法
　・ 調査データの点検・集計・分析（統計法の基礎）
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業形式は、講義を中心にしながら、小グループでの討議、作業、発表な
どをおりまぜてすすめます。テキストは『社会調査の基礎（第3版）』中央
法規出版を使用します。事前にテキストの学習範囲を指定するので、参考
資料も併せて可能な限り目を通してください。この授業では集計・分析方
法を理解した上で、具体的な調査票作成までを目標とします。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
予習：テキストの指定範囲を読了し、授業に臨んでください。
復習：授業の最初に前回の「小テスト」を実施するので準備をしてくださ
い。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は学習状況（態度・発表）30%、小テスト・レポート30%、期末テスト
40%により総合的に行います。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　社会的現実を見る視点
第３回　社会（福祉）調査とは何か（社会福祉士の役割と社会調査）
第４回　社会（福祉）調査の歴史
第５回　社会調査の概要（目的、対象、方法、統計法）
第６回　量的調査の特徴と種類
第７回　調査票の作成方法と留意点
第８回　調査仮説と調査票づくり
第９回　調査票の配布と回収・点検
第10回　量的調査におけるデータ解析
第11回　質的調査の特徴と種類
第12回　調査設計と対象者の選定
第13回　質的調査の調査手法、調査の実施、データ分析
第14回　社会調査における倫理と個人情報保護
第15回　社会調査におけるITの活用
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
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・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度と授業態度（20％）および定期試験（80％）で評価する。毎
回講義後に、感想を提出してもらう。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス：食生活や食品生産・流通の仕組みを理解する意義
について、フードシステムという概念をもとに説明する。

第２回　食生活の変化：現在の私たちの食生活の特徴について理解する。
食生活形態の変化や、変化の要因について説明する。

第３回　品目別食品消費の変化：コメ、野菜、畜産物などの品目別消費
量の変化や、食の変化を示すキーワードについて学ぶ。

第４回　卸売市場：生鮮品の流通に大きな役割を果たしている卸売市場
について説明する。

第５回　卸売流通：加工食品を扱う食品問屋（食品卸）について、その
役割と近年の動向を説明する。

第６回　小売流通：食品小売業について学ぶ。主にチェーン展開してい
るスーパーマーケットを取り上げ、その運営の仕組みや商品政策に
ついて説明する。

第７回　外食産業：主にチェーンレストランを取り上げ、その運営の仕
組みや食材供給システムについて解説する。

第８回　中食産業：主にコンビニエンスストアを取り上げ、その運営の
仕組みや今後の動向などについて説明する。

第９回　第4回～第8回の授業に関する具体的な事例について学ぶ（ビ
デオ教材）

第10回　主要食品を取り上げ、その流通の仕組みと消費特性を学ぶ。第
10回は、米、小麦粉製品、青果物、畜産物、食肉、牛乳、鶏卵など
を取り上げる。

第11回　主要食品を取り上げ、その流通の仕組みと消費特性を学ぶ。第
11回は、大豆加工品、調味料、菓子、茶・コーヒー類、清涼飲料、
酒類などを取り上げる。

第12回　フードビジネスによるマーケティングを理解する。マーケティ
ングの基礎的な用語を理解する。

第13回　環境問題と食：食にかかわる環境問題、また環境保全のための
国や企業の取り組みについて解説する。さらに食品廃棄・ロスの現
状についても説明する。

第14回　食品の安全確保のための考え方や、そのための仕組みを解説す
る。第14回はリスクアナリシスの仕組みを学ぶ。

第15回　食の安全確保のための考え方や、そのための仕組みを解説する。
第15回は企業における食品安全管理システム（HACCPなど）につ
いて学ぶ。

６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245152N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245152

授 業 名（Course Title） ﾌｰﾄﾞｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 今井　里佳
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『四訂フードスペシャリスト論第3版』　（公
社）日本フードスペシャリスト協会編　建
帛社　2016

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
フードスペシャリストが社会から期待される活動のアウトラインを理解し、

「食」に関する総合的な知識を得る。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
①フードスペシャリストの概念や、その責務について理解する。
②世界や日本の食生活に関する基本的知識を学ぶ。
③現代の食生活の諸問題を知り、豊かで安全かつバランスのとれた「食」に
ついて理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
①授業方法：講義形式を主とし、適宜演習を取り入れる。
②学習方法：適宜、授業内小テストやレポート課題を実施する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
シラバスにそって、教科書の該当箇所を予習する。

食品の鑑別理論３（豆類・種実類、海藻類）
第７回　分析方法の解説

食品官能評演習６（順位法2；Newwell＆ MacFarlane）、（順
位法3；ケンドールの一致性の係数）
食品の鑑別理論４（肉類）

第８回　食品の鑑別演習と実験１　卵の鮮度・調理性の実験（ハウユニ
ット測定法）
　食品の鑑別理論５（卵とその加工品）

第９回　物理的評価法の解説と実験２（色・粘度の測定）
食品の鑑別理論６（野菜類・キノコ類・果実）

第10回　物理的評価法の解説と実験３（レオロジー・テクスチュアー測
定）
食品の鑑別理論７（乳と乳製品）

第11回　科学的評価法の解説と実験４（酵素的褐変）
食品の鑑別理論８（魚介類とその加工品・油脂）

第12回　科学的評価法の解説と実験５（非酵素的褐変）
食品の鑑別理論９（果実類・醸造食品・調味料）

第13回　科学的評価法の解説と実験６（糖度・酸度）
食品の鑑別理論10（コーヒー・ココア、茶類、清涼飲料）

第14回　分析方法の解説
官能評価法演習７（評点法・SD法）
グループによる食品官能評価の計画
食品の鑑別理論11（菓子類インスタント食品・弁当・惣菜）

第15回　官能評価法演習８（各グループが立案した食品官能評価の実践）
まとめ

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・実験・演習中は、種々の危険が伴うので、安全に気をつけること。 
・実験・演習中は、白衣を着用すること。 
・実験・演習中、官能評価中は私語を慎むこと。 
・１クラス定員24人とする。 
・レポート提出は、翌週の授業開始前とする。　
・官能評価の試料代、食品代金（実費700円位）が必要
・食品官能評価の日程は変更することがある。
・食品の鑑別理論は学習者主体の授業形式により進める。

講義コード（Course Code） 245151N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245151

授 業 名（Course Title） 食品流通論
食品の生産から流通、消費まで

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 工藤　春代
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『三訂 食品の消費と流通』　日本フードス
ペシャリスト協会　建帛社　2016

参考文献（References）
『食料経済－フードシステムからみた食
料問題－』　高橋正朗・清水みゆき編著　
オーム社　2016

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　食品が私たちの手元に届くまでには、生産・加工・流通という多段階にわ
たる複雑なプロセスをたどるため、その現状や実態は見えにくい。そこで
本講義では、食生活の変化、食品が消費者に届くまでの仕組み、生産・加
工・流通にかかわる事業主体の行動や各段階の特徴についての知識を習得
し、理解することを目標とする。食の現在を把握し、私たちが直面してい
る食をめぐる問題を考えられるようにする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・食生活の変化とその背景
・フードビジネス（小売業、卸売業、外食産業、中食産業）の行動や特徴
・主要食品の流通
・現在の食品消費の課題
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　テキストを用いて講義を行う。毎回レジュメを配布する。スライドやビ
デオ教材を活用する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　日ごろから食に関することに興味を持ち、新聞・ニュース等を通じて情
報を収集すること。事前にテキスト（授業予定分）を読んでおくこと。授
業終了後に課題を提示するので、次回の授業時に提出すること。
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第５回　浴衣製作①　柄合わせ、裁断　（牛田担当）
第６回　浴衣製作②　しるしつけ　（牛田担当）
第７回　浴衣製作③　袖　（牛田担当）
第８回　浴衣製作④　背縫い　（牛田担当）
第９回　浴衣製作⑤　脇縫い　（牛田担当）
第10回　浴衣製作⑥　おくみ付け　（牛田担当）
第11回　浴衣製作⑦　えり付け　（牛田担当）
第12回　浴衣製作⑧　袖付け　（牛田担当）
第13回　仕上げ　（牛田担当）
第14回　着付け　（鳥居本担当）
第15回　まとめ　（牛田担当）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
　材料費については、自己負担です。
　実習を含む講義であるため、欠席した場合、次週授業までにかなりの準
備が必要となり負担が大きくなります。

講義コード（Course Code） 245201N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245201

授 業 名（Course Title） ﾍﾞｰｼｯｸｷｭｲｽﾞｨｰﾝ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 藤原　智子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『新版トータルクッキング健康のための調
理実習健康のための調理実習』　大喜多祥
子・濱口郁枝編著・濱口郁枝編著　講談
社　2015
授業内で資料配付も行う。

参考文献（References）
『NEW調理と理論』　山崎清子他　同文書
院　2014
『日本食品標準成分表2017』　　

備 考（Note） 定員32人
週2コマ連続

１．科目の教育目標（Course Description）
基本的な調理操作と食品素材の調理特性について理解し、調理技術の基礎
を修得する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.  科学的な調理理論に基づいた調理操作を理解する。
2.  基礎的な調理技術を身につける。
3.  基本的な食事マナーやサーブの仕方を身につける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
実習内容についての説明（資料配付）の後、グループごとに調理、試食を
行う。片付け、掃除を終え、担当者の確認を得るまでが授業である。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回、課題レポートを作成する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は授業参加度（30％）、課題レポート（50％）、小テスト（20％）に基
づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス・実習の進め方について
第２回　調理の基本操作①　はかる　　　　　　　　　　製菓　　　　
第３回　調理の基本操作②　浸出（だしを取る）・炊く 日本料理製作
第４回　調理の基本操作③　切る・ゆでる　　　　　　　西洋料理製作
第５回　調理の基本操作④　炒める　　　　　　　　　　中国料理製作
第６回　調理の基本操作⑤　煮る・味をつける　　　　　日本料理製作
第７回　調理の基本操作⑥　焼く　　　　　　　　　　　西洋料理製作
第８回　調理の基本操作⑦　天火焼　　　　　　　　　　製菓
第９回　調理の基本操作⑧　蒸す　　　　　　　 中国料理（点心）製作
第10回　調理の基本操作⑨　揚げる　　　　　　　　　　日本料理製作
第11回　調理の基本操作⑩　寄せる　　　　　　　　　　製菓　　　　
第12回　調理の基本操作⑪　混合　　　　　　　　　　　西洋料理製作
第13回　調理の基本操作⑫　魚をさばく　　　　　　　　日本料理製作
第14回　調理の基本操作⑬　電子レンジ調理　　　　　　西洋料理製作
第15回　小テスト、まとめ、実習室の掃除
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
食材費、その他諸費として12,000円を徴収する。

・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（10％）、小テスト・レポート（30％）、筆記試験（60％）
に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　フードスペシャリストとは
第２回　人類と食物
第３回　世界の食①

食作法および食の禁忌と忌避について
第４回　世界の食②

世界各地域の食事情について
第５回　日本の食
第６回　現代日本の食生活①

現在日本が置かれている食の状況や変遷について
第７回　現代日本の食生活②

食料自給率や地球環境と食の問題について
第８回　食品産業の役割①

食産業の構造について
第９回　食品産業の役割②

食産業の実態について
第10回　食品の品質規格と表示①

食品の品質規格・表示に関わる法律について
第11回　食品の品質規格と表示②

JASによる規格と表示について
第12回　食品の品質規格と表示③

食品衛生法による規格と表示について
第13回　食品の品質規格と表示④

健康増進法による規格と表示について
第14回　食情報と消費者保護
第15回　試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業の進捗状況に応じて授業予定が変更になる場合もある。

講義コード（Course Code） 245200N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245200

授 業 名（Course Title） アパレル造形学（実習を含む）
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 45時間
担 当 者（Instructor） 牛田　好美. 鳥居本　幸代
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）

備 考（Note） 定員24人
週1.5コマ連続

１．科目の教育目標（Course Description）
　被服構成の方法には立体構成と平面構成とがある。日本において前者は
洋服、後者は和服に代表される。今年度は、浴衣を課題とし、両者の考え
方の違いを理解しながら、着衣基体である人体の理解と、家庭科教員免許
状に必要な基礎技術の習得をはかる。立体裁断、平面製図について、それ
ぞれの解説を行い、理解をうながす。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　アパレル造形の理論と技術を浴衣の製作を通じて理解し、実習技術を習
得する。 　
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　随時、プリントを配布する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　配布資料をよく読むこと。浴衣製作においては、その授業内で仕上げら
れなかったことは、必ず、次週までに仕上げ、次の授業に臨むこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　課題の提出（50%）、授業参加度（30%）試験（20%）により、総合的に
評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　立体構成法と平面構成法の相違点について　（牛田担当）
第２回　採寸による人体把握　（牛田担当）
第３回　浴衣製作の概要説明　（牛田担当）
第４回　生地と裁縫用具について　（牛田担当）
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講義コード（Course Code） 245203N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245203

授 業 名（Course Title） ﾌｰﾄﾞｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 藤原　智子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『三訂フードコーディネート論』　（社）日
本フードスペシャリスト協会編　建帛社　
2015

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
マナーを含む食文化に関する基本的な知識と、実践のための具体的方法を
習得する。また、食器、食空間など食のアメニティの創造要因について知
り、フードビジネスに必要な知識を身に付け、食を総合的にコーディネイ
トすることができる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. 食をコーディネートするための基本的知識を学ぶ。
2. 事業として食を提供する具体的方法を習得する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式で授業を行う。
授業中に小テストを実施したり、その場でのレポート作成と提出を指示す
る場合がある。
または授業外レポートを課す。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
シラバスにそって教科書の該当箇所を予習する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（20％）、授業内小テストおよび授業内レポート（40％）、
授業外レポート（40％）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　フードコーディネートの基本理念
第２回　日本の食事
第３回　外国の食事
第４回　日本料理の食卓のコーディネイト
第５回　外国料理の食卓のコーディネイト　　
第６回　サービスとマナー
第７回　メニュープランニング　　
第８回　料理様式とメニュー開発
第９回　食空間のレイアウト
第10回　食空間の設備
第11回　フードサービスマネジメントの基本
第12回　フードサービスの起業
第13回　食企画の実践コーディネート
第14回　食企画書の作成
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

実習時には白衣を着用する。

講義コード（Course Code） 245202N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245202

授 業 名（Course Title） ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄｷｭｲｽﾞｨｰﾝ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 藤原　智子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite） ﾍﾞｰｼｯｸｷｭｲｽﾞｨｰﾝ（基礎調理実習）

テキスト（Textbook）
『新版トータルクッキング健康のための調
理実習』　大喜多祥子・濱口郁枝編著　講
談社　2015
授業内で資料配付も行う。

参考文献（References）
『NEW調理と理論』　山崎清子他　同文書
院　2014
『日本食品標準成分表2017』　　

備 考（Note） 定員32人
週2コマ連続

１．科目の教育目標（Course Description）
各国の料理や日本の行事食などの製作を通して、献立から調理、テーブル
コーディネイトに至る過程において必要不可欠な要素を理解し、食文化に
関する様々な場面に対応することができる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. 様々な場面における献立の組み方と調理操作の流れを理解する。
2. 食卓の整え方を学び、食文化について造詣を深める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
実習内容についての説明（資料配付）の後、グループごとに調理、試食を
行う。片付け、掃除を終え、担当者の確認を得るまでが授業である。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回、課題レポートを作成する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（30％）、課題レポート（50％）、小テスト（20％）に
基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス・テーブルマナー
第２回　日本料理の特徴について　日本料理製作
第３回　西洋料理の特徴について　西洋料理製作
第４回　中国料理の特徴について　中国料理製作
第５回　エスニック料理
第６回　ベジタブルカービング①　大根のマーガレット・人参の麦穂
第７回　ベジタブルカービング②　西瓜のバラ
第８回　酵母食品について　　　　製パン
第９回　日本の飲み物について　　製菓
第10回　行事食①　　　　　　　　クリスマス料理製作
第11回　行事食②　　　　　　　　正月料理製作
第12回　外国の飲み物について　　製菓
第13回　保存食品について　　　　保存食品製作
第14回　行事食③　　　　　　　　雛祭り料理製作
第15回　小テスト、まとめ、実習室の大掃除
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
受講者は食材費、その他諸費として12,000円が必要。
授業時には白衣を着用する。
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講義コード（Course Code） 245205N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245205

授 業 名（Course Title） 京都衣生活論
京都からキモノを知る

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 鳥居本　幸代
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） プリントを配布する

参考文献（References）

『日本の染織４『小袖』　長崎巌　京都書
院　1993年
『日本の染織２『辻が花』　河上繁樹　京
都書院　1993年
『日本の染織５『友禅染』　丸山伸彦　京
都書院　1993年
『都風俗化粧伝』　佐山半七丸　平凡社　
1982年
『近世風俗志』　喜田川守貞　名著刊行会　
1979年

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　京都は平安京遷都以来、ファッションの発信地であった。キモノを彩る
染と織の技術は、奈良時代、中国との交流によって伝来し、受け継がれた
が、応仁の乱によって高度な染織技術は灰燼に帰しまう。その後、明貿易に
よって異国の目新しい染織品がもたらされ、西陣の地で開花した。17～18
世紀には友禅染が誕生し、小袖の上着化にともなって大いに発展した。本
講義では、現代にも受け継がれているキモノの源流である安土桃山時代の
近世初期小袖から江戸時代にみる小袖の意匠、その染織技法について述べ
るとともに、キモノを通して「和」の文化を再認識し、京都の衣生活文化
を探求する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　①中世の京都　 
　②応仁の乱と染織界 
　③安土桃山時代の服飾 
　④小袖の形態的変遷 
　⑤雛形本にみる小袖意匠 
　⑥小袖を彩る染織技法 
　⑦京都の伝統産業と衣生活－西陣織・友禅染・縮緬
　⑧京坂と江戸の衣生活比較
　⑨『都風俗化粧伝』からみた化粧
　⑩ 京都の仕事着　⑪現在のキモノ
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式をとり、パワーポイントやビデオを使用して視覚的理解を促す。第
１回以降、授業終了後にまとめの小テストを行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業予定に則して、事前に与えられた課題（たとえば、第３回では友禅染
についての知識）を調べてまとめておく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　評価は、授業参加度（30％）、小テスト（20％）、確認テスト（50％）に
基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　序論　キモノのルーツを探る　大袖から小袖へ
第２回　近世初期小袖のデザイン
第３回　雛型本から流行の小袖を知る
第４回　友禅染
第５回　時代祭にみるファッションの変遷
第６回　尾形光琳の小袖製作と影響
第７回　江戸好みの小袖　
第８回　『近世風俗志』による京坂と江戸の衣生活の比較
第９回　染と織の基礎
第10回　西陣織と縮緬　京都の伝統産業の現状についてもふれる
第11回　キモノの模様
第12回　祇園祭と染織品
第13回　『都風俗化粧伝』から知るメイク
第14回　販婦の衣裳からみた京都の仕事着
第15回　現代のキモノ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245204N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245204

授 業 名（Course Title） 住環境学（製図を含む）
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 竹原　広実
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『基礎からわかる建築環境工学』　槇究　彰
国社　

参考文献（References）

『生活環境学』　岩田利枝　井上書院　2008
『建築環境工学』　加藤信介　彰国社　2002
『やさしい建築環境』　辻原万規彦　学芸
出版社　2009
『図解住居学5　住まいの環境』　図解住
居学編集委員会編　彰国社　
『初学者の建築講座　建築環境工学（第2
版）』　市ヶ谷出版社　
表題に環境工学、建築環境工学、建築環
境　と銘打った書籍であれば参考になる

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
私たちの生活環境は向上し、快適な住宅に暮らしていると考えられている。
しかし、現在の住環境において新たに発生している問題も多い。講義では
健康で、安全で、より豊かな生活を実現するための住宅環境全般に渡る基
礎的知識の習得をはかり、同時に住まいに対するより深い理解と実生活へ
の積極的な応用を目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．住宅を取り巻く環境について理解する。 
２．物理的側面からの「快適」を把握する。 
３．基礎的専門用語を正しく理解する。
４．建築材料の特性を知り、環境空間にどう影響するかを理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）

（1）講義主体 
（2）講義は教科書を中心に進行 
（3）適宜配布するプリントで教科書の欠を補う
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
テキストを読むなどして予習をするとともに、前回授業の復習をしっかり
として知識を定着させておくこと。学術的な単位や記号、式に関しては正
しく理解するよう努力すること。また日常の生活体験を通して環境工学を
理解すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は形成テスト（90）、授業の参加度（10）を基本として行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　建築環境工学とは
第２回　音環境1（音の特性）
第３回　音環境2（音の特性、音の伝わり方）
第４回　音環境3（遮音対策）
第５回　音環境4（吸音対策、遮音性能等級）
第６回　音環境5（音響）
第７回　温熱環境1（伝熱の基礎、熱損失）
第８回　温熱環境2（断熱、熱伝導率）
第９回　温熱環境3（パッシブソーラー）
第10回　温熱環境4（温熱感覚）
第11回　温熱環境5（湿気と結露）
第12回　光環境1（日照、昼光）
第13回　光環境2（照明環境、設備）
第14回　空気環境1（通風、換気）
第15回　形成テストとまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） 245207N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245207

授 業 名（Course Title） 京都住生活論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 増井　正哉
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 授業時間中に資料を配布する。

参考文献（References）

『まち祇園祭すまい』　谷直樹・増井正哉
編　思文閣出版　
『京町家・千年のあゆみ　都にいきづく住
まいの原型』　高橋康夫　学芸出版社　
『京 町家づくり千年の知恵―「間口三間」
を生かす独自のこしらえ』　山本茂　祥伝
社　
『京町家』　新谷昭夫　光村推古書院　
『京町家のしきたり  ２１８年の歳中覚』　
杉本節子　光文社　
『東京育ちの京町家暮らし』麻生圭子，文
芸春秋社 
『京町家の春夏秋冬』小島冨佐江、文英堂 
『町家再生の技と知恵―京町家のしくみと
改修のてびき』京町家作事組，学芸出版
社

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
京都における住生活と生活空間の関連性を、町家→町内→都市という空間
的スケールを縦軸に、日常・非日常という横軸を組みあわて考え、その歴
史と現代的課題を理解する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
講義を通して知識をえるとともに、できるだけ町をあるき、京都の住生活
と生活空間に触れること。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
第１２回までを講義とする。途中に適宜、見学を行う。第５回目に京都に
おける住生活に関するレポートを課し、第１３、１４回に各自その内容を
発表し、相互に論評しあう。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回の授業の終わりに、授業内容の復習と準備学習のための参考図書・文
献を指示し、次回までの小課題を課す。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
レポートの評価（４０％）、最終プレゼンテーション（第13回、第14回）の
評価（４０％）、講義中の質疑応答（２０％）で、最終評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション　京都における住生活と都市・住宅
第２回　住生活の舞台　その１　町家　
第３回　住生活の舞台　その２　町内と都市　
第４回　生活空間の形成　その１　平安京から町衆の都市へ　
第５回　生活空間の形成　その２　伝統的都市空間とその近代的変容
第６回　町家のくらし
第７回　町内のくらし
第８回　都市祭礼と町家・町並み　その１　祭りを支える基盤
第９回　都市祭礼と町家・町並み　その２　祭りの空間演出
第10回　京都の町づくりと住生活
第11回　京町家再生の現状と課題
第12回　京都ブランドと住生活の未来
第13回　新しい観光都市と住生活　来訪者と居住者の関係から
第14回　受講生によるプレゼンテーション　
第15回　プレゼンテーションの講評とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245206N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245206

授 業 名（Course Title） 京都食生活論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 藤原　智子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 授業時に適宜、資料を配付する。
参考文献（References） 授業中に適宜、紹介する。
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
京都で培われた伝統料理である京料理を中心に京都府の食文化について造
詣を深め、科学的な情報が乏しかった時代にあっても経験的に選択し構築
されてきた、現代にも通用する合理的な京都の食生活様式について説明す
ることができる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. 京料理の歴史と発展について学ぶ。
2. 京都の地域的特色（地理気候・風俗風習）から京都の食文化の特徴を学
ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式で授業を行う。必要に応じて資料を配付する。
授業中または授業後に小レポートを課す場合がある。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各授業の終わりに次回までに調べてくる課題を与える。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（30％）、レポート（70％）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　京都の食文化
第２回　京料理の歴史と発展
第３回　有職料理
第４回　精進料理
第５回　懐石料理
第６回　おばんざい
第７回　四季の食事
第８回　行事とともにある食事
第９回　京都の食素材（1）農産物
第10回　京都の食素材（2）水産・畜産物
第11回　京都の食素材（3）加工品
第12回　京菓子の世界観
第13回　山城・丹波・丹後地域の食事
第14回　世界から見た京料理
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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第５回　自分を伝える技術を持とう・２　こう書けば、簡単に伝わる文
章が書ける

第６回　国際コミュニケーション力とは何か　　語学はツール、問題は
中身

第７回　世代を知ろう　　今の２０代を大人はどう見ているか知ろう
第８回　さまざまな人の中での自分の客観化　「私」はどこにいる
第９回　ターゲット、という考え方　自分と人とは似ているし、違う
第10回　企画力をつける・１　目的の立て方
第11回　企画力をつける・２　手順の確認と評価の仕方
第12回　企画書を作る・１　まず自分の旅行計画書を作ってみよう
第13回　企画書を作る・２　根拠を示すための数字の使い方
第14回　企画書を作る・３　課題に沿って企画書を作る、そして発表す

る
第15回　これからの時代と自分の役割について考える
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
みなさんの興味によって授業内容は変わります。自分の関心あることを積
極的に発言してください。聞くだけ、座っているだけという受け身の姿勢
からは、何も生まれませんよ。

講義コード（Course Code） 245210N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245210, 2000-265241

授 業 名（Course Title）
マーケティング論
好みを分析すると、自分が、社会が
見えてきます

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 新村　佳史
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 特定のテキストは使用しません。毎回、
プリントを準備します。

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
「映画が好き、食べることが好き、音楽が好き、彼氏も好き」・・好き、と
いう言葉は何にでも使えますよね？でも、「好き」の中身は微妙に異なるは
ずです。なんとかその違いを、うまく言い表せないかな、と考えたときに、
役に立つのが「数字」です。感覚的なことを、上手に数値化できないかな、
というのが現在の「マーケティング」です。形容詞でなく、数字で語るこ
とができる、数字を読むことができる基礎を育てる授業です。また、数字
を使うための上手な調査―アンケートの作り方については、時間をかけて
じっくり学べるように考えています。正しい情報、データを見抜き、賢い
消費者になれる力を育てます。数学が苦手でも、数字の面白さがわかるよ
うに進めていきます。これからの時代を上手に生きていくために必要な力
を身につけてください。特に、大事なお金の使い方については丁寧に指導
していきます。広告にだまされない知恵を身につけましょう。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・データの読み方、集め方 ・企業の商品開発の進め方・・集めたデータか
ら何を取り出すか ・イメージの数値化・・好き、嫌いの感覚を分析する手
法 ・自分がビジネスをするとしたら・・ビジネスチャンスをデータから発
見する ・調査票を作る・・データは取り方で変化する　・これからの時代
のお金の運用・・大事なお金を減らさないために
３．教育・学習の方法（Course Methods）
基本的には自分の好みをなんとか数字にして、データを個々で蓄積してい
きます。 また簡単なアンケート票の作成、発表をグループ単位で実施。実
践的な演習を行ないます。 各自の趣味、関心について「自分がなぜそれを
好きになったのか」を探りながら、現代社会における企業の戦略について
も各々が「気づく」ことを意識して授業を進めます。それにより、社会や
企業活動に関心が深まることを期待しています。グループでの共同作業も
行いますので、積極的に授業にかかわってください。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
自分が好きなこと（音楽、ファッション等なんでもいいです）の理由をい
つも考えておいてください。あなたはなぜ、それが好きなんですか？ペッ
トと彼氏とスイーツの「好き」に順位をつけることはできますか？とにか
く考えることを重視します。その良さを上手に他人に伝えましょう。きっ
と、友達が増えますよ。毎回、みなさんに質問を投げかけていきます。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業に対する積極的な参加姿勢（３０％）。授業内での課題への評価（３

講義コード（Course Code） 245209N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245209, 2000-265240

授 業 名（Course Title）
ビジネスの基礎
社会人として必要な教養・コミュニ
ケーション力を身につけましょう

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 新村　佳史
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
テキストは特に使用しません。毎回、み
なさんの意見を聞きながらプリントを準
備します。

参考文献（References）
世界地図
好きな雑誌
世界について書かれた好きな本

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
この授業で学ぶは、社会人として求められる一般教養、そしてコミュニケー
ション力を育てよう、というものです。みなさんは「自分が考えているこ
とをきちんと人に伝える」ことができていますか？ちょっと苦手、という
人はぜひ選択してください。それを楽しく身につけていくために、音楽や
ファッション、食べものなど身近なことをまず見つめます。そこから話題
を深めていきましょう。考えるための知識をまず身に着けていきます。そ
こから今度は、自分なりの考えをまとめていく、と言う企画作りに入りま
す。短期間で成長が実感できる、そして自分の未来を考える力を育てるこ
とを目標にしています。書く、考える、話し合う、意見を発表する量が多
くなります。就職試験で求められる面接やグループディスカッション対策
にもなる講義です。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・基礎教養の再確認　　世界を広げるための基礎力チェックとその養成、こ
とに宗教と民族の特性について
・メディアの特質とその個性　　新聞、テレビ、映画、通信、広告などの
役割
・社会参加の様々な方法を知ろう
・ビジネスにおける情報の価値を知る
・これから企業や社会はどうなるか
・コミュニケーション力とはなにか
・相手を知らないと始まらない
・世代論の基礎　　自分たち世代の強み、弱みを知ろう
・企画とはなにか　　すべては上手な目標設定から
・企画を実際に立ててみよう　　上手に自分の考えを伝える手法　
３．教育・学習の方法（Course Methods）
毎回プリントを準備し、さまざまなテーマについて知り、考えるという作
業を行ないます。 また、企画書の作成はもちろんのこと、その回のテーマ
について考えたことを多様なスタイルで「書く」ことで、自分の考え方の
確認をするとともに、言葉を用いての情報発信の技術を身につけていきま
す。書くことがきっと、楽しくなります。プリント、作成物をまとめてお
くファイルを必ず準備してください。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
新聞を読む、ニュースを見るという習慣を身につけて置いてください。
また海外への関心の高い人を歓迎します。講義を通して、みなさんが旅行し
たくなる場所を見つけてくれれば幸いです。旅は生きるためのフォーム・・
基礎力を育ててくれます。一人で京都の街を歩く、というのも最高の学習
です。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
試験は行ないません。授業中の態度と制作物、小テストで判断します。 授
業態度・姿勢　　３０％ 授業での課題（作文など）　　３０％ 最終制作物

（企画書）　　４０％  毎回の課題（作文、アイデア出し、ディベート）、授
業態度の評価度合いが高いので、欠席が多いようだと単位の認定は難しく
なります。注意してください。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　メディアについて知ろう　　日本のメディアの特質と、広告論、
聞く力の重要性

第２回　世界を知る基礎教養・１　世界のことをもっと知ろう　宗教、
民族の基礎

第３回　世界を知る基礎教養・２　面白い現代史　　アジアと西洋をつ
なぐもの

第４回　自分を伝える技術を持とう・　１　上手な話の聞き方、まとめ
かた
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４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加態度30％、グループワーク、プレゼンテーション50％、提出物
20％。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　はじめに―授業の目的と計画、起業とは何か―
第２回　自己分析と自己アピールの効果的な方法ーエントリーシートの

書き方を中心にー
第３回　女性の雇用環境ーワークライフバランス、子育て支援などー
第４回　女性起業家の現状と課題
第５回　女性起業家支援策
第６回　私の好きな商品・店・会社（プレゼンテーション）
第７回　女性起業家ケーススタディI（コレボラボ、エニーズ、マザー

ネットなど）　　　　　〃
第８回　　　　　　II（エコトラック、みえちゃん工房など）
第９回　コミュニティビジネス
第10回　事業計画をつくる
第11回　グループワークⅠ（グループ・個人の前半の個別指導）
第12回　グループワークⅡ（グループ・個人の後半の個別指導及び一部

の再指導）
第13回　社会起業家
第14回　事業プラン・プレゼンテーション
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245212N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245212

授 業 名（Course Title）
消費者教育
消費者として考えるべきこととは何
か

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 工藤　春代
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）
『新版　生涯消費者教育論―地域消費者力
を育むために―』　谷村賢治・小川直樹編　
晃洋書房　2007

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
私たちの生活は多くが商品やサービスを消費することで成り立っている。２
００４年の消費者基本法では、消費者の権利を尊重すると共に、消費者の
自立を支援することが定められている。しかしここ数年で、消費者を取り
巻く環境は大きく変化しており、消費者被害は後を絶たない。同時に消費
者被害の対象は広範囲に及び、問題が複雑化・多様化しているのが現状で
ある。
本講義では、情報の理解力や、適切な「選ぶ目、決める力」を身につける
ことを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・製品や取引をめぐる様々な消費者被害の実態
・消費者問題の歴史と消費者を取り巻く新たな環境
・食品安全や食品表示に関する事項
・消費者の意思決定プロセス
・情報収集の方法
・消費者行政の仕組み
・消費者に求められる行動
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキストは使用せず、毎回資料を配布する。スライドやビデオ教材を活用
する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
日常的に消費者問題に関心を持ち、新聞やニュース等で情報を収集してお
くこと。授業後に課題を提示するので、次回の授業時に提出すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度と授業態度、課題（２０％）、試験（８０％）で評価する。毎回、
授業後に感想を提出してもらう。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス：消費者問題とは何か、消費者教育がなぜ必要かに

０％）。 授業期間内での試験（４０％）。  授業中の積極的な発言、課題へ
の真剣な取り組みを高く評価します。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　自分たちの「好み」とその形成をふりかえって　好きになるっ
て何？

第２回　企業が「好み」をつかまえる技術・・マーケティングの考え方
と流行の誕生

第３回　ニーズから行動へ　購買行動を考える・・あなたの買い方はみ
んなと同じですか

第４回　リーダーはどこにいる　イノベーターという考え方
第５回　テレビ番組やコマーシャルのターゲットは誰でしょう・・万人

向けから、個性的なターゲットへ
第６回　質問紙作成のテクニック　調査は『聞き方』で決まる
第７回　グループで調査計画、質問紙を作成してみよう
第８回　調査結果の上手な報告の仕方について
第９回　グループごとに調査結果を報告してみよう
第10回　消費者集団とはなにか　自分ははたして「普通」だろうか
第11回　差別化戦略とその具体的な方法論
第12回　マーケティングはどんな業種で求められているのか
第13回　これからの経済と、お金の守り方について
第14回　試験（１時間）これからのマーケティングの課題
第15回　試験解説、総論、まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
グループ作業が多い授業です、積極的に人と話すことが求められます。グ
ループの仲間に迷惑をかけないように、きちんと出席してくださいね。

講義コード（Course Code） 245211N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245211

授 業 名（Course Title） 女性起業論
女性起業家が社会を変える

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 吉村　恵
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References） 授業内で紹介する
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　女性が会社や組織を設立する動きが活発化している。女性による起業の
動機や背景、経営手法などをみると、男性とは異なる特徴点が多く見出さ
れる。仕事や生活、地域活動等を通じた力量やネットワークを活かして起
業し、「進化」を続ける女性起業家が少なくない。この科目では、生活・福
祉の分野を中心に女性起業家の実像に迫っていく。また、一部の時間はグ
ループワークにあて、アイディアを出し合って事業計画を立て、プレゼン
テーションを行う。近年、企業においても、高い起業マインドや企画力、プ
レゼンテーション能力を持つ人材を求める傾向が強まっている。起業に興
味のある人はもちろん、就職活動で必要な企画力、プレゼンテーション力
を身につけたい人にも受講してほしい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．女性のライフスタイルと雇用環境の変化を把握する
２．自己分析と自己アピールの手法を学ぶ
３．女性起業家と事業の特徴を把握する 
４．起業の多様な形態や起業支援策を把握する
５．新たなニーズに対応した商品・サービスに注目する 
６．事業計画、経営計画をたてる 
７．効果的なプレゼンテーションを行う
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　毎回配布するレジメに沿った講義が基本である。適宜、映像を使用し、受
講生が具体的イメージを持てるように努める。グループ・ワークとプレゼ
ンテーションも行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
受講生は、日頃から生活の様々な局面で、今、どのような商品やサービス
が求められているかを常に意識してほしい。また、新聞や雑誌、文献を通
じて、社会的ニーズや起業に関する情報収集が求められる。一方では、広
く多くの情報を収集する訓練と他方では、一つの問題を深く多面的に掘り
下げる訓練を行なってほしい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
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３. テキスト・文献等
　（1）　テキストは『新保育学』（南山堂）を用いる。
　（2）　参考文献 『育児の百科』（岩波書店）、『子どもは素晴らしい』（金原
出版）
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　・次回の講義分のテキストを、しっかり読んでくること。　
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、レポート（10%）、授業参加度（10%）、形成テスト（80%）の総合
評価とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第１章 保育を学ぶ（育児学と保育学）
第２章 子どもの発達 Ａ．母体の健康管理と子どもの誕生

第２回　第２章 子どもの発達 Ｂ．子どもの心身の発育・発達（Ⅰ）
　　　　　　　　　　　　（新生児の生活現象）

第３回　第２章 子どもの発達 Ｂ．子どもの心身の発育・発達（Ⅱ）
　　　　　　　　　　　　（パーセンタイル）

第４回　第３章 子どもを育てる Ａ．愛着と自律
宿題「愛着行動の重要性について」レポート、Ｂ．親のかかわ
りと人格形成

第５回　第３章 子どもを育てる Ｃ．親の保育責任（DVD 『頑張れ！お
父さん』、基本的生活習慣）

第６回　第３章 子どもを育てる Ｄ．親の不適切なかかわりとその影響
　　　　　　　　　　　　　（児童虐待）
第４章 子どもの育つ環境の整備 Ａ．子どもの生活と遊び
　１　子どもの生活（Ⅰ）（母乳栄養と離乳の意義）

第７回　第４章 子どもの育つ環境の整備 Ａ．子どもの生活と遊び
　１　子どもの生活（Ⅱ）（衣生活、住生活）　

第８回　第４章 子どもの育つ環境の整備 Ａ．子どもの生活と遊び
　２　子どもの遊びと文化

第９回　第４章　Ｂ．家庭保育と集団保育子どもの育つ環境の整備
　　　　Ｃ．児童福祉、子育て支援

第10回　第６章　家庭における看護 Ａ．病気や事故の予防と手当て（Ⅰ）
　　　　　　　　　　　　　　（死因、感染症）

第11回　第６章　家庭における看護 Ａ．病気や事故の予防と手当て（Ⅱ）
 （悪性新生物、アレルギー疾患など）
第５章　子どもとふれ合う（保育園見学実習　事前指導）　

第12回　第６章　家庭における看護 Ａ．病気や事故の予防と手当て（Ⅲ）
 （小児生活習慣病、発達障害、不慮の事故）

第13回　第６章　家庭における看護 Ｂ．家庭における看護
　　　　　　　　　　　　　　（事故、火傷、人工蘇生法）
・乳児の人工蘇生法実技演習
　まとめ（Ⅰ）　

第14回　形成テスト（途中退出不可）
第15回　形成テストの解説と評価、不登校の話　
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
第16回　第５章　子どもとふれ合う（保育園見学実習　事後指導）
半日の保育園見学実習を行います。その日程により、事前・事後指導の日
程が決まります。
他の受験生に迷惑となる私語、携帯電話によるメールの送受信、摂食は禁
止。

講義コード（Course Code） 245214N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245214

授 業 名（Course Title） 健康科学概論
健康的に美しくあるために

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 萩原　暢子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『テキスト健康科学』　佐藤祐造・竹内康
浩・田中豊穂　南江堂　2007
『これからの健康とスポーツの科学』　安
部　孝・琉子友男　講談社サイエンティ
フィク　2001

備 考（Note）

ついて解説する。
第２回　消費者の認知プロセス:消費者がものごとを認知する際のバイ

アスや、情報処理の特徴を学ぶ。
第３回　消費者の意思決定プロセス：商品・サービスを購入する際に、

どのように情報を処理し、決定しているのかについて説明する。
第４回　情報との付き合い方：私たちはメディア等を通して情報を受け

取っている。メディアの情報提供方法や問題点を通じて、情報収集
の際に気をつけるべきことを考える。

第５回　消費者問題の歴史：戦後から現在に至るまで、日本ではどのよ
うな消費者被害が発生し、問題はどのように変わってきたのかにつ
いて説明する。

第６回　消費者被害の実際①：様々な悪質商法による被害の実際とその
対策について概説する。

第７回　消費者被害の実際②：生活用品に関する消費者被害の実際とそ
の対策について概説する。

第８回　消費者被害の実際③：携帯・インターネット、金融問題などに
関する消費者被害の実際とその対策について概説する。

第９回　食品に関する知識①：生きていくうえで欠かせない食品を取り
上げ、その安全確保の仕組みや考え方を説明する。

第10回　食品に関する知識②：食品の表示制度について解説する。
第11回　食品に関する知識③：「健康食品」に関してどのような問題が

あるのか、また情報収集や利用の際に注意すべき点を説明する。
第12回　消費者行政・制度：消費者行政の仕組みや法律、消費者被害の

救済制度について概説する。
第13回　競争政策：事業者間の公正な競争を確保するために、どのよう

な仕組みが整えられているかを説明する。
第14回　消費行動の影響：私たちの消費行動が社会にどのような影響を

与えているか、具体的な事例をもとに考える。
第15回　消費者に必要とされること：これまでの内容を踏まえて、これ

から消費者に必要とされること、身につけておくべきことは何かを
考える。

６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245213N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245213

授 業 名（Course Title）
保育学（実習及び家庭看護を
含む）
現代社会における子育て法

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 58時間
担 当 者（Instructor） 萩原　暢子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 『新保育学』　岡野雅子ほか　南山堂　2011

参考文献（References）
『育児の百科』　松田道雄　岩波書店　
『子どもは素晴らしい』　牛尾信也ほか　金
原出版　2007

備 考（Note） 全16コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
人間の子どもは他の動物と異なり、自立のために親が長期にわたって世話
をし、育てはぐくむ必要がある。子どもをしっかり育てることは社会全体
の最大の責任である。保育書を読んだり、ニュ－ス等について考える時に
は、基礎となる正しい医学的・生物学的・社会学的知識を身に付けている
必要がある。本講義の目的は、教養ある母親としての常識的な判断力を養
い、世間の風評に左右されない保育者を育てることである。 　
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　１. 保育を学ぶ
　２. 子どもの発達
　３. 子どもを育てる
　４. 子どもの育つ環境の整備
　５. 子どもとふれ合う（保育園実習）
　６. 家庭における看護
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１. 授業方法　講義形式、見学実習では、現場へ出向する。
２. 学習方法
　（1）　テキストに沿って行う。プリント、OHC、パワーポイントで内容補
充。
　（2）　提起された問題点を“一緒に考える”といった態度で授業に臨んで
欲しい。
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講義コード（Course Code） 245215N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245215

授 業 名（Course Title） 家庭科教育法Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 加藤　佐千子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『中学校学習指導要領解説－技術・家庭科
編－』　文部科学省　教育図書　
『高等学校学習指導要領解説家庭編』　文
部科学省　開隆堂　
『小学校家庭科教育法ワークブック』　鈴
木洋子　家政教育社　
『小学校家庭科概論－生活の学びを深める
ために』　加地芳子・大塚眞理子　ミネル
ヴァ書房　2011
小学校家庭科教育法ワークブックは授業
担当者が入手して販売するので、書店で
の購入はしなくてもよい

参考文献（References）

『文部科学省検定済中学校技術・家庭教科
書「家庭分野」』　開隆堂　
『文部科学省検定済高等学校家庭基礎』　教
育図書　
『中学校学習指導要領』　文部科学省　
『高等学校学習指導要領』　文部科学省　

備 考（Note） ［教］　家庭科必修

１．科目の教育目標（Course Description）
　中学校家庭分野、および高等学校家庭科の学習指導の基礎となる専門的
な内容・技術の中で、主に生活の自立や衣食住に関する内容を中心に取り
あげ，それについての十分な理解と知識・技術の習得を目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　・中学校、高等学校における指導内容を理解する。
　・基礎的知識、技術の習得と理解に努める。 　
　・自主的に学習を進め、知識の習得に努める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　講義形式、討論形式、実習、演習、実験、ロールプレイ、ビデオ視聴、発
表などを取り入れながら授業を進める。見学、特別講師による授業を取り
入れることもある．
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・テキストをよく読むこと。
・衣・食・住と関連する専門書を読んで、知識の習得に努めること。
・レポートは、教える立場に立って、学習者が理解しやすいようにするに
はどのように工夫すればよいかを考えながら作成するとよい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　評価基準・・学習指導要領を理解できたか
　　　　　　　家庭科に必要な内容を理解できたか
　　　　　　　家庭科に必要な基本的技術を習得できたか
　　　　　　　教材の作成に積極的に取り組めたか 　
評価方法・・試験（50％）、レポート（30％）、発表（20％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業の進め方と評価についての説明、学習指導要領の解説1
第２回　学習指導要領の解説2
第３回　繊維・糸についての教授法の説明と演習
第４回　織・布についての教授法の講義と演習
第５回　界面活性剤の働きと、吸水性、吸湿性についての教授法の説明

と実験
第６回　和装、洋装の原型の製図と教授法
第７回　基礎縫いの実技および和装の着用と和装キットの製作とその教

授法
第８回　食品添加物の検出、だしのうま味を対比する実験とその教授法
第９回　栄養素、食品の組み合わせ、食事バランスガイドの解説と料理

カードを使った演習及びその教授法
第10回　食品の成分（小麦粉のグルテン抽出）、砂糖の温度変化につい

ての解説と実験及びその教授法
第11回　住生活の自立の内容の解説と平面図とその記号を理解する演習

とその教授法
第12回　学習ソフトを用いた教授法とソフトの使用法の理解（栄養計算

ソフト使用）
第13回　学習ソフトを用いた教授法とソフトの使用法の理解（服飾ソフ

ト使用）

１．科目の教育目標（Course Description）
　平均寿命が世界第一位となった今、充実した人生を送るために、健康の
意味をもう一度考え直し、健康を維持するための基本的な知識を理解する。
特に、女性の体の仕組みを理解し、女性特有の健康を維持する方法を学ぶ。
また、世界レベルの保健政策を行っている世界保健機関（WHO）の仕組み
と役割を認識し、国際的視野から先進国日本の置かれている状況を学習す
る。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１. 健康と体力の概念および世界保健機関の仕組みと役割 ２. 骨粗しょう症
について理解する。 ３. 肥満とやせについて理解する。 ４．健康食品につ
いて理解する。 ５. エイズの正体と予防、および性感染症について理解す
る。 ６．女性の体の仕組みと妊娠および避妊について理解する。 ７. 健康
を害する疾病や喫煙、薬物などの、外的環境について理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１. 授業方法
　パワーポイントと配布プリント中心に、DVDも使用して講義する。
２. 学習方法
　（1）　講義をしっかり聴いて、ノートを確実に取る。
　（2）　毎授業初めにスモールテスト（持ち込み）を行い、終了時に授業評
価を行う。
３. テキスト・文献など
　（1）　テキストは、特に用いない。
　（2）　参考文献 『これからの健康とスポーツの科学』（講談社サイエンティ
フィク）
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
分からないところは、FD用紙を使って質問し、必ず理解するように努める
こと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
１. 評価は、授業参加度（15%）、定期テスト（80%）、DVDレポート（5%）
の総合評価とする。 ２. 3分の2以上の出席がないものは、成績を評価しな
い。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　健康と体力、女性のオリンピック史
第２回　骨と健康Ⅰ（骨の役割、骨粗しょう症とは？栄養の効果、カル

シウムとビタミンD）
第３回　骨と健康Ⅱ（運動の効果、女性ホルモンの役割、骨とダイエッ

ト）
第４回　健康食品の落とし穴（肥満とやせ、医学的に安全なダイエット、

サプリメントは大丈夫？）
第５回　世界保健機関（WHO）の仕組みと役割（組織の沿革と活動、わ

が国との関係、NGO、NPO、ODEとは？）
第６回　エイズそのⅠ（正体と予防、女性カウンセラーの体験実話と指

導のDVD鑑賞）
第７回　エイズそのⅡ（実態と治療の現状）、恐ろしい性感染症の話Ⅰ

（性感染症の知識、若者の現状、自分のこととして考える）
第８回　排卵の仕組み（女性の生殖器、排卵が起こる仕組み、男性の生

殖器、受精・妊娠）
第９回　正しい避妊法Ⅰ（避妊法の知識、低用量ピルと緊急避妊ピルの

話）
第10回　正しい避妊法Ⅱ、子宮頸がん予防について
第11回　健康を害するものⅠ（喫煙・薬物乱用）
第12回　健康を害するものⅡ（インフルエンザ、日本に定着したO-157、

結核）
第13回　健康を害するものⅢ（環境ホルモンの正体、放射線の話など）
第14回　形成テスト（途中退出不可）、生活習慣の振り返り
第15回　形成テストについて解説と評価
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
他の受験生に迷惑となる私語、携帯電話によるメールの送受信、摂食は禁
止。
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の冊子の利用法）
第５回　自立に向けた人生を考えさせる教授法（人生すごろく作成法、

家計費のゲームの利用法）
第６回　ホームプロジェクトの進め方と実践（ビデオ視聴）
第７回　乳児の発達と保育を理解させる教授法（教材ソフトの活用）
第８回　保育実習のための準備と心得の教授法（DVD視聴）
第９回　高齢者福祉施設の種類と内容を理解するための教授法（ビデオ）
第10回　高齢者理解の教授法（高齢者疑似体験、ブラインド・ウォーク）
第11回　高齢者の介助と基礎介護の教授法（排泄・着脱・清拭、食事介

助体験、嚥下食体験）
第12回　消費者教育についての教授法（消費者と販売者のロールプレイ

ング）
第13回　消費者教育についての教授法（カードの使い方のビデオ視聴）
第14回　課題発表（家族に関わるホームプロジェクト）
第15回　課題発表（衣・食・住に関わるホームプロジェクト）
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
・原則として家庭科教育法Iを履修したものを対象とし、２年次後期で履修
のこと。
・受講生の理解度に合わせて内容を変更することがある。
・家庭科教師になりたいという強い希望を持つ学生を対象とする。
・著しく態度が悪い場合は退室させることもある。
・原則として遅刻・欠席は認めない。　　　　　

講義コード（Course Code） 245217N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245217

授 業 名（Course Title） 家庭科教育法Ⅲ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 加藤　佐千子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『中学校教科書『新しい技術・家庭分野』　
東京書籍　
『高等学校教科書『家庭総合』　東京書籍　
『評価基準の作成、評価方法などの工夫改
善のための参考資料【中学校　技術・家
庭科】』　国立教育政策研究所教育課程セ
ンター　教育出版　
『評価基準の作成、評価方法などの工夫改
善のための参考資料【高等学校共通教科
「家庭」】』　国立教育政策研究所教育課程
センター　教育出版　

参考文献（References）

『家庭科教育法』　貴田康乃編著　佛教大
学通信教育部　
『平成14年度新観点別学習状況の評価基
準表中学校・技術・家庭－ABC判定基準
－』　北尾倫彦　図書文化社　
『中学校学習指導要領』　文部科学省　
『高等学校学習指導要領』　文部科学省　

備 考（Note） 「家庭科教育法II（家族・家庭生活と福祉）」
の履修者であること  ［教］　家庭科必修

１．科目の教育目標（Course Description）
　本講義では、家庭科教育の意義、本質、家庭科の目標と指導内容、家庭
科の歴史的変遷についての基礎的理解と、家庭科の指導案の作成や教材作
成の技術を身につけ、生徒の知識、実践および体験を生きる力に結びつけ
られるような授業を計画・設計し、実践する指導方法を身につけることを
目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・中学校、高等学校における指導方法を理解する。 
・指導案の作成、評価の仕方を理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・講義、発表、教材制作、模擬授業等によって授業を進める。特別講師の
講義も取り入れることもある。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・人の前で話す練習や、大きな声を出す練習をしておくとよい。 　
・板書の練習をしておくとよい。 　
・教科に関する専門書をよく読み知識の習得につとめるとよい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価基準・・学習指導要領を理解できたか
　　　　　・指導案の作成方法がわかったか

第14回　食生活の課題発表
第15回　衣生活・住生活の課題発表
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
・原則として２年次前期に履修すること。 
・家庭科教師になりたいという強い希望を持つ学生を対象とする。
・上記に示したテキスト以外に、「家庭科教育法」のテキストおよび、中学
校家庭の教科書が必要（授業の中で指示する）。
・受講生の理解度によって内容を変更することがある。
・原則として遅刻・欠席は認めない

講義コード（Course Code） 245216N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245216

授 業 名（Course Title） 家庭科教育法Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 加藤　佐千子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『中学校学習指導要領解説－技術・家庭科
編－』　文部科学省　教育図書　
『高等学校学習指導要領解説家庭編』　文
部科学省　開隆堂　
『小学校家庭科教育法ワークブック』　鈴
木洋子　家政教育社　
『小学校家庭科概論　生活の学びを深める
ために』　加地芳子・大塚眞理子　ミネル
ヴァ書房　2011
小学校家庭科教育法ワークブックは授業
担当者が入手して販売するので、書店で
の購入はしなくてもよい

参考文献（References） 『中学校学習指導要領』　文部科学省　
『高等学校学習指導要領』　文部科学省　

備 考（Note） 「家庭科教育法I（生活の自立と衣食住）」
履修者であること  ［教］　家庭科必修

１．科目の教育目標（Course Description）
　中学校家庭分野、および高等学校家庭科の学習指導の基礎となる専門的
な内容・技術について、主に家族や家庭生活・福祉の内容を取り上げ、そ
れについての十分な理解と知識・技術の習得を目的とする。また、ホーム
プロジェクトや学校家庭クラブ活動についての実践方法を習得することを
目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・中学校、高等学校における指導内容を理解する。 
・基礎的知識、技術の習得と理解に努める。 
・自主的に学習を進め、知識の習得に努める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　講義形式、討論形式、実習、演習、実験、ロールプレイ、ビデオ視聴、発
表などを取り入れながら授業を進める。見学、特別講師による授業を取り
入れることもある。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・レポート作成は、教える立場に立って、学習者にどのような方法を用い
て教えると理解しやすいかを考えて作成するとよい。 　
・日頃から子供や高齢者と接する機会を持つこと。 　
・家族に関する法律や保険制度などについて日頃から興味を持ち、知識を
高めるよう努力すること。　
・ホームプロジェクトを行うために、日常生活上の問題点や課題を見つけ
ておくと良い。 　
・専門書で、十分な知識の習得を行うこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価基準・・学習指導要領を理解できたか。　　　　　
　　　　　　家庭科に必要な内容論を理解できたか。　　　　　　　
　　　　　　家庭科に必要な基本的技術を習得できたか。
　　　　　　教材の作成に積極的に取り組めたか。　
評価方法・・試験（50％）、レポート（20％）、発表（30％） 　　　　　
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　本講義の進め方、評価の仕方の説明、学習指導要領の解説
第２回　家族と家庭生活の歴史的変化、現代の家族の特徴の講義とその

教授法
第３回　家庭・家族の機能についての講義と教授法（ビデオ視聴）
第４回　自立に向けた人生を考えさせる教授法（法律・保障を知るため
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評価方法・・  指導案の提出（50％）、指導案の内容（25%）、模擬授業（25％）。
　　　　　・試験は行わない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　本講義の進め方と評価についての説明、学習指導要領改訂の経
緯の解説　

第２回　家庭科の教育評価・学習評価、評価基準、観点別評価の説明
第３回　学習指導案の必要性・作成方法、学習指導の方法
第４回　家庭科の施設・設備の説明、実習訪問の方法
第５回　学習指導案の作成と指導（指導案の書き方・評価基準）
第６回　作成した指導案（家庭分野Aの内容、人の一生の内容を中心に

行う）の指導と修正
第７回　模擬授業実施（Aの内容を中心に行う）
第８回　作成した指導案（家庭分野Ｂの内容、生活の科学と環境の内容

を中心に行う）の指導と修正
第９回　模擬授業実施（Bの内容を中心に行う）
第10回　作成した指導案（家庭分野Ｃの内容、生活の科学と環境の内容

を中心に行う）の指導と修正
第11回　模擬授業実施（Cの内容を中心に行う）
第12回　作成した指導案（家庭分野Ｄの内容、生活の科学と環境の内容

を中心に行う）の指導と修正
第13回　模擬授業実施（Dの内容を中心に行う）
第14回　反省と評価及びディスカッション
第15回　まとめ（教育実習に向けて）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・模擬授業を行う２週間位前に面接による指導を受けること（予約制）。
・特別な事情がない限り、遅刻、欠席は認めない。
・著しく態度が悪く、改善の様子がうかがえない場合、教師の資質に欠け
ると判断し、評価の対象から外すこともある。
・原則として家庭科教育法I、II、IIIを履修済のもの。 
・３年次後期で履修のこと。 
・教師になりたいという強い希望を持つ学生を対象とする。
・教科書は家庭科教育法Ⅰ、Ⅱ、Ⅲで使用したものと同じものが必要。
・受講生の人数により「作成した指導案の指導」は授業時間外で行うこと
もある。

講義コード（Course Code） 245219N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245219

授 業 名（Course Title） 住居製図Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 竹原　広実
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『建築製図　基本の基本』　櫻井良明　学
芸出版社　

参考文献（References） 『新しい建築の製図』　編集委員会編　学
芸出版社　

備 考（Note） 定員20人

１．科目の教育目標（Course Description）
住宅の計画、設計に欠かせない建築設計製図の基礎知識の理解と製図技法
の習得を目指すものである。基本図法を学んだ上で、各種図面の作図、表
現方法を演習する。同時に様々な住宅図面を読み取り空間感覚を養うこと、
空間に配置される多様なもののスケールへの認識を深めることも合わせて
行う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
製図法の基礎知識の理解 各種図面の理解と製図技法の習得
３．教育・学習の方法（Course Methods）
課題の演習を基本とする
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
日常目に触れる広告などの図面に関心をもつこと
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
提出課題の評価（90）と、授業への参加状況（10）などを加味して総合評
価する。指定された期限内に課題を提出することが必須条件である。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　図面の種類、図面記号、図面の描き方
第２回　木造住宅配置図　トレース課題演習１（下書き線）
第３回　木造住宅平面図　トレース課題演習２（壁、柱の下書）
第４回　木造住宅平面図　トレース課題演習３（壁、柱の完成）

　　　　　・模擬授業を工夫して実施できたか
　　　　　・授業観察の方法がわかったか 
評価方法・・試験（60％）、発表（10%）・レポート（30％） 　
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　本講義の進め方と評価の説明、家庭科教育の特質と家庭科の歴
史的変遷、家庭科の目標についての解説

第２回　学習指導要領の解説、改訂の経緯の説明
第３回　学習指導要領の見方、利用の仕方についての解説と演習
第４回　小学校、中学校、高等学校の家庭科の位置づけの解説
第５回　家庭科の学習指導の種類と内容、評価についての解説
第６回　消費者教育を題材にする教育方法の説明
第７回　教育機器の使用方法（黒板、カード、TP、OHC、OHP）の解

説と実践
第８回　評価法についての解説、家庭科の施設と設備の説明
第９回　家庭科指導計画案の作成方法の説明
第10回　指導案作成と指導（年間指導計画案作成と実践）
第11回　食生活に関する教材作成（カード、表の作成）
第12回　保育に関する教材作成（視聴覚教材の利用と演習）
第13回　指導案作成と指導（題材指導計画案作成と実践）
第14回　指導案作成と指導（本時の指導計画と実践）
第15回　教材作成と指導計画のまとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
・原則として家庭科教育法I（生活の自立と衣食住）、家庭科教育法II（家
族・家庭生活と福祉）を履修済のもの。
・３年次前期で履修のこと。 
・家庭科教師になりたいという強い希望を持つ学生を対象とする。
・教科書は一部家庭科教育法Ⅰ、Ⅱで使用したものと同じ。
・特別な事情がない限り、遅刻、欠席は認めない。
・著しく態度が悪く、改善の様子がうかがえない場合、教師の資質に欠け
ると判断し、評価の対象から外すこともある。

講義コード（Course Code） 245218N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245218

授 業 名（Course Title） 家庭科教育法Ⅳ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 加藤　佐千子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 家庭科教育法I・II・IIIで使用したものと
同じ。

参考文献（References）

『家庭科教育法』　貴田康乃編著　佛教大
学通信教育部　
『平成14年度新観点別学習状況の評価基
準表中学校・技術・家庭－ABC判定基準
－』　北尾倫彦ら　図書文化社　
『中学校学習指導要領』　文部科学省　
『高等学校学習指導要領』　文部科学省　

備 考（Note） 「家庭科教育法III（指導法と教材作成）」
の履修者であること  ［教］　家庭科必修

１．科目の教育目標（Course Description）
　本講義では、模擬授業を通して、教育方法や教材の活用の仕方、授業評
価について学び、指導や評価方法を体得することを目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・実際に教壇に立ち模擬授業を行う。 
・模擬授業や教材開発・研究を通じて指導や評価方法を体得する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・実際に授業を行う。 
・他者の授業評価ができる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　人の前で、喋る練習をしておくとよい。 　
　大きな声を出す練習をしておくとよい。 
　教科に関する専門的な知識を身に付けておくとよい。
　事前に指導を受ける。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
50時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価基準・・学習指導要領を理解できたか 
　　　　　　指導案の作成方法がわかったか
　　　　　　模擬授業を工夫して実施できたか
　　　　　　授業観察の方法がわかったか。
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理解
第13回　　〃　　　　　　　　　　住宅のモデリング　壁の押し出し、

開口部の作成
第14回　　〃　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　屋根の作成
第15回　課題５の講評　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ＣＡＤの操作講習の授業であるので、毎回の出席が重要。欠席の場合はそ
の授業分を次回までに授業の空き時間を利用して自習する必要があるので
要注意のこと。

講義コード（Course Code） 245221N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245221

授 業 名（Course Title） 設計方法論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 岸　研一
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）

備 考（Note） 「住居製図Ⅰ」履修者であること（同時履
修可）。

１．科目の教育目標（Course Description）
建築・デザインについて興味を持ち、設計の手順・手法を含め、建築につ
いて幅広く知識を養う。建築は、常に人間の視点から計画し設計しなけれ
ばならない。まずは人間の多様性、心理、行動など人間そのものを理解し、
建築と住まう人並びに周辺環境との関係を考え、快適で、安全で、環境に
配慮し、かつ美しい建築を計画・設計することを目標し、小規模な住宅の
計画（設計）が出来るようになる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.建築・デザインに興味を持つ
2.作品事例や建築家の紹介を行い、幅広く建築（設計、デザイン）の知識を
養う
3.設計を行うために必要な知識の養成
4.条件や周辺環境に対する視点の獲得
5.スケール感や、空間構成能力の養成
6.発表やプレゼンテーションを通して、考え方を相手に理解させる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1.建築作品事例の紹介
2.実物の見学による空間、スケール感を体感する
3.実測等によりスケール感を養う
4.実例を基に一連の設計の流れを理解し、実際にコンセプトワークを行い
ディスカッションする
5.小規模住宅の設計演習課題を通して計画やプレゼンテーションを行う。
6.適宜小テストなどを行い、復習し、理解度を深める。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・事前に配布する資料や参考文献の熟読、授業中に配布する資料やノート
の復習。
・参考事例（建築物）を見に行き、レポートやスケッチ、写真撮影などを
行う。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
20時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（30％）、授業への取り組み状況、及び小テスト、レポート又は
課題提出など（70％）を総合して評価する
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス、設計とは・設計に必要な要素について
第２回　著名建築家、作品などの事例紹介（海外・巨匠）
第３回　著名建築家、作品などの事例紹介（海外）
第４回　著名建築家、作品などの事例紹介（日本）
第５回　身近にある著名建築作品の見学（予定）
第６回　建築の様々な形態や工法、素材の種類について
第７回　人間の行動について、スケール感について（ヒューマンスケー

ル）、空間をデザインする方法（事例紹介）
第８回　安全性、福祉住環境、環境への配慮について
第９回　設計条件や周辺環境の解読について（事例紹介）
第10回　設計の手順（考え方、進め方）、設計の一連の流れ（実例を基

に計画（エスキス）から竣工まで）
第11回　実例を基にしたコンセプトワーク（グループディスカッション）
第12回　製図演習

第５回　木造住宅平面図　トレース課題演習４（建具、設備）
第６回　木造住宅平面図　トレース課題演習５（文字）
第７回　木造住宅平面図　トレース課題演習６（寸法線）
第８回　住宅立面図トレース課題演習１（下書き線）
第９回　住宅立面図トレース課題演習２（屋根勾配線）
第10回　住宅立面図トレース課題演習３（寸法線）
第11回　住宅展開図トレース課題演習１（屋根勾配線）
第12回　住宅展開図トレース課題演習２（設備、部屋名、寸法線、記号）
第13回　住宅模型課題演習１（図面とパーツの準備）
第14回　住宅模型課題演習２（組み立て）
第15回　まとめ（作成した図面の講評と、図面の種類、製図記号など基

礎知識の確認）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
科目の性格上、全出席が原則である。初回から必ずテキストを用意するこ
と（テキストの図面をトレースするため）

講義コード（Course Code） 245220N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245220

授 業 名（Course Title） 住居製図Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 中村　久美
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 操作講習に関するオリジナルのマニュア
ル、資料を配布

参考文献（References）
備 考（Note） 定員20人

１．科目の教育目標（Course Description）
ＣＡＤによる製図の技法を学ぶ。実習課題（トレース）を通し、住宅の計
画、設計に欠かせない建築設計製図の基礎知識や、各種スペース・設備等
のスケール感を養う。ＣＡＤ操作の仕方を身につけたうえで、集合住宅の1
室の間取りやインテリア装備の設計・製図をＣＡＤを使って行う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１.　製図法の基礎知識の理解 
２.　各種図面の理解と製図技法の習得 
３.　CAD操作の習得
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1.課題の演習を基本とする。 
2.進捗状況により、授業空き時間を利用して課題の作成を各自すすめるこ
と。
3.教員や他の受講者とのコミュニケーションから、積極的にＣＡＤ技術を習
得する
4.自分の習得レベルに応じて各種検定試験に挑戦するなど、能動的に学修す
る。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　課題への取り組みは、締め切りを念頭において、授業空き時間を利用し計
画的に行うこと。様々な建築、都市空間を積極的に体感したり、日常の住
生活において空間やモノのスケール感を養うこと。　なお、授業を欠席し
た場合は、次回授業までに各自、課題を自習することで欠席分を補うこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　提出された課題（７0％）と授業参加状況（30％）により評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　CADの概要と基本操作
第２回　基本図形の演習
第３回　課題１「住宅部品の作成」　
第４回　課題２「簡易なマンション平面図のトレース」レイヤーの理解
第５回　　〃　　　　　　　　壁と柱の包絡　開口部処理　文字記入　
第６回　課題３「木造住宅平面図」グリッドを使った在来木造平面図の

理解
第７回　　〃　　　　　　　　柱、壁、建具や家具記入
第８回　　〃　　　　　　　　畳の割付　寸法・文字記入　
第９回　　〃　　　　　　　　仕上げ　印刷設定
第10回　課題４「木造住宅立面図」　CADによる立面図　USCアイコン

の設定　　
第11回　　〃　　　　　　　　　　仕上げ　レイアウトの作成　　　　

　　
第12回　課題５「木造住宅増築案」　３Ｄモデリング　レンダリングの
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講義コード（Course Code） 245223N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245223

授 業 名（Course Title） 建築構造力学
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） ドイル　恵美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite） ｢建築一般構造｣

テキスト（Textbook）
『図解入門図解レクチャー　構造力学（静
定・不静定構造を学ぶ）』　浅野清昭　学
芸出版社　2011 
他、演習プリントを配布する。

参考文献（References）

構造力学向けの教科書は多数販売されて
いるので、講義がある程度進行してから
書店または図書館で手にとって確かめる
のが望ましい。
考えるプロセスがわかる力のつり合いを
理解する構造力学、小野里 憲一 , 西村 彰
敏 、彰国社
初めての建築構造力学、<建築のテキス
ト>編集委員会編、学芸出版社
わかる建築学　建築構造力学、安達　洋・
丸田栄蔵編、学芸出版社
よくわかる構造力学の基本、松本慎也著、
秀和システム
新・建築構造入門、西谷　章著、鹿島出
版会

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
建築は人を守るために「安全」でなければならない。安全な建築物を造る
ためには、柱や梁にどのような力が作用して、どのように変形するかを知
るための力学すなわち構造力学の基礎知識が求められる。具体的には、静
定構造物の応力計算・断面設計、変形計算に関する知識の習得を目標とす
る。二級建築士試験では、問題25問中に、約6-7問は構造力学から出題され
るため、本講義ではそのテスト対策として演習もおこなう。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　難しいと思われがちな建築構造力学の基礎は、「中学の理科レベル＋α」
の知識で十分に対応できる。主に次の項目に関する理解に重点を置く。
1.作用・反作用の知識による反力の計算
2.反力と外力をもとにした単純支持ばりや門形骨組の曲げモーメントとせん
断力の計算
3.Hookeの法則に基づくはり断面や柱断面の応力の計算
4.Hookeの法則を活用したはりの変形（たわみ）の計算
等
３．教育・学習の方法（Course Methods）
基本的にはテキストに基づいて、構造力学の解説、例題問題の説明、そし
て、類似問題の演習を行い、実践に即した講義を行う。グループワーク（1
回：構造力学演習），プレゼンテーションまたはレポート（1回）も含む。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）

（1）シラバスにそって、前もってテキストを読んでおくこと。
（2）基本的に1時限1単元で進むので、必ずその時間の講義を理解し、わか
らない場合は次の講義で質問すること。

（3）欠席すると次の時間の理解に支障が生じるので注意すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
5回程度の小テスト（30点を配分）と定期テスト（50点を配分）、グループ
ワークやプレゼンテーション（20点を配分）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス（建築構造物の種類・力学の基礎）：建築構造学の
必要性を理解するために、構造物を作る模型実習を行う。

第２回　力学の基礎（構造力学の必要性、力のつりあい、モーメントな
ど）：物理・力学とは現象に対するイメージを正しく持つことが求め
られる。作用反作用の法則・ベクトル等についての力学基礎知識を
習得する。

第３回　部材の伸縮、応力度、ひずみ：物体の中も力が働いている。こ
れらの力学的性質を理解し、強く、変形しにくく、粘り強い材料に
ついて習得する。

第４回　応力とモーメントの計算：いくつかのトラス構造物を例に、節
点法と切断法によりトラス構造を理解する。

第５回　まとめ（講義の復習）：構造力学の美しさについて解説する（レ
ポートおよびプレゼンテーションあり）。

第６回　静定構造の解き方　1（演習あり）： 構造物のモデル化、反力に
ついて理解する。

第13回　製図演習、演習課題発表
第14回　エスキス指導
第15回　演習課題提出・プレゼンテーション、講評
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
住居製図Ⅰの履修者であること（同時履修可）

講義コード（Course Code） 245222N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245222

授 業 名（Course Title） 建築法規
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 中村　久美. 竹原　広実
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（後期）
前提科目（Prerequisite） 建築一般構造

テキスト（Textbook）

『「建築法規用教材」（最新版）』　日本建築
学会　
『建築基準法関係法令集　2016年版[平成
28年版]　』　日建学院　編　建築資料研
究社　

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　建築物の計画・設計・工事管理や建築行政に関する法規の知識を習得し、
法規的取り扱いや手続きのしくみを理解することを目標とする。　建築基
準法の単体規程、集団規程、制度規程を中心に、都市計画法、消防法、建
築士法などについて学習する。建築計画における法規的課題の解決に必要
な知識と建築士業務への倫理的態度を養う。 　
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.建築関係法令の法体系を理解する 
2.建築基準法の単体規程、集団規程の法知識を習得する
3.建築士の位置づけ、業務のあり方を理解する
4.法規の成立の背景や意図、さらには法規の遂行・順守によって発生する課
題についても考える
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1.テキスト、配布資料、パワーポイントにより授業をすすめる 
2.毎回登場する法規についてその都度テキストや配布資料により復習してお
くこと
3.法規を現実に適用する際の考え方や実務、計画基準値の計算などの実際を
演習する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
シラバスに書かれた授業予定にそってテキストを前もって読んでおくこと。
また小テストのための復習は必須である。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
確認試験（50％）と授業参加状況（20％）、授業途中で適宜行う小テスト

（30％）により評価する
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　建築関連法規の体系,法令の読み方,建築士法＜竹原＞
第２回　単体規程１（建築物の用語と定義）＜竹原＞
第３回　単体規程２（防火上、設計及び工事上の用語と定義）＜竹原＞
第４回　単体規程３（面積及び高さの算定）＜竹原＞
第５回　単体規程４（単体規程総論　採光、換気）＜竹原＞
第６回　単体規程５（一般構造、天井高、階段）＜竹原＞
第７回　単体規程のテストと解説＜竹原＞
第８回　集団規程１（道路と敷地　用途地域）＜中村＞
第９回　集団規程２（建蔽率　容積率）＜中村＞
第10回　集団規程３（高さ制限）＜中村＞
第11回　集団規程４（まちづくり関係）＜中村＞
第12回　手続き規程と建築行政＜中村＞
第13回　消防法＜中村＞
第14回　都市計画法＜中村＞
第15回　集団規定のテストと解説　建築法規の総括＜中村＞
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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第８回　鉄骨工事（1）工場製作
第９回　鉄骨工事（2）工事現場施工
第10回　ブロック・ＡＬＣパネル・押出成形セメント板工事　防水工事
第11回　石工事　タイル工事
第12回　木工事　屋根工事　金属工事
第13回　左官工事　建具工事
第14回　塗装工事　内装工事
第15回　まとめテスト、解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245225N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245225

授 業 名（Course Title）
西洋建築史
ヨーロッパ文化はどんな建物を建て
て来たのか？

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 西田　雅嗣
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『カラー版　図説建築の歴史　西洋・日
本・近代』　西田雅嗣・矢ケ崎善太郎/編　
学芸出版社　2014年
テキストは、授業で使用するので、毎回
授業には持参してください。

参考文献（References）

『西洋建築史図集』　日本建築学会/編　彰
国社　1981年
『もういちど読む山川世界史』　「世界の歴
史」編集委員会/編　山川出版社　2009
年
『ヨーロッパ建築史』　西田雅嗣/編　昭
和堂　1998年
『フレッチャー図説 世界建築の歴史大事
典』　ダン・クリュックシャンク/編　西
村書店　2012年
参考文献の4番目は大変高価な大部な本
です。図書館などで見てください。

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
（1）　ヨーロッパ文化では建築とは何だったのかを、代表的な歴史建築を見
て行く事で学ぶ。 

（2）　建築や環境を巡る現在の問題に対して、自分の意見を持てるようにな
ること。 

（3）　建築を鑑賞することができるようになること。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）　ヨーロッパの代表的な歴史建築物にはどのようなものがあり、それら
がどのような姿・形をしていてどのような特徴を持っているのかを知る。

（2）　ヨーロッパの建築の歴史的な変遷について、様式をたどって理解する。
（3）　歴史建築を見る事を通じて、建築を身近に感じる感性を養う。
３．教育・学習の方法（Course Methods）

（1）　指定した教科書の<第1章>西洋建築史を教科書の順に講述します。教
科書は様式の時代順です。原則として毎回一つの様式を扱います。教科書
では、短かい回では2頁、長い時で4頁の分量になります。

（2）　教科書の内容を理解できるように、適宜、教科書の内容の補足説明や
教科書の写真・図の補足画像をパワーポイントで写しながら、教科書を読
み進んでいくという形の授業です。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）

（1）　高等学校の「世界史」にあるヨーロッパの歴史程度の基礎的な知識が
あると、講義内容の理解の助けになります。参考文献にある『もういちど
読む山川世界史』の様な本（もちろん高校の世界史の教科書でも結構です）
を読んでおくと授業がより分かりやすいです。

（2）　毎回の授業の前には、その回の授業に対応する教科書の部分を読んで
来てください。いきなり教科書を読んでも良く理解できないかも知れませ
んが、理解できなくても構わないので、目を通して来てください。事前に
目を通すのと通さないのとでは、授業への興味の度合いが違って来ます。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　期間最後の方の講義中に出題するA4版5頁程度の長文レポートにより評
価します。レポート課題出題日までの授業欠席回数が、その時点までの授
業総回数の3分の1以上の学生には、長文レポートの提出を認めません。出

第７回　静定構造の解き方　2（演習あり）：部材に生じる力の種類・計
算法を習得する。

第８回　静定構造の解き方　3（演習あり）： トラス部材について切断
法・接点法を用いて計算する。

第９回　断面と応力度（演習あり）：材料の断面における応力を習得す
る。

第10回　静定ばりの変形　1（演習あり）：たわみ・たわみ角式を利用し
た解法について習得する。

第11回　静定ばりの変形　2（演習あり）：仮想仕事法を利用した解法に
ついて習得する。

第12回　まとめ：静定構造の解き方と応力について復習する。
第13回　構造物の崩壊　1（演習あり）：静定構造の崩壊について習得す

る。
第14回　構造物の崩壊　2（演習あり）：不静定構造の崩壊について習得

する。
第15回　まとめ：講義中実施した演習について復習する。
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245224N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245224

授 業 名（Course Title） 建築施工
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 岸　研一
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（後期）
前提科目（Prerequisite） ｢建築一般構造｣

テキスト（Textbook） 『初学者の建築講座　建築施工』　中沢・
角田共著　市谷出版社　

参考文献（References）
『日本建築学会　建築工事標準仕様書』　　
『国交省営繕部　公共建築工事標準仕様
書』　　

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　建築施工とは、設計図書に従って工事現場で実際に建築物をつくっていく
行為であり、計画、材料、構造、法規などの広範な基礎的知識が要求され
る。しかし、建築施工は施工者に必須の知識であるばかりでなく、施工者
の対極にある建築士やインテリアコーディネーター、福祉住環境コーディ
ネーターなどをめざす人にも必須の知識でもある。講義では、テキストを
補足するためにパワーポイントを使用して、施工法と施工管理について計
画、材料、構造、法規とどのような関連があるのかということもあわせて
取り上げる。二級建築士をはじめとする各種の資格取得に際して最も取っ
つき難い分野とされている建築施工に対する理解を深める。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　女性の社会進出のためにも、建築生産現場に対する認識を深めて貰うと
ともに、二級建築士等の資格試験への備えとするために、次のような点を
重点的に取り上げる。

（1） 建築に関わる法律にはどのようなものがあるか
（2） 建築工事の施工標準にはどのようなものがあるか
（3） 建築工事の管理はどのようにして行われているか
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキストの内容を図や写真を交えたパワーポイントで視覚化するとともに、
黒板への板書きを併用して講義を進める。理解度を把握するために簡単な
小テストを5回程度実施する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　前回の講義内容を、テキストに書き込んだマーキングやメモ書きを見な
がら復習するとともに、次回の講義の内容は何かを確認しておく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
25時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度（20％）、5回の小テスト（20％）、まとめテスト（60％）の総
合評価による。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス、　請負契約・請負制度
第２回　施工計画と施工管理
第３回　地盤調査　仮設工事
第４回　土工事
第５回　地業工事
第６回　鉄筋コンクリート工事（1）鉄筋工事及び型枠工事
第７回　鉄筋コンクリート工事（2）コンクリート工事
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・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
学生は各授業の準備として、授業テーマに該当するテキストの章を熟読し
ておく。その詳細は、第1回目の授業の配布資料で提示する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
本科目の評価の内訳は、授業参加度（30％）、授業中成果（10％）、試験と
まとめ（60％）とする。欠席、遅刻は減点対象となる。欠席回数が3分の1
を超過した場合は、原則として単位を与えない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　①オリエンテーション　②ソーシャルワーク（相談援助）の定
義・枠組み・構成要素とその事例（第1章1～3節）　

第２回　ソーシャルワーカーの職場・所属組織（第1章4～5節）
第３回　ソーシャルワーク（相談援助）の構造（第2章1節）
第４回　ソーシャルワーク（相談援助）におけるニーズとソーシャル

ワークの機能（第2章2～3節）
第５回　人と環境の交互作用（第3章）
第６回　援助関係の意義・援助関係の形成プロセスに影響する要因・援

助構造と援助関係（第4章1～3節）
第７回　援助関係の質と自己覚知・援助関係とミクロからマクロ実践領

域（第4章4～5節）
第８回　ソーシャルワーク（相談援助）の展開過程Ⅰ：展開過程の流

れ・ケース発見（第5章1～2節）
第９回　ソーシャルワーク（相談援助）の展開過程Ⅰ：インテーク・問

題把握・ニーズ確定（第5章3～4節）
第10回　ソーシャルワーク（相談援助）の展開過程Ⅰ：アセスメントと

支援標的・目的設定（第5章5～6節）
第11回　ソーシャルワーク（相談援助）の展開過程Ⅰ：プランニングと

支援の実施（第5章7～8節）
第12回　ソーシャルワーク（相談援助）の展開過程Ⅱ：モニタリング・

再アセスメント・支援の強化（第6章1～2節）
第13回　ソーシャルワーク（相談援助）の展開過程Ⅱ：支援の終結・効

果測定・評価・アフターケア・予防的対応・サービス開発（第6章
3～4節）

第14回　アウトリーチの意義・目的・方法・留意点（第7章）
第15回　総括（まとめ・形成テスト）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
この科目は社会福祉士受験資格及び高校福祉科教員資格の教職課程の必修
科目である。全回数出席を原則とする。

講義コード（Course Code） 245253N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245253

授 業 名（Course Title） 社会福祉援助技術Ⅳ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 三好　明夫
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『相談援助の理論と方法I　第3版』　中央
法規出版　2015 

参考文献（References）

備 考（Note） 「社会福祉援助技術I-III」の履修者である
こと

１．科目の教育目標（Course Description）
この科目は社会福祉援助技術IIIを踏まえ、より深く体系的に社会福祉援助
技術について理解することを目的とする。具体的には １．福祉専門職と専
門援助技術の関係について理解する。 ２．社会福祉の展開過程を重視しな
がら、その目的価値・原則及び体系と、そこにおける共通課題について理
解する。 ３．アセスメントと介入の方法を中心に援助技術の実際とその基
礎となる理論を深める。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．直接援助技術の展開過程について、そのすすめ方、基本的な理念、援
助の際の原則などについて理解させる。 ２．面接の実際的諸課題について
考えさせる。 ３．相談援助のための記録について理解する。 ４．これから
の社会福祉援助技術の基礎となっている理論を概観する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキスト『相談援助の理論と方法I』を中心に講義、演習形式で行う。ビデ
オなど視聴覚素材を適宜使用する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回、次回の授業の見通しを示し、それに関連するテキスト部分や参考資

席は毎回確認します。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　建築とは？　建築の歴史とは？　様式とは？
第２回　古代―1　＜古代オリエント・古代エジプト建築＞：記念碑性

の表現、権威の象徴としての巨大生
第３回　古代―2　＜ギリシア建築 1・2＞：円柱による形式美、都市の

構成と都市施設
第４回　古代―3　＜ローマ建築 1・2＞：構造と装飾、建築のタイポロ

ジー
第５回　中世―1　＜古代末期・中世初期の建築＞：キリスト教空間の

出現
第６回　中世―2　＜ビザンツ建築＞：ドームの建築
第７回　中世―3　＜ロマネスク建築 1・2＞：バシリカ建築の展開、地

域に根ざしたロマネスク建築
第８回　中世―4　＜ゴシック建築 1・2＞：都市の大聖堂、インターナ

ショナルな様式
第９回　近世―1　＜ルネサンス建築 1・2＞：再生される古代、イタリ

ア・ルネサンスの盛夏と黄昏
第10回　近世―2　＜ルネサンス建築 3＞：移植される「ルネサンス」
第11回　近世―3　＜バロック建築 1＞：歪んだ真珠
第12回　近世―4　＜バロック建築 2・3＞：古典古代という権威、幻惑

の空間
第13回　近世―5　＜新古典主義建築 1・2＞：古典の考古学的解釈、古

典の合理的解釈
第14回　近世―6　＜歴史主義建築 1・2＞：中世への回帰、過去様式の

多様化
第15回　人物でよむ建築史：ウィトルウィウス、ヴィラール・ド・オヌ

クール、アルベルティ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
　

講義コード（Course Code） 245252N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245252

授 業 名（Course Title） 社会福祉援助技術Ⅲ
相談援助の理論と方法Ⅰ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 桐野　由美子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『新・社会福祉士養成講座７　相談援助の
理論と方法Ⅰ　第３版』　社会福祉士養
成講座編集委員会・編集　中央法規出版　
2015
授業はテキストを中心に進めるので必ず
購入すること。

参考文献（References） 授業中に適宜プリントを配布しその他の
参考文献等を提示する。

備 考（Note） 「社会福祉援助技術I･II」の履修者である
こと

１．科目の教育目標（Course Description）
本科目は文部科学省令・厚生労働省令が定めた社会福祉士必修科目「相談援
助の基盤と専門職」の初めの部分に該当する。本科目では社会福祉援助技術
I,IIを踏まえ、ソーシャルワークをより深く、体系的に理解するために、以
下5項目を目標とする：①相談援助における人と環境との交互作用に関する
理論について理解する。②相談援助の対象と様々な実践モデルについて理
解する。③相談援助の過程とそれに係る知識と技術について理解する。④
相談援助における事例分析の意義や方法について理解する。⑤相談援助の
実際（権利擁護活動を含む。）について理解する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
① 人と環境の交互作用
② 相談援助の対象
③ 相談援助の過程
④ 相談援助における援助関係
⑤ 相談援助のための面接技術
⑥ アウトリーチ
⑦ 相談援助における社会資源の活用・調整・開発
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキスト『新・社会福祉士養成講座７　相談援助の理論と方法Ⅰ　第３版
I』（中央法規出版）を中心に講義と一部演習形式を交えて行う。必要に応じ
VHS、DVD等を使用する。
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養や介護
第９回　精神保健の視点から見た学校教育の課題とアプローチ（１）　

現代の学校教育と生徒児童の特徴
第10回　精神保健の視点から見た学校教育の課題とアプローチ（２）　

教員の精神保健
第11回　精神保健の視点から見た学校教育の課題とアプローチ（３）　

学校における精神保健福祉士の役割
第12回　精神保健の視点から見た勤労者の課題とアプローチ（１）　現

代日本の労働環境
第13回　精神保健の視点から見た勤労者の課題とアプローチ（２）　う

つ病と過労自殺
第14回　精神保健の視点から見た勤労者の課題とアプローチ（３）　職

場における精神保健福祉士の役割
第15回　理解度確認テストと解説・まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
教科書を使って授業しますので、必ず教科書を購入すること。

講義コード（Course Code） 245261N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245261

授 業 名（Course Title） 精神保健学Ⅱ
「心の健康」について学び考える

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 佐藤　純
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『新・精神保健福祉士養成講座（２）　精
神保健の課題と支援　第2版』　日本精
神保健福祉士養成校協会編集　中央法規　
2015

参考文献（References）
備 考（Note） 「精神保健学I」履修者であること

１．科目の教育目標（Course Description）
精神保健学Ⅰの基本的知識をふまえて、「こころの健康」の個別の課題に対
して理解を深め、現代社会が直面している精神保健の課題に対する具体的
な解決方法について学びます。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
現代社会を生きる人々の「こころの健康」の個別課題についてどうとらえ、
どう支援をしていくかについて自分の考えを述べられるようになることを
目指します。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式を中心とし、理解を助けるために視聴覚教材は積極的に活用しま
す。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
該当する部分を教科書等で整理しておくこと
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
理解度確認テスト50点、授業参加度15点、レポート35点で評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション・こころの健康と支援
第２回　発達障害とこころの健康
第３回　アルコール問題とこころの健康
第４回　うつ病・自殺対策とこころの健康
第５回　認知症とこころの健康
第６回　災害とこころの健康
第７回　犯罪被害者とこころの健康
第８回　ニート・若年無業者とこころの健康
第９回　貧困問題とこころの健康
第10回　性同一性障害とこころの健康
第11回　ターミナルケアとこころの健康
第12回　精神保健に関する調査・資源開発
第13回　地域精神保健と関係法規
第14回　諸外国の精神保健活動の現状及び対策
第15回　理解度確認テスト・解説とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
教科書を使って授業しますので、必ず教科書を購入すること。

料の予習を指示する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
20時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
レポート（２０％）、授業参加度（３０％）、最終レポート（５０％）で総
合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業紹介、社会福祉相談援助の方法・技術
第２回　相談援助のためのアセスメントの特性、援助的関係、面接
第３回　相談援助のためのアセスメント面接で得た情報の実際
第４回　相談援助のための介入の技術、介入の意義と目的
第５回　相談援助のための介入の技術、介入の方法とその問題点
第６回　相談援助のための経過観察（モニタリング）の技術
第７回　相談援助のための再アセスメントと効果測定の実際、評価と

サービス開発
第８回　相談援助のための面接の目的とその技法
第９回　相談援助のための面接の技法とコミュニケーション
第10回　相談援助のための面接の技術と形態
第11回　相談援助のための記録の意義と活用
第12回　相談援助のための記録とＩＴ化の試行および倫理的配慮の重要
第13回　相談援助のための記録の作成事例と今後の課題
第14回　相談援助のための交渉の意義、目的と問題点
第15回　相談援助における特性、援助的関係、面接のまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
この科目は社会福祉士受験資格の必修科目である。全回出席を原則とする。

講義コード（Course Code） 245260N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245260

授 業 名（Course Title） 精神保健学Ⅰ
「こころの健康」について学び考える

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 佐藤　純
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『新・精神保健福祉士養成講座　精神保健
の課題と支援　第2版』　日本精神保健福
祉士養成校協会編集　中央法規　2015

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
「こころの健康」を保持増進するための精神保健学は、精神医学・公衆衛生
学・発達心理学・臨床心理学などとともに発展してきた実践的な学問です。

「こころの健康」を個人・集団・環境などさまざまな観点から考え、現代社
会が直面している精神保健の課題を全般的に理解し、広い視野を持ってそ
の課題を見る視点について学びます。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

「こころの健康」を自分や家族の身近なテーマとして意識することからはじ
め、現代社会を生きる人々の「こころの健康」をどうとらえ、どう支援を
していくかについて自分の考えを述べられるようになることを目指します。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式を中心とし、理解を助けるために視聴覚教材は積極的に活用しま
す。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
該当する部分を教科書等で整理しておくこと
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
理解度確認テスト50点、授業参加度15点、レポート35点で評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション・わたしたちとこころの健康
第２回　精神保健の歴史と課題
第３回　ライフサイクルと精神の健康
第４回　ストレスと精神の健康、精神保健に関する予防
第５回　精神保健に関するシステムと専門職
第６回　精神保健の視点から見た家族の課題とアプローチ（１）結婚と

育児
第７回　精神保健の視点から見た家族の課題とアプローチ（２）社会的

引きこもり
第８回　精神保健の視点から見た家族の課題とアプローチ（３）病気療
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講義コード（Course Code） 245263N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245263

授 業 名（Course Title） 精神科リハビリテーション学
Ⅱ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 橋本　史人
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『新精神保健福祉士養成講座（４）精神保
健福祉の理論と相談援助の展開 Ⅰ』　中
央法規　
＊テキストは使用しないが適宜読むこと。

参考文献（References） 適宜紹介する

備 考（Note） 「精神科リハビリテーション学I」履修者
であること

１．科目の教育目標（Course Description）
その人の人生をどう支援していくかを、講義、視聴覚教材、演習などを通し
て、身体（生物学的）・こころ（心理学的）・環境（社会学的）から見ること
が出来るよう、自身を含めた身近なコトとして一緒に考えていきましょう。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１　障害を持つ人へのリハビリテーション技術を理解する
２　他職種等とのチームワーク、関係機関とのネットワーキングの重要性
を理解する
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義、小テスト、視聴覚教材、プリント、グループワーク、レポートなど。
講義終了時にその日の質問、感想、意見を記述したペーパーを提出する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
自分や周りの人々を含めて、メンタルヘルス（精神保健）について疑問を
持つ。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
試験（５０％）、授業参加（３０％）、小テスト（２０％）。出席回数３分の
２に満たない者は評価の対象とならない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　精神科リハビリテーションの概念と歴史
第２回　精神科リハビリテーションの理念と現状
第３回　地域を基盤にした相談援助－受理面接
第４回　地域を基盤にした相談援助－支援の計画と終結
第５回　地域を基盤にした相談援助－家族の支援
第６回　集団療法
第７回　行動療法
第８回　面接技法　Ⅰ　種類
第９回　面接技法　Ⅱ　ロールプレイ
第10回　ケアマネジメントの概念と歴史
第11回　ケアマネジメントの理念と現状
第12回　スーパービジョン
第13回　コンサルテーション
第14回　ネットワーキングとセルフヘルプ
第15回　これからの精神科リハビリテーションの課題
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業中の迷惑行為に関しては大きく評価を減点する。

講義コード（Course Code） 245264N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245264

授 業 名（Course Title） 精神保健福祉論Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 佐藤　純
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『新精神保健福祉士養成講座（７）精神障
害者の生活支援システム　第2版』　日本
精神保健福祉士養成校協会編集　中央法
規　2014

参考文献（References） 授業時に紹介する
備 考（Note）

講義コード（Course Code） 245262N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245262

授 業 名（Course Title） 精神科リハビリテーション学
Ⅰ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 橋本　史人
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『新精神保健福祉士養成講座（４）精神保
健福祉の理論と相談援助の展開 Ⅰ』　中
央法規　
＊テキストは使用しないが、適宜読むこ
と。

参考文献（References） 適宜紹介する
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
その人の人生をどう支援していくかを、講義、視聴覚教材、グループワー
クなどを通して、身体（生物学的）・こころ（心理学的）・環境（社会学的）
から見ることが出来るよう、自身を含めた身近なコトとして一緒に考えて
いきましょう。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．障害を疾患や生活、そして環境といった観点からとらえる力を身につ
ける
２．障害を持つ人の人生を支援していくリハビリテーション理念とその構
成について理解する
３．精神保健福祉士が行うリハビリテーションを理解する
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義、小テスト、視聴覚教材、プリント、グループワーク、レポートなど。
講義時にその日の質問、感想、意見を記述したペーパーを提出する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
自分や周りの人々を含めて、メンタルヘルス（精神保健）について疑問を
持つ。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
試験（５０％）、授業参加（３０％）、小テスト（２０％）。出席回数３分の
２に満たない者は評価の対象とならない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　精神障害とは－精神疾患と障害の理解
第２回　精神障害者に対する支援の基本的な考え方
第３回　諸外国の精神保健医療福祉の歴史と動向
第４回　日本の精神保健医療福祉の歴史と動向
第５回　精神科リハビリテーションとは－その理念、意義
第６回　精神科リハビリテーションとは－構成と展開
第７回　日本における精神科リハビリテーションの現状－諸外国との比

較
第８回　精神科リハビリテーションのプロセス－回復と支援プロセス
第９回　精神科リハビリテーションのプロセス－ライフサイクルと支援

プロセス
第10回　精神保健福祉士の役割
第11回　医療的リハビリテーション－専門療法
第12回　医療的リハビリテーション－家族教育プログラム・デイケア
第13回　医療的リハビリテーション－アウトリーチ・チーム医療
第14回　精神障害者支援の実践モデル
第15回　試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業中の迷惑行為に関しては大きく評価を減点する。
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４．評価方法・評価基準（Evaluation）
理解度確認テスト（50点）、授業参加度（15点）、レポート点（35点）で評
価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション・精神保健福祉とは
第２回　精神障害者の相談援助活動と精神保健福祉に関する制度とサー

ビス
第３回　精神病者監護法から精神保健法成立までの経緯Ⅰ 精神衛生法

成立まで
第４回　精神病者監護法から精神保健法成立までの経緯Ⅱ 精神衛生法

の改正
第５回　精神保健法から精神保健福祉法成立までの経緯
第６回　精神保健福祉法成立の意義とその後の展開
第７回　精神保健福祉法の構成（１・目的と対象）
第８回　精神保健福祉法の構成（２・医療及び保護）
第９回　精神保健福祉法の構成（３・保健及び福祉）
第10回　精神保健福祉法の構成（４・課題）
第11回　精神保健福祉法における精神保健福祉士の役割
第12回　障害者基本法と精神障害者施策との関わり
第13回　障害者総合支援法における精神障害者の福祉サービスの実際
第14回　精神障害者等を対象とした福祉施策・事業の実際
第15回　理解度確認テスト・解説とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
教科書を使って授業をするので必ず購入すること

講義コード（Course Code） 245266N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245266

授 業 名（Course Title） 精神保健福祉論Ⅲ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 佐藤　純
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 4（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『新・精神保健福祉士養成講座（６）精
神保健福祉に関する制度とサービス　第
4版』　日本精神保健福祉士養成校協会編
集　中央法規　2015

参考文献（References）
備 考（Note） 「精神保健福祉論II」履修者であること

１．科目の教育目標（Course Description）
精神保健福祉法等の法や施策を理解し、立ち後れている精神障害者の支援
関連の法や施策について現状と課題を修得する。さらに、今後の課題に向
けての精神保健福祉士のあり方について検討する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
精神保健福祉の関連施策について理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
教科書に基づいて講義を行う。授業最初に毎回行う小テストで理解を確認
する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
理念や理論を中心とした内容であり、当日までにテキストを概読し、大要
をつかんだ上で出席すること
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（50点）、授業の最初に毎回行う小テスト（50点）で評価を行
う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション　精神障害者と社会保障制度
第２回　社会保障制度と社会福祉制度
第３回　医療保険制度
第４回　介護保険制度
第５回　生活保護制度
第６回　年金保険制度
第７回　社会手当・雇用保険など
第８回　相談援助に係わる行政組織と民間組織
第９回　福祉サービス提供施設・機関の役割
第10回　刑事司法と更生保護制度（１） 司法の仕組み
第11回　刑事司法と更生保護制度（２） 更生保護
第12回　医療観察法の意義と内容（１） 目的と対象
第13回　医療観察法の意義と内容（２） 制度と課題

１．科目の教育目標（Course Description）
精神障害者の地域での自立と社会参加を促進し、支援するために必要な相
談支援、居住支援、就労支援、権利擁護を含む地域での総合的・継続的な
システムづくりを可能とする知識と技術を習得し、より実践力の高い精神
保健福祉士となることを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．精神「障害」という言葉が指す事態を、総合的に理解すること
２．精神に「障害」のある人が置かれている現状を学び、地域で生活を支
える方向性と視点を培うこと
３．精神に「障害」のある人の生活を支える精神保健福祉士のあり方につ
いて理解すること
３．教育・学習の方法（Course Methods）
教科書に基づいて講義を行う。視聴覚教材も積極的に活用する。講義終了時
にその日の質問、感想、意見を記述したリアクションペーパーを提出する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
理念や理論を中心とした内容であり、当日までにテキストを概読し、大要
をつかんだ上で出席すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
理解度確認テスト（50点）、授業参加度（15点）、レポート点（35点）で評
価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　精神障害者の概念Ⅰ 精神疾患とは
第２回　精神障害者の概念Ⅱ 精神疾患と精神障害
第３回　精神障害者の生活の実際
第４回　精神障害者の生活と人権
第５回　精神障害者の自立と社会参加のための地域生活支援
第６回　雇用以外の就労
第７回　余暇活動
第８回　ソーシャルサポートネットワーク
第９回　精神障害者の居住支援
第10回　居住支援の実際と精神保健福祉士の役割
第11回　精神障害者の雇用・就業支援Ⅰ 理念と制度
第12回　精神障害者の雇用・就業支援Ⅱ 就労支援
第13回　精神障害者の雇用・就業支援Ⅲ いわゆる福祉的就労
第14回　行政における精神保健福祉士の役割
第15回　理解度確認テスト・解説とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
教科書を使って授業しますので、必ず教科書を購入すること。

講義コード（Course Code） 245265N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245265

授 業 名（Course Title） 精神保健福祉論Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 佐藤　純
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『新・精神保健福祉士養成講座（６）精
神保健福祉に関する制度とサービス　第
4版』　日本精神保健福祉士養成校協会編
集　中央法規　2015

参考文献（References） 授業時に紹介する
備 考（Note） 「精神保健福祉論I」履修者であること

１．科目の教育目標（Course Description）
精神保健福祉法やその施策を理解し、立ち後れている精神障害者の支援や
施策について現状と課題を修得する。さらに、今後の課題に向けての精神
保健福祉士の視点を学ぶ。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1　精神保健福祉法の意義と内容を理解する。
2　精神保健福祉施策の概要について理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
教科書に基づいて講義を行う。視聴覚教材も積極的に活用する。講義終了時
にその日の質問、感想、意見を記述したリアクションペーパーを提出する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
理念や理論を中心とした内容であり、当日までにテキストを概読し、大要
をつかんだ上で出席すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
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練）
第12回　集団を活用した支援の実際と事例分析③：セルフヘルプグルー

プ
第13回　家族支援の方法
第14回　スーパービジョンとコンサルテーション
第15回　試験とまとめ　当事者から学ぶ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
予定は、授業の流れによって前後します。
毎回、グループワークを実施し、、演習テーマを設けたり、動画を観て現状
について考たりした上で、自分の考えや意見を述べてもらう時間がありま
す。

講義コード（Course Code） 245270N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245270

授 業 名（Course Title） 精神保健福祉援助技術各論Ⅱ
精神保健福祉コミュニティ・ワーク

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 知名　純子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『新・精神保健福祉士養成講座（新カリュ
キュラム対応）　第5巻　精神保健福祉の
理論と相談援助の展開 Ⅱ』　日本精神保
健福祉士養成協会　中央法規　2012
参考文献は随時、紹介していきます。

備 考（Note） 「社会福祉援助技術I・II」「精神保健福祉
援助技術各論I」履修者であること

１．科目の教育目標（Course Description）
本講義では、精神障害者の置かれてきた社会的状況を念頭に置き、精神保健
福祉士として求められる知識と技術の習得を目的としています。人と「向き
合い」、「寄り添い」、そして「支援する」ことについて考えます。（１）地域
生活支援について、（２）精神障害者ケアマネジメントについて、（３）障
害者が地域で生活すること等について、「精神保健福祉援助技術各論Ⅰ」で
の学びをさらに展開させ、生活者支援の視点から具体的事例に基づき理解
を深めていきます。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）ケースワーク・グループワーク・コミュニティワークの応用
（2）精神障害者支援のためのチームアプローチ
（3）個別支援に必要なコミュニティの構築について
３．教育・学習の方法（Course Methods）
グループディスカッション、ロールプレイ、発表など参加型の授業を行い
たいと思います。将来的に精神保健福祉士としての実践の基盤となる理論
や技術の応用力の習得を目指します。
各課題、テーマについて、「自分はどう考えるのか」、そして「周囲の他の
学生はどんな意見を持っているのか」に着目して授業を受けてください。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
テキストの該当箇所を事前に読んで概要をつかんでおくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（60点）・試験（40点）の総合評価とする。
参加型の授業スタイルのため、欠席、遅刻は他の受講生の迷惑になります
し、授業で得られる成果も不十分なものになります。十分留意してくださ
い。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション～精神保健医療福祉の歴史と動向～
第２回　精神障害者に対する支援の基本的な考え方と必要な知識
第３回　精神科リハビリテーションの概念と構成
第４回　精神科リハビリテーションのプロセス
第５回　医療機関における精神科リハビリテーションの展開
第６回　精神障害者のケアマネジメント
第７回　精神障害者支援の実践モデル
第８回　地域を基盤にした相談援助活動の意義と展開
第９回　地域において主体的に生活すること
第10回　地域に根ざした包括的な支援活動
第11回　地域における資源の動員とネットワーキングの実際
第12回　地域における支援の具体的事例検討
第13回　多職種の専門性

第14回　社会調査の意義と目的
第15回　量的調査法と質的調査法の違いと活用における留意点
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
教科書を使って授業をするので必ず購入すること。なおこの教科書は精神
保健福祉論Ⅱ（2年次配当）と同じであるので、その教科書でよい。

講義コード（Course Code） 245269N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245269

授 業 名（Course Title）
精神保健福祉援助技術各論Ⅰ
精神障害者のケースワーク、グルー
プワーク

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 知名　純子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『新・精神保健福祉士養成講座（新カリュ
キュラム対応）　第5巻　精神保健福祉の
理論と相談援助の展開 Ⅱ』　日本精神保
健福祉士養成協会　中央法規　2012
参考文献については随時、授業で紹介し
ます。

備 考（Note） 「社会福祉援助技術I・II」履修者であるこ
と

１．科目の教育目標（Course Description）
本講義では、精神障害者の置かれてきた社会的状況を念頭に置き、精神保健
福祉士として求められる知識と技術の習得を目的としています。人と「向き
合い」、「寄り添い」、そして「支援する」ということを一緒に考えていきま
す。（１）地域移行支援について、（２）精神障害者と家族について、（３）
個別支援について等を具体的事例に基づきながら理解を深めていきます。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）人と「向き合い」、「寄り添い」、「支援する」について
（2）社会的入院－地域移行・地域定着について
（3）家族支援について
（4）個人に対する援助方法（ケースワーク）
（5）グループを用いて援助する方法（グループワーク）
（6）専門性について
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義はグループ演習、ディスカッション、ロールプレイなど参加型で行い
ます。また、現場の生の声を届けられるよう、新聞記事や動画を見ながら
考えます。精神保健福祉士の実践の基礎を学べる授業を考えています。ク
ライエントの課題を抽出して支援を計画する前に、まず知っておくべき自
分自身の考え方の癖や特徴を客観的に把握できるようになること。そして
同じ物事に直面したときの問題の捉え方の違いが人それぞれにあることを
知った上で、事例や課題を検討します。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
なぜ、あなたは精神保健福祉士を目指すのか、あなたの中の「精神保健福
祉士」のイメージや理想像なとについて、考えておいてください。

（テキストの該当箇所を事前に読んで概要をつかんでおくこと。）
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（60点）・試験（40点）の総合評価とします。
参加型の授業スタイルのため、欠席、遅刻は他の受講生の迷惑になります。
また演習に参加できないと授業で得られる成果が半減しますので、十分注
意してください。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション～自分を知ろう～
第２回　相談援助の周辺理論１：非言語コミュニケーション・防衛機制
第３回　相談援助の周辺理論２：交流分析
第４回　相談援助の周辺理論３：ナラティブ・アプローチ
第５回　精神障害者の支援モデル
第６回　相談援助の過程①：インテーク、契約、アセスメント
第７回　相談援助の過程②：インターベンション、モニタリング、効果

測定・評価、終結とアフターケア
第８回　面接の意味と目的
第９回　面接技法と記録の内容
第10回　集団を活用した支援の実際と事例分析①：デイケアとグループ

ワーク
第11回　集団を活用した支援の実際と事例分析②：ＳＳＴ（生活技能訓
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講義コード（Course Code） 245275N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245275

授 業 名（Course Title）
児童福祉論
子どもと家族への支援とその福祉制
度

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 村井　琢哉
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『MINERVA社会福祉士養成テキストブッ
ク13：児童や家庭に対する支援と子ども
家庭福祉制度［第3版］』　芝野　松次郎・ 
高橋　重宏・松原　康雄　ミネルヴァ書
房　2015

参考文献（References）

『新・基礎からの社会福祉７　子ども家庭
福祉』　木村容子・有村大士　ミネルヴァ
書房　2016
『子どもたちとつくる貧困とひとりぼっち
のないまち』　幸重忠孝・村井琢哉　かも
がわ出版　2013
授業中に適宜紹介する。

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　最近、少子化の進行、家庭や地域の子育て機能の低下、子どもや家族を取
り巻く環境の変化は著しい。本科目ではまず、そうした状況の中で子ども
が心身ともに健やかに生まれ、かつ育っていく子どもの権利を理解し、子
どもと家族を支援するために、彼らの生活実態・社会情勢・福祉需要など
を学ぶ。次に、保育、養護、自立支援、家族支援といった児童福祉の各領
域における制度の発展過程及び諸機関における相談援助に係る法制度に関
して、具体的な事例にも触れながら、理解を深める。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1．子どもとその家族の生活実態とこれを取り巻く社会情勢や、子育て、一
人親家庭、児童虐待およびドメスティックバイオレンス（ＤＶ）などの福
祉需要について理解する。 2．子どもと家族の福祉制度の発展過程について
理解する。 3．子どもの権利について理解する。 4．相談援助活動において
必要となる児童・家庭福祉制度や児童・家庭福祉に係る他の法制度につい
て理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1．授業方法
　講義を中心に行う。より理解を深めるためビデオ等も使用する。
2．テキスト・文献等
　（1）テキスト：芝野松次郎,松原康雄,高橋重宏編著（2015）『MINERVA
社会福祉士養成テキストブック13：児童や家庭に対する支援と子ども家庭
福祉制度［第3版］』 ミネルヴァ書房を用いる。
　（2）参考文献：授業中に適宜紹介する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
学生は各授業の準備として、授業テーマに該当するテキストの章を熟読し
ておく。その詳細は、第1回目授業の配布資料で提示する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
本科目の評価の内訳は、授業参加度（30%）、授業中成果（10%）、試験とま
とめ（60%）とする。遅刻・欠席は減点対象となる。欠席回数が3分の1を
超過した場合は、原則として単位を与えない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　子どもと家族の生活実態とこれを取り巻く社会情勢，福祉需要
と実際 （テキスト序章・第1章）

第２回　子どもの定義と権利 （テキスト第２章）
第３回　子どもと家族の福祉制度の発展過程（テキスト第3章）
第４回　児童福祉法・児童虐待防止法・DV法 （テキスト第4章1・2・3

節）
第５回　母子及び寡婦福祉法・母子保健法（テキスト第4章4・5節）
第６回　児童手当法／児童扶養手当法／特別児童扶養手当等の支給に関

する法律（テキスト第4章6・7・8節）
第７回　次世代育成支援推進法／少子化社会対策基本法／売春防止法

（テキスト第４章9・10・11節）
第８回　子ども家庭福祉制度にかかわる組織・団体（テキスト第5章）
第９回　児童相談所（テキスト第6章）
第10回　児童福祉施設（テキスト第7章）
第11回　ひとり親家庭への支援（テキスト第8章）
第12回　子どもと家族の福祉制度における組織・団体・専門職の役割と

実際（テキスト第9章）

第14回　精神保健福祉士と多職種との連携
第15回　試験とまとめ　チーム医療における精神保健福祉士
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
各回において、グループワークを基に、事例や現状の課題について一緒に
考えます。

講義コード（Course Code） 245274N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245274

授 業 名（Course Title） 障害者福祉論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 矢島　雅子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『障害者に対する支援と障害者自立支援制
度　第5版』　社会福祉士養成講座編集委
員会編　中央法規　2015

参考文献（References）

『よくわかる障害者福祉』　小澤温　ミネ
ルヴァ書房　2016
『共生社会を切り開く－障碍者福祉改革の
羅針盤－』　佐藤久夫　有斐閣　2015
『新・基礎からの社会福祉④　障害者福祉』　
竹端寛・山下幸子・尾﨑剛志他編　ミネ
ルヴァ書房　2014
授業時にも紹介する。

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
わが国の人口の約6％を占める障害のある人は、様々なきっかけを通じ、障
害のある状態となり、生活上の困難を抱えながら生活している。障害のあ
る人が日常生活の中でどのような不自由さを感じているのかについて実際
の事例を通して理解を深める。そして、生活のしづらさを解決する障害者
福祉の法制度・サービス体系・支援方法を学び、どうすれば生活上の困難
を解決することができるのか解決策を提示できるようにする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．国際障害分類と国際生活機能分類を学び、障害を構造的に理解する。２．
障害のある人の基本的人権、ノーマライゼーション、リハビリテーション
と自立生活運動、エンパワーメントの理念を学び、理念を学ぶ意義を説明
することができる。３．戦前から今日に至るまでの障害者福祉制度の発展
過程を説明することができる。４．障害のある人の生活ニーズについて理
解を深め、生活困難を解決する支援方法を提示することができる。５．障
害者総合支援法における専門職の役割と多職種との連携について理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
パワーポイントと配布資料に基づいて講義を行う。視聴覚教材も積極的に
活用する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
事前にテキストを読み、概要を把握した上で出席すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
定期試験50％、授業参加度30％、レポート20％によって総合的に評価を行
う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　障害とは　－国際障害分類と国際生活機能分類－
第２回　障害のある人の生活実態　－ゲストスピーカーによる講義－
第３回　障害のある人の権利保障　－障害者権利条約と差別解消法－
第４回　障害者福祉の理念　－ノーマライゼーションと自立生活運動－
第５回　障害者福祉法制度の発展過程　－戦前の障害者福祉－
第６回　障害者福祉法制度の発展過程　－戦後の障害者福祉－
第７回　障害のある人にかかわる法体系①　－障害者基本法－
第８回　障害のある人にかかわる法体系②　－その他の法体系－
第９回　障害者総合支援法の概要　－自立支援給付－
第10回　障害者総合支援法の概要　－地域生活支援事業－
第11回　障害児に対する支援
第12回　組織・機関の役割
第13回　専門職の役割と実際
第14回　多職種連携・ネットワーク　－多職種連携の事例を通して－
第15回　今後の障害者福祉の展望
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） 245277N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245277

授 業 名（Course Title） 社会福祉援助技術Ⅵ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 佐藤　純
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『相談援助の理論と方法Ⅱ　第3版』　社会
福祉士養成校協会編集　中央法規　2015

参考文献（References）

備 考（Note） 「社会福祉援助技術I-V」の履修者である
こと

１．科目の教育目標（Course Description）
この科目では、社会福祉援助技術Ⅲ、Ⅳを踏まえ、主に間接援助技術を中
心としたより専門的なソーシャルワーク実践力を有する社会福祉士に求め
られる知識と理解を深める
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１　ソーシャルワークのさまざまなモデル、アプローチについて理解する
２　スーパービジョンに求められる知識と技術についてより深く理解する
３　相談援助の実際（権利擁護活動を含む）について理解する
３．教育・学習の方法（Course Methods）
教科書に基づいて講義を行う。視聴覚教材も積極的に活用する。講義終了時
にその日の質問、感想、意見を記述したリアクションペーパーを提出する
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
テキストの該当する部分を概読してくること
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
理解度確認テスト（50点）、授業参加度（15点）、レポート（35点）で評価
を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション　ソーシャルワークの実際
第２回　さまざまな実践モデルとアプローチⅠ　医学モデル、生活モデ

ル
第３回　さまざまな実践モデルとアプローチⅠ　ストレングスモデル
第４回　さまざまな実践モデルとアプローチⅡ　心理社会的アプローチ

など
第５回　さまざまな実践モデルとアプローチⅡ　危機介入アプローチな

ど
第６回　さまざまな実践モデルとアプローチⅢ　エンパワメントアプ

ローチなど
第７回　さまざまな実践モデルとアプローチⅢ　ナラティヴアプローチ

など
第８回　相談援助の実際１ さまざまなアプローチを使って　児童福祉
第９回　相談援助の実際２　さまざまなアプローチを使って　障害者福

祉
第10回　スーパービジョン
第11回　コンサルテーション
第12回　ケースカンファレンス
第13回　個人情報の保護
第14回　事例分析・事例検討
第15回　理解度確認テスト・解説とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

第13回　子どもと家族の福祉制度における他職種連携，ネットワーキン
グと実際（テキスト第10章）

第14回　子どもと家族の福祉制度における他職種連携、ネットワーキン
グと実際（テキスト終章）

第15回　総括（試験とまとめ）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
カードリーダーで出欠を確認するので、学生カードを必ず携行すること。

講義コード（Course Code） 245276N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245276

授 業 名（Course Title） 社会福祉援助技術Ⅴ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 三好　明夫
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『相談援助の理論と方法Ⅱ　第3版』　社会
福祉士養成校協会編集　中央法規　2015

参考文献（References）

備 考（Note） 「社会福祉援助技術I-IV」の履修者である
こと

１．科目の教育目標（Course Description）
この科目では、社会福祉援助技術Ⅲ、Ⅳを踏まえ、主に間接援助技術を中
心としたより専門的なソーシャルワーク実践力を有する社会福祉士に求め
られる知識と理解を深める
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１　集団援助に求められる知識と技術についてより深く理解する
２　ネットワーキングやケアマネジメントなどについてより深く理解する
３　スーパービジョンに求められる知識と技術についてより深く理解する
４　相談援助の実際（権利擁護活動を含む）について理解する
３．教育・学習の方法（Course Methods）
教科書に基づいて講義を行う。視聴覚教材も積極的に活用する。講義終了時
にその日の質問、感想、意見を記述したリアクションペーパーを提出する
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
テキストの該当する部分を概読してくること
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
20時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（30％）、レポート（20点）、最終レポート（50％）で評価を行
う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション・相談援助とは
第２回　相談援助における対象の理解１　視点
第３回　相談援助における対象の理解２　方法
第４回　ケアマネジメントの理論と方法１　インテーク
第５回　ケアマネジメントの理論と方法２　アセスメント
第６回　ケアマネジメントの理論と方法３　ケア計画
第７回　ケアマネジメントの理論と方法４　モニタリング・終結
第８回　グループを活用した相談援助１　グループアプローチ
第９回　グループを活用した相談援助２　グループミーティングの進め

方　グループの力を使う工夫
第10回　グループを活用した相談援助３　グループミーティングの進め

方　問題解決技法を使って
第11回　コーディネーションとネットワーキング１　ケアコーディネー

ション
第12回　コーディネーションとネットワーキング２　ネットワーキング
第13回　相談援助における社会資源の活用・調整
第14回　相談援助における社会資源の開発
第15回　理解度確認テスト・解説とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） 245279N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245279

授 業 名（Course Title） 社会福祉援助技術実習指導Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 酒井　久美子. 小池　桂
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References） 社会福祉援助技術現場実習ハンドブック　
社会福祉援助技術現場実習報告書

備 考（Note） 週２コマ連続   「社会福祉援助技術I」「社
会福祉原論I」を履修済であること

１．科目の教育目標（Course Description）
１．社会福祉施設での現場実習に先立つ総合的な事前学習として位置づけ、
現場実習の効果的な導入をはかる。
２．施設等の運営の実際、利用者、援助の内容、職員の役割等について理
解を深める。 
３．実習場面を想定した事例研究や援助に関する演習などをおこない、実
際的な実習指導を深める。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
以下の点について掘り下げ、理解を深める。 
１．社会福祉援助技術現場実習の意義と目的を理解する。 
２．社会福祉施設等の総合的理解を獲得する。 
３．分野別の講義等で福祉現場や援助の基本的姿勢について学ぶ。 
４．見学により社会福祉施設等での援助の実際を学ぶ。 
５．体験学習により実習に必要な援助技術を知る。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　講義、見学、体験学習などによる総合的な実習事前学習とする。社会福
祉施設等現場経験のある外部講師による講義、全体クラスと小クラスによ
る事前指導、および見学、講義などのふり返りなどにより理解を深める。
　本科目は、小クラス制をとり、各クラスで対応しつつ、必要に応じて合
同授業をおこなう。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各分野の講義、見学実習に備えて、事前に関係する法律、社会福祉現場の
現状等について調べ、問題意識を持って参加し、質問などできるように準
備をしておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度（50点）、レポート（40点）、その他授業中の態度や参加度な
ど平常点（10点）で総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　実習に関するオリエンテーション（授業のねらい、実習の意義、
位置づけなど）（酒井）
実際の社会福祉援助の理解－講義１（高齢者福祉分野）（小池）

第２回　実習現場における現場体験学習及び見学実習（実際の介護サー
ビスの理解や各種サービスの利用体験を含む）見学授業１　高
齢者福祉施設（小池、酒井）

第３回　実際の社会福祉援助の理解－講義２（児童福祉分野）（小池）
見学実習１の振り返り（小池、酒井）

第４回　実習現場における現場体験学習及び見学実習（実際の各種サー
ビスの利用体験を含む）見学授業２　児童福祉施設（小池、酒
井）

第５回　実際の社会福祉援助の理解－講義３（障害者福祉分野）（小池）
見学実習２の振り返り（小池、酒井）

第６回　実習現場における現場体験学習及び見学実習（実際の各種サー
ビスの利用体験を含む）見学授業３　障害児・者福祉施設（小
池、酒井）

第７回　実際の社会福祉援助の理解－講義４（福祉機関・社会福祉協議
会）（酒井）
見学実習３の振り返り（小池、酒井）
実習施設選択の相談（小池、酒井）

第８回　実際の社会福祉援助の理解－講義５（母子生活支援施設）
 （小池）
実習を終えた学生による評価全体総括会（実習報告会）への参
加（小池、酒井）

第９回　実際の社会福祉援助の理解－講義６（福祉機関・地域包括支援
センター）（酒井）
母子生活支援施設講義の振り返り（小池、酒井）

第10回　実習分野に関する個別面談（小池、酒井）
地域包括支援センター講義の振り返り（小池、酒井）

講義コード（Course Code） 245278N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245278

授 業 名（Course Title）
社会福祉援助技術演習Ⅲ
地域を基盤にしたソーシャルワーク
への展開

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 酒井　久美子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 4（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References） 各自の社会福祉援助技術現場実習記録

備 考（Note）
定員20人
「社会福祉援助技術演習I･II」の履修者で
あること

１．科目の教育目標（Course Description）
相談援助には、個別支援にとどまらず、さまざまな問題を総合的・包括的
な視点で捉え、地域支援へと展開することが求められている。また、地域
における各種の課題や問題状況を把握、分析したうえで、必要な専門職等
との連携・協働を視野に入れながら、解決するための方法を模索すること
も求められる。そこで本演習では、社会福祉士（専門職）として必要な知
識をもとに、実践的な力を習得することを目標とする。特に、地域支援や
地域福祉の基盤整備と開発にかかわる実践力の習得をめざす。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．利用者のニーズから地域課題を考える。
２．地域の現状把握と地域における生活課題、福祉課題を考える。
３．地域福祉を推進するための情報収集、課題の分析、計画づくりの過程
について学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
現場実習で体験した内容や具体的な事例をもとに、個人ワーク、グループ
ワーク、ディスカッション等をおこなう。そのために学生の主体的な参加、
取り組みを求める。また、提示する課題に対して、グループワークによる
発表、レポート作成に取り組む。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各自の現場実習を振り返り、成果や課題を明確にしておくこと。
地域福祉にかかわる情報や社会資源について情報収集しておくこと。
グループワークによる課題への取り組みに対して、情報収集、情報共有、ま
とめの作業など、グループによる取り組みを進めておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（30％）、グループ課題発表（20％）、個人レポート課
題（50％）で総合的におこなう。欠席回数が3分の1を超過した場合は、原
則として単位を認めない。また、受講態度や参加度も考慮しておこなう。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　現場実習の振り返りと総括
第３回　実習の学びを事例にした演習①（地域連携の実際）
第４回　実習の学びを事例にした演習②（チームアプローチの可能性）
第５回　個別支援から地域支援を考える①（ソーシャルワーカーの援助

方針と視点）
第６回　個別支援から地域支援を考える②（地域住民への働きかけ）
第７回　個別ニーズの具体的事例から地域支援への展開①（相談への対

応）
第８回　個別ニーズの具体的事例から地域支援への展開②（情報収集の

方法）
第９回　個別ニーズの具体的事例から地域支援への展開③（ネットワー

ク形成）
第10回　地域福祉計画の策定過程について
第11回　地域の情報収集について
第12回　地域の課題把握・分析について
第13回　サービス評価について
第14回　計画づくりについて
第15回　総括
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
社会福祉士受験資格取得を希望する場合は、必ず受講すること。
専門職に必要な演習科目のため、受講者一人ひとりが自主的、積極的に演
習に取り組むこと。
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第５回　分野別講義４（実習生に期待する・高齢者分野） （三好）
第６回　講義「感染症について」 （萩原、三好）
第７回　必要書類の提出、実習計画書の指導 （矢島、三好　酒井、小池）
第８回　前年度実習修了生による評価全体総括会（実習報告会）への参

加 （矢島、三好　酒井、小池）
第９回　実習の意義、目的の理解・明確化、実習計画書の作成指導、事

前オリエンテーションに向けての指導
 （矢島、三好　酒井、小池）

第10回　実習に向けての直前ガイダンス 
（視聴覚教材「介護の現場で学ぶ‐ 高校生のための社会福祉実
習 ‐ 」を活用して、実習に向けての事前学習から現場実習ま
での流れや目的、実際を理解する。プライバシーの保護と守秘
義務などに関する理解を促す。） （矢島、三好）

第11回　実習記録の書き方１　演習方式　実習記録とは （矢島）
第12回　実習記録の書き方２　演習方式　実習記録とは （三好）
第13回　実習記録の書き方３　演習方式　実習記録の方法 （三好）
第14回　実習報告会（前年度現場実習経験者を囲んで）

 （矢島、三好　酒井　小池）
第15回　実習直前指導（各自の実習目標、実習に臨む態度など再確認）

 （矢島、三好　酒井　小池）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
＊各分野別講義は専門職としての倫理、技術、専門性、実習生としての留
意事項などについて包括的な内容のものである。

（注） １ 　社会福祉援助技術現場実習を効果的に進めるため、実習生用の実習
指導マニュアルとして「社会福祉援助技術現場実習ハンドブック」、
実習記録として「社会福祉援助技術現場実習ノート」を作成し、実
習指導に活用して、指導をおこなう。

  ２ 　分野別講義や実習に向けてのガイダンスなどにより、援助の基本
的姿勢や福祉現場についての理解、個人のプライバシーの保護や守
秘義務等について十分理解させる。

  ３ 　配属実習依頼時に実習指導担当教員が施設を訪問し、実習の内容、
計画などについて協議をおこなう。直前には学生と実習指導担当教
員、実習先の指導担当者との協議のもとに実習計画書の作成をおこ
なう。

履修上の留意事項
１．社会福祉援助技術実習指導Ⅰ、社会福祉援助技術Ⅱおよび社会福祉原
論Ⅱを履修済みであること。 
２．原則として、老人福祉論Ⅰ・Ⅱ、児童福祉論、障害者福祉論を履修済
みであること。 
３．原則として、社会福祉援助技術演習Ⅰを履修済み、社会福祉援助技術
演習Ⅱを履修中であること。 
４．受講態度や適性などによっては現場実習を認めない場合もある。 
５．原則として、欠席・遅刻は認めない。

講義コード（Course Code） 245281N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245281

授 業 名（Course Title） 地域福祉論Ⅰ
地域福祉の理論

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 酒井　久美子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『イントロダクションシリーズ10　地域
福祉の理論と方法』　成清美治・川島典子
編著　学文社　2013

参考文献（References）

『これからの地域福祉のあり方に関する研
究会報告　地域福祉における「新たな支
え合い」を求めて―住民と行政の協働に
よる新しい福祉―』　全国社会福祉協議会　
2008

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　私たちの生活基盤である地域にはさまざまな人々が暮らしており、さま
ざまな生活問題や社会福祉問題が山積しているのが現状である。それらを
解決し、誰もが住みやすく、一人ひとりが安心・安全に暮らしていける地
域社会を構築していくためにはどのようなことが必要なのであろうか。
　このような問題を地域福祉の概念や理論の歴史的展開、社会的背景など
を学ぶことを通して考え、地域の現状や課題を理解し、地域に根差した福
祉とは何かを理解することをねらいとする。

第11回　利用者体験学習－体験学習１　車いす介助とブラインドウォー
ク（小池）

第12回　利用者体験学習－体験学習２　高齢者疑似体験（酒井）
第13回　実際の社会福祉援助の理解－講義７（現代社会における生活困

難状況の現状について）（酒井）
第14回　総括（小クラスにより、授業全体を振り返り、現場実習に向け

て必要な援助のあり方や意欲の確認などグループワークで確認
する）（小池、酒井）

第15回　実習指導Ⅰの振り返り（小クラスによる発表とディスカッショ
ン）（小池、酒井）
実習指導Ⅱ、現場実習、実習指導Ⅲに向けてのガイダンス（酒
井）

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
１．この科目は社会福祉士受験資格の必修科目である。社会福祉援助技術
Ⅰおよび社会福祉原論Ⅰを履修済みであることを原則とする。 
２．施設見学では大学より施設までの帰路を含む交通費は各自負担。 
３．原則として、欠席・遅刻は認めない。

講義コード（Course Code） 245280N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245280

授 業 名（Course Title） 社会福祉援助技術実習指導Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 三好　明夫. 矢島　雅子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite） 「社会福祉援助技術実習指導I」
テキスト（Textbook）

参考文献（References） 社会福祉援助技術現場実習ハンドブック
社会福祉援助技術現場実習報告集

備 考（Note）

「社会福祉援助技術II」「社会福祉原論II」
を履修済みであること。  「社会福祉援助
技術実習指導Ⅱ」「社会福祉援助技術現場
実習」「社会福祉援助技術実習指導Ⅲ」を
同一年度に履修すること。 ※入学年度に
より履修条件が異なる。詳細は学生便覧
を参照。

１．科目の教育目標（Course Description）
　社会福祉援助技術現場実習に必要な知識や技術などの具体的項目につい
て、ガイダンス、相談指導など進め、実習に取り組む姿勢や態度を理解し、
円滑で効果的な現場実習への導入を図ることを目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．各自が実習する分野の社会福祉施設・機関の役割・機能、日常的な運
営、職員配置、他の専門職との連携、地域との関係などについて理解を深
め、専門職としての自覚を促す。 
２．行動観察と記録の作成について学ぶ。 
３．実習計画表の作成に取り組む。 
４．介護技術の必要な学生に対して介護の知識や技術を指導する。 
５．専門職として求められる資質や技能、倫理などについて、各分野に関
する講義を通して理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．担当教員制による小クラスでのガイダンス、個別指導、スーパービジョ
ンや全体クラスによる講義、ガイダンスなどをおこなう。 
２．社会福祉施設等現場経験のある講師による講義、前年度現場実習修了
生による実習報告会などを実施し、必要な知識や方向づけをおこなう。 
３．テキストは社会福祉援助技術現場実習ハンドブックや配付資料を用い
る。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各実習施設に関する根拠法や現状等に関する情報の収集に努めること。
毎回の授業には、問題意識を持って臨むこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
20時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度（50％）、レポート（40％）、その他授業中の態度や参加度な
ど平常点（10％）で総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション　　提出書類の書き方などの説明
 （矢島、三好）

第２回　分野別講義１（実習生に期待する・障害者分野） （矢島）
第３回　分野別講義２（実習生に期待する・児童分野） （矢島）
第４回　分野別講義３（実習生に期待する・福祉機関・社会福祉協議会）

 　（酒井、三好）
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2．住民が主体的に取り組むために必要な支援について考える。
3．特に小地域の取り組みについて検討する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
配付資料、参考事例の紹介などによって進める。
参考文献については随時紹介する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各自が暮らしている地域の住民活動について調べておくことが望ましい。
住民活動への支援体制について調べておくことが望ましい。
理解度を促進するため、毎回復習クイズを実施するので、毎回の授業内容
についてしっかりと復習をして臨むこと。加えて、毎回授業の資料を事前
に配付するので、必ず予習をして授業に臨むこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（30％）、復習クイズ（10%）、形成テスト（60％）に基
づいて総合的におこなう。欠席回数が3分の1を超過した場合は、原則とし
て単位を認めない。また、受講態度や参加度も考慮しておこなう。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　地域福祉と福祉教育
第３回　福祉教育の概念・展開
第４回　地域福祉と住民参加
第５回　コミュニティソーシャルワークについて
第６回　ソーシャルサポートネットワークについて
第７回　地域の組織化
第８回　社会資源の活用
第９回　地域特性の把握について
第10回　地域における生活問題、課題の把握について
第11回　地域活動への支援体制について
第12回　地域における連携・協働とは
第13回　小地域における住民活動の実際
第14回　総括および形成テスト
第15回　住民主体の地域福祉活動について課題と展望
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
社会福祉士に必要な地域福祉推進にかかわる専門的知識や技術、方法に関
する内容が中心となるため、その点を十分考慮したうえで、履修登録する
こと。

講義コード（Course Code） 245283N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245283

授 業 名（Course Title） 福祉行財政と福祉計画
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小池　桂
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『新社会福祉士養成課程対応　福祉行財政
と福祉計画』　杉岡直人編　みらい　最新
版

参考文献（References）

『自治型地域福祉の展開』　右田紀久恵編　
法律文化社　1993
『日本の自治・分権』　松下圭一　岩波新
書　1996
『新地方自治法』　兼子仁　岩波新書　1999
『財政のしくみがわかる本』　神野直彦　岩
波ジュニア新書　2007

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
本講義では福祉行財政の基礎的な知識をふまえた上で、住民自治の視点か
ら福祉計画のあり方と、その策定方法の概要を学ぶ。
①福祉の行財政の実施体制について理解できる。
②福祉行財政の実際について理解できる。
③福祉計画の目的と意義、主体、方法について理解できる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
①福祉行財政の実施体制（国、都道府県、市町村の役割、その際の国と地
方の関係等）を学ぶ。
②福祉行財政の動向を理解する。
③福祉計画の目的、意義、主体、方法について事例を交えながら学ぶ。
④福祉計画を実際に策定してみる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義を中心に進めるが、特に重要なテーマについてはディスカッションも

２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．「地域福祉」とは何か、なぜ「地域福祉」なのか。地域福祉の理念・考
え方（概念）・歴史的背景・枠組みから学ぶ。
２．地域福祉を推進するための課題について学ぶ。
３．地域福祉の原理・原則を理解し、地域福祉推進のために必要なことに
ついて学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
配付資料、参考事例の紹介などによって進める。
参考文献については随時紹介する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　地域福祉に関連する社会福祉法やテキストの該当箇所、参考文献に挙げ
た報告書などを事前に確認しておくことが望ましい。
　また、各自が暮らしている地域についても、どのような施策が講じられ
ているのか、またどのような活動が展開されているのか確認し、地域福祉
の具体的な取り組みを調べておくことが望ましい。
　理解度を促進するため、毎回復習クイズを実施するので、毎回の授業内
容についてしっかりと復習をして臨むこと。加えて、毎回授業の資料を事
前に配付するので、必ず予習をして授業に臨むこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　評価は、授業参加度（30％）、復習クイズ（10%）、形成テスト（60％）に
基づいて総合的におこなう。欠席回数が3分の1を超過した場合は、原則と
して単位を認めない。また、受講態度や参加度も考慮しておこなう。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　地域福祉の概念　①地域とは何か
第３回　地域福祉の概念　②地域福祉とは何か
第４回　地域福祉の形成と歴史的展開　①地域福祉の源流（欧米の歴史

的展開）
第５回　地域福祉の形成と歴史的展開　②戦後わが国における地域福祉

の形成過程
第６回　社会福祉法における地域福祉の位置づけ
第７回　地域福祉の主体と対象
第８回　地域福祉計画と地域福祉活動計画
第９回　地域福祉の推進組織・団体　①社会福祉協議会
第10回　地域福祉の推進組織・団体　②民生・児童委員
第11回　地域福祉の推進組織・団体　③NPO、ボランティア活動など
第12回　地域福祉の推進組織・団体　④各種地域支援組織
第13回　地域福祉の人材・財源
第14回　総括および形成テスト
第15回　地域福祉推進の課題と展望
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245282N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245282

授 業 名（Course Title） 地域福祉論Ⅱ
地域福祉推進のための主体と方法

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 酒井　久美子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）

前提科目（Prerequisite） 「地域福祉論I」※H23年度以後入学者に
適用

テキスト（Textbook）
『イントロダクションシリーズ10　地域
福祉の理論と方法』　成清美治・川島典子
編著　学文社　2013

参考文献（References）

備 考（Note） ｢地域福祉論I｣ の履修者であること※H22
年度以前入学者に適用

１．科目の教育目標（Course Description）
地域福祉を推進するためには、そこで暮らす地域住民による主体的な取り
組みが重要である。地域住民の主体的な取り組みを推し進めていくために
は、住民の主体形成、地域の組織化を進めていくことが必要である。そこ
で、住民主体の原則を再度確認し、なぜ住民が主体なのか、住民の主体的
な取り組みの必要性について、理解を深め、地域福祉を推進するための方
法について考える。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1．住民の主体的な取り組みの必要性について考える。
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第２回　雇用・就労の動向、労働法規の概要
第３回　障害者福祉施策における就労支援制度
第４回　障害者雇用施策の概要と専門職の役割
第５回　生活保護制度における就労支援制度
第６回　生活保護制度に係る専門職の役割
第７回　生活保護制度におけるハローワークとの連携
第８回　理解度確認テストと解答解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245285N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245285

授 業 名（Course Title） 権利擁護と成年後見制度
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 土井　裕明
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
悪徳商法被害や虐待など，講師が実際に取り扱った事件を紹介しながら，成
年後見制度，民法，憲法を理解することを目標とする。
基本的には法律の講義であるが，条文解釈ではなく，具体的な事例を通し
て，法制度の役割を理解し，社会的実践に必要な法律知識の習得を目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1 日本国憲法の基本原理，民法（財産法，家族法），行政法，刑法
2 成年後見制度
3 日常生活自立支援事業
4 成年後見制度利用支援事業
5 権利擁護に係る組織、団体の役割と実際
6 権利擁護活動の実際
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義を中心に進める。教材は，講師が用意したプリントを使用する。
なお，日程の調整がつけば，実際の法廷を傍聴させることがある。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
次回に使用するプリントを配布するので，これに目を通しておくことが望
ましい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業内で2回程度実施する小テストの成績（50％）及び授業の参加度（50％）
をもとに総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　序論　本講義の全体像　法律とソーシャルワーク
権利擁護を必要とする人たちが抱える諸問題と法律を活用して
できる支援

第２回　相談援助活動に求められる法知識（1）
憲法，行政手続，行政争訟

第３回　相談援助活動に求められる法知識（2）
民法財産編

第４回　相談援助活動に求められる法知識（3）
民法親族相続編

第５回　成年後見制度の概要（1）
後見，保佐，補助，任意後見の概要

第６回　成年後見制度の概要（2）
成年後見の実務，成年後見制度の最近の動向

第７回　成年後見と関わる諸制度
地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事業），成年後見制
度利用支援事業，その他

第８回　権利擁護支援の局面と法的制度の活用（1）
認知症高齢者

第９回　権利擁護支援の局面と法的制度の活用（2）
消費者被害

第10回　権利擁護支援の局面と法的制度の活用（3）
多重債務

第11回　権利擁護支援の局面と法的制度の活用（4）
虐待

第12回　権利擁護支援の局面と法的制度の活用（5）

取り入れる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
①テキストを読んでくること。
②授業では積極的に発言すること。
③社会保障の財源に関する新聞記事やニュースに関心をもつこと。
④自分の居住市町村（出身地でもよい）の福祉について調べておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、平常点（10点）、小テスト（20点）、福祉計画作成（10点）、定期試
験（60点）とする。平常点では授業に積極的に参加したかどうか（予習・
復習内容の発表、ディスカッションで意見を述べること等）を評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　本講義の概要とねらい
第２回　福祉行財政の動向と福祉計画の課題（テキスト「序章」）
第３回　地方公共団体の役割と行政組織（テキスト「第１章１節」）
第４回　福祉サービスにおける地方自治体の役割（テキスト「第１章２

節、３節」）
第５回　福祉行政の組織と専門職①：福祉事務所、児童相談所等（テキ

スト「第２章１節～３節」）
第６回　福祉行政の組織と専門職②：婦人相談所等（テキスト「第２章

４節～６節」）
第７回　福祉行政の組織と専門職③：地域包括支援センター（テキスト

「第２章７節」）
第８回　小テスト及び解説
第９回　福祉財政と財源（テキスト「第３章１節、２節、４節」）
第10回　地方における福祉財政（テキスト「第３章３節」）
第11回　福祉計画の意義と目的（テキスト「第４章１節～３節」）
第12回　福祉計画策定プロセスと方法（テキスト「第５章」）
第13回　福祉計画の具体例～地域福祉計画～
第14回　福祉計画の策定～オリジナルの福祉計画をつくってみよう～
第15回　福祉計画の発表
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245284N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245284

授 業 名（Course Title） 就労支援
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 佐藤　純
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『新・社会福祉士養成講座〈18〉就労支援
サービス』　社会福祉士養成講座編集委員
会 （編集）　中央法規　2013

参考文献（References）
備 考（Note） 7.5コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
「働く」ということは単に収入を得るだけではなく、その人がその人らしく
生活するために、重要な要素である。そのような観点から、「障害」者や生
活保護受給者などの就労支援を中心に、当事者への相談援助や就労サポー
トシステムの構築など、社会福祉士に求められる役割について学ぶ。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１　相談援助活動における自立支援の観点から、各種の就労支援制度の概
要について理解する
２　就労支援に係る組織、団体及び専門職について理解する
３　就労支援分野との連携について理解する
３．教育・学習の方法（Course Methods）
教科書や授業開始時に配付する資料に基づいて講義を行う。講義終了時に
その日の質問、感想、意見を記述したリアクションペーパーを提出する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業で指示された事前学習の課題をしてくること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
8時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
定期試験（50点）、授業参加度（50点）で評価を行う。出席回数３分の２に
満たない者は評価の対象とならない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　「働く」とは何か
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講義コード（Course Code） 245287N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245287

授 業 名（Course Title） 精神保健福祉相談援助の基盤
（専門）

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 佐藤　純
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『新・精神保健福祉相談援助の基盤（基
礎・専門）第2版』　日本精神保健福祉士
養成校協会編集　中央法規　2015

参考文献（References） 授業中に示す
備 考（Note） 平成24年度以後入学者に適用

１．科目の教育目標（Course Description）
　精神保健福祉士の役割、相談援助の定義・理念、精神保健福祉士と他の
専門職の概念と範囲、多職種連携などについて学習することで、精神保健
福祉士の行う相談援助の基盤となる理念・業務・役割などを習得する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１　精神保健福祉士の役割と意義を学ぶ
２　精神保健福祉士の相談援助の定義、理念、権利擁護について学ぶ
３　精神保健福祉分野における相談援助の体系
４　精神保健福祉分野における専門職の概念と範囲と総合的・包括的な援
助や多職種連携について学ぶ
３．教育・学習の方法（Course Methods）
教科書に基づいて講義を行う。視聴覚教材も積極的に活用する。講義終了時
にその日の質問、感想、意見を記述したリアクションペーパーを提出する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
理念や理論を中心とした内容であり、当日までにテキストを概読し、大要
をつかんだ上で出席すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　理解度確認テスト（50点）、授業参加度（15点）、レポート点（35点）で
評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション　精神保健福祉士の支援とは
第２回　精神保健福祉士の役割と意義Ⅰ （意義と役割）
第３回　精神保健福祉士の役割と意義Ⅱ （Y問題）
第４回　精神保健福祉士の役割と意義Ⅲ （精神保健福祉士法）
第５回　精神保健福祉分野における相談援助の体系Ⅰ （ソーシャルワー

ク）
第６回　精神保健福祉分野における相談援助の体系Ⅱ （支援技術）
第７回　精神保健福祉分野における専門職の概念と範囲Ⅰ （医療職）
第８回　精神保健福祉分野における専門職の概念と範囲Ⅱ （その他）
第９回　精神障害者の相談援助における権利擁護の意義とその範囲Ⅰ 

（偏見）
第10回　精神障害者の相談援助における権利擁護の意義とその範囲Ⅱ 

（医療）
第11回　精神障害者の相談援助における権利擁護の意義とその範囲Ⅲ 

（地域生活）
第12回　精神障害者の相談援助における権利擁護の意義とその範囲Ⅳ 

（社会生活）
第13回　精神保健福祉活動における総合的・包括的な援助と多職種連携

Ⅰ （包括的な支援）
第14回　精神保健福祉活動における総合的・包括的な援助と多職種連携

Ⅱ （ネットワーキング）
第15回　理解度確認テスト・解説とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

障がい者への支援
第13回　権利擁護支援の局面と法的制度の活用（6）

アルコール・薬物依存，ホームレス支援
第14回　成年後見制度に関わる組織・団体とその役割
第15回　まとめ　これからの権利擁護の課題と展望
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245286N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245286

授 業 名（Course Title） 更生保護制度
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 大畑　好司
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 34（前期前半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『「更生保護制度」　』　社会福祉士養成講
座編集委員会　中央法規　2014年 
　

参考文献（References） 『よくわかる更生保護』　藤本哲也ほか　ミ
ネルブァ書房　2016年

備 考（Note） 7.5コマ

１．科目の教育目標（Course Description）
　成人の犯罪、子どもの非行といった問題に対して、その解決のために裁
判所などの刑事司法、少年司法諸機関や更生保護機関が関与している。し
かし、こうした課題解決にあたっては、司法的な側面ばかりではなく、福
祉的な側面も視野に入れ、関係機関との連携を図っていかなければならな
いという今日的な状況を見逃すことは出来ない。
　また、ソーシャルワーカーとして取り組む相談援助活動の場面において
も、更生保護制度を中心とした刑事司法・少年司法制度についての理解は
不可欠な状況である。
　こうした観点から、司法の枠組みの中で展開される社会福祉的機能や社
会福祉的実践について、具体的な問題を中心に学ぶことを通して、更生保
護制度について知識を深め、視点を広げることを目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１　刑事司法・少年司法制度について理解する。
２　更生保護制度の枠組を理解する。
３　更生保護制度を支える組織、専門職について理解する。
４　関係機関との連携のあり方について理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　講義により行う。
　本科目は、社会福祉士国家試験科目であり、受験予定者は特に丹念な学
習が不可欠である。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　事前にテキストの講義で取り扱う箇所を熟読しておくことが不可欠であ
る。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度（30％）、形成テスト（70％）によって評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　刑事・少年司法制度と更生保護
第２回　仮釈放等の制度
第３回　保護観察の制度と生活環境の調整
第４回　更生保護制度の担い手
第５回　緊急更生保護と関係機関・団体との連携
第６回　医療観察制度の概要
第７回　更生保護における犯罪被害者等施策
第８回　形成テストと解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） 245289N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245289

授 業 名（Course Title） 精神保健福祉援助演習（専門）
Ⅱ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 佐藤　純
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 4（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『新・精神保健福祉士養成講座（８）　精
神保健福祉援助演習（基礎・専門）第2
版』　日本精神保健福祉士養成校協会編集　
中央法規　2015

参考文献（References）

備 考（Note） 「精神保健福祉援助演習（専門）I」の履
修者であること 選考合格者のみ履修可

１．科目の教育目標（Course Description）
精神に「障害」のある人の「人生」を支援する精神保健福祉士の視点とそ
の支援技術を養うために、見学やロールプレイ・事例検討などの演習を通
じて修得する。それらを通じて自己を客体視する力、主体的に行動する力、
そして精神に「障害」のある人の生活や人生を深く理解する力を養う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
精神保健福祉士の視点と具体的な支援技術として、ケースワーク、グルー
プワーク、コミュニティワーク、ケアマネジメントを、ロールプレイと事
例検討を通じて習得する。また、実習の振り返りから自己覚知を進め、実
践力を強める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキストを題材に演習・事例検討・ロールプレイを行う。視聴覚教材も積
極的に活用する。講義終了時にその日の質問、感想、意見を記述したリア
クションペーパーを提出する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
テキストの該当する部分を概読してくること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（100点）で評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　実習の振り返り－自己覚知　個別
第２回　実習の振り返り－自己覚知　グループ
第３回　実習事例の検討＜医療機関事例１，２＞（学生の実習中に支援

計画を立てた事例の検討）
第４回　実習事例の検討＜医療機関事例３，福祉施設事例１＞（学生の

実習中に支援計画を立てた事例の検討）
第５回　実習事例の検討＜福祉施設事例２，３＞（学生の実習中に支援

計画を立てた事例の検討）
第６回　精神保健福祉士の倫理１　実際
第７回　精神保健福祉士の倫理２　ジレンマ
第８回　事例演習－医療に結びつける援助
第９回　事例演習－危機的状況における援助
第10回　事例演習－児童虐待・ＤＶ
第11回　事例演習－地域ネットワーク
第12回　事例演習－社会資源の開発
第13回　セルフヘルプへの支援技術
第14回　セルフヘルプへの支援技術－事例に基づいて
第15回　まとめ－精神保健福祉士の専門的援助技術とは何か
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245288N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245288

授 業 名（Course Title） 精神保健福祉援助演習（専門）
Ⅰ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 佐藤　純
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『新・精神保健福祉士養成講座（８）　精
神保健福祉援助演習（基礎・専門）第2
版』　日本精神保健福祉士養成校協会編集　
中央法規　2015

参考文献（References）
備 考（Note） 選考合格者のみ履修可

１．科目の教育目標（Course Description）
精神に「障害」のある人の「人生」を支援する精神保健福祉士の視点とそ
の支援技術を養うために、見学やロールプレイ・事例検討などの演習を通
じて修得する。それらを通じて自己を客体視する力、主体的に行動する力、
そして精神に「障害」のある人の生活や人生を深く理解する力を養う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
精神保健福祉援助実習に向けた精神保健福祉士の視点と具体的な支援技術
として、ケースワーク、グループワーク、コミュニティワーク、ケアマネ
ジメントを、ロールプレイと事例検討を通じて習得する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキストを題材に演習・事例検討・ロールプレイを行う。視聴覚教材も積
極的に活用する。講義終了時にその日の質問、感想、意見を記述したリア
クションペーパーを提出する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
テキストの該当する部分を概読してくること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（100点）で評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ケースワーク技術－面接相談
第２回　ケースワーク技術－電話相談
第３回　ケースワーク技術－訪問援助
第４回　グループワーク技術－グループワーク体験
第５回　グループワーク技術－ＳＳＴ
第６回　コミュニティワーク技術－社会資源の活用
第７回　コミュニティワーク技術－ネットワーキング
第８回　ケアマネジメント技術－インテークからアセスメント
第９回　ケアマネジメント技術－プランニングから終結まで
第10回　チームアプローチ
第11回　精神科医療機関における事例の検討－地域移行
第12回　相談支援事業所における事例の検討－ピアサポート
第13回　就労支援事業所における事例の検討－就労
第14回　行政機関における事例の検討－危機介入
第15回　まとめ・精神保健福祉における支援とは
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） 245291N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245291

授 業 名（Course Title） 精神保健福祉援助実習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 佐藤　純
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 選考合格者のみ履修可

１．科目の教育目標（Course Description）
精神保健福祉現場における実習を通して、これまでの講義や演習で学んで
きた精神保健福祉士としての基本的な知識・技術や関連分野の専門職種と
の連携のあり方の理解を深める。また、精神保健福祉士が専門職としての
価値・倫理に基づき、その専門的知識と技術を活用することを身をもって
学び、専門職としての自覚に基づいた実践ができるようになり、またそれ
をもとに専門的技術として体系だてて概念化・理論化する能力を涵養する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1 現場体験を通して精神保健福祉士として必要な知識及び技術並びに関連知
識の理解を深める。
2 精神保健福祉士として必要な知識及び技術並びに関連知識を実際に活用
し、精神障害者に対する相談援助及びリハビリテーションについて必要な
資質・能力・技術を修得する。
3 職業倫理を身につけ、専門職としての自覚に基づいた行動ができるように
する。
4 具体的な体験や援助活動を、専門的援助技術として概念化し理論化し体系
だてていくことができる能力を涵養する。
5 関連分野の専門職種との連携のあり方を理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．精神保健福祉士受験資格取得希望者に対して指定された福祉施設等で
の60時間（9日）以上の現場実習を行う。
２．実習生、担当教員、実習施設の実習指導者との三者協議を踏まえた実
習計画の作成を行う
３．担当教員や実習施設の実習指導者による個別指導や実習記録などによ
る、教員の実習巡回の際のスーパービジョン、帰校による実習中の学生の
集団スーパービジョンなどにより指導を行う。
４．実習施設担当者、学生、大学の三者による実習懇談会を開催し、実習
報告と意見交換を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各自配属された実習施設の理念、概要、利用者理解などについて、理解を
深めておくこと。 円滑に実習に取り組むことができるよう、できれば事前
にボランティアなどおこなうこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
実習修了者には60点、実習施設による評価（15点）、担当教員による評価

（15点）、その他提出物、実習ノートなど（10点）で総合的に評価する。
５．留意事項（Other Information）
実習施設・機関等の指導のもと、60時間以上の実習に取り組む。なお社会
福祉援助技術現場実習の単位修得者は、本科目は免除となるため、履修す
る必要はない。

講義コード（Course Code） 245292N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245292

授 業 名（Course Title） 精神保健福祉援助実習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 佐藤　純
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 選考合格者のみ履修可

１．科目の教育目標（Course Description）
精神保健福祉現場における実習を通して、これまでの講義や演習で学んで
きた精神保健福祉士としての基本的な知識・技術や関連分野の専門職種と
の連携のあり方の理解を深める。また、精神保健福祉士が専門職としての
価値・倫理に基づき、その専門的知識と技術を活用することを身をもって
学び、専門職としての自覚に基づいた実践ができるようになり、またそれ
をもとに専門的技術として体系だてて概念化・理論化する能力を涵養する。

講義コード（Course Code） 245290N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245290

授 業 名（Course Title） 精神保健福祉援助実習指導
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 45時間
担 当 者（Instructor） 佐藤　純
単 位 数（Credits） 3
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References） 授業時に紹介する
備 考（Note） 選考合格者のみ履修可

１．科目の教育目標（Course Description）
精神保健福祉現場における実習の意義を理解するとともに、実習を通して精
神保健福祉士が専門職としての価値・倫理に基づき、その専門的知識と技
術を活用することを身をもって学ぶことができるよう、精神に「障害」の
ある人の現状やその生活実態と困難を理解し、精神保健福祉士として求め
られる資質、知識、技術等を総合的に発揮できるような能力を涵養する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1 精神保健福祉援助実習の意義について理解する。
2 精神障害者の置かれている現状を理解し、その生活実態や生活上の困難に
ついて理解する。
3 精神保健福祉援助にかかる知識と技術について具体的かつ実際的に理解す
る。
4 精神保健福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課
題などを把握し、総合的に能力を発揮できる力を習得する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業開始時に配付する資料に基づいて講義演習実習を行う。施設見学実習
も5回行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
前の講義で指示された準備学習をしてくること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（50点）とレポートなどの事前学習における評価（50点）で評
価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　①②③実習オリエンテーション
第２回　①精神科医療機関における精神保健福祉士の実際／②③精神科

医療機関の見学実習
第３回　①精神科診療所における精神保健福祉士の実際／②③精神科診

療所の見学実習
第４回　①生活支援事業所における精神保健福祉士の実際／②③生活支

援事業所の見学実習
第５回　①就労支援事業所における精神保健福祉士の実際／②③就労支

援事業の見学実習
第６回　①行政、相談機関における精神保健福祉士の実際／②③行政、

相談機関における精神保健福祉士の実際
第７回　①②③実習先施設の事前訪問・見学実習
第８回　①②③自己覚知　１（自分を知る）
第９回　①②③自己覚知　２（自分のフィルターを知る）
第10回　①②実習計画書の作成　１（目標設定）／③本人の体験談から

学ぶ
第11回　①②実習計画書の作成　２（方法）／③家族の体験談から学ぶ
第12回　①②③実習記録の書き方
第13回　①②③支援計画の作り方１（アセスメント）
第14回　①②③支援計画の作り方２（プランニング）
第15回　①②③実習直前指導
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
３コマ連続の授業である。見学先の都合により、曜日時間等の変更もある。
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深めておくこと。 円滑に実習に取り組むことができるよう、できれば事前
にボランティアなどおこなうこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
実習修了者には60点、実習施設による評価（15点）、担当教員による評価

（15点）、その他提出物、実習ノートなど（10点）で総合的に評価する。
５．留意事項（Other Information）
指定された精神科病院、精神科診療所での指導のもと、90時間（13日）以
上の実習に取り組む。

講義コード（Course Code） 245301N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245301

授 業 名（Course Title） 保育原理Ⅱ
保育者論

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 石井　浩子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『保育所保育指針解説書』　厚生労働省　フ
レーベル館　2008年

参考文献（References） 『保育者の職能論』　田中亨胤・尾島重明・
佐藤和順　ミネルヴァ書房　2012年

備 考（Note） 「保育原理Ⅰ」の履修者であること

１．科目の教育目標（Course Description）
　子どもを取り巻く地域社会や家庭のあり方の変化などにより、子どもた
ちの基本的な生活習慣の欠如やコミュニケーション能力の不足などが指摘
されている。そのため、保育所の機能や保育者の役割が期待され、仕事も
多様化している。よって、このような状況に対して、子どもたちへの援助
やその保護者、また、地域の子育て中の家庭への支援について、保育者と
してできることやすべきことについて考察する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．乳幼児を取り巻く社会の状況や背景、家庭のあり方等について学ぶ。
２．求められる保育者の専門性を学ぶ。
３．家庭との連携や子育て支援について学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
配布資料により、講義形式ですすめていく。また、提示した資料を基にディ
スカッションも取り入れていく。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・事前に、「保育所保育指針解説書」を読んでおくこと。
・前回の授業内容について、配布資料などを見るなど、復習をしておくこ
と。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
１．成績評価は、授業参加度（10％）、授業時課題・提出課題（20％）、形
成テスト（70％）に基づいて総合的に行う。 　
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　保育者の資質・能力
第２回　保育士の制度的位置づけ

（1）資格　（2）要件　（3）責務
第３回　保育者に求められるもの

（1）保育者のさまざまな役割
第４回　保育者に求められるもの

（2）保育所保育指針からみた保育者の役割
第５回　保育者に求められるもの

（3）乳幼児、保護者、同僚、地域の家族からみた保育者の資質
第６回　保育者の職務と専門性
第７回　子どもと保育内容（1）子ども理解
第８回　子どもと保育内容（2）子どもの発達と生活
第９回　保育の実践と計画、評価
第10回　家庭支援

保護者とのさまざまな連携
第11回　地域における子育て支援
第12回　保育者の自己研鑚と研修について
第13回　保育評価と苦情処理について
第14回　保育の現状と課題
第15回　形成テストとフィードバック
６．定期試験（Final Exam）
なし

２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1 現場体験を通して精神保健福祉士として必要な知識及び技術並びに関連知
識の理解を深める。
2 精神保健福祉士として必要な知識及び技術並びに関連知識を実際に活用
し、精神障害者に対する相談援助及びリハビリテーションについて必要な
資質・能力・技術を修得する。
3 職業倫理を身につけ、専門職としての自覚に基づいた行動ができるように
する。
4 具体的な体験や援助活動を、専門的援助技術として概念化し理論化し体系
だてていくことができる能力を涵養する。
5 関連分野の専門職種との連携のあり方を理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．精神保健福祉士受験資格取得希望者に対して指定された精神保健福祉
施設等での60時間（9日）以上の現場実習を行う。
２．実習生、担当教員、実習施設の実習指導者との三者協議を踏まえた実
習計画の作成を行う
３．担当教員や実習施設の実習指導者による個別指導や実習記録などによ
る、教員の実習巡回の際のスーパービジョン、帰校による実習中の学生の
集団スーパービジョンなどにより指導を行う。
４．実習施設担当者、学生、大学の三者による実習懇談会を開催し、実習
報告と意見交換を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各自配属された実習施設の理念、概要、利用者理解などについて、理解を
深めておくこと。 円滑に実習に取り組むことができるよう、できれば事前
にボランティアなどおこなうこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
実習修了者には60点、実習施設による評価（15点）、担当教員による評価

（15点）、その他提出物、実習ノートなど（10点）で総合的に評価する。
５．留意事項（Other Information）
実習施設・機関等の指導のもと、60時間以上の実習に取り組む。

講義コード（Course Code） 245293N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245293

授 業 名（Course Title） 精神保健福祉援助実習Ⅲ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 45時間
担 当 者（Instructor） 佐藤　純
単 位 数（Credits） 3
配当学年（Eligible Year） 3（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 選考合格者のみ履修可

１．科目の教育目標（Course Description）
精神保健福祉現場における実習を通して、これまでの講義や演習で学んで
きた精神保健福祉士としての基本的な知識・技術や関連分野の専門職種と
の連携のあり方の理解を深める。また、精神保健福祉士が専門職としての
価値・倫理に基づき、その専門的知識と技術を活用することを身をもって
学び、専門職としての自覚に基づいた実践ができるようになり、またそれ
をもとに専門的技術として体系だてて概念化・理論化する能力を涵養する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1 現場体験を通して精神保健福祉士として必要な知識及び技術並びに関連知
識の理解を深める。
2 精神保健福祉士として必要な知識及び技術並びに関連知識を実際に活用
し、精神障害者に対する相談援助及びリハビリテーションについて必要な
資質・能力・技術を修得する。
3 職業倫理を身につけ、専門職としての自覚に基づいた行動ができるように
する。
4 具体的な体験や援助活動を、専門的援助技術として概念化し理論化し体系
だてていくことができる能力を涵養する。
5 関連分野の専門職種との連携のあり方を理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．精神保健福祉士受験資格取得希望者に対して指定された精神科病院、精
神科診療所での90時間（13日）以上の現場実習を行う。
２．実習生、担当教員、実習施設の実習指導者との三者協議を踏まえた実
習計画の作成を行う
３．担当教員や実習施設の実習指導者による個別指導や実習記録などによ
る、教員の実習巡回の際のスーパービジョン、帰校による実習中の学生の
集団スーパービジョンなどにより指導を行う。
４．実習施設担当者、学生、大学の三者による実習懇談会を開催し、実習
報告と意見交換を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各自配属された実習施設の理念、概要、利用者理解などについて、理解を
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講義コード（Course Code） 245306N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245306

授 業 名（Course Title）
小児保健Ⅰ
子どもの健やかな発育・発達を目指
して

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 萩原　暢子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『子どもの保健-理論と実際-』　岸井勇雄
ほか　同文書院　2015

参考文献（References） 『子どもの保健』　巷野悟郎編　診断と治
療社　2011

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
生命の保持と情緒の安定を図る保育において、子どもの健康の意味を認識
し、保育実践における保健活動の重要性を理解する。また、子どもの発育・
発達の状況を把握し、発育の中心となる食生活や栄養の意義を学習する。ま
た、心の発達にも注目し、精神発達の過程を学ぶ。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．子どもの保健の基本について理解する 
２．子どもの身体発育・精神発達を理解する 
３．子どもの生理・運動機能を理解する 
４．子どもの食生活や栄養について理解する 
５．子どもの生活について理解する
６．保育現場での保健の実際について理解する
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業方法
　講義形式 
２．学習方法 

（1）テキストに沿って行う、プリントで内容補充 
（2）パワーポイント、DVD を用い、頭の中にイメージを作っていく。 
（3）授業の始めに設問を与え、授業中に解答する。授業終了時回収し、次
回返却。

（4）授業の終わりに理解度と質問事項の調査を行い、次回の講義で解説す
る。
３．テキスト・参考文献 

（1）テキストは「子どもの保健」（同文書院） 
（2）参考文献 　　子どもの保健（診断と治療社）
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．テキストの次回講義範囲をしっかり読んでおくこと。 
２．分からないところは、直接尋ねるかあるいはFD用紙を使ってかならず
解決しておくこと。　
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
１．評価は、設問への記入（10%）、授業参加度（10%）、形成テスト（80%）
の総合評価とする。 
２．3分の2以上の出席がないものは、成績を評価しない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション、第１章　子どもと保健、第２章　子ども
の成長と発達（子どもの身体発育）

第２回　第２章　子どもの成長と発達Ⅱ（出産のDVD）
第３回　第２章　子どもの成長と発達Ⅲ　運動機能の発達と保健（ビデ

オ　0～6ヵ月）
第４回　第２章　子どもの成長と発達Ⅳ　運動機能の発達と保健（ビデ

オ　7～12ヵ月）
第５回　第３章　子どもの精神保健Ⅰ（概略、精神分析の歴史と発展）
第６回　第３章　子どもの精神保健Ⅱ（心の健康や行動の問題、不登校

の話）
第７回　第４章　子どもの生活と保健Ⅰ（保育環境の整備、衛生管理）
第８回　第４章　子どもの生活と保健Ⅱ（保育現場の事故防止、危機管

理、安全対策、SIDS）
第９回　第５章　子どもの食Ⅰ（特徴、栄養生理、食事摂取基準）
第10回　第５章　子どもの食Ⅱ（乳児期の食、母乳について）
第11回　第５章　子どもの食Ⅲ（育児用ミルク、混合栄養、離乳、幼児

期の食、学齢期の食、食育）
第12回　第６章　保育現場での保健の実際Ⅰ（排泄、衣服、清潔）
第13回　第６章　保育現場での保健の実際Ⅱ（歯磨き、抱っこ、おんぶ、

ベビーカー）、まとめ
第14回　形成テスト（途中退出不可）

７．留意事項（Other Information）
保育士資格取得のための必修科目であるため、受講するにあたって、保育
の基本的知識を必要とする（「保育原理Ⅰ」の履修者であること）。

講義コード（Course Code） 245302N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245302

授 業 名（Course Title） 養護原理
社会的養護の理解

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 芹澤　出
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『新 保育士養成講座 第5巻 社会的養護』　
新 保育士養成講座編纂委員会／編　全国
社会福祉協議会　

参考文献（References）
児童憲章
児童の権利に関する条約
児童福祉法
児童虐待の防止等に関する法律

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　子どもは家庭で養育されることが望ましいが、事情により家庭だけで子
育てを行うことが出来ない場合があり、家庭を離れて施設で生活をしたり、
家庭から通園して養護を受けることがある。本科目では、児童福祉施設の
目的と機能を理解し、児童の正常な成長・発達を保証するために必要な知
識、技術について学ぶと共に、問題発生の予防的側面や家族の再統合的機
能についても学習する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　社会的養護において、一人ひとりの児童の権利が守られ、その正常な成
長・発達を保証し、援助することのできる知識、技術の理解と児童観 施設
養護観の醸成を図るとともに、児童福祉施設の運営・管理、児童養護にお
ける今後の課題について理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　授業は教科書を中心に進めますが、事例やビデオを取り入れて知識を深
めるとともに、実感としての理解を大切にします。必要に応じてプリント
を配布する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
児童福祉施設でのボランティアやアルバイト、施設見学などを通して、児
童福祉施設についての理解を深める。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
20時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　成績評価は、発表内容（10%）、小レポート（10%）、期末テスト（80%）
により判断する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　養護における子ども観（利用者の現状）
第２回　養護における子ども観（利用者との関わり）
第３回　養護における子ども観（施設の現状）
第４回　社会的養護の理念と概念
第５回　社会的養護の歴史的変換
第６回　児童家庭福祉と社会的養護の関係性
第７回　児童の権利養護と社会的養護
第８回　社会的養護の制度と法体系
第９回　社会的養護の仕組みと実施体制
第10回　社会的養護と施設養護
第11回　社会的養護の専門職
第12回　施設養護の実際
第13回　施設養護とソーシャルワーク
第14回　社会的養護の課題と展望
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
授業中に意見を求めたり、考えを整理して発表してもらう事があります。積
極的に授業に参加する姿勢で受講して下さい。
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障害）
第10回　第８章　救急処置について
第11回　第９章　保育所と家庭の連携Ⅰ（生活リズム、食事、睡眠、健

康教育）
第12回　第９章　保育所と家庭の連携Ⅱ（睡眠の発達）、第１０章　母

と子どもの保健Ⅰ（母子保健の歴史）
第13回　第１０章　母と子どもの保健Ⅱ（保育の現状と対策、児童虐待）
第14回　形成テスト（途中退出不可）
第15回　形成テストの解説と評価
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
他の受験生に迷惑となる私語、携帯電話によるメールの送受信、摂食は禁
止。

講義コード（Course Code） 245309P0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245309

授 業 名（Course Title） 小児栄養Ｐ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 山中　裕佳子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『子どもの食と栄養演習書』　小川雄二　医
歯薬出版株式会社　

参考文献（References）
備 考（Note） 特別選択科目

１．科目の教育目標（Course Description）
小児期の栄養と食生活が生涯にわたる健康と生活の基礎であること、保育
における食生活が心の健康にも影響することを、栄養に関する基礎的な知
識に関する内容も取り上げながら理解させる。また、保育との関連のなか
で、小児期から成人にいたる一貫した食生活の意義、小児に適切な食事が
提供できることの意義を理解させる。さらに、食生活と家族・地域との関
連性、生活全般や環境の望ましい姿を理解させる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．栄養と食生活が生涯にわたる健康と生活の基礎であることを理解する。 
２．保育における食生活が心の健康にも影響することを理解する。 
３．小児期から成人にいたる一貫した食生活の意義を理解する。 
４．小児に適切な食事が提供できることの意義を理解する。 
５．食生活と家族・地域との関連性、生活全般や環境の望ましい姿を理解
する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業方法：講義形式を主とし、適宜演習を取り入れる。 
２．学習方法：章毎にレポートを提出してもらい、講義の要点、質問事項
を記入させることにより、理解度を確認する。
３．テキスト：「子どもの食と栄養演習書」を読んでおくこと。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
詳細は授業中に指示する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（50%）、レポート（50%）により総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　食べることの基本的な理解
第２回　子どもの健康と食生活
第３回　栄養に関する基礎知識①炭水化物
第４回　栄養に関する基礎知識②たんぱく質、脂質
第５回　栄養に関する基礎知識③ビタミン
第６回　栄養に関する基礎知識④無機質
第７回　食育の基本と内容
第８回　食育のための環境

食の安全
第９回　授乳期の食と栄養
第10回　離乳期の食と栄養
第11回　幼児期の食と栄養
第12回　学童期の食と栄養
第13回　特別な配慮を要する子どもの食と栄養①疾病
第14回　特別な配慮を要する子どもの食と栄養②障害
第15回　行事食
６．定期試験（Final Exam）
なし

第15回　形成テストの解説と評価
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
他の受験生に迷惑となる私語、携帯電話によるメールの送受信、摂食は禁
止。

講義コード（Course Code） 245307N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245307

授 業 名（Course Title） 小児保健Ⅱ
子どもの病気や異常事態への対応

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 萩原　暢子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『子どもの保健-理論と実際-』　岸井勇雄
ほか　同文書院　2015

参考文献（References）

『子どもは素晴らしい』　牛尾信也監修　金
原出版　2007
『子どもの保健』　巷野悟郎編　診断と治
療社　2011
『子どもの保健』　渡辺　博　中山書店　
2012

備 考（Note） 「小児保健Ⅰ」の履修者であること

１．科目の教育目標（Course Description）
子どもの病気の特徴を理解し、特に感染症と予防接種について詳しく述べ
る。また、事故と安全対策については、その実態を学ぶとともに、救急処置
を含む対処法および、事故を未然に防ぐ方策について述べる。さらに、保
育所と家庭との連携を通じた保健の重要性を理解させ、母子保健の実際を
学ぶ。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．子どもの病気の特徴、特に感染症と予防接種について
２．事故と応急処置について 
３．母子保健の現状
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業方法
　講義形式 
２．学習方法 　

（1）テキストに沿って行う、プリントで内容補充 　
（2）パワーポイント、DVD を用い、頭の中にイメージを作っていく。 
（3）授業の始めに設問を与え、授業中に解答する。授業終了時回収し、次
回返却。

（4）授業の終わりに理解度と質問事項の調査を行い、次回の講義で解説す
る。 
３．テキスト・参考文献 　

（1）テキスト　　子どもの保健（同文書院） 　
（2）参考文献　　子どもは素晴らしい（金原出版）
　　　　　　　　子どもの保健（診断と治療社）
　　　　　　　　子どもの保健（中山書店）
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．テキストの次回講義範囲をしっかり読んでおくこと。 
２．分からないところは、直接質問するか、あるいはFD用紙を使ってかな
らず解決しておくこと。　
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
１． 評価は、設問への記入（10%）、授業参加度（10%）、形成テスト（80%）
の総合評価とする。 
２．3分の2以上の出席がないものは、成績を評価しない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション、第７章　子どもの病気と保育Ⅰ（子ども
の健康状態の把握）

第２回　第７章　子どもの病気と保育Ⅱ（おもな症状の見方と対応）
第３回　第７章　子どもの病気と保育Ⅲ（アレルギー疾患）
第４回　第７章　子どもの病気と保育Ⅳ（感染症①　総論と各論）
第５回　第７章　子どもの病気と保育Ⅴ（感染症②　各論、食中毒）
第６回　第７章　子どもの病気と保育Ⅵ（予防接種）
第７回　第７章　子どもの病気と保育Ⅶ（循環器、血液、消化器、腎臓

の病気）
第８回　第７章　子どもの病気と保育Ⅷ（呼吸器、内分泌、代謝、皮膚

の病気）
第９回　第７章　子どもの病気と保育Ⅸ（障害のある子どもたち、発達
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講義コード（Course Code） 245310Z0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245310

授 業 名（Course Title） 保育内容ⅠＺ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 石井　浩子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（後期前半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『幼稚園教育要領・保育所保育指針の変遷
と幼保連携型認定こども園教育・保育要
領の成立』　民秋　言編　萌文書林　2016
年

参考文献（References）

『保育所保育指針解説書』　厚生労働省　フ
レーベル館　2008年
『乳幼児の健康第２版』　前橋明編著・石
井浩子・岩城淳子・佐野裕子・宗高弘子・
星　永・松尾瑞穂　大学教育出版　2010
年

備 考（Note） 保育士養成課程専用クラス　半年の半分

１．科目の教育目標（Course Description）
　保育内容とは、保育所において保育の目標を達成するために展開される
全ての内容を意味するものであることを理解する。ここでは、５領域のう
ち、「健康」について学ぶとともに、他領域との関連を踏まえながら総合的
にとらえる視点を養い、保育の全体構造の理解に基づいて、子どもの理解
や保育方法について学ぶ。 　
　また、乳幼児の心身の発達を理解して適切な援助ができるように、保育
者はどのような役割を果たし援助していけばよいのかを考える。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）子どもの心身の成長・発達について理解する。 　
（2）基本的生活習慣について理解し、その援助について考える。 　
（3）領域 ｢健康」のねらい及び内容を理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
配布資料とパワーポイントによる資料提示で講義を進めていき、適宜、演
習を取り入れる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・事前に、保育所保育指針解説書を読んでおくこと。
・授業終了後には、配布資料などを見て復習をすること。 　　 　
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（10％）、授業時の課題及び課題提出（20％）、形成テスト（70％）
に基づいて、総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　保育内容「健康」の意義
第２回　乳幼児の心身の発達

運動発達について
第３回　あそびを通した指導
第４回　運動遊びの指導

指導計画と評価
第５回　基本的生活習慣とその指導
第６回　食生活と食育
第７回　安全環境と安全教育
第８回　形成テストとフィードバック
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245309Z0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245309

授 業 名（Course Title） 小児栄養Ｚ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 今井　里佳
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『最新 子どもの食と栄養 -食生活の基礎を
築くために-』　飯塚美和子 他 編集　学建
書院　

参考文献（References）
備 考（Note） 保育士養成課程専用クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
栄養に関する基礎知識や、子どもの発育・発達と食生活との関連について
理解する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
①栄養に関する基本的な知識を身につける。
②子どもの発育・発達について学ぶ。
③各発達過程における食生活について学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
①授業方法：講義形式を主とし、適宜演習を取り入れる。
②学習方法：適宜、授業内小テスト及びレポート課題を実施する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
シラバスにそって、教科書の該当箇所を予習する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（10％）、小テスト・レポート課題（20％）、筆記試験

（70％）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　子どもの健康と食生活の意義
第２回　食育の基本について
第３回　栄養に関する基本的知識①

日本人の食事摂取基準について
第４回　栄養に関する基本的知識②

食べ物の消化と吸収について
第５回　栄養に関する基本的知識③

食物中の栄養素（炭水化物・脂質）のはたす役割について
第６回　栄養に関する基本的知識④

食物中の栄養素（たんぱく質・ミネラル）のはたす役割につい
て

第７回　妊娠・授乳期の発育・発達と食生活①
妊娠期・授乳期の発育・発達について

第８回　妊娠・授乳期の発育・発達と食生活②
妊娠期・授乳期の栄養と食生活について

第９回　乳・幼児期の発育・発達と食生活①
乳・幼児期の発育・発達について

第10回　乳・幼児期の発育・発達と食生活②
乳・幼児期の栄養と食生活について

第11回　学童期の発育・発達と食生活①
学童期の発育・発達について

第12回　学童期の発育・発達と食生活②
学童期の栄養と食生活について

第13回　家庭や児童福祉施設における食事と栄養について
第14回　特別な配慮を要する子どもの食と栄養について
第15回　試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業の進捗状況に応じて授業予定が変更になる場合もある。
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講義コード（Course Code） 245312Z0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245312

授 業 名（Course Title） 保育内容ⅢＺ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 畠山　寛
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『保育所保育指針』　　
『保育内容　人間関係』　濱名　浩　編　み
らい　2009
『保育内容 ことば〔第２版〕』　  成田徹男　
編　みらい　2010

参考文献（References）
備 考（Note） 保育士養成課程専用クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
　この科目では、保育所において保育の目標を達成するために展開される
保育内容の「人間関係」、及び「言葉」について理解する。そいれぞれの領
域について学ぶともに、他の領域を含めた保育を総合的にとらえる視点を
養い、保育の全体構造の理解に基づいて、子どもの理解や保育方法につい
て理解する。さらに、発達過程に即して子ども理解することと、総合的に
指導・援助が行えるよう実践的な力を習得する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．保育内容「人間関係」の内容・方法と課題
２．保育内容「言葉」の内容・方法と課題
３．保育内容と子どもの発達
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式と演習形式で行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．各回の授業終了時に、次週の学習に向けての課題・指示を与える。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
成績は、授業時の課題（30％）、提出物（70％）で総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　保育内容とは何か？「人間関係」と「言葉」について
第２回　「人間関係」の歴史的変遷
第３回　子どもの発達と「人間関係」：愛着と基本的信頼
第４回　子どもの発達と「人間関係」：仲間関係の育ち
第５回　「人間関係」における子どもの活動と保育環境と援助
第６回　「人間関係」と保育計画
第７回　「人間関係」の課題
第８回　「人間関係」のまとめ
第９回　「言葉」の歴史的変遷
第10回　子どもの発達と「言葉」：言葉の発達
第11回　子どもの発達と「言葉」：文字の理解
第12回　「言葉」における子どもの活動と保育環境と援助
第13回　「言葉」と保育計画
第14回　「言葉」の課題
第15回　「言葉」のまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245311Z0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245311

授 業 名（Course Title） 保育内容ⅡＺ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 植田　恵理子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『保育の表現技術実践ワークーかんじる・
かんがえる・つくる・つたえるー』　今井
真理・植田恵理子他　保育出版社　2016

参考文献（References）
備 考（Note） 保育士養成課程専用クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
保育所において、保育の目標を達成するために展開されている保育内容の

「表現」「環境」の領域について、その基礎知識を学ぶことができる。子ど
もの主体的・創造的な表現活動を引き出すために必要な環境、援助、具体
的な指導方法を習得することができる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）発達を踏まえた表現活動の理解と、ふさわしい環境について理解を深
める。

（2）幼児の表現を引き出す、具体的な活動方法を学ぶ。
（3）表現活動における保育者の役割・援助について理解を深める
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式と演習を組み合わせて行う。適宜プリント等資料を配布する。グ
ループワークを行い、幼児の表現をどのように引き出し、そのためにどの
ような環境を整えるかなどをテーマにした課題に取り組み、グループごと
に授業内発表を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
保育所保育指針を読む。
見学実習の振り返りを行いながら、幼児の遊びを生かした表現活動の指導
方法について、日頃から考える。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（１０％）、発表・提出物（３０％）、授業内発表（６
０％）に基づいて評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　子どもの表現活動と環境
第２回　即興的な表現活動１　～協同を意識した音楽活動と環境～
第３回　即興的な表現活動２　～言葉・会話等から音楽活動につなげる

方法～
第４回　即興的な表現活動３　～遊びを発展させた音楽活動と環境～
第５回　演劇的要素を取り入れた表現活動１　～歌詞を題材にした音楽

活動と環境構成1～
第６回　演劇的要素を取り入れた表現活動２　～歌詞を題材にした音楽

活動と環境構成２～
第７回　演劇要素を取り入れた音楽表現１　～個を生かしたグループ表

現活動～
第８回　演劇要素を取り入れた音楽表現２　～子どもの表現と他者との

関わり～
第９回　素材を生かした表現活動１　～即興劇を活かした導入方法と環

境構成～
第10回　素材を生かした表現活動２　～パペットを使用した活動と環境

構成～
第11回　素材を生かした表現活動３　～パントマイムを活かした活動と

環境構成～
第12回　表現活動の企画１　～遊びと環境～
第13回　表現活動の企画２　～遊びと人間関係～
第14回　表現活動の企画３　まとめと発表準備
第15回　授業内発表
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
動きやすい服装で参加すること。
グループ発表の進行具合により、授業予定の入れ替えや、変更がある場合
もある。
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講義コード（Course Code） 245314Z0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245314

授 業 名（Course Title） 障害児保育Ｚ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 畠山　寛
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『  新・障害のある子どもの保育 [第２版]』　
伊藤健次 編　みらい　2011

参考文献（References）
備 考（Note） 保育士養成課程専用クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
　障害児保育の理念や多様な障害について理解するとともに，障害を持つ
子どものニーズに基づいた保育の方法等について学ぶ。また，家族への支
援や関係機関，地域との連携のありかたについても学ぶことを目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．障害児保育の理念の理解 ２．保育の現状や専門機関との連携の理解 ３．
個別の障害理解と保育支援の理解 ４．家庭に対する支援の理解
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．講義と演習の両方を用いる。 ２．適宜，プリント等を配布する。 ３．
必要に応じて視聴覚教材の利用を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．各回の授業終了時に、次週の学習に向けての課題・指示を与える。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
成績は授業時間内に実施する確認テスト（50％）、提出物（50％）、で総合
的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　障害児保育とは？－障害児保育の理念－
第２回　障害児保育の歴史
第３回　障害児保育の現状
第４回　障害の理解と保育：知的障害
第５回　障害の理解と保育：自閉症
第６回　障害の理解と保育：ADHD・LD
第７回　障害の理解と保育：視覚障害
第８回　障害の理解と保育：聴覚障害
第９回　障害の理解と保育：肢体不自由
第10回　障害の理解と保育：言語障害
第11回　障害児の家族への支援:保護者支援
第12回　障害児の家族への支援：きょうだい支援
第13回　個別の支援計画
第14回　専門機関や地域との連携
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
1．スマートフォンは，鞄の中にしまうこと。
2．机上には，テキスト，筆記用具以外は置かないこと。
3．飲み物は，水，又は，お茶のみ許可する。　

講義コード（Course Code） 245315Z0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245315

授 業 名（Course Title） 養護内容Ｚ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 徳岡　博巳
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 授業で使う資料等はこちらで用意します。
参考文献（References）
備 考（Note） 保育士養成課程専用クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
１．社会的養護における児童の権利擁護や保育士等の倫理について具体的
に理解する。
２．施設養護及び他の社会的養護の実際について学ぶ。
３．個々の児童に応じた支援計画を作成し、日常生活の支援、治療的支援、

講義コード（Course Code） 245313Z0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245313

授 業 名（Course Title） 乳児保育Ｚ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 石井　浩子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『新訂 見る・考える・創りだす　乳児保
育』　社会福祉法人あすみ福祉会 茶々保
育園グループ　萌文書林　2014年

参考文献（References）
『乳児の生活と保育』　松本園子編著　な
なみ書房　2015年
『やさしい　乳児保育　』　伊藤輝子・天
野珠路 編著　青踏社　2012年

備 考（Note） 保育士養成課程専用クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
　わが国における乳児保育の変遷と保育所・乳児院・家庭の現状を確認し
ながら、保育所や乳児院の果たす役割、乳児保育を担当する保育者として
の役割を自覚する。
　保育所や乳児院で乳児保育を担当する保育士として必要な乳児保育の理
論や知識・技術の基本を具体的な事例を通して理解する。広く乳児期（３
歳未満児）の発達と保育について学びながら、そこに関わる大人の役割に
ついて、事例をもとに具体的に理解する。乳児を集団で保育することにつ
いて、保育現場での具体的な課題を討議しながら考え、問題解決の方法を
理解する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．乳幼児保育を取り巻く様々な問題について学ぶ。 
２．乳幼児の発達の理解とともに、その保育環境や実際の援助について学
ぶ。
３．保育所と家庭や他機関・地域との連携について考察する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式で授業を進めるが、適宜演習を取り入れる。教科書と資料の内容
に沿って進め、適宜ビデオ視聴により具体的内容を確認しながら学ぶ。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・事前に指定教科書の「乳幼児期の心身の発達」を読んで、おおまかな子
どもの発達について理解しておくこと。
・授業後、教科書や配布資料を見直して内容を確認すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（10％）、授業時の課題や課題提出（20％）、形成テスト（70％）
に基づいて、総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　乳児保育の意義
（1）乳児・乳児保育の概念
（2）保育ニーズと乳児保育の考え方の基本

第２回　乳児保育の発展の経緯と現状
（1）乳児に対する保育感の変遷
（2）乳児保育の一般化への過程　　　　　　　　　　　　

第３回　（3）保育所・乳児院の役割と乳児保育の位置づけ
第４回　乳児の発達と保育

（1）０歳児の発達と保育（新生時期、０歳児前期、0歳児後期）
第５回　（2）１才児の発達と保育
第６回　（3）２歳児の発達と保育
第７回　（4）乳児の発達と保育（援助の基本的視点の獲得）　
第８回　乳児の保育

（1）乳児保育の計画（保育課程、指導計画）
第９回　（2）保育形態と保育の環境構成　
第10回　（3）職員の協力体制　　　　　　　　　　　
第11回　（4）家庭・他機関・地域との連携
第12回　保育の計画と記録・評価

（1）記録・評価
第13回　（2）保育者の専門性
第14回　今後の課題
第15回　形成テストとフィードバック
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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１．科目の教育目標（Course Description）
保育・教育現場での音楽活動を展開するために必要な、基礎知識や技能を
習得することができる。「聴く・歌う・演奏する・表現する」をテーマに、
実践の場で必要な子どもの歌の歌唱技能及び、その伴奏法、音楽表現につ
いて学ぶことができる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）音楽の基礎的知識…コードを理解する。読譜やリズム打ちに必要な基
礎知識を学ぶ。

（2）聴く…様々なジャンルの曲を聴き、感性を磨く。
（3）歌う・演奏する…発声法やピアノ演奏法、民族楽器や打楽器などの使
い方を知る。

（4）表現する…簡単なアンサンブル・合奏を経験し、演奏技術や表現力を
高める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
グループワークで童謡・手遊びうたを中心とした課題に取り組み、ピアノ
技術を習得する。また、弾き歌い、楽器を使ったリズム打ち、簡単なキー
ボードアンサンブルに取り組む。取り組みに対し、数回以上の授業内発表
を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
読譜する、鍵盤楽器に触れる機会を増やし、楽譜や鍵盤に慣れておくこと。
歌いながら弾くこと、音楽を聴きながらリズムを刻むなど、日常生活の中
で意識して音楽に触れ、経験値を上げること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度30％　課題発表（実技発表）70％で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　保育現場における音楽的アプローチ 　
第２回　子どもの音楽活動を支える１　弾き歌いの基礎
第３回　子どもの音楽活動を支える２ 　弾き歌いの応用
第４回　リズムワーク１　コードの基礎　
第５回　リズムワーク２　コードの展開　
第６回　音楽活動の導入１　基本形のカデンツ
第７回　音楽活動の導入２　転回形のカデンツ
第８回　音楽活動の導入３　色々な調のカデンツ
第９回　キーボードアンサンブル
第10回　小楽器を使用したアンサンブル
第11回　身体表現を取り入れた弾き歌いの基礎
第12回　身体表現を取り入れた弾き歌いの応用
第13回　伴奏法（基本形を使用して）
第14回　伴奏法（応用）コードのまとめ
第15回　課題発表会
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
初回授業時から五線ノートを持参すること。

講義コード（Course Code） 245317Y0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245317

授 業 名（Course Title） 基礎技能音楽ⅡＹ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 植田　恵理子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 授業内で資料を配布する。
参考文献（References）

備 考（Note） 「基礎技能音楽I」履修者であること　 保
育士養成課程専用クラス

自立支援等の内容について具体的に理解する。
４．社会的養護にかかわるソーシャルワークの方法と技術を習得する。
５．社会的養護を通して、家庭支援、児童家庭福祉、地域福祉について理
解や認識を深める。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
児童福祉施設の現状　子どもの生活と支援　虐待の理解及びその対応　ソー
シャルワーク　自己決定支援　権利擁護
３．教育・学習の方法（Course Methods）
児童養護施設における実習生と子どもの場面事例を通して、施設養護や他
の社会的養護についての理解を深める。また、具体的な養護の実践に接し
援助の方法や技術を学ぶ。
実際の事例をグループで検討することで、個々の児童に応じた日常生活支
援、治療的支援、自立支援等の内容を学ぶ。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
グループでディスカッションしながら、子どもへの関わりを検討するため、
授業内容について予習しておく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（40％）及びレポート（60％）により総合判断する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション（グループ作り、事例検討の予備知識）
第２回　事例1－1：社会的養護とは何かを学ぶ
第３回　事例1－2：日常生活支援を考える１（子どもの行動の意味の

理解）
第４回　事例2－1：社会的養護の歴史を学ぶ
第５回　事例2－2：日常生活支援を考える２（ためし行為への対応）
第６回　事例3－1：社会的養護の基本原則を学ぶ
第７回　事例3－2：治療的支援を考える１（子ども同士の関係）
第８回　事例4－1：虐待とは何かを学ぶ
第９回　事例4－2：治療的支援を考える２（怒ると叱るの理解）
第10回　事例5－1：保育士の専門性にかかわる知識・技術を学ぶ
第11回　事例5－2：自立支援を考える（多問題を抱える児童への援助）
第12回　事例6－１：ソーシャルワークにかかわる知識・技術を学ぶ（家

族支援１）
第13回　事例6－2：ソーシャルワークにかかわる知識・技術の応用（家

族支援２）
第14回　事例6－3：ソーシャルワークにかかわる知識・技術の応用（ネッ

トワークの理解）
第15回　まとめ　
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
グループワークを中心に授業を行いますので、遅刻は厳禁です。欠席する
場合は事前に連絡すること。

講義コード（Course Code） 245316Y0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245316

授 業 名（Course Title） 基礎技能音楽ⅠＹ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 植田　恵理子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 授業内で資料を配布する。
参考文献（References）
備 考（Note） 保育士養成課程専用クラス

講義コード（Course Code） 245316Z0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245316

授 業 名（Course Title） 基礎技能音楽ⅠＺ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 植田　恵理子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 授業内で資料を配布する。
参考文献（References）
備 考（Note） 保育士養成課程専用クラス
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育にかかわりある造形の基礎的な技能や知識を作品の制作を通して体験的
に学び、保育の実践時に取り扱う教材やそれらの展開に必要な基礎技能を
習得する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
平面（具象、抽象絵画）での造形活動時における用具、材料の基礎的知識と
技能の習得。 立体（紙工作、粘土塑造）での造形活動時における用具、材
料の基礎的知識と技能の習得。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
はさみ・カッターナイフ・のり・ボンド・鉛筆（B～2B）・消しゴム・水彩
絵の具・筆（大、中、小）・クレパス・色鉛筆等を使った実技演習。 授業内
容により他教材も使用する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各テーマでの準備物（材料、資料、用具）の自己調達。
日常生活で美しいと感じた事物に造形的視点（色、形）を持って関心を持
ち、スケッチ・撮影、展覧会鑑賞等積極的な活動。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
作品作りへの取り組む意欲、関心。提出作品からオリジナリティーを感じ
られる時は高く評価。既成のキャラクター等を使用した作品の評価は低い。
また、作業の正確さ、用具、材料の使い方の的確さ等から技術的な習熟度
を判断する。
１回の講義１０点の配点。提出作品に２回の講義を行なった時は２０点、４
回なら４０点とする。
未提出の時は当該テーマの点数は０点とする。提出期限に遅れた時は作品
の完成度を考慮し採点を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　自然物をモチーフとした描画（鉛筆画）
第２回　空想画（クレパスによるスクラッチ技法）
第３回　校内スケッチ風景画（油性、耐水性マーカーと絵の具を使って）
第４回　自然物をモチーフとした水彩画（絵の具）
第５回　第２、３、４回の予備、調整時間
第６回　様々な描画材料、用具を使用した多様な表現（デカルコマニー、

スタンピング、スパッタリング、バチック、ドリッピング等）で画
用紙に偶然性のある模様作る。

第７回　第６回で作った模様紙を使い作品制作（動植物のシルエットを
使って）

第８回　紙工作「○○屋さんの紙袋」（アイデア、切り紙による連続模
様作り他）

第９回　紙工作「○○屋さんの紙袋」（本制作）
第10回　切り絵「お祭り」（アイデアスケッチ）
第11回　切り絵「お祭り」（本制作）
第12回　粘土造形「私と動物」（アイデア、土台作り）
第13回　粘土造形「私と動物」（紙粘土ー人物制作）
第14回　児童作品鑑賞（ノートルダム学院小学校写生展鑑賞）
第15回　粘土造形「私と動物」（紙粘土ー動物制作、仕上げ）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
演習時の服装（汚れてもよい又はエプロン等を持参）。 追加教材の必要な時
は費用の負担があります。（約1000円～2000円）

講義コード（Course Code） 245319Z0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245319

授 業 名（Course Title） 基礎技能体育Ｚ
運動遊び、幼児体育

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 住本　純
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References） 『幼児体育　理論と実践　第5版』　日本
幼児体育学会　大学教育出版　2016

備 考（Note） 保育士養成課程専用クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
運動遊びの内容を理解し、展開するために必要な知識や技能について、子
どもの発達段階や個々の状況も意識した理論・実践力を習得することを目
標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・運動遊び実践において必要な知識と技能を習得する。
・運動遊びにおける安全管理を理解する。

講義コード（Course Code） 245317Z0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245317

授 業 名（Course Title） 基礎技能音楽ⅡＺ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 植田　恵理子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 授業内で資料を配布する。
参考文献（References）

備 考（Note） 「基礎技能音楽I」履修者であること　 保
育士養成課程専用クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
音楽が子どもの成長発達において重要な役割を担うという考え方を基に、ピ
アノの基本的な知識や演奏技能を習得し、現場においての表現技術を身に
着けることができる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）音楽の基礎的知識…基礎技能音楽Ⅰで習得した、コード・カデンツ・読
譜・リズム打ち等に必要な知識・技術を深める。

（2）聴く…様々なジャンルの曲を聴き、感性を磨く。
（3）歌う・演奏する…発声法・ピアノ演奏法・伴奏法の技術を深める。
（4）表現する…アンサンブル・合奏を経験し、演奏技術や表現力を高める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
グループワークで、童謡・手遊びうたを中心とした課題に取り組み、ピア
ノ技術を習得する。また、弾き歌い、リズム打ち、合奏、キーボードアン
サンブルに取り組み、数回以上の授業内発表を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
読譜する、鍵盤楽器に触れる機会を増やし、楽譜や鍵盤に慣れておくこと。
歌いながら弾くこと、音楽を聴きながらリズムを刻むなど、日常生活の中
で意識して音楽に触れ、経験値を上げること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度30％　課題発表（実技）70％で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　コードの復習１（基本形）
第２回　コードの復習２（転回形）
第３回　コードワーク１（編曲の基礎）
第４回　コードワーク２（応用）　
第５回　ハ長調のカデンツ
第６回　ヘ長調のカデンツ
第７回　ト長調のカデンツ
第８回　移調と伴奏法１（基礎）
第９回　移調と伴奏法２（応用とまとめ）
第10回　アンサンブル譜面の作成１（基礎）
第11回　アンサンブル譜面の作成２　（イントロとエンディング）
第12回　身体表現を取り入れた弾き歌い　基本的な奏法
第13回　身体表現を取り入れた弾き歌い　応用とまとめ
第14回　コード進行　伴奏法のまとめ
第15回　課題発表会
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
初回授業時から五線ノートを持参すること。

講義コード（Course Code） 245318Z0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245318

授 業 名（Course Title） 基礎技能造形Ｚ
創造する喜び

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 今尾　栄仁
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 保育士養成課程専用クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
日常生活上の感性の磨きや創造する事の喜びを根底におきながら、幼児教
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める。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（10％）、提出物（30％）、授業内発表（60％）に基づいて評価
する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　教材研究１　協同することを大切にした歌唱活動
第２回　教材研究２　協同することを大切にしたリズム活動
第３回　教材研究３　歌遊びの展開１　歌を中心にした活動
第４回　教材研究４　歌遊びの展開２　リズムを中心にした活動
第５回　教材研究５　リズム遊び１　身体を使ったリズムアンサンブル
第６回　教材研究６　リズム遊び２　楽器を使ったリズムアンサンブル
第７回　合奏１　合奏までの準備
第８回　合奏２　パート・全体指導の留意点
第９回　合奏３　表現活動としての合奏
第10回　合奏４　指導の留意点
第11回　表現活動の企画１　楽器の効果的な使用方法
第12回　表現活動の企画２　共感することを大切にした活動の企画
第13回　表現活動の企画３　協同することを大切にした活動の企画
第14回　授業内発表準備
第15回　授業内発表　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
動きやすい服装で参加すること。

講義コード（Course Code） 245322N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245322

授 業 名（Course Title） 保育実習Ⅰ－１
保育所実習

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 10時間

担 当 者（Instructor） 石井　浩子. 植田　恵理子. 鵜飼　真理子. 
萩原　暢子. 畠山　寛

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『やさしく学べる保育実践ポートフォリ
オ』　植原邦子　ミネルヴァ書房　2005年
『幼稚園教育要領・保育所保育指針の変遷
と幼保連携型認定こども園教育・保育要
領の成立』　民秋　言　萌文書林　2014年
『保育所保育指針解説著』　厚生労働省　フ
レーベル館　2008年
『幼保連携型認定こども園教育要領解説』　
内閣府　フレーベル館　2015年

備 考（Note） 「保育実習指導I」を同一年度に履修する
こと　 保育士養成課程専用クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
　保育所において乳幼児と生活をともにし、乳幼児の理解を深めるととも
に、保育士の仕事に助手的に携わることを通して、保育所の機能と保育士
の職務について学ぶ。また、乳幼児をとりまく現代の家庭や社会について
の考えを深め、保育士を志す者としての自覚を高める。
　そして、これまでに学んだ知識・技術・考え方等と実践の統合を図り、さ
らに新しい学習課題を見出す契機とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）保育所の概要を把握し、保育の一日の流れや乳幼児の発達の特性など
をつかむ。

（2）保育者の助手的な役割をしながら、保育の実践について学ぶ。
（3）保育の指導案作成や準備を行ってから、実際に責任をもって保育をし、
反省・評価して次への課題を見出す。
３．教育・学習の方法（Course Methods）

（1）実習園として決定した保育所において、おおむね10日間の現場実習を
行う。

（2）実習では、所（園）長や実習担当の保育士から指導を受ける。
（3）実習中に、大学の実習担当教員が実習園に訪問し、実習生への指導を
行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・これまで履修した講義や演習について、保育での実践に役立つようまと
めておく。
・保育所実習に必要な事柄を教科書や配布資料を基に再度確認しておく。
・実習時における具体的な自己課題を明確にしておく。

・幼児の運動遊びや伝承遊びを自ら理解し、遊びを工夫する。
・幼児の表現力を引き出すための題材、環境、構成、援助について理解す
る。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・実習を中心とするので、積極的に自らが運動遊びを楽しむ。
・実践者、幼児役それぞれの観点からの議論を行う。
・グループ学習によって、相互理解を深める活動を行う。
・資料は適宜配布する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
ニュースや新聞の記事を注視し、幼児の運動についての問題点や疑問点を
常に持つように心がけること。
文部科学省『幼児期運動指針』を読んでおくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度、授業態度（50％）、提出物・小レポート（30％）、実技に関す
る課題（20％）とし、総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション　　　今年の子どものからだの異変とその
対策

第２回　実技①体育あそびの実際　からだを使ったあそび　
第３回　実技②体育あそびの実際　用具を使ったあそび　ボール運動
第４回　実技③体育あそびの実際　フープ、なわを使ったあそび
第５回　実技④体育あそびの実際　マット、とび箱
第６回　実技⑤体育あそびの実際　リズム運動
第７回　実技⑥体育あそびの実際　組体操、チームゲーム
第８回　実技⑦体育あそびの実際　　コーナーあそびの設定のしかた、

行い方からサーキット遊びへの発展
第９回　実技⑧体育あそびの実際　　運動会種目（競技種目、表現・リ

ズム種目、レクリエーション種目）
第10回　実技⑨体育あそびの実際　　幼児の体力測定の実際を学ぶ
第11回　理論①子どもの生活と運動
第12回　理論②幼児体育の意義と役割
第13回　理論③運動発現のメカニズム　体力測定評価
第14回　理論④幼児体育指導上の留意事項
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
実技は運動できる服装（ジャージ等）に更衣し、体育館シューズを履くこ
と。
その他、安全確保のために随時、用意するもの等の指示を行う。

講義コード（Course Code） 245320N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245320

授 業 名（Course Title） 基礎技能演習
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 植田　恵理子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 授業内で資料を配布する。
参考文献（References）

備 考（Note）
「基礎技能音楽I・II」「基礎技能造形」「基
礎技能体育」履修者であること　 保育士
養成課程専用クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
基礎技能音楽や保育内容で学んだことを演習を通して深め、保育者として
の技能や表現力を高めるための課題に取り組むことができる。表現活動を
作り上げることを通し、子どもの発達や遊びについての理解を深め、技術
を習得することができる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）保育現場における表現活動に必要な技能を高める。
（2）グループ活動における協調性、調整力を、子どもの活動を企画するこ
とによって身につける。

（3）豊かな表現力を、子どもの活動を企画することを通して身につける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式と演習を組み合わせて行う。協同性・連携を意識しながら、グルー
プワークで課題に取り組み、授業内発表を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
絵本や紙芝居について理解を深める。
保育に必要な遊び（ゲームや手遊び、歌など）、表現活動について理解を深
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施設長が任命する実習指導担当者が当たる。実習巡回時に、実習担当教員
により指導を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・実習までに履修した講義や演習を実習での実践に役立つようまとめてお
く。 　
・施設実習に必要な事柄を教科書や配布資料を基に再度確認しておく。
・実習時における具体的な自己課題を明確にしておく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
原則、実習評価80％、実習記録20％とする。ただし、実習状況を勘案して、
総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　実習施設の沿革と職員構成、各職種の職務分担、勤務形態、勤
務時間について理解する。

第２回　実習施設の保育士の職務内容と役割、施設の地理的条件、設備
等について理解する。

第３回　施設の定員、在籍数、年齢、性別居室構成、措置理由、在所期
間、心身の発達状況、障害の程度などについて個別に理解する。

第４回　子どもの観察やかかわりを通して、乳幼児の発達を理解する。
第５回　心身の発達や障害の程度を考慮して居室が配置・構成されてい

る状況を学ぶ。
第６回　養護の一日の流れを理解し、参加する。（子どもの日常生活が

どのように確保され、指導されているのかを学ぶ。）
第７回　援助計画を理解し、子どもの日常生活における基本的生活習慣

の形成や生活技術の習得、移動・食事・排泄などの援助の一部を担
当する。

第８回　援助計画を理解し、保育士の養護活動や援助技術、異業種との
協力体制について体験を通じて習得する。

第９回　職員間の役割分担とチームワークについて理解する。
第10回　記録や利用者とのコミュニケーション、施設職員からのなどを

通して、施設と家庭や地域社会との連携の実態について理解する。
第11回　子どもの最善の利益を具体化する方法について学ぶ。
第12回　保育士としての職業倫理（守秘義務の）を具体的に学ぶ。
第13回　安全及び、疾病予防への配慮について理解する。
第14回　見学・観察実習（実習施設の役割や機能などを知り、施設や施

設養護の特質について理解を深めるとともに、保育士や指導員の助
手として手伝いながら、子どもの年齢や性別、入所理由、入所期間、
心身の発達の状況、障害の程度、生活居室の運営と職員の活動状況、
職員の構成と勤務の状況、一日の生活など、子どもの状況と施設養
護の実際を観察・理解する）

第15回　参加・助手実習（子どもの生活集団の構成員の一人として加わ
り、子どもの身辺の世話や生活上の指導に補佐的に関わりながら、
子どもの個性や個人差などに応じた関わり方や生活面の指導の仕方
などを学ぶ）

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・「保育実習指導Ⅰ」を履修済みでなければ、「保育実習I－２」を履修する
ことはできない。また、その授業態度及び他の保育士資格関係科目の単位
取得状況、履修状況によっては履修を許可しないことがあるので注意する
こと。 
・必要に応じて説明会、事後指導等を行うので必ず出席すること。
・事前準備として、健康診断と実習前に細菌（検便）検査〔赤痢菌、サルモ
ネラ菌、O-157、虫卵〕をし、結果を実習施設に提出しなければならない。
インフルエンザ予防接種も行うこと。

・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
原則、実習評価80％、実習記録20％とする。ただし、実習状況を勘案して、
総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　実習施設について理解する。
第２回　保育における一日の生活の流れの全体的理解をして参加する。
第３回　子どもの観察やかかわりを通して、乳幼児の発達を理解する。
第４回　保育計画や指導計画を理解する。
第５回　生活指導の態度およびその技術、遊びの展開とその関わり方に

ついて学ぶ。
第６回　生活や遊びなどの一部を担当し、保育技術を習得する。
第７回　人的・物的条件の理解、乳幼児の集団行動・個別行動の観察を

行う。
第８回　保育士の職務内容と役割、他の職員とのチームワークなどを学

ぶ。
第９回　記録や保護者とのコミュニケーションなどを通して、家庭や地

域社会について理解する。
第10回　子どもの最善の利益を具体的に具体化する方法について学ぶ。
第11回　保育士としての職業倫理を具体的に学ぶ。
第12回　乳幼児の健康・安全に対する配慮、疾病予防への配慮などにつ

いて理解する。
第13回　実習の段階と内容

①観察実習
第14回　②参加実習
第15回　③部分実習

保育士の指導のもと、指導案を作成して保育を行う。　
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・「保育実習指導Ⅰ（前期）」を履修済みでなければ、「保育実習Ⅰ-１」を
履修することはできない。また、履修済みであっても、その授業態度及び
保育士資格関係科目の単位取得状況、履修状況によっては履修を許可しな
いこともあるので注意すること。
・説明会や事後指導などを行う際には、支持された日時に必ず参加するこ
と。
・事前準備として健康診断受け、実習前に細菌（検便）検査をし、結果を
実習施設に提出しなければならない。
・教科書は、初回授業内で配布する。

講義コード（Course Code） 245323N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245323

授 業 名（Course Title） 保育実習Ⅰ－２
児童福祉施設実習（保育所を除く）

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 10時間

担 当 者（Instructor） 石井　浩子. 植田　恵理子. 鵜飼　真理子. 
萩原　暢子. 畠山　寛

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）
『保育士養成課程　四訂　福祉施設実習ハ
ンドブック』　岡本邦彦･神戸賢次･喜多
一憲･児玉俊郎　みらい　2013年

備 考（Note） 「保育実習指導I」を同一年度に履修する
こと　 保育士養成課程専用クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
　居住型の乳児院や児童養護施設、障害児施設などの生活の場に参加し、施
設の役割と機能、施設における保育士の職務、養護内容、乳幼児や利用者
に対する理解を深めるとともに、施設と学校との連携や地域に果たす役割
などを学ぶ。また、取得した知識・技能を基礎とし、それらを総合的に実
践する応用力を養う。実習課題を個々が明確にし、保育士を志す者として
の自覚を高めることをめざす。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）福祉施設の意義・機能などを実践の場で観察・体験を通して理解する。 
（2）親元を離れ、福祉施設で生活する子どもの現状から、その最善の利益
の具現化について学ぶ。 

（3）施設で働く保育士としての職務内容、子どもの生活の保障における保
育士の役割、保育士として働くことの意義を実体験する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
実習生は、実習施設の職員に準じて勤務実習する。指導には、施設長及び、
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第11回　指導計画の作成と実践、観察、記録、評価
（1）保育過程に基づく指導計画の作成と実践、省察、評価と保
育過程の理解

第12回　指導計画の作成と実践、観察、記録、評価
（2）作成した指導計画に基づく保育実践と評価

第13回　保育士の業務と職業倫理
（1）多様な保育の展開と保育士の業務

第14回　保育士の業務と職業倫理
（2）多様な保育の展開と保育士の職業倫理

第15回　自己課題の明確化
・保育士に求められる資質、能力、技術など

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・保育実習Ⅱ（保育所）と保育実習Ⅲ（施設）は、どちらかを選択して履
修すること。
　ⅡAは３年春期休暇中に実施（ⅡBは４年夏期休暇中に実施）。
・保育士資格関係科目の単位取得状況や履修状況によっては、実習を許可
しないことがあるので注意すること。
・実習に向けての説明会や事後指導を行うため、必ず出席すること。
・事前準備として、健康診断を受けて実習前に細菌検査をし、結果を実習
施設に提出しなければならない。

講義コード（Course Code） 245324B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245324

授 業 名（Course Title） 保育実習ⅡＢ
保育所実習

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 10時間

担 当 者（Instructor） 石井　浩子. 植田　恵理子. 鵜飼　真理子. 
萩原　暢子. 畠山　寛

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（集中）

前提科目（Prerequisite） 保育原理I・II、保育実習I-1・I-2、保育実
習指導I

テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『幼稚園教育要領・保育所保育指針の変遷
と幼保連携型認定こども園教育・保育要
領の成立 』　民秋　言　萌文書林　2014
年
『保育所保育指針解説書』　厚生労働省　フ
レーベル館　2008年
『幼保連携型認定こども園教育・保育要領
解説』　内閣府　フレーベル館　2015年

備 考（Note） 「保育実習指導II」を同一年度に履修する
こと 保育士養成課程専用クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
　保育所の役割を踏まえ、実際に体験することで保育士としての資質・能
力・機能などを学ぶ。子どもの最善の利益を保障することの意義、各関係
機関との連携、保護者との連携、家庭への援助、地域とのかかわりや地域
の在宅親子への支援など、保育所の担っている社会的役割への理解を深め
る。また、実習Ⅰ-１からの反省や課題を明確化し、自己課題への取り組み
を積極的に行い、指導案の立案、実施をする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）保育所の目的・役割、意義や機能など、保育現場での体験を通して理
解を深める。

（2）保育所保育指針に基づき、子どもの発達過程を理解し、子どもの一人
ひとりへの援助や集団としての保育を捉え、保育の指導案を立案して実践
する。

（3）実習Ⅰ-１を振り返ることにより、自己課題を明確化し、課題への取り
組みを積極的に行う。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　実習生は、実習施設の職員に準じて勤務実習する。実習では、園長や実
習担当の保育士から指導を受ける。実習の巡回指導時には、実習担当教員
が指導を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・実習Ⅰ-１で学んだことを振り返り、指導案や実習記録を見直す。
・指導案作成や教材研究、教材準備をしておくこと。
・関係授業の復習をしておく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
原則、実習評価80％、実習記録20％とする。ただし、実習状況を勘案して、
総合的に評価する。

講義コード（Course Code） 245324A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245324

授 業 名（Course Title） 保育実習ⅡＡ
保育所実習

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 10時間

担 当 者（Instructor） 石井　浩子. 植田　恵理子. 鵜飼　真理子. 
萩原　暢子. 畠山　寛

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（集中）

前提科目（Prerequisite） 保育原理I・II、保育実習I-1・I-2、保育実
習指導I

テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『幼稚園教育要領・保育所保育指針の変遷
と幼保連携型認定こども園教育・保育要
領の成立 』　民秋　言　萌文書林　2014
年
『保育所保育指針解説書』　厚生労働省　フ
レーベル館　2008年
『幼保連携型認定こども園教育・保育要領
解説』　内閣府　フレーベル館　2015年

備 考（Note） 「保育実習指導II」を同一年度に履修する
こと 保育士養成課程専用クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
　保育所の役割を踏まえ、実際に体験することで保育士としての資質・能
力・機能などを学ぶ。子どもの最善の利益を保障することの意義、各関係
機関との連携、保護者との連携、家庭への援助、地域とのかかわりや地域
の在宅親子への支援など、保育所の担っている社会的役割への理解を深め
る。また、実習Ⅰ-１からの反省や課題を明確化し、自己課題への取り組み
を積極的に行い、指導案の立案、実施をする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）保育所の目的・役割、意義や機能など、保育現場での体験を通して理
解を深める。

（2）保育所保育指針に基づき、子どもの発達過程を理解し、子どもの一人
ひとりへの援助や集団としての保育を捉え、保育の指導案を立案して実践
する。

（3）実習Ⅰ-１を振り返ることにより、自己課題を明確化し、課題への取り
組みを積極的に行う。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　実習生は、実習施設の職員に準じて勤務実習する。実習では、園長や実
習担当の保育士から指導を受ける。実習の巡回指導時には、実習担当教員
が指導を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・実習Ⅰ-１で学んだことを振り返り、指導案や実習記録を見直す。
・指導案作成や教材研究、教材準備をしておくこと。
・関係授業の復習をしておく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
原則、実習評価80％、実習記録20％とする。ただし、実習状況を勘案して、
総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　保育所の目的と役割、その機能の理解
・保育所の社会的役割と責任

第２回　乳幼児の発達と生活全体の流れや展開の把握
第３回　子どもの最善の利益を保障することの配慮についての理解
第４回　観察に基づく保育理解

（1）子どもの心身の状態や活動の観察
第５回　観察に基づく保育理解

（2）保育士等の動きや実践の観察
第６回　子どもの保育および保護者・家庭への支援と地域社会等のとの

連携
（1）環境を通して行う保育や生活、遊びを通して総合的に行う
保育の理解

第７回　子どもの保育および保護者・家庭への支援と地域社会等のとの
連携

（2）入所児の保護者支援及び地域の子育て家庭への支援
第８回　子どもの保育および保護者・家庭への支援と地域社会等のとの

連携
（3）各関係機関との連携

第９回　子どもの保育および保護者・家庭への支援と地域社会等のとの
連携

（4）地域社会との連携
第10回　安全危機管理、衛生危機管理などの理解
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２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．福祉施設の意義・機能などを実践の現での体験を通して理解する。
２．指導担当者の指導の下、子ども（利用者）のニーズへの対応や援助計
画の立案・実践を行う。
３．保育実習I－２の反省点をふまえ、自己課題を明確にして積極的に取り
組む。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
実習生は、実習施設の職員に準じて勤務実習する。指導には、施設長及び、
施設長が任命する実習指導担当者が当たる。 　実習巡回時に、実習担当教
員より指導を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・これまで履修した講義や演習を実習における実践に役立つようまとめて
おく。
・施設実習に必要な事柄を教科書や配布資料を基に再度確認しておく。
・保育実習I-２での反省から、実習時における具体的な自己課題を明確に
しておく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
原則、実習評価80％、実習記録20％とする。ただし、実習状況を勘案して、
総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　施設の設置目的や特色、理念、養護の目標、年間行事計画と日
課などの概要を理解する。

第２回　利用者の生活居室や設備の様子、定員と在籍者数、職員の組織
と職種・活動、勤務形態などを理解する。

第３回　利用者の年齢、入所理由、入所期間、家族状況、心身の発達状
態、障害の程度などについて、個別に理解する。

第４回　養護全般に参加し、養護技術を習得する。
第５回　子ども（利用者）の個人差のニーズについて理解した上で、そ

の対応を習得する。
第６回　子どもの家族とのコミュニケーションの方法を具体的な事例を

通して学ぶ。
第７回　子ども（利用者）の最善の利益への配慮を学ぶ。
第８回　施設保育士として、職業倫理を理解する。
第９回　職員間の引き継ぎに触れ、一貫性・連続性に配慮した養護の

視点を学ぶとともに、異業種間の業務内容や役割にも触れ、チーム
ワークのあり方について理解する。

第10回　地域社会に対する理解を深め、施設と家庭、学校との連携の実
際に触れ、具体的に学ぶ。

第11回　実習担当者の下で援助計画を立案し、生活の一部分を実際に担
当して、利用者の養護を理解するとともに、個別性に配慮した養護
のあり方を学ぶ。

第12回　児童福祉施設などの保育士に求められる資質・能力・技術に照
らし合わせて、自己の課題を明確化する。

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・「保育実習指導」と「保育実習Ⅰ-１，Ⅰ-２」を履修済みでなければ、「保
育実習Ⅲ」を履修することはできない。また、「保育実習Ⅱ」と「保育実習
Ⅲ」はどちらかを選択し、履修する。ⅢAは３年生春期休暇中に実施（Ⅲ
Bは４年生夏期休暇中）。
・保育士資格関係科目の単位取得状況、履修状況によっては履修を許可し
ないことがあるので注意すること。
・説明会やオリエンテーション、実習後には事後指導を行うので必ず出席
しなければならない。
・事前準備として、健康診断と実習前に細菌（検便）検査〔赤痢菌、サルモ
ネラ菌、O-157、虫卵〕をし、結果を実習施設に提出しなければならない。
インフルエンザ予防接種も行うこと。

５．授業予定（Course Schedule）
第１回　保育所の目的と役割、その機能の理解

・保育所の社会的役割と責任
第２回　乳幼児の発達と生活全体の流れや展開の把握
第３回　子どもの最善の利益を保障することの配慮についての理解
第４回　観察に基づく保育理解

（1）子どもの心身の状態や活動の観察
第５回　観察に基づく保育理解

（2）保育士等の動きや実践の観察
第６回　子どもの保育および保護者・家庭への支援と地域社会等のとの

連携
（1）環境を通して行う保育や生活、遊びを通して総合的に行う
保育の理解

第７回　子どもの保育および保護者・家庭への支援と地域社会等のとの
連携

（2）入所児の保護者支援及び地域の子育て家庭への支援
第８回　子どもの保育および保護者・家庭への支援と地域社会等のとの

連携
（3）各関係機関との連携

第９回　子どもの保育および保護者・家庭への支援と地域社会等のとの
連携

（4）地域社会との連携
第10回　安全危機管理、衛生危機管理などの理解
第11回　指導計画の作成と実践、観察、記録、評価

（1）保育過程に基づく指導計画の作成と実践、省察、評価と保
育過程の理解

第12回　指導計画の作成と実践、観察、記録、評価
（2）作成した指導計画に基づく保育実践と評価

第13回　保育士の業務と職業倫理
（1）多様な保育の展開と保育士の業務

第14回　保育士の業務と職業倫理
（2）多様な保育の展開と保育士の職業倫理

第15回　自己課題の明確化
・保育士に求められる資質、能力、技術など

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・保育実習Ⅱ（保育所）と保育実習Ⅲ（施設）は、どちらかを選択して履
修すること。
　ⅡBは４年生夏期休暇中に実施（ⅡAは３年生春期休暇中に実施）。
・保育士資格関係科目の単位取得状況や履修状況によっては、実習を許可
しないことがあるので注意すること。
・実習に向けての説明会や事後指導を行うため、必ず出席すること。
・事前準備として、健康診断を受けて実習前に細菌検査をし、結果を実習
施設に提出しなければならない。

講義コード（Course Code） 245325A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245325

授 業 名（Course Title） 保育実習ⅢＡ
児童福祉施設実習（保育所を除く）

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 10時間

担 当 者（Instructor） 石井　浩子. 植田　恵理子. 鵜飼　真理子. 
萩原　暢子. 畠山　寛

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（集中）

前提科目（Prerequisite） 保育原理I・II、保育実習I-1・I-2、保育実
習指導I

テキスト（Textbook）

参考文献（References）
『保育士養成課程 四訂 福祉施設実習ハン
ドブック』　岡本邦彦･神戸賢次･喜多一
憲･児玉俊郎　みらい　2013年

備 考（Note） 「保育実習指導III」を同一年度に履修する
こと 保育士養成課程専用クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
児童福祉施設（保育所以外）、その他社会福祉施設の養護を実際に体験する
ことにより、保育士として必要な資質・能力・技術を学ぶ。実習施設は、児
童厚生施設又は知的障害児通園施設、その他社会福祉関係法令の規定に基
づき設置されている施設であり、保育実習を行う施設として適当と認めら
れるもの（保育所を除く）である。 実習では、家庭と地域の生活実態にふ
れ、子ども家庭福祉ニーズに対する理解力、判断力を養うとともに、子育
てを支援するために必要とされる能力を養う。また、保育実習I－２の反省
点をふまえ、さらに自己の課題を明確化していく。
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６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・「保育実習指導Ⅰ」と「保育実習Ⅰ-１，Ⅰ-２」を履修済みでなければ、

「保育実習Ⅲ」を履修することはできない。また、「保育実習Ⅱ」と「保育
実習Ⅲ」はどちらかを選択し、履修する。ⅢBは４年生夏期休暇中に実施

（ⅢAは３年生春期休暇中実施）
・保育士資格関係科目の単位取得状況、履修状況によっては履修を許可し
ないことがあるので注意すること。
・説明会やオリエンテーション、実習後には事後指導を行うので必ず出席
しなければならない。
・事前準備として、健康診断と実習前に細菌（検便）検査〔赤痢菌、サルモ
ネラ菌、O-157、虫卵〕をし、結果を実習施設に提出しなければならない。
できれば、インフルエンザ予防接種も行うこと。

講義コード（Course Code） 245326N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245326

授 業 名（Course Title） 保育総合演習
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 石井　浩子. 植田　恵理子. 畠山　寛
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『幼稚園教育要領・保育所保育指針の変遷
と幼保連携型認定こども園教育・保育要
領の成立』　民秋　言 編　萌文書林　2016
年
『保育所保育指針解説書』　厚生労働省　フ
レーベル館　2008年
『幼保連携型認定こども園教育・保育要領
解説』　内閣府　フレーベル館　2015年

備 考（Note） 保育士養成課程専用クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
　保育士の社会的役割，保育所を含む児童福祉施設における職務等の理解
を踏まえたうえで，現代の保育に関する課題や問題に対応できる力を養う。
具体的には，保育に関する課題や問題，ニーズなどを把握し，総合的に分
析・判断する能力，対応する能力を科目横断的に習得する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．現代の保育に関する課題や問題点を明確にし、対応方法・解決方法に
ついて考察する。 
２．保育実践のための計画や方法・援助について考察する。 
３．子どもの発達を援助するための保育技術を演習する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
３名によるオムニバス形式での演習授業となる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・各回の授業終了時に，次週の学習に向けての課題・指示を与える。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
成績は３名の担当者がそれぞれの担当分において，授業参加・平常点40％，
レポート・課題・制作等60％で評価する。最終的な成績は３名の平均点と
する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　保育者のための理論と演習①：グループ演習オリエンテーショ
ン＜植田＞

第２回　保育者のための理論と演習②：クループ活動＜植田＞
　　　　　　　　　　　　　　（テーマ決定、グループ練習）

第３回　保育者のための理論と演習③：グループ活動＜植田＞
　　　　　　　　　　　　　　（グループ練習）

第４回　保育者のための理論と演習④：創作活動＜植田＞
第５回　保育者のための理論と演習⑤：活動発表とまとめ＜植田＞
第６回　保育に関する課題や問題点について～保育に関する課題や問題

点とは何か？＜畠山＞
第７回　保育に関する課題や問題点について～情報整理＜畠山＞
第８回　保育に関する課題や問題点について～考察＜畠山＞
第９回　保育に関する課題や問題点について～レジュメ及びパワーポイ

ントの作成～＜畠山＞
第10回　保育に関する課題や問題点について～全体発表会～＜畠山＞
第11回　あそびの指導実習・評価①：現在の育児・保育の状況について

　　　　　　　　　　　　　グループ活動オリエンテーション
 ＜石井＞

第12回　あそびの指導実習・評価②：グループ活動＜石井＞

講義コード（Course Code） 245325B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245325

授 業 名（Course Title） 保育実習ⅢＢ
児童福祉施設実習（保育所を除く）

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 10時間

担 当 者（Instructor） 石井　浩子. 植田　恵理子. 鵜飼　真理子. 
萩原　暢子. 畠山　寛

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（集中）

前提科目（Prerequisite） 保育原理I・II、保育実習I-1・I-2、保育実
習指導I

テキスト（Textbook）

参考文献（References）
『保育士養成課程 四訂 福祉施設実習ハン
ドブック』　岡本邦彦･神戸賢次･喜多一
憲･児玉俊郎　みらい　2013

備 考（Note） 「保育実習指導III」を同一年度に履修する
こと 保育士養成課程専用クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
児童福祉施設（保育所以外）、その他社会福祉施設の養護を実際に体験する
ことにより、保育士として必要な資質・能力・技術を学ぶ。実習施設は、児
童厚生施設又は知的障害児通園施設、その他社会福祉関係法令の規定に基
づき設置されている施設であり、保育実習を行う施設として適当と認めら
れるもの（保育所を除く）である。 実習では、家庭と地域の生活実態にふ
れ、子ども家庭福祉ニーズに対する理解力、判断力を養うとともに、子育
てを支援するために必要とされる能力を養う。また、保育実習I－２の反省
点をふまえ、さらに自己の課題を明確化していく。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．福祉施設の意義・機能などを実践の現での体験を通して理解する。
２．指導担当者の指導の下、子ども（利用者）のニーズへの対応や援助計
画の立案・実践を行う。
３．保育実習I－２の反省点をふまえ、自己課題を明確にして積極的に取り
組む。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　実習生は、実習施設の職員に準じて勤務実習する。指導には、施設長及
び、施設長が任命する実習指導担当者が当たる。 
　実習巡回時に、実習担当教員より指導を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・これまで履修した講義や演習を実習における実践に役立つようまとめて
おく。
・施設実習に必要な事柄を教科書や配布資料を基に再度確認しておく。
・保育実習I-２での反省から、実習時における具体的な自己課題を明確に
しておく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
原則、実習評価80％、実習記録20％とする。ただし、実習状況を勘案して、
総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　施設の設置目的や特色、理念、養護の目標、年間行事と日課な
どの概要を理解する。

第２回　利用者の生活居室や設備の様子、定員と在籍者数、職員の組織
と職種・活動、勤務形態などを理解する。

第３回　利用者の年齢、入所理由、入所期間、家族状況、心身の発達状
態、障害の程度などについて、個別に理解する。

第４回　養護全般に参加し、養護技術を習得する。
第５回　子ども（利用者）の個人差のニーズについて理解した上で、そ

の対応を習得する。
第６回　子どもの家族とのコミュニケーションの方法を具体的な事例を

通して学ぶ。
第７回　子ども（利用者）の最善の利益への配慮を学ぶ。
第８回　施設保育士として、職業倫理を理解する。
第９回　職員間の引き継ぎに触れ、一貫性・連続性に配慮した養護の

視点を学ぶとともに、異業種間の業務内容や役割にも触れ、チーム
ワークのあり方について理解する。

第10回　地域社会に対する理解を深め、連携の方法について、具体的に
学ぶ。

第11回　実習担当者の下で、援助計画を立案し、生活の一部を実際に担
当して、利用者の養護を理解するとともに、個別性に配慮した養護
のあり方を学ぶ。

第12回　児童福祉施設などの保育士に求められる資質・能力・技術に照
らし合わせて、自己の課題を明確化する。
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講義コード（Course Code） 245342Z0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245342

授 業 名（Course Title） 保育の心理学ⅡＺ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 畠山　寛
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 特に指定しない。
参考文献（References） 授業の中で適宜紹介する。
備 考（Note） 保育士養成課程専用クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
１．子どもの心身の発達と保育実践について理解を深める。
２．生活と遊びを通して学ぶ子どもの経験や学習の過程を理解する。
３．保育における発達援助について学ぶ。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．発達の基礎をふまえたうえで、適切な実践について理解する。
２．生活や遊びの大切さを理解する。
３．発達支援の重要性を理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
演習形式で行う。適宜、プリント等を配布する。また、視聴覚教材を用い
る。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各回の授業終了時に、次週の学習に向けての課題・指示を与える。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
成績はレポートを含む提出物が70％。演習の取り組み状況が30％とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス：保育の心理学Ⅱとは何か？
第２回　子ども理解について
第３回　発達支援について
第４回　個人差や発達段階を考慮した保育実践
第５回　人との関わりを通した保育実践
第６回　子どもの生活と学び
第７回　子どもの遊びと学び
第８回　基本的生活習慣の獲得と発達援助
第９回　主体性の形成と発達援助
第10回　発達課題に応じた援助
第11回　発達の連続性と就学
第12回　保護者との連携と発達援助
第13回　専門職との連携と発達援助
第14回　現代社会における発達と保育の問題
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245343Z0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245343

授 業 名（Course Title） 小児保健演習Ｚ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 萩原　暢子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 23（集中）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『子どもの保健演習ガイド』　高内正子編　
建帛社　2015

参考文献（References） 『子どもの保健Ⅱ演習』　白野幸子　医歯
薬出版　2011

備 考（Note） 「小児保健I」の履修者であること 保育士
養成課程専用クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
小児の心身の健康維持への取り組みについては、現場を想定した学習が必要
である。そのために乳児モデルを用いて、乳幼児の養護や症状に対する看
護を学ぶ。沐浴についても、各自が実際に人形で演習する。また、救急事
態に対しては、現場を再現し実際の人形を用いた人工蘇生法の実技を学ぶ。

　　　　　　　　　　　　　（グループの練習）
第13回　あそびの指導実習・評価③：グループ活動＜石井＞

　　　　　　　　　　　　　（指導の流れ、役割の決定）
第14回　あそびの指導実習・評価④：全体発表・評価＜石井＞
第15回　あそびの指導実習・評価⑤：全体発表・評価、まとめ＜石井＞
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・教員の授業担当順序は、入れ替わる場合がある。
・持参物がある場合は、その都度支持する。
・授業内容によって、指定教室外で実施する場合もある。

講義コード（Course Code） 245327N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245327

授 業 名（Course Title） 子どもと言語表現
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 畠山　寛
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 適宜プリントを配布する。

参考文献（References） 成田徹男編（2011）保育内容　ことば（第
2版）、みらい.　

備 考（Note） 保育士養成課程専用クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
　この科目では、子どもの言語表現の大切さを理解するとともに、子どもの
言語表現を促す方法について理解したり、実践することを目標とする。具
体的には、ペープサート、パネルシアター、言葉あそびなどの技術につい
て理解を深め、実践できるようになることを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．子どもの言語表現について理解する。
２．子どもの言語表現、言語活動を促す方法について理解する。
３．言語表現を促す実践的基礎技能を身につける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
言語表現などに関する知識や技能を習得するために、講義形式・演習形式
の両形式で実施する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各授業の最後に次回の授業の準備学習について案内する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
1．言語表現の内容と指導についての理解（20点）
2．各実践についての取り組み（80点）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　子どもと言語表現とは何か？
第２回　言語表現の内容
第３回　言語表現の指導
第４回　子どもの言語表現を促す実践的方法について
第５回　ペープサートの作り方
第６回　ペープサートを作る
第７回　ペープサートの演じ方
第８回　ペープサートを鑑賞する
第９回　パネルシアターの作り方
第10回　パネルシアターを作る
第11回　パネルシアターの演じ方
第12回　パネルシアターを鑑賞する
第13回　言葉あそび
第14回　手遊び
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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１．科目の教育目標（Course Description）
　保育課程の意義と編成の方法についての基礎的事項を理解するとともに、
指導計画の実際とその展開について具体的に学ぶ。保育は、「子ども理解か
ら、計画・実践・評価・改善」と循環しながら行われており、この全体構
造をとらえる。
　また、計画を作成する際には、園の保育目標や子どもの発達、環境構成、
保育者の援助のあり方、家庭や地域との連携など様々な内容を把握・検討
した上で作成されることを学習する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）保育課程と指導計画の種類と役割について理解する。
（2）年齢別の指導計画の作成方法と展開について理解する。
（3）指導計画の評価とその意義について理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式で教科書を使って進めていくが、適宜演習を取り入れる。また、適
宜、資料配布によって講義を進める。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・事前に、保育所保育指針と保育所保育指針解説書を読んでおくこと。
・授業終了後は、指定の教科書と資料を読んで復習をすること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（10％）、授業時課題と課題提出（20％）、定期試験（70％）に
基づいて、総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
保育所保育指針について

第２回　保育課程とは
第３回　指導計画とは
第４回　保育課程の編成

（1）保育課程編成の意義
第５回　（2）保育課程編成の手順
第６回　（3）保育課程編成の実際
第７回　指導計画の作成と作成上の留意事項　
第８回　（1）指導計画作成の手順　
第９回　（2）指導計画の実際と展開
第10回　３歳未満児クラスの指導計画
第11回　３歳以上児クラスの指導計画
第12回　保育の評価と記録
第13回　保育所における自己評価の実際
第14回　保育課程と指導計画の再編成
第15回　保育所児童保育要録について
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245345P0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245345

授 業 名（Course Title） 保育内容総論Ｐ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 石井　浩子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（後期後半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『幼稚園教育要領・保育所保育指針の変遷
と幼保連携型認定こども園教育・保育要
領の成立』　民秋　言編　萌文書林　2014
年

参考文献（References）
『新・保育内容総論第２版』　太田悦生編　
（株）みらい　2010年
『保育内容総論』　監修　公益財団法人児
童育成協会　中央法規　2015年

備 考（Note） 半年の半分　特別選択科目

１．科目の教育目標（Course Description）
　保育内容とは、保育所において保育の目標を達成するために展開される全
ての内容を意味するものであることを理解する。そして、領域（健康、人
間関係、環境、言葉、表現）別の教科の学びとともに、それらを総合的に
とらえる視点を養い、保育の全体構造の理解に基づいて、子どもの理解や
保育方法について学ぶ。 　
　また、保育士として、子ども、保護者、保育所を取り巻く環境･社会情勢
についての理解や発達過程に即した子どもの理解、そして、総合的に指導、
援助が行えるよう、実践的な力を習得する。

２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．小児の健康状態の観察
２．小児の異常症状と手当
３．小児の養護と看護
４．手洗いと沐浴指導
５．小児の歯の健康
６．応急処置と心肺蘇生法
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業方法　グループに分かれて演習を行う。
２．学習方法
　（1）実際の実技を学ぶ。
　（2）毎回の実習記録をまとめて、最後に提出する。
３．テキスト・参考文献
　（1）テキストは　子どもの保健演習ガイド（建帛社）
　（2）参考文献　　子どもの保健Ⅱ演習（医歯薬出版）
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．テキストの次回講義範囲を読んでおくこと。２．分からないところは
質問して、必ず解決しておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）

（1） 評価は、毎回提出用紙（20%）、授業参加度（30%）、形成テスト（50%）
の総合評価とする。

（2）3分の2以上の出席がないものは、成績を評価しない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション、子どもの保健演習とは
第２回　子どもの健康状態の観察・健康観察の要点
第３回　乳幼児の養護（抱き方、衣服の着せ方、おむつの替え方、ミル

クの飲ませ方）
第４回　乳幼児の歯の健康　
第５回　乳幼児の清潔（手洗い演習）　
第６回　沐浴の演習とテスト　
第７回　乳幼児の事故と応急手当（総論）
第８回　乳幼児の事故と応急手当て（各論）
第９回　応急手当てビデオ学習とグループディスカッション
第10回　乳幼児の異常症状と手当て
第11回　心肺蘇生法DVD学習、心肺蘇生法の演習とテスト
第12回　保育演習の振り返りとグループディスカッション
第13回　グループ別発表と個別発表
第14回　形成テスト
第15回　形成テストの解説と評価
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
グループで学習する。赤ちゃんの人形を使った実技を行う。
他の受験生に迷惑となる私語、携帯電話によるメールの送受信、摂食は禁
止。

講義コード（Course Code） 245344N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245344

授 業 名（Course Title） 保育課程論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 石井　浩子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『保育課程論　保育の基盤の理解と実習へ
の活用』　加藤敏子・岡田耕一編著　萌文
書林　2014年
『幼稚園教育要領・保育所保育指針の変
遷と幼保連携型認定こども園教育・保育
要領の成立』　民秋　言　編　萌文書林　
2014年

参考文献（References）

『保育所保育指針解説書』　厚生労働省　フ
レーベル館　2008年
『保育課程・教育課程総論』　柴崎正行・
戸田雅美・増田まゆみ編　ミネルヴァ書
房　2010年
『教育・保育課程論　書いて学べる指導計
画』　岩﨑淳子･及川留美･粕谷亘正　萌
文書林　2015年

備 考（Note）
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・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・事前に、保育所保育指針及び保育所保育指針解説書を読んでおくこと。
・授業終了後に、配布資料を基に、復習をすること。 　
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（10％）、授業時の課題と課題提出（20%）、確認テスト（70％）
に基づいて、総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　保育の基本と保育内容　　
第２回　「保育所保育指針」と保育内容

５領域について
第３回　保育内容と子ども理解

３歳未満児と３歳以上児の生活と保育内容　　　
第４回　発達のとらえ方と保育内容

保育所保育指針における発達のとらえ方　　　
第５回　保育内容における遊びの意味

保育内容としての遊び
生活と遊びの関係　　　　　　　　　　　　　　

第６回　保育内容とその展開
保育計画と指導計画、保育の評価と記録

第７回　保育内容の歴史的変遷　　　　
第８回　現代の保育課題と保育内容

確認テスト　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245346P0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245346

授 業 名（Course Title） 保育相談支援Ｐ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 高井　直美
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『保育実践に求められるソーシャルワーク』　
橋本好市／直島正樹編著　ミネルヴァ書
房　2012

参考文献（References）
『保育相談支援』　柏女霊峰／橋本　真紀
編著　ミネルヴァ書房　2011
『保育所保育指針解説書』　厚生労働省　フ
レーベル館　2008

備 考（Note） 保育士養成課程専用クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
　子どもの保育の専門性を有する保育士として、保育に関する専門的知識・
技術を背景としながら、保護者が求めている子育ての問題や課題に対して、
保護者の気持ちを受け止めつつ、安定した親子関係や養育力の向上を目指
して、保護者に対する支援を行っていくことが求められている。
　本科目では、保護者に対する支援を行っていくための実践力の基礎を体
得していくことを目指している。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．保育相談支援の意義と原則について理解する。
２．保護者支援の基本を理解する。
３．保育相談支援の実際を学び、内容や方法を理解する。
４．保育所等児童福祉施設における保護者支援の実際について理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　ロールプレイやグループ討議、事例研究などの方法を取り入れながら授
業を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　最近の保育現場での問題や課題について、新聞記事やインターネットで
調べておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（30％）、レポート（70％）に基づいて、総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　保育とソーシャルワーク
第２回　保育におけるソーシャルワークの考え方と視点
第３回　保育におけるソーシャルワークの機能と実際
第４回　保育におけるソーシャルワークの方法と技術

２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
（1）５領域を視野に入れた、子どもと保育内容について理解する。 　
（2）幼児理解や指導計画、援助方法、保育の評価と反省など、保育の流れ
を概観しながらそれぞれについて具体的に検討、考察する。 　

（3）保育内容の諸項目概観し、乳幼児期にどのような保育が必要かを理解
する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式で教科書を使って進めていくが、適宜演習を取り入れる。適宜、資
料配布やパワーポイントによる資料提示で講義を進める。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
事前に、保育所保育指針及び保育所保育指針解説書を読んでおくこと。 　
授業終了後にも復習をすること。 　
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（10％）、課題提出（20％）、確認テスト（70％）に基づいて、総
合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　保育の基本と保育内容　　
第２回　「保育所保育指針」と保育内容

５領域について
第３回　保育内容と子ども理解

３歳未満児と３歳以上児の生活と保育内容　　　
第４回　発達のとらえ方と保育内容

保育所保育指針における発達のとらえ方　　　
第５回　保育内容における遊びの意味

保育内容としての遊び
生活と遊びの関係　　　　　　　　　　　　　　

第６回　保育内容とその展開
保育計画と指導計画、保育の評価と記録

第７回　保育内容の歴史的変遷　　　　
第８回　現代の保育課題と保育内容

確認テスト　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245345Z0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245345

授 業 名（Course Title） 保育内容総論Ｚ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 石井　浩子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（後期後半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『幼稚園教育要領・保育所保育指針の変遷
と幼保連携型認定こども園教育・保育要
領の成立』　民秋　言編　萌文書林　2014
年

参考文献（References）

『演習保育内容総論　子どもの生活・環
境・遊びに向き合う』　神田伸生編著　萌
文書林　2013年
『保育内容総論』　監修　公益財団法人児
童育成協会　中央法規　2015年

備 考（Note） 半年の半分　保育士養成課程専用クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
　保育内容とは、保育所において保育の目標を達成するために展開される全
ての内容を意味するものであることを理解する。そして、領域（健康、人
間関係、環境、言葉、表現）別の教科の学びとともに、それらを総合的に
とらえる視点を養い、保育の全体構造の理解に基づいて、子どもの理解や
保育方法について学ぶ。 　
　また、保育士として、子ども、保護者、保育所を取り巻く環境･社会情勢
についての理解や発達過程に即した子どもの理解、そして、総合的に指導、
援助が行えるよう、実践的な力を習得する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）５領域を視野に入れた、子どもと保育内容について理解する。 　
（2）幼児理解や指導計画、援助方法、保育の評価と反省など、保育の流れ
を概観しながらそれぞれについて具体的に検討、考察する。 　

（3）保育内容の諸項目概観し、乳幼児期にどのような保育が必要かを理解
する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
資料配布をし、講義形式で進めながら、適宜、演習を取り入れる。
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要保護児童の家庭に対する支援
第13回　児童福祉施設における保育相談支援４障害児施設、母子生活支

援施設等における保育相談支援
第14回　形成テストによる到達度の把握
第15回　授業の総括：保育士が行う保育相談支援の専門性
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245347N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245347

授 業 名（Course Title） 保育実習指導Ⅰ
事前・事後指導

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間

担 当 者（Instructor） 石井　浩子. 植田　恵理子. 鵜飼　真理子. 
萩原　暢子. 畠山　寛

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（通年）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『健康福祉シリーズ３実習指導概説　保
育・教育・施設実習』　前橋　明・石井浩
子編著　ふくろう出版　2012年
『保育士養成課程 四訂 福祉施設実習ハン
ドブック』　岡本幹彦・神戸賢次・喜多一
憲・児玉俊郎　みらい　2013年
教科書購入については、授業の初回に説
明する。

参考文献（References）

『幼稚園教育要領・保育所保育指針の変遷
と幼保連携型認定こども園教育・保育要
領の成立 』　民秋　言　萌文書林　2014
年
『保育所保育指針解説書』　厚生労働省　フ
レーベル館　2008年
『やさしく学べる保育実践ポートフォリ
オ』　植原邦子　ミネルヴァ書房　2005年

備 考（Note） 「保育原理I・II」の履修者であること　 保
育士養成課程専用クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
　保育所及び施設における実習を円滑に進めていくための知識・技術を習得
し、学習内容・課題を明確化するとともに、実習体験を実りあるものにす
ることを目標とする。具体的には、保育所と施設の制度、役割、機能、子
どもの発達、観察の仕方、援助の仕方、指導計画の立て方、記録の方法な
ど、基礎的な項目について学ぶことにより、保育実習への理解を深めると
ともに、実習の心構えを身につけることをめざす。
　事後指導では、実習を通して学んだことや反省などから、今後の自己の
学習内容や課題を探ることをめざす。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）実習の目的や内容、方法、留意事項などを具体的に理解する。
（2）保育観察の方法や「実習記録」の記入の仕方、指導計画の作成方法、基
礎的な保育技能・技法を身につける。

（3）実習を評価・反省し、実習後の学習課題を明確にする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　講義によって、実習に必要な事柄を理解するとともに、心構えについて
学ぶ。また、実習施設への見学や保育に参加することにより、事前に現場
の状況を理解する。
　実習に必要な保育技術や知識について、レポートを課す。
　実習中に、施設の実習担当者との連携のもと、実習生への指導を行う。
　事後指導は、実習終了後に行う。日時については、事前実習指導授業内
に知らせるので、必ず出席すること。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　これまで履修した講義から、保育所や施設の制度や役割、機能、また、保
育者の役割などについて再確認しておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度（50％）、確認テスト・課題・事前事後指導での発表状況など

（50％）に基づいて、総合的に評価する。
　なお、原則として欠席は認められない。提出物の期限は厳守すること。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　保育実習オリエンテーション
保育実習の意義と目的と概要

第２回　実習の内容と方法、実習の流れや手続きなど
第３回　保育所実習について

第５回　保育相談支援の重要性
第６回　保護者との関係構築
第７回　地域子育て支援
第８回　事例分析に必要な手法
第９回　乳児期の親支援について
第10回　乳児期の子どもの発達支援について
第11回　乳児期の支援の事例分析
第12回　幼児期の親支援について
第13回　幼児期の子どもの発達支援について
第14回　幼児期の支援の事例分析
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245346Z0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245346

授 業 名（Course Title） 保育相談支援Ｚ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 山本　智也
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『家庭支援論/家庭支援と保育相談支援』　
『新保育士養成講座』編纂委員会　編　社
会福祉法人全国社会福祉協議会　2015

参考文献（References）
備 考（Note） 保育士養成課程専用クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
　子どもの保育の専門性を有する保育士として、保育に関する専門的知識・
技術を背景としながら、保護者が求めている子育ての問題や課題に対して、
保護者の気持ちを受け止めつつ、安定した親子関係や養育力の向上を目指
して、保護者に対する支援を行っていくことが求められている。
　本科目では、保護者に対する支援を行っていくための実践力の基礎を体
得していくことを目指している。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．保育相談支援の意義と原則について理解する。
２．保護者支援の基本を理解する。
３．保育相談支援の実際を学び、内容や方法を理解する。
４．保育所等児童福祉施設における保護者支援の実際について理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　ロールプレーイングやグループ討議、事例研究などの方法を取り入れな
がら授業を行う。
　前回授業で取り上げた内容についての小テストを原則として毎回実施す
る。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　予習として、授業で取り上げる内容についてテキストを熟読すること、復
習として、前回授業で取り上げた内容についてのレポート作成及び小テス
トのための準備が必須である。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（15％）、レポート（15％）、小テスト（35％）、形成テスト（35％）
に基づいて、総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　保育相談支援の意義
第２回　保育の特性と保育士の専門性を生かした支援
第３回　保育相談支援の基本１子どもの最善の利益と保護者の養育力向

上に資する支援
第４回　保育相談支援の基本２信頼関係を基本とした支援
第５回　保育相談支援の基本３地域の資源の活用と関係機関との連携
第６回　保育相談支援の実際１保育に関する保護者に対する指導及び支

援の内容
第７回　保育相談支援の実際２保育相談支援の方法と技術
第８回　保育相談支援の実際３ケースアセスメント
第９回　保育相談支援の実際４保育相談支援の展開場面と評価
第10回　児童福祉施設における保育相談支援１保育所における保育相談

支援
第11回　児童福祉施設における保育相談支援２特別な対応を要する家庭

への支援
第12回　児童福祉施設における保育相談支援３児童養護施設等における
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第２回　実習記録の意義と方法の理解
第３回　実習の流れや手続きなど

実習に必要な書類作成、課題設定など
第４回　実習記録の理解①

実習日誌の意義と書き方
第５回　実習記録の理解②

実習日誌を振り返る（Ⅰ-1）
第６回　指導計画の理解①

指導実習について（部分実習）
第７回　指導計画の理解②

ねらいと内容
第８回　指導計画の理解③

環境構成と保育者の援助
第９回　指導計画の理解④

部分実習指導案作成　
第10回　指導計画の理解⑤

指導実習について（半日実習・一日実習）
第11回　指導計画の理解⑥

半日実習・一日実習指導案作成
第12回　実習の心構え

実習課題の明確化
第13回　学内オリエンテーション
第14回　事後指導①

実習報告
第15回　事後指導②

まとめ、実習記録および成績票による個別面接指導
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・春期休暇期間に実施する実習の事前授業として実施する。
・この授業を履修しなければ、「保育実習Ⅱ」は履修できない。
・原則として欠席は認められない。提出物の期限は厳守すること。

講義コード（Course Code） 245348B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245348

授 業 名（Course Title） 保育実習指導ⅡＢ
事前・事後指導（４年前期）　

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間

担 当 者（Instructor） 石井　浩子. 植田　恵理子. 鵜飼　真理子. 
萩原　暢子. 畠山　寛

単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite） 保育実習指導I、保育実習I-1・I-2

テキスト（Textbook）
『健康福祉シリーズ③　実習指導概説　保
育・教育・施設実習』　前橋　明・石井浩
子編著　ふくろう出版　2012年

参考文献（References） 『やさしく学べる保育実践ポートフォリ
オ』　植原邦子　ミネルヴァ書房　2005年

備 考（Note） 保育士養成課程専用クラス 3年次後期か
ら4年次前期まで

１．科目の教育目標（Course Description）
　この科目は、保育実習Ⅱ（保育所実習）の事前学習と事後指導を行うも
のである。保育実習Ⅱの意義と目的、その内容について理解を深め、保育
について総合的に学ぶ。よって、これまで履修した科目の内容や「保育実
習Ⅰ」での学び、また、新たな自己課題を踏まえ、総合的に実践する応用
能力を培う。
　事後指導では、自己評価やグループディスカッションを通して、実習総
括を行うともに、今後の自己の課題を明確にすることをめざす。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・保育実習Ⅱでは、前回の実習からさらに進んだ実習の目的と内容である
ことを理解する。
・前回の実習の経験を生かし、保育や子どもたちの観察、子どもたちの関
わり、実習記録への記入、指導計画の作成、保育技能・技法などの習得を
身につける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・講義と演習によって、保育実習Ⅱに必要な事柄を理解するとともに、心
構えについても学ぶ。
・実習前後に課題を出す。
・事後指導は、実習終了後に行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・保育実習Ⅰの実習内容をふりかえり、自己課題を明確にしておくこと。
・これまで履修した科目から、保育所の制度や役割、機能、また、保育者

児童福祉施設とは
第４回　園・施設の行事や一日の流れの理解
第５回　乳幼児の生活と保育・生活環境
第６回　乳幼児の発達と保育・療育、乳幼児の活動と保育者の関わり
第７回　保育園での具体的な援助と指導実践の基礎理解
第８回　観察方法、記録のとり方

実習記録の書き方の実際と注意事項
第９回　保育所・施設見学
第10回　児童文化財を使った実技を含む模擬保育指導計画の立て方
第11回　指導案の作成と模擬保育（討議）
第12回　実習課題の明確化
第13回　実習に際しての留意事項

（1）子どもの人権と最善の利益の考慮（2）プライバシー保護
と守秘義務（3）実習の心構え

第14回　学内オリエンテーション
実習施設への事前訪問

第15回　実習終了後
事後指導〔実習報告、成績開示、個別指導〕

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・この授業を履修しなければ、「保育実習Ⅰ-１・Ⅰ-２」は履修できない。
・出席状況や資格取得に必要な科目の履修状況から、履修や実習を中止す
ることもあるので注意すること。

講義コード（Course Code） 245348A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245348

授 業 名（Course Title） 保育実習指導ⅡＡ
事前・事後指導（３年後期）

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間

担 当 者（Instructor） 石井　浩子. 植田　恵理子. 鵜飼　真理子. 
萩原　暢子. 畠山　寛

単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite） 保育実習指導I、保育実習I-1・I-2

テキスト（Textbook）
『健康福祉シリーズ③　実習指導概説　保
育・教育・施設実習』　前橋　明・石井浩
子編著　ふくろう出版　2012年

参考文献（References） 『やさしく学べる保育実践ポートフォリ
オ』　植原邦子　ミネルヴァ書房　2005年

備 考（Note） 保育士養成課程専用クラス 3年次後期か
ら4年次前期まで

１．科目の教育目標（Course Description）
　この科目は、保育実習Ⅱ（保育所実習）の事前学習と事後指導を行うも
のである。保育実習Ⅱの意義と目的、その内容について理解を深め、保育
について総合的に学ぶ。よって、これまで履修した科目の内容や「保育実
習Ⅰ」での学び、また、新たな自己課題を踏まえ、総合的に実践する応用
能力を培うことをめざす。
　事後指導では、自己評価やグループディスカッションを通して、実習総
括を行うともに、今後の自己の課題を明確にする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・保育実習Ⅱでは、前回の実習からさらに進んだ実習の目的と内容である
ことを理解する。
・前回の実習の経験を生かし、保育や子どもたちの観察、子どもたちの関
わり、実習記録への記入、指導計画の作成、保育技能・技法などの習得を
身につける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・講義と演習によって、保育実習Ⅱに必要な事柄を理解するとともに、心
構えについても学ぶ。
・実習前後に課題を出す。
・事後指導は、実習終了後に行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・保育実習Ⅰの実習内容をふりかえり、自己課題を明確にしておくこと。
・これまで履修した科目から、保育所の制度や役割、機能、また、保育者
の役割などについて、再確認をすること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（40％）、授業時提出物（20％）、実習事前課題（40％）に基づ
いて、総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　保育実習Ⅱ（保育所実習）の意義と目的
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・実習に必要な保育技術や知識について、レポートを課す。
・事後指導は、実習終了後に行う。日時については、事前実習指導授業内
に知らせるので、必ず出席すること。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　これまで履修した講義から、保育所や施設の制度や役割、機能、また、保
育者の役割などについて再確認しておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度（50％）、授業時の課題・実習前課題の提出（40％）、事前事
後指導への出席・発表状況など（10％）に基づいて、総合的に評価する。
　なお、原則として欠席は認められない。提出物の制限は厳守すること。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　事前指導①：保育実習Ⅲの内容と目的
第２回　事前指導②：子どもの最善の利益を考慮した養護・療育の具体

的理解
第３回　事前指導③：子どもの養護・療育と保護者支援
第４回　事前指導④：子どもの状態に応じた適切なかかわり～被虐待児

との関わり～
第５回　事前指導⑤：子どもの状態に応じた適切なかかわり～障がい児

との関わり～
第６回　事前指導⑥：個別の支援計画について
第７回　事前指導⑦：個別の支援計画と実践
第８回　事前指導⑧：養護・療育の観察、記録、自己評価に基づく養

護・療育の改善
第９回　事前指導⑨：保育士の専門性と職業倫理
第10回　事前指導⑩：実習計画を作成する①～実習Ⅰ－Ⅱを振り返る～
第11回　事前指導⑪：実習計画を作成する②～実習Ⅲの課題を明確化す

る～
第12回　事前指導⑫：個人票等の作成
第13回　事後指導①：個人発表
第14回　事後指導②：グループ討議
第15回　事後指導③：面談
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 245349B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245349

授 業 名（Course Title） 保育実習指導ⅢＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間

担 当 者（Instructor） 石井　浩子. 植田　恵理子. 鵜飼　真理子. 
萩原　暢子. 畠山　寛

単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite） 保育実習指導I、保育実習I-1・I-2

テキスト（Textbook）
『保育士養成課程 四訂 福祉施設実習ハン
ドブック』　岡本幹彦・神戸賢次・喜多一
憲・児玉俊郎　みらい　2013年

参考文献（References）

備 考（Note） 保育士養成課程専用クラス 3年次後期か
ら4年次前期まで

１．科目の教育目標（Course Description）
１．保育実習の意義と目的を理解し、養護・療育について総合的に学ぶ。
２．実習や既習の教科の内容やその関連性を踏まえ、保育実践力を培う。
３．保育の観察、記録及び自己評価等を踏まえた保育の改善について実践
や事例を通して学ぶ。
４．保育士の専門性と職業倫理について理解する。
５．実習の事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行い、保育に対す
る課題や認識を明確にする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）実習の目的や内容、方法、留意事項などを具体的に理解する。
（2）保育観察の方法や「実習記録」の記入の仕方、指導計画の作成方法、基
礎的な保育技能・技法を身につける。

（3）実習を評価・反省し、実習後の学習課題を明確にする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・講義・演習によって、実習に必要な事柄を理解するとともに、心構えに
ついて学ぶ。
・実習に必要な保育技術や知識について、レポートを課す。
・事後指導は、実習終了後に行う。日時については、事前実習指導授業内
に知らせるので、必ず出席すること。

の役割などについて、再確認をすること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（40％）、授業時の提出物（20％）、実習前課題（40％）に基づ
いて、総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　保育実習Ⅱ（保育所実習）の意義と目的
第２回　実習記録の意義と方法の理解
第３回　実習の流れや手続きなど

実習に必要な書類作成、課題設定など
第４回　実習記録の理解①

実習日誌の意義と書き方
第５回　実習記録の理解②

実習日誌を振り返る（Ⅰ-1）
第６回　指導計画の理解①

指導実習について（部分実習）
第７回　指導計画の理解②

ねらいと内容
第８回　指導計画の理解③

環境構成と保育者の援助
第９回　指導計画の理解④

部分実習指導案作成　
第10回　指導計画の理解⑤

指導実習について（半日実習・一日実習）
第11回　指導計画の理解⑥

半日実習・一日実習指導案作成
第12回　実習の心構え

実習課題の明確化
第13回　学内オリエンテーション
第14回　事後指導①

実習報告
第15回　事後指導②

まとめ、実習記録および成績票による個別面接指導
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・夏期休暇期間に実施する実習の事前授業として実施する。
・この授業を履修しなければ、「保育実習Ⅱ」は履修できない。
・原則として欠席は認められない。提出物の期限は厳守すること。

講義コード（Course Code） 245349A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-245349

授 業 名（Course Title） 保育実習指導ⅢＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間

担 当 者（Instructor） 石井　浩子. 植田　恵理子. 鵜飼　真理子. 
萩原　暢子. 畠山　寛

単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite） 保育実習指導I、保育実習I-1・I-2

テキスト（Textbook）
『保育士養成課程 四訂 福祉施設実習ハン
ドブック』　岡本幹彦・神戸賢次・喜多一
憲・児玉俊郎　みらい　2013年

参考文献（References）

備 考（Note） 保育士養成課程専用クラス 3年次後期か
ら4年次前期まで

１．科目の教育目標（Course Description）
１．保育実習の意義と目的を理解し、養護・療育について総合的に学ぶ。
２．実習や既習の教科の内容やその関連性を踏まえ、保育実践力を培う。
３．保育の観察、記録及び自己評価等を踏まえた保育の改善について実践
や事例を通して学ぶ。
４．保育士の専門性と職業倫理について理解する。
５．実習の事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行い、保育に対す
る課題や認識を明確にする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）実習の目的や内容、方法、留意事項などを具体的に理解する。
（2）保育観察の方法や「実習記録」の記入の仕方、指導計画の作成方法、基
礎的な保育技能・技法を身につける。

（3）実習を評価・反省し、実習後の学習課題を明確にする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・講義と演習によって、実習に必要な事柄を理解するとともに、心構えに
ついて学ぶ。
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う、色の区別、再現、配色方法に関する理解を深める。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. 12色相環の作成
2. 色の三属性を把握する配色演習
3. 季節感の色彩構成
4. 日本の色のブックカバーデザイン
5. 配色技法を用いたパターン制作
6. エクステリアの色彩設計
7. インテリアの色彩設計
３．教育・学習の方法（Course Methods）
配付プリントと画像資料を用いて理論を学んだ後、配色カードや絵の具に
よる実技演習を行う。必要な文具・画材等は適宜指示する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
気に入ったデザインやテキスタイルがどのような配色になっているかを観
察すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業時の課題・授業参加度（50％）と筆記試験（50％）の総合評価とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　色の本質　（色と視覚、色の分類、色知覚の三属性）
第２回　演習課題1、12色相環の作成  　（目的色の出し方、混色方法）
第３回　色の体系　（色名と日本色研配色体系、マンセル表色系）
第４回　演習課題2、色の三属性を把握する配色演習
第５回　色の見え方　（対比と同化、面積効果など）
第６回　演習課題3、季節感の色彩構成　（色のイメージ表現）
第７回　色の心理　（色のイメージと感情効果）
第８回　演習課題4、日本の色を用いたブックカバーデザイン
第９回　色の調和と配色
第10回　演習課題5、配色技法を用いたパターン制作
第11回　建築の色彩設計
第12回　演習課題6、エクステリアの色彩設計
第13回　インテリアとエクステリアの色彩調和
第14回　演習課題7、インテリアの色彩設計
第15回　試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
課題で配色カードを使用する際、のりとはさみが必要になります。この他
に絵具やケント紙などの画材が必要となります。

講義コード（Course Code） 248012N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-248012

授 業 名（Course Title） デザイン論Ⅰ
近代デザインの歴史

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 竹内　正明
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 12（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『カラー版 図説 建築の歴史』　西田雅嗣・
矢ヶ崎善太郎編　学芸出版社　2013

参考文献（References）
『近代建築史』　石田潤一郎・中川理編　昭
和堂　1998
『テキスト 建築の20世紀』　本田昌昭・末
包伸吾編　学芸出版社　2009

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
住環境にまつわる形態表現について考察する。具体的には、建築を中心とし
て、私たちの身の回りに存在してきた数々の作品のなかから、「かたち」が
どのように構成されているのかを読み解くことによって、近代デザインの
歴史と特徴を習得することを目的とする。作品に込められた「かたち」や

「空間」の捉え方を的確に把握するとともに、より豊かな表現を養う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１. 作品を鑑賞する。
２. 作品の制作背景を学ぶ。 
３. 作品に込められた意味を理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１. 授業方法 
　　　画像資料を用いて講義を進める。 
２. テキスト・参考文献など
　　　テキスト・参考文献は、授業中に適宜指示する。

・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　これまで履修した講義から、保育所や施設の制度や役割、機能、また、保
育者の役割などについて再確認しておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度（50％）、授業時の課題・実習前課題（40％）、事前事後指導
への出席・発表状況など（10％）に基づいて、総合的に評価する。
　なお、原則として欠席は認められない。提出物の制限は厳守すること。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　事前指導①：保育実習Ⅲの内容と目的
第２回　事前指導②：子どもの最善の利益を考慮した養護・療育の具体

的理解
第３回　事前指導③：子どもの養護・療育と保護者支援
第４回　事前指導④：子どもの状態に応じた適切なかかわり～被虐待児

との関わり～
第５回　事前指導⑤：子どもの状態に応じた適切なかかわり～障がい児

との関わり～
第６回　事前指導⑥：個別の支援計画について
第７回　事前指導⑦：個別の支援計画と実践
第８回　事前指導⑧：養護・療育の観察、記録、自己評価に基づく養

護・療育の改善
第９回　事前指導⑨：保育士の専門性と職業倫理
第10回　事前指導⑩：実習計画を作成する①～実習Ⅰ－Ⅱを振り返る～
第11回　事前指導⑪：実習計画を作成する②～実習Ⅲの課題を明確化す

る～
第12回　事前指導⑫：個人票等の作成
第13回　事後指導①：個人発表
第14回　事後指導②：グループ討議
第15回　事後指導③：面談
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 248011A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-248011

授 業 名（Course Title）
色彩学Ａ
色によるイメージ伝達を体系的に学
ぶ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 室　千草
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 『新配色カード199a』　日本色彩研究所　

参考文献（References）
『カラーコーディネーター入門　色彩』　大
井義雄・川崎秀昭　日本色研事業（株）　
2007年

備 考（Note） 定員30人

講義コード（Course Code） 248011B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-248011

授 業 名（Course Title）
色彩学Ｂ
色によるイメージ伝達を体系的に学
ぶ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 室　千草
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 『新配色カード199a』　日本色彩研究所　

参考文献（References）
『カラーコーディネーター入門　色彩』　大
井義雄・川崎秀昭　日本色研事業（株）　
2007年

備 考（Note） 定員30人

１．科目の教育目標（Course Description）
「色」は造形活動のうえで、形、テクスチャーとともに、表現するための重
要な要素ともいえる。  「色」を体系的に学ぶことにより、色彩システムの
基本知識を習得し、色彩表現、色彩計画において色を有効に活用 できるよ



─ 341 ─

第３回　表層の建築表現
第４回　アートと建築
第５回　脱構築からプログラム論
第６回　道標としての近代建築
第７回　伝統性と地域主義
第８回　中間レポートの発表と講評
第９回　日本のすまいとモダンリビング
第10回　未来都市のイメージ
第11回　建築の解体という手法
第12回　野武士と称された建築家
第13回　建築表現におけるテクノロジーの系譜
第14回　リノベーションという方法
第15回　期末レポートの発表と講評
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
空間に関連して、建築に限らず、表現における幅広い知識を得ること。

講義コード（Course Code） 248025N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-248025

授 業 名（Course Title）
社会福祉援助技術演習Ⅱ
支援を必要としている人たちの安心
と安全をまもる

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 矢島　雅子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 演習事例を中心としてプリント、配布資
料等で対応していく。

参考文献（References）

『相談援助演習』　白澤政和・福富昌城・
牧里毎治他編　ミネルヴァ書房　2015
『社会福祉士相談援助演習』　長谷川匡俊・
上野谷加代子・白澤政和他編　中央法規　
2015
必要に応じて指示する。

備 考（Note）
定員20人
「社会福祉援助技術演習Ⅰ」の履修者であ
ること

１．科目の教育目標（Course Description）
　本演習は「社会福祉援助技術」、「社会福祉援助技術演習I」の履修を基礎
とした「社会福祉援助技術現場実習」の事後授業、ならびにこれまで修得し
た社会福祉援助技術のまとめの科目として位置づけられる。本演習で学生
は実習の体験を活かしつつ、さまざまな社会福祉実践の場で対人援助に従
事する専門職としてのより専門的な能力を身につけることをめざしている。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　社会福祉援助技術、対人援助の意味と役割を明確にしつつ、現場の実践に
活かせる対人援助能力を身につけることである。そのために対人援助技術
の基礎的理論を確認しつつ、対人援助専門　職としての専門的な＜援助者
の態度＞、＜コミュニケーション技術＞、＜援助プロセスの実際＞を、観
察・考察する演習と事例検討を通して学習する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業方法：
　　１　社会福祉援助技術の実際資料／映像の提示
　　２　社会福祉援助技術の視点からの講義と解説
　　３　ロールプレイ、カンファレンスを含んだ演習、事例検討を行う。
　本演習では、各学生が自分自身で学習し、考え、主体的に参加し行動発
言することを求める。後半では受講生が１事例ずつソーシャルワーカー役
となり担当していく。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　社会福祉実践の現場はさまざまに変化を続けている。生身の人間の生活
を支援するということではこの演習は将来対人援助に携わることを想定し
ているので、日常からテレビや新聞等で社会福祉関連の話題や記事を見つ
けて理解度を深めておく必要がある。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　評価は、授業参加度（グループワーク、ロールプレイ等）（５０％）と演
習課題レポート（５０％）をもって総合評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　社会福祉援助技術実践とは何か　　　　　　　　　　
第２回　社会福祉援助技術演習の意義と方法
第３回　インテークの実際

・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
参考文献もしくは参考文献に準ずる近代建築史に関する図書に目を通して
おくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
7.5時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
期末レポート（50％）、中間レポート（30％）、授業参加度（20％）を総合
して行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ル・コルビュジエ
第２回　ミース・ファン・デル・ローエ
第３回　批判の対象としての古典主義
第４回　近代建築の萌芽と曙光
第５回　近代への多様な道のり
第６回　建築のアヴァンキャルド
第７回　近代建築の実験場としてのドイツ
第８回　中間レポートの発表と講評
第９回　アメリカにおける近代建築の形成
第10回　教義としての近代建築
第11回　近代建築のひろがりと変容
第12回　近代建築への懐疑と超克
第13回　建築のポスト・モダン
第14回　テーマ化するモダニティ
第15回　期末レポートの発表と講評
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
建築物や作品の特徴をしっかりと把握すること。

講義コード（Course Code） 248013N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-248013

授 業 名（Course Title） デザイン論Ⅱ
空間の歴史

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 竹内　正明
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『カラー版 図説 建築の歴史』　西田雅嗣・
矢ヶ崎善太郎編　学芸出版社　2013

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
絵画、彫刻、写真、音楽をはじめとして、あらゆる芸術分野の横断が活発
となった今日、建築やインテリアのデザインが、どのような意味をもつの
かについて考えることは重要である。本講義では、現代建築の流れをおさ
えつつ、西洋および日本の建築の歴史を見ていくことで、人間が創造して
きた空間がどのようなものであったのか、また、創造された空間にはどの
ような意味があるのか、ということについて学ぶ。建築や空間の紹介と鑑
賞を通して、なぜこのような空間がうまれたのか、あるいはこのような空
間が何を表現するのかについて考察する。なお、すでに「デザイン論I」を
受講していること。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１. 各時代、分野を代表する作品を鑑賞する。
２. 各時代、分野を代表する作品の制作背景を学ぶ。 
３. 作り手の思想を読み取る。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１. 授業方法 
　　　画像資料を用いて講義を進める。 
２. テキスト・参考文献など
　　　テキスト・参考文献は、授業中に適宜指示する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業予定一覧にあげた内容について、あらかじめ図書館などで確認してお
くこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
7.5時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
期末レポート（50％）、中間レポート（30％）、授業参加度（20％）を総合
して行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　長屋改修の実践と建築ストックの活用
第２回　風景としての建築
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②毎回の講義について必ず復習を行うこと。また、小レポートや小テスト
を課した場合にはそのための学習もしっかりと行うこと。
③授業においてわからないことがあった場合には積極的に質問をすること。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
一つのテーマについての講義が終了した時点で次のテーマとその予習箇所
を指示します。必ず予習をして講義に臨むこと。また、ソーシャルワーク
の価値や方法、知識に関連付けながら講義を進めます。他の社会福祉士指
定科目に関連する授業での知識を統合して講義を聞くこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
定期試験（75％）と講義内において実施する数回の小レポート・小テスト

（25％）の総合評価とします。全講義の2／3以上の出席を必要とする。遅
刻は２回で１回の欠席とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　現代社会における保健医療サービスの意義
第３回　医療保険制度と医療システム
第４回　診療報酬制度
第５回　公費負担医療制度
第６回　医療機関の機能分化
第７回　保健・医療・福祉の連携と介護保険制度
第８回　保健医療サービスにおける専門職の役割
第９回　保健医療ソーシャルワークの援助の実際～療養中の心理的・社

会的問題への援助、社会復帰援助、受診・受療援助～　
第10回　保健医療ソーシャルワークの援助の実際～退院援助、経済的問

題への援助、地域活動～　
第11回　保健医療ソーシャルワークの援助の実際～個別援助に係る業務

の具体的展開、患者の主体性の尊重、プライバシーの保護～　
第12回　保健医療ソーシャルワークの援助の実際～他の保健医療スタッ

フ及び地域の関係機関との連携、受診・受療援助と医師の指示～　
第13回　保健医療ソーシャルワークの援助の実際～問題の予測と計画的

対応、記録の作成等～　
第14回　事例検討
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
テキストを必ず購入すること
社会福祉士受験の指定科目としての性格が強い科目です。

講義コード（Course Code） 248030N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-248030

授 業 名（Course Title） 社会保障論Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小池　桂
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） （未定）
参考文献（References） （未定）
備 考（Note）

別紙　

第４回　アセスメントの実際
第５回　プランニングの実際
第６回　支援の実施の実際
第７回　モニタリングの実際
第８回　効果測定の実際
第９回　終結とアフターケアの実際
第10回　アウトリーチの実際
第11回　チームアプローチの実際
第12回　ネットワーキングの実際
第13回　社会資源の活用・調整・開発
第14回　事例研究の意義と方法
第15回　事例研究とケースカンファレンス
第16回　ケースカンファレンスの具体的方法
第17回　ケースカンファレンスの実際
第18回　援助過程についての検討
第19回　援助過程の各段階について
第20回　事例の分析について
第21回　事例理解のための学び
第22回　事例検討　児童のモデル
第23回　事例検討　障害児のモデル
第24回　事例検討　身体障害者のモデル
第25回　事例検討　知的障害者のモデル
第26回　事例検討　精神障害者のモデル
第27回　事例検討　在宅要介護高齢者のモデル
第28回　事例検討　施設要介護高齢者のモデル
第29回　事例検討　地域包括支援センター介入モデル
第30回　事例検討の総括と振り返り、演習の意義
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
社会福祉士受験予定者は必ず受講すること

講義コード（Course Code） 248029N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-248029

授 業 名（Course Title） 医学一般Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 大野　まどか
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『イントロダクションシリーズ2　保健医
療サービス【改訂版】』　児島美都子・成
清美治・牧洋子編著　学文社　2015年

参考文献（References）

『新・社会福祉士養成講座17　「保健医療
サービス」第5版』　社会福祉士養成講座
編集委員会　中央法規　2017
講義においてはテキストを使用し、適宜
資料を配布する。

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　傷病は時として人間の生活に大きな社会的、心理的問題を引き起こすこ
とがあり、医療と福祉は相互に深い関連性を持っている。本講義を通じて
の目標は、現代の日本の保健医療をとりまく状況とその中で望まれる保健
医療サービスのあり方を考察できること、また保健医療分野を理解するた
めに必要な医療保障制度（医療保険制度等）・診療報酬制度・介護保険制度
について理解ができることを目指す。さらに、保健医療サービスの各専門
職の役割を理解し、特に保健医療ソーシャルワークについて、その援助過
程や援助の実際を事例を通して検討し、望ましい支援について説明ができ
ることとする。　
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
①現代の日本の保健医療をとりまく状況とその中で望まれる保健医療サー
ビスのあり方についてのレポートを課す。
②保健医療領域を理解するための基本的な医療、社会福祉、社会保障制度
に関する知識を習得するための小テストを行う。
②疾患から生ずる生活問題と患者・家族のニーズについて、さらに保健医
療分野でのソーシャルワークについての理解度を確認するために双方向コ
ミュニケーションを伴う授業を行う（授業中に個別にあてて質問を行う）。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業方法
　講義形式 
２．学習方法 　
①講義においてはテキストを使用し、適宜資料を配布する。
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講義コード（Course Code） 249010F0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249010

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化特論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 小池　桂
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 各クラス（ゼミ）において指定
参考文献（References） 各クラス（ゼミ）において指定
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249010G0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249010

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化特論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 酒井　久美子
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 各クラス（ゼミ）において指定
参考文献（References） 各クラス（ゼミ）において指定
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249010H0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249010

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化特論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 佐藤　純
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 各クラス（ゼミ）において指定
参考文献（References） 各クラス（ゼミ）において指定
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249010I0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249010

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化特論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 竹原　広実
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 各クラス（ゼミ）において指定
参考文献（References） 各クラス（ゼミ）において指定
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249010J0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249010

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化特論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 中村　久美
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 各クラス（ゼミ）において指定
参考文献（References） 各クラス（ゼミ）において指定
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249010A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249010

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化特論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 青木　加奈子
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 各クラス（ゼミ）において指定
参考文献（References） 各クラス（ゼミ）において指定
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249010B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249010

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化特論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 石井　浩子
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 各クラス（ゼミ）において指定
参考文献（References） 各クラス（ゼミ）において指定
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249010C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249010

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化特論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 植田　恵理子
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 各クラス（ゼミ）において指定
参考文献（References） 各クラス（ゼミ）において指定
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249010D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249010

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化特論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 牛田　好美
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 各クラス（ゼミ）において指定
参考文献（References） 各クラス（ゼミ）において指定
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249010E0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249010

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化特論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 加藤　佐千子
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 各クラス（ゼミ）において指定
参考文献（References） 各クラス（ゼミ）において指定
備 考（Note） 必修　クラス指定
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講義コード（Course Code） 249010Q0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249010

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化特論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 安川　涼子
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 各クラス（ゼミ）において指定
参考文献（References） 各クラス（ゼミ）において指定
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　生活福祉文化という分野における教育および研究とは、日々進歩する技
術や変化に対応し、生活基盤となる地域における暮らしの中で人間の生活
の質（Quality of Life,QOL）の向上を追究する学問である。すなわち、暮ら
しを文化的な視点で捉え、どのように快適に生活をデザインするか、より
よい安定した福祉的に充実した環境を得ることができるか、そのような身
近な諸問題を検討することがこれからの人間生活には必要だと考えられる。
　そこで、専門的かつ個別的なテーマを探求するために、これまで基礎科
目や専門科目で修得した知見を踏まえ、各専門分野における研究動向、研
究方法についての理解を深め、各学生が個別的に取り組む研究課題を明確
化することを目標とする。同時に課題探求を通じ、卒業後の社会貢献や自
己実現の方向性などについても考えていく。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1） 各専門分野における基礎文献を探索し、理解を深める。 
（2） 各専門分野における研究動向を理解する。 
（3） 各専門分野における研究方法について理解を深める。 
（4） （1） ～（3） までの学習を踏まえ、各学生が個別的に取り組む研究課題
を明確化する。　
３．教育・学習の方法（Course Methods）

（1）各専門分野別のクラス（ゼミ）に分かれて学習を行う。 
（2）各専門分野に応じて、適宜の方法で学習を行う。
（3）各ゼミ単位の活動にとどまらず、必要に応じて合同授業も行う。
＊後期には、合同授業の1つとしてキャリア特論を実施する。専門性を含め
キャリア意識の向上を目的として、月に1回実施する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各クラス（ゼミ）の担当教員の指示によること
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（30％）、平常点（形成テスト等を含む）（40％）、提出物（30％）
により行う。
５．授業予定（Course Schedule）
各クラス（ゼミ）の担当教員の指示によること
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
クラス（ゼミ）への分属については、本科目の履修に先立ち実施するゼミ
分属説明会（2年次12月）及び学生による分属希望調査（2年次１月）を踏
まえ、受け入れ可能人員などを勘案して、指定する。

講義コード（Course Code） 249011A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 青木　加奈子
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249010K0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249010

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化特論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 萩原　暢子
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 各クラス（ゼミ）において指定
参考文献（References） 各クラス（ゼミ）において指定
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249010L0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249010

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化特論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 畠山　寛
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 各クラス（ゼミ）において指定
参考文献（References） 各クラス（ゼミ）において指定
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249010M0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249010

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化特論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 藤原　智子
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 各クラス（ゼミ）において指定
参考文献（References） 各クラス（ゼミ）において指定
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249010O0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249010

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化特論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 三好　明夫
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 各クラス（ゼミ）において指定
参考文献（References） 各クラス（ゼミ）において指定
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249010P0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249010

授 業 名（Course Title） 生活福祉文化特論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 矢島　雅子
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 各クラス（ゼミ）において指定
参考文献（References） 各クラス（ゼミ）において指定
備 考（Note） 必修　クラス指定
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講義コード（Course Code） 249011H0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 酒井　久美子
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249011I0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 佐藤　純
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249011J0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 竹原　広実
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249011K0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 鳥居本　幸代
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249011L0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 中村　久美
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249011M0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 萩原　暢子
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249011B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 石井　浩子
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249011C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 植田　恵理子
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249011D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 牛田　好美
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249011E0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 加藤　佐千子
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249011F0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 桐野　由美子
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249011G0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 小池　桂
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定
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（3） 口頭試問結果（プレゼンテーション、質疑応答）
詳細は手引きを参照すること。
５．留意事項（Other Information）
前年度生活福祉文化特論のクラスで継続して履修する。

講義コード（Course Code） 263014N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-263014

授 業 名（Course Title） 質問紙調査法
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 尾崎　仁美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『質問紙調査の手順』　小塩真司ほか　ナ
カニシヤ出版　2007
『質問紙調査と心理測定尺度』　宮本聡介
ほか　サイエンス社　2014
『改訂新版　心理学論文の書き方』　松井
豊　河出書房新社　2010

備 考（Note） 必修 学校心理専攻は選択

１．科目の教育目標（Course Description）
あらかじめ定めた質問項目に対する回答をもとに、個人の内面を幅広くと
らえる質問紙調査法は、用途が広く実施も比較的容易であることから、人
間の内面に迫る心理学の研究分野では欠かせない方法である。しかし、質
問紙によるデータを有効に活用するためには、質問項目の作成や調査対象
者の選出をはじめとする、専門的な知識・技術と入念な準備が必要である。
講義では、質問紙調査法の基礎から質問紙の作成、データ処理や結果の表
現法、調査の倫理などについて卒業論文での活用を視野に入れて解説する。
また講義の後半では、質問紙調査では見落とされがちなデータの質的側面
を捉える方法として、インタビューや観察などの質的研究法についても解
説する。講義に加え、データ処理や図表の作成などの課題を通して実践的
な知識と技術の習得を目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．質問紙調査法の特徴、利点と限界について学ぶ。
２．質問紙の作成に関する知識や技術を習得する。
３．調査の計画や実施の際に考慮すべき事柄を知る。
４．集計やデ－タ処理に関する基礎的知識を習得する。
５．結果の表現法や調査の倫理について学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業では、必要に応じてプリントを配布するので、各自で整理して学習に
活用すること。講義期間の半ばに中間テストを行う。また、適宜、講義内
容に関連した課題や提出物を課す。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
講義の中では「心理統計法」「推測統計学」「心理学研究法」での学習内容
が参照されることがあるため、これらの科目との対応ができるように、各
自で資料等を整えておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
期末に実施するテスト（７０％）、中間テスト（１５％）、課題・提出物・授
業への取り組み態度（１５％）により評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　データの種類：質的データと量的データ
第２回　仮説と変数の設定、測定と尺度
第３回　データ収集の方法
第４回　調査対象者の選出：全数調査と標本調査
第５回　研究のデザインと調査の方法
第６回　質問項目の作成（１）：質問と回答の種類
第７回　質問項目の作成（２）：質問項目の収集と作成
第８回　調査票や質問紙の作成
第９回　調査における信頼性と妥当性
第10回　調査データの整理（１）：基礎整理
第11回　調査データの整理（２）：データ処理
第12回　データにおける質的側面
第13回　質的研究法
第14回　結果の表現法
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 249011O0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 畠山　寛
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249011P0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 藤原　智子
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249011Q0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 三好　明夫
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 249011R0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-249011

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 矢島　雅子
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　生活福祉文化という分野における教育および研究とは、日々進歩する技術
や変化に対応し、生活基盤となる地域における暮らしの中で人間の生活の
質（Quality of Life、QOL）の向上を追究する学問である。すなわち、暮ら
しを文化的な視点で捉え、どのように快適に生活をデザインするか、より
よい安定した福祉的に充実した環境を得ることができるか、そのような身
近な諸問題を検討することがこれからの人間生活には必要だと考えられる。
　そこで、これまで基礎科目や専門科目、３年次の生活福祉文化特論で修
得した知見を踏まえ、各学生が個別的に設定した研究課題の解明に取り組
むことを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　各学生が個別に設定した研究課題の解明に取り組む。
３．教育・学習の方法（Course Methods）

（1） 各専門分野別のクラス（ゼミ）に分かれて学習を行う。 
（2） 各専門分野に応じて、適宜の方法で学習を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　卒業論文作成にあたっては、文献講読、調査、論文作成などの授業時間
以外の活動は必須である。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
－時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
以下の点を総合的に評価する。 

（1） 卒業論文（論文としての体裁、構成力、独自性、研究課題への取組の姿
勢等）

（2） 卒業論文要旨（体裁、構成力） 



─ 347 ─

・複数のグループに分かれて実習を行うことから、実習の順序は上記と入
れ替わることがある。

講義コード（Course Code） 263028N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-263028

授 業 名（Course Title） 初級実験実習Ⅰ（16以前）
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間

担 当 者（Instructor） 尾崎　仁美. 上田　恵津子. 中村　千珠. 
廣瀬　直哉

単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）

備 考（Note） ※現代心理専攻必修、学校心理専攻・臨
床心理専攻選択必修

１．科目の教育目標（Course Description）
　心理学は、実証科学であり､ その研究方法は仮説検証法（仮説を立て、そ
れを観察や実験、調査を通して得た事実に基づいて検証していく）に依って
いる。この授業は、心理学実験法の初歩的な理論、方法論、原則等を、自ら
が実験者または被験者となって主体的に参加することによって、経験的に
学習することを目的とする。また、実験条件設定の意味やデータ処理の仕
方を具体的に学習していく。さらに、実験の実施だけでなく、実験後のレ
ポート作成についても、実験の目的、方法、結果、考察等を明確にし、文
章化して、資料を図表にまとめ、適切な様式で報告するための方法論的な
基礎を身につけることを目指している。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．心理学実験に関するレポートの書き方を習得する。
２．実験課題ごとの理論的な背景と実験目的を明確にする。
３．実験目的および実験仮説を実験方法にどのように反映させるのかを考
える。
４．実験者と被験者、教示の仕方を学習する。
５．刺激と反応の関係を理解する。
６．実験条件、たとえば実験群と統制群の設定の仕方を学習する。
７．被験者の反応をデータとして収集する方法を学習する。データ集計表
の活用の意味を知る。
８．図表を作成することと、読む人がその内容を理解できるようにわかり
やすく文書化する方法を学習していく。
９．表の書き方として、たとえば条件ごとの平均・標準偏差・被験者数（試
行数）の記載方法を習得する。
10．簡単な統計の検定法を使って、データ分析の意味を理解する。
11．図の作成にあたっては、縦軸と横軸の意味を十分に把握できるように
心がける。
12．実験結果は、可能な視点から、様々に考察するように心がける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．４課題の実験を実施する。
２．課題ごとの実験実習は３週にわたって行うため、担当者と実験場所が
変わるので注意する。
３．レポートは、実験終了後、所定の期日までに学事課に提出する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．各実験課題について、文献などで調べ理解しておくこと。
２．返却されたレポートを見直し、レポートの書き方を習得しておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
各実験課題への参加度とレポート（25％）×４課題分を総合して評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　社会的認知（実験）
第３回　社会的認知（分析）
第４回　社会的認知（執筆）
第５回　認知的葛藤（実験）
第６回　認知的葛藤（分析）
第７回　認知的葛藤（執筆）
第８回　語の記銘（実験）
第９回　語の記銘（分析）
第10回　語の記銘（執筆）
第11回　鏡映描写（実験）
第12回　鏡映描写（分析）
第13回　鏡映描写（執筆）
第14回　合同講義
第15回　まとめ

講義コード（Course Code） 263018N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-263018, 2000-263031

授 業 名（Course Title） 心理テスト実習
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 向山　泰代. 鶴田　薫. 福山　幸子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 臨床心理専攻必修

１．科目の教育目標（Course Description）
　本科目では、臨床心理の実践現場で用いられている心理テストを被検者と
して実際に受検することを通して、心理テストについて体験的に学ぶ。体験
後はレポートを作成し、被検者として感じた事柄を言葉にし文章としてま
とめていくことで、心理テストについて理解を深めていく。一部の実習で
は、受講生ペアが検査者および被検者となり、ロールプレイ形式で実習を
行うことがある。こうした体験学習を通して、検査者の役割や姿勢につい
ても理解するとともに、心理テストに関する倫理感覚の基礎を養っていく。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　質問紙法、作業検査法、投影法の中から、性格、認知の特性、対人関係の
あり方をはかる心理テストの実習を行う。各テストの目的を理解するとと
もに、実施方法、結果の整理の仕方、分析・解釈の方法について学ぶ。ま
た、検査者の役割や姿勢、心理テストを行う上で注意すべき点についても、
体験を通して学んでほしい。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1．受講生はグループに分かれて、合計4つの実習を行う。実習ごとに担当
教員が交代し、それぞれの指導を受ける。1つの実習は、3週間連続して行
う。
2．遅刻、欠席は実習の妨げになるため、厳禁である。欠席すると、その実
習レポートの評価を受ける資格がなくなるので、注意すること。
3．各実習終了後は、レポートが課される。担当教員の指示に従って、所定
の期日までに学事課に提出する。
4．配布された資料や返却されたレポートは、次年度以降も参考にできるよ
うにきちんとファイリングして、保存しておくこと。
5．テキストは使用しない。教材・資料は、実習ごとに適宜、配布や貸し出
しを行う。参考文献についても、実習ごとに適宜、指示する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
1．各心理テストについて、文献などで調べ理解しておくこと。
2．1年次前期「心理テスト入門」の受講者は、その授業内容を復習しつつ
授業に臨むこと。
3．返却されたレポートを見直し、文章やレポートの書き方を習得しておく
こと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
各実習のレポート得点を総合して評価を行う（各実習の評価25点満点×4）。
ただし、オリエンテーション、合同講義、および、各実習における欠席・遅
刻は、指導の対象となる。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション①（向山）
第２回　オリエンテーション②（向山）
第３回　質問紙法による心理テスト①（鶴田）
第４回　質問紙法による心理テスト②（鶴田）
第５回　質問紙法による心理テスト③（鶴田）
第６回　作業検査法による心理テスト①（福山）
第７回　作業検査法による心理テスト②（福山）
第８回　作業検査法による心理テスト③（福山）
第９回　投影法による心理テストA①（鶴田）
第10回　投影法による心理テストA②（鶴田）
第11回　投影法による心理テストA③（鶴田）
第12回　投影法による心理テストB①（福山）
第13回　投影法による心理テストB②（福山）
第14回　投影法による心理テストB③（福山）
第15回　まとめ（向山）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・1,2回目のオリエンテーションと15回目のまとめの授業は、全員で行う。
グループ分けや各実習の教室等については、1,2回目のオリエンテーション
の際に伝達する。
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第７回　処理水準（執筆）
第８回　錯視（実験）
第９回　錯視（分析）
第10回　錯視（執筆）
第11回　大きさの恒常性（実験）
第12回　大きさの恒常性（分析）
第13回　大きさの恒常性（執筆）
第14回　合同講義
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・授業は実験実習という性質から受講生の参加をもって初めて成立するの
で、やむを得ない事情を除いて、必ず出席すること。また、遅れてくると
実験に参加できない場合もあるので、遅刻も厳禁である。欠席した場合は、
次回までにしておくべきことを自分で終了し準備しておくこと。
・第1回、第14回、第15回は廣瀬が担当する。
・第2回～第13回については、一対比較法は空間、処理水準は廣瀬、錯視
は村松、大きさの恒常性は中村が担当する。

講義コード（Course Code） 263032N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-263032

授 業 名（Course Title） 中級実験実習
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 松島　るみ. 薦田　未央. 廣瀬　直哉
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 3（後期）

前提科目（Prerequisite） 「初級実験実習I」または「初級実験実習
II」※平成25年度以後入学者に適用

テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 臨床心理専攻選択必修

１．科目の教育目標（Course Description）
　初級実験実習で学んだ心理学実験に関する基礎知識を復習しながら、さら
に現代の心理学で活用されることの多い研究方法を具体的に学ぶ。受講生
は実験計画や刺激素材の作成、実験・観察の設定などを主体的に行い、実
験法・調査法・観察法によりデータを収集し、分析を行う。そして、デー
タに基づいた心理学研究法、つまり実証科学的方法の基盤となる力を身に
つけることを目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. 実験の目的および仮説の立て方から実験の実施・結果の整理、レポート
作成までのプロセスを、3種類の実験課題で体験する。
2. 仮説を検証するにはどのような実験計画がもっとも有効か、考える力を
身につける。
3. 刺激材料の作成や実験機器の準備については、教員の指導のもと、受講
生も主体的に関与する。
4. 実験者の立場にあるものが実験を行う際に留意すべき点（手続き、教示
のしかた、倫理的配慮など）について具体的に学ぶ。
5. データの整理方法や統計的検定について、複数の実験でいろいろな方法
を学ぶ。
6. 必要に応じて、パソコンを使って統計ソフトによるデータ解析も学ぶ。
7. 操作的定義に基づく概念の定義やデータの分類に習熟する。
8. レポートの書き方については、初級実験実習で学習した要点を復習し、さ
らなる熟達を促す。
9. 参考文献を熟読することは、問題設定や考察において重要である。行う
実験に関連する文献を探ることを通して、実験の位置づけを明確にする。
10. 実験結果をまとめ、考察することを通して、新たな実験計画を立てる力
をつけていく。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1. 受講生をいくつかのグループに分け、少人数で効率よく実験実習を行う。
2. 半期で3つの課題に取り組む。
3. 課題ごとの実験実習は、連続して4週にわたり、１つの課題が終わると、
担当者と実験場所が変わる。受講生は、自分のグループの集合場所を確認
し遅刻することがないように十分注意すること。
4. 課題ごとにレポートが課せられる。受講生は実験終了後、レポートを所
定の期日までに学事課に提出すること。
5. レポートは、担当教員が添削を行って返却する。受講生は添削された問
題点を次のレポート作成に生かすよう復習しておくこと。
6. 授業全体に関わるテキストは用いない。参考図書は、各課題を担当する
教員が随時紹介する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
1. 実験課題のテーマとなる心理学的事象について、背景理論を文献などで

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・授業は実験実習という性質から受講生の参加をもって初めて成立するの
で、やむを得ない事情を除いて、必ず出席すること。また、遅れてくると
実験に参加できない場合もあるので、遅刻も厳禁である。欠席した場合は、
次回までにしておくべきことを自分で終了し準備しておくこと。
・第1回、第14回、第15回は尾崎が担当する。
・第2回～第13回については、社会的認知は上田、認知的葛藤は廣瀬、語
の記銘は尾崎、鏡映描写は中村が担当する。

講義コード（Course Code） 263029N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-263029

授 業 名（Course Title） 初級実験実習Ⅱ（16以前）
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間

担 当 者（Instructor） 廣瀬　直哉. 空間　美智子. 中村　千珠. 
村松　朋子

単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『教材心理学』　木下冨雄他（編）　ナカニ
シヤ出版　1990

参考文献（References）

備 考（Note） ※現代心理専攻必修、学校心理専攻・臨
床心理専攻選択必修

１．科目の教育目標（Course Description）
　心理学は、実証科学であり､ その研究方法は仮説検証法（仮説を立て、そ
れを観察や実験、調査を通して得た事実に基づいて検証していく）に依って
いる。この授業は、心理学実験法の初歩的な理論、方法論、原則等を、自ら
が実験者または被験者となって主体的に参加することによって、経験的に
学習することを目的とする。また、実験条件設定の意味やデータ処理の仕
方を具体的に学習していく。さらに、実験の実施だけでなく、実験後のレ
ポート作成についても、実験の目的、方法、結果、考察等を明確にし、文
章化して、資料を図表にまとめ、適切な様式で報告するための方法論的な
基礎を身につけることを目指している。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．心理学実験に関するレポートの書き方を習得する。
２．実験課題ごとの理論的な背景と実験目的を明確にする。
３．実験目的および実験仮説を実験方法にどのように反映させるのかを考
える。
４．実験者と被験者、教示の仕方を学習する。
５．刺激と反応の関係を理解する。
６．実験条件、たとえば実験群と統制群の設定の仕方を学習する。
７．被験者の反応をデータとして収集する方法を学習する。データ集計表
の活用の意味を知る。
８．図表を作成することと、読む人がその内容を理解できるようにわかり
やすく文書化する方法を学習していく。
９．表の書き方として、たとえば条件ごとの平均・標準偏差・被験者数（試
行数）の記載方法を習得する。
10．簡単な統計の検定法を使って、データ分析の意味を理解する。
11．図の作成にあたっては、縦軸と横軸の意味を十分に把握できるように
心がける。
12．実験結果は、可能な視点から、様々に考察するように心がける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．4課題の実験を実施する。
２．課題ごとの実験実習は３週にわたって行うため、担当者と実験場所が
変わるので注意する。
３．レポートは、実験終了後、所定の期日までに学事課に提出する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．各実験課題について、文献などで調べ理解しておくこと。
２．返却されたレポートを見直し、レポートの書き方を習得しておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　各実験のレポート（25％）×4回分を総合して評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　一対比較法（実験）
第３回　一対比較法（分析）
第４回　一対比較法（執筆）
第５回　処理水準（実験）
第６回　処理水準（分析）
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２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・心理学における研究法の重要性について理解する。
・調査、実験、検査、観察、面接といった代表的な研究方法の特徴につい
て学ぶ。
・研究に伴う倫理について学ぶ。
・研究計画から結果の公表までの研究の展開について理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義に沿った資料を準備するので、各自で整理して学習に活用すること。ま
た、毎回の講義で「前回の講義内容の復習」の時間を設けるので、この時間
を活用して、各自が講義内容の繋がりを理解し、知識の定着に努めること。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
テキストは開講時までに各自で購入し、通読しておくこと。図書館を積極
的に活用して講義に関連する書籍や文献を自ら探索し、準備学習を進める
こと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業中に実施する到達度確認テスト（70％）、課題・提出物・授業への取り
組み態度（30％）で評価する。2/3以上の出席を求める。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　講義概要と留意点
第２回　心理学の研究の特徴、量的研究と質的研究
第３回　調査法1（調査法概説）
第４回　調査法2（調査法における留意点）
第５回　実験法1（実験法概説）
第６回　実験法2（実験法における留意点）
第７回　中間テスト
第８回　検査法1（検査法概説）
第９回　検査法2（検査法における留意点）
第10回　面接法1（面接法概説）
第11回　面接法2（面接法における留意点）
第12回　観察法1（観察法概説）
第13回　観察法2（観察法における留意点）
第14回　その他の研究法、研究における倫理
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
受講生の知識や理解度に応じて、授業予定の順序等を調整することがある。

講義コード（Course Code） 263110N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-263110

授 業 名（Course Title） 心理学基礎演習Ⅰ（16以前）
大学での学びの基盤づくり

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間

担 当 者（Instructor）
空間　美智子. 伊藤　一美. 河瀬　雅紀. 
高井　直美. 田中　誉樹. 廣瀬　直哉. 
村松　朋子

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
共に学ぶ友人や心理学科教員との関わりを通して、大学での学びの基盤を
形成する。そして、日本語の文章や数字で表されるデータについて、「読む
こと」「理解すること」「書くこと」「伝えること」の力に磨きをかける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
①アカデミックリテラシーの習得（大学教育に必要な基礎的日本語能力や
データ活用の基礎を学ぶ）　
②人間関係の構築（学生同士および担任を核とする心理学科教員との関わ
り）
３．教育・学習の方法（Course Methods）
①教員によるオリエンテーション　②グループでの作業　③討論　④発表
　⑤小レポート　⑥その他、上級生やOGの体験報告会の聴講などを行う予
定
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
小学校～高校での国語・数学の学習や総合的な学習の時間での発表学習を
ふり返る。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間

調べ理解しておくこと。
2. それぞれの課題において学ぶ研究方法について、授業で配られたレジュ
メや解説、紹介された文献などで理解を深めておくこと。
3. レポート・論文の基本的な書き方について初級実験実習を振り返り、復
習をしておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　毎回の受講態度、レポートによって総合的に評価する。評価の内訳は、各
担当者がレポートを採点し評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　合同講義（オリエンテーション・実験研究の方法について）
第２回　事象見本法あるいは時間見本法を用いた観察的研究 （1）観察

法の理論と観察の実施
第３回　事象見本法あるいは時間見本法を用いた観察的研究 （2）行動

カテゴリおよび定義の作成
第４回　事象見本法あるいは時間見本法を用いた観察的研究 （3）サン

プリングによるデータの量化
第５回　事象見本法あるいは時間見本法を用いた観察的研究 （4）デー

タ分析と解釈
第６回　知覚と認知に関する実験 （1）実験計画の立案
第７回　知覚と認知に関する実験 （2）実験プログラムの作成
第８回　知覚と認知に関する実験 （3）実験の実施
第９回　知覚と認知に関する実験 （4）実験データの分析
第10回　イメージや態度の測定を行う質問紙による調査的研究 （1）理

論説明およびデータの作成
第11回　イメージや態度の測定を行う質問紙による調査的研究 （2）因

子分析の実行
第12回　イメージや態度の測定を行う質問紙による調査的研究 （3）因

子分析の解釈
第13回　イメージや態度の測定を行う質問紙による調査的研究 （4）結

果の解釈および考察
第14回　合同講義（研究方法についての補足説明）
第15回　合同講義（実験研究についてのまとめ）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・実験実習は、授業に参加し経験的に研究方法を学ぶため、やむを得ない
事情がない限り出席すること。遅刻した場合は、実験に参加できない場合
もある。
・事象見本法あるいは時間見本法を用いた観察研究は薦田、知覚と認知に
関する実験は廣瀬、イメージや態度の測定を行う質問紙による調査的研究
は松島が担当する。第１、14、15回目の合同講義は松島が担当する。各実
験課題については、グループにより順番が入れ替わる。

講義コード（Course Code） 263035N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-263035, 2000-263013

授 業 名（Course Title） 心理学研究法
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 向山　泰代
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 開講前に掲示にて指示する。

参考文献（References）

『心理学研究法入門』　南風原朝和ほか　東
京大学出版会　2001
『心理学の卒業研究ワークブック 』　小塩
真司ほか　金子書房　2015
『心理学研究法』　高野陽太郎ほか　有斐
閣　2004
授業中に適宜、紹介する。

備 考（Note）
※平成24年度入学者は全専攻必修 ※平成
25年度以後入学者 は現代心理専攻・臨床
心理専攻必修、学校心理専攻選択必修

１．科目の教育目標（Course Description）
この科目では、心理現象という実体のない、直接観察できないものを、科
学的に研究するために、心理学がこれまでどのような方法を発展させてき
たのかを学ぶ。心理学における代表的な研究法の特徴について知識を得る
とともに、研究に伴う倫理についても学習する。受講生自らが研究に携わ
ることを想定し、テーマの設定や研究計画の作成等、研究に関する実践的
な知識や技術についても講義し、実証科学としての心理学への興味や関心
を拡充することを目指す。
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ン）
第10回　テーマC（心理学の文献を読もう－発表スライドの作成）
第11回　テーマC（心理学の文献を読もう－発表）
第12回　テーマD（データ集計を体験しよう－質問紙調査のプレ体験）
第13回　テーマD（データ集計を体験しよう－発表資料作成）
第14回　テーマD（データ集計を体験しよう－グループ発表）
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
グループごとにローテーション形式ですべてのテーマを体験する。そのた
め、グループによってテーマＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの実施順は異なり、回によって
教室が異なるので、気を付けること。テーマAおよびCは三好・佐藤・松
島、テーマBは薦田・尾崎・向山が担当する。

講義コード（Course Code） 264017N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-264017

授 業 名（Course Title） 臨床心理学概論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 向山　泰代
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 開講前に掲示にて指示する。

参考文献（References）
『よくわかる臨床心理学』　下山晴彦（編）　
ミネルヴァ書房　2003
『臨床心理学入門』　岩壁茂ほか　有斐閣　
2013

備 考（Note） 臨床心理専攻必修 

１．科目の教育目標（Course Description）
　臨床心理学は心理学の一つの研究分野であると共に、こころに問題や悩み
を抱えた人々を理解し、支援するという実践的な活動を行う際の基礎とな
る学問でもある。本科目は、臨床心理学を初めて学ぶ受講生を対象に、臨
床心理学の基礎的な理論・研究法・臨床心理学史などについて学び、臨床
心理学による支援の実際について、知識や関心を拡げることを目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.臨床心理学の基礎用語を理解すること。
2.臨床心理学の様々な理論と背景となる人間観を理解すること。
3.臨床心理学における諸種の研究が、どのような科学性を保つ工夫の上にな
されているのかを理解すること。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義に沿ったプリントを準備するので、各自で整理して学習に活用するこ
と。また、毎回の講義で「前回の講義内容の復習」の時間を設けるので、こ
の時間を活用して、各自が講義内容の繋がりを理解し、知識の定着に努め
ること。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
テキストは掲示にて指定するので、開講までに各自で購入し、通読しておく
こと。臨床心理学に関連する講義や実習で学んだ事項について復習し、こ
の授業においても適宜参照できるようにしておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
期末に実施する試験（70％）、課題・提出物・授業への取り組み態度（30％）
で評価する。2/3以上の出席を求める。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　臨床心理学とは
第２回　臨床心理学における基礎用語
第３回　臨床心理学の歴史と成り立ち
第４回　理論と臨床の実際：精神力動アプローチ1（フロイトの生涯と

業績）
第５回　理論と臨床の実際：精神力動アプローチ2（フロイト以降）
第６回　理論と臨床の実際：行動主義的アプローチ
第７回　理論と臨床の実際：認知主義的アプローチ
第８回　理論と臨床の実際：人間性心理学アプローチ
第９回　理論と臨床の実際：生理学的精神医学的アプローチ
第10回　理論と臨床の実際：折衷的アプローチ
第11回　臨床心理学的アセスメント1：観察・面接
第12回　臨床心理学的アセスメント2：心理検査
第13回　臨床心理学領域での仕事・訓練・成長・倫理
第14回　臨床心理学の課題
第15回　まとめ

４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度・授業態度70%、発表・レポート30%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　全体オリエンテーション（全体は６グループに分けられる）
第２回　テーマＡ（エコマップを作ろうー情報収集）
第３回　テーマＡ（エコマップを作ろうー発展）
第４回　全体会
第５回　テーマＢ（確率と仲良くなろうーサイコロでパターンの数を理

解しよう）
第６回　テーマＢ（確率と仲良くなろうープロフィールを当てよう）
第７回　全体会
第８回　中間オリエンテーション（前半の振り返り）
第９回　テーマＣ（レポートを作成しようー短いレポートの作成）
第10回　テーマＣ（レポートを作成しようー長いレポートの作成）
第11回　テーマＣ（レポートを作成しようー相互評価）
第12回　テーマＤ（商品試験をしてみようー商品の評価ポイントを考え

る）
第13回　テーマＤ（商品試験をしてみようー実験）
第14回　テーマＤ（商品試験をしてみようー発展）
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・グループごとにローテーション形式ですべてのテーマを体験する。そのた
め、グループによってテーマＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの実施順は異なり、回によっ
て教室が異なるので、気を付けること。
・テーマA、Cは、河瀬・廣瀬・田中が担当、テーマB、Dは、伊藤・村松・
空間が担当する。

講義コード（Course Code） 263111N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-263111

授 業 名（Course Title） 心理学基礎演習Ⅱ（16以前）
心理学科専門教育への導入

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間

担 当 者（Instructor）
尾崎　仁美. 薦田　未央. 佐藤　睦子. 
高井　直美. 松島　るみ. 三好　智子. 
向山　泰代

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References） 授業中に紹介する。
備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
友人や心理学科教員との関わりを深め、心理学科の専門科目を学ぶ基盤を
形成する。そして、「読むこと」「理解すること」「書くこと」「伝えること」
の力に、さらなる磨きをかける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.アカデミックリテラシーの構築（読むこと、理解すること、文章や図・表
にまとめること、発表すること等）
2.人間関係の構築（学生同士および担任を核とする心理学科教員との関わり
を深める）
3.専門教育への導入（心理学科の専門教育を受けるための基盤形成）
３．教育・学習の方法（Course Methods）
①教員によるオリエンテーション ②グループでの作業 ③討論 ④発表 ⑤小
レポート ⑥その他、上級生やOGの体験報告会の聴講などを行う予定。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
心理学基礎演習Ⅰでの学習内容をふり返る。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加態度70%、発表・レポート30%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　全体オリエンテーション（全体は6グループに分けられる）
第２回　テーマA（新聞から社会を覗いてみよう－グループ課題）
第３回　テーマA（新聞から社会を覗いてみよう－投稿記事の作成）
第４回　全体会
第５回　テーマB（グラフを読み取ろう－身近なグラフ探し）
第６回　テーマB（グラフを読み取ろう－グラフの読み取り）
第７回　全体会
第８回　中間オリエンテーション（前半の振り返り）
第９回　テーマC（心理学の文献を読もう－文献購読とディスカッショ
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講義コード（Course Code） 265016N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265016

授 業 名（Course Title）
教育方法学
主体的な学びを創造し，ICT機器の
活用も目指す

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 神月　紀輔
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『小学校学習指導要領』　文部科学省　東
京書籍　2008

参考文献（References） 授業中にその都度提示します
備 考（Note） 情報機器及び教材の活用を含む

１．科目の教育目標（Course Description）
幼稚園，小学校の各発達段階において，望ましい教育方法を探求し，その実
践を行えるようにする。 具体的には，主体的な学びの創造，情報活用能力
の育成，アクティブラーニング，社会的構成主義学習理論に基づくコミュ
ニケーションを生かした教育方法等である。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
下記の3項目について，理解した上で，その実践的指導を学校教育の指導の
中で行えるようにする。 ・思考力，想像力を育む児童生徒の主体的な学習
活動 ・情報活用の実践力を育む授業実践方法 ・社会的構成主義学習理論に
基づく，コミュニケーションを生かした授業づくり
３．教育・学習の方法（Course Methods）
グループによる自律型の学習を主とする。 積極的にグループディスカッショ
ンに参加し，学習を深めることを期待する。 2回程度，インターネットを
介したe-Learningによる授業を取り入れる予定である。 評価は基本的に自
己評価により行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業内で話し合う機会が多いので，教員が提示する各トピックに対して準
備を行う必要がある。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
基本的には下記の項目について，自己評価を取り入れる。  
授業に参加する態度（40%）　各個人の状況に応じて，出席したかどうかで
なく，授業中の態度も含めて，最終授業時に40点満点で自己採点を行う。
レポート（40%）　3回提出の予定である。その都度，教員からレポート内
容についての評価項目を示すので，それに従って自己評価を行う。
グループへの参加態度（20%）　最終授業時に行うグループ内相互評価をも
とに，教員の示す評価基準で自己採点を行う。
上記の自己採点を基本とし，教員が総合的に判断し，評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　教育とは
第３回　学習理論（e-Learningの予定）
第４回　主体的な学び，アクティブラーニングとは
第５回　主体的な学びを促進する授業の設計（グループディスカッショ

ン）
第６回　主体的な学びを促進する授業の相互評価（グループディスカッ

ション）
第７回　主体的な学びを促進する教師の役割（パネル発表）
第８回　情報教育の目標（e-Learningの予定）
第９回　情報活用能力の育成（グループディスカッション）
第10回　情報活用の実践力を育てる授業設計（グループディスカッショ

ン）
第11回　情報活用の実践力を育てる授業の相互評価（パネル発表）
第12回　コミュニケーションを生かした授業（e-Learningの予定）
第13回　コミュニケーションを生かした授業の実践１（グループディス

カッション）
第14回　コミュニケーションを生かした授業の実践２（パネル発表）
第15回　理想の教育方法とは（グループディスカッション）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
自ら進んで学ぶ態度が必要になります。

６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
授業中に講義内容に関連した簡単な教材に反応を求めたり、作業を課した
りすることがある。

講義コード（Course Code） 265015N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265015

授 業 名（Course Title） 教育評価
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 工藤　哲夫
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『三訂版　学習評価基本ハンドブック』　辰
野千壽　図書文化　2010

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　教育評価は学校教育の中で極めて基本的な活動であることを知り，評価
と測定についての基礎と実践について具体的に学習し，学校における評価
の課題を考えることができる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．教育評価の理論の理解 
２．教育評価の類型の理解
３．評価の妥当性の理解
４．学校現場の教育評価方法の習得
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．講義形式 
２．討論 
３．発表 
４．模擬評価 
５．小レポート
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．毎回の授業内容の観点から，自分の小学校時代の通知表やテストを見
直すことで，授業に臨んでください。 
２．小学校や中学校における教育評価に関するニュースを収集してくださ
い。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
毎回の話し合い参加と小レポート提出（40％）。話し合いの発表とパフォー
マンスの発表（20％）。まとめのレポート（40%）。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション　
第２回　教育評価の基本概念
第３回　教育評価の立場の変遷
第４回　教育評価の位相と展開
第５回　教育目標と教育評価の関係
第６回　指導に活かす評価のありかた
第７回　教育評価の方法原理
第８回　学力評価のさまざまな方法
第９回　各教科における学力評価
第10回　指導要録
第11回　通知表
第12回　入試制度
第13回　教育評価の経営
第14回　レポートの作成
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） 265018B1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265018, 2000-225153

授 業 名（Course Title）
情報科学概論Ｂ
コンピュータの仕組みと働きを知ろ
う！

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 神月　紀輔
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 配布プリントを中心に解説するので教科
書は指定しない。

参考文献（References）

『情報とコンピューティング』　河村一樹　
オーム社　2011
『コンピュータを使わない情報教育アンプ
ラグドコンピュータサイエンス』　兼宗進　
イーテキスト研究所　2007
『アルゴリズムの絵本』　（株）アンク　翔
泳社　2003
『パソコンの仕組みの絵本』　（株）アンク　
翔泳社　2010
『OSの仕組みの絵本』　（株）アンク　翔
泳社　2011
上記の参考文献は配布プリントに引用す
る予定である。
また、これらの参考文献以外も講義時に
紹介する。

備 考（Note）
人間文化学部3年次生はＡクラス、心理
学部3年次生はＢクラスを履修すること　
4年次生はどちらを履修してもよい

１．科目の教育目標（Course Description）
一昔前までコンピュータは高価なものだったが、今では安価でパソコンを
購入できるようになり、スマートフォンとよばれる高性能なコンピュータ
を肌身離さず持ち歩くようになっている。便利な電子機器が当たり前かの
ように身の回りに溢れるようにあるがゆえに、それらがどのように動いて
いるかなど気にすることが少なくなってきている。
本科目では、コンピュータがどのように動いているのか、コンピュータのあ
らゆるデータが内部ではどのように表現されているのかを学び、コンピュー
タとどのように向き合っていくかを考えられるようになることを目標とす
る。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. コンピュータの構造について学ぶ
2. 情報のデジタル化とアルゴリズムについて学ぶ
3. 知的財産権・個人情報の保護などについて学ぶ
３．教育・学習の方法（Course Methods）
プリントを配布して講義を行い、講義中に課題プリントを配布する予定で
ある。
また、フィードバックシートを講義ごとに配布し、授業への質問・感想な
どの記入を求める。
なお，BクラスはMoodleを使用した教材配信・フィードバックを行う予定
である。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
新たなトピックに入る前にキーワードや参考文献を提示するので学習を進
めておくこと。
なお、参考文献は図書館の指定図書のコーナーに配架する予定である。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
30点満点の小テストを3回実施し，授業への参加度（ディスカッションを含
む）・毎回のMoodleへの授業コメント・自己評価10点を加算し100点満点
で評価を行う。
3回の小テストで合計点が60点に満たない場合は，補講期間に追試を実施す
る。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業の概要紹介
第２回　情報理論とデジタル・アナログ
第３回　ハードウェアとソフトウェア
第４回　コンピュータの仕組みとOS
第５回　コンピュータの誕生とその背景
第６回　コンピュータの発展　小テスト1回目
第７回　情報のデジタル化　数・文字
第８回　情報のデジタル化　音声・画像
第９回　問題解決とアルゴリズム
第10回　プログラミング　小テスト2回目

講義コード（Course Code） 265017N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265017

授 業 名（Course Title） 現代社会の心理学（16以前）
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 上田　恵津子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　人間は社会の一員として生活している。いいかえれば、他者との関わり
の中で、互いに影響を与え合いながら日常生活を送っている。そのような
人と人との関わりや相互作用のあり方を研究するのが、社会心理学である。
　本科目では、社会的相互作用における様々な心理過程のメカニズムを論
じる。特に、他者との関わりの中で生じる認知や行動のしくみ、個人と集
団との関わり、集団の中での人間行動、集団間関係などについて詳述する。
主要なトピックスに関する具体的な研究例とそこから見出された知見を解
説しながら、社会心理学の代表的な理論や概念を理解することを目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．社会的相互作用における個人の心理過程を理解する。
２．対人行動のメカニズムを理解する。
３．集団の中での人間行動について考える。
４．集団間関係について考える。
５．マスコミュニケーションの影響力と集合現象を学ぶ。
６．文化と人間行動との相互関係を考える。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．主として講義形式による。教科書は使用せず、必要に応じてプリント
を配布する。
２．各自、手書きでノートをとること。
３．ただ講義を聞いて知識を得るだけでなく、自分なりに問題意識をもっ
て考察を深める学習態度が望まれる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　前回までの授業内容を十分に復習しておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　試験（90％）、授業態度（10％）を総合して評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　社会的態度（１）社会的態度の理論
第２回　社会的態度（２）説得と態度変化
第３回　帰属過程
第４回　援助行動と攻撃行動
第５回　化粧行動
第６回　被服行動
第７回　集団の影響
第８回　集団の構造
第９回　協同と競争
第10回　リーダーシップ
第11回　社会的勢力、集団間関係
第12回　マスコミュニケーション
第13回　集合現象
第14回　文化と人間
第15回　試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

「対人関係の心理学」を履修していることが望ましい。
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講義コード（Course Code） 265025N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265025

授 業 名（Course Title）
教育相談論
教育現場における子どもの問題理解
と相談機能の意義を考える

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 薦田　未央
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『よくわかる教育相談』　春日井敏之・伊
藤美奈子（編）　ミネルヴァ書房　2011
『事例で学ぶ生徒指導・進路指導・教育
相談（小学校編）』　長谷川啓三・佐藤宏
平・花田里欧子（編）　遠見書房　2014
『世界の学校予防教育』　山崎勝之・戸田
有一・渡辺弥生（編著）　金子書房　2013

備 考（Note） カウンセリングに関する基礎的な知識を
含む

１．科目の教育目標（Course Description）
　学校現場における教育相談の意義や役割を理解し、基礎知識を習得する。
また、幼児・児童・生徒の発達課題を理解し、心身の発達状態を把握する
視点と方法を学ぶ。さらに、幼児・児童・生徒およびその保護者や教師が
抱える悩みや問題についても理解を深め、カウンセリングの基礎理論や教
育相談における支援方法を学ぶ。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．学校教育相談についての基礎知識を習得する。
２．個々の幼児・児童・生徒を理解する発達的視点と方法を学ぶ。
３．学校現場で生じる「問題行動」や「特別支援ニーズ」について理解を
深める。
４．学校現場で生じる問題への対処・支援および予防方法を学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．テキストは用いず、適宜資料を配布する。
２．講義が中心の授業であるが、授業時間中に小課題を課すことがある。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
学校における諸問題や現代の子どもたちの発達における諸問題について、日
常生活の中でも意識的に関心を向けて新聞やニュース、文献などを通して
情報を収集し、考える機会を持っておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業中に行う小課題（20％）、学期末に実施するテスト（80％）により総合
的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　教育相談とは
第２回　幼児・児童・生徒の発達課題（認知・精神の発達）
第３回　幼児・児童・生徒の発達課題（社会性・道徳性の発達）
第４回　学級経営と教育相談（予防的・開発的教育）
第５回　予防的・開発的教育の実際
第６回　幼児・児童・生徒の理解
第７回　カウンセリング理論とカウンセリングマインド
第８回　問題行動の理解と支援①不登校（児童期）
第９回　問題行動の理解と支援②不登校（思春期・青年期）
第10回　問題行動の理解と支援③いじめ
第11回　問題行動の理解と予防④発達障害
第12回　問題行動の理解⑤二次障害・精神医学的問題
第13回　保護者・教師の心理と支援
第14回　教育相談における校内連携
第15回　専門家・専門機関との連携、まとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）
講義の内容は、上記の順序が入れ替わることもある。

第11回　情報の信頼性と信憑性
第12回　知的財産権の保護
第13回　情報を守るセキュリティの仕組み
第14回　情報モラルの考え方　小テスト3回目
第15回　全体のまとめ，自己評価
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 265021N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265021

授 業 名（Course Title） 学習の心理学
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 上田　恵津子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　人間は経験を通して学ぶ。経験とその結果としての行動の変化に関する
規則性を明らかにしようとするのが、学習心理学である。
　まず、古典的条件づけ、オペラント条件づけ、洞察説、社会的学習理論
などの学習理論について説明し、学習成立の基礎過程を理解させる。次に、
記憶や思考などの人間の認知過程について述べる。さらに、何をいかに教
えるかという教授・学習の問題や、どのようにすれば主体的に学習に取り
組ませることができるかという学習意欲の問題に関する教授・学習過程に
ついて講述する。
　これらの講義を通して、学習のしくみを理解し、教育と学習との関わり
について考察することを目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．学習のメカニズムを理解する。
２．記憶や思考のしくみを知り、人間の認知過程を理解する。
３．教授・学習法を理解し、効果的な学習指導のあり方を考える。
４．動機づけのメカニズムを理解し、学習意欲を高める教育を考える。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．主として講義形式による。教科書は使用せず、必要に応じてプリント
を配布する。
２．各自、手書きでノートをとること。
３．ただ講義を聞いて知識を得るだけでなく、自分なりに問題意識をもっ
て考察を深める学習態度が望まれる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　前回までの授業内容を十分に復習しておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　試験（90％）、授業時の課題（10％）を総合して評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　学習とは
第２回　学習理論（古典的条件づけ）
第３回　学習理論（オペラント条件づけ）
第４回　学習理論（強化スケジュール、強化と罰）
第５回　学習理論（洞察説、社会的学習理論）
第６回　記憶
第７回　思考
第８回　技能学習
第９回　適応のための学習
第10回　教授・学習法
第11回　動機づけ、達成動機
第12回　自己効力感、原因帰属
第13回　動機づけを高めるために、学習支援
第14回　評価
第15回　試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） 265031N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265031

授 業 名（Course Title） 保育概論
幼児教育・保育を中心に

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小川　圭子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『幼稚園教育要領解説』　文部科学省　フ
レーベル館　2008年
『保育所保育指針解説書』　厚生労働省　フ
レーベル館　2008年
『乳幼児保育の理論と実践』　寺見陽子・
西垣吉之編　株）ミネルヴァ書房　2008
年

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
少子化、親の子育てのあり方、社会状況等、現在の幼児を取り巻く現状は
大きく変化しつつある。そこで、わが国における保育の変遷と幼稚園や保
育所、家庭の状況を確認しながら、幼稚園や保育所の果たすべき役割や保
育を担当する保育者としての役割について理解する。具体的には、幼稚園・
保育所の教育・保育の基本や役割、乳幼児期の発達の特性、幼児理解、教
育課程・保育課程と指導計画、指導・援助、保育内容の変遷などである。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１. 幼稚園や保育所の教育・保育の基本と役割等について学ぶ。 　
２. 乳幼児期の発達の特性、幼児理解、教育課程・保育課程と指導計画、指
導・援助などについて学ぶ。 　
３. 乳幼児教育の重要性を認識するとともに考察をする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
適宜、資料を配布したり、DVDやパワーポイントなどによる資料提示を行
う。
自習学習による課題レポート、小テストにより学修内容を定着させる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
指定の教科書と資料を事前に読んでくるとともに、授業終了後にも復習を
すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
１.授業への取り組み姿勢10％、課題レポートなど40％、小テスト50％など
で、総合的に評価する。　 　
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　乳幼児保育の現状と課題－今日の乳幼児を取り巻く環境と生活
第２回　子どもの育ちと環境－「発達」と「環境」の関係
第３回　環境を通して行う保育－子ども主体の保育について－
第４回　西洋における保育の歴史－西洋の幼児教育・保育の歩み
第５回　日本における保育の歴史－日本の幼児教育・保育の歩み
第６回　集団とのかかわりと個の育ち
第７回　保育の計画と実践－保育の見通しをたてるということ－
第８回　子どもの発達について－乳幼児期の発達の特性や幼児理解
第９回　子どものあそび－あそびのとらえ方、あそびを見る視点とその

援助－
第10回　乳幼児保育の実際①－園生活をつくる
第11回　乳幼児保育の実際②－子どもと出会う
第12回　乳幼児保育の実際③－個の理解と援助
第13回　障がいのある子どもの保育－障がいの特性と対応
第14回　保育の評価と保育者に求められる姿
第15回　まとめ（学習成果と課題の確認）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
この授業では、幼児教育・保育をめぐる「問題」を通じて、幼児教育・保
育とは何なのか、幼児教育・保育のあるべき姿を問います。
日ごろから幼児教育・保育についての情報を得るように努めてください。

講義コード（Course Code） 265030N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265030

授 業 名（Course Title） 教育課程論（初）
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 工藤　哲夫
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『よくわかる教育課程』　田中耕治編　ミ
ネルヴァ書房　2009

参考文献（References）
備 考（Note） 小幼専用科目

１．科目の教育目標（Course Description）
　教育課程に関する基礎的理論を学習し、教育課程策定の実際や課題を具
体的に理解する。そして、学校における教育課程の実際を検討できるよう
にする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．教育課程の理論 
２．教育課程の類型 
３．学校現場の教育課程
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．講義形式 
２．討論 
３．発表 
４．教育課程の作成 
５．小レポート
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・学習指導要領がどのような考え方から作られてきたのかという問題意識
を持ち，教育に関わるニュースを積極的に読む。
・自分の小学校時代の通知票に書かれている教育目標はどのような考え方
で，どのような手続きを経て設定されたのか，毎回の授業内容から考える。
をよく読んでおく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
毎回の話し合い参加と小レポート提出（40％）。話し合いの発表とパフォー
マンスの発表（20％）。まとめのレポート（40%）。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
教育課程（カリキュラム）とは何か　

第２回　学校づくりと学習指導要領とカリキュラム
第３回　内容選択の基準
第４回　カリキュラム編成の原理
第５回　子どもの発達とカリキュラム
第６回　教科書
第７回　カリキュラムと教育環境
第８回　教科のカリキュラム
第９回　教科外のカリキュラム
第10回　ポートフォリオ評価法、実践例：VDO、検討会
第11回　ポートフォリオ評価法、ワークショップ（KJ法）、検討会
第12回　近年のカリキュラム改革の動向
第13回　日本の教育改革の歴史
第14回　学力調査と学力
第15回　諸外国におけるカリキュラム改革の動向とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） 265033N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265033

授 業 名（Course Title） 生徒指導・進路指導
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 工藤　哲夫
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『最新 生徒指導・進路指導論―ガイダン
スとキャリア教育の理論と実践』　吉田辰
雄　図書文化　2010

参考文献（References） 『生徒指導提要』　文部科学省　教育図書　
2011

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　教育目標達成のために学習指導を通して確かな学力が身についた実感を
させることと同時に、生徒指導・進路指導を行うことによって、社会人と
してどのように社会に貢献していくのかを、児童・生徒に考えるさせるこ
とができるようにする。また実際の事例を通し、学校の教育目標と生徒指
導・進路指導の関連を学習指導要領上の位置づけの中で学ぶ。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．生徒指導・進路指導の意義の理解
２．生徒指導・進路指導の実際の理解
３．学校現場の指導方法の習得
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．講義形式 
２．討論 
３．発表 
４．小レポート
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．小学校・中学校時代の自分の通知票に書かれている「行動の記録」「総
合所見及び指導上参考となる諸事項」が毎回の授業内容でどのような位置
づけになるのか，あらかじめ考えておく。 
２．小学校・中学校時代の学級通信がどのような生徒指導・進路指導の意
識を持って書かれているのか，あらかじめ考える。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
毎回の話し合い参加と小レポート提出（40％）。話し合いの発表（20％）。ま
とめのレポート（40%）。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　生徒指導・進路指導の歴史と発展
第３回　学習指導要領・教育課程における生徒指導・進路指導
第４回　ガイダンス・カウンセリングの基礎的理論
第５回　生徒指導の理念と性格
第６回　進路指導の理念と性格
第７回　児童生徒理解の方法・技術
第８回　生徒指導・進路指導の組織と運営
第９回　教育相談・進路相談の方法・技術
第10回　学校における生徒指導の計画と実践
第11回　学校におけるキャリア教育の計画と実践
第12回　児童生徒の問題行動
第13回　生徒指導・進路指導のアセスメント
第14回　レポートの作成
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 265032N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265032

授 業 名（Course Title）
学校臨床心理学
スクールカウンセラーの事例を通じ
てクライエントについて考える

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 佐藤　睦子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
学校臨床には、幅広い領域に関する知識が必要とされる。また、対象とな
るクライエントも、児童生徒・教員・保護者と多岐にわたる。本講義では、
初めにすべての心理学に共通な学校臨床心理の基本的概念を学んだ後、学
校における実践例を提示しながら、さまざまな症状を訴える児童生徒に対
するカウンセリング、教員・保護者に対するコンサルテーションのありか
たについて、実践例を交えて考察し、学んでいく。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.　学校臨床におけるクライエントと面接における目的を明らかにし、学校
臨床の特色や、スクールカウンセラーとはどのような仕事をするのかを学
ぶ。 　
2.　学校で相談活動を行なう上でのクライエントとスクールカウンセラーと
の関係性・責任・倫理について学ぶ。 　
3.　スクールカウンセラーが学校に存在する意味について理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　授業は講義とディスカッションを中心に行なう。実践例を提示した場合に
は、クライエントに対するアプローチについてのディスカッションと、ク
ライエントの病理について解説する講義を２回に分けて行ない、時間をか
けて考察することとなる。各自のディスカッションへの積極的な参加姿勢
を期待している。また、実践例の授業が終了するごとにレポートを課す。  
　これらの体験の中から、学校臨床とは何か、スクールカウンセラーの役
割とは何かを考え理解することを目標として学習を進める。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回の振り返りを行い、結果をレポートとして提出すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業内で課されるレポートの提出回数が約30％と期末に行なわれ
る課題が50％、その他、授業参加度（ディスカッションに積極的に参加し
ているかどうか）を20％として評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　学校臨床とは何か
第２回　学校現場における事例の提示とディスカッション（不登校生母

親の事例）
第３回　上記事例に関するディスカッションの結果と解説
第４回　学校現場における事例の提示とディスカッション（神経症の生

徒の事例）
第５回　上記事例に関するディスカッションの結果と解説
第６回　学校現場における事例の提示と個人課題（非行の事例）
第７回　学校現場における事例の提示とディスカッション（虐待が疑わ

れる事例）
第８回　上記事例に関するディスカッションの結果と解説
第９回　学校現場における事例の提示とディスカッション（PTSDの生

徒の事例）
第10回　上記事例に関するディスカッションの結果と解説
第11回　学校現場における事例の提示とディスカッション（発達障害の

事例）
第12回　上記事例に関するディスカッションの結果と解説
第13回　これまでの事例に関する振り返りとまとめ　
第14回　到達度確認の課題
第15回　到達度確認課題結果の振り返りとまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ディスカッションのグループは、前半と後半で組み替える予定である。
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講義コード（Course Code） 265039A1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265039

授 業 名（Course Title）
情報教育Ａ
情報活用能力の育成と授業でのＩＣ
Ｔ活用

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 神月　紀輔
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References） 『高等学校学習指導要領解説情報編』　文
部科学省　開隆館出版販売　2010

備 考（Note） 教員免許取得希望者はAｸﾗｽの履修が望ま
しい。

１．科目の教育目標（Course Description）
情報教育の目標である「情報活用能力の育成」について理解し，今後の生
活に役立てるとともに，地域で指導できる人材の育成を目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
情報活用能力の３つの構成要素、
・情報活用の実践力
・情報の科学的理解
・情報社会に参画する態度の育成
に関して正しく理解し、社会で生かせるようにする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　講義による解説と受講者の小グループによるディスカッションを適時、導
入し、受講生が主体的に講義に参加できる学習方法を取り入れて行う。
　また、e-learningを行うことがある。　
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
前回までの復習をしておくこと。
学習指導要領や教育要綱をよくみておくこと。
自分が授業をするというイメージをもって授業に臨むこと。
グループでの活動に積極的に参加すること
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業への参加意欲・態度（40%）
課題やレポートに対する自己評価・相互評価（30%）
期末レポート（30%）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　講義オリエンテーション
第２回　情報活用力について
第３回　情報教育の重要性と課題
第４回　情報活用能力と学習指導要領
第５回　情報活用の実践力の現状と課題
第６回　情報活用の実践力を育む教材
第７回　学校現場における情報活用の実践力
第８回　学校で子供たちが情報活用能力を養うためのポイント
第９回　情報社会に参画する態度
第10回　ソーシャルメディアによる問題点
第11回　スマートフォンとゲーム依存
第12回　消費者教育から見た問題点
第13回　これからの高度情報化社会
第14回　理想の情報活用力とは
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
毎回、小グループによるディスカッションを行うので、講義に主体的に参
加することが重要である。
外部講師を招いての授業の可能性もある。

講義コード（Course Code） 265037N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265037

授 業 名（Course Title） 環境教育
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小川　博士
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 特になし
授業の資料は、適宜提示する。

参考文献（References）

『よくわかる環境教育』　水山光春　編著　
ミネルヴァ書房　2013
『環境教育指導資料【幼稚園・小学校編】』　
国立教育政策研究所　教育課程研究セン
ター　東洋館出版社　2014
『私たちと環境』　太田和子　他　東京教
学社　2015

備 考（Note） 定員40人

１．科目の教育目標（Course Description）
　環境問題は、現在人類共通の最重要課題の１つとなっている。それに応
じて、環境教育は世界的視野から見て、ますますその必要性が高まってい
る。将来、教員免許状を取得し子どもたちへの教育に携わることを考えて
いる学生には、環境問題の認識や環境教育の目的、指導法について、少し
でも理解してほしいと願っている。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・「環境」「環境問題」について理解すること
・環境教育の背景や目的、指導について理解すること
・環境教育の重要性を認識すること
・学校における環境教育の現状や課題を知ること
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　講義に加え、学外学習や調べ学習・発表等、参加・体験型の授業を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　詳細は授業時に指示するが、今日話題となっている環境問題に目を向け、
その問題や課題について自分なりに考えてみることが大切である。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　課題レポート60％，授業内小レポート20％，授業参加度20％ で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　環境問題の顕在化
第３回　調べ学習（環境問題レポートの作成・発表準備）
第４回　レポート発表
第５回　環境教育の系譜、目的、ESD
第６回　環境教育と学校教育（理科とのかかわりを中心に）
第７回　エコバスツアー（外部機関との連携について）
第８回　エコバスツアー（見学）
第９回　エコバスツアー（京都市のごみ処理・減量化の取り組み）
第10回　エコバスツアー（振り返り・グループディスカッション）
第11回　エネルギー教育・防災教育
第12回　自然体験教育
第13回　ごみの分別・減量化の取り組み
第14回　総括レポートの作成
第15回　レポート発表とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
受講者の実態や教材の準備状況によって学習内容を変更することがある。
第７～10回は、授業日以外の日に学外学習として連続して実施するので留
意すること。具体的な日程は、初回のオリエンテーションで伝える。
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講義コード（Course Code） 265040N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265040

授 業 名（Course Title） 食と健康の教育
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 村元　由佳利
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 必要に応じて資料を配布する。

参考文献（References） 『栄養の基本がわかる図解事典』　中村丁
次監修　成美堂出版　

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
食生活は健康の基盤となるだけでなく、我々の生活を豊かにするうえでも
重要な役割を果たしている。本授業では、健康の維持・増進のために知っ
ておきたい栄養素の働きやバランスの良い食事について理解することに加
えて、様々な視点から食について考え、自身の食生活を振り返ることなど
を通じて、「食」に対する興味・関心を深めることを目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・栄養素の基礎やバランスの良い食事について理解する。
・我々の生活における食の役割について理解する。
・自分自身の食生活について振り返り、健全な食生活とは何か考える。
・食教育について知り、簡単な教育計画が提案できるようになる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・講義を中心とした形式で進め、演習やDVDも適宜取り入れる。
・テーマにもとづいて、各自（またはグループ）でまとめ（発表）を行う
ことにより理解を深める。　
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
食に対して興味・関心を持ち、普段から食に関する内容について情報を収
集する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
期末試験（60%）、授業内における活動（20%）、 小レポート（20%）に基づ
いて、総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス
現代の食に関する諸問題

第２回　食の概念と大切さ
第３回　栄養素の働き（三大栄養素）
第４回　栄養素の働き（その他）と消化・吸収
第５回　食の安全性（食物アレルギーなど）
第６回　食事のおいしさ
第７回　機能性食品
第８回　バランスの良い食事
第９回　自身の食生活について考える
第10回　生活習慣病と食生活
第11回　ライフステージ別の食生活の特徴
第12回　子どもの食生活について考える
第13回　食教育の大切さ
第14回　食教育について考える
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
　

講義コード（Course Code） 265039B1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265039

授 業 名（Course Title）
情報教育Ｂ
情報活用能力の育成と授業でのＩＣ
Ｔ活用

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 神月　紀輔
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 『情報活用力』　noa出版　noa出版　2014

参考文献（References） 『高等学校学習指導要領解説情報編』　文
部科学省　開隆館出版販売　2010

備 考（Note） 教員免許取得希望者はAｸﾗｽの履修が望ま
しい。

１．科目の教育目標（Course Description）
情報教育の目標である「情報活用能力の育成」について理解し，今後の生
活に役立てるとともに，地域で指導できる人材の育成を目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
情報活用能力の３つの構成要素、
・情報活用の実践力
・情報の科学的理解
・情報社会に参画する態度の育成
に関して正しく理解し、社会で生かせるようにする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　講義による解説と受講者の小グループによるディスカッションを適時、導
入し、受講生が主体的に講義に参加できる学習方法を取り入れて行う。
　また、e-learningを行うことがある。　
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
前回までの復習をしておくこと。
学習指導要領や教育要綱をよくみておくこと。
自分が授業をするというイメージをもって授業に臨むこと。
グループでの活動に積極的に参加すること
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業への参加意欲・態度（40%）
課題やレポートに対する自己評価・相互評価（30%）
期末レポート（30%）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　講義オリエンテーション
第２回　情報活用力について
第３回　情報教育の重要性と課題
第４回　情報活用能力と学習指導要領
第５回　情報活用の実践力の現状と課題
第６回　情報活用の実践力を育む教材
第７回　学校現場における情報活用の実践力
第８回　学校で子供たちが情報活用能力を養うためのポイント
第９回　情報社会に参画する態度
第10回　ソーシャルメディアによる問題点
第11回　スマートフォンとゲーム依存
第12回　消費者教育から見た問題点
第13回　これからの高度情報化社会
第14回　理想の情報活用力とは
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
毎回、小グループによるディスカッションを行うので、講義に主体的に参
加することが重要である。
外部講師を招いての授業の可能性もある。
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講義コード（Course Code） 265052N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265052

授 業 名（Course Title） 児童心理学
子どもの心を理解する

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 高井　直美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 1（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 使用しない。プリントを配布。
参考文献（References） 『児童心理』　岡本夏木　岩波書店　1991

備 考（Note）
定員180人
学校心理専攻必修（平成25年度以後入学
者に適用）

１．科目の教育目標（Course Description）
子どもの心の発達過程を学ぶことは、人間のさまざまな精神的機能の発生
のメカニズムを理解することにもつながる。子どもの心理を理解すること
を通して、人間の精神活動の仕組みに関する基礎知識を身につけることを
第１の目標とする。そして、その知識をもとにして、子どもと関わったり、
子どもを教育するための素養を身につけることを第２の目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．児童期を中心として、さまざまな発達段階の特徴について学ぶ。 
２．対人活動の発達・認知発達・言語発達等について、おおまかな発達の
プロセスを理解する。 
３．発達を規定する要因として、個人的要因、子どもを取り巻く学校・社
会・文化といった環境的役割について理解を深める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業は講義を中心に配布プリントを用いて行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
日常生活において、子どもを観察したり、子どもと関わることを通じて、子
どもの心理に触れて、さまざまな問題意識を持ってほしい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業態度を加味した授業内筆記課題（20％）と学期末テスト（80％）。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　発達の要因および発達段階の考え方
第２回　初期経験はその後の発達にどの程度影響を及ぼすのか？
第３回　対人活動の発達①（親子関係を中心に）
第４回　対人活動の発達②（友達との遊びを中心に）
第５回　乳児の認知発達
第６回　幼児・児童の認知発達
第７回　認知発達と学校教育
第８回　言語発達の基盤
第９回　象徴機能の形成
第10回　想像性の発達
第11回　自分と他者の認知の発達
第12回　概念形成や思考の発達
第13回　道徳性および向社会的行動の発達
第14回　障害児の発達と支援
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）
授業の順番は変わることがある。

講義コード（Course Code） 265041A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265041, 3000-800030

授 業 名（Course Title） 教育経営論Ａ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 河佐　英俊
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 講義の中で資料を配布する。

参考文献（References）

『教育学の探求－教師の専門的思索のため
に』　佐藤博志編著　川島書店　2013年
『新しい時代の教育方法』　橋本美保他　有
斐閣　2012年
『小学校学習指導要領』　文部科学省　平
成20年
学習指導要領は、現在平成20年出版のも
のが出ているが、平成27年3月に一部改
正されている。最新版が出た段階で授業
担当者が用意する。

備 考（Note）
隔年開講1 （Ａ）心理学部対象クラス（Ｂ）
人間文化学部・生活福祉文化学部対象ク
ラス

１．科目の教育目標（Course Description）
今日的な教育課題に適切に対応する学校経営の在り方、また教育目標を達
成するための教育の在り方など、教育の本質的な理解を基盤として、これ
からの教育経営について、自分の考えが明確に論じられるよう認識を深め
ていく。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.公教育制度の歴史と基本的な原理について理解する。
2.日本の教育行政・学校教育の変遷と特徴を理解する。 
3.学校経営における諸問題について理解し、その解決方法を見出せるように
する。 
4.これからの学校教育のあり方を考察していく。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義により教育経営の基本的な考え方を習得していく。
プロジェクターによる映像や参考資料を活用しながら、現在の学校教育経
営に関するテーマについてディスカッションする等問題解決的な学習を重
視する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
日常のニュース等に関心をもち、教育に関する今日的課題を見つけておく。
A４版のノートまたはファイルを準備し、学習のまとめをする。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
６０時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
定期試験（70％）、授業後のコメントやレポート（30％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション：教育経営の全体像
第２回　社会の変化と教育
第３回　公教育制度の基本原理
第４回　初等中等教育制度の展開と改革
第５回　教育行政の動向　「学習指導要領改訂の動向」
第６回　カリキュラム・マネジメントの重要性
第７回　学級経営と学校経営　「学校教育目標の具現化」
第８回　学校経営と予算財務
第９回　開かれた学校経営　「市民ぐるみ・地域ぐるみの教育」
第10回　学校評価と学校改善
第11回　学校教育の今日的課題
第12回　学校の危機管理　「リスクマネジメントの必要性」
第13回　学校・教師を取り巻く課題への組織的対応
第14回　望ましい教育経営とは　「教師に求められるリーダーシップ」
第15回　教育経営論のまとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）
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７．留意事項（Other Information）
期末試験に代わる期末レポート試験を実施する。欠席が3分の1を超えた場
合には、原則として期末レポートの提出ができない。

講義コード（Course Code） 265056N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265056

授 業 名（Course Title）
発達検査論
検査を通して子どもを知り、発達の
支援方法を学ぶ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 高井　直美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） テキストは用いない。
参考文献（References） 授業中に紹介する。
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　まず、発達検査・知能検査の歴史を学ぶ。次に、発達検査を通して発達
の見方について学んでいく。また代表的な発達検査・知能検査の実施方法、
結果の読み取り方について、理解する。さらにその結果をどのように発達
支援や学校教育に生かしていくのかということについて、応用的に考えて
いく。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．発達検査・知能検査の歴史を学ぶ。
２．発達検査・知能検査の目的と有効性について知る。
３．新版Ｋ式発達検査の歴史を知る。
４．新版K式発達検査を通して、乳幼児期の発達のプロセスについて学ぶ。
５．WISC-ⅣやK-ABCの特長を理解し、教育への応用のしかたを探る。
６．発達検査を行ってわかることとわからないことは何か考える。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　講義を中心に行うが、授業中（あるいは宿題で）筆記課題を行うことが
ある。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　身近な子どもを観察し、何歳の子どもがどのような行動をしているのか、
知っておく。また同じ年齢でも一人ひとり行動に違いが見られる。人の個
性はどのような点に見られるか、考えてみよう。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　学期末の試験（80%）と授業内課題（20%）を総合して評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　発達検査・知能検査の歴史
第２回　発達の遅れや障がいについて
第３回　発達のアセスメントの目的
第４回　新版Ｋ式発達検査①（乳児期前半）
第５回　新版Ｋ式発達検査②（乳児期後半）
第６回　新版Ｋ式発達検査③（幼児期前半）
第７回　新版Ｋ式発達検査④（幼児期後半）
第８回　新版Ｋ式発達検査のまとめ
第９回　K-ABC心理・教育アセスメントバッテリーの基礎
第10回　K-ABC心理・教育アセスメントバッテリーの実際
第11回　WISC-Ⅳの基礎
第12回　WISC-Ⅳの実際
第13回　発達検査、知能検査を通して障がいや問題行動の理解方法につ

いて学ぶ
第14回　検査者に必要な資質および倫理的配慮
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
順番は入れ替わることがある。

講義コード（Course Code） 265055N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265055

授 業 名（Course Title） 老年期の心理学
成人期以降の人生を考える

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 伊藤　一美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 授業中にプリントを配布する。

参考文献（References）

『老年心理学』　下仲順子（編）　培風館　
1997
『老いることの意味』　南・山田（編）　金
子書房　1995
『高齢期の心理と臨床心理学』　下仲順子
（編）　培風館　2007
『エピソードでつかむ老年心理学』　大川・
宇都宮・日下・奥村・土田（著）　ミネル
ヴァ書房　2011

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
高齢化社会の到来とともに、発達心理学においても老年期をも含めた生涯
発達の観点から理論が再構築されつつある。この講義では、個人差が拡大
する成人期から老年期について、心理・社会学的データを背景に、生涯発
達的観点から生理・認知・パーソナリティ・対人関係・病理などの特徴や
変化について学ぶ。さらに、心理臨床現場で必要となる高齢者に対する心
理的な検査・治療・援助などの方法論についても学ぶ。また、異世代が共
存する社会の中で若年層の果たす役割と、老いゆく存在として必要になる
エイジング･エデュケーションに関しても考察を深めたい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．成人期から中年期、老年期へと向かう過程での、心理・社会的な変化
について学ぶ。
２．現代の高齢者の心理社会的位置付けと心理的諸側面を発達および臨床
の両面から学ぶ。
３．実践の場で必要になるテストや援助のスキルを学ぶ。
４．老若の関係性と若年層へのエイジング・エデュケーションについて、実
践を通して学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
指定テキストはなし。適宜資料を配布、テキストの紹介をする。
講義を中心に、映像やワークなど実際に体験できるような課題も行い、そ
れらを素材に共有・ディスカッションも行いたい。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
＊授業中に呈示された資料、テキストなどを積極的に参照し、持ち帰りと
なるワークについては、自らの経験と学んだ知識とを関連付けて自主的に
学ぶ。
＊新聞・テレビ・インターネット等メディアで取り上げられる「老い」や

「高齢者」の問題について、トピックを拾っておく。
＊身近な人々の年代、発達課題などを考えるべく、さまざまな年代の方と
接点を持つように心がける。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度と授業内のワークプリント（50％）、期末レポート試験

（50％）に基づき、総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　ライフサイクルの諸理論（１）縦断的視点
第３回　ライフサイクルの諸理論（２）横断的視点
第４回　青年期から成人前期へ
第５回　中年期の心理社会的特徴
第６回　老化･加齢･老年期に関する概念および理論
第７回　老年期の知能
第８回　老年期の認知機能
第９回　老年期のパーソナリティと適応
第10回　老年期の対人関係と社会生活
第11回　老年期の精神疾患
第12回　終末期について
第13回　高齢者に対する心理テストと心理療法
第14回　異世代間の交流とエイジング・エデュケーション
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
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ストについては評価点０となることがある。

講義コード（Course Code） 265061N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265061

授 業 名（Course Title） 対人関係の心理学
二者関係の社会心理学

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 上田　恵津子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 定員150人

１．科目の教育目標（Course Description）
　本科目では、対人関係、特に自己と他者との二者関係において生じる諸
事象を、社会心理学の立場から論じる。
　友人関係や恋愛関係をはじめとする対人関係の形成、維持・進展、崩壊
の過程、他者との関係を築く上で基礎となる自己認知のしくみ、対人関係
と対人行動、日本人の対人関係などについて詳述する。具体的な研究例と
そこから見出された知見を解説することを通して、二者関係における対人
行動のメカニズムを理解することを目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．社会的相互作用における対人認知と対人行動のメカニズムを理解する。
２．対人関係の形成過程、維持と進展の過程、および葛藤と崩壊のメカニ
ズムを理解する。
３．自己に対する認知と評価のあり方について考える。
４．対人関係における自己表現について理解する。
５．日本人の対人関係の特徴を考える。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．主として講義形式による。教科書は使用せず、必要に応じてプリント
を配布する。
２．各自、手書きでノートをとること。
３．ただ講義を聞いて知識を得るだけでなく、自分なりに問題意識をもっ
て考察を深める学習態度が望まれる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　前回までの授業内容を十分に復習しておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　試験（90％）、授業態度（10％）を総合して評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　対人関係と人間関係
第２回　対人認知（１）印象形成
第３回　対人認知（２）対人情報処理
第４回　対人魅力
第５回　対人的コミュニケーション
第６回　対人関係の形成（１）友人関係
第７回　対人関係の形成（２）恋愛関係
第８回　対人関係の維持
第９回　対人関係の崩壊
第10回　対人関係における自己（１）自己とは、自己概念
第11回　対人関係における自己（２）自己評価
第12回　対人関係における自己（３）自己開示、自己呈示
第13回　対人関係における自己（４）自己意識、対人不安
第14回　日本人の対人関係
第15回　試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 265060N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265060

授 業 名（Course Title）
障害児心理学
障害の概念や子どもの実態について
理解を深める

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 薦田　未央
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） テキストは使用せず、必要に応じて資料
を配布する。

参考文献（References）

『障害臨床学ハンドブック【第二版】』　中
村義行・大石史博（編）　ナカニシヤ出版　
2013
『発達障害の子どもの心と行動がわかる
本』　田中康雄　西東社　2014
『発達障害とその周辺の問題』　宮本信也　
他　中山書店　2008
その他、授業中に適宜紹介する。

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　障害という言葉の持つ意味は多様であり、それを定義する概念も難しい。
当然、障害を持つ子どもといってもその様相は多様である。それらの障害
の内容と特徴を理解する。 具体的には、障害の要因やその生理的、身体的
問題について考え、行動特徴や精神機能、心理的特徴の理解を深めていく。
更に、障害を持つ子どもの親の心理、社会的資源を含めた環境の問題、ま
た、子どもの発達過程における社会・心理的問題などにも触れる。特に、学
校教育の中での特別支援についても取り上げる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．障害とは何かを理解する。
２．障害の生理的基盤を理解する。
３．各障害の定義や種類と実際の子どもの状態について考える。
４．障害による心理的特徴を理解する。
５．障害を持つ子どもがおかれる環境と発達過程における問題について理
解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式で行い、必要に応じてワーク等を実施する。 　
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．授業中に紹介する文献やテキストを参考に、障害や疾病についての理
解を深めておくこと。
２．３～４回に一度、講義の振り返りとまとめで小テストを行う。授業で
提示された資料やレジュメをもとに、復習をしておくこと。
３．多様な障害について考えるため、日ごろから社会で取り上げられる障
害や疾病にまつわるトピックスには関心をもって調べておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
期末試験は行わない。授業中に実施する小テストや課題への取り組み、授
業態度を総合的に評価する。内訳は、小テストを60％（15％×4回分）、授
業中の小課題や取組の態度を40％とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　「障害」とは
第２回　障害児・者に関する施策の歴史と現状
第３回　障害の概念と定義
第４回　障害の要因（身体のメカニズムと発達）
第５回　障害の要因（遺伝的要因と環境要因）
第６回　障害の分類　（1）　知的障害（定義と状態像）
第７回　障害の分類　（2）　知的障害（心理的特徴）
第８回　障害の分類　（3）　運動障害と重複障害
第９回　障害の分類　（4）　発達性の協調運動障害
第10回　障害の分類　（5）　視覚障害・聴覚障害
第11回　障害の分類　（6）　学習障害（限局性学習障害）
第12回　障害の分類　（7）　注意欠如・多動性障害
第13回　障害の分類　（8）　自閉症スペクトラム障害
第14回　障害児の親（養育者）の心理について
第15回　学校教育における現状と問題について、まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
予定されている授業内容は、順序が入れ替わることがある。
授業中に行われる小テストについては、初回授業で実施日程を告知する。や
むを得ない事情を除いて、欠席のためテストを受けなかった場合、そのテ
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講義コード（Course Code） 265095N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265095

授 業 名（Course Title） 臨床心理ｱｾｽﾒﾝﾄ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 空間　美智子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）

前提科目（Prerequisite）
「心理検査法実習」（平成24年度以前入学
者に適用） 「心理テスト実習」（平成25年
度以後入学者に適用）

テキスト（Textbook） 授業中に資料を配布
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
臨床心理アセスメントとは、対象となる患者やクライエントの治療方針や処
遇・援助の方針を立てるために、症状・問題行動・パーソナリティなどの
個人的な状態像を面接・心理テスト・観察といった手法により見立て、ま
た種々の環境要因の状況を把握していくことである。 また、そこで得られ
たデータを臨床的・発達的・精神医学的理論と臨床経験を基盤に読み取り、
複数の情報を組み立て、問題の改善に向けての指針を出していくという、専
門的作業でもある。
アセスメントを行う者として心理検査の技法に習熟することはもちろんの
こと、相手と信頼関係を築き、かつ、スタンスをどう取るか、自らの主観
的判断をどう扱うかという自分自身の理解も必要となる。
この講義では、先に学んだ ｢心理テスト入門｣ や ｢心理テスト実習｣ を手
がかりとしながら、心理学や精神医学の理論を背景に、対象者にどのよう
なデータが必要とされるのか見通しを立て、データを得る方法を検討する。
そのうえで、得られたデータをもとに対象者を多面的・統合的に捉え、最
終的に対象者に還元できるよう、知識や姿勢を学ぶことを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１. データの読み取りに必要な理論背景を学ぶ。
２. アセスメントのための観察や面接の方法を学ぶ。
３. 心理テストの種類や技法、臨床場面での扱い方を学ぶ。
４. テスターとしての態度やスタンス、倫理的な常識について学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
基本的には講義形式だが、ペアやグループでの実習的内容も多い。テキス
トは指定せず、適宜資料を配布、テキストの紹介を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
＊授業で紹介されたテキストやプリントなどについて、自主的に理解を深
める。 ＊日ごろから、直接あるいはメディアなどを通じて人の営みに関心
を持ち、個々人の抱える問題や背景に対する配慮を持つように心がける。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度20％、授業時間内のワーク課題30％、期末課題（レポート等）
50％に基づいて、総合的に行う。欠席回数が3分の1を超えた場合には、原
則として期末課題を提出できない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　臨床心理アセスメントとは
第３回　臨床心理アセスメントの活用現場
第４回　アセスメントの流れ（１）はじまりと目的の整理
第５回　アセスメントの流れ（２）仮想事例でシミュレーションする
第６回　観察によるアセスメント（１）概要
第７回　観察によるアセスメント（２）ビデオを用いたワーク
第８回　インテーク面接（１）概要
第９回　インテーク面接（２）ロールプレイを用いたワーク
第10回　心理テスト（１）概要
第11回　心理テスト（２）質問紙法のワーク
第12回　心理テスト（３）投影法のワーク
第13回　データの読み方とまとめ方～テストバッテリーも含めて～
第14回　アセスメントを実施・報告する際の倫理的問題
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
平成25年度以降入学者は「心理テスト実習」（１年後期）、平成24年度以前
入学者は「心理検査法実習」（２年前期）を履修していること。

講義コード（Course Code） 265062N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265062

授 業 名（Course Title） 現代青年の心理学
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 尾崎　仁美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　青年期とは、人生の発達段階の一ステージである。この時期は、子どもか
ら大人への移行期であるが、第二の誕生と言われるように、心身ともに重
要な変容の段階でもある。青年にまつわる問題は古くから存在するが、同
時に青年の行動や思考とは、時代を如実に反映するものであり、常に新し
い問題を含んでいる。この授業では、青年期がどのようにとらえられてき
たかに始まり、青年期に特有な身体と心の問題、自己意識、対人関係（友
人関係、親子関係、異性との関係）、進路決定等の観点から、現代青年の心
理について理解を深めることを目標とする。また、受講生の多くが青年期
にあることから、受講生自身の自己理解に結びつくような作業や実習等も
取り入れながら授業を進めていく。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．従来の諸学説を学び、青年期がどのようにとらえられてきたかを理解
する。
２．さまざまなデータや現象記述を通して、現代青年の心理について多面
的に考察する。
３．体験的学習をもとに、自分自身への理解を深める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．テキストは用いず、必要に応じて資料を配布する。
２．講義を中心に進めていくが、適宜、受講者の自己理解に結びつくよう
な体験的学習も取り入れる。その際、課題レポートの提出を求める。
３．講義内容を受身的に覚えるのではなく、自分自身の体験や周囲の人た
ちと関連づけて考える主体的な受講態度が望まれる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
事前に前回の授業内容を復習しておくこと。興味をもったテーマに関して
は、図書館で文献を探すなどして、自主的に学びを深めること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（30％）、小テスト・レポート（70％）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　青年期とは
第２回　青年期のとらえ方
第３回　青年期の身体と心
第４回　現代青年の身体と心をめぐる問題
第５回　青年期の自己意識
第６回　青年期におけるアイデンティティ
第７回　現代青年の自己・アイデンティティをめぐる問題
第８回　青年期の親子関係
第９回　現代青年の親子関係
第10回　青年期の友人関係
第11回　現代青年の友人関係
第12回　青年期の異性関係
第13回　青年期の進路決定
第14回　現代青年の進路をめぐる問題
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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講義コード（Course Code） 265101N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265101

授 業 名（Course Title） 無意識の心理学
心の深層を理解するために

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 田中　誉樹
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 必要に応じて教員が準備する。
参考文献（References） 授業中に、適宜、紹介する。
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　普段の生活の中で、私たちは、「自分には、そんなつもりはないのに、思
わぬ失敗をしてしまった」というような経験をすることが、よくある。例
えば、 毎日顔を合わせている友達の名前を急に「度忘れ」したり、「いい間
違え」たりするなどである。
　また、別に怖い夢を見たいと思って眠る訳ではないのに、悪夢にうなさ
れて目覚めたり、行ったこともない場所や見知らぬ人が夢の中に出てくる
といったことも、多くの人が経験していることであろう。  　
　私たちは、自分の「心」を、自分の意志する通りにコントロールしたいと
思っている。 しかし、上にあげた例のように、他でもない自分自身の「心」
であるにも拘らず、感情・態度・夢の内容を思うようにコントロールでき
ないのも事実である。  
　Freud,S は、このような、日常の何気ない「言い間違い」、「度忘れ」、「訳
のわからない感情」「夢」などは、私たちの意志とは異なる原理、原則に
則って機能する、普段は意識されていない心の働きによるものではないか
と考え、これを「無意識」と呼んだ。 そして、様々な心理的問題の背景に
も、この「無意識」が関与していると主張したのである。 現代においても、

「無意識」という概念は、精神分析的な方向性を持つ心理療法の基本的前提
となる概念である。 この講義では、主にFreud,Sの精神分析理論を概説し、
無意識の基本的な機能、構造、性質などを概観することによって、より深
い人間理解の眼を養うことを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　1．精神分析における「無意識」発見の歴史について学び、「無意識」と
いう心的領域の存在を想定するに到る過程を理解する。 
　2．「無意識」が抽象的、思弁的な概念ではなく、私達の日常生活にも大
きな影響を与えている現実的、経験的な現象であることを理解する。 
　3．神経症、人格障害、統合失調症などの精神疾患や、自傷・自殺など、
無差別殺人など、現代において問題となっている事柄と「無意識」との関
係について理解する。 
　4．自由連想、夢分析など、「無意識」を理解するための精神分析的方法
についても言及する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　授業は、基本的に講義形式で行うが、受講生にも発現、発表の機会を与
える。 適宜、DVD、パワーポイント、プロジェクター等の視聴覚教材を用
いる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　毎回、前回の授業の内容をノートなどで復習し、次の授業の内容との連
続性が理解できるように準備しておくこと。これまでの授業で理解できて
いない所があれば、その日の授業時に質問できるようにしておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　評価については、以下のように行う。
　本授業は、「出席したかどうか」ではなく、「如何に授業を受けたか」、す
なわち受講態度（授業参加度）を評価の対象として重視する。出席してい
ても、授業を聴くこと以外の行為（居眠り、内職、私語、携帯を見るなど）
が見られる場合は、これを正規の「受講」とは認めず、教員の判断で評価
の際にその態度の頻度、甚だしさ、等をもとに、教員の裁量で評価を判断
する。
　授業評価は、基本的にレポート試験の評価、100点満点から「レポート内
容上の誤り」および「普段の授業態度」を考慮する形で行う。
　尚、忌引き、法定伝染病その他の病気、その他、規定上配慮が認められ
ている、しかるべき理由により、やむを得ず欠席する場合は、授業の事前・
事後に担当教員まで申告すれば、事情を勘案の上何らかの配慮を検討する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　「無意識」概念の臨床心理学における重要性について（臨床心
理学の歴史から）

第２回　精神分析の誕生と「無意識」発見の過程（1）…日常的な錯誤
行為への注目

第３回　精神分析の誕生と「無意識」発見の過程（2）…シャルコーの

講義コード（Course Code） 265096N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265096

授 業 名（Course Title） 臨床相談実習
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間

担 当 者（Instructor） 佐藤　睦子. 鶴田　薫. 福山　幸子. 
三好　智子

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）

備 考（Note） 臨床心理専攻必修（平成25年度以後入学
者に適用） 週2コマ連続

１．科目の教育目標（Course Description）
心理臨床における代表的な技法を体験的に学ぶ。具体的には、受講者は、個
人面接の技法、集団療法、イメージ、自己表現と瞑想の技法の４実習を順
に体験する。実際に体験することを通して、各技法の特徴を体験的に理解
するとともに、各技法を用いる上でどのような事柄に留意する必要がある
のか、留意点や危険性についても学んでいく。各技法を体験した後は、グ
ループでの振り返りや、実習終了後のレポート課題において、体験を言葉
にしたり、学んだ事柄を整理していくことで、さらに学びを深めていく。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１. 心理臨床における代表的な技法を体験的に学ぶ。 　
２. 各技法を用いる上での留意点や危険性について、体験的に学ぶ。
３．グループでの振り返りやレポート作成において、体験を言葉にしてい
くことを通して、学びを深めていく。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
実習形式。１つの実習は３回かけて行う。＃１のオリエンテーションのの
ち、受講生は４グループに分かれ、４つの実習を順に行っていく。＃８は
全体実習、#１５はまとめの授業を行う。各実習終了後は、実習ごとにレ
ポート課題を課す。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各実習前に、どのような実習を行うのかについて調べておく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
実習形式の授業のため、全回の出席が前提である。原則として欠席および
遅刻は認めず、全回出席をもって単位認定の基本条件とする。その上で、
実習での取り組みの姿勢（50%）、グループごとに課されるレポートの内容

（50%）から、総合的に評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　個人面接の技法（カウンセリング体験実習：学生相談）
第３回　個人面接の技法（”聴かない”実習）
第４回　個人面接の技法（カウンセリング体験実習：教育相談/医療機

関）
第５回　集団療法（第一印象）
第６回　集団療法（価値観の違い）
第７回　集団療法（感情の扱い方）
第８回　全体実習
第９回　イメージ技法（描画療法）
第10回　イメージ技法（芸術療法）
第11回　イメージ技法（描画検査法）
第12回　様々な技法（箱庭療法）
第13回　様々な技法（各種療法）
第14回　様々な技法（リラクゼーション）
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
１．グループごとに４つの実習を順に行っていくため、実習の順序はグルー
プによって異なる。
２．様々な技法のリラクゼーションについては、身体を動かしやすい服装
を持参のこと。
３．体験的な学びの場であるため、自分自身、そして他の受講生の体験を
尊重し、大切に扱う心構えで臨むこと。
４．担当者については、個人面接の方法は鶴田薫、集団療法は福山幸子、イ
メージ技法は三好智子、様々な技法は佐藤睦子である。
５．心理臨床の技法を実際に体験するため、場合によっては、個人の問題
に直面するなどして、精神的な負担が生じることも考えられる。実習に臨
む上で特に心配な事柄がある場合、また、万が一、そのような状況に陥っ
た場合には、担当教員に相談してほしい。
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第10回　家族とジェンダー
第11回　家族の中のコミュニケーション
第12回　家族への心理的援助の実際①：子育て支援
第13回　家族への心理的援助の実際②：夫婦関係の危機
第14回　家族への心理的援助の実際③：家族心理教育
第15回　まとめとふりかえり
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 265104N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265104

授 業 名（Course Title） パーソナリティ心理学
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 向山　泰代
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 開講前に掲示にて指示する。

参考文献（References）

『性格心理学の技法』　杉山憲司・堀毛一
也（編著）　福村出版　1999
『パーソナリティ心理学』　小塩真司（著）　
サイエンス社　2014
『パーソナリティ心理学』　榎本博明他
（著）　有斐閣　2009
『パーソナリティと臨床の心理学』　杉浦
義典・丹野義彦（共著）　有斐閣　2008

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
この授業では、パーソナリティ形成や変化における個体内要因と環境要因
の影響、パーソナリティと対人認知・対人行動等のトピックについて、具
体的かつ日常的な例を通して学習する。また、パーソナリティに関する代
表的アプローチである類型論、特性論、精神分析学、現象学、認知・行動
主義等について講述し、各理論が基礎とする人間観について学ぶ。この他、
パーソナリティの測定と査定についての基礎知識を習得するため、代表的
な検査や測定法を紹介し、各方法の特徴について論じる。また測定や査定
にあたっての心構えや倫理の問題にも言及する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．パーソナリティの形成や変化の要因について考える。
２．パーソナリティに関する代表的アプローチについて学ぶ。
３．パーソナリティの測定法およびその特徴について学ぶ。
４．価値や道徳による評価とは異なる立場から、個人差を捉える視点を持
つ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業中にプリントを配布するので、各自で整理して学習に活用すること。ま
た、毎回の講義で「前回の講義内容の復習」の時間を設けるので、この時
間を活用して各自が講義内容の繋がりを理解し、知識の定着に努めること。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
テキストは使用しない。講義の中で紹介する参考資料や書籍を各自が読み
込み、学んだことを理解したり、深めたりすること。「心理学概論」「心理
テスト入門」「心理テスト実習」の講義で学んだ性格や性格検査に関連する
事項について復習し、この授業においても適宜参照できるようにしておく
こと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業中に実施する到達度確認テスト（７０％）、課題・提出物・授業への取
り組み態度（３０％）で評価する。2/3以上の出席を求める。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　パーソナリティとは
第２回　パーソナリティ研究の歴史
第３回　パーソナリティ形成と変化の要因：遺伝と環境
第４回　パーソナリティの理論（１）：類型論と特性論
第５回　パーソナリティの理論（２）：精神分析理論からみたパーソナ

リティ
第６回　パーソナリティの理論（３）：行動理論からみたパーソナリティ
第７回　パーソナリティの理論（４）：認知理論からみたパーソナリティ
第８回　パーソナリティと対人認知
第９回　パーソナリティと対人行動
第10回　パーソナリティ測定の歴史
第11回　パーソナリティ測定法：質問紙法
第12回　パーソナリティ測定法：作業検査法・投影法

ヒステリー治療
第４回　精神分析の誕生と「無意識」発見の過程（3）…神経症と無意

識（症例O,アンナ）
第５回　精神分析の誕生と「無意識」発見の過程（4）…神経症症状と

無意識（症例エリザベート嬢）
第６回　精神分析の誕生と「無意識」発見の過程（5）…フロイトの自

己分析
第７回　精神分析の誕生と「無意識」発見の過程（6）…夢と無意識
第８回　フロイトの人格論（1）…局所論
第９回　フロイトの人格論（2）…構造論
第10回　フロイトの人格論（3）…神経症のメカニズム
第11回　精神分析の方法（1）…治療法の発展（催眠から自由連想法へ）
第12回　精神分析の方法（2）…抵抗と徹底操作
第13回　精神分析の方法（3）…退行
第14回　精神分析の方法（3）…転移と逆転移
第15回　無意識と文化…フロイトの芸術論
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
レポート試験を行う。

講義コード（Course Code） 265103N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265103

授 業 名（Course Title） 家族心理学
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 福山　幸子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 特定のテキストは使用しない。資料は適
宜配布する。

参考文献（References） 授業のテーマに沿ったものを授業時間内
に紹介する。

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　私たちは誰もが家族としての体験をもっており、それぞれの家族観をもっ
ている。しかし、その限定された体験から現代社会の家族の問題や現象を読
み解くことはできない。私たちは家族についてのより広い視野を持ち、問
題の背景を考えるべきではないだろうか。家族心理学は比較的歴史の浅い
分野であるが、そのような理解を手助けしてくれる学問である。
　本科目では、社会の最小単位として家族が成立し、家族関係が変化して
いく様子を改めて見直していく。その過程で現代の家族が直面している課
題を様々な側面からとらえ、理解を深めるとともに、心理的援助の実際を
学んでいく。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.家族心理学の枠組みを知る
2.家族とは何かということを問い直す
3.家族への心理的援助の実際を学ぶ
３．教育・学習の方法（Course Methods）
主として講義形式で行うが、必要に応じてグループでのディスカッション
や発表を取り入れる。また、授業時にミニレポートを課し、学んだことを
基に自分で考え、表現する力を養う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
前回までの講義資料を見直し、疑問点を明らかにしたうえで授業に臨むこ
と。興味をもった分野については図書館で文献を探し、自主的にさらに深
く学ぶこと。また、メディアで取り上げられている家族心理学関連の情報
を積極的に取り入れること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度および授業時のミニレポート（50％）、期末レポート及
び提出課題（50％）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション：家族心理学とは
第２回　家族とは何だろう①：家族システム理論
第３回　家族とは何だろう②：家族ライフサイクル
第４回　家族づくりの前の時期
第５回　家族の成立期
第６回　乳幼児を育てる時期
第７回　子育ての時期
第８回　若者世代とその家族
第９回　老年期の家族
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せん。遅刻/早退や欠席も極力控えて下さい。

講義コード（Course Code） 265106N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265106

授 業 名（Course Title） 生活環境の心理学
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 廣瀬　直哉
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）
『新版 アフォーダンス』　佐々木正人　岩
波書店　2015
『環境心理学―人間と環境の調和のため
に』　羽生和紀　サイエンス社　2008

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
人間の行動は、すべて人間の内的過程（脳における情報処理など）によっ
て規定されるわけではなく、外部の様々な要因による影響を受ける。本科
目では、私たちが生活している環境が私たちの行動にどのような影響を与
えるかを明らかにすることを目指す。具体的には、環境心理学・生態心理
学の観点から、環境における知覚・認知・行為などについて研究を紹介し、
人間と環境の関わりについて考察する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. 環境の知覚・認知についての理解
2. 自然・都市環境の心理的影響についての理解
3. ギブソンの生態学的視覚論についての理解
4. 環境のアフォーダンスについての理解
３．教育・学習の方法（Course Methods）
PowerPointや映像資料を使った講義形式とグループでのワークや演習など
を組み合わせて行う。テキストは使用せず、必要な授業資料等は配布また
はwebから入手する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業前に授業資料を読んで予習をしておく。また、学習支援システムから
課題を提出する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
定期テストは行わず、課題提出（100%）に基づき評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　環境心理学とは
第３回　環境の認知
第４回　環境の評価
第５回　自然環境における行動
第６回　都市環境における行動
第７回　物理的痕跡
第８回　対人環境
第９回　学校・教室環境
第10回　環境ストレス
第11回　アフォーダンスの知覚
第12回　デザインとアフォーダンス
第13回　環境行動の観察
第14回　身体と環境の関係
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業資料の入手、レポートの提出は学習支援システムを使って行う予定で
ある。受講者の知識や理解度を考慮して進めるので、授業予定のトピック
の順番や内容を変更することがある。

第13回　パーソナリティ測定法：観察法・実験法・面接法
第14回　測定・査定における留意点と倫理
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業中に講義内容に関連した簡単な教材に反応を求めたり、作業を課した
りすることがある。

講義コード（Course Code） 265105N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265105, 2000-265102

授 業 名（Course Title） 心理療法概論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 村松　朋子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 特に指定しない。

参考文献（References）
『臨床心理学入門 多様なアプローチを越
境する』　岩壁茂　有斐閣アルマ　2013
その他、必要に応じて授業時間内に紹介
する。

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
心理療法には様々な技法があり、理論、アプローチの仕方、何を重要と考え
るかなどの点で異なっている。その一方で共通点も多く、異なる技法を組
み合わせて使う折衷派・統合派のセラピストも多い。本科目ではそうした
異なる技法の主要なものについて学び、その特徴を理解するとともに、心
理療法全般に共通する点、普遍的に重要である点についても理解すること
を目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
心理療法の総論およびそれぞれの各論のコンセプトを理解し、さらには実
際の心理療法の現場感覚についてある程度のイメージを持てること。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1.　主として講義形式で行う。教科書は使用せず、毎回レジュメを配布して
それに応じた内容で進める。
2.　視聴覚教材などを取り入れ、体験的理解を促す。
3.質問や意見を頻繁に聞いていくので、積極的な発言を求める。それによっ
て、一方通行の講義ではなく、皆で考えながら学べる講義を目指す。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
前回までの授業内容を十分に復習しておくこと。
心理療法を行うには、長期の専門的訓練が必要となる。本科目は将来そう
した訓練を受けることを希望する学生が受講することを想定している。参
考文献を紹介するので、自ら意欲を持って学習することを期待する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
定期試験と平常成績（授業参加度や授業態度、授業中の発言）、授業中に行
うミニレポートで総合評価する。
＜平常成績とミニレポート（50％）、定期試験（50％）＞
欠席回数が3分の1を超過した場合は、原則として単位を与えない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　心理療法の広がり：歴史と概観
第３回　精神分析理論
第４回　精神分析的心理療法
第５回　分析心理学（ユング心理学の基礎理論）
第６回　来談者中心療法
第７回　行動療法
第８回　認知行動療法1
第９回　認知行動療法2（マインドフルネス）
第10回　日本で生まれた心理療法（森田療法・内観療法）
第11回　箱庭療法・遊戯療法
第12回　表現療法
第13回　家族療法
第14回　心理学的アセスメント
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
この講義では、授業中も発言したり、考えたりと積極的な態度を求めます。
ですから、他の受講生の妨げになるような私語や携帯電話の使用は認めま
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講義コード（Course Code） 265110N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265110

授 業 名（Course Title） 現代社会調査演習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 尾崎　仁美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　本科目では、調査の企画から実施、データの分析、報告書作成までにわ
たる社会調査の全過程を、実習を通じて体験的に学習することを目的とす
る。現代社会調査演習Ⅰでは、「大学生活」に関わるテーマについて、受講
生がいくつかのグループに分かれ、各班で小テーマの設定、既存の調査研
究の整理、仮説の設定、質問項目の作成を行う。各班から出された質問項
目を元に質問紙を完成させ、調査の実施、データ入力を行う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．テーマに関わる文献・資料を収集し、既存の調査研究を整理する。
２．調査仮説の設定と質問項目の作成について学ぶ。
３．質問紙作成に関する知識や技術を習得する。
４．調査の実施において留意すべきことを理解する。
５．データの入力方法を習得する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・演習室において、実習・演習形式で行う。
・調査の企画・立案、分析・報告などは少人数のグループで行う。
・グループでの協働作業が中心となるため、積極的な授業参加を心がける
こと。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業中に指示するが、「質問紙調査法」や「現代社会調査入門」で学んだ内
容を復習しながら授業に臨むこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（30％）、課題の提出および最終レポート（70％）により、総合
的に評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　調査の企画
第３回　テーマの設定①小テーマ候補の考案
第４回　テーマの設定②小テーマの決定
第５回　先行研究・文献の収集、整理
第６回　仮説の構成
第７回　質問項目・尺度の資料収集
第８回　質問項目・尺度の検討
第９回　質問紙の作成
第10回　質問紙の完成
第11回　調査の実施に向けて
第12回　調査の実施
第13回　データ入力
第14回　エディティング
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
現代社会調査演習Ⅱと合わせて履修すること。

講義コード（Course Code） 265111N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265111

授 業 名（Course Title） 現代社会調査演習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 尾崎　仁美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）

講義コード（Course Code） 265108N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265108

授 業 名（Course Title） 産業心理学
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 石田　正浩
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 特になし

参考文献（References）

『産業・組織心理学エッセンシャルズ改訂
三版』　田中堅一郎編　ナカニシヤ出版　
2011
『新版　組織行動のマネジメント』　ス
ティーブンＰ．ロビンス　ダイヤモンド
社　2009
授業時間中に適宜、紹介する

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
組織と関わる中で生じる心理・行動上の問題を、心理学の概念を用いて理
解し、対処が考えられるようになる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・ワークモチベーションの高低が生じる仕組みを理解する。
・組織・キャリアへコミットすることの意義を理解する。
・集団生産性・リーダーシップの有効性を規定する要因を理解し、集団作
業を効率的に進める際の対処の視点を獲得する。
・組織ストレスの特徴を理解し、その対処法を考えられるようになる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
基本は講義形式だが、毎回、授業時間の最後に授業内容の振り返りを行い、
質問・コメントを書く。次の時間のはじめに、前回の復習と学生からの質
問に答え、コメントの概要をフィードバックする。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎時間、授業の最後に次回につながる小課題を出す。それを考えることで、
次回の授業の予習とする。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、基本概念、理論の正しい理解とそれらの応用力を問う試験（60%）
と毎授業時間の最後に行う小課題（質問・コメントを含む）（40%）に基づ
いて、総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　導入：産業心理学とは
第２回　ワークモチベーション１　基本概念、欲求階層説
第３回　ワークモチベーション２　内容理論
第４回　ワークモチベーション３　過程理論
第５回　応用行動分析
第６回　ワークモチベーション理論と実践　目標管理・成果主義・ジョ

ブデザイン
第７回　組織とキャリアへのコミットメント
第８回　集団生産性１　基本的な枠組み、社会的促進、規範の影響
第９回　集団生産性２　シュタイナーの課題分類とパフォーマンス
第10回　集団生産性３　集団意思決定
第11回　リーダーシップ１　リーダーシップとは、特性論、行動論
第12回　リーダ―シップ２　条件即応理論
第13回　リーダーシップ３　リーダーシップ研究の展開
第14回　組織ストレス１　基本的枠組み、ラザルスのストレス理論
第15回　組織ストレス２　バーンアウト、ストレス管理

総括
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
授業内容は、授業時間までに新たに学習すべき内容が発生することがある
ので、その場合は柔軟に変更していく。
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することで、実践的技能の基礎を学ぶ。
４．各演習終了後、レポートを作成する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
演習形式。１つの演習は４回かけて行う。＃１のオリエンテーションのの
ち、受講生は３グループに分かれ、３つの演習を順に行っていく。＃１４
は全体演習、#１５はまとめの授業を行う。各演習終了後は、レポートを作
成する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
臨床心理査定および臨床心理面接に関する３年次までの学習を適宜復習す
ること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
体験的な内容を多く含むため、毎回の参加が前提となる。その上で、各演
習での取り組みの姿勢（50%）、演習ごとに課されるレポートの内容（50%）
から、総合的に評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　臨床心理査定の技法Ａ①（WISC-Ⅳの概要）
第３回　臨床心理査定の技法Ａ②（ロールプレイの練習）
第４回　臨床心理査定の技法Ａ③（ロールプレイ）
第５回　臨床心理査定の技法Ａ④（結果の監理）
第６回　臨床心理査定の技法Ｂ①（ロールシャッハ・テストの概要）
第７回　臨床心理査定の技法Ｂ②（テスト体験）
第８回　臨床心理査定の技法Ｂ③（結果の解釈）
第９回　臨床心理査定の技法Ｂ④（症例検討）
第10回　臨床心理面接の技法①（ロールプレイの概要）
第11回　臨床心理面接の技法②（ロールプレイ実践　インテーク面接）
第12回　臨床心理面接の技法③（ロールプレイ実践　沈黙）
第13回　臨床心理面接の技法④（ロールプレイ実践　相槌）
第14回　全体演習
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
１．グループごとに３つの演習を順に行っていくため、演習の順序はグルー
プによって異なる。
２．体験的な学びの場であるため、自分自身、そして他の受講生の体験を
尊重し、大切に扱う心構えで臨むこと。
３．臨床心理査定の技法Ａは三好、臨床心理査定の技法Ｂは鶴田、臨床心
理面接の技法は福山が担当する。

講義コード（Course Code） 265210N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265210

授 業 名（Course Title） 心理・教育フィールド研修ａ
自然と遊ぼう！

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間

担 当 者（Instructor） 高井　直美. 小川　博士. 薦田　未央. 
藤本　陽三

単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 1234（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References） 授業中に紹介する。
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
地域の子どもや家族と大学生が、自然素材を活用し、野外や屋内で交流す
る。年2回実施予定の「自然と遊ぼう！」プログラムに企画段階から関わる
ことを通して、地域社会への能動的発信力や対人関係スキルを身につける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
①自然科学の面白さ・不思議さを子どもに伝える力・感性を身につける　
②新たな遊びを考案する創造力を養う　③他者と共同作業を行う際の協調
性を身につける　④幼児・児童の心理や関わり方を実践的に学ぶ　⑤イベ
ント情報を発信するためのスキルと作法を学ぶ
３．教育・学習の方法（Course Methods）
①教員によるオリエンテーション　②グループでの自然科学体験（観察や
実験など）および遊びの企画　③参加者募集のチラシ作成　④フィールド
の下見や実施の準備　⑤「自然と遊ぼう！」の実施　⑥討論による振り返
りとショートレポート
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
身近な自然（草木花、木の実、昆虫、自然現象など）に興味を持ち、観察
や実験を行う。

１．科目の教育目標（Course Description）
　本科目では、調査の企画から実施、データの分析、報告書作成までにわ
たる社会調査の全過程を、実習を通じて体験的に学習することを目的とす
る。現代社会調査演習Ⅱでは、現代社会調査演習Ⅰで得られたデータを分
析し、結果の解釈、仮説の検証、報告書の作成を行う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．データ集計やデータ処理に関する知識や技術を習得する。
２．統計的検定の基本概念を理解する。
３．ExcelやSPSSの操作方法を習得する。
４．結果を解釈し、表現する力を身に着ける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・演習室において、実習・演習形式で行う。
・調査の企画・立案、分析・報告などは少人数のグループで行う。
・グループでの協働作業が中心となるため、積極的な授業参加を心がける
こと。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業中に指示するが、「心理統計法」や「推測統計学」で学んだ内容を復習
しながら授業に臨むこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（30％）、成果発表、報告書、最終レポート（70％）により、総
合的に評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　データの基礎集計①度数分布、平均の算出
第２回　データの基礎集計②結果の図表作成と解釈
第３回　相関係数①分析の実施
第４回　相関係数②結果の図表作成と解釈
第５回　t検定①分析の実施
第６回　t検定②結果の図表作成と解釈
第７回　分散分析①分析の実施
第８回　分散分析②結果の図表作成と解釈
第９回　χ2検定①分析の実施
第10回　χ2検定②結果の図表作成と解釈
第11回　仮説の検証
第12回　成果発表に向けての準備
第13回　成果発表
第14回　報告書案の作成
第15回　報告書の完成
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
現代社会調査演習Ⅰと合わせて履修すること。

講義コード（Course Code） 265200N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265200

授 業 名（Course Title） 臨床相談演習
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 三好　智子. 鶴田　薫. 福山　幸子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）

前提科目（Prerequisite） ｢臨床相談実習｣ ※H25年度以後入学者に
適用

テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 定員30人

１．科目の教育目標（Course Description）
臨床相談実習のアドバンス編であり、大学院進学志望者や、心理臨床の技法
をより専門的に学びたい人のための実践科目である。臨床相談実習におけ
る学びを踏まえ、より専門性の高い技法について体験的に学ぶ。具体的に
は、臨床心理査定の技法A・B（知能検査・パーソナリティ検査）、臨床心
理面接の技法、の３演習を順に行う。実際に体験することで、各技法の特
徴を体験的に理解するとともに、各技法を用いる上でどのような事柄に留
意する必要があるのか、留意点や危険性についても学んでいく。また、演
習によっては、受講者同士でロールプレイを行い、セラピストや検査者の
役割を体験することで、実践的技能の基礎を学ぶ。各演習終了後には、レ
ポートを作成する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．臨床相談実習を踏まえ、より専門性の高い心理臨床の技法を体験的に
学ぶ。 　
２．各技法を用いる上での留意点や危険性について、体験を通して学ぶ。　
３．受講者同士でロールプレイを行い、セラピストや検査者の役割を体験
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い。授業前に出された課題や作業は必ず次の授業までに完成させておくこ
と。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加態度・他者との協働（50％）､ 結果の分析・プレゼンテーション

（40％）､ ショートレポート（10％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーションと心構え
第２回　社会調査の基礎
第３回　マーケティング・リサーチの基礎
第４回　協力企業または協力店舗担当者の打ち合わせ
第５回　課題の設定・企画
第６回　調査項目の収集
第７回　調査用紙の作成
第８回　調査データの入力
第９回　調査データの分析（基礎的統計）
第10回　調査データの分析（統計的検定）
第11回　調査結果の考察
第12回　調査結果を協力企業や店舗でどの様に役立てるかの検討
第13回　報告書の作成
第14回　結果報告会
第15回　まとめと振り返り
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
時には､ 授業の時間外にもデータ分析や報告書の作成等を行うことがある
が､ 本研修では学外の企業や店舗に協力して頂くため､ 決められた期間内
に受講生が協力して作業を行うことが求められる。責任感を持って、最後
までやり遂げられる学生の受講を求める。
授業日時は不定期となるため､ 登録前に日程を必ず確認し､ 登録後は全て
の授業・実習に参加すること。

講義コード（Course Code） 265212N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265212

授 業 名（Course Title） 心理・教育フィールド研修ｃ
教育現場の観察実習

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間

担 当 者（Instructor）
大西　慎也. 小川　博士. 工藤　哲夫. 
古庵　晶子. 神月　紀輔. 薦田　未央. 
住本　純. 高井　直美. 藤本　陽三

単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 234（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References） 授業中に紹介する
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
幼稚園・小学校・療育施設などの観察実習を行い、それぞれの教育現場の
現状を知り、その後履修する教育実習などに備える。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
①教育現場での子どもの姿をていねいに見る　②教育現場における指導者
の言動の意義を理解する　③教室や廊下など施設をどのように活用してい
るのかを細かいところまで観察する　④教育現場が全体としてどのように
機能しているのかを知る　⑤教育現場での観察実習におけるふさわしい態
度・服装などを考え実践する
３．教育・学習の方法（Course Methods）
①教員によるオリエンテーション　②教育現場の観察計画の立案　③教育
現場の見学　④見学後の振り返り、まとめの発表とレポート
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
自分の子どもの頃の学習の記録・学習の作品類を見直すことで、幼稚園・小
学校・療育施設などのそれぞれの教育現場で、子どもの姿はどのようなも
のなのか、指導者の言動はどのようなものなのかなどの観察の観点を整理
しておく。また、観察実習する者としての、態度・服装なども充分考えて
おく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加態度70%・まとめの発表とレポート30%
なお、集中講義・観察実習中心の授業なので、教育現場での観察実習はす
べて出席すること

自然物や身近なものを使った造形遊びやゲームのアイディアを広げる。
身近にいる子どもに関心を持ち、どのくらいの年齢の子どもがどのような
行動をするか、何に興味を示すのか、しっかりと観察する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度80%、ショートレポート20%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　「自然と遊ぼう！①」を実施する野外フィールドに出かけ、企

画のイメージ作りと、実施に関する準備。
第３回　「自然と遊ぼう！①」の企画・実施案を検討し、グループに分

かれる。
第４回　各グループで「自然と遊ぼう！①」で行う企画を準備する。
第５回　各グループで「自然と遊ぼう！①」で行う企画を試行する。場

合によっては再度野外フィールドに出かける。
第６回　各グループで「自然と遊ぼう！①」で行う企画を実践的に試行

する。
第７回　各グループで「自然と遊ぼう！①」で行う企画の最終準備を行

う。
第８回　「自然と遊ぼう！①」についての振り返り（ショートレポート

を作成）
第９回　各グループで「自然と遊ぼう！②」で行う企画を整理し検討す

る。
第10回　各グループで「自然と遊ぼう！②」で行う具体的な実施案を検

討する。
第11回　各グループで企画を修正・準備を進める。
第12回　各グループで企画を実践的に試行してみる。
第13回　各グループで実践の最終準備を行う。
第14回　「自然と遊ぼう！②」の実施前準備予行演習
第15回　「自然と遊ぼう！②」についての振り返り（ショートレポート

を作成）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業日時は、4月～5月、9月～11月の間に不定期で行う予定である。日程
について登録前に必ず確認すること。

講義コード（Course Code） 265211N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265211

授 業 名（Course Title）
心理・教育フィールド研修ｂ
マーケティング・リサーチの基本を
身につけよう

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 松島　るみ. 尾崎　仁美
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 234（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 定員20人

１．科目の教育目標（Course Description）
社会調査に関する知識を背景に、企業や店舗が行うマーケティング・リサー
チや商品企画開発に関する一連の調査過程について体験することを目標とす
る。企業や店舗の現状を把握した上で､ 課題設定・調査・分析を行い､ 最
終的には協力企業や店舗に対して､ 分析結果を踏まえた具体的な提案を行
うという一連の過程を学ぶ。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
①社会調査の一連の過程（問題の設定・調査の実施及び分析・結果の解釈）
を学ぶ。
②マーケティング・リサーチの基礎を学ぶ。
③分析結果について発信する力を身につける。
④日頃から消費者心理や消費者行動に関心を持ち､ 課題を設定したり､ 問
題解決する能力を養う。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
①事前指導として､ 社会調査やマーケティング・リサーチの基礎を学ぶ。
②協力企業や協力店舗に関する情報の共有及び課題の設定を行う。
③調査内容の検討と調査実施､ データ分析と結果のまとめを行う。
④協力企業や協力店舗への結果報告会を実施し､ 調査結果をどの様に活用
出来るかの提案を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）

「心理統計法Ⅰ・Ⅱ」や「現代社会調査入門」を受講していることが望まし
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５．授業予定（Course Schedule）
第１回　オリエンテーション
第２回　医療領域①事前指導
第３回　医療①施設見学（１）
第４回　医療①施設見学（２）
第５回　施設見学医療①事後指導と福祉領域②事前指導
第６回　福祉領域②施設見学（１）
第７回　福祉領域②施設見学（２）
第８回　福祉領域②事後指導と教育領域③事前指導
第９回　教育領域施設見学（１）
第10回　教育領域施設見学（２）
第11回　施設見学教育領域③事後指導と他職種連携④事前指導
第12回　他職種連携施設見学（１）
第13回　他職種連携施設見学（２）
第14回　他職種連携④事後指導とこれまでの見学についてディスカッ

ション
第15回　各施設見学の振り返りレポート作成
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
本研修は、実際に対象者を受け入れている施設に伺って見学させてもらう
と言う大変貴重な経験ができるものである。そのため、事前事後指導・見
学における遅刻欠席は、社会的常識をもってしても許されるものではない。
自分の将来を見据えて、真摯に取り組もうとする学生の参加を待っている。

講義コード（Course Code） 268012N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268012

授 業 名（Course Title） 神経心理学
心と行動の不思議を脳から探る

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 河瀬　雅紀
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）
『脳のふしぎ-神経心理学の臨床から』　山
鳥 重　そうろん社　2003
『神経心理学入門』　山鳥 重　医学書院　
1985

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　神経心理学は、話す、理解する、想像する、道具を使うなど日常生活の
さまざまな行為を可能にしているメカニズムを脳の働きから理解する、心
理学と医学に関連した学問領域である。そこで、授業の内容を理解するた
めには、心理学に関する十分な知識と論理的な思考が要求され、また講義
後の復習が重要である。
本科目では、

「大脳の主な構造と機能を神経心理学の専門用語を用いて説明することがで
きる」「人間の心理・行動を脳のメカニズムから説明することができる」「子
どもの発達障害に関連する症状を脳のメカニズムから説明することができ
る」ことを目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　１．大脳皮質の構造（葉、回など）と機能局在を説明できる。　
　２．ブローカ失語、ウェルニッケ失語、伝導失語について説明できる。
　３．観念運動失行のメカニズムについて説明できる。　
　４．各種視覚失認の違いを述べることが出来る。　
　５．純粋失読のメカニズムについて説明できる。　
　６．ブレインイメージングを用いた実験から顔認知や表情認知のメカニ
ズムを説明できる。　
　７．ブレインイメージングを用いた実験からワーキングメモリーのメカ
ニズムを説明できる。　
　８．ブレインイメージングを用いた実験から心の理論と関連した脳のメ
カニズムを説明できる。　
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　１．プリントを配布する。プリントには必要な基礎事項を掲載する。
　２．講義にはスライドや視聴覚教材も用いる。スライドでは、図を多く
用いて理解の助けとする。
　３．授業後は配布プリントを用いて必ず復習をする
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　参考図書などで該当箇所を予習する
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間

５．授業予定（Course Schedule）
第１回　オリエンテーション
第２回　幼稚園での観察実習の計画立案
第３回　幼稚園での観察実習
第４回　幼稚園での観察実習（第3回の続き）
第５回　幼稚園での観察実習のふりかえり、まとめと発表
第６回　小学校での観察実習の計画立案
第７回　小学校での観察実習
第８回　小学校での観察実習（第7回の続き）
第９回　小学校での観察実習のふりかえり、まとめと発表
第10回　療育施設での観察実習の計画立案
第11回　療育施設での観察実習
第12回　療育施設での観察実習（第11回の続き）
第13回　療育施設での観察実習のふりかえり、まとめと発表
第14回　すべての教育現場での観察実習をふりかえり、比較対照できる

まとめを作成する。
第15回　まとめの発表会を行い、レポートを作成する。
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業日は不定期（夏季休業中も含む終日を使用することもある）となるた
め、登録時に必ず確認すること。また、訪問する教育現場の種類・訪問教
育現場数・訪問順なども、シラバス通りではない可能性があるので、登録
時に確認すること。観察実習にふさわしい態度・服装などにこころがける
こと。また、観察実習に伴い、バス代等の自己負担が必要となることも留
意すること。

講義コード（Course Code） 265213N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-265213

授 業 名（Course Title） 心理・教育フィールド研修ｄ
現場研修を通じて臨床心理学を学ぶ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間

担 当 者（Instructor） 佐藤　睦子. 伊藤　一美. 河瀬　雅紀. 
空間　美智子

単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 234（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 定員15人

１．科目の教育目標（Course Description）
臨床心理学が必要とされる実践現場は、一昔前よりも裾野が広がってきて
いる。心の専門家が活躍している場面は、医療・教育・産業・福祉・司法
領域などの様々な現場である。これは、臨床心理学がたくさんの人に必要
とされていると捉えても良いだろう。そこで、本研修では、それぞれの教
員が経験を重ねてきたフィールドの現場に赴き、臨床心理学が実際にどの
ように役に立っているのかを学ぶことを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
受講生は、医療・教育・福祉など臨床心理地域援助に関わる施設研修を必
須とする。さらに、施設研修において事前事後の指導を受け、施設研修の
意義やその振りかえりによって、施設研修の意義を深める。事後指導にお
いては、研修によって感じたことをレポートとして提出し、さらに施設研
修を終えた時には、それぞれの施設を通じて得られた知識についてレポー
トを作成し、それをもとにグループディスカッションを行う。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
担当教員が専門とする医療・教育・福祉などの各領域における施設研修を通
じて、臨床心理学が現場でどのように役立っているのかについて学ぶ。学
生は、それぞれの施設見学について、事前指導後、各領域での施設研修に
臨む。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
臨床心理学が、医療領域・教育領域・福祉領域などの中でどのように活用さ
れているのかを文献を通じて熟知した上で、事前指導に臨んでほしい。そ
のような知識が全くないままに研修を行うことは、研修先に対して失礼と
なりうることも知っておくべきである。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
学外研修であるため、全回の出席が前提となる。原則として欠席および遅
刻は認めず、全回出席をもって単位認定の基本条件とする。その上で、研
修に対する取り組みの姿勢、振り返りレポートの内容から総合的に評価を
行う。
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４．評価方法・評価基準（Evaluation）
定期テストは行わず、課題提出（100%）に基づき評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　感覚・知覚の基礎過程
第３回　視覚システム
第４回　色と明るさの知覚
第５回　形の知覚
第６回　動きの知覚
第７回　錯視
第８回　聴覚
第９回　触覚
第10回　ダイナミックタッチ
第11回　嗅覚と味覚
第12回　多感覚相互作用
第13回　行為の知覚
第14回　知覚と行為のカップリング
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業資料の入手、レポートの提出は学習支援システムを使って行う予定で
ある。受講者の知識や理解度を考慮して進めるので、授業予定のトピック
の順番や内容を変更することがある。

講義コード（Course Code） 268016N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268016

授 業 名（Course Title） 認知心理学
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 森下　正修
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『対話で学ぶ認知心理学』　塩見邦雄　ナ
カニシヤ出版　2006
『認知心理学―知性のメカニズムの探求』　
太田信夫・邑本俊亮・永井淳一　培風館　
2011
『日常認知の心理学』　井上毅・佐藤浩一　
北大路書房　2002
『認知心理学』　箱田裕司・都築誉史・川
畑秀明・萩原滋　有斐閣　2010
『イラストレクチャー　認知神経科学』　村
上郁也　オーム社　2010

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　「認知」とは、人が世界を認識し、そこから知識を獲得し、それをもとに
世界にはたらきかけるための心の情報処理を意味します。人が日常でおこ
なう様々な活動が、認知心理学の研究対象に含まれます。
　顔や表情を認識すること。心の中に物体のイメージや、ある空間の地図
を思い浮かべること。何かに注意を向けたり記憶したりすること。言葉を
理解し、推理をしたり判断をしたりすること。そして、それらの情報処理
を感情とのかかわりの中でおこなうこと。
　学生は、こうした人の認知に関する基礎的な理論を身につけるとともに、
自分の日常生活の中のさまざまな行動を、心理学や脳科学的な視点から説
明できるようになります。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. 上記のような人の認知に関わる心理学理論を理解すること　　2. 認知的
な実験課題やデモに触れ、理論に対する具体的なイメージをもつこと　　3. 
日常の認知行動と、心理学的な説明を対応づけること　　4. 人の認知行動
と脳との関連を理解すること
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1. 授業の実施方法：独自に作成したプリントを配布し、PowerPointによる
スライドで講義を進めます　　2. 学習の方法（初回ガイダンスで説明しま
す）：予習として、上記の認知活動が日常のどのような行動に当てはまるか
を事前に考えてもらいます
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　参考文献に挙げた認知心理学の概論書んだり、人の心・行動に関する科
学ニュースをチェックしたりしておくと、講義が理解しやすくなると思い
ます。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間

４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度・授業態度（15％）と確認試験（まとめ）（85％）により総合
判断する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　神経心理学とは。脳の構造について（１）－ヒトの脳の特徴と
は－

第２回　脳の構造について（２）－ヒトの脳の特徴とは－
第３回　失語症　（１）　「言っている意味はわかるのに、伝えることが

できない」
第４回　失語症　（２）　「話すことが出来るのに、人の言っていること

が理解できない」
第５回　失語症　（３）　「言っている意味はわかるのに復唱ができない」
第６回　失行について　（１）　「目の前の道具の使い方は分かっている

のに、使うことができない」
第７回　失行について　（２）　「わかっているのに、身振りの動作がで

きない」
第８回　失認について　（１）　「字が書けるのに字が読めない（失読）」

など　
第９回　失認について　（２）－視覚性失認について－「顔を見ても誰

かわからない、住みなれた街がどこなのかわからない」など
第10回　心の理論と脳　（１）
第11回　ワーキングメモリーについて
第12回　心の理論と脳　（２）
第13回　情動について
第14回　まとめ　（１）
第15回　まとめ　（２）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・他の受講生の迷惑となる私語、携帯電話等によるメールの送受信、摂食
は禁止します。
・授業に欠席した場合、その授業中に配布したプリント（レジュメ）を、授
業担当者は保管しないため、出席者からコピーさせてもらうこと。

講義コード（Course Code） 268014N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268014

授 業 名（Course Title） 知覚心理学
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 廣瀬　直哉
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）
『知覚心理学―心の入り口を科学する』　北
岡明佳　ミネルヴァ書房　2011
『スタンダード感覚知覚心理学』　 綾部 早
穂, 熊田 孝恒 　サイエンス社　2014

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
心理学はその黎明期から知覚と感覚の研究に始まり今日に至っている。それ
は心理学がどのような学問から派生したことに深く関係している。もとよ
り心理学は生理学の一分野であるヒトの知覚と感覚の中枢機能を研究する
ところから始まり、周辺の研究領域である医学、神経科学、生理工学と緊
密な連絡を持ちながら軸足を知覚の研究の中の中枢機能の解明においてい
る。一報、他方の足を認知科学にも踏み込んでいることも確かである。も
ちろん心理学全体の研究領域は広い範囲をカバーしているが、本講義では
知覚を中心にヒトの行動を解説することを目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. 知覚の基礎過程についての理解
2. 視覚システムについての理解
3. 視覚以外の知覚システムについての理解
4. 知覚と行為の関係についての理解
３．教育・学習の方法（Course Methods）
PowerPointや映像資料を使った講義形式とグループでのワークや演習など
を組み合わせて行う。テキストは使用せず、必要な授業資料等は配布また
はwebから入手する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業前に授業資料を読んで予習をしておく。また、学習支援システムから
課題を提出する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
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４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度・授業態度（30％）、レポート課題等（70％）にて評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　法と倫理（インフォ-ムドコンセント、守秘義務等）
第２回　心理臨床に関係する法律全般（婚外子の問題等）
第３回　医療領域に関する関連法規（HIVの問題を含む）
第４回　LGBT等をめぐる諸問題
第５回　夫婦・家族の心理臨床と関連法規（離婚等）
第６回　親子の心理臨床と関連法規（親権等）
第７回　刑事法に関する問題（犯罪被害者等）
第８回　自死の問題（安楽死の問題等）
第９回　少年法に関する問題（非行に関する理解とその対処）
第10回　学校教育と法律（インクルーシブ教育等）
第11回　学校現場での問題と法律（いじめ等）
第12回　社会福祉関係に関する法律（障害者の権利条約等）
第13回　児童福祉に関する法律と問題（里親等の問題）
第14回　児童虐待に関する法律と問題
第15回　労働災害に関する法律と問題（過労死等）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 268021A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268021

授 業 名（Course Title） 心理学情報処理Ａ
心理データの処理と解析

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 松島　るみ
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite） 推測統計学I･II
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 定員45人

講義コード（Course Code） 268021B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268021

授 業 名（Course Title） 心理学情報処理Ｂ
心理データの処理と解析

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 松島　るみ
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite） 推測統計学I･II
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 定員45人

１．科目の教育目標（Course Description）
　情報処理とは入力されたデータに何らかの加工を施して情報をあらわに
することである。したがって、この科目では、心理学の実験・調査におい
て得られた数量的・非数量的なデータを、コンピュータを利用して解析す
ることによって、心理学的事実を見つけ出す技法に習熟することを目的と
する。 　
　統計学の基礎的な知識の上に、統計解析に関わる知識の獲得と統計解析
プログラムソフトの活用技法について習得しなければならない。あわせて、
データをコンピュータ処理する場合のさまざまな問題点（データ入力での
エラー、処理プログラムの適用エラーなど）について認識を深めることが
期待される。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１）測定及び記述統計学の基礎知識を獲得していること。
２）Excel, SPSSの基本操作に習熟すること。
３）統計的検定の基本概念を理解すること。
４）分散分析の概念を理解すること。
５）多変量解析の概要を理解すること。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・授業は演習室での実習・演習形式で行う。
・統計解析について考え方を理解することと適用方法を具体的に把握する
ために、各自でコンピュータ操作をしなければならない。時には授業時間
以外の時間帯にコンピュータ操作が必要となることがある。

４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度（30%）と最終テスト（70%）により総合的に評価します。
　授業参加度は、講義中に出されるさまざまな質問に対し回答用紙に記入
された内容をもとに判断します。
　最終テストは、授業で配布した資料のみ持ち込み可で記述式の問題に答
えてもらいます。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス、認知心理学の歴史と内容、研究手法
第２回　顔の認知①　顔の知覚
第３回　顔の認知②　顔の記憶
第４回　物体の認知、イメージ
第５回　記憶①　記憶の意味、感覚記憶
第６回　記憶②　短期記憶、長期記憶
第７回　記憶③　日常の記憶①
第８回　記憶④　日常の記憶②、記憶と脳
第９回　言語理解
第10回　注意①　視覚的注意
第11回　注意②　視覚的注意の障害、聴覚的注意
第12回　注意③　注意資源、アクションスリップ
第13回　問題解決、推論
第14回　空間認知、認知地図
第15回　認知と感情
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 268020N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268020

授 業 名（Course Title） 心理関係法規論
心理臨床場面での法と倫理

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 大畑　好司
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『心の専門家が出会う法律　第３版～臨床
実践のために～』　佐藤監修、津川・元永
編　誠信書房　2009
『ケースブック心理臨床の倫理と法』　松
田・江口・正木編　知泉書房　2009
『社会福祉小六法2015』　ミネルヴァ書房
編　ミネルヴァ書房　2016
『カウンセラーのための法律相談～心理援
助をささえる実践的Ｑ＆Ａ～』　＜心理臨
床と法＞研究会編　新曜社　2009

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
現在、心理臨床家は、教育、医療、福祉、司法、産業などのさまざまな領
域や職場で働いている。そこでは心理アセスメントや心理療法の技法を駆
使して業務を遂行している。心理臨床場面で必要となる法の概要を理解し、
どのような問題が法や職業倫理に結びついているかを理解する。また、法
を理解することが心理臨床を進めるうえでどのように必要になるかを論じ
ることができる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．心理臨床家としての倫理の理解 
２．心理臨床家が働く領域、関連する職種の理解 
３．各領域と関連する法律等の知識の習得 
４．各領域の心理臨床実務の理解 
５．各臨床場面での具体的事例を通した現場実務への理解
３．教育・学習の方法（Course Methods）
新聞記事やパワーポイントなどの視聴覚教材を利用した講義形式が中心と
なる。また、実務での具体的な問題場面や社会事象を提示し、班別討議し
ながら理解を深め、さまざまな意見があることを学ぶ。授業で学んだ社会
事象への法律的な理解に関するレポートを課す。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
新聞やテレビ、インターネット等で、医療、保健、福祉、教育、司法等々
に関する様々な社会的事象に触れ、その行政的、法的側面についての問題
意識を明確にして授業に臨むこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
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毎回の講義後、配布資料およびテキスト・参考図書などにより復習をする
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
該当箇所をテキストで予習する
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　授業参加度・授業態度（15％）と試験（85％）により総合判断する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　精神医学概論（精神保健・福祉の歴史を含む）
第２回　統合失調症とは（１）概論

　（精神保健・福祉の歴史を含む）
第３回　統合失調症とは（２）幻覚・妄想など
第４回　統合失調症とは（３）自我障害、陰性症状など
第５回　統合失調症とは（４）治療
第６回　躁うつ病概論・うつ病

　（精神保健・福祉の歴史を含む）
第７回　うつ病および躁病（１）症状・診断について
第８回　うつ病および躁病（２）治療・対応について
第９回　神経症性障害・総論
第10回　神経症性障害・各論（１）－パニック障害など－
第11回　神経症性障害・各論（２）－対人恐怖・社会不安障害など－
第12回　神経症性障害・各論（３）－強迫性障害など－
第13回　神経症性障害・各論（４）－転換性障害、解離性障害など－
第14回　摂食障害（１）病態について
第15回　摂食障害（２）合併症・対応について
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
・他の受講生の迷惑となる私語、携帯電話等によるメールの送受信、摂食
は禁止します。
・授業に欠席した場合、その授業中に配布したプリント（レジュメ）を、授
業担当者は保管しないため、出席者からコピーさせてもらうこと。

講義コード（Course Code） 268024N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268024, 2000-245259

授 業 名（Course Title） 精神医学Ⅱ
精神医学の理解を深める

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 河瀬　雅紀
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）

前提科目（Prerequisite） ｢精神医学I｣ ※H25年度以後入学者に適
用

テキスト（Textbook）
『精神疾患とその治療 第2版』　日本精神
保健福祉士養成校協会 （編集） 　中央法
規　2016　

参考文献（References）

『精神医学―精神疾患とその治療 （改訂新
版）』　精神保健福祉士養成セミナー　へ
るす出版  　
『精神医学 （MINOR TEXTBOOK）』　加藤
伸勝　金芳堂　
『うつ病　知る・治す・防ぐ』　福居顯二　
金芳堂 　
『医療心理学』　忠井俊明　星和書店　

備 考（Note） ｢精神医学I｣ の履修者であること※H24
年度以前入学者に適用

１．科目の教育目標（Course Description）
精神的健康の保持や増進のため、またカウンセリングや臨床心理学、精神保
健福祉などを学習する上で必要となる精神医学の基礎知識の習得をめざす。
各種精神障害の説明を通して、精神医学の考え方、精神障害の原因、診断
方法、治療法などを体系的に理解し、また地域精神保健の展開についても
理解を深めていく。ていく。本科目では、以下のことを目的とする。
　１．精神障害に関する基礎的用語を使うことができる 　
　２．精神障害の分類と診断方法について説明することができる 　
　３．代表的な精神障害について、原因、症状、治療方法を説明すること
ができる 　
　４．精神障害者の支援のあり方について説明することができる
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．PTSD、適応障害の特徴と治療・対応について説明できる
２．人格障害の特徴と治療・対応について説明できる
３．発達障害の特徴と治療・対応について説明できる
４．アルコール依存・薬物依存の特徴と治療・対応について説明できる
５．心身症の特徴と治療・対応について説明できる

・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
「心理統計法」「推測統計学」の授業内容を常に復習しつつ授業に臨むこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
各分析ごとの課題提出（各分析法の解説の後、その分析プログラムを実行
し、得られた結果をもとに文章化する）（50％）と最終課題の内容（30％）
および授業参加度（20％）により評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　統計学基礎知識の復習
第２回　統計的検定の考え方の復習
第３回　ExcelとSPSSの基礎操作の確認
第４回　相関係数の解説、相関係数の算出と結果の記述
第５回　ｔ検定の概要と解説
第６回　ｔ検定の実行と結果の記述
第７回　分散分析の概要と解説
第８回　１要因分散分析（被験者間要因）の実行と結果の記述
第９回　１要因分散分析（被験者内要因）の実行と結果の記述
第10回　２要因分散分析の実行と結果の記述１（２要因被験者間）
第11回　２要因分散分析の実行と結果の記述２（２要因被験者内）
第12回　２要因分散分析の実行と結果の記述３（２要因混合計画）
第13回　多変量解析の概要と解説、因子分析の概要の解説
第14回　因子分析の実行と結果の記述
第15回　重回帰分析の概念の解説と実行および結果の記述
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
受講者の進捗状況によって、授業内容が入れ替わることがあったり、時間
的制約のためにある種のプログラムの実行が省略されることがなくはない
が、予定している項目は上記の通りである

講義コード（Course Code） 268023N1J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268023, 2000-245258

授 業 名（Course Title） 精神医学Ⅰ
精神医学の基礎を理解する

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 河瀬　雅紀
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『精神疾患とその治療 第2版』　日本精神
保健福祉士養成校協会 （編集）　中央法規　
2016

参考文献（References）

『精神医学―精神疾患とその治療 （改訂新
版）』　日本精神保健福祉士養成精神保健
福祉士養成セミナー　へるす出版　
『精神医学―精神疾患とその治療 （改訂新
版精神医学 （MINOR TEXTBOOK）』　加
藤伸勝　金芳堂　
『うつ病　知る・治す・防ぐ』　福居顯二　
金芳堂　
『医療心理学』　忠井俊明　星和書店　

備 考（Note） [旧]精神保健学（学校心理専攻平成23年
度以前入学者は他専攻科目）

１．科目の教育目標（Course Description）
　精神的健康の保持や増進のため、またカウンセリングや臨床心理学、精
神保健福祉などを学習する上で必要となる精神医学の基礎知識の習得をめ
ざす。代表的な精神障害の説明を通して、精神医学の考え方、精神障害の
原因、診断方法、治療法などを体系的に理解していく。本科目では、以下
のことを目的とする。
　１．精神障害に関する基礎的用語を使うことができる 　
　２．精神障害の分類と診断方法について説明することができる 　
　３．代表的な精神障害について、原因、症状、治療方法を説明すること
ができる 　
　４．精神障害者の支援のあり方について説明することができる
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．統合失調症の特徴と治療・対応について説明できる
２．躁病・うつ病の特徴と治療・対応について説明できる
３．各種神経症性障害の特徴と治療・対応について説明できる
４．統合失調症と躁病・うつ病、神経症性障害の違いについて説明できる
５．摂食障害の特徴と治療・対応について説明できる
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式で、配付資料およびスライド・視聴覚教材を使用する
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４．評価方法・評価基準（Evaluation）
発表など授業への参加状況７０％、まとめの課題３０％で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　文献読解　発達心理学１（児童期の認知発達）
第３回　文献読解　発達心理学２（児童期の認知発達）
第４回　文献読解　学習心理学１（古典的条件付け）
第５回　文献読解　学習心理学２（道具的条件付け）
第６回　文献読解　認知心理学１（記憶について；記憶の種類）
第７回　文献読解　認知心理学２（記憶について；記憶のプロセス）
第８回　文献読解　人格心理学１（人格の発達）
第９回　文献読解　人格心理学２（人格の発達）
第10回　文献読解　臨床心理学１（精神症状；全般性不安障害など）
第11回　文献読解　臨床心理学２（精神症状；パニック障害など）
第12回　文献読解　臨床心理学３（ 精神分析；夢分析、自由連想法につ

いて）
第13回　文献読解　臨床心理学４（精神分析；転移と逆転移）
第14回　論文紹介など
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
事前予習が不可欠である。

講義コード（Course Code） 268027N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268027, 2000-268022

授 業 名（Course Title） 心理学英文講読（応用）
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 中村　千珠
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 心理学の文献を適宜配布する。
参考文献（References） 授業中に適宜紹介する。
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
この授業では、心理学演習や実験、卒業論文の準備などをする際に必要と
なる、心理学の英語文献を自力で読めるようになるため、心理学の主要分
野からいくつかトピックを選び読解することで、専門用語、基本的概念を
英語により確認し、習得することを目的とする。さらに、英語の論文を通
じて、最新の心理学の知見に触れる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１、心理学の専門用語や基本的概念を英語により確認し、意味を理解する。
２、心理学の英語の文献や論文の内容を理解できるようにする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１、各自が、適宜配布した文献を丁寧に和訳して授業に臨む。
２、授業による読解を通して、各自の理解度をチェックする。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
事前に配布した文献を予習することを基本とする。理解できない用語は各
自調べておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
発表など授業への参加状況７０％、まとめの課題３０％で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　文献読解　発達心理学１（児童期の認知発達）
第３回　文献読解　発達心理学２（児童期の認知発達）
第４回　文献読解　学習心理学１（古典的条件付け）
第５回　文献読解　学習心理学２（道具的条件付け）
第６回　文献読解　認知心理学１（ 記憶について；記憶に関する実験な

ど）
第７回　文献読解　認知心理学２（記憶について）
第８回　文献読解　人格心理学１（防衛機制）
第９回　文献読解　人格心理学２（防衛機制）
第10回　文献読解　臨床心理学１（精神症状；恐怖症など）
第11回　文献読解　臨床心理学２（精神症状；強迫性障害など）
第12回　文献読解　臨床心理学３（行動療法）
第13回　文献読解　臨床心理学４（認知療法）
第14回　論文紹介　
第15回　まとめ

６．主な睡眠障害の特徴を説明できる
７．主な認知症の症状と対応について説明できる
８．地域で暮らす精神障害者の支援とその課題について具体的に述べるこ
とができる
９．社会的問題について精神医学的視点から説明することが出来る
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式を中心とし、配付資料およびスライド・視聴覚教材を使用する。
毎回の講義後、配布資料およびテキスト・参考図書などにより復習をする
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
テキストで、該当箇所を読んでおくこと
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
討議を含む授業参加度・授業態度（15％）、確認テスト（85％）による総合
評価。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ストレス関連障害（１）－PTSD－
第２回　ストレス関連障害（２）－急性ストレス障害、適応障害など－
第３回　人格障害（１）概論
第４回　人格障害（２）各論
第５回　アルコール依存、薬物依存
第６回　発達障害（１）概論
第７回　発達障害（２）自閉スペクトラム症
第８回　発達障害（３）ADHD、学習障害など
第９回　心身症、睡眠障害（１）
第10回　睡眠障害（２）、てんかん（１）

　（精神医学－診断法を含む）
第11回　てんかん（２）

　（精神医学－診断法を含む）
第12回　器質性精神障害（認知症など）について

　（精神医学－神経系の構造と機能および症候学を含む）
第13回　精神医学・治療法－精神療法を中心に
第14回　精神保健福祉の歴史と現在、病院精神医療および地域精神医療
第15回　確認テストとまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・他の受講生の迷惑となる私語、携帯電話等によるメールの送受信、摂食
は禁止します。
・授業に欠席した場合、その授業中に配布したプリント（レジュメ）を、授
業担当者は保管しないため、出席者からコピーさせてもらうこと。

講義コード（Course Code） 268026N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268026

授 業 名（Course Title） 心理学英文講読（基礎）
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 中村　千珠
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 心理学の文献を適宜配布する。
参考文献（References） 授業中に適宜紹介する。
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　 最新の心理学の知見に触れるためには、英語の文献にあたること大事で
ある。そこで、この授業では、心理学演習や実験、卒業論文の準備などを
する際に必要となる、心理学の英語文献を自力で読めるようになるための
基礎的な訓練をおこなう。そのために、心理学の入門書を通して、主要分
野から、いくつかトピックを選び、そこでの専門用語、基本的概念を英語
により確認し、習得することを目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１、英語の文献を読むことに慣れる。
２、心理学の専門用語や基本的概念を英語により確認し、意味を理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１、各自が、適宜配布した文献を丁寧に和訳して授業に臨む。
２、授業による読解を通して、各自の理解度をチェックする。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
事前に配布した文献を予習することを基本とする。理解できない用語は各
自調べておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
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講義コード（Course Code） 268031N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268031

授 業 名（Course Title） 社会科教育
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 大西　慎也
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『小学校学習指導要領解説社会編』　文部
科学省　東洋館出版　2008

参考文献（References）

『社会科固有の授業理論30の提言』　岩田
一彦　明治図書　2001
『「習得・活用・探究」の社会科授業＆評
価問題プラン 小学校編』　米田豊　明治
図書　2011

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
小学校社会科の目標、育てる子ども像、そのために必要な授業のあり方につ
いて理解する。さらに、各学年で学習すべき内容を系統的に理解する。近
年の社会科教育の課題である、道徳や総合的な学習の時間との関連につい
ても理解する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.社会科で育てる子ども像を理解する。
2.社会科で育てる子ども像の実現のための授業のあり方を理解する。
3.生活科や道徳、総合的な学習の時間との関連を理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式で行う。しかし、内容によりグループでの討議など演習も交えな
がら進める。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各回で配布したプリントは、ノートに貼り付け、その日の講義でわかった
ことを、次回講義までにノートに記述しておく。必要に応じて予習課題を
出す。（ノートはA4判のものを用意する。）
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（30％）、ノート記述（30％）、レポート（40％）に基
づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　「社会科の目標」と「社会科で育てる子ども像」
第２回　学習指導要領の変遷とその背景
第３回　「わかる子ども」を育てる授業構成
第４回　「わかる子ども」を育てる授業例
第５回　「論争問題を考える子ども」を育てる授業構成
第６回　「論争問題を考える子ども」を育てる授業例
第７回　小学校社会科の内容構成①（主として第3・4学年）
第８回　小学校社会科の内容構成②（主として第5・6学年）
第９回　社会科授業における評価
第10回　小学校社会科教科書分析
第11回　代表的な小学校社会科授業の分析
第12回　生活科との関連
第13回　道徳との関連
第14回　総合的な学習の時間との関連
第15回　まとめ「社会科の木」
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
シラバスは、実態に応じて変更することも有り得る。

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
事前予習が不可欠である。

講義コード（Course Code） 268030N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268030

授 業 名（Course Title） 国語科教育
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 工藤　哲夫
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『小学校 国語科授業研究』　田近 洵一、塚
田 泰彦、大熊 徹　教育出版　2009
『小学校学習指導要領解説　国語編2008
年8月』　文部科学省　東洋館　2008

参考文献（References）
『実践へのヒント　国語科　授業用語の手
引き　第二版』　中原國明・大熊徹　編　
教育出版　2009

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　国語科の教科構造・目標・内容・学習指導要領・教科書の理解を深め，学
習者のことばの力を育てるための学習指導法や教材研究の方法などを身に
つけ，どのような姿勢で国語教育に臨むかを主体的に考えることができる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．国語科の目標と指導内容 
２．各領域の具体的な指導内容 
３．指導計画・教材研究・評価・指導案作りの方法 
４．授業の基本事項
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．講義形式 
２．討論 
３．発表 
４．小レポート
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・小学校時代に学習した国語教材で心に残るものを読み返し，どのような
授業が行われたのか思い出し，その国語の授業は，学習指導要領にどのよ
うに基づいていたのか常に問題意識を持つ。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
毎回の話し合い参加と小レポート提出（40％）。話し合いの発表とパフォー
マンスの発表（20％）。まとめのレポート（40%）。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション　
第２回　国語科の目標
第３回　「話すこと・聞くこと」の指導
第４回　「話し合い」の指導
第５回　「課題作文」の指導
第６回　「生活作文・創作」の指導
第７回　「説明的文章」の指導
第８回　「文学的文章」の指導
第９回　伝統的な言語文化の指導
第10回　国語の特質に関する事項の指導
第11回　学習指導の計画と評価
第12回　授業と指導法
第13回　書写の指導
第14回　レポートの作成
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
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るか，講師への質問を行うなど，自ら解決しようとすること。

講義コード（Course Code） 268033N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268033

授 業 名（Course Title） 理科教育
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小川　博士
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『小学校学習指導要領解説理科編』　文部
科学省　大日本図書　2008
その他、必要な資料がある場合は授業時
に適宜提示する。

参考文献（References） 小学校理科の教科書
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　小学校理科の学習内容は、「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」の4領域
から構成されている。本講義では、その学習内容についての基礎知識や教
材・教具についての理解を深めることを目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・　小学校理科の学習内容についての基礎知識を身に付ける。
・　小学校で使用する教材や教具の知り、その扱い方を理解する。
・　理科における観察・実験技能を身に付ける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義と実験を主とする。
具体的な教材を扱いながら実感を伴う理解ができるように進める。
また、理科の自由研究に取り組み、発表する時間を設ける。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
本講義の中で、小学校理科のすべての内容を扱うことは難しい。扱えなかっ
た内容については、講義の内容をもとに各自で学習すること。
自由研究については発表当日に向けて、各自、こつこつと取り組むこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
試験50％，自由研究レポート30％，授業参加度20％ で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　小学校理科の目標と内容
第３回　日本の理科教育の課題（全国学力学習状況調査から）
第４回　生命①（身近な自然）
第５回　生命②（植物の発芽・成長・養分）
第６回　地球①（気象・天体）
第７回　地球②（流水のはたらき・地層）
第８回　理科における実験や観察の基礎技能（危険防止と安全指導）
第９回　エネルギー①（振り子）
第10回　エネルギー②（てこ・つり合い）
第11回　エネルギー③（電気）
第12回　粒子①（燃焼）
第13回　粒子②（水溶液）
第14回　自由研究レポートの作成について
第15回　自由研究レポートの作成・総括
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
受講者の実態や教材の準備状況によって学習内容を変更することがありま
す。

講義コード（Course Code） 268032N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268032

授 業 名（Course Title） 算数科教育
算数の授業を創造しよう

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 神月　紀輔
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『小学校学習指導要領解説　算数編』　文
部科学省　東洋館出版社　2008

参考文献（References） 『初等算数科教育法』　黒田恭史　ミネル
ヴァ書房　2010

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
小学校算数科の学習指導要領の内容を理解した上で，幼稚園・中学校の教
育課程も考慮しながら，小学校算数科の授業内容を考え，実践力を身につ
ける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・小学校算数科の学習指導要領の内容を理解する。
・実践的指導力を身につけ，教材研究の方法を学ぶ。 
・一般的な小学校算数科学習指導案の作成ができるようになる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・基本的にはグループ学習による自学自習で自律的に学習する。 
・グループ間での発表活動を数回行い，相互評価を行う。 
・1～2回，インターネットを利用したe-Learningを行うことがある。 
・学習を進めるために，ほぼ毎回コメントの提出を求める。 
・評価に関しては，自己評価を取り入れる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　評価方法にあるように，この授業は自己評価が中心となるので，自分の学
習の進捗状況を自分で毎回とらえる必要がある。そのため，毎回提出する
授業コメントは授業内にて紹介し，他の学習者がどの程度の学習を行って
いるかを常に把握しておく必要がある。 　教育制度は改革期を向かえ，テ
キストの内容だけを学習していては追いつかなくなっている。自ら，新聞・
テレビ・インターネットなどの情報源を駆使して，教育改革についての情
報を集めておく姿勢が必要である。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　この授業は，自らが小学校教員として算数教育を進めることができるか
を，授業内で得た知識や自分での学習を総合して，自ら下記項目によって
評価を行う。  授業における態度（40%） 　単に出席したかどうかでなく，
授業に主体的に取り組んだか，グループ活動への参加意欲はどうか，算数
への理解を自ら行おうとしたか，などを最終授業において教員の提示する
項目に数値による自己評価を行う。  レポート（40%） 　期間中3回程度出
題されるレポートについて，教員からの評価規準に基づき，自己採点を行
う。  グループ活動（20%） 　期間中数回行われるグループ間相互評価の内
容とグループ内の構成員からの相互評価をもとに自己評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　なぜ小学校で算数を学ぶのか
第３回　算数・数学教育の歴史
第４回　4領域と算数的活動および新学習指導要領での改革ポイント
第５回　グループディスカッションと相互評価1
第６回　教育課程の編成と幼小，小中連携
第７回　評価と4観点
第８回　グループディスカッションと相互評価2
第９回　教科書をどう扱うか
第10回　教材研究のポイント
第11回　教材研究の実際
第12回　グループディスカッションと相互評価3
第13回　学習指導案の作成とポイント
第14回　実践的指導案の作成
第15回　グループディスカッションと相互評価4
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・グループでの活動や討議が授業の中心になるので，積極的に授業に参加
すること。 
・講師・他の学習者を含め，他者からの学びを重視し，様々な角度から算
数科教育について考える姿勢で臨むこと。 
・常に自分の学習の進捗を意識し，足りないところはグループ内で解決す
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講義コード（Course Code） 268035A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268035

授 業 名（Course Title） 音楽科教育Ａ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 古庵　晶子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 適宜プリントを配布する。

参考文献（References）

『どこから始めてもＯＫ なるほど！バイ
エル1』　古庵晶子他　サーベル社　2009
早川四郎編曲・編纂：幼児の四季　秋冬
の歌（エー・ティ・エヌ）
早川四郎編曲・編纂：幼児の四季　春夏
の歌（エー・ティ・エヌ）
全国大学音楽教育学会編　音楽之友社「明
日へ歌い継ぐ日本の子どもの歌　唱歌童
謡140年のあゆみ」

備 考（Note）

講義コード（Course Code） 268035B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268035

授 業 名（Course Title） 音楽科教育Ｂ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 古庵　晶子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 適宜プリントを配布する。

参考文献（References）

『どこから始めてもＯＫ なるほど！バイ
エル1』　古庵晶子他　サーベル社　2009
早川四郎編曲・編纂：幼児の四季　秋冬
の歌（エー・ティ・エヌ）
早川四郎編曲・編纂：幼児の四季　春夏
の歌（エー・ティ・エヌ）
全国大学音楽教育学会編　音楽之友社「明
日へ歌い継ぐ日本の子どもの歌　唱歌童
謡140年のあゆみ」

備 考（Note）

講義コード（Course Code） 268035C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268035

授 業 名（Course Title） 音楽科教育Ｃ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 古庵　晶子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 適宜プリントを配布する。

参考文献（References）

『どこから始めてもＯＫ なるほど！バイ
エル1』　古庵晶子他　サーベル社　2009
早川四郎編曲・編纂：幼児の四季　秋冬
の歌（エー・ティ・エヌ）
早川四郎編曲・編纂：幼児の四季　春夏
の歌（エー・ティ・エヌ）
全国大学音楽教育学会編　音楽之友社「明
日へ歌い継ぐ日本の子どもの歌　唱歌童
謡140年のあゆみ」

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
子どもたちの音楽体験が、生涯にわたり音楽を愛好する心や活動に継続す
るきっかけとなるよう導くための知識や技術を習得できる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1．歌唱共通教材の歌唱を通して音楽理論を身につける。
2．ピアノ譜の読譜の前段階として、子どもの歌の基礎的なコード奏を習得
する。
3．ソプラノリコーダーの演奏ができる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業はすべてグループレッスンで行う。音楽理論の学習内容に沿って楽曲の
内容を理解し、歌唱実践を行う。コード奏の基本を身に付けるためにコー

講義コード（Course Code） 268034N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268034

授 業 名（Course Title） 生活科教育
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 大西　慎也
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『小学校学習指導要領解説生活編』　文部
科学省　日本文教出版　2008

参考文献（References）
『気付きの質を高める生活科指導法』　原
田信之、須本良夫、友田靖雄　東洋館出
版　2011

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
生活科設立の趣旨、生活科の目標、育てる子ども像、そのために必要な授
業のあり方について理解する。さらに、生活科の内容構成について理解す
る。また、幼児教育や、他教科、総合的な学習の時間との関連についても
理解する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.生活科で育てる子ども像と授業のあり方を理解する。
2.探究活動と表現活動による生活科の授業方法を理解する。
3.幼児教育や総合的な学習の時間とのつながりや、他教科との関連について
理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式で行う。しかし、内容によりグループでの討議など演習も交えな
がら進める。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各回で配布したプリントは、ノートに貼り付け、その日の講義でわかった
ことを、次回講義までにノートに記述しておく。必要に応じて予習課題を
出す。（ノートはA4判のものを用意する。）
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（30％）、ノート記述（30％）、レポート（40％）に基
づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　「生活科の目標」と「生活科で育てる子ども像」
第２回　学習指導要領の変遷とその背景
第３回　小学校低学年の児童像
第４回　生活科における「気付き」
第５回　体験を重視した学習活動
第６回　生活科における表現活動
第７回　合科的な学習活動
第８回　幼児教育や総合的な学習の時間との関連
第９回　理科や社会科との関連
第10回　生活科授業における評価
第11回　生活科の内容構成①（主として社会・自然との関わり）
第12回　生活科の内容構成②（主として自分との関わり）
第13回　生活科教科書分析
第14回　生活科授業の分析・検討
第15回　生活科の課題
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
シラバスは、実態に応じて変更することも有り得る。
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・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回の学習内容と対応する教科書の章を読んでおくこと（第1回「図画工作
科の担うべき役割と目指すもの」は第1部　第1章「美術教育の目標」、第2
回以降は講義の中で指示する）
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（３０％）、小レポート[作品等の提出課題も含む]（４
０％）、試験に替えてのレポート（３０％）により行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　図画工作科の担うべき役割と目指すもの
第２回　図画工作科教育の変遷
第３回　小学校学習指導要領の変遷と今日的課題
第４回　図画工作科の性格と目標
第５回　図画工作科の内容構成
第６回　造形遊び①（指導内容についての理論研究）
第７回　造形遊び②（演習）
第８回　絵や立体に表す①（指導内容についての理論研究）
第９回　絵や立体に表す②（演習）
第10回　工作に表す①（指導内容についての理論研究）
第11回　工作に表す②（演習）
第12回　鑑賞①（指導内容についての理論研究）
第13回　鑑賞②（演習）
第14回　図画工作科の指導と評価
第15回　指導計画の作成及び各教科・領域等との関連、まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 268037N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268037

授 業 名（Course Title） 家庭科教育
生活を工夫し、暮し方を考える学習

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 大路　雅子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『小学校学習指導要領解説（家庭編）』　文
部科学省　東洋館出版社　
『新編新しい家庭5・6』　東京書籍　

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　家庭科教育の意義、目標、特質、歴史など基礎的事項の理解と家庭科の授
業実践に関する内容を習得し、家庭科教育の課題と展望について考察する。
　小学校における家庭科教育について理解を深めるため、家庭生活に視点
をあて、食生活・衣生活を中心とする基礎的事項と各領域の研究動向等を
理解する。さらに、自分の生活を見直し、充実した家庭生活を営むために
応用・発展できる力、自信を持って教育実習に臨める知識と技能を身につ
ける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・家庭科教育の特質と小学校家庭科が果たす役割について理解する。
・具体的な学習指導内容を通して、実践的能力を養う。
・家族との関わりを考えながら、家庭生活に必要な知識と技能を身につけ
る。
・家族の一員としての自覚と生活を工夫できる実践的な態度を養うにはど
うすればよいか探究する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
基本的には講義。実習・発表・レポート・小テスト。
実技に必要な物は事前に指示する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
テキスト（小学校学習指導要領解説家庭編）を熟読する
詳細は授業時に指示する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
課題レポート・提出物（40％）、小テスト（40％）、授業態度・参加度（20％）
但しこの比率は最終的に若干変更する可能性もあり。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　家庭科教育の意義・目標・変遷

ド奏課題を個別に確認する。小学校高学年の教材でリコーダー演習をする。
毎回授業の初めに、前回の内容についての確認小テストを行い、最終的に
はコード奏と音楽理論のテストを行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
ピアノやリコーダーの実技は毎日の積み重ねが不可欠なため、自宅での練
習を怠らないこと。次年度前期の「音楽科指導法」では必要最低限の読譜
力を要するため、ピアノ未経験者は前期のうちから参考文献を自習してお
くこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度10％　確認小テスト20％　コード奏テスト30％　音楽理論のテ
スト40％とし、総合的に評価する。爪を伸ばしている場合と、授業と関連
のない目的での携帯電話使用等、授業外の行為が見られた場合は減点の対
象とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション　楽譜の基礎　
第２回　ハ長調の音階と主要三和音
第３回　ヘ長調の音階と主要三和音　
第４回　長音程と短音程
第５回　イ短調の音階と主要三和音
第６回　完全音程と増和音と減三和音
第７回　ト長調の音階と主要三和音　
第８回　三和音の種類
第９回　ニ長調の音階と主要三和音
第10回　近親調
第11回　変ホ長調とハ短調の主要三和音
第12回　ホ短調と変ロ長調の主要三和音
第13回　コードアレンジと記譜法
第14回　コード奏のテスト
第15回　音楽理論のテスト
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
音楽ノートを各自購入しておくこと。リコーダーを所有していない場合は、
指示に従って購入すること。ピアノ演奏に支障が出ることに加え、将来教
育者になることを自覚し、子どもへの安全の意識を強く持って、爪を伸ば
さないこと。可能な限り様々なジャンルの音楽に触れておくこと。積極的
な自習と質問を期待する。

講義コード（Course Code） 268036N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268036

授 業 名（Course Title） 図工科教育
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 藤本　陽三
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『美術教育概論（改訂版）』　大橋　功　日
本文教出版　2009
『小学校学習指導要領解説　図画工作』　文
部科学省　日本文教出版　2008

参考文献（References）
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
図画工作科が担うべき役割とその目指すところ、内容構成の考え方や、各
領域の内容の概要について、小学校学習指導要領、教科書等から理解する。
そして、その目標を具現化するための方法を、美術と教育の本質から考え
る。そのために、各領域の題材についての教材研究や学校教育現場での実践
例等を通して、子どもたちが、感性を働かせながら「つくりだす喜び」を
味わい、一人一人のよさを発揮しながら自己実現を図るための図画工作科
教育のあるべき姿を考察する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・ 図画工作科の性格と目標について理解する。
・ 図画工作科教育の変遷と今日的課題について理解する。
・ 図画工作科の内容構成について理解する。
・ 図画工作科の指導内容について、各領域の題材についての教材研究を通
して把握する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義、討論、実習、演習を中心に進める。具体的な題材に関する実習も必
要に応じて行う。
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第15回　まとめ（フィードバックと解説）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
実技時は、運動できる服装（ジャージ等）に更衣し、体育館シューズを履
くこと。
安全確保のために、適宜、持ち物等の指示を行う。
講義内容について前後する場合がある。

講義コード（Course Code） 268039N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268039

授 業 名（Course Title） 国語科指導法
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 工藤　哲夫
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『小学校子どもが生きる国語科学習用語』　
大熊徹・片山守道・工藤哲夫　編　東洋
館　2013
『小学校学習指導要領解説　国語編2008
年8月』　文部科学省　東洋館　2008

参考文献（References）

備 考（Note） 書写を含む 「国語科教育」履修者である
こと

１．科目の教育目標（Course Description）
　国語科の基礎・基本を実践例にもとづき、国語科の授業用語の観点も含
めて学習する。これにより、学習者のことばの力をどのような時点でどの
ように育てるのか具体的に理解する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．国語科の授業の具体的な構想 
２．国語の授業の工夫 
３．各領域の具体的な指導方法 
４．国語科の評価の方法
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．講義形式 
２．討論 
３．発表 
４．模擬授業 
５．小レポート
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．小学校・中学校時代の国語のノートを参照し，授業づくりのための板
書計画とノート作成計画を常に考える。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
毎回の授業参加と小レポート提出（40％）。発表（40％）。まとめのレポー
ト（20%）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション　
第２回　教材研究と指導計画作り
第３回　国語の授業の展開の方法と授業技術
第４回　低学年言語事項の授業の構想と指導計画の立案
第５回　低学年言語事項の授業の学習指導案と板書計画の作成
第６回　低学年言語事項に関する教材の模擬授業
第７回　低学年言語事項の授業の理想的な指導案作成
第８回　国語科の教材を焦点化した授業の構想と指導計画の立案
第９回　国語科の教材を焦点化した授業の学習指導案と板書計画の作成
第10回　国語科の教材を焦点化した模擬授業
第11回　国語科の教材を焦点化した授業の理想的な指導案作成
第12回　文学的文章の授業の構想と指導計画の立案
第13回　文学的文章の授業の学習指導案と板書計画の作成
第14回　文学的文章に関する教材の模擬授業
第15回　文学的文章の授業の理想的な指導案作成
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

第２回　社会の変化と小学校教育の中で家庭科が果たす役割と教科の特
質

第３回　家庭生活と家族①自分の成長と家族
第４回　　　　　　　　②家庭の仕事と生活時間
第５回　　　　　　　　③家族・近隣の人々との関わり
第６回　日常の食事と調理の基礎①食事の役割と工夫
第７回　　　　　　　　　　　　②栄養素の種類と働き
第８回　　　　　　　　　　　　③食品の組み合わせと献立
第９回　　　　　　　　　　　　④調理計画・調理方法の基礎
第10回　快適な衣服と住まい①着用と手入れ
第11回　　　　　　　　　　②快適な住まい方
第12回　　　　　　　　　　③生活に役立つ物
第13回　消費生活と環境①物や金銭の使い方と買物
第14回　　　　　　　　②環境に配慮した生活の工夫
第15回　小学校家庭科の評価法とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 268038N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268038

授 業 名（Course Title） 体育科教育
楽しい「よい体育授業」を考える

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 住本　純
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『小学校学習指導要領解説 体育編』　文部
科学省　東洋館出版社　

参考文献（References）
『体育授業を観察・評価する』　高橋建夫
編著　明和出版　
『新版　体育科教育学入門』　高橋建夫ほ
か編著　大修館書店　

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
体育・スポーツのもつ教育的可能性、体育科の基礎知識（体育科の基本的
性格や内容論）等を理解する。体育科教育・スポーツ教育を取り巻く基礎
的・制度的条件について理解する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・生涯スポーツと学校体育について考察する。 　
・体育科の特性と役割について学習指導要領から理解する。 　
・実践を通して、各運動領域の特性とねらいについて理解する。 　
・体育授業の指導者になるという意識を持ち、授業に取り組む。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・講義とそれに基づく課題についてのディスカッションおよび実技を中心
に展開する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・関連性を持って、講義を進行していくので、前回の授業内容について復
習する。
・次回の授業内容について、学習指導要領や参考文献で確認しておく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度、授業態度（30％）、小レポート（20％）、テスト（50％）とし
て総合的に評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　スポーツ、体育の歴史
第３回　学校体育が抱える諸問題
第４回　体育科教育・スポーツ教育における日本の動きと国際的な動向
第５回　欧米諸国で提案されているスポーツ教育論
第６回　文化としてのスポーツ・体育の意義や多様性
第７回　体育科を通した教師の成長と必要な資質
第８回　小学校体育科の基本的性格と目的
第９回　学習者としての児童の発育発達
第10回　教科内容論（系統性を踏まえた運動領域編成）
第11回　体育科の教材づくり論
第12回　各運動領域の構造（体つくり運動、表現運動）
第13回　各運動領域の構造（器械運動、陸上運動）
第14回　各運動領域の構造（ゲーム・ボール運動）
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講義コード（Course Code） 268041N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268041

授 業 名（Course Title） 算数科指導法
算数科指導の実践力をあげる

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 神月　紀輔
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『小学校学習指導要領解説　算数編』　文
部科学省　東洋館出版社　2008

参考文献（References） 『初等算数科教育法』　黒田恭史　ミネル
ヴァ書房　2010

備 考（Note） 「算数科教育」履修者であること

１．科目の教育目標（Course Description）
算数科教育で学んだ算数科教育の基礎をもとに，実践的指導力をつける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
2～3回のマイクロティーチングにより，自らの指導力の向上を目指すとと
もに，子どもの立場から算数科指導のあり方を見直し，相互評価できるよ
うにする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
2～3回，定められたテーマについて1時間（45分）分の指導計画を考え，
そのうちの5分間をマイクロティーチングとして行う。3回目は複数指導

（ティームティーチング）を取り入れた授業設計をする。単に授業演習をす
るだけでなく，他の学習者の授業に参加し，相互評価する中で，仲間として
ともに成長するようにディスカッションを多く取り入れる。マイクロティー
チングは，ビデオ撮影し，自分の反省の材料とする。また，事後にはグルー
プによる反省会を設ける。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
できるだけたくさんの資料を図書館やインターネットを用いて閲覧し，広
い視野から指導法を考えるようにしておきたい。 授業内では，他の学習者
と多くディスカッションを行い，指導法についてさまざまな方法を模索す
るので，事前に自分の考え方を整理しておきたい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
2～3回のマイクロティーチングについての自己評価（40％） 他の学習者か
らの指導法についての相互評価（30％） グループ学習への参加態度（30％）  
以上を総合的に判断し評価を行う。 定期テストは行わない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション，グループ編成
第２回　トピック1による学習指導略案の作成
第３回　作成した指導案のグループでの検討
第４回　作成した指導案でのグループ内でのプレ・マイクロティーチン

グ
第５回　5分間のマイクロティーチング（全員が行う）
第６回　指導法向上のためのリフレクションとグループディスカッショ

ン
第７回　トピック2にによる学習指導略案の作成
第８回　作成した指導案のグループでの検討
第９回　作成した指導案でのグループ内でのプレ・マイクロティーチン

グ
第10回　5分間のマイクロティーチング（全員が行う）
第11回　指導法向上のためのリフレクションとグループディスカッショ

ン
第12回　ICT機器を活用した学習指導略案の作成
第13回　作成した指導案のグループでの検討およびプレ・マイクロティー

チング
第14回　5分間のマイクロティーチング（全員が行う）
第15回　指導法向上のためのリフレクションとグループディスカッショ

ン
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
文部科学省検定小学校教科書は貸し出しをします。マイクロティーチング
だけが重要なのではなく，総合的に実践力を上げることが目的です。その
ためには他者の授業から学び，相互評価できるようにしましょう。

講義コード（Course Code） 268040N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268040

授 業 名（Course Title） 社会科指導法
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 大西　慎也
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『小学校学習指導要領解説社会編』　文部
科学省　東洋館出版　2008

参考文献（References）

『社会科固有の授業理論30の提言』　岩田
一彦　明治図書　2001
『「習得・活用・探究」の社会科授業＆評
価問題プラン 小学校編』　米田豊　明治
図書　2011

備 考（Note） 「社会科教育」履修者であること

１．科目の教育目標（Course Description）
先人が行ってきた授業事例に学びながら、教材研究、単元づくりを行い、社
会科の授業づくりと学習指導案の作成方法を理解する。模擬授業を実践し、
授業内容と共に発問、板書についても理解する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.教材研究、単元づくりの進め方を理解する。
2.学習指導案の作成方法を理解する。
3.授業の展開方法や発問、板書の方法を理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義と模擬授業などの演習を並行して行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各回で配布したプリントは、ノートに貼り付け、その日の講義でわかった
ことを、次回講義までにノートに記述しておく。学習指導案の作成、模擬
授業の準備に授業時間外の学習を求める。教材研究の充実のため、文献調
査や実地調査を求めることもある。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（10％）、ワークシート（20％）、学習指導案の作成

（40％）、模擬授業（30％）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　社会科の授業事例の紹介と分析①（第3・4学年内容）
第２回　社会科の授業事例の紹介と分析②（第5・6学年内容）
第３回　模擬授業の在り方と意義
第４回　学習指導案の作成方法
第５回　学習指導案の作成①（個人）
第６回　学習指導案の作成②（グループ）
第７回　教材の開発
第８回　学習指導案の分析
第９回　模擬授業の実施と検討①（第3・4学年「地域の産業、消費生

活、生活環境、安全の学習」）
第10回　模擬授業の実施と検討②（第3・4学年「地域の地理的環境、先

人の働きの学習」）
第11回　模擬授業の実施と検討③（第5学年「国土と環境の学習」）
第12回　模擬授業の実施と検討④（第5学年「産業の学習」）
第13回　模擬授業の実施と検討⑤（第6学年「歴史的分野の学習」）
第14回　模擬授業の実施と検討⑥（第6学年「公民的分野の学習」）
第15回　模擬授業の総括
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
シラバスは、実態に応じて変更することも有り得る。
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講義コード（Course Code） 268043N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268043

授 業 名（Course Title） 生活科指導法
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 大西　慎也
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『小学校学習指導要領解説生活編』　文部
科学省　日本文教出版　2008

参考文献（References）
『気付きの質を高める生活科指導法』　原
田信之、須本良夫、友田靖雄　東洋館出
版　2011

備 考（Note） 「生活科教育」履修者であること

１．科目の教育目標（Course Description）
前期に履修した「生活科教育」で学習した内容を活用して、生活科の具体
的な指導方法を習得する。単元づくり、学習指導案の作成方法を理解する。
実際に体験的な活動を行いながら、社会、自然、自分との関わりの重要性
を理解する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.生活科設立の趣旨である社会と自然と自分との関わりについて理解する。
2.学習指導案の作成方法を理解する。
3.体験的な学習の指導方法を理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義と模擬授業などの演習を並行して行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各回で配布したプリントは、ノートに貼り付け、その日の講義でわかった
ことを、次回講義までにノートに記述しておく。学習指導案の作成、模擬
授業の準備にあたって、文献調査や実地調査など、授業時間外の学習を求
める。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（10％）、ワークシート（20％）、学習指導案（40％）、
模擬授業（30％）に基づいて総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　生活科の授業事例と分析
第２回　体験的な活動
第３回　模擬授業の在り方と意義
第４回　学習指導案の作成方法
第５回　学習指導案の作成①（個人）
第６回　学習指導案の作成②（グループ）
第７回　教材の開発
第８回　学習指導案の検討
第９回　模擬授業の実施と検討①・・・社会との関わり（社会との関わ

り「地域のよさ」）
第10回　模擬授業の実施と検討②・・・自然との関わり（自然との関わ

り「自然のすばらしさ」）
第11回　模擬授業の実施と検討③・・・自分との関わり（自分との関わ

り「家族とのかかわり」）
第12回　模擬授業の実施と検討④・・・社会との関わり（社会との関わ

り「集団や社会の一員として」）
第13回　模擬授業の実施と検討⑤・・・自然との関わり（自然との関わ

り「自然を活かした遊びや生活の工夫」）
第14回　模擬授業の実施と検討⑥・・・自分との関わり（自分との関わ

り「自分の良さや可能性」）
第15回　模擬授業の総括
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
シラバスは、実態に応じて変更することも有り得る。

講義コード（Course Code） 268042N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268042

授 業 名（Course Title） 理科指導法
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小川　博士
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『小学校学習指導要領解説理科編』　文部
科学省　大日本図書　2008

参考文献（References）
『今こそ理科の学力を問う』　日本理科教
育学会編　東洋館出版　2012
小学校理科の教科書

備 考（Note） 「理科教育」履修者であること

１．科目の教育目標（Course Description）
　前半は，理科の教授・学習論，学習評価の方法を踏まえ，小学校理科の
指導方法の要点を概説する。さらに，実践的な力を養っていくことを目的
として，授業の組み立て方について，具体的な演習や事例の紹介を通して
解説する。
　後半は，前半の基礎理論を踏まえ，学習指導案の作成及び模擬授業を中
心として授業を構成する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・　小学校における理科の目標及び内容，教授・評価方法について理解す
る。
・　学習指導を実践していく上で必要とされる具体的な技能や方法を知り，
学習指　導案を作成することができる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　講義及び演習（学習指導案作り及び模擬授業）を併用しながら展開する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　小学校理科の教科書を詳細に見ておくこと
　可能であれば，小学校の研究発表会等へ参加し，理科授業を参観してお
くとイメージがもちやすいと思います。講義中に，研究発表会の案内につ
いてもアナウンスしたいと思います。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
作成した学習指導案30％，模擬授業コメント30％，改善指導案30％，授業
参加度10％ で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　小学校理科授業のつくり方
第３回　学習指導案の作成方法
第４回　理科学習の評価の方法
第５回　学習指導案の作成
第６回　指導案個別検討と教材研究
第７回　模擬授業①（小学校３年の内容：A区分）
第８回　模擬授業②（小学校３年の内容：B区分）
第９回　模擬授業③（小学校４年の内容：A区分）
第10回　模擬授業④（小学校４年の内容：B区分）
第11回　模擬授業⑤（小学校５年の内容：A区分）
第12回　模擬授業⑥（小学校５年の内容：B区分）
第13回　模擬授業⑦（小学校６年の内容：A区分）
第14回　模擬授業⑧（小学校６年の内容：B区分）
第15回　総括
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
受講生の人数や教材の準備状況によっては、授業内容を変更する場合もあ
る。
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講義コード（Course Code） 268045N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268045

授 業 名（Course Title） 図工科指導法
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 藤本　陽三
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『美術教育概論（改訂版）』　大橋　功　日
本文教出版　2009
『小学校学習指導要領解説　図画工作編』　
文部科学省　日本文教出版　2008

参考文献（References）
備 考（Note） 「図工科教育」履修者であること

１．科目の教育目標（Course Description）
子どもたちが表現や鑑賞の活動を通して、感性を働かせながら「つくりだす
喜び」を味わい、一人一人のよさを発揮しながら自己実現を図るための図
画工作科の実践的な指導力を習得する。そのために、小学校学習指導要領
の内容や教科の特質を踏まえつつ、各領域の題材についての教材研究、学
習指導案の作成、模擬授業とその分析等を通して、授業づくりの基礎を身
につけ、具体的な指導法を学ぶ。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・ 図画工作科の性格、目標、内容について、小学校学習指導要領、教科書
等を通して理解する。
・ 指導計画及び学習指導案の作成方法を理解する。
・ 各領域の題材についての教材研究を通して、その内容と指導法を理解す
る。
・ 学習指導案を作成し、模擬授業とその分析を通して、授業づくりの基礎
を身につける。
・ 材料・用具の使い方や安全面での配慮について理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義、討論、演習及び実習を中心に進める。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
第1回から第４回及び第６回、第８回、第１０回の受講に際しては、毎回の
学習内容と対応する教科書の章を読む。第５回、第７回、第９回、第１１
回の受講に際しては、配布した資料をもとにして、学習指導案の指定され
た項目について、各自立案する。第１２回、第１３回については、模擬授
業の準備を行い、あわせて児童の反応を予想してまとめる。第１４回、第
１５回については各自で授業についての分析・考察を行っておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（２０％）、学習指導案及び模擬授業（４０％）、試験

（４０％）により行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　図画工作科の性格、目標について
第２回　図画工作科の授業づくりについて、教科書、学校教育現場にお

ける授業実践等から学ぶ
第３回　指導計画と評価、学習指導案の作成方法について
第４回　「造形遊び」の題材の指導について
第５回　「造形遊び」の題材の指導案作成
第６回　「絵や立体に表す」の題材の指導について
第７回　「絵や立体に表す」の題材の指導案作成
第８回　「工作」の題材の指導について
第９回　「工作」の指導案作成
第10回　「鑑賞」の題材の指導について
第11回　「鑑賞」の題材の指導案作成
第12回　模擬授業（前半）
第13回　模擬授業（後半）
第14回　模擬授業の分析、考察（各班ごと）
第15回　模擬授業の分析、考察（全体）、まとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 268044N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268044

授 業 名（Course Title） 音楽科指導法
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 古庵　晶子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『小学校学習指導要領解説　音楽編』　文
部科学省　教育芸術社　2008
適宜プリント配布

参考文献（References）
『最新　初等科音楽教育法　改訂版　小学
校教員養成課程用』　初等科音楽教育研究
会編　音楽之友社　2014

備 考（Note） 「音楽科教育」履修者であること

１．科目の教育目標（Course Description）
小学校音楽科の理念と目標を踏まえつつ、隣接校種の連携（幼小および小
中）を考慮し、音楽教育を幅広く捉えることができる。表現・音楽づくり・
鑑賞の各領域の授業プランを構想することができる。既製楽譜での共通教
材の弾き歌いができる。バロック式リコーダーの利点を理解し、演奏でき
るようになる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.学習指導要領について理解する。
2.共通教材の既製楽譜による弾き歌いができる。
3.学習指導案を作成し、ピアノ伴奏を取り入れた模擬授業をする。
4.バロック式リコーダーの実践と手作り楽器製作を行い、幼小連携および小
中連携に音楽科が貢献できる内容を模索する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
演習と講義を織り交ぜて授業を行う。学習指導案を作成し、模擬授業を行
う。リコーダー演習を行うほか手作り楽器を製作して活用法を考えること
で、グループによる音楽づくりに関連させる。音楽づくりの発表会を授業
内で発表を行うことで、音楽会の計画・運営を学ぶ。リコーダーの実技試
験を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
リコーダーとピアノは毎日の積み重ねが不可欠なため、練習を怠らないこ
と。手作り楽器製作のため、廃材の準備をしておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度10％　模擬授業と音楽づくり30％　学習指導案20％　リコーダー
のテスト20％　ピアノ伴奏20％ 授業に関連のない目的での携帯電話使用等
は減点の対象とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　小学校学習指導要領（音楽）の概説 バロック式リコーダーに
ついて

第２回　歌唱指導の研究と演習　
第３回　鑑賞・指揮法
第４回　音楽教育の歴史　リコーダー演習①タンギングの重要性とフ

レージング
第５回　音楽教育の今日的課題　手作り楽器の教育的意義と製作　リ

コーダー演習②高音の練習
第６回　共通教材の伴奏法　リコーダー演習③低音の練習
第７回　学習指導案の作成と評価の方法　リコーダー演習④4～5音の

曲
第８回　特別活動における音楽科　リコーダー演習⑤スタッカートとス

ラー
第９回　模擬授業（歌唱）
第10回　模擬授業（リコーダー）
第11回　模擬授業（鑑賞）
第12回　音楽づくりの研究　
第13回　音楽会の運営と器楽合奏　リコーダー演習⑥アンサンブル
第14回　リコーダーのテスト
第15回　総合演習
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

「音楽科教育」の授業内容を復習しておくこと。バロック式ソプラノリコー
ダーを持っていない場合は、初回の授業時に購入（1000円程度）の申し込
みをすること。手作り楽器製作にあたり1回あたり150円程度の材料費がか
かる場合がある。
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講義コード（Course Code） 268047N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268047

授 業 名（Course Title） 体育科指導法
楽しい体育授業の理論と実践

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 住本　純
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『小学校学習指導要領解説　体育編』　文
部科学省　東洋館出版社　

参考文献（References） 『新版　体育科教育学入門』　高橋健夫ほ
か　大修館書店　

備 考（Note） 「体育科教育」履修者であること

１．科目の教育目標（Course Description）
　体育科の目標、学習内容、運動の特性などに関する基本的な知識について
理解する。　小学校において児童が熱中して運動に取り組む体育授業を実
践する能力（教材の工夫・指導方法・授業計画）を養うことを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・教科の内容、各運動領域の特性とねらいについて理解を深める。  　
・学習指導案の作成、学習カードの作成、発問の仕方等について理解する。
・運動の苦手な児童に対する支援や助言の仕方について理解する。
・指導案を作成し、模擬授業を通して実践的な指導力を身につける。  　
・模擬授業を評価することで授業の改善点に気付き、改善方法を理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・講義と演習（教材作成、発表、模擬授業、グループ別活動等）を中心に
行う。  　
・資料については適宜配布する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
小学校学習指導要領解説体育編を熟読した上で参加すること。
インターネットを活用し、多様な体育科学習指導案に触れること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度、授業態度（30％）、指導案（20％）、模擬授業（30％）、小テス
ト・小レポート（20％）として総合的に評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　小学校体育科の目標、教科内容
第３回　運動の特性を理解した授業の組み立て
第４回　効果的な運動の学習指導方法
第５回　各運動領域の内容、特性、教材づくり①（体つくり運動、陸上

運動系）
第６回　各運動領域の内容、特性、教材づくり②（器械運動系、水泳系）
第７回　各運動領域の内容、特性、教材づくり③（ボール運動系、表現

運動系）
第８回　模擬授業に向けた準備①（指導案の書き方）
第９回　模擬授業に向けた準備②（授業観察法について）
第10回　模擬授業①（陸上運動）
第11回　模擬授業②（体つくり運動）
第12回　模擬授業③（器械運動）
第13回　模擬授業④（ボール運動）
第14回　模擬授業⑤（表現運動）
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
模擬授業は、実技を伴う。
実技時は運動できる服装（ジャージ等）に更衣し、体育館シューズを履く
こと。

講義コード（Course Code） 268046N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268046

授 業 名（Course Title） 家庭科指導法
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 大路　雅子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『小学校学習指導要領解説（家庭編）』　文
部科学省　東洋館出版社　
『新編「新しい家庭５・６」』　東京書籍　

参考文献（References）
備 考（Note） 「家庭科教育」履修者であること

１．科目の教育目標（Course Description）
　小学校家庭科の学習指導に必要な知識と技能を習得する。指導計画・評
価計画の作成、指導方法などの学習を通して、豊かな教育観をもち、自ら
学び、判断し、行動できる、優れた家庭科教師としての資質を養う。
　生きる力を育む家庭科教育を進めるための授業づくりに関する方法と情
報活用・実践的能力を身につける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・小学校家庭科の内容とねらいについて理解を深める。
・授業設計について理解し、模擬授業を通して実践的な指導力を身につけ
る。
・模擬授業を評価することで授業の改善点・改善方法を理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義と演習・実習を併用する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
小学校学習指導要領解説家庭編を熟読する。
食生活・衣生活等の実習項目を実際に家庭で実践する。
詳細は授業時に指示する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
50時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
毎時間の学習事項をファイルしたポートフォリオ（20％）、学習指導案作成
力（20％）、　模擬授業実践力（30％）、授業評価分析（30％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　生きる力を育む家庭科教育の在り方
第２回　学習指導計画の作成手順
第３回　授業設計の基本的な考え方と年間指導計画
第４回　家庭科の教科特性と学習形態
第５回　題材の指導計画の作成
第６回　授業実践のための学習指導案（本時）の作成
第７回　家庭科の学習評価について
第８回　教材・教具の工夫と教材開発
第９回　模擬授業①　家庭生活と家族に関する学習指導
第10回　模擬授業②　食生活（食事の役割、栄養）に関する学習指導
第11回　模擬授業③　衣生活（衣服の着用と手入れ、生活に役立つ物の

製作）に関する学習指導
第12回　模擬授業④　住生活（快適な住まい方）
第13回　模擬授業⑤　身近な消費生活と環境に関する学習指導
第14回　模擬授業⑥　実習指導と合評会
第15回　まとめ（模擬授業後の修正学習指導案の作成）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
受講者数の多寡により模擬授業と授業計画時数の変更あり



─ 382 ─

講義コード（Course Code） 268049N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268049

授 業 名（Course Title） 保育内容指導法（人間関係）
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 田中　文昭
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『保育内容「人間関係」』　小田豊・奥野正
義　北大路書房　2009年

参考文献（References）
『幼稚園教育要領解説』　文部科学省　フ
レーベル館　2008年
『保育所保育指針解説書』　厚生労働省　フ
レーベル館　2008年

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
領域「人間関係」の意義や基本的な考え方を知り、子どもにとっての人間関
係の大切さを学ぶとともに、保育者としての基本姿勢についても学ぶ。ま
た、保育実践事例を通して人と関わる力を育む保育の指導方法についても
学ぶ。保育者としての基礎を獲得できることを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１：幼稚園教育要領」の領域 ｢人間関係｣ のねらいや内容について学ぶ。
２：領域 ｢人間関係」の側面から見た幼児の遊びと育ちについて学ぶ。
３：領域「人間関係」のねらい・内容を育てるための、指導方法について
学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式を中心にしながら演習も行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業前の課外学習として指定教科書の該当箇所を読んでおくことを期待す
る。
復習では学習した全体の流れをつかみ、専門用語等についても理解できる
ように努めること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加度（２０％）授業態度（２０％）期末試験（６０％）に
基づいて総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション，これからの幼児教育で大切なものとは
第２回　現代社会と子どもの「人間関係」

現代社会における人間関係の課題や問題点について
第３回　幼稚園と保育所保育指針における領域「人間関係」（１）

幼稚園教育要領における領域「人間関係」、幼稚園・保育所の
目的、目標、幼稚園教育要領の変遷、幼稚園教育要領の改訂に
ついて

第４回　幼稚園と保育所保育指針における領域「人間関係」（２）
保育における領域「人間関係」、幼稚園教育要領と保育所保育
指針における領域「人間関係」の相違点、認定こども園とは、
認定こども園の型と特徴について

第５回　「人間関係」と道徳性（１）
幼児期の道徳性、道徳性の芽生えについて

第６回　「人間関係」と道徳性（２）
保育者の姿勢、集団の中で子どもの道徳性を育むポイント、子
どもの規範意識を育てるには

第７回　乳幼児の「人間関係」の特徴と問題（１）
発達の方向性、発達段階、自己意識の発達、乳幼児期の人間関
係の特徴、愛着の重要性について

第８回　乳幼児の「人間関係」の特徴と問題（２）
仲間との関わりを通して育つもの、乳幼児期の人間関係の発達
における特徴と問題について

第９回　あそびの中で育つ「人間関係」
子どもにとってのあそびとは、あそびの発展と人間関係

第10回　集団の「人間関係」とその指導
子どもにとっての集団とは、集団作りの意義、集団作りの実際

第11回　保育者と子どもの「人間関係」
人とのかかわりを育てる保育者の援助、保育者の役割

第12回　子育て支援にかかわる「人間関係」
子育て支援の場としての園づくり、子育て支援の方向性

第13回　気になる子どもとの関わり
保育者の視点、環境に働きかけるとは、関係機関との連携

第14回　保育実践例（１）
園内での異年齢活動を例にして子どもの人間関係を考えてみる

講義コード（Course Code） 268048N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268048

授 業 名（Course Title） 保育内容指導法（健康）
保育実践のための領域「健康」

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 住本　純
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『保育内容　健康<新版>』　民秋言・穐
丸武臣編著　北大路書房　

参考文献（References） 『幼稚園教育要領解説』　フレーベル館　
『保育所保育指針解説書』　フレーベル館　

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
領域「健康」に関する内容をとおして子どもの心身の健康について理解し、
保育実践の場で配慮すべき事柄について学習する。そのために、心身の発
育や発達、運動遊びの意義、安全管理、基本的生活習慣の形成など、健康
に関する基礎的事項について理解する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．子どもの心身の発育・発達についての基礎理論・知識について学ぶ。
２．子どもの健康問題や事件・事故について学び、予防をするための知識
を深める。
３．運動遊について学び、安全に配慮した計画・運営ができるようになる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1、子どもの身体能力・運動能力の様子が分かる映像等を用いて授業を進め
る。
2、保育実践力を培うため、運動遊びの計画・実践を行う。
3、資料等は、授業中に適宜配布する。
4、講義、ディスカッション、実技など、様々な方法で授業を進める。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
日頃から「子どもの健康」や「子どもを取り巻く事件・事故」といったキー
ワードに関心を持ち、新聞・テレビ等で情報収集しておくこと。
テキストを使用するので、次の講義内容について熟読すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
成績評価は、授業参加度・授業態度（30％）、ノート（30％）、小テスト

（20％）、運動遊びの実践（20％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション（身体と健康）
第２回　領域「健康」がめざすもの
第３回　乳幼児の健康
第４回　乳幼児の発達理解
第５回　乳幼児の心身の発育・発達
第６回　乳幼児のあそびの発達と健康
第７回　乳幼児の体格・運動能力の現状と問題
第８回　乳幼児の生活スタイル
第９回　安全教育と安全管理、応急処置
第10回　乳幼児の運動機能の発達と運動遊びの意義
第11回　運動遊びの計画と準備
第12回　運動遊びの実践（道具を使用しない遊び）
第13回　運動遊びの実践（道具を使用する遊び）
第14回　実践の省察と体育的行事
第15回　本授業での学びの振り返り
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
運動遊びの実践は、運動できる服装（ジャージ、体育館シューズ等）で参
加すること。
講義内容が前後する場合がある。
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講義コード（Course Code） 268051N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268051

授 業 名（Course Title） 保育内容指導法（言葉）
子どもの言葉・想像性を育てる

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 高井　直美
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） テキストは用いない。
参考文献（References） 参考図書は授業中に紹介する。
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
　幼児期は言葉の発達の著しい時期である。幼児期初期の１語発話から始
まって、３歳ころには比較的スムーズな日常会話が可能となる。さらに、言
語的概念の発達や言語的思考の発達は、３～５歳の幼児期後半に著しい。こ
れらの発達を支えるのは家庭でのコミュニケーションや幼稚園等における
集団での保育者あるは友だちとの関わりである。本科目では、言葉の発達
のメカニズムを理解したうえで、その発達を支えるために行う幼稚園教育
での言葉に関する取り組みを実践的に学ぶ。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　1. 幼児期における言葉の発達全般について概観し、言葉の発達がスムー
ズにいかない場合の諸問題についても理解する。
　2. 言葉が育つ環境として、家庭と幼稚園のもつそれぞれの役割を理解す
る。
　3. 「しつけの言葉」「思考の発達を促す言葉」など、親や保育者から伝わ
る言葉が、幼児の自我形成や認識・思考の発達に及ぼす影響について学ぶ。
　4. 遊びを通して言葉はどのように育つのかについて理解する。
　5. 絵本の世界に子どもが浸ることとイメージの発達との関係を学ぶ。
　6. 絵本の読み聞かせの練習を行う。
　7. ペープサートの台本を作成し上演を行う。
　8. 言葉を使ったさまざまな遊びを行う。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　講義と実習の両方を行う。実習では絵本の読み聞かせの練習とペープサー
トの作成と上演を行う。絵本の読み聞かせは1人1冊は必ず行う。ペープ
サートは班に分かれて、受講生がアイデアを出しながら台本と材料を作成
し、上演する。各班によって上演されたペープサートを視聴し、お互いに
批判しながら、よりよい上演をするにはどのようにしたらよいか考える機
会を提供する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　書店に行ったときに、絵本コーナーに立ち寄ってみよう。興味を引く絵
本が見つかるはずである。自分で多くの絵本をよく見て、時には声に出し
て読み、楽しんでおいてほしい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　評価は受講態度・実習への取り組み（30%）、レポート（70%）によって、
総合的に行う。不真面目な態度は、厳しく減点の対象にする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　言葉の発達のしくみ①（生得説と環境説）
第２回　言葉の発達のしくみ②（0歳から5歳までの言語発達プロセス）
第３回　言葉の発達の障害
第４回　言葉の発達支援
第５回　ごっこ遊び・想像性の発達
第６回　言葉が育つ環境
第７回　絵本の読み聞かせの意義
第８回　絵本の読み聞かせの基礎
第９回　絵本の読み聞かせの実際
第10回　ペープサートの企画
第11回　ペープサート作成
第12回　ペープサート上演と振り返り
第13回　言葉の発達を促す遊び
第14回　幼稚園教育における言葉の発達を促す試み
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業予定の順番は変わることもある

第15回　保育実践例（２）とまとめ
園行事を紹介し、継続的な園行事による子どもの育ちについて
考えてみる

６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
授業予定に変更がある場合は、事前に口頭で伝える。
授業中は私語厳禁とする。

講義コード（Course Code） 268050N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268050

授 業 名（Course Title） 保育内容指導法（環境）
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 小川　圭子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『保育と環境』　矢野正　小川圭子　嵯峨
野書院　2011年

参考文献（References）
『幼稚園教育要領解説』　文部科学省　フ
レーベル館　2008年
『保育所保育指針解説書』　厚生労働省　フ
レーベル館　2008年

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
子どもを取り巻く環境は変化している。人的・物的・空間的環境が、子ど
もにどのような影響を与え、どのような役割があるのかを共に考察してい
くこととする。また、保育内容「環境」の意義やねらいを明らかにし、保
育を行う上での基礎知識を身につけることを目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．「幼稚園教育要領」の領域 ｢環境｣ のねらいや内容について学ぶ。
２．一人一人の発達の特性に応じた環境構成や教師の援助等について学ぶ。
３．領域「環境」のねらい・内容について、幼児を育てるための指導方法
について学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．講義形式を中心にしながら演習も行う。  　
２．学修方法として、学生自身がお互いに協議し合い考え合うことも重要
視する。  　
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
幼稚園教育要領の「環境」領域について読んでおく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
１．授業への取り組み姿勢10％、課題レポートなど40％、確認テスト50％
などで、総合的に評価する。　 　
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテ―ション　保育内容「環境」とは
第２回　保育の基本と領域「環境」
第３回　子どもの発達と保育内容「環境」
第４回　好奇心・探究心を豊かに育む
第５回　思考力の芽生えを育む指導
第６回　身近な生活の中でのかかわりと指導
第７回　環境を生活に取り入れる指導
第８回　人的環境としての保育者・友だち
第９回　物的環境としての園具・遊具・素材
第10回　自然環境としての動植物
第11回　安全教育・保育環境のデザイン
第12回　保育計画と指導
第13回　小学校教育との連携
第14回　保育内容「環境」の実践事例
第15回　確認テストと解説
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
この授業では、子どもの発達を促す保育内容「環境」とはどのようなもの
かについて、日ごろから幼児教育の現場（幼稚園等）から情報を得るよう
に努めてください。
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の3
・  活動「見立て遊びからの表現（造形・音楽・劇・言葉）」そ

の5
第７回　・  講義「子供の造形活動への特徴的側面からのアプローチ」

・  活動「見立て遊びからの表現（造形・音楽・劇・言葉）」そ
の6

第８回　・  活動「見立て遊びからの表現（造形・音楽・劇・言葉）」そ
の7

第９回　・  活動「見立て遊びからの表現（造形・音楽・劇・言葉）」そ
の8

第10回　・  講義「幼児が初めて出会う芸術（表現）としての絵本」その
1

・活動「『名作絵本』のすごいところ探し」
第11回　・  講義「幼児が初めて出会う芸術（表現）としての絵本」その

2
・活動「絵本からの表現活動」その1

第12回　・  講義「幼児が初めて出会う芸術（表現）としての絵本」その
3

・講義「幼稚園教育要領のねらいと内容」
・  講義「幼稚園教育要領のおける領域の変遷と『表現』につい

て」
・活動「絵本からの表現活動」その2

第13回　・講義「子供の造形活動への美的側面からのアプローチ」
・活動「絵本からの表現活動」その3
●上記保育案提出

第14回　・講義「子供の造形活動への心理的側面からのアプローチ」
・活動「絵本からの表現活動」その4
●レポート提出　
●授業ノート提出

第15回　・講義「園における造形活動」
・講義「発達に合わせた題材設定」
・講義「幼児の豊かな表現を引き出す保育者の感性」
・まとめ

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
A4サイズのノート（40枚）を一冊準備しておいてください。それが上記の

「授業ノート」です。これに板書を写し、ノートをとり、配布のプリント、
仲間からの配布物、レポートなどの全てを貼り付けていきます。自分なり
の創造的なノートにしていくことを求めます。

講義コード（Course Code） 268053N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268053

授 業 名（Course Title） 犯罪心理学
司法面接の重要性

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 藤川　洋子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『子どもの面接ガイドブック』　藤川洋子　
日本評論社　2003

参考文献（References）
『発達障害と少年非行』　藤川洋子　金剛
出版　2008
『触法発達障害者への複合的支援』　藤川
洋子、井出浩（編著）　福村出版　2011

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
2009年5月から裁判員制度が始まり、国民すべてが、犯罪を裁く立場になる
可能性が生じた。誰にとっても犯罪が身近になった現在、重大事件を前に、
私たちは何をどのように整理して考える必要があるのか。法の仕組みを理
解しながら、被害者支援の在り方、加害者を更生させる手法を学ぶ。また、
冤罪防止のために、司法面接（事実を明らかにする面接）のテクニックに
対する需要が高まっており、子どもなど弱者に対する誘導を排した面接の
スキルを学び、治療的面接との違いを理解する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
一般の学生にとっては、犯罪や処遇機関は縁遠い存在であると思われるこ
とから、DVDなど視聴覚教材を利用して、冤罪の成り立ちや犯罪者処遇の
イメージを持ってもらう。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義形式が中心であるが、随時、小テストや意見発表を挿入する。

講義コード（Course Code） 268052N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268052

授 業 名（Course Title） 保育内容指導法（表現）
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 松岡　宏明
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『子供の世界 子供の造形』　松岡宏明　三
元社　2017
授業内で販売します。

参考文献（References）

『美術教育概論（改訂版）』　松岡宏明他編
著　日本文教出版　2009
『保育をひらく造形表現』　槇英子　萌文
書林　2008
その他、授業内でプリント等を配布しま
す。

備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
幼稚園教育要領の領域「表現」について、五領域の中における位置づけを
確認し、そのねらいと内容について歴史的考察を踏まえて把握するととも
に、幼児の未分化な表現とその指導についての理解を深める。また、様々
な表現方法を体験して自らの表現技術を高めるとともに、「学生」の目線か
ら「保育者」の視点獲得へと意識のステップアップを図り、幼児の表現を
引き出し、育てるための「受容―共感―反応」していく力量を養う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.「幼稚園教育要領」の領域「表現」のねらいと内容について学ぶ。
2.造形、音楽、劇（ごっこ）、身体、言葉といった表現媒体についてそれぞ
れ理解を深めるとともに、それらが未分化な形として表（現）れる幼児へ
の具体的な指導方法を体験的に学ぶ。
3.幼児の豊かな表現を引き出す基盤として自らの発想を拡げ、仲間とともに
感性を磨く。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・講義と演習、実技を織り交ぜて行う。
・演習、実技においてはチームで学習を進める。
・授業の終わりの5分程度で、毎回質問や感想を「受講ノート」（授業内に
詳述）に記入する。（担当者は毎回返事を書く。）
・「授業ノート」（授業内に詳述）を創造的にしっかり記入、管理していく
こと。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
1.「幼稚園教育要領」のねらい及び内容の「表現」について目を通しておく
こと。
2.心と体の調子を整え、優しく受容的な気持ちで、かつアクティブな姿勢を
携えて授業にやって来ること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
受講ノート（20%）、表現・発表内容（20%）、レポート（20%）、作成保育
案（20%）、授業ノート（20%）
具体的なルーブリック（評価基準）は授業内に示します。なお、保育者に
とっては自ら表現する力よりもむしろ、幼児の表現を受け容れ、共感し、反
応していく力が重要です。ゆえに、「表現・発表内容」といっても、その技
術を評価するわけではありませんので安心を。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　・オリエンテーション（本授業のねらい、内容、評価について）
・講義「表現（教育）を学ぶキーワード」

第２回　・チーム編成
・講義「幼児と大人の世界観の違い」その1
・活動「見立て遊びからの表現（造形・音楽・劇・言葉）」そ
の1

第３回　・講義「幼児と大人の世界観の違い」その2
・  活動「見立て遊びからの表現（造形・音楽・劇・言葉）」そ

の2
第４回　・  講義「子供の造形活動への発達的側面からのアプローチ」そ

の1
・  活動「見立て遊びからの表現（造形・音楽・劇・言葉）」そ

の3
第５回　・  講義「子供の造形活動への発達的側面からのアプローチ」そ

の2
・  活動「見立て遊びからの表現（造形・音楽・劇・言葉）」そ

の4
第６回　・  講義「子供の造形活動への発達的側面からのアプローチ」そ
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生による道徳教育についてのプレゼンテーション演習等を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
詳細は授業時に指示するが、学習指導要領及び解説を意識してよく読み、子
どもたちの心を育てる授業づくりと自分自身がより善く生きることに対し
て、常にアンテナを高くして関心と問題意識を持っておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
定期試験（50％）、授業中に実施する小レポート（20％）、模擬授業･道徳学
習指導案（30％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　道徳教育の意義（本授業のガイダンスを含む）
年間スケジュール及びこの授業での到達目標の確認

第２回　目標としての道徳性と道徳的実践力及び道徳的価値の自覚
第３回　日本における道徳教育の歩み

「特別の教科　道徳」の方向を踏まえて
第４回　道徳教育における家庭・学校・地域社会の連携
第５回　学校における道徳教育（１）－教育課程上の位置づけとその目

標－
第６回　学校における道徳教育（２）－道徳の内容－
第７回　学校における道徳教育（３）－道徳の時間の年間指導計画－
第８回　道徳教育における評価
第９回　学習指導案の内容と作成手順

道徳の学習指導案に盛り込むべき内容と作成手順について
第10回　資料分析と授業構想（一部グループワークも取り入れる）

各自，何点かの読み物資料より選択したものを活用した授業を
構想する演習を行う。

第11回　学習指導案の作成①　基本構想
学習指導案を作成する演習を行う。

第12回　学習指導案の作成②　導入・展開・終末段階
学習指導案を作成する演習を行う。（導入・展開・終末各段階
の構想）

第13回　模擬授業①
前回作成した学習指導案をもとに模擬授業を実施し，批評し合
う。

第14回　模擬授業②　及びまとめ
前回と異なる授業者による模擬授業を実施し，批評し合う。こ
れまでの学習について振り返り、まとめを提出する。

第15回　我が国の道徳教育の課題
今日的な課題をもとに道徳教育の重要性についてディスカッ
ションする。

６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）
平成30年度（小学校）から全面実施される「特別の教科　道徳」が、学校
現場では、すでに移行措置が行われている。そのような中、日々新しい情
報が発信されている。様々な動向に注視していてほしい。

講義コード（Course Code） 268059A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268059, 3000-800020

授 業 名（Course Title）
特別活動の指導法Ａ

「よりよい生活・よりよい人間関係を
築こうとする態度」を育む特別活動

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 工藤　哲夫
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『よりよい人間関係を築く特別活動』　杉
田　洋　図書文化　2009年

参考文献（References） 『小学校学習指導要領解説　特別活動編　』　
文部科学省　東洋館出版社　2008年

備 考（Note） 心理学部対象クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
望ましい集団活動を通して子供たちの人格の調和的な発達を図り，健全な
社会生活を営む上で必要な資質を養うために，特別活動の教育的意義を踏
まえた実践的な指導力をつける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．学校教育における特別活動の位置づけとその意義
２．子ども達の現状と特別活動の特質
３．特別活動の変遷と今日的意義
４．特別活動の内容とその具体的な活動内容

・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
犯罪報道に接する機会は多いが、臨床心理学的視点から分析するような心
構えが必要である。テキストを熟読することによって、司法面接のスキル
が犯罪のみならず、いじめなどの解明にも寄与することを理解する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
講義とテキストの理解を試験によって評価する。授業参加度50％、試験50％。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　犯罪心理学が明らかにできること
第２回　プロファイリングとは―犯人像を絞り込む―
第３回　加害者と被害者―ジェノグラムを書こう
第４回　犯罪者処遇の流れ―少年、成人それぞれについての司法機関の

仕組み
第５回　犯罪者処遇の流れ―少年、成人それぞれについての司法機関の

役割
第６回　冤罪はなぜ起きるか①（DVD「誘導尋問」を視聴）
第７回　冤罪はなぜ起きるか②（DVDの論点の整理）
第８回　事実を明らかにするテクニック（司法面接の実際①面接場面の

設定）
第９回　事実を明らかにするテクニック（司法面接の実際②面接のポイ

ント）
第10回　事実を明らかにするテクニック（司法面接の実際③治療面接と

の相違を中心に）
第11回　冤罪が起きる心理的背景
第12回　加害者、被害者のために心理学ができること
第13回　犯罪心理学の最前線
第14回　犯罪の予防と更生のために我々ができること
第15回　試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 268058A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268058, 3000-800019

授 業 名（Course Title） 道徳の指導法Ａ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 河佐　英俊
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 講義の中で資料を配布します。

参考文献（References）

『私たちの道徳　小学校』　文部科学省　廣
済堂あかつき　平成26年
『「小学校学習指導要領の展開　特別の教
科　道徳編」』　永田繁雄　明治図書　平
成28年
『小学校学習指導要領解説　道徳編』　文
部科学省　東洋館出版　平成20年
学習指導要領解説は、現在平成20年出版
のものが出ていますが、平成27年3月に
一部改正されています。最新版が出た段
階で授業担当者が用意します。

備 考（Note） 心理学部対象クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
道徳教育を支える基礎理論を学び、学校における道徳教育の目標と内容、児
童の道徳性を育成するための指導計画、道徳の時間の指導方法（問題解決
的な学習や体験的な学習も取り入れる等）について理解を深めるとともに，
学習指導案の作成及び模擬授業を通して具体的なスキルを身につけること
を目標とする。　
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.教育課程における道徳の位置づけと、その目標、内容、方法について理解
する。
2.道徳教育の方法原理とその実現のための方法について学問的知識を身につ
ける。
3.子どもの発達段階に応じた、子どもの心を揺さぶる魅力ある教材を開発す
る力をつける。
4.子どもたちと共により良い生き方を考えられるような道徳の授業力をつけ
る。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
学習指導要領の理解や魅力ある授業づくりについての講義、及び、指導案の
作成や発問・板書を検討した模擬授業とその評価による指導力の養成、学
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１．科目の教育目標（Course Description）
簡単に電卓やコンピュータプログラムで統計的検定が機械的におこなうこ
とが可能な時代になってきているが、その意味を理解できる（できている）
者はあまりみられないのが実情である。  　
　本講義ではやさしい言葉と豊富な実例を提示することによって、授業を
すすめたい。なお、１年次の 「心理統計法」 を十分理解した上で、この科目
と取り組んで頂きたい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．統計的検定の意味をよく理解すること。  
２．統計的検定で何がわかり、何がわからないかを頭に入れておくこと。  
誤用に特に注意すること。  
３．根本的には確率的な考え方から成立っていることを理解していくこと。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業は演習室において、講義と演習を並行して行う予定である。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１年次の必修科目である「心理統計法」を復習しつつ授業に出ること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
持込みなしの筆記テスト（90％）、小テスト・授業参加度（10％）を併せて
総合的に評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション
第２回　記述統計の復習①（代表値）
第３回　記述統計の復習②（散布度）
第４回　統計的検定の考え方①（統計的検定とは何か）
第５回　統計的検定の考え方②（標本と母集団，標本抽出）
第６回　統計的検定の考え方③（統計的検定・帰無仮説）
第７回　統計的検定の考え方④（有意水準，検定結果の報告）
第８回　統計的検定の考え方⑤（統計的検定における２種類の誤り）
第９回　統計的検定の考え方⑥（両側検定・片側検定）
第10回　相関係数①（ピアソンの相関係数）
第11回　相関係数②（順位相関係数）
第12回　相関係数③（偏相関）
第13回　ｔ検定①（独立２平均のｔ検定）
第14回　ｔ検定②（連関する２平均のｔ検定）
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
日常生活の中で、つねに実験条件等を考え、実際にデータを取ったりして、
統計の手法を具体的に学習するようにしてほしい。特にExcelの操作方法
は、自己学習をしながら向上させていくこと。

講義コード（Course Code） 268062A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268062

授 業 名（Course Title） 推測統計学ⅡＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 松島　るみ
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『よくわかる心理統計』　山田剛史・村井
潤一郎　ミネルヴァ書房　2004
クラスによって､ 使用テキスト・教材が
異なる場合があるため注意すること。

参考文献（References） 『初歩の心理教育統計法』　住田幸次郎　ナ
カニシヤ　1988

備 考（Note） 必修　学校心理専攻は選択　クラス指定

５．特別活動の指導計画
６．特別活動と他の教育活動との関連
７．特別活動の評価
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．講義形式 
２．討論 
３．発表 
４．チーム・ビルディング，ロール・プレイング等の活動
５．小レポート
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　クラス作り，人間関係作り等に関わる教育ニュースに目を向け，収集し
コメントをつける等，興味と問題意識を持つ。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
毎回の話し合い参加と小レポート提出（40％）。話し合いの発表とパフォー
マンスの発表（20％）。まとめのレポート（40%）。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　特別活動の概要
第２回　特別活動の変遷
第３回　特別活動の目標と内容
第４回　チームビルディングの方法
第５回　今の子どもたちの特質
第６回　学校が抱える問題「保護者との信頼関係」
第７回　学校が抱える問題「集団力の弱体化」
第８回　クラスの人間関係形成の目的
第９回　クラスの人間関係形成の方法
第10回　小1プロブレムと中1ギャップ
第11回　学級会における話し合いの方法
第12回　年度当初の学級開き
第13回　児童会やクラブ活動における人間関係作り
第14回　いじめ問題とロール・プレイング
第15回　これからの学校教育と特別活動・まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 268061A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268061

授 業 名（Course Title） 推測統計学ⅠＡ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 松島　るみ
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『よくわかる心理統計』　山田剛史・村井
潤一郎　ミネルヴァ書房　2004
クラスによって､ 使用テキスト・教材が
異なる場合があるため注意すること。

参考文献（References） 『初歩の心理教育統計法』　住田幸次郎　ミ
ネルヴァ書房　1988

備 考（Note） 必修　学校心理専攻は選択　クラス指定

講義コード（Course Code） 268061B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268061

授 業 名（Course Title） 推測統計学ⅠＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 永野　茜
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『よくわかる心理統計』　山田剛史・村井
潤一郎　ミネルヴァ書房　2004
クラスによって､ 使用テキスト・教材が
異なる場合があるため注意すること。

参考文献（References） 『初歩の心理教育統計法』　住田幸次郎　ミ
ネルヴァ書房　1988

備 考（Note） 必修　学校心理専攻は選択　クラス指定
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１．科目の教育目標（Course Description）
　小学校教員免許状の取得を目指す者、書写能力の基礎を養うことを目標
とする。硬筆と毛筆の両面にわたって、実技・技能とその理論、書写指導
の能力をさらに高めるとともに、いろいろな立場から、さまざまな変化と
調和に伝統的な言語文化と国語の特質を支える文字教育の一環としての書
写教育、単に教員養成のためではなく、広く小学校教育現場における指導
力強化のため、さらに、社会教育、あるいは自己学習としても活用できる
ように、新たな機軸を追求していくことである。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．知識・理解と書写指導力の目標
　 　文字の書き方の技能を知的に理解させることで、知覚、識別力、学習

用語力、技能説明力等が関わる。
２．技能・能力の目標
　 　用具の使い方、姿勢、腕法、指法、書写技能形成力（練習を含む）等

である。
３．態度・習慣の目標
　 　文字を正しく整えて速く書くための目的意識、必要感、興味、意欲、身

構え等の学習持続力がある。
４．鑑賞・評価の目標
　 　教材文字の価値の感得、文字の善し悪しの価値づけをする評価眼（感

性）等がある。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．授業は講義と実技形式で行う。
２．授業中に補助プリント配布と視聴覚教材の活用、書写指導力の理解を
深める為に模擬授業を実施する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
詳細は授業中に指示する。特に模擬授業実施のため、学習指導案作成は事
前に指示される。さまざまな課題に、しっかり取り組むこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加態度と毎回課題の提出、模擬授業の指導案と発表、期末の課題レ
ポートに基づいて評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　総説
文字の特質と書写教育・国語表記の特質・文字と書写・書写教育の
役割・字形、字体、書体など・学習指導要領と書写の指導・書写指
導の内容及び授業時数・書写の指導計画（年間、単元、毎時の指導
計画・硬筆、硬筆と毛筆）・書写の指導方法。

第２回　第１学年と第２学年の書写指導（１）
硬筆書写に用いる用具・字を書く姿勢や筆記具の持ち方・硬筆平仮
名の字形、点画の長短・方向、点画の接し方、交わり方・方向、筆
順、書き方。

第３回　第１学年と第２学年の書写指導（２）
硬筆片仮名の字形、点画の長短・方向、点画の接し方、交わり方・
方向、筆順、書き方・硬筆文字の形、点画の長短・方向、点画の接
し方、交わり方・方向、文字の中心、筆順、書き方。

第４回　第１学年と第２学年の書写指導（３）
第１・２学年の書写指導のまとめの模擬授業とその評価及び検討。

第５回　第３学年と第４学年の書写指導（１）
毛筆書写に用いる用具・毛筆の姿勢、筆の持ち方、筆の部分の名前・
用具の置き方と扱い方・筆使いと基本点画（始筆、送筆、終筆）・基
本点画の書き方（１）・漢字の組み立て方、形、筆順、字形、配列な
どと書き方。

第６回　第３学年と第４学年の書写指導（２）
基本点画の書き方（２）・毛筆の漢字の組み立て方、形、文字の大き
さや配列、筆順と書き方・硬筆の漢字の組み立て方、筆順と字形、
文字の中心・横書き。

第７回　第３学年と第４学年の書写指導（３）
筆使い平仮名の字源と書き方・始筆の筆使い、送筆の筆使い、終筆
の筆使い。

第８回　第３学年と第４学年の書写指導（４）
硬筆と毛筆の関連・漢字や仮名の大きさ、配列、字配り、点画・硬
筆と毛筆それぞれの本来の性能を発揮する・諸書式の書き方（原稿
用紙、封筒、葉書、年賀状など）。

第９回　第３学年と第４学年の書写指導（５）
第３・４学年の書写指導のまとめの模擬授業とその評価及び検討。

第10回　第５学年と第６学年の書写指導（１）
姿勢と筆記具の選択・いろいろな筆記具の持ち方を確かめよう・学
習の進め方（漢字・楷書、いろいろな点画と点画のつながり、筆順
と字形、文字の大きさや配列、配置、用紙と文字の大きさ、筆圧・
筆速のコントロール）。

第11回　第５学年と第６学年の書写指導（２）
筆使い片仮名の字源と書き方・始筆の筆使い、送筆の筆使い、終筆
の筆使い。

講義コード（Course Code） 268062B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268062

授 業 名（Course Title） 推測統計学ⅡＢ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 永野　茜
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『よくわかる心理統計』　山田剛史・村井
潤一郎　ミネルヴァ書房　2004
クラスによって､ 使用テキスト・教材が
異なる場合があるため注意すること。

参考文献（References） 『初歩の心理教育統計法』　住田幸次郎　ナ
カニシヤ　1988

備 考（Note） 必修　学校心理専攻は選択　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
簡単に電卓やコンピュータプログラムで統計的検定が機械的におこなうこ
とが可能な時代になってきているが、その意味を理解できる（できている）
者はあまりみられないのが実情である。  　
　本講義ではやさしい言葉と豊富な実例を提示することによって、授業を
すすめたい。なお、１年次の 「心理統計法」 を十分理解した上で、この科目
と取り組んで頂きたい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．統計的検定の意味をよく理解すること。  
２．統計的検定で何がわかり、何がわからないかを頭に入れておくこと。  
誤用に特に注意すること。  
３．根本的には確率的な考え方から成立っていることを理解していくこと。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業は演習室において、講義と演習を並行して行う予定である。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１年次の必修科目である「心理統計法」を復習しつつ授業に出ること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
持込みなしの筆記テスト（90％）、小テスト・授業参加度（10％）を併せて
総合的に評価を行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　前期の復習（１）
第２回　前期の復習（２）
第３回　χ2検定①（χ2検定の前提条件）
第４回　χ2検定②（χ2検定：一標本の検定）
第５回　χ2検定③（χ2検定：２×２分割表の検定）
第６回　χ2検定④（χ2検定：イェーツの修正）
第７回　分散分析とは
第８回　一要因分散分析①（被験者間要因）
第９回　一要因分散分析②（被験者内要因）
第10回　二要因分散分析①（被験者間要因）
第11回　二要因分散分析②（被験者内要因）
第12回　二要因分散分析③（混合計画）
第13回　二要因分散分析④（交互作用）
第14回　二要因分散分析⑤（多重比較）
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
日常生活の中で、つねに実験条件等を考え、実際にデータを取ったりして、
統計の手法を具体的に学習するようにしてほしい。特にExcelの操作方法
は、自己学習をしながら向上させていくこと。

講義コード（Course Code） 268070N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268070, 3000-850101

授 業 名（Course Title） 書写
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 奥　小風
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note）
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第13回　小論文（教育の今日的課題について…人権教育）作成
第14回　小論文（教育の今日的課題について…特別支援教育・キャリア

教育他）作成
第15回　ふりかえり
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 269013A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269013

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 伊藤　一美
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269013B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269013

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 上田　恵津子
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269013C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269013

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 大西　慎也
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269013D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269013

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 小川　博士
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269013E0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269013

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 尾崎　仁美
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

第12回　第５学年と第６学年の書写指導（３）
硬筆と手紙、メモなどの書き方（横書き、縦書き）・硬筆の点画のつ
ながりと書く速さ・筆順と字形、用紙と文字の大きさ・配列、筆記
具の選び方・ローマ字の書き方。

第13回　第５学年と第６学年の書写指導（４）
毛筆の漢字と仮名の書き方・漢字仮名交じりの書の書き方（点画の
つながり、漢字と仮名の筆順と字形、筆の筆圧、字配り、用紙と文
字の大きさ、書く速さなど）。

第14回　第５学年と第６学年の書写指導（５）
毛筆と硬筆の姿勢再度確認・筆記具の持ち方の確認・いろいろな筆
記具の特性の理解・学習の進め方を考える（書写で培った知識や技
能を、日常生活の文字を書く場面に生かすこと）。学んだことを生か
して、作品を作ろうと発表展示評価。

第15回　第５学年と第６学年の書写指導（６）
第５・６学年の書写指導のまとめの模擬授業とその評価及び検討。

６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
やむを得ず欠席する場合は、前回の補助プリントなどに自己学習して、次
回の授業に支障のない状態で臨んでください。

講義コード（Course Code） 268080N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-268080

授 業 名（Course Title） 教職専門ゼミナール
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 藤本　陽三
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 授業で資料プリントを配布する。
参考文献（References） 授業において指示する。
備 考（Note）

１．科目の教育目標（Course Description）
本講義は文献の講読を通して、教員として必要な資質や知識を身につけるこ
とを目標とする。教育現場において教員は教育に関わる法規に則り、その
職責の遂行に努めなければならない。また、保育園、幼稚園、小学校、中
学校等、他校種間での連携、家庭・地域との連携のあり方等を始めとする
様々な教育の今日的課題について理解し、日々実践することが求められる。 
　そこで本講義では、教育法規に関する知識、及び 教育の今日的課題につ
いての知識を身につけることを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・ 教育六法をはじめとする教育法規の通読と考察 
・ 西洋教育史、日本教育史についての理解と考察 　
・ 教育の今日的課題に関する考察と小論文作成
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキストを用いて講義を行う。小グループでの討論も必要に応じて行う。後
半では教育の今日的課題についての考察をもとに小論文を作成、知識の定
着をはかる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
事前に配布する文献資料を精読し、理解を深めておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
成績は授業参加度（３０％）、小論文（４０％）、最終レポート（３０％）に
よって総合的に判断する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション　教職に必要な教養とは何か
第２回　日本国憲法と教育基本法についての理解
第３回　学校教育法および学校教育法施行令、学校教育法施行規則につ

いての理解
第４回　教育公務員特例法,教育職員免許法,学校保健法および学校図書

館法についての理解
第５回　教育行政、教育福祉および人権に関する法規等についての理解
第６回　西洋教育史についての理解
第７回　日本教育史についての理解
第８回　教育の今日的課題についての考察（1）　他校種間、家庭・地域

との連携
第９回　教育の今日的課題についての考察（2）　人権教育
第10回　教育の今日的課題についての考察（3）　特別支援教育他
第11回　教育の今日的課題についての考察（4）　キャリア教育他
第12回　小論文（教育の今日的課題について…他校種間、家庭・地域と

の連携）作成
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講義コード（Course Code） 269013M0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269013

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 住本　純
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269013O0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269013

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 空間　美智子
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269013P0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269013

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 高井　直美
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269013R0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269013

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 廣瀬　直哉
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269013S0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269013

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 松島　るみ
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269013T0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269013

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 三好　智子
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269013G0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269013

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 河瀬　雅紀
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269013H0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269013

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 工藤　哲夫
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269013I0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269013

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 古庵　晶子
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269013J0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269013

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 神月　紀輔
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269013K0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269013

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 薦田　未央
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269013L0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269013

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 佐藤　睦子
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定



─ 390 ─

講義コード（Course Code） 269014C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269014

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 大西　慎也
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269014D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269014

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 小川　博士
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269014E0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269014

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 尾崎　仁美
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269014G0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269014

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 河瀬　雅紀
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269014H0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269014

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 工藤　哲夫
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269013U0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269013

授 業 名（Course Title） 卒業研究
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） －時間
担 当 者（Instructor） 向山　泰代
単 位 数（Credits） 8
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　心理学部における４年間の学習の集大成として、各自が知的興味をもっ
た専門領域を深め、そのテーマに沿った卒業論文を作成する。
１．研究テーマの妥当性について説明できる
２．研究テーマにそって研究を適切に遂行できる
３．研究結果を適切に考察することができる
４．卒業論文の内容について適切に議論ができる
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
各自が卒業研究として取り上げたテーマに関連する諸理論と諸知見を深く
理解し、考察し、自身の論をまとめ、決められた様式にそって論文として、
他者に理解できるように記述する。
１．研究テーマの独創性、意義、目的などについて、先行研究を引用しな
がら説明できる
２．研究の目的にそって、データの収集方法、データの分析方法などを適
切に設定し遂行することができる。
３．倫理的問題に適切に対処することができる。
４．得られた結果に対して、他の研究とも比較し、適切に解釈し、論理的
に考察することができる。
５．決められた様式（表紙、本文、要約、引用文献など）にしたがって論
文をまとめることができる。
６．図や表を適切に使用することができる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
各ゼミ別に個別指導を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業時間以外の学習が重要である。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
120時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
１．卒業論文の内容および完成度、口頭試問の内容に基づき、総合的に評
価する。
２．評価のポイントは、関連文献の検討が十分であるか、テーマと研究計
画がうまく対応しているか、収集したデータの処理が適切か、結果と考察
が対応しているか、論理的かつ客観的に記述されているか、他者に理解さ
れるように表現できているか、独創性と発展性のある研究であるか、など
である。詳細は手引きを確認すること。
５．留意事項（Other Information）
１．卒業論文関連の日程については、学生便覧と掲示を参照すること。
２．配布される「卒業論文作成の手引き」を熟読すること。
３．大学院進学にあたっては、いずれの大学においても卒業論文の内容が
重視される。

講義コード（Course Code） 269014A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269014

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 伊藤　一美
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定
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講義コード（Course Code） 269014O0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269014

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 空間　美智子
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269014P0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269014

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 高井　直美
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269014Q0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269014

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 田中　誉樹
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269014R0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269014

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 廣瀬　直哉
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269014S0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269014

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 松島　るみ
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269014I0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269014

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 古庵　晶子
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269014J0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269014

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 神月　紀輔
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269014K0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269014

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 薦田　未央
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269014L0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269014

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 佐藤　睦子
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269014M0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269014

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 住本　純
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定
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７．留意事項（Other Information）
水曜日４講時、出席必須

講義コード（Course Code） 269015A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269015

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 伊藤　一美
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269015B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269015

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 上田　恵津子
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269015C0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269015

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 大西　慎也
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269015D0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269015

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 小川　博士
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269015E0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269015

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 尾崎　仁美
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269014T0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269014

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 三好　智子
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269014U0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269014

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 向山　泰代
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269014V0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269014

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 村松　朋子
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 3（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　基礎科目や専門科目で得られた知識を踏まえ、より深く学ぶために少人
数のゼミ別に各専門分野の研究法を習得する。基礎文献の探索と理解、実
験法・調査法・観察法の基礎事項の学習など、その分野の特徴を活かした
授業により、卒業論文作成のための研究へとつなげていく。
１．研究テーマを設定することができる
２．研究テーマにそった研究方法を計画することができる
３．研究テーマおよび研究方法について適切に議論することができる
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．心理学のどの領域を卒業研究として深めていくのかをまとめる。
２．各領域の基礎理論や知見を深く理解する。
３．研究論文の読み方・書き方を習得する。
４．各自の研究計画を組み立てる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．ゼミに分属し、ゼミ担当教員（指導教員）の指導内容を身につけてい
く。
２．受講者が発表し互いに討論する演習形式、講義形式、実習形式が含ま
れる。
３．自分の問題意識をもって学習する自主性と意欲が望まれる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．発表者は十分な準備をする。
２．他者の発表を聞いて、自身の学習に役立てるよう心がける。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
120時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度、発表のしかた、資料の作り方、質疑応答、レポート課題など
を総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）
各担当教員から個別に指示する。
６．定期試験（Final Exam）
なし
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講義コード（Course Code） 269015L0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269015

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 佐藤　睦子
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269015M0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269015

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 住本　純
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269015O0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269015

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 空間　美智子
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269015P0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269015

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 高井　直美
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269015R0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269015

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 廣瀬　直哉
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269015G0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269015

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 河瀬　雅紀
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269015H0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269015

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 工藤　哲夫
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269015I0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269015

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 古庵　晶子
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269015J0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269015

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 神月　紀輔
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269015K0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269015

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 薦田　未央
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定
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講義コード（Course Code） 800010N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3000-800010, 2000-268056

授 業 名（Course Title） 教師論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 辻　敦子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『「教育と人間」を語り直す―教育研究への
いざない』　皇紀夫（編著）　ミネルヴァ
書房　2012年
皇紀夫（編著）『「教育と人間」を語り直
す―教育研究へのいざない』ミネルヴァ
書房、2012年

参考文献（References） 授業内で適宜提示する。

備 考（Note） 人間文化学部・生活福祉文化学部対象ク
ラス

１．科目の教育目標（Course Description）
①教師の仕事の使命やその意義、そして教師が働く場である「学校」の特性
を理解し、②教師が学校現場で直面している問題について学ぶことで、③
教職に就いた際に自らの仕事を反省する土台を形成する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

「教育」や「学校」については、誰でも何かしら語ることができる。それは、
誰もが何らかの形で教育を経験してきたからだ。では、教師を教育の「専
門家」たらしめるものはいったい何なのだろうか。この「何か」には、知
識の蓄積では測りきれないものが関わっているのではないか。このような
問いの下で、教職固有の使命や課題、現代的な困難や求められる素養など
について考え、教職を目指して学習する際に何が必要であるのかを理解し
ていく。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
教師であり続ける土台を築くために、学校や教師、さらには教育関係など
について学ぶ。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
次回に向けて授業を通して考えたことを書いて表現する準備をするととも
に、教師という職業の専門性を問い直すという観点から、自らの教育観を
練り上げていく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
毎回の授業への取り組み（「コミュニケーション・ペーパー」の提出やグ
ループワーク）50%
期末レポート50%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション―授業の概要と評価について
第２回　「学び」の体験について語ってみる
第３回　先輩の「とまどい」に耳を傾けてみる
第４回　教師という職業―服務規程・身分保障・研修
第５回　教師の仕事の場である「近代的学校」の歴史
第６回　人間形成の場としての「学校」
第７回　教育と国家
第８回　教育の「公共性」
第９回　教師が直面する問題①学級と教師
第10回　教師が直面する問題②生徒と教師
第11回　教師が直面する問題③ディスカッション
第12回　「教え―学ぶ」関係の生起
第13回　教育における「他者」とは誰か
第14回　学び続ける教師―キャリアと研修
第15回　まとめ―教師になること、教師であり続けること
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 269015S0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269015

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 松島　るみ
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269015T0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269015

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 三好　智子
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

講義コード（Course Code） 269015U0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 2000-269015

授 業 名（Course Title） 心理学演習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 120時間
担 当 者（Instructor） 向山　泰代
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修　クラス指定

１．科目の教育目標（Course Description）
　心理学演習Ⅰで学習した内容を踏まえ、卒業論文の作成に取り組む。基
礎文献の探索と理解及びまとめ、実験法・調査法・観察法の基礎事項の学
習と実施、収集したデータの分析と考察など、その分野の特徴を活かした
個別指導により、卒業論文の完成を目指す。
１．適切に研究を遂行することができる
２．卒業論文を執筆することができる
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．卒業研究に熱意をもって取り組む
２．関連文献を精読する
３．計画した研究方法に従って適切にデータを収集し、研究を実施する
４．得られたデータを適切に分析する
５．研究結果を先行研究とも比較し、論理的に考察する
３．教育・学習の方法（Course Methods）
ゼミ別に個別指導を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業時間以外の学習活動が重要である。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
120時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度、卒業研究に取り組む熱意や態度を総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）
各担当教員から個別に指示する。
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
１．各ゼミごとに曜日・講時を設定する。出席必須。
２．卒業論文関連の日程については、学生便覧と掲示を参照すること。
３．配布される「卒業論文作成の手引き」を熟読すること。
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講義コード（Course Code） 800013B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3000-800013, 2000-265029

授 業 名（Course Title）
教育社会学Ｂ
学校をめぐる諸問題の実態とその背
景にあるメカニズムを理解する

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 原　清治
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『増補版教育の比較社会学』　原清治他　学
文社　2008年
2008年に改訂された増補版をテキストと
して用いるため、購入時は注意すること。

参考文献（References） 適宜、指示する。

備 考（Note）
隔年開講2 （Ａ）心理学部対象クラス（Ｂ）
人間文化学部・生活福祉文化学部対象ク
ラス

１．科目の教育目標（Course Description）
高度に大衆化した現代の学校教育は，表面上は教育の機会を拡大し社会の
平等化を推進したが，その反面，いじめや不登校，学級崩壊などのさまざ
まな教育病理も生み出してしまった。それを解決するための施策が，ここ
数年にわたって，教育改革として次々に展開されている。
本講では，こうした現代の学校の諸相とそれを取りまく社会に視点を求め，
その相互メカニズムを社会学的に明らかにしていくことを目的とする。そ
の際にキーワードとなるのは，「学歴社会」「学力問題」「いじめ」「教育改
革」「教育階層と教育」「若年未就労者と教育」などである。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
教育社会学は、現代社会の変化と、それに伴って変動する学校世界との因
果関係を明確にすることを目的とした学問領域である。したがって、本講
の目的は以下の３点となる。
１．教育と社会の因果関係について理解する視点をもつ。
２．実証的な調査データにもとづいて分析する方法論を身につける。
３．現状を正確に理解した上で、それをどのような方向へ転換すればよい
のかの視点を身につける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキストによる講義形式を原則とするが，学生とのツーウェイによる討論
も毎回おこなう予定である。
原則として出席を重視する。また，コンテクストごとに期限厳守で小レポー
トを課す場合がある。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
教育と社会との関連について学習するため、「学歴社会」「学力問題」「いじ
め」「教育改革」「教育階層」「若年未就労者」等の用語については、新聞や
インターネット等を参考にしながらその事柄について理解しておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
試験60％
授業内課題40％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　教育社会学とは何か，イントロダクション
第２回　学校をとりまくさまざまな問題
第３回　いじめ問題のとらえ方
第４回　学歴社会とは何か
第５回　学歴社会への批判と考察
第６回　学力低下論の構造
第７回　力低下論の構造
第８回　学力低下の解釈をめぐって
第９回　教育改革を考える　日本の教育改革
第10回　教育改革を考える　アメリカの教育改革
第11回　教育改革を考える　イギリスの教育改革
第12回　教育のあり方を問う　学校病理からみる
第13回　教育のあり方を問う　フリーター・ニート問題からみる
第14回　教育のあり方を問う　学力問題からみる
第15回　試験とまとめ，教育改革のパラダイム
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
講義計画は受講生の状況により予定を変更することもある。実習などで長
期に欠席する場合は単位修得に影響するので事前に報告すること。

講義コード（Course Code） 800012N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3000-800012

授 業 名（Course Title） 発達と学習の教育心理
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 畠山　寛
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『Next　教科書シリーズ　発達と学習』　
内藤佳津雄・北村世都・市川優一郎　編　 
弘文堂　2016
内藤・北村・市川編（2016）　Next 教科
書シリーズ　発達と学習．弘文堂

参考文献（References）

備 考（Note） 障害のある幼児、児童及び生徒の心身の
発達及び学習の過程を含む 中高必修 

１．科目の教育目標（Course Description）
　教育活動における心理学的理解は重要である。教授方法や学習理論、あ
るいは、教育の対象である児童・生徒の理解がなければ、適切で効果的な
教育活動は行えない。 　この科目では、学習心理学、発達心理学、社会心
理学の基礎的な知見の紹介にとどまらず、教育に活かす方法について講義
することによって、適切で効果的な教育活動について理解することを目標
にする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．教育に関する心理学的法則
２．教育の対象である児童・生徒の心身の発達、及び、障害等の理解
３．効果的な教育活動
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1.授業は講義形式・演習形式で行う。
2.適宜必要なプリントなどを配布する。 
3.必要に応じてパワーポイント、ビデオなどを使用する。
4.毎授業開始時に、前回の授業内容の理解度テストを行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．各回の授業終了時に、次週の学習に向けての課題・指示を与える。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
成績は，形成テスト（50％），理解度テスト（30％），レポート課題（20％）
を総合したものから，授業中のスマホ利用等で減点した点数とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　教育心理学とは何か？教育心理学の役割・意義について
第２回　発達の理解
第３回　知性・認知の発達：ピアジェの発達理論
第４回　社会性の発達：愛着，道徳性の発達
第５回　青年期の発達：自我同一性
第６回　学習の理論：古典的条件付け，オペラント条件付け
第７回　学習の理論：潜在学習，洞察学習
第８回　認知と学習：記憶
第９回　学習理論の教育への応用
第10回　動機づけ：達成動機，学生無力感
第11回　知能：知能の理論
第12回　教育評価：評価の方法
第13回　発達障害の理解：理解と支援
第14回　形成テスト
第15回　まとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
1.授業で配布する資料の予備は保管しません。
2.携帯電話，スマートフォンの電源を切り，鞄の中にしまうこと。
3.水，お茶以外の飲食については禁止します。
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第14回　教育課程と社会：近代学校批判
第15回　まとめ：振り返りと展望
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業内で適宜指示する。その他、授業で扱うテーマについて問題意識を持
ち、自分なりに探究を行い、授業でのディスカッションに生かしてほしい。

講義コード（Course Code） 800019B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3000-800019

授 業 名（Course Title） 道徳の指導法Ｂ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 辻　敦子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『道徳教育を考える―多様な声に応答す
るために』　岡部美香・谷村千絵（編著）　
法律文化社　2012年
『中学校学習指導要領解説 道徳教育編』　
文部科学省　
岡部美香・谷村千絵（編著）『道徳教育を
考える―多様な声に応答するために』法
律文化社、2012年
文部科学省『中学校学習指導要領解説 道
徳教育編』

参考文献（References） 授業内で適宜提示する。
備 考（Note） 心理学部対象クラス（小のみ）

１．科目の教育目標（Course Description）
①道徳教育に関する基礎理論や歴史を学ぶとともに、②中等学校における
道徳教育の基本的な指導力を培う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
道徳教育の理論や歴史を含む理論的側面と、具体的な授業の実践例や指導
案の作成法を含む実践的側面の両面を踏まえた、道徳教育に関する総合的
な知識を身につけることを目指す。時に「当たり前」や「あるべき姿」を
一方的に押し付けるものとして疎まれることもある道徳教育について、「道
徳」とは何かという根本的な問いにまで遡りながら学んでいく。
３．教育・学習の方法（Course Methods）

「道徳」について、また、道徳を学校で教え-学ぶということについて自ら
問い・考えるために、理論・歴史・実践例などを学ぶ。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
次回に向けて、授業を通して考えたことを書いて表現する準備をするととも
に、各種メディアにおける道徳教育の取り上げ方に日ごろから注視し、自
らの考察を深める手がかりとする。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
毎回の授業への取り組み（「コミュニケーション・ペーパー」の提出やグ
ループワーク）70%
期末テスト30%
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション―授業の概要と評価について
第２回　道徳教育の基礎①「道徳」を教えることはできるのか
第３回　道徳教育の基礎②学校における道徳教育
第４回　道徳教育の歴史①戦前の道徳教育
第５回　道徳教育の歴史②戦後から現在の道徳教育
第６回　発達理論から見る道徳①青年期の課題
第７回　発達理論から見る道徳②青年期の現状
第８回　道徳をめぐる問い①他者
第９回　道徳をめぐる問い②公共性
第10回　道徳教育の指導方法
第11回　道徳教育の指導計画
第12回　道徳教育のメディア
第13回　道徳教育の実践①学習指導案の作成
第14回　道徳教育の実践②授業の展開と評価
第15回　テストとフィードバック
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 800014N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3000-800014

授 業 名（Course Title）
教育課程論
グローバル化社会における学校教育
のあり方を考えよう

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 福嶋　祐貴
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『新しい時代の教育課程　第3版』　田中
耕治ほか　有斐閣アルマ　2011年
授業では、テキストおよび配布プリント
を使用する。各回のテーマに沿った参考
書は授業中に紹介する。

参考文献（References）

『よくわかる教育課程』　田中耕治編　ミ
ネルヴァ書房　2009年
中学校学習指導要領（解説あるいは本文）
高等学校学習指導要領（解説あるいは本
文）
上記2点は、文部科学省のHPでも公開さ
れている。紙媒体が必要な場合は購入を
薦める。

備 考（Note） 必修　中高専用科目

１．科目の教育目標（Course Description）
教育課程の編成に関する基本的な概念・原理を理解し、日本における教育
課程の歴史的変遷や諸外国のカリキュラム改革の遺産に学びつつ、近年の
教育課程改革をめぐる課題について論じることができる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
教育課程の編成に関する基礎的な理論と具体的な方法を理解することをめ
ざす。
具体的には、次の3点を主な内容として取り上げる。
　　1．教育課程とは何か、教育課程の編成原理と類型、領域論
　　2．日本における教育課程の歴史的変遷・現状と課題
　　3．教育課程改革に関する近年の動向
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・テキストおよび配布プリントに沿った講義に加え、具体的な教材やワー
クシートなどを使った作業、グループワークも取り入れる。
・授業中に必要な資料をプリントとして配布する。また、参考書は授業の
中で適宜紹介する。
・興味や関心を持った課題については、それらをもとに積極的に追究して
ほしい。
・毎時間、一枚ポートフォリオにコメントを書いて提出してもらう。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・配布プリントは毎回持ってくること。
・一枚ポートフォリオは毎回の授業の最後に回収し、翌週の授業開始時に
するので、資料と一緒に蓄積し、自分の学習履歴として活用してほしい。
・毎回、テキストの対応箇所は指定するので、該当部分は事前に読み、わ
からない用語にはチェックを入れておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）

（１）平常点（50％）
一枚ポートフォリオおよび講義中に作成してもらったワークシートなどの
提出を求め、成績に反映させる。提出がない場合や、無記入、ないし十分
な思考の形跡が窺えない場合などは減点対象とする。

（２）期末レポート（50％）
講義中に扱った内容をもとにした課題を課し、執筆してもらう。課題は中
盤に発表する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　イントロダクション：次期学習指導要領の概要
第２回　教育課程とは何か：定義・次元・側面
第３回　教育課程の編成原理①：経験主義
第４回　教育課程の編成原理②：系統主義
第５回　教育課程の構造（領域論）①：学力とモラルの問題
第６回　教育課程の構造（領域論）②：総合的な学習の時間
第７回　日本の教育課程改革史①：明治期・大正期・国民学校期
第８回　日本の教育課程改革史②：戦後学習指導要領の変遷
第９回　教育課程の評価①：学力調査と学力実態
第10回　教育課程の評価②：カリキュラム・マネジメント
第11回　教育課程の現代的課題①：いのちの教育
第12回　教育課程の現代的課題②：メディア・リテラシーの教育
第13回　諸外国における教育課程改革
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７．留意事項（Other Information）
　「為すことによって学ぶ」という特別活動の指導原理に基づいて、講義中
のグループワーク、実習にも主体的・意欲的に参加すること。なお、欠席5
日以上は、原則として評価対象外とする。

講義コード（Course Code） 800021N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3000-800021

授 業 名（Course Title）
教育の方法及び技術
学習者を主体とする授業設計のため
に

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 東郷　多津
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 教えるから学ぶへの変革[電子書籍,Kindle]
（学習開発研究所）2014

参考文献（References）

『新しい教育の方法と技術』　篠原正典、
宮寺晃夫編著　ミネルヴァ書房　2012
『学習ガイドブック教育の技術と方法　
チームによる問題解決のために』　西之園
晴夫編著　ミネルヴァ書房　
『学習ガイドブックー「教える」から「学
ぶ」への変革』（学習開発研究所）2014　
http://www.u-manabi.org/nc2/htdocs/

備 考（Note） 情報機器及び教材の活用を含む 中高必修 

１．科目の教育目標（Course Description）
歴史的な流れを踏まえつつ、教育方法の意義を知ることを目指します。そ
のうえで、学習者の「学び」に着目し、それを促進する教科・道徳・特別
活動・総合的な学習の時間における指導の方法と技術およびその評価の方
法を、クラスメイトとの協働を通して習得し、実践に役立てられるように
理解を深めます。同時にさまざまなICTの特性とその使用方法についても
理解を深めます。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.教育方法の基本原理がわかる。
2.主体的な学習についてわかる。
3.主体的な学習を実現する授業構成がわかり、その指導技術を身につける。
4.情報通信機器（ICT）と教材の活用方法について提案できる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
演習を中心として授業を展開します。学生のみなさんは教師役と生徒役の
両者を体験することにより、教師主導に偏らない学習指導方法の習得を目
指します。演習中はクラス全体が「学習する組織」として機能するよう活
発な意見交換が求められます。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回該当する章や参考文献を読んで、お互いに議論や質問できる状態になっ
ていること
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
25時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）

〔授業中の参加度　30%、発表　30%、課題レポート　40%〕の3観点をもと
に、教員が総合的に判断し、評価します。評価方法は最初に提示しますの
で、各自到達目標をめざして計画的に学習を進めてください。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　講義の概要とアイスブレーキング、チーム学習の約束と役割分
担

第２回　学ぶ意味の再考－「教えられる」から「主体的に学ぶ」への変
換（目標２）

第３回　主体的な学習を知る－授業として取り上げるテーマを決めて
「学ぶ意味」「学ぶ活動」「学ぶ内容」と「学習成果」の視点から－
（目標２）

第４回　ICT（情報通信機器）と教材の活用と技術（目標４）
※実際の中高等学校に出向く校外学習を予定しています。

第５回　教育史上での主体的な教育－ネット検索と共有（目標１、４）
第６回　海外での主体的な学習実践事例－ネット検索と共有（目標１、

４）
第７回　教育改革に対する国際的な動向－ネット検索と共有（目標１、

４）
第８回　主体的な学習を実現する授業構成及び指導案解説（目標３）
第９回　自分の授業観について－国内外の教育学史上にある教育者の思

想と教育方法紹介を通して（目標１、３、４）
第10回　授業と評価方法－主体的な学習を実現する授業の評価とは（目

標２）
第11回　実施する授業の全体構成完成と、マイクロ模擬授業の実施準備

講義コード（Course Code） 800020B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3000-800020

授 業 名（Course Title）
特別活動の指導法Ｂ

「よりよい生活・よりよい人間関係を
築こうとする態度」を育む特別活動

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 松田　修
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『特別活動の理論と実践（改訂版）』　中
園大三郎・松田修他２名　学術研究出版　
2016年
テキストならびに講義の中に配布する資
料

参考文献（References）

『中学校学習指導要領解説　特別活動編　』　
文部科学省　ぎょうせい　2008年
『よりよい人間関係を築く特別活動』　杉
田　洋　図書文化　2009年
『特別活動と人間形成』　山口　満　学文
社　2011年

備 考（Note） 心理学部対象クラス（小のみ）

１．科目の教育目標（Course Description）
　近年、子ども達を取り巻く社会の状況は急激に変化してきている。少子
化、都市化、情報化、核家族化や地域社会における人間関係の希薄化など
が進む中で、子どもたちが社会性、自主性などを身に付ける機会は激減し
ている。そのため、望ましい集団活動を通して人格の調和的な発達を図り、
健全な社会生活を営む上で必要な資質を養うことを目標とする特別活動は、
一層重要視されている。
　本科目では、特別活動の目標を具現化する理論や実践を明らかにし、特
別活動の教育的意義を踏まえた実践的な指導力をつける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．学校教育における特別活動の位置づけとその意義
２．子ども達の現状と特別活動の特質
３．特別活動の変遷と今日的意義
４．特別活動の内容とその具体的な活動内容
５．特別活動の指導計画
６．特別活動と人間形成
７．特別活動と道徳
８．特別活動と学級経営
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　一方的な講義に終始するのではなく、話し合いや実践活動などを織り交
ぜながら、特別活動の大切さを共に追究していく。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　児童・生徒の現状と問題に関心を持ち、その要因と対策、解決への道筋
などを教育課題として主体的に考えて授業に臨むこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　長文レポート６０％　日常の評価（実習・日常の役割分担）２０％　課
題提出２０％により総合的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　開講にあたって　人間形成と特別活動
第２回　特別活動の歴史的変遷
第３回　特別活動の指導原理・教育的意義
第４回　学級活動（1）　学級活動（ホームルーム活動）の目標・内容
第５回　学級活動（2）　学級活動（ホームルーム活動）の全体計画・年

間指導計画
第６回　学級活動（3）　学級活動（ホームルーム活動）「話合い活動」指

導案の作成
第７回　学級活動（4）　学級活動（ホームルーム活動）「話合い活動」の

実習
第８回　学級活動（5）　学級活動「集会活動」の実習
第９回　生徒会活動の目標・内容・年間指導計画
第10回　部活動・クラブ活動と人間形成
第11回　学校行事の目標・内容・指導上の留意点
第12回　特別活動と「特別の教科　道徳」との関連　
第13回　特別活動とキャリア教育
第14回　特別活動と学級経営
第15回　特別活動の指導法のまとめ
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
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第４回　思春期・青年期の心理と生徒指導・進路指導
第５回　生徒指導に生かす学校カウンセリングの進め方－解決志向アプ

ローチの視点から－
第６回　進路指導に生かす学校カウンセリングの進め方－ピア・サポー

トの視点から－
第７回　我が国のいじめの現状とその理解
第８回　ＳＮＳ等によるいじめの現状とその対応
第９回　我が国の不登校の現状とその対応
第10回　我が国のひきこもりの現状とその対応
第11回　特別な支援を要する生徒への理解とその対応
第12回　生徒同士のもめごと問題への理解とその対応
第13回　学校における進路指導の方法
第14回　学校における進路指導体制
第15回　学校における進路指導上の課題とその対応
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
生徒指導・進路指導に関する知識の獲得、演習によるスキルの獲得、感受
性の開発の３つをキーワードに進めます。講義中心からできる限り演習を
取り入れた授業を展開します。生徒指導・進路指導に関して多様な視点か
ら的確に対応できる基礎能力の育成を目指します。課題意識を持っての受
講を期待します。

講義コード（Course Code） 800023N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3000-800023

授 業 名（Course Title） 教育相談の理論及び方法
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 山本　健治
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（後期集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 特になし

参考文献（References）
『よくわかる教育相談』　春日井敏之・伊
藤美奈子編　ミネルヴァ書房　２０１１
『学校カウンセリングの考え方・進め方』　
樺澤徹二　金子書房　２００３

備 考（Note） カウンセリングに関する基礎的な知識を
含む 中高必修

１．科目の教育目標（Course Description）
不登校、いじめ問題等、学校教育現場には児童生徒が抱える様々な課題が
山積している。そこであらためて教育相談の重要性を認識し、その理論や
技法を学ぶことを通してこれらの問題行動や抱える発達課題についての理
解を深めることを目指す。また、児童生徒への関わり方はもとより、保護
者やスクールカウンセラー等との連携の在り方について学ぶことをねらい
とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　１．教育相談の基礎（意味と意義）を知る。
　２．カウンセリングの理論・技法を知る。  
　３．様々な問題の理解と対応を学ぶ。
　４・ロールプレイング体験を通しての実践力を身につける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　資料、VTR等を活用しながら、より具体的に学習ができるように工夫す
る。また、ロールプレイングや紙上応答訓練等の演習も取り入れ、実践的
な学びも体験する。また、あわせて適宜ミニレポートを求め、授業で学ん
だことから、考察する機会を取り入れる予定である。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
講義に際し、具体的な事例を扱うが、その際には事前に事例と事例考察記
入用紙を配付するので、事例を熟読し考察記入用紙に自らの考えを記入し
た上で、授業時に持参すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　定期テストにかわるレポート（５０％）、授業の参加度（３０％）及び平
常評価（２０％）で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　学校における教育相談とは
第２回　カウンセリングとは
第３回　来談者中心療法の考え方
第４回　精神分析的カウンセリングの考え方
第５回　行動療法の考え方
第６回　ロールプレイングⅠ（聴き方）
第７回　紙上応答訓練（事例）

（目標３）
第12回　各グループでマイクロ模擬授業を実施－記録、分析、授業案を

再構成（目標３
第13回　授業分析と再設計１－PDCAモデルと渦巻成長モデルの特性理

解と応用（目標１
第14回　授業分析と再設計２－ MACITOモデルの特性理解と応用（目

標１、３）
第15回　最終報告書の紹介－レポート提出準備
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
　遅刻は授業の進行の妨げとなるため、10分以上の遅刻は欠席とします。
　授業中は積極的な参加が求められます。全員に意見を求めますので、必
ず指定された予習や課題を行って授業に臨んでください。
　また、実習等でやむを得ず欠席する場合は、欠席した箇所のテキストを
読んで、レポートにまとめて提出してください。

講義コード（Course Code） 800022N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3000-800022

授 業 名（Course Title） 生徒指導･進路指導の理論及
び方法

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 池島　徳大
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（集中）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『ピア・サポートによるトラブル・けんか
解決法！－指導用ビデオと指導案ですぐ
できるピア・メディエーションとクラス
づくり』　池島徳大監修・他著　ほんの森
出版　2011

参考文献（References）

『図説生徒指導と教育臨床』　秋山俊夫監
修　北大路書房　1993
『いじめ解決への教育的支援』　池島徳大　
日本教育新聞社　1997
『学校カウンセリングの理論と実践』　佐
藤修策総監修、池島徳大他著　ナカニシ
ヤ出版　2007
必要に応じて資料を配布する。

備 考（Note） 中高必修

１．科目の教育目標（Course Description）
　本授業では、すべての生徒の健全な発達を促す視点から、思春期・青年
期の心理に触れながら、生徒指導及び進路指導の理論と方法について、講
義と演習を織り混ぜて行う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１.生徒指導・進路指導の理論と方法が分かる。
２.思春期・青年期の心理と多様な生徒理解の方法が分かる。
３.いじめ・不登校など学校で生起する生徒指導上の諸問題への対応と方法
が分かる。
４．生徒指導・進路指導における学校カウンセリングの意義と方法が分か
る。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
上記１については、講義とワーク形式で進める。２については、適宜、関連
する文献及び資料を参照しながらワーク形式で進める。３については、いじ
めや不登校、ひきこもりの指導事例を提示し、各自の意見を発表すること
を通して理解を深める。４については、講義と演習を取り入れて行う。最
後は、まとめとしてレポートを課す。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
生徒指導・進路指導に関して、up-to-dateな問題も取り上げるので、課題意
識を持っての受講を期待します。そのため、本講義と関わる書籍や文献を
読んでおいてください。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
おおよそ以下の割合で評価を行う。
①まとめのレポートにて、学習内容に関する知識・理解の定着度をみる。

（評価割合60％）②生徒指導・進路指導に関する意欲・態度の評価を以下で
行う。・「感想ノート」の提出（評価割合15％）・生徒指導に関するレポート
の提出２回＜課題は、講義中に提示＞（評価割合25％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　生徒指導と進路指導の原理
第３回　生徒指導・進路指導と教育課程
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幼稚園（特別講師）
第13回　教育実習に当たっての最終確認及び心構え等
第14回　教育実習事後指導：実習で学んだことをグループで話し合う、

報告書の書き方等も含む
第15回　教育実習事後指導：実習における問題点の整理、討論
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
１．教育実習、事前事後指導の両科目の授業内容は、教師として必要最小
限の知識・技能・心構え等を集約したものである。それらの学習が不十分
であれば、実習に臨むにあたり大きな不安を抱くことになる。実習生を受
け入れてくれる多くの学校は、指導教員は後進の教師を育てるために協力
と努力をしてくれている。教職の仕事は高度な専門的能力が要求されるた
め、失敗ややり直しの許されないものであるということを実習生自ら自覚
し、謙虚に熱心に授業に取り組む心がけが必要である。  
２．このような理由から、両科目とも皆出席が要求され、病欠には診断書
が必要とされている。また、就職活動、スポーツ・文化クラブ活動、私用
による欠席は認められていない。 　
３．２つの科目は一体となって「教育実習」を遂行するため、一方が不合
格のときは両方が不合格となる。
※日程は、原則として月、火５講時、土３－４講時に行う。ただし事後指
導、実習報告会あり。

講義コード（Course Code） 800025B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3000-800025

授 業 名（Course Title） 教育実習事前事後指導Ｂ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間

担 当 者（Instructor） 辻　敦子. 加藤　佐千子. 橘堂　弘文. 
堀　勝博

単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 4（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）

備 考（Note） 集中　必修　教育実習と同一年度に履修
すること

１．科目の教育目標（Course Description）
「教育実習事前・事後指導」は、教育実習の事前と事後に行う教育実習に関
する指導を通して、教育実習の目的達成をより確かのものとするために行
う。そのため「事前指導」では、大学での教育と教育実習との間の距離を
可能な限り埋め、教育実習に抵抗感なく臨めるようにするため、実習に際
して必要不可欠な基礎的・基本的な事柄を確実に身につけることをめざす。

「事後指導」では、教育実習での学び、体験、反省をもとに、実習前の自己
の教育観、学校観、生徒観との比較、整理を行い、教職への意義を高める
ことを目的とする。また、今後の学校教育や教師の課題を認識するととも
に、自らの学習や研究課題に役立てることをめざす。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1.教育実習の意義・心構えを理解する。
2.実習に意欲的に取り組もうとする意識を持つ。
3.特別支援教育・人権教育について理解する。
4.記録や参観の意義、方法がわかる。
5.実習を振り返り客観的に自己を見つめる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義、演習形式および特別講師による講義により行う。
事後指導は、個別指導、全体学習および、報告会での発表形式により行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
教育実習に行くための自覚を持つこと。 
各教科の教材研究や資料の準備を常に心がけること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
１５時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
＜評価基準＞
実習における意義や心構えを理解し、意欲的な態度であったか
指導案の書き方、基本的な事柄が理解できたか
実習を振り返り、客観的に自己を見つめることができたか
＜評価方法＞
記録・レポートの内容（50％）
発表内容・態度（50％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　教育実習オリエンテーション、実習の手続き、評価の観点
第２回　教育実習の意義、内容、心構えと自覚、服装、授業の予習・復

習、礼儀、実習日誌の書き方

第８回　不登校の理解と対応
第９回　家庭内暴力の理解とその対応
第10回　神経症的な問題の理解とその対応
第11回　いじめ問題の理解とその対応
第12回　反社会的な行動の理解とその対応
第13回　発達障害の理解とその支援
第14回　教員とスクールカウンセラーとの連携
第15回　保護者支援と関係機関との連携・総括
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 800025A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3000-800025

授 業 名（Course Title） 教育実習事前事後指導Ａ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間

担 当 者（Instructor）
神月　紀輔. 大西　慎也. 小川　博士. 
工藤　哲夫. 古庵　晶子. 住本　純. 
藤本　陽三

単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 4（通年）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）

備 考（Note） 集中　必修　教育実習と同一年度に履修
すること

１．科目の教育目標（Course Description）
　教育実習を有効かつ円滑に行い、実りあるものにするため、事前指導に
おいては、実習に際して必要不可欠な基礎的・基本的な事柄や、心構えを
確実に身につけることをめざす。さらに事後指導においては、実習を通し
て学んだ成果や反省をもとに、今後の自己の学習の方向づけを援助するこ
とをめざす。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　実習の意義をよく理解すること。教育に関する知識や技能を教育の場で
再構成できるよう準備すること。実習体験を、今後の自己の教育に活かす
よう心掛けること。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．事前事後指導
　事前指導にあっては、教育実習に当たって必要な事柄を理解し、教育実習
の心構え等を学ぶ。事後指導においては、教育実習の報告反省会、レポー
ト提出等を行う。 　
２．文献、参考資料等はその都度配布する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
各教科・保育の指導法で学んだ内容を復習しておくこと。

事前に配布された資料には目を通しておき、わからない言葉などは辞書や
これまでの使用したテキストなどを用いて、明確にしておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
10時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　レポート、日常の意欲、態度、成果によって評価する。なお、原則とし
て欠席は認めないので、注意すること。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　教育実習オリエンテーション・教育実習の意義、内容、目的、
実習手続、評価の観点

第２回　教育実習の具体的な内容と心構え：心構えと自覚、服装、授業
の予習復習、礼儀等

第３回　教育実習ノートの書き方
第４回　教育実習担当教員との打ち合わせ等について
第５回　人権教育（特別講師）
第６回　人権教育（特別講師）
第７回　授業参観で学ぶこと・字の書き方・板書の書き方
第８回　授業についての指導技術
第９回　特別支援教育 特別支援教育とは何か
第10回　特別支援教育　特別支援教育の現状と課題　実習生としてでき

ること
第11回　校種別指導Ⅰ（幼稚園・小学校別に実施）教科教育から見た授

業の進め方　　
幼稚園（特別講師）

第12回　校種別指導Ⅱ（幼稚園・小学校別に実施）
学校経営、児童理解と指示支援について
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４．評価方法・評価基準（Evaluation）
＜評価基準＞
　実習に積極的に臨んだか
＜評価方法＞
　レポート（20％）
　実習校の評価（60％）
　教育実習ノート（20％）
５．留意事項（Other Information）
特別な事情（病欠には診断書、その他は証明書が必要）以外の欠席・遅刻・
早退は認めない。
就職活動、スポーツ・文化クラブ活動などの欠席も認めない。

「教育実習事前・事後指導」と「教育実習」は一体となっている。そのため、
いずれかが不合格の場合は、両方の科目が不合格となる。
教職を目指すものとしてふさわしくない行動があった場合は、直ちに実習
中止とする。
教育実習は、高度な専門的能力が要求されている。失敗ややり直しの許さ
れないものであることを自ら自覚し、謙虚に熱心に取り組まねばならない。

講義コード（Course Code） 800027N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3000-800027

授 業 名（Course Title） 教育実習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間

担 当 者（Instructor） 辻　敦子. 加藤　佐千子. 橘堂　弘文. 
堀　勝博

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 中学校必修

１．科目の教育目標（Course Description）
「教育実習」は、学校現場において教育活動全般にわたり実際に体験するこ
とを通じて、教育や教師に関する理解や認識を深めることを目的とする。ま
た、様々な学校教育活動にかかわることで、職業人としての教師のあり方
を実践的に学習するとともに、実践的指導力を獲得し、教師としての職務
を遂行する能力を養うことを目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
教育活動の実態にふれ、教職のあり方について認識を深める。
教員の働きかけに対応して、生徒がどのように思考し、行動するか把握で
きるようにする。
教員としての専門的な知識や技能を習得する。
教員としての使命感にふれ、教職についての自覚を持つ。
教員としての自分の長所と短所に気付き、資質向上のための努力目標を知
る。
学校という組織の一員としての職責・義務を自覚する。
指導案作成や教壇実習を経験し、実践的指導力の基礎を確認する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
実習校や実習指導教員の指導により、授業の準備、授業、授業参観、学級
経営、生徒指導、道徳・特別活動など、教師の生活と仕事の教育活動全般
にわたって、主体的、積極的に取り組み、実際に体験して学習する。
具体的な内容や実施計画については、実習生本人が、教育実習校や実習指
導担当教員とよく打ち合わせわせや相談を行い、指導を踏まえて取り組む
こと。
研究授業の際には、大学の巡回指導教員が実習校を訪問・参加するので、教
科指導などについて指導を受ける。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
教育実習生としての自覚を持つこと 
教材研究を十分行うこと
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
＜評価基準＞
　実習に積極的に臨んだか
＜評価方法＞
　レポート（20％）
　実習校の評価（60％）
　教育実習ノート（20％）
５．留意事項（Other Information）
特別な事情（病欠には診断書、その他は証明書が必要）以外の欠席・遅刻・
早退は認めない。

「教育実習事前・事後指導」と「教育実習」は一体となっている。そのため、
いずれかが不合格の場合は、両方の科目が不合格となる。
教職を目指すものとしてふさわしくない行動があった場合は、直ちに実習
中止とする。

第３回　教員に求められる資質（特別講師）
第４回　教育課程と教育目標
第５回　人権教育：性的少数者の人権・在日外国人の人権（特別講師）
第６回　人権教育：同和教育の成果・インクルーシブ教育と人権教育

（特別講師）
第７回　学級経営・道徳・特別活動・生徒指導
第８回　教員の仕事内容、服務等（特別講師）
第９回　特別支援教育：特別な教育的ニーズのある子供の理解と教育の

概要（特別講師）
第10回　特別支援教育：特別支援学校、特別支援学級、通級による指導

について（特別講師）
第11回　教科別指導（教科内容と評価方法の確認および指導計画上での

配慮事項）
第12回　教科別指導（授業形態別指導と生徒とのコミュニケーションに

おける注意事項）
第13回　実習直前指導・報告書の書き方
第14回　事後指導（実習の振り返りと自己評価）
第15回　事後指導（グループワークや全体会による実習の考察・反省・

まとめと課題認知）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
特別な事情（病欠には診断書、その他は証明書が必要）以外の欠席・遅刻・
早退は認めない。
特別講師による講義のときは、スーツで講義を受け、礼儀正しくすること

「教育実習事前・事後指導」と「教育実習」は一体となっている。そのため、
いずれかが不合格の場合は、両方の科目が不合格となる。
各教科の指導法をすべて合格しているものしか履修できない。
教育実習に関する各種説明会への出席、書類提出など、重要な連絡事項は
掲示によって行われるので注意されたい。

講義コード（Course Code） 800026N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3000-800026

授 業 名（Course Title） 教育実習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間

担 当 者（Instructor） 辻　敦子. 加藤　佐千子. 橘堂　弘文. 
堀　勝博

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
「教育実習」は、学校現場において教育活動全般にわたり実際に体験するこ
とを通じて、教育や教師に関する理解や認識を深めることを目的とする。ま
た、様々な学校教育活動にかかわることで、職業人としての教師のあり方
を実践的に学習するとともに、実践的指導力を獲得し、教師としての職務
を遂行する能力を養うことを目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　教育活動の実態にふれ、教職のあり方について認識を深める。
教員の働きかけに対応して、生徒がどのように思考し、行動するか把握で
きるようにする。
教員としての専門的な知識や技能を習得する。
教員としての使命感にふれ、教職についての自覚を持つ。
教員としての自分の長所と短所に気付き、資質向上のための努力目標を知
る。
学校という組織の一員としての職責・義務を自覚する。
指導案作成や教壇実習を経験し、実践的指導力の基礎を確認する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
実習校や実習指導教員の指導により、授業の準備、授業、授業参観、学級
経営、生徒指導、道徳・特別活動、教師の生活と仕事の教育活動全般にわ
たって、主体的、積極的に取り組み、実際に体験して学習する。
具体的な内容や実施計画については、実習生本人が、教育実習校や実習指
導担当教員とよく打ち合わせわせや相談を行い、指導を踏まえて取り組む
こと。
研究授業の際には、大学の巡回指導教員が実習校を訪問・参加するので、教
科指導などについて指導を受ける。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
教育実習生としての自覚を持つこと
教材研究を十分に行うこと
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
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発表３名（「短歌を楽しむ」「小さな労働者」「恥ずかしい話」）
第14回　模擬授業の実践と相互批評（５）　相互批評を活かし、再度の

発表３名（「伝えたいと思うから」「字のない葉書」「卒業ホームラ
ン」）

第15回　授業実践について振り返りと今後の課題
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・国語科教諭免許課程履修者は必修科目である。

講義コード（Course Code） 800045N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3000-800045

授 業 名（Course Title） 国語科教育法Ⅱ
国語科教育入門

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 長沼　光彦
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『新しい国語２（文科省検定済教科書）』　
東京書籍　
『中学校学習指導要領解説』　文部科学省　
東洋館出版　2008

参考文献（References）

『教育実習生のための学習指導案作成教本』　
教育実習を考える会　蒼丘書林　2012
『古典の教え方〈物語・小説編〉』　宮崎健
三　右文書院　1987
『文語文法の教え方 』　増淵恒三　右文書
院　1977
『豊かな国語教室』　長谷川孝士　右文書
院　1986
『「銀の匙」の国語教室』　橋本武　岩波
ジュニア新書　2012

備 考（Note） 国語科必修 「国語科教育法I」履修済みで
あること

１．科目の教育目標（Course Description）
国語科教育法Iで学んだ知識や心得をふまえ、実際に教室で授業を運営でき
る伎倆を養う。模擬授業を中心に、学習指導案の作成や授業の進め方、生
徒との関わり方を、実践的に学ぶ。とくに、教科書や研究書を読むだけで
は気づきにくい、教室でとるべき教師の態度、生徒への目配り、授業展開
上の方法などを、自身の実践を振り返りながら身につける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．学習指導案を作成し、模擬授業を実施する。
２．国語科教育に必要な種々の方法を実践的に習得する。
３．教室で生徒と関わる意義を実践的に理解する。
４．様々な国語教育の知識を、教室で生かすことができるようにする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．模擬授業の実践をとおして、知識を定着させ、教育の方法を理解する。
２．教育現場の教師の実践を理解し、模擬授業に応用する。
３．プリントや補助教材の作り方を学び、模擬授業に応用する。
４．相互に授業を評価し合い、模擬授業を改善する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・授業で紹介する参考文献を中心に、国語教育に対する予備知識を増やす。
・模擬授業の準備を十分に行う。
・模擬授業の実践を振り返り、必要な参考文献を広く読みまとめていく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、模擬授業の実践（40％）、相互の批評的態度や発言の妥当性など授
業の参加度（30％）、レポート（30％）によって総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　教室における教師の役割
第２回　生徒と教師の関わり方
第３回　プリントや補助教材の作り方
第４回　話すこと・聞くことの指導（１）　求められる教員の技能
第５回　話すこと・聞くことの指導 （２）　生徒が身につけるべき技能
第６回　模擬授業実施（現代文）（１）　３名による授業実践および相互

批評（「走れメロス」）
第７回　模擬授業実施 （現代文）（２）　３名による授業実践および相互

批評（「神奈川県沖裏」）
第８回　模擬授業実施（韻文）（１）　３名による授業実践および相互批

評（「木とともに人とともに」）
第９回　模擬授業実施 （韻文）（２）　３名による授業実践および相互批

教育実習は、高度な専門的能力が要求されている。失敗ややり直しの許さ
れないものであることを自ら自覚し、謙虚に熱心に取り組まねばならない。

講義コード（Course Code） 800044N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3000-800044

授 業 名（Course Title） 国語科教育法Ⅰ
国語科教育入門

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 長沼　光彦
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 2（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『新しい国語２（文科省検定済教科書） 』　
東京書籍　
『中学校学習指導要領解説　国語編』　文
部科学省　東洋館出版社　2008

参考文献（References）

『高等学校学習指導要領解説　国語編』　文
部科学省　東洋館出版社　2010
『教育実習生のための学習指導案作成教本
国語科』　教育実習を考える会　蒼丘書林　
2012
『評論・論説の教え方』　佐藤勝　右文書
院　1968
『小説の教え方』　宮崎健三　右文書院　
1968
『近代詩の教え方』　関良一　右文書院　
1968

備 考（Note） 国語科必修

１．科目の教育目標（Course Description）
中等国語教育の準拠すべき学習指導要領について認識を深めながら、模擬
授業を行い、国語教師とはどのような仕事か、どのような視点や知識が求
められるのかを学習し考察する。
学習指導要領や指導法に関わる知識を身につけたうえで、学習指導案を作
成し、模擬授業を行い、実践的に教育方法を学ぶ。
また、さまざまな補助教材により、国語教師として身につけておくべき教
科内容に関する基礎知識について学習する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．教育文化行政の動向と国語科教育の意義について理解する。
２．中学校・高等学校国語科学習指導要領について理解する。
３．中等国語教育であつかわれる言語事項について習熟する。
４．授業実施のために必要な基本的知識を習得する。
５．学習指導案を作成し、模擬授業を実施する力を身につける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．講義と共に、体験的・実践的学習により知識を身につける。
２．学習指導案を作成し、模擬授業を実施し、相互に批評し合う。
３．文部科学省発行「学習指導要領」を読解し理解する。
４．漢字力や語彙力を養成するため、毎時間小テストを実施する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・指示される課題について取り組む。
・毎時間課される小テストの勉強を行う。
・模擬授業実施のための学習指導案作成を入念に行う。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
45時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、小テストおよび模擬授業の実践（40％）、相互の批評的態度や発言
の妥当性など授業参加度（30％）、レポート（30％）によって総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　国語科教育を学ぶうえで必要な準備について
第２回　国語科教師に求められるもの
第３回　国語教育の目的と学習指導要領
第４回　学習指導計画について
第５回　学習指導案の作り方
第６回　授業の組み立て方
第７回　教材研究の仕方（１）　教員に必要な基礎知識
第８回　教材研究の仕方（２）　生徒に教えるための知識
第９回　教材研究の仕方（３）　授業の組み立てを意識する
第10回　模擬授業の実践と相互批評（１）　評論文を用い、２名による

発表（「食の世界遺産―鰹節」序論部分）
第11回　模擬授業の実践と相互批評（２）　評論文を用い、２名による

発表（「食の世界遺産―鰹節」本論部分）
第12回　模擬授業の実践と相互批評（３）　評論文を用い、２名による

発表（「食の世界遺産―鰹節」結論部分）
第13回　模擬授業の実践と相互批評（４）　相互批評を活かし、再度の
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第７回　説明的文章の授業
第８回　古文の授業
第９回　漢文の授業
第10回　模擬授業実施（中学校　説明的文章の授業）
第11回　模擬授業実施（中学校　文学的文章の授業）
第12回　模擬授業実施（高校　小説の授業）
第13回　模擬授業実施（高校　古文の授業）
第14回　模擬授業実施（高校　漢文の授業）
第15回　総括
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
国語科教諭免許課程履修者必修科目。この科目が履修できるのは、国語科
教育法Ⅰ・Ⅱの単位を修得した者に限る。

講義コード（Course Code） 800047N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3000-800047

授 業 名（Course Title） 国語科教育法Ⅳ
教育実習に向けた授業力錬成

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 堀　勝博
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『新 高等学校 国語総合 ※平成29年度新
刊 [国総354]』　明治書院　
『体系古典文法』　数研出版　
『パスワード古文単語』　浜島書店　
『発展３０日完成漢文高校初級用』　日栄
社　

参考文献（References）

『中学校学習指導要領解説　国語編』　文
部科学省　
『高等学校学習指導要領解説　国語編』　文
部科学省　
『新 高等学校 国語総合 ※平成29年度新
刊 [国総354]　教師用指導書』　明治書院　

備 考（Note） 国語科必修 「国語科教育法I・II」履修済
みであること

１．科目の教育目標（Course Description）
国語科の教育実践に必要なさまざまな知識や心得について学び、教壇の即
戦力となれるような伎倆を身につける。講義をまじえつつ、学習指導案の
作成や模擬授業実施など、実践的学習を多くとり入れる。また、補助教材
により、古典の音読、古典文法、有職故実、漢文、古典単語などについて
も学習する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．国語科の教育実践に必要なさまざまなノウハウを習得する。 
２．学習指導案を作成し、模擬授業を実施する。 
３．観点別評価について理解する。 
４．補助教材により、古典の音読、古典文法、古文単語、漢文などについ
て学習する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．教育実習を念頭において各自任意の教材をとりあげ、指導案を作成し、
模擬授業を実施する。各受講者、数回の模擬授業実施をめざす。学期末に
は、公開研究授業を実施する。 
２．古典の文章の音読に習熟する。　　
３．古文単語に関する小テストを実施する。 
４．古典文法への理解を深めるため、小テストを実施する。 
５．漢文テキストを独習テキストとし、漢文読解力の見きわめ試験を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
事前に指示されるさまざまな課題について取り組むこと。毎時間課される
小テストの勉強を怠らぬこと。また、模擬授業実施のための学習指導案作
成は、時間をかけて準備すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業に取り組む意欲・態度の評価点２０％、平常点１０％、模擬授業の内
容３０％、定期試験の成績４０％で評価する。また、常用漢字の書き取り
試験の成績が８０点未満の者、古典文法の試験、漢文読解力試験いずれも
成績が６０点未満の者は、単位認定対象外とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　導入授業
第２回　話すこと・聞くことの指導
第３回　書くことの指導

評（「わたしが一番きれいだったとき」）
第10回　現代文の指導における留意点
第11回　模擬授業実施（古文）（１）　３名による授業実践および相互批

評（「枕草子」）
第12回　模擬授業実施（古文）（２）　３名による授業実践および相互批

評（「平家物語」）
第13回　模擬授業実施（漢文）（１）　３名による授業実践および相互批

評（「漢詩　春望」）
第14回　模擬授業実施（漢文）（２）　３名による授業実践および相互批

評（「漢詩　黄鶴楼にて、孟浩然の広陵に之くを送る」）
第15回　古典の指導における留意点
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
・国語科教諭免許課程履修者は必修科目である。

講義コード（Course Code） 800046N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3000-800046

授 業 名（Course Title） 国語科教育法Ⅲ
国語科教育　実践力を磨く

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 堀　勝博
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『新 高等学校 国語総合 ※平成29年度新
刊 [国総354]』　明治書院　
『体系古典文法』　数研出版　
『パスワード古文単語』　浜島書店　
『発展３０日完成漢文高校初級用』　日栄
社　

参考文献（References）

『中学校学習指導要領解説　国語編』　文
部科学省　
『高等学校学習指導要領解説　国語編』　文
部科学省　
『新 高等学校 国語総合 ※平成29年度新
刊 [国総354]  教師用指導書』　明治書院　

備 考（Note） 国語科必修 「国語科教育法I・II」履修済
みであること

１．科目の教育目標（Course Description）
国語科の教育実践に必要なさまざまな知識や心得について学び、教壇の即
戦力となれるような伎倆を身につける。講義をまじえつつ、学習指導案の
作成や模擬授業実施など、実践的学習を多くとり入れる。また、補助教材
により、古典文法、有職故実、漢文、古典単語などについても学習する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．国語科の教育実践に必要なさまざまなノウハウを習得する
２．学習指導案を作成し、模擬授業を実施する 
３．観点別評価について理解する 
４．補助教材により、古典文法、古文単語、漢文などについて学習する
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．高校の教科書を用いて、指導案を作成し、模擬授業を実施する。各受
講者、数回の模擬授業実施をめざす。学期末には、公開研究授業を実施す
る。 
２．古文単語に関する小テストを実施する。 
３．古典文法への理解を深めるため、小テストを実施する。 
４．漢文テキストを夏休みの独習テキストとする。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
事前に指示されるさまざまな課題について取り組むこと。毎時間課される
小テストの勉強を怠らぬこと。また、模擬授業実施のための学習指導案作
成は、時間をかけて準備すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業に参加する意欲・態度の評価点２０％、小テストの評点１０％、模擬
授業の内容３０％、定期試験の成績４０％で評価する。また、常用漢字の
読み書き能力試験の成績が７０点未満の者は、単位認定対象外とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　導入授業
第２回　国語科教師の使命
第３回　観点別評価とは
第４回　教材研究の方法
第５回　文学的文章（散文）の授業　
第６回　文学的文章（韻文）の授業
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講義コード（Course Code） 801040N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3000-801040

授 業 名（Course Title） 小学校教育実習Ⅱ
理論から実践へ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間

担 当 者（Instructor）
神月　紀輔. 大西　慎也. 小川　博士. 
工藤　哲夫. 古庵　晶子. 住本　純. 
藤本　陽三

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 小又は幼のどちらか計4単位選択必修

１．科目の教育目標（Course Description）
　この科目は教員となることを希望し、教職科目・教科に関する科目を履
修してきた学生が、身についた知識や技能を学校教育の場を借りて実践し、
体験しながら教師としての資質や技能を身につけることが目標である。
　これはかけがえのない貴重な経験であり、一方では教員としての基礎的
な資質を試され、社会的な判断力を問われることにもなるものであるため、
学習や子どもの指導について十分な準備をするとともに、心構えを確立し
ておくことも重要な目標である。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　大学で学んだ教育・心理学の理論や事前事後指導において学んだ内容を
理解し、それぞれの教育実習に積極的に生かすようにする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　実習校および実習指導教員の指導により、授業・保育とその準備、学級
経営および園児や児童の指導、道徳・特別活動、教師の生活と仕事の全体
等について理解を深め実践をする。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　詳細は授業時に指示するが、課題は個別にも存在するので、担当の教員
に積極的に質問などをする姿勢が必要である。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　レポート、教育実習に対する意欲、態度、成果によって評価する。なお、
原則として欠席は認めないので注意すること。
５．留意事項（Other Information）
１．教育実習と事前事後指導の両科目の授業内容は、教師として必要最小
限の知識・技能・心構え等を集約したものである。それらの学習が不十分
であれば、実習に臨むにあたり大きな不安を抱くことになる。実習生を受
け入れてくれる多くの学校は、指導教員は後進の教師を育てるために協力
と努力をしてくれている。教職の仕事は高度な専門的能力が要求されるた
め、失敗ややり直しの許されないものであるということを自ら自覚し、謙
虚に熱心に授業に取り組む心がけが求められる。
２．上記の理由から、両科目とも皆出席が要求され、病欠には診断書を必
要としている。また、就職活動、スポーツ・文化クラブ活動、アルバイト、
私用による欠席は認めない。 　
３．２つの科目は一体となって「教育実習」を遂行するため、一方が不合
格のときは両方が不合格となる。

講義コード（Course Code） 801041N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3000-801041

授 業 名（Course Title） 幼稚園教育実習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間

担 当 者（Instructor）
神月　紀輔. 大西　慎也. 小川　博士. 
工藤　哲夫. 古庵　晶子. 住本　純. 
藤本　陽三

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 小又は幼のどちらか計4単位選択必修

１．科目の教育目標（Course Description）
　この科目は教員となることを熱望し、教職科目・教科に関する科目を履修
し続けてきた学生が、身についた知識や技能を学校教育の場に適用し、具
体的に体験しながら教師としての資質や技能を磨いていく総仕上げともい
うべきものである。これは学生にはかけがえのない貴重な経験であり、一
方では教員としての基礎的な資質を試され、社会的な判断力を問われるこ
とにもなるものであるため、十分な準備とともに、心構えを確立しておか
なければならない。

第４回　読むことの指導　
第５回　書写の指導
第６回　読書指導
第７回　ノート指導
第８回　模擬授業実施（中学校　説明的文章の授業）
第９回　模擬授業実施（中学校　文学的文章の授業）
第10回　模擬授業実施（中学校　古典の授業）
第11回　模擬授業実施（高校　評論の授業）
第12回　模擬授業実施（高校　小説の授業）
第13回　模擬授業実施（高校　　古文の授業）
第14回　模擬授業実施（高校　　漢文の授業）
第15回　総括
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）
国語科教諭免許課程履修者必修科目。この科目が履修できるのは、国語科
教育法Ⅰ～Ⅲの単位を修得した者に限る。

講義コード（Course Code） 801039N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3000-801039

授 業 名（Course Title） 小学校教育実習Ⅰ
理論から実践へ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間

担 当 者（Instructor）
神月　紀輔. 大西　慎也. 小川　博士. 
工藤　哲夫. 古庵　晶子. 住本　純. 
藤本　陽三

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 小又は幼のどちらか計4単位選択必修

１．科目の教育目標（Course Description）
　この科目は教員となることを希望し、教職科目・教科に関する科目を履
修してきた学生が、身についた知識や技能を学校教育の場を借りて実践し、
体験しながら教師としての資質や技能を身につけることが目標である。
　これはかけがえのない貴重な経験であり、一方では教員としての基礎的
な資質を試され、社会的な判断力を問われることにもなるものであるため、
学習や子どもの指導について十分な準備をするとともに、心構えを確立し
ておくことも重要な目標である。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　大学で学んだ教育・心理学の理論や事前事後指導において学んだ内容を
理解し、それぞれの教育実習に積極的に生かすようにする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　実習校および実習指導教員の指導により、授業・保育とその準備、学級
経営および園児や児童の指導、道徳・特別活動、教師の生活と仕事の全体
等について理解を深め実践をする。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　詳細は授業時に指示するが、課題は個別にも存在するので、担当の教員
に積極的に質問などをする姿勢が必要である。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　レポート、教育実習に対する意欲、態度、成果によって評価する。なお、
原則として欠席は認めないので注意すること。
５．留意事項（Other Information）
１．教育実習と事前事後指導の両科目の授業内容は、教師として必要最小
限の知識・技能・心構え等を集約したものである。それらの学習が不十分
であれば、実習に臨むにあたり大きな不安を抱くことになる。実習生を受
け入れてくれる多くの学校は、指導教員は後進の教師を育てるために協力
と努力をしてくれている。教職の仕事は高度な専門的能力が要求されるた
め、失敗ややり直しの許されないものであるということを自ら自覚し、謙
虚に熱心に授業に取り組む心がけが求められる。
２．上記の理由から、両科目とも皆出席が要求され、病欠には診断書を必
要としている。また、就職活動、スポーツ・文化クラブ活動、アルバイト、
私用による欠席は認めない。 　
３．２つの科目は一体となって「教育実習」を遂行するため、一方が不合
格のときは両方が不合格となる。
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による欠席は認められていない。 　
３．２つの科目は一体となって「教育実習」を遂行するため、一方が不合
格のときは両方が不合格となる。

講義コード（Course Code） 801050N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3000-801050

授 業 名（Course Title） 教職実践演習（幼・小）
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間

担 当 者（Instructor）
藤本　陽三. 大西　慎也. 小川　博士. 
工藤　哲夫. 古庵　晶子. 神月　紀輔. 
住本　純

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 4（後期後半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） テキストは特に指定しない。必要に応じ
て担当教員が資料等を配布する。

参考文献（References）
備 考（Note） 心理学部対象クラス

１．科目の教育目標（Course Description）
将来教員になる上で必要な知識・技能等に関して、自己の課題を自覚すると
ともに、必要に応じて不足している点を補うなどし、その定着を図る。授
業は、「教育・学習の個別課題」で示された４つの項目の領域を中心に、主
として、各テーマに沿った講義を踏まえて、討論やロールプレイングなど
の演習を行い、各人の教師の資質に関わる課題について、問題解決を図る
ことを目標とする。最終段階の授業では、各教科における課題を各自が取
り上げ、それを深化、研究し、その成果を模擬授業や授業研究を行うこと
により、課題の共有化を図る。授業を通し、教師としての生きる意思を再
確認し、自己の教職への使命を認識することを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
これまでに学んだ教職および教科に関する知識と、教育実習体験を通して
得られた実践的指導力との統合を図りながら、主に以下の４つの事項につ
いての講義・演習を通して学び、教師としての資質の向上を図る。
①現代社会において教師に求められる使命感や責任感、教育的愛情等に関
する事項
②教職に必要な社会性や対人関係能力に関する事項
③生徒の心理発達および集団としての生徒理解に関する事項　　
④教科および道徳の指導力に関する事項
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義と演習（グループ討議・ロールプレイング・学級通信及び学級経営案の
作成・模擬授業と授業研究）及び学校教育現場の見学・調査を中心に行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
第1回・第2回：これまでの教職に関する学習を振り返り、成果と課題をま
とめる。
第3回・第4回：資料「教職生活の全体を通した教員の資質能力の総合的な
向上方策について（答申）」を熟読する。
第5回：資料「21世紀を展望した我が国の教育の在り方について（答申）」
第2部第4章「学校・家庭・地域社会の連携」を熟読する。
第6回・第7回：資料「授業の観察と記録の方法」を読む。
第8回：作成した授業記録をもとに学んだことをまとめる。
第9回：資料「学級・学年通信」を読むとともに、学級・学年通信作成（演
習）に向けて準備する。
第10回～第13回：指導案作成に向けて、教科等及び単元（題材）を決め、
資料等を準備する。
第14回：資料「学級経営案」を読むとともに、学級経営案作成（演習）に
向けて準備する。
第15回：これまでの教職に関する学習を振り返り、成果と教職についた時
の自己の課題をまとめる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
実技指導、グループ討議、補完授業、模擬授業、総括レポートの結果など
を踏まえ、教員としての資質能力が身に付いているかを総合的に判断する
とともに授業参加度も加味して評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション（授業のねらい・授業計画・履修履歴の確
認等）

第２回　これまでの教職に関する学習の振り返り
第３回　教職人生を実現させる意味についての講義（京都市内小学校校

長・本学OGによる講話）
第４回　子どもに対する責任等についてのグループ討議・ロールプレイ

ング
第５回　地域と連携した取組についての講義（京都市内小学校校長講話）

２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　大学で学んだ教育の理論や事前事後指導において教えられた内容を十分
に理解し、教育実習に積極的に取り組むようにすること。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　実習校および実習指導教員の指導により、授業とその準備、学級経営お
よび園児や児童の指導、道徳・特別活動、教師の生活と仕事の全体等につ
いて理解を深め実践をする。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　詳細は授業時に指示する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　レポート、日常の意欲、態度、成果によって評価する。なお、原則とし
て欠席は認めないので、注意すること。
５．留意事項（Other Information）
　１．教育実習、事前事後指導の両科目の授業内容は、教師として必要最
小限の知識・技能・心構え等を集約したものである。それらの学習が不十
分であれば、実習に臨むにあたり大きな不安を抱くことになる。実習生を
受け入れてくれる多くの学校は、指導教員は後進の教師を育てるために協
力と努力をしてくれている。教職の仕事は高度な専門的能力が要求される
ため、失敗ややり直しの許されないものであるということを実習生自ら自
覚し、謙虚に熱心に授業に取り組む心がけが必要である。（４月当初より開
講）  　
２．このような理由から、両科目とも皆出席が要求され、病欠には診断書
が必要とされている。また、就職活動、スポーツ・文化クラブ活動、私用
による欠席は認められていない。 　
３．２つの科目は一体となって「教育実習」を遂行するため、一方が不合
格のときは両方が不合格となる。

講義コード（Course Code） 801042N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3000-801042

授 業 名（Course Title） 幼稚園教育実習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間

担 当 者（Instructor）
神月　紀輔. 大西　慎也. 小川　博士. 
工藤　哲夫. 古庵　晶子. 住本　純. 
藤本　陽三

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 4（集中）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 小又は幼のどちらか計4単位選択必修

１．科目の教育目標（Course Description）
　この科目は教員となることを熱望し、教職科目・教科に関する科目を履修
し続けてきた学生が、身についた知識や技能を学校教育の場に適用し、具
体的に体験しながら教師としての資質や技能を磨いていく総仕上げともい
うべきものである。これは学生にはかけがえのない貴重な経験であり、一
方では教員としての基礎的な資質を試され、社会的な判断力を問われるこ
とにもなるものであるため、十分な準備とともに、心構えを確立しておか
なければならない。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
　大学で学んだ教育の理論や事前事後指導において教えられた内容を十分
に理解し、教育実習に積極的に取り組むようにすること。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　実習校および実習指導教員の指導により、授業とその準備、学級経営お
よび園児や児童の指導、道徳・特別活動、教師の生活と仕事の全体等につ
いて理解を深め実践をする。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　詳細は授業時に指示する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　レポート、日常の意欲、態度、成果によって評価する。なお、原則とし
て欠席は認めないので、注意すること。
５．留意事項（Other Information）
　１．教育実習、事前事後指導の両科目の授業内容は、教師として必要最
小限の知識・技能・心構え等を集約したものである。それらの学習が不十
分であれば、実習に臨むにあたり大きな不安を抱くことになる。実習生を
受け入れてくれる多くの学校は、指導教員は後進の教師を育てるために協
力と努力をしてくれている。教職の仕事は高度な専門的能力が要求される
ため、失敗ややり直しの許されないものであるということを実習生自ら自
覚し、謙虚に熱心に授業に取り組む心がけが必要である。  　
２．このような理由から、両科目とも皆出席が要求され、病欠には診断書
が必要とされている。また、就職活動、スポーツ・文化クラブ活動、私用
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域）（橘堂）（辻）
第10回　授業研究（英語科）（計画、実践、分析）② （事例研究）（D領

域）（橘堂）（辻）
第11回　授業研究（国語科）（計画、実践、分析）② （模擬授業）（D領

域）（堀）（辻）
第12回　授業研究（国語科）（計画、実践、分析）② （事例研究）（D領

域）（堀）（辻）
第13回　授業研究（家庭科）（計画、実践、分析）⑤ （模擬授業）（D領

域）（加藤）（辻）
第14回　授業研究（家庭科）（計画、実践、分析）⑥ （事例研究）（D領

域）（加藤）（辻）
第15回　教職としての実践的指導力の体得過程についての相互確認

（A,B,C,D領域）（辻）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
11月から毎週金曜日1,2講時及び12月23日（祝）1～4講時の開講とする。
10回以上の出席を前提に評価するが、その場合においても、A～Dの各領
域中、いずれかが全て欠席の場合、不合格とする。

講義コード（Course Code） 802010A0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3000-802010

授 業 名（Course Title） 介護等体験Ａ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 太田　容次
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 23（集中）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『特別支援学校における介護等体験ガイド
ブック　フィリア』　全国特殊学校長会編　
ジアース教育新社　2014
『新版・よくわかる社会福祉施設　第3
班　』　増田雅暢・浦野正男・櫛田匠他　
社会福祉法人全国社会福祉協議会　2015

参考文献（References）

『介護等体験マニュアルノート』　東京都
社会福祉協議会　東京都社会福祉協議会　
2012
『介護等体験の手引き』　徳田克己、名川
勝編　協同出版　2002
『教師をめざす人の介護等体験ハンドブッ
ク』　現代教師養成研究会編　東京大修館
書店　2008

備 考（Note） 小・中学校免許取得者に必要

講義コード（Course Code） 802010B0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3000-802010

授 業 名（Course Title） 介護等体験Ｂ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 矢島　雅子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 23（集中）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『特別支援学校における介護等体験ガイド
ブック　フィリア』　全国特殊学校長会編　
ジアース教育新社　2014
『新版・よくわかる社会福祉施設　第3
班　』　増田雅暢・浦野正男・櫛田匠他　
社会福祉法人全国社会福祉協議会　2015

参考文献（References）

『介護等体験マニュアルノート』　東京都
社会福祉協議会　東京都社会福祉協議会　
2012
『介護等体験の手引き』　徳田克己、名川
勝編　協同出版　2002
『教師をめざす人の介護等体験ハンドブッ
ク』　現代教師養成研究会編　東京大修館
書店　2008

備 考（Note） 小・中学校免許取得者に必要

１．科目の教育目標（Course Description）
特別支援学校や社会福祉施設における介護等の体験を通じて、学生自らが
個人の尊厳や社会連帯の理念に関する認識を深め、教員としての資質の向
上を図ることを目的としている。また、障害のある児童生徒や、支援を必
要としている人とのふれあいを通して、お互いを尊重し、思いやりの心を

第６回　学校現場の見学・調査についての事前指導
第７回　学校現場の見学・調査（京都市内小学校）
第８回　実習及び見学から学んだことについてのグループ討議
第９回　学級通信を通した自己実現についての講義、作成演習
第10回　模擬授業と授業研究（Ⅰ）教材研究
第11回　模擬授業と授業研究（Ⅱ）指導案作成
第12回　模擬授業と授業研究（Ⅲ）模擬授業
第13回　模擬授業と授業研究（Ⅳ）分析・考察
第14回　学級経営案についての講義と作成演習
第15回　総括（教職に就いたときの自己の課題についての討議）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 801051N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 3000-801051

授 業 名（Course Title） 教職実践演習（中・高）
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間

担 当 者（Instructor） 辻　敦子. 加藤　佐千子. 橘堂　弘文. 
堀　勝博

単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 4（後期後半）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） テキストは特に指定しない。必要に応じ
て担当教員が資料等を配布する。

参考文献（References） 必要に応じて担当教員から提示する。　

備 考（Note） 人間文化学部・生活福祉文化学部対象ク
ラス

１．科目の教育目標（Course Description）
　教員として求められる実践的指導力を学生が体得すること及び教職課程
での学びにおける実践的指導力の体得過程を可視化することを通して、教
員としての適格性を最終確認することを目的とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
①　使命感や責任感、教育的愛情等に関する事項 （A領域）
②　社会性や対人関係能力に関する事項  （B領域）
③　生徒理解や学級経営等に関する事項  （C領域） 
④　教科内容等の指導力に関する事項  （D領域）
３．教育・学習の方法（Course Methods）
　教員として求められる使命感や責任感、教育的愛情、社会性や対人関係
能力、生徒理解や学級経営、教科内容等の指導力などに関する事項につい
て、ロールプレーイングやグループ討議、事例研究、模擬授業などの方法
を取り入れながら授業を行う。こうした多様な方法を取り入れた授業とい
う性質上、２コマ連続の開講方式を導入する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　ロールプレイング、グループ討議のための準備資料作り、模擬授業の指
導案など、授業内容に応じて適宜準備学習が必須となる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
６０時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　評価は授業参加度（10％）提出物（20％）、レポート（30％）、試験（40％）
として評価するが、学習状況が著しく不良で、教員としての実践的指導力
の適格性がないと判断する場合は、全担当教員の合意の上で、評定点にか
かわらず不合格とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　学校が当面する諸問題と教職の使命、責任感、教育的愛情①
（グループ討議）（A領域）（辻）

第２回　学校が当面する諸問題と教職の使命、責任感、教育的愛情②
（外部講師による講話、事例研究）（A領域）（辻）

第３回　教員としての基本的対人関係能力　（ロールプレーイング）（B
領域）（辻）

第４回　教員における対人援助職としての専門性　（グループ討議）（B
領域）（辻）

第５回　生徒指導上当面する諸問題に対する対応　①（ロールプレーイ
ング）（C領域）（辻）

第６回　生徒指導上当面する諸問題に対する対応　②（グループ討議）
（C領域）（辻）

第７回　学級経営上当面する諸問題に対する対応　①（ロールプレーイ
ング）（C領域）（辻）

第８回　学級経営上当面する諸問題に対する対応　②（グループ討議）
（C領域）（辻）

第９回　授業研究（英語科）（計画、実践、分析）① （模擬授業）（D領
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・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
生涯学習・社会教育をはじめ、広く子ども・教育・学習に関する資料や新
聞記事等に関心を持ち、目を通していってください。参考文献などは、随
時、授業中にも紹介していきます。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度［５０％］
課題レポート［５０％］
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　講義計画・評価方法等のガイダンス
第２回　ユネスコにおける生涯教育論の提唱とその展開
第３回　日本における生涯教育論の登場と「生涯学習」政策への転換
第４回　国・地方の各レベルでの生涯学習政策・施策の概要
第５回　生涯学習の諸領域と学習者像
第６回　生涯学習と学校教育
第７回　生涯学習と社会教育
第８回　社会教育と公民館・図書館
第９回　中間まとめ
第10回　学校外・地域での青少年の育ち・学び（「青少年の社会教育」）

の意義
第11回　「青少年の社会教育」をめぐる国・地方レベルでの政策・施策

の実際
第12回　生涯学習社会の実際をめぐる調査・報告①　－私たちの身近な

生涯学習施策・施設のあり方を調査する－
第13回　生涯学習社会の実際をめぐる調査・報告②　－調査の結果を分

析する－
第14回　生涯学習社会の実際をめぐる調査・報告③　－調査・分析の結

果を報告する－
第15回　全体のまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 900021N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 5000-900021

授 業 名（Course Title） 児童サービス論
豊かな子ども時代のために

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 岩崎　れい
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『児童サービス論』　鈴木佳苗編　樹村房　
2012

参考文献（References） 授業中に紹介します。
備 考（Note） [図]必修

１．科目の教育目標（Course Description）
　児童サービスの基本を知識として身につけるだけでなく、実践的に学ん
で雰囲気をつかむこと、読書や情報サービスに関わる社会的問題にも広く
目を向けることをめざす。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．児童サービスの理念及び基本的事項をしっかりと把握する。　
２．児童サービスに深く関連する子どもの心理、子どもの読書、子ども観
の移り変わり、児童書などについても併せて学ぶ。　
３．ブックトークやストーリーテリングなどの読書プログラムについて、基
本的な事項を把握した上で実践的に学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．講義・実習を併せて行う。　
２．授業中にいくつかの課題をこなすことを求める。　
３．ブックトーク・ストーリーテリングなどの読書プログラム実習を行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．公共図書館の児童サービスコーナーを見る機会をできるだけ多く持つ。
２．児童書をできるだけたくさん読んでおく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　筆記試験60％（第15回に実施）、読書プログラム実習を含む授業中の課題
40％とし、その合計で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　１．児童サービス概論 　　

育み、共に生きる社会の原動力になれることを目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．介護等体験の制度とその趣旨について理解し、手続きを適切に行う。
２．体験にあたっての心構えや体験先でのマナーについて理解する。
３．特別支援学校における介護等体験の実際について理解する。
４．社会福祉施設における介護等体験の実際について理解する。
５．特別支援学校で２日間、社会福祉施設で５日間、介護等の体験を行う。
６．体験を振り返り、教職を目指す者としての自覚を深める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．事前指導は講義を中心とするが、適宜演習等も取り入れる。
２．事後指導ではグループ討議等を行う。
３．毎講義後レポート提出を義務づけている。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・事前指導までにテキストを必ず読んで予習して下さい。
・日頃からルールやマナーを守るよう心がけて下さい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、レポート（50％）、日誌（25％）、報告書（25％）に基づいて総合
的に評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　事前指導：介護等体験の制度と趣旨、申込手続きについて
第２回　事前指導：介護等体験にあたっての心構え（上級生の体験発表）
第３回　事前指導：アイマスクを使った体験、車椅子の介助方法
第４回　事前指導：体験日誌の記入について
第５回　事前指導：特別支援学校における介護等体験（ゲストスピー

カーによる講義）
第６回　事前指導：社会福祉施設における介護等体験（ゲストスピー

カーによる講義）
第７回　事前指導のまとめ
第８回　事後指導：体験の振り返り
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
１．学生便覧の該当ページを熟読しておくこと。
２．正当な理由なく欠席することは認めない。
３．事前指導において申込書・誓約書の提出を求める。
４．４年次生は、体験時期が２月以降になった場合、単位認定できないこ
とがある。
５．特別支援学校と社会福祉施設の目的や事業内容について事前学習を行
い、体験に向けて目標を設定すること。

講義コード（Course Code） 900010N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 5000-900010

授 業 名（Course Title） 生涯学習概論
生涯学習社会の基本的理念と現状

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 池内　正史
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）
備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
「生涯学習」という用語そのものはすでに社会的に定着しているが、その理
念・現状についての理解が共有されているとは言いがたい。本講義では、生
涯学習の理念やその社会的・歴史的背景、日本における政策的展開と課題
などを紹介・検討しつつ、それらの理解を目指す。また、特に生涯学習社
会の重要課題の一角に位置づく「学校外、地域における子ども・青少年の
育ち・学び」の現状に注目していくことにしたい。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）生涯学習の基本的理念を理解する
（2）国・地方の各レベルでの生涯学習政策・施策の現状を理解する
（3）生涯学習のおこなわれる多様な機会や場所、専門職員等についての基
本的知識を得る

（4）生涯学習社会における「子ども・青少年の育ちや学び」についての理
解を深める
３．教育・学習の方法（Course Methods）
毎回の授業で配布するプリントに基づき、講義を進めていきます。受講生
には授業内でコメントを求める場合や、グループでの活動・発表なども取
り入れていく予定です。積極的な参加を期待します。
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テキスト１、１２章
第３回　図書館経営概観

テキスト２、３章
第４回　図書館のミッションとビジョン：運営目的の設定

テキスト１１章
第５回　運営戦略（ストラテジックプラン）：戦略の意義と策定

テキスト９，１０章
第６回　図書館評価：評価の方法と実践
第７回　図書館内組織：組織構成例と比較

テキスト４章、期間レポート（１）提出
第８回　期間レポート（１）講評
第９回　予算編成と管理：予算構成例と比較、予算獲得

テキスト５，６章
第10回　人的資源管理：人材の確保、配置、育成と評価
第11回　業務プロセス、サービス提供、PRとマーケティング

テキスト８章
第12回　図書館設備、場所としての図書館

テキスト７章
第13回　新規サービス、業務の開発（プロジェクトマネジメント）
第14回　図書館経営と図書館環境の変化

期間レポート（２）提出
第15回　全体のまとめと期間レポート（２）講評
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 901013N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 5000-901013

授 業 名（Course Title）
図書館サービス概論
市民の生涯学習を支援する図書館サー
ビス

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 岩崎　れい
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『現代図書館情報学シリーズ　４　図書館
サービス概論』　宮部賴子　樹村房　2012

参考文献（References）

備 考（Note） 定員35人
必修　「図書館概論」履修者であること

１．科目の教育目標（Course Description）
市民社会において、生涯学習の環境が整っていることは不可欠であり、図書
館はそのための必須の施設である。高度情報社会においてその重要性はさ
らに増している。その中で、日常生活や学習環境を豊かにするために、利
用者の立場に立って、利用者のニーズを充たすのが図書館サービスである
ことを基礎とし、図書館サービスの専門的意義を知り、サービスの種類と
特質について深く理解する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．図書館が一つのサービス機関であることを理解する。特に、すべての
人に図書館のサービスを受ける権利があることを学ぶ。 　
２．図書館サービスに対するニーズを充たすためには、どのような業務が
必要であるかを理解する。 　
３．テーマ展示の意義を理解し、実際に企画から展示までの実習をする。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．講義・実習を併せて行う。 　
２．授業中にいくつかの課題をこなすことを求める。 　
３．テキスト・プリント・ビデオ等を利用する。 　
４．テーマ展示実習を行う。 　
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．事前に予習する個所を提示するので、教科書を読んで、割り当てられ
た個所については要約し、コメントをつけてくる。 
２．テーマ展示実習については、各自企画書を書くことも含めて選書・作
業を分担するので、グループごとに指定の授業日までに準備してくる。
３．このクラスではメーリングリストを実習・演習のために利用するので、
各自随時必要な情報をメーリングリストに送り、また他のグループの情報
や授業の指示をチェックする。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
筆記試験70％（第15回に実施）、実習を含む授業中の課題30％とし、その

第２回　２．子どものための読書プログラム（実習を含む）
　　１）読み聞かせ ２）紙芝居

第３回　２．子どものための読書プログラム（実習を含む）
　　３）ストーリーテリング

第４回　２．子どものための読書プログラム（実習を含む）
　　４）ペープサート　５）パネルシアター
　　６）エプロンシアター

第５回　２．子どものための読書プログラム（実習を含む）
　　７）ブックトーク

第６回　２．子どものための読書プログラム（実習を含む）
　　７）ブックトーク（続き）　８）読書のアニマシオン

第７回　３．児童サービスの歴史
　　※読書プログラム実習を合わせて実施

第８回　４．乳幼児サービス
　　※読書プログラム実習を合わせて実施

第９回　５．ヤングアダルトサービス
　　※読書プログラム実習を合わせて実施

第10回　６．児童資料論（1）
　　※読書プログラム実習を合わせて実施

第11回　６．児童資料論（2）
　　※読書プログラム実習を合わせて実施

第12回　７．児童書選択とコレクション構築（1）
　　※読書プログラム実習を合わせて実施

第13回　７．児童書選択とコレクション構築（2）
　　※読書プログラム実習を合わせて実施

第14回　８．子どもと読書・情報をめぐる諸問題
第15回　９．内容理解確認と振り返り
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
前提として、児童書に関する知識も必要です。できるだけ多くの児童書を
読む機会を持ってください。
ゲスト講師をお呼びすることもあります。

講義コード（Course Code） 901011N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 5000-901011

授 業 名（Course Title） 図書館制度・経営論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 鎌田　均
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『図書館制度・経営論』　柳　与志夫　学
文社　2013

参考文献（References）
備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
図書館という組織を経営することの意味を理解し、図書館を有機的に機能、
発展させるための図書館経営、および図書館関係の法律、政策に関する知
識を習得する。図書館司書に求められる基礎知識、図書館経営に必要な基
礎事項について講義しつつ、国内外の図書館経営の実際例、最近の動向等
を紹介し、検討することにより、図書館経営について多角的視点をもって
考察する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１図書館経営、及び図書館関係法律、政策の基礎知識を得る
２図書館経営に応用できるマネジメント技術を理解する
３図書館経営に関する幅広い視野、柔軟な思考力を身につける
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業外でテキストを読み、内容を理解することを踏まえて、授業ではケー
ススタディーなどを通して、図書館経営の理念から図書館経営に応用でき
るマネジメント技術などを能動的に学習する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
毎回、テキストの指定された章を読み、内容を理解すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
２回の期間レポート（各３５％）から、授業で取り上げた内容の理解度と
応用力を評価し、期末レポート（１５％）で科目全般の総合的理解度を判
定する。さらに、授業への参加を平常点として評価する（１５％）。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　講義内容及び課題のプレビュー
第２回　図書館の法的、組織的、政策的位置づけ
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・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．図書館のレファレンスサービスやILLを利用してみる。
２．授業前に、テキストを読んで予習する。
３．授業時間外の課題として、参考文献から１冊選んで読み、感想をＡ４・
１枚にまとめて提出する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
試験（80%）、授業中の課題（10%）,授業時間外の課題（10%）を総合して
評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　情報サービスの概要
第２回　情報サービスの基礎
第３回　情報サービスの展開
第４回　多様な情報サービス
第５回　デジタルレファレンスサービス
第６回　情報源整備の実際
第７回　利用者の情報利用に対する理解
第８回　レファレンス質問への対応
第９回　情報の検索と回答
第10回　情報検索のしくみ
第11回　情報サービスの管理
第12回　情報源の特質
第13回　事実情報の検索の実際
第14回　文献情報の検索の実際
第15回　まとめと試験
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
この科目は〈情報サービス演習〉の前提科目である。

『レファレンスブックス　選びかた・使いかた』は、この授業ではあまり使
わないが、この後の後期科目で主に使うので、購入しておくこと。

講義コード（Course Code） 901015N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 5000-901015, 2000-225330

授 業 名（Course Title） 情報サービス演習Ⅰ
様々な種類の情報を探索する技術

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 鎌田　均
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References）

備 考（Note） 定員46人
必修

１．科目の教育目標（Course Description）
　情報の氾濫する状況のもとで情報検索を行う場合には、まず何が検索の
主題であるかを明確にし、それを各種データベース、情報探索ツールで効
果的、効率的に検索できる技術が必要となる。それは、情報へのニーズを
理解し、情報ニーズを実際に検索語に適切に変換し、個々のデータベース、
情報探索ツール、必要とする情報の特性を理解して適切な検索ができる能
力である。本演習では実習を通して、効果的な情報検索を行うことができ
る能力を習得する。また、情報へのニーズを認識し、評価・選択し、利用
する能力も身につける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．データベース検索インターフェイスの利用に習熟する。
２．論理演算等の情報検索の基礎的事項を学ぶ。
３．探索事項と検索語の関係を分析できるようにする。
４．利用するデータベースの性質を理解し効果的な検索が行えるようにな
る。
５．情報の入手、評価・選択、利用の方法を習得する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業での説明を基に、実際のデータベースを利用して情報を検索し、毎回
与えられる課題を完了する。回答の講評は当日もしくは次回の授業で行わ
れる。これを通して課題の内容を復習する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
　この演習においては課題についての授業中の説明を理解し、提示された
課題に取り組むことが重要となる。授業時間内に完了できなかった課題は
次回授業までに完了させる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間

合計で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　図書館サービスの理念、関連法・条例
第２回　図書館サービスのPRと企画（1）前半
第３回　図書館サービスのPRと企画（2）後半
第４回　図書館におけるテーマ展示の準備（1）前半
第５回　図書館におけるテーマ展示の準備（2）後半
第６回　図書館におけるテーマ展示の実施
第７回　日本の図書館サービスの発達史
第８回　公共図書館の社会的機能
第９回　学術情報基盤としての大学図書館の機能、図書館サービスと著

作権
第10回　図書館施設の計画と利用
第11回　対象者の理解と利用対象別サービスの意義・高齢者サービス
第12回　障がい者サービス・病院患者サービス
第13回　多文化サービス
第14回　図書館サービスの連携・協力
第15回　内容理解確認と振り返り
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
１．〈図書館概論〉を履修していることを前提とする。 　
２．図書館実習・演習のため、人数制限がある。

講義コード（Course Code） 901014N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 5000-901014

授 業 名（Course Title） 情報サービス論
図書館をより身近なものに

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 川原　亜希世
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『情報サービス論』　小田光宏編著　日本
図書館協会　2012
『レファレンスブックス　選びかた・使い
かた』　長澤雅男　石黒祐子共著　日本図
書館協会　2015
※『レファレンスブックス　選びかた・
使いかた』（2013年度版）を持っている受
講生は改めて購入する必要はありません。
※『レファレンスブックス　選びかた・
使いかた』は、後期の「情報サービス演
習Ⅱ」のテキストでもあります。主に後
期の授業で使いますが、前期の授業でも
参照することがあります。

参考文献（References）

『まちの図書館でしらべる』　「まちの図書
館でしらべる」編集委員会　柏書房　2002
『図書館のプロが教える「調べるコツ」 : 
誰でも使えるレファレンス・サービス事
例集 』　浅野高史, かながわレファレンス
探検隊著　柏書房　2006
『新版　問題解決のためのレファレンス
サービス』　長澤雅男、石黒祐子共著　日
本図書館協会　2007
『夜明けの図書館1-4』　埜納タオ　双葉社　
2011-2016

備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
図書館における情報サービスの意義を理解し、レファレンスサービス、情報
検索サービス等のサービス方法、参考図書・データベース等の情報源、図
書館利用教育、発信型情報サービス等の新しいサービスについて知識を身
につける。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．情報サービスの意義と様々な情報サービスについて理解する。
２．情報ニーズに合った適切な情報を提供する、あるいは利用者の情報探
索を支援するために、図書館員の果たす役割を知る。  
３．さまざまな情報源の特徴、活用のしかたについて基本的な知識を得る。 
４．近年、公共図書館で盛んに提供されるビジネス支援や健康情報支援な
どについて実情と課題について考える。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．基本的な事項については、講義及びDVDを通して学ぶ。  
２．近年、図書館で行われているビジネス支援や健康情報支援などについ
て、新聞記事、雑誌記事、DVD教材などを通じて学ぶ。
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合計で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　演習方法説明、情報源解説
第２回　演習課題発表（３章：事物・事象情報の探索）
第３回　参考図書ができるまで
第４回　演習課題発表（２章：言語・文字情報の探索）
第５回　演習課題発表（５章：地理・地名情報の探索）
第６回　パスファインダーの作成演習（1）
第７回　パスファインダーの作成演習（2）
第８回　演習課題発表（４章：歴史・日時情報の探索）
第９回　演習課題発表（６章：人物・団体情報の探索）
第10回　演習課題発表（７章：図書・叢書情報の探索）
第11回　演習課題発表（８章：新聞・雑誌情報の探索）
第12回　演習課題発表（１章：参考図書・データベース情報の探索）
第13回　演習課題発表（応用問題）（1）
第14回　演習課題発表（応用問題）（2）
第15回　内容理解確認と振り返り
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

〈情報サービス論〉を先に履修すること。その内容を学んでいることを前提
に演習を進める。

講義コード（Course Code） 901018N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 5000-901018

授 業 名（Course Title） 情報資源組織論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 鎌田　均
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『改訂・情報資源組織論』　田窪直規編著　
樹村房　2016

参考文献（References）
備 考（Note） 必修　「図書館概論」履修者であること

１．科目の教育目標（Course Description）
図書館において情報を収集、整理、保存し、情報へのアクセスを整備する
上で必要となる、資料・情報の組織化について、その意義と方法論を理解
し、実践的知識を習得する。また、関連する情報組織、管理についての技
術、動向についても紹介し、情報組織の観点から理解する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
図書館における情報資源組織の意義と考え方を理解する。　
目録法の基礎知識を獲得する。
分類法の基礎知識を獲得する。
情報資源組織に関連する技術、仕組み、動向を学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
テキストに従った講義を中心に行い、適宜関連する課題を課す。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）

『日本目録規則1987年版改訂3版』、『基本件名表目標第4版』、『日本十進分
類法第9版』を随時参照すること。毎回テキストの該当する箇所を読んでお
くこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
課題提出４０％、中間テスト２０％、期末テスト３０％、授業参加度１０％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業内容の概略と授業の進め方の説明
第２回　情報資源組織の目的と意義

テキスト１章
第３回　目録の意義、歴史と基本的な考え方

テキスト２章：１、２、６
第４回　目録法

テキスト２章：３
第５回　記述と標目

テキスト２章：４、５
第６回　日本目録規則と最近の動向

テキスト２章：７、８
第７回　主題組織法

テキスト４章
第８回　中間テスト
第９回　分類の原理と分類法の意義、役割、種類

テキスト５章：１、２、３

４．評価方法・評価基準（Evaluation）
演習課題の提出100％とし、その合計で総合的に評価する。（演習課題１～
１３は各７％、総合演習問題は９％）
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　演習方法説明、基本事項に関する講義
第２回　情報検索の基礎技術（演習課題１）
第３回　本学図書館OPACの利用法（演習課題２）
第４回　図書資料の検索（国立国会図書館サーチ）（演習課題３）
第５回　図書資料の検索（CiNii Books）（演習課題４）
第６回　雑誌記事、論文の検索（雑誌記事索引）（演習課題５）
第７回　雑誌記事、論文の検索（CiNii Articles）（演習課題６）
第８回　雑誌記事、論文の検索（引用文献の検索）（演習課題７）
第９回　新聞記事の検索　（朝日新聞）（演習課題８）
第10回　新聞記事の検索（読売新聞）（演習課題９）
第11回　外国文献の検索（演習課題10）
第12回　インターネット情報の検索（演習課題11）
第13回　各種情報探索法（単位・通貨の換算、日時情報、就職情報、画

像、映像情報の検索）（演習課題12）
第14回　情報の評価・選択と利用法（演習課題13）
第15回　総合演習問題
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
１．演習室利用のため、人数制限がある。
２．出席し、演習に参加することが第一条件である。

講義コード（Course Code） 901016N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 5000-901016

授 業 名（Course Title） 情報サービス演習Ⅱ
情報探索のプロセスを学ぶ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 岩崎　れい
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）

『レファレンスブックス 選びかた・使い
かた』　長澤雅男　石黒祐子共著　日本図
書館協会　2015
※2015年度以前に情報サービス論を履修
し、その時のテキスト『レファレンスブッ
クス　選び方・使い方』（2013年度版）を
持っている受講生は改めて購入する必要
はありません。

参考文献（References） 必要に応じて、授業中に紹介します。

備 考（Note）
定員40人
必修　
「情報サービス論」履修者であること

１．科目の教育目標（Course Description）
　レファレンス・サービスは、多様な利用者の質問に対して情報を提供す
る図書館の重要な業務のひとつである。利用者の情報要求を正確に把握し、
適切な資料を使って、適切なプロセスで情報を得ることができるようにす
る。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．調べる事柄によって、利用する情報源を使い分けることを知り、それ
ぞれの資料についての知識を得、情報探索のプロセスを体験しながら習得
する。　
２．未知の事柄について知識を得る楽しさを知る。　
３．参考図書を使いこなせるようになる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．テキストを中心にレファレンス・サービスのための参考図書について
の知識や利用方法を把握する。（〈情報サービス論〉で学習したことを各自
復習する。）　
２．図書館で各自課題をこなし、授業中に発表する。　
３．パスファインダーの作成演習を授業中に行う。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．〈情報サービス概説〉の授業内容を踏まえて演習を実施するため、復習
しておく。 
２．前の週までに各回の課題を配布するので、各自割り当てられた課題を
こなし、所定の様式でレジュメを作成し、クラス人数分準備する。　
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
筆記試験40％（第15回に実施）、演習課題の発表及び提出60％とし、その
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講義コード（Course Code） 901022N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 5000-901022

授 業 名（Course Title）
図書館サービス特論
視覚障害者等への資料・情報サービ
ス

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 襟川　茂
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（集中）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 自作プリント、点字読み教材ほか別途指
示

参考文献（References）

『点訳のてびき　第3版』　全国視覚障害
者情報提供施設協会　読書工房（販売）　
2013
『G-10とマナブくんの点字教室』　全国視
覚障害者情報提供施設協会　読書工房（販
売）　2011
『音訳テキスト【音訳入門編】』　全国視覚
障害者情報提供施設協会録音委員会音訳
テキスト【音訳入門編】製作プロジェク
ト　読書工房（販売）　2013
『音訳テキスト【デイジー編集入門編】』　
全国視覚障害者情報提供施設協会録音委
員会音訳テキスト【デイジー編集入門編】
製作プロジェクト委員会　読書工房（販
売）　2012
『１からわかる図書館の障害者サービス』　
佐藤聖一　学文社　2015
適宜資料配布

備 考（Note） 定員25人
選択必修

１．科目の教育目標（Course Description）
視覚障害者等の情報環境と情報支援・障害者サービスについて理解できる
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．視覚障害者等の情報環境と情報支援・情報サービスの現状と課題を理
解する。
２．公共図書館での障害者サービスの方法を理解する。
３．視覚障害者情報提供施設における事業内容と利用者サービスの現状に
ついて、見学実習を通して理解する。
４．ネットワークを活用した障害者サービスの方法を理解する。
５．点字での情報伝達の知識と方法を、点字の読み書き学習を基に理解す
る。
６．音声での情報伝達の知識と方法を、音訳やデイジーの学習を基に理解
する。
７．様々な暮らしの場面での情報入手の工夫とボランティア活動の意義に
ついて理解する。
８．情報保障を支持する法制度について理解する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．講義は資料配付を原則とする。
２．点字・録音資料の紹介や映像でのプレゼンテーションを多用し、受講
者が課題を容易に理解できるよう工夫する。
３．小単元ごとの小テストを行い、知識の定着を図る。
４．演習を行う。
　Ａ．サピエ図書館等での資料検索実習
　Ｂ．点字体験学習（点字の読み方・書き方実習、指点字実習）
　Ｃ．音訳者養成講座体験実習
　Ｄ．手引き体験実習
　Ｅ．視覚障害者情報提供施設の見学実習
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．街中での点字や音声案内等の事例に着目する。
２．近くの公共図書館等で障害者サービスの具体例を確認する。
３．「見えない、見えにくい」シュミレーションの体験があれば、そのこと
を通じて視覚閉鎖の状況についての考えを整理しておく。
４．障害者サービスに関係する各種サイトを閲覧する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
16時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
１．評価方法：小単元終了後の小テスト（50％）、最終講義での小論文課題

（20％）と、授業への参加態度（30％）の点数合計を基に総合的に判定
２．評価１．街中での点字や音声案内等の事例に着目する。
３．近くの公共図書館等で障害者サービスの具体例を確認する。
４．「見えない、見えにくい」シュミレーションの体験があれば、そのこと
を通じて視覚閉鎖の状況についての考えを整理しておく。

第10回　主要な分類表と日本十進分類法
テキスト５章：４、５

第11回　分類規定と分類作業
テキスト５章：６、７、８

第12回　語による主題組織
テキスト６章

第13回　情報組織と情報技術：オンライン目録と書誌ユーティリティー
テキスト３章：１、２、テキスト７章

第14回　ネットワーク情報資源の組織化とメタデータ
テキスト３章：３、４、５

第15回　最終まとめと理解度確認
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込可（試験時間割発表時に指定）
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 901020N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 5000-901020

授 業 名（Course Title） 図書館情報資源特論
京都資料を知る

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 福島　幸宏
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 234（集中）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） （未定）
参考文献（References） （未定）
備 考（Note） 必修　半年の半分

別紙　
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２　図書史については、現物と図版を示して理解を深める。
３　現在の図書館を例にあげながら、知の集積としての図書館の様々を考
える。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
博物館や展覧会に行って、古典籍をみておく。
国立国会図書館などのＨＰの電子展示会を閲覧する。
自分が住んでいる地域図書館の歴史を知っておく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
7時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業に取り組む態度20％　授業中課題20％　授業最終日の確認試験60％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　文字の誕生と様々なメディア－紙発明以前のメディア
第２回　西洋の図書・図書館史①－古代　アレクサンドリア図書館
第３回　西洋の図書・図書館史②－中世～近世　修道院図書室から王室

の図書館へ、活版印刷の誕生
第４回　西洋の図書・図書館史③－近代　国立図書館と公共図書館の発

展、大量印刷の時代
第５回　東洋（中国・日本）の図書のすがたとかたち
第６回　中国の図書・図書館史①－竹簡・木簡、紙の発明、写本から刊

本へ
第７回　中国の図書・図書館史②－四部目録の完成、『永楽大典』と『四

庫全書』
第８回　日本の図書・図書館史①古代－文字・紙の移入と『百万塔陀羅

尼』
第９回　日本の図書・図書館史②古代－貴族の文庫（芸亭など）と摺

経・摺仏、平安朝物語
第10回　日本の図書・図書館史③中世－武家文庫（金沢文庫、足利学校）

と寺院版
第11回　日本の図書・図書館史④近世－きりしたん版と古活字版から商

業出版へ
第12回　日本の図書・図書館史⑤近世－徳川幕府の文庫、大名文庫、個

人文庫
第13回　日本の図書・図書館史⑥近代－近代図書館制度
第14回　日本の図書・図書館史⑦近代－活字印刷の時代、新聞発行と大

手出版社の登場
第15回　図書・図書館史のまとめと確認試験
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業中配布のプリントは、順番がわかるように綴じること。授業の範囲が
広いので、必ず、その国・時代の図書史、図書館史の特徴を把握しておく
こと。

講義コード（Course Code） 901024N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 5000-901024

授 業 名（Course Title） 図書館総合演習
図書館の新しい試みと動向

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 鎌田　均
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）
参考文献（References） 授業の中で紹介する
備 考（Note） 選択必修

１．科目の教育目標（Course Description）
国内外の各種図書館などが発信するインターネット上の情報から、図書館が
展開している新しいサービス、動向を探り、個別の事例を検討する。これ
を通して図書館全般における現状、また今後の展望をを総合的に理解する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1. 図書館における現在の諸問題、動向について理解する。
2. さまざまな図書館で実践されている新しい動向を発見し、検証する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
1. 他学生の発表、教員の講義から、図書館における現状、動向に関する大
きなテーマについて理解する。
2. 図書館ウェブサイト、文献などを調べ、新しい動き、取組みを発見し、そ
れについて検証し、授業で発表する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
インターネット、図書館などを利用して課題について調べ、授業の発表で
利用するプレゼンテーションの材料、資料を作成する。

５．障害者サービスに関係する各種サイトを閲覧する。基準：１００点満
点で６０点以上が合格、５９点以下が不合格。
６．その他確認事項
　・出欠確認は、各授業ごとに受講者名簿に基づいて口頭で行うことを原
則とする。
　・遅刻、またはやむを得ない事態が発生した時は、速やかに連絡する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　講義1　「視覚障害者等の情報環境と障害者サービス」
第２回　講義2　「視覚障害者情報提供施設のサービス」
第３回　講義3　「見学事前学習―視覚障害児・者福祉施設の役割と事業

内容について」
（DVD「施設案内」等から学ぶ）

第４回　施設見学　「社会福祉法人京都ライトハウス見学」
第５回　見学実習　「京都ライトハウス情報ステーション見学実習」

・サービスカウンターでの日常的な事業運営の見聞
・所蔵資料の分類・配架状況の閲覧
・点訳・音訳等の資料製作から貸出までのプロセスの学習
・ボランティア活動の見聞
・対面読書、読み書きサービス等の利用者との直接サービスの
見聞

第６回　講義4　「合理的配慮と公共図書館での障害者サービス」
第７回　講義5　「ネットワークによる障害者サービスの方法」
第８回　講義6　「点字の基礎を学ぶ」
第９回　演習1　「点字の読み書きを体験する」
第10回　演習2　「指点字で情報を伝える」
第11回　演習3　「音訳とは何か　音声で情報を伝える」
第12回　講義7　「Daisyとは何か　音声とテキストで情報を伝える」
第13回　講義8　「点字サインと音声サイン」
第14回　演習4　「点字・音声・手引きでボランティア体験」
第15回　講義9　「障害者サービス関連法規・規則の学習と講義のまとめ」
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
＜施設見学先＞
施設名：社会福祉法人京都ライトハウス
所在地：京都市北区千本北大路西側下がる５０メートル（市バス「京都ラ
イトハウス前」）
住所：　〒603-8302　京都市北区紫野花ノ坊町１１　京都ライトハウス
電話：　ライトハウス事務所　０７５－４６２－４４００
　　　　情報ステーション　０７５－４６２－４５７９

講義コード（Course Code） 901023N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 5000-901023

授 業 名（Course Title） 図書・図書館史
知識集積の歴史とその継承

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 平野　翠
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 担当者が作成したレジュメと資料を配布
する。

参考文献（References）

『日本図書館史概説』　岩猿敏生　日外ア
ソシエーツ　2007.1
『図説図書館の歴史』　スチュアート・A.P. 
マレー　原書房　2011.11
『本と図書館の歴史-ラクダの移動図書館
から電子書籍まで』　モーリン・サワ　西
村書店　2010.12
その他、授業のなかで随時紹介していく。

備 考（Note） 選択必修

１．科目の教育目標（Course Description）
様々なメディアによる図書の歴史や図書館の歴史を、日本を中心に西洋、中
国に及んで学習し、現在の日本の図書や図書館がどのようになりたってき
たかを知る。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
各種の情報資源（主に図書）のメディア及び形態の歴史、流通の歴史、また
それを収集保存してきた図書館の歴史的発展について、日本を中心に、近
代以降に大きな影響を与えた西洋や、それまでの文化に大きな影響を与え
てきた中国について学び、今私たちの身近にある図書や図書館がどのよう
に成立してきたかを学ぶ。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１　西洋の図書館の発展と中国・日本の図書館の発展の違いを認識する。
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講義コード（Course Code） 901026N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 5000-901026

授 業 名（Course Title） 情報資源組織演習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 設樂　馨
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） （未定）
参考文献（References） （未定）

備 考（Note）
定員46人
必修　「図書館概論」「情報資源組織論」
履修者であること

別紙　

講義コード（Course Code） 901027N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 5000-901027

授 業 名（Course Title） 情報資源組織演習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 米谷　優子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『図書館資料の目録と分類　増訂第5版』　
日本図書館研究会　日本図書館研究会　
2015

参考文献（References）

『日本十進分類法　新訂10版』日本図書
館協会　2014

『基本件名標目表第4版』日本図書館協会　
1999

備 考（Note）
定員46人
必修　「図書館概論」「情報資源組織論」
履修者であること

１．科目の教育目標（Course Description）
＜ねらい＞「情報資源組織論」において学習した、記述目録法および主題索
引法の内容について更に理解を深め実践力を養うるための演習として、本
科目では、主題索引作業の実際を取り上げる。＜到達目標＞①日本十進分
類法（NDC）を使用し適切な分類記号の付与ができる、②基本件名標目表

（BSH）を使用し、適切な件名標目を付与することができる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

『日本十進分類法』および『基本件名標目表』を使用し、適切に主題索引を
実施する能力を身に付ける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
分類付与ならびに件名付与に関する問題演習を多数実施し、実践的能力を
育成する。 　
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）

「情報資源組織論」で学習した内容をよく復習しておくこと。
授業外課題は次回の授業で確認する。授業の復習そして次回授業への備え
として真摯に取り組み、次回授業には必ず完成させて持参すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
１．演習課題またはレポート提出　２０％
２．授業参加度　１０％
３．理解度テスト　７０％
で合算して最終的評価とする。

・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度40％、プレゼンテーションおよびレポート60％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業の進め方についての説明
第２回　テーマの紹介（１）新しい図書館の「場」の創出（２）ヴァー

チュアルな場での図書館サービス（３）図書館と利用者を繋げる試
み（４）電子資料と、情報へのアクセスの変化（５）資料のデジタ
ル化とデジタル資料の管理、保存（６）他分野、機関との連携

第３回　準備作業（事例発表のスケジュール）
第４回　準備作業（仮テーマを選択）
第５回　準備作業 （テーマの探索）
第６回　準備作業（テーマを確定）
第７回　準備作業（必要な情報源の探索、収集）
第８回　準備作業（プレゼンテーションの作成）
第９回　事例発表（１）新しい図書館の「場」の創出
第10回　事例発表（２）ヴァーチュアルな場での図書館サービス
第11回　事例発表（３）図書館と利用者を繋げる試み
第12回　事例発表（４）電子資料と情報へのアクセスの変化
第13回　事例発表（５）資料のデジタル化とデジタル資料の管理、保存
第14回　事例発表（６）他分野、機関との連携
第15回　まとめ：各テーマを総合する（プレゼンテーションを完成）
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 901025N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 5000-901025

授 業 名（Course Title） 図書館実習
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 岩崎　れい. 鎌田　均
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 4（通年）
前提科目（Prerequisite）
備 考（Note） 選択必修

１．科目の教育目標（Course Description）
図書館での実習を通して、図書館司書の業務を深く理解する。実習前の準
備と事後の振り返り学習を通じて、図書館での仕事の内容と課題を的確に
把握する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．実習前に図書館業務の概要を復習し、また、実習先について詳しく知
る。
２．実習中は、実習先の指示に従い、できるだけ多くの学びを得る。
３．実習後は、振り返り学習を行い、実習中の経験や学習成果について、発
表し、レポートを書く。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．図書館業務と実習先について学ぶ。
２．実習の際、必要な事柄について整理する。
３．図書館サービスの課題を把握する。
４．実習の経験を自分のものとすることができるよう、発表やレポートを
通して振り返り学習を行う。
＜Course Schedule （授業予定） ＞
事前授業：第１回（5月11日5講時）、第２回（5月18日5講時）、第３回（5
月25日5講時）
事後授業：第１回（12月7日5講時）、第２回（12月14日5講時）、第３回

（12月21日5講時）
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．司書課程で学んだことについて復習しておく。
２．実習先の図書館のサービスや特徴についてできるだけ詳しい情報を収
集しておく。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
実習日誌・実習先の評価40％、実習後の発表・レポート40％、事前事後指
導における取り組み20％の割合で、総合的に評価する。
５．留意事項（Other Information）
実習費として、5,000円が必要となる。内訳は、先方への実習委託費及び実
習日誌印刷・実習受入作業にかかる郵送費等の実費である。
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・学内展示の企画・実施
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・指示された課題を準備すること
・施設のスケジュールによっては、時間内に見学を実施することが不可能
なので、各自が個別に見学を行うことを求める可能性もある
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
・参加態度50％、課題の成果50％　
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　博物館実習の意義について・展示企画の検討
第２回　美術系博物館の見学と検討
第３回　考古系博物館の見学と検討
第４回　自然系博物館の見学と検討
第５回　調書の作成について
第６回　自記記録計・照度計の扱い
第７回　作品の取り扱い（平面）
第８回　作品の取り扱い（立体）
第９回　作品の写真撮影
第10回　展示内容の企画案発表会（より早い回に実施する可能性がある）
第11回　博物館における印刷物の作成について
第12回　展示図面の作成
第13回　作品貸出・借用の実際について
第14回　解説・キャプションの作成
第15回　展示作業とギャラリー・トーク
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
博物館実習Ⅰ・Ⅱは、学芸員課程の最終段階に位置づけられる科目の一つ
であるので、その他の必要科目をほとんど取得していることが望ましい。
また、博物館概論を履修済であることを登録の要件とする。

講義コード（Course Code） 910009N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 6000-910009

授 業 名（Course Title） 博物館実習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 吉田　朋子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（集中）
前提科目（Prerequisite） 「博物館概論」

備 考（Note） 定員12人
必修 現場実習

１．科目の教育目標（Course Description）
博物館・美術館での実習を通して、学芸員の業務を深く理解する。事前準
備と事後報告を行い、博物館学的な観点から総括する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．学芸員の業務　２．美術品・資料の取り扱いについて　３．美術館・博
物館の様々な業務について
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・実習前に、派遣先についての調査を行い、発表する。
・実習は、学芸員の業務を体験するために行うが、具体的な内容は、各博
物館、 美術館、 資料館により、異なる。
・実習後は、実習内容についてのレポートを書き、発表する。
＜Course Schdule（授業予定）＞
事前・事後の研修を行う。
具体的な実習スケジュールは施設により異なるが、一例として、次のよう
な日程が考えられる。

（１日目）オリエンテーション　施設見学　講義（展覧会について）
（２日目）講義（特別展について）　イベント補助
（３日目）展覧会補助
（４日目）ワークショップ補助　保存修復施設の見学と体験
（５日目）展覧会補助
（６日目）イベント（スタッフとして）実施
（７日目）展覧会補助
（８日目）グループワークとまとめ
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
博物館学芸員資格科目で学習したことを実習で活かせるように復習し、実
習先の施設についてできるだけ多くの情報を収集しておくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
事前・事後の取り組み、博物館などから返却された博物館日誌の内容と実

５．授業予定（Course Schedule）
第１回　オリエンテーション、主題索引
第２回　日本十進分類法
第３回　分類規程
第４回　分類演習１（相関索引）
第５回　分類演習２（一般補助表１（形式区分））
第６回　分類演習３（一般補助表２（地理区分、海洋区分））
第７回　分類演習４（一般補助表３（言語区分））
第８回　分類演習５（固有補助表）
第９回　分類演習６（各類概説）
第10回　分類総復習、件名標目表と件名規程
第11回　件名演習１
第12回　件名演習２
第13回　件名演習３
第14回　分類・件名総復習
第15回　理解度確認テストとまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ほぼ毎回、授業外課題を課す。課題は必ず仕上げてから、授業に臨むこと。

講義コード（Course Code） 910004N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 6000-910004

授 業 名（Course Title） 博物館資料論
博物館資料についての理解

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 兼清　順子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） （未定）
参考文献（References） （未定）
備 考（Note） 必修

別紙　

講義コード（Course Code） 910008N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 6000-910008

授 業 名（Course Title） 博物館実習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 15時間
担 当 者（Instructor） 吉田　朋子
単 位 数（Credits） 1
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite） 「博物館概論」
テキスト（Textbook） 適宜配布する
参考文献（References） 適宜紹介する
備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
学芸員資格に向けた最終段階の科目の一つとして、学芸員業務に関する実
践的な力を養う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
様々な館の見学、作品取り扱いの実習、学内展示の企画・実施を通して、博
物館学の知識を実地に応用する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・博物館施設を見学し、展示等について検討する
・作品管理に関わる実務、取り扱いについて実習を行い、博物館実習Ⅱに
備える
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講義コード（Course Code） 920001N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 4000-920001

授 業 名（Course Title） 学校経営と学校図書館
学校図書館の基本を知る

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 西尾　純子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『学校経営と学校図書館、その展望　改訂
版』　北克一　青弓社　2009
『学校図書館・司書教諭講習資料　第7版』　
全国学校図書館協議会編　全国学校図書
館協議会　2012
発展的な学習のために、参考文献を手元
に置いて勉強してください。

その他、授業の進度にそって適宜紹介し
ます。

備 考（Note） 必修 教職課程履修者に限る

１．科目の教育目標（Course Description）
学校図書館の教育的意義や経営、その現状について総合的に学習する。
また、学校図書館の運営・管理にあたる司書教諭の任務と役割について、学
校司書や公共図書館、地域との連携についても触れる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1．学校図書館の意義と役割
2．学校図書館の機能
3．司書教諭の使命
３．教育・学習の方法（Course Methods）
履修する学生の理解度などを見て、授業予定を変更する可能性があります。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
科目理解のために、参考文献を活用してください。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加態度（50%）、小レポート（50%）
小レポートでは、授業で習得した知識・技術などを評価の対象とします。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス、学校図書館の現状
第２回　学校図書館の歴史
第３回　教育行政・教育課程と学校図書館
第４回　学校図書館の制度・法規・基準
第５回　学校経営と学校図書館
第６回　メディアセンターとしての学校図書館
第７回　学校司書
第８回　学校図書館メディアの構成
第９回　学校図書館メディアの管理
第10回　学校図書館の施設・設備

（実際の施設・設備をより良く知るために、学校図書館の見学
を予定しています。ただし、先方の都合により変更になる場合
があります）

第11回　学校図書館活動の対象と領域
第12回　学校図書館活動の内容と方法
第13回　地域と学校図書館の連携
第14回　学校図書館の評価と改善
第15回　総括
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

習後に提出するレポートとを合わせて評価する。
５．留意事項（Other Information）
博物館概論の単位を修得済みであることを登録の要件とする。
博物館実習Ⅰ・Ⅱは、学芸員課程の最終段階に位置づけられる科目の一つで
あるので、その他の必要科目をほとんど取得していることが望ましい。ま
た、各受入施設は、多忙な業務の中で、実習生を受け入れていることを念
頭に置き、大学を代表していることを忘れずに、礼儀正しく真摯な態度で
実習に参加すること。

講義コード（Course Code） 910010N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 6000-910010

授 業 名（Course Title） 博物館資料保存論
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 上羽　真弓
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 適宜、資料を配布する。

参考文献（References）

『博物館資料保存論』　石崎武志（編著）　
講談社　2012
『文化財の保存環境』　東京文化財研究所
（編）　中央公論美術出版　2011
その他、適宜紹介する。

備 考（Note） 必修

１．科目の教育目標（Course Description）
博物館における資料の保存及び展示・収蔵環境を科学的に捉え、資料保存
を良好な状態でおこなって行くための必要な知識を習得することを通じて、
資料保存に関する基礎的能力を養う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
資料保存の歴史・意義を学び、その重要性を知る。
資料保存のための環境管理について学ぶ。
資料の種類ごとに修復処置の内容と意味を理解する。
美術館における保存修復活動を見学し、理解を深める。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義を中心に授業を進める。
第14回、第15回の授業は「美術館における保存修復活動」の見学に充てる。
※施設見学に関わる費用は履修者の負担とする。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
授業中に適宜指示する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、授業参加態度30％、小レポート20%、定期試験50％に基づいて総
合的に行う。欠席回数が3分の1を超過した場合には単位を与えない。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンス
第２回　博物館における資料保存の意義、文化財保護の歴史
第３回　資料の保存環境－温湿度－
第４回　資料の保存環境－空気汚染物質－
第５回　資料の保存環境－生物被害とIPM（総合的有害生物管理）－
第６回　資料の保存環境－光と照明ー
第７回　資料の保存環境－振動・衝撃ー
第８回　資料の保存環境－伝統的な保存方法－
第９回　資料の修復－理念・調査－
第10回　資料の修復ー日本画ー
第11回　資料の修復－洋画・紙資料－
第12回　資料の修復－屋外文化財－
第13回　まとめ
第14回　学外授業：美術館の保存修復活動の見学（第15回と連続実施）
第15回　学外授業：美術館の保存修復活動の見学（第14回と連続実施）
６．定期試験（Final Exam）
あり　
７．留意事項（Other Information）
内容や進行状況に応じて各回の内容は変わります。
施設見学に関わる費用は履修者の負担となります。
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講義コード（Course Code） 920003N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 4000-920003

授 業 名（Course Title） 学習指導と学校図書館
学校図書館による学習支援

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 岩崎　れい
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『学習指導と学校図書館』　齋藤泰則　樹
村房　2016

参考文献（References） 上記以外は授業中に紹介
備 考（Note） 必修 教職課程履修者に限る

１．科目の教育目標（Course Description）
　学校図書館は、学校における教育・学習の重要な支援機関である。具体
的には、どのような支援を行うのか、また、情報の溢れる現代社会の中で
新たにどのような役割が求められるようになるのかを学ぶ。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．学校教育・子どもの学習において学校図書館が果たす役割を学ぶ。
２．現代社会において求められる情報リテラシーの獲得に、学校図書館が
どのような支援を行うことができるかを米国の学校図書館基準などをもと
に考察する。
３．学校図書館を活用する教科学習の具体案を作成する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．講義・課題発表を併せて行う。　
２．授業中にいくつかの課題をこなすことを求める。　
３．学校図書館の具体的な活用方法を考え、実際に計画を立ててみる。
４．テキスト・プリント・ビデオ等を利用する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．テキストや提示する教材にあらかじめ目を通してくる。 
２．教科学習と学校図書館との関わりについて自分の考えを構築する。 
３．各学習項目についての具体的な準備学習の方法は授業中に提示する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
筆記試験60％（第15回に実施）、授業中の課題及び提出物40％とし、その
合計で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　１．学校教育の支援機関としての学校図書館
第２回　２．『学習指導要領』にみる学校図書館
第３回　３．探求的な学習の理論と図書館の情報資源
第４回　４．学習指導における問題の設定
第５回　５．情報リテラシーと探求的な学習（1）
第６回　５．情報リテラシーと探求的な学習（2）
第７回　６．レファレンスサービスによる学習支援（1）　（演習）
第８回　６．レファレンスサービスによる学習支援（2）　（演習）
第９回　７．パスファインダーの作成（1）　（演習）
第10回　７．パスファインダーの作成（2）　（演習）
第11回　８．教職員のための学校図書館活用へのアプローチ
第12回　９．学校図書館を活用する教科学習の具体案（1）

　　（課題の作成・発表を含む）
第13回　９．学校図書館を活用する教科学習の具体案（2）

　　（課題の作成・発表を含む）
第14回　10．探求的な学習成果の評価と図書館の情報支援の活用
第15回　11．内容理解確認と振り返り
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ゲスト講師による授業を行うこともある。

講義コード（Course Code） 920002N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 4000-920002

授 業 名（Course Title） 学校図書館メディアの構成
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 米谷　優子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook）
『学校図書館メディアの構成　改訂新版』　
北克一/平井尊士　放送大学教育振興会　
2016

参考文献（References） 授業中適宜紹介する
備 考（Note） 必修 教職課程履修者に限る

１．科目の教育目標（Course Description）
学校図書館が、「学習情報センター」・「読書センター」として、その機能を
発揮していくには、教育課程の展開に必要な情報資源が具備され、それら
が児童生徒ならびに教職員等の利用者にわかりやすく使いやすく提供され
る必要がある。本科目では、学校図書館の情報資源（学校図書館メディア）
の種類と特性ならびにその選択・収集・管理について基本的内容を学習す
るとともに、学校図書館メディアを使いやすくするための工程である組織
化についての理解を深め、実践力を養成する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１）学校図書館に備えるべき情報資源・資料について、その種別・特性な
らびに、選択・収集・管理の基本的な内容を学習する
２）学校図書館メディアの組織化の意義を理解したうえで、目録作成、分
類・件名の付与の作業を実習する
３．教育・学習の方法（Course Methods）
講義を中心に、組織化に関しては演習も適宜設定する。授業外課題も課す
予定である。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
図書館を利用し、図書館資料やその提供の仕方等をよく観察しておくこと。
参考文献には積極的に目を通して、学校図書館を総合的・立体的に理解す
るよう努めること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
試験60％　課題提出30％　授業参加度10％
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　授業計画・オリエンテーション　学校図書館の機能と司書教諭
の役割

第２回　学校図書館と情報メディア
第３回　学校図書館メディアの種別とその特性
第４回　学校図書館メディアの蔵書構築
第５回　学校図書館メディアの収集・選択
第６回　学校図書館メディアの組織化-記述目録法と主題索引法
第７回　学校図書館メディアの組織化－目録の意義と目録規則
第８回　学校図書館メディアの組織化－コンピュータ目録の作成１
第９回　学校図書館メディアの組織化－コンピュータ目録の作成２
第10回　学校図書館メディアの組織化－主題索引法の基礎（分類法・件

名法）
第11回　学校図書館メディアの組織化─分類法の実際１
第12回　学校図書館メディアの組織化―分類法の実際２
第13回　学校図書館メディアの組織化―件名法
第14回　学校図書館メディアの管理・運用
第15回　理解度確認試験とまとめ
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
授業計画は、理解度その他の理由により、変更することがある。
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７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 920005N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 4000-920005

授 業 名（Course Title） 情報メディアの活用
情報を学習につなぐ

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 西尾　純子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（前期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook）

参考文献（References）

『情報メディアの活用』　シリーズ学校図
書館学編集委員会編　全国学校図書館協
議会　2010
『学校図書館・司書教諭講習資料　第7版』　
全国学校図書館協議会編　全国学校図書
館協議会　2012
その他、授業の進度にそって適宜紹介し
ます。

備 考（Note） 定員46人 
必修 教職課程履修者に限る

１．科目の教育目標（Course Description）
学校図書館の役割には、「読書センター」、「学習センター」、「情報センター」
の三つがある。司書教諭はこれらの役割を実現するキーパーソンとなるこ
とが求められる。本科目では学校図書館における情報メディア活用能力を
身につけ、さらに生徒を指導する能力を獲得することを目標とする。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）

（1）司書教諭としての必要な各種メディアの現状、特性、活用等について
学習する。 

（2）関連法規、情報倫理等について学習する。
（3）課題に沿って自ら企画し、調べた結果を発表する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
授業は講義だけでなく、演習も行います。
履修する学生の理解度などを見て、授業計画を変更する可能性があります。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
科目理解のために、発展的学習として参考文献を活用してください。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
15時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加態度（50%）、小レポート（50%）
小レポートでは理論だけでなく、実際に演習で習得した知識・技術などを
評価の対象とします。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　ガイダンスおよび情報メディアに関する基礎知識
第２回　知識基盤社会と学校図書館（１）情報メディアとは何か、歴史、

知識基盤社会、生涯学習
第３回　知識基盤社会と学校図書館（２）学校教育における情報メディ

アの意義と活用
第４回　情報メディアの特性と選択（１）情報メディアの種類、特性
第５回　情報メディアの特性と選択（２）情報メディアの選択、機器や

設備の管理
第６回　情報メディアの教育利用（１）コンピュータ、ソフトウェア、

周辺機器
第７回　情報メディアの教育利用（２）情報検索のしくみ、データベー

ス検索、インターネット
第８回　情報メディアの活用事例（１）授業におけるコンテンツの活用
第９回　情報メディアの活用事例（２）授業におけるＩＣＴの活用
第10回　情報メディアの活用事例（３）学校図書館Webサイトの活用
第11回　情報メディアの活用事例（４）特別な支援を要する児童生徒へ

の活用
第12回　情報メディアと児童生徒の保護・支援（１）情報メディアの活

用と知的財産権
第13回　情報メディアと児童生徒の保護・支援（２）情報モラルと個人

情報保護
第14回　情報メディアと児童生徒の保護・支援（３）情報メディアに関

連するトラブルと対策
第15回　総括
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 920004N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 4000-920004

授 業 名（Course Title）
読書と豊かな人間性
子どもの読書における学校図書館の
役割

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 岩崎　れい
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 234（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 必要に応じて、プリントを配布

参考文献（References）
『学校教育と図書館』　志保田務他編著　第
一法規　
その他の参考文献は、授業中に紹介する。

備 考（Note） 必修 教職課程履修者に限る

１．科目の教育目標（Course Description）
　子どもが成長していく過程において読書がどのような意義を持つかを考
察する。また、子どもが読書の楽しさを知るために、学校図書館はどのよ
うな役割を果たすことができるかを、実習を交えながら学ぶ。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
１．子どもの読書能力と読書興味の発達段階を学ぶ。 　
２．子ども観の移り変わりの中で、子どもの読書の意義についての考え方
がどのように変わってきたかを把握する。 　
３．ブックトークやストーリーテリングなど読書に関する学校図書館の重
要なサービスについて、基本的な事項を把握した上で実践的に学ぶ。 　
４．読書に関する日・英・米の行政施策や民間の取り組みについて学ぶ。
５．子どもの読書や文化を取り巻く問題点について考察する。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
１．講義・実習を併せて行う。 　
２．授業中にいくつかの課題をこなすことを求める。（ワークシートを利用
した学習、方法論習得のための作業を伴う学習など） 　
３．ブックトーク・ストーリーテリングなどの読書プログラム実習を行う。
４．プリント・ビデオ等を利用する。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
１．講義に関しては、各学習項目ごとに、事前学習や作業の方法を指示す
る。 
２．読書プログラム実習に関しては、準備方法を授業中に指示する。 
３．ある程度児童文学や絵本を読んでいることが学習効果を高めるので、各
自積極的に読んでおくことが望ましい。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
　筆記試験60％（第15回に実施）、読書プログラム実習を含む授業中の課題
40％とし、その合計で評価する。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　序　「読む」とは
第２回　１．読書能力・読書興味の発達段階
第３回　２．子どものための読書プログラム（実習を含む）

　１）読み聞かせ　２）紙芝居 　　
第４回　２．子どものための読書プログラム（実習を含む）

　３）ストーリーテリング
第５回　２．子どものための読書プログラム（実習を含む）

　４）パネルシアター　５）ペープサート
　６）エプロンシアター 　

第６回　２．子どものための読書プログラム（実習を含む）  　　
　７）ブックトーク 　　

第７回　２．子どものための読書プログラム（実習を含む）  　　
　７）ブックトーク（続き）　８）読書のアニマシオン
　９）ビブリオバトル

第８回　３．児童資料論（1）
第９回　３．児童資料論（2）
第10回　４．子ども観の変遷
第11回　５．子どもへの読書支援

　１）日本の行政施策と民間の取り組み 　　
第12回　５．子どもへの読書支援

　２）海外の行政施策と民間の取り組み
第13回　６．子どもと読書・情報をめぐる諸問題
第14回　７．子どもにとっての読書の意義
第15回　８．内容理解確認と振り返り
６．定期試験（Final Exam）
あり　
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第７回　日本語の音声
第８回　授業の実際１　会話教育と教材分析
第９回　授業の実際２　聴解教育と教材分析
第10回　授業の実際３　読解教育と教材分析
第11回　授業の実際４　作文教育、日本語の語彙
第12回　評価論、教科書分析、授業案作成
第13回　授業の実践１（教材研究・模擬授業　初級１）
第14回　授業の実践２（教材研究・模擬授業　初級２）
第15回　授業の実践３（教材研究・模擬授業　初級３）　今までのまと

め
６．定期試験（Final Exam）
あり　・持込不可
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 922058N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 8000-922058

授 業 名（Course Title） 日本語教育実習Ⅰ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 日比　伊奈穂
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（前期）

前提科目（Prerequisite） ｢日本語教育入門｣ ※H26年度以後入学者
に適用

テキスト（Textbook） ハンドアウト配布。
参考文献（References） 授業中、適宜指示する。

備 考（Note） 必修 日本語教員養成課程専用科目（言語
と教育）

１．科目の教育目標（Course Description）
模擬授業を通して、日本語を教えるための技術を身につける。どのような
学習者にでも対応できるよう、初級、中級、上級というレベルに応じた指
導法はもちろん、文法、会話、読解、作文といった科目別の具体的指導方
法も学ぶ。実践を通して、日本語教授法で学んだ知識を日本語教師として
必要な技術に結びつけることが本科目の目標である。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・日本語教育における日本語文法を学ぶ。
・レベル別、科目別の模擬授業を通して、指導法の基礎を身につける。
・どのような授業を行うか、自ら考え、工夫する。
・さまざまな教材の特徴を学び、効果的な使用法を考える。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
教授法を確認しながら、グループ、あるいは個人で模擬授業の準備、実践を
行う。自らの実践だけでなく、他学生の模擬授業から指導項目の要点、教
え方のポイントも学ぶ。積極的に授業に参加すること。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・日本語文法や教授法はさまざまな書物にあたり、自ら積極的に学ぶこと。
・模擬授業の前には教案を提出すること。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
20時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業への参加度：40％、課題・実習：60％
出席が3分の2以上に満たない者は評価しない（不合格）。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　はじめに（オリエンテーション）
第２回　初級授業概論
第３回　初級模擬授業準備
第４回　初級模擬授業（1）こ・そ・あ、名詞文、動詞文
第５回　初級模擬授業（2）授受表現、形容詞文、存在文
第６回　初級模擬授業（3）ほしい・たい、て形、ない形、辞書形
第７回　初級模擬授業（4）条件、そうです、ようです
第８回　初級模擬授業（4）受身、使役、敬語
第９回　中上級授業概論
第10回　中上級授業「文法」、中級模擬授業（1）
第11回　中上級授業「読解」、中級模擬授業（2）
第12回　中上級授業「会話」、中級模擬授業（3）
第13回　中上級授業「作文」、中級模擬授業（4）
第14回　評価方法（評価基準、試験問題作成など）
第15回　総括
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 922057N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 8000-922057

授 業 名（Course Title） 日本語教授法
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 田中　貴子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 23（後期）
前提科目（Prerequisite）
テキスト（Textbook） 毎回、ハンドアウトを配布する

参考文献（References）

『日本語教授法を理解する本　歴史と理論
編』　西口光一　バベルプレス　1995
『日本語教授法を理解する本　実践編』　三
牧陽子　バベルプレス　1996
『成長する教師のための日本語教育ガイド
ブック上・下』　川口義一＆横溝紳一郎　
ひつじ書房　2005
『日本語教授法』　石田敏子　大修館書店　
1995
『日本語教育ハンドブック』　林大他　大
修館書店　1990
初級を教える人のための日本語文法ハン
ドブック　スリーエーネットワーク
中上級を教える人のために日本語文法ハ
ンドブック　スリーエーネットワーク
国際交流基金日本語教授法シリーズ 第1
巻～14巻　凡人社
日本語教育演習シリーズ①②教えるため
のことばの整理①～②　凡人社
日本語教育演習シリーズ③④さまざまな
表現　凡人社
日本語教育演習シリーズ⑤教え方の基本　
凡人社
日本語教育演習シリーズ⑥授業の組み立
て　凡人社

備 考（Note） 必修 日本語教員養成課程専用科目（言語
と教育）

１．科目の教育目標（Course Description）
本科目は、前期「日本語教育入門」での学習をふまえた上で、実際の授業を
行うために必要な知識やスキル、考え方などを身につけることを目標とす
る。日本語教育を行う上で必要な第二言語習得理論や、教授法の変遷、日本
語の言語的な特徴、教室運営スキルなどを学ぶ。現在、日本語学習者の増
加に伴い、その背景や学習動機などは実に多様化しており、授業の実践方
法もさまざまである。日本国内、国外を問わず、様々な状況に応じて、学
習者のために自ら考え、実践できる教師の育成を目指す。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
国内外の日本語教育の現状およびその背景を知る。
さまざまな教授法を学び、その特徴や問題点を考える。
外国語としてとらえた日本語に関する知識を学ぶ。
外国語教育の技能を学ぶ。
教材や教室活動、授業の組み立て方を学び、実践を行う。
教師としての資質を身につける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
ハンドアウトに沿って講義を行う。
外国語としての観点から、日本語を分析する。
さまざまな教授法を学び、各自あるいはグループで教案作成や教材分析を
行う。
教室内実習を行う。
授業への積極的な参加が求められる。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
事前に資料を読んでおくこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
40時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業参加度（30％）、課題・実習（40％）、試験（30％）の総合評価とする。
出席回数が３分の２に満たない場合は、不合格とする。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　国内外の日本語教育の現状
第２回　コースデザイン、シラバス
第３回　教授法の歴史と言語学習理論１（構造言語学に基づいた教授法

まで）
第４回　教授法の歴史と言語学習理論２（コミュ二カティブな教授法か

ら現代にいたるまで）
第５回　教室活動の種類と目的１（教室環境や教師のインターアクショ

ンなど）
第６回　教室活動の種類と目的２（授業の組み立て、クラスの活動）
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　本科目は１,２,３年で学習した日本語教員養成科目の総仕上げとして、実
際に外国人学習者に日本語教育の授業実践を行なうことにより、日本語教
師としての知識、技能、考え方などを身につけることを目標とする。実習
において円滑な実践が行なわれるよう、充分な課題準備が求められる。既
に実施している教室内実習とは異なり、多様な学習者に対応した指導技術、
問題解決能力、コミュニケーション力などが求められる。グローバル社会
において、自ら考え実践できる日本語教師の育成を目指す。 
2．事前事後授業 
　実習を実りあるものにするため、事前授業では基本的な授業技能や心構
えを身につけ、自主的に様々な準備を行う。事後指導においては、実習体
験が今後の自立学習に活かされるように意識付けを行う。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
1．日本語教育実習に対する教師としての心構えを身につける。
2．学習者に応じたコースデザイン・指導内容を考える。 
3．実習のオリエンテーション、プレースメントテスト、シラバスなどの作
成を行う。
4．さまざまな教授法をふまえて、指導案作成・教材準備を行う。 
5．実践を通して、効果的な指導技能、教室活動を学ぶ。 
6．日本語学習者との相互理解を深める。
7．実習を総括し、レポートにまとめる。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
実習の事前事後に、講義による授業を行なう。 実習先では授業を実践し、
その後フィードバックを行なう。授業実践の前には指導案の提出が求めら
れる。 学生は授業実践および授業見学を通して共に日本語教育における技
能を深める。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
事前授業では、さまざまな学習者に対するコースデザインを行う。また、日
本語教材の比較・分析を通して授業実践の準備を行う。 
実習中は、指導内容の研究が不可欠で、授業に対する適切で効果的な指導
法や教材・教具などを考えて指導案を作成することが求められる。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は授業参加度、指導案提出、教育実習、課題提出により総合的に行う。
なお、原則として欠席は認めないので注意すること。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　事前指導1．コースオリエンテーション、教育実習の意義及び
心構え、学習者の多様性と異文化コミュニケーション,ポスター作成

第２回　事前指導2．コースデザイン、プレースメントテスト作成、実
習オリエンテーション準備

第３回　事前指導3．教材研究、指導案作成、教材および教具作成（初
級）

第４回　事前指導4．教材研究、指導案作成、教材および教具作成（初
中級および中級）

第５回　実習1．実習オリエンテーション、プレースメントテスト実施、
クラス分け

第６回　実習2．初級授業実践（ひらがな、挨拶、自己紹介、こそあど、
数字）

第７回　実習3．初級授業実践（ひらがな、基本的な動詞・形容詞、存
在の表現）

第８回　実習4．初級授業実践（カタカナ、希望の表現、授受表現）
第９回　実習5．初級授業実践（カタカナ、比較の表現、過去の表現）
第10回　実習6．初中級授業実践（動詞「辞書形」「て形」「た形」の文

型）
第11回　実習7．初中級授業実践（動詞「ない形」「普通形」の文型）
第12回　実習8．初中級授業実践（可能の表現、時の表現、自動詞・他

動詞）
第13回　実習9．中級授業実践（日本文化に関する読解）
第14回　実習10．中級授業実践（日本文化に関する会話）
第15回　事後指導1．振り返り、実習日誌・レポート・最終指導案提出、

総括、今後の自己学習
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）

講義コード（Course Code） 922059N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 8000-922059

授 業 名（Course Title） 日本語教育実習Ⅱ
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 40時間
担 当 者（Instructor） 田中　貴子
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（後期集中）

前提科目（Prerequisite） ｢日本語教育実習I｣ ※H26年度以後入学
者に適用

テキスト（Textbook）

『日本語初級大地1』　山崎佳子ほか　ス
リーエーネットワーク　
『日本語初級大地2』　山崎佳子ほか　ス
リーエーネッ　
『トピックによる日本語総合演習中級前
期』　スリーエーネットワーク　
『トピックによる日本語総合演習中級後
期』　スリーエーネットワーク　
『中級へ行こう』　平井悦子、三輪さち子　
スリーエーネットワーク　
日本語初級・初中級・中級テキスト

参考文献（References）

『みんなの日本語初級Ⅰ本冊』　スリーエー
ネットワーク　
『みんなの日本語初級Ⅱ本冊』　スリーエー
ネットワーク　
『初級を教える人のための日本語文法ハン
ドブック』　スリーエーネットワーク　
『中上級を教える人のための日本語文法ハ
ンドブック』　スリーエーネットワーク　
『日本語文型辞典』　くろしお出版　
『くらべてわかる日本語表現文型辞典』Ｊ
リサーチ
『日本語初級大地　文型説明と翻訳　英語
版』スリーエーネットワーク
『日本語初級大地 教師用ガイド　教え方
と文型説明』スリーエーネットワーク
『どんなときどう使う日本語表現文型辞
典』アルク
『生きた例文で学ぶ日本語表現文型辞典』
アスク
『初級日本語文法と教え方のポイント』ス
リーエーネットワーク
『中級日本語文法と教え方のポイント』ス
リーエーネットワーク　
『みんなの日本語Ⅰ・Ⅱ　書いて覚える文
型練習帳』スリーエーネットワーク
『おたすけタスク』　くろしお出版
『コミュニケーション・ゲーム』凡人社
『コミュニケーションのためのクラス活動
40』スリーエーネットワーク
『絵で導入・絵で練習』凡人社
『クラス活動集101』スリーエーネットワー
ク
『続クラス活動集131』スリーエーネット
ワーク
『日本語かな入門』凡人社
『くらべてわかる日本語表現文型辞典』J
リサーチ
『教師と学習者のための日本語文型辞典』
くろしお出版
『短期集中初級日本語文法総まとめポイン
ト20』スリーエーネットワーク
『中級日本語文法要点整理ポイント20』ス
リーエーネットワーク
『語学留学生のための日本語Ⅰ』『フォロー
アップ問題集』凡人社
『語学留学生のための日本語Ⅱ』『フォロー
アップ問題集』凡人社
『絵とタスクで学ぶにほんご』凡人社
『絵でマスター日本語基本文型８５』凡人
社
『新文化初級日本語』凡人社
『文化中級日本語』凡人社
『初級日本語げんき[改訂版]』ジャパンタ
イムス
『まるごと　日本のことばと文化』三修社

備 考（Note）
定員10人
選択必修 日本語教員養成課程専用科目
（言語と教育）　 学外実習

１．科目の教育目標（Course Description）
1．教育実習　 
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・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
指示された課題は、事前にきちんと準備すること。とくに、海外実習校に
おいては、教材研究・指導案作成は周到に行うこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
60時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
現地教員の評価をもとに、実習期間中に作成した教材や指導案、最終レポー
トなどにより、総合的に判定する。なお、遅刻・欠席はゆるされない。
５．留意事項（Other Information）
別途渡航費が必要である。また、この授業の履修条件は、以下の通りであ
る。日本語教育実習Iの単位を修得済みであり、かつ必修科目22単位のうち
16単位以上（平成26年度以降入学者は24単位中18単位）を修得済みである
こと、また、Toeic600点程度の英語能力を有すること。留学生は、日本留
学試験日本語科目（３領域総合得点）320点以上の成績を取得していること
が求められる。卒業後、日本語教員として就職することを考えている人は、
本科目を含む実習科目をすべて履修することが望ましい。

講義コード（Course Code） 940010N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 9999-940010

授 業 名（Course Title） 応用プレゼンテーション演習
Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 平野　美保
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 34（前期）
前提科目（Prerequisite）

テキスト（Textbook） 『ビジネスプレゼンテーション』　武田秀
子編　実教出版　2011

参考文献（References）

『シンプル・プレゼン』　ガー・レイノル
ズ　日経ビジネスアソシエ　2011
『プレゼンテーションＺＥＮ　第２版』　
ガー・レイノルズ　ピアソン桐原　2012
『TEDトーク　世界最高のプレゼン術』　
ジェレミー・ドノバン　新潮社　2013

備 考（Note）
定員30人
「プレゼンテーション演習」履修済みが望
ましい

１．科目の教育目標（Course Description）
視覚資料の特性や作成上の留意点などを理解した上で資料作成を行い、効
果的なプレゼンテーションができるようになる。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
・プレゼンテーションの基礎知識をもとに、視覚資料に関する意義、種類、
特徴などを理解する。
・商品企画など図表や図解表現などを使った資料作成をしながら実践的な
プレゼンテーション力を身につける。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
・各課題について、学習、準備、練習、発表を、個別ないしはグループで
行う。
・発表ごとに、発表に関する自己評価（工夫点、反省点）、他者の発表から
得たこと、今後の課題、感想等についての報告書を提出する（3回）。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
・毎回のテーマについて、準備・練習を行う。
・授業内でできなかったことは、次週までに仕上げておく。
・プレゼンテーション後に「報告書」を作成する。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
50時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
評価は、最終プレゼンテーション（30％）、授業参加度（40％）、報告書

（30％）に基づき、総合的に行う。
５．授業予定（Course Schedule）

第１回　オリエンテーション
第２回　ビジュアル化の意義：視覚資料のポイントと図解、プレゼン

テーション演習（準備）
第３回　ビジュアル化の意義：図解を使ったプレゼンテーション演習

（発表①）
第４回　視覚資料の種類と特徴：視覚資料の理解と視覚資料を使ったプ

レゼンテーション演習（準備）
第５回　視覚資料の種類と特徴：視覚資料を使ったプレゼンテーション

（準備）
第６回　視覚資料の種類と特徴：視覚資料を使ったプレゼンテーション

演習（リハーサル）
第７回　視覚資料の種類と特徴：視覚資料を使ったプレゼンテーション

演習（発表②）
第８回　資料引用と著作権への配慮

講義コード（Course Code） 922060N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 8000-922060

授 業 名（Course Title） 日本語教育実習Ⅲ
海外での日本語教育実習

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 30時間
担 当 者（Instructor） 堀　勝博
単 位 数（Credits） 2
配当学年（Eligible Year） 3（後期集中）

前提科目（Prerequisite） ｢日本語教育実習I｣ ※H26年度以後入学
者に適用

備 考（Note）
定員10人
選択必修 日本語教員養成課程専用科目
（言語と教育）　 学外実習

１．科目の教育目標（Course Description）
初級から上級まで各レベルの日本語授業の実践を通して、日本語教育の方
法について体得する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
詳細は、海外実習校との打ち合わせによって決定し、事前指導の授業中に指
示するが、例年、外国人学習者を対象に、初級日本語の授業を２コマ以上
と日本文化紹介授業を担当している。また、事後指導として、帰国後、実
習報告会を実施し、成果発表を課す。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
この科目は、本学日本語教員養成課程の主要科目を修得した最終年次生が、
実際に海外の日本語教育の現場（香港中文大学専業進修学院の予定）に赴
き、外国人学習者を直接教えることで、日本語教育の実践的知識を体得す
ることを目的とするものである。
・ 準備学習の具体的な方法（Class Preparation）
指示された課題は、事前にきちんと準備すること。とくに、海外実習校に
おいては、事前学習・教材研究は周到に行うこと。
・ 準備学習に必要な標準時間数（合計）（Standard Prep Study hours（Total））
30時間
４．評価方法・評価基準（Evaluation）
授業に取り組む意欲・態度の評価点３０％、作成教材、指導案および実施
模擬授業の内容６０％、最終レポートの内容１０％で評価する。なお、こ
の科目に関しては、遅刻・欠席はゆるされない。
５．留意事項（Other Information）
別途渡航費が必要である。また、この授業の履修条件は、以下の通りであ
る。日本語教育実習Iの単位を修得済みであり、かつ必修科目22単位のう
ち16単位以上（平成26年度以降入学者は24単位中18単位）を修得済みで
あること。留学生は、日本留学試験日本語科目（３領域総合得点）320点以
上の成績を取得していることが求められる。卒業後、日本語教員として就
職することを考えている人は、本科目を含む実習科目をすべて履修するこ
とが望ましい。

講義コード（Course Code） 922101N0J
コースナンバー （Course Number）
（科目読替（Previous Course）を含む） 8000-922101

授 業 名（Course Title） 日本語教育実習Ⅳ
海外での長期日本語教育実習

Ｎ Ｄ ６（Diploma Policy） －
授業以外に必要な標準学修時間（Standard Self-study hours） 60時間
担 当 者（Instructor） 堀　勝博
単 位 数（Credits） 4
配当学年（Eligible Year） 4（集中）

前提科目（Prerequisite） ｢日本語教育実習I｣ ※H26年度以後入学
者に適用

備 考（Note）
定員４人
選択必修 日本語教員養成課程専用科目
（言語と教育）　 学外実習

１．科目の教育目標（Course Description）
初級から上級まで各レベルの日本語授業の実践を通して、日本語教育の方
法について体得する。
２．教育・学習の個別課題（Course Objectives）
詳細は、海外実習校との打ち合わせによって決定し、事前指導の授業中に
指示する。例年、香港の幼稚園や中学校の児童･生徒を対象に、日本語や日
本文化を紹介する授業を３週間にわたって担当している。
３．教育・学習の方法（Course Methods）
この科目は、本学日本語教員養成課程の主要科目を修得した最終年次生が、
実際に海外の日本語教育の現場（香港YMCA系列の教育施設を予定）に赴
き、外国人学習者を直接教えることで、日本語教育の実践的知識を体得す
ることを目的とするものである。
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第９回　提示資料・配布資料の特徴と作成上の留意点：特徴と留意点の
把握、プレゼンテーション演習（準備）

第10回　提示資料・配布資料の特徴と作成上の留意点：プレゼンテー
ション演習（準備）

第11回　提示資料・配布資料の特徴と作成上の留意点：プレゼンテー
ション演習（発表③）

第12回　プレゼンテーション演習：準備（企画）
第13回　プレゼンテーション演習：準備（視覚資料作成、練習）
第14回　プレゼンテーション演習：準備（リハ―サル、相互評価）
第15回　まとめ：発表④
６．定期試験（Final Exam）
なし
７．留意事項（Other Information）
ゲスト講師による授業を行うこともある。
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SYLLABUS

京都ノートルダム女子大学

学章（University Emblem）について
　京都ノートルダム女子大学の学章は、中央に聖書が置かれ、

それには本学の建学の精神「徳と知」の原語である “VIRTUS

ET SCIENTIA” が記されている。そしてこれを導くイエス・キ

リストと聖母マリアの頭文字である J と M が中央上部にあり、

聖書の下には、学業の成就を願う月桂樹とその目標に達した喜

びを表わす棕櫚を配し、大学名で取り囲んだものである。

「ノートルダム」はキリストの母、聖母マリアのことです。
「ノートルダム」を校名にいただく私たちは、「徳と知」をモットーとして、

聖母マリアにならい、人としての成長を目指します。

『 尊　ぶ 』人と自分、物と自然の全てに敬意をもって向き合います。
『対話する』心をこめて聴き、かかわりから学び、真理を探究します。
『共感する』心を開き、人や時代の要請に敏感な感性を持ちます。
『行動する』対話し、決断し、責任を持って
　　　　　　　　　　　 人々の幸せと世界平和のために行動します。

神への深い信頼が聖母マリアをこのような生き方へと導きました。
私たちも、人間を超える大きな力に支えられている確信が持てますように。
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